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真． 開設年次 作成年度 メ：残ア 1単位

28、 社会学入門　…・∵・…・・∵……・・…・……………・…・…・・58 63年度から　」ビ　　　　，

・62 R 2
　
2
9
．
　
　
　
」
　
　
　
． 社会科学ρ嘆立と発展（平球元年度限り）　………　60 61年度から 60〈㊤〉 R．、 4

30 現代社会論1ぐ四域元年度限り）　…・…6…・………　64 61年度ふら 60 TV、 2』

、31 現代社会論皿（平成元年四二9■）　………・……・・…’66 61年度から ．60．．・

R 2

32 日本経済と産業と企業　…9……………・・…・・四…・・…68 ．1年度から
　
　
6
3
、
．
． TV　． ．2

33、
経営総論・・r…一一一…r・・讐……一一・一一・一70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

63年度から． ’162．・ 一，・Rl． 2

．，34
会計総論　噌……9…・……・…………………………轡72．　　　．　　●

63年塵から 62　． TV．．：
2

（自然系Σ　　　　　　　　　　　　　’

，35 現代の数学観　…騨…・r・……・・一…・…………・・……74 63年度から一
@　　」　」　　　　．　　　　　　．

§2』． R、 ．2

ρ
0
　
　
　
ワ
ー
つ
ρ
　
　
3

基礎数学L…∵・…1ツ∵∵一・・’一……∵・・…・…一∵76　　　　　～　　　　　　∫基礎1数学■（平成元年三島b）　……・…・“……・…・78

63年度力｝ら

D61年度から

62’・

U0

sV

C・

q．∫

2
2

r

381 三嘆数学皿く平成元年童限り）　・…………・……・…．80一 61年度から 60、 耳．． 2

39． 確率論．一…・一9…・四・・………一・一・…・……・一…、82 1年度から・ 63 R
2
．

40 統計学．……………・…一・・……6り…・・即・……………　84． 1年度から 63 R 2　、

41． 物忌科学史　r…・……讐・g……ら一・…戸・轡……………・・86
．、 P年度から

　
6
3
（
㊤
）
1
　
　
　
・

R． 2
＼

42 物質と土ネノヒギー（平成元年度限り）　……………88 61年摩から 60「 R
．2、

．43 基礁物理学II（平成元年塵限りう．1…………一・……　90 61年度から 60， ．TV・ 2

44 基礎物理学皿・く平成元年三三9）．・叩…・……・…・・92 研年度から L60　　．． R 2　’

45 基礎化学（平成乖年度限り，）・…・・………一・…一…　94 6ユ年度から． 60．（㊥） ∫TV． 4、

46 基礎生物学《平球元年度湿り）　・……………・…・…　98 61年度から ．　60 ．TV　　」 ．4　．

47 入間の生物学．…・………・…・・…………………・・一…102 1年度から 63　・ ．．TV、 21
48 生命科学史i　………・・∵……・・………一・州…・・……104 1年度から 63　’ R、． 2

49 生命科学卑皿………一…・一・……………・一…・一106 1年度から ・63 ，R’ 2．

50 地球と宇宙（．地i球編）、・…・………………………・…　108 ．．63年度から ・　62　． ．TV 2

51・ 地球と宇宙（宇宙編）　………・……一・・……………110 63年度から 62．． TV’ 2

52
日盛の自然く平成元年度限り）’画………………・…1i2　　　　　　　く

61年度から ．　60、 Ty
2．：　’

53 科学と実験．…・…………・・…………・……・・一………114． 1年度から． 63 TV 2

平成2年度改訂開設；科目．

（．人文系）．

54 生活と芸術．…・………・卿…………・…………・・……116 2年度から ．1（㊤）． TV．1 21



56’

57

58

59

60

61

62

68

69

70．

71

72

73

74．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁

教育学概論　……・g・……・…・・…………・……・……・…118

行動科学1　………・……r………・……………………120

行動科学豆　………r………・・…………………一……122

比較思想　………………………・…………・・…………124

日本語学概論　…………・……・・………………………126

近代詩歌　……・…・……・………………………………127

歴史にみる日本人と仏教　・………∴………・……・…129

（社会系）

法学入門　…∴・…・・………・………………・∴・…∴……131

行政法　……………………・……………・・……＿＿＿133

経済社会論　・…・………∴・…・……………・・…・………135

比較社会史　1…………・……・・………………・・………137

民族学　・……………∴……………………・…・…・……139

（自然系）

線形代数学　………g・…∵・…・……………・・…1………141

物理の世界‘ g……∴…∴…∴…∵∵1………1…・…・・…143

基礎化学　……一……6…・・……い一……●●●……’●…。145

物質の構造と機能　……・…・・………・…・・……………147

叢生物学レ’．●●∵●商∵…●●∵●●……”●∴’㌘’”149

鞭生騨∵卿∵一魎一∵∵一151
日本の自然”……・∴…両1・・6∵…叩………∵…∴・…15臼

開設年次

2年度から

2年度から

2年度から

を年年から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から・

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

2年度から

1

1

1

1年度 メディア 単位

1 R 2

1 TV 2

1 TV 2

1 TV 2

1 R 2

（㊥） R 2

1 TV 2

1 TV 2

（㊤）
R 2

1 R 2

1 R 2

（㊥）

TV 2

1 TV 2

1 TV 2

1 TV 2

1　」 ’TV． 2

1 TV 2

1 TV 2

1 TV 2

2　外国謡科目・

75 英語∬一り……∵…・・∵一“∴∵6・∵…」・…∴………155 1年度から 63 R 2

　　　　　一V61英語皿　……………・・∴∵・∵……・…・r…∵・……・・…∵・・157 1年度から 63 TV’ ．2

“幽

77侯諦．．・一・1………∵……唖…L轡・…・・……∵・…1．159． 1年度から 63 TV 2

蹄1英語W．・一1…・……1・rl・卵・舶∴山・gr5…？・1…1…∵∵…i印 1年度から 63、 R ．12

．79 英語正一B1．i平成元年度限り）．∴…∴…∴・∴1∴i砲 61年度漆ら 6Q R 2

．80．英語11－B2（平成元年度限り）　∵………喚・∵・∴・・平64 61年摩から、 ．60　’ 2

811
P室ツ語’エ＿…崩・∵・・r∵・‘・嗣1・・☆・吻∵∴☆∵……・∴…☆1硲∫1年度から． 63・． Tマ 2

82 ドイツ語五　………………・・………・…・…………1…・168 i年度から 63 TV 2．



頁 開設年次 作成年度． メ箔ア 単位

＼83 ドイツ語皿’……………・……・・………………………170 工年度から 63 R 2

『・84 両ッ語皿一B1．（平成元年度限り）・一………171 6i年度から 60 R ・2

‘85． ドイツ語皿』葺2（平成元年度限り’ j　……………1マ3 61年度から 60（㊥）’ R 2

ン86、 ’フ1 堰f 塔X語1　……一∴…一・・．∵・……………・……・・175 1年度から 63（㊥） TV 21

187 フ・
宴Vス半死　………．・∴＿＿．．＿＿＿＿＿．．＿．＿．．．177

．1年度から 63（㊥）1 TV 2

98 ・ブランメ雪笹．……6……・・…・……・・………＿・＿＿．．179 1年度から　　’

6a＠） ’．B，

2

．89 シラジス語皿一B「1（平成元年三三：り）　…………181 61年度から 60 R 2

90 フ．ランス語1【一B，2（平成元年度限り’ j　…………183 61年度から 60 R 2　．

91 中国語1　………………・・」…＿＿＿＿＿．＿＿＿＿．185 ユ年度から ．63 R 2　’

92， 中国語虹．………………16…一・…・6……・…・・………187 1年度から 63 R 2

93， 中国語．皿　…………・・…・…………・？……・・9……・……189 62年度から 61． R 2

94 中幸語】V　……………・・……・…………・・＿＿．＿＿＿191 』63年度から 62 R 2

95 ロシア語1　……＿＿＿…．．＿．＿＿＿＿．＿．．＿∴＿．193 1年度から 63』 R 2

96 ロシア語11　………・……・・……………・…・・…………195 」1年度から
63 R 2

97 スペイン語（平成元年度限り）　……………・…・・…．ig7 61年度から 60 R 4

98、 Japanese　　I　　…　。。…　。・・…　。・・・…　。・・。・・・…　9・・…　r・・・・…　　201 1年度から 63 TV 2

99
Ja丞）anese　　皿　　・…　。・。・・・・…　づ。。・。・。・・…　。・。・・・・・…　。・・…　。・　203

’1年度から 63 TV、 2

平成2年度改訂開設科目

100 英語1（・96）…………・…………・・……．一＿＿205 2年度から 1 R 2

101．英語V　…………………’…………’……・…一……・…207 2年度から 1 R 2

．102 ．英語W……・…………・一∵……………・・……………209 2年度から 1 R 　●Q

103 ドイツ語y　…………・…………・…6………・・…・……211 2年度から 1 R 珍

104 ドイツ語V”●’b’●”●●6…●”●’●’●’●穐”の●●”●’’”●●’”．’…●…　213 2年度から 1 R 2

105 フランス語W’………………・一………………・・……珍15 2年度から 1 ．R 2

166． ．フランス語V．………………・・………・・………・・……217 2年度から 1 R 2

107 スペイン語1　………………・・…………・……・・一…219 2年度から 1 R． 2

108 スペイン町立　………6…・・6…・……・………………＿221 2年度から 1 R 2

a保健体育

109，

P．10

保健体育　………・………・・………………・…∴…∵…223

ﾌ育実技・………・・…・・勉・……・…・・．・……・…・・………・

60年度から 59（㊥）． TV

3
1



専門科目．4・．

生活と福社　　　　　　　　　　　　　　頁 開設年次 作成年度 　一“
＜ﾅア 単位

開設年次 作成年度 三冠ア 単位

111 生活史（平成元年度限り）　…∵…………・…・…・…・225 61年度から 60 R 2

112 人間と社会環境　………・…・…一・……………・…・・…227 1年度から 63 TV 2

113 家庭の本質　………………・…………………●’●．卿…229 61年度から 60 R 2

114 家族関係　………．…’……’………’…’……●…………231 62年度から 61 R 4

115 家庭の経済　…………・……’●’…………’……●………235 63年度から 62（㊥） R 2

116 家庭の経営　…・…・…………・…・…・…………・，…・・…237 1年度から 63（＠） R 2

117 衣生活概論　………………………・………・・…………239 63年度から 62 TV 2

118 衣服論（平成元年度限り）　…………………………241 61年度から 6
0 TV 2

119 衣生活の科学………………………………・…・・……243 62年度から 61 TV 2

120 食生活論　・一・……………・…・・……………．’…9……245 61年度から 60 R 2

121 食物総論．…………………………………・……・…・…247 63年度から　　．

62 TV 2

122 食物各論（平成元年度限り）　・・………・………・…・・249 60年度から 58 TV 2

123 住生活史　……………………………・……’●………’”251 1年度から 63 TV 2

124 住居皿（平成元年度限り）『・………・………・………253 61年度から 60 TV 2

125 住居1豆　…………………・・………・……………………　255 62年度から 61 TV 2

126 人皆の病気　・…・・…φ…………・…・………・一・………・257 ’63年度から 62： R 2

127 母子保健………・…・…・…∴………6・・…●……………259 62年度から 61 i’Tしv‘

14
128 青少年の保健i（平成元年度限り）’・・卿…………263 61年度から 60（⑤）幽一

ﾁi 2

129 青少年の保健五”一・一三・∴・一6・“繭一・・…∵…265 ．62年度から ：61（㊤） ：
　
R
｝

2

130 成人の保健’………・…∴∴…・……………・・…・∵・……267

穐
年
度
力
ち
＝

1　⑤2 R 2

131 老入の保健…一…一∴・・∴∴一61一∴…・∴…∴・・2碓
…｝62年慶から ｝｝61

R 2

132 精神衛生∵…・・………崩』…・……1…・………・……・…271 砲年度から
i、6、

R 4

．．133 環境科学…∴…＿…∵・み∴6一……∴……・…………275 1年度から 63 TV 2

134 余暇生活・・∴∴……∴・1・∴一…一…∴・……∴……乞77 1年度から 63（㊤）
TV 2

135 家庭の棉祉　∴…………∴づ・・…∴…………・…∴・・∴・…㈱ 1年度から 63“ R． 2

136． 生活福祉　・・∴……∴6・∴・・…・∴……∴∴・∴…」・・…一281． 62年度から 61 R 4

137 生活と福祉特論……ゼー∴………・・∴・……，………・・ 63年度から 6
．－

平成2年度改訂開設科目’

138 生活原論……………・・…・………・……・…・…………282 2年度から 1 R 2．



頁 開設年次 作成年度∴． 〆易ア．単位

i39

D140’

P41

P42：

姫論r∵9∴…∵……∴…∵・…一…・9・・…一一∴…284
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2年度から

Q年度から

Q年度から

Q年度から

　1（㊥）1・’

A　了，．1

@　1、

@　1

TV一

v　TV

DTV

D．
AR．

発達と教育

2
．
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
’
．
2
　
．
2
　
2
　
2
　
4
　
4
．
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
R
R
W
W
W
．
．
R
・
R
R
．
R
R
・
R
W
W
R
W
．
W
W
W
W
．
W
R
W
W
W
W

）
　
　
）
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
）
＠
＠
＠
α
．
磁
㎝
㊥
．
㎝
6
3
6
・
6
3
6
3
飢
，
＠
㊥
．
㎝
6
・
6
3
・
6
2
6
2
．
肛
．
硯
聞
㎝
q
3
　
　
3
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
0
6
　
6
　
6
．
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
6

．
ら
．
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
．
ら
．
ら
　
ら
　
ら
　
ら
・
ら
．
．
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
　
ら
・
か
　
か
　
か
　
か
・
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
　
か
血
振
鞭
．
一
鞭
．
一
鞭
鞭
鞭
鞭
鞭
簸
鞭
・
簸
鞭
鞭
較
鞭
下
田
血
忌
魚
島
鞭
1
　
1
　
1
　
2
　
2
　
2
　
2
　
2
　
1
　
1
　
1
　
1
　
2
　
1
　
1
　
2
　
1
・
1
　
3
　
3
　
2
　
3
　
1
　
2
　
2
　
　
　
6
　
6
　
6
　
6
　
6
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
6
　
6
　
6
　
　
　
　
6
　
6
　
6
・
　
6
　
　
　
　
6
　
6

92郡
幽
囑
．
搦
溜
螂
幽
．
塒
m
麗
塒
血
痂
－
搦
…
瑚
螂
．
．
籾
蜘
血
三
下
掴
描
鰯
餅



頁 開設年次 作成年度 　一“＜A｛ア 単位

168
臨床心理学　・…・…・……・…’●……………”…●………345　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　， 62年度から 61、 R 2

169 深層心理学・……………・…・・……・…………・・…9…・・．347 62年度から 61 耳 2

170 カウンセリング　……………・・…………一…………349 ．63年度から 62（㊤）． 耳 2

171 心理・教育における測定法　………・……・…・………351 1年度から 63 TV 2

172 乳幼児の健康と心理　…………………………………353 61年度から 60（㊤） TV 2

173 児童の心理と教育（平成元年度限り）　・…………・・355 61年度から 60（㊤） R 2・

174 『青年の五爵教育……一・一一・一………・一一357 ．63年度から 62 R 2

175 障害児の心理と教育　…・………一…・………………359 1年度から 63 R ．2

176 言語障害（平成元年度限り）・・………・………・……361 61年度から 60（㊤） R 2

177 発達と教育三論　・………・…・……一・・…・……………・ 63年度から 6

平成2年度改訂開設科目

178 生徒指導の実際1・9・………∵∵…・・∵……1…∵一…・・．363 ・2年度から 1　．
．． q． 2

179 幼児教育　………………・・……？……………・…・……・365 2年度から 1 R 2

180・ 教育社会学1　……・・g…・……・…・…………・…・…・…．36マ 2年度から 1　． TV 2

181 ’教育社会学皿　……・…・・……轡・…一・・r…・…・………．369． 2年度から 1（㊥） TV 2

182 道連心理学　・…・……旧・………………………・・……・＄71 、2年度から 1 TV 3

183 児章の心理と教育　・鱒…・一・一・……………・……・…・373 、2年度から 1　・ R・ 2

184 r老人の心理と教育・∴…・………胆…・………………275 2年塵から． 、1・・ R 2・

1臼5 ’言語障害・∵……一………・胆・唖り…・……・・………377 ・2年塵から 1（＠）… ．R 2

社会ζ経済

186’ 、犯罪と型法．……一・∵∵・・9・……・？9…・・…一・一・379 1年度から 63 R 2

187 裁判と市民生活・画…一・∵……画一晶一・・一…381． 63年度から 62 TV 2

1鴎 日常生活と一法（平成乖年延限り）、．9…・…∵∵・・……38＄ 61年度から 6Q． TV昌 ．4

119Q 、取引と企業の法　∴…・轡・一∵…∴…・…・……∴…r…387 q2年度ゆら ．61L・、 R 4
．

191． 』日本の社会と法　・∴…・∴…・1∵・・1・……∴・…・………391 62年度から 61 R 2

192 ：国際社余と法（平成元年度限り〉　…・・……一…一…・393 61年度から βq⑲）． 君・・ ¢

193 経涛活動と法∵一9……1∵川1…轡讐…∵…………∵395 ．，62年度から ．．61、〈㊥） 3・ 2

玉94 労衝問題と洗・……・・…∵・・∵…・・9…・……∵……・…・397 β乞年度から 61 ．R 2

195 日本政治思想　………………………………・・…・……399 1年度から 61 R 2



頁 開設年次． 作成年度 メディア 単｛立

196 西欧政治思想　・∴…∴∴………幽∴…1…………・・∵・・401 1年度から 63　’
R． 2・

197 現代の政治理論　一…・∵・∴…1…・…・…・…………・∴・403 i年度から 63’ TV’ 2

198、 …現代の政治生活…・i・……∴・…∴・………・…．…＿．．405 62年度から ’61

TV 2

199 現代の国際政治　・・∴…・…・∴…・∴・……・・……………407 62年度ふら 61（㊥） TV 2
乞00． 日本の政治く平球元年三二り「）　…………・…・・……409 61年度から 60 TV 4

201 先進諸躍の政治’・・∴…・・∴…∴…∴…・…・∴1……・……4焉 ．63年度から 62 R 2　．

202 第三世界の政治　……6…・………・・∴…………・・…・…415 63年度から 62 R 2

203 日本政治史　…………・…・…・……………一・・…∴…・417 1年度から 63 R 2’

乞04 西欧政治史　………………・ポ・…………………………419 1年度から 63 R 2

205 行政学　…………g…・…．＿＿＿＿＿g．＿．．．＿＿＿＿421 63年度から 62（㊤） R 2

．206 近代経済思想　……………・・…・∵………………●……423 62年度から 61 TV 4

207 現代の経済学　……・…………・・……………・・…・…∵・427 1年度から 63 TV 2』

2b8’ 経済発展論　一……∴…」・・∴………1・……・・…………429 能年度から 61（㊤） TV 2

209 産業組織論1…………∴・・6…・∴…∴一∴…・……・……431 62年度から ・　61 TV 2

210 匡際経済学・一…∴一・一の……………・…一……433 63年度から 62 R 2．

211 財政と金融　…………・……・・…・…6…・・？・・…・………・435 61年度から 60 TV 4

2i2 日本経済史一一…∴・…一1………一…一・・…一…43b 1年度から 63 R 2

2ユ3 ．欧米経済史「…・………6…・・…………………・・………－441 62年度から 61・（㊤） R 2

214 近代日本の生活と社会ゴ∴…………………………・・∴443 、1年度から 63 TV 2

．珍15 社会学研究法．』………・……・∴…∵………∴…・・…・…445 1年度から 63 TV 2

216 社会構造と社会変動　…………………………………447 ．62年度から 61 R 4
217 地域と生活．．…・∵…∴………………・r…・…・…・・……451 62年度から 61 TV 2

218 ．地域社会学　∴…・・………・…・・∵…一……・・…・……・・453 62年度から 61 TV 2
219 芸能と社会……・…∴・・……一…．．＿＿＿＿＿．＿．．＿455 1年度から 63 TV 21

220 アジアの社会　・…g・…∴・……・」………・……一・一…457 63年度から ．62（㊤） ‘TV
2’

221 、社会と経済特牛　……・・…・…・…・…………・…・…・…・ 63年度から 6

平成2年度改訂闘設科目

222 ．民法　・…1…∴…∴…・・・…∴……………・……………・459 2年度から 1 TV 2

223 家族法　●●。…●●…………”．∴●……………・・…………・461 2年度から 1（㊤） TV 2

2£4 国際法，、∵…∴∵………・」∴・1……・∵∴・…・…・…・？・…＿463 2年度から 1 R 2



頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

225

f226

現代日本の政治　……………………・・…・……・・……9465

坙{の地方自治　…………・…・…・…一……一・・…・…467

2年度から

Q年度から 1
1

TV　．

sV 2
2産業と経済

’227 経営管理……………・・…・・一・………………………469 1年度から 63 TV 2

228 経営戦略　……………一・・……・……・……・…………471 62年度から 61 R 2

229 企業と人材　・…・・…………・…………’．………．’．……473 1年度から 63（㊤） R 2

230 労働経済学（平成元年度限り）　……・…・………・…475 61年度から 60 R 2

231 企業と会計1（平成元年度限り）　…・……・………・477 61年度から 60． TV 2

232 企業と会計皿（平成元年度限り）　…………・……・・479 61年度から 60 R 2

23年 セーケティング論　……・一……・……………………481 1年度から 63 TV 2

234 経営組織論　………・…・……・………・………．．＿＿＿483 62年度から 61（◎） R 2

235 経営科学　………………・…………・………・…………485 62年度から 61 R 2

236 生産管理　………・…・…・………………………………487 1年度から 63 TV 2

237 経営分析と財務管理　・・∵…………・・…………………489 62年度から 61 R 2

23呂 財務会計　…………・…・…一………………●…………491 1年度から 63 @TV 2

239 数理計画法．……………・…・・………………・・……・…493 1年度から 63 TV 2

240 産業と情報……・…・………・……………・・…・………495』 63年度から 62 R 2

241 産業と企業・………………・・……・…・………・……・…497 1年度から ・　63 R 2

242 産業と資源（平成元年度限り）．…………・……・・…499 ・61年度から 60 R 2

243 ．産業と環境（平成元年度陽りう　轡∴……………・…501 60年度から ，58（㊤） TV 2

244 交通と通信　・∵…r…・…∴？…・……・g・・……・…・……＿503 62年度から 61 TV 2

245 流通と商業．・………」・・…“・・…・9……》＜・……・…・・……．505 63年度から 62 』R． 2

246
ーサrビス産業輪・…“・…一…嘆…・“…………………507　　　　　　　、

62年度から 61 R 2

’247 産業および生産としての農業．……・り………・……・・509「 ：1年度から’ 63 ・R 2

248 1中小企業論．………一r・・凹め…・唖“………6・・……5翠 63年度から 62 R 2

249 1技痢史・技術論（平成元年度限り）・1．一一…・一513 61年度から 60∫ TV 2．．

250 産業技術の動向1…∴吻…・触・画……………・一515 62年度ゆら
　　，揩P㊥） TV 2

251・ 産業技術の動向』’…・・∵…・・一・・鵡一………………一517 63年度から・ ・62く㊥）， TV 2．

252 1シ客テム主学（平成元年度限り）、…・・………・……519 句年度から 60 TV 2

253 人間工学……………・・…・……・…・………・…………521 63年度から・ 62 TV 2



頁 開設年次 作成年度 メ済ア 単位

254 ．情報工学　………∴り・・…ご・……∴…・…・…・…………523 62年度から 61． TV’ ・2

255 r計測と制御州・・…・∵・・6・・∴“・・……・……………・……525 63年度から 62（㊥） TV． ：2・

256 殺計工学（平成元年度限り）　・…………………・・…527 61年度から 60 TV 2

257 物質工学　………………………………一……………529 62年度から 61
L’

sV． 2

258 ．エネルギー工学一己……・…一………一・……∵一531 62年度から 61 ．TV・ 2

259 都市計画　…∴…・……“…●b●ゼ…’∴●1……”乾…’．……533 63年度から 62 TV ．
2

260 産業と技術特論1・…6・・…∵山・…・………・……・…・・…・ 63年度から 「6

平成2年度改訂開設科目

261 仕事とくらしの経済学……………6…・・………一…535 2年度から ．　　1、 TV ．2

262 管理会計　・卿・・……r…肛囲・・…・…・6・・……………一537 ・2年度から 1 TV 2

263． 税務会計　……・・…………・…・唖…∴…………………539 ’2年度から 1 R． ・．Q

264．’ 産業．と環境6資源　…・……序・∴……，……一……・・…・541・・ 2年度から 1 TV 2

265・ 技術史　……………・……？………一……・・……………543 2年度から 1（㊤） R
．・2’

266 ．シネテム工学　……6・∴一∴・∵……6・…………・・……545 2年度から ．・1・（㊥） TV・ ’2　．

267 ．設計工学　・ゆ………叫・ゆ・・6…∴…………・∴…・・…547 2年度から 1 TV． 2

人間の探究

268 哲学思馨史∵一・…9“9・・…一…・………・∴…・一…r549 62年度から 61 R 2

269 ，社会思想史（平成元年度限り）　…・……・μ・………1551 ．66年度から ・58（＠）1 R 2’

270 知識・と学問め構造　………・・…・……・…………・・……553 60年度から． 58 R． ・2

271 行為と規範（平成元年回忌1学期限り）　…………555 60年度から 58 R 2．

272 宗教学を学ぶ　…………一…・・…………………・……557 63年度から 62（㊥） R．．． 2

273 ・．構造．と解釈’ P一…・9・…・…？…………・…………・1……・559 63年度から 62 TV 2

274 存在と価値（平成元年度第1学期限り）……一・561 1年度から 63 ．R 2

’275 哲学的本間学・一…一…‘………∵一一…・………・563 63年度から 62 TV 2．’

276 ・日本の言語文化…・一一一……・…………・…・…・…565 1年度から 63．「 ．R 2

277 上代日本支学，・r…卿…6・り＿・＿1＿．＿．＿∴＿＿．．．＿567 63年度から 62（㊤） R ．2

278 和文古典H’（平成元年度限りう　……………………569 61年度ゆら 60（㊤） R．・ ．2

279 和文古典皿・…………・6・’・6’∵’…6●……●…’●…………571 ∫62年度から ．．

@’61 R　’ 2・

280
和文古典」v，・’・・一………＿・P＿而＿，＿＿＿．．．＿．．．．．・573

63年度から ・62 ．R 零



’　　　　　　　　　　　　　　　　　　頁 開設年次 作成年度 ’メディア 単位

281 近代文芸1　……………………………・……・…・……575 62年度から 61．（㊥） R ．2

282 近代文芸巫　………？…・覧…6・…………・・……・……・…577 63年度から 62 ．R 2

283 漢文古典1．………………・……∴………∵・…………印9 62年度から 61　， Ty 2

284 漢文古，岡田　………∵一…∴・……・………・・…………581 62年度から 61 R 2

285 西洋古典学　……………・…・・………・………・・………583 63年度から 63 R 2

286 日本語教授法　………………………………・…・・……585 63年度から 62（㊤） TV 2

287 歴史の理論　…………・……・・………r・………・………587 63年度から 62 R 2

288 日本文化史　………・………・・………．＿＿＿．．＿＿＿58g 63年度から 62 TV 2

289 アジア論皿　……………・…・・…・・……………・………591 62年度から 61 TV 2

290 アジア論罪　…………・・……・………r…・……・………593 1年度から． 63 R 2

291
ヨ』

黹鴻bパ羽州（平成元年度胆1学期限り’ j　……595 62年度から 61（㊥） TV 2

292 アメリカ論1　…………………一……………・一…597 61年度から 60（㊤）．．TV　・ 2

293 アメリカ論理・…？……・1…∴・∴…∴…………・一・…599 62年度から 61（＠） TV 2

294 美の本質と様態（平成元年度第1学期限り）．……』601 ．62年度から 61（＠） 、R 2

295 文芸史と文芸理論（平成元年度限り）　……………603 61年度から 60 R 2

296 美術史と美術理論……・・…・……・…………？………・605 62年度から 61 ．TV ．2

297 演劇史と演劇程論一・………∵…卿…………r・……607 63年度から㌔ 62． TV 2

298 音楽史と音楽論　……一∵・…∵・・」卿・∵∴………・…一609 53年度から 62 TV 琴

．299 民族音楽遍・9…＿……・ゆ・＿…一………・…∴一611 62年度から 6’1 R、 2

3qo 文化人類学∫、r…………，・…・・讐…・ら………一一…・・…613． 6i年度から 60 ・． sV・ 2

301
ププリ：理論，　・……一b…ご・・・・・……・・∴……・……・……・．615 62年度から 61 TV 2

302 イギリスの言語文化（平成元年度限b）………・・…617 61年度から 60 TV 2

3Q3 アメリカρ言語文化L画・ゆ・・…鯉………………・619 ・1年度から 63 ・TV 2

3Q4、 ア’ ＜潟J． ﾌ言語文化∬．，、・………・∴・…………・………621 63年度から 62 R 2

305 ∫ドイツの言語）ζ化』・・…仲卿・r…画・…繭…・・………623 61年度から 60　．’ TV・ ．2

o

306 ・．
h．イツの言語文化藍．’．・…面・・1Ψ・r←一・・……………一625 63年度から 62　． TV．’ 2

1307 フ・ランスリ言語四脚1■“・一…・∵嗣・………・…………627 ’・ P年度から ．63＠） TV 、2

308． フライヌの言語文化皿一り…・一ゆ・…・・……一……629・ 63年度から 62（㊤） TV 2

309 ロ・ Vアの言語文化1　一∴ラ・6・？一1・兜・・6・∵…一・・…・・卿・631 ユ年度から 63 TV 2

303． 自シアの言語文化虹．・一9・・？・・…轡…・・“……・…・…・・・…633 63年度から 62． R 2

304 人間の探究三論　・…・……………・…・…・…………・… 63年度から 6．



、頁． 開設年次 作成年度 メ茜ア 単位．

平成2年摩改訂開殺科目－

305 社会思想史．，一…・・…・・u・r讐∵・…∵・・∴…………………635 2年度から 、　　・1 k 2
306、 思考と論理、・……∴…・》浦曲・一・・r・・………一……637 2年度から． 、1 1R． 、2

307 中古日本文学、・∴…・・函…19・・r∵……・・一一…………639 ．2年度から 」（㊥）． R　．
2
、

言08 ア2ア論W　「・・…・r…・・…∵・ゆ∵ゆ……・・r…・r・………641 2年度から 1 旦 ，2、

3Q9
ヨ・」ニロ1ッノく論1　，　・・解・・gゼ“21∵・…　6。・・…　。…　r・・。・・・・…　鱒…　643 2年度から 1 ．TV ．2

310 文芸史と文芸理諭………岬…・…・・……・………・…・645 2年度から 1 耳 2

3ユ1 イギリスの言語文化1・…．・・一…一・・……………・r・647 2年度から 1 TV 、2

312 イギリヌの言語文化皿　……・轡……一・・∴…………649 2年度から 1 R ．2・

313 博物曲学1　…………6・面一解・・…川…………………651 2年度から ．　　1 TV 2

自然の理解，

314 解析学　6り…………1…………∴………・…・…………653 ・．U3年度から 62 k 2

315 現代応用数学　・…・……・」・・……・・……………9…・…・・655 62年度から ・　．61層 R． 4

316 現代数学概論1　………6g・…・マ・………’………・一…659 62年度から 61 ．R　’ 2

317 データ解析法．の基本　………p・・∴……………………661 63年度から 62 ’TV・ 2

318 デ「タ解析法の進歩・∵・…∵・・…・・…・・………・……・・663 63年度から ．　．62　．

TV 2

319 統計学三輪……・……・…一・……一・…・一一……665 61年度から ．60 R’ 2

320． 時系列論　・∵一………9・P…・・…・……・…・…一……一91667 63年度から 62 R．． 2

321
層統計的データ解析とソフトウエア　……………・・…・669　　　　　　　　　　　　　　　　　「 1年度から 63 TV 2

322 量子論……r………・・…・・一…一∵…・…・……・…・…671 1年度から 63 TV 2

323 現代物忌学1　…r…？・…・…・………・……＿＿．．＿＿673 ．63年度から 62 R 2

324r 現代物理学∬．．・……・…・・……・………………？・・……・675 63年度から 62 ’TV 2

325 物質の科学1　…………回…9・……・………9…・………677 62年度から 61 ’TV 4』

3261 物質の科学1［．……………一………・……一…・……681 63年度から 62　． TV， 2

S27 物質の科学皿．．……一一・∵∵……一一・一一…・683 63年度から 62　． TV 』2

き28 生命のしくみ1．………一一・………一…・…・……685 1年度から ．（途．（㊤）

TV
2
咽

329 生命のしくタ皿’……・一・∴・…・…・・9卿…一…・……687 ．63年度から 6琴（㊤） TV 2

3．30 植物の生理　………………………………・・…・………689 63年度から 62 TV 2

331 ．生態学概論（平成元年度限り）　．……・・………・……．691 61年度から 60 R 4　．

332
集団遺伝学　…・・…一………・r？・………………………693　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、 幽1年度から ．63 R 2



頁 開設年次 作成年度 メディア 単位

333 動物の進化：……・…∴・・∴…・・」………………・・…・…695 62年度から
　「「

U1 TV 2

334 植物と菌の系統と進化　………………∴・……………697 62年度から 61 TV 2

335 動物の行動と社会一………・…・…・…………………699 63年度から 62 TV 2

336 脳と行動（平成元年度限り）　………・…・……・……701 60年度から 58（㊤） TV 2

337 太陽系の科学　…………………………………………703
　　　　　－
U2年度から 61 TV 2

338 恒星天文学　・…・………・………・・…・……………・…・・705 1年度から 63 TV 2

339　‘ 宇宙の構造と進化（平成元年度限り）　……………707 61年度から 60 TV 4

340 宇宙像の変遷　……………・・…・…・…………・…・……711 62年度から 61（㊤） TV 2

341 地球の科学1　…………………………………●’……’713 62年度から 61 TV 2

342 地球の科学皿　……・・…………・………・……・…・……715 62年度から 61 TV 2

343 脚気と海洋（平成元年度限り）　………・………・・…717 61年度から 60 TV 2

344 現代資源論（平成元年度限り）　………・・………・…719 61年度から 60 R 4

345 自然の理解特論　…………・・……・………・……・…・… 63年度から 6

平成2年度改訂開設科目
●

346 応用i数学　・…・・……・一・…・…………．…●……………723 2年度から 1 R 2

347 ベクトル解析………………………………・…・・……725 2年度から 1 R 2

358 数学基礎論一…・・…………・………………………・・727 2年度から 1 R 2

349 ’計量生物i学6行動計量学　・・……・……………6・…・…729 2年度から 1 TV 2

350 物質とエネルギー　…………・…・…・……・………・…・731 2年度から 1 R 2

351． 力とエネルギー　…“・………・●・…………．一’●り…’．…733 2年度から 1 TV 2

352 生態学概論．………………・…………………・・………735 ＝2年度から 1 R 2

353 脳と行動　…………・…・…・……………………………737 2年度から 1（㊤） TV 2

354 宇宙の構造と進化　………・∵・……・・…………………　739 2年度から 1 TV 4

355 大気と海洋…………一・・…・……………r…・・………743 2年度から 1 TV 2

356 現代資源論．一……………・……………・一・・……一・・745 2年度から ’
1

TV 2
〆

5．総合科目

a57

R58

R59

生活と環境．………………・・…………………・………747

S理と教育　……………り…・……………∴・…………751

s市の研究　……………・．…’…’……………●．………755

63年度から

U3年度から

U3年度から

．63

U3

U3

R
T
V
T
V
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360

R61．

R62

R63

．情報化時代の産業r技術…栖∴r一……・・…………759

ﾈ学と宗教脚…………’噌・……仙一…・…・・……一763

ｶ命論’・…∵・r…・一≒“・g一…，…………・・……・…∴…767

f文学ρ東西、…・1・・6・…Ψ卿・・一一………●…”……∵●771

63年度から

U3年度から．

U3年度から

U3年度から

‘　62　・

E　62’

@162　‘・

@62

TV
q’1

DTV・

q

．．S馳

S’

E4

S

．　1

●



　　　　　　　　　　　＝：生活と芸術＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　　　一　日本生活文化史　一

　　　　　　　　　　〔主任講師：熊倉功夫（筑波大学教授）〕

全体のねらい
　日本の芸術は西洋の芸術にくらべて独自の性格を持っている。芸術が純粋にその美を目標として創

造されるのではなく、日本では生活の道具として制作される。また喫茶の習慣が、古今東西の美術工

芸を取り込んで、茶の湯という独自の生活文化も作っている。芸能と工芸を軸に日本人の生活と芸術

が結びついた文化の歴史を論じる。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本人の生活と芸術を総合的にとらえるにはど

んな視点があるか。生活文化としての展開をたど 熊倉功　夫
1 日本人の生活と芸術 り、ことに室町時代以後に論ける生活に即した新

しい文化として、茶の湯の意義などを考える。 （筑波大学教授）

中国の茶の文化は、唐代に大きく成長し、日本

にも9世紀に伝わってくる。さらに鎌倉時代にふ

2 茶の文化の成立 たたび茶の文化が禅宗とともに渡来し、日本的な 熊　倉功　夫
展開をとげたα

「花を瓶に挿す」ことは、仏教の伝来とともに 熊　倉　功　夫

3 供える花と飾る花
供花として盛んになわ、平安貴族たちはそれを楽

ｵむようになる。「瓶の花」がいかにして生活空
山　根　有　三

間に入ってきたかをみる。 （群馬県立女子
蜉w教授）

鎌倉時代末期以後、中国から輸入された書画や

工芸品が珍重され、「ばさら」という新しい美意

4 南北朝時代の美意識 識が流行する。「座敷飾り」は洗練され、それを 熊　倉　功　夫

母胎に茶の湯といけばなは発展する。

室町時代の武家文化の発達にともない、新しい

生活様式が完成される。そうした様式の1つの核

5 書院の茶の湯 となるのが書院に澄ける茶の湯で、書院の茶とい 熊　倉　功夫
われる。その姿を具体的に述べる。

覧

「花を瓶にi挿す」ことに澄いて、技術や方法が

問題となりはじめたのは室町時代、15世紀の中 熊　倉　功　夫

6 室町時代のいけばな 葉である。室町時代のいけばなの確立と展開を、

花伝書などを引いて論ずる。 山　根　有　三

京・堺などの都市には豊：かな新興町衆が登場す

る。彼らは武家貴族の遊びであった茶を自らの生

7 わび茶の成立 活のなかにあみ直した。村田珠光と武野紹鴎の茶 熊　倉　功　夫

をと澄してわび茶の成立をみる。

一1一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 千利休と桃山文化

　わび茶の大成者千利休の茶とは、どのようなも

ﾌであったのか。その生涯をたどりながら、わび
�O底させ、主客の礼法を完成させ：た利休の茶に

ﾂいて考えてみる。

熊　倉　功　夫

9 茶室の　世　界

　茶の湯の発達はその舞台にもあたる茶室という

ﾆ自の建築空間を展開させた。中世の書院造りか

逞ｬれだす茶室の系譜をたどりながら、日本の住

諟囃zに与えた影響も考えたい。

同　　　上

10 池坊専好の立花

　江戸時代初期にあらわれた池坊専好（二代）は、

｢けばな史上最大の天才であった。専好により完

ｬしたいけばなの古典・立花様式について、専好

ﾌ人物像とあわせてみてゆく。

熊倉　功　夫

R　根　有　三

11 桂離宮と寛永文化

　17世紀前半の文化を寛永文化とよぶ。公家、

翠ﾆ、町衆たちの協同した文化活動によって、繊

ﾗで装飾性豊二かな芸術が誕生した。その性格を桂

｣宮をと澄して考える。

同　　　上

12 町人文化と建築

　四緑時代を中心に町人の文化は遊芸の新しい展

Jをもたらした。遊芸は地方にも広がってゆく。

椏sの遊郭の建築、地方都市の町家建築のなかに、

ｻの実現をみる。

同　　　上

13 料理文化の系譜

　日本の料理は味だけではなく見る料理だといわ

黷驕Bかって料理は立派な芸能であった。室町時

繧ｩら江戸時代後期までの料理文化の流れを概観

ｵ、茶の料理の特質をみる。

同　　　上

14 近代の工芸運動

　日常生活の道具である工芸品に美を見いだし、

ｱれを民芸と名づけて評価したのが白樺派の宗教

w者柳宗悦であった。民芸運動と柳の思想をたど

閧ﾈがら、その意義を考える。

同　　　上

15 伝統文化と近代

　近代になって西欧的：な思考様式が取り入れられ

驍ﾆ同時に、伝統文化は大きく変貌した。伝統文

ｻの衰退と変質がなぜ起こり、今日、ふたたび流

sしているのはなぜかを問い直したい。

同　　　上

一2一



＝日本の教青＝・（TV）
〔主任講師：深谷昌志（元放送大学教授）〕

全体のねらい
　日本の教育の特色を、諸外国との対比を視野に置き、それと同時に、歴史的な系譜をふまえて掘り

下げていきたい。15回は、初等教育から高等教育への流れを追う形で構成してある。な於、巾の広

い視野を必要とずるテーマなので、放送教材作成にあたって、さまざまな専門家の協力を得た。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の近代化を支えたのは教育の力だといわれ
る。たしかに、量的な普及という面で、日本の教

1 近代化と教育
育は、短期間に成果をあげた。しかし、質的な面
ﾅは、急速な近代化のもたらした歪みが見受けら 深　谷　昌　志

れる。近代化の光と影は、現在、どのような姿を

見せているのか。

教育の中心は、なんといっても、学校教育であ
ろう。そして、日本の学校は、社会的な期待に添

2 学　　　　　　校
つた形で、多くの機能を果してきた。しかし、こ
ﾌところ、学校の機能を見直そうとする気運が強 同　　　上

まっている。学校のどこに問題が潜んでいるので
あろうか。

教育費については、伝統的に、受益者負担をめ
ぐって論義が重ねられてきた。そして、公共によ

3 教　　　育　　　費
る負担への働きが世界的な傾向であった。しかし、
坙{に限らず、欧米でも、教育費の公共負担をと 同　　　上

の範囲にとどめるのかが社会問題になりつつあ
る。

日本の教育のひとつの特色は、知識や技術を伝

達するさいのたしかに見出しえよう。そうした成

4 授　　　　　　業 果が、学力の高さとなってあらわれるが、ここで 同　　　上
は、一斉授業の系譜をたどりながら、日本の授業

の持つ功罪を考察していきたい。

教職のあり方をめぐって、聖職論や労働者論、
専門職論などが論じられてきた。全体として、教

5’ 教　　　　　　師
師たちの間に、専門職志向への動きが目につく。
ｳ師たちは、専門職のイメージの試に、教職がど 同　　　上

のような形をとるのが望ましいと思っているので
あろぢか。

明治以後の教科書をみると、授業の形態に応じ

ていろいろの種類のものがある。それらをみなが 天　野　正　治

6 教　　　科　　　書 ら「教科書とは何か」を考えたい。また、外国の （筑波大学教授）

教科書のなかに私たちにとって参考となるものを （国立教育研究所教授
探ってみたい。

私たちは学校というと、すぐに国語・算数・社
会といった教科を思い浮かべる。だが、教科とい

7 教　　　　　　科
うのは絶対不変のものではなく、歴史により、国

ﾉよってさまざまの形をとる。今、わが国や世界 同　　　上

に澄いて、教科の再編成がどのように進んでいる
かを探る。

一3一一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 学　　　　　　　力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ@入試は学力をはかることを目：標にしているのだ

ｪ、わが国の入試問題には知識・理解に関わる問

閧ｪ多く、思考力、興味・関心、意欲などの側面

ｪ軽視されている。国際学力調査の結果なども含

ﾟ、真の学力とは何かを探る。

天　野正　治

9 制　　　　　　服

　今、大学では制服・制帽がほとんど姿を消した
ｪ、中学や高校の多くはそれを義務づけており、
u服の乱れは非行のバロメーター」などと言われ
驕Bそれは仮個性の型にはめる教育のあらわれで
ﾍないのか。制服の歴史をさぐり、諸外国の様子

ﾈどもみてみたい。

同　　　上

10 非　　　　　　行

　校内暴力やいじめなど社会問題化している現代

ﾌ青少年非行について、その原因、背景、克服策

ﾈどについて、実際にこの問題にとり組んできた
l々の提言をもとに：考える。現代の青少年の規範

ﾓ識についても探ってみたい。

同　　　上

11 国　立　と　私立

　我国の高校生の28％が、そして大学生の74％

ｪ、私立学校に在籍している。公立と私立の併存

ｪ、日本の中等教育、高等教育の一つの特徴とい

ｦよう。これまでの日本の教育拡大は、そのかな

閧ﾌ部分を私学に、依存してきた。しかし、その

ｽ面では、公私間の授業格差をもたらしており、

ｱうした経済負担の格差を、いかに考えるべきか

�ﾟぐって、さまざまな議論がある。ここでは、

ｱうした問題点の検討を行う。

潮木　守　一

i名古屋大学教授）

12 入　　試　　選　抜

　高校入試、大学入試をめぐって、さまざまな議

_がなされている。高校はいまや中卒者の95％
ｪ進学するところとなっているが、その入試選抜

�ﾟぐる競争は、依然として厳しいものとなって

｢る。一体、こうした入試競争の背後には、いか

ﾈる背景がひかえているのであろうか。また、大

w入試をめぐっても、さまざまな改革案が提出さ

黷ﾄいるが、一体、日本以外の国々では、いかな

髟菇@がとられているのであろうか。

同　　　上

教育　と　産業

　日本の産業の海外進出はめざましく、多くの国

Xはこうした日本の経済的成功に、きわめて強い

ﾖ心を払っている。外国の関係者は、こうした日

{の奇跡の原因を、日本人の教育水準の高さに求

ﾟたり、あるいは企業内訓練組織の充実に求めた

閧ｵている。しかし、その反面、日本の教育が余

關E業教育を重視していない、という事実を指摘

ｷる見方もある日本では、一体、教育と産業とは、

ﾇのような関係にあるのであろうか◎

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本は学歴社会だとして、さまざまな批判をあ

びているが、一体、学歴社会とはどんな特徴をも

つた社会のことをいうのであろうか。また、実際

14 学　歴　　社　会 問題として、日本はどの程度まで、学歴社会とし

ての特徴をもっているのであろうか。こうした特 潮木守　一
徴は、どのような歴史的な背景から生じてきたの

であろうか。日本以外の国では、学歴とはどのよ
うな意：味をもち、そこには、どのような変化が現

れはじめているのであろうか。

人生一生涯が、学習の過程とする考え方が登場

するとともに、生涯学習論が多くの論議を呼んで

いる。社会生活の複雑化、職業生活の高度化は、

これまでの教育のあり方、考え方に、新しい発想

15 生　　涯　　教　育
の転換を求めている。生涯学習とは、一体どのよ

､な考え方を意味して回り、現実問題として、生
同　　　上

涯学習はどうような形で、具体化されつつあるの

であろうか。新なメディアの登場とともに、人間

の学習スタイルは、どのように変わりつつあるの
か。
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　　＝教育学概論＝（R）
〔主任講師：田浦武雄（愛知学院大学教授）〕

全体のねらい
　教育学は、教育現象を学問的に研究し、理論体系化したものである。教育は、文化・社会の動態と、

人間の成長・発達との接する面で、文化と人間との現実構造や変化過程を探究し、よりよい未来を創

出するのを助ける営みである。多くの教育問題との関わりを含め、教育の基本問題を研究し、それら

の改善の方向を究明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1～7の7回にわたって、教育学及び教育の意
義を検討する。

1 教育学の意義 教育学の概念、教育論と教育思想、教育学の始 田　浦武　雄i
まり動向、日本に：澄ける戦前と戦後の教育学の変 （愛知学院大学教授）

遷に：ついて考察する。

人間形成には、すくなくとも素質と環境と教育

との要素が含まれている。これら三要素の勧的関

2 教育　の構造 連の基本構造について、検討する。併せて、IQ 同　　　上

をめぐる論争及び野生児の記録が示すものなどに
ついて考察する。

教育という用語を吟味し、意図的教育と無意図

的教育との関連について考察し、教育の社会的機

3 教育の機能 能とに文化伝達、社会統制、文化改造の諸機能 同　　　上

に関して、検討を行う。

教育は人間の成長と発達をめざしている。成長

の概念を重視したジョン・デューイの教育学の中心

4 成長　と　教育 的主張と、かれが批判した諸学説すなわち準備説 同　　　上

・開発説・形式陶治説などの問題点を考察する。

併せて、デューイの成長観について検討する。

発達の類似概念としての成長・社会化・文化化

5
発達と社会化・
@　　　　　文化化

との関連について考察する。人間の成長・発達の

ﾟ程の動態を捉え、いかに改善していくかの処方

ﾌ重要性について検討する。

同　　　上

人間の成長・発達の過程の把握とその処方をめ

ざすものとして、成長・発達の教育学を志向する

6 発達と教育の理論 ことが重要である。そのための学際的研究の必要 同　　　上

性、成長・発達の考察の視点として文化内存在の

概念を吟味し、全人的成長の構造を検討する。

現代教育の動向のうちで、注目すべきものは教
育の人間化の追究であり、人間的教育の確立であ

7
現代教育の動向
u教育の人間化

る。その構成要素として、民主的価値観、豊かな

ｴ情・情操、確かな知識、不屈の意志、逞しい健
同　　　上

康、道徳的実践力、創造的態度などについて検討
する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

現代教育学の
@　　　　類：型　1

i歩主義・伝統主義

　8～11の4回にわたって、現代教育学の類型に
ﾂいて検討する。

@戦後わが国の教育に影響を与えた進歩主義と、

ｻれと対立する伝統主義とについて、それぞれの

攪_的特色を類型的に考察する。

田　浦武　雄

9
現代教育学の
@　　　　類型　2
?｢主義・実存主義

　プラグマティズムの立場にたちながら、進歩主

`とちがった歩みをした改造主義、澄よび入間存

ﾝの問題を重視した実存主義について、理論的特
Fを検討する。

同　　　上

10

現代教育学の
@　　　　類型　3
ｳ育の現象学・教育
l類学・教育社会学

　現代教育学の新しい動きとして台頭した教育の
ｻ象学と教育人類学について検討する。教育の現
ﾛ学は、実証主義のゆきづまりに対処して興り、
ﾀ存主義の傾向をもった点、教育人類学は、教育
ｻ象についての文化入類学的研究として注目され
ﾄいる点を中心に：考察する。あわせて教育社会学
ﾌ特色も検討する。

同　　　上

11

現代教育学の
@　　　　類型　4
ﾐ会科学的教育学・分析哲学・教育

l間学

　社会科学的教育学、とくにマルクス主義教育学
ﾍ、社会主義圏の拡大とともに勢力を増している
ｪ、その理論的特色を考察する。他方、イデオロ
Mー的には中立であるが、哲学的分析を重視した

ｳ育学、いわゆる分析哲学の検討を行う。近年台

ｪしている教育人間学について考察する。

同　　　上

12 教育の文化的基礎

　12～15の4回忌わたって、現代社会と教育と
ﾌ関連構造について検討する。

@教育は文化と密接に関連している点を、能力と
ｶ化的多様性、文化的産物としての能力、文化的
椛ﾎ主義、文化と人間形成、教育に澄ける文化研

?凾ﾌ側面に分けて考察する。

同　　　上

13 地域社会と教育

　教育をめぐる地域社会の問題、地域社会に論け

驫w校の役割について検討し、学校の人間化と社

?ﾌ教育化との関連について、教師の指導力の向

縺A非行問題への対応、地域社会のもつ教育力の
?v二などの側面にわたって、考察を行う。

同　　　上

14 情報化社会と教育

　情報化社会とマス・コミュニケーションの関係
ﾉついて考察し、併せて、情報化社会における教
轤ﾌありかたについて、判断力の育成、学び方の
w習、教養の向上、人生のビジョン、民主的価値
ﾖの献身、生涯学習の必要性などの側面にわけて、

沒｢する。

同　　　上

15
家族・仲間集団
@　　　　　と教育

　幼少期から青年期にかけて、入間形成に影響を
^える家族集団・青少年集団と教育との蘭係につ

｢て検討する。家族と教育との関連については、

ﾆ族集団の構造、機能の変遷、教育的機能の面か
迯l察し、仲間集団と教育については、発達段階
ﾉ応じた構造を考える。

同　　　上
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心　ノ 理 学 （TV）

ド任講師海山罷醗油鼠〕

全体のねらい

　人の心と行動のはたらきを理解するために、まず、人が環境の状態と感覚を通して知り、それによ

って得た情報を処理して、自分の要求の実現に役立てていく過程を考えてみる。つぎに、このような

人の心と行動が、子供から大人へと発達していく過程に澄いて、いかに変化していくか、また個人個

人によりどのように違うかについて述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心理学とは何かについて、2回以降の内容を説 大　山　　　正

明しながら具体的に述べ、つぎに、心理学の課題 （日本大学教授）

1 心理学　と　は 対象方法などをめぐって、歴史的発展の過程と現 託　摩　武　俊
況を述べる。 （東京都立大学

、 教授）

人間が環境の中で生活し行動し、環境に適応し

2 環境の認知1
ていくためには、まず環境の状況を把握する必要

ｪある。その手段としての感覚の特性について考 大　山　　　正
感　　　　　　覚 える。

われわれが環境の状況を見、聞き、感じる場合、

3 環境の認知皿
それは単なる感覚のよせあつめでも外界の忠実な

ｽ映でもない。この観点から知覚の法則、錯覚、 同　　　上
知　　　　　　覚 空間と運動の知覚について述べる。

われわれが日々接している情報の量はきわめて

4 情報の処理1
膨大であるが、われわれはその一部しか利用して

｢ない。この観点から注意と知覚的探索について

大　山　　　正

艨@領　　　謙
注意　と　探　索 述べる。 （千葉大学教授）

5 情報の処理皿
L　　　　　　憶

　人間が利用している情報のかなりの部分は記憶

ﾆして保存されている過去の情報である。この記

ｯの成立、保持、検索、変容などについて述べる。

大　山　　　正

ｬ谷津　孝　明
i慶応義塾大学

教授）

選択され、検索された情報を用いて、ある目的

6 情報の処理皿
のために、人が問題を解決していく過程が、思考

ﾅある。その際には、三々が長年にわたり作り上
大　村彰　道

思考　と　言　語 げ、個人が幼時より習得してきた言語の体系が大 （東京大学助教授）

きな役わりを演ずる。

多くの生物とともに人間は、過去の多くの経験

によって、行動の習慣を獲得し、変容している。 片　桐　雅　義

7 経験の効果学習 この学習の過程を、条件づけの原理に基づいて考 （宇都宮大学

えてみる。 助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人が行動を起こすのは何らかの要求にもとつい

ている。要求には、多くの動物と共通している生 大　山　　　正

8 要求　と　感情 物的要求と、人間の社会生活にもとつく社会的要

求がある。また、これらの要求が実現される過程 託　摩　武　俊

にさまざまの感情と情動が生じる。

他の動物に比べて、八には本能的行動が少なく

9
心の　発；達　1

緖刳冝E幼児期

豊かな可塑性をもって生れてくる。赤ちゃんが周
閧ﾌ人々とのかかわり合いの中で、どのように成’

ｷしていくか、幼児期の心の特徴はどのようなと

ｱろにあるかについて述べる。

　託　摩　武　俊

@柏　木　恵　子
i東京女子大学教授）

青年期から成人期、老人期にかけての心の変化、

10
心　の　発達　皿

ﾂ年期から老年期

とくに他人との関係、自分自身についての考え方

竓ｴじ方の変化について述べ、さらに現代のわが

曹ﾌ青年の特徴や、高齢者の諸問題についても言
雲底　武　俊

及する。

知能とは何か、知能にはどんな働きがあるのか、

個　　人　　差　　1
知能はどんな構造をもっているのか、知能の測定 伊　：藤　隆　二

11 は可能か、天才とは何かなどについて述べる。
知　　　　　　能

（横浜市立大学教授）・

性格に認められる多様な個人差の形成過程性

12
個　　人　　差　　盃 格の類型、性格の測定法性格の認知、性格の好

ｫ・嫌いなどについて述べる。 託　摩武　俊
性　　　　　　格

人はつねに他入とのかかわりをもって生きてい
る。個人と集団との関係、他人に対する態度の形 永　田　良　昭

13 社会的行　動 成過程、人と人との距離感、人間関係にみられる

日本人の特徴などについて述べる。 （学習院大学教授）

精神病、神経症、性的倒錯、非行、自殺などの

実態、現在の特色、これらの原因、対策などを取 福　島　　　章

14 心　の　異　　常 り上げる。

（上智大学教授）

現在の心理学は個人の生活とも社会の諸事象と

も密接に関係している。心理学の研究成果や研究 託　摩　武　俊

15 心理学の応用 法が実際にどのように応用されているかを実例を

あげながら述べる。 大　山　　　正
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一行白白学一（TV）
〔主任講師㍊轟縣欝麹

全体のねらい
　人間の行動に関する諸科学の概説ではなく、心理学としての行動科学を扱う。前半は個体の行動に

ついて生得的、習得的行動を扱い、後半は社会的行動を扱う。心理学概論、他の心理学関係の科目で

多くは扱われないが、行動科学の視点からは大切な比較心理学、社会心理学の領域に重点が置かれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　心理学としての行動科学

2　行動の区分 小．川　　　隆
1 行動科学の視点 3　行動と環境

（明星大学教授）

1　行動の発生

生得的行動
2　行動環境

2
一一 ﾂ境と行動

同　　　上

1　行動の種類

3
生得的行動一一

s動の系統発生1

2　種に固有：な行動の特徴と意：義

R　行動の相同

S　行動の相似

渡　辺　　　茂

i慶応義塾大学・
@　　　助教授）

1　自発生と内部要因

4
生得的行動一
s動の系統発生皿

2　行動の周期性

R　行動の選択

S　行動の階層性
同　　　上

5　行動の：最適化

1　系統発生と個体発生

5
生得的行動一一

@行動の個体発生

2　行動の発達的変化

R　個体発生の生得性と習得性 小　川　　　隆

L

i 1　はじめに　　　　　　6　連合野の働き
i 2　空間定位とは 酒　田　英　夫

6 行動の生理学 3　フクロウの音源定位

4　こだま定位のメカニズム （日本大学教授）

5　頭頂葉と空間定位

1　習得的行動の種類

習得的行動
2　実験的行動分析

7
一行動の分析 小　川　　　隆
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
習得的行動

@　一回知機制

1　刺激性制御

Q　条件性強化
小　川　　　隆

9
習得的行動

@　　一一行動機制

1　強化
Q　有害刺激の制御

R　選択行動 同　　　上

10 言　　語　　行　　動

1　オペラント行動としての言語行動

Q　言語行動の機能

R　言語行動の行動的・基礎

佐　藤　方　哉

i慶応義塾大学
@　　　　教授）

11
選択行動
@　　一一意志決定

1　意思決定論

Q　主観確率

R　効用

S　認知的意思決定論

戸　田　正　道

i中京大学教授）

12
行動修正1

皷棊p行動分析

1　行動修正とは何か？　　6　結論

Q　目標の設定
R　行動の基本原理

S　行動を増加させる手続

T　行動を減少させる手続

出　口　　　光

i明星大学講師）

13
行動修正皿

@　　一教授工学

1　システム分析

Q　トークン経済システム

R　個人化教育システム

@（Personalized　System　of　Instruc七ion

@　PSI）

同　　　上

14 行動薬理　学

1　薬物の行動に対する効果

Q　薬物の強化効果

R　薬物の弁別刺激効果

S　まとめ

安　東　　　潔

i財実験動物中央研

?叶ｸ神薬理部長）

15 行　動　工　学

1　科学的管理法

Q　科学的管理法の問題点とその後の展開

R　行動解析の事例

西　岡　　　昭

i労働科学
@　　研究所員）
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　社会的行動とはなにか

2　動物の社会的反応 末　永　俊　郎

16 社会的行動の発生 3　乳児の社会的反応

4　母子関係 （帝京大学教授）

5　言語の発生

1　レスポンデント条件づけ

17，
社会的行動に：

@　　澄ける学習

2　オペラント条件づけ

R　モデリング
S　態度形成・対人魅力と学習

安　藤　清　志

i東京女子大学
@　　　助教授）

5　攻撃・援：助行動と学習

1　認知のバランス

18
社会的認知と

@　　　行動（1）

2　認知の不協和

R　自由の認知

山　口　　　勧

i東京大学助教授）

1　因果関係の認知

19
社会的認知と
@　　　行動（皿）

2　因果帰属と行動

R　社会的比較と行動 同　　　上

1　自己意識・自己概念・自尊〔♪・自己関係

2　自己意識と社会的行動

20 社会的行動と自己 3　自己概念と社会的行動 安　藤清　志
4　自己評価・自尊心と社会的行動

5　自己開示と社会的行動

対人；場面に油ける作業成績

対人場面に：
中　村　陽　吉

21
澄げる行動1 （学習院大学教授）

対人行動に澄ける他者共存の影響

対人場面に：
22 澄ける行動皿

同　　　上

対人距離と行動

対人場面に
23

おける行動皿
同　　　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　集団とは何か

2　集団に参加するのは何故か 古　畑和　孝
24 集団内行動1 3　集団の特徴

（東京大学教授）

1　個人の遂行と集団の遂行

2　課題の性質・型と生産性との関係

25 集団内行動皿 3　集団に澄ける意思決定 同　　　上

1　リーーダーシップの概念

2　リーダーシップの機能

26 集団内行動皿 3　リーダーの情況との適合 同　　　上

1　集団間行動とは何か

2　集団間における相互作用

27 集団間行　動 3　集団間葛藤の軽減 同　　　上
4　実験的間接的経験を通しての国際関係

1　集合行動の類型

2　集合行動の一般的特性 岡　部　慶三
28 集合行動　1 3　集合行動における人間的行動の特徴

（帝京大学教授）

1　流言

2　パニック

29 集合行動　皿 同　　　上

1　行動科学の歴史

2　今後の展望

30 行動科学の展開 末　永　俊　郎
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一現代の人間観と世界観＝（R）

〔主任講師　中埜　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　激動しつつある複雑多様な現代の文化・社会・生活の根本に働いている人間観と世界観の本質をさ

まざまな角度から照明し、現代に生きることの意義を考えたい。第2回以降は2回ずつ担当講師によ

るそれぞれ専門的な視点からの講義を行い、各2回目の終りには主任講師との対談によって理解を深
める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 序　　　　　　論

　私たちにとって「現代」はいかなる意味を持

ﾂか、現代の文明論的な特質は何か、現代の人

ﾔ観と世界観はどのようなものか、などに：つい

ﾄ全般的・総括的に論ずる。

三三　　　肇
i放送大学教授）

2
現代社会に見られ
髏l間観一技術と現代文化（1）

　近代の産業社会を「技術」の世界として捉え、

ｻのことを世界観的な意味を考える。そのさい、

Z術をそれ以前のrars」の観念と比較し、そ
ﾌ同じ根から「芸術」の概念が生じたことに注

ﾚし、その状況を現代以前の特色として論じる（

山　崎正和
i大阪大学教授）

3
現代社会に見られ
髏l間観一技術と現代文化（2）

　前回の論述を受けて、現代の脱産業＝社会の特

Fを、技術・芸術分裂の時代の終りの始まりと

ｵて論じる。現代の新しい生産と消費動向のな

ｩに、古い「ars」の復活の可能性を考えた
｢。

同　　上

4

哲学的思想に：現れ

ｽ現代の人間観と
｢界観
@　　　（1）

現代思想の源流をだいたい今世紀のはじめに

烽ﾆめ、哲学のさまざまな問題とその解決をめ

ｴすさまざまな方法が今日までどのように展開

ｵてきたかを、いわばタテに考察する。

塚　本　明　子

i東京大学助教授）

5

哲学思想に現れた
ｻ代の人間観と世
E観
@　　　（2）

　現代における哲学の診かれた状況とその使命をさぐるため、哲学とともに今世紀さまざまに展開してきた、哲学以外の学問分野との相互連関に澄いて、また学問の外の人間の活動や世界の問題との連関において、哲学をいわばヨコに：

l察する。

同　　上

6

科学・技術に見ら
黷骭ｻ代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（1）

　この回は、科学・技術の成立を噛し、あるい

ﾍ逆に科学・技術の進展によって深化された世
E観を中心に考えてみる。物質、エネルギー、

﨣�ﾌ三つの基本概念によって支えられた現代

ﾌ世界観はどのような姿をしているか学ぼう。

村　上　陽一郎

i東京大学教授）

7

科学・技術に見ら
黷骭ｻ代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（2）

　この回は前回に扱った世界観の中で、人問がどのような位置に：あるかを考えてみる。特に心理学、医学の《科学・技術化》が進むのに並行して、人間に：対する考え方が大きく変化してい

驍ｱとを中心に、人間疎外といわれるものにも
Gれよう。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

精神医学を通じて
ﾝた現代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（1）

　精神医学は人間を1）生物学的2）心理学的3）社
?w的4）形而上学的な、多元的存在としてとら
ｦる。人間は「生物としてのヒト」であるが、一回的でかけがえのない自覚的存在である。こ

ﾌ回は、とりわけ行動研究や脳研究が人間観・
｢界観に及ぼす影響を考える。

小　田　　　晋

i筑波大学教授）

9

精神医学を通じて
ﾝた現代の人間観
ﾆ世界観
@　　　（2）

　この回には、現代人のこころの病態と行動の
ﾙ常を通してみた現代の人間観と世界観の特徴
�lえる。精神病の軽症化と一般化、異常一正
墲ﾌ境界喪失、妄想の内容変化などを通じて、
ｻ代人における境界線喪失・情報化・物象化な
ﾇの特徴が浮かび上ってくる。

同　　上

10

宗教現象に見られ
骭ｻ代の人間観と
｢界観
@　　　（1）

　個別・特殊な宗教の立場からではなく、人類
i史）の宗教現象の統一的理解という宗教学の
ﾛ題・視点から現代世界の宗教（現象）一それ
ﾍ多様なものである一に顕わに：なっている人間
ﾏと世界観の特徴と意味について、とくにまず
ｻの多様な現われについて考える。

荒　木　美智雄

i筑波大学助教授）

11

宗教現象に見られ
骭ｻ代の人間観と
｢界観
@　　　（2）

　現代の多様な宗教現象を人類の宗教史から類

^学的に把握し直して、その特徴と意味につい

ﾄ考える。 同　　上

12

芸術に：現れた現代

ﾌ人間観と世界観
@　　　（1）

　芸術作品の中には、同時代の本質を映し出したものがある。そういった視点から、20世紀の

ﾁに現代的な芸術作品一　美術、音楽、文芸な
ﾇのジャンルにおげるいくつかの特色ある作品
ﾉ映し出された現代の人間の姿を見て、その意
｡について思想的に考える。

愚弟隆士
i筑波大学助教授）

13
芸術に現れた現代
ﾌ人間観と世界観
@　　　（2）

　（1）と同様の視点から、現代の世界の特色につ
｢て、この；場合は特に現代人の居住空間、生活
ﾂ境という具体的な局面で見つつ、その意味について考える。建築論・都市論のほか絵画や文

|に描かれた現代世界の様相およびそれについ
ﾄの思想を問題にするQ

同　　上

14

情報化とマスコミ
R．ニケーションに
ｩられる現代の人
ﾔ観と世界観
@　　　（1）

　現代人の生活は、新聞・テレビ・雑誌などの

}スコミと切り離しては考えられない。特にテ

激rの影響力は大きい。この映像を中心とした

[似的現実の受容と共有が人間をどう変えたか
�_ずる。

青　木　　彰
i筑波大学教授）

15

情報化とマスコミ

?jケーションに．
ｩられる現代の人
ﾔ観と世界観
@　　　（2）

電気通信と情報処理の技術の発達によっても

ｽらされる「高度情報社会」では、情報の洪水

ﾉ対する賢明な選択が求められる。ニューメデ

Bアの登場など今後の情報環境の変化と人間の

ﾖ係について考える。

同　　上
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：＝ N学の基礎＝（R）
〔主任講師　山本　信（東京女子大学教授）〕

全体のねらい

哲学は我々の日常生活に根ざし、人生観や世界観の問題に連なるものではあるけれども、学問とし・

て理論的にやってゆくためには、どうしても抽象的な概念や問題設定を扱うことができ：なければなら

ない。そのための最も基礎的な道具立てを整えて旧きたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

「哲学」という言葉そのものの意味を考える

1 哲学とは何か
ことから始め、この学問がもっている独自の性

iと、それを学ぶときの特殊事情について述べ
山　本　　　信

る。
（東京女子大学教授）

他の諸学とは事情を異にして、哲学の研究は

常にその歴史との内的な連関に旧いて行われな

2 哲学史の意義 ければなら：ない。哲学を西洋から移入し、しか 同　上
も自国の思想的伝統をもっている日本人には、

この点でも特別の問題が課されている。

普通哲学に属すると考えられている諸学問を

列挙し、それぞれについて多少の説明を加え、

3 哲学の諸部門 それら全体にわたって見とおしをつける。 同　上

「ある」ということをめぐる古来の論議をふ

まえ、「実体」「形相」「本質」など、歴史的

4 存在論の基本問題 にも体系的にも哲学にとって最も基本的な諸 同　上
概念をとりあげる。

「主観」あるいは「主体」と訳される概念の

形成過程をかえりみることによって、現代にい

5 主　観　概　念 たるまでの近代的な思考体制の原点を究明する。 同　上

近世に澄ける心と物、精神と物体の二元論は、

それ自体が本質的に不安定なものであり、観念

6 近世的二元論 論と唯物論という対立的立場もそのことの所産 同　上
にほかならない所以を論ずる。

近世以降の哲学を特徴づける認識論的問題設

定について、その端緒に澄ける歴史的意義を明
7 認識論の系譜 らかにし、その後の展開を跡づける。 同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

認識し行為する主体としてのあり方をもって

原理とする立場が、近代の合理性をになう一方

8 主体性の形而上学 の柱として、どのように展開されてきたかを考 山　本　　　信
察する。

現在われわれが「科学」とよんでいる知的形

近代科学の思想史
態が、近代の合理性をになうもう一方の柱とし

9 的意味 て、思想史的に何を意味しているかを考察する。 同　上

科学的な思考法、それはまたわれわれが小学

校以来の教育で叩きこまれてきて常識になって．

10 科学的思考の諸性格 いる考え方でもあるが、その特質と帰結とを、 同　上

いくつかの項目にわけて露わにする。

科学の進歩は、生命現象をも物理的化学的な

過程にひきもどし、また人間に対してはその尊

11 生命と人間性 厳を剥奪してゆくかのようにみえる。こうした 同　上
事態に関してどう考えたらよいか。

からだとの関係に澄いて心とは何なのかとい

うことは、人i類にとって古くからの関心事であ

12 心　身　問　題 り、哲学の主要問題の一つでもあった。特に近 同　上

世的二元論の文脈のなかで現在どう考えたらよ

いか。

人間の自由に対立するものとして、運命、自

然因果性、社会的制約などが語られる。これら

13 自　由　と　必　然 の必然的支配を説く決定論に対して、どう考え 同　上

たらよいか。

何を考え何を語るにせよ、それは真なのかと

いう問が最後までつきまとう。ではそもそも真

14 真　　　理　　　論 理とは何か。そして、何かが真であるというこ 同　上

とはどうやって確かめられるか。

哲学の歴史から見てわれわれがどのような状

況に澄かれ、いかなる問題に直面しているか、

15 現代の哲学的状況 ということを知るために：、現代の諸学説に現わ 同　上

れている思想的動向を概観する。
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＝古代中国の思想＝（R）

〔主任講師：戸川芳郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

’中国古代中世に：生れた思想の歴史を概観する。その源流を追って、発現のすがたと現実に果たした

役割またその後世への影響をえがきつつ、中国思想のいとなみを把握したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 “仁”と　孔　子

　周代文化の基礎一古代宗族制の世界一が再編に

ｳしかかった春秋後期、はじめて人間関係のあり

福�ｩ覚した孔子が出現する。この儒家の開祖の

v想と行動を時代の様相とともに説明する。

戸　川　芳　郎

i東京大学教授）

2 墨家集団の思想

　礼楽文化に依拠した儒家の思想基盤を旧びやか

ｷ墨家の、”兼愛・華甲〃の考えと党派的な結社

W団の行動軌跡をたどる。”非行・節士“の社会

癆ｻや”尚同・天志〃の政体論にも言及する。

同　　　上

3 孟子の王道論

　　　　　　　　　　　　　　■　　　■@戦国期の社会変動のただ中、聖人孔子を聖王の
n列に加えた孟子は、その正統伝道者として三四零治の理想を遊説する。”仁義礼智“を支えた性善説を紹介し、その思想史上の評価を行う。

同　　　上

4 荘　子　と　老子

　　　　　　　　　　　　　　●　　●@人為を排した「全性三三」の養生論と相対世界
�Eして”斉同“の真実在をもとめた荘周の夢は、

ﾃ代観念論の極致である。後続の『老子』の”無

ﾗ而無不為“の政術をあわせ論ずる。

同　　　上

5 “礼”　と　筍　子

　古代中国は、筍子の指示する方向に進んだ。天
lの分離・後王思想・性悪説に：よって”礼法〃秩　　　　　　　　　　　　　　●　　　●

?�xえる根源を現実の実力者王者の権威に帰し

ｽ。この、法家思想を導いた内容を伝える。

同　　　上

6 諸　　子　　百　家

　●　　　●
@儒墨二大集団のほかに戦国中・末期に活躍した　　　　　　　　　　　●　　　●

V説の士のうち、のちに名家一恵施・公孫龍一、●　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　　　　　　　　　　●

@家一一’商民・申不害・慎到・韓非一、縦横家、兵●家と称される思想家の行動をあつかう◎ 同　　　上

7 陰陽思想と「易伝」

　中国の生んだグローバルな思想とは、漢初の陰

z二元と五徳終始の説である。”変易〃原則を説

ｭ「易伝」へも習合され、自然と人事を包括して、

`而上の一者”太極“の概念を生む。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

叙事巨：篇『史記』に現れた司馬遷の意図をその

列伝を主軸に窺うとともに、周代伝来の政事記録

8 司馬遷と歴史記録 一『尚書』と『春秋』を紹介する。加えて春秋学 戸　川　芳　郎

とその三伝を説明し史家の体例に論及する。

雑家の書『呂氏春秋』と『准南子』を黄老思想

9 黄老思想と董仲舎予

を媒介にして説明する。一方、国教に立った儒学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●

ﾌ教義、感銘紆の政治理論一天人相関の陰陽災異　　　　　●　　　●

v想、春秋三選説、君権則天主義を述べる。

同　　　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　い､朝支配の体制教学として前漢後期から清末に

及んだ儒教について、その特徴を綱常倫理・修己

10 儒教　と　経　学
治人・名分論・権威主義にわけて概観し、その学　　　　　●　　　●

pの内容一経学一の史的展開を跡づける。

同　　　上

　　●､葬新の簑奪政権をはさんで、当時の学術・文

化を象徴する、劉向父子と班氏一族の事業を紹介

11 漢　家　の　復興 する。前者の中秘書の総合整理、後者は割鐘受命 同　　　上

説に立つ今代史『漢書』の編纂である。

陰陽災．異説から「以往知来」の予言化が進み、

図識の政術利用と緯書の出現に及ぶ。その批判者

12 識緯思想と王業 王充の唯物論的な気一元論と徹底した命定論を紹 同　　　上

介し、その頒漢思想との関わりを述べる。

学官と学制が整備された後漢礼教国家は、学術

の分化と論争をよび、また総合解釈へと動く。漢

13 許慎　と　鄭玄 唐難詰学を代表する経学一高慎と幽玄一を登場さ 同　　　上

せその閲歴と学問のあらましを見る。

「太極」「元気」の統合概念が成立すると、後
●　　　●　　　●

早期を通じて宇宙生成論が発達し蝦蟹期に三気五
●

14 生成論と”無“ 運へと展開する。その展開の様態を追究する一方 同　　　上

「無」の存在論の深まりを王威の所説に見る。

人間社会の歴史を遡って、その開法に及び、宇

宙生成と人間史とを継ぎ合わせたのは、魏三期で

15 人間史のこと ある。史体通史の創制とその盛行を通じて歴史意 同　　　上

識を探る。末尾に、中国思想をまとめる。
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＝　近代の思想　＝ （R）

〔主任講師　三三　肇（放送大学教授）〕

全体のねらい

　近代というものをある時間的な長さをもつひとつの思想的な：構造体と見なし、その内実を神・人間

・自然という3つの主題にもとづいて分析する。講義の対象は主として西欧の近代であるが、できる

かぎり世界全体に及ぶ普遍的な視角をも忘れないようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
「近代」の概念（1）

v想としての近代

　「近代」という概念を検討することによって、

ｻれにまつわる問題点を指摘し、かつ近代をひと

ﾂの思想と考え、その内容について考える。

中　埜　　　肇

i放送大学教授）

註?@佳一郎
i法政大学教授）

2
「近代」の概念（2）

?｢　と　近　代

　近代は中世に対する明確な対立を自覚すること

ｩら、その対立の本質を具体的に：考察する。

同　　　上

3

近代に澄ける「神」

ﾌ概念（1）

ﾟ代初頭の宗教・
N学・科学の関わり

　ルネサンスから17世紀までに見られるキリスト

ｳ信仰と哲学思想や自然科学との関わりのなかで
lえる。 同　　　上

4

近代における「神」

ﾌ概念（2）

ﾟ代の宗教運動

　神秘改革・宗教改革・ピェティズム・ピューリ

^ニズム・ジャンセニズムなどの宗教運動を近代

lが提示した信仰の内面化としてとらえ、その思
z的な意味をさぐる。

同　　　上

5

近代に澄ける「神」

ﾌ概念（3）

[蒙思想と宗教

　啓蒙思想によって合理的なものに変容させられ

ｽキリスト教の様相を、理神論や無神論について

lえる。 同　　　上

6

近代における「神」

ﾌ概念（4）

鴻}ン主義と宗教

　19世紀に開けるロマン主義の流れのなかで試
ﾝられた哲学と宗教との統合を「理性宗教」につ
｢て考察する。 同　　　上

7

近代に澄ける人間
怐i1）

V　しい人　間

　近代の出発点において理念的・現実的に形成さ

黷ｽ新しい人間の像を具体的な例示にもとづいて

T観する。 同　　　上

一20一



回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代の思想全体にわたって「心」・「精神」・
近代における人間 「自我」・「意識」が優越していたことを、主と 中　埜　　　肇

8 像（2） して哲学の流れのなかでとらえる。

「心」　の優越 湯　川　佳一郎

近代人の社会性の凝縮的表現とも言うべき「市

近代に澄ける人間 民社会」の思想的な意味について考える。

9 像（3） 同　　　上

市　民　社　会

「近代国家」と呼ばれるものの思想的な基礎と、
近代に：おける人間 ロマン主義のもとで拡大した「歴史意識」の思想

10 像（4） 上の意義を検討する。 同　　　上

国家　と’歴　史

近代になって成立した新しい自然像・宇宙像の
近代に：澄ける自然 思想的な意味を、それ以前のものと対比して考察

11 観（1） する。 同　　　上

近代的自然観の特質

近代に：澄ける自然 「自然科学」の思想的な＝基礎診よび近代になつ

12
観（2）

ｩ然科学の成立と

ても生き続ける「自然哲学」と自然科学との関係

�_ずる。 同　　　上

自然哲学

近代に澄ける自然 「人間的自然」（human　nature）の自覚にも

13
観3）

l間的自然と自然

とついて形成された思想の展開と、それに由来す

驪ﾟ代の自然法思想について述べる。 同　　　上

法

近代に澄ける自然 ロマン主義が構想した「生きた自然」の思想や

14
観（4）

鴻}ン主義の自然

美的・目的論的自然観について、その否定的・肯

闢Iな意味を考える。 同　　　上

概念

現代は近代の「死」から生れたと言われる。そ
近　代　と　現代 の「死」の意味と、その「死」から生れた現代の

15 近代の否定としで 思想的な特質や問題点とを考慮する。 同　　　上

の現代
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一　ことばとコミュニケイション　ニ　（TV）

　〔主任講師：吉田夏彦（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　ことばがコミュニケイシワンの中で果す役割を考えることを通じて、心、物、抽象的なもの、の三

つのものの間の関係に：ついての知見をえることをめざす。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「コミュニケイション」の語義・表現と内容

指示による説明　唯物論　哲学 吉　田　夏　彦
1 は　　じ　　め　　に （お茶の水女子

大学教授）

景色　みたて　遺伝子絵・音楽　メタ言語

2
広い意味でのこと

ﾎ
同　　上

心の存在・名詞　話の世界　複数の可能性
∫

3
せまい意味でのこ

ﾆば

論理

同　　上

話す鳥　類入猿の文字　ア・プリオリ主義

4 鳥や獣のことば 同　　上

文の正しさ「良心」　ことばによってつくられ

5
ことばと

Rミュニケイション

た世界

同　　上

五感でさわれるもの　文脈と存在　コンビュー

タ　機械としての脳
6 こ　と　ば　と　心 同　　上

物体　空間・時間　種類　形而上学物の世界

7 物　と　こ　とば 同　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然科学と常識　論の単語数学の応用

お伽噺集合論への還元　三際性
8 論理とことば 論証の直観 吉　田　夏　彦

論理設計　「生物」　三号配列の変形

自然言語

9 計算機とことば 同　　上

母語と外語　文学の翻訳　風物　習慣

身ぶり　感情　木敦どり

10 ことばの背景 同　　上

心　プログラム　個体　種類の限定　自分

11 個　　　　　　物 同　　上

人物画　幾分学数学的な構造　模型　仮説

理論認知科学文法　規．範規格
12 モ　　　デ　　　ル 同　　上

写真　俳句　心　正文

13 表現　と　内　容 同　　上

人工語　主語　「君は悲しい」

「はい」・と「いいえ」　同形性

14 語法　の問　題 同　　上

「意：味」　「外来語をつかうな」　思いやり

正書法　母語　ことば自体の価値

15 終　　　　　　に 同　　上
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＝思考と論理＝（R）
〔主任講師　大森荘蔵（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　思考、論理という曖昧：模糊とした二概念を明確にすることによって、両者の関聯が言語の場にある

ことを示そうとする。そして具体的に日常日本語の中から若干の語の意味規則を撰んでそれらの規則

から現行市販されている教科書の論理学が導出されることを示すことによって論理の言語規則説の一

般的証明を行う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本：章の目的　本題の誤解　「思考」の曖昧さ

「思い」も思考　「思い」の言語化　言語規則説 大森荘　蔵
1 概説　的　序　論 記号論理学　我が国での記号論理　思考と論理

規則説の述べ方 （東京大学名誉教授）

思考の意味の曖味さ　「思い」としての思考
・知覚（perception）に対しての思考（conception）

2 思考　と　は　？ 思考的理解の様々　知覚の中に籠った思考　四六 同　　上

時中常に思考

経験は普通言語化されない　言語以前の経験
という誤解，想起とは過去形の経験思考が言葉

3 思考　と　言　語 になる　夢の場合繰返して誤解を排する 同　　上

而　　・　　　　　　　　　　て　論
排中律の形式の正しさ　言語規則説　出発点とな

4 論理　と　は　？
る語を選ぶ一四つの接続詞　それら接続詞の意味
K則論理学の導出　結果の検定　日本語から論 同　　上

理学が導出される　言語規則と論理的正しさとの
関係の実例平面幾何学の語群　親戚名集団　等
高線の意味により平面図から切断面図を導出する

言語規則説の証明の必要　局所的論理　全域的

5
言語規則から論理

�ｱく

論理　非主題的な言葉から出発　非主題的な名詞・
ｮ詞　接続詞は非主題的　真理値表による接続詞の意味表現　真理値表を使って複合文の真理値を 同　　上

決める　半周文型　接続詞間の依存関係

言語規則説を述語論理に及ぼす主語一述語の

6
述　　語　論　理
@　　　（1）

表記法　関係を含む述語の表記法　「すべて」の
¥記ω　「すべて」の範囲話題世界を不定にして診く存在記号の導入最大数に関する文例束縛変

同　　上

項、自由変項述語文の簡単な表記法真理値による
述語の定義　π座述語（。　の丑（露、，¢2，働）と
と（ωの17（3｝1，～　2，凱）の真偽述語論理の
文型　回帰定義妥当文型　公理系による公式的
証明

7
述　語　　論　理
@　　　（2）

　言語規則説への疑問　非主題的な語群から全域
_理学記号論理学の普遍性弁証法と形式論理
ﾚ続詞と分割描写量子論での接続不能確率論

同　　上

と接続詞　総称詞の接続機能　論理は世界に相対
的　E．T生物の論理
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
異なる言語に異な
髦_理？

　言語規則説への疑問　非主題的な語群から全

譏_理学　記号論理学の普遍性弁証法と形式
_理　接続詞と分割描写量子論での接続不能

m率論と接続詞論理は世界に相対的

@　　　　　　　　　　　　1

大　森　荘　蔵

9 論理的必然性

　必然性をと夕上げる　論理的文は経験的検証と
ｳ縁排中律の場合規則に従う　規則に従わな
｢と 同　　上

10 古典的三段論法

　古典的三段論法と記号論理学三段論法各種
ｳしい三段論法　推論型と文型　推論型と文型の
褐ﾝ導出　接続詞　　矛盾文型から任：意の文が推

_できる
同　　上

11 思考の論理性

二つの結論思考は必ず論理的？　論理と言い
ｷえ　首尾一貫　はやり言葉の論理

同　　上

12
形式化とコンピュ

[タ

　形式性の必要　形式化と機械化　算盤　コンピ

?[ ^　接続詞に対応するスイッチ回路　・のス

Cッチ　Vのスイッチ　～のスイッチ　機械的解
@決定可能性

同　　上

13
入間・脳・コンビ
j．・一興

　言い廻しの危険　§1コンピュータ　コンピュータは「計算する」　機能的同類化　§2脳

u脳が…する」　脳過程重ね描き　キメラ命題キメラ命題は無意味脳には機能的同類化は及ば

ﾈい

同　　上

14 言語　と　世界

　言語表現という誤解事物の：輪郭　「家」の固
閨u家」の制作言葉に生活が籠る　人の動作カントの図式論も同様　時間順序　時間順序の制

?@要約　人間的意味を世界に与える
同　　上

15 論理　と　世界

　世界の法則としての論理　論理は経験法則では
ﾈい　論理は言語を通して世界に成り立つ　時間
㍼?@カントと規則説　今一つの観点　命題論理の接続機能　古典物理と量子論弁証法論理　有

�ｫの観点　結論

同　　上
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＝記 号 論＝・（TV）

〔主任講師．吉田夏彦（お茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　論理学の成果にもとづいて記号の役割についてのべることに第一の重点をおき、ついて、より広い

見地から記号について論じ、哲学と記号論との関係についてものべる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．記号とは何か
2．変項 吉　田　夏　彦

1 変　　　　　　項 3．論理学
4．変数
T　噂話と筋書

（お茶　の水落q大学教授）

6．代名詞

1．抽象と捨象

2．形式
2 形式　と抽　象 3．文脈 同　　　上

4．俳優

1．　「である」の分析
2．否定の記号
3　連言記号

3 そのほかの論理記号 4．しばり変項と存在記号 同　　　上
5．定義
6．必要最小限と実用
7．実例

1．証明問題
2．論理計算

4 計算　と証　明 a証明の記号化 同　　　上

1．　ブルバキズム

2．つかわれる可能性

5 形　　　式　　　化
3．不完全性定理

S　メタ理論 同　　　上

5．メタ理論の形式化
6．科学の理論の形式化

1．2つの導入のしかた
2．クラス表現

6 記号　の濫　用 3定義の例
S　ラッセルの矛盾

同　　　上

5．帰謬法

1．架空と実際
2．唯名論
3．形而上学

7 も　の　　ご　　と 4．名前
轣@実体

同　　　上

6．心
7．　ものごと
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．意味：

2．分節性 吉　田　夏　彦
8 話 3．話の両面

4．話の多義性

T　変項としての話

（お　茶　の　水
落q大学教授）

1．嘘と本当

2．矛序

9 記号の役　割 3．相対的真実 同　　　上
4．人為

5．呪文と記号

1．意識の中の環境

2．自然環境

10 環境としての記号 3．風景の描写
S．心とことば

同　　　上

5．数字と数
6．物質

：L心とひろい意味での記号

2．記号の独立
11 記号としての環境 3．設計された環境 同　　　上

1．宗教美術

2．図形
12 か　　　た　　　　ち 3．美術品 同　　　上

：L　歌

2．楽譜
13 楽譜　と　音　楽 3．ことばとの比較 同　　　上

4．さまざまな問題

：L天文気象

2．解読
14 自然　と記　号 3．自然科学の優位 同　　　上

4．実在

1．　1つの図式

2．記号の変換

15 終　　　　　　に 3．読者へのすすめ 同　　　上
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＝比較思想論：＝（TV）
〔主任講師　中村　元（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　人間の思想の発展に関して、単に知識を伝えるというのでは：なく、世界が一つになり、万事がグロ

ーバルに考慮されねばならぬ時代になったので、〈思想〉そのものを取り上げて、東西を通して発展

史的に述べて行きたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 比較思想論とは何か

　思想は万人に承認され得るものであるりこの視

_に立って、学問のセクショナリズムを打破し、

＆ﾕ的思想確立のために諸文化圏の思想の比較考

@が必要であると説く。

　中　村　　　元

i東京大学名誉教授）

@前　田　専学
@（東京大学教授）

2 比較思想論の発展

　「比較思想論」はアメリカやヨーロッパに：旧い

ﾄ長い発展史があるが、インド・シナ・日本など

圏mに獄（ても古い歴史を有している。こうした

倹ｼの比較思想の歴史を概観する

　中　村　　　元

@松　本四　敬
i大東文化大学教授）

3 古代思想の特徴
_々と究極のもの

　どの文化圏に旧いても最古代にはそれぞれに民

ｰ宗教が形成され、多くの神々が崇拝されていた

ｪ、やがて神々を超えた真の実在を探究する哲学

I思惟が起こ6たことを考察する。

　中　村　　　元

縺@村　勝　彦
i東京大学助教授）

4 自由思想家の出現

　もろもろの文化圏のうちでも特にギリシャ・イ

塔h・シナに澄いてそれぞれの伝統的な思想に反

Rした唯物論・快楽論・道徳否定論・宿命論・懐

^論などの自由思想家を紹介する。

　中　村　　　元

@丸　野　　　稔
i早稲田大学助教授）

5 人　間　の　反　省

　人間が現実のすがたを直視し、現世の苦しみ、

ﾍか：なさ、無常を自覚して、それらを超克するこ

ﾆによって真の自己を探求する動きが起こったこ

ﾆを論じる。

中　村　　　元

c　辺　和　子
i名城大学講師）

6 普遍宗教の生活倫理

　普遍ないし普遍宗教といわれるものは、互いに

`統を異にするにもかかわらず、人間の生き方に：

ﾂいて意外と共通性をもっている。併せてその相

癈_を考える。

中　村　　　元

末ﾘ　文美士
i東京大学助教授）

7 世界共同体の理想

　都市国家から広域国家へすすむ中で、理想の政

｡・国家とは何かを宗教的思惟との関わりを中心

ﾉ考察し、さらに世界国家をめざす動きによる世

E共同体の理想に論をすすめる○

中　村　　　元

O　友　景順
i立正大学短期大学部助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

普遍的宗教を政治の中に生かそうという理想を

掲げて統一的国家が諸文化圏に旧いて形成された。 中　村　　　元

8 普遍的国家の成立 それら国家の諸帝王の思想や宗教的な考えをさぐ 斉藤　　　敬
る。 （埼玉大学講師）

中世には諸国家の社会を通じて封建制度が確立

されるにいたる。それに伴って身分的階位制が出 中　村　　　元

9 中世社会の思想的特徴 現し、それを基礎づける思想体系として普遍的宗 宮　元　啓　一
教が支配者によって権威づけられた。 （法政大学講師）

普遍宗教は人々をわけ隔てなく愛することを説

いた。ここにく慈悲一愛〉の道が成立する。その 中　村　　　元

10 〈慈悲一愛〉の道 〈慈悲一心〉がどのようなすがた・かたちをとつ 阿部　慈　園
たかを考察する・ （日本大学講師）

中世に澄いてはく慈悲一愛〉の道と並んでく瞑

11
瞑　想　の　道’と

N学的　思想

想〉の道が実践され、哲学的思索も深められたが

ｻこから自力か他力かの二つの類型が論じられる

謔､になった。

中　村　　　元

ﾃ　田　真一一
i日本大学講師）

中世の伝統的権威を合理的主義をもって批判し、

12 自我の自覚と
瘁@判　的　精神

自我を自覚するところに近代的思惟が確立されて

艪ｭ。この点で徹底的であった東洋の思想家の所

_へと考察をすすめる。

中　村　　　元

u　山　　　新
i東京大学講師）

人間すべて平等であるという主張は近代におい

て特に顕著になった。しかし国により、文化圏に 中　村　　　元

13 人　間　の　平等 よって異なる点を考慮しつつ、平等思想による社 吉　野　恵　子
会的連帯性の重要さを探る。 （東方学院講師）

近世初期の宗教が職業倫理ないし資本主義精神

を基礎づけたといわれるが、ここにも諸文化圏ご 中　村　　　元

14 宗教改革と近代思想 とに相違点があることを論じ、併せて主義や国家 山　口　泰　司
を離れた人類性の実現を説く。 （工学院大学講師）

近代精神がもたらした種々の問題点を考察しな

がら、未来に向かっては、仏教でいうところの、 中　村　　　元
15 未来への展望 「何人にとっても生命は最もいとしいものである」

という自覚の重要性を論じる。 前　田　専　学
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＝・ ｶ学と芸術＝・（脚）
〔主任講師　今道友信（清泉女子大学教授）〕

全体のねらい

　文学を世界文学の視野においてとらえることは、古今の文学者や哲学者の夢のひとつである。漱石

の文学論もアリストテレースの詩学も、時と処とを異にしても、その夢を果たそうとした企てであっ

た。本講義は、国文学と西洋文学とにわたって、テキスト研究を介し、文学を他の芸術との照応に着
いて、省察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・ギリシャ文化について

1

西洋文学の起源一
zメーロスとヘー

・文学の概念・叙事詩について

今　道　友　信

i清泉女子大学教授）

シオドス

・i浄晴詩

2
古典ギリシャの文学

・ギリシャ悲劇　　　　　　　　　　　　　’・喜　劇

同　　上

拝情詩と劇詩 ・その後のギリシャ文学

・ローマ文化とキケロー
・詩人たち

3 ローマ古典文学 ・ローマの芸術 同　　上

・聖　書

4
聖書の世界と超自

Rの光芒

・旧約聖書と芸術・新約聖書と芸術・超自然の光芒

同　　上

・ルネサンス

ヒニ。一マニズムの
・後期ルネサンスの文学

5
問題

・後期ルネサンスの芸術 同　　上

・黄昏（LeCr6pusculai　re）

・1／Insolite（異常なこと）

6 黄　昏　　と　死 ・死 橋　本　典　子

（青山学院女子短

期大学助教授）

・近代人と批評の自立

7 模倣　と　批評

・rラオコーン』・発想と批評

坂　部　　　恵

・模倣と想像力 （東京大学教授）

・視点の多様性と時間
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．有限と無限
2．永遠と時間

8 永遠　と　時間 3．瞬間と時間
今道　友信

1．　フィクションとイメージ

9
フィクションとイ

＝[ジ

2．巨匠たちの群像

@不在の詩 同　　上

1．日本人の風土観
2．日本文学と自然

10 日本文学の風土性 高　橋　良　雄

（昭和女子大学教授）

1．　「万葉集」と「歌経標式」

11
歌論
u古今和歌集」仮名序

2．　「古今和歌集」仮名序
R．　「和歌体十種」　「新撰髄脳」　「九品和歌」

S．　「俊頼髄脳」

藤平春　男
i早稲田大学教授）

1．女性の消閑の具としての物語と「源氏物語」

12
物語論

ｹ氏物語「螢」巻

2．物語の本質とは何か
R．物語論の語られる場
S．　「源氏物語」の達成に見合う物語論

秋　山　　　慶

i東京女子大学教授）

1．平安時代に澄ける幽玄

13 幽　　　玄　　　論
2．藤原俊成における幽玄
R．鴨長明の幽玄論

久保田　　　淳

4．藤原定家の幽玄、日常語としての幽玄 （東京大学教授）

5．藤源為家から正徹まで
6．世阿弥に診ける幽玄

1．近松門左衛門

14
演劇戯曲論

ﾟ松．南北．黙阿弥

2．鶴屋南北
R．河竹黙阿弥

諏　訪’春　雄

i学習院大学教授）

1．近代小説の揺藍期

15 現　代　文　学

2．近代小説の確立
R．回顧と移行
S．アメリカ大学の役割

　三　好行雄6（大妻女子大学教授）

5．文学の現代的使命 今道　友　信
6．現代文学の状況
7．現代文学の課題
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＝日本語の基礎＝（R）

〔主任講師　阪倉篤義（甲南女子大学教授〉〕

全体のねらい

　母国語である日本語は、われわれが“言語”というものについて考えるための、最適の材料である。

ここでは、特に日本語に澄げる特徴的な事実を取上げて、その意味を解明しつつ、実際的な問題にも

触れて、日本語の基礎的な問題について、ひとわたり述べたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本語とは何か

　何を指して日本語というか。世界の諸言語の中

ﾅ、日本語は、どういう位置をしめているか。ま

ｽ、それはどういう系統の言語か、などの問題に．

ﾂいて述べる。

阪　倉　篤　義
i甲南女子大学教受）

2 日本語のさまざま

　日本語と言われるものの中には、地方的な違へ

�j的な違いがあり、「話しことば」と「書きこ
ﾆば」との違いがある。そういう日本語の種々相　　、

ﾉついて述べる。

同　　　上

3 日本語のコミュニケ」ション

　一般に、ことばによるコミュニケーションは、ど

ﾌようにして成立するか。特に日本語のコミュニ

Pーションの特色は何か。それが日本語の構造と

ﾇう関係するか、などについて述べる。

同　　　上

4 敬語について

　日本語の特色の一つとして問題にされる、敬語

ﾌ本質は何か。「読んでやる」「見てもらう」な

ﾇとともに、こういう物言いの生れてくる理由は

ﾇこにあるのか、について考える。

同　　　上

5
「は」と「が」の使

｢分け・

　「は」と「が」との使い分けは、実践的に：は容

ﾕであるが、両者の違いを説明することは、むず

ｩしい。これの解明は、日本語の構文論（シンタ

bクス）の基本的な課題の1つである。

同　　　上

6 語　順　の　問　題

　日本語は、語順の比較的ゆるやかな言語である

ﾆ言われるが、そこにある一つの法則とはどうい

､ものか。また、日本文の句読点は語順とどのよ

､に関係するか、などについて述べる。

　樺　島　忠夫
i大阪府立大学教授）

7 日本語の語彙

　語彙とは何か。語の種類には、どういうものが

?驍ｩ。特に：使用率の大きい語と小さい語との性

i・機能はどう違うかなどの点を考え、日本語の

龕bの特色を述べる。

同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’

8 和語・漢語・外来語

　和語の、文章の中での役割、漢語が日本語に澄

｢て果す役割はどういうものか。特に造語という

ﾊから考えた場合の両者の特色。さらに、いわゆ

驫O来語の役割などについて述べる。

樺　島　忠　夫

9 語の意味と辞書

　語の意味は、どのように記述されるか。また、

ｻれを集めた“辞書”というものについて、その
嵭ﾞと、利用法を述べ、語の意味の中核について

lえる。

き阪　馬鐸　義

10 日本語の文字と表現

　日本語表記における漢字・ひらがな・カタカナ

香[マ字、4種：類の文字。その役割分担や分かち

曹ｫの問題、外来語の表記やワードプロセッサー
ﾈどとの関係を将来の問題を含めて述べる。

樺　島　忠夫

11 日本語の発音

　日本語の音韻組織は比較的簡単で、アクセント

焉A他の言語に比較して意義弁別の役割が軽い。

ｻの体系の概略と、方言的・歴史的な差異につい

ﾄ述べる。

阪　倉篤　義

12 かなづかい・送りがな

　仮名遣いとは何か。特に現代仮名遣いに澄ける“と論”と“とう”“こうし”は格子か子牛か、　　　　　　　　　　　　　　〆

竭閧ﾈどを考え、また、送り仮名の問題点などを

lえる。
樺　島　忠夫

13 語史と慣用句

　　　　　　　　　　　　　　1@現代日本語は、過去の日本語φ変遷の結果とし

ﾄ生れてきたものである。現代語の単語が、かつ

ﾄはどのような形や意味を持っていたか、また慣
p句の意味：などについて説く。

阪　倉　篤　義

14 日本語の過去

　日本語の歴史が始まって以来　今日まで千数：百

Nの間に、内発的な原因、また　国語との接触に

謔驫O発的な原因で、日本語は　のような方向に

ﾏ化してきたか、その要点を述　る。

同　　　上

15 日本語の将来

　日本語は、将来、発音・語彙・文字など、どのよ

､な面で変化する可能性があるか。それは日本人

ﾌ言葉に対する態度によるが、将来の日本語はど

､あるべきかを考える。
樺　島　忠夫
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＝＝@日

主任講師

本 語＝　（R）

全体のねらい
　大学教育の目的の一つは、言語の運用能力の向上にある。この講義においては、全体を三つの部分
にわけ、第1部においては、　「話すことと聞くこと」、第2部門おいては「書くことと読むこと」に
焦点を当て、日頃使っている日本語に対する自覚を促し、あわせて日本語の基礎的な運用能力の向上

’を目差す。さらに、第3部は、「応用編」とし、大学の講義の聞き方、レポートのまとめ方、発表と
討論の仕方について、実際の場面に則して、応用力を身につけさせることを目標とする。したがって、
日本語能力の開発を求める学生のみならず、日本語教育に関心を持つ層に対しても有益な講義となろ

　う。

宮地裕（帝塚山学院院長）
水谷　修（国立国語研究所日本語教育センター長）

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 国際化と日本語

　序論b日本社会の国際化とともに、日本語に対

ｷる関心は世界的に高まっている。このような事

ﾔの中で、日本人は自国語に対して、どう自覚的

ﾅある必要があるかを論じる。

　宮　地　　　裕

i帝塚山学院院長）

@水谷　　　修
i国立国語研究所日本鼡ｳ育センター長）

2 日本語の母音と子音

　音としでの日本語の基礎について考える。他の

ｾ語との比較を通して日本語の母音と子音の特徴

�l察する。外国人の誤用例も取り上げながら、

坙{語の音の難しさにもふれる。

水　谷　　　修

3 日本語の音唱節

　持読音節、速音節といった日本語の特徴的な音

ﾟをとらえ、音節と表記との関係、さらには外来

黷ﾌ表記の問題についても考える。 同　　　上

4

アクセ　ン　ト　と

Cントネーション

　日本語の多様性について、各種の方言を中心に

lえるとともに、外国入のアクセントやイントネ

[ションの違いについても、その原因を考える。 同　　　上

5 国ことばの特色

　終助詞や不完全文など、話しことば特有の言語

ｻ象をとらえ、文レベルでの話しことばの特色を

ﾆらえるとともに、実際の談話場面でのコミュニ

Pーションについても実例をもとに考える。

同　　　上

6 聞くことの大切さ

　コミュニケーションの成立には、いかに相手の

ｾいたいことが聞けるかが鍵だ。中でも最も重要

ﾈのは推定の能力である。円滑なコミュニケーシ

㏍唐ﾌための聞く態度について考える・

同　　　上

7 発音と表記法

発音をそのまま表記することは容易なことでは

ﾈい。発音と表記とのずれについて考え、書くこ

ﾆにまつわる難しさと、注意すべきポイントにつ

｢て解説する。

水　谷　　　修

|　内　俊　男

i名古屋大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

原稿用紙の使い方の基本から説き起こし、句読

点のつけ方、縦書きと横書きはどう違うか、数助

8 書き方の基本 詞の表記法など、さまざまな文章の決まりに・うい 竹　内　俊　男

てふれる。

名文とは、わかりやすくて、説得力φある文章

のことであるd名文と悪文の違いを、実際に読む

9 名文　と　悪文 ことを通して考えてみる。 同　　　上

芸術文と実用文ではどこが違い、どの点で共通

エッセー・小論文 しているか。エヅセーについては書き出しの難し

10 さ、結びの生かし方を、小論文についてはデータ 同　　　上

の　書　き　　方 の使い方、構成などを考える。

言語的コミュニケーションにおいて、どんなご

とが表現され、伝えられるか。また、その成立に 清　水　康　行

11 はなしあいの要素 どんな要素が関与し、言語のどんな機能が問題に

なるかを考えていく。 （名古屋大学助教授）

コミュニケーションに支障が生じる場合、その

成立要因のどこに問題があるのか。行き違いの原

12 聞き違い・行き違い 因・理由を落語「味喰倉」を例に考えてみる。 同　　　上

発表、討議の席で、円滑なコミュニケーション

を行い、実りのある議論を展開していくためには

13 発表の仕方・聞き方 発表報告者は、どんなことに注意していく必要が 同　　　上

あるかを、問題点中心に考える。

相手の言いたいことを理解し、その上で自分の

考えを相手に納得させなければならない討論の高

14 討論　の仕　方 度のテクニックとはどんなものか。あいつちの打 同　　　上

ち方、否定や反論の仕方など討論の要点。

コミュニケーションの手段どしてのこれからの 清　水盛　行
まとめと展望 日本語について、話すこと、書くこと、読むこと

宮地　　　裕
15

（座談会）
の各要素の関連についてふれ、全体のまとめとす

驕B
水　谷　　　修

竹　内　俊　男
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＝作歌・作句＝（TV）
〔主任講師　井本農一（澄茶の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　短歌・俳句を知的に理解するだけでなく、それらを創作する試みによって、文学に対する共感と理

解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 短歌と但陶の成り立ち

　古典和歌・俳譜から現代短歌・現代俳句までの

�j的展望を述べ、短歌と俳句の文学的特質につ

｢ても触れる。

井本　農一
i診茶の水女子

@　　大学教授）

2 風雅への共感

　短詩型文学に：診げる作者と読者の同一性の問題

�_じ、何等かの意味に於いて風雅への共感が必

vであることを述べ、いわば国民詩ともいうべき

Z詩型文学創作への導入を計る。

同　　　上

3 なぜ歌をつくるか

　短歌という表現様式はどういう発生の過程を持

ｿ、どのようにして文学意識を深めてきたかを述

ﾗる。
岡　野　弘　彦

i国学院大学教授）

4 拝情　の　源流

　短歌における二つの大きな主題である旅と恋に

ﾂいて、各時代の実作にあらわれた好情の変化を

qべる。 同　　　上

@　　　　　㍗

5 近代短歌の流れ

　正岡子規・一与謝野鉄幹によって開かれた近代短

ﾌの二つの流れの、展開と変化のあとを実作品の

繧ﾉ見る。 同　　　上

6 現代短歌の動向

　戦後、きびしい批判の中から新しくよみがえっ

ｽ短歌が、どのような新生面を開いてきたかを、

?iの上に見る。 同　　　上

7 歌のしらべと写生

　短歌を実作するに当って最も重要な、歌の「し

轤ﾗ」と「写生」の問題について、作品に即して

lえる。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

作歌の上の要点となる、頭材のとらえ方や言葉

について考え、さらに鑑賞力、批評力を深め、推

8 批　評　と　推敲 敲を進めることについて考える。 岡　野　弘彦

芭蕉の「古池や」の句をめぐって「俳」の意味

をさぐり、俳句の特性を考えるとともに、俳句を

9 なぜ俳句を作るか つくることの意義について考える。
川　崎展宏

（明治大学教授）

子規の俳句革新運動とそれによって切り捨てら

れたものの意味を、芭蕉の句を例にして考え、句

10 近代俳句の出発 作の「場」の問題、先行の文芸との関係などを考 同　　　上

える。

明治という時代の中で子規が文学や俳句をどう

考えたかを明らかにしながら、子規の写生につい

11 写　　　　　　　生 て述べ、さらに写生の現代俳句に…bける意義を論 同　　　上
じる。

虚子が俳句と俳入の在り方を規定した「花鳥講

詠」と、その方法としての「客観写生」について

12 花鳥訟詠と季語 述べ、さらに季語について考える。 同　　　上

挨拶の句は、連句の第一句目としての発句のは

たらきが、近代の社交の場に生かされているもの

13 対　話　の　世界 だが、挨拶句を鑑賞して俳句の対話性に着目する。 同　　　上

子規の俳句革新の試みが、その後いかに継承さ

れ、俳句の近代化がいかに推進されたかを具体的

14 俳句の近代化の過程 に考える。 同　　　上

この講座の結びとして、短歌・俳句の根源にあ

15
創作の根源にある
烽ﾌとその形象化

るものと、その形象化について述べる。

井　本農一
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＝人間の歴史＝（R）
　　　　　　　　　　　　　　　　～日本女性史～

　　　　　　　　　　〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕
全体のねらい

　われわれは、「人間の歴史」として日本の女性史をとりあげてみた。その日本女性史も、原始・古

代・中世・近世・近代・現代へと時代を追って、政治的・経済的・文化的等々の女性生活をたどるの

ではない。ここでは日本の女性が宗教生活という面で、どのような歴史を辿って来たかを仏教を中心

とした宗教史のなかで考えるつもりである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．現代と女性 笠原　一　男

日本仏教にみる 2．古代の仏教と女性 （放送大学教授）

2 3．中世の仏教と女性

女性解放史序章 4．近世の仏教と女性 小　三三　子
i轟央学繍究語）

1．『無量寿経回』と女性

女性を差別する 2．古代仏教の聖域と女性

2 3．往生・成仏の障り 小　栗　純子

古　代　仏　　教 4．聖法師

1．光孝天皇の孫娘
a　論より証拠
3；藤原兼経の妻

3 巷の女性と古代仏教 4．奈良の女性 笠　原一　男
5．往生の条件
6．人間的条件の優先
7．正直の心は極楽の門　参考資料

1．念仏と禅と題目

女性の差別を 2．巷に出た鎌倉仏教の開祖

4 3．法然の選択本願の理由 同　　　上

否定した鎌倉仏教 4．伝から論へ

1．御家人の妻に説いた女人往生
2．『無量寿経釈』の女人往生

5 法然と念仏と女性
3．法然の飛入往生論
S．『念仏往生要義抄』の女入往生論

同　　　上

5．室の遊女
6．信仰問答

1．平家物語と仏教

念仏に救われた 2．祇王と仏
6 3．欣求浄土 小　栗　純子

平家物語の女性

1．法然と親鷺

親旧と悪人正機 2．弥陀の本願は悪八のため

7 3．悪人正機 笠　原　一　男

と　　女　　　性 4．煩悩具足が救われる証拠

5．女人正機
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．深草の道元

正法眼蔵にみる a　礼拝得髄

8 3．道元の女性観 笠　原一　男
女性　と　仏　教 4．女性差別は笑止千万

1．女人成仏拒否の諸経

2．法華経だけが女性を救う

9 日　蓮　と女　性 3．女人為先 同　　　上

4．日蓮と女人往生

5．月水御書

1．女人往生聞書

2．罪深い女性

10 女人正機の誕生 3．女入正機 同　　　上

1．坊主の妻に説く女入往生

戦国時代の女性 2．晩年の女人往生思想

11 3．雪見玉の死をいたむ 同　　　上

と　　蓮　　　如 4．妻如勝をいたむ御文

1．真宗の女人往生論

江戸時代の女性 2．真宗の女人往生伝

12 小　栗純　子
と　　仏　　　教

1．中川みき～天理教～

近代における女性 2．出口なお～大本教～

13 同　　　上

と　　宗　　　教

1．小谷喜美～霊友会～

2．長沼妙佼～立正佼成会～

14 現代社会と女性教祖 同　　　上

1．古代

2．中世 笠原　一　男

15 女性　と　宗　教 3．近世

4．近代・現代 小栗　純　子
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＝文化の形成と普及＝（TV）

　　　一日本仏教の形成と普及一

〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本人は外国に学ぶことによって、数々の文化を形成して来た。そのなかで、最もながい歴史と普

及度を誇っているのが仏教文化である。日本仏教の形成と普及の歴史のなかで、仏教界の宗祖・＝英雄

が果した役割に視点をむけて考える。なかでも、親驚と蓮如を具体例として、文化の形成と普及とい

う問題を考えてみる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本仏教の形成

1　仏教の伝来　　　　6　鎌倉仏教の誕生

Q　聖徳太子と仏教

R　聖武天皇と仏教
S　最：澄と空海

T　浄土教と末法思想

笠原　一　男
i放送大学教授）

ｬ　栗・純　子
i中央学術研究所
@　　　　講師）

2
奈良時代の民衆と

ｧ教

1　論より証拠

Q　日本霊異記

R　日本霊異記の世界

S　悪人切り捨て

同　　　上

3
平安時代の日本人

ﾆ仏教

1　善人正機

Q　悪人でも往生出来る

R　：最悪の悪人が往生

S　質直と慈悲が往生の条件

同　　　上

4
仏教の普及と鎌倉

ｧ教

1　選択と専修の易行

Q　法然と念仏

R　学問を否定する親驚

S　悪人正機

T　仏教普及の条件

同　　　上

5 比叡山の親鷺

1　叡山に登る

Q　悪人こそ人間の本質

R　煩悩具足のほとけ親鷺 同　　　上

6 悪　人　　正　機

1　歎異抄

Q　悪人正機

R　煩悩具足が救いの条件

S　本願ほこり

同　　　上

7 親旧の世　界

1　師と弟子

Q　念仏して地獄に澄ちても後悔せず

R　報恩の念仏
S　親鷺にお・ける慈悲

T　和讃

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　報恩のための布教

2　念仏の普及と弾圧の必然性 笠原　一　男
8 念仏の普及と弾圧 3　親鷺の流罪

小　栗純　子

1越後の親鷺
2　関東への旅

9 越後から関東へ 3　親鷺の責任感 同　　　上

4　関東の二三

1　念仏の普及

10
筆工と政治権力と

@教

2　弾圧者のために祈れ

R　念仏の縁づきたら去れ

S　国家と国民のために祈れ

同　　　上

1　発展をきそう真宗諸派

2　仏光寺派の発展

11 親鷺以後の真宗 3　仏光寺教団の統制 同　　　上

1　部屋住みの蓮如

12
戦国時代の真宗と

@如

2　念仏の普及と御文

R　念仏の北陸への普及 同　　　上

1　念仏者の理想像

2　極楽は往き易くして人なし

13 御文の　世　界 3　戦国乱世の生き方 同　　　上

4　念仏と現世利益

5　異端の批判

1　貴族ぶるな

2　民衆の心をつかむ

14 念仏の発展と丁丁 3　蓮如の布教と発展 同　　　上

4　門徒の反体制的言動と蓮如

1　本願寺教団の発展と一向一揆

15
一向一揆～激励
ﾌ世と仏教～

2　蓮如と一向一揆

R　江戸時代と仏教

S　転換期の時代と民衆宗教

同　　　上
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：：＝ ｢界歴史と国際交流一（R）
　　　　　　東アジアと日本一

〔主任講師：田中健夫（東洋大学教授）〕

全体のねらい

　現代の世界は多くの民族によって構成される多くの国家群に分裂している。これまでの歴史研究・

歴史叙述は民族や国家の枠組みのなかで行われるのが普通であったが、それから離れた広い視野から

歴史をみな澄すことはできないだろうか。日本の歴史を東アジアの歴史のなかで、それとの関連に齢

いて再検討してみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「海国日本」という言葉があるが、果たして日

本はふるくから海国だったのであろうか。日本人 田　中　健　夫
1 海から歴史をみる は海に対してどのような思いをいだいていたのか、

またどんな対応をしてきたのか。海の日本人に対 （東洋大学教授）

する影響はなんであったか等の諸問題を考える。

日本は、倭国・倭人とよばれる時代から、東ア

2
古代日本列島をめ

ジァの一員として、中国や朝鮮と密接な交流を持

ｿ、その影響を受けながら、次第に国家としての
石井　正　敏

ぐる国際的環境 形をととのえていく。その推移について、東アジ （中央大学助教授）

アに診ける国際交流の展開を軸に考えてみたい。

中国で階・唐が、律令を，基礎に中央集権国家を築

3

遣小使・遣唐使と

ｶ化交流

き、高度の文化を開花させると、日本は積極的に
謳i文物の輸入に努めた。ここでは、政治・文化
ﾉ重要な役割を果たした遣晴使・遣唐使の行動を 同　　　上

一民間貿易の展開一 中心に、朝鮮半島の動向を視野にいれて国際交流
の様相を見る。

唐が滅び、五代十国の時代を経て宋が中国を再

・4
中国社会の発展と

咜v交流

統一すると、国内の商業・経済が発展し、日本や
w墲ﾆの海外貿易も盛んに展開されるようになっ
ｽ。この日本・宋・高麗間の交流が、日本の社会・経済・文化にどのような影響をもたらしたかを 同　　　上

考えてみる。

中世の日本人は、日本をどのようなひろがりと
して認識していたか。その空間の内と外雀よび境 村　井　章介

5
i
中
世
日
本
の
内
と
外
　
き
　
1

界は、どんな性格を帯びた場だったか。逆にアジ
Aの人びとは日本をどんな眼で見ていたのか。境
Eを活動の場として内と外とを媒介した人びとの
s動にも注目したい。

（東京大学助教授）

日本の前近代では稀有の経験だった蒙古襲来を、

6
モンゴルの興起と

総ﾛ関係の変貌

アジア規模の視野から把えな澄す。侵略を蒙った
剥早i南宋・高麗・ベトナム・ジャワ・日本等）の運命の共通性と差異。また夷秋が中華の主とな

ﾁたことが、国際関係にどんな変貌をもたらした

同　　　上

かを考える。

14世紀から15世紀にかけ、朝鮮半島を中心

7
倭冠の活動とその

{質

に三冠とよばれた集団が猛威をふるった。四戒の
¥成員、その行動の様相、行動の舞台、大規模化
ﾌ理由などを検討して、これまで通説とされてい
ｽ三冠像を修正し、東アジア海域で演じた倭冠の

田　中　健　夫

活動の歴史的意義を考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
東アジア通交圏の

ｬ立と日明関係

　中国大陸で明帝国が起こり、漢民族支配が回復
ｷると、周辺の諸国に朝貢をよびかけた。日本・
ｩ鮮6琉球等はこれに応じて使節を送り、東アジ
Aには新しい通交の秩序が形成された。ここでは
ｺ町政権の立明通交や新興貿易商人の活動を中心
ﾉ述べる。

田　中　健　夫

9 朝鮮および琉球と

ﾌ関係

　15世紀の初め街王統が琉球王国の統一を完成
ｵ、明に入貢するとともに日本・朝鮮・南方諸地
謔ﾉ貿易船を派遣して多彩な海外活動を展開した。一方、東アジア海域に登場したヨーロッパ人は中

窓｡寓や琉球人と接触しながら北上し、やがて日
{に到達する。

同　　　上

10
豊臣秀吉の朝鮮侵

ｪ

　東アジア世界の征服をめざした秀吉の朝鮮侵略
ﾉついて、（1）1592年の侵略にいたるまで、　（2）
P592年から翌年までの第1次侵略（文緑の役）、
i3）1593年から’96年までの日明講和交渉とその破
]、（4）1597年から’98年までの第2次侵略（慶長の役）を再検討する。

　北　島　万　次

i高崎経済大学教授）

11
＝豊臣政権の世界認

ｯとアジア外交

　秀吉は、「日本は神国」であるとして宣教師追
匀?�ｾし、「日輪の子」であると称して朝鮮の
梠ｮを強要した。この「日本は神国」「日輪の子」の論理を軸として、秀吉は東アジア諸国澄よび南

ﾘ諸国と通交関係を持とうとした。

同　　　上

12 「鎖国」の再検討

　近世日本の対外関係のあり方を「鎖国」とよぶ
ｱとが定着して久しいが、実態に即してみると、
ｯ時代の中国・朝鮮などの「海禁」政策と同じ類
^と考えられる。その観点から「鎖国」概念を再
沒｢し、近世日本の対外関係の特質を、東アジア
ﾆの関連で考える。

荒野　泰　典

i立教大学助教授）

13
日本型華夷秩序の

ｬ立と展開

　近世日本は、長崎・薩摩・対馬・松前でそれぞ
齬ﾗ接する異国・異民族と恒常的な関係を結ぶと
ﾆもに、それぞれの関係を、自らを「華」とし、
ｼを「夷」として「東夷主義」的に編成していた
i日本型当面秩序）。ここでは、その秩序の成立
ﾆ展開について述べる。

同　　　上

14

幕末維新期の国際

ﾖ係
齠咊ｩ関係を中心に

　多彩な幕末・維新期の国際関係のうち、ヨーロ
bパ的、近代的な外交体制の創立と、それ以前の
激Aジア的、伝統的な対外関係のあり方との相克
ﾉ焦点を絞り、日朝関係を中心に、日本の対外関
Wの近代化が、同時にアジアに対する侵略を随伴
ｷる理由を考える。

同　　　上

15
東アジアに澄ける

総ﾛ相互認識

　人と物との交流の歴史を通じて、東アジアの諸
痩ﾆ間にはそれぞれ異なった国際認識が生まれた。
ｶ化的落差・経済的需給関係・軍事的緊張等を反
fしたものであるが、地域別にω中華型、②中国
?ﾓ型、（3）島興孤立型に分け、その特質を考えて
ﾝる。

田　中　健　夫

一43一



＝人文地理学の基礎＝（TV）

〔主任講師　西川　治（立正大学教授）〕

全体のねらい

　人文地理学は、人間・環境系、社会活動の地域の組織、科学的世界像などの学際的研究及び地域計

画、環境管理、景観育成、国際親善などの応用面においても基礎的な役割りを持つ空間的・環境的科

学である。本講義では全体を、1．環境を作る人間、2．地域を組織する社会、3．世界を彩る文化、の三

つに分けて説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．世界像の探求と地理学の理念

人の　住む　星 2．人文地理学の成立過程 西川　　　治
1

一人文地理学

@　　の視界一

3．人文地理学からみた世界像

（立正大学教授）

1．風土の意味

2．江戸時代の風土思想

2 比較風土論の系譜 3．啓蒙的風土論と人文地理学 西　川　　　治

1．人類の描く文様

2．はげしく変る気候 鈴　木　秀夫
3 気候変化と民族移動 3．民族移動

（東京大学教授）

1．平野の種類一西ヨーロッパとアジアの平野一
2．日本の平野の分布と配列

地形環境と治水 一東北・中央日本と西南日本との比較一 中　山　正民
4 3．平野の微地形と開発

お　よ　び利　水 　一武田信玄による甲府盆地の開発一
S　治水と利水の様式一利根胆）開発と治水・利水一

（埼玉大学教授）

5．　まとめ

1．景観の意義
2．村落景観の構成要素
3．古代の計画的地割景観 山　田　安彦

5 村落景観にみる歴史 4．古代方甲状地割の意義
5．中世の地割景観
U．近世・近代の地割景観

（千葉大学教授）

7．人間生活と地割景観

1．世界の農業地域区分
2　E．ハーンの世界の農耕形態の地域区分
3．D．ホイットルセーの世界の農業地域区分と 山　本　正三

6 地域を分ける農業 　　　その現代的修正の試み
S世界の農業の地域類型の若干の特徴
T．農業地域分化の諸要因

（筑波大学教授）

6．日本の農業地域区分

1．工業の地域的システム

2．技術革新と機械工業の展開 竹　内　淳　彦

7 地域を動かす工業 3．風土と結びついた地場産業

4．工業振興と地域活性化　・ （日本工業大学教授）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．　はじめに

8 地域の人口問題

　一こ口問題の地域的多様性一
＄｢界人口の動向
@一現状と将来一

浜　　　英　彦

3．人口都市化の進展 （成城大学教授）

4．高齢化社会への接近

1．都市史の概観

都市プランと 2．日本の都市とヨーロッパの都市
9 3．都市の機能 西　川　　　治

機能システム 4．クリスタルラーの中心地理論

1，バージェスの同心円理論

大都市地域の構造 2．ディッキンソンの同心円理論 山　口　岳　志

10 3．田辺の同心円理論

と　　動　　　態 4　ホイトの扇形理論
T．ハリス＝・アルマンの多核心理論 （東京大学教授）

6．社会地域分析と因子生態研究

1．大都市化の進展

大都市化に伴う 2．大都市問題の発生と対応 井　内　　昇
11

都　市　問　　題 （お　茶　の　水
落q大学教授）

1．情報化と都市

都市情報の作成 2都市の変化と情報 久　保幸夫
12 3．国土と都市の情報

と　　利　　　用 4．地理情報システムとヌンピュータマッピング （お　茶　の　水
落q大学講師）

5．地理情報システムの利用

1．文化領域としてのヨーロヅパ

2．ヨーロッパにおける国家と民族 竹　内　啓　一・

13 ヨーロッパの文化地理 3．ヨーロッパの風景

（一橋大学教授）

1．東アジア世界における民族の住み分け

民族の住み分け 2．ブータンにおける民族の住み分けと文化交流 諏　訪　哲　郎

14 3．雲南における農耕文化と牧畜文化の接触

と文化交　流 （学習院大学助教授）

1．ヨーロッパ人の日本像

2．江戸時代の自国認識

15 世界地図の中の日本 3．明治」大正期の地理的啓蒙思想 西　川　　　治

4．地政学から地泰学へ
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一社会生活と法＝ （TV）

〔主任講師：山田卓生（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　国家のような大きな社会から会社・学校・同好会といった小さな社会にいたるまで、社会生活が秩

序だって営まれていくためには、法による秩序維持が必要である。もっとも重要なのは、国家法であ
るが、慣習や習俗も重要である。本講座では、法の形態・役割、変動といった問題を考えながら、法

律を学ぶ基礎を提供したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　社会と法

2　法の敬遠 山　田　卓生
1 社会生活に澄ける法 3　法は何故必要か

4　法による社会秩序の維持 （横浜国立大教授）

5　国家法と

1　法はどこにあるか

2　法令集

2 法の存在形態 3　成文法の構造 同　　　上

4　不文法
5　判例法

1　裁判による法の実現

2　法の不備と裁判の拒否

3 法　　と　裁　判 3　法の適用 同　　　上

4　先例としての裁判

5　判例の変更

1　法はつくるものか

2　法典編纂

4 法は誰がつくるか 3　立法府による法律 同　　　上

4　行政府による法

5　裁判所による法形成

1　法の制裁による区別

5
法の種類　（1）

ｯ事法と刑事法

2　民事責任と刑事責任の差異

R　民事責任と：刑事責任の関係

S　民事責任と刑事責任の統合
同　　　上

1　公法と私法　　　　　　　　　6　むすび

6
法　の　種　類　（2）

�@　と　私　法

2　公法と私法の区別の意義

R　公法と私法の差異

S　公法と私法の区別の基準

同　　　上

5　国または公共団体の特別扱い

1　手続に関する法

7
法の種類　（3）

ﾀ体法と手続法

2　法における形式
R　手続法は何を定めるか4　刑事手続5　行政手続

同　　　上

6　手続の簡略化
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
法の種類　（4）

痩ﾆ法と自治法

1　国家の法と社会の法

Q　地方自治と条例

R　自治団体の法

S　むすび

山　田　卓生

9 法　の　解　釈

1　法とことば

Q　解釈の方法

R　法の解釈と結果一合目的解釈
S　法解釈の主観性

T　結論と理由一論理と心理

同　　　上

10 法　と　法律　家

1　法の専門家　　　　6　弁護士

Q　法曹とその養成　　7　準法律家

R　法曹の資質　　　　8　むすび

S　裁判官

T　検察官

同　　　上

11 法　の　順　守

1　法を守らせる

Q　法と強制

R　法の順守の教育

S　守のやすい法

T　法の順守の確保

同　　　上

12 法　の　衝　突

1　法の抵触と適用法規決定のルール

Q　国家法相互間の矛盾

R　国家法と自治法

S　国家法と国際法

T　日本法と外国法

同　　　上

13 法　　と　道　徳

1　法と道徳の関係

Q　道徳と法的制裁

R　悪法論
S　正義に反する法、社会常識に反する法

T　悪法論の問題点

同　　　上

14 法　　と　常　識

1　法に八ける常識

Q　法律・裁判と常識
R　常識の変化／4　法の比較

T　法のヴァラエティと普遍性

同　　　上

15 法と社会変動

1　法と急激な社会変化

Q　法の保守的傾向

R　社会変動への法の対応

S　新しい問題の法的処理

同　　　上
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＝憲法概論＝（TV）
〔主任講師　樋［ゴ陽一（東京大学教授）〕

全体のねらい

　近代憲法発展史の流れの中では日本国憲法を理解し、その主要な諸条項の意味を明らかにするとと

もに、憲法運用のなかで提起されている法的な問題点について考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一「4つの’89年」からの問いかけ
憲法から見た 1．1689年・1789年・1889年・1989年 樋　口　陽　一

1 2．権利保障と権力分立一その具体的なあり方の
「東西」と「南北」 変遷 （東京大学教授）

3．　「人類普遍の原理」一西洋近代文明の光と影

一「和魂洋才」と「西洋かぶれ」の間

日本の近代にとって 1．幕末の開国から帝国憲法の発布へ

2 一「建国ノ体」と「海外各国ノ成法」の間 同　　　上

憲　法　と　　は 2．帝国憲法の運用一立憲学派と大正デモクラシー

3．1911・12年と1925年一2つの画期の意味

一日本国憲法の生まれに即して

なぜ 1．ポツダム宣言受諾と戦後変革

3 2．　「国体」は変わったか 同　　　上

「国民主権なのか」 3．　「おしつけられた憲法」か

なぜ 一国際化時代の国家とは

4
「平和のうちに

ｶ存する権利」

1．戦争の放棄と戦力の不保持

Q．平和の憲法思想＝制度史

R．　「戦争をしない」だけでない平和

同　　　上

なのか 一人＝権の国際化

一一 u個人の尊厳」の重み

なぜ 1．人一般の発見＝個人の解放としての人権

5 2．特に「法人の人権」をめぐって 同　　　上

「人権」なのか 3．外国人の人権

〕

一自分が自分でなくならないために

1，信教の自由と政教分離

6 思想・信仰と教育 2．教育の自由と国家の役割 同　　　上

ヒ

一なぜ「優越的」か

1．表現の自由の「優越」性

7 表現　の　自　由 2．事前抑制、とりわけ検閲の禁止 同　　　上

3．新しい問題
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回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一「自由」と「公正」の間で

1．財産権の制約と社会権

8 経済的自由と社会権 2．経済的自由一現状と問題点 樋　口　陽一

一国家の役割はどこまで7
政治的権力からの 1．私人間の人権一妨害排除のための国家の役割

9 人権と社会的権力 2．私人間の人権一国家の積極的措置 同　　　上

か　ら　の　人　権

一議会制民主主義のしくみと前提

1．選挙権一その実質的平等の問題を中心に

10 選挙権と代表 2．選挙権と表現の自由の交叉 同　　　上

3．二つの「代表」観と議会制民主主義

一政党のはたらきと住民自治の役割

中央の政治と 1．議院内閣制と政党の役割

11 2．地方分権と住民自治 同　　　上

地方　の政　治

一「人権のとりで」としての期待

公正な裁判と 1．人権にとっての裁判

12 2．裁判の独立と裁判官の身分保障 同　　　上

裁判の　独　立 3．裁判の公開

一「憲法の番人」ということの意味

違憲審査の積極主義 1．付随的審査制の構造

13 2．付随的審査制の機能 同　　　上

と　消極主　義 3．　「違憲審査制革命」のなかでの日本の経験の

特性

一「憲法をまもる」とはどんなことか

憲法改正　と 1．硬性憲法と、関連する諸論点

14 2．憲法擁護の二つの型一憲法忠誠制度と「開か 同　　　上

憲法擁護義務 れた」方式

3．改憲論の推移

一世界のなかの日本にとって持つ意味は？

お　　わ　　り　　に

15 同　　　上

戦後日本の憲法体験
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一　国家と法皿 （R）

〔主任講師　南　博方（一橋大学教授）〕

全体のねらい

　国家権力の担い手の一つである行政権が法律関係の一方当事者となる場合には、多かれ少なかれ民

事関係とはちがった特殊固有の法原理の適用をうけることになる。このような行政に特有な法（行政

法）を認識し、現実の行政において生起する法律上の問題を解決するのに必要な知識を身につげるよ

うにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　行政に固有な法

1
行政法とはどのよ

2　行政と法

R　行政法の法源

南　　　博　方

うな法か （一橋大学教授）

1　行政主体

2　行政機関

2 行政は誰が行うか 3　国の行政組織 同　　　上
4　地方自治組織

5　公務員

1　行政作用の類型

3
行政はどのような

?pを行うか

2　秩序行政作用

R　整序行政作用

S　給付行政作用
同　　　上

1　行政行為の意味

2　行政行為の種類

4 行政行為とは何か 3　轟束と裁量 同　　　上

4　行政行為の附款

1　行政行為の効力

5
行政行為はどのよ

､な効力をもつか

2　違法な行政行為

R　職権による行政行為の取消し

S　職権による行政行為の撤回
同　　　上

1　行政立法
行政立法・自治立 2　自治立法

6 法とはどのような 同　　　上

作用か

1　行政計画

7
その他の行政作用

ﾉついて

2　行政契約

R　行政指導 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

行政上の法律関係

ﾆはどのようなも

ﾌか

1　権力関係と非権力関係

Q　特別の公法関係

R　私人の公法行為 南　　　博方

9
行政はどのような

闡ｱで行われるか

1　行政子続法とは何か

Q　行政行為手続一略式聴聞
R　行政審判手続一正式聴聞 同　　　上

10

行政の実効性はど

ﾌように：して確保

ｳれるか

1　はじめに

Q　行政罰

R　行政上の強問執行

S　行政上の即時強制

同　　　上

11

行政によって受け

ｽ損失はどのよう

ﾉして償われるか

1　損失補償とは何か

Q　損失補償の法的根拠

R　損失補償の内容と方法 同　　　上

12

行政に：よって受け

ｽ損害はどのよう

ﾉして償われるか

1　国家賠償とはどのような制度か
Q　公権力の行使に、基づく損害賠＝償

R　公の営造物の設置管理の蝦疵に基づく損害賠
桙S　私経済作用に基づく損害賠償5　結果責任に基づく国家補償 同　　　上

13

行政庁に対する不

梵¥立てはどのよ

､にするか

1　行政不服申立てとは何か

Q　行政審判
R甲 齒譓?搦闡ｱ 同　　　上

14
行政事件訴訟とは

ｽか

1　行政事件訴訟の意義

Q　行政事件訴訟の性質とその限界

R　行政事件訴訟の類型 同　　　上

15

行政事件訴訟はど

ﾌような手続で審

揩ｳれるか

1　処分取消訴訟の提起

Q　処分取消訴訟の審理

R　処分取消訴訟の判決

S　行政事件訴訟の課題

同　　　上
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＝政治学入門＝（R）
〔主任講師阿部齊（放送大学教授）〕

全体のねらい

　政治学の基礎概念とその相互の関連を明らかにすることで、政治学のより専門的な領域を学習する

ための出発点を作りたい。同時に政治家の入門的講義として、他の分野を学習する受講者にも、政治

学のアウトラインがつかめるようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内・　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

政治の機能

自治と統治 阿　部　　　齊
1 政治　と権　力 権力の特性

権威と正統性 （放送大学教授）

国家の機能と特性
国民国家

2 国家の機能と諸型態 夜警国家と立法国家

沁ロ痩ﾆ
同　　　上

行政国家
法治国家と立憲主義

現代政府の組織原理

権力分立と混合体制

3 政府の諸類型 議院内閣制 同　　　上
大統領制

ソビエト制

国民代表と地域代表

二院制

4 代表制と議会 議会制の機能 同　　　上
議会機能の転換

現代の立法過程

選挙の意義

投票率の意味

5 選挙　と　世　論 多数代表制と小選挙区制 同　　　上
少数代表制と比例代表制

中選挙区制と定数不均衡

政党の意義

政党の機能

6 政党と政党制 政党の発展： 同　　　上
二党制と多党制

政党とイデオロギー

利益集団の台頭

圧力活動の役割

7 ・利益集団の圧力活動 審議会制度 同　　　上
ロビイストと議会

コーポラティズム
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

官僚制の概念

管理者国家の成立 阿　部　　　齊

8 官僚制と行政国家 現代国家と政論関係

大きな政府と小さな政府

地方分権と地方自治

地方自治とコミュニティ

9 地方自治と市民参加 団体自治と住民自治 同　　　上
固有事務と委任事務

住民自治と住民運動

民主主義の成立と発展
自由主義の論理

10 民主主義と自由主義
自由民主主義の形成
纒¥制民主主義の意義

同　　　上

参加民主主義の機能
平等化と平等主義

政治体制と政治システム

自由民主主義体制

11 政治体制と政治変動 政治システムと政治文化 同　　　上

政治変動の諸形態

革命の意味と条件

市民社会から大衆社会へ

全体主義の意味

12 全体主義と独裁主義 独裁と専制 同　　　上

軍部独裁体制

権威主義体制

明治国家の前近代性

明治国家の近代性

13 日　本の　政治 戦後の民主主義 同　　　上

保守政党の統治体制

日本の政治的課題

内政を動かす国外の要因

国内政治と国際政治

14 内政　と　外　交 勢力均衡と古典外交 同　　　上

帝国主義とナショナリズム

集団安全保障と集団防衛体制

核兵器と軍備管理

15 現代の国際社会 東西対立と南北格差 同　　　上
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　　　　　　　　　　・＝比較経済・経営・社会＝（R）

　　　　　　　　　　　　　一多様化する組織のなかで一

　　　　　　　　〔主任講師：加藤秀俊（放送教育開発センター所長）

全体のねらい
　現代の世界は、多様な社会・経済体制の共存によって成り立っており、それはひろい意味での経営

体制のなかに三分化され、ないしは反映されている。本講義は、その多様な体制、システムを歴史的

・同時代的に比較しつつ、ことなった組織原理によって形成されてらる諸社会の相互交渉にともなう

問題点をも解明することとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
比較研究の

@　　意味と方法

比較研究とはなにか

芒r研究の視点
芒r研究と新しい世界像

芒r研究の応用
ｶ化的差異の意味

加　藤　秀　俊

i放送教育開発
@センター所長）

2 組織の諸形態

人間関係の網の日

g織とはなにか

g織の特徴
g織の時代
ﾚにみえない組織

同　　　上

3 社会・経済・経営

歴史の発展段階説

鴻Xトウの発展段階説

闊黹Xマンの段階説

ｭ展段階説の一般化
P糸進化説の限界

同　　　上

4

市場経済と指令経

ﾏ一鶴配分メカニ
jズムの比較

財と労働の配分　　　　　市場経済の限界

�vと供給　　　　　　　指令経済の限界

o済の調整メカニズム　　分担経済

s場の調整メカニズム
w令の調整メカニズム

坂井　素　恩

i放送大学助教授）

5

分権制と集権制一経済の情報コ

~ュニケーション
¥造の比較

経済の情報コミュニケーション
﨣桙ﾌ種類と権限の位置
ﾔ状組織と樹状組織
ｪ権制の利点と限界
W権制の利点と限界
驪ﾆ組織に澄ける分権と集権

同　　　上

6

伝統　と　近　代

鼕ｵ習経済と発
W＝経済の比較

時計と蒸気機関
ﾑ習経済の特徴
囃嚮o済の特徴
ﾑ習経済と発展経済の重層的関係
o済に設ける慣習の意味
ﾐ会に埋め込まれた経済

同　　　上

7

効率　と　公　正

齔ｭ府の経済的
@能比較

ニュー fィーール政府の意味　　分配における正義

ｭ府の役割　　　　　　　　現代の課題

ｩ由と計画

o済的自由

o済的正義

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 企業家の比較（1）

江戸時代の企業家

H業化の開始期の企業化（1868～1895）

H業化の進展期の企業家（1896～1937）

謔Q次世界大戦後の企業家（1945～1973）

芒rの方法との関連で

堀　内　正　博

i東京工業大学
@　　　　助手）

9 企業家の比較（2）

革新と企業家（シェムペーター）

s確実性と企業化（ナイト）

ｼ感力と企業家（カーズナー）

芒rの方法との関連で

同　　　上

10 経営の国際比較（1）

オオウチの「セオリーZ」
pスカルとエイソスの「ジャパニーズ・マネジメント」

芒rの方法との関連で 同　　　上

11 経営の国際比較（2）

権力の格差

s確実性の回避

ﾂ人主義化と男性化

芒rの方法との関連で

同　　　上

12 経営組織の比較

機械的管理システムと有機的管理システム

g織の設計
芒rの方法との関連で 同　　　上

13

社会組織間の葛藤

i1）一企業と家族
ﾌ間にある葛：藤

組織間の比較とコンフリクト　業積本位と帰属本位

乱ｫの役割　　　　　　　家族と企業間の葛藤

Y業社会の特徴
ﾆ族の社会的役割
ﾆ族と企業の経済的役割

坂井　素　恩

14

社会組織間の葛藤

i2）一企業と国家

ﾔの葛藤

多国籍企業の問題点

K制者としての国家

?ﾐ設立の準拠法比較

且曹ﾌ規制
o済権力と政治権力

同　　　上

15 相互依存の世界

宇宙船地球号

u地球主義」の立場

u国家」の時代

褐ﾝ依存の世界

加　藤　秀　俊

一55一



　　　　　　　　　　　　＝経済学入門＝：（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：嘉治元郎（放送大学副学長）〕

全：体のねらい

　我々の日常の経済生活に則して、現代の経済学の骨組みを概説する。家計、企業、政府という経済

単位の活動について論じ、経済社会の構造を明らかにする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

経済学とは何か　　人間の経済活動

取引の行なわれる三一市場 嘉　治　元　郎
1 経済生活と経済学 消費財・サービスの市場　　労働力の市場

企業の経済活動　　家計の貯蓄　　資本の市場 （放送大学副学長）

家計の経済力　　家計の所得　　家計の資産

家計の経済活動 資産と所得

2 同　　　上

1　所　　　得

所得の処分　　可処分所得　　貯蓄

家計の経済活動 消費と貯蓄　　日本の貯蓄率　　最適な消費支出

3 個別家計の消費と総消費 同　　　上

H　消費と貯蓄

企業の経済活動　　生産とは何か　　生産の行程

企業の経済活動 生産活動の目的　　費用と収入　　物的資本の費

4 用 同　　　上・

1　財の生産

財とサービス　　サービスの重要性

企業の経済活動 サービスの種類　　サービス生産の特色

5 公務と公共サービス 同　　　上
1［サービスの生産

金融機関の経済活動　利子とは何か

企業の経済活動 資金の需要と供給　　お金の便利さと利子率
6 資産の組み合せ 同　　　上

皿　金　　　融

貨幣とは何か　　金本位制　　管理通貨制

貨　　　　　　幣 通貨管理の目的　　貨幣量管理の手段
7 同　　　上

一中央銀行の役割一
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

市場とは何か　　市場の種類　　価格の作用

需要供給の均衡　　市場機構の作用

8 市場の機　能 嘉治　元　郎

巨視的（マクロ）理論と微視的（ミクロ）理論

集計された経済量　　一大家計の経済行動

9 経済社会の構造 一大企業の経済行動 同　　　上

粗投資grOSS　inveStmentと純投資net　inVeSt一

ment

経済の動　　総需要と総供給GNPの決定

総需要と総供給 投資の決定　　雇用水準の決定

10 過大な需要によるインフレーション 同　　　上

一雇用問題一

総供給能力　　供給能力の決定要因

経　済　成　　長 総供給能力の拡大　　経済発展の諸要因

11 労働力の変化　　生産設備の変化　　技術の進歩 同　　　上

一技術革新一

混合経済体制　　財政支出の種類

政府の経済活動 財政支出の規模　　「小さい政府」をめぐる論議

12 同　　　上

一財政支出一

政府の収入　　租税の種類　　税と所得の再配分

政府の経済活動 所得配分とその再配分　　財政収支

13 公債の負担 同　　　上

一門　　税一

経済政策の役割　　独占の禁止

巨視的経済政策の目標　　完全雇用の達成と維持

14 経済政策の目標 経済の安定の実現　　経済発展の促進 同　　　上

巨視的経済政策の手段　　所得配分の公正化

適切な対外経済関係の実現

対外経済関係とは何か　　対外経済関係の内容

国際収支表　　貿易の理論　　国際通貨

15 対外経済関係 為替レートの変化　　生産要素の国際的移動 同　　　上

経済分析の国際化

一57一



＝社会学入門＝（R）
　　　　　　　　　　　主任講師；井上　俊（大阪大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大村英明（大阪大学教授）

全体のねらい

　社会学は間口の広い学問であり、きわめて多様なテーマを扱っているが、ここでは、その多様性の

根もとにある社会学的な「ものの見方」を理解することにねらいを絞る。できるだけ具体的な事例に

即しながら、社会学的な見方の面白さを伝えるような形で、話を進めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

＜第1部・社会的

@存在としての人

@間〉

1．社会学の前提
Q．　「自分」の発生

R．社会的知覚

S．社会による型どり

井　上　　　俊

i大阪大学教授）
社会のなかの人間

1．言語による世界構築

2．意味秩序と文化的拘束 大　村英　昭

2 文化　と価　値 3．文化と価値
（大阪大学教授）

1．共同体と機能集団

2．未分化と分化
3 歯噛　と　個人 3．模倣＝欲望の世界 同　　　上

4．集団参加の諸相

1．意味と社会

2　〈私〉と社会 架場久　和
4

知識＝と現　実 3．社会学という知識
（関西大学助教授）

＜第2部・社会学 1．社会学と自殺

5
の考え方〉

ｩ　殺　と社　会

2．統計データの分析

＝@自殺と集合意識 大村　英　昭

一デュルケム

宗教と資本主義
1．『プロテスタンティズムの倫理と資本主義の

@精神』
6

2．利害状況と理念 井上　　　俊

一M．ウェーバーの社会学 a　集合的動機と歴史の皮肉

1．E．フロムのナチズム研究
2　権威主義的性格

7 自由からの逃走 3．社会的性格の理論 同　　　上

4．夫と妻の世界
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．デュルケムの犯罪論

2　潜在的機能の概念
8 潜在的機能の分析 3．予言の自己実現 井　上　　　俊

一日常的相互作用の秩序

1．演技者としての人間
9 場面　と　体　面 2．相互作用儀礼 同　　　上

3．相互作用秩序の修復

1，都市のライフスタイル

2．ストレンジャー・インタラクション
10 ストレンジャーの世界 3．関与と不関与 同　　　上

1．家族0形態
＜第3部・社会性 2．家族の機能 亀　山　佳　明

11 と社会秩序〉 3．親と子の世界

家族のなかの世界 （香川大学助教授）

1．逸脱行動論

2．マートンのアノミー論
12 逸脱と社会変動 a社会変動論に向けて 大　村　英　昭

1。コミュニケーションの病理

社会病理現象 2．学校教育の病理
13

一子ども問題を
3．演技とラベリング 同　　　上

中心に一

1．内面的制裁の原理

2．交換と権力
14 統制　と権　ガ 3．恥による権力 同　　　上

1．・メガネとしての社会学

〈ま　　と　め〉 2・集合主義の発想 井上　　　俊
15 3．探偵としての社会学者

一結びにかえて 4．皮肉な視線 大　村英　昭
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＝社会科学の成立と発展＝＝（R）

〔主任講師：松田智雄（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　人間の社会集団に関する法則性一という問題がこの講義の中心の主題である。人間の社会集団

のなかに：はある構造があり、その構造を歴史の流れでみれば発展のみちを進んでゆく。ここで法則

性というのは、ひとりひとりの入間が、社会集団の構造と発展のなかで動いてゆくとき、その在り

方を定める力を法則性と呼ぶのである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一切の学問の源泉は、古典ギリシアに出発す

る。ソクラテスは対話のうちに哲学を語った。
松　田　智　雄

1 社会科学とは何か 後に続いたプラトン、アリストテレスは学問の
（東京大学名誉教授）

，基礎を置く。

人間の社会集団を貫く法則性とは何か、とい

う問いである。やがてギリシャには、ソクラテ

2 社会科学の主要問題 ス、プラトン、アリストテレスが科学への途を 同　上

展望する。

カントは、すべて認識が経験とともに始まる

3
認識論のいみにつ

｢て

としても、その対象は認識する入が与えるので

ﾍない。入間の道具＝概念が、客観的認識をつ 同　上

くるという。

主観から客観に至る通路は、メトーデ〔＝方

法〕であり、これは自然科学の実験と同じであ

4 コペルニクス的転回 る。これを哲学に応用したことをコペルニクス 同　上

的転回という。観察者を回転させ全星群をみる。

ウインデルバントは、カントを継いで、科学

5
歴史的諸科学のあ

ﾆづけ

を二分類し、法則科学と事件科学を、法則定立

I方法と、個性記述的方法によって二分類した。

ｩ然科学と歴史科学に相応する。

同　上

リッケルトによって、歴史的文化科学の成立

6
経済学と固有の方
@論登場

が論ぜられた。自然科学的類概念でなく、文化

ﾈ学的類概念を考え、すでに存在する経済学に

ﾂき、中間的領域を設定した。

同　上

レコモーラーに対するメンガーの論争は、理

論の有無をめぐって、レコモーラーは歴史的・

7 方　法　論論争 帰納的方法を主張し、メンガーは理論の欠如を 同　上

論難した。ここにマスク・ウエーバーが登場す
る。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
自然認識と自然法

ﾉついて

　自然法思想は、ギリシアに発し、中世を経て

ﾟ代にきた。自然状態に根ざす、自己保存権と

?ｱ権とが、自然法から導き出された。 松　田　智　雄

9
社会思想の科学へ
ﾌ傾斜

　ロックは、自然状態を想定して、そこから人
ﾔ相互間の同意と契約による政治社会の設立を

ｱき出した。市民社会的契約説が出現したので

?驕B

同　上

10
自然状態に：ついて

ﾌ先駆的パターン

　ヲランス重農学派は、ケネー・を頂点として、

ﾂいに社会科学としての、「経済表」の理論を

�ｧした。時代はすでに、資本主義的生産方法

ｪ、社会の基礎づけの初期に入り込んだ。

同　上

11
経済学の序曲一アダム・スミスー一

　自然的状態から「利己心」の自由を推し進め、

ｩ由放任を社会の利想として主張した。しかも、

ｱれを受けるのは、予定的調和で、神の見えざ

骭芬閧ﾌ導きである。

同　上

12 経済学の根本問題

　ビン製造工場に澄ける分業が、生産力を極度

ﾉ拡大する。これが富の生産力であり、人間の

J働が富を生産するのであるが、有用労働に従

魔ｷる人数が増加する社会的分業を要する。

同　上

13 古典派経済学の軌道

　デーヴィド・リカードウの経済学は、資本主

`経済の法則性を把握する単越した理論性を備

ｦ、三階級への地代・賃金・利潤の三配分を明

mに指摘し、これをミルの憂欝な科学論が継続

ｷる。

同　上

14
ユートピア・社会批
ｻから生まれるもの

　フランス啓蒙主義は、革命的思想家ヴオルテ
[ル、モンテスキュー、ルソーを経て基本的な．社会批判を確立するに至った。

同　上

15
社会批判から帰結

ｷるもの

　いわゆる空想的社会主義は現実の社会から離

Eした空理であった。マルクスは、社会構造の

ｸ密な把握から社会への革：命的な批判を生み出

ｷ方法について自然科学的傾向が強い。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

リストに於ける歴史派経済学は、その主著「経

済学の国民的体系」Das　rationale　Sgotem

16 歴史派経済学
der　Polifischen　Oekonornie　1841のな
ｩで、そのねらいは、「祖国（ドイツ）の実情」

松　田　智　雄

と「ドイツの利害」を把握して、必要なものはド
イッの国民的市場と国民的工業を指摘した。

ロッシャー、ヒルデブラント、クニースなどの

「旧歴史学派」の成果は、次にシュモーラーやビ
’

17 新歴　史学派 ユッヒャーなどの「新歴史学派」へと継承された。 同　上

いずれも共通するのは、国民経済の「発展段階」

を歴史的方法によって構成した、点にある。

マルクスの学説は資本主義社会の形成を前提と

18
マルクス経済学の
ｭ展：

して体系化されたが、現実の資本主義社会は「自

R競争」の原則から、更に「独占」の組織へと進

�ｾ。これに対応する「修正主義」が、ベルンシ

同　上

ユタイン、カウッキーなどの学説として現れてきた。

古典学派とマルクス学派は経済学でいう価値の

本質を、価値の客観的・歴史的根拠に求めたのに

19 限界効用学派（1） 対して、現界効用学派は主観的・個入的判断に置 同　上

き変えた。これを理論経済学の体系の基礎とし、

ゴッセン、メンガー、フルラスなどが、築きあげた。

その発展は、オーストリアにウィーザー、ボェ
一ム＝バヴェルクによって分配論について、ミー

20 限界効用学派（皿）
ゼス、ハイエクによって貨幣論・景気変動論に至
驍ﾜで展：開された。アメリカにはクラーク、フィ

同　上

ッシャー、カーヴァー、タウシッカ、セログマン
ﾈど。

歴史の発展とともに社会も転換してゆくときに

21
メンガーの学問的

ﾛ題

限界効用原理は、社会の総体を一局部の「小宇宙」

高奄モ窒盾モ盾唐高nSによって理解する。経済現象を先

ｸ「小宇宙」として探究し、それを通って世界全
同　上

体を国民経済現象として、「大宇宙」として把握する。

かれの主著は「純粋経済学要論」であり、その
なかには純粋経済学、応用経済学、社会経済学の

22 ワ　　ル　　ラ　人 三部門が組織的に体系化される。その体系の特徴
ﾍ一般均衡体系であり、数学的方法を駆使して、

同　上

”一，
一　　　　　　　　　一　　一

合理的方法によるより豊かな社会的富の生産：と分
zを扱う。借　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　一　一　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　曹　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　π　一一一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　『　　へ

＿　＿＿＿　　　　　　　　　　一一　　　　自　　　一　　　　⇔　　　　　　｝『一　　　　　　一

ケンブリッジ学派を創立したのはマーシャルで

23
新古典学派・
@　　　マーシヤノレ

あり、新古典派経済学へ方向づけ、近代経済学の

Aダム・スミスである。社会観に於ける自然法則

ﾅなく、有機的成長と進化を基礎的視点とし、数
同　上

理解折的方法の摂取により、積密理論を展開した。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
マーシャル理論・
@　　　均衡理論

　経済社会の有機的成長過程の解明は究極の課題
ﾅあるが、その前提として先ず果すべき部門は均
t理論と国民所得論である。この二つの礎柱の上
ﾉ、「経済学原理」は、特殊均衡論、寡占と独占
ﾌ問題、さらに長期・短期均衡の導入により体系
ｻした。

松　田　智雄

25 ピグーと厚生経済学

厚生Welfareはいかにして増大されるか。測
阯p具を貨幣として、社会的厚生を測定すれば、

ｻれはとくに経済的厚生と呼ばれる。経済的原因

ﾉよって、国民所得が形成されると、その平均量

ｪ大きければ大きいほど、厚生は増大する。

同　上

26
ケインズと近代経
ﾏ学の革新

　現代の経済学に澄いて、ケインズ「一般理論」

ﾍ、国民所得を中心とする巨視的分析に：よって、

走ｯ経済の総体把握を単純化レかつ可能とした。

｢わゆる「ケインズ革命」の名は、経済学の一画

冾�ｦし、それは経済の理論と政策とに影響した。

同　上

27 ケンブリッチ学派

　マーシャル、ピグー、ケインズなど、いずれも
Pンブリッジ大学の講壇に立ち、しかも、イギリ
Xが直面している政治・経済・社会問題について
攪_と政策を提起した。社会科学が時代を反映し、
ｻれに対して積極的な照明を与える関係の適例で
?驕B

同　上

28
シュンペーターと
u新結合」

　シュンペーターの経済学の特質は、あの「新結

〟v（＝革新）の概念は、驚くべき妙味を発揮し

､るので、かれに「革新の社会経済学者」の名を

^えることは正当であろう。「経済発展の理論」

ﾍ、資本主義の発展を「新結合」として把握する。

同　上

29
毛沢東理論とその
繧ﾌ展回

　中華蟻壁共和国の社会主義体制は中国の全領域
ﾆ全人民に展開されたが、そのうちに「文化大革
ｽ」に論ける挫折と損失をいかに：すべきか。この
竄｢への答えが、　「社会主義体制と商品流通」と

｢う両者の矛盾なき結合を肯定する理論的提起
i馬洪）である。

同　上

30 要約の意味で

　ギリシア哲学、ソクラテス、プラトン、アリス

gテレスに始まり、カント学派の認識論論よび社
?ﾈ学方法論への帰結。そして、・イギリス社会思

z、経済学の流れの画却はマルクス経済学であり、

Xに：近代経済学が社会科学の精密化へと至る。

同　上
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＝現代社会論1一（TV）
〔主任講師：辻村　明（静岡県立大学副学長）〕

全体のねらい

　現代社会論1では、現代社会を基本的に規定している諸条件を、世界的視野のなかで眺め、現代社

会が歴史的にどのように位置づけちれるかを検討する。そのためには、資本主義か社会主義かといっ

た社会体制という条件と、近代化という条件との絡み合いのなかでみていく必要がある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 現代社会のとらえ方

　人類の発展過程を5つの社会類型でとらえる

}ルクスとロストウの理論を紹介し、両者の比

rを通して、現社会のとらえ方の典型を検討す
驕B

　辻　村　　　明

i静岡県立大学副学長）

2 現代社会と大衆社会

　現代社会を階級社会とみるか大衆社会とみる

ｩで、意見は大きく成立するが、日本での大衆

ﾐ会論とアメリカでの大衆社会論を比較しなが

轣Aコーンハウザーの大衆社会論を検討する。

同　上

3 社会体制と近代化

　現代社会を規定している最も基本的な条件で

?驕u社会体制」と「近代化」について、それ

ｼれの定義をむご：なったのち、両者の絡み合い

ﾌ：なかで、現代社会を分析することの必要性を

燒ｾしていく。

同　上

4 初期の資本主義

・そのまず初めとして、資本主義社会を動かし

ﾄいる根本的：なメカニズムを明らかにする。ウ

Fーーバーの初期資本主義のエートスやマルクス・

Gンゲルスの説を紹介する。

同　上

5 現代の資本主義

　資本主義社会が、　「機械化」と「民主化」

�熾?ﾆした「近代化」が進展することによっ

ﾄ、どのように変貌してきたかを検討する。 同　上

6 初期の社会主義社会

　資本主義社会の対極をなす社会主義社会の基

{的メカニズムを明らかにする必要があり、具

ﾌ的にはソ連をとりあげて、国家機構、経済機

¥、党機構、言論機関などの現状を報告する。
同　上

7 現代の社会主義
@　　　Cその．1）

　社会主義社会も、資本主義社会と競争し
ﾄいかなければ：ならず、「機械化」という「近

繪ｻ」は大いに推進されてきた。それが社会全

ﾌにどのよう：なインパクトを与えているか、主

ﾆして経済や階級の面での可能性を検討する。

同　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代の社会主義
@　　　（その2）

　「近代化」によって、社会主義社会も「豊：か

ﾈ主導主義」になっていくわけで、その結果

]暇、家族、宗教などの面で、イデオロギーに

?Gしかねない現象が発生する。

辻　村　　　明

9 収敏理論と拡散理論

　資本主義社会と社会主義社会とは、類似した
ﾐ会に接近していくであろうとみる収磁理論と、

ｼ社会は根本的に対立し続けるとみる拡散理論

ﾆを比較検討する必要がでてくる。

同　上

10 現代社会と官僚制

　大規模組織には不可欠の官僚制というメカニ

Yムが、資本主義社会にも社会主義社会にも出
ｻしてくるのでその病理現象を検討することが、

ﾅ終的な体制選択をするために必要な参考とな

驍ﾅあろう。

同　上

11 発展途上国の近代化

　これまでは、両社会体制の先進国間での比較

ﾆいうことになるが、近代化の遅れている発展

r上国も近代化を指向しているので、その近代

ｻ途上に齢けるさまざまな難問も検討して齢く

K要がある。

同　上

12 高速社会と入間

　機械技術のうちでも、特に交通機関の発達は

ﾟざましく、その総合的な結果として、「高速

ﾐ会」とも呼ばれるべき状況が出現し、それが

l間にどのようなインパクトを与えているかを
ﾝる。

同　上

13 情報社会と人間

　機械技術の発達は忌単に交通機関に澄い
ﾄばかりで：なく、最近は通信機関や情報処理機

ﾖでの発達：がめざましく、　「情報社会」が人間

ﾉどのようなインパクトを与えているかも検討

ｵてむく必要がある。

同　上

14
機械技術発達の功罪

@　　　（その1）

　機械技術の発達は、人類に多くの利益を
烽ｽらした反面、過度の発達から逆に最近は不

?vをもたらしている面があり、ここでは「高
ｬ社会」の功罪の商面を検討する。

同　上

15曳
機械技術発達の功罪

@　　　（その2）

　同じように、「情報社会」の功罪も検討する

K要があり、特にINS（高度情報通信システ
?jの実現する高度情報社会の問題を検討する。 同　上
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＝現代社会論π＝　（R）
〔主任講師　辻村　明（静岡県立大学副学長）〕

全体のねらい

　現代社会二二は、1のマクロな視点にたいして、ミクロな視点にたった現代社会の現象的な諸問題

をとりあげる。1が社会学的なマクロな視点とすれば、∬は社会心理学なミクロな視点といえる。内

容的には、自我の発生から対人関係、全国的レベルでの大衆現象、そして国際レベルでの文化摩擦に
説き及ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
選択的接触といい

墲ｯの論理

　現代社会には、あらゆる情報が氾濫している。

ｵかしわれわれは、それらをすべてうけいれてい
驍墲ｯではなく、選択しながら接触している。そ
ﾌメカニズムについて、フェスティンガーとハイ
_ーの理論を考察しながら、いいわけの理論の分
ﾍを試みる。

　辻　村　　　明

i静岡県立大学副学長

2
自己成就予言と自

ﾈ破壊予言

　人間は自己暗示によって、その後の行動が変わ
驍ﾆいう心理的特性をもっている。そこに生じる
ｻ象として、自己成就予言と自己破壊予言をとり
?ｰ、予言が人間の行動にどのような影響を与え
驍ｩを検討する。

同　　　上

3
匿名の無責任と責

Cの分散

　現代社会は大衆社会ともいわれているが、大衆

ﾆいう大勢の集まりのなかで、個人は匿名の存在
ﾉ：なりがちである。そうした匿名性がひき起こす
ｳ責任な行動について分析する。 同　　　上

4 縄張りと空間距離

　動物には縄張りがあるが、人間にもそれに似た
謔､なものがあって、他人と一定の空間距離をと
閧ﾈがら生活している。その諸相について考察す
驍ﾆともに、非言語的コミュニケーションにも言
yする。

同　　　上

5 流行と物の普及

個性をもつ個入も、大衆の一員という側面があ
閨A大衆現象のメカニズムに規定される。そのよ
､なものとして、流行や物の普及といった現象が
ﾇのように発生していくかを検討する。

同　　　上

6 情報不足と流言

　大衆現象の一つとして、流言や　話などの情報・の伝播現象も重要であり、それをマス・コミュニ

Pーションの物理的な機能および政治的な機能と
ﾌ関連で分析していく。

同　　　上

7
パニックとゲーム

ﾌ理論

現代社会はパニックをひき起こしやすいさまざ
ﾜな条件をそろえている。そのメカニズムについ
ﾄ、ゲームの理論を参考にしながら考察する。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
文化摩擦と誤解の
激xノレ

　国際化が進むにつれ、文化や価値観の異なる国
ｯ同士の接触が増大して、そこに誤解やコミュニ
Pーション・ギャップが生じている。それを解消
ｷるにはどうしたらよいか。その対策を考える。

辻　村　　　明

9
対外国イメージの

､究

一衣帯水の隣国同士であるにもかかわらず、日
ﾘ両国は相互に偏見と悪いイメージを保持してき
ｽ。この日韓のコミュニケーション・ギャップを
l察する前に、まず世界各国に齢ける対外国イメ
[ジの研究についてみて於く。

同　　　上

10

日：韓のコミュニケ

[ション・ギヤツ

v

　前章での考察をふまえて、日韓のコミュニケ・一

Vョン・ギャップの分析を試み、そこにみられる
ﾎ見や否定的イメージの実態と、それを解消する
ｽめの方策を考えていく。

同　　　上

11 日本人の国民性

　われわれ日本人はどのような特徴をもっている
ﾌか。まず代表的な日本人論をとりあげ、さらに
q観的な調査によるその実態を把握しながら、日
{人の国民性を総合的に検討する。

同　　　上

12
戦後日本の大衆心

掾E1

　大衆心理は国民性とは多少異なり、ある特定の
梠繧ﾉあらわれる大衆の心理的特性を意味する。
甯纉坙{の大衆心理を分析するに先立ち、その歴
j的背景について＝考察しておく。

同　　　上

13
戦後日本の大衆心

掾E2

　大衆心理をとらえる方法として、ベストセラー
ﾌ本をとりあげ、戦後40年間のベストセラーに
ﾂいて、特に「日本に対する肯定と否定」という
ﾏ点に立って、年代別に分析を試みる。

同　　　上

14 地域社会の復権

　現代社会では、さまざまな要因から社会全体の
謌皷ｻ現象が多発し、地域社会や地方文化が破壊
ｳれていきつつある。その諸相をとらえながら、
ｻれを阻止するための方策を考える。

同　　　上

15 地方文化の多様性

　現代社会の危険性に対処するためには、地域社
?ﾌ活性化が望まれるが、それは必ずしも容易で
ﾍない。ここでは、、実際にそうした努力をしてい

驍ｳまざまなケースを紹介しながら、現代社会の
｡後の在り方について考察する。

同　　　上
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全体のねらい

＝日本経済と産業と企業＝（TV）

主任講師 小林靖雄（元放送大学副学長）
磯部浩一（放送大学教授）
宮沢健・一（一橋大学名誉教授）

　日本経済の国際的地位は最近数年の間に大きく変化し今や世界一の債権国となり、貿易摩擦などの

難i問に直面し、進むべき方向を真剣に捜索している現状にある。転換期にある「日本経済と産業と企

業」の動きを、自分の眼で見、自分の頭で考えるための分析の用具や、枠組みを提供するのが本書の

ねらいである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1。はじめに

日本経済　の 一「日本経済と産業と企業」の狙い 磯部　浩一
1 2．1970年代以降の諸変化

国際的地　位 3．国際的地位を示す指標 （放送大学教授）
4．諸変化の意味するもの

1．方法を取り上げる理由

経済の実態把握 2．研究の目的

2 3．研究の対象

の　　　方　　　法 4．変化する実態へのアプローチ

5．方法と価値

1。　はじめに

日　本経済　の 2　日本経済の100年

3 a世界経済の変動期

歴史的展　開 4．おわりに

1．はじめに．

日本経済の現状 2．新SNAについて
4 a新SNAによる日本経済の現状 同　　　上

一国民経済計算による

1．はじめに
2．経済基盤の変動

5 経済基盤の変動 a　基層・中層・表層間の変動メカニズム 同　　　上

4．むすび

1．活動単位としての産業の二面性

2　産業経済の分析方法の類別 宮沢　健　一
6 産業経済のとらえ方 a産業機構の作動と産業政策

（一橋大学名誉教授）

1．産業発展の経験法則

2．三業化と産業構成の変動

7 産業構造と経済発展 3．産業発展と国際的環境 同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．産業間の連結の型とはたらき

2．産業間波及と最終需要の構成

8 産業連関の仕組み 3．日本の産業連関の変貌 宮　沢　健一・

1．産業活動と市場および企業
2有効競争と企業への公共政策

9 産業組織の成り立ち 3．日本の産業組織の動態 同　　　上

1．産業社会の機構評価の着眼点

2．日本の産業発展の体制的側面

10 産業社会と経済体制 3．産業活動と制度の枠組み 同　　　上

1．日本企業の経営特質の形成

企業経営　の
2．財閥本社の成立と資本支配
R．終身雇用と年功序列型賃金制度の成立 小　林　靖雄

11 4．科学的管理の導入

歴史的展　開 5．管理会計の整備 （元放送大学副学長）
6．中小企業の下請的利用
7．稟議制度による意思決定

1．国際競争力の要因
2．高度の技術・製品開発力

12 日本企業の国際比較 3．設備の近代化投資
S．すぐれた人的能力とその育成

同　　　上

5　経営管理力の充実
6．諸要因の労働生産性と収益力強化への結実

1．海外直接投資の動向

2．海外企業の状況

13 企業の多国籍比 3．海外日本企業の経営管理 同　　　上

一一 坙{的経営との関係

4．国際的企業経営のあり方

1．戦後の日本経営の変貌と：職務給

日本的経営と 2．年功型賃金の修正

14 a近代的経営管理と経営土壌一職場集団主義 同　　　上

そ　の　変　　化 4．労使関係における協調主義

5　日本的経営の長所と国際性

1．構造変動から構造調整へ
日本経済と産業と 2．産業経済め変容の方向と課題 小　林　靖　雄

15 企業の今後の動向 3．経営管理の発展と環境変化への適応 宮沢　健一一

と　　課　　　題 磯　部　浩　一
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＝＝ o 営 総 論＝：（R）

〔主任講師　栗山盛彦（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　今日の高度産業社会の中核的組織である「経営（企業）⊥について研究する場合の基礎的な考え方

や概念、できるだけ平易に、包括的に示したい。とくに専攻「産業と技術」という特定の諸専門科目

を考慮に入れて、それらと有機的な関連をもたせるように工夫する。新しい時代的要請である技術革

新や国際経営にも重点を置く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．はじめに

2．新しい社会、新しい経営 栗　山盛　彦

1 現代の社会と経営 3．現代経営の特徴とその志向性

（千葉大学教授）

1．経営とは

2．経営学の対象としての経営

2 経営と経営学 3．経営の本質を究明することの必要性 同　　　上

4経営の本質へのアプローチ

1．経済的な見方による経営

2．　「経営の経済」における基本原理

3 経済的な経営理論 3．　「経営の経済」の活動過程 同　　　上

1．事業志向経営の成立

2．資本と経営の分離

4 経営と事業　　（1） 3．経営の社会的存在意義の意識化 同　　　上

1．経営の社会的な見方
2．社会的な見方をビルド・インした経営理論

（「経済・技術的システムー社会的システム」

5 経営と事業　　（2） 　を基礎とする諸理論）
R．経営二重システム論（「経済・技術的システ

同　　　上

ム」一「社会的システム」）
4．経営三重・四重システム論

1．経営目的の意義

2．経営理念について

6 経　営　目　　的 3．経営目標について 同　　　上

1．　「事業の営み」としての経営職能

2．経営基本職能　一維持職能と成長：職能との複

7 経営職能の基礎 合的な関係と指導原理 同　　　上
3．経営維持職能とこのための経営管理活動

4．経営成長職能とこのための経営管理活動
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．2つの経営管理
2．　「人間努力の結集」としての経営管理

8 経　営　管　　理 3．　「事業遂行」としての経営管理 栗　山　盛彦

1．経営組織の意義
2．経営組織の基本要素

9 経　営　組　　織 3．経営組織の構造 同　　　上

1．経営成長に関する2つの見方

2．初期の2つの古典的経営成長論

10 経営の成長理論 一号機的成長過程論と機械的成長論 同　　　上

a現代の経営成長論

1．未来志向的・形成的な経営計画態度

2．未来志向メンタリティーと経営予測

11 現代の経営計画思想 3．事業形成メンタリティーと戦略的経営計画 同　　　上

：L　新規事業の形成論理

新規事業形成と a　研究開発による新規事業の形成

12 3．総合事業経営戦略 同　　　上

研　究　　開　　発

1．・現代経営の国際化

2・国際経営化にともなう対象市場志向性の推移

ユ3 国際経営論　（1） と事業世界観 同　　　上

3．国際経営の業種別特性と進出動機

ミ

｝
；

妻

1．国際経営戦略
a　国瞭経営の海外事業会社所有関係

114 ，国際経営論　　② a　現代世界の代表的国際経営一多国籍企業 同　　　上

4　国際合弁会社の経営一日本の代表的国際経営

形態

唾．模倣から創造ぺ

21　世　紀　の 2．日本・米国・ドイツの経営

15 3．新しい経営ビジョン構築上の問題点 同　　　上

経営ビジョン 4．日本経営の未来ビジョンと世界への寄与
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＝会 計 総 論一（TV）

〔主任講師；江村　稔（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この講義は企業会計の「しくみ」と「はたらき」のあらましを学ぶことを目的とする。企業会計に

おげる会計処理は複式簿記として特色づけられるので、これを説明ずるが、会計処理は期間損益の算

定という目的をもつので、その諸相についてもとりあげよう。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 決算書とその役割

　企業会計の所産である貸借対照表と損益計算：書

ﾍ株式会社の定時総会に提出され会社の財産と損

vの状況（財政状態と経営成積）を報告する役割
�烽ﾁている。そこでまず、決算書とし℃の貸借

ﾎ照表と損益計算書について述べる。

江　村　　　稔

i放送大学教授）

2
複式簿記と

@　　　　複式記帳

　複式簿記は左右両欄式の2つの勘定の間で行わ

黷骼ﾘ方（左側）と貸方（右側）の同額記入どし

ﾄの複式記帳によって特色づけられる。この複式

L帳を経済活動のもつ2面性に注目して説明する。

同　　　上

3 複式記帳の法則

　複式記帳は一定のルールに従って行なわれる。

ｱのルールは必ずしも理論的に設定されたもので

ﾍないが、ぜひとも記諭して澄かねばならないも

ﾌである。

同　　　上

4 決算のしくみ

　各勘定の残高を借方・貸方の別に従って、1つ

ﾌ勘定にまとめると、その借方と貸方の合計額は

齟vする。この特長を用いて㍉記帳と計算の検証

ｪなされるほか、勘定の締め切りとしての決算が
ｮ了し、『 ?Zが作成されるのである。

同　　　上

5 損益計：算書の様式

　損益計算書に設けられている各種の区分、於よ

ﾑ、その区分ごとに示される各種の損益にっき説

ｾし、また、損益計算書の末尾に当期末処分利益

ｪ記載されることを明らかにする。

同　　　上

6 利益の処分と留保

　損益計：算書の末尾に当期未処分利益が記載され

驍ｱ．とになっている。当期未処分利益は株主に対

ｷる配当など、会社が処分することができる利潤

�ｦすものであるが、同時に、この未処分利益の

搆ｸ計算書を知る必要がある。

同　　　上

7 貸借対照表の様式

　貸借対照表に設けられる各種の区分について述

ﾗるが、この場合、もっとも重要な問題として、

ｬ動・固定分類につき詳説しよう。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
損益計算の原理と

菇@

　ある期間の損益は、その期間の収益からこれに
ﾎ応する期間費用をさしひくことによって計算さ
黷驕Bこの計算のもつ理論的な意味について考え
ﾄみよう。また、期間収益と期間費用の決定にあ
ｽっては、発生主義と呼ばれる考え方がとられる
ｪ、現金主義との差を明らかにしながら、その意
｡：につき説明を加える。

江　村　　　稔

9 売上高と売上原価

　企業の収益は、売上高から売上原価を差し引く

ｱとによって売上総利益または売上総損失として

≠ﾟられる。そこで売上高と売上原価の決定につ
｢ての問題点を取り扱う。

同　　　上

10
棚卸資産の貸借対

ﾆ表価額

　商製品の貸借対照表価額は取得原価によるとい

墲黷ﾄいるが、この金額は取得価額から払出価額

�ｸじて求められる金額に期末修正を行ったもの
ﾆ解される。．

同　　　上

11
固定資産の貸借対
ﾆ表価額：

　固定資産の貸借対照表価額は、取得価額から減

ｿ償却累計額を減ずることによって求められる。

謫ｾ価額もしくは取得原価の期間配分としての減
ｿ償却を中心として説明しよう。

同　　　上

12 繰延資産とその償却

　企業による支出には、その効果が将来の数週間

ﾉ論よぶものがある。期間損益計算では、このよ

､な金額は数期間にわたる費用として扱われるが、

ｱのための会計技法として繰延資産の計上と償却

ｪ行われる。

同　　　上

13 引当金の設定

　企業会計では、将来に生じる事象の金額を、あ

轤ｩじめ期間費用として計上する処理としての引

膜o理が、例外的に認められている。引当経理が

sわれる条件は、きわめてきびしいが、この章で
ﾍ、これらの問題を論述する。

同　　　上

14
企業内容の開示と

燒ｱ報告

　有価証券報告書の主・要部分をなす財務諸表につ

｢ては大蔵省令である財務諸表等規則が適用され

驕Bそこで、いわゆるディスクロージャーの諸問
閧�燒ｾしよう。

同　　　上

15 財務諸表の監査制度

　会社が作成し公表する決算：書もしくは財務諸表

ﾉついては、監査役や公認会計士による監査が行

墲黷驕Bこの章では、商法特例法と証券取引法に

謔驪K制を説明する。

同　　　上
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＝現代の数学観＝（R）
〔主任講師：前原昭二（放送大学教授）〕

全体のねらい

　数学史のなかから、現代の数学観の形成に強く関係していると思われる事項：のみをとり上げ、現代

の数学者の大多数がもつ「数学に対する考え方」を解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

タレス　ピタゴラス　黄金分割　無理数幾何学

を知らざるものはこの門に入るべからず 前　原　昭二
1 論証的数学の起源

（放送大学教授）

『原論』の著者　ユークリッド原論原論におけ

ユークリッド原論 る証明の性格原論における「命題」命題20の証明

2
1

のあらすじ 同　　　上

ユークリッド原論の構成　定義　公準（要請）

ユークリッド原論 公理（共通概念）　平行線の公理（＝第5公準）

3 「平行線の公理」の通常の表現　3角形の内角の 同　　　上

H 和

非ユークリッド幾何学　3角形の内角の和　リー

非ユークリッド マンの研究　球面上の幾何学

4 同　　　上

幾　　　何　　　学

サッケリの研究　ガウスの研究　ペルトラミのモ

非ユークリッド 1デル　リーマンの非ユークリット幾何学のモデル

5 クラインのモデル 同　　　上

幾何学の無矛盾性 B

非ユークリッド幾何学の統合的理解　リーマン幾

ヒルベル　ト　の 何学ユークリヅド原論の立場の再検討　ヒルベ
6 ルトの『幾何学基礎論』　ヒルベルトの公理主義 同　　　上

幾何学基礎論 抽象数学

アインシュタインの「幾何学と経験」　物理法則
アインシュタインの と数：学との違い　公理主義の数学　自然科学に使

一

7 われている数学 同　　　上
『幾何学と経験』から
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

虚数の必要性複素数　複素数の計算　コーシー

による複素数の定義　ハミルトンによる複素数の

8 虚　　　　　　数 定義　複素数についての計算法則 前　原　昭　二

無理数　無理数の必要性　無理数論　有理数の切

断　有理数の切断の例無理数の定義実数の連
9 無　理　数　　論 続性 同　　　上

整数の定義　有理数の定義

10 整数と有理数 同　　　上

ユークリッド幾何学の無矛盾性　・一連の無矛盾性

証明　自然数　ペアノの公理　ペアノの公理の無

11 デデキントの自然数論 矛盾性 同　　　上

論理主義　公理主義数学における論理　論理の公

理化　ハーンの見解　要約

12 ラッセルの数理哲学 同　　　上

カントンの集合論集合論的数学観集合論のパ
ラドックス　ラッセルのパラドックス　フレーグ

13 集合論のパラドックス 宛のラヅセルの手紙意味論的パラド●ックス　’ 同　　　上

ラッセルのパラドシクスの分析　論理主義直観
主義　形式主義

14 数学基礎　論 同　　　上

記号論理学　公理的集合論昌数学の現状

15 数学の現状 同　　　上
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　　＝基礎数学1・＝（TV）

〔主任講師：前原昭二（放送大学教授）〕

全体のねらい

　高等学校の微積分に引き続いて、微積分の初等的部分を講述する。計算：法に主眼をおくが、最後に、

微積分を論理的に構成する筋道の概略を説明する。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

逆関数　逆正弦逆余弦　逆正接逆三角関数
逆三角関数：の微分法逆三角関数になる不定積分 前　原　昭　二

1 逆三角関　数 問題

（放送大学教授）

無限小　高位の無限小　ラソダウの記号　微分

置換積分法への応用　即＝αsinθとおく置換積分

2 微　　　　　　分 微分の性質問題 同　　　上

分子の次数を分母の次数より小さくする分母が
異なる1次因数：に分解される場合　分母が1次式

3 有理関数の不定積分 の累乗になる場合分母を微分すると分子になる
鼾√ｪ母が因数分解できない2次式の場合一一

同　　　上

般論（その1）　一般論（その2）　問題

1階定数係数同次線形微分方程式　定数変化法

2次の行列式　2階定数係数同次線形微分方程式

4 微分　方程　式 の一般解　特性方程式定理3の証明　定数変化 同　　　上

法（2階の場合）　問題

本来の意味での定積分微分積分法の基本定理

第1種の広義積分第2種の広義積分
5 定積分の定義の拡張 同　　　上

微分法における平均値定理　平均値定理の表現法

積分法における平均値定理　コーシーの平均値定

6 平均値定　理
理暑という形の極限値器と・・う形の極限値 同　　　上

問題

偏導関数：高階の偏導関数　2変数関数の極限・

2変数関数の連続性　全微分可能性全微分合

7 偏　導　関　　数 成関数の微分法　問題 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

立体の体積（その1）　立体の体積（その2）

2重積分　楕円体の体積　重積分　問題

8 重　　積　　　分 前　原　昭二

2次の行列式の幾何学的意味三線座標　2重積
分の変数変換　問題

9 重積分の変数変換 同　　　上

テイラーの近似式極大極小への応用　テイラー

一の定理　問題

10 テイラーの定理 同　　　上

無限級数正項級数　絶対収束　問題

11 無　限　級　　数 同　　　上

テイラー展開　ベキ級数　門別積分　2項定理

収束半径

12 ベ　キ　級　　数 同　　　上

媒介変数方程式典線の長さ　導関数を表わす二

ユー gンの記号典率三線y＝ノωについての
13 平　面　曲　線 公式　円の伸開線 同　　　上

直観的な定義に対する反省　数列の極限　関数の

極限関数の連続性その他の極限の定義
14 極限の定　義 同　　　上

連続関数の性質　微分法の平均値定理　微分積分
法の基本公式の証明’ ﾏ分法の平均値定理原始

15 微積分の論理的構成 関数の存在定理の証明平均値定理のその他の効 同　　　上

用
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＝基礎数学皿＝（R）
〔主任講師　前原昭二（放送大学教授）〕

全体のねらい

　線型代数：学について講述する。しかし、線型代数：学の詳論に立入ることはせず、連立1次方程式の

解法と2次曲線・2次曲面の分類という古典的な問題に線型代数：の方法を適：用することによって、線

型代数の方法の直観的性格と線型代数に澄ける諸概念の幾何学的な意味とを明らかにしたいと思う。

回 テ　　　一　　　マ． 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 n次元数空間

　n次元数空間の概念を説明し、2次元・3次元
ﾌ図形的なベクトル空間からの類推によって、n
沍ｳ数空間の初等的な性質を解説する。また、連
ｧ同次1次方程式との関連に澄いて、ベクトルの
P次独立性と次元との関係に言及する。

前　原　昭　二

i放送大学教授）

2 行　　　列　　　式

　平行4辺形の面積と平行6面体の体積を利用し
ﾄ2次と3次の行列式の定義を与え、それを一般
ｻすることによって一般の行列式を定義する。ま
ｽ、行および列についての展開法にも触れる。

同　　上

3 1　次　変　　換

　n次元数空間からm次元数空間の中への1次変
ｷの定義を与え、1次変換を行列によって表現す
髟菇@を説明し、行列の演算を1次変換の演算に
謔ﾁて定義する。また、行列式の積の計算法を、

s列式の基本性質と1次変換の考えを利用して説
ｾする。

同　　上

4 行列式の応用

　正方行列が逆行列をもつ条件とか連立1次方程
ｮのクラメルの解法を含め、行列式を用いると表
ｻが簡潔になる事例のいくつかを初等数学の範囲
ｩら選び、それについて解説する。

同　　上

5 部分ベクトル空間

　数空間の部分ベクトル空間とその次元について
燒ｾする。それとは独立に行列の階数の定義を与
ｦ、行列の階数と部分空間の次元との関係を明ら
ｩにすることを目標とする。

同　　上

6 連立1次方程式

　一般の連立1次方程式に対し、：解が存在するための1つの必要十分条件を与え、解が存在すると

ｫの一般的解法について述べる。
同　　王

7 対称行列と2次形式

　転置行列の基本的な性質を述べ、対称行列を用いて2次形式を表現する方法を説明する。また、

ｴ点を中心とする2次曲線の標準形を求める方怯を例にとり、2次の対称行列の固有値と固有ベク

gルの幾何学的な意味を解説する。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

正規直交基底と直交行列について説明し、2次
形式を表わす対称行列が正規直交基底の変換によ

8
正規直交＝基底と2 ってどのように変形されるかを説明する。とくに 前原　昭二
次形式 3次の対称行列について、直交変換による対角比

の方法を述べる。

とれまでに得た知識を用い、2次曲線の方程式
の標準形を求める方法を述べる。

9 2次曲線の分類 同　　上
L
＼
＼
し

前章と同様な方法により、2次曲面の方程式の
標準形について述べる。

10
2次曲面の分類

同　　上
（その1）

前章で得た標準形をもとに、個々の2次曲面の

11
2次曲面の分類

形状や名称について述べる。

同　　上
（その2）

スカラーが実数である場合に限定し、ベクトル
空間の一般的定義を与え、その基本的な性質につ

12 ベク　トル空間 いて説明する。また、n次元ベクトル空間がn次
ｳ数空間と同形であることにも言及する。

同　　上

n次元アフィン空間、n次元ユークリッド空間

13
n次元ユークリッ

について説明する。

同　　上
ド空間

複素数に関する基本的事項について説明する。
代数学の基本定理にも、証明なしで言及する。

14 複　　　素　　数 同　　上

スカラーを複素数とするベクトル空間の一例と
してユニタリ空間の定義を与え、ユニタリ変換に

15 ユニタリ空間 よる正規行列の対角比について説明する。 同　　上
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＝基礎数学皿＝（R）
〔主任講師　廣瀬　健（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　集合と位相の概念について講述する。

　これらは、いずれも現代数学の基礎となる極めて重要な概念である。現代数学の諸分野を構成する

各概念、手法は、これらの概念を用いて記述されるといってよい。

　本講では、具体的な例をあげつつ、なるべく平易に、これらの解説を行う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

集合概念の説明から、用語の導入、歴史的経緯、

その有用性について解説する。
1 集合とその演算 集合論における基本概念、集合の上の演算とそ 廣　瀬　　　健

の意味、論理との関連などについて述べる。 （早稲田大学教授）

関数概念の説明、それを集合間の写像としてと

らえることなどについて述べ、写像についての基

2 写像とグラフ 本概念、すなわち単射、全射、1対1対応逆写像、 同　　　上
写像の合成などについ宅説明し、さらに、それを

集合の直積の部分集合として表現することなどを
解説する。

現代数学の1つの特徴は、対象のぞ？ある性質∵≧

に着目し、その性質について同じであるものは、

3 同　　値　　　美
これをひとまとめにして同一視し、喫喫1つのものみみ

ﾆ考えるところにある。この考え方を集合を用い
同　　　上

て表現する同値関係、同値類などについて述べる。

喫聖

狽薰ﾝについての基本概念は、それによって個

数を表現する濃度（基数）澄よび順序を表現する

4 集合の濃　度 順序数に関わるものが中心である。ここでは、集 同　　　上
合の更璽個数ゐδの概念を一般化した濃度について説

明し、濃度についての代表的結果について解説する。

1対1対応によって類別された各集合では、例え

ば、1次元の直線上の実数全体と二次元の平面上

5 濃度　と　次元 の点全体とは同じ濃度をもつ、次元を区別するの 同　　　上

は位相的概念であって、これらの対応は連続にな

らないこと、ペアノ曲線などについて述べる。

自然数全体の集合や実数全体の集合では、集合
の要素の間に順序が定義されている。数学で扱わ

6 順　序　集　合 れる集合の多くは、なんらかの順序関係が定義さ
黷ﾄいるのが普通である。

同　　　上

ここでは順序をもった集合、すなわち、順序集
合とその基本的性質を明らかにする。

集合論を建設したカントルは、集合に適当な順
序を導入すれば整列集合になることを仮定した。

7 ツォルンの補題
この仮定は後に選択公理やツオルンの補題という

`で表現されることになった。ここでは、それら
同　　　上

の意味についてなるべく平易な解説をする。

一80一



回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
実数の集合と
?[クリッド空間

　実数の集合と自然に対応する直線上の距離の概

Oを拡張してユークリッド空間を定義し、ユーク
潟bド空間の璽距離ゐみの概念を用いて、関数の連続

ｫの概念を定義し吟味する。ま．た、集合に“構造

�?黷驕hことの意味について解説する。

■廣　瀬　　　健

9 距　離　空　間

　ユークリヅド空間を、空間としてさらに抽象化
ｵ、QQ距離ゐ｝の概念を一：般化して距離空間を定義

ｷる。実例をなるべく豊富に示し、やさしい関数

�ﾔなどをも挙げる。

同　　　上

10 位　相　空　　間

　距離空間に：澄ける、門門性、連続性などの性質

�l察することにより、開集合、関集合系の概念

�pいて、距離空間をさらに一般化して、位相空

ﾔを定義するQ

同　　　上

11 位相写像と連続写像

　定義された写像の定義域に構造が与えられてい
驍ﾆき、そ：の写像が定義域の構造をどの程度保存

ｷるかが問題になる。

@位相空間の間の連続写像、位相写像が保存する

ｫ質、つまり位相的性質について解説し、実例を

ﾈるべく多数挙げる。

同　　　上

12 コンパクト集合

　位相空間に関わる議論の代表的な手法を考察す

驍ﾆ、コンパクト性と呼ばれる性質が浮かびあが
驕B

@コンパクト集合の定義、基本的性質について述
ﾗ、収束の概念などとの関係を説明し、その有用
ｫを示す。

同　　　上

13 連　結　集　合

　位相空間におげる部分集合同志の連結、分離の
T念について考察し、連結集合に関わる諸性質、

ﾀ例などを示す。
@コンパクト性、連結性が位相的性質であること
ﾉ注意し、直観的イメージとの関連を重視する。

同　　　上

14 位相空間の分離条件

　位相空間の概念は、きわめて一般的であるから、

ﾊ相空間の点や部分集合の間の関係を導入し、内
eを豊：富にすることを考える。コルモゴルフ、フ

激Vェ、ハウスドルフ、ヴィエトリス、ティエツ
Fの分離公理などを解説し、正規空間によって、

ﾄび、実数にめぐりあう。

同　　　上

15 距離空間と完備集合

　可算公理、距離づけ可能性、可分、全有界など

ﾌ概念と共に、位相空間への一般化への前程とし

ﾄの距離空間としてではなく、最もよく扱われる

ﾊ相空間としての距離空間を考察し、完備性など

ﾉついても解説する。

同　　　上
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＝確 率 論＝　（R）

〔主任講師　清水良一（統計数理研究所教授）〕

全体のねらい

　確率論は偶然現象を記述するための一つの数学的手段である。偶然現象というのは現実に起るのか
起らないのか起るとすれば何時どのような形で起るのかということが予測出来ない、という意味での
でたらめさをもっているものをいう。このような現象も一定の条件下で観察を続けていると発生の仕
方に一定の法則性が現われて来る。それを見るためには現象を適当にモデル化しなければならないこ
とを説き、その方法と効用を述べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．確率の意味

2．先験確率と経験的確率 清　水良　一
1 確率とは何か （統計数理研究所

ｳ　　　　　授）

1．乱数

偶然現象　の 2．硬貨投げの実験

2 3．度数分布とヒストグラム 同　　　上

不規則性と規則性

1．モデルの利用

2．標本空間

3 偶然現象の記述 3．確率事象 同　　　上

1．離散型の確率空間

2．組合せの数

4 確　率　空　　間 3．一般の確率空間 同　　　上

1．つぼとボール

2．2項分布
5 っぽのモデル 3．超幾何分布 同　　　上

1．賭け金の配分

2．聖ペテルスブルクのパラドクス

6 公平　な　賭　け 3．宝くじの価値 同　　　上

1．確率の加法性と連続性

2．条件つき確率

7 条件つき確率 3．乗法公式とその応用 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．全確率の公式

2．ベイズの定理

8 条件つき確率 3．事象の独立 清水　良　一

1．同時分布と周辺分布

互いに独立に 2．独立試行

9 3．重複試行 同　　　上

成起する事象

1．確率変数

互いに独立な 2．分布関数

10 3．確率的シミュレーション 同　　　上

試行の系　列

1．2項分布の特性値
2．ベルヌウイの定理

11 稀な現象の記述 3．2項分布の正規近似 同　　　上

1．ポアソン分布

2．格子型分布の期待値

12 多変量の確率変数 3．確率母関数の利用 同　　　上

1．連続分布

極限状態での 2．待ち時間

13 3．大数の法則 同　　　上

確率変数の行動

1．独立な確率変数の和

2　中心極限定理

14 正　規　分　　布 3．正規分布 同　　　上

1．マルコフ系列

互いに独立でない 2　マルコフ連鎖

15 同　　　上

変数の系　列
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＝統 計 学＝・（R）

〔主任講師　長坂建二（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　統計データの整理の仕方として、EDAの手法や伝統的な平均・分散・相関関数等の計算の仕方や
性質：を紹介し、その一例として暗号解読を考える。後半は、主として正規母集団に対する推定・検定

論を標本分布論の・基礎の上に展開するが、ベイズ推論や統計的決定理論の一端にも触れ、統計学の意

義や将来への展望を考える。

回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

統計学の歴史を古代から近代に渡って概観し現

在の統計学につながる大量データから一定の法則 長　三三　二
1 統計学への招待 を発見する基本的な考え方を紹介し、ケトレーに

よる近代統計学の成立とその行き過ぎを説明し、 （放送大学助教授）

統計学とは何かを考える。

統計学データを整理するための基本的な手法を

2 資料の整　理

学ぶ。EDAの手法から、幹葉表示と要約表示の
?ｬと利用法を実例とともに示す。また統計で扱
､「変数」の一般的な概念について、及び度数：分

z、累積度数分布、パーセント点、などについて

美　添　泰　人

i立正大学教授）
学習する。

統計資料を整理した後に、その全体的な状況を

位置と散らばり 説明する数字として、平均く中央値、最頻値など

3 の位置の尺度の計算の仕方と性質、及び最大値、 長　坂　建二
の　　　尺　　　度 ：最小値、範囲、分散などの散らばの尺度、さらに

二度、歪度について述べる。

二つの量の問の関連を見るための手段として質
的変数：に対する分割表、量的変数に対する散布図

4 関連　の尺　度
・相関係数、回帰直線の計算法と、最小二乗法を
ﾊじての解釈を説明する。また、分割表の関連度 同　　　上

や因果関係と相関関係との差異についても言及す

データの構造をより明確に理解するための手段

として、データの変換という手法について学ぶ。

5 データの変換 度数：分布の対称化、散布図の線形化、時系列デー 美　添泰　人
タの移動平均値について、例とともに解説する。

また、外れ値とその処置についても言及する。

数学的には極めて単純なベイズの定理は、統計

学においては深い内容をもつこと、そして事前確 松　原　　　望
6 ベイズの定理

率や事後確率の考え方を紹介し、それが因果推論

などに役立つことを示す。 （東京大学教授）

文字の出現頻度を理論頻度と比較して、古典的

な換字暗号の解読に統計手法が適用可能であるこ
7 暗号と統計推論 とを示すとともに、最近の暗号システム、特に公 長　坂　建　二

開鍵暗号法を紹介し、統計手法の限界について論
ずる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

統計学の基本的な枠組みである母集団を確率論
の上に構成し、統計モデルの考え方を導入する。 長　坂　建二

8 母集団と標本
また、標本も確率論の言葉で定義し、統計推論のパラダイムを確定する。さらに、計数型品質管理

牧野　都治
技法より、離散分布の例を与えると共に、モデル （東京理科大学教授）

化の実例をORより紹介する。

測定誤差という見地から正規分布を考え、それ
が統計学の理想上の分布であることをみた上で、

9 統計量と分布　1 ♂分布、t分布、　F分布と導入してゆく。統計学 松　原　　　望
（数：理統計学）の中では、、基本的部分である。

標本：平均と標本分散の性質を、平均演算の性質

より示すと共に、重要な極限定理や有限母集団補

10 統計量と分布　11 正について説明する。また、前章の結果に対して 長　坂　建　二
数学的に厳密な証明を与える。

不偏・一一致・十分・有効などの推定量の性質を

紹介し、点推定についてのべる。また、最尤推定

11 統計的推定論 量の考え方を説明する。さらに、信頼正間の求め 同　　　上

方と正規母集団に対する例を与える。

統計的仮説検定論の考え方と枠組を示し、正規

母集団を仮定して平均、分散に対する検定の原理

12 統計的検定論 と計算法を解説する。また、独立性の検定、相関 同　　　上

係数の検定についても計算法を与える。

ノ

ベイズ的な統計推論についての基本的な考え方

を紹介する。ベイズの定理の意味について再考し、

13 ベ　ィ　ズ推　論 主観確率がなぜ必要なのかを解説する。つづいて 美添　泰人
比率と平均についての応用を示し、最後に非ベイ

ズ的手法の理論的な問題点にも触れる。

戦略的思考としての統計的決定の理論であり不

確実性下での意思決定であることをみたのち、べ

14 統計的決定理論 イズの定理を用いてデータを取り込む過程を、わ 松　原　　　望
かり易く解説する。日常の決定で決しかねる場合

も、これによれば一応の解決を見る。

1）パレート分析の手法とその実例を紹介しOR
@の面から統計学の将来を語る。

牧　野　都　治

15 統計学の将来
2）コンピューターの利用が不可欠となることと、

@統計教育の将来について。
美　添　泰人

ｼ原　　　望
3）探索的データ解析と統計手法の頑健法b
S）統計学の社会的役割について論ずる。 長　坂　建二
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＝物理科学史＝（R）
全体のねらい　　　　　〔主任講師：坂本賢三（千葉大学教授）〕
　科学史は科学を歴史的に扱う学問であるが、単に過去の発見を時間的順序に並べて説明するだけのものではない。歴
史的に扱うとは、科学をその時代の社会の中に置いて考察することであり、それぞれの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代に、なぜそのことが問題に
なったのか、なぜそのようなとらえ方をしたのかを探ることである。
　この高義では、科学史のうち生命科学に関する分野を除いた全訊すなわち、物理学。化学。天文学．工学等の歴史
を扱うか、物理科学は単に研究対象によって生命科学と区分されるのではなく、基本的には対象を扱う方法の相違に大
きな特徴がある。現代は生命現象をも物理科学的に扱おうとしているから、生命科学と重なり合う部分も持っているが、
歴史的には別の学問三三統として今日に至っているので、物理科学史だけを独立させて扱うことは十分意義がある。
　したがって、自然に対する物理科学的なアプローチの仕方を歴史的に見ることによって、「自然の理解」を理解する
助けにしようというのがこの講義の目的である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学史を学ぶことの意義

科学史の方法 坂　本　賢三
1 緒　　　　　　論

（千葉大学教授）

近代科学の意義を認識するために、17世紀まで

中世科学の3つの の主要な自然へのアプローチの仕方を、アリスト

2 テレス主義（目的論）、ヘルメス（錬金術と占星 同　　　上

流　　　　　　れ 術）、アルキメデス（機械論）の3つの流れから
概説する。

近代科学の成立を「科学革命」ととらえる現代

の科学三三を概説し、その基本的特徴を、宇宙像

3 科　学　革　　命 の変革と数学の利用と実験装置の発達から見る。 同　　　上

近代科学の方法は、ほかならぬ物理科学の方法

であり、その基本的性格と意義を、フランシス・

4 方法　の確　立 ベーコン、デカルトなどの扱い方の中に見て行く。 同　　　上

物理科学の基本的モデルとしてまず成立したの
が古典力学であった。ガリレオやデカルトの運動
学がニュートン力学に統合されて行った過程を追

5 力学　の　形　成 い、「力」という概念成立の意義と公理系として 同　　　上
の側面に注目し、なぜ古典力学が物理科学のモデ
ルになったかを考察する。

18世紀には、光・電気その他あらゆる面で物理

科学が展開したが、とくに流体力学と地学と工学

6 十八世紀の諸科学 を典型として取りあげ、その社学的背景や技術と 同　　　上
の関係、教育機関の成立などについて考縛する。

数学は一応、物理科学の中には含めないが、物
理科学の特徴として数学の利用は見ないわけに行
かないし、とくに微積分は力学の成立と切り離す

7 微積分の役割 ことができないので、その意義を見る。とくに物
揄ﾈ学において法則が微分方程式の形で表現され

同　　　上

ることの意味、18世紀に展開した変分法とその意
義、それらの結晶としての解析力学について扱う。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 近代化学の成立

　それまで錬金術や薬学として近代科学になって

｢なかった化学がラヴォアジエによって近代物理

ﾈ学の1つとして出発を始あたことの意義を元素

ﾌ概念の確立、分子説、原子説の成立において扱

､。19世紀化学工業との関係についても論じる。

坂本　賢　三

9 電磁気学の完成

　初期の理論からあらためてふりかえり、電気学

ﾌ歴史を概観するとともに、電磁誘導の発見を媒

薰ﾉして成立した「場」の概念、マクスウェルに

謔體d磁気学の体系化、さらに電磁波の概念や光

ﾌ波動説にも触れる。

同　　　上

10 熱力学の成立

　蒸気機関の研究から熱力学が成立した経過をた

ﾇり、エネルギー概念の成立、熱力学の基本原理

ﾆその特質を見る。さらに分子運動論と統計力学

ﾉついても触れる。

同　　　上

11 相対性理論の確立

　エーテルの概念を検討して、古典電磁気学との

ﾖ係を明らかにし、とくに力学の面における特質

�ｭ調する向きのある一般の解説に対し、科学史

Iに見た場合の相対性理論の意義を述べる。

同　　　上

12 量子論と原子の構造

　19世紀末に始まった電子論と原子論の復活、さ

轤ﾉ放射能の発見等から「量子」の概念が出てき

ｽ過程をたどり、量子論から量子力学の成立、素

ｱ子論への展開の経緯を述べ、解釈問題、観測問

閧ﾉも触れる。

同　　　上

13
宇宙物理学と宇宙

ﾌ　　構　　　造

　天体の物理的研究の発展、天体望遠鏡の発達な

ﾇから、20世紀前半に盛んになった宇宙構造論や

F宙進化論の歴史を概観する。20世紀後半におけ

髏V知見にも触れる。

同　　　上

14
情報科学　と
@　　“　　　、
Tイハ不ティクス

　20世紀後半に肇場した新しい物理科学のアプローチの仕：方として、通信と制御の理論の意義を述べる。ここでは、自然科学と工学との密接化の問

閧竦яｪ統計学の役割、オペレーションズ・リサーチとの関係、情報概念の成立について歴史的に

ｩて行く。

同　　　上

15 物理科学の現在

　むすびに当る部分であるが、現代物理科学が完
ｬしているわけではないので、物理学における最
ﾟの統一理論や生物物理学の動向や工学において
ｨ理科学がモデルとしての役割を果しつつあるこ
ﾆなど、最近の話題をとりあげながら、物理科学
j全体をまとめる。

同　　　上
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＝物質とエネルギー＝（R）

〔主任講師
池上雄作（東北大学非水溶液化学研究所教授）〕

全体のねらい

　自然界を形づくっている物質とエネルギーの科学でもっとも基本となることがらを学習する。とく

に物質と熱エネルギー、化学構造とエネルギー、光と物質がみせるスペクトルなどに焦点をあわせて

化学の立場から解説し、エネルギーと物質とのかかわりあいを学ぶことによって、自然への理解を高

めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
エネルギーの形態一序論として一

　物質が形づくっている自然界や文明社会を動か
ｵている原動力がエネルギーである。熱、化学、

�Gネルギーなど、エネルギーのいろいろな姿、エネルギーの変換、エネルギーと物質のかかわり

?｢を序論として解説する。ミクロの粒子がもつ
Gネルギーを理解する・ことの重要性を強調したい。

池　上雄i作

}霧獲液）

2 物質の理解

　多様な物質の分類や構成をどう理解するかにつ

｢て述べ、原子、分子、イオン、モルの概念を簡

奄ﾉまとめる。さらに、無機、有機物質のいくつ

ｩを化学式とともに解説し、最後に物質の状態変

ｻおよび結合エネルギーに言及する。

　　’
ｯ　　　上

3
物質の状態と
@　熱エネルギー

　3～6章は化学熱力学の基本を取り扱うが、本
ﾍではまず力学的エネルギーから入り、仕事と熱、
熾買Gネルギー、そしてエネルギー不変則として
ﾌ熱力学第一法則を解説する。さらに理想気体を
謔閧?ｰ、可逆於よび非可逆的体積変化過程を述
ﾗ、熱、温度澄よび熱容量に言及する。

関　　　集三
i大阪大学名誉教授）

4

状態変化・

@　化学変化と
@　熱エネルギー

　物質の変化が起こるときは熱エネルギーの出入
ｪ伴う。反応熱の一般的性格、つづいて代表的化
√ｨの生成エンタルピー、熱容量とその温度変化
�燒ｾ、とくに熱測定、甲州リメトレーを解説す
驕B代表的な反応熱と緩学結合エネルギーにも言
yする。

同　　　上

5
物質変化の方向：

@　エネルギーと
@　エントロピー

　自然に起こる物質変化には、主としてエネルギー変化で理解できるものとそうでないものがある。

ﾂ逆変化と不可逆変化、変化と確率の関係を述べ
Gントロピー概念の必要性に言及し、熱力学第二
@則を示す。さらに、エネルギーとエントロピー
ｩら自由エネルギーを導く。

同　　　上

6
自由エネルギー
@　　と化学平衡

　エネルギーとエントロピーからギブズ自由エネ
泣Mーを導き、その性質と役割を解説したあと、
ｻ学ポテンシャルの概念を導入する。つついて、

纒¥的な化学反応系での反応の進行の可能性を予
ｪするための熱力学量を与え、具体的に平衡条件
�ｱく。

同　　　上

7
エネルギー量子
@　　　　　の概念

　量子論のはじまりとなった物体の放射スペクト

汲ﾌ説明に関するプランクの量子の考え方、水素

ｴ子の電子の運動とスペクトルとを説明したボー

Aの原子模型、光と電子の粒子性と波動性の二元

ｫについて説明する。

米＝澤　貞次郎

i京都大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
電子の分布と
@エネルギー準位

　電子の運動状態を明らかにする量子力学の基本

羽�ｮ（波動方程式〉について述べ、これから明

轤ｩにされる水素原子の電子状態にふれ、分子の

牛№ﾉ対する電子の役割について、いくつかの例

�唐ｰて解説する。

米澤　貞次郎

9
分子：軌道と

tロンティア電子

　エチレンを例にとって炭素一炭素二重結合にσ

d子とπ電子がかかわっていること、ベンゼン、

iフタレンなどの化合物中のπ電子の挙動を説明す

髟ｪ子軌道法について述べ、これら化合物の化学

ｽ応の理論であるフロンティア軌道理論にふれる。

同　　　上

10
フロンティア軌道

攪_とその周辺

　フロンティア軌道理論を提唱した福井謙一博士

ﾆの対談形式により、フロノティア軌道の発端、

ｻの展開、有機反応への応用、創造への道がどう

?驍ﾗきかなどに関する博士の意見を聴く。
米　澤　貞次郎

11
電磁波と
Xペクトロスコピー

光や電波で代表される電磁波は宇宙線からラジ
I波まで周波数が広い範囲に及び、E＝hμのエネ
泣Mーをもつ。電磁波の性質について、つづいて
ｨ質による光の吸収や発光が分子やイオンのエネ
泣Mー準位と密接な関係があることを説明し、ス
yクトロスコピーを概説する。

池上　雄　作

12
紫外・可視光の
@吸収スペクトル

　多くの物質は紫外線や可視光を吸収して、その
ｨ質に特有なスペクトルを見せ、吸収帯は電子エ
lルギー準位間の遷移に対応する。そして、可視
�ﾌ吸収は物質の色と深い関係がある。分光法に

ﾂいて述べ、スペクトルと化学構造の関係を代表
Iな例とともに解説する。

同　　　上

13
赤外線吸収
@　　　スペクトル

　2μmから25μmまでの領域の電磁波は化学結
№ﾌ振動や分子の回転運動と共鳴し、その吸収は

ﾔ外スペクトルとして便利に利用されている。

@基本的な分子の振動や複雑な分子のスペクトル

ﾌ例を挙げ、応用を含めて解説する

同　　　上

14 生体とエネルギー

　物質エネルギーの科学にとって、「生体とエネ
泣Mー」の課題は重要な位置を占める。生体にお
ｯる同化、異化とエネルギーの流れのわくぐみ、．

ﾜたエネルギー交代の主役がATPであることを中
Sに、概括的に説明し、解糖・呼吸とそのエネル
Mー収支にもふれる。

同　　　上

15 光合成／まとめ

　生物に澄けるエネルギー変換の代表的なものに

�≒ｬがある。緑色植物による光合成のしくみ、

�Gネルギーの捕足と電子伝達、CO2の固定を中

Sに解説する。

@最後に、本講のまとめを述べる。

同　　　上
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＝基礎物理学1＝　（TV）
〔主任講師　戸田盛和（東京教育大学名誉教授）〕

全体のねらい．
　自然現象をできるだけ少数の基本概念と法測によって理解しようとするのが物理学の立場である。．

1では重要な概念と法則を明かにする。πではさらに深く物理学の基礎と人間の思考方法との関わり

を考える。なぜ科学は常識をはなれなければならないか。数学はどの程度必要か。物質の科学と技術

の関係は？。空間と時間の概念の変遷。物質と重力と宇宙の関係などの本質的な問題を古典物理学の
範囲で明かにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

自然現象を理解しようとする知的：な努力から

科学が生まれた。エジプトのピラミッドに代表 戸　田　盛　和

1 科学のはじまり される技術、ユークリッド幾何学、アルキメデ （東京教育大学

スによるがこの釣り合いの静力学の研究は数量 名誉教授）
的な科学のはじまりを物語っている。

アルキメデスは風呂の中で浮力の原理を発見
したと伝えられる。パスカルは大気の圧力が空

2 浮力と水の圧力
気の重さによるものであることを明らかにした。

ｱれにより自然には真空が存在することが明ら
同　上

かにされたが、これは自然を理解する上で大き
な発見であった。

ガリレイは落体の運動を研究し、速度が変化

する場合の運動を明確に捉えた。実験と数理的
3 落　　下　　運　動 な推論を組み合わせて自然現象を理解する方法 同　上

がはじめられた。さまざまな運動、振り子の等

時性について述べる。

ガリレイは望遠鏡によって木星の衛星や太陽
の黒点などを発見し、地球もこれらと同じよう

4 地　　　　　　球 に天体の一つであることを明らかにした。地球
ｪ球形であることは古代ギリシャ時代にも考え

同　上

られたが、この時代にこれが確認された。コペ
ルニクスの地動説が提出された。

ケプラーの法則の発見について述べる。火星

の階円軌道、太陽系の秩序はどのように知られ

5 太　　　陽　　　系 たか。 同　上

ニュートンは運動の法則、それを有効に扱う数

学、それに万有引力の法則をもって太陽系の問

6 運動の　法　則 題と取り組んだ。地球をまわる月の運動はその 同　上

テストケースであった。

力に対する身近か：な例といろいろの運動の具

体的な例をあげる。

7 力　　と　運　動 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・丘名）

多くの日常的：な運動は回転を含んでいる。玉

の衝突、円板の回転、潮汐、体操などにむける

8 回　　転　　運　動 身体の回転、猫の空中における回転コマの運 戸　田　盛和
動。

ワットは蒸気機を発明し、馬力という単位を

作った。エネルギーの概念は力学に旧いても重

9 仕事とエネルギー 要である。永久機関の夢にも触れる。 同　上

熱はエネルギーの一つの現れであることがわ

かってきたのは19世紀半ばである。熱現象に関

10 温度　と　熱　量 する学問、低温の物理学も19世紀後半にはじま、 同　上

つた。

！

物質の分子的構造は今世紀に：なってから明ら

かにされたものであるが、ここでは原子分子に

讐物質と分子 対する進歩、アボガドロの法則などについて述

ﾗる。

同　上

飛行機の翼やヨットの帆に働く揚力をはじめ

流体の運動は大変興味深い現象が多い。台風な

ユ2 流体の運　動 どの運動には地球の回転もからんでくる。 同　上

波は重要な運動の形態である。音の波光の

波、水の波などについて述べる・

13 波　　　　　　　動 同　上

電流は磁気的な作用がある。その研究は独特

な歴史をもち、：ファラデーを経てマクスウェル

14 電気と磁　気 によって完成された。 同　上

マクスウェルの研究は電波の存在を予言した。

一方で光速度の測定と熱放射の研究は物理学の

15 光　と　熱放射 20世紀におけ：る大きな変革につながるもので 同　上

あった。
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　　＝基礎物理学皿　＝（R）
〔主任講師：戸田盛和（東京教育大学名誉教授）〕

全体のねらい

　物理学の基礎と人間の思考方法との関係を中心にしたい。なぜ科学へ導かれるのか、なぜ科学は常

識をはなれていくのか、数学はなぜ必要なのか。空間と時間に対する考え方の変遷、物質と重力と宇

宙に対する考え方の深まり、心と科学、科学と技術や社会の関わりなどについて、古典物理学の範囲

で考察を加えたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

『自然はなぜ存在するか』といったいわゆる形

1
常識　と　科　学

皷ﾈ学の出発点

而上学に属することを除外し、『自然の法則』だ

ｯを追求することにしたとき近代科学は出発する

ｱとができた。

戸　田　盛　和

i東京教育大学

@　　名誉教授）

ガリレイに澄いては力学は地表の運動だけに限

2
空間　と　時　間

齟n上から宇宙へ

られていた。コペルニクス、ケプラー、ニュート

唐�oて恒星の集まりに対して静止した座標系が

m立された。

同　　　上

数学は人間の頭脳が作り出す論理的構造物であ

数学と物理学 る。数学が適用されるように自然をモデル化でき

3 一自然の数学的 たときに、その科学分野は大いに発展するように 同　　　上

　一“cAル’
なる。

小さ：な原子と分子を考えることにより物質の物

4
物質変化と原子

黹~クロの世界へ

理的性質や化学反応などを説明できる。原子のモ

fルは太陽系について作られた重要なモデルであ
驕B

同　　　上

原子・分子というモデルに力学を適用すること

5
温度と状態変化

@　　一分子運動

により、気体の性質が説明できる。そして温度は

ｪ子運動のはげしさの尺度であることが明らかに
ｳれる。

同　　　上

物質の分子的構造まで立ち入らずに、熱現象の

6
エネルギーと熱量

@一熱機関の効率

間の関係を追求する学問が熱力学である。熱力学

ﾌ法則は自然現象の多くが不可逆変化であること
�wぶ。

同　　　上

不可逆変化を数量的に特徴づける量がエントロ
決定論・確率・非 ピーである。エントロピーの意味を分子論的に考

7 可逆現象 察することにより、これが分子の配置の多様性の 同　　　上

一・ Gントロピー 尺度であることがわかる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

太陽系や分子の集団にニュートン力学を適用し

8
電　磁　　気　学

黶@場の概念

た成功は力学的自然観に導いたが、電磁現象は力

w的モデルで理解でぎない。空間は電磁現象を伝

ｦる場であると考えられる。

戸　田　盛　和

i放送大学教授）

金属と半導体や磁性体の性質は古典力学でなく
物質の電磁気的性 量子力学で扱わなければならないが、古典物理学

9 質一物性物理と の範囲でも性質的に理解することができる。 同　　　上

技術

光は波として空間を伝わる。光は物質によって

10
光　　と　物　　質

鼈鼡 間を伝わる波�

乱されたり、吸収されたりする。光を放射したり

z収するのは物質内の電子やイオンである。� 　　　上

間、地球、太陽などに対する好奇心は科学の�

1�
球　と　太　陽�

発点であり、科学の進展の各段階でたえず戻って

ｭる問いである。地球の構造、大陸の移動につ� 　　　上
知識の統合� ても考察する。�

間を光が伝わるとき、これを高速で追いかけ�

2�
と相対性理論一時

�ﾌ概念の再考�

も光の速さは澄そく見えず、同じ速さに見える。こ

ﾌことからニュートンの時間と空間の概念は修正

ｳれるに至った。�

　　　上

速度系をすべて同等に扱う一般相対性理論で�
雷と一般相対性� 、ニュートンの万有引力の法則も、宇宙の概念�

3� 論一重力と時� 全く改められ、宇宙全体を物理学の研究対象と� 　　　上

� ることができる。�

学は熱心な努力によって進められるが、創造�

4�
学と創造一科

wをつくる頭脳�

なひらめきは突然の啓示のように与えられること

ｪ多い。そしてそれを育てる上で社会的環境が重

vである。�

　　　上

学の進歩は主に分析的な方法によってもたら�

5�
と全体一科学的
F識のかなた�

れたが、生物の全体的な機能を研究したり、他の

ｶ化との関係を深めるには、全体論的な観点が必

vである。�

　　　上
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＝基

〔主任講師

礎　化　学＝（TV）

伊能敬（武蔵大学教授）〕

全解輪1学という学問の対象である物質（その性質と変化）を究めるために必要な基礎騰を平

冠譲蜘娠繕劉聖耀蕩隼薯三冠総1附循三三噺ε
い情報を含め解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

化学とは（1）

@～身のまわり
@　　の化学～

　台所、自動車など、われわれの周辺にある親し
ﾝやすいものが、いかに化学とかかわっているか・
ﾀ物と対応させながら化学に論けるミクロな見方・

lえ方にはいりこんで行く。

綿抜　邦　彦
i東京大学教授）

2

化学とは②～自然界に見ら

@れる化学変化～

　自然界に旧いて、化学変化がどのような形で見

｢出せるか。化学変化イコール実験室・白衣・ビ
[カー、試薬瓶といったイメージを、ここで改め

ﾄ見直す。

綿　抜　邦　彦

3

物質の構造～物質は何から

@できているか～

　固体物質の構造から発展させて、エネルギーと

ｨ質の不連続の問題、さらに原子の構造へとつな

｢で行く。
同　　　上

4
原子の構造
@～陽子・中性子と

@電子～

　原子を構成している電子、陽子、中性子の本性

�ｲべ、さらに水素原子の構造、同位体、原子の

d子構造などを明らかにする。電子の殻構造、価

d子の数などの知識は、次章の理解に：生かされる

伊　能　　　敬

i武蔵汰学教授）

5

化学結合
@～価電子の
@　はたらき～

　いろいろな化合物の結合、特に結合のエネルギ
[や結合距離など、そこに認められる規則性など
�T観したあと、結合はなぜできるかを考える。

ｱこでは共有結合に重点をおいて話を進める・こ
ﾌ理解が他の結合様式すべてを理解する上で必要

ｾからである。

小　谷正博
i学習院大学教授）

6

物質の三態～物質の状態

@変化はどのよう
@にして起こるか～

　気体の性質からはいって、液体、固体の特徴を

ｾらかにし、それらの状態の相互変換について調

ﾗる。 綿　抜邦　彦．

7

溶：液　（1）

@～水の
@　はたらき～

　とくにすぐれた溶媒である水の性質から説き始

ﾟて、溶げるという現象、溶液の性質、純物質の

t体との違いなどを学ぶ。 伊能　　　敬
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章に続いて溶解と沈殿、蒸留、再結晶などに

溶　液　（2） 伴う諸現象を検討する。

8 ～溶液から 伊　能　　　敬

の離脱～

物質の三態、正常な溶液から見れば、いろいろ

コロイド状態 な意味ではんぱな状態にあるのがコロイドである

9 ～中途はんぱ ところが、われわれを取り囲む自然界、衣食住を 同　　　上

な粒子～ 支える多くの物質が、実はそのコロイドの状態に

ある。

水素と酸素を一一定割合に混合しただけでは反応

10

化学反応　（1）～はやいか

@　　お・そいか～

し：ないが、点火すると一瞬にして爆発して反応が

Iる。鉄でもさびやすいもの、さびにくいものが

?驕Bいろいろな反応が、さまざまの反応速度を

　田　丸　諮　二

i東京理科大学教授）

示す。その仕組みを調べてみよう。

水素と塩素との光化学反応は、ひとつの連鎖反
化学反応　（21 応とは何かを調べ、これに関連した反応として触

11 ～連鎖反応と 媒反応を説明する。 同　　　上

触媒作用～

酸と塩基、酸化・還元などの化学反応を、陽子、
化学反応　（3） 電子などのとり合いと平衡の立場から考える。

12 ～陽子・酸素・ 同　　　上
電子のやりとり～

基礎化学め後半「化学と人間のかかわり」に澄

13

有機化学　（1）～アルコールを

@　中心として～

いて活躍する有機化学関連の諸分野の話を理解す

驍ｽめにも、知って澄かなければならない有機化

wの基礎のうちこの章ではアルコールを中心に学

務　台　　　潔

i東京大学助教授）

ぶ。

前章に引き続き、カルボン酸とその誘導体を中

有機化学　② 心に学ぶ。

14 ～ヵルボン酸を 同　　　上

中心として～

放射能とは何か。から始まって、核反応の表し

核化学 方、人工核転換、核融合、原子力利用、放射性同

15 ～放射能とはど 位体など、核反応という他の化学分野と違う特異 綿　抜　邦彦
んなものか～ な領域について学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生命は分子を部品とする機械である。細胞の主

16

生命の化学　（1）～生命は分子

@　機械である～

要部品としての核酸、タンパク質は、また何から

ﾅきているのか。酵素の役割は何か。 大　島泰　郎
i東京工業大学教授）

生命の起源から説き起こし、先カンプリア代に

17
生命の化学　②～生命の歴史～ 焼ける生命の歴史、酸素の歴史、分子進化という

ｶ物進化研究の新しい手段に至るまで、生命の歴 同　　　上
史を追求する。

生物が生命を保ち、生活現象を続けて行くため
食物と化学　（1） には、外界から物質を取り込み、生体に役立つよ 福場　博保

18 ～食物のエネ うに変化させるいわゆる栄養現象が不可欠である （お茶の水女子

ルギー価～ 五大栄養素とは何かを述べ、またエネルギー源食 大学教授）

品のエネルギー値について考察する。

私たちの食生活は、エネルギー源食品をカロリ

食物と化学　（2） 一計算の勘定合わせだけで与えられて満足するも

19 ～食品の色と
@　味と香り～

のではない。多くの食品の配合の妙を生かして、

謔閧ｨいしく食べるのが私たち人類の特色ある食
ｶ活である。日常の食卓における色・味・香りを

同　　　上

化学の面から解説する。

生物の 天然物化学のあゆみを知るために日本に海ける

20
　コントロール（1＞～天然物化学と

@生物活性物質～

天然物研究者の足跡をたどる。生物活性物質の研

?ﾌ現状と、植物の生活に関与するホルモンに触

黷驕B

森　　　謙　治

i東京大学教授）’

21

生物の
@コントロール②～生物活性物質

@　研究の進歩～

　天然有機化合物の構造決定法の進歩は、分析の

�ﾊ化と切り離せない。生物活性物質研究の進歩

ﾉついて昆虫の生活に関与するホルモン、フェロ

c刀A幻のオーキシンaなどの例によって解説す
同　　　上

る。

学問としての化学は、いわゆる化学工業を成立

22

化学と産業　（1）～転換期にある

@　　化学工業～

させただけではなく、材料を媒介として他の産業

ｪ野にも貢献してきた。その歴史と現状を概観し

ｻ学技術開発に澄ける指導原理の展開を探る。

平　澤　　　冷
i東京大学助教授）

素材や材料としての物質の開発には、その組成、
化学と産業　（2） 分子構造のみならず、ミクロ、マクロ：な物質の構

23 ～高分子を例 造、集合状態まで考慮：する必要がある。合成高分 同　　　上
として～ 子を例にしてニーズに適合する素材設計を考える。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24

化学と産業　（3）～どんなつくり

@　方があるか～

　材料の開発はま：たその合成法の開発でもある。

ﾝ計された「物質の構成」を実現するためにどう

Aプローチするか。その指導原理を探る。 平澤　　　冷

25

化学と：産業　（4）～極限を

@　　追求する～

　物質の極限状態、または極限条件下に澄ける物

ｿの性質を追求する過程で、画期的な新素材が生

ﾝ出されている。新素材開発の動向と、それが産

ﾆに与える衝撃を予測し、化学工業の将来を展望

ｷる。

同　　　上

26

エネルギー資源（1）～人類が利用し

@たエネルギー～

　人類は火を利用することを知って、他の動物と

ﾙなる生活をするようになった。人類がこれまで

?pしてきたエネルギー資源を化学の立場から論

qする。

綿抜　邦　彦

27

エネルギー資源②～将来の

@　エネルギー～

　前章の化石エネルギーに替わるべき今後のエネ

泣Mーは何かを求め、原子力、地熱エネルギーに

ﾂいて解説する。 同　　　上

28

化学と環境　（1）～地球環境はど

@のように：変遷

@してきたのか～

　太陽系の特異な一惑星としての美しい地球の環

ｫの特色とくに水の果たす役割、大気の変遷、海

?g成変動の歴史について述べる。 同　　　上

29

化学と環境　②～人類の活動と

@　　地球環境～

　人類が膨大な資源を消費し、膨大なエネルギー

�g用するようになって、大自然の流れ、地球環

ｫに影響がおよぶようになってきた。主として大

C汚染を中心に、この問題を考えてみよう。

同　　　上

30

再び化学とは～分ける・つくる

@　　　・考える～

基礎化学の締めくくりとして、再び化学とは何

ｩを問いかけ、化学に澄ける方法論を説明すると

､に、今後の化学は専門家のみのものではなく、

Lく皆のものであることを説く。

伊　能　　　敬
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＝基礎生物学＝（TV）

　　　　　　　　　主任講師：毛利秀雄（東京大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　平本幸男（放送大学教授）
全体のねらい

　生物学の分野では日々新たな発見が行われ、新しい概念が提出されている。また医学、農学、工学

など応用分野との関連も深まっており、人類の将来に大きな影響を与えつつある。本丁では．生物学

の基本となる一般的事実や概念をできるだけ分り易く述べ、生命の探求がきわめて魅力に富んだもの

であることを伝えたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の特徴である「生きている」とはどういう

ｱとか。生物と無生物の違いはどこにあるか。本

（叢白重教士）毛利秀　雄

1 生物とは何か 講座のいとぐちとして、さまざまな生物が示す生

ｽ現象をフィルムなどで追いながら、この問題を

（東京大学教授）山　田　晃　弘（東京大学教授）

担当者全員によって考えていく。 石　川　　　統
i東京大学助教授）

生物の基本単位は細胞であり、多細胞生物では

形態的・機能的に分化した細胞群が組織・器官を
2 生物のつくり 形成し、それらの統合によって個体が作られてい 平本幸男

る。形態的、機能的な面から生物体のつくりにつ

いて解説する。

細胞の基本的な構造、物理・化学的性質および
生命の単位として 細胞の機能について解説する。また細胞分裂のし

3 くみや、増殖と分化についても述べる。 同　　　上

の　　　細　　　胞

細胞膜や核をはじめ、ミトコンドリア・葉緑体

・小胞体・リボソーム・ゴルジー装置・中心体な
4 細胞小器　官 ど、さまざまな細胞小器官の構造と機能について 同　　　上

概説する。

生体構成物質のタンパク質、核酸、脂質、炭水

化物はどのような性質のものか。また、細膜小器

5 生体を構築する分子 官などを構成する生体膜はどのような特徴をもち、 山　田　晃　弘

生物のはたらきにどのように役立っているかを解
卜する。

生体内のはたらきの基礎となる物質交代はどの

ようなものか。物質交代を司どる酵素のはたらき

6 物質交代と酵素 およびエネルギー運搬体のATPに注目する。細 同　　　上
胞内に散在する物質交代（反応系）の調節のしく

みも知る。

光エネルギーは緑色植物の行う光合成により生

物に捕捉される。光合成のしくみを実験を含めて

7 光　　合　　　成 解説。トウモロコシやサトウサビ、さらに多肉植 同　　　上

物の行うCぺ型の光合成についても学ぶ。光合成

に伴う光呼吸にも目を向ける。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発酵の反応系の解明を歴史的に考察する6それ

は生化学の発達史でもあるからである。筋肉運動

8 発酵　と　解　糖 の際に行われる解糖反応と発酵との共通性とその 山　田　晃　弘
役割を学ぶ。実験を組みあわせて理解を高める。

生物になぜ呼吸が必要か。呼吸を行うための体
のつくりと血液のはたらきを学ぶ。呼吸の内容を

9 呼　　　　　　吸 物質交代の面から明らかにし、他の物質交代との 同　　　上

関連にも注目する。

太陽エネルギーに依存して生きる地球上の生物

太陽エネルギーと を、エネルギーの流れと物質（炭素、窒素、リン

10 の化合物）循環の面から考察し、その流れを分担 同　　　上

生　　　　　　物 する重要な反応系とそれを担う生物について、野

外観察のフィルムと共に学ぶ。

多細胞動物の多くは神経系によって個体内の情

報伝達を行っている。神経系の基本単位である二

11 神　　　　　　経 ユーロンの構造と興奮（活動電位発生）、興奮の 平本　幸　男
伝導と伝達、神経情報の統合と処理などについて
述べる。

動物は受容器によって外界の変化および体内の

状態を感知してその情報を神経系に伝える。さま

12 受　　容　　　器 ざまな型の受容器の感覚受容機構について解説す 同　　　上

る。

筋肉の構造とその収縮機構について、脊椎動物

の骨格筋を中心として解説する。また平滑筋の構

13 運　　　　　　動 造と機能や神経による筋収縮の制御についても述 同　　　上

べる。筋収縮による個体のさまざまな運動様式に

ついて解説する。

筋収縮以外の生体運動、すなわち原形質流動、

アメーバ運動、繊毛・鞭毛の運動のしくみについ

14 運動、発電発光
ても解説する。これらの運動による生物体全体と
ｵての運動や、個体内における物質輸送などにつ

同　　　上

いても述べる。また生物発光や発電の機構につい
ても解説する。

神経系とともに生体機能の調節に与っている内

分泌系について述べる。脊椎動物や無脊椎動物の

15 ホ　　ル　　モ　　ン 内分泌器官から分泌されるホルモンの種類と働き 毛　利秀　雄
を実例を示しながら概説し、さらにホルモンの作

用機構についてもふれる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

生物には外界や内部環境の変化に対して、その

形態や生理的状態をできるだけ一定に保とうとす

16 ホメオスタシス る性質がある。これをホメオスタシス（恒常性の 毛　利　秀雄
維持）と呼ぶ。血糖値・体温・浸透圧の調節など

における神経系と内分泌系の関与について学ぶ。

外来性の病原菌や体内に高じた異常細胞などの

異物を排除し、生体の恒常性を維持するしくみと

17 免　　　　　　疫 しての免疫現象について説明する。血液型や臓器 同　　　上
移植の問題などについても述べる。

優劣の法則、分離の法則、独立の法則について

述べるとともに、複対立遺伝子、伴性遺伝、従性

18 遺伝の　法則 遺伝に関してもふれる。とくに、遺伝現象におげ 石　川　　　統
る対立形質の意味を正しく理解することに重点を
置く。

染色体、遺伝子、DNAの関係を説明し、種か
ら子へ形質の遺伝するメカニズムを減数分裂の機

19 染色体と遺伝 構とともに解説する。染色体地図、染色体外遺伝 同　　　上
子、染色体突然変異についてもふれる。

遺伝子の本体がDNAである事実はどのように

して明かになったかを述べ、DNAの化学的構造

20 遺　　　伝　　　子 について解説する。遺伝子であるDNAと笠当子 同　　　上
でないDNAについても述べ、　DNA複製の機構
および遺伝子突然変異に簡単に言及する。

DNA上の山伝情報をRNAへ転写するのに必
遺伝情報の発現 要な構造、プロモーター、RNAポリメラーゼな

21 どについて説明するとともに、転写を調節する機 同　　　上
1 構とその因子に関して述べる。m．RNAの加工と

成熟およびその構造上の特徴についても解説する。

tRNA、リボソームの構造について解説し、

遺伝情報の発現 遺伝コードがどのようなメカニズムでタンパク質

22 に翻心されるかを、開始、伸長、終止の3段階に 同　　　上

H 分けて説明する。翻訳後にタンパク質分子が受け

る加工と運搬のしくみにも簡単にふれる。

プラスミドベクター、制限酵素などについて述

べ、組換DNAをつくる基本操作を解説する。遺

23 遺伝子操　作
伝子操作には大きく分けて2つの目的があること
�ﾐ介し、ウィルス、可動遺伝因子などをベクタ 同　　　上

一とした高等生物の遺伝子操作にもふれ、その未
来像を探る。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子孫を残すための生殖は、生物のもつ特質の一
つであり、従ってきわめて重要な現象である。動

24 性　と　生　殖 ・植物にみられる生植方法、両性生殖における性 毛　利秀雄
の決定機構、生活環などについて具体的な例をあ

げながら解説する。

配偶子の形成から卵と精子の相互作用、さらに

両核の融合に至る一連の受精現象を、実験をまじ

25 受　　　　　　精 えながら説明し、その意義について考察する。細 同　　　上
菌の受精や単細胞生物の接合についても言及し、

また体外受精や着床の澗題にもふれる。

受精した卵は発生を開始する。卵割（細胞分裂）

胞胚およびのう胚形成、外・中・内三胚葉の分化

26 初　期　発　生 に至るいろいろな動物の初期発生過程を、フィル 同　　　上
ムで追いながら解説する。個体発生と系統発生の

関係についても述べる。

動物の発生のしくみに関する前成説と後成説、

分化と形態形成 モザイク卵と調整卵、誘導と極性などの概念を解

27 説した後、細胞・組織の分化と形態形成について 同　　　上
1 の最近の知見を、分子生物学や細胞生物学の成果

をおりまぜながら紹介する。

植物の体のつくりをみると、一つとして同じつ

分化と形態形成 くりのものはない。しかし、巨木でも盆栽でもア

28 カマッはアカマツである。植物の体はどのように 山　田　晃　弘

■ して発達するのであろうか。実験（フィルム）を

混えながら考えてみる。

植物の細胞および動物の細胞核の全能性につい

分化と形態形成 て述べ、遺伝情報の時間および空間に関する選択

29 的発現が分化の根幹をなすことを解説する。また、 石　川　　　統

皿 昆虫の発生と変態などを例として、形態形成を制

御する因子についても考察を加える。

　この講義のしめくくりとして、生物学とその周
ﾓの分野が今後解明していかなければならない問

平　本幸　男

30 生命科学の展望
題について話し合う。主な問題としては、発生の
ｵくみ、脳の機能、遺伝子操作と細胞工学および

毛　利　秀雄

R　田　晃　弘
その応用としての品種改良、体外受精などがとり
繧ｰられる。

石　川　　　統
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　　　　＝人間の生物学＝（TV）

〔主任講師：太田次郎（澄茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

　人間（ヒト）も生物の1種であるが、他の生物とは違ったいくつかの特徴をもっている。それらの特

徴とは何か、人間とはどんな生物かを、生物学の立場から探っていく。また、広く生物界に通用する法

則性がどこまで人間に適用できるかを調べ、科学的に見た人間像の形成をめざしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生物としての人間

　人間（ヒト）は生物界でどんな位置を占めてい
驍ﾌか、，人体の診もな特徴は何か、脳を中心にし

ﾄ人間は他の動物とどこが違っているかなどを概
烽ｵ、生物学の立場で人間をとらえる視点を明ら
ｩにする。

太　田　次　郎

i澄茶の水女子大

w教授）

2 入類の誕生と進化

　生物の進化の歴史で、人類はいつ、どこで誕生
ｵたか、それはいかなる証拠で裏づけされるかな
ﾇを述べる。また、化石人類から現代人に至る進
ｻの道筋をたどり、人類進化の歴史を探る。

同　上

3 入体の成り立ち

　人体は、いかなる成り立ちであるかを、形態的
ﾊを中心にして述べる。組織・器官・器官系の成
阯ｧちを調べて入体の特徴を知るとともに、構成
ﾌ単位となっている細胞の構造と機能について概
烽ｷる。

同　上

4 血液とその働き

　人体内の細胞は血液に浸され、血液は細胞の働
ｫを支えている。血液とはどんな組成でそれぞれ
ﾌ成分はいかなる働きをするか、血液循環のしく
ﾝ、腎臓での排出作用などを調べ、人体の働きに
ｨける血液の役割を明らかにする。

同　上

5
入体の活動とエネ
泣Mー

　人体は様々な活動を行うが、そのもとになるエ
lルギーは何か、エネルギー獲得の手段などにつ
｢て概説する。消化と吸収、呼吸：などのエネルギー獲得手段、筋収縮などエネルギーを消費する活

ｮを説明する。

同　上

6 脳　　と　神　経

人体に澄ける情報の伝達と統御にあっかる神経
ﾆ脳の構造と機能を説明する。神経系の単位とな
驛jューロン、興奮伝達のしくみ、脳のつくりな
ﾇを調べ、脳とコンピュータを比較して、脳の働
ｫの特徴を知る。

同　上

7 ホ　　ル　　　モ　　　ン

　神経と共に人体の働きの調節にあっかるホルモ
唐ﾆは何か、その働きの特徴などを説明する。人
ﾌの各内分泌器から分泌されるホルモンの種類、

zルモンの相互作用を調べ、人体の恒常性を維持
ｵているしくみを説明する。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物の行動としての本能、学習（刷り込みも含
む）、知能の意義を、具体例を示しながら説明す

8 行　　　　動 る。人間の行動の特徴を、学習と知能を中心にし
ｽ、他の動物の行動と比較しながら考えていく。

太　田　次　郎

人間も含めて多細胞生物は、1個の受精卵がも
とになって発生、成長して成体となる。代表的な

9 生殖　と　発生 動物の発生の経過を説明し、それと人間の発生と 同　上
の共通点や相違点を明らかにする。また、発生の
しくみを探る研究にもふれる。

遺伝の法則、遺伝のもとになる遺伝子と染色体

の関係、性と遺伝、心慰子の本体であるDNAの

10 遺伝のしくみ 構造と機能などを概説する。生物一般に成り立つ 同　上
遺伝の法則性が人間にどこまで適用できるかも考
える。

ヒトのどの形質が遺伝し、どの形質が遺伝しな
いかを探る方法、その結果などを概説する。特に、

11 人間の遺伝 双生児法をもとにした知能や病気などの遺伝、近 同　上
親結婚の危険性など、身近かな問題をとり上げて
説明する。

自然界では、動物はふつう集団で生活している。

集団生活をしている動物では、1個体で生活して

12 個　　と　集　　団 いる場合とは異なる法則性に支配されることが多 同　上
い。動物の集団生活の法則性を調べ、人間の集団

生活の特徴を調べる。

自然界で、生物は環境と密接な関係を保ちなが
ら生活している。自然界での生物どうしのつなが

13 自　然　と　入間 り、生物と自然環境との関係を概説し、人間と自 同　上
然の関係、生態系に索ける人間の位置づけなどを
説明する。

人間の生物学の特有の問題として、健康と病気
をとり上げ、病気とは何かについて、生物学の立

14 健康　と　病気 場で考える。特に、感染と免疫を中心にして、病 同　上
気の予防と治療、人間の生活に澄ける健康の意味
を考える。

この講義のしめくくりとして、生物学の発展が未

来の人間生活に及ぼす問題をとり上げる。性と生

15 入間の未来
殖、遺伝、脳の研究などが入間の論理に与える問

闢_、人口問題などを例にして、今後、人間の生
同　上

物学てもつ課題を概説する。
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＝生命科学史1＝：（R）

〔主任講師　筑波常治（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　生物についてどういう研究がおこなわれてきたか、その歴史をたどりながら、科学的態度とはどのよ

うなものか、あきらかにしてゆきたい。科学研究の偉大さはもとより強調されなければならないが、反

面たんに絶対化するのではなく、それに宿命的にともなっている偏向ならびに限界も指摘したいと思う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「生物学」の語源

1 「生物学」の源流
独立したいくつもの流れ

w問の名称の時代的変遷

ｻ代生物学の宿命、歴史をかえりみる意義

筑　波常　治

i早稲田大学教授）

ふたつの源流　　　　博物誌の起源

生命論の起源　　　　対照的な方向

2 統一法則対多様性 生物研究室の変化　　生物研究と自然破壊 同　上

死が生命を意識させた　　　生気論の起源

古代ギリシアの医学者たち

3 生命観の変遷　’1 アリストテレスのプシュケー説 同　上

ガレノスによる集大成

生命のやどる場所

新たな文化を創造するために　時計の発明と機械

論最初の提唱者はデカルト　デカルトの苦心

4 同　上　　皿
自動人形の発明　人間：機械論の主張生体各部の
d掛げ　生きることと燃えること　フロジストン

同　上

説の当否　呼吸の正体　精神の生理的解明
精神と体は基本的にちがわない

機械の分解、生体の分析　細胞の研究がすすむ

生物と機械にちがいがある　全体論の登場

5 同　上　　皿 生命論の社会風俗への：影響　宗教の基盤 同　上

現代社会への：影響　　全体論と全体主義

博物誌のふたつの立場

ギリシアの学問、ローマの学問

6 博物誌と分i類学1 ローマ独自の価値観 同　上
近代ヨーロッパと博物誌

博物誌から分類学および進化論へ

実用分類の段階

実用を離れた分類

7 同　上　　皿 動物分類学と植物分類学 同　上
新しい動向と混乱

新しい分類方法の提唱
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人為分類と自然分類　　リンネの業績

生物界に普遍的な基準種の不変説の根拠

8 同　上　　皿 リンネにおけるキリスト教と科学 筑波　常　治
分類学の理想と現実

生物学の第3の源泉　アリストテレスの発生論

研究にとっての障害　ファブリチオとハーベーの

9 生殖と個体発生1 業績顕微鏡と個体発生　顕微鏡学派と前成説 同　上

卵子説と精子精

生気論と後成説後成説を支持する観察

哺乳類の卵の発見　脊椎動物の発生を比較

10 同　上　　皿 ベアの後継者たち観察から実験へ 同　上

発生機械学の提唱　モザイク卵と調整卵

発生学と関連する領域

悠久の年月の出来事　日常の経験は反対である

古代の進化論的な主張　あまりにも空想的な主張

11 進化の思想1 アリストテレスは進化論者か否か？ 同　上

中世における創造説の多様性

化石の研究　　新種の発見が進化論を生む

比較解剖学と品種改良　身分制を擁護した創造説

12 同　上　　H 啓蒙主義者たちの活動　進化論者ビュフォン 同　上

ラマルクの登場生物は先天的に進化する　キュ
ビェと天変地異説　イギリスの産業革命と進化論

13 同　上　　皿 ダーウィン以前の進化論者　ビーグル号の航海 同　上

自然淘汰説の提唱　ダーウィン説への賛否

自然界は残酷だ！　生存競争の是非をめぐって

探検が開いた世界　　探検は命がけだった

14
微細な生物界、

生物地理学の成立　　顕微鏡による探検

ｰ微鏡の発明と普及　極度に見にくい顕微鏡 同　上
巨大な生物界 レンズ、固定、切片、染色

細胞内部の解明がすすむ

進歩、停滞、後退の複雑な関係

生命の神秘と個体発生

15 屈折した科学の軌跡 自然発生説と進化論の癒着 同　上

機械論と進化論の矛盾

学問の本領
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＝生命科学四四＝（R）
〔主任講師　筑波常治（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　1あるいはHをそれぞれ単独に履修しても、または両方あわせて履修しても、どれでも可能である。

Hは生命科学の歴史にのこる代表的人物の列伝を中心に構成する。しかしたんなる個人の人物論にとど

めず、それぞれの生涯と実績をとおして、それぞれに代表される各分野の歴史をあきらかにするのがね

らいである◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

古代最高の生物学
ﾒ一ヒポクラテス、

Aリストテレスー一

古代ギリシアと近代ヨーロッパ

qポクラテスの医学　　哲学と生物学の関係

Aリストテレスとプラトン

�ｽ学とイデアの世界

Aリストテレスの後半生

筑　波　常　治

i早稲田大学教授）

2

古代ギリシア澄よ
ﾑローマの生物学
ﾒたち一アリスト
eレス（続）、ガレノ

X、農学者たち一

アリストテレスによる質料と形相

vシュケー3段階説　「動物誌」の内容

ｩ然の位階性と目的性　「万学の祖」と呼ばれる

芒r的注目されてきたガレノス

_業を重視したローマ

同　上

3

ローマおよび中世
ﾌ生物学者一プリニウス、クラチアス、

fィスコリデス、ア
rセンナ、アヴェロ

Gス　マグヌスー　　、

多様性と統一法則　　ローマの博物誌

vリニウスの業績と限界　図鑑の伝統

?｢の動物たちの物語　中中世の再評価

?｢末期の博物誌

同　上

4

ルネサンスの生物

w者1一ゲスナー、
Aルドロヴァンディ、

pラケルススー一

過渡期のルネサンス　ゲスナーとアルドロヴァン

fィ　偉人物語の主人公たち　迷信や妖術も復興

垬Qのパラケルスス　科学に貢献した魔術 同　上

5

　同上皿一プアン・

wルモント、

_・ヴィンチ、ベ
Tリウスー一

ファン・ヘルモントの植物の実験

ﾟ代的な生命観と研究方法

lズミの自然発生の実験世紀末の怪奇趣味
l体解剖の実現　ベサリウスの光と：影

�U学の裏面史

同　上

6

機械論者と顕微鏡
w派一デカルト、ボ
激梶Aサントリオ、
tック、マルピーギ、

Xワムメルダム、レ
[ウェンフク、他一

力学的自然観と機械論の登場デカルトとボレリ

Tントリオの体重測定器顕微鏡学派の人びと
tックとスワムメルダム　微生物を発見したレー

Eェンフク　観察につぐ観察

?｡に徹した研究者

同　上

7

多彩な18世紀の
ｶ物学者1一ド・
堰Eメトリ、ヴォル
t、スウ手一デンボル

O、啓蒙主義者たち

機械論の徹底化

ｶ気論への逆行と後成説

ｻのほか注目される出来事

i化論の登場
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

多彩な18世紀の生

ｨ学者皿一リンネ、

rュフオンー一一

同世代の比較人物論　　リンネの生い立ち・

?｢つぐ後継者の出現　ビュフォンの黒い立ち

ﾁ権階級ゆえの成功　　両者の共通性

ｼ者の対照的な部分　　反発しあった宿敵同士
筑波　常治

9

進化論の提唱者と

ｽ対面一ラマルク、

Lュービェー一

科学的と非科学的の意味　ラマルクの生い立ち

ﾏ化しつづける生命変化が希望ではなくなった
條冝@キュビエの生い立ち　比較解剖学と進化否

閨@実証の成果と限界教養人と行政家
辮｢の不運な評価

同　上

10
進化論の確立者1

黹_ーウインー一

産業革命と進化論スペンサーとテニスン
ｶ涯と思想の落差学校に適応できず
_ーウィンが愛読した「セルボーンの博物誌」

_ーウィンがあこがれたフンボルト
xイリー神学の影響　ビーグル号への乗船
P9世紀イギリスの国家活動

同　上

11 同　上　　皿

ビーグル号の航海　　進化論の着想

a気の不幸と幸運　　ダーウィンの学習過程

ｩ然淘汰説の提唱　　ダーウィン説への賛否

ﾐ会進化論の諸流派

同　上

12
遺伝法則の発見者1

鼈黹 ンデルー�

人から専門家への伝達遺伝学史は未開拓？古

繧ｩら17世紀までの研究者1
W世紀以降の研究者たち　メンデルの生い立ち修

ｹ院のメンデル　国家試験とウィーン留学�
上

3�
　同　上　　皿一

諠塔fルー（続）�

験を重視する態度　物理学による発想い

墲艪驕uメンデルの法則」　定量的方法の導入研

?ｬ果の発表と反響　メンデルの後半生い

墲艪髢@則の再発見�
　上

14�

然発生説の否定者

P一

pストゥールー�

ーウィン、メンデル、そしてバストウール優

剞ｶとしての生涯　リービヅヒの発酵理論発

yをめぐる化学と生物　ブーシェによる実験と結

_　自然発生説との遭遇　古代から常識だった思

z�

　上

5�

　同　上『　皿一

pストゥールー　
@　　　　　（続）�

然発生説への疑問　ニーダムとスパランツァー二

ﾌ実験　同一の結果、正反対の結論ニ

[ダム説が有力になる　「白鳥のフラスコ」を発

ｾする　反論を予測しての再実験自

R発生説を間接的に否定する　医学への進出�

　上
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＝地球と宇宙（地球：篇）　＝　（TV）

〔主算師；鷲蕎磯鶏諜1〕

全体のねらい

　われわれの住む地球は宇宙の一員である。地球は固体地球とその上をお澄う水圏澄よび気圏よりな
る。まず宇宙の中に澄ける地球の位置づけを認識し、ついで地球についての諸々の事象に探究の目を

向げる。現在、われわれが目にする地球に加えて地球の歴史についても学ぶ。以上何れも基本・基礎

的な立場に立って考究する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地球は太陽系の中で水をたたえた唯一の惑星 奈　須紀　章

1 宇宙の中の地球

である。その太陽系は宇宙の中の銀河系に属す
驕B日常われわれが意識する地球は巨大なス
Pールを持つものであるが、宇宙の中にあ

（放送大学教授）

っては徴小な存在である。このような宇宙 小　尾　信　弥
の中における地球の位置づけを認識する。 （放送大学副学長）

地球は気圏・水圏・固体地球の3圏よりなる。

それぞれの圏は、さらに：幾つかの層圏に分れて

2 地球　の　層圏 いる。これら地球の層圏について、現在までに 奈　須　紀　章
知られている知識の内容を学ぶ。

当然のことながら、人類は太古の昔より大地

について様々な思索を行なってきた。そして長

3 地球科学の発展 い年月をかけて地球の本質を解明し、その実像 同　　上

に迫ってきた。そのような地球科学の発展の経

緯について学ぶ。

気圏を構成する主体は大気である。太陽エネ

ルギーは大気に対し大きな運動を行なう原動力

4 大　　　　　　気 を与える。大気の大循環、気圧、風、前線など 同　　上

大気のダイナミクスについて学ぶ。また天気や

気候についても学ぶ。

水圏を構成する水分の大部分は海洋にたくわ
えられている。海水は流体であるので絶えず動

5 海　　　　　　洋
き易いという本質：を持つ、海流、潮流、波浪な
ﾇ、いつれも海水の流動のあらわれである。こ 同　　上

れらの事項について学ぶ。また海底のもつ本質
についても学ぶ。

固体地球は層状構造をもつ、地表から地心へ
向って地殼、マントル、外核、内核よりなる。

6 固　　体　地　球
三七とマントル上層の一部はプレートとして地
?¥層の固い部分を構成する。このプレートは 同　　上

動いている。これらについて学ぶ。さらに重力
と地磁気についても学ぶ。

地殼やプレートを構成する単位は種々の鉱物

であり、1種または多種の鉱物の集合体が岩石
7 岩石　と　鉱物 である。岩石は主として造岩鉱物で構成される。 同　　上

岩石は火成岩、堆積岩、変成岩に：3大別される。

これらのことがらについて学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 地　　　　　　層

　堆積物は固化して堆積岩となる。堆積物や堆
ﾏ岩は水平的なひろがりをもつ地層を形成する。
n層の中にはよく化石を含む。地層の層序と対
艪ﾍ重要である。地層は変形して断層や摺曲を
ｦすことがある。また整合、不整合関係を示す
ｱとがある。これらについて学ぶ。

奈須　紀　章

9 地　　質　　時　代

　地球上に水がたたえられるようになってから
n表における物質の循環がはじまり堆積岩が形
ｬされた。それから以後を地質時代という。
ﾎ年代、絶対年代を用いて地質時代の実体は解
ｾされた。これらのことについて学ぶ。また地
ｿ図についても学ぶ。

同　　上

10 固体地球の表層

　固体地球表層の実体とその変遷の歴史につい
ﾄは19世紀後半より解明が大いに進んだ。ゴざ
hワナ大陸、大陸移動説の提唱から古地磁気研
?ﾌ結果による大陸移動説の復活、中火海嶺系
ﾌ発見。大洋底拡大説の提唱へと時間経過を追
ﾁて学ぶ。

同　　上

11 プレートテクトニクス

　大洋底拡大説は数年後プレートテクトニクス
烽ﾖ進展した。その間に大洋底地磁気異常の縞
ﾍ様の発見、トランスフォーム断層の提唱、ホ
bトスポット説の提唱があった。これらはプレー
gテクトニクス説の中でも生かされた。これら
ﾌ事項について学ぶ。

同　　上

12 地　　　　　　震

大洋底拡大説澄よびプレートテクトニクス説

ｪ提唱されてから、それらとの関係で地震発生

ﾌメカニズムが随分と明らかになってきた。こ

黷轤ﾌ事情について学ぶ。また地震の種類、規

ﾍ、震度などについて学ぶ。

同　　上

13 火　　　　　　山

　プレート境界に：はよく火山が形成される。と
ｭに活動緑辺域であるプレートの潜没帯は火山
ﾑをともなう。さらに中央海嶺系やホットスポ
bトには火山が形成されやすい。このような火
Rの形成の過程について学ぶ。さらに火山の種
ﾞについて学ぶ。

同　　上

14 地　球の歴史

　地球の創生以来の歴史は近年随分とよく解明
ｳれてきた。地質時代以前、それから地質時代
ﾉ入って生物の発生と進化をともなう地表の変
Jの歴史は多彩を極める。先カンプリア時代、
ﾃ生代、中生代、新生代を通じてこうした地球の変遷の歴史を学ぶ。

同　　上

15 日　本　列　島

　日本列島は大局的には太平洋プレートがユー

宴Vアプレートの下へ潜没する変動帯に：位置す

驕Bこれは現状である。この点についてまず学

ﾔ。ついで日本列島の地史について学ぶ。さら

ﾉ地下資源について学ぶ。

同　　上
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一地球と宇宙（宇宙編）一（TV）
〔主任講師：痛論膿i馨鵬〕

全体のねらい

　地球と宇宙という私たちの自然環境を学ぶ科目のなかで、ここでは宇宙について学ぶ。人間の宇宙

観の歴史に始まって、太陽系や恒星、銀河系や銀河について学習した後に、宇宙全体の構造や進化、

そして最後に地球を含む太陽系の起源を学んで地球編につなぐ。全体を定量的に：扱うわけではないが、

可能な限り事柄を量的に理解させる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

天文学は最も古く逸った科学の1つである。

1 天文学の歴史　1
ここではギリシアの王子学から16～17世紀にお

ｯる太陽系の確立、それに続く古典天文学の発

Wや恒星天文学の誕生、さらに天体分光学から

小　尾　信　弥

i放送大学副学長）

天体物理学が始まる19世紀末までを扱う。

　今世紀に：入って天文学は面目を一新して、大
ｽ射鏡の建造、新しい物理学による物質観や時

2 〃　　　　皿：
直観の革：新、電源観測や宇宙開発、コンビュー　　　　，タなどの技術開発によって、天文学も大きく発

同　　上

展し、人間の宇宙観も一新した。それらの過程
と成果を学ぶ。

ケプラーの法則からビッグバン宇宙の検証ま
．で、宇宙の知識は宇宙の観測にもとづいている。

3 現代の天体観測 今日では、光学観測ばかりでなく電波観測や大
C圏内の観測が重要な位置をしめているが、そ

同　　上

れら種々の観測を概観し、また分光観測など観
測の再本についても学ぶ。

惑星は距離が近いため明るく見え、その動き
も古くから観測され、占星術が興り、天動説や

4 太陽系の運動 地動説が唱えられ、ニプートンに至って力学的
ﾈ太陽系像が確立して、ここでは太陽系に澄け

同　　上

る運動の典型的なものとして、惑星の運動につ
いて学ぶ。

惑星や小惑星、衛星、阻石、．彗星や流星物質

など太陽を回る無数の天体は、呼び名が異なる
5 太陽系の天体 ように、大きさや外観、組織などをはじめとす 同　　上

る性質に大きな違いが見られる。ここでは惑星

をはじめ太陽系の主要な天体に：ついて学ぶ。

太陽系の中心である太陽はふつうの恒星であ
るが、距離が近いため、表面の現象がその変化

6 太　　　　　　陽 が観測できる唯一の恒星である。恒星に：関する
m識のかなりのものは、太陽の観測や研究が・基

同　　上

礎に：なっているし、また地球に：大きな影響をも
つ点でも極めて重要な天体である。

自分でエネルギーを放って輝いている点で、

恒星は太陽と同種の天体がある。しかし、質量
7 恒　　星　　1 や半径、光度は広い範囲にわたっている。恒星 同　　上

についての種々の性質を知る手段は、その結果

について学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 恒　　星　　H

　恒星の分光観測にようて、表面の温度や化学

小尾　信弥

9 恒星の変化

　恒星は星間雲のなかで誕生した、質量によっ
ﾄ異なる寿命を終る。その間で主系列星や巨星、
ｴ巨星など特徴の大きく異なる状態を終る6ま
ｽ寿命を終る際も、質量により様相を異なる。ここでは進化を研究する原理から、進化の各段

Kの特徴を学ぶ。

同　　上

10 銀河系の天体

　銀河系には新星や超新星などの変わった天体

竅A星団のような恒星集団も見られる。また星

ﾔには星間物質や星間雲、さらに電波天体やX

?V体なども見られる。これら銀河系の各種の
V体につい七学ぶ。

同　　上

11 銀河系の構i造

　われわれのまわりの恒星は、星間物質や星間
_とともに直径が約8万光年の薄い円盤状の集
cをつくっている。これが銀河系である。ここ
ﾅは銀河系の構造の歴史を概観した後で電波天
ﾌなどで明らかにされ、銀：河系の構造や運動、また銀河系天体の特作について学ぶ。

同　　上

12 銀．河の世　界

　銀＝河系の外には、銀河系と対等な別な銀河が

ｳ数に観測されている。これらの銀河の距離や

蛯ｫさ、質量、さらに型などについて学ぶ。さ

轤ﾉ：、四時銀河やクコー・リーなど特異な銀河

站竕ﾍ集団について学ぶ。

同　　上

13 宇　宙の構造

　宇宙の全体的な特徴をまとめて概観したあと

ﾅ、相対論的宇宙論の基礎に：なρているフリー

hマンのモデルに：ついて学ぶ。またフリードマ

唐ﾉモデルに基づく膨張宇宙の構造に：ついて学

ﾔ。

同　　上

14 宇　宙の進　化

　フリードマンのモデルに物質と放射を導入し
ﾄ得られる進化宇宙論穿中心に学ぶ。3K宇宙
w景放射に基づいて宇宙に転職のあったこと、・
ﾜたピックバン初期の宇宙の進化についても学ぶ。宇宙の未来についても述べる。 同　　上

15 宇宙の進化と地球 同　　上
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一日本の自然＝　（TV）
〔主任講師；翻紀欝灘鍵〕

全体のねらい
　日本の自然の姿を、いろいろな視点から眺めてみる。とくに、住民の地形・気候・水文・生物な
いし自然的環境とのかかわり方、日本人の自然観や自然保全等について生態的、歴史的、地域的に考

察して、日本列島の自然的特色を総観する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　変容した自然景

1
内外から見た日本

2　自然景の特色

R　外国人のみた日本の風景

西　川　　　治

の自然 （立正大学教授）

1　伝統的自然観の再検討

2
日本人の自然観と

2　相反する二つの自然観

R　自然観の比較論 同　　　上
その変遷

1　地質の基礎知識

2　日本列島の地質構造

3 日　本の　地　質： 3　プレートの動きと日本列島 奈　須　紀　幸

4　日本列島の変成帯

5　日本列島の地史

1　島国としての地形の特色

2　山国としての地形の特色 式　　　正　英

4 日本の地形的特色 3　平野と盆地の地形 （澄茶の水女子
4　地形の環境論的意義 大学教授）

1　土地の使い分け

，日本の地域環境と 2　地形環境と開田史

51生活一地形環境 3　地形面をはい上がる開田史 西　川　　　治

と開田史 4　人工水系による景観変化

1　世界的視野からみた気候の特色

6
日本列島の気候の

ﾁ色

2季節の成り立ち
R　久　　、

S　梅雨季と盛夏

前　島　郁　雄

i東京都立大学
@　　　　教授）

5　陰森　台風季

1　亜熱帯から亜寒帯へ

7
日本の気候環境と

2　顕著な季節変化

R作物裁培と気候 同　　　上
生活 4　雪と生活

5　気象災害
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　水に恵まれた日本

2　日本人と水 権　根　　　勇

8 日本の水文環境 3　水利用と環境問題
（筑波大学教授）

1　日本の植生分布

2　日本の森林と文化 大　沢　雅彦
9 日本の森林と文化

（千葉大学教授）

1　植生帯状分布の調査

10
日本の植生景観と

2　微地形分布と土壌・植生調査 大　沢　雅　彦

吹@内　和　彦
その調査法 （東京大学助教授）

1　動物の分布をきめる自然条件
2　過去の日本列島に響ける動物分布
’3　縄文時代の生活と動物 濱　田　隆　士

11 日本の動物と生活 4　日本列島周辺の植生動物 （東京大学教授）’

5　陸上生物 樋　口　廣　芳
6　日本列島における鳥の分布
7　動物分布と人間の生活

1　海岸の大別
2　日本の海岸

12 日　本の　海　岸
3　特殊な海岸
S　流水の浸食・運搬・堆積作用 奈　須紀　幸

5　海岸に働く営力
6　日本の海岸の例示

1　日本の海

2　日本の周辺の海水

13 日　本　　の　海 3　日本周辺の海底 同　　　上

4　日本周辺の大陸棚

1　自然災害　　　　　　3　平野と高潮洪水
2　災害発生の素因としての日本の自然 大　矢　雅彦

14 日本の　自　然
4　平野と河川洪水　　　5　平野と内水洪水
U　津波災害　　　　　　7　山崩れ、地滑り
W　火山災害　　　　　　9　地震災害 （早稲田大学教授）

10　自然災害対策としての自然環境認識の重要性

1　自然の再認識

2　日本に診ける自然保全の先覚者

15 自然の利用と保全 3　自然災害と防災対策 西　川　　　治

4　景勝地の保全運動

一113一



＝科学と実験＝（TV）
〔主任講師　宮代彰一（元放送大学教授）〕

全体のねらい

　広い科学のなか（工学や技術も含む）の多くの分野での実験的な仕事を横に貫き、共通する問題、考

え方、あるいは手法などを抽出して考えてみよう。これらはそれ自体で興味深く、実際的であり、かっ、

少し大げさだが、実証科学の本質にも係わるものと思う。なお、面接授業では、いくつかの実験を学生

が自ら行えるようにする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学における実験　実証的な科学のおこり、近代

物理、化学、生物学の成立実験（科学）の限界 宮　代　彰　一
1 序論（科学と実験） 再現性実験の舞台、基礎科学と応用科学

w習実験と研究実験
（元放送大学教授）

研究者の習性　問題の発見が最初　その手法、流

儀、整理による発見、BS法やKJ法 宮　代　彰　一

2 問題発見と計画 計画性、その手法、フローチャート、PERT法 宮　尾　　　亘

など　計画実施上の問題 （東京工科大学）

科学は情報の拡大生産　科学技術情報の所在とそ

の形文献の種類と膨大な量研究の各段階と調
3 情　報　・　文　献 査　検索、原理と方法、機械検索、動向 同　上

情報活用のあり方

観察からすべてが始まる　観察の例、野外観察

4
観察と記録、そし

ﾄ整理

なまのデータを記録　整理は事物把握…の基本、周

喆¥　試料の整理、生物の分類学、階級、学名

lえ方の整理

吉　田　　　治

i千葉大学教授）

五感という窓の性格　刺激量と感覚量：、感覚の限

界機械による限界の拡張、例として視覚におけ
5 感覚　と　観　測 る機能（大きさ、強度、波長、時間の面での）拡 宮　代馬　一

張　感覚と知覚

日常生活と単位　昔の単位、単位の進化

単位はどうあるべきか、物理量と次元、単位 大　井　みさほ
6 単位　・標準 国際単位系（SI）、その基本単位と標準

ﾐ会習慣と単位、慣用の単位
（東京学芸大教授）

ものを作り動かす楽しさ　目的に合う測定器、測

定値の読み取り　装置の目的と仕様　設計、製図、

7 装置の準備と使用 工作、材料の常識を　ブラックボックス 宮代彰一
実験装置の活用、習熟
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

実験に欠かせぬ電気・電子的手法主な電気的量、

抵抗の測定受動素子と能動素子　トランジスタ、
田　中　清　臣

8 電気的な手法 論理素子電子計算機、プログラム

ﾀ験システム、自動化
（電通大助教授）

実験は危険と背中合わせ　実験室、家庭、産業で

の災害、危険への感受性危険の種類危険な薬 若　松　　　茂

9 実験と安全性 品、火災、爆発、中毒　電気装置と安全 （放送教育開発セン

事故が起こったら ター教授）

数値データの扱い、有効数字　データの図式化、

グラフ化の効果　グラフの種類、対数目盛りとグ 遠　山　紘　司

10 データの取り扱い ラフ　グラフ化の手法、大量データの処理 （文部省教科書調査

実験式をつくる 官）

真の値、不確かさと測定の限度　誤差の種類

誤差の伝播偶然的な誤差とガウス分布

11 測定の不確かさ 最小2乗法、確からしい線引き　妥当な測定とは 同　上

対象自体のあいまいさ　放射線測定でのばらつき

とポアソン分布　光量と画像の見え方、情報の不

12 観測とゆらぎ 足　ブラウン運動　SN比、散射雑音と熱雑音 宮　代彰一
マクロなゆらぎ

対象事物のモデル化と適用範囲　減衰振動、数学

的モデル　実体模型実験、寸法効果　計算実験：、

13 モデルと実験： モンテカルロ法　コンピュータ・シミュレーショ 同　上

研究や実験は報告で仕上がる　学習実験でのレポ

一ト　報告（論文）の組み立て　よい報告、分か

14；報告のまとめ る報告とは、対策は　各種の技術報告、特許とい 同　上

う形の報告

学習と実験、本当の興味は？　知識と知恵、自分

の問題への適用　創造性へのつながり　創造の技

15 し　め　く　く　り 法、発散の段階と収束の段階　創造の成否、同時 同　上

発見、同時発明
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＝生活と芸術＝（TV）
〔主任講師；熊倉功夫（筑波大学教授）〕

全体のねらい

生活と芸術の接点として芸能、建築、工芸などを取り上げてゆくが、それらの軸になるのは「茶の陽」

である。日本独自の茶の湯がどのような展開をしたのか。さらに、茶の湯と関連しながら生活文化がい

かに江戸時代から近代に発展してきたのか、そのさまざまの面に目を向け’る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）1

日本人の生活と芸術を総合的にとらえるにはどん

1
日本人の生活と芸

p

な視点があるか。生活文化としての展開をたどり、

ｱとに室町時代以後における生活に即した新しい

ｶ化として、茶の湯の意義などを考える。

熊　倉　功　夫

i筑波大学教授）’

中国の茶の文化は、二代に大きく成長し、日本に

も九世紀に伝わってくる。さらに鎌倉時代にふた

2 茶の文化の成立 たび茶の文化が禅宗とともに渡来し、日本的な展 同　上
開をとげた。

鎌倉時代末期以後、中国から輸入された書画や工

南北朝時代の美意 芸品が珍重され、「ばさら」という新しい美意識
3

識
が流行する。「座敷飾り」は洗練され、新しい生

?ｶ化が発展する。

同　上

室町時代の武家文化の発＝達にともない、新しい生

活様式が完成される。そうした様式の一つの核と

4 書院の茶の湯 なるのが書院における茶の湯で、書院の茶といわ 同　上

れる。その姿を具体的に述べる。

「花を瓶に挿す」ことが、やがて室内装飾として

発展してきたのは室町時代。いけばなの成立であ
5 いけばなの歴史 る。さらに江戸時代初期に至って、立花と呼ばれ 同　上

る新しいスタイルの完成をみた。

京・堺などの都市には豊：かな新興町衆が登場する。

彼らは武家貴族の遊びであった茶を自らの生活の
6 わび茶の成立 なかにあみ直した。村田珠光と武野紹鴎の茶をと 同　上

おしてわび茶の成立をみる。

わび茶の大成者千利休の茶とは、どのようなもの

であったのか。その生涯をたどりながら、わび茶
7 千利休と桃山文化 を徹底させ、主客の礼法を完成させた利休の茶に 同　上

ついて考えてみる。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 茶室　の　世　界

茶の湯の発達はその舞台にもあたる茶室という独

ｩの建築空間を展開させた。中世の書院造りから

ｬれだす茶室の系譜をたどりながら、日本の住宅

囃zに与えた影響も考えたい6
熊　倉功　夫

9 桂離宮と寛永文化

十七世紀前半の文化を寛永文化とよぶ。公家、武

ﾆ、町衆たちの協同した文化活動によって、繊細

ﾅ装飾性豊かな芸術が誕生した。その性格を桂離

{をとおして考える。

同　上

10 町人文化と建築

元緑時代を中心に町人の文化は遊芸の新しい展開

�烽ｽらした。遊芸は地方にも広がってゆく。京

sの遊郭の建築、地方都市の町家建築のなかに、

ｻの表現をみる。

同　上

11 生活のなかの飾り

@　　　　　転

建築の細部や身につける装飾品にも、みごとな文

ｻ遺産をわれわれの祖先は残してきた。さらに祭

閧竡ﾅ居小屋、あるいは神社の社頭などを飾りた

ﾄる。飾りを通して日本人の美意識を探ってみた
ｵ、o

同　上

12 料理文化の系譜

日本の料理は味だけではなく見る料理だといわれ

驕Bかつて料理は立派な芸能であった。室町時代

ｩら江戸時代後期までの料理文化の流れを概観し

モﾌ料理の特質をみる。

同　上

13 近代の工芸運動

日常生活の道具である工芸品に美を見いだし、こ

黷�ｯ芸と名づけて評価したのが白樺派の宗教学
ﾒ柳宗悦であった。民芸運動と柳の思想をたどり

ﾈがら、その意義を考える。

同　上

14 近代数寄者の世界

明治維新後の衰退のなかから、伝統文化を復興さ

ｹるのに大きな力となったのは、近代産業のにな

｢手であった財界人や官界の趣味人（数寄者）た

ｿであった。横浜に三渓園を作った原三渓などの

ｫ跡をたどりながら、彼らの意味を考える。

同　上

15 伝統文化と近代

近代になって西欧的な思考様式が取り入れられる

ﾆ同時に、伝統文化は大きく変貌した。伝統文化

ﾌ衰退と変質がなぜ起こり、今日、ふたたび流行

ｵているのはなぜかを問い直したい。

同　．上
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＝教育学概論＝（R）
〔主任講師　田浦武雄（愛知学院大学教授）〕

全体のねらい

　教育学は、教育現象を学問的に研究し、理論体系化したものである。教育は、文化・社会の動態と冠

人間の成長・発達との接する領域で、文化と人間との現実構造や変化過程を探究し、よりよい未来を創

出するのを助ける営みである。多くの教育問題との関わりを含め、教育の基本問題を検討し、それらの

改善の方向を究明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 教育学の意義

　1～4の4回にわたって、教育学及び教育の意
`を検討する。

@教育学の概念、教育論と教育思想、教育学の動

?ﾆ変遷等について考察する。

　田　浦　武　雄

i愛知学院大学教授）

2 教育構造と機能

　素質と環境と教育との関連のダイナミズムの構

｢について検討する。さらに教育の社会的機能一

ｶ化伝達、社会統制、文化改造一について検討し、

ｳ育の目的を考察する。

同　上

3 発達と社会化

　人間の成長・発達を焦点におく教育と、文化化、

ﾐ会化を焦点におく教育とに、教育の働きを区別

ｷることができるが、両者の考え方の特質を吟味

ｵ検討する。

同　上

4 発達と教育の理論

　人間の成長・発達の過程の把握とその処方をめ

ｴすものとして、発達の教育学を志向する必要が

?驕B人間的教育・全人的成長の必要性とその構

｢を検討する。

同　上

5
現代教育学の類型

@　　　　　　　　1

　5～6の2回にわたって現代教育学の類型を検
｢する。

@進歩主義、伝統主義、改造主義、実存主義、論

搦ﾀ証主義、マルクス主義等について、それぞれ

ﾌ特色を比較検討する。

同　上

6
現代教育学の類型

@　　　　　　　2

　教育社会学、教育人類学、教育心理学、教育人

ﾔ学等の諸領域について、それぞれの理論的特色

ﾆ意義を比較考察する。 同　上

7 教育の文化的基礎

　7～8の2回にわたって、現代社会と教育との
ﾖ連構造について検討する。

@教育は文化と密接に関連している点を、その多

l性、文化と人間形成等の側面にわたって考察す
驕B

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

今日の社会は情報化社会の特色をもっており、

地域社会や家族・社会集団に影響を与えており、

8 情報化社会と教育 教育上の問題も多い。情報化社会に：おける教育の 田　浦　武　雄

あり方、生涯学習の必要性等について検討する。

9～13の5回にわたって、学校教育の基本問題
を広い視野から検討する。

9 学校の機能と目的
学校の歴史的変遷、公教育、学校の機能を検討

ｵ、学校の教育目的の概念と構造、教育目的をめ
同　上

ぐる論争を整理し、教育目的の基準をどう考えた
らよいかを検討する。

学力観の変遷と学力のあり方について検討する。

とくに学力の概念、基礎学力論争を考察する。知

10 学力論と知識論 識と学力との関わり、知識の捉え方のちがいを検 同　上

毒し、教育㊧人間化の観点から、知識教育の道話

が何かを究明する。

何をいかに教えるかは、学校教育の基本問題の
一つである。教育課程の構成要素、教育課程の類

11
教育課程と教育方

@
型を検討し、学問中心、人間中心の教育課程の特
Fを考察する。併せて、教育方法の多様化につい

同　上

て検討し、学習指導の最適化の必要性について考
察する。

生徒指導・道徳教育は教科の学習指導とともに

12
生徒指導と道徳教

重要な領域である。生徒指導の必要性、生徒指導

ﾇ自己実現、生徒指導の課題等について検討する。

ｹせて道徳教育について、価値教育との関連、道

同　上

徳教育体制の比較検討を行う。

情意新教育および創造性の教育の必要性を考察

13
情意的教育・創造

し、それぞれの課題を検討する。情意的教育につ

｢ては、その現状と問題点を考察し、創造性教育 同　上
的教育 については、創造性の人間学の面からも探究し、

改善の方向について検討する。

教育制度・教育行政の意義を考察し、学校制度

14
教育制度・教育行

ｭ

の現状と課題、学校体系の改革、教育行政の動向

ﾉついて検討するσ歴史的反省とともに、他の国

ﾌ動向との比較研究を行い、教育上の課題を究明

同　上

する。

教育の質を左右するものとして、教師の役割は

蟷

大きい。近年、専門職としての教師の考え方が台

15 教　　師　　論 頭してきたが、その意義を吟味し、教職観の類型 同　上

を考察し、併せて教員養成の課題、教員の研修の

問題について検討する。
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＝行動科学1＝（TV）
〔主任講師：鹿取広人（帝京大学教授）〕

全体のねらい
　人間行動にかかわる諸問題を扱う行動科学は、神経生理学、心理学、社会心理学、文化人類学、社会

学、政治学など、幅広い学問分野の領域を含んでいる。ここでは特に人間行動の基礎過程に焦点をおき、

人間行動の発生・成立について、主として（1個体発生（発達）、および（2）系統発生の資料にもとづいて

取り挙げることにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 行動科学の視点’

1．行動科学とはどのようなものか。その対象と

菇@。

Q．心の研究と行動学的方法。

R．知覚世界と行動。

鹿　取　広　人

i帝京大学教授）・

2 行動の＝基本様式

1．行動のレベル。

Q．行動の間接三一遅延反応。

R．行動の選択性と情報の保持。 同　上

3 生得的行動　　1

1．行動の個体発生。‘

Q．ヒトの初期行動の特徴。

R．行動の発達変化と環境。
下　条　信　：輔

i東京大学助教授）

4 生得的行動　　H

1．行動の系統発生。

Q．本能行動の特徴。

＝@人間の本能。
長谷川　寿　一一

i帝京大学助教授）

5 脳　と　行動　1

1．神経系の仕組み。

Q．知覚と学習の径路。

＝@連合野の働き。
　渡　辺　正　孝

i東京工科大学助教授）

6 脳　と　行動　皿

1．神経行動学と脳。

Q．脳損傷者と行動。

R．失認・失行・失語。
河　内　十　郎

i東京大学教授）

7 習得的行動　　1

1．習得的行動の種類。

Q．レスポンデント条件づけ。

R．オペラント条件づけ。
山　本虐　　豊：

i帝京大学助教授）

『120一



回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．社会的学習。

2．観察学習とモデリング。
片　桐　雅義

8 習得的行動　　皿 3．模倣行動。
（宇都宮大学助教授）

1．情動の生理過程。

9
情動行動と動機づ

2．動機づけの仕組み。

R．探索行動。
浜　村　良　久

け　　1 （東京大学文学部助

1．情動行動の発達。

10
情動行動と動機づ

2．知的レベルと情緒。

R．利他行動。

高　橋　　　晃

i武蔵野女子短期
け　H 大学助教授）

1．赤ん坊の知覚世界。

2　乳児精神物理学、

1r 情報処理行動　1 3．感覚・運動協応。 下　条　信　：輔

1．記憶の仕組みと記憶モデル。

2．問題解決行動と思考。
市　川　伸　一

12 情報処理行動　1 3．選択行動と意志決定。
（東京工業大学助教

1．動物のコミュニケーション行動。

コミ．ユニケーショ
2．性行動とコミュニケーション。

13 3．i類人猿の言語学習。 長谷川　寿　一
ン行動　　1

1．非言語的コミュニケーション行動と言語的コ

コミ．ユニケーショ
ミュニケーション行動。

14 2．母子相互作用と前言語的コミュニケーション 鹿　取　広　人
ン行動　皿 行動。

3．言語と認知。

1．遺伝と環境。

3．行動発達の要因。 鹿．取　広　人

15 行　　動　　発　　達 3．自己意識の形成。 長谷川　寿　一・

下　条　信　輔
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＝行動科学H＝（TV）
〔主任講師　末永俊郎（帝京大学教授）〕

全体のねらい
　「行動科学H」では実験や調査など実証的な研究手法に基づいて社会的状況における多様な人間行動
の理解を深めてきた社会心理学の諸研究の中から、（D社会的環境の認知、（2》社会的影響、（3）対人的コミ

ュニケーション、（4）集団過程、㈲集団行動などの問題を取り上げて解説を加える。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会的行動の科学

　行動科学としての社会心理学の視点を、従来の

､究の歴史を辿りながら解説する。
末永　俊　郎

i帝京大学教授）

2
社会的環境の認知

@　　　　　　　　1

　他者の外見や行動から、その人の内的属性を推

ｪしたり、全体的な印象を形成する過程を検討す

驕B
今　川　民雄

i北海道教育大学

赴ｳ授）

3
社会的環境の認知
@　　　　　　　　皿

他者の行動の原因を推測する過程の分析を中心

ﾉしながら、他者に対する魅力がどのように形成
ｳれるかを検：討する。

　奥　田　秀　宇

i中京大学専任講師）

・4　Lノ
社会的環境の認知

@　　　　　　　皿

社会的環境の中で自分自身をどのように：認知す

驍ｩを「社会的比較」の問題を中心に検討する。
山　口　　　勧

i東京大学助教授）

5 社会的影響過程1

送り手や受け手の特性、メッセージの内容など

ｪ説得の過程にどのような影響を与えるのかを孝

ｦる。 上野徳美
i茨城大学助教授）

6 社会的影響過程皿

他者から承諾を得るために用いられている各種

ﾌ要請技法（段階的要請法、譲歩的要請技法な
ﾇ）の過程を検討し、その効果的な使用法を考え

驕B

川　名　好裕

i帝京科学技術

蜉w助教授）

7 社会的影響過程皿

　他者から見られる自分のイメージを操作するこ

ﾆによって他者に影響を与えようとする対人的方

ｪ（自己提示）が対人関係の中でどのような意味

�烽ﾂかを検討する。

　安　藤　清　志

i東京女子大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人と人を結ぶものとしての対人的コミュニケー

対人的コミュニケ ションの基礎的な問題を、非言語的コミュニケー
大坊　郁夫8 ションを中心に解説する。

一ション　　1 （惑星学園大学教授）

教育場面におけるコミュニケーションの役割を、

9
対人的コミュニケ

[ション　　皿

特に教師と生徒の関係を中心にして検討する。
古　城　和　敬

i大分大学助教授）

援助行動を促進・抑制する要因をさまざまな視

10 対人行動　1
点から検討し、併せて援助される側の心理を考察

ｷる。
中　論義　吉

（学習院大学教授）

攻撃行動が対人関係の中でどのような機能を果

11 対人行動　H
たすかを解説し、それが動因理論、精神分析理論

ﾈどとどのように関わるかを検討する。
大　淵　憩一

（東北大学助教授）

集団の中での成員相互の働きかけの過程につい

12 集団過程　1
て基礎的な検討を加えた上で、集団内の意思決定、．

W団思考などがどのように行われるのかを解説す
古　畑和　孝

る。
（東京大学教授）

リーダーシップの問題を中心にして、集団内の

コントロールシステムについて考える。

13 集団過程　H 同　上

集団と集団の間の葛藤がどのように調整される

14 集団間　関　係
のか、その過程が内集団、外集団成員に対する認

mにどのような影響を及ぼすのかを考察する。
　境　　　忠　宏

i横浜国立大学助教授）

集合場面におかれた人々の行動の特徴を、過去

15 集　合　行　動
の事例（流言・避難など）を参照しながら解説す

驕B
岡　部慶　三

i帝京大学教授）
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　　＝比較思想＝（TV）
　　　　　一自然について一

〔主任講師：青山昌文（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　現代の思想界における最大の課題の一つは、近代的な主観客観図式の乗り越えであり、現代文明にお

ける最大の課題の一つは、自然と文明の深、い意味での調和の達成である。この講義は、古今東西の自然

哲学をとりあげ、非主客図式的・非対象化的な〈一と全の哲学〉の視点から、これらの自然哲学の現代

的意義を探ることにしたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

かってメルロー・ポンティも指摘したように、

1

序章

ｩ然哲学の現代的

現代科学は、自然を対象化し、利用可能な材料と
ｵている。この姿勢は近代的な主客図式の結果の
黷奄ﾂであり、今日において自然の危機を生み、更

青　山　昌　文

i放送大学助教授）、

意義 に文明の危機を生んでいる。この現状を打破する
自然哲学が待たれている。

日本思想史の内で、「自然」という言葉を明確

歴史的遺産1
に哲学的意味においてキー・ワードとした代表的

2 日本（1）
思想家である昌益は、世界と人間との有機的な相
ﾝ連関、並びに世界自体の〈一〉性と〈全〉性と

同　上

安　藤　昌　益 に着目した哲学者であった。その哲学の現代的意

義を明らかにする。

昌益と並んで、日本における「気」の自然哲学

3
歴史的遺産H
坙{（2）

を代表する梅園は、宇宙の生成消滅の根本原因を
u一元気」ととらえ、その一気の分立として「気」

ﾆ「物」を考えている。彼の反観合一の思想は、

小　川　晴久

i東京大学教授）
三　浦　梅　園 自然全体を根底的に一者と見るものであり、今日

的意味をもっている。

墨田清初の思想家王船山は、北宋の張横渠に発

4
歴史的遺産皿
Aジア・アフリカ（1）

する「気」一元論の哲学を宇宙論として大成させ
ｽ。理気二元論と対立する彼の哲学は、自然の論
揩ﾆしての道を重視する。その道のダイナミズム

坂　出　祥伸

i関西大学教授）
王　　船　　山 と、自然と人間の同「気」論は、現代においてこ

そ示唆する所大きい。

西アフリカのモシ族は無文字社会である。彼ら

歴史的遺産Iv の自然に対する態度は、文字社会の人間とは異な

5 アジア・アフリカ（2） る別様の可能性をもっており、彼らの世界像は、

ｩ然との別様の通路を示唆している。文化と自然
小　川　晴　久

モ　　　　　　　　　シ の関係を非近代的に考察する際に、彼らの世界像
のもつ意味は大きい。

イスラムの叡知学派の祖イブヌ・ル・アラビー

6
歴史的遺産V
Aジア・アフリカ（3）

は、一者から多者へと世界存在が自己展開してゆ
ｭ際の連続性に重きをおいて、存在一性論を唱えた。自然と自己とが連続し共鳴しているという、 　川　田　順　造

i東京外国語大学教授）

イブヌ・ル・アラビー このスーフィズムは、オリエント的であると同時

に今日的でもある。

歴史的遺産～厘
　ソクラテス以前のギリシアの哲学者達は、自然
�ｶけるものととらえ、しかも自然全体は、宇宙

7
ヨーロッパ（1）

@ソクラテス以前
@の哲学者たち

生成の同一元から生み出されたものとして、連続

Iであると考えた。この自然には人間も含まれて
ｨり、このような自然と人間の生的一体観は、今

咩I意味をもっている。

五十嵐　　　一

i筑波大学助教授）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史的遺産W
ルネサンスの思想家ブルーノは、世界の全存在

ﾌ内に霊魂や生命や有機的構造を認める自然有機

8
ヨーロッパ②

@（ルネサンス）
体論者であり、彼にとって世界霊魂とは、自然に
熏ﾝする神的能動力であった。この思想は、地球

広　川　洋　一

i筑波大学教授）

ブ　　ル　　一　　ノ
の主人を人間ではなく太陽とする考えと共に、今
咩I意味をもっている。

ドイツ啓蒙哲学の祖であるライプニッツは、デ

9

歴．史的遺産V皿
?[ロッパ（3）

カルト的な機械論的自然観を批判し、本質的に自
ﾈ運動的で能動的なモナドが、結果として予定調
aしている世界として自然をとらえている。自然

横　山　紘・一

i東京大学助教授）
ライ　プニッツ において全ては結ばれているとするその哲学の現

代的意義は大きい。

百科全書派の中心的思想家であるディドロは、

歴史的遺産IX 自然に関して、例えばヴォルテールとは異なった

10 ヨーロッパ（4）
哲学を有している。自然の有機的一体性を重視し、

ｻの自己運動性と全一性に着目するディドロの自
青　山　昌　文

デ　　ィ　　ド　ロ 然哲学は、近代的地平を超えて、現代の問題群に
応えるものである。

ドイツ最大の文学者であるゲーテは、自然科学

歴史的遺産X 者でもあった。彼の自然科学は、ニュートン的な

11 ヨーロヅパ（5）
機械論的で自然利用的な立場と対立する、有機体
_的で自然共生的な学である。生きて生成してい

同　上

ゲ　　　一　　　テ る自然の内に人間をとらえる彼の思想は、極めて
今日的なものである。

ロマン主義的なドイツ観念論哲学者であるシェ

12

歴史的遺産）手
＝[ロヅパ（6）

リングは、自然を例えばフィヒテの様に単なる死
�ｾ道　の如くに見ずに、自己定立的な力をもつ
烽ﾌとする。その有機的な自然観は、客観から主

高　橋義　人

i京都大学助教授）
シ　ェ　リ　ン　グ 観が生じ、自然から自我が生ずる可能性を示唆し

ており、興味深い。

13

現代の　探　究
Aメリカ
@カ　　　プ　　　ラ

　アメリカのニューサイエンスの中心人物である
Jプラは、デカルト・ニュートン的な機械論的世
E像の限界を指摘し、自己組織化する有機システ
?ﾆして世界をとらえている。この思想は、有機

西村清和
i埼玉大学助教授）

マーチャン　ト
的自然観の歴史を探るマーチヤントの仕事と共に
d要な意床をもつ。

現代の　探究 ヨーロッパの物理化学者であるプリゴジーヌは、

ヨ一直　ツノく 古典科学の機械論的で時間可逆的な世界像に対し

14 モスコヴィッシ
a@　　ラ　　　ン

vリゴジーヌ

て、不可逆的で散逸的な世界構造を明らかにし、

ｩ然論を革新している。この立場はモスコヴィッ
Vやモランと同方向的なものであり、現代におけ
骼ｩ然論の白眉である。

青　山　昌　文

13回に亘り、古今東西の自然哲学・自然思想を
みてきたが、初回にも述べた自然の危機＝文明の

15
終章

�ﾚ　と　展　望

危機に対して、これらの思想はその乗り越えのた
ﾟの多大の示唆を与えてくれる。これらの思想は

同　上

各々深く自己の文化に根ざしていながら、同時に
深く普遍的なのである。
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＝日本語学概論＝（R）
　〔主任講師：古　田　東　朔〕

（
U
－
↓
9
臼
り
0
」
4
5

ー
エ
ー
1
1
■
1
1
1
1
噌
■

日　　本　　語

日本語の位相

話しことばと書きことば

日本語、東と西

日本語の発音

敬　　　　語

日本語の文字

日本語の表記

　　　　こ　い
日本語の語彙

「は」と「が」、コソアド

日本語の品詞

語・語句の用法

日本語の語順

日本語の文章・文体

これからの日本語

（古田東朔）

（古田東朔）

（尾上圭介）

（徳川宗賢・古田東朔）

（上野善道）

（古田東朔）

（築島　裕・古田東朔）

（古田東朔）

（鈴木英夫）

（古田東朔）

（古田東朔）

（渡辺　実・古田東朔）

（清水康行）

（古田東朔）

（古田東朔）
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＝近代詩歌＝（R）
〔主任講師：野山嘉正（東京大学助教授）〕

全体のねらい

　この講義は主として明治期の詩歌の歴史を、作品を読みながら考察するのが目的である。「詩歌」に

は近代の特色とされる新体詩と、短歌、俳句が含まれるが、それら相互の関連を観察し、近代詩歌の全

体像を浮び上らせる方法をとる。

回 テ　　一　　．マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この講義は主として明治期の詩歌の歴史を、作
品を読みながら考察するのが目的である。「詩歌」

1
はじめに一「詩
ﾌ」ということば

には近代の特色とされる新体詩と、短歌、俳句が
ﾜまれるが、それら相互の関連を観察し、近代詩

野　山　嘉正
i東京大学助教授）

歌の全体像を浮び上らせる方法をとる。第1回は
そのために様々な事例を提供する。

証体詩の源流とされる『新体詩抄』の成立につ
いて考えるが、西洋詩からの影響・創作の質・和

2
r新体詩抄』とそ

ﾌ周辺
歌のことばを採用したこと等々、実際に作品を読
ﾝ、3人の作者の見解を紹介する。それとは別に、

同　上

讃美歌や唱歌など他の先駆的な試みについても併
せ述べる。

鴎外を中心とするグループが発表した訳詩集
『亡母影』は『新体詩抄』の後をうけて当時の青

3
『於母影』とその

e響
年に新鮮な感動を与えた。音数律などの実験：に発

�ｳれた詩的感性の特質を考えるわけだが、さら
同　上

に、同時代への影響、特に雑誌「文学界」同人の
受けとめ方を追跡する。

「文学界」同人のうち面谷と藤村の詩業を概略

述べる。透谷における長詩の試みと挫折、仔情詩

4 透谷　と　藤：村
の達成。『若菜集』に始まる藤村の様々な模索。

｡村の新体詩の歴史的意義と、詩集、詩文集の総
同　上

体としての理解を心がけたい。

子規は詩歌の全体にわたる改良革新の計画を持
っていた。最初に実現したのが俳句：革：新、発句の

5 子規一一俳　句 重視であることは広く知られている。その理論と
ｵて「写生」を提唱したことも有名だが、『画譜

同　上

大要』について革新の方向を見定めながら、作句
の大体を探る。

短歌の革新は「写生」によりつつ、ほぼ俳句の
延長線上に考えられたが、俳句との本質的相違や

6
子規一一・短歌

F（付．漢詩と新体詩）
長い伝統を持っているためめ困難など、子規の未
?}は想像以上に緊迫に満ちている。子規の理想

同　上

について考察するとともに、新体詩と漢詩の業績
にも触れる。

雑誌「明星」では詩歌をミ図詩ミと呼び、新体
詩にはミ長詩ミ、短歌にはミ短詩ミの名称を与え
た。詩歌をミ詩ミとして統一的に理解したのであ

7 鉄幹　・晶子 る。「明星」はこの理念に基づいて総合的な文芸 同　上
雑誌をめざした。鉄幹・晶子の業績を中心に、明
星派の展開（光太郎・勇・啄木・白秋ら）につい
て述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 有明　と　法網

　藤村以後、難解な詩語を駆使した有明・法董は、
ｶ語詩の近代における運命について暗示的な意味
�揩ﾁている。上田敏の訳詩集『海潮音』に代表
ｳれる象徴詩の移入によって2人の詩人は懸る頂
_をきわめたわけだが、口語詩の拾頭によって詩
Mを折ることを余儀なくされる。有明・法董と口
齊高ﾆいう歴史の曲り角を概観する。

野　山　嘉正

9 鴎外　と　歌壇

　鴎外の短歌との関連を考えるとともに、その主
ﾉする観測楼歌会について素描する。子規・鉄幹
ﾌ系統に佐佐木信綱を加えて短歌の可能性を探る
ﾓ図に含まれるのは何か、という問題がそこにあ
驕B又、鴎外の実作として『うた日記』を詩歌観
ﾌ表れとして紹介する。

同　上

10 茂　　　　　吉

　子規以後の代表的歌人の一・人としての茂吉を、
謌皷ﾌ集『寺光』成立までの時期に限定して考察
ｷる。左千夫・赤彦・憲吉らにも触れることにな
驍ｪ、近代短歌のあり得べき姿の一つをきわめた
ﾆいう意味において茂吉は重要な存在である。茂
gの実作を追いながら、短歌のこれ以後の流れに
煬ｩ通しを立てるのが課題である。

同　上

11 白　　　　　　秋

　雑誌「文庫」「明星」から巣立った白秋は、短
ﾌと新体詩から始めて、その生涯を詩歌のすべて
ﾌ領域に捧げた。ここでは初期の詩集・歌集の全
ﾌ像を描くことが課題である。白秋に続いた犀星
�ｾ郎らについても簡単に述べる。

同　上

12 啄　　　　　　木

　白秋と同様に「明星」から出発した啄木は、文
齊高ｩら口語詩へ、短歌の口語化へ、という詩歌
ﾌ転回点に位置する。そういう位置に考察を加え、
增F木の核心にあるもの、或いはそこに揺れ動く心

薰�Tるのがこの回の課題である。盟友であった
｣果にも言及する。

同　上

13 虚　　　　　　　子

　俳句の歴史は子規以後、虚子・碧梧桐の二派に

ﾊれて謬る意味では現在にまで及んでいるとも言
ｦるが、虚子の伝統重視、碧梧桐の新傾向それぞ
黷ﾌ成立過程は単純なものではない。この回は虚
qが小説に強い関心を示しながら定型と花鳥欝欝
ﾌ旗幟を鮮明にするまでの軌跡を辿る。

同　上

14 碧　　　梧　　桐

　子規没後俳句の主流に立った碧梧桐は、自由徳
ｳ季の俳句の源を切り開く。俳句の伝統的な約束
魔�｣れるのは短い詩としての性格を持つ意味だ
ｪ、又、俳句であり続けることも要求するのが新
X向である。そういう問題を抱えた碧梧桐を素描
ｷる。

同　上

15 むすびに代えて

　近代詩歌の流れは大正期に入って新しい展開を
ｩせる。口語詩の盛行、欧米の新しい運動の：影響、

Z歌・俳句のその後等々である。明治期の様相を
�ｫ継いでの発展を略述して一応のむすびとした
｢。なお、三論として漱石の俳句と漢詩に言及す
髣¥定である。

同　上
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＝歴史にみる日本人と仏教＝（TV）

e任講師薬藁綴縫繍轟麹
全体のねらい
　仏教伝来以来1，500年の日本人と仏教の歴史を、日本史を舞台として時代別に究明する。さらに奈良

仏教、平安仏教、鎌倉仏教、教派神道、新宗教等々の諸仏教にみられる教団の形成と普及、救いとは何

か、女性の救い、転換期の時代と宗教などの諸問題を具体的に史料を解説しながら考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
日本仏教の形成と

°y

　まず、日本仏教の歴史を概観的に眺める。そし
ﾄその間に生まれた飛鳥仏教、奈良仏教、平安仏
ｳ、鎌倉仏教、江戸仏教、教派神道、新宗教等々
�ﾆりあげてその特色を論じ、あわせて日本人が
@教に求めたもの、奈良、平安、鎌倉仏教におけ
驪~いの条件の相違、日本仏教と女性等について
_ずる。

速水侑（東海大学教授）

ｬ栗純子（中央学術研
?轄u師）、大橋俊雄
i日本文化研究所講師）
ｷ谷川匡俊（淑徳大学
ｳ授）、船岡誠（明治
蜉w講師）

2 仏　教　伝　　来

　インドで生まれた仏教は、中国・朝鮮を経由し
ﾄ、六世紀中ごろ日本に伝来した。当時の日本と
ｩ鮮の関係を背景に、仏教伝来の意義を考えると
ﾆもに、豪族たちの問に受け入れられた仏教の性
iや、さらに聖徳太子の下で開花した飛鳥の仏教
ｶ化における渡来人の役割にふれる。

速　水　　　侑

ｬ　栗　純子
@　●

3 奈　良　仏　教

　大化改新によって天皇を頂点とする律令国家が
ｬ立し、仏教は国家仏教へと変化する。僧尼の国
ﾆ奉仕を義務づける僧尼令が制定され、中央に東
蜴宦A諸国に国分寺が建立される。こうした鎮護
痩ﾆ仏教の性格と、その一方で民衆救済をめざし
ｽ行基らの民間への布教活動を明らかにする。

同　上

4 平　安　仏　教

　腐敗した奈良仏教の粛正をめざす桓武天皇の下
ﾅ、山林修行者たちの中から最澄と空海が現れ、
V台・真言宗を開き、新たな鎮護国家の理念を説
｢た。しかし二人の死後、天台・真言宗は国家や
M族へ接近し祈早月教化し、密教が仏教界をおお
､。こうした新しい平安新仏教の成立の背景とそ
ﾌ特色を明らかにする。

同　上

5 浄土教の普及

　平安時代の中ごろ、古代国家の没落、末法思想
ﾌ流行などを背景に、極楽往生を説く浄土教が盛
�ﾆなった。空也や源信が現れて念仏を広め、往
ｶ伝の編纂も行われる。ここでは多彩な浄土教芸
pを紹介するとともに、平安浄土教と鎌倉時代に
ｶまれる鎌倉仏教との関係を考える。

同　上

6 鎌　倉　仏　　教

　まず古代仏教を全面的に否定して生まれた鎌倉
ｧ教六宗の特守を概観的にながめ、鎌倉仏教誕生
ﾌ必然性にふれる。また、古代仏教と鎌倉仏教の
~いの条件の違いを明確にし、鎌倉仏教が民衆に
�ｰ入れられた理由を、古代仏教との比較のなか
ﾅ具体的に考える。

同　上

7
浄土宗の形成と普

y

　法然は古代仏教を全面的に否定することによっ
ﾄ浄土宗を開いた。法然はなぜ念仏一つを選び、
ｻれに救いを求めたのか。法然による浄土宗の形
ｬと普及、それとならんでおこった古代仏教、古
繻?ﾍからの弾圧などについて、法然の生涯のな
ｩで考える。

速　水　　　侑

ｬ　栗純子
蜍ｴ　俊雄
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

真宗の開祖愚亭と中興の茶事如の生涯を中心に、

真宗八百年の歴史を考えてみる。そこでは親臨の

8 真宗の形成と普及
行動と思想を悪人正機の思想の形成と普及のなか
ﾅ考える。つづいて親鷺亡き後の真宗の発展にお

速　水　　　侑

ｬ　栗純子いて蓮如の果たした役割を、戦国乱世における蓮
如の行動と思想を通じて考える。

栄西・道元によって開かれた禅は、中世社会を
通じて武士層に受容された。このうち道元によっ 速　水　　　侑

9 禅宗の形成と普及
て開かれた曹洞宗の形成と普及を、道元の生涯の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r

ﾈかで考える。道元の説いた禅の救いとは何か、
小　栗　純　子

道元は古代仏教にあきたらず、なぜ曹洞宗を開い 船　岡　　　誠

たか等々の問題について考える。

法華経の行者日蓮の教えは、東国の武士層のな
かに広まっていった。日蓮は蒙古襲来の危機感の

10
日蓮宗の形成と普

y
下で、理想国家の実現をめざし、たびかさなる弾
ｳにめげず、鎌倉幕府を諫めつづけた。鎌倉仏教

速　水　　　侑

ｬ　栗　純子
の最：後に現われた日蓮宗の特色を日蓮の生涯と社

会との関連のなかで考える。

日本の仏教は女性をどのように扱ってきたかを、

古代と中世の仏教を例として論ずる。古代仏教で

11 日本仏教と女性
は、聖域と巷における女性の救いが、どのように
烽ｩれたかを考える。また、鎌倉仏教と女性の関

同　上

係を念仏・禅・題目の三つに分けて、法然・道元・
日蓮の女人往生論を通じて考える。

強烈な幕藩権力の下で、仏教が発展をはかるた
めには、どのような役割を政治と社会のなかで果
ｽしたか。この問題を幕藩による仏教の保護と統

速　水　　　侑

12 幕藩体制と仏教 制の角度から考える。そこでは、寺院法度、本末、 小　栗　純子
寺請、檀家等々の制度を通して、江戸時代の仏教
ｪ生きるためにとった政治権力と民衆に対する姿

長谷川　匡　俊

勢を考える。

幕藩の「体制宗教」本願寺の説く理想的宗教者
像妙好人をとりあげ、幕藩体制下の民衆と宗教と

13
体制宗教と地下信

ﾂ
の関係を究明する。さらに反「体制宗教」として
n下にもぐった「かくれ念仏」「かくれ題目」

速　水　　　侑

ｬ　栗　純子
「かくれキリシタン」をとりあげ、妙好人との比

較の中で、江戸時代の民衆宗教を考える。

まず近代・現代約120年の歴史の中で生まれ、

発展した教派神道13派と戦後の新宗教多数を概

14
近・現代社会と民

O宗教
観的にとりあげる。さらに具体的には教派神道で
ﾍ天理教を、新宗教では立正佼成会を例に、近・

、　　、

ｯ　上

現代の民衆宗教の誕生から発展のプロセスと民衆
と宗教との関係を具体的に考える。

1～14回目での講義を素材とし、歴史にみる 速　水　　　侑

15
日本仏教史の回顧

ﾆ展望

日本人と仏教の関係を、仏典と法語の役割、日本
lと現世利益、救いの条件の時代的・宗教的相違、
]換期の時代と宗教の関係、日本史にみる政治と
@教等々の問題を通じて整理する。

小　栗　純　子

蜍ｴ　俊　雄
ｷ谷川　匡俊
D　岡　　　誠
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＝法学入門＝＝（TV）
〔主任講師　矢崎霜囲（成城大学教授）〕

．全体のねらい

　法というものは人間の生活と離れてはありえないのに、限りなく技術化されて専門家の独占物になり

やすい。あるローマの法律家はこれに抗して法の知識を一般民衆の手に戻したといわれるが、以来、法

学はその両極に揺れっつ今日に至る。以下、近・現代において法学がなぜ人間生活にとって不可欠の意

・義をもつかを考えてみる。

回

1

2

3

4

5

6

7

テ マ

法一法知識の担い

手はだれか？

法の形成と権利の

確保

法の形成と近代国
家

裁判による法形成

近代実　定　法

法 学

近・現代への法学

の歩み

内

1．一般の人々

2．法律家、準法律家

3．法学者

4．官僚

5．政治家

1．自由と権利

2．ルールの必要

3．法的権利と主体

4．人権

5．国家

容

1．近代国家による政治権力の独占

2．権力をバックにした法の形成

3．法による強制

4．強制のいろいろ

5．強制の正当化一同意

1．社会あるところ紛争あり

2．紛争解決と手続

a　仲間内での解決

4．中立的第三者による解決

a　近代西欧の二つの途一大陸と英米

1．近代の市場取引と法のルール

2．法の働きの予測可能性

3　私法と公法

4．手続法と実体法

5．法の支配と権利の確保

1．実定法学、法解釈学

2．基礎法学

　a）比較法学　　b）法史学
　c）法哲学　　　d）法社会学

3．法学教育

1．自然の法と人間のつくった法

2．万民法と個別の法

3．ローマ法の解釈と法典の注釈

4．近代自然法論と法典化のうごき

5．法について固い考えと柔かい考え

担当講師
i所属・氏名）

矢　崎光　囲

i成城大学教授）

同　上

同　上

同　上

組　上

同　上

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
　　　　卜S当講・師
i所属・氏名）

8 法学と隣接諸科学

1．経済学
Q．政治学
R．社会学
S．哲学
T．歴史学
ﾐ　科学・テクノロジー

矢　脚光　囲

9 法の知識と世間

1．渡る世間に鬼はいない

Q．法の不知はこれをゆるさず。法網をくぐる。

R．一般人の法知識は限られているのに、法の支

z？
S．法と実生活とのパイプ役：習慣、通念、常識

同　上

10 法　　の　解　　釈

1．文章の解釈

Q．解釈、鑑賞、批評、創作

R．法の解釈とそのさまざま

S．　　〃　、適用、そうして法創造

T．法解釈学と実務

同　上

11
法をめぐる事実と

K範、ルール

1．事実？

Q．　〃　とルール

＊@とルール、規範
S．法体系と社会

同　上

12 法　　と　道　　徳

1．恣意的支配への防波堤としての法

Q．崇高な理想には追いつかない法

R．平均人に向いた法

S．法と道徳の一応の分離i

同　上

13
所、変われば、面

ﾏわる

1．欧米の法一近代法モデル
Q．　　〃　はなぜ非欧米地域内でも継受される
@のか？
R非欧米地域での近代化と法
S．社会主義諸国の場合
T．法モデルにおける普遍性と固有性
ｿ　日本では？一三と閉

同　上

14
時が経てば、法も

ﾏわる

1．近代から現代へ

Q．近代社会の地たり状況と法の変容

R．現代福祉国家と法

S　現代への対応を迫られる法と法学

同　上

15

正義、自由、福祉

齔l類に未来はあ
驍ﾟか？

1．拘束からの自由、等しい扱いへの熱望
Q．近代法によるせれなりの保障
R．共同の名におけ’る自由の領域の限定

S　巨大な科学・テクノロジーの進展がもたらす

�ﾆ影
T．法は正義、自由、福祉の実現に役立つか？

同　上

一132一



＝行政法＝（R）
〔主任講師　藤田宙靖（東北大学教授）〕

「全体のねらい

　行政法の制度や理論にこれまで全く触れたことのない人々を対象に、行政法を本格的に勉強するため

にその前提として必要となる基礎的な概念・ものの考え三等を修得してもらうことを狙いとして、でき

る限り解り易く又筋道の立った入門的講義を行うよう努めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 行政法とは何か

　憲法・民法・刑法等と異なり、行政法という名

ﾌを持った法律は我国には存在しない。それにも
Sらず何故行政法という分野が独立に存在すると
ｳれるのかにつき説明し、又行政法上の法主体と
ｵて登場する「行政主体」「私人」の概念等につ
｢て説明する。

藤冊　宙　靖
i東北大学教授）

2 行政法上の法関係

　前回の内容を承けて、行政法上の法関係を形成
ｷる基本的要素（当事者・行政の行為形成）につ
ｫ、より詳しい説明を行う。又これを踏まえて、
s政法上の法関係の中にも性質の異なるものが存
ﾝすること、行政作用法と行政組織法の基本的違
｢、等を説明する。

同　上

3
法律による行政の

ｴ理

　行政作用法の最も基本的な法原理とされる「法
A律による行政の原理」について、その基本的な考
ｦ方を説明し、更にその具体的な内容である「法
･の優位の原則」「法＝律の留保の原則」等につい
ﾄ、詳しい説明を加える。

同　上

4
法律による行政の

ｴ理の例外と限界

　「法律による行政の原理」は行政法の最も基本
I且っ重要な法原理であるが、しかしそれは、あ
ｭまでも原則であるに過ぎない。古くから認めら
黷ﾄきたその例外としての「自由裁量」の問題、

剥｡日この原理そのものが対面しているその限界、
凾ﾉつき説明する。

同　上

5
行政過程への私人

ﾌ参加

　「法律による行政の原理の限界」を補う意味も
?ﾁて、今日、私人が法律の制定過程すなわち立
@過程に参加するのみでなく、行政の過程そのも
ﾌに直接参加することの重要性が説かれている。
ｱの問題につき、「行政の事前手続」を中心とし
ﾄ説明を加える。

，　　　同　上

6 行政行為論（一）

　行政主体による公権力行使の中で最も代表的な
闥iである「行政行為」という行為形式につき、
ｱの概念の意味、行政法理論上の意義、他の行為
`式（契約等）との法的性質の違い、等々につい
ﾄの説明を行う。

同　上

7 行政行為論（二）

　承前。「行政行為」なる行為形式が有する法的

ｫ質を表すために用いられる、自力執行力、不可
?ﾍ、公定力等々の概念について説明する。又、
ｻれとの関係で、行政行為の理疵論とりわけ「無
�ﾌ行政行為」の問題について説明を加える。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 行　政　　立　　法

@　、

　行政主体は行政活動を行う際に、既に見た「行
ｭ行為」のみでなく、他にも様々の行政形式を利
pする。その一例である政令・省令・通達等々の一種の立法行為について、「法規命令」と「行政

K則」の性質の違い等に触れつつ、その法的性質
�燒ｾする。

藤　田　宙　靖

9
行政のその他の活

D動形式

　行政活動に際して用いられる様々の行為形式の
?ﾅ、前回までに見た「行政行為」「行政立法」
ﾌいずれにも含まれないもの、とりわけ「契約」
u行政指導」等、公権力の行使とは言えない、非

?ﾍ的な法的性質を持った活動形式について説明
ｷる。

同　上

10
行政の実効性の確

ﾛ

　法令の定めや契約・行政行為等によって行政の
且阨福ﾉ一定の法的義務が負わされている場合、
ｱの義務が任意に履行されないときに、行政主体
ﾌ側でこれを強制し本来の目的を達成するために
ﾍ、どのような手段があり、又どのような法問題
ｪあるかを説明する。

同　上

11 行政訴訟　（一）

　行政活動が法令に違反して行われ、私人の法的
?vを侵害することとなったとき、私人としては
ｩらの利益を護るためどのようなことができるか、

ﾉついて概観し、まず、私人が裁判所に対し行政
?ｮの非を訴え原状回復をめざす「行政訴訟」の
ｧ度につき説明する。

同　上

12 行政訴訟　（二）

　承前。我国現行法上行政訴訟制度はどのような
d組みを以て出来上っているかにつき、行政事件
i訟法の条文を手掛りとしつつ、詳しい説明を行
､。 同　上

13
行政上の不服申し

ｧて

　前回までに見た行政訴訟制度の他にも、私人が
s政活動の非を訴え自らの利益を護るためにとり
ｾる手段は色々存在する。ここではそれらの中で
ﾅも重要な「行政上の不服申立て」について、行
ｭ不服審査法の規定を参照しつつ、その仕組みを
燒ｾする。

同　上

14 国家賠償　（一）

　違法な行政活動によって私人の利益が侵害され
ｽ場合、もはや原状回復が不可能であるようなと
ｫには、前回までに見た「行政争訟」の制度は余
闊ﾓ味を持たない。この場合、蒙った損害を金銭
ﾉよって埋合わせる「国家賠償」の制度について
燒ｾを行う。

同　上

15 国家賠償　（二）

　承前。我国現行法上の国家賠償制度を、国家賠
椁@1条及び2条の規定を参照しつつ概観する。
條ﾔに余裕があれば、いわゆる「損失補償」制度
ﾆの関係等についても説明を加．えることとしたい。 同　上
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＝経済社会論＝（R）
〔主任講師　坂井素心（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　経済社会の基礎的な制度・基本的な観念が、どのように成立し、どのような点で問題となっているの、

か。その学説の考え方と現実に生じている事象との対応関係のなかで明らかにする。とくに、市場経済

とはどのような制度なのかという点に焦点があるが、後半では、現代経済社会の多面的性格についても

考察を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済秩序というものの性格と、その変遷につい

1 経済社会の発見
て考える。近代の経済社会成立の基礎となった産

ﾆ社会と市場経済の成立について、時代背景と経

ﾏ的観念のかかわりのなかで明らかにする。

坂井　素　思
i放送大学助教授）

経済社会のなかで、個人・集団・組織・制度な

どの役割が、どのようなものであるのかを考察す

2 経済人と社会人 る。その際、個人と個人との間、あるいは個人と 同　上

社会の間において、どのような経済問題が生じて

くるのかをみる。

人はなぜ交換を行うのか。交換行為の基本的な

枠組を明らかにするために、経済的交換論、そし

3 交　　　　　　換 て社会的交換論などを検討する。 同　上

人はなぜ貨幣を使用するのか。経済社会におけ

る貨幣の存在意義と、今日の貨幣経済の特徴につ

4 貨　　　　　　幣 いて述べる。 同　上

利得観念というもめが、どのように成立してき

たのか、また現代の経済社会にどのように定着し

5 利　　　　　　子 ているのか。各学説と時代背景とを関連させ、そ 同　上

の変遷を明らかにする。

、

なぜ人は財産を所有するのか。財貨が人・集団

に帰属することの経済的な意味を検討する。とく

6 所　　　　　　有 に、経済社会の基礎的な条件になっている私有財 同　上

産制について言及を行う。

経済秩序としての市場システムの特徴を明らか

にする。今日の経済社会でみられる市場システム

7 市　場　制　　度 の有効性と限界について考察を行う。 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済組織としての企業の本質を考察する。なぜ

企業が組織という形態をとるのかについて、現代

8 企　業　組　織 経済社会の特質とのかかわりのなかで考察する。 坂井　素　思

なぜ人は家計という場で生計を共にするのだろ

うか。家計という集団を形成する理由を考える。

9 家　計　集で団 同　上

政府の経済活動が必要とされる理由を問いたい。

とりわけ、経済における公共性ということの意味

10 政　　　　　　府 を明らかにする。 同　上

経済領域における公正観念について、考察を加

11
福祉社会（経済的

ｳ義）

える。とくに、公正が経済的効率とのかかわりで、

o済社会のなかでどのように位置付けられている

ﾌかをみる。

同　上

競争の経済的意味について考える。この際、経

12
競争社会（経済的

ｩ由）

済的自由・経済的平等などが、どのように現代経

ﾏ社会で成立し、考えられてきたのか、という点
ﾉ焦点を合わせる。

同　上

経済進歩と経済的慣習のかかわりについて明ら

かにする。とくに、革：新（イノヴェーション）の

13 経済的　時　間 経済社会的意味に言及する。 同　上

消費という経済行為の経済社会的意味を明らか

にする。なぜ人は消費を行うのか、ということに

14 消　費　社　　会 ついて、多面的な現実との関連において考えてい 同　上
く。

経済生活を営むうえで、その最終的な目的は、

どこにあるのだろうか。経済的福祉の考え方につ

15 経済社会の目的 いて、検討を加える。 同　上
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　　＝比較社会史＝（R）
〔主任講師：樺山紘一（東京大学助教授）〕

全体のねらい

　本講座では、世界史上における歴史文明にあって、社会的諸構成要素が、多様な様相と結合様式をし

めすその形式を考察する。高度な文明と未開社会とのあいだにおける相違と類似とが、ともに明らかに

なるはずである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会史と比較史

方法的導入

樺　山　紘一

i東京大学助教授）

2 環境　と　社　会

地勢、気候、植生

同　上

3 人　口　と　生　死

人口の数と変動、出生死亡、年齢、病い

同　上

4 家族の　構造

核家族と拡大家族、生計家産と相続

同　上

5
社会的集団の諸相
@　　　　　　　（a）

部族、村の共同体

同　上

6 同　上　　（b）

ソシリビリテー、仲間、贈与、民衆文化

同　上

7 農業と　牧畜

耕作、土地所有、水利

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 商業　と　工　業

市場、資本、職人、技術

樺　山　紘　一・

9 労働　と　企　業

雇用、営業、企業

同　上

10 交通　と　情報

移動、道路、マスメディア

同　上

11 都市の生活（a）

外的空間構造、機能構造、自治

同　上

12 同　上　　（b）

内的構造、街区、広場、階層性

同　上

13 法　　と　慣　　習

裁判、規制、伝統

同　上

14 統治　と　国　家

税制、軍事、権力

同　上

15 祭儀　と　象　徴

宗教、祭り、芸術表現

同　上
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＝民 俗　　学＝　（TV）

〔主任講師　宮田　登（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　現代社会の伝統的な民俗文化は大きく変貌しつつある。一方、都市には新しい民俗も形成されるし、

いわゆる民俗の再生産の現象もある。日常生活文化の具体的な姿を通して、日本文化の多様な面を民俗

学の視点からとらえていきたい。．

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

民俗学は、伝統的な日常生活文化を研究対象と

1 民俗学の意義
して、日本文化の深層を研明しようとする学問で

?驕B私たちの身近にある言い伝えや民具などを

f材にして歴史的世界を再構成する方法や意義に

宮　田　　　登

i筑波大学教授）

ついてとり上げる。

20世紀初頭より、世界の総文明民族の間に民俗

学的関心が高まり、自国民の古文化の発見が盛ん

2 民俗学の発達 となる。日本の民俗学も郷土研究を中心に、民間 同　上

伝承の研究が開拓され、次第に学問が整えられて

いった。そうした過程を扱う。

江戸時代の菅江真澄、屋代弘賢など、明治に入

3
日本民俗学の先達

って、外国人の民俗への関心を示したハーンやモ

[スの成果、そして柳田国男を軸に、山中共古、 同　上
たち

西方熊楠、折口信夫、中山太郎、渋沢敬三らの活

躍をとり上げる。

日本民俗学の基礎概念となった常民の性格につ

いて、いくつかの学説を紹介する。一方日常生活 同　上

4 常民と常民性 文化の変容の中で常民性の概念が一般化している ダスト　福田アジォ

ことや、近年の「非常民」の位置づけにも言及す （国立歴史民俗博

る。
物館）

♪

ハレとケは常民と並ぶ日本民俗学の基礎概念で

ハレとケ、そして
ある。その具体例を、日常生活の表象である衣食

5 住のあり方から説明する。また近年ハレとケの媒 同　上
ケガレ 介役としてケガレの概念が導入されるようになつ

た動向についても言及する。

日本の民俗文化の重要な基盤であるイエを建物

としての家、そして家族、生活、，ウエ連合である 同　上

6 イ　エ　と　ム　ラ ムラの成り立ちなどを、東日本と西日本の差異な ゲスト　赤田光男
どに留意しながら、概観する。

（帝塚山短大教授）

水田稲作農耕と対置される畑作文化の存在を強

記した坪井洋文の学説を、餅なし正月を例として 同　上

7 稲作と　畑作 説明し、稲作と畑作の問題を通して日本の民俗が ゲスト　野本寛一・
東アジア文化の中で位置づけられるべきことを説

ｾする。
（近畿大助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

民俗文化の一方の担い手である非農業民たちの

8 山　民　と　海　民
存在を、マ二士、木地屋、漁民をはじめ、その他

ﾌ職人たちを含めて概観する。とくに非農業民の
同　上

漂泊性が、定着民に強い刺激を与えたことを説明 ゲスト　野本寛一

する。

民俗の重要な担い手である女性と子供のもつ文

化創造力に注目する。とくに女性を中心とした祭 同　上

9 女性　と　子供 り、子供集団の行事を通して、民間伝承の中で語 ゲスト　飯島吉晴
られている女性と子供のもつ力を説明する。 （筑波大講師）

女・子供と並び、老人のもつ民俗をとり上げる。

日本の民俗社会に見られる長老制を支えている宮

10 老人　の　文　化 座の行事、うばすて伝説で語られる老人の知恵な 宮　田　　　登、

ど、老人文化のもつ意味を説明する。

社交や贈答は、人間関係を円滑にする機能をも

っている。日本の社会に民俗化している贈答の機

11 交際　と　贈　答 会である冠婚葬祭の事例を通して、つきあいや贈 同　上

答から生じてくる人間関係の特徴について言及す
る。

日本人のカミ観念は、もっぱら人間側のニーズ

によって形成されている。氏神や産上神、境内神、

12 カ　ミ　と　ヒ　ト 勧請神、漂着神などと多量のカミが日常生活の中 同　上

で発見されている。これらはアニミズムの上に成

り立っていることを説明する。

人間の怨霊、物霊、また動物・植物霊などの崇

りが発生し、妖怪や幽霊の存在は、民俗宗教の上 同　上

13 妖怪　と　幽　霊 では否定できない。こうした怪異現象を生み出し ゲスト　野村純一
ている民俗の基盤は何であるのかを説明する。 （国学院大教授）

外来宗教の仏教が民俗化した情況を盆や正月、

彼岸、四月八日などの年中行事を通して説明する。 同　上

14 仏教　と　民　俗 これらは教団仏教とは異なり、民俗化した仏教儀 ゲスト　藤井正雄
礼であり、神仏が習合して生みだした民俗文化で （大正大教授）
あることに言及する。

日本各地には都市化した生活環境が拡大してい

る。また各地の都市には伝統的な都市民俗が成長 同　上

15 都市　の　民俗 している。日本の都市がつくり出した都市民俗の ゲスト　大月隆寛
実態を、欧米の都市民俗と比較しながら説明する。 （東京外大助手）
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＝線形代数学＝（TV）
〔主任講師　長坂建二（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　ベクトル・行列・一次変換を初歩から解説し、線形代数の基本を直観的に把握する。また、行列論の

鍵となる固有値・固有ベクトルを、2次形式の応用面より幾何学的に理解を深めると共に、。線形空間の

直和分解とスペクトル分解との対応を示し、一次（線形）変換の重要性を認識させ、実社会への応用例

についても触れる。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 ベ　　ク　　ト　　ル

　大きさと方向をもつ量であるベクトルを、実例
ﾆ共に導入し、和・差・スカラー積の演算の意味
�揄�ｷる。次いで、ベクトルの内積・外積を定
`し、その幾何学上の意味を説明する。ベクトル
ﾌ効用として、初等幾何の難問のベクトル解法を
ﾐ介する。

長　坂　建　二

i放送大学助教授）

2 行　　　　　　列

　2次及び3次の正方行列を定義し、和・差・ス
Jラー積を導入する。次いで、乗法を定義し可換
ﾅないことを注意する。また、単位行列、零行列、

t行列を定義し、連立一次方程式の解との関連を
ｩる。一方、行列の巾乗と、ハミルトン・ケーリーの定理を紹介する。

同　上

3 一　次　変　換

　平面上や空間内の一次（線形）変換が行列で表

ｻできることを示し、点（線）対称移動、回転等

ﾌ実例を示すと共に、基本的な性質を説明する。

ﾜた、不動直線を例として、固有値と固有ベク．ト

汲ﾉついて2直観的な理解を求める。

同　上

4 ベク　トル空間

　η次元数ベクトル、及びη次元ベクトル空間を

ｱ入し、1～3章の議論を「般化する。次いで、

xクトル空間の基底と次元について述べる。また、

舶ｪベクトル空間の定義と基本的な：性質や、その

ｼ和についても言及する。

同　上

5
図形のベクトル表

ｻ

　直線、空間の方程式とベグトル方程式を示し幾

ｽ学的な関係をベクトルで表現する。また、2次、

R次、4次の行列式を定義し、図形の体積等が表

ｻされることを示し、線形代数の有用性を説明す

驕B

同　上

6
行列の基本変形と

K数

　与えられた行列に、基本変形を施して標準形に

ﾏ形できることを示し、標準形から行列の階数

iランク）を定義する。応用例として、逆行列の

≠ﾟ方、連立一次方程式の解の性質、一次（線形）

ﾏ換の次元定理等を示す。

同　上

7
直交行列と合同変

ｷ

　特別な形をした行列の例として、対角行列、三

p行列、対称行列、交代行列等を紹介する。また、

∮ｯ変換を記述する行列は直交行列であることを

ｦし、抽象代数の一部門である群論の有効性に言

yする。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ， 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 置換と行列式

　置換とその実用例であるアミダくじについて簡
Pに解説する。次に、置換を用いて一般の正方行
�ﾌ行列式を定義し、2次～4次の行列の行列式
ﾌ場合の拡張となっていることを示す。さらに、
s列式の基本的な性質と行列の階数の新たな定義
�^える。

長　坂　建　二

9
2次形式と2次曲

　対称行列を用いて、2次形式を表現する。次い

ﾅ、2次曲線を2次形式より定義し、標準形への
ﾏ換方法を特別な場合について解説し、固有値、

ﾅ有ベクトルの幾何学的な意：味を学ぶ。また、各

墲ﾌ2次曲線の例について述べる。

同　上

10 2次曲線の分類

与えられた2次曲線を、座標変換により標準形

ﾉ直す一般論を展開する。その際、座標変換に対

ｷる不変量から2次曲線が分類されることを示す。 同　上

11
2次曲面とその分

ﾞ

　2次曲線の標準形を紹介し、様々な2次曲面と

ｻの性質（線織面、切断面等）を解説する。次い

ﾅ、2次曲線の場合と同様に直交行列により標準

`に変換するやり方を説明し、不変量による分類

�^える。

同　上

12
固有値と固有ベク

gル

　1次変換の固有値、固有ベクトルを導入し、直
�ｫ等の基本的な性質を線形空間と行列の両方に
謔阨¥現する。また、固有多項式、固有方程式、
ﾅ小多項式、ハミルトン・ケ翼下リーの定理、巾等
s列等について触れ、対称行列の直交行列による
ﾎ角化可能性を示す。

同　上

13
射影と一次変換の

Xペクトル分解

　射影変換の性質を示し、線形空間の直和分解と

ﾌ関連を示す。次いで、射影変換と巾等行列、固

Lベクトルの直交性と固有空間への射影変換を通

ｶて、対称行列の直交行列による対角化とスペク

gル分解が対応することを示す。

同　上

14 線形空間の複素数

　固有値を考える範囲は複素数まで考えざるを得

ﾈいのに、今までの線形空間は実ベクトル空間で

?ﾁた。そこで、線形空間を複素化して、複素固

L値に対応できるようにして、同時に1次変換も
｡素化する。

同　上

15 一一 ﾊ固有値問題

　一般の行列を標準形に直す場合には、対角化可

¥とは限らないので、一三固有空間を導入し、一

ﾊスペクトル分解について論ずる。つまり、行列

ﾌジョルダン標準形であり、単因子論との関連に

ﾂいても若干触れておく。

同　上
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＝物理の世界＝（TV）
〔主任講師　戸田盛和（放送大学教授）〕

全体のねらい

　自然は面白さと不思議さに満ちている。この面白さと不思議さとの出合いを大切にしよう。自然現象

のさまざまな面を物理学の目を通して考えていこう。科学にとって基礎的な事柄、人間の思考方法、社

会、技術との関係、空間と時間の概念、物質と重力と宇宙などの本質的な問題にも触れる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代の科学は、身近かな現象に注目することか
ら出発した。現代の私達にとって身近かな物理現

1 月と人工衛星
象は大変豊：かになった。たとえば、月はなぜ落ち

ﾄこないのか、人工衛星は月と同じように運動し

戸　田　盛和
i東京教育大学

ているのだろうか、などという問いから出発しよ 名誉教授）

う。

地上における落体や放物体の運動を調べたガリ

レイ。太陽系という広い空間における月や惑星の

2 運動を　見　る 運動を解明したニュートン。運動の法則と力学の 同　上

方法の確立は、．その後の科学の基礎となった。

音は空気を伝わる振動であり、私たちは音の世

3 音　　の　世　　界

界に生きている。野中の空気や弦の固有振動に応

ｶて楽器は固有の音を出す。共振、ドップラー効
遠　山　紘　司

果など、振動と波動の基本についても音はわかり （文部省教科書調査官）

やすい例を与えてくれる。

光の進み方、反射、屈折はよく知られたことで

あるが、カメラのレンズ、めがねなど、幾何光学

4 光　　　と　　　影 に関係した現象は極めて多い。 同　上

朝日や夕日はなぜ赤く、空はなぜ青いのだろう。

虹やシャボン玉などはなぜ色づいて見えるのだろ

5 色のいろいろ う。白熱電球と螢光灯の光はどうちがうのだろう。 同　上

カラー写真、カラーテレビなども含めて、色との

出合いをいろいろ考えよう。

水にもぐると約10mに1気圧の割りで圧力を受
ける。大気の圧力は空気の重さによるものである。

6・水　　と　空　　気 船の浮力、圧力の伝達、空気などの気体の性質を 戸　田　盛和
調べ、気体の圧力と温度の関係なども考察して、

分子運動に言及する。

水は水蒸気になったり、水になったりする。こ

のように多くの物質は、気体・液体・固体という、

7 氷　　　と　　水 いわゆる物質の三態の変化をする。雪などの結晶 同　上

は原子や分子の規則正しい配列を示している。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

気体は放っておけば広がる性質をもっている。

熱は温度の高い方から低いところへ流れる。この

8 エントロピーとは ように自然の変化にはある向きへ進む性質がある。 戸　田　盛　和

これに関してエネルギーとエントロピーについて

考えよう。

乾燥した天気のときは、自動車のとつ手などに

’ふれるとパチッと静電気のショックを感じること

9 静電気ショヅク がある。静電気の話からはじめて、電気がまわり 遠：山　紘　司
に及ぼす力の場や電流などについて考察する。

・電池は直流の電源であるが、家庭で使っている

100ボルトの電気は交流である。直流と交流の性

10 家庭の　電気 質、利用のちがいを明らかにする。また家庭で使 同　上

われている電気器具やIC、LSIなどの半導体素
子についても触れる。

磁石の作用は、磁気カード、カセットテープ、

ビデオなどに極めて広く用いられている。もっと

11
磁石はなぜくっつ

ｭか

広く見れば、地球の磁場もあり、発電気、モーターなども磁気の作用を利用した装置であり、超電

同　上

導など磁気に関係した技術の応用はますます開け
ていく。

物体の色や、螢光灯のように物質が出す光も、

静電気や磁気も、すべて物質を作っている原子に

12 原子の　世　界 よるものである。原子はどんな構造をもっている 戸　田　盛和
のか、化学的性質はどこからきているのか、など

について学ぶ。

光がエネルギーの粒からなることが明らかにさ

れ、原子の構造と原子の出す光の研究から現代の

13 エネルギーの粒 物理学とよばれる量子力学が誕生した。原子の化 同　上

学的性質も量子力学によって明らかにされた。

科学は常識から出発し、常識が間違いであるこ

とがわかれば、これを改める。空間と時間につい

14 時間とは何か て、私たちは常識的によく知っていると思っセい 同　上

たが、これを改めたのはアインシュタインであっ
た。

アインシュタインはさらに物干学の中心的課題
である重力に対する基本的な考察に進んで、一般

15 私たちの宇宙
相対性理論を構築した。ニュートン以来の宇宙観
ﾍこれによって一掃されたのであった。科学の方 同　上

法を反省し、物理学の最先端の状況と将来に対す
る展望を述べる。
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＝基礎化学＝（TV）
〔主任講師　平川暁子（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　地球上はもとより、行くことのできない宇宙にも各種各様の物質が存在することが分かっている。こ

れらの物質の本性を統一的に解釈するのが現代の化学である。その体系を理解する基礎を形成すること

がこの講義の目的である。種類の多い物質も構成元素は100程度であること、元素の単位である原子の

構造を物質の性質と結びつけられること、をなるべく実例を使って説明する。理論的な基礎として量子

論の講義を参考にすることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
宇宙を構成する物

ｿ

地球と宇宙の元素電波天文学、　星、　石太陽スペ
@クトル太陽系外物戸戸文化財の銅の産地処女水
ｴ子核、素粒子、物質の基本粒子原子核の実在　同位
ﾌ、原子量、原子番号原子量、原子番号の実測法
j化学、原子の合成原子核の壊変元素の循環、宇宙
ﾌ元素組成

細矢　治　夫

iお茶の水女子大

w教授）

2
物質の様々な状態

ﾆエネルギー

純物質と混合物（水を例として）　相変化と化学

ﾏ化とエネルギー変化均一相と不均一相蒸気
ｳ曲線　理想気体、分子運動論、実在気体

t体、固体と結晶　溶解度　分散質と分散媒

　橋　谷卓　成

i東京農工大学教授）

3 原子の　構　造

ボーア：模型　分光学、エネルギー差、発光と吸収

潟?hベリーの式

ﾊ子鳥土量子数方位量子数磁気量子数　ス
@ピン量子数
Cオン化エネルギー　電子親和力　電気陰性度
iマリケン）

平　川　暁　子

i放送大学助教授）

4
物質の多様性と分

qの形

立体化学　理想気体、非理想性の導入
癜ｪ子化合物　いろいろな形の分子

uｪ子化合物金属と非金属
L機化合物と無機化合物黒鉛、ダイアモンド
ｪ子の可能な形（振動スペクトル）

細　矢　治夫

ｴ　谷卓　成

5 化　学　結　　合

共有結合不対電子配位結合
牛㏍Gネルギー　0点エネルギー
Cオン結合電気陰性度（ポーリング）
ｪ子の極性、分極率、双極子モーメント
?f結合　ファンデルワールス相互作用
a水相互作用　　分子間力
ｽ応熱と結合エネルギー・

同　上

6
いろいろな炭素化

√ｨ

炭化水素　鎖式、芳香族、二重結合

ﾙ性体対掌性
F香族
ｯ能基　解離反応

持　田　邦　夫

i学習院大学教授）

7
溶液（非電解質）、

Rロイド

溶け’るということ　活動度、溶解度

ｪ子分散とコロイド均一相と不均一相、界面
搗z溶液化学ポテンシアル　自由エネルギー
E面エネルギー、表面張力　蒸気圧
Z透圧、蒸気圧降下沸点上昇と融点降下

橋谷卓成
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

気相と液相のイオン　イオン　イオン強度’

酸と塩基、pH解離平衡緩衝液　ブレンステッ

8
イオン性化合物、

d解質溶液
ド酸　ルイス酸　強電解質と弱電解質
Cオン性結晶、格子エネルギー　溶解度

橋　谷　卓　成

イオン化傾向
電池、自由エネルギー、電気分解　電極電位

金属と分子ディスクリートでない物質最密構
造、結晶、超格子構造　金属光沢、電気伝導

9 金　　　　　　属
自由電子　合金、状態図　置換合金と侵入型合金
T型金属元素と遷移金属元素　格子欠陥と機械的

同　上

性質

高分子機能性物質分子結晶、液晶、ミセル
重合　　縮合

10 炭素化合物と機能 持　田　邦　夫

オーバーオール反応と素反応　素反応の種類
分子の衝突　結合の切断・形成　電子移動　ホモ
リシスとヘテロリシス　溶媒中の反応　結合の切

11 反応　と　平　衡 断・形成　反応速度　速度定数 同　上
反応の経路　一次反応、二次反応
活性化状態　エネルギー源　電極反応

反応の可逆性化学平衡と可逆反応　ル・シャト

リエの原理平衡定数と自由エネルギー変化

12 反応　と　平衡 触媒均一相触媒、不均一相触媒 同　上
活性化吸着

銅タンパク質染料　　　水和イオン
配位結合　配位の立体化学、配位子置換反応

13 錯　　　　　　体 キレート反応　　有機金属化合物 橋　谷下　成

微量元素

資源、元素の循環

14 自然界の元素
一一 早@雅　已

（東京工業大学教授）

周期律表との関係　同位体存在比、質量分析計

15 ま　　　と　　　め

希ガス元素、超ウラン元素　　族の意味

T型元素、遷移元素　　プラズマ
斎　藤　一　夫

（国際基督教大学教而

＼
＼
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＝物質の構造と機能＝（TV）

〔主任講師：斎藤一夫（国際基督教大学教授）〕

全体のやらい

　物質は物の形の蔭にかくれて目立たないが、その進歩は文明を支えてきた主役であり、社会発展の原

動力である。物質の探求には求心力と遠心力が必要で、多様な物質を整理し体系的理解を探る試みと共

に、新しい多様性を求めて新物質創造を目ざす努力が不可欠である。物質構成の基本である原子分子の

世界から多様な世界を探ろう。

⊃

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多様な物質界は約百種の原子の組合せで生ずる
が、原子の種類に応じ原子間の結合はほぼ3種に

1 物質構成の基礎
分類される。単原子から複雑な物質系に至る過程
ﾍ段階的に整理され、光学的・電磁気的・熱的・

　斎　：藤　一夫

i国際基督教大学教授）
機械的・化学的諸性質は各段階ごとの属性として
理解される。

原子が集って生まれる分子の検出、原子配置の
実験的決定方法を概観し、化学結合（共有結合）

2 分子の　形成
の近似方法、結合に伴うエネルギーの出入り、基
{的性質としての双極子モーメントと分極率につ

同　上

いて解説する。・また宇宙における物質進化の過程
を考察する。

非金属元素のつくる分子について、有機・無機
という従来の分類にとらわれず、周期表に基づい

3 色　々　の　分　子
た基本的理解をめざす。特に原子が電子を引きつ
ｯる力（電気陰性度）を柱に分子の物理的化学的

同　上

＼
［ 性質の体系的解明を試みると共に特殊な性質をも

つ異常分子を探求する。

分子間に働く力を調べ、分子から液体・固体・
異種分子集団を形成する過程を分子自身の個性に

4 小分子の集団
基づいて理解する。特に水素結合と疎水性相互作
pを重点的に取上げ、水と氷、水中での酸・塩基

同　上

関係、有機半導体などの電荷移動錯体等機能性分
子集団を探る。

周期表で金属元素と非金属元素の境界付近にあ

金属元素と非金属 る元素の単体は変態が多く特異な物性を示すと共

5 …元素の境界に添っ に、多様性に富む化合物を与える。電子材料とし

ﾄの半導体、多様な機能を示す有機化合物、周期
同　上

て ヒ表の孤児といわれるホウ素を中心に特異な物質群

を探る。

… 小分子が化学結合で連結された高分子化合物は
自然界・生物界はもとより人工のグラステックス、

6 高分子化合物
合成繊維、陶磁器として広範に人類を取りまいて
｢る。一見無秩序無関係に見えるこれら物質群を

同　上

’化学結合の面から整理し、共通点と個性を探る。

元素の％は金属元素で、鉄・銅などは文明の主
要な担い手であった。金属中での一見単純な原子
配列とその乱れが硬さ、強靱さ、導電性等を支配

7 金属の構造と特性 する機構を観察し、金属結合の特色を考える。ま 同　上

た無限ともいえる多様な合金類を系統的に理解す
るいとぐちを探る。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

金属元素と非金属元素の組合せで生まれるイオ
ン結晶中での原子配列の原理、静電相互作用によ

8 イ　オ　ン　結　晶
る結合形式のエネルギー関係を調べる。同時に結

ｻの不完全さ一格子欠陥一、純粋なイオン結合か
斎　藤　一　夫

らのずれが物質に多様性を与える状況を原子の個
性に基づいて考察する。

イオン結晶は電解質であり、水溶液となって電
離するが、その過程を原子分子レベルから観察し、

9 イオンの水溶液
それに伴うエネルギー関係を明らかにする。また
n液中でのイオンの挙動や溶けてゆく過程を動的

同　上

に捕えようとする努力を探る。

金属がイオンに変わる過程を電池や鋸びという
現象を通じて観察し、それに伴うエネルギー出入

10 金属とイオンの間
りの関係を調べながら金属元素の個性を解明する。一方これらの現象と人間生活との深い関係を自然

同　上

現象、工業的な諸過程について考察する。

金元化合物の色は古代から注目されてきたが、

配位結合を通じて着色の原因を探りながら金属イ

11 金　属　錯　体
オンと分子・イオンの間の錯体形成を中心に、い
墲艪骰n汢ｻ合物の形成を考察する。錯体の物性・

同　上

反応性を解明しながら、次章以下の基礎となる重
要な原理を導入する。

二十世紀前半までの古典化学における有機・無
機、金属・非金属といった分類になじまない新化

12
無機物と有機物を

ﾂなぐ
合物を取り上げ、それらが分子・イオン結晶・金
ｮという従来の化合物群の相互関係の解明を通じ、

同　上

物質界の統一的理解を推進し新物質創造に貢献す
る状況を探る。

生体の主成分は炭素原子を中心とする有機化合
物であるが、ごく少量の金属元素が特殊な錯体と

13
生体機能を支える

熨ｮ化合物
なって、代替の不可能な重要機能を担っている状
ｵを観察する。代表例について生命を支える無機

同　上

化合物の作用を、構成元素の個性と結びつけて考
　　、@する。

「技術革新は先端材料から」と言われ、新しい

物性をもつ機能性材料は文明の発展に不可欠であ

14
先端材料をめぐっ

ﾄ
る。新材料には従来用途の少なかった希有金属元
fを含むものが多い。いろいろの分野での先端材

同　上

料を概観すると共に、希土類元素を例に基礎研究
と応用の関係を考える。

新物質の創造は科学とその応用の発展にとり最
大の原動力である。新物質合成にも、分子レベル

15
欲しい物質を創造

ｷる

でデザインし段階的に造る場合、原料を反応させ
ﾄでき易いものを一気に造る場合など異った手法

同　上

がある。先端材料の創造を例に、新物質への挑戦
を探る。
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＝基礎生物学1＝（TV）
〔主任講師：平本幸男（放送大学教授）　　　　　毛利秀雄（東京大学教授）〕

全体のねらい

　生物学は今世紀になって著しい進展をとげ、基礎的な知識の進歩とともに医学、農学、工学など応用

分野との関係も深まっている。本直では生物学の基本となる一般的事実や概念をできるだけわかり易く

のべ、生命の探求がきわめて魅力に富んだものであることを伝えたいみ

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物のもっている特性、すなわち増殖能、物質

交代、反応性など無生物と異なる面および共通す
毛　利　秀雄

1 生物とは何か る面について述べる。また生物の系統、分類につ

｢ても言及する。
（東京大学教授）

生物の示す多様な形がどのようにして成り立つ

2 生物のつく　り

ているかを、生体の構成要素である器官組織およ
ﾑ細胞の特性に基づいて説明する。また形態の多
l性の意義を、機能的な適応性と関連づけて考え、

八　杉　貞　雄i

i東京大学助教授）
形態と機能が密接に結びついていることを理解さ
せる。

生体の構成単位である細胞の基本的な構造と機

能、分裂と増殖などについて概説する。 平　本幸　男
3 細　　　　　　胞 （放送大学教授）

生体は炭水化物、脂質、タンパク質、核酸等の

4 生体：構築分子
特色のある分子により構築され、それぞれ生体に

ｨける機能を果たしている。さらに、テルペノイ

h類、ポルフィリン化合物は多様な機能分子とし

山　田　晃　弘

i東京大学教授）

て生体に欠くことができない。

タンパク質は細胞内で起こる代謝や様々の活動の全て
の局面に関与している。タンパク質はアミノ酸の高分子

5 タンパク質の機能
重合体であり、その種類は極めて多様である。各々のタ
塔pク質は決まったアミノ酸配列をもち、それによって一定の折れたたまった立体構造を取る。各タンパク質は

ｻれぞれ固有の役割をもっている。最も重要な触媒とし

大　隅　良　典

i東京大学助教授）

ての酵素であり、その他に抗体、ホルモン、輸送、運動、
構造など独自の役割をもつ。

物質交代は連続する多数の反応によって行われ、

これらり反応はエネルギーの出入を伴って進行す

6 生体と物質交代 る。生体における物質交代がどのように進行し、 山　田　晃　弘
コントロールされているか、解糖系を例にとって

説明する。

02の消費とCO　2の排出によっておこる呼吸

（外呼吸）は細胞が生きていくために必要なエネ

7
生体エネルギーの ルギーを細胞内で産生する（内呼吸）ために行う。

同　上
産生1　呼吸 内呼吸がどのような物質交代により行われるかを

理解する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
生体エネルギーの

Y生H　光合成

　動物はエネルギー源および栄養源を植物に依存

ｵている。植物は太陽エネルギーを用い、無機分

qから有機分子を合成する能力があり、光合成と

｢う。光合成がどのような物質交代によって行わ

黷驍ｩを理解する。

山　田　晃　弘

9 生合成と物質循環

　生体構築分子は細胞内で産生されたエネルギー
ﾉより合成される。一方、不要となった物質は分
�ｳれ、排除される。生体における炭素および窒
f化合物の合成と分解の関係を理解し、これらの
ｨ質交代が地球上においては様々な生物の連鎖関
Wにより成立していることを学ぶ。

同　上

10 神　　　　　　経

神経は多細胞動物の体内における情報伝達に最

熄d要である。神経内興奮伝導、シナプスにおけ

驪ｻ奮伝達などのしくみについて解説する。 平　本・幸　男

11 受　　　容　　　器

受容器は外界からの刺激を受容するための機能

ｪ特に発達した細胞である。受容器の刺激受容の

ｵくみ、受容した情報を神経を通じて伝達するし

ｭみについて解説する。

同　上

12 筋　　　　　　肉

　筋肉は刺激に応答して収縮することにより動物

ﾌ運動、呼吸、循環、排泄などに役立っている。

ﾘ肉が収縮してエネルギーを発生するしくみを解・

烽ｷる。

同　上

13 運動・発電・発光

　繊毛、鞭毛の運動、アメーバ運動、原形質流動

ﾈど筋収縮以外のさまざまな運動のしくみ、発電、

ｭ光などのエネルギー放出のしくみについて解説

ｷる。

同　上

14 ホ　　　ル　　　モ　　　ン

　生体の内部環境などは、外部環：境の変化に対応
ｵて、常にほぼ一定に保たれるように調節されて　　　　　　　　　　’

｢る。このようなしくみをホ直話スタシスと呼ぶ。

兼恬ﾊ・体温・浸透圧の調節などにおけるホルモ

唐竡ｩ律神経系の働きについて説明する。

：　毛　利　秀雄

15 ホメオスタ　シス

　神経系とともに、生体の恒常性の維持にあずか
ﾁているのが内分泌系である。内分泌器官の種類
ｨよびそれぞれより分泌されるホルモンについて
燒ｾし、さらに個々のホルモンの働きや作用機構、

ﾙなるホルモン間の相互作用などについて例をあ
ｰて述べる。

同　上
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＝＝基礎生物学皿＝（TV）

〔主任講師：講諜灘翻〕

全体のねらい
、生物学の基本となる一般的事実のう，ち、遺伝、発生、行動、生態および生命の半白と進化についての

べる。基礎生物学1とは独立の課目であるが、基礎生物学1で学んだ生物の構造、物質とエネルギー、

個体としての基本的機能をよく理解したうえで学習することが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 遺伝とは何か
齒Mと染色体一

　遺伝とは何かについて概説するQ核は遺伝現象の中心
�ﾈすオルガネラであり、有系分裂、減数分裂という二
ﾂの様式で分裂する。遺伝情報の担い手である染色体は
cNAとヒストンなどのタンパク質から構成され、通常
ﾌ細胞には二対存在する。アカパンカビ、酵母などでは
ｼ数体も正常に増殖する。一方核をもたない原核生物も
笂`学の研究上重要な役割をもっている。

大　隅　良　典

i東京大学助教授）

2 遺伝の　法　則

　古典的遺伝学はメンデルの法則の（再）発見か

邇nまる。メンデルの実験から、優劣の法則、分
｣の法則、独立の法則が導かれた。メンデル以後
ﾌ連鎖、伴性遺伝、量的形質の遺伝などを考察し、

ｳらに遺伝子を生物集団全体の中でとられる集団
笂`学の基礎について学習する。

同　上

3
遺伝子の本体一分

q生物学の誕生

　遺伝子の本体であるDNAの発見とその役割の
�ｾにいたる重要な研究の歴史をあとづける。D
mAの構造に関するワトソン、フサックの2重ら
ｹんモデルは、その後の遺伝学の研究に決定的な
�р�奄ｶた。一方、ビードルとテイタムによる
笂`形質と遺伝子との関係の解明に大きな貢献を
ﾈした研究を考察する。

同　上

4
遺伝情報一暗号の

�ｾ

　DNAのもつ遺伝情報はタンパク質をつくるた
ﾟの暗号文に他ならない。セントラル・ドグマと

ﾄばれる遺伝情報の流れ（DNA→RNA→タン
pク質）についてその基本を学習する。転写、翻
�ﾌ過程の巧妙な機構を概説し、遺伝暗号のしく
ﾝを理解する。

同　上

5 分子遺伝学の発展

　遺伝子の構造、転写の単位としてのオペロン、

^核細胞のもつ分断された遺伝子（エキソン、イ
塔gロン）構造について概説する。さらに遺伝子
ｭ現の調節機構について調節タンパク質の役割を
l察する。

同　上

6
遺伝子操作と最近

ﾌトピックス

　DNAを特異的に切断する制限酵素の発見によ
閨A我々は現在遺伝子の構造を決定することが可
¥になった。さらには遺伝子操作と呼ばれる技術
ﾉより、自由に遺伝子を取り出し、さらにそれを
ﾂ変しそれを生物体に戻すことができるようにな
ﾁた。その生物学的な意義について考察し、最近
ﾌトピックスについてもふれる。

同　上

7 性　と　生　殖

　生物のり世代の寿命には限りがある。生物が次
繧ﾌ新個体を生産することにより、生命の連続性
�ﾛつ過程が生殖である。いろいろな生殖方法
i無性生殖・有性生殖）について述べ、さらに性
ﾌ意義や特徴について説明する。核相交代や世代

�繧ﾉついてもふれる。

毛利　秀雄
i東京大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生殖にあたって雌雄を生じるものでは、それぞ
れの配偶子（卵と精子）の合体によって新個体の

8 受　　　　　　精
発生が始まる。まず配偶子の形成について述べ、
ﾂいで受精現象の様子をウニの場合を中心にして

毛　利　秀　雄

示す。哺乳類の受精過程についても説明する。

受精によって発生を開始した卵は、細胞分裂
（卵割）によって細胞の数を増し、袋状の胞胚に

9 初　期　　発　　生
なる。ついで内外二層の胚葉よりなる嚢胚になり、

ｳらに第三の胚葉である中胚葉が形成され、幼生
同　上

から親になっていく。このような初期発生の過程
について解説する。

動物の発生における細胞分化と胚の形態形成の
しくみについて、これまでの実験結果から導きだ

10 分化と形態形成1
されたいくつかの仮説を紹介し、またこれらの過
�ﾉおける核の役割や、細胞間の相互作用などに

同　上

ついて説明する。

植物の発生は動物の発生とかなり異った様式で

11
分化と形態形成H

A物の場合

進行する。植物の発生の特色を調べ、成長と分化

ﾉ関するホルモン、環境因子を通して植物の発生

ﾌしくみについて学ぶ。

山　田　晃　弘

i東京大学教授）

発生過程においては、核の中の特定の遺伝子が

胚の特定の場所で差次的に発現して、細胞分化や

12 分化と形態形成皿 形態形成をもたらす。このようなしくみやその調 毛利　秀雄
節機構について、分子レベルで考察する。

動物の行動は大別して本能行動と知能行動に分けられ
る。本能行動の発現は種に特有な鍵刺激によって解発さ

黷驕Bこれは生得的な現象で行動の遺伝学であるといえ 青木　　　清

13 動物の行動発現 る。知能行動は学；習と記憶によっている後天的なもので （上智大学生命科学
ある。動物の行動の発現のメカニズムについて、トリの
ﾌ、フクロウの音源定位、動物のコミュニケーションな

研究所教授）

どの研究を中心に述べる。

地球上におげる生物は各種の生態系をつくり、

生態系間には密接なつながりが見られる。生態系

14 生物　の　生　態
の基本的な構成を理解し、現時点での生態系の生
Y、エネルギーおよび物質循環を知り、過去から

山　田　晃　弘

未来への生態系の変遷を学ぶ。そして、人間社会
が及ぼした生態系への重大な影響を考える。

地球上の生物は非生物分子から原始生命体への

発達（化学進化）と原始生命体から高等生物への 山　田　晃　弘

15 進　　　　　　化 発展（生物進化）を経て今日の繁栄に到達した。 石　川　　　純
その筋道としくみを学び、特に最近の分子レベル （東京大学教授）
での解明に注目する。
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＝日本の自然＝（TV）

〔主任講師奮荒紀蓄醗欝麹

全体のねらい

　人口密度が高く、開発の進んだ日本の自然は人為の影響を強く受けている。それでも自然は活力に富

み、多彩な景観をくりひろげている。そうした日本の自然の特色を地形、地質、気候、水文、生物など

の視点から明らかにする。またこうした自然環境と人間生活の関係、1よりよい適応の方向について論及
する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の国土においても、当然その基盤や背景に
は人為を超越した自然は厳存するが、その大部分

1
日本の自然と歴史

I風土
は、生活環境の拡充、土地利用の集約化等によっ
ﾄ歴史的風土に変貌している。こうした生活・文

西　川　　　治

i立正大学教授）
化とのかかわりにおいて、日本の自然の特色につ
いて概観する。

日本における伝統的自然観について再検討し、

2
日本人の自然観と

ｻの変遷

自然観は、時代や生活体験の違いによって多様で
?驍ｱとを確認した上で、自然観の東西比較論に
煬ｾ及する。具体例としては、日本の代表的な景

同　上

勝地、とくに富士山をめぐる自然観の変遷につい
て考察する。

日本列島の東半は太平洋プレートが、西半はフ
イ」

潟sン海プレートが、アジア大陸の下へ潜没す

3 日　本の　地　質 るところに位置し、環太平洋造山帯の北西部を占
ﾟ、火山、地震も多い。このような状態の下にあ

奈須　紀　幸

i放送大学教授）
る日本の地質は複雑である。その全体像について
概括する。

日本の地形は細かく変化し多様である。度重な
る造山運動や火山活動を受けてできた土地に、風 式　　　正　英

4 日　本の　地　形 化や水の侵食が働いて地形を複雑にした。こうし （お茶の水女子大学
た地形を系統的にとらえ、環境要因としての性質
を理解し易くするために、野外の実例に即して地 教授）

形の特色を解説する。

日本における村落の生活環境は、きめこまかい
ジェオシステムを基盤にして成立し、住民は、社

5
日　本　の　地　形

ﾂ境と開発史
会組織と農業土木技術の発達につれて、どのよう

ﾉ地形環境に適応し、集落を作り、土地を開発し
西　川　　　治

利用してきたか、各地の事例を示しながら説明す
る。

日本の気候の基本的性格は、列島が中緯度の大

6
日本列島の気候の

陸東岸に没って位置すること、南北に長いこと、

w梁山脈の存在ζ複雑な地形などによって形成さ 前　島　郁雄

特色 れている。このような空間的スケールにより異な （東京都立大学教授）

る気候や天候の特色を、各季節について説明する。

亜熱帯から亜寒帯に展開する日本の気候は、生

7
日本の気候環境と

活の環境（衣服・冷暖房など）、隼産の環境（農
ﾆ生産ガ・水資源など）としても地域的な変化に 同　上

生活 富んでいる。さらに観光・レジャーの立地条件、
都市に特有な気候、気象災害などにもふれて、気
候環境について説明する。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本は世界で最も水に恵まれた国の一つである。
その日本の水文環境の特徴を、降水、蒸発散、流

8 日本の水文環境
出などの水環境を柱として、外国との比較によっ
ﾄ明らかにし、さらに地域条件を加味して、水文

橿根　　　勇

i筑波大学教授）
環境と人間生活との関係について諸述する。信濃
川流域を取り上げる。

日本の植生は、南北に多様である。この植生を
世界の植生帯の中で位置づけるとともに、水平分

9
日本の森林と植生

i観
布と垂直分布の特徴を、主として気候条件と関連
ｳせながら考えていく。さらに、各植生帯を代表

大　沢　雅　彦

i千葉大学助教授）
する森林の構造と動態について現地調査を行い、

特性を明らかにする。

日本の森林は雑木林のような二次林が多い。こ
うした自然と文化の共同の産物といえる二次林に

10
二次林の成立と日

{の文化

ついて、縄文人の森林利用、古くからの薪炭利用、

ｻ在のレクリェーション、環境保全林としての利

武　内　和　彦

i東京大学助教授）
用などについて現地調査を行い、その保全と活用
の方向を探る。

現在の日本の自然は、日本列島とそれをとりま 浜　田　隆　士
く海洋環境の変遷史を反映した歴史的産物である。 （東京大学教授）

11 日本の動物相
植生は気候と、基盤地質とに支配され、その特性に

桙ｶた動物相が成立する。この地生態系は、人類
o現以降大きな変化をとげ、自然サイクルとの調
aを失いっっある。

樋　口　広　芳

i日本野鳥の会研究

褐､究員）

日本列島をめぐる海について、海流、海底地形、

海底地質のあり方について学ぶ。プレート潜没の

12 日　本　　の　　海
場として海溝やトラフが形成され、活動縁辺域と
ｵての特性を示す。また水期、問水期に対応する

奈　須　紀　幸

海水準変動の影響を受けて大陸棚が形成されてい
ることも学ぶ。

日本列島は造山帯としての島弧よりなる。その
ため、海岸線は陸地の面積に比べて長い。また後

13 日　本　の　海　岸
背の平野はあっても規模が小さく、山地が直接海
ﾝに迫るところも多い。このような日本の海岸は

同　上

岩石海岸、砂浜海岸、内湾の海岸に大別される。
海岸での営力にも言及する。

日本の自然の変化は災害と表裏一体である。河
川洪水、内水洪水、高潮洪水、津波洪水の災害と

14
日本の自然災害と

h災
平野地形との関係、地震による液状化災害、山崩
黷ﾉついて地形分類図を用いて説明する。また、

大矢．雅彦
i早稲田大学教授）

火山災害とくに火砕流について、さらに防災につ
いても考える。

自然に対する態度は、国民の文化水準を反映す
る。日本における高度成長期の乱開発によって損

15
自然環境の利用と

ﾛ全
われた自然的景観の修復をはかり、自然的環：境に

謔閧蛯ｭ適応するための事業やナショナルトラス
西　川　　　治

トについて、河川流域や海岸等の事例に即して説
明する。
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　　　　　　　　　　　＝英語皿＝（R）
　　　　　　　　Greative　Co㎜unication　in　Social　Situations

　　　　　　　　　　　ド備師糖豊里1譲輪雛1〕

全体のねらい

　これまでに習得した英語の基礎を活用して、自分で英語の文を作り、コミュニケーションを進めてい

くことができるようになることがこの科目の目標である己コミュニケーションの仕組みを学ぶと同時に、

英語文化についての基本的な知識を身につけセ、具体的な人間関係・状況・場面に応じた英語が使える

ようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心構え、コミュニケーションの構造、人間関係 比　嘉正　範

1 は　　じ　　め　　に

のコミュニケーションの言語的特徴、および印刷

ｳ材に関する注意事項に関して説明する。
（放送大学教授）

ｽ　賀　正　子

（放送大学助教授）

コミュニケーションの基本である、お礼の言い

2
Thanking　and

方、感謝の気持の表し方、および問いかけや依頼

ﾉ対する応じ方や断り方について説明する。 同　上
Responding

あやまり方、わび方、弁解の仕方、および相手

3
Apologizing　and

の話のさえぎり方について説明する。

同　上
Interrupti㎎

直接対面している相手や電話の相手との話し方

4
Openings　and

などを例にして、出会いのあいさつや別れのあい

ｳつなどを紹介する。 同　上
Closings

Ma：k：ig　Introduc一 人を紹介する時、紹介された時、あるいは自己

tions　and 紹介をする時の話し方について、また会話の始め

5
Starri：ng　Conve一

方について説明する。呼称、敬称、名前の呼び方

ﾈどについても説明する。

同　上

rsations

招待をする時、受ける時、断る時、および人に

Invi　ti㎎’and ごちそうするときのコミュニケーションについて

6
Treating

四三する。 同　上

入に贈り物をする時、また入から贈り物を受け

7
Giving　and

qeceivi㎎

る時のコミュニケーションを紹介する。また、助

ﾍや助言の提供の仕方についても説明する。 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

相手に何か頼みごとをする時の言い方、および
Asking　a　Favor 相手から許可や承諾を得るための話し方について

比嘉正　範
8 and　Getting 説明する。「ていねいさ」の度合も検討する。

平賀　正　子
Permission

Requesting　Info一 いろいろな情報を得るための物の聞き方、道順

rmation　and
などの教え方や用具などの使い方の説明の仕方、

9
Giving

またその確認の仕方について説明する。 同　上

Directions

お世辞の言い方、おだて方やほめ方について、

10
Complimenti：ng

≠獅п@Correcting

またしかり方や注意の仕方、不満や不平の言い方

ﾉついて説明する。 同　上

お祝いの述べ方、喜びのわかちあい方、なぐさ

11
Congraturati119 め方、悲しみのわかちあい方について説明する。

同　上
and　Consoling

相づちの打ち方も含めて、相手の話の上手な引

12
Listening　and

き出し方や相手の関心の引き方について説明する。

同上Interacting

好き嫌いの聞き方や表現の仕方について説明す
Asking　Prefere一 る。

13 nces　and 同　上

Making　Choices

議論の仕方と同意の仕方、反対の仕方、妥協の

14
Agteeing　and

仕方について説明する。

同　上
Disagreeing

本書で取り上げたことや強調したことなどをま

とめて復習する。

15 ま　　　と　　　め 同　上

●
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＝英語皿1＝（TV）
’〔主任講師　鈴木　博（東京大学教授）〕

全体のねらい

　映画化された文学作品を二つ使って、普通に話されている英語を聞いて理解する力を養成する。毎回、

映画を5、6分ずつ学習し、映画全体を学習し終ったところで映画を通して視聴する。発音の解説と口
頭練習も聴解力養成に資する目的で行う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 The　Necklace

@　　－1一

　モーパッサンの「首飾り」を現代のアメリカに
齧ﾊを置き換えてドラマ化したもの。
@あらすじ：マティは友人ジーンの豪華な暮しぶ
閧�ｩて意気消沈している。晩の食卓で夫が面白
｢話をしても乗ってこない。
@発音コーナー；母音図の見方

　鈴　木　　　博
i東京大学教授）

@高　山　一郎
i東京大学助教授）Demis　E．　Schnei－

р?秩i東京大学外国人

@　教師）

2 The　Necklace

@　　一・2一

　前回の復習とテスト

@あらすじ：妻を喜ばせようとして手にいれたパ
[ティの招待状を見せると妻は着て行くものがな
｢と言う。ド1レスを手に入れるとアクセサリーを
ﾘりにジーンのところへ行く。

@発音コーナー：母音図上の個々の音の位置

同　上

3 The　Necklace

@　　－3一・

　前回の復習とテスト

@あらすじ：パーティで人気の的になり大いに満
ｫして帰宅したマティが首飾りが無くなっている
ﾌに気が付く。パーティ会場へ電話すると首飾り
ﾌ落し物は届いていない。
@発音コーナー：二重母音

同　上

4 The　Necklace

@　　一一4一

　前回の復習とテスト

@あらすじ：代わりの首飾りを返そうと宝石商で
l段を聞くと7万ドルとのこと。支払い能力を遥
ｩに越えた額である。八方手を尽くし、ジーンに
ﾍ首飾りは修理中と電話する。

@発音コーナー：破裂音、破擦音、摩擦音

同　上

5 The　Necklace

@　　欄5一

　前回の復習とテスト
@あらすじ：遂に家を売り多額の借金をしてダイ
сc塔hの首飾りを作って返す。ジョージは借金
ﾔ済のために働き続ける。5年たっても借金の半
ｪも返済できない。
@発音コーナー：鼻音、〔1〕，〔r〕，〔w〕，〔j〕

同　上

6 The　Necklace

@　　悶6一

　前回の復習とテスト

@あらすじ：やっと借金を返済し終えた10年後の
?體凬}ティは湖のほとりでジーンを見て話しか
ｯる。マティの話を聞いてジーンは驚く。

ｭ音コーナー：英語のリズム

同　上

7

The　Man　that
b・rrupted
gadleyburg
@　　－1一

　このフィルムはマーク・トウェイン原作「ハド
潟oーグを堕落させた男」をドラマ化したもので
?驕B約40分の作品を8回にわたって学習し、
X回目に通して視聴する。

ｭ音コーナー：弱形一その1

同　上
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一回

テ
　
　
’
一
　
　
ニ
マ
、
　
7 内　　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）
「

前回の復習とテスト
い

The　Man　that 発音コーナー：弱形一その2 一鈴木　　博

8 Corrupted 高　山一　郎
Haらdleyわ旦rg

　　　　、
ｩ

Pemis　E．
sc㎞eider

一2一

前回の復習とテスト

The・Man　that 発音コーナー：同化一その1㌧
｝9 C・rrupted 同　上

Hadleyburg
一3一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：同化一その2

10 Corrupted 同　上

Hadleyburg
一4一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：音の連結

11 ・Corrupted 同　上

Hadleyburg
一5一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：不完全破裂

12 C・rrupted 同　上

Hadleyburg
一6一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：gonnaとwanna
13 Corrupted 同　上

Hadleyburg
一7一

前回の復習とテスト

The　Man　that 発音コーナー：國イントネーション

14 Corrupted
’

同　上

Hadleyburg
一8一

前回の復習とテスト

The　Man　that 映画を通して視聴する。

15 C・rrupted 同　上

Hadleyburg
一9一
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　　　　　　　　　　　　　＝英語IV＝（TV）
　　　　　　　　　　An　1ntroduction　to　ILiving　English　Speech（2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一ドラマの英語（2）一

　　　　　　　　　　　て主任講師・：國吉丈夫（・千葉大学教授）〕

全体のねらい

　話されている、ありのままの姿の英語を学習の対象とする。標準的な英語が使われているテレビドテ
：マを素材とし、ことばが使われている場面や、身体的動きなどの非言語情報などと関連させな炉ら、主

として音声英語の理解力および表現力の養成を目指す。文字英語の学習にはドラマのスクリプトが音声

英語と一体の形で扱われる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師　　　　　　　　　4（所属・氏名）

PHONETICS　Comer：英語の母音と子音
5

“AnEye　to　thc
國　吉　丈夫

1 ：Future”
（千葉大学教授）

一1一

PI｛ONETICS　Corner：日本語と英語の音声の
“AnEye　to　the

流れの違い
2 Future” 同　上

一2一

PHONETICS　Corner：英語め強勢アクセント
“AnEye　to　the

3 Future” 同　上

一3一

PHONETlCS　Corner：文表現の強勢音節と弱

4

“AnEye　to　the

@　：Future”
強勢音節

同　上

一一 S一

PHONETrCS　Corner：英語文表現め強調と強
“AnEye　to　the

勢
5 Future” 同　上

一5一’

PHONETICS　Corner：英語のリズム
“AnEye　to　the

6 ’Future” 同　上

・一 U一

PHONETICS　Corner：英語イントネーション
“AnEye　to　the

7 Future” 同　上

一7一
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　　　　　　　　　’gAnEye　to　the
PHONETICS　Corner：英語イントネーション

@　　　　　　　　　　の基本形
8 Future” 國　吉　丈　夫

一8一

“Let，sMarry
PHONETICS　Corner：文表現とイントネーシ

ヨン
9 Liz” 同　上

一1一

“：Let’s　Marry
P且ONETICS　Corner：英語のテンポとポーズ

10 ・Liz”
同
　
上
ρ

一2一一‘

“Let，s　Marry
PHONETICS　Corner：声の音量の変化

11 Liz” 伺　上

一3一

“Let，s　Marry
PHONETICS　Corner：声の音質の変化

12 Liz” 同　上

一4一

●

13

“Let，s　Marry

@　Liz”

PHONETI’CS　Corner：音声の流れ＝要素の分

@　　　　　　　　　　析と総合的効果
同　上

一5一

“Let’s　Marry
P且ONETICS　Corner：いろいろな英語：スタ

@　　　　　　　　　　イルの違い
14 Liz” 同　上

●

一・ U一

“Let，s　Marry
PHONETICS　Corner：いろいろな英語：方言

@　　　　　　　　　　の違い
15 ：Liz” 同　上

一7一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　＝英語VI＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　主任講師：山内久明（東京大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グレアム・ロー（恵三女学園大学助教授）

全体のねらい

　英語1～Wの中での位置付けによると，英語Wは，文学作品，特にフィクションからの抜葦を読む作
業を通じて，文化的コンテクストの中で現代英語に習熟することを目指している。二人の講師の協力に

よって2テクストの部分的理解を超えて　合的理解に到達するよう・さまざまな試みを行いたい・

（内　容）

・・Gegrge　Orwe11’s・Nineteen　Eighty’F・ur・1・984（1949）・

2．　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　皿

3．William　Golding’s，：Lord　of　the　FIies（1954）・

　4．　　．　　　　　　　　　　　　　　　　〃

5．John　Wain，s，H：urry　On　Down（1953）．・

　6．　John　Braine’s　Ro6mat　the　ToP（157）。

7．　Iris　Murdoch’s　A：n　Unofficial　Rose　I（1962）1

　8．　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪　（1962）．

9．David：Lodge’s，The　BritishMuseum　is　Falli：ng　Dow：n（1965）・

10．Muriel　Spark’s，　The　Driver’s　Seat（1970）・1

11．　　　　　　　　　，　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　皿

．12．Margaret　Drabble’s　the　Ice　Age

13．　John　Fowles，s，Mantissa（1982）．

14・Tim・thy　M・’s，　S・ur　Swe．et（1982）・

15．Kozuo　Ishiguro’s，　A　Pale　Viewof　Hills（1982）・

一161一



　　　　英語H－B・1＝（R）

全体のねらい
　この科目の目的は（1）構造の複雑な英文を読めるようになることと、（2）日本の政治、社会、文化などに

ついて英語で読み、英語で語れるようになることである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属1氏名）

　構造が複雑なため解釈の難しい英文の読み方、

蛻ﾓの取り方や、この科目の学習方法などを説明
比嘉　正　範
i放送大学教授）

1 Introduction
する。

ニコラス・ジョン・ティール

（同志社女子大学
助教授）

江戸時代の武士階級の政治・社会思想と儒教と

The　Ideology の関係澄よび日本の儒教化を論じている。

2 of　the　Samr 同　　上

rai

日本の官僚制の特徴を述べ、政治家と官僚との

Modern　Burear
関係を論じている。

3 同　　上

cracy

明治憲法と戦後の新憲法の二つの憲法のそれぞ

4
Japan’s・Two

bonstitutions

れの特徴をヨーロッパの憲法と比べながら論じて

｢る。 同　　上・

明治維新後に澄ける日本政府の成立澄よび議会

Gover：nment
政治と政党政治の発達と問題点を説明している。

5 同　　上
and　Poli七ics

19世紀末に始まった日本の産業革命がどのよ

6
Industrial
qevolution

うにして明治政府によって推進されたかを説明し、

坙{の産業化が成功した要因を論じている。 同　　上

日本の自動車化の歴史と、自動車社会の問題な

The　Motoriza一
どを紹介している。

7
tion　　of　Japan

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当言
i所属・」

戦前と戦後の家庭を比較し、日本人の生活様式

がいかに変化し、生活が物質的にいかに豊：かにな 比嘉』
8 The　Home っているかを述べている。 ニコラス・ジョ）

日本人にとって余暇とは何か、趣味とは何かを
論じている。

9 Leisure 同　　」

日本の寺小屋教育の発達、特徴、問題点などを

10 Educating
狽??@Natio：n

説明している。

同　　」

日本人は模倣能力に優れ、創造力に欠けている

11
Imitators　or
hnnovators　？

と一一般にいわれているが、人類の文化を発達させ

驍ﾌに模倣が重要な役割を果してきたことを論じ
ﾄいる。

同　　」

明治時代に法制化された日本の家族制度を説明

12
The　Fa：mily

rystem

し、これが戦後どのように変化したか、今後どう
ﾏ化し得るかを論じている。 同　　」

交番に代表される日本の警察は、外国の警察に

13
Police　a：nd

brime

比べて犯罪の阻止と犯人の検挙に良い成績をあげ
ﾄいるが、これの要因が何であるかをi探っている。 同　　」

性に対する日本入め考え方や態度を歴史的に説

明し、これが戦後どのように変化しているかを述

14 置Sex

F

べている。 同　　」：

日本も高齢者の数：が増え、欧米並みに社会が高

15
An　Ageing

齢化してきているので、高齢化した日本人社会に
ｨける人口問題、出生率と育児の問題、老人の福 同　　」：

Society 祉の問題などを検討している。

講．師

範
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＝＝ p語 皿一B　2 ＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主任講師：比嘉正範（放送大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　サ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニコフス・ション・アイール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（同志社女子大学助教授）

全体のねらい
　　この科目の基本的な目的は、‘受講者が学術的な内容の英文を読めるようになることである。そのための

入門的な教材として、学問分野の紹介文を使うことにした。このような英文に慣れることによって論文調

の文章を読む能力を養っていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 Introduction

An　introduction　to　the　goals，　struc七ure　and

モ盾獅狽?獅煤@of　the　course，with　advice　on　how　to

唐狽浮р凵@for　it　and　suggestions　for　further
窒?≠р奄獅〟E

　　比　嘉　正　範
@　（放送大学教授）　　　一　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　u一ニコフス’ション。アイール

@　　（同志社女子大

@　　　学助教授）

2 Philosophy

An　introduction　to　Philosophy，　the　study　of

汲獅盾翌撃?р№?@of　and　belief　in　reality．　Exerci－

唐?刀@in　making　questions　about　the　text　and

狽??氏@answering　them，　and　in　vocabulary
b浮奄撃р奄獅〟D

同　上

3 Anthropology

An　introductio：n　to　Anthropology，　the　study

盾?@humanity　and　human　culture．　Exercises　in

高≠汲奄獅〟@questions　about　the　text　and　then

≠獅唐翌?窒奄獅〟@them，　and　in　vocabuIary　building．
同　上

4 Archaeology

．An　intro母uction　to　Archaeology，　the　studyof　the・remains　of　past　human　cultures．

dxercises　in　makipg　qロe「stions　about　the　text

≠獅п@then　answering　them，　and　in．　vocabulary
b浮奄撃р奄獅〟D

同　上

5 Sociology

A轟　intrbduct．ion　to，　Sociology，　the　study　of

狽??@individuεds，groμps　an母　重nstitutions

狽?≠煤@mak6　up．　s6ciety．牽】xerbises　in　maki：ng

曹浮?唐狽奄盾獅刀@about　the　text　and　then　ahsweringthem，　and　in　vocabulary　buildipg． 同　上

6 Psychology

Anlintroduction　t6　Psyc尊010gy，　tれe　study　of

高?獅狽≠戟@broces畠es　and、　behavior．　E：￥ereise白in

窒獅≠汲奄祉ﾃquestions　ab6u　t　the　text　and「then

≠獅唐翌?窒奄獅〟@them，　in　analytical　skills，　and

奄氏@vocabulary　building．

同・上

7 Learning

An　ihtroduction　to：Le舞ning，　the　process　by

翌?宴ﾓchanges　in　behavior，resuIt　frQm　expe－
窒奄?獅モ?@of画acticel　Exer¢ises　in，　comprehen－

唐奄盾氏@and　analytical　skills．
同　上
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8 Physics

AnintroductiontoPhysics,thestudy･ofhovv
thewDrldaroundusisputtogetherandhew
itchanges.Exercisesinparagraphoutlini-
ngandinstructuralanalysis.

rkigifsi

"=JX.t"3Y.if"4--7

9 Astronomy

AnintroductiontoAstronomyJthestudyot
thestars,planets,andotherobjeetsthat
makeuptheuniverse.Exercisesinparagra-
phoutliningandinstructuralanalysise m±

10 HomeEeonomies

AnintroductiontoHomeEconcmrics,the
studyofthemanagementofahousehold.
Exercisesinparagrathoutliningandin
structuralanalysis. Nt

11 Hea1th

AnintroduetiontoHealth,thestudyof
physica1,mentalandsocialwel1-beinge
Exercisesinparagraphoutliningandin
structuralanalysise ftt

12 Eco1ogy

AnintroduetiontoEcology,thebranehof
biologythatdealswithrelationshipsthin--
gshavetoeachotherandtotheirenviro-
nment.Exercisesinparagraphout1ining
andinstructuralanalysis.

.
N
t

13 Business

AnintroductiontoBusiness,theactivities
ofallcommercialprodueersofgoodsand
serviees.Exereisesinparagra.phout1ining
andstructuralanalysise mt

14 Industry

AnintroductiontoIndustry,agroupof'businessesthatproduceasimi1arproductor

provideasimilarserviee.Exercisesin
paragraphout1iningandinstructural
analysis.

Mk

15 Statisties

AnintroductiontoStatisties,asetofmet-t
hodsusedtocollectandanalyzedata.
Anexerciseinout1ining.

Mk
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　　　＝＝　ドイ　ツ語　1　＝　（TV）

〔主任講師：辻　　理（東京大学名誉教授）
@　　　　中山　純（明治学院大学助教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語1は全課のカリキュラムを入門編と基礎編に分けて、発音や語形変化の基礎的な知識から始
めて、文を作る為の最低限の文法知識を習得するところまでを学習する。具体的にはまず最初の5課で、
ドイツ語の発音や読み方の練習を中心に置きながら、難解とされる語形変化の仕組みを見て、ドイツ語
の言語として特長の概要を　むようにする。基礎編では、色々な状況の中でのドイツ語を学びながら、基
本語集を増やしていくように努める。目標は、ドイツ語を学習していく上での土台を作ることである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．はじめに1－1ドイツ語とはどのような言

1 第1課

hイツ語案内

葉か？1－2．ドイツ語はどこで使われているか？
P－3．ドイツ語人口はどのくらいいるか？2．発音
Qト1．文字の種類2－2．音の種類2－3．発音の原則

　辻　　　　　理
i東京大学名誉教授）

@中　山　　　純
（明治学院大学助教授）

1．品詞の分類規：準1－1．品詞2．動詞について

2
第2課

2－1動詞の不定形と語幹・語尾2二2．動詞と格

中　山　　　純

品詞について

1．動詞の人称変化1－1．人称とは何か？1－2．

3
第3課

人称と数1－3．人称代名詞と変化形2．名詞の格

ﾏ化2－1．名詞の性と冠詞2－2．定冠詞つきの名 同　　　上
変化と一致について 詞の格変化2－3．不定冠詞つきの名詞の格変化

2－4．定形と名詞の格変化3．呼応一致について

1．不定句の作り方　2語順について£一1．定

4
第4課

齒№ﾆ文成分

形の位置2－2．その他の成分の語順3．文成分に

ﾂいて　4．コンテクストについて 同　　　上

1．時称について1－1．動詞の3基本形1－2．

5
第5課
桴ﾌ　と　話　法

sein，　haben，　werdenの3基本形1－3．6時称

ﾌ作り方1－4．時称の用法1－5．時称の相互関係

Q．話法に：ついて2一一1．動詞による話法2－2．助動

同　　　上

詞による話法2－3．その他の話法の表現

1．品物を買う1－1．発音練習1－2．Was　ist

6
第6課
vas　ist　das？

das？1－3動詞の人称変化2．名詞の性別2－1．

ﾓ味による見分け方2－2．形による見分け方 同　　　上

1．発音練習r1．Was　kaufen　Sie？　2．動詞
の人称変化2－1語尾変化の練習2－2．3人称の
形の練習3．名詞の複数形3－1複数形の格変化

7
第7課

3－2塒殊な格変化をする名詞4．2・3人称単数
ﾅ幹母音が変音する動詞杢1．つづりが変わる 同　　　上

Was　siehst　du？ 動詞4－2．s6in，　haben，　werdenの現在人称変

化　5．duとSieの使い分け方
6．疑問代名詞

一166一



回’ テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’

1．発音練習1－1．動詞essenを使って2職業

8
第8課
vem　gehort

を尋ねる2－1．発展練習2－2．Was　macht　er
р?獅氏@gern？2－3．発展練習3．名詞に冠詞をつ

ｯない用法3－1．男性弱変化名詞の格変化3－2． 中　山　　　純

wagen？ 人称代名詞の格変化4．3格目的語をとる動詞

1．発音練習1－1．発展練習1－2．人の名前を尋

第9課 ねる2前置詞を含む文3．形容詞を使った練習

9 Ich　schenke　dir 4．決定疑問文における定形の位置4一｛．3格と 同　　　上

eln　Buch 4格目的語を要求する動詞4－2．3格と4格の
目的語の語順5．形容詞6．前置詞について

1．発音練習1－1．発展練習1－2．nichtを使っ

10
第10課

て2前置詞を使った表現2－1．発展練習　3否

閧ﾌ表現4．前置詞について4－13格支配の前 同　　　上
In　der　　Stadt 置詞4－3．3・4格支配の前置詞5．不定代名詞

jeder

1．発音練習1－1．発展練：習2．分離動詞の練習

第11課
2－1．発展練習3非人称表現3－1．形容詞の名詞

11
Die　BurgPassage

化3－2．不定代名詞のman　4．分離動詞4－1．非

ｪ離器詞4r2．分離・非分離
同　　　上

雪

1．発音練習1－1．指示代名詞を使った練習

第12課 1－2．所有代名詞の練習1－3．発展練習2．疑問副

12 Verschiedene 詞3．冠詞類3－1．定冠詞類の格変化3－2．不定 同　　　上

Berufe 冠詞類の格変化

1．発音練習1－1発展練習　2．形容詞を使

第13課
って2－1．発展練習　3．形容詞の付加語的用法

13 同　　　上
Im　　Kaufhaus

1．発音練習2．Ein　Tag　von　Herrn　Liebau

第14課 2－1．Er　steht　auf。2－2．Er　zieht　sich　an．

14 ：Ein　Tag　von
2－3．Er　geht　aus　seiner　Wohnung．2－4．Wie
唐奄??煤@Ihr　Arbeitstag　aus？　2－5．Er　arbeitet 同　　　上

Herrn：Liebau im　Buro．3．指示代名詞　　4．副詞　5．再帰動
詞と再帰代名詞

1．発音練習1二1．話法の助動詞の練習2．In

15
第15課

der　Stadt　2－1，ガソリンスタンド・3．数詞　4．話

@の助動詞4－1．話法の助動詞の人称変化4－2．
辻　　　　　理

：Freizeit 話法の助動詞の意味4－3話法の助動詞の単独用法 中　山　　　純

4－4．話法の助動詞に準ずる動詞

一167一



　　　　　　　　　　　　　　＝ドイツ語π＝（TV）

　　　　　　　　　　　主任講師：辻　　理（東京大学名誉教授）

　　　　．　．．　　　　　　　、中山．純，（明治学院大学助教授⊃

全体のねらい
　ドイツ語Eでは、語学スケッチを見ながら、生きたドイツ語の習得を目指す、言葉だけではなく、

ドイツでの様々な生活の場面を鑑賞しながら、地誌的な知識をも深めていく・文法知識としては・副
文や話法、また「　」等単純な語形変化を越えたものについて練習する。この段階から、積極的に視
・聴・覚の語学の3要素を配慮した学習をしていく。ドイツ低声を修了した時点で、ドイツ語の初級学校文
法の知識を習得し、1，500語程度の生活語を中心とする単語能力を身に着けることを目標と‘ ｷる・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
第1課　　　Wir
rtellen　UnS　vOr

　TEXTl　Die　Stadt　Celle　liegt…TEXT2
relbstverstellung　TEXT3Die　Umgebung
P．前置詞と定冠詞の融合2形容詞の比較級と最
k奄R．形容詞の比較の用法34so十原級十wie
R一一2比較級＋als　3－3　i㎜er＋比較級；比較級

¥比較級3－4je十比較級、　desto〔またはum
唐潤l十比較級3－5最高級の用法

　辻　　　　　理
i東京大学名誉教授）

@中　山　　　純
i明治学院大学助教授〉

2
第2課　　Aln
eruhstuckstisch

　TEXTI　Morgens　TEXT2　1n　der　Bac－
汲?窒?堰@TEXT3　Am　FruhstuckstiSch

P．霜ssenの人称変化2．形容詞の名詞化

R数詞

同　　　上

3

第3課ゴDie　Hausarbeit

　TEXTI　Vormittags　TEXT2　1n　der
qeinigung　TEXT3　1n　Lebensmittelges－
モ?≠?煤@1．指示代名詞　2．関係代名詞 伺　　　上

4
第4課Im　Frerhd
?獅魔?窒汲??窒唐≠高

　TEXTI　Fahrt　zur　Arbeit　TEXT2　1m
erelndenverkehrsamt　1．時刻の表現

　　同　　　上
`

5
第5課
`mArbeitsplatz

　TEXT　Am　Arbeitsplatz　1．曜日と月の名

ﾌ2複合時称2－1．現在完了形の作り方2－2．未

?`の作り方3．従属接続詞と副文 同　　　上

6
第6課Im：Leder．
翌≠窒?獅№?唐モ?≠?

　TEXTI　Mittags　TEXT2　Beim　Mitta一
fgessen　TEXT3　1m　Llederwarengeschaft
P．不定形と不定句　2過去形の作り方 同　　　上

7
第7課Ei　nkaufen

奄香@Supermarkt

　TEXTl　Einkaufen　im　Supermarkt

sEXT2　1m　Supermarkt　TEXT3　An　der
sankstelle　1．語構成2接続法の形式2－1接続

@第1式2－2接続法興亜式　TEXT41n　der
qeinigung

同　　　上
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呵 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

TEXT1　：Feierabend　TEXT2　Kuchen

8
第8課

backen　TEXT3Lpranung　1．命令、2・受動態
Q－1受動について2－2受動¢）作り方2－3．自動

辻　　　　　理

Kuchen　backen 詞の受動態2－4．話法の助動詞と受動態2－5．状 中　山　　　純

態受動

TEXTl　Am　Sonntaεン公usflug　TEXT2

Die　Schifffahrt　TEXT3　Nach　der　Fahrt

9 第9課　Ausflug 1．前置詞と人称代名詞・疑問代名詞の融合 同　　　上

2接続法の時称形式　TEXT4　An　der　Hote一

蓋erezeptio

TEXT1　：Friseur　TEXT2　Beim　Friseur

10
第10課

TEXT3　An　der　Kasse　1接続法の用法

P－1．要求話法1－2非現実話法 同　　　上
Beim：Friseur

T：EXTl　Celler　Grotte　1．回収になった疑

11
第11課 文2．間接話法TEXT21m　Cafa

伺　　．上
Celler　Grotte

TEXTl　Der　L6iter　ein6s　IFremdenver乙

第12課 kehrsamtshat　TEXT2　1m　Amt　fur　regio一

12 Planung　einesEr nale　Planung■．話法の助動詞の接続法第皿式 同・　上

holungsgebietes 2．時称の補足

TEXT　Im　Reiseburo　1．分詞の用法

13
第13課
@Im　Reiseburo

同・　上

TEXT　Grillparty（1）1．感嘆詞

14
第14課
@　Grillparty（1）

同　　　上

TEXT　Grillparty（2）1並列の接続詞

15
第15課
@　Grillparty（2）

2．「初級文法」について

同　　　上
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　　　＝ドイツ語皿＝（R）

薫主任講師：辻　　理（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　読むたあの文法に多少重点を移し、その復習をした上で、若い．ドイツ人夫婦の日包体験特に二人Q

受けるカルチャー・ショックを軸として、現代ドイツのすぐれた作家や思想家のさまざまな文体に触れ

ていく。同時に、まったくの日常会話から一歩脱して、考えを述べるためのドイツ語に近づきたい。

　テー・マ

1　構文について一定形の位置

2　構文に：ついて一副文・zu十不定詞

3　Anne　an　ihre　Eltern

4　　Gesprach　mit　ein㎝japanischen　Professor

　5　　Schwierige　Textauswah1

6　　Uber　Tagebucher

　7　　Gesprach　zu　，，Aufbruch“

8　Das　Mittel　zum　wirklichen　Fr重eden

9　　Zum　Uberleben？

10　Warum　ein　Deutsch－Deutsches　Worterbuch？

11呂prache　und　Gesellschaft－MitW・rtem　luge典？

12　　Der　Humor　und　die　Deutschen

13　Kulturschock

14　　“Raman”

15　　“Erbe”
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ニドイツ語H－rB1＝（R）

〔主任講師　辻 理（東京大学名誉教授）〕

全体めねらい

　「ドイツ語H－A」で抽象的な思考への糸口を把握したものと考え、「三一B1」では印刷教材の
量を．ふやしていきたい。印制教材をreflexivに扱い、解釈する態度が求められる。世紀の転換期に

ミュンヘンに活躍した作家たちの作品を取上げるが、1945年のTh．マンの発言までをも視野に
収めつつ、政治的状況が文学に複雑な影を落しているさまを言語表現の中に見ていぐ。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7年間の日本滞在を終えて、ドイツに帰国し
たニグシュティヒ夫入にあてた手紙。南のミュ

1
Brief　aus
iapa：n

ンヘンで暮らす北ドイツ入は、何を感じている

ｾろうか？

　辻　　　　　理

i東京大学名誉教授）

かつての芸術家居住区シュヴァービングは、

今はただ不動産屋が跳梁するところ。かつての

2
Brief　aus
l茸bchen

面影は全然ないとのむごいご託宣。 同　　　上

シュヴァービングの現在がそういうことであ
る：なら、残された作品によって、私たちはこれ

3 Simp】〈1＞ を再生させなぐてはならない。Ri㎎elnatzが
`く芸術家酒場ジンプル。

同　　　上

芸術家酒場ジンプルの続き。Ri：㎎elnatzは

ついにこのジンプルの座付詩人に昇格する。
4 Simpj＜2＞ 同　　　上

そのRi㎎elnatzのひ亘りと皮肉の利いた可
Gedichte　von 愛らしい詩と、ぐさりぐさりと人を刺すアナー

5 Ringelnatz キストM仙samの詩。 同　　　上

und　M蓑hsarn

甲

We　dek　i　ndは当時のシュヴァービングの大御

所。‘芝居の自作自演もしばしば。そのWedeki一

6
Die　Schutzimp。
?浮獅〟q1＞

麟がめっぽう不道徳な不倫物語を語って聞か
ｹる◎

同　　　上

こんな予防接種を女房にされたら、世の亭主

7 Die　Schutzimpピ
?浮?〟モQ＞

たるもの生きた心地もしまいという、奇妙な話
ﾌ続き。 同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当’講師
i所属・氏名）

8 Der　Herr
eisch6tter〈1＞

　伯爵家の生まれでミュンヘンのボヘミアンに：なうた女流作家～：Franziska　Grafin　zu、Reven－

狽撃盾翌ﾌ作品。 辻　　　　　理

9
Der　Rerr
eisch6tter＜2＞

　この作品、やはり世紀末の特徴をそなえてい

驍ﾆ言えそう。女性と死と動かすことのできな
｢運命がその主題。 同　　　上．

10
Der　Herr匿

eisch6tter＜3＞

　かわうそ氏のぜやで悪人を失った方もかわい
ｻうだし、罪もないのに決闘で殺されるかわう
ｻ氏もかわ臥そう。かわいそうな人がいて初め
ﾄ物語ができ上がるのだろうか。

同　　　上

11 Kriegserkl　arun9

　不遇な女流作家：Lena　Christの作品。第1次
｢界大戦が勃発したとき、なぜ’ミュンヘンの人々はインテリをも含めて、あんなに喜んだのであ

?､。
辻　　　　理
蛛@貫　敦　子

i学習院大学助教授）

12 R琶terepub】ik

　191，9年、たったの一か月足らずのことで
?驍ｪ、ミュンヘンにはレーテ共和国の政府が
a生し：た。その首班となったErnst　Tollerの
黷骼vい出。すごい混乱。

同　　　上

13
F】Ucht　und

uerhaftung

　レーテ共和国の首i班であったTolIerは、今は厳しく追われる身。ようやぐかくまってもら

ﾁた家でも、裏切り者の女に密告されてしまう。 同　　　上

@　　　　　　■

14
Ohrfeigen　und
gau　sve　rkauf

　これはKarl　Valentinの二つの作品。いや
ﾅも笑っていただかないと、ミュンヘンから化
ｯて出そう。どこか氷りつぐようなValent　in
ﾌ笑い。

辻　　　理

15 MitThomas
lann

Thomas　Mannはミェンヘンに住み、ミュンヘン
�､し、ミュンヘンで傑作を書きあげた人。そ
ﾌMannがいかにミュンヘンをまもり、またドィ
b文化をまもろうとしたか。

同　　　上
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　　＝＝ドイツ語H－B2＝（R）

〔主任講師：岩崎英二郎（独協大学教授）〕

全体のねらい
　現在、ドイツの新聞や小説などでごくふつうに用いられている文章語が楽に読めるような実力をつ
，けること。それを目標としてテキストの読解、「ドイツ語1」では扱われなかった文法事項の解説、

それと関連した独作文の練習を行う。単にドイツ語を受動的に理解するだけでなく、ドイツ語で自分

の考えを発表する力をつけることの重要さを強調したいと思う。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
Die　elektronische
fesellschaft（1）

文法解説　一話法の副詞一
ﾆ作文（1）

岩　崎　英二郎

i独協大学教授）

2
Die　elektronische
fesellschaft（2）

文法解説　一語構成（1）一

H作文（2）
　　’
ｯ　　　上

3
Die　elektronische
fesellschaft（3）

文法解説　一語：構成（2）一

搓?ｶ（3） 同　　　上

4
Die　elektro：nische

fesellschaft（4）

文法解説　一語構成（3）一

ﾆ作文（4） 同　　　上

5
Die　elektronische
fesellschaft（5）

文法解説　一文の種類一
w作文（5） 同　　　上

｡

6
Die　elektronische
fesellschaft（6）

文法解説　一文の：構成要素一

｣作文（6） 同　　　上

7
Die　elektronische
fesellschaft（7）

文法解説　一補足成分と添加成分（1）一

O作文（7） 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講．師
i所属・氏名）

8
Die　elektronische
@Gesellschaf　t　（8）

文法解説　一補足成分と添加成分（2）一

ﾆ作文（8） 岩　崎　英二郎

9
Die　elektronische

@Gesellschaft（9）

文法解説一付加語一
O作文（9）

同　　　上

10
Die　elektronische

@Gesellschaft⑩

文法解説　一配語法（1）一

ﾆ作文⑩ 同　　　上

11
Die　elektronische
fesellschaftαエ）

文法解説　一配語法（2）一

ﾆ作文⑪ 同　　　上

12
Die　elektronische
fesellschaft⑫・

　文法解説　一心態詞一@
独
作
文
⑫
： 同　　　上

13
Begegnungen　mit
@Fritz　W　　（1）

独作文⑬

同　　　上

14
Begegnu㎎en　mit
eritz　W　　（2）

独作文㈲

同　　　上

15
Begeg：nungen　mit
eritz　W　　（3）

独作文⑮

同　　　上
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ニフランス語1＝（TV）
〔主任講師　福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　フランス語に入りやすくするために、テレビ映像と言葉の結びつきを考え、ある喜劇的なシチュこr一

ションを作り、フランス人の習慣と言語との関係を把握させる。自然なフランス語の習得を目ざすため

め、教材はフランス語を母国語とする考えが、ふつうに使う表現に限る。コミュニケーションのための

フランス語を中心にして、いわゆるme　thodes　communicalivesとU　復習、繰り返しを中心とする。

な齢、ビデオ、写真によるパリ案内も付ける。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

Boniour，　Merci，　Cest～／母音の発音〔r〕 福　井　芳　男
i放送教育開発セツ

と〔1〕 ター教授）
1 あ　　い　　さ　　つ 単語レッスン〈家族〉 井　戸　桂　子

パリの表情（1）セーヌ河 （放送大学助教授）

田　辺　保子
（放送大学非常勤講師）

Ce　nest　pas～，Je　suis～，　il　faut～，

動詞の不定法／鼻母音／単語レッスン〈職業〉

2 紹　　　　　　介 パリの三線2）観光のパリ① 同　　　上

数・1～12，年齢の尋ね方、avoirの現在形
／リエゾン

3 数　～その1～ 単語レッスン〈身体〉 同　　　上

パリの表情（3）鉄道

数30～900，曜日、　月／Ilest～，Ila～，

Quel　age　avez－vous？／発音とつづり字、エ

4 数　～その2～ リジョン／単語レッスン〈顔〉 同　　　上

パリの表情（4）公園

発音のまとめ／冠詞、指示形容詞、所有形容詞

動詞、一er動詞／e鈴eとavo童r，avofrを使

5 復習と文法　（1） つた慣用句／単語レッスン〈食べ物〉 同　　　上

時間の数え方、Combieh　de～／アンジェヌマ
…

ン、イレトネーション／単語レッスンく飲み

6、時　　　　　　間 物〉 同　　　上
ヨ

パリの表情（6）美術館

devoir，　trouver，疑問副詞／疑問文のイント

Co㎜entme　tro一 ネーション

7 uezvOUS？（わた 単語レッスン〈食器一揃い〉 同　　　上

しをどう思いますか） パリの表情（7）メトロ
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回 、テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

8
Je　vais　achetel・

iこれから買うんでサ）

，aller，　Je　voudrais～／形容詞とリエゾン／

P語レッスン〈気晴らし〉
pリの表情（8）新しいパリ①

福　井　芳　男

艨@戸　桂子
c　辺　保子

9
Ne　vous　en

@　　faites　pas
i心配しないで）

中性代名詞en，　Vous　ne　pouvez　pas～／つづ

闔嘯ﾆ発音、一sr／単語レヅスン〈文房具〉

pリの表情（9）新しいパリ② 同　　　上

10
　●

恟Cと文法　（2）

動詞の活用、形容詞の女性形、形容詞の位置、

�l称主語／単語レッスン〈衣料（1）〉

pリの表情㈹　マルシェー食料品店 同　　　上

11
Jen　ai　assez

iもう、うんざりだ）

感嘆文、直接法半過去／単語レッスン＜衣料
i2）〉

pリの表情⑳　ローマの遺跡 同　　　上

12

a　l　a・ir　intere一・

唐唐≠獅煤@Ca　（それ

ｨもしろそうね）

疑問代名詞、avoir　Ialvf形容詞／単語レヅス

^〈家〉
pリの表情働　舗道 同　　　上

13
Que　veurtu　？
iしかたがない
@　じゃないか）

ゴ　espさve，　Que』veux－tu？en．　avoir血arre

р?¥不定法、前置詞十疑問詞／enとりエゾン、
Gリジョン／巨魚レッ象ン〈公共の建物〉パリの表情㈲　彫像

同　　　上

14
Qaest－ce　quil

@　ya　de　ma1？
i何が悪いんです）

接続詞のque，　Je　na：pas　pu十不定法、　tu

唐≠奄刀@que…／〔∂〕の脱落／単語レッスン

q交通機関〉

pリの表情ω観光のパリ②
同　　　上

15 復習と文法　（3）

動詞十不定法、依頼と許可、代名動詞／単語レ

bスン〈国々〉

pリの表情⑮　光のパリ 同　　　上
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＝フランス語皿＝（TV）
〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　フランス語1の復習と兼ねつつ、コミュニケーション言語の習得をはかり、さまざまな情況で使い得る

よう多くのシチュエーションを考える。これはフランス人の家庭へのロケーション、フランスから来た人へ

へのインタビューなどを行なう。なむ、フランスの地方の案内も行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 11ガya
垂?窒唐nnne？

スケヅチ①／否定の代名詞／人称代名詞／三八

ﾌ構文　コミュニケーションーあいさつ一
yしく論ぼえるマナーとエチケット（1）指

aonjour　France（1）　地形と気候

　福　井　芳　男
i放送教育開発セン
@ター教授）
@井　重事　子π
i放送大学助教授）
田　辺　保子

（放送大学非常勤講師）

スケッチ②／疑問形容詞／近接未来／複合過去

2
Je　suis　content

р?@vois　revoir．

コミュニケーション
yしく診ぼえるマナーとエチケット（2）ぶどう酒

aonjour　France（2）人口・運1輸

同　上

スケッチ③／Conbien／複合過去／単純未来

3
Ce　seva

コミュニケーションー初対面一

yしくおぼえるマナーとエチケット（3）カクテル， 同　上
toujours　utile． 　■　　　　　　亀一嘩

Eハーアイー
Bonjour　France（3）　イル・．ド・フランス

スケッチ④／代名詞／性・数の一致／中性代名

4
De　quoi　te

鴻ﾂ1eS－tu？

詞のy　コミュニケーション一心頼一
yしくお・ぼ’えるマナーとエチケット（4＞お札　．Bonjour：France（4）シャンパーニエ， 同　上

アルザス・ロレーヌ地方

5

Je　ferais
Uimporte　quelle
?盾撃奄?垂盾浮秩@Vous。

スケッチ⑤／間接疑問／条件法コミュニケーションー呼び掛け，待たせる時一

yしく於ぼえるマナーとエチケット（5）花

aonjour　France（5）　ブルゴー

同　上

形容詞

6 記述、　　のしか
インタビュー

同　上
た、形容詞

インタビュー

7 疑問の出しかた 同　上
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回 ．テ　　　一　・　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

インタビュー　、

福　井芳　男
8 感　　情　表　　現 井　戸　桂　子

田　辺　保　子

インタビュー

9 過去の表現’ 同　上

インタビュー・

10 復　　　　習 同　上

ディァローーグ、スケッチ

許可を求める、許
11 可を与える、拒否 同　上

する

ディアローグ、スケッチ

12 賛意、　反対 同　上

ディァローグ、スケッチ

13 不満、　怒　り 同　上

ディアローグ、スケッチ

14 非難、無関心 同　上

インタビュー

15 復　　　　習 同　上
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＝フランス白白＝・（R）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　ラジオの特性を生かし、聞く能力の性差をはかり、1、Hで勉強したことのとりまとめとして、文

法、構文、知識の整理、基本文の習得をはかる。なお、単語の用法についてもこまかい検討を加える。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

文法：名詞の性・数／名詞標識語
福　井　芳　男

i放送教育開発
：Lecture：「白い服の婦人」① センター教授）

1 名詞とその周辺 井　戸　桂　子
（放送大学教授）
田　辺　保　子

（放送大学非常勤講師）

文法：efreの直説法・現在形／形容詞女性形

／定冠詞の縮約

2 6tre，形容詞 ：Lecfure：「白い服の婦人」② 同　　　上

文法：avoirの直接法・現在形／一er動詞の直

説法・現在形／形容詞の位置

3 avOlr，一er動詞 ：Lec　fure：「白い服の婦人」③ 同　　　上

文法：代名動詞／動詞の現在形
：Lec　ture：「白い服の婦人」④

4 代名動詞、tvouver 同　　　上
、

文法：場所の副詞（句）・前置詞（句）

：Lecture：「白い服の婦人」⑤

5 ；場　　　　　　所 同　　　上

文法：時の醗詞（句）／時制（複合過去形、半

過去形、大過去形、未来三二未来形）

6 時、　　時　　制 ：Lecture：「白い服の婦人」⑥ 同　　　上．

文法：疑問代名詞／疑問形容詞／疑問副詞

：Lecture：「白い服の婦人」⑦

7 疑　　　　　　問 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

｛

文法：否定のいろいろな型

：Lecture：「白い服の婦人」⑧ 福　井　芳　男

8 否　　　　　　定 井　戸　桂　子

ノく、

田　辺、保子

文法：人称代名詞／中性代名詞／二重目的に置

9
人称代名詞、中性

纐ｼ詞

　　　かれた代名詞の語順

kecture：「フランスのジャーナリズム」① 同　　　上

文法：副詞節／Si…／条件法

Lecture：「フランスのジャーナリズム」②

10 si十半過去、条件法 同　　　上

文法：Iaisser，faire十inf／現在分詞／ジェ

ジェロンデイフ、
　　一“鴻塔Aイフ

11
使役め助動詞

LectUre：「フランスのジャーーナリズム」③ 同　　　上

文法：直接話法と間接話法／時制の』致／間接

疑問

12 間　接　話　法 五ec　ture：「フランスのジャーナリズム」④ 同　　　上

文法：接続法／名詞節と接続法／形容詞節と接

13
接続法、名詞節と

`容詞節

　　続法／関係代名詞
?cture：「フランスのジャーナリズム」⑤ 同　　　上

文法：副詞節と接続法／前置詞（句）finf…

接続詞（句）＋que＋inf

14 副詞節と接続法 Lecture：「フランスのジャーナリズム」⑥ 同　　　上

文法：成句

Lecture：「フランスのジャーーナリズム」⑦

15 成　　　　　　句 同　　　上
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＝フランス語H－B1ニ（R）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕・

全体のねらい・

　亜一Aまでに習得した文法知識と語彙力の基礎的な部分によって、かなり高度のコミュニケーショー

ン能力が発揮できることを示すため、皿一B－1においては会話力、発表力の開発に重点を置く。特に

重要な状況を想定して、相手の意見を聞き、自分の考えも述べられる・知的なコミュニケーションができ

るようになることを目標とするすべての課にフランス人、日本人ゲストによる実習をも含む・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず自分が何者であるかを相手に知らせること、

1 自　己　紹　介
ついではある人物を別の人にこまかく紹介する術

�wぶ。
　福　三芳　男
i放送教育開発センター

教授）

相手にいろいろと情報をたずねる場合の言いか

た。この場合聞きとり練習も兼ねることが必要で
9

2 情報の求め方 あろう。 同　　　上

仕事の上でいろいろな指示を出し、また命令を

出す場合の言い回し、答えかたを学ぶ。

3 指示　・命令 同　　　上

フランス流に適確な情報を与える場合、特に二

ユース、コメント、日常生活情報などの与え方を

4 指　　摘　　す　る 学ぶ 同　　　上

1課一4課までのパターンを復習し、時や場所

の副詞句を学ぶ。

5 復習　と応用 同　　　上

まず自分の考え、意見を述べるための表現を学

6
意見、判断の述
@　’　　　べかた

ぶ。

同　　　上

●

相手、あるいは第三考の意見に賛意を表し、あ

るいはそれを支持する言いかたをさまざまのニュ

7 賛意の表現 アンスで表現できるように訓練する。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

議論に憎いては必ず反論が必要となる。時に
西欧の入たちとの議論では反論の技術が必要とな

8 反論の言いかた る。 福　井　芳　男

6，7，8課に憎いてニュアンスをつげる練習をす

るがそれをふえんして疑いなどの表現を加え、さ
9 疑い、保留の表現法 らに論理立ての問題に触れる。 同　　　上

パターンを復習し、応用会話を通じて必要な合

の手、成句を学ぶ。

10 復習　と　応用 同　　　上

11課r14課までは感情をこめた言い回しの
練習になる。まずは感嘆文について学ぶ。

11 感　　嘆　　　文

毒

同　　　上

　感情表i現基本的なものは、喜び、悲しみである；これまでに学んだ平常の情報伝達、議論でも、こ

12 喜び、悲しみの表現 1れらの表現をどう生かすか考える。 同　　　上

ここでは以上の感情表現のほかに単語の使用法

によってどう感情を表わすかという語彙論的な側

13 感　情の誇　張 面も検討する。 同　　　上

　ここでは特に皮肉・反語の面を中心にして，い

墲ﾎ会話のテクニックについて考えてみる◎
i

14 皮　肉の誇張 同　　　上

6

11課一14課までの復習とともに俗な表現、上
品：な表現という位相の問題に触れる。

15 復習　と　応用 同　　　上
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＝フランス語皿一一B2＝（R）

〔主任講師　福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　書き言葉を中心として、社会、人文系のフランス語文献を読むよすがを作るための清読を澄こなう。
これは文学作品を読むために十分役立つであろう。特に新聞、雑誌での記事を読むための入門とし、
フランス社会での重要事項『日常生活』『女性の（地位の）問題』『教育問題』をとりあげてフラン

ス社会へのアプローチの鍵をそこに見出そうと考える。そして書き言葉への入門となればよいと考え
ている。現実の事象について考える力をつけることがフラツス語の力をつけることになるのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 食事：新しい食うこと

@■

　フランス人の生活で最も重要なもののひとつが

H事である。しかし、現代生活ではどう変わって
ｫているのだろうか。

福井芳　男
i放送教育開発セ

@ンター教授）

艨@戸　桂子
i放送大学助教授）

2 食通　の　天　国

　現代のあらゆる変化にもかかわらず、フランス
ｿ理は依然としてフランス文明の最も重要な産物
ﾌひとつである。その中心にリヨンがある。 同　　上

3
フランス入の金銭

ｴ覚

　「毛糸の靴下の中に」金貨をひそかに貯めてい

驍ﾆいうのは、フランスについて一般的にもたれ
ﾄいるイメージであるが、現代社会では、それが
ﾇうなっているであろうか。

同　　上

4 家族　の変化

　家族はしばしば糾弾されてきたが、多くの人が

ﾜだ執着しているものでもある。現代社会の中で
tランスの家族はとうなっているのだろうか。 同　　上

、バカンスによる大

Eいなる断絶

　バカンスはフランスでは大切な制度になってい
驕Bバカンスがどのようにフランス人の中に入り
ｱんでいるか。この問題を考えることはますます
ｭ達するレジャー文明を考えることになる。

同　　上

…生命を与える女性

　女性の地位向上は20世紀後半、全世界での重
v問題である。先進的な役割をしてきたフランス・
ｾが、どういうふうに問題をとらえているのだろ
､か心まず母性と女性の解放の問題がある。

同　　上

7 働ぐ女性の問題

女性が働くときどういつだ問題があるのか。特

ﾉ過労、心労は並たいていのものではない。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

女性解放の重要な担い手であり、女性問題省の
大臣もやった、フランソワーズ・ジルーの手記か 福　井芳　男

8 女性の戦い（1） ら、まず女性の解放の基本問題に触れている部分
をとりあげる。 井　戸　桂子

女性解放問題で、ジルーはシモーヌ・ド・ボー
ヴワールの立場を批判しているが、これは、問題

9 女性の戦い（2） のむずかしさをさらに明確化する。 同　　上

総括として、，女性の労働の状況を、働く女性た

ちがどう見ているか、という問題をとりあげる。

10 女性　の　労働 同　　上

社会の根幹は教育にある。まずフランス人と学

学校：人生につい 校との関連についての記事を見る。

11
てのある種Q概念

同　　上

公式の選別（バカロレア）の他に、バカロレア
内での格づけ、そして重要なリセへの優秀：な生徒

12 秘か　な　選別 の集中化現象が見られる。 同　　上

フランスの公立絶対化がどうくずれているか、

日本の現状とくらべて、たいへん興味ある現象が

13 私学の新たな成功 起っている。 同　　上

フランスの高等教育で最も特徴ある、グランド

エナ（E．：N．A・）に
ゼコルの問題を見ていく。

14
入ること

同　　上

68年5，月、大学を吹ぎ荒れた騒動とは何であ

5月の事件とその
つたか。それはどういう影響を一与えたかを見る。

15
影響

同　　上
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一中国語1一（R）
〔主任講師：傅田　章（東京大学教授）〕

全体のねらい
　やさしいスキットを読みながら、中国語の発音と文法の基礎を学習する。文法は全体の枠組みを見通

しての把握を心がけつつ、中国語1で統語構造品詞の機能の最も基本的な部分から始めて、中国語H

に接続し、2個学期で基礎課程を終える予定である。その間、機能語を中心に基本的語集を習得出来る

ようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

四つの声調

単記母（Da，e 傅田　　章
1 第　　1　　課 声母（1）b，P，m，　f

ｺ母②1，q，　x
（東京大学教授）

声母（3＞zh，　ch，　sh　r，第三声の連続

嫡母（4》d，t，　n，1，　主語と述語

2 第　　2　　課 複韻母（1）ai，ei，　ao，　ou，動詞と目的語 同　　　上

脚韻母（2）an，　en，　ang，　en9

軽　声
声母（5）9，k，　h

3 第　　3　　課 修飾語』連用修飾語、華語 同　　　上

構造の重層

指示疑問　疑問詞疑問文

声母（6）z，c，　s

zhi，　ziの二一

4 第　　4　　課 断　　定動詞shi（是） 同　　　上

状況の相　助詞le（了），　ne（泥）

単二母②i，iで始まる四韻母
単韻母（3）u，uで始まる複韻母

5 第　　5　　課 単夏引（4）U，Uで始まる四韻母 同　　　上

選択疑問（1）肯定否定

bu（不）の声調変化

r
限定修飾語（D　連休修飾語、助詞de（的）

限定修飾語（2）名詞句代理

6 第　　6　　課 当否疑問　助詞ma（　） 同　　　上

推　　量　助詞ba（ロ巴）

意：志・勧誘　助詞ba（噌）

感晴の露出　助詞a（咽）

7 第　　7　　課 助詞a（咽）の連声 同　　　上

文の三層構造
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師「
i所属・氏名）

8 第　　8　　課

場所目的語　所在、移動動詞zai（在）、　q廿（去）　　　　　　など二重目的語　授与動詞96i（給）など形容詞述語（1）

l称代名詞　Z6nmen（噛伯）指示詞・指示代名詞

傅　田　　章

9 第　　9　　課

韻母e　数　詞
C母er　基数と序数
ﾀ定詞一助数詞構造　yl（一）とyi（一），liang　　　　（　）とer（二）数：詞一助数：詞、指示詞一助数詞、末尾桁助数詞

@　　　省略、yi（一）の声調変化

同　　　上

10 第　　10　課

疑問数：詞　ji（几）とduoshao（多少）

ｮ了相　動詞接尾辞一le（了）
｢　　然　副詞me　i（you）（没（有））

�ｵの相と動詞の相

同　　　上

11 第　　11　課

持　続　相　副詞zai（在）、動詞接尾辞一zhe

@　　　　　　　　　　　　　　　　（着）
o　験　相　動詞接尾辞。guo（迂）

I択疑問（2》己然未然

同　　　上

12 第　　12　課

動作量補語（1）動作の回数

ｮ作量補語（2）動詞の助数詞転用

ｮ作量補語（3）動作の期間

ｮ作量補語と目的語
同　　　上

13 第　　13　課

動詞句補語を伴う動詞　n6ng（能）など

ｮ作量補語（4）性質の量

同　　　上

14 第　　14　課

文補語を伴う動詞　xi翫g（想）：など

ｶ目的語をとる動詞　gabSU（告訴）など

ｶ補語と文目的語 同　　　上

15 第　　15　課

目的補語を伴う動詞（1）使役動詞qfng（清）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　など
g役をいう動詞　jiao（叫）、　rang（辻） 同　　　上
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二中国語皿＝・（R）

〔主任講師；虻田　章（東京大学教授）〕

全体のねらい
　中国語1に接続して文法の基礎の学習を続ける。文の核になる動詞句のやや複雑な形のものから、さ

．らに複文へと進み、文法の大枠の学習を終える。また発音に：ついても、音節の仕組みや発話の際のアク

セント・イントネーションなどに及んで整理した理解をはかりたい。’中国語皿で一応の基礎課程の学習

を終える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 第　　1　　課

存在の表現　一　動詞yOU（有）
ｻ象描写　一　“存現”文

ﾂ体叙述と現象描写
齒鰍ﾌ提示　一　方位詞　shang（上），Ii（里）

雌I補話を伴う動詞

傅　田　　章
i東京大学教授）

2 第　　2　　課

　　　　　　　　　　　　　　　，ｮ詞句連用（1）一一…Iai（来）／qu（去）
ｮ詞句連用（2）一　1回目／面…

ｮ詞句連用（3）一　…一zhe　（着）… 同　　　上

3 第　　3　　課

前置詞句連用（1）一　z塩（在）

O置詞句連用（2）一・一　bi（比）

桝ﾔの断定　一　助詞de（的） 同　　　上

4 第　　4　　課

前置詞句連用（3）一　舶。（到）

O置詞句連用（4》一　96n（踪）

O置詞句連用⑤　一　受身の表現

O置詞句連用｛61－　gei（給）など

同　　　上

5 第　　5　　課

包括限定（1）一　Iiムn（連）

?㈹ﾀ定（2）一　yibiy6（一次也）…
?㈹ﾀ定（3）一　she㎜e　dou（什云都） 同　　　上

第　　6　　課

動作の評価　V－de（得）AP

級ﾊの事態　V－de（得）S
ｮ作結果結合（1＞ 同　　　上

7 第　　7　　課

動作結果結合（2）一shangl琶i（上来）

ｮ作結果結合（3＞一de一（．得），一br（不）

ｮ作結果結合（4）一buliao（不了） 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

幣

動作結果結合（5）一dao　（到）

動作結果結合（6）一z馳　（住）

8 第　　8　　課 動作結果結合（7）一zhゑ。（着） 回田　　章
動作結果結合く8）一zai（在）

動作結果結合（9）一jile（扱了）

試行相　動詞の重ね型

9 第　　9　　課 r　化 同　　　上

起動相　　一qilai（起来）

継続相　　一xiaqu（下去）

10 第　　10　課 経過相　　一guδ　（迂） 同　　　上

　　　　亀ﾚi続（1）　yδu…yδu…（又…又…）

接続（2）yi…ji貢…（一…就…）

11 第　　11　課 同　　　上

接　　続（3）　yaoshi…j由…（要是…就…）

接　　続（4）yinwe　i…suδyl…（因為…所似

12 第　　12　課 …） 同　　　上

選択疑問（3）Ah吾ishi（三三）B？

接続詞と副詞
不定称接続　sh6me…sh6me…（什均一什云

13 第　　13　課 …） 同　　　上

描写形容詞　形容詞の重ね型

de（的）でっくられる描写修飾語

名詞句述語

承前疑問

14 第　　14　課 過度のle（了） 同　　　上

不信疑問：

付加疑問　…，b丘shi　ma？（…，不是喝・？）

15 第　　，15　課 文・節末の助詞に近い語句　…de　huざ（…的 同　　　上

活）
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＝中国語皿＝（R）
　　　　　～論理と接続関係～
〔主任講師：伊藤敬一（中京大学教授）〕

全体のねらい

　中国語1、Hで基礎課程を終了したので、この中国語皿では、やや長い文章や少しむずかしい作品

を取り上げる。その中で、中国語の孤立語的性質の背後にある中国語の論理を把握すること。於よび

それによって表現された中国的作品世界へのアプローチが読書力をつけるカギであると考える。これ

らを重点に：学習して行く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

著名な現代中国の詩人藏克家が魯迅を記念し 伊　藤：敬　一一

て詠んだ詩。ここで中国語の主述関係、句と句 （東京大学教授）

1 有山人（ある人） 節と節、文と文の接続関係、澄よび文章全体の

論理の問題を語法の観点から分析してみたい。 中国人講師

黄　　麗　　華

第1課との関連で、魯迅の有名な旧体詩《自

2
魯迅詩文四則
i魯迅の詩と文二

嘲〉と散文《；野草’題辞》を読む。ここでも
ﾚ続と論理の問題を考えると共に，参考として
ｱの二つの作品に関する評論の一部を収めた。

同　　上

つ） なおローマ字かち書きの規則と品詞分類をと
り上げる。

第3課から第6課は中国の代表的童話作家葉

牛郎狽女　（1） 紹鉤（聖陶）が書いた七夕伝説（羽衣伝説）で

3 （牽牛と織女・

@　　　その一）

ある。きわめて調子のよい名文で朗読や聞きと
閧ﾌ練習に適している。語法のポイントとして
ﾍ、やはり文の接続関係と論理の展開の問題を

同　　上

論じたい。

牛郎組女　（2）
4 （牽牛と織女・ 同　　上

その二）

牛郎狽女　（3）
5 （牽牛と織女・ 同　　上

その三）

牛郎三女　（4）
6 （牽牛と識女・ 同　　上

その四）

第7課から第10課は文革の初期1966年8月に、

火言上的，威夙 紅征兵の迫害を受けて非業の死をとげた作家老

7
　　　　　（1）

iバカ大将汽車に

舎が、1959年頃ひそかに書き、未発表のまま、
P死後13年目の1979年、名誉回復後天入の手によ
ﾁて発表され：た一幕劇。老舎の初期のユーモア

同　　上

乗る・その二） 短篇小説く馬　先生》（1933年）を自分の手で
改編脚色したもり
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

火牟上的威夙
@　　　　（2）

iバカ大将汽車に

で、きわめて中国的な作品であり、「かけあい
ﾜんざい」を思わせる会話は絶妙である。作品
ﾓ賞と共に、ヒこでも中国語特有の接続と論理
W開の問題を深める。

伊　藤　敬　一

i東京大学教授）

’乗る・その二） 　また、練習として、旧作の小説の一部もとり
繧ｰたい。

中国人講師

@黄　　麗　　華

火布上憎憎夙
9

　　　　　（3）

iバカ大将汽車に 同　　上

乗る・その三）

丁丁上丁丁夙
（4）

10
（バカ大将汽車に 同　　上

乗る・その四）

第11課から第15課は中国の代表的：な女流作家

夜　（之一） 丁の円熟期とも云える延安時代の代表作’夜’を

11

（夜・その一）

読む。作品鑑賞と同時に、ここでも論理と接続
ﾖ係の問題を考える。なお、時代背景を知る上
ﾅ、内容的に若干関連した同時期の問題作であ

同　　上

る随筆「三八節有蔵」の一部を練習でとり上げ 睾

たい。

夜　（之二）

12 同　　上
（夜・その二）

夜　（三三）
13 同　　上

（夜・その三）

夜　（之四〉
．14

同　　上
（夜・その四）

夜　（三五）
15 同　　上

（夜・その五）
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　　＝中国語IV＝（R）
　　　～文革をめぐる中国人の心～

〔主任講師：伊藤敬一（中京大学教授）〕

全体のねらい
　中国語璽で中国語の論理と接続関係を学んだので、その応用として、今回は比較的長い作品を読む・

文革後の中国人の心を知るため、老世代を代表する　金と若い世代を代表する張抗抗の作品を選んだ・

最近の新しい語　や全般的な語法の問題も随時とりあげる予定である・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第1課から第6課は、中国文学界の長老であ

1

　血忌珊（之一）
kシアオ・シャン
�ｯう・その一〕

り、世界的にも著名な作家　金の作品である。
@金は、「文革」中の迫害の中で、最愛の三三
Xを亡くした。その深い心の傷は読者の心を打
ｽずには影かない。そしてその傷が　金の現在

伊　藤敬一

の生き方の支えともなっている。

念瀟珊（之二）
2 〔シアオ・シャン 同　　　上

を憶う・その二〕

念瀟珊（之三）
3 〔シアオ・シャン 同　　　上

を憶う・その三〕

念瀟珊（三四）
4 〔シアオ・シャン 同　　　上

を憶う・その四〕

出丸珊（之五）
5 〔シアオ・シャン 同　　　上

を憶う・その五）

白山珊（二六）
6 〔シアオ・シャン 同　　　上

を憶う・その六〕

第7課から第15課は、文革中黒龍江の酷寒
の農場に八年間下放した経験をもつ若い女流作 同　　　上

7 夏　　（之一）
家張抗抗の作品で、古い倫理的規範や共同体的
ﾈ規制にひややかな目を向けるが、同時に祖国
ﾌ未来と人間の個性の自由な発展を求める青春

（発音指導）

ｩ　　麗　　華
の血は、さわやかに躍動する。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 夏　　（三二）
伊　藤敬・一
i発音指導）

ｩ　　麗　　華

9 夏　　（之三） 同　　　上

10 夏　　（三四） 同　　　上

11 夏　　（三五） 同　　　上

12 夏　　（之六） 同　　　上

13 夏　　（之七） 同　　　上

14 夏　　（之八） 同　　　上

15 夏　　（之九） 同　　　上
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＝ロシア語1＝（R）
〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ロシア語学習の基本を習得させる。発音と文字、基本的語彙の学習を中心にし、ついでやさしい会話的

表現を軸に基本的な格変化、手話変化になじませると同時に、いかにもロシア的と思える表現法に興味を

もたせることを主眼に澄く．

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

第1課
ｶ字と発音に慣れ
驕@（1）

これは～です

^問文
ﾚ続詞Hとa
Cントネーション（1）

川　端　香男里

ﾀ　岡　治子
i東京外国語大学

齡C講師）

いる、ある

第2課 人称代名詞

2 文字と発音に慣れ 否定の表現 同　上

る　（2） KTO　BbI
u～も」の表現
イントネーション（2）

名詞の性
第3課 所有代名詞（性と数）

3 文字と発音に慣れ 名詞の複数形 同　上
る　（3）

指示代名詞9TOT、　TOT（性と数）

形容詞（長語尾形）

4 第4課 形容詞を使った日常表現 同　上、
形容詞の形をもつロシア人の姓
形容詞の形をもつ名詞

動詞現在人称変化・第一変化（正副）

第5課 現在時制の動詞の意味

5 名詞と代名詞
動詞を使った疑問文
寰

同　上

動詞現在人称変化・第二変化（正副）

no－pyCCKHの用法

格

前置格の形態

6 第6課
前置格を要求する前置詞B、Ha、0

ｮ詞の現在人称変化（特殊変化など）
同　上

動詞の過去形
動詞6blTbの過去

生格の形態　y＋性格、B、Ha＋前置格の表現
生格の用法所有以外のy十生格

7 第7課 所有の表現

ﾛ定生格
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

対格の形態、時点を表すB＋対格

8 第8課

対格の用法、交通手段を表すHa＋前置格
ｮ詞の人称変化（特殊変化）

s定人称文

川　端　香男里

ﾀ　岡　治　子

名前の尋ね方

甑THとexaTb

与格の形態、HATH（eXaTb）＋K＋与格
与格の用法、K＋抽象名詞を使った挿入句

9 第9課・ 動詞の人称変化（特殊変化）、通信手段を表す

@　　　　　nO＋与格
同　上

出没母音　eMOTpeTbの用法
一CH動詞

形容詞短軸尾形の形態、HpaBHTbCHの表現
卑語尾形の用法

10 第10課
副詞として使われる短語尾形

ｳ人称文の述語としての短語尾形
同　上

述語副詞と不定形が述語である無人三文
，月の言い方

動詞の体
完了体・不完了体の形成

11 第11課
体と時制 同　上
1体の用法
動詞の人称変化（特殊変化）

造面の形態、造格を要求する前置詞。
造格の用法

12 第：12課 動作の様態を表す造語 同　上
職業・身分などを表す造語
造格を要求する動詞
述語の造格

定動詞と不定動詞
不定動詞の用法 ミ

13 第13課
助THを使った表現
ﾚ頭辞をもつ運動の動詞

同　上 ｝

運動の起点を表す前置詞H3、C、OT

…

個数詞と順序数詞（1～30）
個数詞と名詞の結合

14 第14課
時間の表現

N齢の表現
同　上

｛

月日の表現
．

命令法

命令法の動詞の形態

15 第15課
命令法の体
獅潤j伽y首CTHの用法

同　上

関係代名詞KOT6P踊
KOT6PH負の用法
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＝ロシア語皿＝（R）
〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ゆつぐりと基本を学習したロシア語1を受げて、主法的語彙的にも若干学習のスピードをあげて高度の

文章表現になじませ、最終的には辞書の助けを借りて、比較的読みやすい古典、プーシキンの詩、チェー

ホフの短編が読めるようなレベルまで持って行く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動詞の体の復習

形容詞の長語尾複数変化

1 第1課 川　端　香男里

定動詞・不定動詞

運動の動詞の特殊用法

2 第2課 前置詞の用法 同　上

名詞複数の格変化

個数詞の格変化

3 第3課 数量を示す生格 同　上

不定代名詞、不定副詞

定代名詞

4 第4課 再帰所有（物主）代名詞CB磁 同　上

否定代名詞

　　”gHqeroとReqero
5 第5課 否定副詞 同　上

動詞の体の形成

cxo双H覧。ちe3畑Tしの用法

6 第6課 BHxo双貢TL　とBHX6双HTe？ 同　上

形容詞の比較級

副詞の比較級

7 第7課 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属」氏名）

形容詞の最上級

副詞の最上級 川　端　香男里
8 第8課 rOA　qe∬OBeK　qacと数詞・概数の表現

安　岡　治子

能動形動詞

被動形動詞

9 第9課 形動詞から派生した形容詞・名詞 同　上

2人称の命令形のつくり方

2人称命令法の用法

10 第1．0課 1人称、3人称の命令法 同　上

6Hの用法

関係代名詞

関係副詞

11 第11課 従属節 同　上

副動詞現在

副動詞過去

12 第12課 同　上

仮定法

仮定法の従属節

13 第13課 譲歩・認容の従属節 同　上
1

ロシア語動詞の相（3a舶r）

被三相

14 第14課 一。疲動詞の表現性 同　上

語法

15 第15課 同　上
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一スペイン語1一（R）
〔主任講師：山口煎正（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　本授業は初級者に：向けてあるので、まずはスペイン語に慣れるために平易な文を用いて、頻度の高

い単語と基礎文法の学習をすることを主眼とする。そのため、できる限りの練習を行うが、その中心
どなるのが動詞の活用で、これをマスター・することがスペイン語初級学習の第一の主要課題である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容‘ 担当講師
i所属・氏名）

1
（：Lecci6n

@　　Drimera）

　アルファベヅト／母音・子音十母音の発音練
K／単語による子音・母音の発音練習／あいさ

ﾂ等簡単な表現（きまり文句）〈その1＞
山　口　燕　正

i放送大学助教授）

2 （L、ecci6n　Dos）

　単語による子音・母音の発音練習く続き〉／

Q重母音・3重’母音・2重子音／注意すべき綴

噤^音節の切り方・アクセント／あいさつ等簡

Pな表現（き葦り文句）＜その2＞

同　　　上

3 （Lecci6nTres）

　名詞の性と数／定冠詞・不定冠詞／品質形容

同　　　上

4
（Lecci6n

@　　　Cuatro）

　固有名詞／人称代名詞の主格／直説法現在一

ｮ詞Ser／前置詞De
同　　　上

5
（Lecci6n、

@　　　　Cinco）

　直説法現在一動詞Estar／規則活用一AR
ｮ詞／直接補語／場所の副詞

@CONVE：RSAC　ION　Amigos’61 同　　　上

6 （：Lecci6n　Seis）

　直説法現在一規則活用一ER動詞、一IR動
戟^様態・量の副詞／基数調〈その1＞／時刻

@：LECTURA　Vlda　diaria・72 同　　　上

7 （Lecci6n　Siete）

　直説法現在一動詞Tener／Haberめ特殊形

g鋤／所有形容詞／指示語

@CONVERSACION　En　universidad・83 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属1氏名）

8 （Lecci（｝n　Ocho）

@　　　　　、　　　　マF

直説法現在r不規則活用動詞〈その1＞
iyoの活用形が一goで終わる動詞／daτ・ir・

魔?秩j／接続詞くその1＞／時の副詞

@LECTURA　Nuestra　ciudad’94
山　口　燕正

9 （Lecci6n　Nueve）

　不規則活用動詞〈その2＞（語根母音変化動詞）／人称代名

戟j／入称代名詞の対格／定冠詞十形容詞による

髢ｼ詞化

@CONVERSACION　Problemas　de　la
?≠高奄撃奄＝E102

同　　　上

10 （Lecci6n　Diez）

　不規則活用動詞くその3＞（yoの活用形語尾
ｪ一zcoの動詞／saber・caber／不定詞語尾が一uirの動詞／活用形の一i一，一rにアクセント

ﾌつく動詞）／人称代名詞の与格・与格十対格
^中性人称代名詞
@：LECTURA　Internationalidad　de　mi
?≠高堰@lia・112

同　　　上

11 （Lecci6n　Once）

　人称代名詞の対格と与格く続き〉／前置詞

ｭまとめ〉／人称代名詞前置詞格／基数詞〈そ

ﾌ2＞
@1、ECTURA　Estadistica・122

同　　　上

12 （：Lecci6n　Doce）

不定詞の用法／一menteのつく副詞

FLECTURA　Viaje　en　avion・131

bONVERSACION　En…e童aeropuerto・132 同　　　上

13 （Lecci6n　Trece）

Gustarおよび類似の動詞／序数／無人称文

FLECTURA　Comoρonocer　Espana・139

bONVERSACION　En　el　tren・140 同　　　上

14 （1」eccibn　Catorce）

命令くその1＞（肯定命令・否定命令、対格

E与格を伴う命令）／感嘆文

@LECTURA　En　la　aduana・148
@　　　　　　En　la　habitacion　del　hotel・

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　148

同　　　上

15 （Lecci6n　Quince）

再帰動詞くその1＞／再帰代名詞

@LECTURA　Corta　de　mama　hablando　de
浮氏@viajer156 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’・

16
（Leqci6n

@　Dieciseis）

　再帰動詞〈その2＞（相互・受身・無人称の

p法）／復習’

@Ser・Estar於よびEstar・Hay・T6ner

@LEICTURA　Beisbol　en　C画ba・164

山　口　煎　正

i放送大学助教授〉

17
（：Lecci6n

@　Diecisiete）

　命令くその2＞（nosotrosへの命令・再帰
ｮ詞の命令）／比較（優劣比較・同等比較・最
繼堰E絶対最上級）／　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，CONVERACION　En　un　jardln　de　la

垂撃≠嘯＝E173

同．　上

18
（Lecci6n

@　　Di　eciocho）

　直説法完了過去（規則活用動詞・不規則活用
ｮ詞くその1＞／不定語・否定語　　　　　　　　ノCONVERSACION　En　una　plaza　de　la

モ奄浮р≠пE180

同　　　上

19
（Lecci6P

@　Di　ecinueve）

　直説法完了過去（不規則活用動詞くその2＞）
^疑問詞（まとめ）　　　　　　　　’CONVERSACION　Dos　temas　hispanicos

E189

同　　　上

20
（Lecc　i6n

@　　　Velnte）

直説法不完了過去／接続詞〈その2＞

kECTURA　EI　lago　Titicaca　y　los
≠奄高≠窒≠?刀E196 同　　　上

21
（Leccibn

@　Veintiuna）

過去分詞／直説法現在完了／受動態　　　　　　　　　　　　／1．ECTURA　Deberes　del　ama　de　casa・203

同　　　上

22
（Lecci6n

@　∀eintidos）

　直接法未来／不定詞〈その2＞／接続詞que　　　　　　　　　’

@CONVERSACION　Compra＄・210

P

同　　　上

ワ
　
　
　
　
　
つ
0
　
　
2

（Lecci6n

@Veintitres）

　直説法過去完了／関係代名詞／関係副詞
р盾獅р?

kECTURA　Teotihuac6n・217 山　口　蕪　正
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

24
（：Lecci6n

@Veinti6uatro）

　直接歩可能／中性冠詞16／現在分詞　　　　　　　　’CONVERSACION　En　el　despacho　de　un

Eabogado・226 同　　　上

25
（Lecci6n

@Veinticinco）

　直説法未来完了／二二完了／形容詞・副詞の

芒r〈その2＞／縮少辞・増大辞

FLECTURA　Santiago　de　Compostela・232 同　　　上

@　　　　　馬’

26
（：Lecci6n

@　　Veintiseis）

　接続法現在くその1＞（規則活用形・不規則
?p形・名詞節での用法／知覚・放任の動詞　　　　　　　　’CONV：ERSAC10N　Patagonia・240・

同　　　上’・

27．
（Lecci6n　r

@Veintisiete）

　接続法現在〈その2＞（副詞節・形容詞節・

ﾆ立文での用法）／命令くその3＞（’間接命
ﾟ）

kECTURA　Eldescubrimiento　y豆a
@　　　　　colonizaci6n　de　Am6rica●248

同　　　上

28
（Lecc　i6n

@　Veint孟ocho）

接続法過去／直接話法・間接話法　　　　　　　　’CONVERSACION　por　el　amorゴopor　el

@　　　　　　　　　viaja・255　　　’

oOESIA　Baladillade　los　tres　rios・256

同　　　上

29
（Lecc　i　6n

@Veintinueve）

　接続法現在完了／条件文〈その1＞／直接疑

竅E間接疑問／不定詞くその3＞

FLEqTURA　La　primera　salida／：La

@　　　　　Andalucia　tr6gica・262

同　　　上

（
U
　
・
3

（Lecci6n

@　　　Treinta）

　接続法過去完了／como　s　iの表現／条件文

ｭその2＞／直接法と接続法
kECTURA　El　oto負。　del　patriarcaより・

@　　　　　269

同　　　上
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ニ　Japanese　　I　＝ （TV）

主任講師：ブントニオ・アルフォンソ（明海大学教授）
〔　　西原鈴子（国立臨研究湘本図育センター第2研究室長）〕

全体のねらい
　日本語のもっとも基本的な構造を、単なる詰め込みでなく応用可能な知識として正しく理解さぜそ
れによって日本人の物の考え方、日本人の生話と文化を広く世界に紹介することを目的とする。
　日本語を一見流暢に話しながら、’その実正確に学んでこなか6たような人々の「やりなおし日本語」
としても活用されるように、コミュニケーーションの流れの中で自然に使用できる表現を発展的に組み立
て、有効な解説と適切な映像によって効率的に提示する・．

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

UNIT　1　“Where　are　you　going？” アントニオ・

UNIT　2　“Yes　or　No？’， 　アルフォンソ
i明海大学教授）

：
1 STEP　1 西　原　鈴　子

国立国語研究所
i日本語教育セン）ター第2研究室長

UNIT　1　“What　are　you　going　tσdo？”

UNIT　2　“Where　did　you　see　it？”

2 STEP　2 同　　　上

●

UNIT　l　The　Topic　of　the．Sentence

UNIT　2　“What　are　you　doi㎎？”

3 STEP　3 同　　　上

UNIT　1　“Have　you　done　it「already？”

UNIT　2　“Can　you　wait　a　moment，

4 STEP　4 please？” 伺　　　上

・UNIT　1　“Where　are　you？”

UNIT　2　“Ihave　a　problem”

5 STEP　5 UNIT　3　Reading・ 同　　上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯵　　　　　　‘‘

tNIT　l　　Dont　do　that，　please
UNIT，2．“What　sort　of　peop重e？”

6 STEP　6 UNIT　3　Re母ding． 同　　　上

UNIT　1　“How　many　peopLe？、”

UNIT　2　“Howmuch　is　it？”

7 STEP　7 UNIT　3　Reading　1 同　　　上
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

UNIT　1　“It　salongnight”
UNIT　2　0n　the　Boundary　and　the　FI㏄us

アントニオ・アルフォンソ

8 ST：EP　8 UNIT　3　Reading
西　原　鈴子

UNIT　1　“Which　one　is　better？”

UNIT　2　1ntroducing　Plain　Forms
9 ST：EP　9 UN　I　T　3　Read　ing 同　　　上

　　　　　　‘‘tNIT　l　　Mannequins　that　talk　and
　　　”翌≠撃

10、 STEP10 UNIT　2　“I　like　watching　people” 同　　　上

UNIT　3　Reading

UNIT、1　：Explanatory　Sentences

UNIT　2　“・I　think　so？”
11， ST：EP11 UN　IT　3　Reading 洞　　　上

UNIT　1　“What　did　he　say？”

UNIT　2　“Iwant　to　talk　toyou”

12 ST：EP　12 UN　I　T　3　Reading 同　　　上

UNIT　1　“Give　and　you　shall　receive”

UNIT　2　“1】must　do　it”

13 STEP13 UN　IT　3　Read孟ng 同　　　上

UN　IT　l　Surロ…Suru…Suru…
UNIT　2　Doing　and　Becoming

14 ST：EP14 UN　I　T　3　Reading 同　　　上

UNIT　1　“Come　quickly”幽

UNIT　2　Clustering　Verbs

15 STEP15 UNIT　3　Reading 同　　　上
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　　　　　　　　　　　　　　＝　JaDanese皿　＝　　（TV）

　　　　　〔主任講師1アントニオ・アルフォンソ（明海大学教授）　　　　　西原鈴子（国立国語研究所日本語教育センター第2研究室長）〕

全体のねらい
　Japanese　Iを基礎にし・より高度な日本語の知識を得・かつ・よ．り複雑＝な表現の運用を習熟するこ

とを目的とする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

一UNIT　l　I．ining　Up　Facts　and　Causes アントニオ・アルフォンソ

UNIT　2　“Yes，　but…” （明海大学教授）

1 STEP　1 UNIT　3　Reading
西　原　鈴子
送ｧ国語研究所

（日本語教育センター第2研究室長）

UNIT　1　“What　time　do　you　get　up？”

UNIT　2　When，　Before　and　After

2 STEP　2 UN　I　T　3　Reading 同　　　上

U：NIT　1　“While　there　is　life　there

　　　　∬奄刀@hope

3 STEP　3 UNIT　2　The　Best　Way　to：Learn　a 同　　　上

Language

UNIT　3　Reading

UNIT　1　“Talk　loud　so　that　we　can
　　　　　”??≠?@you

4 ST：EP　4 UNIT　2　Sometime，　Somewhere 同　　　上

UNIT　3　Reading

UN　IT　l　Every　Time，　Everywhere

UN　I　T　2　Anytime，　Anywhere

5 STEP　5 UNrT’r13・Reading 同　　　上

UNIT　1　“1’t，S了quite　the　obPosite”

UNITP Q　Thi3　and・That　and　That
卜

6 STEP　6 TN　IT　3　Readin9 同　　　上
k

UNIT・1　‘‘S6nse重，What　does－TARA

mean？”

7 STEP　7 UNIT　2　‘‘That’s　a　hypothetical 同　　　上
　　　．　　　　　　
曹浮?刀@t藍on

UN　I　T　3　Reading
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回 テ　　　一一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

UNIT　l　Na加ral　OutcomLes
UNIT　2　‘‘Even　a　child　cando　that”

アントニオ・アルフォンソ

8 STEP　8 UNIT　3　Reading
西　原　鈴子

UNIT　1　“Come　as　soon　as　possible”

UNIT　2　“Make　him　do　it．：Let　him

9 STEP　9 　　　野р潤@it 同　　　上’

UN　IT　3　Reading

UNIT　1　“Wecall　it　Passive”
UNIT　2　“We　were　caught・in・，the　rain”

10 STEP10 UNIT　3　Read量ng 同　　　上

．UNIT　l　Doing，　Being，　Becoming

UNIT　2　0n－going　and　Completed　Facts

11 ．STEP11 UNIT　3　Reading・ 同．　　上

UNIT　1　“Iwas　about　to　leave，
、

　　　　，，翌??氏c

12 STEP12、 UNIT　2　0n　the　Looks　of　Things 同　　　上

UNIT　3　Readlng

U］N：IT　l　Taユking　on　the　Nature　of

Things

13 STEP13∫ UNIT　2　“How　du　you　explajn　that？” 同　　　上

UNIT　3　Reading

UNIT　l　Discourse　Referents
UNIT　2　Discourse　Adverb葺

14 STEP14 UNIT　3　Readin9 同　　　上

’UNIT　1っn　the：Fa加iliar：La㎎uage（A）

UNIT　2　0n　the：Famillar　L，anguage（B）

15 STEP15 UNIT　3　Reading 同　　　上・
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　　　＝英語1　（’90）＝（R）
Rebuilding　the　Foundation　of　En91ish

　　　　　　　　　　　〔主任講師：面諭正範（放送大学教授）　　　　　平賀正子（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　高等学校までに学習した英語の活性化をはかり、英語の基礎力を改めて養うことがこの科目の目標で

ある。日本人にとって英語を難しくしている要因を、日本語と英語との比較と文法・語彙・構文の解説

などを通して説明し、英語がより易しく使えるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

なぜ英語は難しいのかについて考える。この科 比　嘉　正範

1 は　　じ　　め　　に
目の概要を述べ、学習の仕方を説明する。

（放送大学教授）

ｽ　賀　正子
（放送大学助教授）

基本的な英語の文法について復習する。文型、

文の要素、品詞、態、話法、：などについて、高等

2 英文法の復習 学校までに学習したことを再検討する。 同　上

日本語と英語の文の構造の違いを、　「省略」と

3
日本語からみた英語
i1）

いう点から探る。日本語では省略されるものが、

p語では省略されずに表現されることが多い。日

{語ではどのように省略が於こり、それが何故英

同　上

語を学ぶ時の難しさにつながるのかについて説明する。

日本語と英語の文や表現の構造の違いを、　「曖昧

さ」という点から探る。日本語には曖昧な表現が

4
日本語からみた英語
i2）

多いと言われているが、それが英語を学ぶ時、ど
ﾌような影響を与えるのかについて述べる。．

同　上

英語にはあって日本語にはない再帰代名詞、無
生物主語などの文法的な特徴を再検討する。

5
日本語にない英語の
ﾁ徴（1）

同　上

英語にはあって日本語にはない仮主語一真主語
文のような文の構文的：な特徴を再検討する◎

6
戸本語にない英語の
ﾁ徴（2）

同　上

英語の動詞と、動詞に関係する時制、態、など
についセ再検討する。また、動詞から名詞、形容

7 重要な品詞（1）一動詞
詞への品詞交換の方法についても説明を加える。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

英語の名詞と形容詞を再検討する。また、それ
それの品詞から他の品詞への交換についても説明

8
重要な品詞（2）一名詞 を加える。 比嘉　正範
澄よび形容詞 平　賀　正子

いくつかの標準的な語彙表の活用法を中心に、
語彙力のつけ方を検討する。

9 語　　　　彙 同　上

なぜ文は長くなるか、長文を短文にするにはど
うしたらよいか、について説明し、難しい長文を

10 難かしい英文（1）一長 易しく理解できるようにする。 同　上

文

省略はなぜおこるかについて説明し、省略のあ

11
難しい英文（2）一

ﾈ略文

る英文になじませる。

同　上

文学作品に見るような、美しい表現や独創的な

12
難しい英文（3、一

?ｶ・独創文

表現がなぜ難しいかについて説明し、それらを理
�ｷるてがかりを与える。 同　上

英語に見られる敬語や丁寧表現の特徴たついて

13
難iしい英文（4）一

囈J文

説明し、理解を深めさせる。

同　上

公式文書独特の言い回しについて説明する。

14
難しい英文（5）一

�ｮ文書 同　上

この科目で学んだことの総復習をし、知識を知
識のまま終らせることなく、実際の英語の経験：の

15 ま　　と　　め
中で役立たせるには、どのようにしたらよいかに
ﾂいて、今後の学習の方向を示す。 同　上
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英　　語 V 一　（R）

〔主任講師： ﾕ戦禦欝高志社女子大学轍）〕

全体のねらい

　この科目の目的は（1高高の長い文をいくつかの短い文で言い替えることができるようになること、

その結果（2）構造の複雑な英文が読めるようになるとこと、（3）日本に関する教材を読み、日本の歴史、

社会、文化などについて英語で語れるようになることである。（この科目は英語皿一B1を改訂した

ものであり、従って、すでに英語皿一B1受講し単位を取得した学生の登録は認められない。）

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

構造が複雑で難しい英文をパラフレーズする 比　嘉　正　範
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キ軏{的な方法とこの科目の学習方法などを説明 （放送大学教授）

1 Introduction する。 ニコラス・ジョン・ティール

（跨銭好大学）

日本人はどこからやってきたかを人類学的な

Where　the 見地から論じる。

2 Japanese　Came 同　　　上

from

仏教がどのようにして日本に伝来し、どのよ

3
Japan　Becomes

うに受容されたかを説明する。

同　　　上
Buddhist

日本のかっての封建社会で：重要な役割を演じ

たさむらい（二武士）の発生、成長、特性など

4 The　　Samurai を述べる。 同　　　上

日本の官僚制の特徴を説明し、官僚と政治家

Modern
との関係を論じる。

5 同　　　上
Bureaucracy

寺小屋教育の発達、特徴、問題点などを説明

6
Educating　the

する。

同　　　上
Nation

明治憲法と第二次大戦後の新憲法の特徴を説

7
Japan’s　Two

@Constitutions

明し、日本とヨーロッパに診ける立憲君主制の

ｷを論じる。 同　　　上
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

明治維新後における日本政府の成立論よび議

8
Government　and

oolitics

会政治と政党政治の発達と問題点を説明する。 比　嘉　正　範

jコラス・ジョン

eィール

明治時代に法制化された日本の学族制度が、

9
The　family

第二次大戦後どのように変化してきているかを

燒ｾする。 同　　　上
System

日本人にとって余暇とは何か、趣味とは何か
を論じる。

㌧

10 、Leisure 同　　　上

十九世紀末に始まった日本の産業革命はどの

Industria1
ようにして明治政府によって推進されたかを説

11 明し、日本の産業化が成功した要因を探る。 同　　　上
Revolution

日本人は模倣能力に優れ、創造力に欠けてい

1㎜itators　or
ると一般に言われているが、人類の文化を発達

12 させるのに模倣が重要な役割を果たしてきたこ 同　　　上
Innovators？ とを論じる。

交番に代表される日本の警察は、外国の警察

Police　and
に比べて犯罪の予防と犯人の検挙に良い成績をあ

13
Crime

あげているが、この要因が何であるかを探る。 同　　　上

第二次大戦後の急激な都市化がニュータウン

と呼ばれる住宅団地を発達させてきたが、この

14 New　Town 新しい住宅街の特徴を説明する。 同　　　上

高齢者が増えてきた日本に澄ける人工問題、

15
An　Ageing
@　　　　Society

出生率と育児の問題、老人の福祉の問題などを

沒｢する。 同　　　上

一208一



　　　　　　　　　　　＝英語W＝（R）

主任講師：比嘉正範（放送大一学教授）
〔
　　　　　　　　　　　ニコラス・ジョン・ティール（同志社女子大学助教授）

〕

全体のねらい

　　この科目の基本的な目的は、受講者が学術的な内容の英文を読めるようになるととである。そのため

の入門的な教材として、学問分野の紹介文を使うことにした。このような英文に慣れることによって論

文調の文章を読む能力を養っていきたい。（この科目は英語卜一B2を改訂したものであり、』従って、

すでに英語皿一B2を受講し単位を取得した学生の登録は認められない。）

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

This　lesson　is　an　introduction　to　the 比　嘉　正　範

goals，　structure　and　content　of　the　course， （放送大学教授）

1 Introduction with－adviceonhow　to　studyf6r　it　and ニコラス・ジョン・ティ「ル

suggesions　for　further　reading （同志社女子大学
助教授）

This　lesson童s　an　introduction　to　Philo一

sophy，　the　study　of　knowledge　6f　and

2 Philosophy belief　in　reality 同　　　上

This」6sson　is　an　introducti6n　tφAnthr一

bpology，　the　study　of　hhmanity』and　h㎜an

3 ’Anthroplogy culture． 同　　　上

This　lesson　is　an　ihtroduction　to

Archaeo、logy　the’study　ofthe　rema’ins　of

4 Archaeology pa3t　human℃ul　tures。』 ．同　　　上

Thi§’lesson　is　an　int・roduction　to

Sociology，一the　study　of　the「individuals，

5 Socioiogy groups、ε口djnsltitut　ions　that、血ake　up 同　　　上
　　　●rOCle．ty

Thi’r」¢ssQn－i’s　an　introdu．c、tion　t6

Psychology，the‘study　of　m6htal　processes
6． Psychology and　behav　ior 同　　　上　　‘

1

This　resson　i．s　an’introductiOn　to

、Learni・ng，、the重）rocess　by．　which・changes

7 ：Learning in　behavior－result　from’expefi・ence’or 同　　上
　　　　　■垂窒≠モ狽撃モ
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[illl }glsssem
(pXG･SkZ)

8 Physics

ThislessonisanintrodUctionto
Physics,thestudyofhowtheworld
aroundusisputtogetherandhowit
changes･

.tt#i[EgfiEr

t"v.-==r7..><es/NH)-eTI･--7･Vt

9 Astronomy

Thislessonisanintroductionto
Astronomy)thestudyofthestars,
p1anets,andotherobjects'thatmakeup
the'universe･

10 HomeEconomics

Thislessonisanintrtroductionto
HemeEconomics,thestudyofthe
managementofahouseho1d･

11 Hea1th

Thislessonisanintroductionto
Hea1th,thestubyofphysica1,mental,
andsecia1we1l-being.

12 Eco1oqy

Thislessonisanintroductionto
Eco1ogy,thebranchofbiologythatdeals
withrelationshipswhich1ivingthings
havetoeachotherandtotheirenviron-
mente

13 Business

Thislessonisanintroductionto
Business,theactivitiesofaHcommer-
cialproducersofgoodsandservices.

14 Lew

ThislessonisanintroductiontoLaw,
therulesunderwhichasocietyis
governed･

15 StatiStics

Thislessonisanintroductionto
Statistics,asetofmethodsusedto
co11ectandanalyzedata･
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＝ドイツ語IV　1＝（R）

〔主任講師　辻 理（東京大学名誉教授）〕

全体めねらい

　「ドイツ山高」で抽象的な思考への糸口を把握したものと考え、「W1」では印刷教材の量をふや
してらきたい。印刷教材をreflexivに扱い、解釈する態度が求められる。世紀の転換期にミュンヘン

に活躍した作家たちの作品を取上げるが、1945年のTh．マンの発言までをも視野に収めつつ、政治
的状況が文学に複：雑な影を落しているさまを言語表現の中に見ていく。

何 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7年間の日本滞在を終えて、ドイツに帰国し
たニグシュティヒ夫人にあてた手紙。南のミュ

1
Brief　aus
iapan

ンヘンで暮らす北ドイツ人は、何を感じている

ｾろうか？
　辻　　　　　理
i東京大学名誉教授）

かつての芸術家居住区シュヴァービングは、

今はただ不動産屋が跳梁するところ。かつての

2
Brief　aus
l廿hchen

面影は全然ないとのむごいご託宣。 同　　　上

シュヴァービングの現在がそういうことであ
る：なら、残された作品によって、私たちはこれ

3 Simp】〈1＞ を再生させなぐてはならない。Ri㎎elnatzが
`く芸術家酒場ジンプル。

同　　　上

芸術家酒場ジンプルの続き。Ri㎎elnatzは
ついにこのジンプルの座付詩人に昇格する。

4 Simp】〈2＞ 同　　　上

そのRingelnatzのひりりと皮肉の利いた可
Gedichte　von 愛らしい詩と、ぐさりぐさりと入を刺すアナー

．5 Ringelnatz キストM髄sa搬の詩6 伺　　上
und　M曲sam

Wedekindは当時のシュヴァ・一ビングの大御
所。’芝居の自作自演もしばしば。そのWedeki一

6
Die　Schutzimp－
?浮獅〟モP＞

ndがめっぽう不道徳な不倫物語を語って聞か
ｹる。

同　　　上

倉

こんな予防接種を女房にされたら、世の亭主

7
Die　Schutzimp－
?浮獅〟モQ＞

たるもの生きた心地もしまいという、奇妙な話
Aの続き。 同　　　上
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

伯爵家の生まれでミュンヘンのボヘミアンに
：なった女流作家、、Franziska　Grafin　zu　Reven一

8 Der　Herr
eisch6t七er〈1＞

tlowの作品。 辻　　　　　理

この作品、やはり世紀末の特徴をそなえてい
ると言えそう。女性と死と動かすことのできな

9
Der　Herr
elsch6tter＜2＞

い運命がその主題。 同　　　上

かわうそ氏のせいで恋人を失った方もかわい
●　　　　　o　　　　　●　　　　　■

そうだし、罪もないのに決闘で殺されるかわう

10
Der　Herr そ氏もかわいそう。かわいそうな人がいて初め 同　　　上

Fisch6tter＜3＞ て物語ができ上がるのだろうか。

不遇な女流作家：Lena　Christの作品。第1次
世界大戦が勃発したとき、なぜミュンヘンの入

11’ Kriegserk1乞ru：ng
々はインテリをも含めて、あんなに喜んだのであ

?､。

辻　　　　　理

蛛@貫　敦　子
（学習院大学助教授）

1919年、たったの一か月足らずのことで
あるが、ミュンヘンにはレーテ共和国の政府が

12 Ra七erepublik
誕生した。その首班となったErnst　Tollerの
黷骼vい出。すごい混乱。

同　　　上

レーテ共和国の首班であったTollerは、今
は厳しぐ追われる身。ようやくかぐまってもら

ユ3
F】ucht　und
uerhaf　tung

つた家でも、裏切り者の女に密告されてしまう。 同　　　上

これは：Karl　Valentinの二つの作品。いや

でも笑っていただかないと、ミュンヘンから化

14
Ohrfeigen　und
gau　sve　rkauf

けて出そう。どこか氷りつくようなValentin
ﾌ笑い。

辻　　　理

Thomas　Mannはミュンヘンに住み、ミュンヘン
を愛し、ミュンヘンで傑作を書きあげた人。そ

『15 MitThomas
lann

のMa：nnがいかにミュンヘンをまもり、またドィ
b文化をまもろうとしたか。

同　　　上
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＝　ドイ　ツ語V・＝てR）

〔主任講師：岩村行雄（東京大学教授）〕

全体のねらい
　ドイツ語の学習にあたっては、できるだけ数多くの異なったスタイルを持った文章に接することが

望ましい。その配慮をしながら、同時に教材の内容の拡散を避けるために、ワイマール共和国をテー

マに据えて、歴史学者、政治学者、社会学者、さらには政治家などめ文章を取上げて、読解力と表現

力の訓練を行なう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

Vom　geist　der
　ワイマール共和国を擁護しようとする理性的

､和主義者たちは、左右からの激しい攻撃にさ
多　岩村行　雄

1 Weimarer
qepullik

らされた。ワイマール時代の政治動向と政治思

zを見ながら、反民主主義的思想の由来と特質
（東京大学教授）

を考える。

2 〃 同　　　上

3 〃 同　　　上

第一次世界大戦に敗れたドイツ皇帝は1918

4
Der　Kaiser　hat

年11月に退位して、ワイマール共和国が成立　　　　　　　　　　　　　　　、

ｷる。ひとのの政治家がこの時代の政治や社会 同　　　上
abgedankt を精しく観察し克明に記録している。その日記

によって、直接的に時代の様相を見る。

5 〃 同　　　上

敗戦による社会の混乱は市民生活を直撃する

6
Die　Burger一

ことになった。それにともなって、社会のモラ

求Aとくに性モラルが急速に変化し、伝統的な 同　　　上
familie 家庭像もまた揺らいでいった。

民主主義思想が社会に浸透し、ヴィルヘルム

く
7

Fur　die　Befre一
時代の家父長制的な社会構造が揺らぎはじめる

ﾆともに、婦人解放問題も大戦前よりもさらに 同　　　上
ing　der　Frau 活発にな：つた。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師，
i所属・氏名）

：Fur　die

8 Befreiung　der 岩　村行　雄
：Frau，

1920年代は写真の技術・技法が著しく発達

Benutze　Fotoals し、写真ジャーナリズムが発生したのもこの時
9

Waffe！
代であった。とくにフォト・モンタージュの技

@は、社会批判あるいは社会認刺の武器として
同　　　上

機能した。

…　，daβdie　Te一 1923年、ベルリンでラジオ放送が開始され

chnikeres　sind， た。当時の聴取者数は200であったが、1932
10 die　erst　wahre 年には400万を超え、ラジオ放送が新しいマス 同　　　上

Demokratie ・メディアとしての地位を確立した。

moglich　machen

11 〃 同　　　上

第一次世界大戦を機にヨーロッパの政治的経

Traum　und 済的文化的比重が低下し、代ってアメリカが浮

12
Trauma　　USA

上してきた。1920年代のドイツにもアメリカ

ﾌ影響は大きく、アメリカニズムが社会の諸方

同　　　上

面に浸透していった。

13 〃
同　　　上

’今日ワイマール文化の再評価が説かれとき
Die　hegende　von にはこの時代にたいしてく黄金の20年代〉と

14 den　zwanziger いう名もあたえられている。しかしこれははた 同　　　上

Jahren して正当な評価なのであろうか。社会学者の反
省を聞く

、15 〃 同　　　上
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＝フランス語IV＝（R）
〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　フランス語は理くつぼく、抽象的だと言われるが、それは文と文をつなぐ接続詞あるいはそれにか

わる諸表現がかなり完備していることによる。フランス的な発想・表現を習得するためこれらの問題

を中心に、発表、作文能力の洒養にっとめる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 原因・理由　（1）

　原因・理由を示す接続詞、節を学び、作文能

ﾍの向上を図る。

福　井　芳　男
i放送教育開発
@センター教授）
艨@戸　桂　子

（放送大学助教授）
田　辺　保　子

（東京大学非常勤講師）

接続詞を使う節以外の表現により、いかにご

の原因・理由を表わすか、さまざまの表現法を
2 原因・理由　（2） 勉強する。 同　　　上

結果を表わす接続詞、節を学び、日本語のさ

まざまな言いかたをいかにフランス語にうつす
3 結　　果　　　（1） かを習得する。 同　　　上

接続詞以外の表現により、いかに結果を表わ

すか、さまざまの表現手段を勉強する。
4 結　　果　　　（2） 同　　　上

1～4深までの表現に応じた成句、ことわざ

などを学び、表現の幅をつけることを目的とす
5 復　　習　　　（1） る。 同　　　上

目的を表わす接続詞、節を学習して、さまざ

まな表現法を学ぶ。
6 目　　的　　　（1＞ 同　　　上

接続詞、節以外の表現法で、目的を示す表現

を学び、それに応じた表現能力を習得する。
7 目　　的　　　（2） 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　’　　容
担当講．師（所属・氏名）

条件・仮定を表わナ、接続詞、節を学習し表

現のさまざまなニュアンスの出し方を習得する。 福　井　芳　男

8 条件、仮定　（1） 井　戸　桂　子

田　辺保子

接続詞、節以外の表現法で、条件・仮定を表
す。

9 条件、仮定　（2） 同、　　上

6－9までを中心にした、成句、和文仏次な
ど

10 復　　習　　　（2） 同　　　上

比較の表現、円等接続詞　節を中心とする。

ニュアンスを出すのに必要な表現を習得する。

11 比　　較　　　（1） 同　　　上

さまざまな比較の表現、特に国等の表現を習

得する。

12 比　　較　　　（2） 同　　　上

接続詞・節による対立・譲歩の表現・接続詞

の練習も含む。

13 対立、譲歩　（1） 同　　　上

接続詞・節以外の表現法

14 対立、譲歩　② 同　　　上

」

11－14を中心に成句、和文仏工

15 復　　習　　　（3） 同　　　上
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＝フランス語V＝（R）
〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　文を読む訓練は必要であり、それも多様な文を読んで語いを増大させなくてはならない、しかも必要

なことは現代に関し、ジャーナリズムが述べることがわかる必要がある。それを目標として語解練習を

行う。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

パリを中心とするイル・ド・フランス地方の
福　井　芳　男

i放送教育開発

1
イル・ド・

現状をさぐる。 　センター教授）
艨@戸　桂　子

フランス地方 （放送大学助教授）

田　辺保　子
（：放送大学非常勤講師）

イル・ド・フランス地方は、先端技術の中心

地を作りつつある。その中でフランスの誇る衛

2 アリアーヌのこと 生アリアーヌについての話を読む。 同　　　上

ラ・ヴィレット地区の再開発の一環として広

3
音楽都市と

大な音楽都市が作られている。前述するフラン

Xの一環をさぐるQ 同　　　上
ラ・ヴィレット

フランス・進展の健をにぎる青少年の教育、

その中心としての読書教育について。

4 教育　と　読書 同　　　上

フランスの産業のひとつの誇り、香水につい

ても、アメリカ、日本の進出も著るしい、それ

5 香水産業の現状 に対しフランスはどう巻き返しているか。 同　　　上

品質を向上させること、フランスの産業は診

くればせながら気がついた、フランスの革新の

6 品質への戦い 健をにぎるこの問題について。 同　　　上

若書を書いてやる黒子たちのこと。

7 政治の黒子たち 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

花草木など庭いじりは、フランス人の情緒
のひとつである。 福井　芳　男

8 庭　　　　　　園 井　戸　桂　子

田　三保　子

地方分権、地方の自主的発展は、フランスの

重大課題である、その問題点について

9 地方化の問題 同　　　上

現在のフランスの若者たちに関する調査をも

とに、その傾向をさぐる。

10 フランスの若者たち 同　　　上

フランス料理は、どんどん軽々料理になって

フランス料理
くる。その現状を分析する。

11
の現況

同　　　上

農業国フランスの切り札、ワイン製造の諸問

題について

12 フランスのワイン 同　　　上

フランスの未来を担う女性たちは、かって女

性解放の第一線にあった。彼女らは今？

13 フランスの女性 同　　　上

φ9992年のヨーロッパ統合はどうなるのか

日本にも影響を及ぼすヨーロッパの四三につい

14 ヨーロッパ統合 て 同　　　上

フランス人であることとは何かについて、フ

フランス入で
ランス人も自身に問うている。

15
あること

同　　　上
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＝スペイン語1＝（R）
〔主任講師　山口燕正（放送大学助教授）〕

全体のねらい
　初めて学ぶスペイン語に早く馴れるために、平易な会話（国語）体の文を中心に、スペイン語圏の世
界の日常生活のさまざまな場面でよく用いられる表現と初等文法を、種々の練習を通して学習していく。

学習者は単に頭の中で理解するだけの「受身の学習」でなく、簡単な’ことをスペイン語で表現できるよ

う「積極的な」語学力をめざして勉強してほしい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発音練習、アクセント符号、人名（男性・女

性） 山　口　燕　正
1 1Blenvenido　1

（放送大学助教授）

？D6nde　es16s
動詞Esta一その1、人称代名詞の旧格、名

2
ahora？

詞の性と数定冠詞、単語の発音練習
同　　　上

？D6nde　cst6　el

hotel？

動詞Ser一その1、形容詞の語尾変化、
？De　d6nde　eres？ estar一その2

3 ？Lst6s　contento 同　　　上

aquf？

Ser一その2、名詞と形容詞の性・敬変化の
？Qu6　es　eslo？ 一致疑問詞Que、　s　iとno、規則活用。AR動

4 Compramos　unos 詞直説法現在形）、不定冠詞ヒ 同　　　上

libros

規則活用一ER動詞・一IR動詞
？Qu壱lenqua

5 aprende
； 同　　　上

usted？

動詞Haberの特殊形Hay、基数詞その1、

Hay　mucho 疑問詞Cuanto、動詞Ienerその1
6 traflco　en　las 同　　　上

Calles

7

1enqo　mucha
?≠高b?

　Tener一その2、動詞Hac前、基数詞一その
Q、Tener　que十不定詞

同　　　上
？Qu6’hacemos

tarde？’
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属6氏名）

時刻、動詞Sallir、指示形容詞

？Qu6　hora　es？
8 ？／＼qu6　horasale

@este．autob｛is？ 山　口　燕正

動詞Ir，・Venir，　Poner、　所有形容詞短縮

？Ad6ndc　vamos？ 形、Ir十a・Venir十aの表現
9 ？D6ndc　pongo 同　　　上

mi　cariera？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
ｮ詞Empczar，　Volvcr、指示代名詞、．所有

？Cu6ndo　cmpicza 形容詞完全私動詞に緊がる不定詞

10 同　　　上

cl　cursO？

動詞Declr，　Oir，　Dar、　人称代名詞目的格

No　le　oigo　blen その1

11 Le　doy　mi 同　　　上

dlrecci6n

12

1e　lo　pioo’con

狽盾р潤@ml　corazon
?唐р奄?奄モ奄

人称代名詞目的格一その2、動詞Pedir，

DtraeT　Ver、　Es十形容詞1不定詞、　Para・
垂盾秩Eal　l不定詞の表現 同　　　上

expl　ic6rsolo
＼

動詞Conoccr，．Sabor、動詞Gustar

No　la　conozco

13 mucho．　Me　gusta 同　　　上

la　paella・

再帰代名詞、再帰動詞一その1

？Cu6ndo　te

14 同・　上
casas？

再帰動詞一その2

？Se　quifan　los

15 zapalos　en 同　　　上

●　　　casa？
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＝スペイン語皿＝（R）
〔主任講師　山口薫正（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　すでに学んだ初歩的なスペイン語の知識を基礎に、スペイン語圏のさまざまなテーマを背景にした

平易濠会話・口語体の文を用いて、初級スペイン語の後半の学習を行なう。スペイン語1で見た通り、

．動詞の活用は初級スペイン語の学習に旧いて中心的な課題で、このスペイン語πでも直説法過去を始

めとして接続法までいくつかの時制について練習を更に続ける。また、いままではほとんど単文であ

ったが～このスペイン語皿では複文の基礎的なところを学習する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

三八称表現、単人称動詞

1

？Cn6ndo　l　lueve？

FEl　clima　de
山　口　蕪　正

Espa五a
（放送大学助教授）

？Qu6　est6n

@haciendo　los

現在分詞、進行私過去分詞、一menteのつ

ｭ副詞
2

ni負OS？ 同　上

En　una　plazaleta

Dicenque　en　su 接続詞と複文、比較（優劣比較、同等比較、

pafs　se　produce 最上級、絶対最上級）

3 ．el　mejor　caf6． 同、上

Geograffa　de
Sudam6rica

命令一その1（Iu，　Vosotrosに対する肯定

：Echale　m6s　sal ・否定命令、人称代名詞目的格を伴う命令）

4 同　上

Cocina　espa負oia

Ahora，　acu6stese
浮唐狽?п@ahf．　El

　命令一その2（Vd，　Vds．に対する肯定・否

阮ｽ令、再帰動詞Q命令）
5

problema　de
同　上

salud

6

●るEstudiasteis

@　　　　mucho？
P』as　universida一

　直説法完了過去　規則活用一AR，一ER，

黷hR動詞、関係代名詞一その1
同　上

des　antiguas

’直説法完了過去不規則活用動詞一その1、

乙Cu6ndo　se 関係代名詞一その21
7 construy6？ 同　上

Ia　Alhambra
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

直説法完了過去一不規則活用動詞一その2、

Lo　que　hice　en 関係代名詞一その3・関係副詞

8 laS　VaCaCiOneS． 山　口　燕　正

Acapulco

乙Que　pensaban 直説法不完了過去、不完了過去の複文

cuando　eran

9
　　　　　　n而OS？
tn　aspecto　h卜

同　上

st6rico　hispano一
■

japones

直説法未来

Ellos　llegar6n
』10 同　上

pronto　Zarzuela

乙Ha　estado 直説法現在完了（助動詞Habe　rの現在形）、

usted　en　Am6rica @受身
11 ：Latina？ 伺　上

1」as　compa五fas
　■高撃?狽≠

12

Dijeron　que
唐≠撃р窒?≠氏@al　dfa　o　　　　　　　　　　　　　　　．S19Ulente・

　直説法可能（過去未来）、過去の複文、直説

@過去完了

同　上

Guadalupe

接続法現在一その1（規則活用動詞・語根母

乙Quieres　que 音変化動詞1、名詞節／副詞節での用法）

13 bailemos？　　：El 同　上

Museo　del　prado

Es　mejor　que
接続法現在一その2（不規則活用動詞2）

14 vengamOS　Otra
魔?噤D　El國 luseo

同　上

del　prado

iOjalaque 接続法現在一その3（形容詞節／独立文での

enCOntremOS　Un 用法）、接続法過去

15 　o
olso　que　nos 同　上

quste　！

Costa　del　Sol
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＝保健体育＝（TV）
　　　一新しい人体論一

〔主任講師：平沢彌一郎（放送大学教授）〕

全体のねらい
　人は2本の足のうらで立つ。そこで、その足のうらに関与するさまざまな因子から、すべての動作
の基本である直立能力を定量的に評価する。これをスタシオロジー（身体静止学）という。本講義は
このスタシオロジーの観点に立って「人」と「からだ」の関わりを解説する。：なむ毎回自己診断と調
整のための基礎体操Medico　physical　Therapyを紹介する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 見る人聴く人別の人

　美しい人を見たり、美しい音楽を聞くと心の

ﾆきめきを感じる。ここでは知覚の内省的把握が、

注Nの自己管理の基礎条件であることを中心課
閧ﾆし、視覚と聴覚の分析能力の比較から、「見

驫?ｩら「聴く人」への転換について考える。

平沢彌一郎
i放送大学教授）

2 息　　こ　ら　え

　憶とらえ」の時間の長短は、その人の、その時

ﾌ身体息むよび精神的能力の総和である。これは

S身の持久力を知るための最も簡便な方法である。

^動負荷や姿勢変化にともなう実験結果と、長
匇ﾔ継続して演聴した資料に基づいて解説する。

同　上

3 偉人　と　健康

　健全な精神ははたして健全な身体にのみ宿り、

酎Sな身体には必ず健全な精神が宿るのだろうか。

?xナリスの言葉を出発点として、いわゆる偉人
ﾆ呼ばれた24人の体格について考察しながら、　　　　一

S身の「健康」・「不健康」を考える。

同　上

4 か　ら　だ　の　形

　人のからだの形はなぜこのようになったのだ
?､か。ここではソボッタ（J・Sobotta）の体
¥の地理図、サリウス（A．Vesalius）解音1図に

謔ﾁて骨格の仕組みを学習する。また、カバラ
ﾌ思想によるセフィ一五スのからだの部分の意
｡づけについて言及する。

同　上

5
　
　
2

膝　　　小　　　僧

　「膝小憎」とは膝関節のこと。この関節を
?Sに、脚の筋肉の起始部と停止部、神経支配
ﾆそのはたらきについて、実際に解剖をしてい
驩譁ﾊによって学習を展開してゆく。「膝小憎」

ﾍ前方には曲がるが後方には曲がらないのはな
ｺか、も解明する。

同　上

6 直立人の歩む道

　ヒトはいつどのようなきっかけで、またどの
謔､：な道のりをたどって「直立人」に：なったの

ｾろうか。ヒト化（hominization）に澄ける「直

ｧ人」への進化の過程を系統発生学的見地から
l察する。われわれ直立姿勢に完全に適応しき
ﾁているのだろうか。

同　上

7 新生児の反抗

人は出生後約10か月でだれからも手ほどき
�､けないで一人で立つことができる。その機
?i要因と過程）の解明はいまだに明らかでは
Fない。ここでは出生直後の新生児の姿勢制御と

_経発達との関連について個体発生学的見地か
迚�烽�ｷる。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　「からだ」の語源は、人が大地に両足を踏ま　　　　　　　　　　，　　　　　　■　　　　　　●

ｦて立つさまを表す「からだち」（躯立ち）

8 か　　ら　　だ　　ち というやまとことばに由来する。　「からだ」に 平沢彌一郎
関連する文字や言葉から、「からだ」の価値観

の変遷について解説する。

アリストテレスの「動物運動論」から、からだの

動的固定（Steady　setti㎎）の機序について解

9 スタシオロジー 説する。スタシオロジーの原論、評価の方法、装 同　上

置、応用面（平衡神経科学・整形外科学・神経

内科学・神経眼科学）の現況について述べる。

両足をきちんとそろえで立つロンベルグの姿

勢を20秒間とらせた時の重心図（重心動揺面

10 日本人の直立能力 積）から、日本人の直立能力について、年齢差、 同　上

性差、環境差（地理的・社会的）、病血忌、民

族差を解説する。

左足と右足のあいだには、機能的な一側優位性
（ラテラリゼーション）が存在する。左足は前進の

11 左足　と　右足 方向性と全身の安定の支持作用、右足はスピー 同　上
ドのコントローールと器用性の役割分担がある。

また、左足は遺伝因子、右足は環境因子による
ことを解説する。

近ごろ全国各地で「はだし教育」がはじめら

れている。　「はだし」と「すあし」の相異から、

12 はだしとすあし ここでは「足のうらをはかる」目的、方法、解 同　上

析法、評価法について解説する。また、　「足と

はきもの」の問題についてもふれてゆく。

ヒトは立つことができてはじめて歩くことがで

きる。ヒトは片足歩行である。正常な歩行はその

13 立つことと歩くこと 重心軌跡がゆるやかなサインカーブを描く。脳 同　上

性麻痺患者の虚血から、　「立つこと」と「歩く

こと」の関連を解説する。

昭和52年から日本各地の遺跡から沢山の古代

14
ふんぞりかえった
坙{人

人の足跡が発見された。この足跡から日本人の立

ｿ構え（身構えと気構え）を考察したところ、

ｽ安時代あたりから変わったことが推定される。

同　上

縄文晩期から年代を追ってその変化を解説する。

この20年くらいのあいだに、現代人の踵が丸くて大

きくなっている。これは重心位置の後退現象を

15 現代人　の　足 物語る。もしこのことが直立能力の衰退であると 同　上

考えることができるとすれば、ことは重大であ

る。人類の存亡の危機について論説を試みる。

一224一



＝生活史＝（R）
〔主任講師：中鉢正美（慶磨義塾大学名誉教授）〕

全体のねらい

　現代の生活史をそのミクロとマクロの視点から明らかにして生活をめぐる諸問題が直面している転換

点を討論する為の素材を提供したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
生活史、生活学、

ｶ活構造論

　広義の両方についてふれる。生活構造論は特定
ﾌ社会階級の発達と変動を扱う。生活学は日本の

}速な近代化過程に於ける主要な生活問題の生成

ﾆその安定化への動向を検討する。

中　鉢　正　美

i慶鷹義塾大学名

_教授）

2 マクロとミクロの
ｶ活史

　生活学は日本の近代化過程に於ける生活の発展

yび安定化に就いての学際的研究であり、生活史

ﾍ特定の個人を典型とした生活近代化の追跡であ

驕B両者はそれぞれ密接な関わ砂合いをもってお

閨Aその問題点が明らかにする。

同　上

3 共同体の生活史

　生活史の原点は、家族、職場といった人々が直

ﾚ関わり合う共同体的な集団である。とりわけ夫

wや親子がその生活を共有するためには一定の対

bや相互行動を繰り返す過程が重視されなければ

ﾈらないことを解説する。

同　上

4 文書記録の生活史

　共同体は生活の直接的経験を相互に伝達し合っ

ﾄ生活を続けるが、これを第三者に伝達し合う為

ﾉは文書による記録の必要がおこる。関接的な伝

B手段による生活史は近代社会に於ける生活史研

?ﾌ基本型を構成するものといえる。

石　毛　直　道

i国立民族学博物

ﾙ助教授）

5 都市の生活史

　共同体の生活史が村落を基礎とするのに対して、

s市は相対的に新しい生活様式を構成する。この

s市の生活様式について解説する。

川　添　　　登

i建築評論家日本

ｶ活学会理事長）

6 産業化と生活史

　十九世紀産業都市の発連によって近代社会は全
ｭ新しい様相を呈した。産業都市は都市生活生活一般についてもこれに対する新しい対応をせまる

ｱととなった。この産：業化との関わりを解説する。

副　田　義　也

i筑波大学教授）

7 諸文化の生活史

　生活史とは、ある社会全体の生活が、時代によ

ﾁてどのように変化してきたかという意味と特定

ﾌ社会の特定の時代に個人がどのように生きたか

�L録したものをいう場合とがある。ここでは二
ﾂの場合を考え合わせて解説する。

原　　　ひろ子

i澄茶の水女子大学

w教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間は無意識的に繰り返される日常的生活の中

8
意識と無意識のか
ｩわり

で一定の生活構造を形造り、やがて産業化による
ﾐ会的変化に直面して新しい文化の諸関係を創造
ｷべく模索を始める。この無意識的な日常生活と

中　鉢正　美

意識：的な非日常的模索との関わりを精神分析学的

諸研究を手がかりとして解明する。

労働力の再生産を行う主体である人間の近代的

生活がどのように発生し展開されて行ったかを、

9 衣食住の生活史 近代生活の中心的な部分である衣食：住から考察し
同　上

てゆく。

現代社会の発達につれて、生活の社会的共同消

10
医療・教育・住居・福祉の社会化

費の部分が発達してきた。そこで社会的な共通経

?ﾆしての医療や教育・住居・福祉の問題につい
ﾄ解明する。

同　上

日本の生活史・ 幕末から明治初年に旧いて食糧の生産がその生

1　－1 活水準の約半分に達していた。第1次大戦後の近

11 明治維新～第2次 代化と共にこの水準は約3割に変化し、第2次大 同　上
世界大戦までの生 戦と共に再び嘗ての水準に迄転落した過程を概説

活水準 する。

日本の生活史・ 第2次大戦後ほぼ10年の間に生活水準は戦前の

1一一2 高さに回復した。その他20年間戦後日本経済の高

12 第2次世界大戦以 度成長と共に現在のヨーロッパ並みの高さに迄回 同　上
降の生活水：準 復し食糧生産はその2割内外にまで低減したこと

を概説する。

日本の生活史・

Q－1

明治初期の人口は3700万人前後であったが、

P930年代には8000人台を超えたが第2次大戦

13 明治維新～第2次
｢界大戦までの人

によって7200万人に縮少をした。戦後のベビー
uーム以後、人口のピラミッドが拡大から縮少に
]換する迄を一つの時期として説明する。

同　上

口変化

ベビーブーム以後の人口増加率は拡大から縮少
日本の生活史・ に転化したが、人口の高齢化現象が現れてきた。

14
2一一2
謔Q次世界大戦以

人口総数は一億二千万人に達し、やがてその絶対

狽ｪ減少の過程に入ろうとしている状態を説明す
同　上

降の人口変化 る。

日本の生活水準が上昇し人口の増加が頂点に達

した現状に於て、現代生活の再構成がせまられて

15 「生活史」の総括 いる事情を参加者を交えて討論したい。

@4人の聴講者の感想
同　上
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＝人間と社会環境二（TV）

　　　　　　　〔主任講師：大橋　力（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい

　複雑なからだとこころを持つ生き物・人間と、その人間たちの多岐にわたる活動のステージになっ

ている社会環境とについて、情報環境学の立場から包括的に学ぶ。動物行動学・分子生物学などの新

しい生物学、生態人類学の諸領域、システム論・制御論などの情報科学を主要な学問的基盤におき、

実際的に論を展開する。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 般人間と社会環境幻

ﾉついてどう学ぶか

　人間の社会行動の多様性を的確に捉えるため

ﾉは専門分化した学問は限界が大きい。その限
Eを打破する新しい学問のひとつとしてこの科
ﾚで起用する情報環境学について、物質・エネ
泣Mー・情報の三つの次元から有機的に対象に
ﾚ近する方法論を述べる。

大　橋　　　力
i放送教育開発
Zンター教授）

2 生命　と　環境

　まず、生命とは何かについて、自己増殖オー
gマトンの理論を出発点に説明する。次に地球
^生命の特徴と地球の生態系について述べる。
ｳらに、生命主体と、それを囲む環境との関係
ﾉついて、シヌテム理論を導入して整理を行う。

同　　　上

3 環境としての社会

　生き物の中には、特・別な秩序を持った群れを

ﾂくるものがある。その群れ一種社会一は生き
ｨにどのような利益をもたらすのかを考える。
ｱうしてつくられる蟹社会”を、新たに造成さ
黷ｽ環境として捉え、その構造・機能について
沒｢する接近法を述べる。

藤井　宏　一
i筑波大学教授）

4 社会をつくる動物たち

　動物の中には、さまざまな社会をつくるもの
ｪある。その多様な姿について、動物行動学の
ﾏ点から整理して学ぶ。また、動物の社会行動
ﾌ過程を制御している生得的解発機構の理論等
ﾉついても知識を得る。ざらに、これらの原則
ｪ人類にもあてはまることを知る。

日　高　敏　隆
i京都大学教授）

5 人類社会だけの特
ﾙな多様性

　社会をつぐる動物たちを見ると、その社会の

¥造は種ごとに決まったパターンを持っている
ｱとがわかる。ところが人類だけは、きわめて
ｽ種多様な社会を生み出してきた。この多様性
�ｶ態人類学の観点から分類し、概観してみる。

掛谷　　　誠
i弘前大学教授）

6 自然性を重視した
ﾐ会とその環境

　さまざまな人類社会の中には、生存上、人間
ﾌ持つ生物としての自然性を比較的重視したラ
Cフスタイルを維持してき：たものがある。発展

謔閧ﾍ安定を志向する社会といえる。その代表
痰ﾅある狩猟採集社会について、実際のフィー
泣hワークに基づいた知識を得る。

市　川　光雄
i京都大学助教授）

7 加工性を重視した

ﾐ会とその環境

　人為的な加工とその蓄積に高い価値をおく社

?ｪある。安定よりは発展を志向する社会とい
ｦる。いわゆる文明社会は総じてこのカテゴリーに入る。このような発想を持った社会システ

?ﾌ本質を探り、そこに生まれる環境の特性に
ﾂいて検討する。

樺山　紘一
i東京大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 棲みわけ型”の社会・

�ｱみわけ型・の社会

　いわゆる駅棲みわけカは地球上の生物社会の
ｴ則といえる。ところが、人類では、この原則
ｪ守られている般棲みわけ型”の社会だけでな
ｭ、これを放棄した般非棲みわけ型”の社会が
ｶ在する。この社会の生態系に及ぼす影響、於
謔ﾑ環境特性について論じる。

大　橋　　　力

9 本来　と　適：応

　すべての生命は、情報物質q核酸勢に書き込
ﾜれたプログラムの指令下におかれている。そ
ﾌプログラムには、基本的なライフスタイルに
ﾎ応する般本来”のものと、状況の特殊化に対
桙ｷる駅適応”のためのものとがある。この二
d構造と社会環境との関連を検討する。

村上和　雄
i筑波大学遺伝子

ﾀ験センター長）

10 人間社会のシステム化
@能するこつのプログラム

　種社会をつくる動物たちの社会行動のプログ
宴?煦笂`子の支配下にあり、人類もその例外
ﾅはないと考えられる。一方人間社会には法律、

坥･など社会行動のもうひとつの規範一プログ
宴?[が存在する場合がある。この両者が一致
ｵない社会の環境を論じる。

大　橋　　　力

11
人間の生物特性と
ﾐ会環境との不適
〟i1）物質・エネル

Mー・環境について

　人間の生物特性は、その柔軟性の範囲を含め
ﾄ、遺伝情報の支配下にあり、ほとんど固定さ
黷ﾄいる。それと現実の社会環境との間に無視
ﾅきない不一致が発生し、持続すると、社会は
ｶ続をおびやかされる。この問題を物質・エネ
泣Mー面について検討する。

岩　城英　夫
i筑波大学教授）

12
人間の生物特性と社
?ﾂ境との不適合（2）

﨣�ﾂ境について

　人間の心は脳という物質機械の活動に他なら
ﾈい。脳は情報代謝装置であり、環境からのあ
骼墲ﾌ情報入力で打撃を受けるだけでなく、あ
骼墲ﾌ情報欠損によっても異常を呈する。社会
ﾌ情報環境が人間の脳にとって不適合になった
鼾№ﾌ病理現象について検討する。

小　田　　　晋

i筑波大学教授）

13
自然性と加工性と
ﾌ調和を重視した
ﾐ会とその環境

　現存する多種多様な人間社会の中に、自然性
ﾆ加工性との両者の調和を重視する発想を持つ
烽ﾌが少数存在する。この種の社会の環境は、
ｻ状況下にあっても人間生存とのかなり高度な
K合性を示している。実例にのっとって、この
謔､な社会環境について知識を得る。

河　合　徳枝
i国際科学振興財

c専任研究員）

14 社会の自己組織化を

ｱぐ璽情動”の役割

　自然性と加工性との調和に成功している社会

ﾌひとつの特徴として、情動、ことにパフォー
}ンスの誘起する快感が社会の結集や葛藤緩和
ﾉ有効に機能している。自我の制御と利他行動
ﾌ活性化とを通じてシステム化をもたらす情動
ﾌメカニズムについて論じる。

猪　原　真知子

ﾍ　合　徳　枝
i筑波大学附属
?w校教諭）

15 新しい調和の発見
ﾌために

　加工性重視社会の頂点に立つ科学技術文明の

ﾐ会環境は特に精神世界の面でけわしい限界に
ｼ面している。この危機の当面の打開策として
l間に適合した情輯環境の再建を欠かすことは
ﾅきない。そのために精神活動領域における自
R性と加工性との調和の道を探る。

大　橋　　　力
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　　　　　　＝家庭の本質＝（R）

〔主任講師：加藤秀俊（放送教育開発センター所長）〕

全体のねらい
　社会の最小単位集団である家族、そして、その周縁概念である「家庭」を、歴史的、同時的にとら

え、きわめて今日的な課題としての家族、家庭の諸問題を考察する。

回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この2回の講義で、生物進化のなかでの家族の

発生と進化を、とりわけ霊長類の行動をつうじて

1 家族の発生と進化 検討し、生物社会のなかでの人間の「家族」の特 伊　谷　純一郎
（1）

性を位置づける。 （京都大学教授）

2 家族の発生と進化
　　’
ｯ　　　上

（2）

人類の諸文化のなかで、「家族」の観念はきわ

3 家族の構成と構造
めて多様な意味をもち、また、家族構造じたいも、

椛ﾎ的な性質のものである。この3回の講義をつ 中　根　千　枝
家族とは何か　（1） うじて、さまざまな文化のなかでの家族の類型、 （東京大学教授）

その社会的機能などについての基礎概念を学習する

4 家族内の人間関係 同　　　上
家族とは何か　（2）

5
配偶者と親子関係 同　　　上
家族とは何か　（3）

主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる

6 家から家庭へ
観念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という

u家」の進化ないし変貌を考察し、現代「家庭」 米　山　俊　直
家族から家庭へ（1） の意味と可能性を位置つげる。 （京都大学教授）

7 家族の　析　出 同　　　上
家族から家庭へ（2）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

主として日本の近代史のなかで「家」をめぐる

8 家庭の　未来
観念の変化に着目し、イエ→家族→家庭という

u家」の進化ないし変貌を考察し、現代「家庭」 米　山　俊　直
家族から家庭へ（3） の意味と可能性を位置づける。

家族の中核にある「結婚」の問題、そして、そ
近代化の秩序モデル こから派生する結婚観、家族観を日本の近代のな

9 日本の近代化と家 かでさぐり、家族をめぐる思想史を学習する。 神　島　二　郎
庭（1） （立教大学教授）

家族主義の由来
10 日本の近代化と家 同　　　上

庭（2）

「家庭」ということばは、英語のhOmeを福

11 家庭と婦人教育
ﾆ庭の誕生　（1）

沢諭吉が翻訳したものといわれている。ここでは

ｾ治以降の婦人雑誌や生活運動をつうじて「家庭」

ｪ誕生し機能しはじめた経緯と現状をとらえる。

加　藤　秀　俊

i放送教育開発

Zンター所長）

12 家庭内の緊張関係

ﾆ庭の誕生　（2）
同　　　上

近代文学は、ある意味で、イエをめぐる個人の

13
近代日本の「家」と

ｶ学（1）

心理的葛藤の歴史であったといえる。この講義で

ﾍ、近代日本の文学作品のなかに「家」や「家庭』

ｪどのようにえがかれてきたかを探求する。

多　田　道太郎

i京都大学教授）

14
近代日本の「家」と

ｶ学（2）
同　　　上

都市化の進行、人口移動の加速化、さらに人口

の高齢化などによって家庭は変貌しつつある。こ

15 家族の将来 れまでの14週にわたる講義をふまえながら、家 加　藤　秀　俊
族と家庭の将来を展望する。
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＝家　族　関　係＝（R）

〔主任講師：森岡清美（成城大学教授）〕

全体のねらい

1．戦前から戦後をへて現在に至るまでの、日本家族の構造と機能にみられる変化を明らかにする。

2　日本の家族関係の現状を、外国の家族関係と比較して考察し、その特色を明らかにする。

3．高齢化社会に於ける家族関係の問題点を探り、それへの対策を検討する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．家族は集団　2．法令用語としての家族　3．日常

1 家　族　　と　は
語としての家族　4．家族の定義　5．形態面の特色

U．関係面の特色　7．機能面の特色
森　岡　清美
i成城大学教授）

1．家族　2．家庭　3．世帯　4．家族・家庭・世帯

2 家族・家庭・世帯 同　上

1．家族の要素的単位　2．核家族説　3．小集団とし

ての核家族　4．核家族の二面性　5．核家族の世代

3 核　　　家　　　族 関係 同　上

1居住規則と家族の類型　2．夫婦家族制　3．直系

家族制　4．複合家族制　5．家族類型の地域的分布

4 家族の類型と分類 α類型・典型・分類　7．家族の分類　8，類型と分 同　上

類：との関係　9．家族の再分類

1．核家族化　2．家族と世帯　3産業化と核家族化

4．日本の核家族化の歩み　5．核家族化の諸要因

5 核　家　族　化 同　上

：L小家族、小家族化　2．家族規模の近似値　3．わ

が国の小家族化　4．小家族化の国際比較　5．小家

6 小　　家　　族　　化 族化の諸要因 同　上

＼

1．ライフサイクルの発想　2．ライフサイクル研究

7
家族のライフサイ

の発端　3．家族のライフサイクル　4．ライフサイ

Nルの捉え方　5．発達段階の設定　6．直系制家族 同　上
クル のライフサイクル　7．複合制家族のライフサイク

mレ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．女子の一生の変化　2．日本に澄けるライフサイ

8
ライフサイクルの

ﾏ化

クルの変化　3．ライフサイクルの変化によって生

ｶた新局面　4．ライフサイクルの問題点　5．ライ

tコースの発想

森　岡　清　美

L相補的な二つの性　2．異性交際の発達　3．デイ

9 異　　性　交　　際
トの機能　4．デイトの逆機能　5．異性交際の実態

U．デイトの開始年齢　7．異性交際と性モラル
望　月　　　崇

i大正大学教授）

1．配偶者選択の範囲　2．配偶者選択の基準　3．規

範一相互作用説　4．欲求相補説　5．配偶者選択の

10 配偶者選択 過程 同　上

1．結婚の意味　2．結婚の機能　3．恋愛結婚の増加

4．結婚相談所の繁栄　5．高い結婚率　6．初婚年齢

11 結　　　　　　婚 の変化 同　上

1離婚の意味　2離婚に対する社会の態度　3．日

本の離婚の動向　4．離婚の社会的背景　5．離婚原

12 離婚　・再婚 因　6．再婚の状況 同　上

1．家族危機とは　2．ABC一一Xモデル　aジェッ

トコースター・モデル　4．二重ABC－Xモデル
13 家族の危機 5．マリッジ・カウンセリング 同　上

1．親子関係と社会化　2社会化としつけ　3．社会

化の過程　4．現代家族の問題点

14 子どもの社会化 同　上

1．女子の就労の動向　2．共働きの：増加　3．共働き

の理由　4．共働きの悩み

15 共働　き　夫婦 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．家族機能としての老親扶養関係　2．三歳から老

人か　3．老入の欲求とその充足　4．老親扶養の三

16 老親の扶養 側面と三種の居住関係　5．老親扶養の二類型
U．現代日本に潮ける同居型扶養の動向　7．現代日

森　岡　清　美

本に於ける近居型扶養の登場

1．家族と住宅　2．ノェルターとしての住宅　3．戦
後日本に冷ける住宅の量的改善　4．大型住宅と小

17 家族と　住宅
型住宅　5戦後日本における住宅の質的変化と改
P　6．和式茶の間の消失と洋式居間の確立

同　上

1．家族と寝食の共同　2．寝食と家族機能　3．家族

は日常的会食の単位　4台所と食：事室　5．家計費

18 家族と食生活
のなかの食料費　6．戦後の食生活内容の変化．
V．電気冷蔵庫の普及と食生活への影響　8．はたら

同　上

く主婦と加工食品　9外食澄よび家庭内外食の増
加

1．家計の収支動向　2階層と家計構造　3．中流家

庭の家計　4．生活設計の意味　5．家計と生活設計

19 家族　と　家計 望　月　　　嵩

1．余暇の意味　2．余暇活動の活発化　a余暇意識
4．家族と余暇行動

20 家族と余暇活動 同　上

1．家族の構造　2．家族的地位　3．家族的役割

4．役割期待・役割認知・役割遂行　5．役割取得・

21 家族の役割構造
役割葛藤　6．役割遂行による欲求充足　7．生物学

I差異が役割配分を規定するか？　8．役割配分の 森岡清美
規定要因　9．役割構造の変化

1地位の序列　2．権力の序列　3．権威の序列
4．勢力の序列　5．勢力構造の実態　6．夫婦の勢力

22 家族の勢力＝構造
関係・7．親子の勢力関係　8．勢力構造を規定する

烽ﾌ　9．勢力構造の変化 同　上

L情緒とは　2．家族の情緒構造　3．夫婦の伴侶性
4．親子間の情緒

23 家族の情緒構造 望　月　　　嵩
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．先祖とは　2．先祖の類別　3．死者と先祖　4．家

における先祖とその祭祀　5．家的先祖祭祀の機能

24 家族　と　先祖 6．家的社会での非家的先祖祭祀とその機能　7．家

ﾌ変化にともなう先祖観の変化　8．仏壇保持率の
森　岡　清　美

推移　9．先祖祭祀の変化

1．親族・親族関係・親族集団　2親族とは　3．親
族の類別　4．親族関係　5．親族集団　6．夫婦家族

25 親　　族　　関　係 制と異居近親関係　7．直系家族制の場合、とくに
坙{の同族と親類について　8．親族関係の変化

同　上

1．家の社会的被拘束性　2．地域社会とは　3．村落

的社会と家族　4．都市的社会と家族　5．家族の変

26 家族と地域社会 化と地域社会　6．地域社会の変化と家族　7．都市

I社会と住民運動
同　上

1．家族の機能　2．オグバーンの家族機能縮小説

3．機能縮小のより積極的把握　4産業化と家族機

27 家族機能の変化 能の変化　5．社会の変化でなぜ家族が変わる？

U．パーソナリティー機能の分化　7家族の機能復
同　上

権　8．家族の機能はほんとうに縮小したか？

1．家族意識とは　2．家族意識は果たして捉えうる

か？　3．「家族意識の変化」の捉え方　4．子がな

28 家族意識の変化 い場合養子は必要か？　5．先祖を尊ぶか？　6．ど

ﾌ子に財産や事業を相続させるか？　7．老後を子
同　上

どもに：頼るつもりか？

1．家族の変動にたいする悲観論と楽観論　2．未来

への要請　3．過去の未来家族論　4．家族は消滅す

29 家族の未来 るか？　5．ソ連邦の家族政策　6．家族は存続しう

驍ｩ？　7，日本の家族はどうか？　8．家族はどこ
同　上

へ？　9．家族のゆくえと政治

1．福祉とは　2．家族福祉と親族福祉　3．企業福祉

4．社会福祉と家族福祉　5．福祉の最小性と最大性

30 家族福祉と社会福祉 6．福祉と幸福　7．家族の福祉機能と社会福祉との

ﾖ連
同　上
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＝家庭の経済＝（R）
〔〔主任講師：會辮騰襟欝授）〕〕

全体のねらい
　1．家庭経済は家庭・個人の自己実現という目的価値を実現するために、生産・消費・貯蓄の経済行

為を営むがそれを経済全体の中でシステム的に：とらえる。

　2．家庭経済の行為をシステム的にとらえる場合、とくに生活する者の視座・視点で主体的にとらえ

ることに：よって、中核的なエコシステムである家庭経済の本質的な機能と位地づけを浮きぼりに：する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

家庭経済の本質意義　国民所得を決定する4つ
の柱　個人消費と国民経済　旧聞投資と国民経

1
家庭経済の本質意
`と機能

済と家庭経済金融政策と国民経済と家庭経済
熕ｭ政策と国民経済と家庭経済　税政策と国民

　今井　光　映
i金城学院大学教授）

経済と家庭経済　国民経済の成長の質と家庭経

済の行動の質

家計の存在意義　家庭内生産とは何か　家計生

2
家庭内生産と家事

J働

産の特徴家計サービスのコスト　家庭内生産

ﾆ相互依存関係
坂井　素　思

i放送大学助教授）

家事労働の変化　家事労働の評価　これからの

3
家事労働の経済的

]価

家事労働 古郡　靹　子
i明海大学教授）

労働供給と稼得の二重機能　家内的分業　労働

供給と家内的分業労働供給量の決定　女性労
4 労働と家庭経済 働の供給家計のプーリング機能 坂井　素　思

流通機構問題　生鮮食料品の流通と家庭経済

5
流通機構と家庭経

ﾏ
産直と家庭経済　衣料品の流通と家庭経済　医

�i・化粧品の流通と家庭経済再販制度と家 今　井　光映
庭経済家庭経済の価格形成参加権の自覚

選好の自律性と他律性経済学の伝統的アプロ

一チ　依存効果誇示効果記号的消費
6 消費の理論 坂井　素　思

生活水準　家計の収支構造　共働き世帯の増加

家庭経済の生活内 と家計の変化　消費のサービス化
7 容 古　郡　靹子
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属L氏名）

家庭での生活設計　ライフサイクルと生活設計

澄金と利子

8
家計のライフサイ
Nルと経済管理

古　郡　靹　子

貯蓄の意味貯蓄の目的貯蓄・負債の内容
高い貯蓄率

9 貯蓄と家庭経済 同　　上

資産保有の意味　なぜ資産を保有するのか　不

確実性の存在　家計の資産選択　権力・名誉と

10 家計の資産選択 資産保有 坂井　素　思

一

物価についての基本的：な概念　インフレと家計

物価抑制のいろいろ　物価上昇が家計に及ぼす
11 物価と家庭経済 影響　物価の安定こそ生活設計のカギ　円高の 今　井　光　映

物価への波及効果

なぜ税は必要なのか　公共財・サービスの供給

所得の再分配　経済の安定化　課税原則
12 税　　と　家　計 坂　井素　思“

長寿社会の実態　長寿社会の中での生活設計

13
長寿社会と家庭経

ﾏ
長寿社会と年金の改正　老後生活資金の設計

驪ﾆ年金の自覚　個人年金の自覚　人生80年時 今　三光映
代の生活設計にこそ必要なシステムの考え方

長寿社会と社会的生活設計

産業化とは：なにか　産業化への適合　産業化と

14
社会構造の変化と

ﾆ庭経済

の拮抗家計の柔軟性

坂井素　思

安定成長経済社会と家庭経済　付加価値社会と

15
これからの家庭経
ﾏを考える

家庭経済　高負担社会と家庭経済　サーービス化

ﾐ会と家庭経済　キャッシュレス社会と家庭経 今井　光　映
済長寿社会と家庭経済　高度情報化社会と家
庭経済　国際化社会と家庭経済
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　　　　二家庭の経営一（R）

〔主任講師：原ひろ子（茎茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい
　家庭のあり方を比較文化的に考察することによって、人間にとって、家庭や家庭のあり方が多様で

あることを認識し、その上で、現代日本の家庭を、それをとりまく環境との関連において検討する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間の諸文化に見られる家族の多様性を暁め、

1
家族の多様性と普
ﾕ性（1）

人間にとっての家族の普遍性は、どのようにと

轤ｦれるかを考える。

原　　　ひろ子

i早耳の水女子
@　　大学教授）

人間の諸文化に計られる家族の多様化を眺め、

2
家族の多様性と普

人間にとっての家族の普遍性は、どのようにと

轤ｦられるかを考える。 同　　　上
遍性（2＞

欧米や日本の近代史のなかで、収入を得る場
としての職場と、消費の場としての家庭が分離

3 家族　と家　庭 し、家族という人間の制度のもつ機能が限定さ 同　　　上

れてくる変貌過程を考察する。

夫と妻、親と子、祖父母と孫など、家庭の中
でさまざまな立場にある、個人の自己実現について
の欲求が高まってきている今日、それぞれの欲求

4
日本文化の中の
@　　　　　　家庭

を持つ個人の自己実現を促しつつ、サービスや情
�竦Sのつながりが保証される「生活の港」として
ﾌ家庭をどのように経営していくかについての可

同　　　上

能性の巾を考える。それと同時に家庭をめぐる、
さまざまな「危機」への対応を考える。

5
家事労働と

　家庭に澄ける家事労働と、労働市場に澄ける

J働とが、どのようにとらえられてきたか、を
篠　塚英　子

iお茶の水女子
市場労働 考える。 大助教授）

今日の家庭生活の経済的基盤が社会の経済シ

ステムとどのように関連しているかを眺める。

6 家庭　と　経済 同　　　上

日本に論ける男女雇用機会均等法の施行と労

7
女性の働き方の
@　　　　　　変化

働基準法の改正が、女性の働き方にどのように

ﾖわり、家庭生活の多様化をもたらしうる基盤

ﾆなっているかを考える。

同・　上
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

世帯単位や個人単位の消費行動や貯蓄ゼ財テ

ク：などをめぐって、夫婦や親子がどのようにコ

8 家計運営の変化 ミュニケートし、意志決定しているのかを眺め、 篠　塚英　子
さらに、個々の家庭の家計運営をどのように変

化しているかを考察する。

一つの住宅に診ける家族の生活のしかた、家
族員の旧居・近居や単身赴任など、家族と空間

小　澤　紀美子
9 家　庭　と　空間 の関係から、家庭経営を考える。

（東京学芸大助教授）

公園、病院、保育園、幼稚園、学校、保健所、

10
生活空間のネット

地域の集会所、図書館、相談サービス、老人の
ｽめのデイホーム、・身障者の活動の場家族間 同　　　上

ワーキング の職場などを含む生活空間を生活者が主体的に

ネットワークしていくためのシステムについて
考察する。

生れてから死ぬまでの個人の加齢や、ライフ

ライフサイクルの
・ステージの移行と家庭生活のあり方が近年ど 袖　井孝子

11
変化と家庭

のような変化をとげてきたかをとらえるととも

ﾉ、各ステー・ジに澄ける危機とその解消方法を

（お茶の水女子

@　　大助教授）
明らかにする。

老人にとっての家庭を家族やコミュニティと

12
老人・家族・

の関連で眺めるQ

同　　　上
コミュニティ

子どもにとっての家庭を家族やコミュニティ

子ども・家族・ との関連で眺める。特に雇用されて働く父母と

13 そうでない父母をもっている子どもがそれぞれ 原　　　ひろ子
　　　　　一Rミュニアイ にかかえる問題を考える。

現代日本に見られる諸現象を家庭経営の視点

単身家庭シングル から考察する。

14 ライフ・単身赴任 同　　　上

・共働き別居

今日の日本では個人が選択するライフスタイ

ライフスタイルの ルは多様化しつつある。多様化したライフスタ

15 選択と異質：なもの イルが存在する社会及び老若男女が共存する時 同　　　上

とめ共存 代の家庭経営を考える。
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　　　＝衣生活概論＝（TV）
〔主任講師：矢部章彦（影茶の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　“生活の中の衣服”という視点から、今日の衣生活にかかわる諸問題を、多くの事例をあげて通観

する。

　流れの筋を、衣服が語る人間、衣生活を支える科学に大別し、それぞれの立場から概説し、さらに：

高度な専門への橋渡しとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生活の中の衣服

　衣服は身体を鉛おうとか、寒暑を防ぐとか、
繧ﾗを着飾るとか云った、パラパラの機能の寄
ｹ集めではない。むしろ衣服をまとう人間がそ
ﾌ根源にあることを、：概論的叙述の中ではっき
閧ｳせて溶きたい。

矢　部章彦
i埋茶の水女子

蜉w名誉教授）

2
衣服の意味（1）一衣服の機能一

　衣服は単に寒暑や外敵・外傷から身を守る物

搏I機能をもつだけではなく、着る人の心と結

ﾑついた様々の機能をもっている。衣服とは何

ｩを考えるにあたり、衣服の諸機能を概観する。

小　池　三　枝

i澄茶の水女子

蜉w教授）

3
衣服の意味（2）一衣服と心情一

衣服を通して人間をみるということについて、

｢く種かの具体例によって考える。
同　　　上

4
衣服の意味（3）一衣服と社会一

　衣服は個人の社会の一員たることを保証して、

ﾐ会生活に澄ける保護の役目をもつ。衣服の社

?I機能について、西欧中世の二つの習慣をと

閧?ｰて考える。

徳井　淑　子
iお茶の水女子

蜉w助教授）

5

衣服の意味（4）一流　　　行一

　新しい流行は常に社会の批判をうけるが、一

菶ｬ行に遅れた衣服もまた常に社会に入れられ

ﾈい。西洋の中世から近代に至る歴史の中に、

ｬ行に対する人々の反応を探り、その理由を考

ｦる。

同　　　上

6
衣服の意味（5）一難　　　服一

　現代社会に澄いて衣服の社会的機能の：最も顕

?ﾈ例は、制服に求められる。制服がもつ三つ
ﾌ性格、保護・主張・排除について、西洋服飾
jの事例によって考える。

同　　　上

7 衣服　と　人体

　衣服は人体の体温調節や運動性などの機能を
ﾇのように補助しているか。また、妨げとなる

ﾌはどのような場合かを、衣服の素材、形、着

福ﾈどの面から考える。

酒　井　＝豊　子

i放送大学教授）

一239一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 衣服の素材（1）

　天然繊維から合成繊維まで、各種繊維の特質

�A衣服の実用上の諸特性との関係など把える。

ﾜたそれらの改良、改質の方向にも触れる。綿、

ﾑなどの輸入や、繊維消費などについても考え

ﾄみたい。

酒　井　＝豊　子

9 衣服の素材（2）

　織物・編物などの布を中心に、衣服を構成す

骼增Xな材料について、その製法、用途などを

T観し、衣服の取如扱い易さや着心地のよさ：な

ﾇの上に関係の深い性能について考察する。
同　　　上

10
衣服　の　色（1）二色とは何か一

　形・文様・周囲の風物に托した情緒の表現な
ﾇ、人間の内面と外の世界との調和、人間の体
ｱや学習効果と結びついた色の世界。
@色の見方と見え方について、広範囲な視点か
逡ﾒずる。色名（固有色名・基本色名）から、
Fの定量的記述にまで言及する。

矢　部　章　彦

ｬ　池　三　枝

11
衣服　の　色（2）一染めについて一

　染めの技法の伝統。染料・繊維の組合わせに

烽ﾆずく近代染色技法ならびに染色理論。

@染色物の、日光・洗濯・汗・マサツ等に：よる

ﾏ退色とその評価など、主として科学的な立場

ｩらの解説を試みる。－

矢　部章　彦

12 衣服の製作（1）

　伸縮性、剛軟性など、素材の物理的、力学的

ｫ能が、衣服を形づくる上でどのようにかかわ

驍ｩを考察。縫う、編む、接着など、衣服製作

ﾌ諸作業を、出来上りの丈夫さ、美しさなどの

ﾊから検討する。

酒　井　豊：子

13
衣服の製作（2）一階　製　服一

　既製服は、すでにわれわれの衣生活に欠かせ

ﾈい存在となっている。ここでは、既製服の企

謔ｩら製造に至る工程を追って、既製服がどの

謔､にわれわれに提供されているかを理解する。
同　　　上

14 衣服の手入れ

、新しい衣服を長持ちさせる手だてについて考

ｦる。平常の手入れ、保管のほか、最も重要な

ﾛ題として、洗濯についてや玉くわしく論ずる。

@衣服のいたみを、系統的に整理して、それぞ

黷ﾉついての対策を考える。

矢　部章　彦

15
衣生活と環境
i付）衣生活の
麹∮I考　察

　衣生活を社会的に見たときの諸問題を、衣服
ﾌ廃棄と再利用、繊維処理剤の安全性、洗剤に
ｩかわる諸問題の三点にしぼり、概要を説明する。
@最後のまとめとして、人文・社会・自然の三
ﾂの立場を融合して、人間にとっての着ること
ﾌ意味を再考する。

同　　　上
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　　　　　　　　　　　　　　一衣　服　論＝（TV）
　　　　　　　　〔主任講師：谷田閲次（診茶の水女子大学名誉教授　　　　　徳井淑子（三三の水女子大学助教授））〕

全体のねらい

　日本、西洋の服飾の歴史の中から具体的な事象をとりあげて服飾表現の諸相をみる。前半で表現の担い一

い手である形態・色彩・文様の問題を扱い、後半で服飾の美感をとりあげる。実物資料、絵画・彫刻等美

術資料、服飾についての記録、考証等の文献、文学作品の資料を引用しながら、服飾研究の一つのあり方

を示す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣摺　面と表面装飾　形態の対比装飾＝部分

谷　田　閲　次

1 形態　と　表現 （お茶の水女子大学

名誉教授）

封建儀礼と服飾　騎士道と服飾　宮延風恋愛と

中世西欧の社会 服飾 徳井　淑　子
2 と服飾表現　（1） （お茶の水女子大学

一騎士と徳延生活一 助教授）

3

中世西欧の社会
@と服飾表現　（2）一衣服のヒエラ

　中世の衣服観　ヒエラルキーの実現　文字にみ

驤ﾟ服と社会階層

同　上

ルキ・一一

国王と紋章都市と紋章

中世西欧の社会
4 と服飾表現　③ 同　上

一紋章と衣服一

服制と色彩　寓意と象徴　重ね色目の仔情

5 色彩の寓意と象徴 谷　田　閲次

深紅一プールプルとエカルラット　緑衣の習慣

6
中世西欧の色彩
@　　　　　の象徴

の流行

徳井　淑　子

大様の三つの要素　意想のさまざま　雅びへの

志向

7 文様の意想 谷　田　閲　次
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「御ひいなかた」の文様から　様子と集磐の文

近世日本の 様　橋に波　「一三」の大文字の文様　かまきり 小　池　三　枝

8 服飾文様　（1） 山の文様　かささぎの文様 （お茶の水女子大

一小袖文様を読む一 学教授）

9

近世日本の
@　服飾文様　（2）一歌舞伎文様の

　舞台と役者と観客　江戸前期一女形の衣裳から

@江戸後期一江戸町人の生活と歌舞伎　役者染の

ｬ行一路考恭 同　上

発生・展開一

服飾の社会性　流行の構造　モード（時世粧）

武家服飾の嗜み

10 流　　　　行 谷　田　閲　次

「たて」という語奴、町奴、男達　だての心

当世風としてのだて

11 「だ　て」 同　上

他政期の江戸文化新風としてのいき　いきの
好み　いきの心

12 「い　　き」 同　上

風俗としてのダンヂィ　ダンディズムの展開

13 「ダンディズム」 徳　井　淑　子

幕末維新期一洋装への関心　明治初期一洋装化

と外国人の目　明治20年代　明治30年代一ハイ

14 「ハイカラ」 カラ語の出現 小　池　三　枝

衣服の主人公　服飾の歴史とは　作家なき作品

形を生む心　表現された服飾

15 服飾　と　入間 谷　田　閲　次
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　　　　＝衣生活の科学一（TV）
〔主任講師：矢部章彦（旧記の水女子大学名誉蓉授）〕

全体のねらい
　衣生活と衣服の機能との関係に焦点をあてて、快適な衣生活の科学的側面を考えてゆきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣服機能のもつ自然科学的側面を、ヒトの要
帯する諸性能、素材の性質との関係、衣服に仕 矢　部　章　彦

1 衣服　の　機能
立て着用する過程での要求性能、手入れ・保存
ｩら廃棄に到る道すじを通観し、衣服機能のも
ﾂ美的要求に関しても、自然科学的諸性能が、

（お茶の水女子大

w教授）

いかに深くかかわっているかを概説する。

衣服の機能をまずヒトの側から考えてゆくた

2
ヒトの体温調節と

ﾟ服

めの基本事項について解説する。

@ヒトの体温調節のしくみとその限界、衣服に

謔驪C候飯前（衣服気候）、ヒトの環境への適

田　村　照　子
i文化女子大学助教授〉

応、馴化などが主題となる。

衣服による保温と放熱の機構を、物理と衛生

3
気候に応じた衣服

ﾝ計

の両面から考察する。水分の吸収と放散も重要

ﾈ課題であり、これら諸性能と素材の物理的、

ｻ学的性質との関連に多くの問題が隠されてい

同　　上

る。

人体の動きの規則性と、これに応じた動きや

4
人体の動きと衣服
ﾌ運動機能性

すい衣服設計の考え方を、衣服のゆとりと素材

ﾌ伸縮性、動きを拘束する衣服圧の許容限界の

ﾊから併せ考えていき：たい。視点はあくまで人

同　　上

体の側にある。

肌着の吸湿、吸水性。レインコートの擾水性

｛
　
5

水にかかわる性質η

など、種々のかたちで要求される衣服と水との

ｩかわりを、繊維の化学的性質にさかのぼって

lえる。高分子の化学的特性との関係が重点と

　中　島　利　誠
iお茶の水女子大学教授）

なる。

…

合成繊維は熱により収縮、融解しやすい反面、

熱固定によるプリーツ加工ができるなどの利点

6 ’熱にかかわる性質： もある。これら衣服の熱的な性質と繊維を構成

ｷる高分子の物理的性質との関係を述べる。

酒　井　豊　子
i放送大学教授）

収縮、伸長、型くずれの原因となる繊維の性

7
型くずれ、寸法変
ｻと素材の性質

質：や、織物、編物などの構造的特徴を知り、防

k加工、形態固定加工などの原理を、羊毛の防

k加工や、パーマネントプレスとして著名な樹

同　　上

脂加工を例に解説する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

衣服の素材は、デザインにあらわれる布構造

8 衣服　と　色　（1）
や形態的特徴のほか、染色による色彩効果於よ

ﾑその耐久性（摩ろう度）が重要な要素となる。
　駒　城　素　子
i澄茶の水女子：博講師）

染色の基礎原理、繊維別の染色法、染色物の

堅ろう度とその評価法にっき述べる。

衣服のもつ効果を、どのように評価するかは
決して単純ではない。美学的立場、心理学的立

9 衣服　と　色　（2）
場、自然科学的立場の総合的効果としてとらえ
ﾋばならない。

矢　部　章　彦

ここでは、色の表示法を中心にして、主とし
て自然科学の立場から色の問題を説明する。

布により衣服を形づくるうえで重要な布の造
形性の問題として、布の張り、勇断特性を中心

10 布から衣服へ
にとりあげ、布を構成する繊維の曲げかたさな
ﾇの性能や、織物・編み物など布の組織・構造

酒　井　豊：子

のちがいが、どのようにかかわるかを考察する。

われわれは用いる衣服の大部分を既製服によ

り調達している。満足度の高い既製，服の供給に

11 既製服と型紙 は、すぐれた型紙の製作が第一歩である。既製 同　　　上

服製造工程の中から、特に：パターンメーキング

に関するさまざまな手法を紹介する。

新しい衣服を、いかに長もちさせるかという

衣服の手入れ 衣生活の大切な課題を洗濯を中心に、2回にわ

12 たって解説する。 矢　部　章、彦

（1）洗浄理論 洗浄理論は、汚れる→汚れを落とす、過程を

界面化学の立場から組み立てて説明する。

日常行う洗濯に焦点をあわせ、洗浄理論を背

13
衣服の手入れ（2）

��ﾌ条件

景として有効な洗濯条件を考える6衣服の手入

黷ﾌ目的は、よごれ除去とともに形態、外観、

絡№｢などを含めた総合的な品質の再生・保存

前　島　雅　子

i千葉大学教授）

にある。

衣服のいたみとその防止法について系統的に

14 衣服のいたみ
齬�ｻとその防止一

考察する。着用、洗濯と保管の間に種々の原因

ﾅ衣料は劣化が進むことは避けられない。

ｬ行遅れなどの廃棄理由は次章にゆずり、主と

駒　城　素　子

して科学的な立場に立って解説する。

衣服の入手から廃棄までの道すじを考えるこ

と。着用する衣服の安全性と繊維処理剤との関

15 衣服　と　環境 係の考察。外部環境の汚染が問題に：なっている 矢　部　章　彦

今日、洗剤に関する諸問題を広い視点から考え

直すことを主題とする。
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＝食生活論＝・（R）

〔主任講師回忌三田：〕

全体のねらい
　現代はわが国では飽食の時代といわれるが、世界には飢餓地域も存在する。人間がたどってきた食
べる事を歴史的な視点から、また文化の発展の過程から追究してみたv㌔狩猟民、牧畜民、農耕民の
食事から現代の食事に至る変化を考え、食の根源に存在する嗜好の心理について触れる。また近年に．
澄けるわが国の食生活に及ぼしている要因のなかから、都市化の問題と家族生活の問題をとりあげ、

食の近代化とは何かを考えてみたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 食　の　　文　　化

　人類は生存するために、食物を求あて数百万年
烽ﾌあいだ努力してきた。その食にかかわる営み
ﾅある「食の文化」について概観する。

宮　崎　基　嘉
i放送大学教授）

驕@木継　美
（東京大学教授）

食物を摂取するという活動は．根本的には飢え
と渇きを癒すためのものである。その摂食行動の

2
人間の食事と

@　　　サルの食事
様式について、まずサルの食事に焦点をあて、次

｢でヒトへの進化の過程に言及する。 鈴　木継美

採集・狩猟による食物獲得は、ホモ・エレクト
ウスの段階にまでさかのぼることができる。現存

3 採集’狩猟民の食事 の数少ない採集・狩猟民の食生活を観察し、その 同　　上
実態を探る。

牧畜民とは、放牧家畜を飼育して生計をたてて
いる人々のことをいうσ彼らの食生活は当然、畜

4 牧畜民の食事 産物を中心としたものとなるが、アフリカのレン 同　　上
ディーレ族の事例をみながら検討する5

今からおよそ1万年前に発生した農耕は、急速
に世界各地に広がり、さまざまに進行していった。

5 農耕民の食事・1 農耕民の食物・食事の原型を知るために、パプァ 同　　上
低地・ギテラ族を考察する。

世界中に広がる農耕民のなかで、穀物を主産物
とする人々に焦点をあて、穀物依存型の食生活の

6 農耕民の食事・2 実態と問題点について考察する。 同　　上

大航海時代直前の世界は、主作物によって色分
けすることができるが、国際交流の盛んな現代に

7 世界　の　食事 おいて、それがどのように変化してきたかを探る。
同　　上

一245一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古代から現代に至るまで、日本の食事文化はど
のような変遷をたどってきたのだろうか。それら

8 日本の食事文化 をふまえた上で、今後の日本人の食生活に澄ける 宮　崎　基　嘉
課題を検討する。

味覚や嗜好は先天的に決められるのではなく、

後天的なもの、環境・生活等により変化し、形成

9 嗜好の心理
されていくものである。嗜好に関する民族的な伝
揩ﾆ変化について解明する。

祖父江孝男
i放送大学教授）

稲の発生と日本への伝播・普及の歴史をたどり
現代日本の米食文化に焦点をあて、その実態と問

10 米食　の　文化 題点について考察を加える。 宮　崎　基嘉

豆類は農耕の初期において、すでに世界中に広

がっていった。豆はどのように食べられてきたの

11 豆食　の　文　化 だろうか。豆食文化の起源と発展の経緯を探る。 同　　上

魚食か、それとも肉食か。貯蔵技術や輸送手段
が未発達であった時代においては、風土条件がそ

12 魚食、肉食の文化 れを規定した。日本の場合を中心に、魚食：、肉食 同　　上
文化の足跡をたどる。

食生活の変化の度合いは地域により異なるが、
その重要な要因は都市化にある。日本人の食生活 内　野　澄　子

13 都市化と食生活 パターンに及ぼす都市化の影響を考察し、今後の
ﾛ題を検討する。

（厚生省人口問題研究所・医学博士）

家族がそろって食事をすることの重要性につい
て、さまざまな角度から検討を加え、家族と食生

14 家族と食生活 活とのかかわりあいを考える。 足　立　己幸
（女子栄養大学教授）

高度成長時代の昭和35年以降、日本人の食生
活は著しい変化をみせてきた。現代日本人の食生

15 食の　近代化 活を見直し、食の近代化とは何かを考える課題を
�氓ｷる。

宮　崎　基嘉
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　　　　　　　　　＝食物総論＝（TV）
　　　　　　　　　〔主任講師：宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい
　食物の持つ意味、食物の役割は生活のなかで、また健康との係りあいに瓢（て近年いろいろの問題

を提起している。また食物をめぐる諸科学の進歩もあり新しい視点から食物を理解することが日常生

活の上においても必要に：なった。食物の種類は極めて多いが、全体に通じる問題を栄養、健康、嗜好、

品質、保蔵の面から学習する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生活　と　食　物

　食生活の変化は生活の変化と深く関係してい

驕B食物の変化は技術の進歩もあるが需要の変

ｻにもよる。今、食物は健康とのかかわりで見

ｼしを迫まられている。食物と栄養の問題を中

Sに考えていく。

宮　崎基　嘉
i放送大学教授）

2 炭水化物の役割

　食物成分のうち最も量的に多く、また種類も

ｽい炭水化物について主に栄養的役割について

qべる。食物の調理や加工など食物を扱う上で

ﾌ炭水化物の変化やその栄養に及ぼす影響など

ｽ角的な解説をする。

加　藤豆　通
i東京大学教授）

3 脂質の働　き

　この20年間に：最も摂取：量の増加した成分で、

H生活の変化を象徴する成分でありまた健康の

挙_からも注目されている成分である。研究の

i歩も著るしく新知見を中心に解説する。

　五十嵐　　　侑
iお茶の水女子大学教授）

4 たんぱく質とアミノ酸

　たんぱく質は生命の基本物質であり、アミノ

_はそれを構成する成分である。たんぱく質の

d要性について認識する。食物：たんぱく質の栄

{上の価値の相異について、アミノ酸組成との

ﾖ係を述べる。

宮　崎基　嘉
i放送大学教授）

5 ミネラルの働き

　ミネラル（無機質）は種類が多い。それぞれ
ﾂ別の働きがあると同時に相互に関連して働い
ﾄいる。体内での動毒も極めて能動的である。
~ネラルの吸収、利用について新しい研究が展
Jされている。微量ミネラルについても最近注
ﾚされている。

内　藤　　　博

i東京大学教授）

6 ビタミンの役割

　ビタミンの種類も極めて多く、その作用も多

ﾊである。系統的にビタミン類全般について解

烽ｷる。特にビタミンA、D、　B、　Cなどについ

ﾄ詳述するとともに、食物、7食事によるビタミ

燈站汲ﾉついても述べる。，

　荒川　信　彦
iお茶の水女子大学教授》

7 非栄養の役割

　食物の成分の中には栄養素に分類されていな
｢多くの成分がある。これら非栄養素の役割に

ﾂいて近年研究が発展してきている。食物繊維

ﾍ健康との関係で広く研究が発展している成分

ﾅある。

綾野雄幸
i千葉大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章までの知識を総括し、日常生活活動にお

いて摂取すべき望ましい栄養量の基準となって
　、W 栄養所要量と食事 いる栄養所要量について解説する。また日常食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿 宮　旧基　嘉

事の構成について説明する。．さらに運動付加の

意味について述べる。

食物の具備すべき重要な機能に嗜好適性の問

題がある。この章では嗜好に関係の深い、食物

9 食物の色・味・香り の色味、香りの成分について解説する。この 小林彰　夫
分野の研究は驚くほど広く深く行なわれている 澄茶の水女子大学教授）

ことが理解されよう。

食物0品質が問われる時代である。食物の品
質を規定する因子を分析し、これを保証する手

10 食物の　品　質
段としての国際食品規格、国内食品規格の問題
�Tる。品質の一つである食物のうまさとはど
ﾌようなことなのか。うまさを形成する食物の

　吉　紅唇　次
i共立女子大学講師）

物性に触れる。

食物の生産と消費を結ぶ中間技術としての保

蔵の重要性は世界の食糧問題の一環としてその

11 食物の保　蔵 研究開発が急がれている。食物の品質を保持し 荒井　綜　一
つつ貯蔵するために新しい技術が駆使されてい （東京大学助教授）

る。中間水分食品もその1つである。

食物の調理は食物を澄いしくするための操作

を考えてもよい。また食物を処理したとき起る

12 食物の調理科学 物理・化学的変化をみてもよい。どのような操 杉　田　浩一
作がどのような意味をもつのか、科学的、体系 （昭和女子大学教授）

的にこれを解説する。

食物の安全性を確保するために食品衛生学の

領域において活発な研究が行なわれている。食

13 食品の衛生と安全性 中毒の問題、食品添加物の問題、安全性の考え 細　貝　祐太郎

方、法規制などにつき述べる。 （女子栄養大学教授）

特に新しい問題を扱うわけではない。13章ま

でに入りきらなかった重要なテーマ3題につい

14 食物をめぐるトピックス て述べる。すなわち、（1＞食物のエネルギー、② 宮　崎　基　嘉

水、（3＞微生物利用の3題である。

食物はこれからどのように変っていくのだろ

うか。過去に行なわれた未来予測の結果を検証

15 食物の未来像 し、新らしい未来予測に触れる。食物の機能に 同　　　上

ついて新しい見方がなされ、機能性食品の研究

が開発されている。
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　　　　　　　　　＝食物各論＝（TV）
　　　　　　　　〔主任講師：宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物総論に澄ける知識を土台として、日本に澄ける日常食品について、その生産、流通方式、含有

成分、栄養価、品質、調理加工適性、貯蔵法、家庭に澄ける利用三三などにつき各論的に教える。食

品をめぐる諸情勢、とくに法規制についても触れる。ねらいは食品についての科学的教育にある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

わが国の食品の多様化傾向、消費の動向につ

いて述べ、日常食品の全体像を示す。食品をと

1 日　本の食品 りまく規制についても触れて澄く。 宮　崎　基　嘉

（放送大学教授）

米、小麦を中心に、その食形態、成分、食味：、

品質と加工品との関係について解説する。

2 農：産食品　1 同　　　上

一穀　　　類

各種いも類の性状について述べる。でん粉に

ついては、その性質、構造を明らかにしたうえ

3 農産食品　2 機能と利用法をあげる。 同　　　上

一いも、でん粉類

豆類の種類、成分について述べる。特に大豆

については豆腐、豆乳、新たんばく食品など広

4 農産食品　3 い用途を紹介する。三三類の種類、成分につい 同　　　上

一豆類、果実類 ても解説する。

新野菜を含め野菜類の種類、系統、流通、成

分について述べ、その効用に触れる。きのこ類

5 農産食品　4 の名称、種類についても解説する。 同　　　上

一野菜類、きのこ類

新品種や外国からの新導入果実も含め、果実

類の種類を紹介し、品質、成分について述べ、

6 農：産食品　5 その加工品について解説する。 同　　　上

一果　実　類

食肉の種類、肉の組織構造、肉の熟成、食肉

の成分、部位による違いなどを解説する。また

7 畜産食品　1 肉加工品についても触れる。 荒川　信　彦
一肉　　　類 （澄茶の水女大教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

牛乳成分の微細構造を説明し、牛乳の栄養価

を検討する。さらに牛乳、乳製品を種類別に解

8 畜産食品　2 説する。また鶏卵を中心に卵の構造、成分、栄 宮　崎　基　嘉

一三類、卵類 養価について解説する。

魚介類の消費の状況、流通経路、魚介類の成

分、鮮度判定法などを中心に解説する。藻類に

9 水　産　食　品 ついては種類をあげたうえ、栄養価を評価する。 同　　　上

魚介類　藻類

砂糖・でん粉糖の種類と構造、甘味などにっ

いて解説し、新しい糖類も紹介する。また菓子

10 甘味食品、し好食品 類、茶、嗜好飲料について述べる。 加藤　博通
（東京大学教授）

みそ、しょうゆ、食酢、アルコール飲料など

微生物を利用する醸造食品について述べる。微

11 醸　　造　食　　品 生物の働き、醸造食品の製造法、種類による成 宮　崎　基　嘉

分の違いなどを解説する。

塩、調味料、トマト加工品、香辛料について

述べるとともに、油脂食品についてもこの章で

12 調　味　食　品 解説する。 同　　　上

新しい加工食品類を取り上げる。すなわち乾

燥食品、冷凍食品、調理冷凍食品、レトルトパ

13 加　　工　食　品 ウチ食品などがどのように製造されるのか解説 同　　　上

し、その成分、利用について述べる。

栄養強化食品、特別用途食品、医療用食品な

どについて解説し、いわゆる健康食品の問題点

14 特　　殊　　食　品 や食品の栄養価表示についても触れる。 同　　　上

：食生活の変化要因をさぐり、食事の事例を検

討したうえで、食品の特色を食品二二にとらえ

15 食品のまと　め て説明し、食生活指針について述べる。 同　　　上
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＝住生活史一 （TV）

〔主任講師　平井　聖（東京工業大学教授）〕

全体のねらい
　何時の時代にも、人間は生まれた時から、家族の構成員であるQイ・どもが始めて意識した時、普通
はそばに親がいる。兄弟がいるかもしれない。少くとも、母と子は密接な関係にある。全く親族がい
なかったとしても、廻りに誰もいないということはない。住まいは、家族のためのものである。家族
の構成が違えば、住まいが変わる。祉会の変化に対応して生活様式が変わり、住み方が変わる。住み
方が変われば、住まいもその変化に応じて変わっていく。
　通常は、家族は社会の中の最小単位で、これが一つの住居に収まるが、時代によっては、血縁のあ
る最小単位が、集落を構成していることもある。このようなときは、一つの住居だけでなく、集落を
対象としなければならないことになる。　この講義では家族と住まいの対応関係に焦点をあて、併せ
て家族の構成員それぞれの側からも、住まいをみていこうと考えている。そして、家族の構成員の中
では、できるだけ家族の中心的な存在であった女性の生活を、追ってみたいと思っている。．

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　　　　：容 担当講師i所属・氏名）

1

1　は　じ　め　に

Z居と家族の生
?E個人の生活

　日本における家族の移り変わりと、住居形式
ﾆの対応関係について概要を説明する。また、
｢くつかの形式について、家族あるいは男と女
ｪどのようにその生活空間を占めているか、生
?l式にどのように外国からの影響がみられる
ｩについても簡単に解説する。

　平井　　　聖

i東京工業大学教授）

2
先史時代の住居

@住居と集落

　縄文時代になると、住居跡が沢山発見される
謔､になる。遺物は少：ないが、炉と竈と関係や
W落の構成から、当時の人々の生活を類推する
ｱとも出来ないことではない。弥生時代になる
ﾆ稲作が拡まる。住居の種類もふえる。生活用
?ﾌ出土も多い。古墳時代になると、埴輪や鏡
ｾ刀の束飾などに家屋をかたどったものがあら
墲黶A住居の形がはじめて明らかになる。埴輪
ｩら当時の人々の姿も具体的になる。

同　　　上

3

古代の住居　←）
ﾞ良の都と
@　　都での生活

　考古学の成果をもとにした平城京・平安京の
ﾄ現と、出土品から都での生活を推測する。特
ﾉ、寝殿造にいたる奈良時代の住居と、奈良・
ｽ安時代の都での庶民の住居について、発掘の
ｬ果と文献・絵画史料から遡源、解説する。

同　　　上

4

古代の住居　（二）

ｽ安時代の
@　　都での生活

　寝殿造と寝殿造にいたる平安時代初期の上層
Z宅について、考古学の成果、日記・日記文学や絵
ｪ物、そして結婚の形式ほかの習慣などから、家族
ﾆ建物の対応やその中での生活を考えてみよう。

同　　　上

5
中世の住　居
翠ﾆの生活・
@　　公家の生活

　寝殿造から主殿造への移り変わりを、住居そ
ﾌものの変化を追うと共に、家族と住居の対応
ﾖ係の変化、結婚形態の変化、相続関係などを
w景に考えてみることにしよう。対屋の消滅、
ｬ御所の成立、主殿内部の機能構成等が問題と
ﾈる。

同　　　上

6
桃山時代の住居
垂ﾌ生活・
@　　公家の生活

　最：近の発掘の成果と文献史料とくに絵図類か
轣A戦国時代から江戸時代初期にいたる上層階
奄ﾌ生活と住宅との関係をみる。

同　　　上

7
江戸時代の住居←1

蝟ｼの屋敷と生活

　将軍や藩主の生活を、史料と指図を用いて、
囎ｨと対応させながら考える。特に書院の主室
�?ﾁた座敷飾については、その原型と成立過
��l察する。

同　　　上

8

江戸時代の住居C⇒一中・下級武士

@の住居と生活一

　江戸における旗本、各藩の藩士たちの住居は
g分によって差があり、大藩の家老の場合は大
ｼ屋敷に匹敵するが、一般にはそれほどの規模で
ﾍなかった。そこで家老以下すまいと生活について
lえてみることにする。また、江戸詰めの時のす
ﾜいについても、考えてみたい。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　　　　容 担当　講師
i所属・氏名）

9

江戸時代の住居（三）

矧�ｮ風の意匠
@　　　　　と遊び

　数寄屋風の意匠をもつ建築をとりあげ、平安
梠繧ｩら存在していたその系譜について、絵巻
ｨや屏風絵を用いて解説し、江戸時代に於いて
ﾍいくつかの数寄屋風の建物、特に桂離宮の書
@群を例に、具体的に建物と用例を対比させな
ｪら考える。

平　井　　　聖

10 近世・都会の生活

　近世になると京都や江戸での生活が屏風絵な
ﾇで明らかになるだけでなく、地方の城下町で
ﾌ生活も絵巻物。屏風・浮世絵・道中記・日記
剽l々な史料から探ることが出来る。また、近
｢には各地に町屋の遺構もまだまだ残されてい
驍ﾌで、それらを用いて庶民の日常生活を描い
ﾄみたい。

同　　　上

11 近世・庶民の生活

　近世のはじめ、桃山時代から江戸時代初期の
_村や宿場町での生活は、史料が乏しく具体的
ﾉ描きだすことはむつかしい。農家の遺構も桃
R時代以前にまでさかのぼれるものは、ごくわ
ｸかである。近世に入って、18世紀になると
ﾀられた地域ではあるが、農村の一村全体の構
ｬを知ることが出来る史料が見つかっている。
ｵかし、生活に関しては、残っている道具等を
ﾊして、推察できる程度である。

同　　　上

12 近代化の系譜（→

　江戸時代以来の和風住宅に住み、伝統的な日
岦ｶ活を平げてきた多くの人々が、西欧文明の
ﾇのような面から影響を受け、生活様式がどの
謔､に変わり、住居にどのような具体的な変化
ｪおこったかを見ていく。茶の間での生活と座
~の使い方がどのように変っていったか、洋風
ﾌ生活様式が住宅内部でどのように広まってい
ﾁたか等が中心となる。

同　　　上

13 近代化の系譜⇔

　欧米式の生活様式をそのまま取り入え、洋風
Z宅に生活したのは、明治から昭和の敗戦に至
驍ﾜでの時期には、ごく限られた人々であった。
ｵかし、一方では庶民を相手に純粋にアメリカ
ｮの住宅を輸入し、あるいは設計して、純洋式
Z宅の普及に努めただけでなく、啓蒙するため
ﾉ住宅雑誌をだして教育に心をくだいた人もい
ｽ。純洋式がどのように受け取られ、跨げ入れ
轤黷ｽかを追ってみたい。

同　　　上

14
現代の住居

攪_　と　実　践

　大正時代の後期から、新しい集合住宅が公共
I機関によって提供されはじめる。不特定の居
Z者に対する複数の住宅の設計に建築家がかか
墲驍謔､になって、科学的研究対象として住居
ｪ扱われる機会が生じ、実態調査にもとつく、
Zみ方や使い方の類型化や標準化が行なわれは
ｶめる。その結果、食寝分離論などが提示され、
�､の集合住宅にダイニングキッチンが設計さ
黷驍ｱとになった。

同　　　上

15
新しい生活様式

ﾆ族とすまい

　敗戦後、建築家たちは極端に悪い住宅事情の

?ﾅ、様々な試みを展開してきた。ダイニング
Lッチン、就寝分離、家族室としてのリビング
求[ム、2つのリビングルームなどを提案し、
ﾆ族のくらしをよりよいものとするために努力
ｵてきた。最後に近年のいくつかの試みを紹介
ｵ、家族とすまいの関係を考える。

同　　　上
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　　　　　　　　　　　　＝住　居　 II＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　一住　環　境　論一

　　　　　　　　〔主任諦：蕪妾膿驚欝授）〕

全体のねらい

　住居は住生活の場である。健康で快適な住生活を営む前提として、住居の室内環境、敷地環境澄よ

び地域の住環境、ならびに関連事項などについて、科学的理解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 住環境とは何か

　「住居皿一面環境論一」の講義を展開するに

?ｽり、住環境とは何か。なぜ、住環境を学ぶ

ﾌかについて、まず考えてみる。 　東　　　修三
i帝国女子大学教授》

2
住居の敷地環境一1一自然的条件一

　まず住居の敷地の選定にあたって留意すべき

~地の自然的条件、すなわち、地形、地質など

ﾌ土地の性状、ならびに微気候について述べる。 同　　　上

3
住居の敷地環境一2一日半　照一

　住居の日照は敷地の南側の建物や樹木などで

瘧Qを曲げる。日影曲線、日影図診よび日影時

ﾔ図、太陽位置図などを解説して、日照時間と

ﾗ棟：間隔、中高層建築物の日影規則ならびに日

ﾆ障害などについて述べる。

同　　　上

4
地域の住環境一1一大気汚染と騒音一

　都市は大気汚染、騒音：などによってその住環

ｫが悪化しており、多くの公害問題が発生して

｢る。住環境としての保健性、快適性を確保す

髣ｧ場からこれらの公害に注目して、その実態

ﾆ対策を中心に述べる。

同　　　上

5
地域の住環境一2一社会的条件一

　居住地の選択には、教育、医療などの公共施

ﾝの配置状況や公害、交通事情などの社会的条

盾ｪ問題になる。居住環：境が住宅を取り巻く周

ﾓの空間要素によってどのような影響を受ける

ｩ、その関連について検討する。

本　間　博文
i放送大学教授）

6 室内環：境一1一室内気候と自然

@　　気候調節一

　住居の内部は屋根や外壁などの住居＝構造体に

謔ﾁて外気と隔てられている：ため、外部の一般

ﾌ気候と違った気候状態を呈しており、これを

ｺ内気候という。室内気候の成立機構、さらに

Z居の自然気候調節機能を中心に述べる6

東　　　修　三

7 室内環境一2一人工気候調節一

　冷暖房などの設備によって快適な室内気候を

ﾀ現しようとするのが人工気候調節である。熱

ﾑ流に関する基礎事項、冷暖房理論に基づき、

Z居構造体の断熱設計などについて述べる。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 室内環境一3一通風と換気一

　通風は夏季在室者に涼感を与え、換気は冷暖

[時の室内空気の汚染を排除し、ともに室内気

�ﾌ改良に役だつ。通風計画於よび換気設計に

ﾂいて述べる。
東　　　修三

9 室内環：境一4
鼾ﾌ光と照明一

　室内に適度の照度を確保するのに昼間は窓そ

ﾌ他の開口部から採光する。採光が不十分なと

ｫや夜間は照明を行：なう。採光計画および照明

ﾝ計について述べる。

同　　　上

10 室内環境一5
齣實ｹの妨止一

　外部騒音などを防止するには、住居構造体、

ﾁに外壁などの隔壁、窓、扉などの遮音性を高

ﾟる必要がある。騒音に関する基礎事項、構造

ﾌ材料の遮音性能などに関する事項を概説して

實ｹ防止対策に役だてる。

同　　　上

11 室内環境一6
鼬鋸Iの妨止一

　冬季暖房時などに、室内の壁、天井澄よび床、

ｳらに押入の内部などに結露が発生し、その表

ﾊに汚損を受けることが多い。結露の発生機構

�Tり、その防止対策について述べる。

同　　　上

12 住居設備一1一太陽熱利用一

　省エネルギー時代に於ける住居の設備計画の

?阨福ﾉついで考える。まず、太陽熱利用の設

�Vヌテムを使ったいわゆるソーラハウスなど

ﾌ研究を紹介する。
本　間　博文

13 住居設備一2一省エネルギー手法一

　住居の室内環境を調節するための設備計画、

ｷなわち、冷暖房設備、照明設備などの住居設

�v画に澄ける省エネルギー手法について、そ
ﾌ体系ならびに若干の具体例を述べる。

東　　　修三

14 廃棄物処理

　廃棄物は多様化し、量も増える傾向にある。

p棄物の発生と処理のバランヌがくずれると、

Z環境の悪化を招く。廃棄物の排出、その収集

E処理の実状などを述べ、更には廃棄物を出さ

ﾈいための工夫について考える。

本　間　博　文

15 これからの住環境

　講義内容を総括し、残されたいくつかの間題、

ﾟ年の都市人口の急増とそれに伴う住居形態の

ﾏ容、都市やその周辺地域の開発計画などの住

ﾂ境への影響等について、本講義のしめくくり

ﾆして考える。

東　　　修　三
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　　　　　　　　　　　　＝住居皿＝＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　一思　計　画　論一
　　　　　　　　〔主任講師：清家　清（東京工業大学名誉教授　　　　　本間博文（放送大学教授））〕

全体のねらい

　住居は住むための機械であると言われている。人間の行動に支障なくかつその行動を快適に安全に
営むことを可能とすることが最大の役割であると言って良いだろう。．また、外部の環境を適切に調整
して人間の生命活動に最適なように環境を調整することも重要な機能である。住居皿では住居1、皿
で学習した内容をふまえて、物としての住居が快適で利便性に富む住生活を可能とするための計画課題
�l々な角度から検討する

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 住計画とは何か

　「住居皿一住計画論一」の講義を展開するに

?ｽり、その目的や課題、あるいは方法につい

ﾄ解説し、望ましい住計画の条件を考える。

　清　家　　　清
i東京工業大学名誉教授）

@本　間　博　文
@（放送大学教授）

2 風土と住計画一1
@一沖縄の住まい

　住計画論の最初に、わが国としては特殊な気

��盾ﾉおける住まいのあり方を概観し、気候

欄yと住計画の関連を考察する。本章では沖縄

ﾌ住居を取り南げる。

本　間　博文

3 風土と住計画一2一寒冷地の住まい

　北海道はわが国としては寒冷な地域で、本州

ﾌ住計画とは異なった．問題点がある。このよう

ﾈ寒冷地に暴ける住生活の特徴を明らかにし、

Z宅のあり方を考える。

同　　　上

4 平面計画一1

　第2次大戦後の住宅には、戦前の中廊下型と

ﾍ全く異なった平面型の住宅が登場し、モダン

潟rングと呼ばれた。この定着の過程と平面型

ﾌ特質について述べる。

阿　　　上

5 平面計画一2

　前章に続いてモダンリビングの構成原理とそ

ﾌ変遷について述べ、このモダンリビングが庶

ｯの住宅にどのよう：な影響を与え、今日に至っ

ﾄいるかを検討する。

同　　　上

6 規模計画一1

　住宅の室内空間の設計には、人体寸法が重要

ﾈ決定要因となる◎本章に於いては、人体寸法

ﾉ基づいた室内空間の規模決定の問題について

沒｢し、住宅の規模決定の為の基礎的な知見を

ｾる。

清　家　　　清

{　間　博　文

7 規模計画一2

　住宅の規模はどの程度あれば良いのだろうか。

ｱの点の国民的合意が得られなければ、居住状

ﾔの根本的改善は難しい。本章では、最低居住

??A適正居住水準を基に日本人としての住宅

K模について考える。

本　間博文
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

外敵や猛獣などに対して比較的安全な島国に
住む日本人と、大陸に住む民族との間の室内（イ

8 室　　内　計　画 ンテリア）という言葉に対する感覚の相違、日本 清　家　　　清

人の古来からの考え方の移りかわりなどから、

室内計画の本質を考えてゆく。

建築物は、地震、積雪、強風、その他もろも

ろの災害に対して安全でなければならない。ど
9 構造計画一1 うすれば安全な構造体にすることができるのか。 同　　　上

基本的な事項から考察をすすめてゆく。

構造計画は、結局は各部位の平衡条件を検討

し、力とその支持方法と変形の幾何学的・物理

10 構造計画一2 的・力学的な相互関係をしらべることに帰する。 同　　　上

この章では、その問題を、いくつかの具体例に

ついて考える。

実際の建築物は、どのような構造計画のもと

に建てられているのであろうか。いろいろな構
11 構造計画一3 造のメリット・デメリット、わが国に多い木造 同　　　上

の場合の留意点などについてふれる。

住生活は、安全であることがもっとも基本で

ある。本章においては、日常生活における各種

12 安　全　計　　画 の危険：に対して、安全な住計画の課題を考える。 本　間　博　文

わが国のように、地震や台風を始めとする各

種の自然災害の多い国では、災害に強い家を造

13 防　災　計　　画 ることは絶対的な条件である。本章では、主と 同　　　上

して地震を取り上げ、地震に安全な住宅につい

て考える。

住居の維持・管理は日常の住生活に直接関連

し、住宅の居住性を大きく左右する。本章にお

14 住居の維持管理 いては、集合住宅の管理と戸建て木造住宅のメ 同　　　上

ンテナンスを取り上げ、現状の問題と今後の課

題を明らかにする。

本章においては、住居Ir住生活論」、住居
皿「住環境論」と今回の住居皿「住計画論」を 清　家　　　清

15 澄わりに 合わせた45章の講義のまとめとして、日本に澄
これからの住まい ける住生活の現状と今後の方向について総括的 本　間　博　文

：な展望を行う。
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＝人 間 の 病 気＝　（R）

〔主任講師　香月秀雄（元放送大学学長）〕

全体のねらい
　人間は太古から現在に至る問そうであった様に、恐らくは将来とも、病気なるものとの対決を強い

られることに：なろう。病気は個人のものに止まらず、人間が社会を形成するに至った時点では、個人

のもつものが集団に影響を与え、また社会を維持する絆が往々にして個人の身心に：影響を及ぼす。人

間の病気を教養の概念として述る。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

健康と対比されるものとして病気が定義され

る。肉体的にも精神的にも安定した状態が健康 香　月　秀　雄
1 病　気　　と　は の理想であるが、その破綻が病気であろう。ま

た病気には個人差があり、社会の移り変わりと （元放送大学学長）

ともに病因も新しく加わってくる。

古代にはほとんどの病気の病因が明らかでな

2
病気と人間との闘
｢の歴史

かった。このため病気を呪術的、宗教的にとら

ｦていた。これを破り、病気の真の原因に近づ

ｭきっかけになったのは伝染病の流行であった。

同　　上

大部分の病気は内因、外因によって全身レベ

ルで起こっている変化として考えられる。病気

3 病気の原因と成立 と関係があると考えられる条件のすべてを病因 同　　上

としてとらえることには問題がある。

診断の方法はいろいろある。ここでは従来か

4
病気を診断するこ
ﾆ

らの問診などのほか、急速に発達した検査法を

ﾐ介する。しかし病人は診断を望んでいるので

ﾍなく治療を望んでいるのである。

同　　上

病気の症状は千差万別である。年齢、性、職

業などの人間生活とのかかわりも病気を診断す

5 病気の　症　状 る重要な手がかりとなる。また病気を分類する 同　　上
必要もある。

科学の参入によって医療技術は飛躍的に進歩

した。電流，放射線の医学分野での応用、さら

6 科学の　参　入 に生理学、生化学の関与は病態だけでなく生命 同　　上

現象の解明にも灯をともした。その反面、医学

と医療との乖離も伴った。

医学は医療の世界から出発し、他の学問分野

から知識と知恵をもらい受けて成長してきた。

7 医学と　医療 医療は医学に基礎づけを求めなければならない 同　　上

が、情感の世界と社会科学の関与を医学に問い

かけることも必要である。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心と体はそれぞれ単独では十分存在できない。

8 心と体の分裂
心身相関の問題を臨床のケースを通して考える。

Sと体を分裂に導くものは何か、心身症はどの

謔､にして生じるかを検討する。

織　田　尚生
i甲南大学教授）

心と体の統合の機制について、第8章のケー

9
心と体をつなぐも

ﾌ

スを取り上げながら心理療法学の立場から検討

ｷる。心身症治療とイメージの関係、情動のγ

塔{リズムの果たす役割、非因果律の意義につ
同　　上

いて考える。

経済学の視点から病める現代医療の制度を考

10 病気　と　経済
える。医療費はなぜ上がるのか、医療の技術革

Vとの関係。医療保険をどう改善したらよいか。

Q1世紀へ向け、福祉税の設置を提案する。

伊　東　光晴

i京都大学教授）

医学の存在する理由は病気の治療であり、予

・防である。ζこでは、さまざまな治療法の現状

11 　　　　　　　　　　勢a気國の，治・療’ ごを紹介ナるとと喝たその功罪、個人の資：質、環 香　月　秀雄
境とのかかわり：などについても触れる。

病因と治療手断は常に直結するというもので
，はない。病人自身の生理的条件、家族や社会的

12 治．療　の　適応 条件によっても治療手段は選択されなければな 同　　上

らない。病気の治療は治療手段の選択一治振当

応一がよいかどうかが問題である。

加齢とは人間が生を享け、死に至るまでの現

象である。その後半の過程を老化として取り上

13 加齢　と　病　気 げ、この時期にみられる病気の特徴、現れる病 同　　上

態がどのようにして起きるかをみる。

病気の予後とは病気の成り行きであり、予後

がよいというのは治る見込みの高いことを意味

14 病気の　予　後 する。しかし薬品や治療方法の開発によって予 同　　上
後の判断も変わってくる。

病気は単に個人的なものでなく、人集団、社

会組織とも切り離せない問題をかかえている。

15 人間の病気と社会 そこで医療、医学の進歩のあとをたどり、医療 同　　上
体制のあり方を考え、医療の将来を展望する。
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＝母子保健＝（TV）
〔主任講師　古谷　博（’放送大学教授）〕

全体のねらい
　ヒトの出生は母の体内に澄ける卵細胞の受精という生物学的現象にはじまり、これに遺伝と環境が

からんで胎児の発育、分娩、授乳、育児という一連の過程を経て、人間としての完成の第一歩となる

ものである。この過程は内外の要因によってその安定が維持されているが、ここではそのメカニズム
rついでのべ売い一

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
母と子の健康科学

ﾌねらい

　母と子の健康は入間の要点であり、この健康が
ﾛ持されるには多ぐの要因が複雑にからみあって
｢る。この微妙で巧みな仕組みを理解するととも
ﾉ意義も明らかにする。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

2 生命のはじまり

　生殖細胞の起源から始まり、減数分裂、卵子の
ｬ熟と卵胞の発達、精子の成熟、卵子数の推移、
zルモンと排卵、受精のメカニズム、精子のキャパシテユション、多精子受精防禦メカニズムと述

ﾗていぐ。

鈴　木秋　悦
i慶応義塾大学

@　　　助教授）

3 受精のメカニズム

　受精卵の分割と分化、受精卵と卵管環境、着床
O後の受精卵、子宮内膜と妊娠準備状態、胞胚の
`とはたらき、着床のメカ三ズムについて述べる。 同　　上

4 受精卵と胎盤

　胎盤の初期発生学、胎盤の構造とはたらき、羊
?ﾌはたらきと組成、妊娠期間に澄ける胎盤と羊
?A胎盤とホルモン、ヒトの胎盤の特徴について
qべる。

同　　上

5
母体・胎児・胎盤系

ﾌ相互関係

　胎児は胎盤を通じて母体との間に物質交換を行

｢ながら成長する。また胎盤から産生されるホル
c唐ﾍ母児にさまざまな変化を及ぼしている。こ
黷轤ﾌ相互関係について解明する。

太　田　孝夫

i帝京大学教授）

6 胎　児　の　発育

　胎児の体は三胚葉がまず形成され、次第に各臓
墲ﾉ分化し、それぞれが機能を発揮しはじめ、胎
O生活への適応のための準備を行っている。その
ｭ育過程について述べる。

同　　上

7
妊婦のからだと心の

ﾏ化

　妊婦の全身的並びに局所的変化、妊娠中の生理

I変化の個人差、心の変化、妊娠を安定維持させ
驛＜Jニズムについて解説する。

伊　藤　博之

i聖路加国際病院

@産婦人科医長）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 妊婦『と　環境

　妊婦をめぐる諸々の環境因子、すなわちくすり

厲ﾋ線、嗜好品、ウィルス、細菌などと、人間社

?ﾆのかかわりあい、つまり里帰り分娩、夫立会

｢分娩、ラマーズ法、座位分娩などについて解説

ｵていく。

伊　藤博之

9 妊婦　と　生活

　妊娠中のスポーツ、食事、性生活のあり方と高

N婦入の妊娠、若年婦入の妊娠、・勤労婦人の妊娠

ﾉついて、くわしく解説していく。 同　　上

10 分娩　の　経過

分娩はどのようにしてはじまり、胎児はどの様
ﾉして分娩されるかについて、その過程をくわし

ｭ解説していく。 太　田　孝夫

11 分娩　と　胎児

　分娩は胎児にとっての最初にして最大の試練で

烽?閨Aまた母体にとっても分娩は肉体的・精神

Iにさまざまに影響している。この分娩が母児に
ﾇのように作用しているかについて解説する。

同　　上

12 産後の　回復

　妊婦から褥婦、授乳婦へのうつりかわり、全身
ﾇ所の身体的な回復、ホルモンの変化、母性のめ
ﾎえなどについてくわしくのべる。 古　谷　　　博

13 乳　汁　　分　　泌

　乳腺の発生と発達、構造と機能、ホルモンの作
pと乳腺の機能、母乳の生成と分泌、乳汁分泌の
ｲ節などについて解説する。 同　　上

14 母　乳　　哺　　育

子どもにとって、いかに母乳が優れているかに

ﾂいて述べ、その母乳栄養のすすめ方、母乳哺育

ﾆ母子結合についてくわしく解説していく。
奥　比和　男
i昭和大学教授）

15 子　ど　も　と　は

　2～3歳頃までは子どもにとって環境因子が大
ｫく影響し、心身の成熟とともにその頃から社会

ﾖの参加としてのしつけや教育が始まる。ライフ
Tイクルに：澄ける乳幼児期の位置づけを解説する

　巷野　悟　郎
i東京家政大学教授）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 胎児から新生児へ

　出生に伴うからだの生理的変化と新生児の身体
I特徴、それに応じた新生児の養護のあり方につ
｢て解説し、未熟児についても触れる。 奥　山　和　男

17 母と子のふれ合い

　母と子のふれ合いと心の発達について、早期接
Gの重要性、母子結合を促進する育児のあり方、
､情遮断症候群など現在の母子関係の問題点も含
ﾟて解説していく。

同　　上

18 子どもの栄養

　新生児期をはじめその後の栄養、つまり母乳栄
{・人工栄養、澄よび離乳から三食にわたる問題
�ｵうとともに、肥満、ヤセ、牛乳嫌い、小食な
ﾇ。

　川　崎　富　作

i日赤医療センター

@　　小児科部長）

19 子どもの身体発育

　身体の形態的成熟過程とその評価の意義及び評
ｿの具体的方法について述べる。肥満、ヤセなど
ﾉついてもとり上げ、解説する。

　高　野　　　陽

i国立公衆衛生院

齔ｫ小児衛生学部長）

20
子どもの運動機能

ｭ達

　運動機能を順調に発達させる養育のあり方を考
ｦていくとともに、乳幼児期の運動機能の発達過
�ﾆその評価判定についてくわしく述べる。 同　　上

21 泣き声と言葉

産声から哺語、その後言葉へと発達していく段
Kを、母と子、環境などとのかかわりで考えてい
ｭ。また言葉の発達の旧くれ等にもふれる。 巷野悟郎

22 子どもの生理機能

　乳幼児の生理の主なものについて、特に体温、

ｷい眠、排泄などにつ吟てくわしい解説をしてい
ｭ。 同　　上

23 子どもと個人差

　子どもの身体には、顔が各々違うように一入一
lにそれぞれ個人差があり、その二二差により羅
ｳ傾向や疾病の：軽重も違ってくる。この点を体質

ﾆ併せて解説する。
川　崎　富　作

一261一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもは新生児、乳児、幼児と発育していくが
その発育に応じて病気の種類、現れ方とも違いが

24 子どもの発育と病気 でてくる。この点を免疫の発達：、また予防注射に

謔髟a気の予防について述べる。
川　崎　富　作

子どもの健康は環境によって大いに変化する。

環境との関わりで、遊びの問題、事故の問題など
25 子どもの健康と環境 について述べる。 同　　上

環境に適応するための日常生活における問題点
を考え、健康増進について述べる。ことに自律神

26 子どもの健康増進 経系の働きの年齢的推移の解説と、生活とのかか 巷　野悟郎
わりにふれる。

こどもが社会生活に適応し順応していくための
日常生活のあり方、いわゆる「しつけ」について

27 子どもと生活 のべる○ 同　　上

現在実施されている各種健康診査・保健指導を
はじめ、こどもの健康のために社会がいかに関わ

28 子どもと社会 っているかを述べる。子どものための施設などを
ﾐ介する。

高　野　　　陽

乳幼児の集団保育の意姜とあり方、特に、集団
保育に澄ける健康管理・事故防止について述べる。

29 集　団　保　育 また、保育の具体的内容や家庭保育での関連につ 伺　　上
いても解説する。

日本に於ける母子保健の推移を見直すとともに、

30
母と子どもの健康

�lえる

新生児とくに未熟児管理の進歩に果たした保育器
ﾌ役割を解説し、母子保健向上の今後の視点をと
轤ｦる。

古　谷　　　博

n場　一　雄i
i日本大学教授）
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　　　　　　　　　　　　＝青少年の保健1＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　　　一学令期の保健一

　　　　　　　　　・〔主任講師：本間日臣（元放送大学教授）　　　　　丸井英二（東京大学講師）〕

全体のねらい
　健康科学に関連する講座には、母子保健・成入保健・老人保健とともに、少青年期保健がある。年
令の順に、健康について考える構成になっている。この項では、学令期から成人するまでの、成育期
の健康について、肉体的に精神的に、調和のとれた成長・成育とは何かについての理解を深めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 少年期の健康科学

　放送大学における、生涯にわたる健康科学に関する講義の一一環として少年期の健康科学を位置づ

ｯ、その内容について主任講師の立場から講義を
sう。

本　間　日　臣

i元放送大学教授）

ﾛ　井　英　二
i東京大学講師）

2 学齢期の心身の特徴

　少年期は学校で生活をする学童期でもある。この時期の身体と心について、概括的に展望し、今後の講義の前提となる知識を整理する。

高　石　昌　弘

i東京大学教授）

3

少年期のからだの
ﾏ化（1）

齒ﾁ化器、呼吸器を
@　　　　　中心に一

　少年期は消化器や呼吸器についての質的変化は

ｭない。しかし、身体全体の発育に伴い、その量
I変化は著しい。これについて構造と機能の両面
ｩらみていく。

馬場　一　雄
i日本大学教授）

4

少年期のからだの
ﾏ化（2）

齔_経系、感覚器、

@　　　　　歯など一

　幼児期に出来上がった器官の機能的変化につい
ﾄ講義する。特に、いくつかの運動機能を中心に
ｻの発達をたどる。また、感覚器澄よび歯の発達
ﾉもふれる。

同　　上

5
少年期のからだの
ﾏ化（3）

齒z環器を中心に一

　循環系に関する基礎的：な知識について解説し、循環系論よび腎機能の変化と、この時期にみられる病的変化についての講義をおこなう。

阿　波彰　一

i東京大学講師）

6
少年期のからだの
ﾏ化（4）

齒ｭ年期の性的発育一

　人間に男女の性差があるのはなぜか、性はいか
ﾉして決定されるか。その結果、思春期はどのよ
､なメカニズムで発現するのか。生物学的な、基礎

m識を紹介する。

　玉田　太　朗
i自治医科大学教授）

7
少年期のからだの
ﾏ化（5）

皷^動器を中心に一

　学童の骨折が話題になることボ多いが、その根拠はあるのか。人体の構造から、骨折はいかにして生ずるか、またその予防策について述べる。

　杉　浦　　　勲

i名古屋大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
少年期のこころの

ﾏ化

　少年期には身体上の変化に比べ、こころの変化

ﾍ著しい。乳幼児期から学童期まで、それぞれの
條冾ﾉ特有の精神的課題を抱えている。子どもに
ﾆっての環境の変化と対応させて考えていく6

小　倉　　　清

i関東中央病院

@精神科部長）

9 身体の右と左

　身体は一見すると左右対称のように見えるが、

謔ｭ観察すると決してそうではないことが理解で
ｫる◎脳の左右両半球の機能差から幼少年期の環
ｫ、言語、文化に言及する。

角　田　忠　信

i東京医科歯科

@　大学教授）

10
保健環境としての

ﾆ庭

　家庭は子どもにとって最も重要かつ身近：な環境

ﾅ池る。健康問題発生の場、健康保持増進の場、
注N問題解決の場としての家庭の重要性について
lえる。

江　口　篤寿
i前筑波大学教授）

11 子どもの食事と栄養

　学童期は身体の量的変化の著しい時期であり、

ｻれを支えるための栄養について考える。さらに、
ｱどもの生活のなかでの食生活の役割についてふ
黷驕B

　金　子　佳代子

i女子栄養大学講師）

12 学校における保健

　学校保健は保健管理と保健教育とに分けられる。

ｱこでは、それにとどまらず、学校という場に澄
ｯる健康問題、さらに、子どもたちの生活、成績
ﾆの関連のなかで心身の健康について調査結果を
�ｦて考えていく。

小　倉　　　学

i茨城大学教授）

13 学　校　給　　食

　学校での生活のなかで学校給食はいかなる意義
�揩ﾂか、またその内容はどうか。子どもの食環
ｫの変化と併せて、「食」について考える。 　茂　木専　枝

i実践女子大学教授）

14
青少年期の健康と

ﾐ会環境

子どもの健康は生物学的に理解されるだけでな
ｭ、ひろく社会的存在としてとらえなければなら
ﾈい。青少年の健康問題は同時に澄となの問題で
烽?驕B広い視野から健康を見直していく。

中　江公　裕
i独協医科大学

@　　助教授）

15 青年期への移行

　少年期から青年期への移行期として思春期をと
闖繧ｰ、身体的成熟の側面と健康についてふれる。
ｬ熟の男女差もトピックとなる。 高　石　昌　弘
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　　　　　　　　　　＝青少年の保健II＝（R）

　　　　　　　　〔主騰師：辮昊堅欝奉篶謂）〕

全体のねらい
　この科目では、青少年の保健（1）に引き続き、一生にわたる健康科学の一環としての青年期を扱う。

この時期は、身体的にほとんど成人と変わらないほどに成長している。しかし、環境が拡大していく

につれ、精神的な問題が様々な形で生じてくる。従って、生物学的な側面だけでなく、心理的、社会

的な側面にも注目していく。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

青年期のからだ（1）

ｶ理機能の成熟と
竭闢_

　からだの全機能がピークに達する少・青年期

ﾉ澄ける遺伝的素因と環境諸因子との相互反応

ｪ、人間形成と以後の人生の健康維持にいかに

蛯ｫく影響するかを、序説的に述べる。

本　間　日　臣
i元放送大学教授）

ﾛ　井　英　二
i東京大学講師）

2 青年期のからだ（2）

j性を中心に

　思春期男子にみられる身体的変化、とくに性

ｬ熟過程を中心に解説する。また、思春期早発

ﾇや遅発症の原因やその治療、さらにその他の

ｾ患についてもふれる。

白　井将　文
i東邦大学教授）

3 青年期のからだ（3）

乱ｫを中心に

　思春期から青年期にかけての女性の性成熟に

ﾂいて概説し、よくみられる産婦人科疾患に関

ｵて保健学の立場からとらえる。また、結婚前

ﾉチェヅクすべき女性の健康問題についてもふ

黷驕B

　林　　　謙　治
�O衛生院学梗衛生室長）

4 青年期のからだ（4）
v春期発現のメカニズム

　思春期の概念・定義を復習したのち、性機能

ﾉ関与するホルモンを説明する。これらホルモ

唐ﾌ思春期における変化と、それを調節するメ

Jニズムについて述べる。

玉　田　太　朗

月｡医科大学教授）

5 青年期のこころ（1）

@　　　中　学　生

　中学生の年齢の人々は、からだ以上に、ここ

?ﾌ問題の多い時期である。この時期に特徴的

ﾉみられる心理的課題をと澄してながめてみる。 　小　倉　　　清
燕F中央病院精神科音

6 青年期のこころ（2）

@　　高　校　生

　高校生のこころの動きについて考えてみる。

ｱの時期に避けて通ることのできないこころの

ｬ長の過程は、心身の両面に反映されてくるこ

ﾆを理解する。

同　　　上

7 青年期のこころとからだ

ｻの相関に注目して

　人のこころとからだは、元来ひとつのもので

?驕Bその深い相関に注目して、人の成長につ

｢て考え、青年期についての理解をさらに深め

ﾄいく。

同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

青年期の体力の特徴と、トレーニングの基本

について述べ、次いで、青年期のスポーツの意

8 青年期の体力とスポーツ 義・環境、および傷害の実態とメカニズムなど 武　藤　芳　照
にふれ、青年期の体力・スポーツを多角的にと （東京大学助教授）
らえる。

思春期は自立の時期でもあり、また受験期で

もある。問題行動の要素の複雑さと、対応の困

9 思春期の問題行動 難さについて事例をと旨して、多角的にふれて 江　幡　玲　子
と相談 いく。 偲春期問題研究所研究鋤

身体発育のいちじるしい青年期の栄養所要量

について解説する。さらに、青年をとりまく食

10 青年期の栄養と食事 生活の今日的特徴を整理し、その後の人生の健 金子　佳代子
康を左右する健全な食生活習慣を身につけるこ （女子栄養大学講師）

との必要性を講述する。

学生生活に澄いても、さまざまな問題がある。

それらを検討し、なかでもこの時期に問題とな

11 学生の性に関する問題： る性の問題について、学生という立場に焦点を 武　田　敏　夫
あてて考える。 （千葉大学教授）

人の健康は環境とのかかわりの中でつくられ

る。労働環境は学齢期までは経験しない環境で

12 青年と労働環境 あり、健康阻害要因も少なくない。それらを例 滝：川　　　寛
示して労働環境の概要を述べる。 （三重大学助教授）

入の健康に重大な影響を及ぼしうる飲酒と喫

煙は、青年期に習慣性が確立されることが多い。 片　本　哲　郎

13 青年期のライフスタイル この成年期になる以前でできあがるライフスタ （東京大学助手）

イルについて、酒とタバコを中心に考えていく。 本　間　日　臣

青少年期は、一生のライフス．タイルを決定す

る重要な時期であることを認識し、とくに社会

14 青年の健康と社会環境 的因子とのつながりの強い性行為感染症と薬物 中　江　公　裕
依存を中心に考えていく。 （独協医科大学助教授

青年期を死亡・疾病構造からみると、成年期

以後への重要な入り口である。にもかかわらず 本　間　日　臣

15 青少年期の健康科学 青年の健康意識は高くない。そこから、望まし
（まとめ） い生活習慣についても言及する。 丸　井　英二

一266一



一成人の保健一成人山・壮年期の健康科学＝　（R）

〔主任講師：本間日臣（元放送大学教授）〕

全体のねらい

　母子健康科学、少年期・青年期の健康科学につづき、一一生の中で：最も生産活動の盛な成人・壮年期

の健康科学であり、次の老年期健康科学へ続くものである。健康保持や成人病の予防は、生活様式

（食事、運動、休養、出盛、働き方、嗜好品など）と密接に関係するので、日常生活の中の刺激に対

する生体反応の理解を目標として解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成人期・壮年期健
　成人期・壮年期の健康科学講座では、日常生
?ﾅわれわれが直接経験する様々のエピソード

1
康科学序論
注Nの指標として
ﾌ検査値の読み方

を取り上げ、その際の生体反応のメカニズムを
�烽ｵ、それを積み上げて全体としてこの年代の健康についての知識がまとまるように：企画し

ｽ。まず検査値に影響する諸因子について述べる

本　間　日　臣

i元放送大学教授）

2
日常生活における
ｶ体反応統御のメ
Jニズム　（1）

⊥ｰ　と　覚醒

　睡眼の覚醒のメカニズムとパターン、その周

﨎ｫに伴なう自律神経系、呼吸循環系、内分必

緕ﾓ系の日周リズムと健康保持に関わる意義と

�рﾉついて解説する。

同　　上

運動を負荷するとからだの中でどのような反
〃　　（2） 応がおこるか、その功罪、安静時に：はからだの

3 運動・安静と生体 中でどのような反応がおこるか、その功罪につ 同　　上

反応 いて述べる。

ストレスは一般に生体に有害な刺激と受けと

4

　　〃　　（3）

Xトレスおよび疲

られているが、広義のストレスは、生命維持、からだの成育に：必要な刺激ともいえる。ストレ

Xに対しどのような生体反応が診こるか、また

吉　田　　　尚

i千葉大学教授）
労と生体反応 疲労とはどのような状態でどのような変化が生

じているかを解説する。

肥満とは何か、肥満の原因とは何か、肥満時
〃　　（4） に呼吸、循環、代謝などの諸機能はどのように：

5 変化しているか、肥満にどのように対処すべき 同　　上

肥満の生理学
かについて述べる。

食物の消化吸収のメカニズムとそれに影響を
〃　　（5） 及ぼす諸因子、消化をよくする食べ方、腸内常

6 食事・飲酒と生体 在菌業の役割、アルコールと生体反応について 本　間　日　臣

反応
解説する。

入浴・水浴に際して、体温、呼吸、血圧、心
〃　　（6） 拍、血液、消化機能、自律神経機能はどのよう

7 入浴・水浴と生体 な刺激を受けどのように反応するかを解説する。 同　　上

反応・
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

日常生活におげる
ｶ体反応統御のメ
Jニズム　（7）

O傷と生体反応

外傷すなわち生体組織の損傷の種類は広義で

ﾍ多収に：わたるが、日常生活で遷遇する創傷を

?Sに局所反応と全身反応発生の機序、すなわ’

ｿ生体防御反応発動のメカニズムを解説する。

　香　月　秀　雄

i放送大学客員教授）

@　、

9

　　〃　　（8）

ﾂ境と生体反応①

rn・大気汚染・
i煙の影響

　高地・高所への移動、大気汚染、喫煙の際に：

ﾝられる生体反応を解説する。

本　間　日　臣

10

　　〃　　（9）

ﾂ境と生体反応②

ﾆ庭・職場と生体
ｽ応

　日常生活の大部分を占める家庭と職場という

ﾂ境内の多種多様の刺激因子と生体反応の解明

ﾍ健康保持または増進に：大きな意義がある。こ

黷轤ﾉ：ついて述べる。

　丸井　英　二
i放送大学客員助教授

11

　　〃　　⑩
a気と薬剤と生体
ｽ応

　病気については深く触れないが、病気の際に

ﾇのような生体反応がおこり、その際に用いら

黷髢�ﾜがからだの中でどのような反応を澄こ

ｵ、効果をあらわしたり副作用を示すかについ

ﾄ述べる。

本　間　日　臣

12

　　　〃　　⑳

Wェソト症候群
i時差ボケ）の成因

　生体のバイオリズムは、1年、季節、1月1
冾�?冾ﾆするものの他、瞬時も絶えることの

ﾈい律動的リズムなどいろいろある、いわゆる

檮ｷボケの成因を生体バイオリズムの立場から

ｭめてみる。

同　　　上

13
生活々動と右悩・

ｶ回

　人類の約9割は右手利きであるかそれはなぜ

ｾろうか、手足をふくめ人のからだの形は左右

ﾎ象にみえるが、諸機能は左右同じではない。

E悩と左記の機能の違いと生活々動との関わり

ﾉついて考える。

朝　長　正徳
i東京大学教授）

14
更年期女性の生体
ｽ応の変化

　女性の生殖期から生殖不能期への移行期にあ

ｽる更年期（閉経期）には、からだの中でホル

c燈ｪ泌の変化が澄こり、いろいろの不定愁訴
ﾌ原因となる。これらについて解説する。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

15

ライフスタイルと

注N
ｬ人・壮年期健康
ﾈ学のまとめ

　成人病や老年病の多くはライフスタイル病往

?K慣病）と呼ばれる程、長年に：わたる生活様

ｮを背景として発生する。これ迄述べてきた日

岦ｶ活における生体反応をふり返り、健康の維

搗攝iへの方策を考える。

本　間　日　臣
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　　　　　　　　＝老入の保健＝（R）
　　　　　　　　〔主任講師1本間日臣（元放送大学教授）〕

　　　　　　　　　　　　　　一老年期の健康科学一
全体のねらい
　健康に関する本学の講座は母と子の健康科学、少青年期の健康科学、成人壮年期の健康科学、老年

期の健康科学からなり、受精卵の分裂から高齢末期までの加齢変化と各年代の生体反応を一貫した基

本理念に基いて解説する。一人の個性の確立、自己同一性の完成の時期に相当するこの年代の健康に

ついて科学的総合的理解を目指す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
老年期の健康科学

?_

　健康科学講義シリーズ構成の骨格すなわち総

_と各論の解説、つづいて各回のテーマとねら
｢、老年期加齢変化（老化）に関与する諸因子㍉

�ｽと個人差の原因の解説。

本　間　日　臣

i元放送大学教授）

2
老　　化　　と　は

齪V化の諸学説

　老化のメカニズムは現在な澄未知の部分が多

ｮ、昔から多数の学説がある。大きく分けて内

�ｫの遺伝子説やホルモン説、外因性のストレ’

X説や放射線説などがある。

朝　長　正徳
i東京大学教授）

3
老化度の測定につ

｢て
鼬沚ｸ値のよみ方

　老化度測定法の基礎となる老化のパラメータ

[とその意義を解説する。種々の健康診断検査

lの青年や成人との相違、したがって検査値を

謔ﾞときの注意を述べる。

同　　　上

4
臓器・組織の変化（1）

ﾗ胞の変化

　細胞はからだの最小構成成分であり、加齢と

ﾆもに分裂速度や様式が変わるか、すべての臓

增E組織の構築が同時性に変化するわけではな

｢。また個人差も大きい。

本　間　日　臣

5
臓器．・組織の変化（2）

_経の変化（1）

　曄眠が中断される、物忘れをする、運動機能

ｪ低下するなどの現状から運動神経系の加齢変

ｻを中心にそのメカニズムを解説。 朝　長　正　徳

6
臓器・組織の変化（3）

_経の変化（2）

　老年期め視覚、聴覚、味覚、皮膚感覚の変化

ﾆそのおこり方、すなわち知覚神経系の反応性

ﾌ低下の機序について解説する。 同　　　上

7
臓器・組織の変化（4）

ﾄ吸・循環系の変化

　階段や坂道を登るときの息切れ、夕方の足の

ﾞくみ、出入眠時のせき・たん、夜尿など日常
ﾏ化の背後にある呼吸循環系め反応の加齢変化

��烽ｷる。
1本間日臣

@　　　　　　　亀
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
臓器・組織の変化（5）

熾ｪ泌・代謝機能の

ﾏ化

　骨折しやすい現象の背後には骨粗嶺症と呼ぶ

�ﾔがあるが、これに関係するカルシウムやビ
^ミン代謝の変化をはじめ糖代謝、諸種内分泌

@能の加齢変化を解説。
朝　長　正徳

9
臓器・組織の変化（6）

ﾁ化機能・腎機能

ﾌ変化

　薬剤服用後の吸収、代謝、排泄の加齢変化の

ｽめ老人では副作用がおこりやすい。解毒と排

浮�S当する肝臓と腎臓機能の変化を中心に解
烽ｷる。

同　　　上

10
臓器・組織の変化（7）

h御・免疫機能の

ﾏ化

　高齢者の直接死因の第一・は肺炎である。なぜ

ｩ。肺の防御・免疫機能の加齢変化、つづいて

ｶ体の防御・免疫機構全般の発動様式と変化を

�烽ｷる。
本　間　日　臣

11
外見の　変化
F顔つき、体型、歩

ｫ方＝などの変化

　白髪、顔のしわやしみ、爪の変化、身長、姿

ｨ、皮下脂肪、歩き方など外見の変化をもたら

ｷ生体内の変化を分析し、これまで解説してき

ｽ諸臓器・組織の変化をまとめて考える。

同　　　上

12
知能の老化とボケ（1）

齟m能の老化と老
@年痴呆

　般もの忘れ”がひどくなり認知能力が低下す

驍ｱと、すなわち知能の老化の特徴は何か、そ

ｵて影響する因子はどのようなものがあるか、

{ケとはどう違うかを解説する。

　長谷川　和　夫
i聖マリアンナ医科大教授）

13 知能の老化とボケ（2）

齟s呆性老入の実態

　ボケは脳の器質性障害を基礎としておこる知

¥障害である。ボケと似た意識障害やうつ状態

ｪある。その鑑別点やボケの予防法を述べる。 同　　　上

14
知能の老化とボケ（3）一痴呆性老人の対策

　ボケにはいろいろな原因があるので、個別的

ﾉ原因対策を立てる必要がある。原因不明のア

泣cハイマー型は対応がむずかしい。介護の原
･と社会的対策を解説。

同　　　上

15

老年期の光と影一自己同一性の完’成とその栄光

　人の肉体の諸機能は思春期を頂点として弱化

ｷるが、精神活動は60歳以後まで上昇をつづけ

驕B自己同一牲の完成、それが老年期の栄光で
?驕B

本　間　日　臣
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　　　　　　　　　＝精神衛生＝（R）

　　　　　　　〔三四一儲翻訳灘翻〕

全体のねらい

　精神医学澄よび臨床心理学の応用科学である精神衛生学を、主に精神力動的立場から講義する。心

の健康増進についての科学である精神衛生の基礎澄よび応用の各方面に亘って、検討を加える。その

際、人文諸科学特に文化人類学や宗教史学等との学際的領域にも留意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

心が健康であるとはどのような状態をさすの

かを検討し、精神衛生の全体像を概観する。
1 心の異常とは 挾　間　秀　文

（鳥取大学教授）

心の異常は、必ずしも価値の劣った破壊的な

状態を意味するのではない。この点について、
2 正常　と　異　常 精神力動的な見地から述べる。 河　合　隼　雄

（京都大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隻
ｸ神衛生の歴史について述べ、精神衛生の基

3 現代の精神衛生
本的な考え方を概説し、さらに：は予防の活動に

ﾖして検討する。 織　田　尚　生

（甲南大学教授）

心理社会的要因による精神障害を通して、人
心の異常とは（1） 間の健康な生き方を考える。

4 一心理・社会的要 挾　間　秀　文
因による精神障害

身体的要因による精神障害を通して、人間の
心の異常とは（2） 健康な生き方を考える。

5 一身体的要因によ 同　　　上

る精神障害

現代に澄ける家族の人間関係とその問題点を
家族の在り方 取り上げ、問題解決の方向について検討する。

6 一現代の家族の人 吉　本　千鶴子
間関係と問題点 国立京都病院非常勤医師）

及び対策

人間の心に内在する父性と母性について述べ

それらがどのように子どもの心の発達に影響を
7 現代に澄ける父性

ﾆ母性
及ぼすかについて検討する。 織　田　尚　生
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
子どもの心の発達
ﾆ健康（1）一胎児期

V生児期・乳児期

㌧胎児期から乳児期にかけての段階の心の発達

ﾆ、その問題点について論じる。
山　中　康　裕

i京都大学助教授）

9
子どもの心の発達
ﾆ健康（2）

@一幼児期以降

幼児期以降の子どもの心の発達とその問題点

ﾉついて論じる。
同　　　上

10
子どもの心の発達
ﾆ健康（3）

@一症例を中心に

心が障害された子どもの事例について、その

�怏ﾟ程を検討する。
同　　　上

11 思春期・青年期の
Sの健康（1）

　この発達段階の心の健康と、その問題点や障

Qされた場合について論じる。

村瀬孝　雄
i立教大学教授）

12 思春期・青年期の
Sの健康⑳

・障害された場合の事例について、その治療過

��ﾜめて検討する。
同　　　上

13 成人前期の心の健康

　この段階の心の課題と、心の健康の障害され

ｽ場合の対策について述べる。

　小　川捷之
i横浜国立大学教授）

14 成人中期の心の健康

　この段階の心の健康のあり方とその対策につ

｢て、例をあげながら検討する。
同　　　上

15 成人後期の心の健康

　この段階の心の構造と、心が障害される場合

ﾌカウンセリングについて述べる。 小　川　捷之

D　田　尚　生

一272一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

老年期をいかに生き抜くかについて、精神力

動的な立場から述べる。

16 老年期の心の健康 小　川　捷之

職場におけるり一ダーシヅブのあり方を通し

て健康な人間関係とは何かという問題を検討す

17 職場に油ける人間関係 る。 三　隅　二不二
（奈良大学教授）

事例を取り上げながら、異文化の中に暮す場

合の心の健康を考える。

18 海外生活と心の健康 稲　村　　　博

（筑波大学助教授）

睡眠と心の健康との関わりについて検討する。

19 睡眠と心の健康 川　原　隆　造
（鳥：取大学助教授）

飲酒による心の障害について概説し、それに

対する対策を考える。

20 アルコールと心の健康 斉藤　　　学
（東京都精神医学研究戸

薬物乱用によって生じる心の障害について概

説し、それに対する対策を考える。

21 薬物の乱用と依存 佐　藤　光　源

（岡山大学教授）

文化と心の健康との関係を文化人類学の立場

から述べる。、

22 文化と心の健康 祖父江　孝　男
（放送大学教授）

心の危機に旧いて宗教の果す役割とその両義

的価値について述べる。

23 宗教と危機の心理学 織　田　尚　生

一273一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 自殺と自殺防止

　現代わが国でみられる自殺の実態について概

ﾏし、それに関する対策を検討する。

稲　村　　　博

25 心の異常に有効な
�ｨの作用

　精神薬物が人間の心に一与える影響を通して、

Sについて考える。

小　椋　　　力

i琉球大学教授）

26 心理療法の構造

　力動的心理療法学の立場から、心理療法の基

{構造について検討する。

織　田　尚　生

27 行動とこころの健康

　行動療法学の立場から、こころの健康と人間

s動との関連性、さらには健康が障害され：た場

№ﾌ対策について検討する。 山　上　敏子
i国立肥前療養所行
ｮ科学センター所長

28 心の健康と責任能力

　犯罪者の精神障害と責任能力の問題を検討す

驍ｱとを通して、心の健康とは何かということ

�lえる。さらに罪と罰と償いという問題にも

Gれる。

挾　間　秀　文

D　田　尚　生

29
生と死をつなぐもの

齧槙凬Kン患者の
@生き方を通して

　人の死のあり方を通して生を考えると同時に

㍼浮ﾌ方法を考える。

　河　野博　臣
i河野胃腸外科医院長）

30 地域社会の心の健康

　心の健康と地域社会との関連について論じ、

ｸ神衛生センターや児童相談所など関係諸機関

ﾉついて述べる。 　増　野　　　肇
i栃木県精神衛生センタ

@　　　　一所長）
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＝環境科学＝（TV）
〔主任講師：山根靖弘（千葉大学教授）〕

全体のねらい
　健康な生活を守り、快適に暮らすためには、我々の環境について十分な理解が必要である。本講座

は、水回よび大気の自然環境、食品や毒性の問題にもふれ、また緑化と生活などの社会環境などにつ

いて科学的な基礎概念を論じ、環境への知識を深めようとするものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

環境汚染の歴史的背景として、環境汚染の移

1
健康な生活を守る

ｽめに

り変わりを述べつつ、「環境科学」の一般的概

Oについて説明する。また、本講座で述べる内

eについての概論を説明し、全体像を理解して

山根　靖弘
i千葉大学教授）

もらう。

我々の生活における水利用の重大さと、健康

2
水　環　　境　（1）

と水との関連について飲料水を中心にのべるが、

坙{の特色である温泉と健康との関連について 同　　上
水と健康 説明する。

環境中の水は物理、化学、生物学的に公共用

3
水　　環　　境　（2）

水として好ましくない方向に変化し、汚濁がお

ｱる。水質汚濁の進行過程を論じ、富栄養化や 同　　上
水の汚れ アオコの発生などを述べる。また、水質汚濁の

基準値を説明する。

水質の汚濁状態を検査する方法すなわち水質

4
水　環　　境　（3）

汚：濁の測定法を簡潔に説明し、さらに水質汚濁

ﾌ浄化法として、下水道の普及、工場排水の規 同　　上
水の浄化 制、終末処理場における浄化方法などを解説す

る。

人聞の生命維持の上に基本的に重要な環境大 ，

5
空気環境　（1）
@環境大気

気を構成する成分やその役割を述べ、環境大気

�?�ｷる成分について、最近の動向と健康に

yぼす影響を解説する。

　中　澤　裕　之
i国立公衆衛生院室長）

人間の一日の生活の中で室内における生活時

6
空気環境　（2）

間は時として大きく、室内環境の重要性を述べ

驕B又、室内空気の有害成分として一酸化炭素、 同　　上
室内空気 窒素酸化物及びたばこの煙等を紹介する。

入間と緑のかかわりあいについて、八重群島
竹富島の農民の暮らしを守る緑の態様や、旭川

7
環境　と　緑　（1）

@緑と人間

・帯広市のように人為的に自然林を切りひらい

ﾄ生産空間をつくりだして居住している開拓地、

田　畑　貞　壽

i千葉大学教授）

そして、奈良の都・平城宮などの古代の都市に
生きる人々の生活と緑の関係を基に解説する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

環境　と　緑　（2）

@都市化の進む水
@辺と緑

　市街地の水辺と緑、災害と緑などを中心に長
闔s稲佐山山頂で収録。急傾斜地の緑の状況、
賴n化した山なみで集中豪雨の時の災害状況、そして仙台杜の都の広瀬川を中心に都市化した

?ﾓ環境の保全運動について紹介し、特に丘陵
nの宅地化、広瀬川の環境悪化の原因について
燔_及する。そして、特に近年重要視されている
s市の緑とウォーターフロントについて解説する。

田　畑　貞　壽

9
環境　と　緑　（3）

@緑計画

　ヴァチカルな地形、人為的な干渉、緑の施策などを事例に富士山五合目より学校林、自然公

?Aリゾート地区、ゴルフ場、農村集落工場、
C岸など土地利用の違いを緑の環境について特に地域生態系の問題を中心に緑とのかかわりあいを解説する。 同　　上

10
土環境と廃棄物処

　土壌汚染に関係する主な汚染物：質として農薬、

d金属等を取り上げ、その汚染原因と動植物を

ﾜむ生体への影響を解説する。さらに一般及び

Y業廃棄物の処理対策についても述べる。

中　澤　裕　之

11
環　境　と　健康（1）

@重金属の毒

　環境中に放出された水銀、カドニウム、三三

謔ﾑクロムなどの重金属の汚濁状況と、それが

ﾌ内にとり込まれた場合の生体影響について説
ｾする。

山　根　靖　弘

12

環境と健康（2）
@農薬など有機物

@の毒

DDT、　BHC：などの農薬類の環境汚染と、こ
黷逕_薬の特性、残留性と生体影響との関連、

ﾜたPCBなどの化学物質の汚染と生体への影
ｿなど、環境汚染有機物質について論ずる。

同　　上

13

環境　と　旧き　康（3）

@自然毒（有毒植
@物）

　生活の周辺にある有毒植物、キノコなどによ

髓?ﾅの実態を知り、それらがどのような毒な

ﾌか、どうしたら中毒を防止できるかについて

wぶ。

山　崎　幹　夫

i千葉大学教授）

14

環境と健康（4）
@自然毒（有毒微
@生物）

　前回にひき続き身の周りの毒のなかから微生

ｨの生産する毒に注目する。この中には穀類な

ﾇ大切な食糧を汚染するカビ毒や微生物毒を起

ｹとするフグ毒やホタテ、バイ貝などのような

寢L類の毒も含まれる。

同　　上

15 環境と発がん

　環境中には発がん物質が存在し、発がんの原

�ﾆなるので、化学発がんを中心として述べ、

Iりに本講座のまとめについて論ずる。 山　根　靖　弘
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＝余暇生活＝（TV）
〔主任講師：一番ケ瀬康子（日本女子大学教授）〕

全体のねらい

　いまや余暇は、国民の大きな生活課題であり、権利である。ことに寿命が延び、生涯のなかで余暇

生活の時間が増加し、労働時間短縮などで余暇時聞がふえたこと：などがその背景にある。そのなかで

受け身の余暇生活ではなく、自発的そして創造的な余暇活動をもつより、またその探求のための視点

と視座を明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 はじめに
??ﾆしての余暇生活

　余暇とは何か。その概念・語源、鉛よび権利

ｫについて考察し、この講義の目的と意義とを
qべ、講義全体の導入とする。 一番ケ瀬　康子

i日本好大学教授）

2 1〕現代社会と余暇

i1＞高齢化と余暇

　現代社会の焦点の一つである高齢化によって、

]暇生活は、どのような影響をうけているか。

ﾜた、それに対して、どういうことが、早急に
lえられねば：なら：ない課題であるかなどについ

ﾄ、問題提起をふくめ、課題を検討する。

同　　　上

3 ②　情報化と余暇

　現代社会の一つの大きな焦点となっている晴報

ｻによって、余暇生活は、いったいどのような影

ｿをうけ、変化してきたのか。またそのなかで

ｻ実には、どのような課題が生じ、どんな問題

ｪ存在するのかなど、実態をふまえて検討する。

　薗　田　碩　哉
i日本レクリエーション
ｦ会調査研究室部長）

4 （3）国際化と余暇

　現代は、余暇そのものも国際化しているとい

墲黷ﾄいる。その国際化傾向のなかで、現実に

ﾍ、どのような問題が存在するか、さらにどんな

ｱとが、その焦点となっていくかなどについて、

ｻ実の動向ち問題をとらえ、課題を検討する。

牧　野暢　男
i日本好大学教授）

5 2〕余暇生活の歴史
i1）近代前

　余暇生活は、歴史のなかで変化していく。と
ｭに自給自足経済のもとで、身分制のきびしか
ﾁた前近代では．どのような余暇生活が展開さ
黷ﾄいたか。また、日本の風土のなかで生み出

ｳれたものが、どのようなものであったかにつ
｢て述べる。

薗　田　碩　哉

6 ②　近　代

　近代に入って工業化・産業化が進展していく
ﾈかで余暇生活が、どのように変化してきたか、
ﾆりわけ賃金生活者のそれについては、どのよ
､な問題が存在したか、さらに娯楽をふくんだ
]暇生活の実態はどうであったか、その推移に
ﾂいて述べる。

向　　　上

7 （3）現　代

　現代とりわけマヌレジャーが発達し、とくに
]暇産業が盛んになってきた時代に旧いて、余
ﾉ生活は、どのように変化していったか、一方
ｽくを占める賃金生活者側からとらえて、どの
謔､な問題があるかなどについて、日本の推移
�?Sに述べる。

同　　　上

一277一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・・氏名）

8

＄〕日本入のライフ

@スパンと余暇問題
i1）余暇歴とライフスパン

　長ぐなつ：た人生において、それぞれのライフ
Eステージにおける余暇歴が、その人の人生を
ﾇのように規定するものであるか。人生をトー
^ルにみて、いかに余暇は大きな課題であり、
ｻれぞれのライフ・ヌテージに具体的な意味を
烽ﾂかについて述べる。

一番ケ瀬　康子

9 （2）平均的日本人の

@余　暇　生　活

　現在、日本における賃金生活者の平均像をと
轤ｦ、その賃金生活者の余暇生活は、いったい
ﾇのよう：なものであるか、またどういう傾向を

烽ﾁているのかなどを探究する。そしてその状
ｵをふまえながら、日本人の余暇生活の問題点

�ｳぐる。

牧　野　暢　男

10 （3）海外の余暇生活

　とくに欧米の賃金生活者の余暇生活、またア
Wア諸国の賃金生活者の余暇生活などについて
qべ、日本の賃金生活者の余暇生活との比較を
ｱころみる。そしてそれぞれの特徴をつかみ、

坙{人のこれからの余暇生活の検討をする。

同　　　上

11

4〕余暇生活の条件

@づくり
i1）子ども時代から

@の主体形成

　余暇歴が、人々の余暇の在り方を大きく規制
ｷることを考えたとき、余暇については、その
qども時代からの在り方が検討される必要があ
驕Bそのこ乏をどう考えるか、具体的に、どの
謔､な活動があるのか、改善点は何かなどを述

ﾗる。

同　　　上

12 （2）労働時間短縮

　余暇活動は、一方で労働時間によって大きく
K制される。現在の日本人の最大の課題となっ
ﾄいる労働時間短縮問題とは、どういうことな
ﾌか。現状はいったいどうなのかなどから問題
�T究し、余暇時間との関連を探究する。

一番ケ瀬　康子

13 （3）余暇の設備・環境

　余暇が活発になるためには、そのための空間
氓謔ﾑ環境が、それにふさわしくなることが必
vである。とくにその点についての日本の現実
ｪどうかをとらえ、またそれについての環境整
�ｪいかにあるべきかにふれ、問題の提起をする。

薗　田　碩　哉

14 （4）余暇政策をめぐって

　余暇生活を向上させるためには、個人的な努
ﾍのみならず、それ以上に地方自治体および国
ﾌ政策の在り方が大きく問われる。とくに、諸
O国のそれとくらべてみた場合、日本の政策は
ﾇうなのかなどについて、具体的に解説し問題
_を述べる。

牧　野　暢　男

15
おわりに

n造的余暇生活を
ﾟざして

　この講義のまとめとして、余暇生活を創造的
ﾉ、積極的に営むことの意義を認識する。そし
ﾄそのような余暇生活を営むための方法につい
ﾄ個人レベルの努力をふくめ、余暇生活の権利
�ﾜもる：ための社会的な在り方での展望を論じ、

ﾜとめとする。

一番ケ瀬　康子
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　　　　　　　　　　　ゴ家庭の福祉＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：仲村優一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この科目は、家庭ゐ福祉を社会福祉の視点からとらえて解明することをねらいとする。すなわち、

家族の共同生活体である家庭にとって福祉とは何か。また、福祉に欠ける状態とはどんなもので、それ
を生み出す要因は何か。問題解決のための福祉施策やサービス論よびその問題点は何か、等の諸点を明ら

かにする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 家族と家庭診よび

ﾆ庭生活

　家族と家庭の概念規定を明らかにした上で、

ﾆ族の生活共同体としての家庭の生活の構造を

ﾇうとらえるかを考察する。生活の理解につい
ﾄは「生活と福祉」専攻に澄ける生活に関する

秤ﾈ目でえた知見をできるだけ活用する。

仲　村優噛一
i放送大学教授）

2 家庭の福祉とは何か

　「福祉」ということばは多義的であり、とら

ｦ方を限定して澄かないと「家庭の福祉」につ
｢ても理解があいまいになる。福祉を抽象的なfさ

｢わいjといラことでなく、生活の諸側面における
�Kさ（アメニティ）としてとらえて、その総体とし

ﾄの「家庭の福祉」の意味を検討する。

同　　　上

3 家庭福祉問題の構造

　家庭生活の内容を生活構造の諸部面に照らし

ﾄ吟味した上で、家庭生活全体に澄ける福祉の

s足もしくは欠如を家庭福祉問題としてとらえ、

ｻの構造を明らかにする。

同　　　上

4 生活問題としての

ﾆ庭福祉問題

　前章を受け、家庭福祉問題を社会問題として

ﾌ生活問題の一つとして理解する立場から、そ
ﾌ様相論と原因論を究明する。生活構造に関す

骼w標を用いて、家庭のレベルで生ずる家庭福

ヶ竭閧ﾆはいかなるものかを究明する。

同　　　上

5
現代日本の家庭福
ヶ竭閨i1）

齊剴ｶ

　現代社会の社会変動が家庭に与えるマイナス

ﾌ影響澄よび、それが家庭福祉問題を生み出す

＜Jニメムを明らかにするなかで、その問題の

?ﾌ的な体現者としての児童に表われる諸問題

�?ｾする。

同　　　上

6
現代日本の家庭福
ヶ竭閨i2）

齪V人

　前章に続き、都市化、高齢化、核家族二等が

ﾆ庭生活に及ぼす影響を明らかにするなかで、

ｻれによって老人福祉問題が生み出されるメカ

jズムを究明する。

同　　　上

7
現代日本の家庭福

ヶ竭閨i3）

皷ﾆ族関係

　前の2章で取り上げた問題は、観点を変える
ﾆ、家庭内に澄け為家族関係にかかわる問題と

ｵてもとらえられる。より具体的に、現代日本
ﾌ夫婦関係、親子関係、三世代関係等に関する
薄竭閧ｪどのような形をとって表われているかを明

轤ｩにする

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

英国や米国に澄いては、家庭問題を社会福祉

家庭福祉事業の成 課題として取り上げ、社会福祉事業の一環とし

8 立と展開（1）

皷｢米の場合

ての家庭福祉事業（ファミリー・ソーシャルワーク〉カミ

ｭ展して今日にいたっている。その成立と展開

ﾌ歴史をふりかえってみる。

仲　村　優　一

わが国の場合は家庭福祉問題の顕在化が遅れ

家庭福祉事業の成 たこともあって、家庭福祉事業が未成熟である

9 立と展開（2）

齠坙{の場合

が、最近になってやっとその繭芽が見られるに

｢たっている。その辺の歴史的事情と今後の方

?ﾉついて検討する。

同　　　上

家庭の福祉を社会的に支えるものとしての家

族・家庭に関する社会政策、社会保障、社会サ

10 家族政策と家庭福祉 一ビス等の政策体系を家族政策としてとらえ、

ｻの現状と問題点を概観する。

同　　　上

家庭福祉事業の範躊でとらえられる各種の施

策が社会福祉の各分野（公的扶助、児童福祉、

11
家庭福祉の施策と 老人福祉、障害者福祉等）においてどのように
サービス（1） 展開されているか。また、その問題点はどこに

あるか、等を明らかにする。その場合これまで

の福祉サービスが分野ごとに対象を家族の一員

としての個人としてとらえる視点が不十分であ 同　　　上

つたことに特に注目する必要がある。この章は

12
家庭：福祉の施策と 主として児童福祉をとりあげる。

サービス（2） 前章に引きつづき、本章では主として老人福

祉をとりあげる。

家庭福祉事業の実践技術としては、家族ソー
シャルワークとしてケースワークを中心にグル

13
家庭福祉の実践技
p（1）

一プワーク、コミュニティワーク等の方法が体
n化されて今日にいたっている。本：章では、ソ 同　　　上

一シャルワークの過程のうち、インテークを中
心に事例をとりあげ、検討する。

前章に続き、家族ソーシャルワークの過程の

14
家庭福祉の実践技
p（2）

うち、社会診断から社会治療にいたる部分を

T観する。とくに、家族診断澄よび家族療法

ﾉついて、事例をとりあげ、そのあらましを

同　　　上

学習する。

家庭福祉事業の充実が期待されながら、その

15 家庭福祉の現段階
充分な発展を見ることができないでいるわが国

ﾌ社会福祉の現状について、その実態を明らか 同　　　上
と今後の課題 にし、今後の課題を探ってみる。
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＝生活福祉・＝（R）
〔主任講師：仲村優一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この科目は、人間が社会生活を営む際に直面する生活上の諸問題にどんなものがあるか、そして、

それらに対処して問題解決を図ることを目的とする社会的諸施策はどうなっているか、また、その間

題点は何か、についての基本的理解をえさせることを目的とする。中でも、社会福祉の制度と施策を

中心に、一個の市民として当然にもっていってよいと思われる知識を身につけてもらうことをねらい

としたい。

主な項目

（1）人間の社会生活と生活上の諸問題（1）

（2）人間の社会生活と生活上の諸問題（2）

（3）社会福祉の意味

（4）社会福祉と関連諸施策

⑤　社会福祉の展開（1）　欧米

（6）社会福祉の展開（2）　欧米（つづき）

（7）社会福祉の展開（3）　日本

（8）社会福祉の展開（4）　日本（つづき）

（9）社会福祉の制度と仕組（1）

㈹　社会福祉の制度と仕組（2）

⑪

⑫　社会福祉の制度と仕組（4）

㈲　社会福祉の主な分野（1）概要について

ω　社会福祉の主な分野（2）公的扶助（D

㈲　社会福祉の主な分野（3）公的扶助（の

⑯
⑰
⑬
㈹
⑳
⑳
⑳

　　　　　　　　　　　法制のあらまし（i）⑳

　　　　　　　　　　　法制のあらまし（の㈲

社会福祉の制度と仕組（3）行財政の仕組（D　㈱

　　　　　　　　　　　行財政の仕組⑪　鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈹

社会福祉の主な分野④　児童：福祉（D

社会福祉の主な分野（5）児童福祉①

社会福祉の主な分野（6）老人福祉（D

社会福祉の主な分野（7）老人福祉（の

社会福祉の主な分野（8）障害者福祉（D

社会福祉の主な分野（9＞障害者福祉（の

社会福祉の方法（1）ケースワーク（D

社会福祉の方法（2）ケースワーク①

社会福祉の方法（3）グループワーク

社会福祉の方法（4）コミュニティ・オーガニゼーション

社会福祉の従事者問題（1）

社会福祉の従事者問題（2）

社会福祉施設の問題（1）

社会福祉施設の問題（2）

社会福祉と国際化
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＝生活原論＝（R）
〔主任講師　山手　茂（東洋大学教授）〕

全体のねらい
　私たちの生活は、多くの要素から成り立っており、急激に変動すする社会からさまざまな影響を受け

っつ、不断に変化している。この科目では、私たちの生活を社会との関連において全体的・総合的に認

識する方法を検討し、現代人の生活課題を明らかにし、21世紀に向かって主体的によりよい生活を創

造するための方法を考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生活に関する科学は、多くの専門分野に分か

1
生活原論の課題と

菇@

れているが、「生活原論」は、生活を総合的、
S体的にとらえ、生活の基本的課題を明らかに
ｵ、私たちが主体的によりよい生活を創造する
ｽめの方法を確立することをめざすものである。

山　手　　　茂

i東洋大学教授）

私たちの生活を構成している多くの要素は全
体としてのまとまりを持って澄り、これを生活

2
生活構造の変化と

ﾐ会構造の変化

構造としてとらえることができる。この生活構
｢は、社会構造によって規定されて湿り、現代
ﾐ会の構造的変化によって、大きく変化し、社

同　　　上

会化と不安定化が進んでいる。

人間の生ききかたは、社会的・経済的要因に

3
生活意識と生活文

ｻ

よってばかりではなく、精神的・文化的要因に
謔ﾁても影響されている。現代に帯いて、人び
ﾆ0生活意識・ライフスタイル・生活文化がど
ﾌように変化し、・生きかたがどのように再検討

牧野　暢　男

i日本女子大学
@　　　　教授）

されつつあるかを考える。

最近の若い世代は、「新人類」と称されるほ
ど、親の世代と異る性格やライフスタイルを持

4
世代とライフスタ

Cル
っている。世代とはなに瓜各世代の特徴はど
､して生じたかを理解し、異る世代の相互理解

同　　　上

・相互尊重協力・連帯などについて考える。

人間は、社会のなかで、社会の歴史的変化の

5
生活史とライフ・

Rース

影響を受けながら生きて澄り、ひとりひとり独
ｩな生活の歴史を持っておる。歴史のなかの人
ｶ、「人生80年時代」の生活周期などについ
ﾄ認識し、さらに主体的に人生を生きるライフ

牧　野　カツコ

i診茶の水女子
@　大学助教授）

コースについて考える。

私たちの生活には、家計・消費生活・余暇生

6
生活問題の構造・

ｶ活の質

活や夫婦関係・親子関係・老後不安など多くの
竭閧ｪある。それらを全体的・構造的にとらえ、
ｻれらの原因および発生のメカニズムを考察し、
竭閧ﾌ解決・予防のための対策について検討す

山　手　　　茂

る。

国民生活の実態を把握し生活政策・社会政策

7
生活水準・生活指

W・生活の質

の課題を明らかにするために：、生活水準の測定
竦ｶ活指標の開発などが行われ、生活の量的＝豊
ｩさのみならず、生活の質的向上が図られてき
ｽ。このような生活実態と生活課題のとらえか

庄　司　洋　子

i日本社会事業
@　　大学教授）

たについて検討する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 生活権と生活政策

　生活の社会化が進展するにともなって、生活
竭閧ﾍ、個人や家庭の課題としてばかりではな
ｭ、社会や国家の課題としてとりあげられてい
驕B現代国家に牽いては》生活権が確立され、
ｻれを保障するために生活政策が拡充されてい
驍ｱとを述べる。

山　手　　　茂

9 生活保障・生活福祉

　社会保障・社会福祉を中心にして、生活問題
��?ｵ、生活不安を解消するとともに、積極
Iに生活向上させるための政策と実践の課題を
沒｢する。現代においては、国民の主体的参加
ﾉよる福祉国家の形成・維持が課題になってい
驕B

庄　司　洋　子

10
生活設計の学習と

ﾀ践

　生活の安定と向上のためには、国家の福祉政策の拡充とともに、心入や家庭の主体的な生活設計の確立と実践が、重要な課題になっている。

w校教育・社会教育・家庭教育に貫いてとりあ
ｰられるべき生活設計学習の内容齢よび方法に
ﾂいて検討する。

牧野　カツコ

11 これからの国民生活

　今日まで産業化・都市化・核家族化などによ
ﾁて私たちの生活は変化してきたが、これから
Q1世紀にかけては、長寿化・国際化・情報化
ﾈどがいっそう進展し、国民生活もさらに変化
ｷると予想される。このような国民生活をとり
ﾜく条件の変化への対応策を考える。

山　手　　　茂

12 これからの地域生活

　都市化・核家族化・長寿化・情報化などに対
桙ｵ、生活を安定・向上させるためには、地域
ﾐ会において新しいコミュニティを創造するこ
ﾆが重要な課題になっている。このような観点
ｩら、コミュニティ形成の動向と今後の課題に
ﾂいて検討する。

牧　野　　　男

13 これからの家庭生活

@　　ワ

　21世紀に向かって、社会の変化に主体的に
ﾎ応しながら、私たちの生活を安定・向上させ
驍ｽめには、新しい家庭生活を創造することが
K要である。これからの夫婦関係・親子関係な
ﾇ家族関係や家庭経営の課題について検討する。

牧　野　カッコ

14
これからの男性・

乱ｫ関係

　これからの生活の安定・充実は、家庭・学校・職場・地域社会などあらゆる生活り場におい

ﾄ、男性と女性が対等の立場にたって協力する
ｱとによって実現される。このような観点から、
j性と女性との関係の問題点・課題について考
ｦる。

庄　司　洋　子

15
自立と共生のネッ

gワーキング

　現代社会においては、心身障害者や老人など
燻Q加した「自立と共生をめざすネットワーキ
塔O」が活発化している。その社会的背景や意
`を検討し、これからの国民生活の安定・向上・充実のためのネットワーキングの課題を考え

驕B

山　手　　　茂
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一衣服論＝・（TV）一服飾の歴史と現代一
　　　　　　　　〔主任講師：小池三枝（澄茶の水女子大学教授）　　　　　徳井淑子（澄茶の水女子大学助教授）〕

全体のねらい
　衣服を人間の意識とのかかわりの面から考察し、日本および西洋の服飾の歴史にあらわれたさまざ

まな事象が人間の心の多様な表われであったことを理解する。この理解が、現代日本の服飾のあり方

を見つめ、ひいては現代日本人の生活態度や思想を見つめることにつ：ながるであろう

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本講全体の；構成を概観し、衣服を人間の心情 小　池　三　枝
とのかかわりの面からとらえる方針を説明する。 （お茶の水女子

1 衣服　の　諸相
また、衣服および着装を示すさまざまな語（被
栫E服飾・衣裳・clbthes・cast㎜e　dress・

　　　大学教授）

ｿ井淑　子
garments等々）の意味の違いをのべ、本講が （診茶の水女子
服飾の語を用いることを確認する。 大学助教授）

服飾は、社会の中でどのような伝達の機能をも

もっかということを中心に、その記号性・象徴 杉　野　　　正
2 服　飾の　構造 性・精神性などの構造についてのべる。 （横浜国立大学

助教授）

中世社会において服装は、人の社会的立場は

中世フランスの社 もとより、精神的情況を含めた一個の人間を定
3 会と服飾 塾するものとしてあるように思う。このような 徳　井　淑子

（1）記号と象徴 服飾の記号と象徴を考えるため、文学や絵画の

人物描写から、服装についての決った型をとりあげる。

上のテーマについて、ここでは、制度化され

中世フランスの社 た、または慣習化された服飾をとりあげる。

4 会と服飾 同　　　上

（2）制度と慣習

異種の文化との接触の中で、絵画は人物表現

絵画の中の服飾表 に、現実とは遠くかけはなれた空想の産物を混 坂本　　　満
5 現 じえることがある。日本の例として、南蛮文化 （国立歴史民俗

（1）　南蛮風俗 の受け容れ方を考える。 博物館教授）

6

絵画の中の服飾表
ｻ（2）西洋近世の・エ

　上のテーマの西洋の例として、近世絵画にみ

轤黷驤ﾙ国人の表現をとりあげ、服飾に診ける

�z的なものについて考える。 同　　　上

グゾテイスム

現代の和装に直接連なる近世服飾について3

近世日本の服飾
回にわたって述べる。第1回は、小袖文様の主

7
（1）小袖文様の展開

題と表現上の技巧について解説する 小　池　三　枝
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
近世日本の服飾
i1）趣向の種々相

　西鶴作品ほか近世文学には服飾の多様な趣向

ｪ表されている。町人が服飾に示したさまざま

ﾈ趣向についてのべる。 小　池　三　枝

9
近世日本の服飾
i2）上方風と江戸風

　伝統性の強い上方風の服飾と、近世後期に新

ｽな様相を見せる江戸風の服飾の好尚について
l察する。 同　　　上

10
近代日本の服飾
i1）変容の過程

　洋服導入による男子服の変容について、過程

�ﾐ介しながら、西洋化の意味を考える。

同　　　上

11
近代日本の服飾
i2）洋風趣味と女
@　性像

　明治後期から大正期にかけての女性服飾にお

ｯる洋風趣味について、女学生の姿を中心にの

ﾗる。また洋風趣味の背景をなす生活空間を文

w作品によって考える。

鈴　木　すy江

i放送大学非常勤
@　　　　講師）

12
近代日本の服飾
i3）失われゆく美感

　明治大正期を通じ次第に失われつつあった近

｢的美感についての論述、たとえば九鬼国造の

uいき」の構造などの著された意味を考える。 小　池三　枝

13
西洋近代市民服の

ｬ立

　19世紀初頭市民社会の確立とともに定着
ｷる市民服について、成立の過程をのべこれ
�xえるダンディズムの意識を世紀末まで追う。 徳　井　淑　子

14
機能と装飾　一近

繧ｩら現代一

　19世紀後半から20世紀初めにかけて西洋
ﾅ展開した生活造形の思想と　の作品をとりあ

ｰ機能及装飾の意味を考える。
利　光　　　功

D（玉川大学教授）

15 服飾　の　現代

　現代の服飾現象と意識はどのような分析が可
¥か、過去の服飾意義との類似点が相違点は何
ｩなどについてのべる。また、服爵は自己を他
ﾉ示す表現の機能をもつだけでなく、着る人の
ｳまざまな想いが投入されるものであることを
ﾌべる。

杉　野　　　正

ｬ　池　三　枝

ｿ　井　淑　子
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＝食物の探究＝：（TV）
〔主任講師　宮崎基嘉（放送大学教授）〕

全体のねらい

　食物の世界の変貌は著しい。しかし食物に関する知識や同報は必ずしもそれほど深くはない。この講

議では食物の総てをとり扱うわけにはいかないが、いくつかの食物をとりあげて解説する。その視点は

「食文化・食の歴史」から「食物の現状」に移り、さらに「食物の社会学」、「食物の科学」を探る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）、

我が国の食物の歴史は日本人の生活の歴史の
重要な部分を形成する。縄文、弥生の時代から 宮　崎　基　嘉

1 日　本　の　食　物 現在に至る間、その歴史は時代区分に沿って変
ﾁてきている。最近40年間に澄ける変貌は特
に著るしく．食物のもつ意味が社会の動きを背 （放送大学教授）

景として大きく変ってきている。

食の味覚は民族によりかなり異なり、それぞ

れの国において独特の食文化を形成している。 木　村　修一
2 食　　と　味　覚 味覚の体質を探り、味覚の機能を追究する。

（東北大学教授）

先史時代から人々に用いられてきた香辛料は

食品に風味を賦与して嗜好性を高めるだけでは 中　谷　延　二
3 香辛料の世界 なく、食品の劣化抑制、腐敗防止などの保存効 （大阪市立大学

果も備えている。これらの機能特性とそれを発 教授）

現する成分について解説する。

甘味は基本的な食物の味の一種であるが、食

の歴史とともに人々の求める甘味は変ってきて 不　破　英　次
4 甘味を求めて いる。甘味料の種類の変化も著るしい。

（福山大学教授）

野菜は文化財といわれるほど、その歴史は奥

変りゆく　野菜 行きが深い。野菜の起源から世界への分布、そ 伊　東　　　正
5 して栽培型の変化へと野菜を追究する。

（仮） （千葉大学助教授）

きのこは種類が多く、その研究もまだ不十分

きのこ、野生から であるが、近年、きのこ類の生態研究がかなり 小　川　　　真
6

栽培へ
進んでいる。野生きのこから栽培きのこへと今

繧ﾍ変っていくであろう
（農林水産省森林
麹㈹､究所科長）

昆布の主産地は北海道で、最近まで他で栽培
されることがなかった。それが、薩摩を経て沖 大　石　圭　一一

7 昆布ロードを探る 縄中国にまで運ばれ、昆布食類型分布という
n域独特の消費形態を作った。また運ばれた経 （函館短期大学

路も一定していて、これを昆布ロードと称し、 教授）

その生成理由について解説する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

わが国の気候風土のもとに育った日本酒の伝

日本酒の伝統 統は、同時にわが国め微生物利用の巧みさを物 失　野　圭　司

8 語るものである。日本酒造業の歴史と酒の文化
（仮） に焦点をあてる。 （東京大学教授）

牛乳飲用の歴史は奈良時代にさかのぼるが、

わが国において一般的になったのは明治以後で 古　我　可　一
9 牛乳と日本人 ある。牛乳と日本人の係りあいについて技術論 （女子栄養大学

もまじえて探る。 教授）

食肉を生産するためにわが国で飼育されてい
る肉用家畜の品種を紹介し、肉用家畜から食肉 中　井　博　康

10 食　肉　の　選択
に供するために必要な処理工程について述べる。
ｶ産された枝肉及び部分肉がどのような基準 （農林水産省畜産

（規格）に基づいてどのように選別（格付）さ 試験場室長）

れるかについて解説する。

日本人は魚食民族といわれるほど、太古から

11 魚　食　の　軌跡

魚と深くかかわり、魚を診いしく食べる技術も
｢界に類例をみない。私たちの租先は海の幸を
ｭらしに：いかすことをひとつの文化にまで高め

山　川　健　重

たが、その軌跡をたどるとともに魚の生産、流 （東海大学教授）

通、消費の変遷を解説する。

日本の伝統的水産食品である水産練製品は最

12
海を渡った水産

@　　　　　練製品

近ではSURIMIとよばれて国際的に愛好され
C外でも生産されるようになった。水産練製品の製造原理を解説するとともに、地域的特色、

Vしい製品、製法、原料魚の開発について解説

岡　田　　　稔

i鈴廣蒲鉾工業（KK）

@　　技術顧問）
する。

豆類の利用は世界各国に論いて見られるが、
わが国に適いては大陸文化の影響を受けつぎな

13 官邸の　進　化
がら独自の豆食文化を築いている。わが国の豆
Hは米食と深く係りあい日本食文化の形成に重 宮　崎　基嘉
要な役割を果たしている。諸種の豆利用形態が
どのように進んできたかを探る。

米は日本の食糧を支える基幹的食物であり、
昔も今もそのことは変らない、しかし米の位置

14 米をめぐって
づけは最近著るしく変ってきた。その変化の過
��H：生活全体の中で考えたい。また、米自体 同　　　上

の生産、供給、品質などの諸問題を科学的に考
えてみたい

15回にわたるこの講議全体を通しての日本

の食物の姿を全体像としてとらえる。また、こ

15 ま　　　と　　　め れから日本の食物がどう変っていくのか。食文 同　　　上

化、食物科学の視点から考える。
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　　　　　　　　　　　　＝住まいと環境＝（TV）

　　　　　　　　　〔主任講師：本間博文（放送大学教授）　　　　　梅干野　晃（東京工業大学助教授）〕

全体のねらい
　外部の環境を調整して人間の居住に適した環境を造りだすことは住まいの重要な機能である。そのた

めには、住宅を取り巻く外部環境（気候、風土）に対する正しい知識と、それを制御する有効な手段を
知る必要がある。本回議では、主に熱唱、空気、音、などの環境に関する科学的な理解を深め、同じ
温帯にあり＝ながらわが国と対称的な気候風土のヨーロッパ地域を比較しながら、住戸内外の環境の調整

手法について学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

何が快適な環境であるかと言うことは、地域

序　　　　　　論 的な、あるいは歴史的な違いもあり、慣れも作 本　間　博　文

1 （快適な住まい 着するので一概には決められない。科学的なア

とは） ブローチによって真に快適な環境とは何かを考 （放送大学教授）

え、その環境を実現するための手法に：ついて述べる。

わが国の気候は地域によって大きく異なり、

2
気候・風土と

@　　　　住まい

四季の変化も激しいことから、年間を通じて快
Kな居住環境をつくりだすことは極、めて難しい。

?[ロッパの気候特性とも比較しながらわが国
ﾌ気候・風土を検討し、快適な居住環境を実現

梅干野　　　晃

i東京工業大学
@　　　助教授）

するための条件を明らかにする。

都市にはヒートアイランド現象のように郊外
と異なる特有の気候が形成される。その形成要

3 都　市　気　　候
因をさぐるとともに、現在どの様な状況にある
ｩをリモートセンシング画像などで明らかにす

同　　　上

る。また、そのような気候の変化が、都市居住
に及ぼす影響について考える。

過密化が進むにつれ、大都市の居住環境は悪
化する一方である。大気汚染、騒音と言った各 山　下　恭　弘

4 大気汚染と騒音
種の公害は都市化に比例して我々の日常生活に
l々：な生活困難をもたらす。大気汚染や騒音の

ﾀ態、健康との関係、その防止策について実例
（信州大学助教授）

をもとに述べる。

都市には様々な住居形式が混在しているが、
それらの住居内の環境は想像以上に大きな違い

5 都市の住まい
が見られる。代表的な都市住宅の住戸内環境を
?ﾌ的に調べ、個々の住戸形式の居住環＝境上の 本　間　博文
特色を明らかにし、今後一層の過密が予想され
る都市住宅がどの様な調整機構を持たなければ
ならないか、実1を通して考える。

近年住戸内外で発生する音は飛躍的に増大
し、これらの音を適切にコントロールすること

6 住　ま　い　と　音
は住環境計画における重要な課題である。日常
ｶ活で発生する音を実測し、その音の物理的性

山　下　恭　弘

質や構造体の遮音、吸音などについて述べ、騒
音防止設計や音響計画を紹介する。

室内へ光をどの様に取り込むかはその民族の
文化を反映していると言っても過言ではない。

7 住　ま　い　と　光
昼光の特色や人工照明に関する基礎的：な事項を

qべるとともに、わが国やヨーロッパの具体的

梅干野　　　晃

な事例をもとに採光・照明計画の指針を述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
住まいと熱　　1
i室内気候と
@　　　　　体感）

　熱環境を考える上で重要な暑さや寒さの感覚
ﾍ単に気温だけで決るものではない。体感を規
閧ｷる熱環境要素について述べ現在提案され
ﾄいる主な指標を紹介する。さらにこれらの指
Wをもとに、快適な室内気候を形成するための
�盾�lえる。

梅干野　　　晃

9
住まいと熱　　H

i暖かい住まい）

　熱の移動に関する基礎事項を述べた上で、暖
ｩい住まいをつくるために必要となる。断熱性、
C密性、熱容量などの建物性能を概説する。さ
轤ﾉ、室内空気を清浄に保っための換気方法や、
g房方式とその特徴にも触訟ヨーロッパと比
rしながらわが国の今後の方向を考える。

同　　　上

10
住まいと熱　　皿

i涼しい住まい）

　わが国の梅雨から夏にかけての高温多＝湿の気
��ｽぐためには日射を遮り、室内の通風換気
�[分に計ることが基本である。日射遮蔽の方
@とその効果を述べあわせて効果的な通風・
ｷ気の手法について概説する。

同　　　上

11
維持管理と

@　　　室内気候

　カビやシロアリに代表される生物による住ま
｢の汚れ、傷みは室内気候の影響が大きい。湿
Cが篭り、あるいは結露が発生して汚れが進行
ｵ、次第に傷みに進行する。本章では結露現象
ﾉ着目してその発生理由や防止方法を知り、清
奄ﾉ住むための条件を考える。

同　　　上

12 太陽熱の利用

　わが国はヨーロッパ諸国に比べて低緯度にあ
驍ｽめ、太平洋岸の地域では地理的にも気象的
ﾉも冬季間の太陽熱の利用が可能である。この
翌ﾈ恵まれた条件を活用するために日照、日射．
ﾉ：関する基本的な性質を概説し、具体的な住宅

ﾉ診ける活用の事例を紹介する。

本　間　博　文

13 パッシブシステム1

　太陽や風など自然の力を生かし、建築的な工
vによって快適な室内季候を形成する方法は古
ｭから民家などに見られるが、近年、パッシブ
Wステムと呼ばれ、科学的なアプローチが試み

轤黷ﾄいる。この基本的な考え方や具体的な手
@とその効果について紹介する。

梅干野　　　晃

14 パッシブシステム丑

　わが国の気候は地域によって大幅に異なり、
ｩ然気候の利用もその地域の気候風土の特性に
№墲ｹて計画しなければならない。わが国や欧
ﾄのパヅシブソーラハウスを紹介し、その基本
I：な考え方や建物の性能などを知り、地域に適
№ｵた住いを考える。

本　間　博　文

15 これからの住まい

　わが国の複雑な季候条件のもとで、高度化す
驪緒Z者の要求永準に：対応した快適な居住環境
�ﾃくりだすことは難しい住戸内外の環境を見
ｼし、おもに窓などの開口部に焦点をあて、現
繧ﾉ適合した住まいの条件を提示し、これから
ﾌ住まいのあり方を考える。

同　　　上
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＝少年期の健康科学＝　（R）

〔主任講師：古谷　博（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この少年期の健康科学は、母子健康科学に続くもので、学童から、思春期を経て青年に達するまでの

子どを対象にしている。この時期の子どもは、学校、家庭、社会の中にあり、著しい発達・生長を示し

て、次第にひとり立ちしていく。その健康は生涯の基盤ともなるものである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

少年、少女の健康な発達・成長は、長い人生

序論一少年期の にわたる活動にとって極めて重要である。少年 古　谷　　　博

1 期の健康科学のねらいについて述べる。

健康科学のねらい （放送大学教授）

最近の学童から年長児にいたる子どもの身体

現代の少年の特徴 的、精神的発育の特徴について述べ、また家庭 巻　野　悟　郎

2 ・学校・社会の中で、子どもの心身の成長にみ

と問題点 られる問題点を指摘して、健康科学の視点から （東京家政大学教授）

考察する。

少年期には、素因・体質・環境によって発達

・成長に個体差が著明に現われ、性的発育にも 川　崎　富　作

3 素因　と　健　康 これが認められる。これらの関連を包括的に考 （日赤医療センター
察する。 部長）

全身各臓器、器官の発達について、系統的に

それらの構造と機能の変化を概説する。さらに 渡　辺　言　夫

4 成長と発達（1） これら身体的発育が子どもの階緒、行動などに

及ぼす影響について考察する。 （杏林大学教授）

とくに脳神系、感覚器系、免疫系など高次機

能に関する生長・発達について個別的、包括的
5 成長と発達　（皿） に概説し、それらの発達が子ども精神面への影 同　　　上

響とその意義についてのべる。

少年期の発達・生長にともなう身体の鍛練、

運動機能、体力と 運動機能の訓練、スポーツの適性、三熱の評価 江　’口　篤　寿

6 などについて述べ、体力と情緒的発達との関連

スポーツ を考察する。 （前筑波大学教授）

学校の健康管理は、地域の組織的活動によっ

7
学校の健康管理と

注N教育

て支持され著しく充実してきたが、健康教育は
ﾛ健学習、保健指導、安全指導、給食指導、事
ﾌ防止など、多岐にわたり、や・形式的になり
竄ｷい。健康教育のあり方を考察する。

高　野　　　陽

i国立公衆衛生院
@　　　　部長）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成長の過程で個人的、集団的に罹患しやすい
疾患や、少年期に発症する異常など、少年期に

8 病気　と　異常
おける疾患像も概説し、それらの予防、早期発
ｩ、対処のしかた、学業との関係について概説

川　崎　富　作

する。・また予防接種慢性疾患の子どものケア
を述べる。

最近の子どもの食事のパターン、摂食行動な
どをふまえて、少年期の栄養と健康との重要な 前　田　和　一

9 栄　養　と　食事 関連について述べる。また偏食、多食や、食物
Aレルギー、食中毒神経性食思不振症（思春
冾竄ｹ症）などの病態についても述べる。 （埼玉医科大学教授）

戦後まもなく児童・生徒を救済する応急的措
置として発足した学校給食は、学校給食法の制

10 学　校　給　　食 定（昭29）、その後の整備と普及により完全実
{率は約85％に達している。現在、嗜好、食 高　野　　　陽

事時間、家庭との連けい、食生活の自己開発の
問題がある。

子ども全体的に観察すると、健康・不健康と
いう視点からの区別の他に、強い子・弱い子と

11 強い子と弱い子
いう評価からの見方もできる。登校拒否、心身
ﾇ、不適応徴候、情緒障害、非行など、現在と 巻　野悟　郎
くに年長児に増加している弱い子の問題につい
て述べる。

子どもの時から澄となの病気がはじまってい

論となの病気のは る。子どもの肥満と将来の動脈硬化や糖尿病と 加：藤　精彦
12 じまり　一予防と の関係や、その危険因子などを考察する◎また

健康管理一 身体障害、精神遅滞のある子どもの健康管理、

ｶ活指導について述べる。
（山梨医科大学教授）

男子の第二次性徴、性機能の発達をもたらす

思春期の発来（1） 視床下部一下垂体一性腺系のホルモンの動き、

13 精通現象、異性への関心、男子に対する性教育 同　　　上

一男子一 などについて述べる。

女子の第二次性徴、性機能の発達をもたらす

14

思春期の発来（皿）　　　　＼

齒落q一

視床下部一下垂体一性腺系のホルモンの動き、
煙o、排卵、女性特有の代謝、女子に対する性
ｳ育などについて述べ思春期女子の婦人科的
注N管理、主なる疾病などについて解説する。

古　谷　　　博

成年に達すると、実業に就くもの、学業を続

少年期から けるものなど、子どもは青年となって独立して

15 いく、新しい次の世代の父や母なる準備も始め 同　　　上

青年期へ られる。この時期の健康について統括した考察
�ｵたい。
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　　　　　　　　＝＝教育思想（1）＝（R）

　　　　　　　〔主任講師：村井　実（大東文化大学教授）〕

全体のねらい
　教育の思想というのは、子どもたちを善くしようとする工夫や活動を支えるさまざまの考えである。

それが、歴史上、時々の経済や政治、あるいは文化の状況の中でどう変化し、どう発展してきたかを

代表的な思想家たちについて見：ながら、古代より近代の始まりにまで及びたい・

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 教育思想のはじまり
i1）教育ということば

教育ということばが生まれるということは、教

轤ｪ問題として人々の意識に上ることを意味す

驕Bそれは、人間の歴史の上で、いつごろ、ど

ﾌようにして起こったか。

村　井　　　実
i大東文化大学教授）

2 教育思想のはじまり
i2）子どもを善くする

子どもを善くしたいというところから、そもそ
ｳ何が善いのか、・また、どうしたら善くするこ

ﾆができるのか、などが問題として生ずる。こ

黷ｪ教育思想の始まりである。

同　　　上

3 ソ　ク　ラ　テ　ス

「善さ」とは何か、「善くする」とは何か、な

ﾇの問題を生涯にかけて問うと同時に、その問

｢かたについて、丁産婆術」「問答法」などの

蜥｣を行ったソクラテスの歴史的意味は何か。

同　　　上

4 プ　　ラ　　ト　　ン

ソクラテスの弟子として、プラトンは、ソクラ

eスの思想を理論的に整えることに力を注いだ。

ｾが、その思想は、ソクラテスに対して、対極

ﾆもいうべき特徴をもつに至った。その吟味。

同　　　上

5 イ　ソ　ク　ラ　テス

インクラチスは、ソクラテス、プラトンとほぼ

ｯ時代のアテナイの町で、さらに独自の修辞学

Zを開くことによって、教育思想の第三の原型

ﾆもいうべきものを展開してみせた。それは何

ｩ。

同　　　上

6 人間主義・理想主
`・現実主義

子どもたちを善くしたいという、教育の思想に

qどもたち、澄よび善さをどう考えるかに応じ

ﾄ、教育思想の三つの原型が生まれた。ソクラ

eスの人間主義、ブラトソの理想主義、イソク

宴eヌの現実主義である。

同　　　上

7 クインティリアヌス

ローマの共和制社会では、討議と説得の術とし

ﾄの弁論をもって教育の理想とするに至った。

ｻの思想の集大成どしての、クインティリアヌ

Xの『弁論家の教育』の特色。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 アウグスティヌス

キリスト教が社会に力を強めるに至って、その

Lリスト教的「神」との関わりに澄いて人間の

ｳ育が考えられる。それと、ギリシアーローマ
ﾌ時代の教育思想との比較，

村　井　　　実

9
中世の教育思想
i1）教会の教育一神
ﾖの形成としての教育

子どもたちを善くしたいという、その善さが、
搗zとしての神とされ、その神にむかって子ど
烽ｽちを形成することが教育と考えられた。し
ｩし、神を求めることよりも、神に・基づいての

`成が強制された。還相の理想主義といえる。

同　　　上

10 中世の教育思想
i2）世俗の教育

教会が掲げる神の理想の下で、世俗の世界では

{廷は宮廷なりに、商人は商人なりに、職人は

E人なりに、社会階層ごとに現実主義的な教育

�W開した。思想上、理想主義と現実主義との

??ｪ生じたのである。

同　　　上

11
ルネサンスの教育

v想

久しい中世の教会による極階からの解放を求め

體ｮきが、ギリシャ、ラテン時代の人間像を理

zに掲げる人文主義の教育思想を生んだ。代表

Iな人物にエラスムス、トーマス・モアなどが

唐ｰられる。

同　　　上

12
宗教改革の教育思想一ルターとカルヴァン

中世は、人間にとっての「善さ」＝神が教会に独

閧ｳれた時代といえるこそれを教会から開放し

ﾄ、聖書を通しての人間との直痒ξ）関係に置こ

､としたのが、ルターとカルヴァン、宗教改革の

v想家たちであった。その教育上の意味は何か。

同　　　上

13 ラブレーとモンテーニュ

人文主義の教育が形式化して「キケロ主義」と

]されるようになるのに対して、形式よりも内

e、ことばよりも感覚や理性、知識よりも経験

�dんじようとする実学主義が台頭した。中世
ﾈ来の理想主義的な大勢に対しては、現実主義
Iな思想の新しい形での復活である。

同　　　上

14 コ　　メ　ニ　　ウ　ス

「知る」という働きの重要性、万人にとっての

ﾂ能性への着眼を中心として、それを現実化す

髟菇@と組織が考察される。一近代を支配する

ﾉ至った実学主義的教育思想のスタート

同　　　上

15
思想　の’系譜
ｻ実主義の再生

教育の思想は、子どもを善ぐしたいという人々

ﾌ意：欲に貫かれて、入間主義的、理想主義的な

ﾇ、時どきの政治的、経済的、文化的等の状況

ﾉ応じて変化しながら発展していく。その経過

ﾌ回顧と展望。

同　　　上
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　　　　　　　　＝＝教育思想（II）＝（R）

　　　　　　　〔主任講師：村井　実（大東文化大学教授）〕

全体のねらい

教育の思想というのは、子どもたちを善くしようとする工夫や活動を支えるさまざまの考えである。

それが、歴史上、時々の経済や政治、あるいは文化の状況の中でどう出現し、どう変化し、どう発展

してぎたかを、とくに近代の始まりから現代までについて、振り返ってみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロックは、イギリス紳士階層の教育思想の代弁

者として出現した。この階層的現実主義が絶対
1 現実主義の広がり 主義国家に広がるその際、子ども、あるいは人 村　井　　　実

一階層性と子ども観 間は、どういうものと見られたか。一子ども観 （大東文化大学教授）

の問題

「造物主の手が出るときはすべてが善いのだが

人間の手にかかってすべてがダメにされている」

2 ル　　　　ソ　　　　一 という革命的：な宣言。一その教育思想的な意味 同　　　上

は何か。

ルソーの影響下に、人間、自然、感覚と身体と

への関心等をもとに、ドイツに汎愛派の運動が生

3 汎愛派の人々 じた。バゼドウ、ザルツマンなどを代表とする 同　　　上

が、とくにザルソマンについてその特色を見て
み：た。

人間と自然を重んずるというルソーの系譜に立
ち、同時に実践上では汎愛派の実践に同調した

4 カ　　　　ン　　　　ト
が、カントは、両者の現実主義的な関心をはる
ｩに越え出る、独特の思想を説いた。これは、 同　　　上

人間性理念の完成という、その意味での新しい
理想主義思想一理念主義一ともいうべきものの
力強い宣言であった。

フランス革命は、教育上、歴史的な二つの問題
を提起した。第一は、圧制への抵抗としての自

5 コンドルセーフランス

v命の教育思想

由と平等の強調であり、第二は、国家による公
ｳ育という考えである。この二つの、ほとんど
ｵ盾的といってよい要求の、最初の調停者とし

同　　　上

て、コンドルセが出現した。

政治への関心、経済への関心と、教育への関心

との関係、したがって、政治思想・経済思想と
6 ペスタ　ロツチー 教育思想との関係、こうした関係が、ペス三三 同　　　上

ッチーによって、どう把握されていたか。

アウグスティヌスやルターのばあいの教育思想の

中心にあった「神」が、新しい意味をもって出
7 フ　　レ　　一一　ベ　　ノレ 現する。子どもの中の「神」一それが教育の歴 同　　　上

史にどういう新しい動きを作り出したか。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 オ　一　　ウ　ェ　ン

[産業革命と教育

産業革命の進展とともに、社会が労働者の子弟

ﾌ啓蒙を必要とし、そこから、社会の側からの労

ｭ者階級への教育的関心が生じた。こうして社

?蜍`の教育思想が生まれる。その代表者とし

ﾄのロバート・オーウェンの思想を吟味する。

村　井　　　実

9 ホーレス・　マン
[アメリカの教育思想

フランス革命によって提起された、自由・平等
ﾆ公教育との緊張の解決への道が、新大陸の新
痩ﾆアメリカにおいて、デモクラシーの理念の
烽ﾆに拓かれることとなった。その代表的教育
v想家、行政家としてホーレス・マンが出現し
ｽ。

同　　　上

10 ヘ　ル　バ　ル　　ト

[思想と科学

近代に入って、教育に科学の成果としての知識

E技術を取り入れると同時に、教育の思想を科

w化する関心が高まっていった。その最初の積

ﾉ的な試みがヘルバルトによって企てられた。
ｱこでは、そめ試みの意味と限界とを考察する。

同　　　上

11 デ　　ュ　　一　　イ

国家と、知識・技術と、市民と、人間と、この

l者の必然的なもつれ合いをどういう方向に解

?ｵて理想の教育を実現するか。この視点から、

fューイの教育的民主主義の思想を吟味する。

同　　　上

12 森　　　有　　礼

日本に澄ける国家と教育の関係をどら考え、ど

､調整するか、森有礼の国家主義的教育思想の

ｬ立を吟味する。 同　　　上

13 福　沢　　輸　吉

森有礼と同時に、同じ国家近代化の意図をもっ

ﾄスタートした福沢諭吉の教育思想が、どうい

､異なった主張に結晶していったか。その両者

ﾌ相違の意味6

@　　　　　　　　　　　r

同　　　上

14 教育の民主主義
i1＞新しい出発

明治以来の日本での教育、戦争と敗戦、米国教

邇g節団報告書、教育基本法と新教育、新教育

ﾌ運命、現在の日本の教育現実等は、教育悪事

繧ﾌ問題として何を意味するか。

同　　　上

15 教育の民主主義
ｿ）歩みの現実

日本の戦後の教育は、民主主義を旗印として進

ﾟられたが、いつの間にか、その理想にかえっ

ﾄ遠ざかる方向に進んでいるかに見える。これ

ﾍ何を意味するか、これを、明治以来の潜在的
ﾈ教育的国家主義の問題として吟味する。

同　　　上
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一学校教育＝ （TV）

〔主任講師：＝深谷昌志（元放送大学教授）〕

全体のねらい

　学校教育がどんな意味を持っているかを考えていく。この講義は教育関係の入門的な性格を持たせて

あるので、基礎的な事実を深めていく。な澄、この科目は昭和58年に作成したものを手直ししたので、
放送・印刷教材ともに工夫をこらしてある。学習しやすさを配慮したっもりなので頑張って学習して

ほしい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもの発達にとって、学校の果たす役割を

子どもの発達 “いくつかの教育実践”を紹介しながら考えて 深　谷　昌　志
1 みる。

と学校 （元放送大学教授）

諸外国の学校の姿との対比の中で、日本の学

日本の学校、その 校の特色を、歴史的な背景を含めてとらえ、問

2 題を堀り下げていく。 同　　　上
特色

学校のあり方は社会の歴史的変化に対応して

近代の社会と学校 変わる。ここでは、近代学校をそれ以前にあっ 中　野　　　光

3 た藩学や寺子屋などと対比して考える。

の成立 （立教大学教授）

明治中期の教育政策の展開を歴史的素材とし

国家による学校教 て、戦前に澄ける国家主義的な学校教育の明暗

4 を解明する。 同　　　上

育の明暗

大正デモクラシーの時代といわれた第一次大

教育改造を求めた 戦後の教育に起った教育改造の動きを、教育の

5 画一化と個性との関連でとらえる。 同　　　上
動き

戦後の教育改革の原点を確かめるために、「教

育基本法」の理念や、六・三制の成立事情など

6 戦後教育の原点 を考察する。 同　　　上

学校教育と法規との関連を、子どもの「教育

を受ける権利」の保障という立場から、学校の

7 学校をめぐる法規 実態に即して考える。 下　村　哲　夫

一296一



回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 学校経営の仕組み

教育目標の達成のために、学校では校長をは

ｶめとする教職員が組織化されている。その中

ﾅとくに重要な校長の役割を中心をとらえる。 下　村　哲　夫

9 教育内容と授業

　学校の教育内容について、教育課程の基準と

ﾌ違いを明確にしながら、教育課程編成の手順

竅A問題点を考える。 同　　　上

10 教育活動の展開

　教科書、補助教材、児童・生徒の懲戒、学校

膜ﾌなど、教育活動の展開に関連して生じるさ

ﾜざまな問題を、法規との関連でとらえる。 同　　　上

11 学級集団の構造

　小学校教育の中心は学校にある。そこで、学

奄ﾌ持つ意味を集団構造の視点からとらえて、

ｻの特色を明らかにする。 深　谷　昌　志

12 教師　の仕　事

　教師の専門職化とのかかわりで、教職のあり

福�ﾆらえる。特に、教職の特性を教員養成の

?阨福ﾌ点から考える。 同　　　上

13 地域社会と学校

　学校の役割を地域社会や家庭との関連で考え

ﾄいく。それと同時に、教育と学校との違いも

ﾆらえる。 同　　　上

14 学校論の系譜

　近代以降に限ってみても、さまざまな学校論

ｪ提起されている。そうした系譜を現代の視角

ｩら分析し、あとづける。 同　　　上

15 学校改革の可能性

　さまざまな問題点をふまえて、これからの日

{の学校改革の可能性を、諸外国の学校改革の
�ｵを視野に澄いてとらえる。 同　　　上
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＝教育の方法＝（TV）
〔主任講師　東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　学習および発達に関する心理学的知見と教授の過程に関する実践的検討とをあわせ、単に既存の教

育方法についての知識を得るのみでなく、新しい教育方法の開発、理解、評価の能力を獲得してもら

いたいと思う。心理学、教育学、教育工学の諸分野から、数名の講師が分担して講述にあたる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 教えるという仕事

柔軟な方法観の必要

]来の学校教育の型にとらわれずに学習の場は

ﾇこにも

　東　　　　　洋

i白百合女子大学教授）

2 教えのスタイル

教えのスタイル

竄閧ｩた主義
w習観と教師の役割 同　　上

3 家庭　と　学校

小さな対立

ﾆ庭の文化、学校の文化

�ﾝ的カリキュラム
�ﾝ的カリキュラムにおける家庭と学校

ｱれからの家庭一学校関係

同　　上

4
日本の学校と欧米

ﾌ学校

外発的動機と内発的動機

ｮ機の日米比較

燒ﾊ的動機 同　　上

5 いろいろな教育（1）

オープンエデケーション（1）一イギリス・アメリカでの発展と現状

加　藤　幸　次

送ｧ教育研究所
謗l研究部第二

@　　研究室長

6 いろいろな教育（2）

オープンエデケーション（π）一21世紀に生きる子どもたちのための学校と

@創造 同　　上

7 いろいろな教育（3）

プログラム学習

ｮ全習得学習
椏嘯ｷる環境

菅　井勝雄
i大阪大学助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 いろいろ＝な教育（4）

視聴覚メディア利用の発展

拠ｮ覚メディアの特質
拠ｮ覚メディアと学習指導の形：態

高桑康雄
i上智大学教授）

9 いろいろ＝な教育（5）

教育の中のコンピューター（1×2）（3）

　東　　　　　洋

@鈴木靖子
i福武書店ニューメデ

Bア研究所研究員）

10 幼児教育に学ぶ

学習者としての幼児一二つの見方

c児の学習一知的側面

c児の学習一動機的側面

?ｹ方式

　永　野　重　文

i国撃壌）

11 障害児の教育

障害児

ｭ達障害児
瘧Q児の鑑別診断

w習課程と障害
｡療教育の三原則

　森　永　良　子

12 入格の成長と教育

人格の成長過程一社会化の過程

ｩ己意識の発達

Jウンセリング的アプローチ

ｳ育とカウンセリング

東　　　　洋
ﾉ　田　　　進
i横浜国立大学

@助教授》

13
教師はどのように
轤ﾂか（1）

「育つ」ということ

ｳ師が最初に当面するむずかしさ

S年間の授業の変化（1）一最初のZ年間
稲　垣　忠　彦

i東京大学教授）

14 教師はどのように
轤ﾂか（2）

4年間の授業の変化（2）一後半の2年間

菶ﾊの形成とライフ・コース

同　　上

15
これからの時代と

ｳ育方法

学習はいろいろな機会をとらえる

w習環境ど教育環境
ｱれからの教育の考え方 東　　　　　洋
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＝学習と指導＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　　　～教室の社会学～

　　　　　　　　　　　〔主任講師：片岡徳雄（広島大学教授〉〕

全体のねらい

　「学者と指導1すなわち「何が、どのように：、教えられ学ばれるか」は、心理的・主体的な問題で

あると同時に、文化的、人間関係的な問題である。ここでは、後者、社会学的視点に立って、学習と

指導の行なわれる様々な現実の教室を分析し、その改善点を考えるd印刷教材では論理的に、TV番

組では実例時に、考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育の盛んな今日、「教室」は至るとこ

1
教室とは一成長と

W団

うにあるが、これから考察する教室が「教室」

ﾌ名に値いするには、どんな教育が必要か、競

?ﾇ協同、学習集団、準拠集団などの概念から

片　岡　徳鮭
i広島大学教授）

考える。

指導者とは、どんな性格で、どんな働きをす

2
指導と経営一教師
ﾌリーダーシップ

るのか。父理原理と母性原理、P機能とM機能
ﾌ違いを考える。また教師と政治家、経営者と 同　上
の共通点と相違点も、比較考察する。

学習者たち1人ひとりの個性が大事にされ、
教室づくり入門一 しかも、教室としてまとまっている。そんな教 倉　田　侃　司

3 一行為と感性による 室をどうつくってゆくか。教室の人間関係つく （広島又教女子

りの新しい方法について考えたい。 大学教授）

教室はメンバーの成長のためにある。教室の

4
教室の組織と運営一参加と責任 組織と運営は、一人一役、全員参加の方式に求

ﾟられる。それらを、対人感情の現実をからま 片　岡　徳　雄
せて考えてゆく。

教室には規律は必要か。そこに、生み出さ

5
教室の規律と風土一瞬かさと厳しさ れる集団風土は、いかなるものか。支持的風土

ﾆその風土をつくる手法とを、理論的・実験的 同　上

・実践的に考えてゆく。

教室は、様々な学習内容を学ぶためにある。

6
教室の学習内容一
齧ﾚ的と養成

カリキュラムはいかに編成されるか。そこで学

K者が味わう学習経験とは：なにか。そして、教 同　上

回外の学習、潜在的カリキュラム、そして放送

教材と印刷教材の関係などを考える。

学習教育が始まって以来、最も普及したのは、

7 授業の形態一一
ﾄ指導と集団学習

一斉指導と呼ばれる授業形態であった。この形

ﾔは、最もやりやすいものであるが、欠点も多

｢。授業の三つの構造要因を手がかりにしなが

高　旗　正人
i岡山大学教授）

ら、よい授業の形態について考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ふつう評価というと、狭い意味でのテストに

8
授業の評価一態度
ﾆ意欲

よる知的学習効果に限定されがちである。しか

ｵ、ここでは、学習者が学習過程を通して身に

ﾂける意欲や態度の、さらに：は、指導者の自己反

高　旗正人
i岡山大学教授）

省に役立つ、評価へも視野を広げて考えてみたい。

教室で成長するための学習者が、教室で傷つ

9
指導困難者の指導一偏見と信頼 き、むしろ反教室的になることがある。このよ

､な指導困難者がどうして生れるか。そしてま

ｽ、彼らをどう指導するか。ラベリング論、カ

片　岡　徳　雄

ウンセリンク論、そして態度変容論から考える。

教室は、例えば修学旅行や野外キャンプのよ
うに、教室外で学習することもある。あるいは、

10
教室の移動と祭り一体験と解放

運動会や文化祭のように、場所は学校内でも、
w習者の体験を基に祭りの形で学習することも
?驕Bこれらの行動のもつ意味を、現代の社会

森　　　　㌫
i広島大学教授）

的・文化的状況から考えてみたい。

管理や統制が厳しい学校に比べて、幼稚園や
保育所の教室には、まだ自由が残されている。

11
幼児の教室一学習
ﾆ遊び

それは、幼児の学習が遊びを通してなされてい
驍ｩらである。ここでは、遊びを中心とした幼

同　上

児の教室の特性を取り上げることで、学習の本
来のあり方を考えてみよう。

大学の授業とその他の学校の授業には違いが

12 大学の教室一自学
ｩ習の場

あるか。講義はどんな特徴と長短をもつか。日

{の大学教育の問題と今後などを、外国の大学

ｳ育との比較を通じて考えてみたい。

喜多村和之
i広島大学教授）

生涯学習の「教室」を支えている、最も大き

13
生涯学習の教室一
ｩ発と継続

な要因は、メンバーの自発的で継続的な学習へ
ﾌ意志である。それを、どのように引き出し、
Lばしてゆくか。学習参加度や人間関係、さら

住　岡　英毅
i滋賀大学助教授）

にはリーダーシップとのかかわりで、多角的に
考察する。

教師の歴史は人類の歴史とともに古い。教室

14
教室の歴史一日本

ﾌ場合

の教師のコミュニケーション形態の移り変りを

Tるとともに、日本の教室の人間関係の変遷を

焉Aその社会的背景を合わせつつ、考える。

片　岡　徳　雄

教育の根源は教師の人にある。教室の教師に：、

15
期待される教師像一人格と技術

今なにが求められているか、教師の人格の問題
�A指導技術との関係に：おいて考えたい。そし
ﾄ、なお残された課題を、幼児教育、初等教育、

同　上

中等教育、高等教育のそれぞれの教師について
考える。
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、＝ ｾ語と教育＝（R）
〔主任講師：村石昭三（埼玉大学教授）〕

全体のねらい

　入間の言語習得の問題に触れながら、言語発達に即した教育とはどうあるべきかを考える。このため

言語の機能から始め・音声、．文字、語彙、文法の諸能力の習得に触れ、表現、理解における創造性の問

題までを扱う。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）伝え・伝わる　（2）ことばの世界（3）言い惜し

1 言語　の　機能

み、聞き惜しむ　（4）ことばかけ、などに関する事例から、言語の機能とは何かを考える。

村石　昭　三
i埼玉大学教授）

（1）ことばの誕生（2）リズムの世界（3）音と声の

ひびき、などに関する事例から、子どもの持つ言

2 音　　　と．　声 語への直観力（言語感覚）について考える。
同　　上

（1）一音一字対応（2）音と文字の有意味性（3）ひ

らがなの機能、などに関する事例から、子どもに

3 音から文字へ とって文字とは何かを考えるd
同　　上

（1）「も」と「は」　（2）未来年の文法（3）助詞の

習得（4）助詞の修正（5）文法への興味、などに関

4 助詞の使い分け する事例から、機能語の問題を考える。
同　　上

（1）好きな言葉・嫌（な言葉、（2）「行く」と「来

5
語彙の　習得一好きな言葉一

る」　（3）意味を習得する過程、などに関する事例から、語彙習得の順序性について考える。

同　　一上

（1）あべこべ（2）対義の複合語（3）順行と逆行、

6
語彙の　習得一認知の方向性一

などに関する事例から、認知の方向性について考える。

同　　上

（1）助数詞はどれだけ（2）文化の変容と助数詞

7
語彙の　習得・一助数詞一 （3）概念の発達と助数詞④意味の構造化、などに

ﾖする事例から、概念形成とのかかわりについて
lえる。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

（1）ことばで描く世界（2）仲間づくり　（3）定義

8
語彙の　習得一概念の意味づけ一

（4）意味づけ、などに関する事例から、概念形成と

ﾌかかわりについて考える。 村　石　昭　三

（1）保育に拾う　②目主焼き　（3）へのへのもへじ

（4）ファンタジーの世界、などに関する事例から、

9 生活のことば 生活のことばの意味について考える。 同　　上

（1）絵を読む（2）話の先を読む（3）会話を読む

（4）「見え」を読む、などに関する事例から、読み

10 絵本一絵を読む とは何かについて考える。 同　　上

（1）ことば遊び（2）文字遊び（3）ことば遊び、文
こ　と　ば　遊　び 字と遊ぶ、などに触れながら言語教育の中での意

11 ・　文字遊　び 味を考える・ 同　　上
一　表　現　の　心

、

（1）子どもらしさとは（2）話をつくる心、などに

関する事例から、創造性の意味を考える。
12 ことばと創造性 同　　上

（1）ファンタジー　②話づくりの技法（3）ロダー

りのファンタジー論　（4）表現力とファンタジー、
13 話づくりと創造性 などに関する事例から、文章表現と創造性の問題 同　　上

を考える。

α〉ことわざの解釈違い（2）ことわざの打ち返し

と　　わ　　ざ
に関する事例から、言語生活における、ことわざ、

ｼ言の意味について考える。 同　　上

（1）世界の読み書き能力　②日本に澄ける読み書

15
日本入の読み書き

¥力

き能力調査、（3）読み書き能力の基準、（4）読み書き

¥力の改善などから、国際比較や暦年調査の比較

�ｵ言語と教育の問題を総括する。

同　　上
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　　＝道徳教育：＝（R）

〔主任講師：宇佐美寛（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　道徳という事実の中心的部分は、社会的問題状況に澄ける個人の意志決定である・そして・どんな教

育でも、この意志決定の能力に何らかの影響を与えている。その意味では・齢よそ教育というものは・

道徳教育である。被教育者の道徳に影響しない教育などというものはあり得ないのである・だから・学

校で行なわれている道徳教育一般を論じたのでは、学校で行なわれる教育の全てを扱うことになり・あ

まりに広くなりすぎる。そこで、この科目では、特に「道徳教育」を意識して計画的に特定の内容・方

法で行なっている教育実践を論ずる。具体的には、いわゆる「道徳」の時間の問題を中心に論ずる。

第1章道徳教育と「道徳」

　1．　1　かくれたカリキュラム

　2．H　向山洋一氏の実践

　3．皿　事例（現状の諸特徴）

第2章　「道徳」の現状

　4．嵐1　「道徳」のしくみ

　5．　腹　事例（「道徳」の症状）

第3章　　「道徳」の資料

　6．　1　「ぼくはこうかいしない」

　7．　皿　「気持ち」

第4章　　「言葉と経験」

　8．　1　言葉による教育

　9．　皿　事実

　10．皿　新しい認識

　11．W　何を教えたいか

第5章　道徳教育の今後

　12．1　事例（望ましくない事態）

　13．H　事例（今後の可能性）

　14．　　　　〃

　15．　　　　〃
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　　　　　　　　　＝教育評価＝（R）
　　　　　　　　〔主任講師：肥田野直（放送大学教授：）〕

全体のねらい
　教育評価は「点数をつけること」を意味すると考えられやすい。しかし、本来の教育評価は・児童

．生徒の個性に応じた指導を行い、その実態に即して教育条件を改善するために必要な情報を集め・

それぞれの目的に適した形で提供するものである。受講者の身近な経験を素材としながら、教育評価

についての理解を深めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「教育評価」には暗いイメージがつきまとつ

ている。ここでは教育評価の全体像を正確に理
1 教育評価とは 解するために、いくつかの視点から考えてみる。 肥田野　　　直

（放送大学教授）

自己概念の形成に対して自己評価と他者評価

の果たす役割、評価のもつ動機づけの積極的機

2 自己評価と他者評価 能と消極的機能などについて考える。 同　　　上

教育目標・指導計画を設定するときの評価の

活用、学習一指導過程の中に齢ける形質的評価

3 学習過程と評価 の意義と方法などについて考えてみる。 同’　上

学習完了後に行われる総括的評価に澄ける相

対評価、到達度評価、個人内評価、進歩状況の

4 知識・思考の評価 評価の意義について考える。方法としては認知 同　　　上

的領域の知識・思考の評価法、とくに学力検査

法の理解を深める。

精神運動的領域の技能・習慣の評価法につい

て、観察法、面接法、評定尺度法を中心として

5 技能・習慣の評価 考える。 同　　　上

情意的領域の興味・意欲の評価法について、

質問紙法、，興味検査、達成動機測定、価値観調 同　　　上

6 ．興味・意欲の評価 査を中心に考える。 宮　本　美沙子
（日本女子大学教授）

適性及び進路指導の意義を考えるとともに、

レディネス検査、進学適性検査、職業適性検査

7 適性　の　評価 について理解を深める。 肥田野　　　直
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学習指導、生徒指導のいずれにも必要な性格

8 性格　の　評価
の評価法として、目録法（質問紙法）、作業検

ｸ法、投影法について理解を深める。
肥田野　　　直

h　橋一　郎
（東京都荒川区立
第6中学校教頭）

学級内の友人関係、親子関係、児童・生徒一

9 対人関係の評価
教師関係の評価法を、相互評価法を中心として

lえる。 肥田野　　　直

試験や検査が与える悪影響を減じ、積極的効

10 試験・検査の影響
果を発揮させるための問題作成法や実施法につ

｢て考える。 同　　　上

教師が評価結果を有効に活用するためのさま

11 評価　と　指導
ざまな方法や指導態度について考える。 　同　　　上

艨@上　健　治
（東京大学教授）

ノ
評価の公的記録である学籍簿及び指導要録の

12 指導要録と通知表
変遷とそこに示される評価観の変化を考察する

ﾆともに、通知表（通信簿）の機能について考 肥田野　　　直
える。

資格試験と選抜試験の性格と役割を明確にし

13 資格試験と選抜試験
資格試験についての理解を深める。選抜試験に

ﾂいては入学試験制度の歴史を考察する。 同　　　上

学力調査の方法とその結果の教育改善への反

14 学　力　　調　　査
映について歴史的に考察するとともに、国際学

ﾍ調査と全米学力調査についての理解を深める。 赤　木愛　和
国立教育研究所研究室長

教育条件を改善するための評価として、授業

15 教育評価をめぐる諸問
分析や学校評価などを考察するとともに、他者

]価を能動的に自己概念形成のために取り入れ 肥田野　　　直
る評価観の確立について考える。

一306一



　　一家庭教育＝（R）
〔主任講師：山村賢明（立教大学教授）〕

全体のねらい

　家庭教育の問題を、乳幼児にたいするしつけや教育のハウ・ツー的手引としてではなく、人間が一

人前の大人になる発達の過程を見通したうえで、日本の社会や文化という広い観点から、原理的・体

系的にとらえたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

家庭教育というものを、子どもが一人前の大

子どもの発達と 人へと発達していく社会化の過程のなかに位置 山　村　賢　明

1 づける。そして、そこでの家族の役割を取り上
家　庭 げ、家庭教育は家族の日常生活に即して、実際 （立教大学教授）

的に行われるべきことを示す。

家庭教育は単に一個の人間の成長・発達であ

日本人の形成と るだけでなく、それぞれの社会の文化の再生産

2 の役割をも担う。具体的には、日本語や基本的 同　　　上

家　庭 生活様式の獲得を通しての日本人の形成を考え
る。

日常適しつけ機関としての家庭と、専門的教

家庭の教育・学校 育機関としての学校のそれぞれの特質と相違を

3 考え、両者が協力しつつも、それぞれ固有の機 同　　　上

の教育 能を果たすことによっ’てこそ、子どもの健全な

発達が可能に：なることを明らかに：する。

子どもの社会化にとっての母親の役割の本質

母親の役　役 と子どもの発達に応じたその役割の変化を考え

4 る。そして一母：親の役割の中心が、人間的な愛の 同　　　上

一愛の原体験一 感情を子どものなかに原初的に：形成することで

あることを示す。

母親と異なり、人間社会に特徴的に見られる

父　親の役　割 という父親の役割の諸相を取りあげ、とりわけ

5 その第一次的役割が、規範意識や道徳の基礎に 同　　　上
一権威の原体験：一 ある権威の感覚を、子どもに最初に与えるとこ

うにあることを述べる。

男女の性別役割が、まず家庭の中で父親・母

親をモデルにして子どもに獲得されるものであ

6 性別役割としつけ ること、性別役割は時代や社会によって異なる 同　　　上

ものであることを示しζ男女平等をめざす家庭

教育について考える。

両親の下でのきょうだい間の平等と庇護親

きょうだい関係の 和の競争といった関係が、人間の発達に与える

7 重要な意義を指摘し、今日の一人っ子的状況が 同　　　上

意義 もつ問題点について述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

しつけや家庭教育の前提としての子ども観は、

日本の子ども観 歴史・社会的に変わるものであることを示し、

8 日本の性善説的子ども観の特徴を明らかにし、 山　村　賢　明
一しつけの前提一 しつけに澄ける明確な言葉による要求の必要性

を論じる。

日本の親子関係に論いては、特に母と子の密

：着が濃厚であることを指摘し、それが結果的に

9 母子関係への偏り 父子関係を疎遠：にし、甘えを助長し、規範意識 同　　　上

をあいまいにさせるような効果をうみ出すこと

を問題にする。

日本入の行動様式の特徴とされる日本的集団

家庭からの 主義というものが、先ず家庭のなかからつくら

10 れることを示し、そのような家庭のなかで個人 同　　　上

集団主義 の自律性や主体性を伸ばすしつけについて考え
る。

核家族化と情報過多は育児不安を、また子供

数の減少と生活水準の向上は過保護を必然的に

11 小核家族化の問題 もたらす傾向をもつことを述べ、さらにそれか 同　　　上

ら脱出する方法や、祖父母の役割についても触

れる。

父親の意義の曖昧化は現代の工業化社会一般

「見えない父親」 の問題であるが、ここでは特にその日本的状況

12 を指摘し、父親の回復なしには、家庭教育の機 同　　　上

と子ども 能も、子どもの問題行動への対応も困難に：なる

ことを論じる。

父親とは逆に、伝統的な母子関係の濃密さも

子どもを 手伝って、現代の母親はますます顕在化し、子

13 どもの生活をすみずみまで管理する傾向がある 同　　　上

「管理する母親」 ことを述べそれが子どものパーソナリティに
及ぼす影響について指摘する。

受験体制のなかに組み込まれてしまった子ど

もたちの生活、偏差値に振り回され、学校の下

14 受験体制と家庭 請け機関になってしまう家庭のあり方を取りあ 同　　　上

げ、子どもを見る親の目に、勉強の成績以外の

多様な物差が必要であることを述べる。

全体の締め括りとして、家庭教育の基本的役

割を要約し、現代の社会状況のなかで、本来の

15 これからの家庭教育 家庭教育を再生させ、21世紀の国際社会に向 同　　　上

けてしなやかでたくましい子どもを育成する方

途を探る。
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二　児 童 観　＝（R）

〔主任講師　深谷昌志（元放送大学教授）〕

全体のねらい

　子どもについての見方を概観しようというのが、本講義の目標である。全体は三部構成をとってお

り、まず4回までで、欧米の児童観をさぐる。次硲で、5～9回で、日本の児童観を歴史的に掘り下

げた後、10～14回で、臨床心理学の立場からの児童観をまとめる。そして、最後に、未来の児童観

にもふれてみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

牧畜と役畜の高度な発達が西洋文明の基礎であ
り、そこで育まれた動物イメージは子どもに投影

1
子　羊　た　ち
齔ｼ洋の児童観（1）

された。子どもたちははじめ子羊に、ついで子馬
ﾉたとえられた。明確な教育目標と計画性、教師
ﾌ主体性という西洋の教育の特徴は、この児童観

舘　　　　　昭

i放送教育開発セ
塔^ー一助教授）

と表裏の関係にある。

工業化の波が西洋におこると、児童に対する無
機物イメージが支配的となった。素材に対する加

2
タ　ブ　ラ　・　ラ　サ

[西洋の児童観（2）

工可能性の飛躍的：な発展は、子どもの教育可能性
ﾌ信念の源であった。子どもたちがあらゆる文字
�曹ｫ込める白紙（タブラ・ラサ）に見立てられ、

同　　　上

工場モデルの近代学校が成立した。
ゲストは西洋教育史の宮沢康人東京大学教授。

動物イメージと無機物イメージの濃厚：な西洋社

で、時として植物イメージがとてつもなく大きな

3
子供　の　発見
齔ｼ洋の児童観（2）

役割を果たす。ルソーが提起した教育観は、伝統
Iな西洋のそれと正反対の、子どもの主体性に基
bを置くものであった。そしてその背景に植物イ

同　　　上

メージが躍動する。ゲストは宮沢康入東京大学教授。

ヒューマニズムの児童観が現代の西洋で力を得
てきている。科学によって人間が解剖される時、

4
内　的　世　界
齔ｼ洋の児童観（4）

子どもの動物視、無機物視は極限に達する。そう
ｵた時代のヒューマニズムの橋頭塗は、人間の内
I世界の発見によってなされた。新しい児童画が

同　　　上

西洋社会に育ちつつある。

子どものとらえ方に、西欧と日本との間にかな

りの開きが認められる。そこで、前回までの経過

5
児　　　童　　　観

E　東　　　　西
をふまえ、西洋教育史の専門家・志村鏡一郎静岡

蜉w教授を招いて、日本の児童観の特色を、欧米

深　谷　昌　志

i元放送大学教授）

との対比の中でとらえていきたい。

子どもをいつくしむのが、日本の伝統だといわ

れる。この回では、藩学や寺子屋の時代にさかの

6 児童観の成立 ぼって、日本の児童観の源を：たしかめてみたい。 同　　　上

放送教材のゲストは、旧本教育史の専門家で、児

童観にくわしい石川松太郎日本女子大学教授である。

日本の近代化につれて、学校で学ぶ子どもたち

が増加してくる。それだけに、学校関係者が、子

7 日本の近代と児童観 どもをどうとらえていたのかが重要になる。そこ 同　　　上

で、児童規則などを素材として児童観をとらえて

みたい。ゲストは、石川松太郎教授。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 児童観の転換

　大正時代の新教育運動は童心礼讃とよばれるよ

､な児童観を生み出した。そこで、新教育運動の

剴ｶ観を紹介すると同時に、児童文学にあらわれ

ｽ児童観の分析を、児童文学者の西本鶏介氏とと

烽ﾉ掘り下げてみたいと思っている。

深　谷　昌　志

9
情報化社会の中で

轤ﾂ

　現代の子どもを特徴づけているものは、マス・
＜fィアとのふれ合いであろう。そしてテレビ育
ｿとよばれるような成長のスタイルをたどる子が
ｽい。そこで、マンガなども素材としながら、情
�ｻ社会の致来が児童観に与えた影響を考えてい
ｫたい。

同　　　上

10
現代の子どもを
@どう理解するか一母子関係を中心に一

　母子関係に問題のある具体的事例をあげて、そ

ﾌ問題の背後にある心理を中心に、現代の子ども

�ﾇう理解したらよいのか述べる。
　小川　捷　之
i横浜国立大学教授）

11
現代の子どもを
@どう理解するか一父子関係を中心に一

　父子関係に起因する実際の治療事例を紹介する。

ｻして、その子どもの治療過程を論じながら、現

繧ﾌ子どものもつ特徴をあげ、子どもをどう理解

ｵたらよいか考えを述べる。

同　　　上

12
現代の子どもを

@どう理解するか一兄弟関係を中心に一

　回る具体的な治療事例を紹介する。そして、そ

ﾌ事例を中心に、現代の子どもの兄弟関係につい

ﾄ述べ、彼等をどのように理解したらよいのか考

@する。

同　　　上

13
現代の子どもを
@どう理解するか一児童期と思春期一

　思春期前期の治療事例をあげ、現代の子どもの

剴ｶ期から青年期に到る問題点を浮彫りにする。

ｻして、この時期の子どもたちをどう理解したら

謔｢のか、述べる。

同　　　上

14 現代の子どもたち

　心理臨床の場で接する子どもたちを通して、現

繧ﾌ子どもたちの特徴についてまとめ、我々大人

ﾍ、今後どのようにして子どもたちを理解してい

ﾁたらよいのか考察する。

同　　　上

15 未来の子どもたち

　これまで、①欧米の児童観から始まって、②日

{の児童観を概観し、最後に、③臨床心理学の立

黷ｩら、子どもをどう見るのかを考察してきた。

｡日は、それらの立場をふまえ未来の子どもたち

ﾉついて、考察を進めたいと思う。

深　谷　昌　志
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　　　　　　　　　　　　一情操の教育一（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：鵬鞭霧海翻〕

全体のねらい
　現代社会の非人間的なゆがみの多くは、人間の情操の貧しさから来ている。今こそ、豊かな情操を

その育成に期待されるところが大きい。ここでは、この重要な情操の形成と教育について、子ども文
化や子どもの生活から考える。とくに：、子どもの読み物や音楽や遊びの領域をとりあげ具体的に考え

てゆく。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子ども自らが音楽するとは、どういうことか。 片　岡　徳　雄

子ども文化と子ど 子どもの文化とは。子どもの情操とは。そして、 （広島大学教授）

1

もの情操
子どもの美的情操とは。文化と情操の一般論か

迯lえる。
高萩　保治

i東京学芸大学
@　　　　教授）

情操の原点は遊びにある。今と昔の遊びの特

2
子どもの遊び

性を比較する中で、情操と遊びとの関連を明ら

ｩにし、＝豊かな情操や感性の育ちに対して果た
森　　　　榊

一　今と昔　一 す遊びの役割を検討する。 （広島大学教授）

「遊び」と「授業」はどのような関係がある

3 遊びと授　業
だろうか。その理論と実践例をたどりながら、

Vびと授業の情操（教育）上の位置について考 野　村幸治
える。 （広島大学助教授）

ドラマづくりの過程をたどることで、情操教

ごっこ遊びからク 育におけるドラマの教育的意義について考える。 倉　田　侃　司
4 リエイテイブ・ド （広島文教女：子大学

ラマへ 教授：）

子どもが最初に出会う本、絵本をとりあげる。

幼児にとって絵本とは何か、情操を育てる絵本 植　田　ひとみ

5 幼　児　の　　本 とはどのようなものか、そして子育てに絵本を （広島文教女子大学

生かすにはどうすればよいかについて考える。 助教授）

子どもの本は、歴史の上でどのように現れて

子　ど　も　の　本． いるか。日本と外国に分けて、考察する。近世 須　田　康　之

6 はどうか。ジャンル別に、それぞれの時代を考 （比治山女子短期

一　今と昔　一 えてみるご 大学助手）

いまや子どもの情操の基本的トーンは、学校

7

子どもの読書生活
P

教育よりも、アニメや劇画など映像的マス・メ
fィアを中心とする大衆文化によってかたちつ
ｭられているのではないか。ここでは現在の子

片　岡　徳　雄

一その影響　一 どもたちの情操の特徴を、子ども大衆文化の内
容と関連させながらみていく。

一311一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本を読ま：ない子どもが増えてきている現状の

子どもの読書生活H 中で、情操を育てるための子どもの読書の導き
大　槻　和　夫

8
一　その方法一

方や本の選び方を、発達の特質に応じた蓮華を

Iび読ませるという観点から具体的に考える。
（広島大学教授）

文学の授業の現状は、情操を育てるという観

点からみた場合、どういう問題があるか。その

9 文学の授　業 問題を克服するためにはどうすればよいか。教 同　　　上

材「わらぐつの中の神様」を例にして考える。

子どもの発達や指導法に焦点をあてて音楽学

子どもにとって 習を考察し、音でコミュニケーートするという音楽

10 の原点に帰って、学ぶ音楽から楽しむ音楽へと 高　萩　保治
音楽とは 創造的な展開について考える。

11

明治・大正の子ど
烽ﾌ音楽（うた）一唱歌教育を

@　　　と止して一

　西洋のメロディーを借りて出発した唱歌は、

梠繧ﾆともに子どもの歌として位置ついていっ

ｽ。それらを言文一致の唱歌、文部省唱歌、童

wなどを通して考えてゆく。

澤　崎　真彦
i東京学芸大学

@　　　助教授）

昭和の初めから今日までの時期における子ど

12
昭和の子ども もの歌について、9マス・メディアと学校の二つ

ﾌ場から概観し、それらの歌が、時代の状況の
中　嶋　恒雄

の音楽 中からどのように生まれてきたかを考える。
（山梨大学教授）

現代の子どもの歌を、音楽構造の上から分析

現代の子ども し、それらの歌が、子どもたちの生活とどのよ

13 うに関連しながら取り入れられているかを考え 同　　　上

の音楽 る。

子どもらは氾濫するマスコミ文化の真つただ

子ども大衆文化 中で生活し、多くの面で影響を受けている。こ 森　　　　　

14 一アニメ・劇画 こでは、子どもらの情感や感性に特に影響を与 西　田　忠　男
を中心に：一 えるマンガを中心に、その価値観を探る。 （島根大学講師）

現代の社会と子どもの病理の多くは、子ども

子どもの遊びと 文化と子どもの情操のゆがみから来ている。こ 片　岡　徳　雄

15 れからの社会の形態的・価値的変容を予想しつ

自己実現 つ情操教育の将来について考える。 高　萩　保　治
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　＝青少年文化＝（TV）

〔主騨：講綴織講劉
全体のねらい
　青少年文化を、前半は子ども文化、後半は青年文化とに分けて考察を進めていく。文化論なので・放

送教材の中ではロケなどを多用し、．印刷教材とデータを紹介する形を≧る。したがって・放送と印刷の

教材をあわせる形で学習を進めて欲しい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

青少年文化を、青年文化と子ども文化とに分け、

1
青少年文化のとら

ｦ方

それぞれの文化の特性を明らかにする。そして、

ﾂ少年文化の現状を概観するd
深　谷　昌　志

i元放送大学教授）

さまざまな玩具を紹介しながら、子どもの心を

：豊かに育てる玩具はどういうものなのか考えてい

2 玩具　の　変　遷 く。また、現代の玩具がそうした条件を備えてい 同　上

るか検討する。・

子どもの人間形成にとっての遊びの意味を発達

段階をふまえて考察する。続いて「群れ型」から

3 遊びの機　能 「孤独型」へ、遊びが変遷したことにより、子ど 同　上

もの発達にどのような歪みが生じたのかを掘り下

げていく。

テレビとのふれ合いを、子どもたちはどうとら

4
テレビとのつき合

えているのか。子ども番組の変遷をふりかえりつ

ﾂ、子どもにとっての望ましい視聴態度とは何か 同　上
い

を検討していく。

現代の子どもはギャング集団を失い、友をもた

ずに成長していく。そうした現状をふまえ、仲間

5 仲間集団のゆくえ 集団の中で子どもたちが身につけたものは何なの 同　上

かを考えていく。

＝豊かな社会の中で子どもたちは成長していく。

そうした子どもたちの金銭観を子どもの持物など

6 子どもの金銭観 と関連させて考えていく。 同　上

おとなの間では、性差の少ない社会への動きが

顕著だが、子どもの間では、性差が拡大する傾向

7 性差をめぐって をたどっている。ここでは、少女文化の性質を、 同上
女子マンガや交換日記、人形などを手がかりとし

て掘り下げていく。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名’）

子ども文化を再生するために、どういう方策が

必要なのかを、遊び場や児童公園などと関連させ

8 子ども文化の再生 て考える。あわせて、子どものすごやかな成長を 深　谷　昌　志

保証する環境作りの必要性を考えていきたい。

青年文化を理解するには、その担い手たる青年

集団のさまざまな特性を理解しておく必要がある。

9 青年期と青年 そこで、まず青年期に特有の身体的・精神的特性 門　脇士　司
をみる。

青年文化を学問的な分析の対象としはじめた時

代的背景と青年文化論にみられる代表的な見解を

10 青年文化論の成立 紹介する。また、青年文化の一般的な特質を整理 同　上

し理解につとめる。

若者（青年）文化は、社会の近代化にともない

11
近代社会と若者文

ｻ

発生してきた文化といえるが、若者たちは、それ

ｼれの時代に、どのように生き、その成果として

ﾇんな文化を生み出してきたかを歴史的にたどる。

同　上

現在のわが国の青年文化を生み出してきた戦後

現代社会と若者文 日本の社会的特徴をみつつ、今日の若者文化がど

12
化の変容

のような質的変化をとげてきたかについて言及す 同　上

る。

一浮遊文化の諸相

現代の若者文化・ 今日の若者文化の1っの特徴を賦浮遊文化”と

13
1

とらえ、そうした文化を支える青年の意識や価値

ﾏを紹介しつつ、海外との比較もまじえその実態

同　上

を報告する。

一閉塞文化の諸相

14
現代の若者文化・

@　　　　　　　　2

　今日の若者文化のあと1っの特徴を般閉塞文イビ’

ﾆとらえ、このような文化を生む若者の気分や生

?�lえっっ、海外との比較もまじえその実態を

同　上

報告する。

社会が大きく変わりつつある今日、青年文化は

今後どのような方向をたどるのか。強化説と消滅
15 青年文化の展望 説の2っの見解を軸に、若者文化と若者の将来を 同　上

展望する。
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＝地域社会と学校二（TV）
〔主任講師　溝口謙三（東北福祉大学教授）〕

全体のねらい
　学校は、国の政策による制度として普及発達してきた。しかし学校は異った地域社会の中にあり、子

どもたちはその地域の中で生活し成長している。学校教育は、国の統制と地域社会の独自性とをどのよ

うに切結んでいくべきか。最近の社会と地域の変貌を背景にすえ、地域類型を軸にして、学校教育の在

り方を多面的に考察する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 学校　と　社会

　学校は、計画的な教育の場として、子どもたち

�]ましい人間に形成し、社会人となることをね
ｪう。子どもを受け入れる社会は、社会の進歩に
�ｧつ人間を期待する。教育に澄いて、学校と社
?ﾍどのようにかかわるのか、その相互関係を考
ｦて序論とする。

溝　口　謙三

i東北福祉大学
ｳ授）

2 教育　と　社会

　人間は生まれた後に、多くの行動を学びとって
l間と成っていぐ。その場は家庭、交友、学校で
?驕Bこれらの学習の場は一定の地域社会の中に
ﾝる。それが地域とどのようにかかわりまた支え
轤黷ﾄいるかを理論的に考える。

同　　上

3
教育に澄ける地域

ﾐ会

　地域社会とは、人間が生活する具体的な場であ
驕B教育に於いては、学校を中核として、地域社
?�ﾇう考え、どのような範囲ととらえるか。さ
轤ﾉ最近の地域変貌が学校教育にどう影響してい
驍ｩを検討する。

同　　上

4 地域社会の中の教育

　子どもは地域社会の中で生活し成長する。地域
ﾍ、それぞれの伝統と条件にもとづいて慣習や規
ｧや価値観などを駅仕込む㌔このような地域の
ｳ育力はどのようにはたらくのか。それが学校教
轤ﾆどうかかわるのかを考える。

同　　上

5 地域教育運動の実践

　地域と学校とを結ぼうとす動きは戦前からあっ
ｽ。さらに戦後は、新しい地域学校運動も起こっ
ｽ。郷土教育、生活綴方運動、地域社会学校の試

ﾝなどの実践を通して改めて地域と学校とのかか

墲閧�ｩ直す。

同　　上

6
地域社会の変動と

w校の変化

　明治以来、国策としての近代学校制度は、それ
ｼれの地域社会に支えられて発達してきた。最近
ﾌ社会の変動と学校教育の変化によって、学校と
n域との関係は変化し、相互に離れてきたとされる。

ｱの事実を明らかにし、次の地域類型別の学校分
ﾍの仮説とする。

同　　上

7 都市の学校

　地域類型の一つとしての都市は、人工の文化に
xえられて現代社会の先端にあり、子どもたちの
w習・生活環境も豊：かである。反面、過密といわ
黷骼ﾐ会状況の中で、子どもたちはかえって孤独
ﾉ：なっているといわれる。都市の教育状況と学校

ﾌ役割を考える。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 農村　の　学校

　都市と対比される農村は、生命のある自然に包
ﾜれている。その学習環境は人間にとって欠くこ
ﾆのできない生活経験の場とされる。しかしいま
ﾌ農村の生活は都市化され、子どもたちも身近な
ｩ然から遠ざかっている。ここに農村学校の新た
ﾈ役割がある。

溝　口　謙　三

9 へき地の学校

　鵯恵まれない地域”とされるへき地は、さらに

ﾟ疎化に苦しんでいるといわれる。しかし豊かな
ｩ然を温存するへき地では、マイナスの要因を逆
]するきっかけが見出せないだろうか。へき地に：
ｬ長する子どもたちと学校の様子をさぐる。

同　　上

10
大きな学校・小さ

ﾈ学校

　定員を定めない小・中学校では、大きな地域で
ﾍ子どもも多く学校も大きくなる。小さ：な地域で

ﾍ学校も小さい。学校規模の大小はどのように規
ｧされているのか。またそれが学校教育にどのよ
､な影響を与えるかを考える。

同　　上

11
学校統合と学校寄

h舎

　学校の規模が規制され、とくに小さな地域の小
K模学校が非効率とされると、統廃合がなされる。

ｻの結果、自宅からの通学ができなくなると学校
�h舎に入ることになる。地域との関連で出てく
驍ｱのような学校の実態から、新しい教育の問題
�lえる。

同　　上

12
大きい学級・小さ

｢学級

　学校規模の中に学級の大きさの問題がある。学

奄ﾌ大きさも法的に規定されてきたが、狭い地域

ﾅは数人だけの学級も多い。どれだけの大きさが

K切か。ここから学校の集団教育の本質を考える。
同　　上

13 複　式　学　級

　狭い地域でのごく小さな学校では、数こ学年を
P学級に編成した複式学級になる。この般やむを
ｦない”措置が固定化した現在の学級に多くの問
閧�鰍ｰかける。諸外国の学年別学級解体等を事
痰ﾉしながら集団教育の意味を考え直したい。

同　　上

14
地域社会と高校・

蜉w

　戦後の新制の高校は、地域のすべての青年に開

ｩれた中等教育として発足し、大学は「一府県一

蜉w」の確認で創設された。この原点にたちかえ

闃gげられた地域社会の視角から、高校と大学の

ﾝり方を見直したい。

同　　上

15
地域社会の生涯教

迹ﾌ系

　いま構想されている生涯教育の体系を地域社会
ﾌ基盤でとらえ、幼児保育、学童の校外活動、コ
~ュニティ・カレッジ論などを、学校教育との関
Aでとらえて、地域社会と学校との関連の問題を
ｵめくくる。

同　　上
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＝生涯教育論＝（R）
一一 ｶ涯学習社会の発展をめざして一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：麻生　誠（大阪大学教授）〕
全体のねらい

　生涯教育理念は、わが国でも漸次、教育政策や教育制度、教育組織、教育課程などに影響を及ぼすよ

うになった。だが、生涯教育は、教育の自由と平等、学習と教育との間の矛盾に代表されるような二律

背反的要素を内に含んでいる。このような生涯教育の理念と現実を今日の教育状況と関連させながら、

学習者の立場に立って新しい生涯教育学を構想してみよう。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育は、人々の自己実現を達成させるため
に、人々の全生涯を通して人間的、社会的、職業

1 生涯教育の理念
的な発達を援助する教育の仕組みである。ややも
ｷれば抽象的な言葉の遊びに終わってしまう恐れ

麻生　　　誠
i大阪大学教授）

のある生涯教育理念を、総合的・統一的な観点か
らとらえ直してみよう。

「人間は生涯にわたって学ばねばならぬ」とい
うことは古くから言われてきた。この意味で、生

2
生涯教育の社会的
gヒ且
｡心

涯教育は古き理念である。しかし、最近生涯教育
_が提唱されてきたのは、この古き理念の新しい

同　上

意義を要請する社会的条件が発生してきたからで
ある。このことを考えてみよう。

生涯教育は、何よりも国民の生涯にわたる学習

3
生涯教育と学習要 要求を前提としている。だが、あらゆる人間が生

U教育を享受しうる継続的な学習要求を持ってい
同　上

るものであろうか。この問題を考えてみよう。

その生涯教育理念は、それぞれの社会や国によ
ってニュアンスが異っている。その理由の一つは、

4
日本の生涯教育の

求[ソを探る
国々の文化的、教育的伝統が異っているからであ
驕Bわが国の生涯教育のルーツを近世の在野の儒

同　上

者、中江藤樹の思想と江戸時代の教育書に探って
みよう。

1965年目ユネスコに澄いてはじめて唱えられた
生涯教育論も、20数年の歳月を経て、人間に：たと
えれば成人に達する齢を重ねたことになる。それ

5
教育政策のなかの

ｶ涯教育

はわが国の教育政策に、もろもろの影響を一与え続
ｯている。だがその成果たるや未だしの感が深1へ
ｶ涯教育論が、わが国の政府や地方自治体の教育

同　上

政策のなかに、どのような影響を与え、どのよう
な成果をもたらしたかを明らかにしてみよう。そし
て生涯教育の理念と現実のギャップを探ってみよう。

放送は、生涯教育機会を社会に拡散させるのに
大きな力を持っている。しかしまた、それは教育

6
生涯教育と放送利

p
上無視できない限界もあわせ持っている。これら
ﾀ界を克服し、放送を生涯教育に生かす手だてを

同　上

考えてみよう。そのなかで、最近のニューメディ
アの役割もあわせて考えていこう。

生涯教育を欧米に
　欧米の生涯教育政第・制度を概観しながら、生
U教育の教育政策や教育制度上の課題を考えてい

7
見る（1）一アメリカの生涯 こう。まず、生涯教育の先進国といえるアメリカ

ﾌ生涯教育の特徴をみてみよう。
同　上

教育一
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生涯教育を欧米に
福祉国家として名高いスウェーデンの生涯教育

ﾍ学ぶべき点が多い。高等教育の開放、北欧の伝

8
見る（皿）

黹Xウェーデンの

統的な成人教育としての学習サークル、有給教育
x暇や奨学金政策などの種々な学習保障活動をみ

麻　生　　　誠

生涯教育一
てみよう。

社会主義体制下の生涯教育の事例としてソビエ
生涯教育を欧米に トをみてみよう。そこでは、政府主導型・官僚制

9
見る⑪ ・画一性などのデメリットが生じやすい。これら

ｪいかに克服され、どのような社会主義的人間類 同　上
　　　、黹¥ビエトの 型が形成されているかをみてみよう。さらに、最

生涯教育一 近のペレストロイカの動きが、ソビエトの生涯教
轤�ﾇのように変えていくか予想してみよう。

わが国は高学歴社会となり、国民の平均的学歴

生涯教育の谷間
水準は大きく上昇した。高学歴者は、生涯学習に
熹M心だし、生涯教育の機会も高学歴者向けのも

10 一夜間中学に のが多いのが実情である。このような傾向のなか 同　上

学ぶ人々一
で、低い学歴の者や、義務教育未修了者などの
u教育的不利益者」の問題が忘れられていないだ
ろうか。この問題を考えてみよう。

生涯教育論には、行・財政論が欠けていると批
判される。誰でもが「何時でも何処でも学習でき

11
生涯教育の体系と

s・財政問題
る」という生涯教育システムの行・財政的基盤を
Tり、生涯教育システムを確立するには、行政が

同　上

どう変わるべきかを検討してみよう。

私たちの生活は、私たちの生活圏としての地域
社会を基盤として行われている。このような地域

12
地域社会と生涯教 社会のなかで、地域住民に対してどのような教育

@会が提供され、住民の学習要求をどのように充
ｫさせているのかを、一つの地域事例を取り挙げ

同　上

て考えてみよう。そして、地域社会の生涯教育を
回復させる道を探ってみよう。

人間の発達過程のそれぞれの時期に現れる達成
すべき課題を発達課題という。これらの課題を首

13
発達課題と生涯教 尾よく達成することによって健康な人格が形成さ

黷驕B現代日本の発達課題とその解決に生涯教育
同　上

の果たす役割を考えよう。

これまでの教育学は、子どもを対象とするもの

成人教育学（アン であった。生涯教育の時代とともに、成人が対象

14 ドラゴジー）をも
とする教育方法論や教育課程論が必要となる。こ

ﾌような要請に答えて誕生した成人教育学（アン
同　上

とめて ドラゴジー）である。その成果を紹介しよう。

冒

わが国の生涯教育を支える三本柱である学校教
育システム、社会教育システム、職業能力開発シ

15
生涯学習社会の可

¥性と課題
ステムの実態と問題点を明らかにし、それらをど
ﾌように組み合わせていけばわが国の生涯教育シ

同　上

ステムが確立されるようになるか、その可能性を
考えてみよう。
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＝教
〔主任講師

育社会学＝（TV）
河野重男（お茶の水女子大学長）

新井郁男（上越教育大学教授）

全体のねらい
　教育と社会の関係は一方向的ではなく、相互的：なものである。教育は社会のあり方や発展をきめる

重要な役割を果たすが、同時に教育のあり方や発展は社会の影響を受ける。このような社会の発展を

規定しながらも、逆に：社会の発展によって規定される教育を、人間の成長発達の過程とかかわらせて・

ダイナミッ曜クに考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

社会現象としての
ｳ育（1）

@　～教育とは～

　　　　　　　　　　　　　”@教育は、社会によってその内容、方法、形態、
ﾚ的などは異るに：しても、すべての社会に共通

ﾉみられる現象である。それは一体何故であろ
､か。このように教育の本質を社会との関連に
氓｢て考えてみる。

　新　井　郁　男

i上越教育大学教授）

2

社会現象としての
ｳ育（2）

@～人間の発達
@　　　　と社会～

　人間の発達は、単に生物学的・心理学的現象
ﾅはなく、人間が人間として発達するためには、
l間社会、人間文化の働きかけが不可欠だとい
､意味で、すぐれて、社会的現象であるという
ｱとについて考える。

同　　　上

3
社会現象としての
ｳ育（3）～実証性・科学性～

　理念としての教育あるいは教育技術を志向す
驪ｳ育学ではなく、教育を社会的事実として、
ﾀ証的に分析する。科学としての教育社会学の
ﾁ性を明らかにする。教育社会学研究の歴史を
T観し、さらにそこで用いられる研究手法につ
｢て学ぶ。

岡　崎　友　典

i放送大学助教授）

4

社会現象としての
ｳ育（4）～教育調査法～

　教育の具体的な事象を、客観的に記述・分析
ｷるための手法として教育調査法について、調
ｸ目的、調査対象、調査技法などを社会調査の
攪_を用いて、調査の手順に即して考察する。

同　　　上

5
学校の発達と

@　　社会の変化

　教育を最も計画的、組織的に行う社会的制度
ﾆして発達してきた学校は、長い歴史の中では、
ｻの目的・体系・機能などに変遷がみられるが、
ﾟ年は急速な社会変化との間に大きなギャップ
�ｶんでいる。このような近況について考える

ﾌが本章のねらいである。

新井　郁　男

6
学校の近代化と

@外国教育の受容

学校の発達に診ける外国教育の影響の仕方に：

ﾍどのようなパターンがあるかについて考える。

同　　　上

7 学校の役割と機能

　学校が社会から期待されている役割は何：なの
ｩ、また、学校が現実に果たしている機能は何
ﾈのか。その役割と機能との間にどのようなギ
ャbプが生じているのか。このような問題を塾
ﾌ発達と関連させて考えてみたい。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

教職の性格をめぐって、これまで多くの議論
が：なされてきた。専門職論、聖職論、労働者論

8 職業としての教師
：などを素描しつつ、ここではとくに「職業」と

ｵて教師が果たす社会的役割を、多様な職種と
岡　崎　友　典

の対比をと合してその特性を明らかにする。

教師養成の歴史を概観し、さらに高等教育機
関で養成される「教員の資格」について，免許

9 教師の養成と資格
状の取得や教員の採用状況（需給関係）などを

f材に考える。また教員の再教育・研修の実態
同　　　上

についても考察する。

新卒の青年教師から半世紀近い教職経験をも
つベテラン教師まで、同じ教師でも、生活の体

10
生活者としての
@　　　　　　教師

験はさまざまである。社会人としての生活体験
ｪ教育実践に反映される過程を、学校組織内の

同　　　上

教師集団といった視点から明らかにする。

社会の中に存在するさまざまの知識の中から、

教育の目的の観点から選択された教育的知識と

11 教育内容と社会
しての教育内容が、いかに社会と深くかかわっ
ﾄいるかを、歴史的に考察する。 新井　郁男

学校に：は、社会一般の文化を反映しながらも、

教師の文化と生徒の文化という二つの文化によ

12 学校と　文化
って構造化された独自の文化がみられ、これが
w校の教育的働きを、促進したり阻害したりし

同　　　上

ている。この学校文化の中でも特に生徒文化に
ついて考える。

学校は教育を目的とする組織体（オーガニゼ
一ション）はいかなる特色をもっており、それ

13 学校組織の機能
がどのような機能を果たすのかについて考察す
驕B

同　　　上

教育が社会統制機能を果たすための一つのメ
カニズムとしての教育行政を中心に考える。

14 教育　と　政治 同　　　上

近代社会の成立以降、産業の発展にとって教
育は不可欠：な条件と：なった。それは質的に：高い

15 教育　と　産　業
労働力を産業に提供することはもとより、産業
ﾌ構造の転換を促進するに：たるだけの科学技術

同　　　上

の進歩を教育が保障するからである。この点を
歴史的に考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地域社会の変貌、特にコミュニティ形成の基
盤である地域性、共同性そして地域連帯意識が

コミュニティ形成 弱化、希薄化している。ここでは新しいコミュ 河　野　重　男
16 と学校 ニティの創造の必要性を国民の「文化活動の場」

ﾆしての地域社会と学校の関連でとらえ、地域
（澄茶の水女子大学長）

社会学校の現代的可能性をさぐる。

社会化の定義、関連する基本的概念について

17
社　会　化　（1）

解説する。

新　井　郁　男
～社会化とは何か～

社会化は人間の一生にかかわる課題である
が、なんといっても、子どもの社会化は最も重

18
社　会　化　（2）

`親の役割～
要である。その子どもの社会化に、親はどのよ
､な役割を果たすべきなのか、という問題を現

同　　　上

実の状況に照らしながら考えていくつ

基礎的集団である家庭から、機能的集団であ

19

社　会　化　（3）～　　　　　の役割～ る学校・職場に社会化の機関が移行するにとも

ﾈい、社会化の機能は分化・深化する。ここで
ﾍ、政治的社会化、職業的社会化、そして性的
ﾐ会化など、学校・職場で展開される社会化の

岡　崎　友　典

実態を把握する。

生活の場としての地域社会は、近年急激に変
化して澄り、かつてのように個人の生活を全人

20
社　会　化　（4）

`地域社会の役割～

格的に包括するわけでは：ないが、その重要性は家

ｰ同様むしろ高まっているといえよう。現代社会
同　　　上

の地域社会が社会化に果たす役割について、地
：域生活者としての子どもといった観点から考察する。

学歴とは、個人が生涯で得た学校教育の経歴
の全体をさすが、学歴主業イデオロギーが支配

21 学歴社会の成立
する「学歴社会」では、最終学校の社会的価値
i評価）の序列化が、人々の最大関心事となる。

同　　　上

学歴が物言う社会がどのようにして成立し、い
かなる問題をもつか考察する。

学歴が一定の職業資格と相関関係をもつとし
ても、学歴が職業を決定するわけではない。む

22 学歴　と　職業
しろ職業が新た：な学歴を要請するのが現代社会

ﾅあるといえぶう。ここでは学歴と職業との間
同　　　上

のダイナミックな関係を、職業教育、職業的社
会化、企業内教育：などからとらえる。

義務教育後の教育機関への進学には、何らか
の入学試験がともなう。資格試験“競争試験の

23 試　　　　　　験
いずれに齢いても、そこで測られる学力の養成・

K得をめぐってさまざまな教育問題が生じる。
同　　　’上

受験地獄に代表されるわが国の試験の状況を、

中・高等教育を中心にとらえる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師㌧
i所属・氏名）

社会と教育の関係はいうまでもなく相互規定
的である。社会の病理現象が教育に反映される

24
社会の病理と

@　　教育の病理
だけで：なく、教育の病理の進行は社会の進歩・

ｭ展を阻害する。両者の病理現象の実態を社会
河　野　重　男

機能の観点から、どのようにとらえるか、アブ
ローチの方法について考察する。

近年、青少年の問題行動は枚挙にいとまがな
い。これらはいずれも、青少年が望ましい発達

25
問題行動
`発達の病理～

を阻まれているという意味で、まさに発達の病
揩ﾉほかなら：ない。ここではとくに、青少年の

高　橋　　　均

i武蔵大学教授）

非行をとりあげ、非行を生み出す諸条件、非行
の推移と現況の特質など考察する。

登校拒否、校内暴力、教師のノイローゼなど
教育実践にかかわる病理や、入学試験や就職な

26 学校の病　理
どの学校制度や教育内容にかかわる病理につい

ﾄ、その歴史的・社会的背景についてさぐると
同　　　上

ともに、新しい形の学校教育についても検討す
る。

教育改革の必要性が指摘されて久しい。その

27 学校の改　革
際つねに学校改革が中心的課題として提起され
ﾈがら、制度面についてはほとんど変化はみら
黷ﾈい。それはなぜか。ここでは近代学校の歴

　児　島　邦　宏
i東京学芸大学助教授）

史をおさえつつ、現代の学校批判に澄ける論点
を整理し、改革の可能性をさぐる。

わが国の教育水準の高さは、学；習社会といっ

た概念に象徴的に現れている。学習社会は生涯

28 生涯教育論と学校 教育（学習）の社会である。ここでは、生涯教
轤ﾌ理論を学校教育を軸として学び、これから

河　野　重　男

の教育のあり方について検討する。

現代社会は、大量の情報が氾濫し人々を圧倒
し、はては人間がその中に巻き込まれ、引き回

29 情報化社会と学校
され翻弄されて、あたかも人間が機材に使われ
驍謔､：な状態を生み出している。ここでは情報

同　　　上

化社会の特徴を整理し、情報の内容とその処理
能力を高めるための学習形態についても学習する。

海外生活や旅行はもとより、直接出かけなく
とも、他の国の人々や文化に接する機会が増大

30 国際化と教育
しているが、日本人のこれへの適応の仕方はき

墲ﾟて消極的である。この問題を特に異文化理
新井　郁　男

解という観点から考える。
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二青少年の指導＝（TV）
〔主任講師　深谷昌志（元放送大学教授）

全体のねらい
　児童・生徒の指導のむつかしさが語られることが多い。子どもたちの成長のスタイルがことなってき
たので、これまでの指導方法は有効性を失ないつつある。そこで、本講義では、青少年の指導のあり方
を、青少年の実態をふまえつつ、現実的な対応も含めて総括的に興り下げていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
指導　と　は　（1）

?iの構造と発達：

　旧格の構造を3つの領域に分け、教育作用とし
ﾄ、よぐわからせる、やり方を身につけさせる、

竄驪Cを育てるの3つを考える。また人格形成上
ﾌ発達課題を幼児期から青年期までに分けてとり
?ｰ、その達成のための方法をのべる。

坂　本　昇　・一

i千葉大学教授）

2
指導　と　は　②

w導の考え方

　指導のねらいとしての自己指導の力の育成の意味、それを達成するためのアプローチ、すなわち

qどもに自己決定を一与える、存在感（自尊感情）

�ﾛ証する、そして、人間的ふれあいを基盤にし
ﾄ行うの3つについて具体的事例で説明する。

同　　上

3
指導　と　は　（3）

ﾂ少年の理解

　青少年の理解のアプローチとして、共感的理解と評価的理解をあげる。前者については事例を中

Sにして説明する。後者は、主として客観化され
ｽ検査を中心にする。たとえば、知能検査として
ﾌビネー法や性格検査としてのロールシャッハ検
ｸなどを紹介する。

同　　上

4
指導　と　は　（4）

w導の領域と内容

　青少年が直面する問題を分類して7つの指導領域を示す。その中の適応指導と進路指導をとくに

ﾆりあげ、前者は帰国子女の問題などの例示によ
閨A後者は、学級指導の時間での進路指導のあり
福�燒ｾすることにより、理解を深める。

同　　上

5
指導　と　は（5）

w導の機能と体制

　生徒指導の組織と運営について説明し、さらに
w校教育と社会教育の連携について、少年自然の
ﾆでの活動やボランティア活動を例示して説明す
驕Bまた、地域ぐるみの活動を展開するための組
D・体制のあり方についても説明したい。

同　　上

6
学校の中で（1）

ｳ師　の　仕事

　青少年指導を実際に担うのは教師であろう。もちろん教師の主たる仕事が授業であるのはいうまでもないが、それと同時に教師は児童・生徒の精神面での成長にかかわりを持つ。生徒指導に関連させて、教職の意味：を深めていきたい。

深　谷　昌　志

i元放送大学教授）

7
学校の中で（2）

w　級　集　団

　学校の中の子どもたちは、教師から指導を受けるとともに、学級ゐ友だちと時を過す。そうした

Fの存在は、子どもたちの学校での充足感と密接な関連を持つ。集団としての学級集団の特質を述べ、指導にあたっての留意点を指摘していきたい。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）一

学校は子どもにとって、生活の場でもある。ひ
とつの制度としての学校をどのように構成してい

8
学校の中で（3）

w校の　機能
ったらよいか。学校のあり方を理論的に深めると
ﾆもに、将来の学校像の検討も進めていきたい。

深　谷　昌　志

学校の主たる機能は学力をつけることだという。

9
学校の中で（4）

w力　の　構造

しかし、学力のとらえ方は、かならずしも一義的
ﾅない。中でも系統学習の中心の学力と生活単元
�}介とした学力とでは著しい対比を示す。そう

同　　上

した学力のとらえ方を整理し、理論化を図ること
にしたい。

学校には、その学校なりのカラーがあり、そう

10
学校の中で（5）

w　校　文　化

したカラーは児童、生徒の入間形成にインフォー
}ルではあるが、根強い影響を及ぼす。ここでは
w校独自のカラーを学校文化ととらえ、その機能

同　　上

を多角的にとらえていきたい。

男らしさや女らしさをどう考えるのかは青少年
人間形成の観点か 指導にとって、中枢の意味を持つ。特に性差の縮

11 ら（1、 小あるいは伝統的な性的分業意識のゆれ動きが目 同　　上

性差　の　形成
につく現在、学校の中で、性差をどう指導してい
ﾁたらよいのかを黙り下げていきたい。

現代の子どもたちはマス・メティアの中から育
入間形成の観点か つ。そうした成長を、ここでは言語的な社会化の

12 ら（2） 観点から堀り下げていきたい。特にバーンスタイ 同　　上

言語の社会化
ン教授の言語的社会化理論を中心に、言語面での
w導のあり方を比較教育学的な視野をまじえて展
回していく。

現代の子どもたちは、人工的な環境の中で成長
入間形成の観点か し、自然とのふれ合いに欠く。その結果、生活体

13 ら③ 験などに乏しくなる。キャンプなどの指導が重要 同　　上

：自庭の教育力
になるが、それは学校内での指導と異質なもので
??､。自然活動プログラムを展開するさいの留
意点を考えていく。

子どもの成長に家庭は大きなかかわりを持つ。

人間形成の観点か 家庭の機能については、別の指導でもさまざまな

14 ら（4） 形で扱われているが、ここでは子どもの人間形成
ﾌ観点から父親や母親の役割を中心として、家庭 同　　上

自　然　活　　動 の機能を問い直してみたい。

日本では、日本語を話し和食を食べる生活を、

人間形成の観点か あたり前だと思う。そのため、人々をとらえるに

15 ら（5）
あたって、同質性を前提とする。そして、差異を

Fめにくい土壌が持ってくる。生徒指導にあたっ 同　　上

個性の幅と文化 て、個性の指導がなによりも大事だが、現実には
課題が多い。
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

子どもの問題行動を扱ってゆこうとする際に症

16

問題への対応（1）

u症状の意味を考

状として表面に表われているものは一つの信号に
ﾟぎず、その奥に真の意味がかくされていること
ｪ多い。食事行動の異常を例に、症状のもつ意味

深　谷　和　子

i東京学芸大学
える」 の多様性を考えてみよう。 教授）

一偏食を例に一

同じ問題行動でも、その根には様々のものが関
問題への対応（2） わっている。不登校（学校へ行かない）の例をひ

17 「問題の根を探iす」

齠o校拒否を例に一

き：ながら、その根を堀り下げようとする試みの必
v性を示す。

同　　上

問題への対応（3）
　子どもは発達途上にある存在で時間と共に症状

ｪ少しずつ変化してゆくことが多い。早期に問題
18 「経過を見る」 の所在を決めてしまうのでなく、経過を見てゆく 同　　上

一ことばの異常を ことが大切である。遊戯観察の例なども紹介しな

例に一 がら発達の経過を見まもることの大切さを指摘す
る。

19

問題への対応（4）

u子どもを支える」

　すべての問題行動の対応のしかたには治療者と
ｵて共通に「子どもを支える」必要性がある。遊
Y療法を例に使いながら子どもを支えることの意 同　　上

一いじめを例に一 味を探ってゆきたい。

問題への対応（5）
母親は子どもの最大の環境であり、かつ子ども

ﾉ問題行動が生じた際に、重要な補助治療者の役

20 「母親を支える」 割を果すものである。母親面接を通して、治療者 同　　上

一再び登校拒否を
@例に一

はどう母親と関りこれを支えれば、子どもの問題
s動の指導につながるか考えてみようとする。

非行は第三のピークを迎えたといわれる。それ

21
非行をめぐって（1） と同時に、非行の幼稚化など、非行のさまがわり

ｪ説かれている。そこで、ます非行の実態をとら

麦　島　文　夫

i帝京大学教授）
非行の現状と背景 え、その背景を探ってみたい。

松本　良　夫

非行といっても軽度のものから重度のものまで
非行をめぐって（2） が含まれる。非社会性は、軽度な非行に属そうが

22 非行　の　入　口 ここでは、そうした非行の入口的な症状をとらえ
ｻの対応をまとめていく。

麦　島　文　夫

女子の非行は、女性らしさの形成にからんで、

23

非行をめぐって（3）

浴@子　非　行

複雑な様相を呈する。ここでは、女子非行を例と
ｵて、非行のメカニズムを堀り下げていきたい。

麦　島　文　夫

内　山　絢　子
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

非行というと、群れをなして、バイクをのりま

24
非行をめぐって（4）

�@行　集　団

わすソッパリグループがイメージにうかぶ。そう

ｵた非行集団がどういう特質を持ち、そして非行
ｶ徒が何故群れを組みたがるかなどを考えていき

麦　島　文　夫

たい。

ここでは、シンナー等の薬物乱用：などを素材と

25
非行をめぐって（5）

して、非行から回復（再生）するためにどういう

ﾎ応が望まれるのかを、総合的にとらえていく。 麦　島　文　夫

非行からの回復 あわせて、諸機関との連携の必要性を説く。
安香　　　宏

問題へのアプロー
　精神分析の創始者フロイト、Sの考え方とその
｡療技法をわかりやすく紹介する。 小川捷之

26
チ（1） （横坐国立大学教授）

一精神分析一 乾　　　吉　祐

（慶応大学講師）

問題へのアプロー
　近年、アメリカを中心に盛んになった行動療法
ﾌ基本的考え方と治療理論および治療技法につい 小　川捷之

27
チ（2） てわかりやすく紹介する。 中　野　良　顕

一行動療法一 （筑波大学助教授）

28

問題へのアプロー
`（3）一クライエント

@中心療法一

　来談者中心療法の創始者ロージャス、Cの人と
ﾈりとその基本的な考え方、澄よび、治療技法を
墲ｩりやすく紹介する。

小　川捷　之
ﾑ　長　喜一郎
i練直の水女子

@大学助教授）

問題へのアプロー
　ユング、C．G．の人となりとその考え方の基本
ﾉついて紹介し、その治療観bよび技法について 小　川　捷　之

29 チ（4）

齦ｪ析心理学一

わかりやすく紹介する。
織　田　尚　生
i甲南大学教授）

ユングの分析心理学を背景にして生まれた箱庭
問題へのアプロー 療法についての基本的：な考え方を紹介しあわせて

30 チ（5）一箱庭療法一 人間の心が癒え、成長してゆくさまを具体的な事
痰ﾉそくして提出し、検討してゆく。

同　　上
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二発達心理学皿＝（TV）

〔主任講師　宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい
　人間の心理一行動は、一般心理学では、感覚・知覚・記憶・思考・言語等々というふうに、要素的

な領域にわけて考察されている。発達心理学Hでは、これにならって、人の心理一行動の発達を、上

記のような要素ないし領域ごとにみてゆき、教育に即いて発達心理学の果すべき役割について考えて

みたい。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

入の身体とその運動能力の発達過程や性的成熟

の過程を概観し、あわせて「発達加速現象」につ
1 身体の発達 いて考えてみる。 宮　川　知彰

（放送大学教授）

人間の知覚や記憶の機能がいかに形成され、そ

の後それがいかに変化していぐのかについて考え

2 知覚と記憶の発達 てみたい。 星　　　　　薫

（放送大学助教授）

動作を伴うことなしには困難な問題解決から視

点が「中心沈」してしまう表象での思考具体的状況

3 思考　の発達 に拘束される論理的思考を経て純粋に抽象的、演 野　呂　　　正

『

繹的に展開できる思考へと発展ずる思考の発達特

･を概観する。

（宮城教育大学教授）

信号体系の中での言語、話しことばと書きこと

ばの発達、言語と思考との関係、言語の行動調整
4 言語　の発達 機能の諸問題について発達的に考える。 同　　　上

感情・情緒・情操とよばれる心理一行動の形態

が発達するとはどういうことかについて検討して
5 感情の発達 「情操教育」のあり方を考えてみたい。 宮川　知彰

動機づけとは精神的諸活動がどんな状態にある
ことをさすのかを説明すると共に、特に教授・学

6
動機　づけ　と
ｳ授　・学　習

習が発達的にいかなる動機づけの過程で成立する
ﾌか、ならびに内発的ないし外発的な動機づけの

寺　田　　　晃
i東北大学教授）

手だてを中心として、教授・学習の有効なあり方
について検討する。

人間は、基本的には、物の世界と入の世界とい
う交差する2つの世界の中で発達していく。ここ

7 物との交渉の発達 では、とくに、物の世界との関わりに焦点をあて、

qどもが、それをどのように支配していくかとい
野　呂　　　正

うことを発達的に考える。

●
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「社会性」とは何か、また「社会性」の発達

8 社会性の発　達
とはどういうことかを検討して、その発達過程

ﾌあるべきすがたを考えてみよう。 宮川　知彰

人の世界、とくに、ここでは、「愛着と分離」

ということで特徴づけられる母子相互交渉に焦
9 愛　着　と　分　離 点をあて、動物研究の新しい知見をも参考にし 野　呂　　　正

ながら、その世界の中で、子どもがどのように
発達していくか、また、発達のつまずきについ
て考える。

物と人とが交差する典型的な世界としての遊

10 遊びと精神発達
びの中で、子どもたちは、何を、どのように発

Bさせていくかについて考える。 同　　　上

知能とは何か。知能の概念の変遷や知能測定

11 知能と創　四三
の方法とその限界、さらにさまざまな認知機能

ﾌ発達を概観し、そのうえで創造性との関係を 柏　木　恵　子
考えてみよう。 （東京女子大学教授）

学習の適期の問題を、とくに、ここでは、成

12 成　熟　と　学　習
熟と学習との関係という点からとらえ、その中

ﾅ、伝統的なレディネス観のとらえ直し、そし 野　呂　　　正
て新しいレディネス観の創造について考えてみ
る。

自己をどう認知し、自己像をどう作っていく

13 自己意識の発達と
ｫ格形成

か、自己概念による人格形成、そして他律から

ｩ律への道すじと社会とのかかわりについて、

T観する。

柏　木　恵　子

発達診断とは何かの定義と発達診断に関する
諸理論を説明すると共に、具体的に身体と運動

14 発　　達　　診　　断 機能・知的能力・人格・学力・適性などの精神
I諸機能の発達に関する測定と評価、ならびに

寺　田　　　晃

発達障害の臨床的な診断・判断の方法と技術、
問題点などについて解説する。

発達心理学ないし発達理論が「教育」にいか，

なる点でどのような貢献をなしうるかまた「教
15 発達心理学と教育 育」に貢献しうる発達心理学ないし発達理論と 宮　川　知　彰

はいかなる学問であり理論であるのかについて

みたい。
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　　　　　　　　　　＝発達段階の心理学＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔一際：追川面繋1露蕪雑1〕

全体のねらい

　本四では、人生経過を乳児から老年にいたる6段階に分けて、それぞれの発達段階の心理行動の特徴

について概述するとともに、養育や訓育、教育上の留意点について考察する。なお、学問としての発達

心理学の性格、歴史、研究法、発達と学習の相違、動物と人間の比較、発達障害等の埋論的な問題につ

いても概説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本章では、胎生期および乳児期におけるさまざ
まな発達的特徴を概観し、この時期にある者に対

1 乳　　　　　　　児 する養育のあり方を、さぐってみたい。 星　　　　　薫
（放送大学助教授）

人間の発達段階的特徴は、基本的には教育を介
した物及び人との関係の重要な変化の中で形づく

2 幼　　　　　　児
られるものであろう。だとするならば、幼児期に
ｨけるその変化はどのようなものか。ここでは、「対象的行為」及び「ごっこ遊び」を主軸とした

　野　呂　　　正

i宮城教育大学教授）

生活に焦点をあてて幼児期の発達的特徴を概観す
る。

学童期とは、身体・運動の機能、知的機能、人
格・情動、社会的行動などの画面で、発達的にど

3 学　　　　　　童 んな段階と言えるのだろうか。本講では、このこ
ﾆを、家庭と学校の中で育ちゆく子どもを通して

寺　田　　　晃

i東北大学教授）
実証的に検討し、あわせて望ましい発達に対する
教育の在り方を考える。

青年期とは、いっからいつまでのことをいうの
か、また青年期の「発達課題」は何かについて概

4 青　　　　　　年
遷する。 宮　川　知彰

（放送大学教授）

「精神発達」の過程では、新しい「能力」が獲

得されていくと同時にこれまであった「能力」が

5 壮　　　　　　年 失われたり減衰したりする。壮年期では若き日の
ｽが失われ、何が新たに獲得されるのだろうか。

宮　川　知彰
ｯ　　　　　薫

壮年の社会的責任との関連でこの問題を考えてみ
よう。

老年期の生理的、身体的特徴、知的機能、情動
および性格などについての最近の研究を概観し、

6 老　　　　　　年 老年期という時代の特徴を、そこに至るまでの経
ﾟを踏まえつつ考えてみる。

星　　　　　薫

これまで6章にわたって人生会期の特徴を概説
してきたが、本章は人生経過を全体として概観し、

7 人間　と　人生
年齢の推移とともに変化する社会的な地位と関係づけながら、人生経過における人格特性の形成・

宮　川　知彰

変化の過程を考えてみよう。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

発達心理学について、ヨーロッパ特にドイツと
アメリカとでは、異なった視野・観点をもってい

8 発達心理学とは
るように思われる。この点を紹介するとともに、
ｭ達心理学はいがなる科学であるべきかについて、 宮　川　知彰

また発達段階設定の意義について考えてみる。

進化の過程において、いかにして心理が発生し、

また要素的感覚的心理の段階から知覚的心理の段

9
動物における心理

ｭ達
階へと発展していったかを考察する。その際、動
ｨの生活条件とそこにおける動物の活動に留意し

松　野　　　豊：

i東北大学教授）
て、その心理発達を分析する。

人間に固有の心理は社会的起源をもち、媒介的
構造をもち、意識性をもって働く。このような人

10 動物　と　人間
問心理の生物学的前提は何であろうか。また人間

ﾌ心理は、どのような新たな生活条件と活動の下
同　上

に生まれたのかを考察する。

哲学、教育学、心理学、さらに生物学や医学な
ど、隣接する人文、社会および自然の諸科学の発

11 発達心理のあゆみ
展とあわせて、発達乱雲学が科学としていかに台
ｪし、その体系を整えるにいたったか、本講では

寺　田　　．晃

発達心理学の今日までのあゆみと問題点とについ
て具体的に検討する。

一つの問題を解決するのには、その問題を解決
するのに最も適した方法を創案しなければならな

12 精神発達の研究法
い場合が多い。それで発達心理学の領域でも幾多
ﾌ独特な方法が考案されてきた。本講では、それ 宮　川　知彰

らのうち基本的なものについて概説しよう。

精神が発達するとはいったいどのようなことを
指すのであろうか。そもそも「発達」は何か。こ

13 発　達　の　理論
の問題について諸家の考え方を概観し、できうれ
ﾎ首肯しうる発達理論を選択するとともに、新し

同　上

い発達理論の建設の可能性をも考えてみたい。

今日の子ども達には、「どうせダメだ」という
悲観的な発達観にとらわれている者が多いのでは

14 発　達　と　学習 なかろうか。本講では、発達と学習との関連につ
｢ての諸家の見解を概観して、「やればできる」

野　呂　　　正

という積極的な発達観の形成に寄与したい。

心身の障害とはどのような状態をいうのか。本
講では、各種の障害型について、定義、行動特徴、

15 発　達　と　障害 診断の技法等を説明すると共に、教育・訓練・養
轤ﾌ内容と方法、指導上の効果を考察し、総じて

寺　田　　　晃

発達およびその仕組みに対する障害の位置づけを
論じたいと考える。
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＝学習心理学＝（TV）
〔主任講師　小口忠彦（澄茶の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

学習心理学が、人間にとって、どのよう逢役割をしめるか、ということが全体としてのねらいになっ
ている。したがっでT家庭」、「学校」、「社会」がかかわっている。実験的研究、実験的事例など

をできるだけ多く取り入れるようにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．学習とは
2．主要な心理現象 小　口　忠　彦

1 学習心理学の概要 3．学習指導 （澄茶の水女子大学
4．研究課題 名誉教授）

1．経験

2．形成
2 学習　と　発達 3．成熟 同　上

1．意図的学習

2．偶然的学習
3 学習　と　目　標 3．意図的学習と偶然的学習 同　上

1．欲求

2．欲求不満と病理現象
4 学習の方向 3．欲求充足と病理現象 同　上

1．新しい行動
学習の成立（1） 2．古典的条件づけ　　　　　　　　　’

5 3．道具的条件づけ 同　上
一条件づけ（1）一 4．反応の連鎖化

1．人間の水：準

学習の成立（2） 2．プログラム学習
6 3．プログラム学習の問題点 同　上

一条件づけ（2）一 4．集団の条件づけ

5．強化説

1．認知構造

学習の成立（3） 2．認知説
7 3．学習説 同　上

一認知構造の変化一
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．動機づけ

8 学習と外回的動機

ﾃけ

2．賞と罰

R．賞と罰の構造 小　口　忠　彦

1．機能的快感

9 学習と内発的動機

ﾃけ

2．解決の喜び

R．認知的葛藤 同　上

1．問題解決過程

10
学習と問題解決（1）

@一模　　倣一

2．見通し

R．模倣 同　上

1．創造

11
学習と問題解決（2）

@一喫　　造一

2．問題をつくる

R．　ブレインストーミング

S．直観ど類推

同　上

5．発明と発見

1．練：習

12 学習と練習（1）
@一練習曲線一

2．練習の段階

R．練習の分配 同　上

1．練習曲線の特徴

13
学習と練習（2）
@一構造転換一

2．極限状態に寿げる訓練

R．他者からの協力

S．構造転換

同　上

1．経験の効果

2．転移の条件
14 学習　と　転移 同　上

1．個人差

2．個性
15 学習　と　個　入 3．いし（経験 同　上

4．自己実現
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　　＝学習心理学の応用＝　（TV）

〔主任講師：小口忠彦（澄茶の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　学習心理学の応用として、学習指導学習意欲思考能力、人格形成（人間形成）、心理療法などの

諸問題について、要点をのべる。　実験的研究実験的事例などをできるだけ多く取り入れるようにす

る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．学習指導と環境

2．学習指導の概活 小　口　忠　彦
1 学習指導の概要 3．学習指導の課題 （誇茶の水女子

大学名誉教授）

1．意欲

2．内的障壁
2 意欲の　開　発 3・外的障壁 同　　　上

1．思考
2．集中的思考と拡散的思考

3 才能の　開　発
3．分析的思考と直観的思考4．体験学習

同　　　上

5．才能
6．才能の開発

1．論理的思考　　　　6．論理の問題

2．第1段階　　　　　7．思考の論理
4 論理的思　考 3．第2段階　　　　　8．生活の論理 同　　　上

4．第3段階
5．段階間の構造

1，促進する条件　　　6．身体と感情の障害

2．創造の過程　　　　7．認知と情報の障害
5 創造的思考（1） 3．創造の水準　　　　8．文化と社会の障害 同　　　上

4．類推と飛躍　　　　9．個人の思考の限界

5．妨害する条件

1．教授一学習過程

2．指導者の条件
6 創造的思考（2） 3．集団の創造 同　　　上

1．講議法と発見法

2．受容学習
7 受　容　学　習 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．発見学習

2．発見学習の役割

8 発　　見　学　習 小　口　忠　彦

1．自己と他者

2．集団主義的方法

9 集　　団　主　義 3．社会化と個性化 同　　　上

1．　自己認知　　　　　　　　6．　ヒントの種類

2．自己意識と自己認知　　　7．ヒントの構造

10 生　　活　綴　方 3．自己評価と自己認知　　8．ヒントの活用 同　　　上

4．自己洞察と自己認知

5．生活綴方的方法

1．役割演技

2．役割遊び

11 役　割　演　技 3．自己拡大 同　　　上

1．人生周期

2．発達課題

12 生　涯　学　習 3．人格的活力 同　　　上

4．人格の生成

5．成熟と経験

1．学習のエラー　　　6．自己修復

2．エラーの発見　　　7．自己修復の異常

13 自　己　修　復 3．エラーの種類　　　8．自己修復の正常 同　　　上

4．エラーの訂正

5．エラーの活用

1．心理療法

2．心理療法の種類

14 学習と心理療法 3．精神分析療法 同　　　上

4．来談者中心カウンセリング

5．　グループ・エンカウンター

1．行動の療法
2．学習の種類

15 学習と行動療法
3．レスポンデント学習による方法
S．オペラント学習による方法

同　　　上

5．コグニティブ学習による方法
α学習説
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　　　＝文化と精神発達＝（R）

〔主任講師：小口忠彦（お茶の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　精神発達は、文化によって影響されるが、その文化は、逆に、精神発達によって影響される、とい

う仕組みになっている。こうした仕組みを前提にし、精神発達の望ましい発展についての考察を試み
る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．文化の存在

2．文化と文明
1 文化とは何か 3．文化の向上

小　口　忠　彦

（お茶の水女子大学
名誉教授）

1．構造的側面

2．機能的側面
2 文化D機能性と構造性 同　　　上

1．労働と余暇

2．　ユーモア

3 文化の生産性と防衛性 同　　　上

1．共感の基礎

2．創造の機能
4 文化の特殊性と普遍性 同　　　上

1．知性と徳性

2．自由・平等・博愛
5 精神発達1 3．個人主義と集団主義 同　　　上

一人類の立場

1．長所と短所

2．矛盾と解決
6 ・精神発達巫 同　　　上

一日本人の立場

1．個人と人間

2．人格的活力
7 精神発達皿 3．人間の生涯 同　　　上

一個人の立場
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．思考様式

2．言語体系
8 未開社会と精神発達 a　前論理的 小　口　忠　彦

4．未開心性

1．社会状況

2．精神状況
9 文明社会と精神発達 3．精神発達 同　　　上

1．人間の能力

2．自分と仲間
10 乳幼児期と文化 3　素質と環境 同　　　上

1．青年文化

2　青年期の根拠
11 青年期と文化 3．青年期の問題 同　　　上

1。高齢化社会

2　生きがい
12 老年期と文化 3．新しい文化 同　　　上

1．特殊な生産性

2．日本的準拠枠
13 欲求と文化・1 同　　　上

1．文化と笑い

2．人間と笑い
14 欲求と文化・H 同　　　上

1．人間の問題

2．正常の問題
15 文化の模倣性と創造 同　　　上
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　　　　　　　　　　　＝・認知と思考一　（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：塞川大腿欝鍵学）〕

全体のねらい
　認知あるいは認知心理学は、人間の複雑な行動の背景にある内的過程に深くかかわりをもつ。この内

的過程は、これまで大きな影響力をもっていた行動主義が、ブラックボックスとして検討をさけた点で

ある。20世紀後半に至って、情報理論やコンピューターの開発と普及の影響を受けた心理学は、認知

に：対する関心を強めてきた。このような流れの中で、本講は次のような項目により説述される・

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本章のねらい　1．認知とは　2．認知研究の簡
単な歴史（1）科学的心理学以前の思想の流れ（2）科 中　川　大　倫

1 認　知　　と　　は 学的心理学の始まり（3）現代心理学のかっとう

3．認知心理学の始まり（1）心理学内の動き（2）心理 （信州大学名誉教授）

学外からの影響●4本講の概要

本章のねらい　1．刺激の受容（1｝適当刺激と刺
激闘（2）信号検出理論　2形の輪郭（1）凝視（2）眼球

2
刺激の受容とパタ 運動（3）細肪の側方抑制（4）主観的輪郭　3・視覚的パターン認知（Dパンディモニアム・モデル（2）パ

同　　　上

一ン認知 ターン認知とトップダウン処理（3）ボトムアップ
処理とトップダウン処理の相互作用　4．情報の
表出（1）形の表出（2）文字の表出

本章ねらい　1．記憶のモデル（1）アトキンソソ

とシフリンのモデル②情報の処理レベル説

3 記憶の過程　1 2．感覚的記憶（1）視覚情報の一時保存（2）アイコン 同　　　上

の持続（3）アイコンは中枢的か末惰的か　3聴覚

情報の一時保存　4．感覚的記憶と日常生活

本章のねらい　1．短期記憶存在の根拠Dチ；ヤ

ンク②臨床的事例3）ピーターソンらの研究

4 記憶の過程　皿 2．短期記憶と系列位置曲線　3．短期記憶の諸問 同　　　上
題（1）情報の符号化（2＞情報の検索（3》情報の忘却

4．短期記憶と長期記憶

本章のねらい　1．記憶とリハーサル　2．リハ

一一 Tルの種類（1）維持リハーサルと長期記憶（2）精

5 記憶の過程　皿 緻化リハーサルと長期記憶　3．長期記憶におけ 同　　　上

る情報の型（1）意味的情報と聴覚的情報（2）意味的

記憶　4．記憶清報の質的変容

1．忘却の理論（1）記憶痕跡の変化による忘却理

論（2）干渉による忘却理論3）符号化特性原理

6 記憶の過程　IV 2．注意と記憶（1＞選択的注意（2）注意の集中と分配 同　　　上

（3）注意のモデル　3．記憶の改善

本章のねらい　1．知識を分類する　2・コンビ

7 記憶　と概念

ユーー ^によるアナロジー　3．TLCモデル（1）モ
fルの概要（2）T：LCモデルの問題点4・特性比較
cfル　5．典型性　6．知識の命題的表現（1）意：味

軏{単位としての命題（2）命題表現の方法（3＞ACT

星　　　　　薫

i放送大学助教授）

モデル（4＞：LNRモデル
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

本章のねらい　1．はじめに　2既出情報と新

出情報　3．ブランスフォードとジョンソンの実験

8 記憶　と　言　語 4．オーウェンスらの実験　5．スキーマの働き 星　　　　　薫

6．スクリプト　7．スクリプトの実在性

本章のねらい・1．記憶と思考の関係　2再生
的思考と生産的思考　3．記憶のゆがみ　4．ヒュ

9 思考　と　記　億
一リスティック（1）利用し易さのヒューリスティック

A代表性のヒュ』リスティック（3）アンカー効果 同　　　上

5．顕著性のヒューリスティック　6．問題解決に
診ける期待

本章のねらい　1．イメージの特徴　2イメー
ジは測定できるか（1）イメージの回転（2）イメージ

10 イ　メージと認知 と大きさの認知（3）心の中の時計と角度の比較 中　川　大　倫
（4）情緒的意味の測定　3．イメージ効果（1）語のイ

メージ効果（2）視覚的符号化と言語的符号化

本章のねらい　1推論とは何か　2推論の文
化的背景　3．推論の建て前と本音　4．心的モデ 佐　伯　　　絆

11 推論　と　理　解 ルと実用的推論スキーマ　5．まとめ
（東京大学助教授）

8

本章のねらい　1．「問題」とは何か　2．「問

題」の問題　3報酬と競争がもたらすもの

12 問題解決と理解 4．「スキーマ」による理解　5概念と手続きの 同　　　上
「バグ」　6．メンタルモデルとアナロジーによ

る理解　7．診わりに

本章のねらい　1．認知の堅さとあいまいさ

の拒絶　2認知の場依存性　3．認知の複雑さ 山　口　　　勧
13 認知と個人差 4帰属のスタイル

（東京大学助教授）

本章のねらい　1．社会的認知の枠組み　2．ス

キーマとしての構造　3．社会的認知の構造（1）バ

14 社会的認　知 ランス理論（2＞認知的不協和理論 同　　　上

本章のねらい　1．認知研究の道具としてのコ

認知のコンビュー
ンピュータ　　2．コンピゴータ・シミュレーションと

l工知能　3．ニューエル、サイモンらの：LTとGPS 戸　田　正　直
15 ター・シミュレー 4．安西、サイモンの「行いながらの学習」の研

ションと人工知能 究　5．キンチ、デラローザらの「子供の算数」 （中京大学教授）

模型　参考文献（全体にわたるもの）　索引
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＝社会心理学＝（TV）
主任講師

〔
中川大倫（信州大学名誉教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
山口　勧（東京大学助教授）

全体のねらい

　人間の社会的行動の側面を心理学的に検討し、その間の法則性を明らかにしょうとするものであるが、

今回は、本書をできるだけ応用社会心理学的な体制化の観点からまとめあげたいと考えている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．動機（要求）の分類

2．動機にかかわる諸問題 中　川　大　倫
1 社会的行動の動機 3．主要なる動機論

（信州大学名誉教授）

1．対人認知とは何か

2．対人認知の正確さ 長　田　雅喜
2 社会的認知　1 3．印象形成

（名古屋大学教授）

1．帰属過程の意味

社会的認知　皿 2．原因帰属の原則 外　山　みどり

3 3．対人認知に油ける帰属 （青山学院女子短

一　原因帰属　一 4．自己帰属 期大学部助教授）

1．態度の定義

2．態度の測定法 山　口　　　勧

4 態度と態度変化1 3．態度の三要素

4．態度に影響を与える要因 （東京大学助教授）

1．説得的コミュニケーションによる態度変化

2．要請を受け入れさせる技法 安　藤清　志
5 態度と態度変化孤 3．説得への抵抗 （東京女子大学

助教授）

1．認知的不協和理論

2．反態度的行動と．不協和

6 態度と態度変化皿 3．不協和晴報の回避 山　口　　　勧

4．不協和理論の修正

5．認知的不協和による生理的反応

1．対人行動：序

7 対人行動　1

2．動物の活動に及ぼす集団の影響
R．トリプレットの実験4．ザイエンスの覚醒理論 白　樫　三四郎

i鳴門教育大学
5．リングルマン実験 教授）

6．社会的手抜き
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．問題の所在

2．公正さとは何か 広　田　君　美

8 対人行動　皿 3．公正さ回復行動

4．いくつかの残された問題点 （関西大学教授）

1．対人コミュニケーションの種類

対人行動　皿 2．対人コミュニケーションの機能 大　坊　郁　夫

9 一対人コミュニ
3．男女差4．チャネル間の相補的関係と対入的な相関性

ケーションー 5．関係の展開と対人コミュニケーション （山形大学助教授）

6．欺隔のコミュニケーションと解読…

1．援助行動とは何か

2．援助行動研究の流れ 白　井泰　子
10 対人行動　IV 3．援助行動の規定因

4．順社会的行動の生起メカニズム （信州大学助教授）

5．自立のための分かち合い

1．発達論的に見た文化一心の可　性

対人行動　V 2．異文化間接触における対人行動 渡　辺　文　夫

11 一昔文化間接触に 3．異文化間対人行動の適正化の方法一心の （東北歯科大学

於ける対人行動一 可　性を超えて 助教授）

4．いくつかの問題単一文化の個人への回帰一

1．垂直的二者関係的アプローーチ

集団内行動　1 2．対人知覚法（IPM）による二者関係におけ 薮　内　　　稔0

12 一リーダーシップと る認知の相互対応比較

対人認知の構造一 3．VD：Lモデルと対人知覚法（IPM） （学習院大学教授）

1．　モラーール

2、仕事への動機づけ 角　山　　　剛

13 集団内行動　皿 3．目標設定と動機づけ （東京国際大学
助教授）

1．健康と病気に関する研究動向

2．心臓病と．タイプA行動パターーン 渡辺　浪　二
14 社会的不適応　1 3．肥満者と摂食行動 （立教大学

4．医療場面のストレス 非常勤講師）

1．社会的不適応の諸相　　6．無気力の社会

社会的不適応　皿 2．無気力の心理構造　　　　　的背景 水　口　礼　治

15 3．無気力の修正仮説　　　7．無気力からの

一　無気カ　一 4．無気力の症候群　　　　　　脱出 （立教大学教授）

5．無気力と抑うつ
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　　　　　　　　　　　・＝人間関係論＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：三隅二不二（奈良大学教授）〕

全体のねらい

　人間関係の三つのレベル、則ち対人関係、集団・組織、文化のうち集団・組織に重点を旧く。集団

力学として、集団規範の形成、同調と逸脱、競争と協同のダイナミ撃クス等、又、組織の人間関係と

して、小集団活動、リーダーシヅプ、意思決定について述べる。実践面としては教師のリーダーシヅ

ブ、事故災害予防と人間関係に及ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．はじめに人間関係ありき
駅こころ伽の発生／自己の他者

1 人間関係の科学 2．新日本人と人間関係 三　隅　二不二
欲求体系の中心転換／新日本人の誕生／主強欲 （奈良大学教授）

求と周辺欲求／これからの人間関係／行動科学

1．対人関係と利得
利得関係／利得行列の変換／公平の原理

2 対　　人　　関　係 2．対人間関係の発生と抑制条件 同　　　上

援助行動／責任分散仮説／不安と対人関係

1．家族関係への新しいアプローチ
家族心理学とは／レヴィンの先駆的考察／研究の歩み

3 家族の入間関係 2．　ファミリー・カウンセリング 岡　堂　哲　雄
家族関係のダイナミヅクス／家族危機／家族アセス

＜塔g／基本的な前提／援助の4段階
（文教大学教授）

3．家族教育～家族への心理一教育的方法

1．人間関係の基礎科学と実践科学
グループ・ダイナミヅクス／民主型指導ど專溢血指導

4 グループ・ダイナミックス 2．実践科学としての集団行動学
W団治療学／感受性訓練 三　隅　二不二

3．総合集団科学としてのグループ・ダイナミックス

4．集団科学のパラダイム

わが国での研究

1．個人主義と集団主義　わが国の研究
2．同調行動の生起ミルクラムらの通行人の実験

5 同　調　と　逸脱 3．知覚判断に澄ける同調
@シェリフによる「自動運動」実験 同　　　上

4　個人に対する集団圧力
アッシュによる失［覚判断の実験：／集団としての同調機指

6 競争　と　協　同

1．競争と・協同の概念2．競争ど協同一集団内競争と
W団間競争3．ゲーム：場面を通しての競争と協同一
?w灘i露悪ii暴に必要な配慮：／協同の活用

古　畑　和　孝

i東京大学助教授）

7 偏見　の　心理

轡／隻高温易鯉纏灘1錨轍薩
_議鍍瀬灘堪薩ジー時代のマイノリティ

白　井　泰子
i信州大学助教授）

5．偏見の解消をめざして
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 リーダーシップ

1．はじめに。人物よりも行動様式2．リーダーシヅブ
ﾌタイプ分け冒三三類型の限界／リーダーシヅブpM概念／リー・ダーシップPM4類型／リーダーシップPM論の実験／PM

三　隅　二不二

9 意　　思　決　定

1．個人の意思決定。ジャニスとマンのモデル
Q　集団の意思決定集団決定法／組織における参加的意思決定／複雑な

Q加の効果／勢力格差と参加／参加的意思決定が適
№ｷる状況

同　　　上

10 職場の人間関係（1）

1．はじめに　2．近代的組織としての官僚制インパーソナルな人間関係3．小集団の発見ホーソン工場での疲労実験／小グルーグの連帯意識4．ヒューマン・リレ’一ションズの時代モラrノレ・サーベイ／職場満足度の2つの要因／職場小

W団の連帯感が活力源泉

同　　　上

11 職場の入間関係（2）

1．職場におけるリーダーシップの研究

謌齔?ﾄ督者行動の2つの研究
Q．職場でのPM行動を測る。測定の「ものさし」をつくる／先入観なしの質問項目収集／P行動・M行動の測定尺度：／PM4類型への分類3．　PM4類型を吟味する一PM類型と仕事満足度’4．　PM類型とチーム・ワークーPM類型と集合会合／PM類型と精神衛生

司　　　上

12 教師と児童・生徒
ﾌ人間関係

1．はじめに一新しいインセンティブ・システム

Q．教師のリーダーシヅプー教師のリーダーシヅブ測定項目
^教師評定の測定結果3．中学教師のリーダーシップ

S．リーダーシップ（指導力）評定尺度の妥当性5．調査の結果

同　　　上

13 災害轍と燗関係

1．はじめに2．自然災害と入間関係3．緊急事態の
梶[ダーシップ4緊急脱出時の避難誘導法。指差誘導

@／吸着誘導法／吸着誘導法の有効1三三着誘導法の避難誘導プロセス汚誘導者ど避難者の人数比による制約／指差誘導法と吸着誘導法の併用の有効性5．人為災害・事故予防の集団決定。バス運転士の事故防止と集団

閧U．集団決定の効果7．その後のアク均ン・捗一チの展開

同　　　上

14 ゲーーム理論と人間関係

1．実験ゲーム研究一マトリヅクス・ゲーム

Qディレンマ・ゲームーマトリックス型ディレンマ・ゲ払の
ﾀ験／ディレンマ・ゲームの方略構造／偲べ合理性／社会的ディレンマ／集団合理性3．ディレンマ・ゲーム研究の展開一競争性の発達／木こ

閭Qーム

戸　田　正　直
i中京大学教授）

15 日本人の人間関係

1．第一の特色　2．義理人情一義理人情スケール／義理人情という考えの筋道3．中間的な回答　4．人間関係をさぐる諸方法

v量的方法／文化人類学的方法／その他の方法
林　　　知己夫
i放送大学教授）
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　　　　　　　　＝パーソナリティ論＝（TV）

　　　　〔主任講師：小口忠彦（澄茶の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　心理学におけるパーソナリティ論で、解決を求められていたのは、従来としては、「知能＋性格」

としての「よせ集め」の点であった、とまとめることができる。

　この点を中心として、解決の方向づけを試みたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　人間のこころ
2　パーソナリティの翻訳

1 パーソナリティとは 3　パーソナリティの定義
小　口　忠　彦

4　パーソナリティの研究 （お茶の水女子大学
名誉教授）

1　生産性一防衛性という側面

2　生産的方向
2 生産性と防衛性 3　防衛的方向 同　　　上

4　開いたこζろ・閉じたこころ

1　社会化一同化という側面

2　時間的変化
3 社会化と同　化 3　場面的変化 同　　　上

4　病理現象

5　適応範囲

1　異常の状態

2　異常の根拠
4 正常と異常　　1 3　異常から正常へ 同　　　上

1　正常の状態

2　正常の根拠
5 正常と異常　　皿 3　正常と成熟 同　　　上

4　正常の段階

1　自己修復

2　自己修復の異常
6 自　　己　　修　復 3　自己修復の正常 同　　　上

4　自己修復の限界

1　心理学の弱点

2　心理学的研究
7 自　己　実　現 3　自己実現 同　　　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　自己と自我
2　決：定主義

8 自　　　　　　己 3　上昇傾向 小　口　忠　彦

4　自分を知る

1　集団のパーソナリティ

2　基本的人格

9 基本的人格構造 同　　　上

1　方法論

2　類型論

10 入　格　　類　型 3　特性論 同　　　上

4　価値観

1　人間の本性

2　創造性

11 性　　　善　　　説 3　集団の力 同　　　上

1　性悪説

2　死の本能

12 性　　　悪　　　説 3　欲求不満一攻撃仮説 同　　　上

4　犯　罪

1　非性悪説

2　ロジャーズの立場

13 非　　性　　悪　説 3　マズローの立場 同　　　と

1　矛　盾

2　矛盾の根拠

14 矛　　　盾　　　説 3　矛盾説 同　　　丘

1　人格心理学

2　心理学の領域

15 人格心理　学 3　心理学の総合 同　　　上
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＝臨床心理学＝（R）
〔主任講師：村瀬孝雄（東京大学教授）〕

全体のねらい
　1．異常心理学の全体像、基本的考え方、於よびそれらとの関連に旧いてとらえられた代表的病理

と現代的病理について述べる。　2．上述のような諸病理に対して、．心理学的な援助・介入の考え方

と技法およびその成果について紹介と考察を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 異常心理学の全体
怩ﾆ基本的な考え方

臨床心理学の定義に触れ、次に主要な特性につ
｢て簡単な解説を試みる。①対象は広義の心の
s健康、不適応など広範囲に澄よぶ②実践的技
p学③臨床的態度④体系性はゆるやか⑤学術的
ﾅあり文化拘束性が高い。臨床家の役割と貢献
氓謔ﾑ臨床心理学の歴史について短く述べる。

村　瀬　孝　夫

i東京大学教授）

2
a　神経症圏の中
@　の中心的病理
a@犯罪心理学

神経症の定義と下位分類、診断と治癒の実際に

ﾂいて：対人恐怖とヒステリー患者を例に用い

ﾄ解説するとともに、不安、防衛、自我の強さ、

ｫ格障害の概念と反社会的性格、精神鑑定の実

ﾛについても述べる。

福　島　　　章

i上智大学教授）

3
精神重圏の代表的
ｸ神病理とくに精
_分裂病と躁うつ
aの心理

精神病についての最も基本的な理解のための解

烽�sいあわせて、精神分裂病と躁うつ病の精

_病理、分裂病者、躁うつ病者への対応に際し
ﾄ留意すべき心理学的配慮についても解説する。

吉　松　和　哉

i東京都精神医
w総合研究所）

4 臨床心理学的アセ
Xメント（1）

臨床心理学の立場から病理的現象と病者に対し

ﾄ行う援助的介入を展望するとともに、アセス

＜塔g（評価、査定）について、その本質と目

Iを中心に、総論的考察を示す。

村　瀬　孝　夫

臨床心理学的アセ
Xメント②

アセスメント面接の目的と特異性、面接にあ
ｽっての留意点、初回面接の重要性と実例解説

�ｵ、さらに臨床面接の信頼性と妥当性につい

ﾄも述べる。

同　　　上

6 臨床心理学的アセ
Xメント（3）　　　　　　　　　o

臨床心理検査法をその特殊性を中心に概観し
ｳらに、検査法の分類と評価、活用上の留意点

ﾆ戦略について解説する。 同　　　上

7 臨床心理学的アセ
Xメント（4）・1

ウェグスラー式知能尺度の基本的考え方と特性

�qべるとともに、この検査の解説と実用性に

烽ﾓれる。また質問紙の一般的特質、効果と限

E、代表的な質問紙検査（YG、　MP　I、GHQ＞に

ﾂいても解説する。

伊　藤　研一
i大正大学講師）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 臨床心理学的アセ
Xメント（4）・2

投映法の特質と分類を解説するとともに、乏く

ﾉその代表的技法としてロールシャッハ法診よび

�ﾘ描画法（パウムテスト）の説明をし、実例を示

ｷ。

村　瀬　孝　夫

9 臨床心理学的アセ
Xメント（5）

アセスメントの解釈とは、仮説をつくり上げる

ﾍであることを説明し、この仮説と現実との交

ｬ、総合的所見の重要性と困難性検査報告につ

｢て解説する。

同　　　上

10 心理療法とは何か

原点としての精神分析療法を粗描した後、心理

ﾃ法の一般的条件と諸種の立場を、4つの流れ
ﾉ大別して概観するとともに心理療法の典型的

ﾟ程について、一つのモデルを示して解説を行
､。

同　　　上

11 精　　神　分　析

精神分析のもっとも基本的な人間理解の特質と

ｵて、無意識仮説、心理・性的経験の重視、幼

刳冾ﾌ重視をあげて解説し、次いで、この療法

ﾌ技法と過程について、実例に即して説明する。

同　　　上

12 来談者中心療法

アメリカ生まれのいくつかの立場では、現在の
｡療者、患者関係を生きること、それ自体をも
ﾁて治療的とみなした。治療者の提供する成長
｣進的態度について述べるとともに個人が自己

ﾌ内的な体験過程にフォーカスする技法を用い
髣ｧ場の解説もする。

同　　　上

13 行　動　療　法

行動主義心理学の立場から、完全に客観的にと

轤ｦられる行動を、学習心理学の実験的成果に

烽ﾆづき、強化やモデリング等の技法を用いて

ﾏ容しようとすることを解説する。

小　林　重　雄

i筑波大学教授）

14 森田療法と内観療法

日本で生まれ発展してきた全く独自の治療法が

X田療法と内視法であり、この両者のよって立

ﾂ人間観や、目指す治療像は、基本的共通性を

烽ﾂが、具体的手続きは全く対照的である。こ

黷轤ﾌことについて、ややくわしく解説する。

村　瀬　孝　夫

15 社会心理学的接近
ﾆ臨床心理学

異常心理の改善には、治療者と患者間の一対
黷ﾌ関係を活用するだけでなく、集団が成員に

ｨよぼす強力な影響力を活用する立場や技法が
ﾟ年急速に発展してきた。これとは別に、生態〔理

w的観点からの環境調整などについても説明する。

　山　口　　　勤

i東京大学助教授）

ｺ　瀬　孝　夫
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　　　　　　　　：＝深層心理学＝（R）

　　　　　　　〔主任講師：織田尚生（甲南大学教授）〕
全体のねらい

無意識の構造に関する講義を診こなう。この際講義内容が単なる知識としてでなく、生きた体験と

して身につくように配慮する。深層心理学の二大潮流であるフロイトとユングのうちで、主としてユ

ングの学説に従って話を進めるが、フロイトの説との関連性にも留意する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フロイトとユングがいかにして無意識の存在に

1 無意識の心理学
気づくようになったか。その研究史について述

ﾗる。 織　田　尚生
（甲南大学教授）

自我の機能、さらには自我がコソプレヅクスの

存在によっていかに強く影響を受けるかを考え
2 自我とコンプレックス る。 同　　　上

コンプレックスが解消される過程について、心

理療法の実際に触れながら解説する。
3 コンプレックスの解消 同　　　上

深層心理の内容と密接に関係し、また重要な機

能をもつイメージと象徴について、例をあげて
4 イメージと象徴 考える。 同　　　上

無意識の生み出したものである夢を取り上げ、

そのさまざまな特徴について検討する。
5 夢とその特　性 同　　　上

心理療法の技法としての夢分析について、わか

りやすく解説する。
6 夢　の　分　　析 同　　　上

親のイメージを検討することによって、普遍的

無意識とその内容である元型について述べる。
7 父と母の原　型 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

個人の心理のみならず集団の心理を理解する場

合の鍵概念になる。影（shadow）の問題を論じ

8 影　の　心理学 る。 織　田　尚　生

ユングのペルソナという概念を取り上げて、人

間の外的於よび内的適応について検討する。

9 ペルソナとこころ 同　　　上

人間の心理的な成長のために、心の中の異性（ア

ニマとアニムス）の発達が大切であることを述べ

10 心の中の異性 る。 同　　　上

意識の中心をなす自我が、無意識の深層から自

己によって統禦されている点を論じる。

11 自　我　と　自　己 同　　　上

ユングの考えた心の成長過程である個性化につ

いて解説し、心的危機における布置と共時性の

12 個性化と　布置 問題にも触れる。 同　　　上

深層心理学と文化人≡類学（象徴人類学）や比較

宗教学との学際領域の問題として、イニシェー

13 イニシエーション　と ショソと心理療法との関連性について論じ、さ 同　　　上

コスモロジー らに内的なコスモロジーの意義にも言及する。

三型的モチーフの表現としての神話と昔話の重

要性について述べ、前章について心理療法とコ

14 神話と昔話の心理学 スモロジーとの関係を研究する。 同　　　上

ユングの分析心理学の視点から、日本人心性、

特にその集団志向性と中心志向性について述べ

15 日本人の深　層 るQ 同　　　上
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　　　　　　　　＝カウンセリング＝（R）一

　　　　　　　〔主任講師：佐治守夫（東京大学名養教授）〕

全体のねらい
　カウンセリングについて、その基本的な理論と、実践上の技法を学ぶことを目標とする。そして

歴史的な過程をも含めて、今までの著名な理論家達の考え方を紹介し、同時にカウンセラーの態度

実践上の倫理的問題、社会からの要請、訓練の方法などにもふれる。事例を適宜、捜回することで

理解をふかめる。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

カウンセリング、心理治療、さらに広ぐ、人間
援助の方法を概観し、このような領域が現在ま 佐　治　守　夫

1 カウンセリングと すます注目されつつある状況を考える。家庭内 （日本・精神技術研究所

は何か（序論） の問題、子どもの発達と教育にかかわって、学 ・心理臨床センター所長）

校での問題、職業、職場にかかわる問題などな
ﾇ。事例（1｝、登校拒否

（東京大学名誉教授）

カウンセリングの定義は、後にのべる様々の理

論によって微妙なちがいがある。ここでは、か
2 カウンセリングの なり包括的に、今日通用している定義について 同　　　上

定義（D のべる。

カウンセリングの定義（1）をふまえて、様々な立

場で特に強調される諸点をとりあげて評説する。

3 カウンセリングの カウンセリングは、そのように立つ、パーソナ 同　　　上
定義（2） リティ理論と切りはなせないこと、人間の成熟、

健康についての考え方と密着していることもの
べる　事例②

4 望ましい特殊な対 同　　　上

人関係

力車精神医学の黎明とその展開。フロイト精神

分析が生れるまで
5・ 心理療法の展開（1） 「メスメルと動物磁気術」 同　　　上

「シャルコーとジャネー」その後の展開

プロィェルBreuer　J．の除反応（Abreaction）

の理論とフロイトFreud　S．
6 心理療法の展開（2） 「フロイトの基本的理論」 同　　　上

「自由連想法」

フロイトの基礎的な発見とその理論
「抵抗（resistance）と抑圧（repression）」

7 心理療法の展開（3） 「不安と防衛」 同　　　上

「性的衝動」

「精神力学（psychod）mamics）」
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「フロイト補遺」

「ユ’ンクCarl　Gustav　Ju：ng．1875－1961」

フロイト以後の展開（1） 「全体的自己・曲01e　self」

8 一特にユンクを

@　　中心として一

「投影、及びその他の症状」

u集合的、普遍的無意識（collective，㎜，ive｝sal
浮獅モ盾獅唐モ奄nUS）」

佐　治　守　夫

「ユンクのコンプレックス」

「自我と自己ego－selfと真の自己real　self」

「ユンクの精神療法」

9 フロイト以後の展開（2） 「新フロイト派（Neo－Freudian）」
同　　　上

10 ロジャースの貢献 同　　　上
一クラインス中心療法一

「治療によるパーソナリティの変化」

11 ロジャースにおけ
骼｡療関係の意味

「変化したパーソナリティの特徴」

uパーソナリティ変化の条件」の検討 同　　　上

この理論で取りあげられなかったもの
ロジャースにおけ

12 る治療的変化の仮 同　　　上
説と理論の特徴

「事例を取りあげる意味と、その際の注意につ

13 治療的面接（カウン

Zリングの実際（1）

いて」

u事例の概要」

u最初の面接に至るまでの接触の重要さ」

同　　　上

「第1回目の面接、沈黙と砂場の作品」

「第1回目の面接、沈黙と砂場の作品」
「2回目以降のサボテンの意味ある出現」

14 治療的面接（カウン

Zリングの実際（2）

「3回目から5回目のキャンセルまでサボテン
�ﾊじての関係のふかまりと、その結果として

同　　　上

の治療者の介入の失敗」

「5回目のキャンセルをめぐって」

クライエントの陰性転移感情、両向性感情にど

15 治療的面接（カウン
Zリングの実際（3）

のように共感し、対応することができるか、あ

墲ｹて治療者の反対転移について 同　　　上
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　　　　　　　　＝心理・教育に澄ける測定法＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：肥田野直（放送大学教授）〕

全体のねらい

　学校や社会において、種々の測定が行われている。それは何を、どんな方法で測っているのであろう
か。

　測定法の基礎となる原理は何であろうか。また、測定の際にどんな誤差が生じやすいのか、その誤差

を除くにはどうしたらよいのか。これらの知識を基礎にして測定値を正しく解釈し、適切に利用する仕

方を学びたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間を対象とする測定法にはどんな種類があ

1 測定とは何か（1）
るだろうか。学校生活や社会生活の中で行われ

ﾄいる測定の例を考えてみよう。測定の誤差の

ｫ質とその扱い方を通じて、測定の基本的概念

肥田野　　　直

i放送大学教授）

を学ぶことにする。

ここでは測定の基本的特性について考える。

2 測定とは何か（2）
直接測定と間接測定の区別、測定の信頼性や妥

鱒ｫの問題など、心理学および教育学に駆ける
池　田　　　央

i立教大学教授）
測定に共通した基本概念を解説する。

一一ﾔ身近な測定の例として学校に澄ける学力

の測定を取り上げる。学力測定の方法、種類、

3 学　力の測定 結果の表し方、素点と標準点の違い、集団準拠 同　　　上

測定と目標準拠測定の区別などについて触れる。

知能測定法の歴史、知能検査はどの様な必要

性から生まれてきたのか。またどのような形で

4 知能の測定 発達してきたのか、知能測定の結果はどの様に 同　　　上
表示されるか、知能検査の種類、それによって

示される知能の概念などについて解説する。

r

パーソナリティの測定はどんな原理、に基づい

5 パーソナリティの
ｪ　　　　　　定

て行われるのか。その測定法はどんな条件の下

ﾉ実施できるのか。パーソナリティの測定の生

ｶる測定誤差はどうしたら避けられるか。測定

肥田野　　　直

結果はどう解釈したらよいかを考える。

人間関係の遠さ近さは心理的距離で表される。

それを測定するにはどうしたらよいか。また、

6 人間関係の測定 リーダーシップを測定するにはどうしたらよい 同　　　上
か、これらの測定法の基礎とその問題点につい
て考える。

態度はどの様に定義され測定されるのか。そ

の代表的な測定方法と、その根底にある基本的

7 態度の測定 な考え方澄よびその限界について考える。また 池　田　　　央

これと関係の深い最近の展開についても触れる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 価値観の測定

　価値観の多様化といわれる現代に澄ける、諸

墲ﾌ測定法、把握法とその問題点についてふれ

驕B歴史的な展開の経緯と最近の測定事例を引

pする。

吉　田　正　昭

i中央大学教授）

9
閾と主観的等価点

ﾌ測定

、閾と主観的等価点につき、具体例をあげて解
烽�ﾁえる。ついで、それらの測定に用いられ
髏ｸ神物理学的方法のうち、ここでは調整法と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一極限法とを取り上げて説明する。このほか、言

tや文字などを提示材料にしたときの、認知閾
ﾌ測定方法にも言及する。

鳥　居　修　晃

i東京大学教授）

10 色の認知と分光感度

　色彩視が成立するための前提条件について述
ﾗ、色覚の仕組みを明らかにするための研究例
�ﾐ介する。とくに、分光感度測定の具体例と
ｵて、明所視と暗所視の比視感度の測定結果と
摯ｪ閾を指標とした分光感度の測定データの一・
痰�謔闖繧ｰ、検討と考察を試みる。このほか、
繪ｺ法と恒常法による閾測定の一般的手続に：つ
｢ても解説を加える。

同　　　上

11 運動と形の認知

　仮現運動に関する古典的研究を紹介し、視覚
ﾌ域だけでなく、聴覚、触覚の各領域について
煢ｼ現運動が起こることを明らかにした近年の
､究を取り上げる。ついで、ランダム・ドット
Eパターンを提示材料とした仮現運動に関する
ﾟ年の研究例に触れる。さらに、運動対象の形
ﾌ認知に関する研究例、運動視に及ぼすストロ
{照明効果についての研究例にも言及する。

同　　　上

12 香りと手触りの認定

　視覚や頭覚のように認識的側面の強い感覚と

ﾙり、嗅覚や触覚は感情的好悪と強く結びつい

ﾄいる。従って昔は美的感覚の問題とされてき

ｽが、現代では統計学的ないしは計量心理的測

閧ｪすすんでいる。その一論を紹介する。

吉　田　正　昭

13 味　の　測　　定

　味と香りは機器測定が出来ぬといわれている

ｪ補助道具としてのマイクロコンピュータなど
ﾍ有用である。これを用いて人間が感覚量を表

ｻするときの問題点について考察する。

同　　　上

14
重量感・触覚二点

№ﾌ測定

　重量感あるいは重さの感覚に関する弁別閾の
ｪ定結果とそこから導かれたウェーバーの法則
ｻの他について紹介する。ついで、シャルパン
eィエ効果に触れ、その成立条件について考え
ﾄみる。さらに、触覚二点閾を測定する方法、
ﾆくに恒常法と閾値算出法の一つについて解説
�ﾁえる。

鳥　居修　晃

15 測定をめぐる諸問題

　測定について種々の角度から考えてきたが、

ｻれらに共通する問題や残された問題について、

S当講師全体でまとめを行う。 肥田野　　　直
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＝乳幼児の健康と心理＝（TV）

〔主任講師　平井信義（大喜女子大学教授）〕

全体のねらい

　児童学pedologyの立場、子どもを心理学、教育（保育）学、保健学、文化論、障害児論（精神衛

生）などさまざまな分野から研究しながらそれらを総合する立場から、とくに子どもと直接触れ合う

なかで、子どもから学ぶ（禅の言葉：三尺の童子を拝す）姿勢で研究したわれわれの成果を中心に、

からだと心の問題を講ずる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
人格形成の理論と

l間関係

　発達的観点と教育的（治療教育的）観点に立

ﾁて人格構造論於よび形成論を総括してみると、
ｩらだは心の環境であり、心すなわち人格は自
ｭ性と自己統制の能力を柱にして澄り、後者は
vいやり（共感性）が育つことによって形成さ
黷ﾄいるという結論に達した。

　平井　信義
i大妻女子大学教授）

2

自発性（とくに意

~）の発達と育児・

ﾛ育

　自発性の発達に伴って意欲がさかんとなり、

｢きいきと遊ぶ子どもになるが、そのためには、
｢たずら（探索活動）、論どけ・ふざけ、反抗、
ｯんかなどが大きな意味をもっているが故に、
ｻれらを抑圧しない育児・保育をいかに：実現し
ｽらよいかを論ずる。

同　　　上

3

共感性（思いやり）

ﾌ発達と育児・保

　思いやり（共感性）とは、相手の立場に：立っ

ﾄ相手の気持を汲む能力であるが、それは、大
l（とくに母親）から思いやりを受けることに
謔ﾁて発達する。それ故に、いかに思いやりの
?髟齔eになるための努力をしたらよいかを、
邇凵E保育の具体性の中で述べる。

同　　　上

4

言語発達・社会性

ﾌ発達と育児・保
轣@　　　　　　卵

　言語発達：には個人差が著しく、それは素因に

烽ﾆつく面もあるが、乳幼児期の母子関係と密
ﾚな関係がある。また、社会性には友人関係の
ｭ達と生活習慣の自立があげられるが、‘前者は

譓盾ﾌ安定と自発性の発達と密接に関係してい
驕B後者は、決して急がないこと。

同　　　上

5
知的発達と育児・

ﾛ育

知的発達：には個人差が著しく、それは素因に

謔髢ﾊもあるが、発達速度が関係していること
�l慮すべきである。知能テストによって測定
ｵようとする試みもあるが、誤りを犯しゃすい。

ﾜた、知的な面を優先させて育児・保育をする
ﾆ、人格形成のゆがみを作る。

同　　　上

6

身体発育・運動機

¥の発達と養育・

ﾛ育

　身体発育には個人差が著しく、それは栄養の
�盾ﾉよること庵あるが、多くは素因にもとつ

ｭから、良否の評価は慎重でなければならない。
ﾜた、運動機能の個人差は運動の機会が十分に
^えられているかどうか、困難に挑戦する意欲
ｪ養われているかどうかと関係するら

同　　　上

7
家族関係と育児・

ﾛ育

　家族関係は、子どもの人格形成に及ぼす影響
ｪ大きく、夫婦関係が調和しているか否かが母
eの育児を左右するし、さらに年寄りが同居し
ﾄいる場合には、姑嫁の関係が母親の育児に影
ｿする。また、年寄りの孫に対する態度も、人
i形成を左右することがある。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
集団保育一幼稚園

ﾆ保育所

　集団保育の中で、とくに幼稚園と保育所の問
閧�謔闖繧ｰ、両者のちがいを述べ、とくに保
逑燉eや方法について、子どもの自発性（意欲）

ﾆ思いやり（共感性）とを育てる望ましい保育
ﾉついて述べ、さらに小学校教育との相違につ
｢て明確にする。

平井　信　義

9
児童福祉の理論と

ﾀ践

　児童福祉には、健全育成の面と、心身に恵ま
黶Fない子どもに対する保育・養護の面とがある。

ｻのための施設澄よびその運営と理論的背景に
ﾂいて講ずる。な澄、世界で最も理想的養護施

ﾝであるSOS子どもの村での実践とその考え
福�ﾐ介する。

同　　　上

10
児童と環境、自然・

ｶ化財・社会環境

　児童を取り巻く環境、とくに自然、それに代

骼剴ｶ遊園、文化機（遊具、玩具、TV、ラジ
I、絵本その他多数）について望ましいものを
ﾐ介するとともに、地域環境がどのように子ど
烽ﾌ心身の発達に影響を及ぼしているか、われ
墲黷ﾌ研究を紹介する。

同　　　上

11

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
纓ﾃ・治療教育・
沁メi1）．

　心身に問題をもっている子どもには、弱視
i盲）児、難聴（ろう）児、言語障害児、肢体
s自由児、病虚弱児、精神薄弱児、情緒障害児
ﾈどがいるが、それらについて早期発見と早期
ﾃ育の現状について述べ、今後の療育のあり方
ﾉついて考想を語る。

同　　　上

12

問題（こころとから

ｾ）の早期発見と
纓ﾃ・治療教育・
沁~（2）

　とくに心に問題のある子どもについて、さま
ｴまな問題行動の原因と治療方法を述べ、とく
ﾉ人格形成上のゆがみが育児・保育によって生
ｶて隠り自発性の発達不全や情緒の不安定によ
驍ｱとを述べ、治療の方法としてとくに遊戯療
@を紹介する。

同　　　上

13
思春期問題から見

ｽ乳幼児期

　思春期以後の子どもの問題、例えば登校拒否、

w習意欲の喪失、神経症、心身症、自殺企図、
ﾆ出・非行などはすべて人格形成上のゆがみと
lえてよく、その萌芽はすでに乳幼児期にある。
ｻの早期発見と対策について述べ、予防するた
ﾟの育児・保育を考える。

同　　　上

14
文化人類学と国際

芒rから見た育児

　文化入類学は、とくに未開社会の研究によら
ﾄ、親子関係や育児澄よび人格形成について、
L：的な提案を行ってきた。また、育児や教育に

ﾂいての比較も、わが国の育児や教育を考える
繧ﾅさまざまな示唆を与えてくれた。それらを
ﾐ介しながら、今後の育児を考える。

同　　　上

15
乳幼児をめぐる

ｻ代の問題点

　現在、世界に起きている子どもの問題のトピ
bクスを紹介する。例えば、アフリカなどの子ど

烽ﾌ飢餓状態、アメリカで増加している親に虐
ﾒを受けている子どもたち、欧米での育児法の
P80度の転換、わが国にのみに多発している登
Z拒否などについて原因を考える。

同　　　上

一一 R54一



＝児童の心理と教育＝（R）

〔主任講師　東 洋（白百合女子大学教授）〕

全体のねらい

　精神の発達と、教育および社会環境二二要因との相互作用を概説し、知能、学力、情意に関し最近

数年間に急速に集積しつつある研究成果の分析に立って、発達と教育とに関する通説の若干を批判的

に検討する。特に知的発達と自我の形成の問題に力点を置き、心理学を勉強しようとする者に発達・

教育的視点を、又、教育に関心を持つ者に心理学的視点を提供することを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

講座の導入として、子どもの精神発達につい 東　　　　洋

1
子どもの精神発達

�ﾇうとらえるか

ての概念。（特にそのさまざまな考え方につい

ﾄ）

（白百合女子大学教授）

@永　野　重　史
i国立教育研究所

第3研究部長）

active：な反応の発達：、環：境との相互作用、

道具への反応などの問題も含む。

2 最初の一　年 永　野　重　史

出生前後から子どもへの期待、母性意識の形

成、母子相互作用、愛着の形成、母親の仕事。

3 親　　　と　　子 東　　　　　洋

ジェスチュアや哺語からどのように形式的な

面と機能的な面との両面に於いて言語が発達す

4 言葉の誕　生 るか。 永　野　重　史

知能とはどういうものか。その知能検査と意

知的能力、その概
味。

5
念と最近の研究

東　　　　　洋

赤ちゃんと子どもはどう違うか。子ども時代

6
子ども時代の始ま

の発達課題。

永　野　重　史

イメージの世界、イメージによる思考。

7 表象能力の発達 向上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

言語と思考、言語発達に論ける問題や異常。

8 言語　と　思考 永　野　重　史

表象的思考から具体的概念的思考を経て論証

9
論理的思考と知識

的な思考の能力が形成されるまで。

同　上
構造

自己中心性からの脱却、競争ど協力、友達関

係のひろがり。

10 子どもと友達 東　　　　　洋

社会は、その社会の成因としての行動の型を

11
行動基準の形成と

各個人について形成していく。つまり社会化の

ｭきをもつ。この社会化の働きを行動の基準の 同　上
発達 形成との関係で考えてみる。

依存から独立へ、心理的離乳の問題、児童期

の精神衛生。

12 自　我　の　発達 東　　　　　洋

11、12歳（小五）の段階での論理的思考
力の発達や、社会関係、情緒面での諸問題

13 子どもから大人へ 永　野　重　史

課題によって、その学習に適切な発達上の時

期があるという考え方の紹介と、それを教育上

14 教育　と　発達 どう考えるか。 永　野　重　史

すごやかな精神発達を助けるためにどういう

健康な精神発達を
ことをすべきか。 東　　　　　洋

15
たすけるために 永　野　重　史
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　　　　　　　　　　　＝青年の心理と教育＝（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：宮川知彰（放送大学教授）〕

全体のねらい

　青年期が人生経過の中で、また人の精神発達に白いて、どのような役割・課題・意義をもつかをさま

ざまな視点から検討し、青年のための教育がどうあるべきかについて考えてみる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

青年期の開始期と終期とをどうとらえるのか、

青年期　と　は 青年の心理行動は、児童や成人のそれに比べてど 宮川　知　彰
1

一「青年」の のような特徴的な性質をもつか、そして青年心理

誕生一
学はいかなる課題をもつかについて考えてみる。 （放送大学教授）

青年心理学の研究法
　青年を個として把える立場と一般として謡える

ｧ場がある。こうした目標の違いによって、この 久　世吉　雄
2 一その方法論と 方法論と方法は異なっている。ここでは、その二

方法一 っの立場と方法を解説し、さらに、個と一般（普

ﾊ）についての問題を考察する。

（名古屋大学教授）

身体的成熟（特に第二次性徴の発現）が青年の
青年期のからだと心 心理面にどのような影響を及ぼすのか。性的成熟 福　富　　　護

3 一からだとの出合

@いと性の問題一

を通して、青年がどのような問題に直面し解決し
ﾄいかなければならないのか。男の子・女の子か
迺j性・女性としていかに自己を確立していかな

（東京学芸大学教授）

ければならないのか。

青年期は、複数の進路可能性の中から、自らの

進　路　選　　択 進路を決定していく時期でもある。現代の日本社 片　岡　　　彰

4 一箇年の発達
会というしくみの中で、青年達はどのように進路
�I択しているのか、青年期の発達課題とのかか （東北大学助手）

課題一 わりを通して、その実態と援助のあり方について
考察を進める。

反　　　　　　抗
青年が自我を確立し、主体的な自己であろうと

w力する過程で、青年の発達を阻害するかの如く 佐竹　宣夫
5． 一人生・社会 青年が認識する既存の権威に対して“反抗”する

と青年一
のはむしろ当然である。青年の権利である健康な

ｽ抗と青年の発達との関係を考えてみたい。

（芝浦工業大学教授）

青年期に形成される友情は、われわれの生涯に
友情　と　イ中　間 とって極めて重要な意味をもっている。

6 一青年と集団 青年の友情形成と青年の集団活動がどのように 同　上

活動一
おこなわれているのか、それが青年の発達にとっ

ﾄ、どんな意義があるのか考えてみたい。

青年期における人間形成にとって特別な重要性
青年の生活構造 を持つ活動として、学習と余暇をあげることが出 斉藤　耕　二

7 一学習と余暇の活 来る。多くの青年達が高等学校、大学に通う生活

動を中心として一
を送っている現在、学習と余暇はその生活の中心
ﾆなる位置を占めている。この二つの活動の意義

（東京学芸大学教授）

について考えてみる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ライフ・サイクルの変化、出生率の減少、高学
今日の女子青年 歴化などによって女性の就業が増大している。し 江　川　　　亮

8 一女子青年と
@　　　　：職業一昌

かし、雇用均等法が施行されても、雇用条件の性
ｷ別が解消される見通しもない。こうした就業堅
｢の中で変動する女子青年の職業観、結婚観や性

（芝浦工業大学教授）

役割観などを考察する。

いわゆる技術革新の進展のもとで、人間労働の
今日の勤労青年 単純化、細分化、規制化が進行している。その職

9 一その職業観と 場で、単調労働を強いられる青年たちの過酷なま
ﾅの心理的・生理的負担の実態を明らかにすると

同　上

勤労観一 ともに、欧米における“労働の人間化”の試みに
ついても触れてみたい。

青年の精神病理 青年期には、精神内界の均衡を保ちながら齢と

10
一思春期心身症、

な社会に適応できる人格を形成していくことが期
ﾒされるが、体の急激な変化や環境刺激がストレ

中　村　雅　知

登校拒否、留年、

ｩ殺、性の問題一

スとして作用し非適応状態を招くことがある。こ
ｱでは、精神的な病理現象を通して青年の心理に
ﾂいて理解を深める。

（東北大学助教授）

青年の非適応のもう一つの現れは、他者とのか

青年のつまづき かわりの領域においてである。非行・暴力・いじ

11 一非行・暴力・
めには、いきいきとした生への意欲と他者への思
｢やりが失われている。ここでは、逸脱行動を通

同　上

いじめ一 して、彼らのつまずきと、これへの対処の仕方を
考えてみる。

現代の青年は、どのような物や事柄に価値を置

青年の活動意欲 いて行動しているのか。現代青年の「生きがい」

12 一「やる気」・「生 「価値意識」の実態を検討しながら、青年の行動 片　岡　　　彰

きがい」の問題一
の源泉としての「やる気」「活動意欲」を考察す

驕B

現代社会では、青年達は、成人や子供達とは異

青年文化　論 なった、独自な文化を持っている。この青年文化

13 一青年期に澄ける の特質、心理的機能を検討して、青年期と社会の 斉藤耕二
社会化と世代一

関係について理解を深める。

この問題の考察はさまざまな視点から展開する

現代の青年論 ことができるが、ここでは、その基底となる青年

14 　　　＿　黹Aイアンティティ
心理の諸理論が構成されてきた道筋として、生物
w的、社会的、世代的要因、さらに、コーホート

久　世　敏　雄

アパシー、e七c一 と歴史の要因にふれ、現代の青年論一アィデンテ
イティ、アパシーなどについて述べる。

青年心理学の成立とその発展の歴史の中でこの
青年心理学と教育 学問がこれまでの青年教育に刷いて果してきた役

15 一青年心理学 割を概観するとともに、今後のこの学問の使命に 宮　川　知　彰

小史一
ついて考えてみる。
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＝障害児の心理と教育＝　（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：寺田　晃（東北大学教授）〕

全体のねらい

　障害児の教育は、人間の尊厳を問い、教育の本質にせまるものである。本講では、前半に総論として、

まずそうした障害児がどんな子どもなのか、診断・判断、研究法などを検討すると共に、後半の各論で

は、障害の各領域別に、心身の発達的特徴と教育、福祉の在り方などを一連に考え、障害児への一般的

な理解を深めたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

障害児とはどのような子どもなのか、各障害の

1
障害児とはどのよ

､な子どもか

別に、その定義と類型を、主に心理学的、社会学

I、医学・生理学的な見地から総合的に解説する。
寺　田　　　晃

i東北大学教授）

障害児に対する学校教育の理念と目的および目

2
障害児教育の目的

ﾆ歴史的発展

標、普通教育との内容・方法・評価面の違い、特

鼡ｳ育の現状などを述べ、あわせて障害児に関す

骭､究、教育（養育）一般の歴史的なあゆみにっ

同　上

いて概説する。

障害児の病理（身体・諸器官ほか）、心理（認
知、人格・情動、社会的行動ほか）、教育（教育

3
障害児の研究・教

轤ﾌ課題と方法
内容、方法ほか）の各分野にわたり、従来の研
?E教育の概況と傾向を捉えるとともに、現下の

　田　中農夫男
i宮城教育大学教授）

教育・心理の研究の課題性を考え、研究法を指摘
する。

主に医学・生理学、心理学の見地から、障害児

4
障害の原因と

@　　診断・判断

の心身に関する病理と障害の一般的様相を述べ、

ｩつ医学、心理学による障害の測定・評価の方法

ﾈいし診断・判断の実際的技法と問題点：などを解

寺　田　　　晃

ｺ井憲男
i東北大学助教授）

説する。

発達とは一般にどんな機構と段階とを経て展開
発達と障害　1 するものであるのかを、個体発生の側面から検討

5 一発達の仕組みと し、従来の発達埋論を紹介するとともに、発達に 寺　田　　　晃

障害一 対処して障害がいかに位置つげられるかを考える。

発達における親の役割と意義、障害にかかわる
発達と障害　皿 家庭的条件、学校教育・社会生活の諸問題などを 寺　田　　　晃

6 一障害児と家庭・ 概観し、その考察から発達と障害の二次的効果を 仁平義　明
学校澄よび社会一 指摘するとともに、家庭・学校・社会の在り方を （東北大学助教授）

検討する。

視覚障害児の身体、認知能力、学習能力、人格・
感覚障害論　　1 情動、社会的行動などを通して、視覚障害児の心

7 一視覚障害児の 理的な発達と特徴を概観するとともに、主に盲学 田　中　農夫男

心理と教育一 校での教育の現状と適切化を検討する。
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

聴覚障害者（言語障害を含む）の身体、認知能

感覚障害論　H 力、学習能力、人格・情動、社会的行動の各発達 菅　原　三一
8 一聴覚障害児の と特徴を把握し、主に聾学校教育の現状と最適化 （国立特殊教育

心理と教育一 を考えることにより、感覚障害論をまとめる。 総合研究所室長）

主に医学・生理学、心理学の立場で肢体不自由

9

身体・運動障害論

P一肢体不自由児

ﾌ心理と教育一

児の身体・運動の能力の発達と特徴を捉え、治療

ｳ育ならびに職業的リハビリテーションの現状と

{護学校教育の最適化を検討する。

田　川　元　康

i和歌山大学教授）

前章と同様な立場で、病弱児・虚弱児の身体と

10

身体・運動障害論

闊齦a弱児・虚弱

凾ﾌ心理と教育一

運動面の障害特徴、心身発達の相互関連性を論じ、

衷寛凾ﾖの復帰、養護学校教育の現状と指導の最

K化を考察し、身体・運動障害論をまとめる。

寺　田　　　晃

ｺ井　憲　男

精神薄弱児の身体・運動の能力、認知能力、人

精神発達障害論 格・情動ならびに社会的行動の発達的特徴を述べ、

11 1一精神薄弱児の 特殊学級、養護学校、施設における教育・訓練の 寺　田　　　晃

心理と教育一 現状と適切化、社会的適応等をまとめる。

自閉症児の心理諸機能の発達と特徴を論じ、あ

12
精神発達障害論
g一自閉症児の心

揩ﾆ教育一

わせて家庭・学校・施設等での教育・訓練および

{育の現状と、指導の適切化、社会的適応等を論
ｶ、精神発達障害論をまとめる。

　小　松　教　之

i宮城教育大学教授）

登校拒否、非行等、いわゆる情緒障害児の心身
情緒・行動障害論 諸機能の諸特徴を述べ、家庭教育と学校教育の現 大　山　正博

13 1一情緒障害児の

S理と教育一

状、指導および教育相談の在り方などを、非社会

Iならびに反社会的な問題行動型について論じる。
（東北学院大学教1受）

学業不振と学習障害の定義および類型、診断と
情緒・行動障害論 判断等について述べ、心理的、環境的側面からの

14 H一学業不振児の 特徴と不振の原因を指摘することにより、家庭教 寺　田　　　晃

心理と教育一 育と学校教育、教育相談等を中心とした指導、措

置の適切な在り方を考える。

障害児の福祉の理念と構造、福祉行政実践の現

15
障害児の福祉と教

況等を概観するとともに、第7章から第14章まで

ﾌ各障害型の特徴を総括することにより、福祉と 同　上
育の展望 教育の今後の在り方、問題点を展望する。
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：＝ ｾ語障害＝（R）
〔主任講師　内須川　洗（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　ことばによるコミュニケーションは、人間が社会生活上不可欠の機能である。この講座は、’この機

能に障害を示す人々の諸問題の理解を助けるよう言語障害学をやさしく解説した入門である。①言語

障害の概説、（2）発達と言語障害、（3）人間関係と言語障害、（4）聴覚と言語障害を主柱として、各種の言

語障害とその予防並に改善を論じた。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 言語障害とは

　言語障害とは何か。定義の問題をコミュニケー
Vョンの立場から考察する。それに基づき8種に
ｪ類し、それぞれの言語障害について、出現率、
瘧Qの特性・問題点に関する解説を行う。併せて
｡後15回にわたる講義聴講に関するオリエンテーションを兼ねる。

1　内須川　　　洗

@（筑波大学教授）

2
言語障害の心理

@　　　　　と教育

　総論の第1に、入間の心理面から言語障害を考
@し、そこに包含される諸側面から理解を深め
驍ｽめ、罰・欲求不満・不安・罪悪感・攻撃性の
S理について解説する。さらに我が国の言語障害
ｳ育について、発展の経緯・現状・問題点・課題
ﾉ関して紹介する。

同　　　上

3
言語障害の生理

@　　　　　と病理

　総論の第2に、ことばの：連鎖（チェーン〉、すなわち言語の特徴であるフィードバック過程を解

烽ｵ、その面から障害の発生を考察する。とくに
ｭ声・構音・リズムめ生理診よび病理を解説する
ｳらに言語の中枢過程である象徴機能と大脳の仕
gみの概要を述べる。

同　　　上

4 発達と言語障害

　総論の第3に、言語の特徴の別の側面、発達について考察し、障害の発生の基礎条件としてのス

sーチ・レディネスについて述べる。さらに言語
ｭ達に関連する諸要因を器質的・情緒的・環境的
ﾌ3局面から考察し解説する。また、言語学習の
ｴ理をわかりやすく述べる。

同　　　上

5 入間関係と言語障害

　総論の第4に、言語機能面に着目して、その4
蜍@能を解説するとともに、特にコミュニケーシ
㏍搭@能に澄ける考察を深める。言語的・非言語
Iコミュニケーション、直接的言語関係・間接的
ｾ語関係、言語の二大様式、すなわち音声言語と
ｶ字言語の特徴を述べる。

同　　　上

6
言語発達遅滞児

@　　　　　の理解

　今回から言語障害の各論の第1に言語発達遅滞
凾�ﾆり上げ、その理解を深めるため、発達の診
f面を重点的に論じる。遅滞の器質的・環境的・人

ﾔ関係的諸要因について述べ～診断法については、
ﾏ察法・各種検査法・分析法などにふれて解説す
驕B

同　　　上

7
言語発達遅滞児

@　の治療・教育

　幼児を中心として言語発達遅滞児の言語治療法
��烽ｷる。これに関連して近年米国のコロラド
蜉wで開発された対人関係反応学習法（INREAL）
�ﾐ介する。さらに言語発達を促進する聴きとり
¥（Listening　Ability）開発法v人間関係改善法

ﾈどについて述べる。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 吃音児（者）の理解

　吃音児（者》を診断・評価する方法について学習す

驕Bそのため言語・身体・心理の3側面の理解に
K要な基礎知識を学び、重症度の判定法、吃音行
ｮの観察法、検査法について解説する。吃音を幼
刹h・学童吃・成人吃に便宜上区分し、それぞれ
ﾌ特徴を理解する。

内須川　　　洗

9
吃音児（者）の

@　　治療・教育

　吃音児（者》の治療・指導問題を中心として、幼児

h音・学童吃音・成人吃音の治療上の相違を概略
qべる。また治療・指導上留意すべき点として、
e種治療法の特性を紹介し、この使用計画の立て
福�wぶ。成人吃音の場合には、吃音者の生き方
h音の克服を重視する。

同　　　上

10
構音障害児（者）

@　　　　の諸問題

　構音障害のさまざまな種類について、原因・言
齒ﾇ状・治療経過・予後などを紹介し、構音障：害

ﾌ診断手続を解説する。とくに構音テストの種類
ﾀ施方法などにふれる。な澄、口蓋裂児の言語治
ﾃも含めて、構音障害児の治療・指導法について
�烽ｷる。

同　　　上

11
音声と音声障害

@　　　　の諸問題

　音声の3要素、大きさ、高さ、音質について音響

ｨ理的特性を考察する。音声障害の発生を音声習

ｾ過程の不全と病理的原因から考察し、さまざま
Fな種類の音声障害について解説する。また音声障

Qの評価法、改善・治療法の概要を解説する。

同　　　上

12 聴覚と言語障害

　聴こえの仕組みを聴器の構造とその機能面につい

ﾄ解説し、聴力や聴覚の障害が如何にして発生する

ｩ考察する。さらに難聴に伴う言語障害の特性や
ｳ育・指導法について概略を解説する。また我が
曹ﾉおける更ぞろう教育ゐ≧と曾難聴教育ゐみについて

qべる。

同　　　上

13
器質的言語障害

@　　　と重複障害

　器質的言語障害のさまざまな種類について解説
ｵ、そのうち特に脳性マヒによる言語障害・失語
ﾇ・小児失語症について、障害の特性・言語治療
ﾌ概略を解説する。また障害の重複化傾向・治療
w導問題にふれるとともに重複障害児教育の問題
�l察する。

同　　　上

14 入間生活と言語障害

講義のまとめの第1に、さまざまな人の生活の
?ﾅ、言語生活の意義を考察し、その言語が障害
ｳれたとき示される「ゆがみ」や問題について論
ｶる。第1に生活環境に生ずる多種雑多な変化に
ﾂいて、第2にこれらに直面する言語障害者のリ
nビリテーションについて。

同　　　上

15
豊かな言語関係

@　　　　を育てる

　まとめの第2は、言語が正常に学ばれるのに必
vな言語関係と環境面の配慮や努力について学ぶ。
ｾ語障害の進行をくい止めたり予防する方策は何
ｩ、言語障害児を自然治療に導くことは可能か、
ｾ語生活をとりまく望ましい環境や人間関係のあ
阨福竚ｾ語衛生について学ぶ。

同　　　上
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＝生徒指導の実際（R）＝
〔主任講師　内山喜久雄（日本赤十字看護大学教授）〕

全体のねらい
生徒指導の目標は生徒の資質・能力・可能性さらには人間性を高めることにある。そのための実際的

方策として、まず、生徒理解の諸方法を述べ、次いで、無気力その他の諸問題の解決と、自発性その他

の望ましい態度・パーソナリティの育成とをはかるための具体的アプローチを多くの事例をまじえて、

体系的に解明・詳述する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
生徒指導　の
ﾓ味　と　理　解

検　　　討　　　中
内　山　喜久雄

i日本赤＋字看護

@　大学教授）

2
生徒をどう理解す

驍ｩ
u理論的背景一

〃
茨木俊夫
i埼玉大学教授）

3
生徒理解の方法（1）

鼕ﾏ察法・面接法一

〃

高　野清　純

i筑波大学教授）

4
生徒理解の方法（2）

黶@テスト法　一

〃 同　　　上

5 事例　研究　法 〃
同　　　上

6
性格・行動は変え

轤黷驍ｩ

〃
坂　野　雄　二

i早稲田大学助教授）

7
無気力の克服

鼡A属療法一
〃 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8’ 引込思案の解消

齊蜥｣訓練法一
検　　　討　　　中 内　山　喜久雄

不安の克服（1）
9

一系統的脱感作法一
〃 同　　　上

不安の克服（2）
10 〃 坂　野　雄i二

一・ Zノレフ　・

コントロール法一

登校拒否の指導
11

一行動・態度形成法一
．〃 茨　木　俊　夫

非行の善導12
一社会スキル

〃 内　山　喜久雄i

訓練法一

自発性の開発
13

一カウンセリング法一
〃 茨　木　俊　夫

対人関係の改善
14 〃 同　　　上

一一 香[ノレ　●

プレイング法一

望ましい学習態度
15 の　　　形　　　成 〃 坂　野　雄　二

一ジェーピング法一
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　　　　　　　　　　　　　　　＝幼児教育＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：萩原元昭（群馬大学教授）　　　　　高橋恵子（聖心女子大学教授）〕

全体のねらい　　　　・
　この講義の特徴は、幼児教育を教育学と発達心理学の両面からとらえてみようとするところにある。現
代の幼児教育にとって重要な思想、方法、実際について述べるだけではなく、教育の対象としての幼児の
心理的な性質を知ることで、より一層関心と理解を広め、深めることをねらいとする。
　1章では講義のオリエンテーションとして幼児教育とはなにかを述べる。2～8章では幼児教育という
点からみて必要と考えられる幼児の発達の心理について述べる。9～11章では幼児が成長につれて通過
する集団として、家族遊び仲間、保育所、幼稚園の諸問題を扱う。i2～14章では、幼児教育の思想、
内容、方法、評価について述べ、最終章では、幼児教育と学校教育、家庭と地域の連携の問題にふれて
　　　　　　　澄ける幼児教育の意味を考える。　　　　　辱　’

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

幼児教育をここでは、前半はコミュニケーショ

1 幼児教育とはなにか

ン、知能、自己、対人関係など幼児の発達側面を
O半に、後半に、家族、遊び仲間、園（幼幼園・
ﾛ育所）など通園集団の関わる問題についてさら
ﾉ幼児期の教育の意慾や内容、方法、評価につい

萩　原　元　昭

i群馬大学教授）
ても論ずる。

教育、しつけを考える上での鍵となる概念のひ
とつが発達である。発達は長い間、子どもが一人

2 発達とはなにか
前のおとなになることとされきた。が、近年この
lえかたでよいのかという再検：討がされ始めた。

高　詰論　子

この章では、発達をどのように考えるのがよいか （聖心女子大学教授）

を論じる。

人は社会の中で生活してはじめて人となる。人

3
コミコ．ニケーショ

灯¥力の発達

は人から知識を受継ぎ、分かつ、あるいは、人と
ｭらす楽しさを知って、人を愛し、人のためにな
閧ｽいと願う。こうして人間は社会を造ってくら
ｵてきた。この章では、乳・幼児の人との交渉の

同　　　上

能力の成長について述べる。

最：近の乳・幼児の知的能力の発達についての研究は子どもがいか
に能力が高いかについての発見に彩られている。新しい研究は、子

4 知的能力の発達
どもは何も知らないとか、でたらめに答えているとか、考える力が

ﾜだないとかいう、これまでの見方を改めさせ、子どもの知的な能
ﾍの特徴を明らかにしている。この章では、子どもの真の幸せのた

無　藤　　　隆

iお茶の水女子大
めには、幼児期で大切にしたい能力とはなにか、また、そのために
ｨとなのするべきこと、してはいけないことはなにかについて考え

学助教授）

てみる。

それぞれの人がもっともその人らしくあることを保証する社会を

実現したいというのが現代のわれわれの願いだといってよいであろ

5 自　己の発　達
う。その人らしくいられる状態にある時にもっとも人間は幸せを感

ｶるのだと、人類はこれまでに大きな犠牲を払って学んできた。こ 高　橋恵子
の“その人らしさ”瓜自己である。この章では、自己がいかに幼

い時から確実に成長しようとしているか、それを保証するためにお

となはなにをすべきかを論じる。

子どもはたくさんの人々に囲まれてくらしてい

虫卵灘旋騰着謹白白革噸ゑこ嵜

6 人との関係の発達
愛がられることで、人間とはいいものだと知る。やがて、母親だけでは満足せずに、母親を安全地

ﾑと頼みながら新しい人々との関係をもつように
同　　　上’

なっていく。この章では、依存から自立への変化
とはどのようなものかを考える。

子どもが社会の要求を受入れながら、社会②メンバーとなっていく

ことを社会化という。これまでの社会化の考え方では、社会が子ども

に影響を与えるという、“社会→子ども”、あるいは、“於とな一受升

7 社　　会　　化 ども”という一方向の流れが強調されすぎてきた。しかし、子どもと 同　　　上
いえども人間は一方的に影響されてしまうようなことはない。新しい

研究をもとに、子どもが社会的な影響をどのようにうけとっていくの

かについて述べる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 現代社会の子ども

　澄となの社会が著しく変るにつれて子どもを
ﾆりまく社会も急変している。それをもっともよく
ｻしているもののひとつが子どもをとりまくマス・メ
fィアである。テレビ、マンガ、テレビグーム、パソコンな
ﾇを例にとり、現在社会が幼児の生活の中でどのような意味をもっているのか、それが発達に

yぼす影響はどのようなものかを考える。

無藤　　　隆

9 幼児期の家庭

　幼児にとって家庭とは、第1次的社会化の機

¥と、精神安定の機能を備えた最初の場である。

､働きやシングルペアレントなど、幼児をめぐ

驩ﾆ庭理論の動向に止目しながら、家庭の意：義

ﾉついて考える。

萩　原　元　昭

10 幼児の近所遊び

　幼児にとって遊びとはどんな意味をもち、実
ﾛにどのような遊び特に、家の近くで集団で遊
ﾔいわゆる近所遊びに焦点をあて、全国調査の
級ﾊにもとづきながら、幼児の遊びの重要性、
菇@、規定要因などについて考察をすすめたい。

同　　　上

11
社会化過程に塩け

髟ﾛ育所・幼稚園

　保育所・幼稚園は、幼児にとり小学校に入学する以前のいわば就学前機関として、家庭や親から精神的に離乳して入る初めての集団で、幼

t園は幼稚園教育要領、保育所指針に基づいて、
ﾀ際に保育を行っている。国保一元化や園児減
ｭ問題にもふれる。

同　　　上

12
幼児教育思想の

@　　　　　　至譜

　近代幼児教育の夜明けを思想的に支えてきた

煌Oの思想家例えばロバート・オーエン、フレ

[ベル、モンテッソーり、ピアジェ、倉橋惣三
轤ﾌ写譜をたどりながら説明してゆく。

林　　　信二郎

i埼玉大学助教授）

13 幼児教育の内容

　幼児期に澄けるいわゆる見えない幼児教育の
ﾁ質と、家庭で培われたヒドウン・カリオユラ
?ﾆの関係、園保育のカリキュラムの編成の原
･や内容と方法保育形態との関連、遊びと学
Kとのかかわり方などについても、考えてみた
｢。

萩　原　元　昭

14
幼児教育の

@　　　方法評価

　幼児教育とりわけ、幼稚園や保育所の保育方
@の特質と問題点さらに、保育内容と方法との
ﾖ連、さらに園保育の評価方法などについても
l案をすすめる。また、保育のための方法とし
ﾄは、保育形態やクラスなどについてもふれて
艪ｭ。　　　　　　　　　　　　、

同　　　上

15
家庭・小学校地域

ﾆの連携

　幼稚園や保育所が、時間的原利的には、小学

Zとの連帯、さらに、空間的には家庭や地域と

ﾌ連携の重要、その具体的な実例をあげて考察

ｵたい。

同　　　上
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　　＝教育社会学1ニ（TV）
〔主任講師：新井郁男（上越教育大学教授）〕

全体のねらい

　教育はどこの社会にも、いつの時代にも共通にみられる瓜その目的、内容、方法、形態などは異

なっている。それは一体何故であろうか。このように教育の本質を社会との関連に旧いて考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

教育はどこの社会にも、いつの時代にも共通

社会事象 にみられるが、その目的、内容、方法、形態な 新井郁　男
1 どは異なっている。それは一体何故であろうか。

としての教育 このように教育の本質を社会との関連に如いて （上越教育大学教授）

考える。

人間の発達は、単に生物的現象であるだけで

人間の発達の社会 はなく社会的現象である。しかし、同時に個々
2 的性格 の人間は独自性をもっている。それは何故なの 同　　　上

一社会化とは か。本章ではζの問題について考える。

かっては発達というとせいぜい青年期までの

生涯発達と 問題であると考えられていた。しかし発達は人
3 間の一生の課題である。それはどうしてなのか。 同　　　上

発達課題 具体的にどのような課題があるのだろうか。こ

の問題について考えるのが本章の課題である。

「子ども」はいつの時代にも、どこの社会に

子どもの も存在するのだろうか。子ども期は近代社会に

4 誕生したものである。子どもの教育は子どもの 同　　　上
発達と教育 発見によって発達したものである。本章ではこ

のようなことについて考える。

子どもが大人になるためには亀さまざまな体

青年期の 験を試行錯誤できる自由が必要である。青年期

5 はそのような意義をもった発達段階として社会 同　　　上
社会的意義 的に設けられているものである。しかし現実は

どうであろうか。

学習は青年期にとどまらず壮年期にも老年期 〆

にも必要であるが、その内容や可能性を具体的

6 成人の生活と発達 に考えてみる。 同　　　上

非行や犯罪は社会的な逸脱として一種の病理

だと考えられている。なぜそのような病理が生

7 発達の病理と教育 れるだろうか。その原因をいろいろ：な観点から 同　　　上
考えてみる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間の発達、特に子どもの発達にとって、家

庭はどのような役割を期待されているのか。ま

8 家庭の役割と機能 た、現実にどのような機能を果たしているのか。 新　井　郁　男

このことを家庭（家族）の実態との関連に旧い

て考える。

学校はどのような役割を果たすことを期待さ

学校の役割と れているか。また、現実にはどのような機能を

9 果たしているのか。プラスとマイナスの両面に 同　　　・上

機能（1） ついて考える。

期待されている役割と現実に果たしている機

学校の役割と にに：はどうして大きなギャップがあるのか。学

10 校の制度や組織、教師などに焦点をあてて考え 同　　　上
機能（2） てみる。

地域社会もさまざまな形において人間の発達
に大きな影響力＝教育をもっている。地域社会

11 地域社会の；機能 は子どもにとっても、青年にとっても、壮年に
ﾆっても、高齢者にとっても、それぞれ重要な

同　　　上

意味をもっていることについて考えてみる。

急速な社会経済の変動のなかで、：職業に必要

な知識や技術を絶えず学習していかなくてはな

12 職業　と　教　育 らなくなっていることを、いくつかの職種をと 同　　　上

りあげて考察する。

絶えざる学習は、職業のためだけではなく、

生活の質全体を高めるために必要となっている。

13 余暇　と　教　育 それは何故なのか。どうずれば高まるのか。 同　　　上

国際化や生活の多様化のなかで、人間の相互

理解の必要性が高まっている。異文化理解の能

14 異文化理解と教育 力を養うにはどうしたらよいのか。外国語が堪 同　　　上

能になればそれでよいだろうか。

生涯学習を可能にするためにはどうしたらよ

生涯学習と いのだろうか。学校教育の変革、意識の変革社

15 会的諸条件の改善・変革：など、さまざまな面に 同　　　上
生涯教育 ついて考察する。
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教　育　社　会　学　　皿

　　　　　　　　　　〔主任講師　岡崎友典（放送大学助教授）〕
全体のねらい
　現代社会の中で生起するさまざまな教育現象を、社会科学的な方法を用いて、体系的に把握する。教育社会学1

では、人間の発達段階を、また教育の対象を軸にしたが、教育社会学皿ではとくに教育の構造を、「集団・組織鉛
よび体制の側面」から明らかにする。

　教育という営みは、個人の社会化を、社会・集団・組織の目的・役割に即して、意図的に展開するものである。
　教育社会学がこれまでに構築してきた理論・方法、とぐに社会学を基礎とした手法を用いて、教育の社会的特質
を考察する。具体的な教育が展開する集団場面に即して、また全体社会と教育の基本的なつながりを、政治、経済、
文化の側面から把らえる。さらに、現代日本の教育の構図を、現代社会の社会類型に即して、教育態勢として明か
にする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
ゲ　　ス　　ト
i所属・氏名）

教育現象を社会現象の一つとして社会科学的に

把らえる学問としての教育社会学の、研究対象と
1 教育社会学の課題（1） 研究課題について、具体的な例を通して学ぶ。

ロケ地長野県佐久市・南佐久郡澄よび東京大
学

教育社会学が、今日の教育現象をどのような方

2 教育社会学の課題（2）

法でとられているかについて、教育社会学成立の

�jと展開に即して学習する。 清水　義弘

ロケ地　太田区・文京区
（東京大学名誉教授）

教育現象を科学的・実証的に囲える方法として

ここでは教育調査法について取り上げる。その1
3 教育社会学の方法（1） では、調査の実際について、地域教育調査の具体

的な例を通して、資料の収集、聞き取り調査の方

法について学ぶ。ロケ地長野県佐久市・南佐久郡

その2では、調査結果の集計と分析について、

4 教育社会学の方法（2）

統計的な処理や解釈の方法を含め、具体的な作業

�ﾊして学ぶ。
　牟　田　博　光

i東京工業大学教授）

家族の教育機能について、歴史的な視点と現代

的な視点の両面から、その本質的な役割を考察す 庄　司　洋子
5 家　　　　　　族 る。

（日本社会事業大
ロケ地　長野郡佐久市・南佐久郡 学教授）

学校を集団の側面から把らえる。とくに学級の

入間関係について、学級規模、班活動、学校行事
6 学　　　　　　校 などの具体的な教育活動を通して学ぶ。

ロケ地　長野県佐久市・南佐久郡
＼

子どもの生活空間を、学校と地域社会での、具

7 地　域　社　会
体的な活動を通して明らかにする。（子供会、P
sAetc）　　　　魯

@ロケ地　佐久市

住　田　正樹

i九州大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

職業と教育の関係について、企業に働く青年の
：職場定着と転職を中心に学習する。 吉　本　圭　一一

8 職　　　　　　場 ロケ地　長野県佐久市・南佐久郡 （雇用職業総合

研究所）

文化の変容が教育のどのような側面に、影響を

9 文　化　と　教育
与えてきたか、また与えているかについてみる。

@ロケ地　長野県佐久市・南佐久郡
祖父江孝　男

（放送大学教授）

経済発展と教育の関わりについて、教育投資と

産業構造の視点から考察する。

10 経　済　と　教育 ロケ地　長野県佐久市・南佐久郡 牟　田　博　光

教育の具体的な展開を指導する教育の役割につ

11 行　政　と　教育
いて、教育委員会の具体的な活動を通して学習す

驕B
小　峯　　　勇

ロケ地　佐久市
（帝京大学教授）

産業構造の高度化に伴う、都市化、国際化の進

展は、入々の社会的流動性をもたらす。ここでは 加　藤　秀俊
12 移　動　社　会 教育と移動をめぐる問題について考察する。 （放送教育開発

ロケ地長野県佐久市・南佐久郡 センター所長）

組織の高度化、情報化の進展、権限の集中化な

どに伴い、人間の管理化が進んでいる。このよう 林　　　友三郎

13 管　　理　社　会 な現象が、教育にどのような影響を与えているか （板橋生活と自治
について考える。 研究所代表幹事）

ロケ地　東京都　長野県

人口の高齢化に伴う教育上の課題について、地

域社会の生活条件と関わらせて考察する。

14 高　　齢　社　会 ロケ地　東京都長野県

変動する社会の中で求められる、教育・学習の

内容について、社会全体が高学歴化する実態を踏 河　野　重　男
15 高　学歴社会 まえ、新たな教育態勢について考察する。 （御茶の水女子

ロケ地　東京都　長野県 大学長）
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＝発達心理学＝（TV）
主任講師：宮川知彰（放送大学教授）
　　　　　　野呂　正《宮城教育大学教授）

全体のねらい

　前に発刊された「発達段階の心理学」（放送大学印刷教材）は人生経過における発達を乳児・幼児・

学童・青年・壮年の6段階に分けて横割的に考察した。これに対して本書は、人間の心理行動の発達

を身体・知覚・思考・言語・感情・動機づけ等の側面に分けて縦割的に考察する。誤解をあわせて勉

強していただきたい。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 発達の中のからだ

　からだが、人の生活にどのようなかかわりを

烽ﾂのかという問題を、からだと心との関連で、

g体像、身体表現、発達加速現象などを通して

ｭ達的に考えてみる。

　宮川　知彰
≡卵蜉w教授）
@野　呂　　　正
i宮城教育大学教授）

2 知覚の　世　界

　人間の乳児は、出生直後から、見ることと聞くこととを始めている。その能力は、さらに年

薰�ﾇって、変化し、分化していく。乳児・幼
凾ﾌ知覚の世界を大人のそれとの比較を通して
Tりつつ、乳・幼児の特質について考えてみよ
､。

星　　　　薫
i放送大学助教授）

3 思考と問題解決

集中的思考と拡散的思考、洞窟の思考と広場

ﾌ思考と、思考スタイルを対比しながら、日常

ﾌ生活の中での人や物とのかかわり方との関係

ﾅ、思考の発達的特徴を概観してみる。

野　呂　　　正

4 発達：の中の言語

　信号体系としての言語、話しことばと書きこ
ﾆば、言語と思考との関係、言語の行動調整機
¥等の問題を通して、言語が人の全体的な発達
ﾟ程の中で、どのような特徴を獲得していくか、
ｻしてそれの変化が発達全体にどのような意味
�烽ﾂのか考えてみる。

同　　　上

5 感情　と　活動

　人の活動にはさまざまな感情が混合し、ある

｢は先行し、あるいは後続する。そして特定の

?ｮを力づけたり弱めたりしている。また逆に

?ｮが特定の感情を強めたり弱めたりもする。

ｱの観点から感情の発達について考えてみたい。

宮川　知　彰

6 学習　と　意欲

　学習は、単に刺激と反応との機械的な機構を

烽ﾁて展開するのではない。その成立には何よ

閧煌w習者の自発的な意欲が必要である。ここ

ﾅは、いかなる動機づけのもとにどのように意

~が生じ、学習が成立するのかを考える。

寺　田　　　晃

i東北大学教授）

7
物とのかかわりあ

｢

　人間は、基本的には、物の世界と人の世界という2つの交差する世界の中で発達していく。

ｱこでは、人とのかかわりに留意しながらも、
ﾆくに、物の世界とのかかわりに焦点をあて、
lがそれをどのように支配していくかというこ
ﾆを発達的に概観してみる。

野　呂　　　正
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「社会性」とは何か、また「社会性」の発達

とはどういうことかを検討して、その発達過程

8
入とのかかわりあ のあるべきすがたを考えてみよう。なお感情と 宮　川　知彰
い 「社会性」とのかかわりについても考え、第5

章の「感情と活動」を補充したいと思っている。

母子相互交渉の発達的意義、「母性」を特徴

づけるもの、愛着の発達的変容、愛着の形成が

9 愛着　と　自　立 もたらすものについて、人としての「自立」と 野　呂　　　正
の関係で考えてみる。

人間はなぜ遊ぶのか、遊びは人間の発達に何

をもたちすのか、遊びの誕生とその発達的変容、

10 発達の中の遊び 遊びと発達の最近接領域の諸問題を検討し、遊 同　　　上

びと人の生活とのかかわりについて考えてみる。

知能の概念をめぐる理論を概観した上で、知
能を測定する試みとして知能検査がどのように

11 知能と創造性
発展してきたか、その有効性と限界などについ
ﾄ考える。最近の知能とパーソナリティーとの

　柏　木　恵子
i東京女子大学教授）

統合的理論を紹介した上で、創造性との関係に
ついて考える。

自己をどのように認知し、自己像、自己概念

をどのように形成してゆくかを、乳児から青年

12
自己意識と性格形

ｬ
にわたって概観する。また、性格がいかに形成

ｳれるかを、出生順位と性別との関係について

同　　　上

み、性格形成のメカニズムについて考える。

人間発達における文化・社会の問題について
考える。特に、日本の子どもの発達を米国の子

13 発達　と　文　化
どもの場合と対比しながら概観し、その背景に
?體喆ﾄの社会と教育文化一家庭のしつけ、

同　　　上

学校教育の特質について具体例を挙げながら明
らかにしたい。

発達診断とは何かの定義、発達診断に関する
諸理論を説明するとともに、具体的に身体・運

14 発　達　診　断
動機能、知的能力、人格、学力、適性などの精
_的諸機能の発達に関する測定と評価、ならび

寺　田　　　晃

に発達障害の臨床的な診断・判断の方法と技術、
問題点などについて解説する。

「学歴社会」がどのように人間形成にかかわ

ってきたかについての調査と実験の結果を提示

15 発達心理学と教育 しながら、発達心理学ないし発達理論が「教育」 宮　川　知彰
にいかなる点でどのような貢献をなしうるのか

について考えてみたい。

一372一



＝児童の心理と教育＝（R）

〔主任講師：三宅和夫（北海道大学教授）〕

全体のねらい

　ヒトが生まれてからおよそ10年間すなわち小学校卒業のころまでの心理的発達の姿について最近の

研究成果をふまえて検討し、さらに子どもの発達を促進したりさまたげたりする要因を考察し、どの

ような教育的な配慮をすることが必要であるかについても考えてみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
子どもの心理的発
Bと教育

　生後のおよそ10年という期間に子どもは心身
ﾆもにめざましい変化をとげる。生物としての
qトが社会的人間になっていく過程についてこ
ｱでは概括的に考察し、心理的発達についての
｢くつかの異なる考え方を提示して2回目以後
ｱ入とせる。

三　宅　和　夫

i北海道大学教授）

2
新生児・乳児の能

ﾍ

人生の出発点においてヒトがどのような能力

�gにつけているのかについて近年の研究の明

轤ｩにしたところを説明し、ヒトがはじめから

ﾜわりの環境と能動的なかかわりをもって発達

ｵていくことを明らかにする。

同　　　上

3 母と子の相互作用

　生まれたその日から母と子は毎日いろいろな
竄閧ﾆりをすることになる。以前考えられてい
ｽように母から子へという一方向的な影響では
ﾈく、子から母へという方向での影響もまた重
汲ｳれる。このようにして母子が育ちあってい
ｭということについて考える。

同　　　上

4 家族とこどもの発達

　現代社会は子育てにとって昔はなかったよう
ﾈさまざまな問題を生んでいる。育児というこ
ﾆを母子の関係だけで考えるのでは不十分であ
閨A父親の役割、その他の家族関係などを検討す
驍ｱとが大切であり、さらにそれらの相互に及
ﾚす影響についても考えたい。

同　　　上

5・ 日本の母子関係の

ﾁ徴

　我が国の母子関係の特徴をとくにそれとは対

ﾛ的なアメリカに論ける母子の関係と比較しな

ｪら、その持つ問題点について考察し、こども

ﾌ発達に及ぼす影響について考える。

同　　　上

6 知的能力の発達

　子どもは生誕以来、世の中の事象や自身のこ
ﾆについて知識を獲得し、構造化していく。こ
､した知的活動の発達はどのようにおこるのか、
ｻのメカニズムと様相について中心的な発達理
_を紹介しながら解説する。特に、個人差をど
､捉えるかについて考えてみたい。

田　島　信　元

i蔑京穰語大護）

7 就学前児の思考の

ｭ達

　子どもは生まれながらに優れた学習・思考能
ﾍを持ち、それを発揮することにより徐々に知
ｯを集積する。しかし乳幼児期は知識を表現す
骼闥iがイメージに基くため、非論理的側面を
揩ﾂといわれる。こうした独自性を中心に、思
l能力発揮の条件について考察する。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 知的発達と環境

　知的発達の様相は文化的、社会的、教育的環
ｫ条件によって異なってくることを比較文化的
､究に基いて解説する。さらに、知的発達の個
l差が具体的にどのような環境条件のあり方に
謔ﾁて生ずるのかという点を、家庭環境を中心
ﾉ考えてみる。

田　島　信　元

9
仲間遊びの発達と

ｳ育的意義

　就学前期から学童期において遊びは子どもの

ｭ達にとって非常に重要である。子どもの自発

I活動としての遊び・仲間遊びについて検討し、

ﾁに社会化に澄ける意義について考察する。
三宅　和　夫

10
行動基準の形成と

ﾐ会化

　子どもは社会の中で次第に生物としてのヒト
ｩら社会的人間になっていく。これは社会化の
ﾟ程といわれる。このような過程を子どもがさ
ﾜざまな行動基準を身につけていく一連のもの
ﾆしてとらえることができる。そこにおいて子
ﾇもに生じる問題について考える。

同　　　上

11 自己の発達と社会化

　子どもは乳児期にはじまって次第に一個の独

ｧした存在としての姿をはっきりさせていく。

ｱれを自己の発達という視点から考えてみる。

ﾜたこのことを他者と子どものかかわりという

ﾏ点から検討する。

同　　　上

12
数量の理解の発達
ﾆ教育

　幼児期から児童期にかけて発達する重要な知
ｯの1つに数・量概念がある。これは最初、量
ﾉかかわる経験（大・多・長など）からはじま
閨A数概念、さらに演算へと進むが、数量に関
ｷることばの獲得に影響される。数量の理解と
ｳ育の関係について考察を深める。

田　島　信　元

13
読み・書き技能の
ｭ達と教育

　言語発達には幼児期の話しことば（音声言語）の習得に加え、児童期にかげての書きことば

i文字言語）の習得という側面がみられ、言語
ｶ活は飛躍的に豊かになっていく。文字習得、
ﾇ書能力・作文力の発達について、教育との関
Aを含め考察してみる。

同　　　上

14
論理的思考力の発
Bと教育

　幼児期における非論理性を持った思考から、
_理的思考能力が十分発揮されるようになる児
ｶ期を中心に、抽象的論理操作が可能になる段
Kまでを概観する。その発達には言語・記号を
v考の手段にすることとかかわっており、学校
ｳ育がそれに果す役割にも言及する。

同　　　上

15
学校環境と教育・

ｭ達

　学校教育が子どもの発達にどのような点で影
ｿを及ぼすのだろうか、教授法の違いによる知
I達成、創造力、学習への積極性などへの影響
ﾟ程、また、教師の個性、仲間関係の学校経験への影響などを含め、発達に及ぼす学校教育の

F影響の功罪について考えてみる。

同　　　上
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＝老人の心理と教育＝（R）

主任講師：荒井保男（飯山医院院長）
　　〃　　宮川知彰（放送大学教授）

全体のねらい

　高齢化社会の到来とともに老人問題は大きな国民的課題として、老人処遇の問題が種々論ぜられて

いるが、これらはいつれも先づ老人の心理を解することから始めなくてはならないであろう。ここで

は先づ正常老人及び異常老人の心理について考察し、終りに老年期の生き方について少しく論述して

みたい◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

なぜ老人の心理を学ぶことが必要になってき
たのであろうか。その理由を

1
老人の心理を学ぶ

ﾐ会的　背　景
①高齢化社会の到来②ライフサイクルの変化
B家制度の崩壊　　　④高度産業社会の到来

荒井保　男
i飯山医院院長）

⑤老人能力の開発　　⑥死をめぐる諸問題
などを中心に、その社会的背景を考察する。

老化とは何か。老化の概念について口述し、

老化学説を紹介しながら、脳の老化に言及する。

2 老化の　概念 同　　　上

老人の心理は、　「老い」を自覚し、　「老い」

をどのように受容し、自己をどのように変容さ

3 「老い」の自覚
せて、「老い」に適応してφくか、という問題
ﾆしてとらえることもできる。ここでは「老い」

同　　　上

の自覚発現年齢、その契機や社会的要因などを
中心に論述する。

老年期には感覚器官、知覚機能が低下するた
めに、環境からの情報（刺激）を正確にしかも

4 老入の感覚と知覚
速く知覚・認知することが困難になりやすい。
糾o、聴覚を中心に、加齢に伴う感覚・知覚機

長　嶋　紀　一

i日本大学教授）
能の変化が、行動やパーソナリティに及ぼす影
響についても口述する。

老年期には、健康な人でも大なり小なり記憶
力の衰えを経験する。これは、新しい事を憶え

5 老入の　記憶
られなくなるためなのか、憶えたことを思い出
ｹなくなるためなのか？記憶減退に関する、最

星　　　　　薫

i放送大学助教授）
近のいくつかの理論を紹介しつつ、老人の記憶
について考えてみよう。

年をとると知能が低下する、と思われている
が、これは老化性痴呆の病態などが極端に一般

6 老人の　知、能
化されたものであることが多い。ここでは老人
ﾌ知能の実際の姿について考察するが、百歳老

井上勝　也
i筑波大学助教授）

人の知能や知能の病態としての痴呆についても
触れ、考察を深めてみたい。

老人になると人格は本当に変化するのであろ

うか、変化するとすればどのように変化するの

7 老入　の　入　格 であろうか？　面変化させる要因は何なのであ 荒井保男
ろうか、以上のようなことに考察を加えながら

老人の人格について論述する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 老　入　　と　性

　人間の性は乳児の時代から意識や行動として
ｰ在し、また潜在しながらも成長の過程をたど
閨A老年期に至っても消滅するものではない、ここでは老年期の性について行われた実態調査

�ﾐ介しながら、老年期の性について考察を加
ｦ、老婚の問題にもふれたい。

荒井　保男

9 老入の生きがい
i生きがい論〉

　生きがい、という問題は、人の口の端にのぼ
驍ｱとは多いが、改めて生きがいを概念規定し
謔､とすると、なかなか難しいものである。本講
ﾅは、老年期になって人はなぜ急に生きがいを
K要とするようになるのか、から考察を始め、
ｶきがいの本質について論究する。

井上勝　也

10 老入　と　社　会

　年をとって仕事から離れると、家族と地域社
?ﾌ持つ意味が重要になってくる。また多くの
lにとって老人のための社会制度やサービスが、
ｶ活して行く上で不可欠のものとなる。本講で
ﾍ老人にとって大切な社会のこれら3つの側面
ﾌ現状と将来について考察する。

　前　田　大　作

圏｣：鱗鍛

11 老年期　と　死

　老人は、死と背中合わせで生きている。一一体
V人は死をどのように受けとめ、そのなかでど
ﾌように生きてウこうとしているのであろうか、
ｱこでは、死の恐怖や、老人の死に対する態度
ﾉついて述べ、更に死にゆく人々の心理につい
ﾄも、考察を加える。

荒井保男

12 老年期の精神障害

　老年期の精神障害一般について述べ、とくに

V年期の痴呆について少しく詳述したい。

同　　　上

13
痴呆性老人の心理
ﾆその扱い方

　老年期痴呆の原因となる老年期の疾患と心理
I特徴について述べる。ついで痴呆の種類によ
髑ﾎ応の仕方の違いについて口述する。特に、
s呆のとらえ方については、従来とは異なる考
ｦ方について触れながら、その扱い方の違いに
ﾂいて考えてみたい。

長　嶋　紀　一

14

老齢者の言語問題一その心理とリ

nビリテーションー一

　老人にとって、老化現象は一般的事象で、そ
ﾌ代表的問題に耳の「聴え」の衰えがある。い
墲艪髦V人性難聴は言語障害に関連する。また、
｢わφる老人病といわれる脳血管障害は、特に、
ｸ語症を併発する、失語病問題とそのリハビリ
eーションについて考察する。

内須川　　　洗

i筑波大学教授）

15 老年期を生きる

　人が生きていくということは活動するという
ｱとであろう。活動とは、周囲に対して、他者
ﾉ対して、また生きんがために生じてくるもろ
烽?ﾌ課題に対して、人が関係を実現していく
ﾟ程である。この活動という観点から老人の問
閧�lえてみる。

宮　川　知彰
i放送大学教授）
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＝言語障害＝（R）
〔主任講師：内須川　洗（筑波大学教授》〕

全体の＝ねらい

　言語障害の理解に必要な基礎知識を、生理・病理面、発達・学習面、言語関係面から学習する。さ

らに各論として、言語発達遅滞、吃音、音声障害、構音障害、器質的言語障害（口蓋裂・脳性マヒ・

難聴に伴う言語障害等）、および成人の言語障害（失語症等）の各種問題について概述する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 言語の基本的構造

　言語の基本的構造の理解に必要な3点につい

ﾄ解説する。（D言語の2様式（音声言語・文字
ｾ語）、②言語のフィードバック機構、（3）音声

ｾ語の4大機能に関する要点を概述する。

@本講義15回のオリエンテーションを行う。

内須川　　　洗

i筑波大学教授）

2 言語障害とは

　言語障害の定義・分類について、主として米
曹ﾉおける知見を基にして解説する。各種言語
瘧Qの出現率、特徴を概述したのち、言語障害
ﾌ基本的理解に必須の課題について、いわゆる
uヴェンデル・・ジョンソンの言語関係図」を参

lにして学習する。

同　　　上

3 発達と言語障害

　発達面より言語障害を考察し以下の点につい
ﾄ解説する。（1）スピーチ・レディネス、②言語
ｭ達遅滞に係わる諸条件、（3）言語障害の心理的
v因、（4）言語保健と言語関係。

@言語障害の基礎問題に、言語学習と発達の課
閧ｪ存在し、その基礎的知見を学習する。

同　　　上

4
言語障害の生理と
a理（1）

　言語表出面の生理と病理について以下の諸点

ﾌ学習をする。（1）発声機構（呼吸器・発声器）、

A構音機構（発語器・構音の仕組み）、（3）聴器

ﾌ仕組み（外耳・中耳・内耳）但し神経機構を

怩ｭ。

同　　　上

5
言語障害の生理と
a理（2）

　言語理解面の生理と病理について以下の諸点

ﾌ学習をする。（1）言語活動の＝基礎としての脳機

¥、②大脳皮質の主要機能、（3）学習の生理学、

i4聴覚に係わる中枢神経過程（聴覚伝導路の仕

gみ）

同　　　上

6
言語発達遅滞の評

ｿ

　本講義（6回目）以降、言語障害の各論に入

驕B言語発達遅滞の理解を深めるため、発達の

f断・評価面を以下の通り重点的に解説する。
i1）概念、（2）臨床的評価法、（3）各種検査法、（4）各

甯ｾ語発達遅滞の臨床鑑別上の留意点。

同　　　上

7
言語発達遅滞の治

ﾃ教育

　言語発達遅滞の治療・教育面を中心として以

ｺの課題の学習をする。（1）言語発達遅滞の基礎

P練法、（2洛種の言語発達促進法、（3）行動療法

ﾌ活用、（4）言語関係法の活用、（5）米国のIYR

dA：L法の紹介。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 吃音の　評価

　吃音を診断・評価する方法について学習する。

ｻのため言語・身体・心理の3側面の理解に必
vな基礎知識について紹介し、吃音の環境論的
揄�A屹音児の臨床診断法について解説する。

内須川　　　洗

9 吃音の治療・教育

　吃音の治療・指導・教育問題を中心として、
c児吃音、学童吃音、成人吃音の治療・指導上
ﾌ相違点、共通点について概述する。また吃音
凵i者）の治療・教育上の留意点、各種治療法の
ﾁ性を解説し、成人吃音のセルフ・ヘルプ・グ
求[プ活動について紹介する。

同　　　上

10 構音障害の諸問題

　：構音障害のさまざまな種類について紹介し、

ｪ類・原因・言語症状の特徴・治療経過・予後
ﾉふれながら、構音障害の診断・評価の手続、

｡療・訓練法についても解説する。また幼児語

ﾆ構音問題にも言及する。

同　　　上

11
音声と音声障害の
薄竭

　音声障害の基礎問題として、音声の3要素、

ｷなわち大きさ・高さ・音質にふれて考察する

ﾆともに、音声障害の発生を音声習得過程の不

S、及び病理学的側面から解説する。また音声

瘧Qの種類・評価法・改善法についてもふれる。

同　　　上

12 聴覚と言語障害

　聴力・聴覚の障害が言語障害の発生に及ぼす

e響を考察し、基礎知識として、難聴の程度・

嵭ﾞ・型について解説する。また難聴に伴う言

齒瘧Qの特性や教育・指導法、補聴器の装用な

ﾇの諸問題にふれるQ

同　　　上

13
器質的言語障害と
d複：障害

　器質的言語障害のさまざまな種類について解

烽ｵ、とくに口蓋裂、脳性マヒ、発達性失語、

�ﾗ脳機能障害などに伴う言語障害問題にふれ
驕Bなお障害の重複化傾向に関し、重複：害児教

轤ﾉついて紹介する。

同　　　上

14
成入の言語障害と
潟nビリテーション

　新たに成人の言語障害問題をとり上げ、失語

ﾇ、マヒ性構音障害、発語失行について解説す

驕B失語症の定義、出現率、診断と治療問題に

ﾂいて、言語障害面から考察し、合わせてリハ

rリテーション問題にふれる。

同　　　上

15
言語障害児教育の
ｻ況と展望

　最後に、我が国の言語障害問題を概観し、ス

sーチ・セラピーの現況、言語障害児教育の現

��l察する。また諸外国の状況と対比しつつ、

｡後の課題、展望について解説する。

同　　　上
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＝犯罪と刑法＝（R）
〔主任講師：内藤　謙＝（創価大学教授）〕

全体のねらい

　現代社会における犯罪現象に対して刑法がどのように対応しているかを、近代刑法の展開という視

点から検討する。犯罪とは何か、刑罰とは何かという基本的な問題の考察が中心になるが、現代社会

が犯罪と刑法について提起しているさまざまの問題を手がかりにして具体的に説明することにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
犯罪現象と法の機

¥

　犯罪現象に対する法の機能を、犯罪現象は、

@を超える領域とも、また、刑事法以外の法領

謔ﾆもかかわりをもっていることを視野に入れ

ﾄ、近代法の展開という視点から検討する。

内　藤　　　謙

i創価大学教授）

2
刑法の基本問題一

Y法と国家

　近代・現代の社会では、犯罪に対して刑罰
�ﾁえる権能をもっているのは、国家だけであ

驕Bそこで、このような国家刑罰権の根拠と限

Eをどのような方向にむかって考えるべきかを

沒｢する。

同　　　上

3 罪刑法定主義

　近代刑法の基本原理である罪刑法定主義の沿

v、実質的・政治的根拠を考察するとともに、

ﾟ刑法定主義の内容と現代的意義について検討

ｷる。

同　　　上

4 刑法の　機能

　近代刑法の機能には、罪刑法定主義と結びつ

ｭ人権保障機能、および、法益保護機能がある。

ｱの法益保護機能の内容を検討し、現代の問題

�ｵと刑法の機能について考察する。

同　　　上

5
刑法理論の系譜と

u学派の争い」

　近代刑法理論の展開過程を、市民社会の成立

冾ﾉ形成・展開した前期旧派理論、それに続く

繩匤券h理論、さらに、旧派に対抗する新派理

_について検討し、新旧両派の「学派の争い」

�l察する。

同　　　上

6

日本刑法典の史的

W開と現代刑法理

_の基本動向

　日本の旧刑法典・現行刑法典の成立とその特
Fを、刑法理論の系譜との関連で考察する。そ

ｵて、現代刑法理論の基本動向を、日本、英米、

tランス、西ドイツについて概観する。

同　　　上

7

犯罪論の構成と構

ｬ要件該当性一犯
ﾟ論の諸問題（1）

　刑法解釈学における犯罪の定義と犯罪論の構

ｬについて、その基本的内容と特色を検討する。

ｻして、作為犯・不作為犯、因果関係を構成要

所Y当性の問題としてとりあげる。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
違法性と責任一犯
ﾟ論の諸問題（2）

　違法の実質、正当防衛、緊急避難、法令行為・

ｳ当業務行為を違法性の問題として検討する。

ｳらに、故意・過失、責任能力、違法性の意識、
咜ﾒ可能性を責任の問題として検討する。

内　藤　　　謙

9

未遂犯と共犯、客
ﾏ主義と主観主義一犯罪論の諸問題

i3）

　未遂犯に関連する問題と、共犯に関連する問

閧�沒｢する。そして、犯罪論における基本的

ﾈ考え方の違いである、客観主義と主観主義の

ﾎ立について考察する。

同　　　上

10

細入的法益に対す
骰ﾟ（1）一生命・身

ﾌ・自由の保護

　殺人罪・傷害罪・住居侵入罪などの個人的法

vに対する罪について概観する。そして、脳死・

ﾀ楽死・尊厳死がどのような視点から刑法上の

竭閧ﾉなっているかをも検討する。

同　　　上

11

心入的法益に対す
骰ﾟ（2）一名誉・信

p・秘密の保護、
ｨよび、財産の保

　名誉などに対する罪、および、窃盗罪・強盗

ﾟ・詐欺罪・横領罪・背任罪などの個人の財産

ﾉ対する罪について概観する。そして、最近の

Y法一部改正で規定されたコンピュータ犯罪を

烽ﾆりあげる。

同　　　上

12

社会的法益に対す
骰ﾟ一不特定・多
狽ﾌ入びとの生活
?vの保護

　放火罪などの人びとの生命・身体・財産に対

ｷる罪、文書偽造罪などの取引手段の信用に対

ｷる罪、狼文書頒布罪などの性的感情に対す
骰ﾟについて概観し、コンピュータ犯罪にも触

黷驕B

同　　　上・

13

国家的法益に対す

骰ﾟ一国家の存立
ﾆその作用の保護

　内乱罪などの国家の存立に対する罪、公務執

s妨害罪・偽証罪などの国家の作用に対する罪、

E権濫用罪・収賄罪などの国家機関による罪に

ﾂいて概観する。

同　　　上

14 刑罰論の基本問題

　刑罰の根拠と限界の問題について、応報刑論

ｩ目的刑論かという従来の一般的論議を検討し、

竭濶�?ﾌ方向を考える。そして、刑罰の種類

ﾆ内容について、日本の現行法を中心に考察す

驕B

同　　　上

15
刑事政策の現代的

竭

　法制度の全面改正が問題になっているものと

ｵて、自由刑の執行内容を規定する行刑法と保

ﾀ処分とがある。この2つの問題について、改
ｳ作業の動向に注目しながら、検討する。

同　　　上
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＝裁判と市民生活＝（TV）
　　　　　　　　　　　主任講師：井上治典（神戸大学教授）
　　　　　　　　　　　　　〃　　：三井　誠（神戸大学教授）
全体のねらい

　近時、裁判に対する関心は高まってきてはいるが、日常的な市民生活にかかわる問題領域での裁判

の「素顔」は、案外知られていない。また、司法といえば、裁判所の手続きだけを思いうかべる傾向

がある。いったい裁判とは何なのか、市民生活にとって裁判所はどのような存在なのかを明らかにし

ていくことを通じて、司法制度とその作用をみるたしかな「眼を養いたい。講義の前半部分は民事

（井上）を、後半部分は刑事（三井）を取り扱い、最終会で全体のまとめを行う（井上・三井）。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
紛争とその処理手

ｱき

紛争

ｴ争解決手続きの諸方式

ｴ争解決機構一覧
ｴ争解決手続きの役割と手続き相互の関係

i訟の位置づけと特徴

井上　治　典
i神戸大学教授）

2
民事手続きの流れ

ﾆ原理

訴訟の準備　　　　　　　執行手続き

i訟のはじまり　　　　　民事訴訟法の原理

蜥｣と立証
ﾙ論の終了と手続きの結末

繿iと再審

同　　　上

3

裁判に対する利用

ﾒの期待と弁護士

ﾌ役割

裁判の理念と現実

ｳしい裁判に対する期待

ﾙ判における弁護士の役割 同　　　上

4

法廷における対話

ﾌあり方一口頭
ﾙ論の意味とあり
福�lえる

口頭弁論の必要性

ｻ行の口頭弁論の問題点

ﾙ論らしい弁論のために 同　　　上

5

訴訟と政策形成
鼬刮血?i訟の
ｪ析

現代型訴訟の特徴

刮血?i訟
i訟による法（政策）形成 同　　　上

6

少額紛争と裁判所

鼕ﾈ易裁判所を
lえる

少額事件と簡易裁判所

Aメリカ合衆国の少額裁判所

墲ｪ国の現状といくつかの提言 同　　　上

7 和解と調停

利用状況と効用

a解と調停と法原則

a解・調停の運用 同　　　上
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回 テ　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
刑事手続きの流れ

ﾆ原理

刑事手続きと民事手続きの異同
{　査
�iの提起と公判準備

�ｻ繿i・確定後救済手続き
Y事手続きの流れをどうみるか

三　井　　　誠

i神戸大学教授）

9 捜査　と　人権

被疑者の取調べ　　　　　密室における取調べ

謦ｲべの特徴　　　　　　取調べ問題の今後

謦ｲべの必要性
謦ｲべ受認義務はあるか

�ｯされた被疑者はどこに収容されるか

同　　　上

10 検察官の役割

検察官の活動・性格
N訴処分
s起訴処分
ｧ度の特徴
ｻ行制度・運用の功罪
u検察官司法」

同　　　上

11 裁判官と事実認定

ある事例より

ﾙ判所（官）の活動

鮪ﾀ認定一証拠法則
ｩ由心証の内容

鮪ﾀ認定論の今後

同　　　上

12 刑事弁護入の役割

刑事弁護とは

N訴前の弁護活動
寀^者と弁護人との接見交通

ﾚ見指定
w定をめぐる論議と接見の実情

同　　　上

13
市民の刑事司法へ

ﾌ参加

刑事手続きの関与者

沁@審査会制度

?R制度 同　　　上

14
刑・事事件からみた

甯緕j

「時代を映す鏡」

Y事事件と刑事司法
膜盾ﾆ刑事手続き

甯縺u刑事手続き」史

同　　　上

15 司法制度を考える

法廷の傍聴

W望一民事の角度から
W望一刑事の角度から

井　上　治　典

O井　　　誠
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＝日常生活と法＝（TV）

〔主任講師　川井　健（一橋大学長）〕

全体のねらい

　日常生活において重要な役割を果たす民法が施行されて以来、すでに90年近くになる。この間、民

法はあまり改正されていないが、社会の変化はいちじるしい。法と社会のズレを調整してきた判例の変

遷に留意しながら、現在の日常生活上の重要な問題をとりあげて、民法を説明したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

民法は、市民社会における財産や家族をめぐる
紛争を解決する基準となる法である。民法典のほ

1 民法の　意義
か判例法や慣習法があることを述べ、民法の解釈
笆ｯ法の効力についても言及する。

川　井　　　健

i一橋大学長）

民法は紛争を解決する便宜的手段として、各種

o
の権利を認めている。権利の実現はどのように行

2 権利とその主体 われるのか。また、権利の主体である人の法律上 同　上
の問題を扱う。． 、

契約とは何か。契約自由の原則は、事実上約款

により制約されており、公序良俗や強行法規の役

3 契　　　　　　約 割が増大している。契約と信義誠実などについて 同　上

もふれる。

不動産の売買による所有権の移転や、所有権の

移転を第三者に対して主張するために必要な登記

4 不動産の売買 について述べる。また不動産物権変動の公信否定 同　上

などについてふれる。

動産の売買における所有権の取得の問題や、売

主が無権利者であった場合の買主の保護の問題な

5 動産・債権の売買 どをとりあげる。また、キャッチセールスや債権 同　上

の譲渡にともなう問題を扱う。

売買契約の履行としての売主の登記移転、引渡

し、買主の代金支払などの義務をとりあげる。ま

6 売買契約の履行 た、弁済に関連しての相殺や売主と買主の義務、 同　上

債権の消滅時効の問題などを扱う。

売主や買主が履行を怠った場合や履行が不能と

なった場合の強制履行、i損害賠償の範囲、契約の

7 売買契約の不履行 解除の問題について述べる。また、金銭債権の遅 同　上

滞などについてふれる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

売買が行われたとき、権利や物に蝦疵があった

8
売買と目的物の蝦

r

場合の売主の責任はどうなるか。理疵担保責任と

�?ﾌ関係や保証書の問題などを取りあげる。 川　井　　　健

金銭消費貸借契約と利息の関係について述べる。

またサラ金問題と関連し、利息制限法や貸金業規

9 借金　を　保証 制法を取りあげるほか保証や連帯債務、身元保証 同　上

などについてもふれる。

請負契約におげる注文者の保護の問題として請

負人の蝦疵担保責任や約款の果たす役割を述べる。

10 請負　と　委任 また委任契約では委任と代理との関係、善良な管 同　上

理者の注意義務や報酬請求権についてふれる。

錯誤、虚偽表示、心裡留保などによって契約が

無効とされる場合や、詐欺、強迫によって契約が

11 契約の無効・取消 取消される場合の問題をとりあげる。詐欺と善意 同　上

の第三者の保護についても述べる。

所有権は物権の中心となる権利とされており、

これを制限する各種の物権が法定されているほか

12 所　　　有　　　権 慣習法上の物権もある。所有権の取得時効や共有 同　上

の問題も取りあげる。

所有権を制限する物権である地上権、永小作権、

13
利用による所有権

ﾌ制限

地役権のほか入会権の問題をとりあげる。所有権

ﾌ取得時効や共有の問題も取りあげる。 同　上

民法の賃貸借の規定が大正10年の借家法によっ

て修正され、賃借権の物権化が認められ、さらに

14 借　　　　　　家 昭和16年越借家法の改正によって賃貸借解約に制 同　上

限基準が設けられたことを述べる。

民法の賃貸借の規定が大正10年の借地法の制定

によって修正された。明治42年には建物保護法が

15 借　　　　　　地 住宅問題や土地利用の観点から借地法のあり方を 同　上
考える。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

金銭債権などを確保する手段として、抵当権や

16
担保による所有権

ﾌ制限

質権などがある。これらが所有権を制限する担保

ｨ権であることを説明し、留置権や先取特権のほ

ｩ、仮登記担保などをとりあげる。

川　井　　　健

抵当権の設定の要件や効果などを説明する。ま

た、特殊な抵当としての共同抵当や根抵当などに

17 抵　　　　　　　当 もふれ、関連して、工場抵当法や企業担保法にも 同　上
言及する。

庶民金融として重要な役割を果たしてきた質権

を説明する。しかし、実際界では、質権はあまり

18 質 使われなくなってきており、譲渡担保がこれに代 同　上

わる役割を果＃している。さらに新しい担保もつ

ぎつぎに考案されている。

過失責任の原則とこれを修正する無過失責任、

19
過失責任と無過失

ﾓ任

中間責任の問題をとりあげる。債権侵害、医師の

ﾓ任、安全配慮義務と不法行為との関係も扱う。 同　上

人間にとって、もっとも重要な価値の一つであ

る人格権は民法上どう扱われているか、名誉定心、

20 人格権の保護 報道の自由との関係、プライバシーの問題などを 同　上

取り上げる。

交通事故の被害者の救済として、民法を修正す

る自動車損害賠償保障法がある。加害者が責任を

21 交　通　事　故 負う要件、保険金給付の問題、国、公共団体の責 同　上

任を取り上げ、航空機、列車事故にもふれる。

イタイタイ病、四日市ぜんそく、水俣病などの

公害に対し、裁判所がどのような判断を示してき

22 公　　　　　　害 たかということを説明し、大気汚染防止法、水質 同　上

汚濁防止法、公害健康被害補償法などを概観する。

複雑な流通機構のもとで、欠陥商品による被害

23
欠陥商品と消費者

ﾛ護

者救済はどのように行われるかを考える、また森

iひ素ミルク事件など欠隔商品事故を概説し、消

?ﾒ救済立法の進展を見る。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師，
i所属・氏名）“

24 損　害　賠　償

　損害賠償の範囲、損害算：定の基準時、過失相殺

ﾈどの問題を述べる。また、慰謝料についての損
Q賠催請求権の相続の問題や、補償や保険につい

ﾄも取り上げる。

川　井　　　健．

25 結　　　　　　婚

　家族についての民法の扱いを概観したうえで、

･姻についての要件や効果を、男女平等、個人の

ｸ厳という原則の下で検討する。また内縁の問題
煦ｵう。

同　上

26 離　　　　　　婚

　離婚は、どのようにして成立するか。外国の離

･法の動きとともに、日本の裁判所が示している

ﾔ度を見る。あわせて離婚後の財産分与請求権、

q供の監護の問題を扱う。

同　、上

27 親　　　　　　子

　嫡出でない子の地位や養子のあり方などについ

ﾄ検討する。特別養子、菊田医師事件にみられる

赴U出生届、人工受精子、体外受精子の問題も取
闊齒繧ｰる。

同　上

28 親権・後見・扶養

　親権に関し、子の監護や子の財産の管理の問題

�ｵう。子の引渡請求、後見制度を取り上げる。

e族間の扶養の問題では社会保障との関係にふれ
驕

同　上

29 相　　　　　　続

　財産の相続はどのように行われるか。相続人、

椛ｱ分、相続財産や遺産分割を取り上げる。特別

�vや寄与分にも言及する。あわせて相続回復請

′?A相続の承認と放棄、財産分離などをも説明

ｷる。

同　上

30 遺　　　　　　言

　財産処分の自由は遺言によっても行われる。し
ｩし遺言には厳格な方式が必要とされる。また、一定の法定相続人に対する遺留分は遺言によって

熕Nされない。これらを説明する。

同　上

一386一



＝取引と企業の法＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：龍田　節（京都大学教授）〕

全体のねらい
　現代の経済活動ゐ主な担い手は企業であり、企業をあぐる取引の法律関係を知ることは重要である。

また、企業の多ぐは会社形態をとるから、代表者の権限など、組織の問題が企業の取引に深く関係する。

これら企業の組織および取引は、広い意味の商法が定める制度に乗って動く。その基礎的な部分をわか
り易く説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　企業はどのような取引をするか

1 企業　と　取　引
2　消費者と企業との間の取引

R　企業の取引を法律の目で見ると

S　市民の法と企業の法

龍　田　　　節

i京都大学教授）

1　商品が消費者の手に渡るまで

2　販売店・代理店のいろいろ

2 商品の　流通 （1）卸売商　（2｝代埋店　（3）委託販売（問屋） 同　上
（4）ブローカ7（仲立）

3　企業と企業の間の売買

1　運送企業と物品運送のいろいろ

2　物品運送契約のしくみ
3 運送　と　倉庫 3　倉庫に物を預ける 同　上

4　物の代わりに動く証券

5　事故が起きたときの処理

1　旅行のプランといろいろの契約

2　運賃の支払一切符さまざま
4 旅　　　　　　行 3　旅の宿と食事 同　上

4　事故が起きたときの処理

1　損害保険のいろいろ

2　損害保険契約のしくみ
5 危険への備え （1）契約に名の出る人（2）保険料の支払 同　上

（3）保険金の額

3　保険の新しい働き一責任保険

1　からだに関する保険のいろいろ
2　生命保険契約のしくみ

6 からだと保険
（1）契約に名の出る人（2）嘘をつかない

i3＞保険金の受取り
同　上

3　けが・病気に備える保険
4　老後の生活と保険

1　約款を使う取引

2　約款がなぜ拘束力を持つか
7 約款に　注意 3　約款をよいものにするために 同　上

（1）法律による規制（2）行政官庁の関与

（3）裁判所の役割　　（4）消費者取引との約款
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　企業に名前をつける

2　紛らわしい名前が使われたとき

8 企業の　名　称 3　名前を貸したときの責任 龍　田　　　節

3　営業や商品の名称・標章

1　企業の活動を支える人たち
2　店員とセールスの従業員

9 取引をする権限
3　支店長・部長・課長など
S　社長・専務・常務などと代表取締役

同　上

5　権限をよこしまに使ったとき
6　会社の事業目的からはみ出す取引

1　トヅプは誰が選ぶか

トップ・マネジメ
2　トップは何をするか

10 3　企業の意見決定のしくみ 同　上
ント

4　取締役会の役割と手続

5　社長が独断でした行為

1　会社の利益と取締個人の利益

2　役員報酬の決め方

11 経営者の姿勢 3　取締役と会社との取引 同　上

・4　会社を出し抜くな

1　会社に生じた損害の賠償

2　まわりに迷惑を及ぼしたことの責任

12 経営者の責任 3　会社資本の充実 同　上

4　監査役の責任

5　企業の社会的責任

1　経営に対する監査と是正

経営をチェックす
2　会社の規模によって違う監査制度

13
る

3　会計の監査

S　業務の監査

同　上

5　取締役から独立していること

1　株主は企業のオーナー

2　株主総会は祭典か

14 株　主　の　声 3　株主の声を総会に 同　上

4　株主のいろいろな権利

5　総会屋と手を切る

1　企業の資金繰り

2　返す必要のない資金一株式

15 企業の　資　金 3　増資さまざま 同　上

4　大衆からの借金一社債
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　株主になる道

2　上場株式と店頭銘柄

16 株式の　売　買 3　非公開会社の株式一譲渡制限 龍　田　　　節

4　株式の名儀書換

5　会社が自社株を買うのはi禁物

1　株式投資からの収益

2　配当は利益から

17 株式の配当と分割 3　持株のふえる楽しみ 同　上

4　半人前の株式一端株

1　資産運用の狙いどころ
2　株式投資の危険性

18 投資のリスク
3　株式の信用取引
S　商品の債券の先物取引

同　上

5　プロまかせの資産運用
6　甘言に乗るリスク

1　経理のごまかし

2　損益を判定するプロセス

19 会計　と　開　示 3　ガラス張りの企業経営 同　上

1　株式会社の設立

2　会社のいろいろ

20 会社を　作　る 3　会社以外の共同企業 同　上

4　会社は法人である

1　会社の衣替え

2　会社売ります

21 会社の　変　動 3　企業の融合と分裂 同　上

4　株主やめます

1　横のつながりと縦のつながり

2　親会社と子会社

22 企業のグループ 3　国境をこえた企業戦略 同　上

1　行詰まりと再建

2　戦線を縮小して再出発

23 倒　　　　　　産 3　会社が消えてゆくとき 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容・ 担当講師
i所属・氏名）・

・24 澄　金　の　流　れ

1　物の流れとお金の流れ

Q　銀行取引と手形・小切手

R　手形・小切手のしくみと働き 龍　田　　　節

25 手形　の　振　出

1　手形・小切手の振出に必要なこと

Q　書いてよいこと悪いこと

R　書かずに放っておくと

S　勝手に署名、勝手に手直し

同　上

26 手形の　裏書

1　手形・小切手には足がある

Q　支払わなくてよいはずなのに

R　白昼の死角 同　上

27 手形の　支　払

1　不渡りは命取り

Q　支払をする側と求める側

R　権利の上の短い眠り 同　上

28 紙にのった権利

1　紙と権利の結びつき

Q　紙は強し、されど怖し

R　紙から権利を切離す

S　クォヴァディスー紙よどこへ行く

同　上

29 貿易のしくみ

1　船の手すりをこえるとき

i1）貿易条件　（2）FOB売買　（3）CIF売買

Q　信用のネットワーク
i1）荷為替　（2）商業信用状

R　ふえる黒字の悩み

同　上

30
企業法の歴史と特

F

1　ベニスの商人とナポレオン

Q　文明開化とお雇い外国人

R　国の数より多い商事法

S　企業法のアイデンティティ
同　上
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＝日本の社会と法＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：碧海純一（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この講義は専門科目である。しかし、60・61・62年度に提供される法律関係の諸科目の充実度に鑑
み、この講義は専門課程における教養科目として構想されている。日本の法をサンタ三三クに（比較文

化的に）かっディ・クロニクに（歴史的に）考察することを眼目とす為。日本独特の社会構造と法との

関係が基本問題である。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　法の継受一法における自然と人為
2　継受と立法

1
日本に於ける法の

p受
3　継受法の日本的運用
S　継受と言語

碧海　純一
i放送大学教授）

5　ドイツ法と日本
6　戦前の日本におけるエリート養成と陸海軍

1　大陸法系と英米法系

2
大陸法系としての

2　成文法と判例法
R　現代日本法の性格 同　上

日本近代法 4　裁判の諸類型

5　司法権の独立

1　固有法の時代
日本法の史的展望 2　律令法の時代 植　田　信　広

3 （1）一古代国家と律 3　律令法の変質と中世法の萌芽
（九州大学助教授）

令の継受

1　中世武士の法観念
日本法の史的展望 2　中世法の二つの顔

4 （2）一武家社会の道 3　中世から近世へ 同　上

理と法

1　近世国家の権力構造

日本法の史的展望 2　近世法の諸特徴

5 （3）一幕藩体制下の 同　上

法と裁判

1　はじめに
日本の近代化と西 2　明治国家の課題 碧海　純　一

6 画法の継受（1）一近 3　西欧法との出会い 海老原　明　夫

代的法制度の成立 4　明治初期の裁判所制度 （東京大学助教授）

1　明治憲法の制定
日本の近代化と西 2　民法典の編纂

7 欧法の継受（2）一法 3　その他の主な法典の編纂 同　上

典の編纂
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の近代化と西 1　問題の所在

8
三法の継受（3）一法

2　プロイセン憲法闘争

R　井上毅の構想 海老原　明　夫
典起草過程の具体 4　レースラーの見解
例 5　明治憲法第71条の成立

1　「学説継受」の時代
日本の近代化と西 2　「学説継受」の具体例

9 欧法の継受（4）一学 3　ドイツ法学隆盛の理由 同　上

説の継受 4　ドイツ普通私法における法源と学説

1　西欧法の「継受」と日本的な法

2　日本的な法学の提唱

10 近代日本法の成熟 3　判例研究の提唱 碧　海　純一
4　「概念法学」批判

5　社会的弱者の法的救済

1　占領初期の法改革

11
第二次大戦の終結

ﾆ日本の法

2　新憲法の制定へむけて

R　労働三法と農地改：革

S　占領政策の転換

同　上

1　日本国憲法の制定

2　「押しつけ憲法論」

12 日本国憲法の成立 3　国際環境の変化 同　上

1　法とは何か

2　「法の支配」の原理の背景

13 法　の　支　　配 3　現代日本と法の支配 同　上

1　立法の実効性一法と社会

14
立法改革とその限

同　上
界

1　日本法の発展の概念
2　第二次大戦後の日本の社会と法

15
占領時立法と日本

ﾌ改革
3　法の継受と立法
S　「法の支配」とフィードバックの概念

同　上

5　司法権の強化
6　日本の現行法体制における三権の関係
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二国際社会と法＝（R）
〔主任講師：横田洋三（国際基督教大学教授）〕

全体のねらい
・相互依存関係の深まる今日の国際社会に訟いては、いかなる国家もその国限りですべての生活上の

必要を充足することはできない。しかし他方では、今日の国際社会は依然として複数の主権国家の併
存を前提として減り、多様性と不安定性がつねに基調となっている。こうした状況のもとでは、法を
通じての秩序の確保が強く要求され、またその法のあり方には、国内社会とは異なる特異性が見られ
る。このことをふまえて、国際社会における法の意義と役割を、とくに日本とのかかわりを念頭にお
きつつ、考えることにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
国際社会における

@の意義

　国際社会において、法が必要とされる事情を

l察し、あわせて、国際社会の構造の特殊性か

轤ｭる法の存在形態の特異性にも目を向ける。
　横田　洋　三

i国際基督教大学教授）

2
国際社会を規律す

髢@の種類

　国際関係を規律する法には、国際法、国際私
@、国際組織法など、さまざまなものがある。それ

轤�ﾂ々に検討すると同時に、それらの法の相

ﾝの関係を明確にする。

同　上

3 国際法の成立

　国際関係を規律する法の中で中心的位置を占

ﾟるものが、国際法である。この国際法の成立

ﾌいきさつを、16、7世紀のヨーロッパにさ
ｩのぼって検討する。

同上

4

国際法の発展

齊ﾀ定国際法体系
@の確立一

　初期の国際法は、自然法の強い影響下にあっ

ｽ。しかし、次第に科学的思考の影響を受け、

ﾀ証法体系へと移行し、19世紀には、実定国
ﾛ法体系が確立した。この間のいきさっと、そ

ﾌ政治的社会的背景を考察する。

同　上

5

国際法の新展開

齔V国際法秩序の

@形成一

　今世紀に入って、戦争の違法化、国際機構の
ｭ達、個人の地位の向上など、伝統的国際秩序
�ｪ底からゆるがす現象が生じ、それに伴って
総ﾛ法体系も大きな変容を余儀なくされている。
ｱの間の事情を、一つの必然的歴史の流れとし
ﾄとらえる。

同　上

6 国際法の基本問題

　従来、国際法学者の間で、理論上争われてき

ｽ基本問題のうち、ω国際法の法的性質、←）国

ﾛ法と国内法の関係、セう国際法の法源、の3つ

ﾉついて考察する。

同　上

7

実定国際法規　（1）

鼾総ﾛ法の定立に

@関する規則一

　現行の国際法の諸規則の中から、国際法の定

ｧに関する諸規則をひき出して、検討する。と

ｭに慣習国際法の成立の問題と、条約の締結、

�ﾍ、実効性などに関する諸規則を考察する。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当・講師
i所属・氏名）

国際法の中でも比較的古くから慣習法として

8
実定国際法規　（2）

形成されてきた外交関係に関する諸藁薦、とく

ﾉ、大使、公使をはじめとする外交官の職務、 横　田　洋三
「外交関係怯一 特権免除などについて検討する。・

国際法上の重要な主体である国家の成立、種
実定国際法規　（3） 類、領域、主要な権利、義務などに関する実定

9 一国家に：関する 国際法の規則を検討する。 同　上

諸規則一

古くから確立し、永い二安定した法秩序を形

10
実定国際法規　（4）

成してきた海洋法が、近年、大きな変容をとげ

ﾂつある。伝統的国際法に・基づく海洋法をふま 同　上

一　海洋法　一 えたうえで、今世紀に澄ける海洋法の新しい動

向に焦点をあてる。

国際法成立の直接の契機を与えた戦争と国際

11
実定国際法規　（5）

法の問題について、戦争それじたいが合法か違

@かという問題と、戦争が起った場合に当事者 同　上

一戦争と法一 によって守られるべき規則は何か、という二つ

の側面から検討する。

従来、国際法は、国家間の関係を規律する法
として確立されてきたために、個人については

12 個人と国際法
直接規定することが：なかった。しかし、最近は、
ﾂ人の地位の向上とともに、個人について直接 同　上

規定する国際法規則が増えてきた。これを考察
する。

近年、企業活動の国際化に伴い、国際法も企

業活動や経済関係について、さまざまの規律を

13 企業活動と国際法 及ぼすようになった。こうした企業活動に関す 同　上
る国際法の諸規則を概観する。

’

今日の国際社会は、国際機構の存在を無視し
ては語れない。これらの国際機構は、国際法を

14 国際機構と国際法
基礎として成立し、国際法に従って行動すると
ﾆもに、みずから、内部に独自の法体系を形成 同　上

している。こうした国際機構に関する諸法規を
概観する。

今日、地球上の全人類が平和のもとで繁栄を
享受するためには、国際法の介在が不可決の条

15
国際社会の将来と

@．

件といっても過言ではない。そこで、国際社会
ﾌ将来を展望し、そこに澄ける法、とりわけ国
ﾛ法の役割とそれに対する日本のかかわりを考

同　上

察する。
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＝経済活動と法＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：来生　新（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　現代の資本主義社会における国民の経済活動と行政との関係を法律学的に検討する。本来、資本主義

は市場による非人為的な資源配分、自由な企業の理念を持つ。現代の資本主義社会がこのような古典的

な資本主義理念にどのような修正を加えているのか、それが国民の福祉とどのように結び付くのかを法

律学的に究明したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
資本主義経済にお

ｯる国家の役割

1　資本主義経済体制
o済圏制とは　　資本主義経済体制の特徴

Q　資本主義経済体制における市場と国家の関係
走{主義の成立と国民国家の成立　市民社会、
s民法、夜警国家　　資本主義の進行に伴う国
ﾆの介入の増大

　来　生　　　新

i横浜国立大学教授）

2

現代資本主義経済

ﾌ制に澄ける国家
ﾌ経済的機能

1　現代資本主義経済体制における市場と国家
ｻ代資本主義の市場と国家　　雇用法による政
{の経済的責任

Q　国家のアジェンダとノン・アジェンダ
�?蜍`哲学と自然権思想　　市場の失敗と政
{の失敗

同　上

3 経済政策と法

1　現代の資本主義経済体制国家における経済政
�ﾌ体系
o済的効率と他の社会的諸価値　　経済政策とは何か

Q　政策手段と方法
o済政策の手手と法　　経済法の概念とこの講義の範囲・方法

同　上

4
経済政策実施の法

闥iと市場

1　法手段の態様
K制的手段誘導的手段　直接・間接の経済活
ｮ2　各種法手段と市場の関係

s場構造、市場行動、市場成果　　わが国の市
黷�ﾆりまく法制度の概要

同　上

5

市場機能の維持と

@一独占禁止法の
ﾚ的と目的達成手

i一

1　独禁法の目的規定の解釈
@の解釈と経済政策の手段性　　目的規定の構
｢　　究極目的の理解　　社会法的な立場からの独禁法理解2　独禁法の目的達成手段

�ｳ取引委員会と行政処分　　その他の目的達：
@’手　　　公取　中心主　と　笠可能性基準

同　上

6 独禁法の基礎概念

1　公正且っ自由な競争
s確定性の問題　　完全競争モデルとその現実
I修正

Q　事業者
幕ﾆ者の意義　　公私混合領域における事業者3　一一定の取引分野における競争の実質的制限一定の取引分野　競争の実質定制限

同　上

7
市場集中の規制
i1）一私的独占

1　独禁法による公正取引の確保の意義
�ｳ競争阻害性　　規制の政策的意義と公正競争の意味

Q　特殊指定と一般指定

ｧ法の変遷　　特殊指定と一般指定
R　一般指定の行為類型
ｷ別的取扱　　不当対価　　不当顧客誘引　　事業活動の不当拘
ｩ　取引上の地位の不当利用　競争者に対する事業活動の妨害

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

市場集中の規制
i2）一不当な取引制

ﾀ

1．定義規定の基本構造
Q　共同行為の意義と成立
褐ﾝ拘束・共同遂行と合意　　合意形成のコス

@トと個別当事者の利益　　合意の存在の立証方
@と排除措置　　縦の合意と不当な取引制限

R　・一定の取引分野におげる競争の実質的制限
㊧ﾓの成立範囲と一定の取引分野　競争の実質
I制限

S　公共の利益
]来の議論の対立　　行政指導と公共の利益

T　課徴金

来　生　　　新

9

市場集中の規制
i3）一不公正な取引

菇@

1　独禁法による公正取引の確保の意義
�ｳ競争阻害性　　規制の政策的意義と公正競

?ﾌ意味
Q　特殊指定と一般指定
ｧ法の変遷　　特殊指定と一般指定

R　一・般指定の行為i類型

ｷ別的取扱　　不当対価　　不当顧客誘引
幕ﾆ活動の不当拘束　　取引上の地位の不当利
p　　競争者に対する事業活動の妨害

同　上

10
市場集中の規制
C一その他の市場

W中規制

1　予防的市場集中規制
√ｹ規制　　株式保有の規制　　役員兼任の規
ｧ2　事業者団体に対する規制

幕ﾆ者団体規制の位置づけ　　規制の概要
R　独占的状態に対する措置

同　上

11 一般集中規制等

1　一般集中規制

齡ﾊ集中規制とは　　市場集中規制政策と一般

W中規制の矛盾
Q　同調的値上げの理由の報告

ｭ策的意義　　報告の徴収　　40条の一般的

ﾈ調査権、43条の公表との関係
R　国際契約に対する規制

K制の概要　　国際契約等の規制の政策的意義

同　上

12
適用除外の諸制度

｣争

1　適用除外制度の歴史と理論的根拠
ｴ始独禁法における位置づけ　　昭和28年改
ｳにおける位置づけ

Q　原始独禁法以来の適用除外
@自然独占と事業法令に基づく行為　　無体財産
?ﾌ行使　　一定の組合の行為

R　政策的カルテル容認法
ｧ度の歴史的変遷　　適用除外カルテルの政策
Iな評価　　積極的調整政策（PAP）の理念と

@カルテル政策

同　上
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＝労働問題と法＝（R）

〔主任講師：萩沢清彦（成蹟大学教授）〕

全体のねらい

　現代社会において、労働問題はどのような意味をもっているか、どのようなことが問題となっている

のか、労働問題を処理するためにどのような法制度が定められているのかを明らかにし、あわせて労働

紛争の特殊性とその解決手段を解説して、国民生活と労働法との関係についての理解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　労働問題という意味：
2　現代社会の労働の特色

1
現代社会と労働問 3　商品としての労働の特色

S　労働者の生存のための労働法
T　憲法と労働法

萩沢清　彦
i成蹟大学教授）

6　労働法の内容と体系
7　生存権的基本権と労働基本権および労働法の体系

1　労働権と雇用の安定対策
2　失業救済から雇用安定対策へ
3　雇用対策の基本原則
4　労働者の募集、職業紹介、労働者供給事業

5　労働派遣事業

2
雇用の安定と新し

｢雇用形態

6　職業能力の開発
V　雇用保険事業

同　上

8　労働市場の開発
9　高齢者の雇用安定
10　身体障害者の雇用の促進

11失業給付
12失業対策事業

1　労働契約とは何か

3
労働契約と労働条

2　労働契約と労働基準法

R　最低基準の原則

S　労働契約の締結

同　上

5　労働条件の原則

1　労働条件の決め方

4
労働契約と就業規
･・労働’協約

2　就業規則の作成・変更の手続

R　就業規則の効力

S　就業規則の変更と労働条件

同　上

5　就業規則と労働協約

1　賃金とは何か

5
賃金額の決め方と

x払方法

2　賃金額の決定

R　賃金支払の確保

S　休業手当

同　上

5　企業の倒産と賃金

1　労働時間制度の問題点

2　労働時間

6 労働時間制度 3　休憩 同　上

4　休日

5　労働時間制の例外
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

7
女子澄よび年少者

ﾌ労働問題

1　女子労働問題の変化
Q　男女雇用機会均等法の成立
R　女子の労働条件4　雇用機会均等の確保5　年少労働者の保護

萩沢清彦

8
労働災害の防止と
竢

1　労働災害対策問題

Q　労働安全衛生法

R　労災保険制度

同　上

9
人事異動、服務規

･、解雇

1　人事異動

Q　服務規律

R　解雇

同　上

10 労　働　組　　合

1　労働組合の設立

Q　労働組合の組織形態

R　労働組合の組織機構

S　労働組合の統制

同　上

11 団　体　交　　渉

1　労使間交渉の重要性

Q　労使間の交渉方式

R　団体交渉の形態

S　団体交渉拒否の正当理由と不当労働行為

T　団交拒否紛争の解決

同　上

12 労　働　協　　約

1　労働契約の機能
Q　労働契約の成立
R　労働協約の効力
S　平和義務
T　労働協約の効力拡張
U　労働協約の終了

同　上

13 争　議　　行　　為

1　労働争議と争議行為
Q　争議行為の正当性
R　争議行為の類模型
S　争議行為と賃金
T　使用者の争議行為
U　争議行為と第三者

同　上

14
労働委員会と不当

J働行為

1　労働委員会制度

Q　労働委員会の組織と権限

R　不当労働行為 同　上

15
労働紛争解決の手

ｱ

1　労働争議の調整
Q　男女雇用機会均等紛争の解決

R　労働民事紛争の解決

S　不当労働行為の救済手続

T　労働保険審査

同　上
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＝日本政治思想＝（R）
〔主任講師：松沢弘陽（北海道大学教授）〕

全体のねらい
　現代日本の適いとして指摘されるく政治の貧困〉において、問われているく政治〉とは何だろうか。

私的・個的な利益・意見の分化を、自主的に公的なものにまで統合する営みがその中心であろう。そ

のようなく政治〉の成熟を阻んだ戦前日本の政治体制のもとでく政治〉の問題と格闘した事例から、

〈政治〉について学びたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

松　沢　弘　陽
1 序　　　　　　論 （北海道大学教授）

国民国家の形成と明治啓蒙思想

福沢諭吉一「政治の診察医」

2 同　　　上

明治啓蒙の政治思
想 福沢諭吉の政治思想一「一身独立して一国

独立す」

3 同　　　上

明治啓蒙思想の継承と反逆

植木枝盛一政治運動と「道理」の追求と

4 同　　　上

自由民権論の政治

思想
中江兆民一「東洋のルソー」

5 同　　　上

明治憲法体制の形成と新世代の登場

徳富蘇峰と平民主義
6 同　　　上

明治憲法体制形成

期の政治思想 中江兆民一「思賜の民権」から「回復の民

7
権」へ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

陸　南と国民主義

8 松　沢　弘　陽

明治憲法体制と社会主義

幸徳秋水一「志士仁人」の社会主義
9 同　　　上

明治社会主義の二

つの道 片山潜一労働者の団結と都市自治の社会主義
直接行動・議会政策論争と「大逆事件」

10 同　　　上

田中正造の生涯一村から出て村に帰る

田中正造の政治思 田中正造の憲法思想一「宇宙間」の憲法と

11
想

大日本帝国憲法のあいだ 同　　　上

大正デモクラシーの知識人と民衆

吉野作造一「立憲国の先覚者」

12 同　　　上

吉野作造の政治思想一「民本主義」におけ
る民衆と指導者

13 同　　　上

大正デモクラシー

の二つの道 河上肇一一東洋的マルクス主義者

河上肇の政治思想一「利己心」の否定と肯

14 定のあいだ 同　　　上

むすびにかえて

15 同　　　上
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＝西欧政治思想＝（R）
　　　　　　　　　　〔主任講師：田中治男（成践大学教授）〕

全体のねらい

　この講義は欧米における政治思想の発展を古典古代と呼ばれるギリシアから現代にいたるまで概説

するものであるが、その際、思想家個々人の紹介は最小限にとどめて、政治社会・政治生活を構成し、

かつ説明するものとして提起されてきた諸概念を、おおむね歴史的順序に従って叙述し、解説すると

いう方針をとりたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

三一政治思想史
@のテーマ：権力
@と自由一民主
@主義理論の歴史
@的背景

　政治社会の基本的原理を権力と自由という二つ
ﾌものとして捉え、この両者がいかに対立し、ま
ｽ調和しうるかを探求するところに政治思想の課
閧ｪあるとみる。それはまた、今日的テーマとし
ﾄの民主主義がその内包を理論的に豊かにしてゆ
ｭ過程でもあった。

田　中　治　男

i成践大学教授）

2
1．政体論と理想

痩ﾆ論

　古代ギリシアの政治的思考のエッセンスをさま
ｴまな政体についての考察とそれらを越えた理想
I国家の追求とに認めて、政治生活の自覚的把握
ｪ、ポリスの中での実際的経験とそれの哲学的反
ﾈとを通じて深められていったことを学ぶ。

同　　上

3
H．自然法および
_法の観念の生
ｬとその意義

　人間の具体的関係から成り立つ政治社会をより
b｢次元から規律するものとしての自然について
ﾌ観念は古典古代の思想の中で育っていたが、こ
黷ﾉはさらにキリスト教的な神の観念が加わって、
?｢から近代にかけて大きな影響をもった自然法
v想が出てくる。

同　　上

4
皿．国家理性の観

Oと主権理論

　ルネサンス期以降登場してきた近代国家を維持
ｵ、指導する力に対する要請と、これについての
l察が、国家理論に新たな様相を与えることにな
ﾁた。これには、マキアヴェリとボーダンの名が
汲ﾑつけて論じられる。だがその問題提起の意義
ﾍ現代にまで及ぶ。

同　　上

5

IV．宗教改革の政
@治思想：内面的
@信仰と抵抗原理

　カトリックの信仰箇条に対する挑戦から始まっ
ｽ宗教改：革は、中世以来の政治的支配原理とその
繧ﾉ成り立つ政治秩序それ自体をも覆すという現

ﾀ的帰結を伴った。16、17世紀の宗教戦争を通じ
ﾄ、権力と自由というテーマは良心の内面に：おけ

驫挙｡としても現れた。

同　　上

6
V．近世的自然法
攪_の意義と限

@界

　宗教改：革以俵の状況から出てきた近世的世俗的

ｩ然法は、近代国家とその中枢に立つ君主権力と
ﾉ合理的な法的規範を与えようとするものであっ
ｽが、同時に、この時期からますます既成体制と　　　　　　　　　　　　　　　、なっていく政治的支配秩序の大枠を抜け出ること

ﾍできなかった。

同　　上

7

VI．社会契約説と

@入民主権論
@（1）概説一ホ　　　　“　　ツフス

　契約説的政治理論は、自由・平等・独立の個人
ｩら出発して、政治社会が形成される筋道を論理
Iに構成しようとした。．ホッブズは、人間がその

ｩ己保存本能を基に自然的能力を発揮する自然状
ﾔから、契約を通じて権力の秩序を創設する過程
�ｴ理的に論証した。

同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
（2）　スピノザ

@　　ーロック

　ホッブズの方法を継承しながら、自然権と自然
@の関係、合意と主権の理論、国家権力の目的と
@能について、実り豊かな思想を展開したロック
ｪ、同じイギリスにおける政治的発展を背景に考
@の対象となるが、’同時期のオランダのスピノザ
煌ﾅ過しえない。

田　中　治　男

9
（3）ルソーおよ

@びその後

社会契約と形成された政治社会を導く一般意志
ﾆに：ついての理論、主権の不可分性とその人民へ

ﾌ帰属という観点がルソーの思想の特質であるが、
ｻこに含まれる二律背反性は、一方に革：命への方

?ｫを与えるとともに、他方その理論の妥当性へ
ﾌ批判をも生み出した。

同　　上

10

田．　ブルジョワ革：

@命と近代政治機
@二二
@（1）イギリス革
@　命期

　前三回では主として原理的レベルで問題を考え
ｽのに対し、ここでは17～18世紀の政治革命の状
ｵの中で新しい安定的秩序を思考する機構論的思
lを取上げる。ハリントン、シドニー、そしてロ
bクに代表されるイギリスの政治思想はその代表
Iな事例なのである。

同　　上

11

（2）　フランス啓

@蒙期から大古
@命へ

　フランスの啓蒙思想は旧体制と批判的に対決し

ﾂつ多様な展開を見せているが、ここではヴォル
eール、モンテスキュー、ディドロらの政治論を
沒｢するとともに、さらに大革命期の憲法論争を
閧ｪかりに、人権思想と権力分立理論の19世紀以
繧ﾖの影響をも考える。

同　　上

12

V皿．レパブリカニ

@ズムおよびデモ
@クラシーの新し
@い伝統

　独立宣言と合衆国憲法とを通じて表明された新
ｻアメリカの政治理想を、その19世紀中葉までの
ｻ実的展開の中で、性格づける。ジェファソンの
ｯ主主義観、「フェデラリスト」の政府論、ジャ’

Nソン大統領期の政治的現実、リンカーンの政治
摧O等を中心に検討する。

同　　上

13

双．19世紀の思想
@状況：保守主義・
@自由主義・社会
@主義をめぐって
@（1）イギリスと
@　フランス

　フランス大革命以後のヨーロッパにおける政治
Cデオロギーの対立・葛藤はそのままわれわれの
梠繧ﾖの遺産となっている。パークに始まる保守
蜍`、ベンサム、ミルを代表とする功利主義及び
ｩ由主義、それらのフランスでの発現形態一こ
黷轤�蛯ﾉ取上げる。

同　　上

14
（2）　ドイツ，そ

@の他

　政治的後進国とされるドイツも、19世紀におけ
骼v想的寄与は重要である。カント、ヘーゲルの
ｭ治哲学は国家理論に深い影響をもつ。マルクス
ﾌ社会主義理論はその根を英仏独の思想にもちつ
ﾂ、広く普及した。他方、立憲的自由主義は各国
､通の財産となっていった。

同　　上

15

X．民主主義の政
@治理論をめざし
@て一大衆化時
繧ﾌ問題

　本講義全体に内在するテーマとしての民主主義
攪_の現代における課題を展望するため、トクヴ
Bルの問題提起を手がかりに、今世紀において顕
?ﾈ大衆化現象の政治的帰結を考え、欧米の何人

ｩの政治思想家ないし政治学者の議論をこの文脈
ﾉ：おいて検討する。

同　　上
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＝現代の政治理論＝（TV）
〔主任講師：曽根泰教（慶慮義塾大学教授）〕

全体のねらい

　本書は、現代の政治理論を広く概観することを目指すが、政治の中心を「構成員すべてに関わりを

もつような決定を作り出すシステム」として理解する。そこで、民主主義の理論、決定のルール、選

挙の制度などの、ルールの側面と、そのルールのもとで動く現実の政治を、ゲームとして捉え、政策

の形成過程から考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
現代政治理論の広

ｪり

　今日政治の果たす役割は、印象とは逆に増加

ｵている。それは、経済における非市場（政治）

ﾌ割合ρ増加や、政治の場に登場する問題（経
ﾏ摩擦、税制改：革）の増加に見られる。同時に、

ｻ代の政治学の扱う領域も拡大しつつある。

　曽　根　泰教
i慶応義塾大学教授）

2
「政治理論」は蘇

ﾁたか

　P・ラスレットが、かつて死んだといった「政

｡理論」は蘇ったのか。政治理論が死んだ理由、

ﾜた、　つた理由を考えることから、今日の理

_の役割、政治学上の変化を、政治哲学、経験

攪_、政策分析の関連で探る。

同　　　上

3
エリート論から民

蜴蜍`へ

　強力なエリート論者たち（パレート、モスカ、

~ヘルス）の民主主義批判の中から、今日に通

ｶる理論的な問題点を考える。ついで、現代の

ｯ主主義の理論的出発点をシュンペーターとし

ﾄ、基本的な主張を整理する。

同　　　上

4
現代の民主主義理

_

　現代の民主主義の理論を、ダールのポリアー

Lーの概念を基礎として分析を進める。次に、

芒rの問題、体制（民主主義、権威主義、全体

蜍`）との関連、主流派の考えに対する批判者

ｽちの紹介と、理論的発展の系譜を探る。

同　　　上

5 集合的選択

　民主主義の選択理論を進めて、一次元的な民

蜴蜍`を考える基礎として、決定のためのルー

巨ﾝ定はどうしたらできるのか、合理的、最適

ﾈ方法は何かを探る。ダグラス・レーの議論に
]って、最適なルールを求める。

同　　　上

6 多数決と問題点

　多数決が仮に集合的選択として最適であると

ｵても、なお残る問題がある。その中で、特に、

Aローの提起した「投票のパラドックス」（循

ﾂ）および「一般可能性定理」の問題と、少数

ﾒのインテンシティの問題を扱う。

同　　　上

7
全員一致とコンセ

塔Tス

　多数決に対するルールの代表として全員一致
�lえる。合意に基づく全員一致の中で、社会
_約の代表としてロールズの正義論を考え、ブ
Lャナンの主張の根拠も探る。「協調の可能性」
�Aクセルロッドの「囚入のジレンマ」の実験：
ﾉ見る。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
自由主義的弓治一一

繼c制のモデル

　直接的な集合的選択から代議制のシステムに

bを発展させ、自由主義（多数制限）や代表の

竭閧�ｪ析する。次に、ダウンズのモデルを考
ｦることで、選挙を通じた有権者と政党を含ん

ｾ2次元的な選択の関係を理解する。

曽　根　泰数

9
「政府」概念の再

沒｢

　公的選択の中で「政府」が存在するモデルを

lえる。まず、「国家」と「政府」の概念の整

揩�ｵ、次にミニマリストの考え方から「小さ

ﾈ政府」論の根拠を探り、規模の問題から、政

{の役割の問題など、3次元へと議論を進める。

同　　　上

10
意思決定者として

ﾌ四脚と組織

　人は情報をどのように認知して、「記憶」を

烽ﾆに判断し、選択・決定をするのか。個人に

ｨける決定の枠組みと、集団における決定上の

竭閧ﾉついて考える。認知心理学やコンピュー

^の発達を参考にする。

同　　　上

11 政策過程のモデル

　まず、アリソンの3モデルや、その他代表的

ﾈ政治学的モデル（ダイ）の紹介を通じて、政

�ﾟ程が扱う対象と方法についての枠組みを明

轤ｩにする。公共政策の決定と、その背後にあ

驩e響力の問題も考える。

同　　　上

12 政治経済モデル

　政治と経済の関係を、マクロ経済から論じ、

｢かに非市場的決定（政治）の果たす役割が大

ｫいかを考える。政治的景気循環、外部性、公

､財、利益集団（オルソン）、有権者・消費者

iハーシュマン）などを考えてみる。

同　　　上

13
マクロの政治的＝構

ｬ

　政治システムの比較において、特に、現実の

ｭ策形成過程の制度化の観点から、多元主義お

謔ﾑコーポラティズムの概念を説明する。団体

i労働団体等）、利益表出、具体的制度化の場

i審議会等）、政策領域などを明確にする。

同　　　上

14
政策のアウトプッ

gと評価

　規範的な考え方（自由、平等、正義、公益）

ｨよび政策分析に使われるいくつかの分析方法

ﾆ、その評価基準を示す。目的と手段の関係、

ｭ策の構造、また比較政策の考え方を通じて、

ﾐ会科学の実験の可能性を考える。

同　　　上

15
現代政治学の問題

ﾆ将来

　現在の政治学はどのような理論的発展をして

ｫたのか。また、どのような成果をあげてきた

ﾌかを考え、同時に、日本の政治学の位置づけ

�ｷる。そして、今後の政治学の方向性、進む

ﾗきフロンティアのいくつかを示す。

同　　　上
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＝現代の政治生活＝（TV）
　　　　　　　　　　〔主任講師：堀江　＝湛（慶慮義塾大学教授）〕

全体のねらい

　政治は我々の日常生活と決して無縁ではない。それどころか、今日、政治は我々の生活の隅々に至る

まで深い関わり合いを持っている。政治は、一方で急速に国際化しつつある。他方、政治は経済や社会
活動とも密接に関連し、運動するようになった。これら政治生活の諸側面を国家や、政府、国会、政党、

選挙、公共政策やマスコミ、世論などと関連づけながら考察していく’。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
政治生活の拡大と

総ﾛ化

（1）政治と社会生活のかかわり

i2》金のかからない政府から巨大政府へ

i3）国際要因の政治に及ぼす影響
　堀　江　　　＝湛

i慶慮義塾大学教授）

2
政治の性格と国家・

ｭ府の役割

（1）政治とは何か

i2）政治権力と正統性

i3）新しい正義論と最小国家論 同　上

3
現代国家の構成原

揩ﾆ政治発展

（1）国家の成立と政治とのかかわり

i2）現代国家の構成原理としての立憲制

i3）権力分立制と行政国家

i4）代議制と民主集中制

i5）政治発展と比較政治学

同　上

4
望ましい政治生活

ﾌあり方

（1）イデオロギー

i2》権威主義的パーソナリティー

i3）自由主義

i4）民主主義

去ﾐ会主義

同　上

5
合意形成の主体と

ｵての政党

（1）派閥から政党へ

i2）議員政党から大衆政党へ

i3）わが国における政党の誕生

i4）現代の政党システム

i5）政党政治のパターン

同　上

6

集団利益と公共政

��}介する圧力

c体

ω利益集団と政治過程
i2）伝統的利益集団と新しい公共利益集団

i3）利益集団自由主義と集団利益の過剰代表

i4）米国におけるロビイスト

同　上

7
国民の政治意識と

}スコミ

ω政治的社会文化
A　権威主義・疎外・アノミー

i3）政治文化と価値観の転換

i4）マスコミと世論

同　上
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回 テ　　一　　　マ・ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
政治参加の主要な

葡uとしての選挙

（1）民主的選挙の四原則と普通選挙

i2）平等・直接・秘密選挙

i3）代表選出の方法 堀　江　　　湛

9
外交政策の形成と

ﾀ全保障

（1）投票行動研究の前史
i2｝コロンビア・グループとミシガン・グループ
@の研究
i3）シュミレーションによる投票行動予測
i4）投票行動の数理的アプローチ
i5）投票行動研究における新しい展開
i6）わが国の投票行動

同　上

10
公共政策の形成と

痩?ﾌ役割

（D行政国家化と国会の比重
i2）国会の組織
i3）法律の審議
i4）予算と国会審議
D　国会における立法過程
i6）与党自民党の部会と族議員

同　上

11
公共政策の遂行と

s政の役割

（1）行政裁量権の拡大と行政責任

i2）わが国行財政の特色

i3）予算の編成過程 同　上

12
公共政策形成の効

ｦ化と危機管理

（1）行政委員会と審議会

i2）審議会政治とネオ・ポラティズム

i3）デモクラシーと危機管理 同　上

13
外交政策の形成と

ﾀ全保障

（1）平和の維持と国際連合

i2）第二次大戦後の国際政治の動向

i3）平和の維持 同　上

14

公共政策形成の一

ﾂとしての司法過

（1）裁判と政治

i2）違憲立法審査権

i3）最高裁判事の司・法行動 同　上

15
地方自治と都市行
ｭの課二題

（1）公共政策と地方自治

A米国の地方自治とシティー・マネーズヤー
i3）わが国の地方自治

i4）都市行政の課題
同　上

一406一



＝現代の国際政治＝（TV）
　　　　　　　　　　　’主任講師：神谷不二（慶癒義塾大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　〃　　：高橋和夫（放送大学助教授）

全体のねらい

　戦後の国際政治の展開を鳥臓し、現代史を規定してきた諸要因を考え、さらにその将来を占ってみる。

詳細な部分像ではなく簡潔な全体像を、事実の羅列ではなく分析のための体系的な枠組を提示したい。

言いかえるならば学生自らが国際政治を考えていく上での案内図を描き出すことが本コースのねらいで
ある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
第二次大戦後の世

E

　戦後の国際政治を、（1｝米ソ超大国の対立と核戦

ｪの展開、②アジア・アフリカの独立、（3）国際的

ﾈ経済的相互依存の深化の三つの流れから概観し、

Rースの全体像を提示する。

　神　谷　不　二
i慶癒義塾大学教授）

@高　橋和　夫
i放送大学助教授）

ポーランドの悲劇に始まるヨーロッパにおける

冷戦の展開を課題とし、米ソ関係が大戦申の同盟

2 ヨーロッパの冷戦 から戦後の対決へと変貌を遂げる推移を振り返り 同　上

その意義を考える。

朝鮮戦争以後キューバ危機までの米ソ関係を取

板門店からキュー
り扱う。特に米ソが核兵器とその長距離運搬手段

3 を保有したことの軍事的、政治的意味を探り、両 同　上
ノミへ

超大国の核戦略の展開を考察する。

キューバ危機以降の米ソ関係を概説する。ニク

ソン、キッシンジャーのデタント、ソ連軍のアフ 1

4 デ　　タ　　ン　　ト ガニスタン介入、レーガンのSDIなどを現代史 同上
の中に位置づける。

世界の人口の大半を占めるアジア・アフサカ地

アジア・アフリカ
域の独立とその後の苦悩を振り返りつつ、米ソの

5
の独立

世界的対立を背景として推移してきた第三世界の

ｮ向に焦点をあてる。
同上

米ソ日中の利害の錯綜する東南アジアは、西側

インドシナ戦争と 寄りのASEANと共産勢力の支配するインドシナ
6

ASEAN
に二極分解した。その過程を分析し、国際政治に

ｨけるこの地域の役割を論ずる。
同　上

i 共産圏の二大国間の対立は、米中の接近という

7
中ソ対立と米中接

ﾟ

事態を導き出した。この中ソ対立と米中接近の跡

�ｽどり、モスクワ・ワシントン・北京間の外交

I三角関係の将来を占う。
同　上

一407一



回 テ　　一　　　マ・ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

戦後の貿易体制を支えてきた通貨制度、ブレト

8
ドル支配の没落と

ｬ乱

ンウッズ体制の成立と発展、そしてその崩壊につ

｢て述べる。また1970年代以降に採用された変
ｮ相場制、フロートの功罪を考える。

神　谷　不　二

O　橋　和夫

戦後の日本、ヨーロッパの経済復興と発展を可

能にした自由貿易体制の成熟と崩壊について説明

9 戦後の貿易体制 する。また姿を現しつつある新しい貿易体制にっ 同　上

いても言及し、体制変：革の要因を論ずる。

日本、ヨーロッパの経＝済発展により米国の隔絶

した優位は過去のものとなり、世界は経済的には

10 多極化の時代 多極化の時代に突入した。その要因を探り、政治 同　上

的意味を明らかにする。

戦後顕著になった企業の多国籍化の実態を解説

し、その原因を考える。また多国籍企業が国際政

11 多国籍企業 治の場において果たす役割に関する論争の推移を 同　上

紹介し、その将来を展望する。

先進諸国の生活水準の向上する中、第三世界の

遅れが目立っている。後者の貧困の問題が国際政

12 南　北　問　題 治の重要な議題となってきた。その実態と原因に 同　上

関する論争を紹介する。

世界経済を揺り動かしたOPECによる石油価格
の値上げ攻勢と、その成功が誘発した第三世界の

13 石油と国際情勢 国際経済秩序の変革：について解説し、その政治的 同　上

意味に光をあてる。

国際政治の力学の産物として国際連合及びその

他の国際機関をとらえ、諸機関の成立と発展を解

14 国　際　　連　　合 指し、その国際政治での役割りに評価を与える。 同　上

宇宙開発のもたらした人類は一体であるとの崇

国際政治の理想と
高な認識と国際政治の冷厳な現実を対比し、本書

15
現実

の三つの柱である「東西関係」「南北問題」「国

ﾛ経済」について総括を試みる。

同　上
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＝日本の政治＝（TV）
〔主任講師：阿部　齊（放送大学教授）〕

全体のねらい
　基本的なねらいは、日本の政治についての体系的理解を深めることにある。受講者はすでに日本の政
治について断片的部分的知識を持っていると想定されるが、それは必ずしも日本の政治を科学的客観的

に理解していることを意味しない。そこで、この講義では受講者の日本の政治に関する常識を前提とし

ながら、比較政治論および現代政治論の学習成果を活用しつつ、日本の政治の特性を明らかにしていく

ことにしたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
明治国家から現行

尠@体制へ

　政治と国家について簡単な概念規定を試みた後、

ｾ治国家をその近代性と前近代性との両面から捉

ｦ、それぞれが今日の日本の政治にいかなる影響
�cしているかを検討する。次いで、第二次大戦
繧ﾌ民主化政策をとりあげ、その成果と限界とを
ｾらかにする。

’阿　部　　　齊

i放送大学教授）

2 国会の機　能

　日本の議会の法制度上の特徴を明らかにするこ
ﾆから始あて、二院制の意義と実態を検討し、次
｢で議会の機能を列挙する。さらに、立法国家か
迯s政国家への転換に伴う議会機能の低下を分析
ｵた後、代表制の二類型としての国民代表制と地

鞫纒¥制に言及する。

同　上

3 日本の立法過程

　議会に澄ける法案の審議過程を概観した後、日
{の立法過程の特色として、内閣提出法案の優位
ﾆ委員会中心主義とをとりあげ、次に日本の立法
ﾟ程に診いて官僚が果たしている役割を明らかに
ｵ、さらに、国会の果たす立法機能が結局は何で
?驍ｩを検討する。

同　上

4 議員内閣　制

　大統領制と対比される議院内閣制の特：質を明ら

ｩにした後、日本の内閣制度の発達を概観し、次
｢で一党優位政党制のもとで、わが国の議院内閣
ｧがいかなる特徴を持つかを検討し、最後に議院
煌t制と行政官僚制との間の関連を考察する。

新　藤　宗　幸

i立教大学教：授）

5
福祉国家化と行政

@能の拡大

　福祉国家がいかなる文脈で登場したかを明らか
ﾉした後、戦後経済発展がどのように社会保障の
g充と関連しているかを検討する。さらに、福祉
痩ﾆ化が自治体行政機能の拡大をもたらしたこと、
o済成長の鈍化とともに日本型福祉社会論が登場
ｵたことを指摘する。

同　上

6 日本の官僚制

　官僚制は多義的であるが、ここではウエーバー
ﾉ準拠して、日本の官僚制を考察する。明治以後
ﾌ官僚制の形成過程を検討し、次いで戦後の原理
ﾌ転換と公務員の登場にふれ、さらに、官僚制に
謔骰s政指導の意味と意思決定方式としての稟議

ｧをとりあげたい。

同　上

7 審議会の役割

　行政国家化の進行とともに、審議会の役割が重
vになる。日本での審議会の発展を概観した後、
R議…会が政策形成過程で果たす役能を明らかにし、

氓｢で最近の政策決定システムの変化が審議会に
yぼした影響を論じ、最後に目下注目されている
?I諮問機関にふれる。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず、利益集団台頭の背景を考え、次に利益集
団と政治文化との関連を明らかにする。次いで、

8 利益集団と行政 わが国の政治過程で利益集団が果たす役割を検討
ｵ、さらに戦後政治における利益集団と政党との

新　藤　宗幸

関係、利益集団の多元的溝造、日本型ネオ、コー
ポラティズムにふれる。

補助金の概念を明らかにした後、補助金の規模
と交付対象を考察し、次いで、補助金の交付決定

9 補助金の行政と政治 までの手続きを検討して、政治の影響がどこに現 同　上
われるかをi探り、さらに自治体行政に及ぼす補助
金の影響をみる。最後に、補助金改革：の方向にも
言及したい。

予算の意義と機能について概観した後、日本の
予算制度の概要を述べる。次に予算編成がどのよ

10 日本の予算政治 うに行われるかについて、大蔵省と各省庁の高歩

i階のそれぞれの段階で説明する。終りに、財政
同　上

危機下の予算政治の課題にも言及したい。

行政改：革概念の多義性についてふれた後、第一

次臨調の果した役割を検討し、さらにその後の行

11 行　政　　改　革 政改革と「小さな政府論」の台頭について述べ、 同　上

こうした文脈の中で第二次臨調の果たした役割を
明らかにする。最後に政治シンボルとしての行革
にもふれたい。

政策の概念規定から始めて、政策形成の主体を
明らかにし、次いで政策形成過程研究の焦点を探

12 日本の政策形成過程 る。その上で「戦略的政策」と「実施政策」を区

ﾊし、「戦略的政策」の形成にあずかるエリート
同　上

集団を分析した後、「実施政策」における官僚と
政権党の役割にふれる。

日本の選挙制度の中心となる中選挙制について、

小選挙区制及び比例代表制との比較を試みる。次 川　人　貞　史

13 日本の選挙制度 に、参議院選挙に齢ける比例代表制に簡単にふれ、

さらに日本の選挙制度の最大の課題とされる定数 （北海道大学助教授）

不均衡と、諸外国に比べてユニークな規定を持つ
選挙運動を論“る

まず、投票行動の分析が今日の政治学に訟いて
占める位置を明らかにした後、デモグラフィと投

14 日本入の投票行動（1） 票との関連を探る。まず、各党得票率と選挙区特
ｫとの関係、：職業と政党への投票との関係を分析

同　上

し、次いで社会的済的地位と投票との関係につい
て若干の仮設を検証する。

有権者の意識調査によって明らかにされる政党
支持の講造をとりあげる。まず、日本人の政党支

15 日本人の投票行動（2） 持には、政治関与度と政党離れ度という独自の次
ｳがあることが指摘され、次いで政党支持率の変

同　上

化と得票率の変化との間の関連、政策争点と投票
との関係が分析される。
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回’ テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本の政党制の特徴が、「1955年体制」と「一
党優位政党制」という二つの面から明らかにされ

16 日　本の政　党 た後、自由民主党、日本社会党、民社党、公明党、

､産党の各党について、それぞれの党の歴史、特
川　人　貞　史

質、課題などが指摘される。な澄、新自由クラブ
と社民連にもふれる。　　　　1

今日の日本の選挙と政党を考える上で最も重要

17 後援会組　織
なものの一つは、後援会活動である。そこで、後

㊨?ｪなぜ組織されるようになったかを明らかに 同　上
することから始めて、後援会活動の形態、後援会

がわが国の政治に対して及ぼしている影響を探る。

現代の政治でマス・メディアの果たす機能はき

18
マス・メディア

ﾌ政治機　能

わめて大きい。マス・メディアの政治機能を概観
ｵた後、萩聞の日本的特質を探り、次いでテレビ
ﾌ果たす政治的機能を検討する。さらに、マス・

阿　部　　　齊

メディアが世論形成に果たす役割を探り、雑誌が
持つ機能にも言及する。

近代国家に澄ける地方自治の意義についてふれ
た後、日本の地方自治の歴史を概観する。まず、

19 地方自治の歴史 明治地方自池の論理と講造を明らかにし、次に
P920年代の都市化と工業化が地方自治に及ぼした

新　藤　宗幸

影響、戦後改革と地方自治、高度経済成長期の地
方自治などに言及する。

地方自治体の諸類型にふれた後、日本の特徴と
もいうべき二元的代表制をとりあげる。次に、国

20 地方自治の現状 と地方との関係に大きな意味を持つ機関委任事務の現状を探り、さらに都市型社会と自治体の政策

，同　上

との関連を検討し、最後に地方の時代に鋤ける集
権化の逆説にふれる。

二元代表制の下における地方議会の意義と役割

21 地方議会と地方選挙
を明らかにした後、都市化に伴う多党化の進行と

ｻれが地方議会に及ぼした影響をとりあげ、さら 同　上
に政策形成過程において地方議会の果たす役割、

地方議会を活性化するための市民の役割などにも
言及する。

現代社会における政治参加の意義を探りながら、

22 住民参加と市民参加

住民運動と参加デモクラシーの関連を検討する。また、住民運動は日本の政治文化を変容させ、自

｡体改：革を促す契機にもなった。住民運動や市民
同　上

参加が市民的政治文化を生み出す可能性にもふれ
たい。

日本における民主主義の起源を探った後、明治
憲法の枠内で最も民主的な政治が行われた大正デ

23 日本の民主主義 モクラシーを概観し、次いで戦後の民主主義の発展の過程を追う。さらに、民主主義にみられる日

阿部　　　齊

本的特徴を明らかにし、「官僚政治」の伝統との
関連も考察したい。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24 日本の自由主義

　日本の自由主義の起源にふれた後、天皇制国家のもとで自由主義がいかに後退をよぎなくされていたかをみる。また、第二次大戦後は焼化の進行と過剰な自由のもとで、自由主義も変質を逐げざるをえない。最後に、日本の保守政治にみられる

o済的自由主義にふれる。

阿　部　　　齊

25 日本けショナリズム

　ナショナリズムの意義と起源にふれた後、明治国家のナショナリズムを検討し、その超国家主義への移行を考察する。次いで、敗戦によるナショナリズムの崩壊と分散の過程を明らかにし、日本のナショナリズムの現状をみながら、その再生の

ﾂ能性を探る。

同　上

26 保守主義の政治

　日本の政治はしばしば保守と革新の対抗関係に診いて捉えられる。保守と革新の意義を明らかに

ｵた後、日本人の保守性の理由を探り、さらに革
V勢力の伸張と停滞をもたらした要因を検討する。
ﾅ後に、保守政党はいかなる形で日本を統治して
ｫたかに言及したい。

同　上

27 日本の政治文化

　日本の政治文化を論じた代表的な政治学者としそ丸山真男と京極純一をとりあげ、それぞれの理

_を簡単に紹介する。丸山については、歴史意識の「古里」と個人析出の類型とをとりあげ、京極については、集合体コスモスと相　コスモス、タテマエとホンネにふれる。

同　上

28 日本入の政治意識

　NHKの放送世論調査所のデータに基づいて、日本人の政治意識を具体的にとりあげる。テーマ

ﾆしては、現行憲法体制の正統化、政治的関心度の推移、政治活動と政治参加をめぐる意識の変化など。このほか、政党支持率と内閣支持率の問題にも言及したい。

同　上

29 平等化と平等主義

　平等化と平等主義は、今日の先進諸国の政治が直面している共通課題の一つである。まず、日本に澄ける平等化の推移をふり返った後、平等主義社会の政治の特徴にふれ、次に、平等主義社会に

c存する差別の問題を考える。さらに、平等主義
ﾐ会の教育にもふれたい。

同　上

30 日本の政治的課題

　日本の政治的課題として、一党優位政党制化での政権交代の可能性、平和憲法下での自衛隊と安全保障、福祉国家下の大きな政府の行きづまりと小さな政府論の台頭、平等主義社会に残存する差別の解消、自律的市民育成のための政治教育とい

ﾁた問題をとりあげる。

同　上
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＝先進諸国の政治＝・（R）

〔主任講師　河合秀和（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　「一国についてしか知らないものは、その国についてさえ実は知っていない。」　この講義は、いわゆ

る先進諸国の政治一その政治的発展と現代の政治過程、政治文化の比較を通じて、各国の政治につい

ての知識を深めると同時に、政治とは何かについての理解を深めるごとを目的としている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
比較政治と国民国

ﾆ

　この講義では、もっぱら国と国を比較しなカミら

芒r政治論を進める。国家と政治、近代国家の成’

ｧ、国民国家の誕生、先進諸国の国家群、などに

ﾂいてこの章でふれる。

河　合　秀　和

i学習院大学教授）

2 比較の　枠組

　歴史的方法と構造的方法、国家主義・自由主義・

ｯ主主義・社会主義、政治的要求と政治機構、前

冾ﾆ後期の社会、階級という観念㍗コーポラティ

Yム体制、などにふれる。

同　上

3 イギリスの場合　1

　もっとも早かった先進的発展、四つの民族と四

ﾂの地域、早期の統一、法の支配、議会、内閣、

c会制民主主義の成立、保守党・労働党、政治の
ｷい連続性などにふれる。

●　　　同　上

4 イギリスの場合　皿

　バジョットのイギリス憲法論、政党の役割、首

鰍ﾌ権限、閣僚と首相、法案、最高法廷にない違

尢ｧ法審査権、拮抗する労働党と保守党、利益団

ﾌ、などにふれる。
同　上

5 アメリカの場合　1

　世界史上最初の新興国家、自由で平等、経済的

ﾉ豊：か、人民の人民による人民のための政治、連

M制と三権分立制、「弱い政府」から「強い政府」

ﾖ、などにふれる。

同　上

6 アメリカの場合　H

　大統領の指導力が強化、、大統領制度の特色、連

M議会、政党の実状、議員採決の実態、連邦最高

ﾙ判所の違憲・合憲の判定、議会による大統領の
e劾などにふれる。

同　上

7 フランスの場合　1

　フランスの「偉大さ」、知識人層の役割、大革：

ｽの進展とナポレオンの独裁、未完の革命、憲法

ﾌ改正、ドゴールの登場、小財産所有者の国、小

ｭ党の乱立、などにふれる。

同　上
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回 テ　　一　　　マ 内・　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

軍部の叛乱、第五共和制憲法の制定、中道に有

利な選挙制度、大統領優位のもと政党選択が単純

8 フランスの場合　H 化、元老院は地方名望家の砦、ドゴールの失脚と 河　合　秀　和
その後、などにふれる。

「上からの」統一、邦とプロイセン、ビスマル

クの弾圧政策、世界観政党、ワイマール共和国憲
9レ

ドイ　ツの場合 法とヒヅトラーの登場、敗戦と国の分割、などに 同　上
ふれる。

ドイツ連邦共和国の発足、選挙制度、連邦憲法

裁判所、連邦議会選挙における各党得票率と連立

10 西ドイツの場合 関係、アメリカと競争する経済大国への成長、な 同　上
どにふれる。

国民国家の直面する諸問題、ヨーロッパ経済共

同体の設立、ヨーロッパ石炭・鉄鋼共同体の淫風

11 E　C　の　場　合 ヨーロッパ共同体（EC）の組織、ヨーロッパ理事 同　上
会・議会、その他にふれる。

社会主義政権の成果、ロシア帝国の終焉、レー

ニンの：革命政権樹立、新経済政策ネップの採用、

12 ソ連の場合　1 スターリンの一国社会主義、スターリン以後の後 同　上
継政権、などにふれる。

ソ連共産党綱領、メンシェヴィキ派とポルシェ

ヴィキ派、プロレタリアートの独裁、上意下達の

13・ソ連の場合　H 組織、各級ソヴィエドめ代議員の選挙、党と国家 同　上
の分離、などにふれる。

比較政治研究の実験室、柔ギリスと日本の相違、

外からの影響と近代的発展、古代国家の成立、日

14 日本の場合　1 本の封建制、明治新政府の樹立、憲法の公布、軍 同　上
部の台頭、などにふれる。

近代日本の政治的文化の特徴、新憲法の制定、

世界史上もっとも成功した占領、憲法と軍備にっ

15 日本の場合　皿 いて暗黙の国民的合意、日本の政党の歴史、官界、 同　上
政界、財界などにふれる。
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　　　　　　　　＝第三世界の政治＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：小田英郎（慶鷹義塾大学教授）

全体のねらい

　第三世界を構成するアジア、アフリカ、ラテンアメリカの各地域について、「序論」で述べるような

共通の角度から分析、考察を進め、各地域の共通性と特殊性を把握しつつ、第三世界の全体像をえがき

だすことをめざす。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代に澄ける第三世界の比重の増大に触れ、さ

序　　　　　　論 らに伝統と近代化の相互関係、国民的統合、イデ ・小　田　英郎

1 一比較地域政治
@　　論の試み一

オロギーと政治・社会体制、国際社会に対するイ

＝[ジと対外行動などから、各地域の特殊性と共 （三鷹義塾大学教授）

通性を検討する。

近代化を目標とする中国が、いかにして伝統の

中　　　国　　（1） 克服をめざして苦悩しているかを、国民的統合の 岡　部達　味

2 問題にも触れながら論ずる。

一革命と近代化一
（東京都立大学教授）

国内経済改革と対外開放政策のもとで進行する

中　　　国　　（2） 政治改革、澄よび、それらを円滑に遂行するため

3
の対外政策について論ずる。 同　上

一政治と国際関係一 ㌧

人種、言語、宗教、文化……世界のなかでもつ

4

東南アジア（1）一独立と国民的

@　　　　　統合一

とも多様性に富むといわれるこの地域の植民地支

zからの独立と国民的統合の努力のあとを、ベト

iム戦争などにも触れながら考察する。

　松　本　三　郎

i慶鷹義塾大学教授）

東南アジア（2） 東南アジア諸国の近代化過程に現われたさまざ

まなイデオロギーや政治体制と業績を考察し、さ

5 一イデオロギー、 らにその複雑な国際環境を、とりわけ日本との関 同　上

政治体制、国際 係に注目しつつ分析する。

環境一

10億の人口の圧力と貧困にあえぐ南アジア諸国

南　ア　　ジ　ア のきびしい現状を、混合革：命方式で国家建設をは

6 一苦悩するインド かってきたインドと、これと宿命的対決をつづけ 同　上

亜大陸一 るパキスタンを中心に考察する。

幾多の帝国の盛衰史のなかで＝豊かな文明と地域

中　　　東　　（1） 的、宗教的一体性を生みだしてきた中東の「古い」 青　木　一　能

7 一古さと新しさの 歴史を概観し、さらにヨーロッパ列強による「分

モザイクー 割」と独立達成にいたる経緯を、現代中東政治と （日本大学助教授）

の関連に澄いて考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当・講師
i所属・氏名）

8
中　　　東　　②一紛争と対立の

@　　　　　・図式「

　現代中東の重要争点である中東紛争の背景と展

Jに論及したのち、70年代後半以降の多発する紛

?ﾆ対立を通して、中東政治の多元化と複雑化に

ﾂいて考察する。

青　木　一能

9
中　　　東　　（3）一国家建設の

@　模索と変動一

　社会主義体制から君主制にいたる多様な政治体

ｧ下の中東諸国が、それぞれに国家建設を模索す

髀�ｵを考察し、石油産出地域・中東と国際社会

ﾆの相互作用といった問題を考慮しつつ、中東政

｡の変動状況を検討する。

同　　　上

・10

ア　プ　リ・カ　（1）一歴史的復権の

@志向とナショナ
@リズムー

　歴史的復権への志向が現代のアフリカに旧いて’なぜ強いのか、それはナショナリズムやイデオロ

Mーや政策にどう反映しているか、といった問題

�A植民地時代を振り返りながら考察する。

小　田　英　郎

11
ア　フ　リ　カ　（2）一近代化と政治

@　　　　　体制一

　アフリカ的社会主義、一党支配体制、軍部支配

ﾌ制など、国家建設や近代化の過程で出現したイ

fオロギーや政治体制塗考察レあわせて南部の
註l人種主義体制（アパルトヘイト体制）にも論

yする。

同　　　上・

12

ア　フ　リ　カ（3）

將c結と対立一

　アフリカ大陸諸国の連帯・団結をめざす反面、

�ﾆ的自己主張で対立し、多元化の度合を高める

Aフリカ圏内の国際関係、澄よび非同盟運動を軸

ﾆした第三世界連帯運動への対応を考察する。

同　　　上

13

ラテンアメリカ（1）一政治の伝統と

@　　　　　風土一

　植民地時代以来の統治理念や、独立後Q国家形

ｬめ特徴、診よび個入独裁的な統治形態などの検

｢を通じて、この地域の政治の伝統と風土に迫っ

ﾄみる。

　加　茂　雄三

i青山学院大学教授

14

ラテンアメリカ（2）一社会改革と

@政治体制の
@　　近代化一

20世紀に入っての中間層や大衆の登場を契機と

ｷる社会変動と、それに対応していった政治体制

ﾌ近代化について、軍部の役割にも論及しつつ考

@する。

同　　上

、15

ラテンアメリカ（3）一国際政治の

@　　　　　展開一

　対米関係の歴史と現段階、1960年代以降の国

ﾛ政治の多面化、診よび地域自決主義の動向など

ﾉ論及しつつ、国際政治の面でのこの地域の政治

ﾉついて考察する。

同　　　上
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＝日本政治史＝（R）
　　　　　　1853～1987

〔主任講師：北岡伸一（立教大学教授）〕

全体のねらい

　幕末以来の日本の内政と外交を講義する。歴史的事実の説明は最小限度にとどめ、各時代の政治権

力の構造と変容の説明に力点を置く。また国際政治史や比較政治の視点を重視して、世界史の中に近

代日本を位置づける。聴講者諸君が日本政治の特色を歴史的に把握し、今日の政治権力を見る目を養

う一動となれば幸いである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
幕藩体制の政治的

ﾁ質

16世紀の日本と西洋
ｼ洋の多元性
渠ﾋ体制の一元性
ｳ統性の問題
��ﾌ容易さと統一の容易さ
錘mのエトス

北　岡　伸　一

i立教大学教授）

2
西欧の衝撃への対

日本人の対外意識
虚{リーダーシップへの期待
��ｺ許問題の登場
ｸ翰運動の激発
虚{雄i藩連合体制の模索と崩壊
|幕への道
痺Rスト革命の条件

同　　．上

3 明治国家の形成

公議輿論の調達
?ﾍの集中
?ﾍ基盤の整備一軍事
?ﾍ基盤の整備一財政．
走ｯ的基盤の創出一西洋文明の導入

l的エネルギーの動員

同　　　上

4 政府批判の噴出

国際秩序の伝統と近代　民権運動の発展

ｪ蟻塚　　　　　　　明治14年政変
ｽ政府派の発生　　　　民権運動の高揚と後退更

G和政策とその限界

ｼ南戦争

同　　　上

5
明治憲法体制の成

ｧ

憲法制定への道
vロイセン流の憲法
尠@付属の制度
ｾ治憲法の特徴
V皇親政論と天皇超政論
��?ｳ問題
蜩ｯ団結運動

同　　　上

6 議会政治の定着

議会政治の出発　　　　三板内閣成立前後

ｴ然主義　　　　　　　山県内閣

炎匤c会の諸相　　　政友会の成立
ｯ力休養論の変容

﨎ｴ戦後経営

同　　　上

7 日清・日露戦争

主権線と利益線　　　　門戸開放宣言

ｩ鮮をめぐる日清対立戊戌変法と義和団事件

��?ｳ　　　　　　　日英同盟

﨎ｴ戦争　　　　　　日露戦争

ｴ国分割の進展

’同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

朝鮮問題から満州問題へ
満州問題と国際関係
ドル外交の展開と日露の接近

8 帝国主義の発展 申国革命 北　岡　伸　一・
21か条と反蓑政策
寺内内閣の中国政策
シベリア出兵と西原借款

伊藤内閣から西園寺内閣へ
桂園時代と藩閥

9 政党政治の発展 桂園時代と政党
蜷ｳ政変 同　　　上

第1次大戦期の藩閥と政党
3党鼎立論の挫折

原内閣の成立

10
国際協調と政党内

t

原敬没後

純Vントン体制の成立

純Vントン体制の崩壊
同　　　上

政党内閣の時代

軍縮と軍備近代化
昭和軍閥の台頭

11 軍部の　台　頭 満州事変と連盟脱退
A盟脱退後の国際関係 同　　　上

斎藤内閣と岡田内閣
陸軍の派閥対立

広田内閣の成立
宇垣から近衛へ

12 帝国の　崩　壊
日中戦争と総動員
決汾V秩序 同　　　上
第2次世界大戦の勃発
日米戦争への道
帝国の崩壊

敗戦

占領

13 敗戦・占領・講和 非軍事化と民主化 同　　　上
占領下の政治過程

冷戦と講和

55年体制の成立

岸内閣と日米安保

14 自民党政治の発展 池田内閣と佐藤内閣 同　　　上
派閥の発展

政策決定における．自民党と官僚

国際関係の変容

田中内閣と対外問題

15 新しい国際的責任 保革伯仲 同　　　上
西側意識の定着

新たな国際的責任
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＝西欧政治史＝（R）
〔主任講師：犬童一男（神戸大学教授）〕

全体のねらい

　近代から現代への西欧における議会制民主主義の形成と展開は、各国の歴史的諸条件によって多様

であったことを主に講述する。19世紀の民主化から戦後の福祉国家にまでわたるが、その間の民主化

の停滞や独裁にも言及し、日本やその他の国の政治を学ぶ上でも有益な素材が提供できるようにした
い。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
西欧における政治

ﾌ発展

西欧諸国で政治的近代化を意味する民主政の

m立がどのように行われたか、R・ダールのポ

潟Aーキーへの発展理論に即して説明する。
犬童　一一　男

i神戸大学教授）

2
イギリスの古典的

ｯ主主義

　議会の黄金時代とされるイギリスの古典的民

蜴蜍`の成立を、それ以前の議会寡幣制の段階

ﾉ遡って捉えると共に、その実体および問題点

�ｾらかにする。

同　　　上

3
イギリス議会制民

蜴蜍`の確立

　労働者階級が参政権を獲得した第2次選挙改
vの成立過程を紹介すると共に、この改：野崎に

ｶじた政治体制がいかなるものであったかを述

ﾗる。

同　　　上

4
フランス議会制民

蜴蜍`の形成

　大いなるフランス革命以来の目まぐるしい政

ﾌの変遷をまず概観し、次に、第2帝制の下で
走ｯ経済の「離陸」があり、政治的近代化が：準

�ｳれたことを示す◎

同　　　上

5
5

ドイツ第2帝制の
譌ｧと展開

　ドイツの政治的統一過程を概観し、ビスマル

N時代を中心に第2帝制の国内政策および対外

ｭ策がどう展開したか、ヴィルヘルム2世時代
ﾆ対比して検討する。

同　　　上

i帝国主義時代の民

O運動

　　この時代の多様な民衆運動の中で第2インタ
iショナルに結集した社会主義労働運動を、革・命型と改革型に大別して位置づけ、その問題点

�薗Tる。

同　　　上

7
第1次大戦の勃発

ﾆ帰結

　帝国主義戦争とみなされる大戦の発生因を考

@し、“その展開と帰結としてのヴェルサイユ体

ｧの成立にまで触れるが、とくに開戦時の各国

c会の機能を問題にする。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・白白）

8
イタリア・ファシ

Yム体制の成立

　1920年忌にイタリアがファシズム体制に移

sしたのは、戦前からの国家と国民の乖離を克

桙ﾅきず、戦後は議会政治自体が危機状況に陥

ﾁていたことを明らかにする。
犬童一　男

9
イギリス労働党の

ｬ長

　第1次大戦後に英労働党は欧州社会民主主義

ｭ党の中で指導的地位に上る。そうなったのは

寛椏煌tに参加し、抜本的党改革をなし、24年

ﾉ政権を担当したことによることを論ずる。

同　　　上

10
大恐慌とイギリス

ﾌ政治過程

　大恐慌は、第2次労働党政権成立後に到来し

ｽ。．政府は状況打開の政策作成を迫られたがこ

黷ﾉ応え得ず、金融恐慌の中で崩壊し、挙国一

v内閣が成立した過程を明示する。

同　　　上

11
ワィマル共和国の
�

　ナチスの時代と第2次大戦との関連から史上

ｫわめて重大な意味をもつこの出来事を、共和

草ｬ立当初からの不安定性の存在を探ると共に、

蜍ｰ慌の到来で加速された体制崩壊の過程を分

ﾍする。

同　　　上

12
2つの入民戦線政

{

　新しい政治運動である30年代の人民戦線の特

ｿについて考察し、フランスおよびスペインの

l民戦線とその政府の成立、連合諸共間の不一一

vによる崩壊の過程を捉える。

同　　　上

13
第2次大戦と国内

ｭ治体制

　ファシズム対民主主義の戦いにおける後者の

ｭ治体制の推移を探る。イギリスでは労働側が

Q加したチャーチル政権、フランスでは，ド・ゴ

[ルとレジスタンスが重要だったことを示す。

同　　　上

14
戦後政治体制と福

ロ痩ﾆ

　第2次大戦後、現在の欧州政治地図が米英ソ

ﾌ協力と対抗の関係から形づくられたこと、ま

ｽイギリスが戦中・戦後に作った福祉国家が、

ｼ欧諸国に拡がったことを明らかにする。

同　　　’上

15
小国における民主

蜍`の発展

　西欧には多くの小国があり、大国とは異質の

ｯ主政が形成された。言語や宗教で同質的な北

｢3国では社会民主主義の合意政治が、異質的

ﾈオランダ、ベルギー等では多極共存型デモク

宴Vーが形成されたことを検討する。

同　　　上
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＝　行 政 学　＝　（R）

〔主任講師：西尾　勝（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代国家は職能国家・福祉国家・行政国家である。政治権力の正統性は、民意の代表性と共に、行

政活動の成果に依存しているが、この行政活動の担い手こそ行政官僚制である。そこで、この講義で

は、行政官僚制の置かれた位置とその行動の仕組みについて理解を深めることを、主なるねらいとす
る。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
行政学の背景：

ｻ代国家の特質

　現代行政学の生成と発展の背後には、近代国

ﾆが現代国家に移行する過程で生じた変化、す

ﾈわち、国家の職能国家化、福祉国家化、そし

ﾄ行政国家化といった諸現象があった。

西尾　　　勝
i東京大学教授）

2
行政学の対象：
Oつの「行政」概念

　行政学の考察対象となる「行政」の概念には

Rつの類型がある。すなわち、立法・司法と対

艪ｵた行政、政治と対比した行政、そして組織
ﾌ経営管理を行政とみるものである。

同　　　上

3 行政活動の類型

　行政活動の目的別分類、性質別分類、民間活

ｮとの関係からみた分類について説明すること

�ﾆおして、現代国家の行政活動の多種多様さ

�ｦし、行政管理活動の必要に論及する。

同　　　上

4
行政活動の分担（1）

?寶W権と地方分権

　1国の行政活動はその国の政府体系を構成す

髟｡数の政府間で分担されている。そこで、こ

ﾌ中央地方関係の歴史、類型について考察し、

ｻ代の相互依存関係について説明する。

同　　　上

5

行政活動の分担（皿）

甯纉坙{の中央地

絈ﾖ係

　戦後日本の中央地方関係について説明し、出

諡@関・特殊法人の濫設、機関委任事務の増大、

竢赴燗凾ﾌ増大といった新中央集権の諸現象に

ﾂいて解説する。

同　　　上

6
政治家と行政官の

ﾖ係

　国会，・内閣といった政治機関と行政機関の関

Wを政党政治家と行政官の関係からとらえ、各

曹ﾌ特徴を示すとともに、現代日本の官僚制を

ﾟぐる論議に言及する。

同　　　上

7 官僚制の特質

　官僚制ということばの由来から説きおこし、

}ックス；ウェーバーが指摘した近代官僚制の

ﾁ質について解説したうえで、日本の行政官僚

ｧにみられる若干の特徴にふれる。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
官僚制の機能（1）：

K律　と　裁量

組織構造の類似した官僚制でもその作動様式

ﾍ多様になる原因が階統構造の運用の仕方にあ

驍ｱとを示し、官僚制の正常な作動の鍵が規律
ﾆ裁量のバランスにあるととを説く。

西　尾　　　勝

9
官僚制の機能⑪：

ｽ令　と　服　従

　チェスター＝バーナードの組織均衡理論と権

ﾐ受容説について解説しながら、上命下服の緊

｣関係、面従腹背の諸形態、部下の忠誠対象の

]移と反逆の関係などについて説明する。
同　　　上

10 官僚制の機能障害

　法規万能主義、繁文礼、セクショナリズム、

?ﾐ主義など通常官僚主義として一括される官

ｻ制の機能障害が官僚制の健全な作動のために

K要な諸原則と裏腹の関係にあることを説く。
同　　　上

11
官僚制の意思決定

緖ｮ

　日本の行政官僚制の意思決定方式の基本は稟

c制にあるといわれている。この稟議制が実際

ﾉはどういうものであるのか詳しく検討して、

坙{の意思決定方式の特徴を探りたい。
同　　　上

12
政策過程と政策構

｢

　政策の循環回路について説明し、政策の形成

ﾆ政策の作成という観点の違いを明らかにした

､えで、政策作成の観点に立って政策の過程と

ｭ策の構造について若干の説明を行う。

同　　　上

13 予算編成と会計検査

　法令とならんで重要な政策の表示文書である

¥算：が編成されていく際の意思決定方式につい

ﾄ解説して、先の第11講を補うとともに、予算

ｷ行に関する会計検査に論及する。
同　　　上

14 行政活動の評価基準

　　　　　　　　　　　　　　　　　属@政策実施活動を評価する基準としては、合法

ｫのほかに、有効性と能率性の基準があるが、

ｱのうちの能率性評価の意義と限界について詳

ｵく論じる。

同　　　上

15 行政統制と行政責任

　行政に対する民主的統制は制度的外在的統制

�ｻの基本としているが、現代国家の行政を統

ｧする手段は多様になっていることを述べ、合

墲ｹて行政統制と行政責任の関係に論濠する。

同　　　上
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＝近代経済思想＝（TV）
〔主任講師　西部　適（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ギリシャ以来の経済思想の流れを、その学説的内容とその時代背景とのかかわりの中で考察し、とく

にここ二百余年における近代経済学がいかなる思想的変遷をとげてきたかを明らかにする。講義の前半

部分はいわゆるケインズ経済学までの経済思想を扱い、後半部分はそれ以降のいわば現代経済思想の多

面的な様相について言及する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 経済思想とは何か

科学と思想

攪_と実践
西部　　　適
i東京大学教授）

2 前近代の経済思想

家政の法

�ｳの法
ｩ然および契約の法 同　上

3
重商主義の経済思

z

国家の哲学

ﾛ護の哲学
ﾝ幣の哲学 同　上

4
重農主義の経済思

z

生産の理

ｩ由の理
攝ｫの理 同　上

5
古典派経済思想の

ｬ立

労働の理論

�ｷの理論
ｿ格の理論 同　上

6
古典派経済思想の

W開

比較の方法

挙｡の視角

ﾟ剰の予感 同　上

7
古典派経済思想の

ﾏ形

搾取の、暴露

走{蓄積の矛盾

Cデオロギーの暴露 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
歴史主義の経済思

z

国民の観念

ﾐ会政策の構想

菇@の意識 西　部　　　適

9
新古典派経済思想

ﾌ成立

効用価値の理論
ﾀ界分析の方法一般均衡の仮構

同　上

10
新古典派経済思想
ﾌ発展（1）

需要と供給

Z期と長期
Y業と厚生 同　上

11
新古典派経済思想
ﾌ発展（2）

資本の理論

?qの理論
驪ﾆ利潤の理論 同　上

12
制度主義の経済思

z

解釈の立場

ﾀ践の立場
ﾏ察の立場 同　上

13
ケインズ的経済思

zの予兆

不完全競争の理論

ｸ業および通貨の問題

謳狽ﾌ理論 同　上

14
ケインズ的経済思

zの成立

マクロの視野

鞄ｾの決定
s場の硬直性
ｫ来への期待

同　上

15
ケインズ的経済思
zの変遷（1）

マクロ動学の方向

ｬ合体制の方向

v量化への方向 同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成長論

16
ケインズ的経済思
zの変遷（2）

分配論

ﾁ費および投資の巨視的実証 西　部　　　適

新古典派総合の枠組み

17
新古典派総合の経

ﾏ思想

経済政策の矛盾

s均衡の遍在 同　上

新古典派の成長観

ケインズ派の成長観

18 成長の経済思想 ミクロの成長観 同　上

生産性の上昇

19
技術進歩の経済

v想

技術進歩の形態

Z術進歩の発生因 同　上

歴史的段階論
数：量的段階論

20 発展の経済思想 工業化の段階 同　上

貨幣数量説　　　　　　　　　　　，
貨幣国定説

21 貨幣の経済思想 資産選択の理論 同　上

先物市場
期待効用

22 期待の経済思想
期待の弾力性
ﾃ態的期待形成

同　上

適応的期待形成
合理的期待形成

平等主義

効率主義

23 厚生の経済思想 契約主義 同　上

一425一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容’ 担当講師
i所属・氏名）

市場の失敗

公共的諸問題

24 公共性の経済思想 西　部　　　適

多数決の問題

民主主義の経済思
社会的選択の問題

25
想

同　上

功利主義者の自由

26
自由主義の経済思

z

福祉主義者の自由

V自由主義者の自由 同　上

計画主義

参加主義

27 国家の経済思想（1） 同　上

国民国家

国際経済機構1

28 国家の経済思想（2） 同　上

数理化

統計化

29 数：の経済思想 同　上

学際的接近

超学的接近

30 総合の経済思想 解釈学的接近 同　上
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＝現代の経済学＝（TV）
〔主任講師：幕治元郎（放送大三三学長）〕

全体のねらい

現代の経済学の理論体系を概説し、日本経済の現状について考える手段を提供する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代経済学の基本的性格を説明し、その内容に

1 現代経済学の体系
ついての概観を与える。

嘉　治　元　郎

i放送木三三学長）

無差別曲線（無差別図）を用いて、消費者行動

の理論を説明する。

2 消費者の行動 同　　上

企業の行動を利潤極大化の原理にもとずいて説
明する。

3 生産者の行動 同　　上

競争的市場が、経済社会に：おいて果している役

割について説明する。

4 競争市場の役割 同　　上

完全競争の場合との対比において、独占的立場

にある企業の行動について説明する。

5 独　占　・寡　占 同　　上’

いわゆる市場の失敗の現象を、外部経済、公共

財の存在などの事例に則して説明する。

6 市場の　失　敗 同　　上

一国の経済を示すマクロ（巨視的）モデルにつ
いて説明する。

7 巨視的経済モデル 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マクロモデルにおける消費関数、貯蓄関数につ

いて説明する。

8 消費　と　貯蓄 嘉　治　元　郎

マクロモデルにおける投資について、その需要

面と供給面から論じる。

9 投　　　　　　資 同　　上

一・曹ﾌ経済活動水準の循環的な変動について説
明する。

10 景　気　変　　動 同　　上

一国の経済活動の長期的な成長について説明す
る。

11 経　済　成　長 同　　上

混合経済体制の下での、政府の役割について論
じる。

12 経済政策の目標 同　　上

財政々策の理論と、財政の経済に：関する関係を

説明する。

13 財　　　　　　政 同　　上

金融の役割と、金融政策の意義について説明す
る。

14 金　　　　　　融 同　　上

一倒の対外経済関係について、理論と政策の両

面から論じる。

15 国際経済関係 同　　上
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＝経済発展論＝（TV）
〔主任＝構師　嘉治元郎（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　世界諸国および諸地域の長期的経適発展について、理論的ならびに実証的な分析を行なう。

　主として市場経済の成立している経済における発展をとりあげる。

　具体的には、我々にとって身近かな日本経済の長期的な変化について明らかにし、その将来を展望
　する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経済発展economic　developmentという言葉

1 経済発展とは何か
の意味を明うかにし、どのような尺度でそれを

ｪるべきかを論じる。
嘉　治　元　郎

（放送大三三学長）

経済発展を幾つかの段階として歴史的にみる

考え方について説明する。

2 発展：段階説の概観 同　　　上

現代の経済理論において、近・現代の経済発

展がどのように論じられているかを明らかにす

3 現代の経済発展論 る。
同　　　上

経済発展をもたらす諸要因について概観し、

それぞれの役割について概略説明する。

4 経済発展の諸要因 同　　　上

人口の変化が経済発展とどのように関わって

人口　動態　と いるかという点について論じる。

5 同　　　上
経　　済　・発　展

各種の投資とその背後にある貯蓄とが、経済

発展とどのように関わっているかという点につ

6 投資と経済発展 いて論じる。
同　　　上

技術革新imova七ionとは何かを明らかにし、

技術革新　と それと経済発展とがどのように関わっているか

7 という点について論じる。
同　　　上

経　　済　　発　展
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生産性という概念について明らかにする。そ

して生産性の上昇が経済発展において、どのよ

8 生産性の上昇 うな意味をもつかを説明する。
嘉治　元　郎

一国の経済発展と、その国の対外経済関係と

経済発展　と が、どのように関わっているかを説明する。

9

対外経済関係
同　　　上

市場経済の体制をとる国の経済発展に関する

10
経済発展　と 政府の役割について論じる。

同　　　上

経　済　政　策

現代の国際社会における「発展途ヒ国」の地

発展途上　国 位を論じ、それと先進国との関係、いわゆる南

11

一一 @　南北問題
北問題について説明する。

同　　　上

現代の国際社会には、市場経済の体制をとる
現代世界の経済発 国々と、計画経済の体制をとる国々とが併存し

12

展　一　東西問題
ているが、この両者の関係、いわゆる東西問題

ﾉついて、経済発展の観点から論じる。
同　　　上

過去一世紀の間、とりわけ第二次大戦後の期

間における、我が国の経済発展について、理論
13 日本の経済発展： 的に証明する。

同　　　上

既に高度に発展した国々の直面している経済

問題について論じる。

14 先進国問　題 同　　　上

世界経済の今後の発展について、超長期の展 一

望を試みる。

15 超長期の展望 同　　　上
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＝産業組織論＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：植草益（東京大学教授）〕

全体のねらい

　産業組織論では個別の産業が特定の時点でいかなる構造をもち、その下で各企業がいかなる行動を

とり、いかなる経済成果を実現しているかを分析するとともに、企業の行動や産業に対する公共政策

がその産業の構造を長期的にどのように変化させてゆくかを解明することをねらいとしている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

まず産業とはなにかを説明し、その：なかで産

業分類の方法について説明する。次に個別産業

1
産業組織論の課題
ﾆ体系

の分析の方法としての産業組織論の体系を説明
ｵ、さらに産業組織に重要な関連をもつ現代技

植　草　　　益

i東京大学教授）
術、産業構造、企業組織誇よび産業に対する公
共政策について概観する。

産業組織論の具体的内容に入るまえに、産業
組織論と重要な関連をもつ産業構造の変化と最

2 産業構造の変化
近の技術革新の動向について論じる。ここでは
氓烽ﾉ戦後日本の産業構造の変化（重化学工業

同　上

化、サービス化および情報化）と最近の先端技
術開発の動向を論じる。

現代企業は所有の形態、企業規模、生産形態、

企業結合の形態などにより、多様な形態に分類

3 現代企業の組織
できる。それらの企業形態の分類を示すととも
ﾉ、日本の企業組織の特徴を澄もに産業組織と

同　上

の関連で考察する。

現代の大企業はその主要製品について大量生
産を実現するとともに、多品種にわたって垂直

4
規模の経済性と範
ﾍの経済性

的、多角的に生産している。その実態を分析す
驍ﾆともに、その基礎としての規模の経済性と

同　上

範囲の経済性について論じる。

産業組織論の体系に入って、まず売手集中に
ついてその測定方法を示し、主要産業に澄ける

5 売　手　集　　中
売手集中の水準澄よび時系列変化を説明する。

ｳらに売手集中の水準を決定する要因について
同　上

説明する。

製品差別の概念、製品差別を形成する要因、

主要産業に澄ける製品差別の程度を論じ、さら

6 製　品　差　　別
に製品差別を形成する重要な要因としての広告
ﾉついてその意義と問題点を論じる。

同　上

参入障壁の概念、参入障壁の形成要因および
参入阻止行動について論じ、現在の技術革新の

7 参　入　障　壁
進展過程で産業融合が進み、市場の国際化が進

Wするなかで、参入障壁が低下している実態に
同　上

触れる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
現代企業の価格設
闌ｴ則

　現代の企業はいかなる価格設定原則を採用し
ﾄいるかを考えるため、価格設定原則に関する
秤ｼ説を検討する。澄もにフル・コスト原則、
Q入阻止価格、目標価格設定等を検討して長期
?″ﾅ大化仮説を論じ、それと売上高最大化仮
烽ﾆの異同を考える。

植　草　　　益

9 寡　　占’価　　格

　現代の主要産業においては寡占が支配的市場
`態である。寡占における価格形成について、
Nールノ以来の理論をサーベイし、現代におげ
驩ﾇ占の価格形成について論じる。また寡占に
ｨける生産効率の向上と価格変化の実態に触れ
驕B

同　上

10
カルテルとプライ
X・リーダーシッ
v

　寡占ばかりでなく原子的競争市場において各
驪ﾆが協調的行動をとると、独占と同じ価格形
ｬが可能となる。この’協調形態の典型としての

Jルテルとプライス・リーダーシップについて
_じる。

同　上

11 資源配分効率

　特定産業におげる市場支配力や複数市場に澄
ｯる多角的市場力が存在した場合には、資源配
ｪ効率が歪められる可能性をもつ。はたして現
繧ﾉおいて独占的市場支配力によって資源配分
��ｦが発生しているか否かを検討する。

同　上

12 技　術　進　歩

　技術進歩は経済発展の原動力である。産業に
?｢ていかに技術進歩が追求されているかを考
ｦるため、技術進歩の概念、技術進歩の測定方
@、技術進歩の基礎としての研究開発活動につ
｢て概観する。

同　上

13 独占禁止政策

　これまでみてきたように、経済の成長・安定・

i歩を実現するためには、市場機構にのみ全面
Iにゆだねておくことはできない。市場の不完
S性による失敗が存在する。「市場の失敗」に
ﾎ処するための産業に対する公共政策の1つと
ｵて独占禁止政策を論じる。

同　上

14 直接規制政策

　産業に対する公共政策の第2の形態としての
ｩ然独占分野（於もに公益事業）に澄ける政府
ﾌ規制政策について、診もに価格規制のあり方
�_じる。特に総括原価方式、限界費用価格形
ｬ、二部料金、ラムゼー方式などについて論じ
驕B

同　上

15 産　業　政　策

　産業に対する公共政策の第3の形態としての
Y業政策は多様な政策を含むが、おもに新産業
ﾌ保護育成と衰退産業の構造調整について論じ
驕B

同　上

一432一一



＝国際経済学＝（R）
〔主任講師：嘉治元郎（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　国際経済学の主要な内容について解説し、世界経済の現状について理論的に分析を加える。そのこ

とを通して、我が国の国際社会における地位と役割を明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 国際経済学とは何か

国際経済学の対象
ﾎ外経済取引
ﾎ外取引の種類
ﾎ外取引と国際通貨
ﾊ貨の交換と為替レート
総ﾛ収支とその表示

嘉　二元　郎
i放送大学副学長）

2 国際貿易の理論

貿易活動の目的

芒r生産費説
ｩ由貿易の利益 同　　　上

3 自　由貿　易論

今日の世界貿易体制

f易自由化とそれに対する反対論

ｩ由貿易論の基本原理

ｩ由化に伴う摩擦

同　　　上

4 保護貿　易　論

自由貿易論に対する批判

ﾛ護貿易政策
ｩ由貿易理論の諸前提

c稚産業の保護
o済的安全保障への配慮

同　　　上

5 国内経済　と
ﾎ外経済関係

開放巨視モデル（Open　Macro藍ode1）

克�vと総供給　　政府購入　　家計の消費

驪ﾆの投資　　封鎖巨視モデル　　輸入の説明

A出の説明　　乗数の理論　　輸出と輸入

同　　　上

6 貿易外収支

貿易外収支とは何か　　貿易外収支の内容

Tービス取引の特長　　サービス需要の増大

燉Z活動の国際化
f易外収支と生産要素の国際移動

同　　　上

7 国際資本移動

資本収支の実態　　直接投資　　延払信用

ﾘ款　　証券投資　　短期資本収支
総ﾛ資本移動の原理　　利潤率の国際比較

総ﾛ投資に伴う危険

ｩ発的収支と調整的収支

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 経済発展　と
ﾎ外経済関係

経済発展の諸段階　　国際収支の段階的変化

痰｢債務国　　成熟した債務国　　若い債権国

ｬ熟した債権国　　世界諸国の実績

剪~・投資と国際収支
嘉　治　元　郎

9 国際金融の理論

国際金融とは何か　　　　国際通負とは何か

総ﾛ通貨の役割　　　　　現実の国際通貨

総ﾛ通貨としてのドル　　国際通貨の適正量

hルの相対的価値
同　　　上

10 国際金融の機構

国際金融のシステム　　システムの崩壊システムの再建

甯纃総ﾛ経済システムを支える組織
総ﾛ通貨基金（lnternational　Mone　tar　y：Fund）

総ﾛ復興開発銀行（世界銀行）
総ﾛ金融システムの調整

同　　　上

11 外国浮替の理論

為替レートとは何か

ﾗ替レートの表示法

O国通貨の価値
O国為替の需要・供給

ﾗ替レートの長期的変化

同　　　上

12 国際収支の均衡

国際収支の均衡とは何か
緖x均衡化のメカニズム
燒{位制の自動調整機能
o済政策による国際収支の調整
蒼煖ﾏ衡と国際均衡の同時達成
ﾗ替レートの変動と国際収支

同　　　上

13 労働力の国際移動

生産要素の国際移動
J働の国際移動の誘因
総ﾛ的な賃金格差
J働力の国際移動の実績
J働力の国際移動の経済効果
謫�汨蜷甯繧ﾌ労働力の国際移動

同　　　上

14 国際経済の現状

世界経済の分析方法

f易マトリックス（貿易行列）

総ﾛ資本移動の分析　　世界諸国の分類

?k関係　　東西関係

｢界経済の一体化と国際経済学

同　　　上

15 日本経済と世界経済

戦後における日本経済の発展
P　援助と特需の時期　　朝鮮動乱と特需豆　重化学工業化達成の時期　　軽工業から重化学工業へ

ﾁ　貿易黒字、円の為替レート上昇の時期
@貿易収支と為替レート
剏o済大国への移行の時期
u　債権国の役割を果すべき時期

@自由化と国際化一貿易の場合
@国際化と自由化一金融の場合

同　　　上
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＝財政と金融＝（TV）
〔主任講師　貝塚啓明（東京大学教授）〕

全体のねらい

　通常のカリキュラムでは財政と金融とに分けて講義が行われるのに対して、ここではできる限り統

一した形で内容を盛り込む。理論的な分析の応用という点で一貫性を保つが、なるべく具体的な問題

にも話題が及ぶよう配慮する。．

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
財　政　と　金融一問題の例示一

　経済は、生活を営んでいるわれわれのすべてを

?ﾝ込んでいて、日常的であるため、かえってそ

ﾌ全体像や問題の所在がはっきりしない。まず、

bの糸口として、財政と金融によって大きな問題

ｪ生じた事例を示して旧く。

貝　塚　啓　明

i東京大学教授）

2 民間部門と公共部門

’私企業体制を中心とする資本主義経済に混いて

焉A政府は必要不可欠な役割をもっている。公共
薄蛯ﾍ長期的に拡大化傾向を示し、多様な活動を
sっている。ここでは公共部門の拡大を統計から
ﾕづけ、公共部門の行動原理を民間部門との対比
ﾅ説明する。

同　　　上

3 財政金融と経済政策

　公共部門の運営は政府が行っているのであるか

轣A政府が政策目標を追いかけているすれば、当

R経済政策としての側面をもつ。一般的な交換手

iである日常は中央銀行によってコントロールさ

黷ﾄいるから、当然経済政策の重要な手段となる

同　　　上

4
日本の財政システム

[予　　算一

　公共部門の運営は、予算制度を通じてなされる
¥算は、通常1年を単位として澄り、その年度の
x出計画（才出の上限）と収入（才入）の見積り
�ｦしたもので、議会（国会）の議決を経て成立
ｷる。ここでは中央政府について予算の概要を説
ｾする。

同　　　上

5
日本の財政システム

[租税と公債一

　予算：の才入面は、租税収入と公債収入に分かれ

驕Bここでは、租税収入の構成と主たる税目の概

ｪ、澄よび公債制度の概略を説明する。 同　　　上

6
日本の財政システム

[地方財政一

　これまでの説明は、単一の政府を前　にして議

_してきたが、現実の公共部門には、複数のレベ

汲ﾌ政府が存在する。日本では、国、都道府県、

s町村の三つの政府のレベルがあり、その相互関

Wは複雑である。

同　　　上

7 公共支出の役割

　政府活動が必要不可欠になるのは、民間部門に
撃｢て市場の失敗が生ずるからである。特に社会

ﾌすべての構成員にとって共通に消費される財、

Tービス（公共財）が存在し、民間部門がこれを
沂汲ｵえないことが最小限政府活動の存在理由と
ﾈる。

同　　　上

一435一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現実の公共支出は、多様な内容をもっている。
すなわち、防衛、警察、司法、一般行政などの純

8 多様な公共支出
粋な公共財、一般道路（街路）、河川改修などの
?�､財、さらには、高速道路、鉄道などの私的

貝　塚　啓　明

財に公共支出が支出され、また所得再分配のため
の移転支出がある。

公共部門は、資源配分上必要な活動を行うとと

9
公共支出と所得再

ｪ配

もに、所得再分配器も重要な役割をもっている。

ｷなわち、その経済社会に動いて必要最低限の生

???�ｭ府が保障し、そのために社会保障のシ

同　　　上

ステムが機能している。

公共部門の財源調達のうちで大きな比重を占め
る租税をどのような形で課税するかは重要な問題

10 租　税　　体　系
である。どのような経＝済指標を基準にして課税す

驍ﾌが公平で中立的な課税方式であるのか。所得、
同　　　上

消費、資産などが課税ベースとしてもつ長所・短
所を説明する。

現在、ラテン系諸国を除いて先進諸国の租税の

中核をなす・のが（個人）所得税である。簡単に所

11 所　　　得　　　税 得税の仕組みと現行所得税がかかえる問題点を説 同　　　上

明する。

日本の国税収入においてかなり大きな比重を占

める法人税は、法人利潤（法人所得）を課税対象

12 法　　　人　　　税 （；標準）とする。ここでは法人税の仕組みとその 同　　　上

経済効果を説明する。

転嫁することを前提として課税されるのが間接

税である。現在の日本の税制では、特定の個別品

13 間　　　接　　　税 目にのみ課税される個別消費税が主たる間接税で 同　　　上

ある。ヨーロッパ諸国では、消費一般に広く課税

される付加価値税が重要な税収入となっている。

日本の財政は、現在大幅な赤字を示し、これを

14
公債発行をめぐる

竭闢_

公債発行によって調達している。公債発行は、経

ﾏを安定化させる役割をもつとはいえ、インフレー

Vョンの危険性、民間資金の圧迫、財政規律の低

同　　　上

下をまねくという悪影響が生じうる。

交換経済に澄ける貨幣と金融の機能を説明し、

資金余剰部門から資金不足部門へ資金がどうよう 岩　田　規久男
15 金融市場と金融取引 に流れてゆくかを明らかにする。この流れを仲介

ｷるのが銀行をはじめとする金融仲介機関である。
（上智大学教授）
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 日本の金融システム

　日本の金融市場に於げる非金属部門を（1）公共部

蛛i2）法人部門（3）個人部門（4）海外部門に分けて、こ

黷轤ﾌ部門間を資金がどのように流れているかを

燒ｾし、その過程での各種の金融機関の役割や企

ﾆの資金調達の方法を具体的に説明する。

岩　田　規久男

17 国　際　　金　融

　一・時的な貨幣の過不足を調整する場である、短

匤燉Z市場と実物資産の蓄積のための資金を調達

ｷることを目的とする、資本市場について、それ

ｼれの現状を説明する。

同　　　上

18

貨幣の供給（1）一ハイ・パワード

@マネーの供給一

　中央銀行の債務である現金通貨と民間金融部門

ｪ保有する中央銀行への預け金はハイ・パワード

}ネーと呼ばれ、一国の貨幣量を決定する重要な

ﾏ数である。ζのハイ・パワードマネーがどのよ
､にして供給されるかを説明する。

同　　　上

19

貨幣の供給（2）一預金通貨と

@　　信用創造一

　一般的な交換手段である貨幣は現金通貨と預金
ﾊ貨とから成る。ここでは、預金通貨が銀行によ
ﾁてどのように：供給されるかを説明する。さらに、

a金通貨が人々によって広く交換手段として用ら
黷驍ｽめの条件を、金融自由化との関連で考える

同　　　上

20
貨幣需要と
@　利子率の決定

　利子率は貨幣の供給と需要とによって決定され

驕Bここでは、貨幣の需要はどのような要因に依

ｶするかを説明した後に、流動性選好理論による

?q率の決定メカニズムを明らかにする。

同　　　上

21
マクロ経済と
@　　　金融財政（1）一IS・LM分析一

　IS・L，M曲線を説明した後に、中央銀＝行によ

驩ﾝ幣供給量の調節が．国民所得に対してどのよ

､な影響を及ぼすかを明らかにする。 同　　　上

22

マクロ経済と
@　　金融財政（2）一インフレーションと

@　　　　失　業一

　現代の経済は、インフレーシ．ン乏失業の併存と

｢うスタダフレーションの問題を力弄かえている。

Xタダラレーションに対して金融政策は果して有

�ｩどうかを検討する。

同　　　上

23

　　　　　　　　　’}クロ経済と
@　　金融財政（3）一国債と民間投資一

　政府支出が国債の発行によって資金調達される

ﾆ、民間の投資支出が締め出される、という国債

ﾌ民間投資締め出し効果が、国債が大量に発行さ

黷ﾄいる今日、大きな問題になっている。この効

ﾊが、どのようにして生ずるかを明らかにする。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24
日本の銀行行動（1）一個別銀行の行動一

　日本の金融政策は従来、銀行の行動に影響を及

ﾚすことを通じて行われてきた。そこで、銀行の

s動を簡単なモデルを用いて説明する。 岩　田　規久男

25

日本の銀行行動（2）　　　　“　　　　　　　　、一系列ター1ツク・マ不一・

@マーケットの役割一

　銀行間の資金の貸借市場であるインターバンク・

}ネー・マーケットは、金融政策の波及経路を知

驍､えで重要である。そこで、ここでは第24回の

竝s行動の理論を用いて、日本のインターバンク・

}ネー・マーケットの機能を説明する。

同　　　上

26 金　　融　　政　策

　銀：行行動の理論を用いて、日本の金融政策の波

yメカニズムを明らかにする。また、今後、金融

ｩ由化が進むにつれて重要性を増すと思われる公

J市場操作についても説明する。

同　　　上

27

日本経済と財政金融（1

鼬o済発展と
@　　　財政金融一・

　これまでの講義を、基礎に　現実の日本経済に：即

ｵて財政金融の役割を録する。ここでは、明治以
~の急速な日本の経済発展において、政府が財政
ﾊを通じて積極的にとった成長政策と間接金融優

ﾊの金融システムが経済発展に果した役割を検討
ｷる。

貝　塚　啓　明

28

日本経済と財政金融（2）一インフレーションと

@　　　財政金融一

　財政金融政策の如何は、インフレーションの原

�ﾆなりうる。第二次世界大戦直後のハイパー・

Cンフレーション、最近の第一次石油危機直後の

Cンフレーションは、財政金融政策をひきがねと

ｵている。

同　　　上

29

日本経済と財政金融（3）一金融の自由化・

@　　　　国際化一

　昭和50年度以降、国債の大量発行をきっかけに

燉Zシステムに大きな変化が生じている。この変

ｻは、金融の自由化・国際化といわれることが多

｢が、ここでは自由化・国際化のもつ意義と今後

ﾌ展望を示す。

同　　　」二

3σ

日本経済と財政金融（4）一財政再建と

@　　　行政改革一

　昭和50年代に入って日本の財政は大幅な財政赤
嘯�ｦし、財政再建が唱えられてきた。他方、行
ｭ改革が異る発想の下で進められている。ここで
ﾍ、財政再建と行政改：革に急げる考え方の差異を

燒ｾし、公共部門の役害に即して、二つの政策の
ｫ来展望を示す。

同　　　上
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＝日本経済史＝（R）
〔主任講師：三和良一（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　近代日本の経済成長は、国際的に比較してみて、際立って急速なものであった。封建社会から資本
制社会への移行期、資本制社会の確立期、そして資本制社会の変：質素において、日本経済はどのよう

な特質を示したかを見るなかで、急速な経済成長をもたらした要因とその国民生活や国際関係への影

響を検討してみよう。

回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 資本制社会論

　高い経済成長が可能な資本制社会の構造をそ

鼈ﾈ前の社会と対比して検討する。その構造の

ﾁ質として共同体が解体した社会、身分的支配

ﾌない社会、市場を軸に再生産をおこなう社会

ﾆいう3つの面から見る。

　三和　良一
i青山学院大学教授）

2 幕末の経済と開港

　商品経済が発達してきた幕末では農民層の分

�ｪ進められる一方、問屋制家内工業やマニュ

tァクチュアも見られるようになった。そして

J港によって日本は世界資本主義と接触する。

ｻこでは半植民地化の危機にもさらされた。

同　　　上

3 明　治　維　　新

　中央集権を確立した明治政府によって、領主
x配をささえていた身分的支配体系が解体され
驕B地租改正と秩緑処分によって近代資本制社
?ｪ成立するための基本的前提条件が整備され
驩ﾟ程を見ながら、明治維新の経済史的意義を
lえる。

同　　　上

4 殖産興業と松方財政

　明治政府は殖産興業に力を入れた。それはま
ｸ近代的生産技術の導入であり、近代的企業の
逅ｬであった。そのために必要な通貨金融制度の整備がはかられた。また大隅財政と松方財政はインフレとデフレの渦に農民をまき込み、結

ﾊとして賃金労働者の供給源をつくり出した。

同　　　上

5
近代産業の発達（1）

@一軽工業一

　松方財政のあとをうけて日本は企業勃興期に
?閨A日本の産業革命時代あるいは産業資本確立の時代がはじまった。日本の産業革命は当時の最先端技術の導入による後発国型産業革命で

?ﾁた。しかしそこには特殊な歪も生じる。こ
ｱでは近代紡績業発展の軌跡もたどる。

同　　　上

6
近代産業の発達（2）

@一一重工業一一

　日本の産業革命は前章で触れたように綿工業・

ﾎ炭業・輸出産業・軍需工業の4つの確立によ

ﾁて完成する。ここでは近代石炭業の確立、近

纉S鋼技術の導入、兵器生産と機械工業の発達、

^輸業の発達の様相などを見る。

同　　　上

7
日清・日露戦争と

坙{経済

　戦争は財政規模を一挙に拡大させた。この時

冾ﾉ日本は金本位制を採用、植民地経営に乗り

oした。独占化の傾向があらわれ、財閥もコン

cェルン形態をととのえた。資本制社会確立期

ﾌ再生産の構造も概観する。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

国際収支の危機に直面していた日本は第一一次

第1次世界大戦と 大戦により債務国から債権国に転化した。しか

8
日本経済

しゃがて反動恐慌に見舞われ、政府は企業の大

K模な救済措置をとった6関税改正と商権回復、
三　和　良　一

労働運動についても概観する。

第一次世界大戦後、世界経済の基軸国は交替
し、現代資本主義への変容がはじまった。日本

9 1920年代
経済もまた国内市場を拡大して、新しい局面を
}えた。重化学工業化を進めながらも、資本蓄 同　　　上

積と国際収支の危機に見舞われ、新しい経済政
策の展開もはじまる。

片岡蔵相の失言をひきがねに金融恐慌が起こ
り、やがて銀行の集中化が進められた。1920年

10 昭　和　恐　　慌
代の危機への対策として金解禁と緊縮財政を柱とする井上財政が登場した。しかし、暗黒の木

同　　　上

曜日ではじまる世界恐慌と重なり、日本の諸産
業は痛烈な打撃を受ける。

金本位制を放棄し、景気政策を採用した高橋
財政期の日本経済はどう展開したか。各国にさ

11 高　橋　財　政 きがけて日本は恐慌から脱出したが、軍事費を
}制しようとした高橋蔵相は2・26事件で倒さ 同　　　上

れた。貿易・産業構造は大きく変容し、独占体
制も強化されていった。

満州事変・日中戦争・太平洋戦争へと突き進
んでいった日本の戦時経済の姿を追う。この時

12 戦　時　経　済
期に世界経済はブロック化し、日本は統制経済の道を歩む。また軍需主導の重工業化が進み、

同　　　上

財閥が強大化する一方で、地主制は凋落してい
く。

戦後の日本経済はアメリカの対日占領政策に
よって大きな構造改：革を迫られる。それは経済

13 戦後経済改：革
的非軍事化政策であった。財閥解体、農地改革、
J働改革：が次々と実施されていった。しかし東 同　　　上

西関係の変化は対日占領政策を転換させること
になる。

戦後の混乱と荒廃から立ち上がり、高度成長
へのレールを敷くまでの経済復興の経過を見る。

14 経　済　復　興
悪性インフレの克服、企業の再建整備、ドッジ・
宴Cン、朝鮮戦争による特需ブームの役割など 同　　　上

を確かめ、さらに戦後の経済構造の変化を分析
する。

高度成長を可能にした市場的要因や産業・貿
易・資本構造の変化を分析する。さらに、この

15 高度経済成長
時期に急激に進められた技術革新を概観すると
ﾆもに、高度成長に果たした経済政策の役割を 同　　　上

見る。高度成長の終焉の意味するところを考え
よう。
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＝欧米経済史＝（R）
　　　　　　　　〔主任講師：撫膿轄山繭姦兜沼回教醤；〕

全体のねらい

　比較史的な観点から、中世末以降の欧米諸国に輝ける資本主義経済の成立と展開の特徴を明らかに
するなかで、1．近代資本主義の独自性、2．社会制度と経済発展、a国民経済と世界経済、4．宗教意識

と経済行為、5．産業：革命の諸類型、6．資本主義の構造、といった諸問題を取り上げる。

回 テ・　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

欧米諸国と日本との歴史的接触をたどりつつ、

1 序　　　　　　説

近代資本主義の世界史的意味を考え、資本主義
ﾌ出発点となった中世ヨーロッパ経済の特徴を、
ｿ川時代の日本経済ど比較しつつ考える。

梅　津順一
i青山学院女子短

咜蜉w助教授）

大航海時代を背景とする、ヨーロッパ経済の
世界的進出と、東インド貿易と新大陸貿易の実

2
商業革命とヨーロ
bパ経済

態、ヨーロッパ的世界経済の変貌と南欧諸国の
ｷ衰を考える。

同　上

16世紀末におけるオランダとイギリスの世
界経済への進出とその背景、両国の国民経済の

3
北西ヨーロッパ諸
曹ﾌ台頭

構造的特徴を考える。
同　上

近代資本主義の発展に澄ける農村工業の役割

近代ヨーロッパに に注目し、その展開の姿をたどりつつ、旧来の

4 澄ける農村工業と 都市工業との抗争を考える。
同　上

都市工業

イギリスとフランスの比較を通して、近代国

近代ヨーロッパに 家の経済政策の内容と、経済発展に対する影響

5 澄ける国民国家と を考える。
同　上

経済政策

イギリ界市民革命の経済史的意味を考えると

6
市民革命と資本主
`の精神

ともに、近代資本主義の発展の担い手となった
ﾐ会層と宗教意識の問題を考える。 同　上

南北アメリカ植民地の経済的展開の特徴を、

7 アメリカ植民地の
o済的展開

本国経済との関わり、入植者の階層、植民地の

o済構造などを比較しつつ考える。
同　上

一一 S41一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
イギリス産業革命
ﾌ世界史的意義

　イギリス産業：革命が、市民革命、保護主義、中産的生産者層の広範な形成を背景とした、イ

Mリス独自の個性的な産業変革であるとともに、
ｻの後の世界史の展開に、さまざまな意味で、
?闢Iな影響を与えるものであったことを考え
驕B

関　口　尚　志

i東京大学教授）

9
産業化の波及と後
i資本主義の経済
¥造

　イギリス産業革命の影響下に展開する後進諸
曹ﾌ産業化を、アメリカ型（仏・米）とプロシ
A型（独・露・日）について検討し、後者のば
?｢、社会の近代化が不徹底ななかで産業化と
o済成長がみられるなど、先進国にない独自な
¥造と問題をともなうことを考える。

同　上

10
19世紀の世界資
{主義

　「世界の工場」イギリスを頂点に、欧米諸国
笏�ｼ洋梨地域を周辺に配して構成された19
｢紀の国際分業システムを検討し、自由貿易が
o済強国に有利な体制であったことや、経済摩
Cが政治的・文化的摩擦でもあったことを具体
Iに考える。

同　上

11
「大不況」と資本

蜍`の構造変化

　19世紀末「大不況」の実態と原因を検討し、長期にわたる価格の低迷と投資の沈滞のなかで、

ｩ由貿易体制が崩壊し、関税障壁と、これに保
?ｳれた生産の集積、集中を土台に、独占と帝
綜蜍`の時代が到来した経緯を考える。

同　上

12

イギリスの産業的
竭ﾘとアメリカ型
蝸ﾊ生産体制の展

J

　大不況からの脱出と20世紀初頭にかけての
V興産業の拾頭の過程で、イギリス産業の相対
I停滞と、ドイツおよびアメリカ産業の躍進が
?ｵい。「イギリス病」の歴史的根源と、アメ
潟J型大量生産体制の歴史的基盤を、両国の社
?¥造を対比しつつ考える。

同　上

13
帝政ドイツ・旧ロ
Vアの経済と社会

　帝政ドイツの高度な技術的・経済的発展を、

ｼ面に即けるドイツ社会の伝統的・コンカー的
¥成、およびこれを基盤とする「政治寄生的資
{主義」の優位との関連で検討し、さらに、ド
Cツとの対比において、ツァーリ制ロシアの社
?ﾆその工業化の特質を考える。

同　上

14
ファシズムと世界
蜷孖冾ﾌ欧米資本
蜍`

　ファシズム、とくにナチズムの社会的基盤を、
hイツ革命・ウィマール民主主義、そのもとで

ﾌインフレ・高度成長・大恐慌という経済変動
ﾆの関連でとらえ、また、両大戦前後の各国資
{主義の動向を、「国家と経済」を焦点に考え
驕B

同　上

15
近代化と現代資本

蜍`

　講義をふりかえり、欧米における近代「市民
ﾐ会」形成史がいかに「現代資本主義」の構造
ﾆ問題を深く規定しているかを考え、また、欧
ﾄ「近代化」の歴史的経験に照らして、現代資
{主義の世界システムに組み込まれた「低開発」
剥曹ｪ直面する根本問題を考える。

同　上
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＝近代日本の生活と社会＝（TV）

主任講師 大濱徹也（筑波大学教授）
熊倉功夫（筑波大学教授）

全体のねらい

　日本人の生活は、明治維新以来、今日に至るまで大きく変化してきた。その変化は西欧化という側

面や合理化機能化といった様々な面をもっているが、しかし生活の実態を支えてきたのは伝統的な生

活感覚だった点も見逃せない。日本の近代生活と伝統的社会、地域、日本人の心意とがいかに結ばれ、

また切り離されてきたかを考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

勝手口からの眼

1 生活のリズム
国家祝祭日をめぐって

w校行事のなかで

nレ日とハタ日の間で

大　濱　徹　也

i筑波大学教授）

移民の動向

入植者への手引き

2 開拓地の生活と祈り 天塩川流域の町村 同　　　上

共同一致の場を求めて

建碑をめぐって

戦争記念碑のこと

3 生活のなかの碑 記念碑が問いかける世界 同　　　上

心を問う場として

かたりとしての歴史

つきあいとは

4 世間とつきあい
神前結婚式の誕生

｢間の変容㌔
熊　倉功　夫
i筑波大学教授）

開化の学問

女学校の誕生

5 良　妻　賢　母 高き志をもって 大　濱　徹　也

「女子教育」をめぐって

女子の心得

近代の小笠原流

合理性と機能

6 礼儀作法の近代化 礼法書の世界 熊　倉　功夫

外来料理の黎明

肉食の登場

7 食事の　変化 新しい味 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

新しい住まいの基準

台所の機能

8 台所　と　食卓 箱膳からちゃぶ台へ 熊　倉功　夫

東京と大阪一産業経済を中心に一
村の革命

9 田　園　都　市
「一家団樂」主義の虚実
x外住宅の形成

大　濱　徹　也

近郊農民の生活
「吾等が村」を求めて

呼称をめぐって

腰弁一俸給生活者の世界

10 サラリーマンの誕生 「学歴社会」の誕生 同　　　上

浮き沈みの人生

日本固有の酒の飲み方

洋酒と酒場　　　　　　　　・

11 酒と煙草の文化 煙草の文化 熊　倉功　夫

習いごとと家元制

家元制度の歴史

12 習いごとの社会学 家元制度の条件の権限 同　　　上

現代の家元

個性と創造性

洋服の導入

女性の洋装
13 和服　と　洋服 大正・昭和の服装 同　　　上

兵役の義務

「尚武須護陸」の世界

14 戦争　と　生　活 内務班での生活 大　濱　徹　也

兵士と家族をめぐって

歴史への視点

15
現代日本入の

@　　生活と社会

生活を読む

｢相と風俗
ｷり場と娯楽

大　濱　徹　也

F倉功夫
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＝社会学研究法＝（TV）

　　　　　　　　　　〔担当諦：暑羅離轟繋義凝；〕

全体のねらい
　社会学研究法とは、社会学説史と対をなす社会調査法のうち、後者すなわち経験社会学の方法をさす。
経験社会学の採択している方法は、社会事象の量化と事後実験である。この両者にみあう社会事象はき
わめて限定されている。まず、なぜ限定されるかについて考えたい。そこから社会学が歴史学や心理学
とどう異なるかがおのずからあきらかとなる。そこで社会学は分析のためのデータを広い意味での人類
学に求め、それに統計学・数学を適用しようとする。ついで直接、社会調査を実施することはいうまで
もない。その結果はまだ全体社会とよばれるものを説明するにはいたつていない。しかし、婚姻、社会
的移動、階層などの人間の選択行動と社会制度との関係の説明が、歴史学、人類学あるいは心理学など
といささかは異なり、社会学的説明といわれるものを提出しえたかどうかが、この研究法の課題である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 社会的行動

　社会学の対象のうち数理社会学のアプローチの

ﾂ能な分野についての解説、とくに使用できるデ

[タは社会人類学が中心となる。
甲　田　和　衛

i放送大学学長）

2 インセスト・タブー

　Freud以降のインセスト・タブーをめぐる解釈

ﾌ未解決について
同　　上

3 近　　　親　　　婚

許される婚姻についてFrazer以降の問に答え

同　　上

4
南インドの婚姻規

ｧ
同　　上

5 系　譜　空　間 同　　上

6 親　　族　体　系 同　　上

7
系譜的方法・タイ

|ロジイ
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
社会学研究法の課

甲　田　和衛

9 年齢階梯制
高　坂健次

i関西学院大学教授）

10 呪術　と不安 同　　上

11 人間集団のモデル 同　　上

12 親族構造のモデル 同　　上

13 学歴社会と不平等 同　　上

14 階層のイメージ 同　　上

15 意図せざる結果 同　　上
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＝＝ ﾐ会構造と社会変動＝（R）

一近代化の理論一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：富永健一（東京大学教授）〕
全体のねらい

　マクロ社会学理論の視点から、産業化と近代化の解明に一貫した理論的説明を与えることがこの講義

の目的である。産業化と近代化は西洋17世紀にはじまって世界をすっかり変えてしまった社会変動で

ある。この社会変動の性質を、構造一機能分析の視点（社会変動と’は社会構造の変動であるから）に

立ちつつ詳細に分析してみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

キー・ワード（その1）：産業化
1　序論 キー・ワード（その2）：近代化

紹当7　　　　、

1 近代化と産業化： 近代産業社会の概念
昌　永　健一・

i東京大学教授）
問題の出発点

近代化と産業化における先発と後発

近代化・産業化へ 近代化と産業化における西洋と東洋

2 の「先発」と「後 非西洋後発社会の近代化と産業化 同　上

発」：日本の位置

「理念型」としての近代産業社会

H　社会構造への 社会構造の概念

3 アプローチ 社会構造の変動としての社会変動 同　上

社会構造とは何か

社会実在論と社会名目論

4
社会のミクロ分析

ﾎマクロ分析

ミクロ分析一行為理論的アプローチ

}クロ分析一システム理論的アプローチ 厨上
望

ここでの社会とは「狭義の社会」を意味する …

全体社会と部分社会

5 社会の基本類型 社会の基本類型 同　上

｝

… ，構造分化一一家族と組織との分離

或6　， 近代産業社会の社

?¥造（総論）

：組織と市場

?謗ﾐ会と地域行政組織 同上

家族と親族

皿　近代産業社会 家族の諸類型と核家族の意味

7 の社会構造（各論） 家族・親族としての機能縮小とゲマインシャフト 同　上

家族・親族の構造 の最後の拠りどころとしての核家族
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

機能集団としての組織

組織の構造分析

8 組織の　構造 近代産業社会の構造要素としての組織 富　永　健一

生態学的アプローチ

村落

9 地域社会の＝構造 都市 同　上

不平等の構造化

身分・階級・社会階層

10 社会階層の構造 階層的地位形成の過程論的・多元論的特性 同　上

国民社会

11
国家と国民社会の

国民国家

｢界社会の問題 同　上
構造

何が変動するのか

W　社会変動への 社会成長・社会発展・社会進歩

12 アプローチ 社会変動の諸類型 同　上

社会変動とは何か

近代的精神の基礎：啓蒙主義

13
近代化理論・1

実証主義・経験主義

u進歩の観念」 同　上
進歩の理論

古典社会進化論（その1）

14
近代化理論・2

古典社会進化論（その2）

lオ社会進化論へ 同　上
進化の理論

産業化・近代化の社会構造的三次元

15
近代化理論・3

ゲマインシャフトからゲゼルシャフトへ

@　　　　　　　　　　　　　（テンニエス） 同　上
発展の理論 伝統的支配から合法的支配へ（ヴェーバー）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16
構造一機能理論と

ﾐ会変動

構造と機能

¥造一機能分析の論理

ﾐ会変動の二半化 富　永　健一

17
社会変動に澄ける

ｭ展段階（総論）

ネオ社会進化論の理論枠組

ﾐ会進化の発展段階図式
ﾐ会進化の発展段階と社会＝構造の変動 同　上

18

V　社会変動にお

@ける発展段階
@　　　　（各論）

ﾆ族・親族の変動

未開社会における家族・親族

_業社会と家父長制家族：「家」制度

坙{社会における家と同族 同　上

19 組織の　変動

農業社会段階における組織

ﾟ代産業社会前期における組織

ﾟ代産業社会後期における組織 同　上

20 地域社会の変動

農業社会前期における都市と村落

_業社会後期における都市と村落

､同体の解体としての近代化寵 同　上’

21 社会階層の変動

農業社会前期における社会階層

_業社会後期における社会階層

ﾟ代産業社会における社会階層 同　上

22
国家と国民社会の

ﾏ動

近代以前の国家の諸形態

ﾟ代産業社会におげる国民社会と国民国家

sx産業化と福祉国家化 同　上

23

M世界史の中での

@近代化と産業化

ﾐ会変動の構造一
@能主義的解釈

社会進化の共通の方向性

ﾐ会進化についての構造一機能理論的解釈

ﾈぜ世界は一様に進化しなかったのか一予備的

@考察

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

24

社会進化の動因：

u内在的コ発展対

u伝播的」発展

内生因一先発国における「内在的」発展

O生因一後発国における「伝播的」発展
續ｭ国における社会発展の成否をきめる諸条件 富　永　健一

25

非西洋後発社会に

氓ｯる近代化と産

ﾆ化・1
F日本の場合

日本の伝統社会

許磨E明治維新における近代主義対伝統主義

ｾ治・大正・昭和における近代化と産業化 同　上

26

非西洋後発社会に

氓ｯる近代化と産

ﾆ化・2
F中国の場合

中国の伝統社会

ｴ末・辛亥革命と中華民国のもとでの近代化と産

@業化
?ﾘ人民共和国のもとでの近代化と産業化

同　上

27

非西洋後発社会に

fける近代化と産

ﾆ化・3
F日本と中国の比較

伝統社会の構造についての日中比較

ﾟ代化段階における社会変動の日中比較

ﾟ代化段階における国際環境についての日中比較 同　上

28

W　未来へ向けて

@の展望
|スト工業社会と

﨣�ｻ社会

ポスト工業社会

﨣�ﾐ会
﨣�ﾐ会は知識社会と言えるだろうか 同　上

29
高齢化社会と福祉

痩ﾆ

人口構成の高齢化

l口の高齢化と社会の構造変動

痩ﾆと自治体の役割 同　上

30

回顧と展望：19世

Iから20世紀への
竡Yと20世紀から
Q1世紀への遺産

19世紀から20世紀への遺産としての社会主義
ﾐ会主義の思想と運動の正統派としてのマルクス

@主義
Q1世紀へ向けての20世紀の遺産は何か

同　上
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＝地域と生活＝（TV）
　　　　　　　　〔主任講師：加藤秀俊（放送教育開発センター所長）〕

．全体のねらひ

　人間は、大地とはなれて生活することはできな：い。その大地に根をおろした人びとは、おのずから地

域社会を形成した。この番組では自然的環境や風土の中での人びとのさまざまな生活のありかたを多様

な角度からさぐる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「地域」とはいったいなにを意味するのであろ

うか。また、地域研究がなぜ必要なのか。さらに、 加　藤　秀俊
1 地域社会をさぐる 地域研究の方法はどのようなものなのか、「地域 （放送教育開発

と生活」への手がかりを考えてみることにする。 センター所長）

日本列島には無数の盆地がある。それらの盆地

は、そとにむかって閉ざされた小宇宙であるとい

2 盆地の　世界 ってもよい。そしてそこでは、ゆたかな想像力に 同　上

よって民話も生まれた。放送では日本民俗学の成

立にもふれる。

日本の国土の70％は山林であり、その山林の 圭

3 杉と地域社会
なかにもたくさんの地域社会がある。日本の林業

ﾌ現在の状況をふまえながら、主として日本を代
1　　　同　上

表する杉をとりあげる。

日本は文字どおりの島国である。だがわれわれ

の多くは、いわゆる「離島」に生活する人びとの

4 島　の　社　　会 姿を知らない。本州に近接した島でさえ、そこに 同　上

は小さな島の地域社会がある。その問題をさぐる

ことにする。

太平洋がわに住む人間には想像もできないよう

な積雪地帯が日本海がわにはひろがっている。そ

5 雪　　国　　日　本 の雪国のなかでの地域生活はいったいどのような 同　上

ものなのだろうか。雪と人間生活のかかわりを考

察する。

日本の風土的条件は地：域によって大きなちがい

をもっている。そのちがいカ㍉もっともきわ立つ
6 地域と住まい て反映されているのは住居であろう。その住居の 同　上

さまざまを各地でとらえ、研究してみたい。

日本の人口移動は急激な都市化の波のなかで加

速化し、いわゆる「過疎」の村がほうぼうにでき

7 村　お　こ　し てしまった。しかし、そういうなかで、村の再活 同　上

性化がおこなわれている。その実態を研究する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地域と地域のあいだには、物資や情報の交流が

ふるくからあった。その典型として、「市」と、

8 市　と　銀　治 野鍛冶のふたつを題材にしながら地域間交流の形 加　藤　秀俊
態をさぐってみることにしたい。そしてその伝統

のうえでの現代をも考察する。

大都市への人口集中と、ぼう大な数の通勤者の

誕生によって、「郊外」というものが生まれはじ

9 の　び　る　郊外 めた。さいきんでは、「超郊外」とでもいうべき 同　上

状況さえみられる。いったい「郊外」にはどんな

問題があるのかを考察する。

地域と地域とをむすぶのは道路である。現在で

は鉄道や高速道路が発達し、交通は便利になった

10 街道の　役　割 が、むかしは、日本の主要な地点を街道が通って 同　上
いた。宿場町という町もできあ渉つた。中山道の

例で考察する。

日本はいまや世界一の長寿国になった。そのよ

うに変貌してゆく社会のなかで、高齢者の果たす

11 高齢者と地域 べき役割は大きい。地域社会形成者、そして文化 同　上

の伝承者としての老人の姿を学習する。

それぞれの地域には、それぞれのイメージがっ

きまとう。いったい、なにがイメージをつくるの

12 地域のイメージ か、そして、イメージと人間とのかかわりはどの 同　上

ようなものなのか、をとらえてみることにする。

：地域社会、とりわけ都市生活のなかでは、人間

どうしの出会いの場としての「ひろば」が大きな

13 ひろばと生活 意味をもつ。日本の都市の「ひろば」の歴史と現 同　上

代とを再検討しながら、現代生活を研究する。

第6章で日本の諸地域と住居形態をみたが、こ

となった地域それぞれは独自の食文化をも形成し

14 地域と食生活 てきた。その地域差と背景にある歴史とを研究し 同　上

ておくことは、日本を知るためのだいじな手がか
りである。

むかしの村落共同体には、さまざまな祭礼があ

つた。しかし、都市のなかにも祭の伝統はあるし、

15 現代都市の祭 また、あらたな祭を形成してゆく力もはたらいて 同　上
いる。都市の人間にとっての祭の意味と役割をか

んがえて結びとする。
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　　　　　　　　　　　　＝地域社会学＝（TV）

　　　　　　　〔主任講師：加藤i秀俊（放送教育開発センター所長）〕

全体のねらい

　地域社会の成立は比較的あたらしいが、原初的村落から都市にいたる、もろもろの地域社会には、歴

史的背景や行政をふくめてそれぞれの特色がある・この翻は地胆会の構造組織をあきらカ’にする

ことを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地域社会学という学問分野がっくられたのは比

1
地域社会学への招

ﾒ

較的あたらしいことだ。どのようにしてこの学問

ｪ成立したのか、またその意味はどこにあるのか。

ｻれを国際比較的な視野からもとらえることにす
驕B

加　藤　秀俊
i放送教育開発

Zンター所長）

人類がムギ、イネなどの栽培植物を発見してか

ら、人びとの特定地域への定着性は急激に向上し

2 農耕　と　定着 た。その過程を考古学的な視点をまじえつつ考察 同　上

し、日本におげる村落の起源をたずねる。

初期の村落は、おそらく人数のすくない血縁集

団であったとおもわれる。そのことは一村同姓と

3 地域　と　血縁 いった共同体がこんにちも健在であることからも 同　上

うかがわれるであろう。そのような視点から血縁

集団と地域の関係をかんがえる。

日本のそれぞれの地域社会、そして分割された

「土地」には土地神がいらっしゃる。氏神から土

4 土地と神さま 地神（うぶすながみ）などの系譜をたどり、同時 同　上

に、土地神と人間とのかかわりを研究する。

人間がつくりあげた地域社会は、小さな農村共

同体から、さらにそれが拡大した町、そして、こ

5 村・町・都市 んにちでは巨大都市にまでふくれあがった。こう 同　上

した集落、ないし居住様式を比較検討する。

第4章でみた土地神のほかに、高等宗教の成立・

浸透によって形成されてゆくことがある。ここで

6 地域　と　宗　教 は日本の代表的な仏教、浄土真宗教団と地域のか 同　上

かわりをとりあげるb

日本列島は小河川の網の目のうえに成立してい

る。その小河川は、生活用水であるとともに、農

7 地域　と　水　域 耕に欠かすことのできない灌概用水としても決定 同　上

的に重要だ。水域と地域はどのような関係にある

のかを考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 現代の農村社会

　1980年代の日本農業は大きな転換期をむかえ

ﾁつある。これまでの日本の農政そのものが見直

ｵの時期にさしかかっているといってもよい。主

ﾆして水田稲作の農業社会と農家の生活を検討す
驕B

加　藤　秀俊

9 現代の漁村社会

　日本は海にかこまれた国である。そのゆたかな

C洋資源は、そのまま日本人の栄養資源でもあっ

ｽ。しかし、漁村もまた大きく変貌しつつある。

ｻの実態をひとつの個別事例をつうじてかんがえ

驕B

同　上

10 現代の山村社会

　かつて、ゆたかな日本の森林はさまざまな恩恵

�坙{人にもたらした。現在でも、木はわれわれ

ﾌ生活と密着している。山村のなかで木を材料に

ｵてそれを加工する人びとの姿をとらえなおして

ﾝたい。

同　上

11 開拓地の地域社会

　農業の生産性の向上と人口増加とのあいだには

褐ﾝ的な因果関係がある。耕作面積を増加させる

ｽめに、江戸期から新田開発がすすみ、明治から

ｻ代までの近代日本にも開拓地ができあがった。

泊鰍�ﾝる。

同　上

12 都市の近隣i社会

　都市には巨大な人口集積があるが、その巨大な

l口も地域的に細分化してみると、町内会などの

ﾟ隣社会が機能していることに気がつく。都市化

梠繧�ﾞかえつつあるこんにち、この都市内地域

ﾐ会に焦点をしぼる。

同　上

13
歴史のなかの地域

ﾐ会

　あらゆる地域社会は歴史の産物であり、その延

ｷである。ここでは日本の都市の原型のひとつと

ｵての城下町にその例をとって、歴史的伝統がど

ﾌように現代の地域社会にうけっがれているかを

l察する。

同　上

14 未来への挑戦

　前章にみた過去からの延長としての現在と対照

Iに、こんどは、現在から未来に延長線をひいて、

ｳまざまな地域社会がどのような未来設計をおこ

ﾈっているかを検討してみる。そこには自治体の
w力がみられる。

同　上

15 主張する地域社会

　未来を見つめ、あらたな地域社会をつくってゆ

ｭ主体はあくまでもそれぞれの地域に住む市民た

ｿである。その市民たちがみずからを主張する姿

�ﾆらえて、地域の将来を考える。
同　上
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＝芸能と社会＝（TV）
〔主任講師：小沢昭一（劇団しゃぼん玉座主宰）〕

全体のねらい　　　　　　　　　　　　　　　　1

曾テレビの発達、普及によって芸能侭、社会の前面に押し出てきました。その結果、社会に於ける芸

能のしめる位置、そして役割にも変化がおこっていると思われます。この際、社会と芸能との関係を

本質的に考察し、あわせてその将来を展望してみたいと思います。折りにふれては、講師が芸能人で

あるので、その立場から………。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）’

1 芸　能　　と　私

　この教材の最初の章は、講師のわたくしごと

ｩら始まります。芸能の原点を、とくに職業芸

¥者の根本をつかもうと、大道芸の万歳をやっ

ﾄみた講師自身の報告です。

　小　沢　昭　一
i劇団しゃぼん玉座主宰）

2 遊び　と　芸能

　日本人の遊びの内容を分析して、日本人の遊

ﾑ観を理解し、神と人とが交流する遊びが、や

ｪて芸能化の道をたどるなど、遊びが発達して

艪ｭ過程を考えます。
同　　　上

3 芸能のはじ’まり

　　　　　　　　　　あま　　いわや　ど　　あめのうずめのみこと
｡烈催舗耀雰禽轟禽説の滑稽演技など、神話にみえる劇的要素を点検するのをはじめ、芸能の起源についてさまざまに考察します。

同　　　上

4
なりわいとしての

|能

　権田保之助（1887－1951）は都市に於ける娯

yを調査して「社会生活の推移」と「現代社会

ﾉ於ける生活の基調」を明らかにしょうとしま

ﾑ大道芸人についてさぐります。

同　　　上

5 芸能　と　差別

　「芸能と社会」について考えるとき、芸能民

ﾌ被差別の歴史をぬきにして語ることは出来ま

ｹん。多くの日本の文化が、被差別的な土壌か

逅ｶまれたことを、深く真剣に考えたいと思い

ﾜす。

同　　　上

6 商い　と　芸能

　市での商人たちは、弁説を駆使して人を集め、
ｻれは極めて芸能的でしたが、同時に多くの芸　　　　　　　　　て　き　や能が、市を支配する香具師の傘下にあったので

ｷ。そういう商いと芸能との関係を考究します。
同　　　上

7 宴会と　芸能

　宴会に歌や踊りはっきものですが、『万葉集』

ﾌ歌謡が古代の饗宴の場を母胎として生まれた

謔､に、日本人は宴会を、技芸を公開し養成す

髀黷ﾆして伝承してきました。そういう宴会の

�jをたどります。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人は理屈だけではなかなか信仰に入れまぜん。
そこで布教者はしばしば感覚にうったえます。

8 信仰　と　芸能 芸能化した説教は布教方法として極めて効果的 小　三三　一
でした。そういう芸風説教を研究します。

ひとつの芸能が世の中にうけ入れられる、あ

るいは捨てられる、その過程をつぶさに点検す

9 芸能の　盛　衰 ることによって、民衆の芸能に求めるものは何 同　　　上

か、がわかるかもしれません。そこを追求して

みたいのです。

江戸の「かぶき」と「吉原」は、ともに江戸

庶民の理想境であり、同時に「悪場所」として

10 芸能　と　悪　所 社会から隔離されていた世界でした。この2つ 同　　　上

の世界を考えることで「芸能と社会」の関係を

より明確にしたいと思います。

そもそも芸能は、ふつうにいう意味での社会

の秩序からはずれています。芸能人はアウトロ
11 芸能の社会学 一です。一般社会を律している規制や道徳とは 同　　　上

無関係な社会現象として芸能は存在します一
このことの考察です。

今日、スポーツと芸能とはますます近似であ

ると考えます。しかし日本では、もともと相撲
12 スポーツと芸能 は芸能であり、いまも芸能が失った芸能的要素 同　　　上

を多く残しています。スポーツと芸能の境果を

さぐりたいのです。

「テレビでは出演者の素顔が透けて見える。
だからタレントは地＝素顔で演：じなくてはなら

13 テレビの社会学 ない。またタレントという存在はさまざまな領
謔ﾉ“軽薄”に越境してくるもの」一という 同　　　上

論点を中心に、テレビに於けるタレントを考え
ます。

余暇生活の拡大によって、参加型のレジャー

余暇生活に於ける が発達したものの、実演芸能へ足を運ぶ人は減
14

芸能
少しています。実演芸能の将来はどうなるのか。

ｭわしく点検したいのです。

同　　　上

「見る芸能とする芸能では、する芸能こそが

芸能だ。すべて1人1人の人間自身が芸能者で
15 これからの芸能 あるという方向へ動きはじめているのではない 同　　　上

か」一という梅樟理論の展開を考えることで
しめくくりとしたいのです。
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＝アジアの社会＝二（TV）
〔主任講師：祖父江孝男（放送大学教授）〕

全体のねらい
　アジプの社会を総合的に理解すうことを目的として、稲作と米食について主に東アジアに焦点をあ

てながら、地理学、農学、言語学、気象学、経済学、宗教学、歴史学、文化人類学、生物学など隣接

諸学の成果をふまえながら学際的、総合的に理解をすすめる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

＊アジアのイメージをとらえる。

1 アジアの社会を学ぶ

＊アジアの範囲について考える。

魔ｱの講義の成り立ち、および学習の方法につ

｢て理解する。

祖父江　孝男
i放送大学教授）

＊稲の代表的な分類のしかたを理解する。

長い米と丸い米 ＊情報の集め方について学ぶ。

2 一一 ﾄと人とのか ＊稲に関連したことばの体系について考える。 同　　　上

かわり

＊稲の起源に関する研究方法について理解する。

＊稲の、アッサム・雲南地方起源説を概観する。

3 ラ　イ　ス　ロ　一　ド ＊日本への稲作の伝播の問題について考える。 同’@　上

＊アジアの自然環境の鍵をにぎるモンスーン気

モンスーンと稲作 候についての基礎的な知識を得る。

4 ～水と入とのかか ＊モンスーンの地域的影響の差を理解する。 同　　　上

わり～
＊水の利用とその管理の問題について考える◎

＊水田の稲作における有効性について考える。

遠永の　連作 ＊水田を使っての稲の連作の土壌学的メカニズ

5 ～土と入とのかか ムを理解する。 同　　　上

わり～
＊稲の栽培の方法について整理する。

＊稲作における種子の重要性を理解する。

＊稲の収量増加への努力について、自然条件と

6 稲を育てた窪々 の関連を考える。 同　　　上

＊「緑の革命」について考える。

＊日本の風土と神道との関係について考える。

＊稲作と神道との関わりについて考える。

7 稲作　と　宗　教 ＊稲にまつわる東南アジアの信仰について理解 同　　　上

する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 わらの民俗と信仰

＊日本においてわらがトータルに利用されてい

驍ｱとを理解する。

魔墲轤ﾌ特徴と、わらが利用される原因につい

ﾄ考える。

槙ﾘ国におけるわらの利用との比較を行う。

祖父江孝＝勇

9 米の利用と食文化

＊西アジアにおける稲作について理解する。

抹ﾄの食物としての重要性について考える。

抹ﾄの調理法、食べ方の多様性に目を向ける。 同　　　上

10 稲作と共同組織

＊日本における水田の水管理の重要性を理解す　る。＊「ゆるやかな構造の社会」という概念につい

ﾄ考える。＊田植え組織と村落共同体の形成の関係につい

ﾄ理解する。

同　　　上

11 米　　と　経　済

＊日本の近代化に農村が果たしてきた役割を考

@える。

俣坙{の農業の将来について考える。

抹ﾄの国際市場での位置について理解する。
同　　　上

12
アジアの農村1
`タ　　イ～

＊タイの社会の特質を「ゆるやかな構造の社会」

ﾌ概念で考える。
麻^イの稲作の特徴を理解する。＊日本とタイの農業生産構造の比較を試みる。

同　　　上

13
アジアの農村2
`フィリピン～

＊東南アジアの稲作の基本的性格を農民を軸に
lえる。＊水田所有と社会的ステータスの関係について

lえる。＊「かげの循環」というとらえ方について考え

@る。

同　　　上

14
アジアの農村3
`インドネシア～

＊アジアの米経済について考える。

磨u分配社会」、「低安定社会」という概念に

ﾂいて理解する。

麻Cンドネシアの米の流通と特徴について考え
@る。

同　　　上

15
アジアの農村4
`韓国・日本～

＊韓国における米の増産の過程を、品種改良を

?Sに理解する。

俣坙{と韓国の農村の比較を行う。

麻Aジアの社会について考える。
同　　　上
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＝＝@民 法　＝　（TV）

〔主任講師：山田卓生（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　民法は私人間の紛争を解決する基準（規範）である。民法は財産法と家族法に分けられるが、ここ

では財産に関する法を中心にする。民法の全体は量的に膨大なので、基本的な制度を取り上げ、具体

的事例をもとにしながら、民法の仕組み、民事紛争を法によって解決することの意味を考え、法的な

ものの考え方の修得を目指す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 民法とはなにか

　民法とその周辺の特別法の成立過程及び法構
｢を概観し、更に民法を補充拡充する慣習法、
ｻ例法の役割を見る。次に民法を具体的事件に
K用するにあたっての種々の解釈方法と、裁判
譓?A先例と具体的妥当性との関係を考える。

　山　田　卓　生

i横浜国立大学教授）

2 権利と権利主体

　財産取引、財産権の主体として人と法人があ
驕Bあらゆる人は生まれながらにして権利主体
ｫ（権利能力）をもつが、一定の者は行為能力
ｪ制限される。法律の根拠により設立される法
lは、経済取引において極めて重・要な役割を果
ｵている。

同　　　上

3 法律行為と意思表示

　民法の中心概念として法律行為と意思表示が
?驕B民法においては法律行為自由の原則が支
zするが、法律行為の内容は公序良俗に反して
ﾍならない。意思が外部的表示とくいちがう場
№ﾌ表意者の保護制度としての錯誤、詐欺、強
翌ﾉついて考える。

同　　　上

4 代　　　　　　理

　代理は法律行為を他人に委ねるもので、極め
ﾄ頻繁に利用されている。代理には本人の能力
�竢[するものと、本人の活動を拡大するもの
ﾆがある。代理は便利であり不可欠であるが、
纓搆?ﾌない者が代理人と称した場合どうなる
ｩの問題（表見代理）がある。

同　　　上

5 時　　　　　　効．

　民法は時間の経過により権利の消滅または権
?ﾌ取得という効力を付与する時効制度を設け
ﾄいる。時効はこれにより利益をうる者の援用
�v件としているほか、放棄もできるとされて
｢る。時効の援用、中断などは時効制度をどの
謔､に理解するかと関連する。

同　　　上

物　　　　　　権

　民法上の権利は物権と債権に大別される。物
?ﾍ物に対する支配権であり、所有権とその他
ﾌ物権がある。物権には対世的な効力があるた
ﾟ、権利関係を公示する必要があるひ不動産に
ﾖする登記制度と動産取引における占有につい
ﾄ考える6

同　　　上

7 担　保　物　権

　担保物権は、債権を担保するために物の価値
�D先的に把握するものである。不動産を担保
ﾉする方法としては、抵当権が代表的であり、
ﾏ形として仮登記担保がある。動産を担保にす
髟菇@として、民法は質権をおくが、他に譲渡
S保という方法がある。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 債権の　効　力

　債権者は債務者に対してどのようなことをもとめケるか。債務者が任意に履行（弁済）すればよいが、履行しない場合、強制的な履行を求めうるほか、債務不履行による損害賠償を求め

驍ｱとができる。債権を他人に譲渡する場合の
@律関係（債権譲渡）も考える。

山　田　卓　生

9 債権、の　保全

　債権者は債務の履行を確実なものとするために：、債務者の権利を代位行使（債権者代位権）したり、債務者のなした行為を否認する（債権者取消権）ことも出来る。更に事前に保証人を要求するとか、債務を連帯にするかたちで債権の効力を強化することもできる。

同　　　上

10 契　　　　　　約

　契約は法律行為の中で最も重要である。契約は当事者が自由に：形成できるのが原則である。契約は民法の定めるものの他多種多様のものがあり、有償か、双務か、要式か、等の基準で分類できる。次いで契約の拘束力と契約の解除の

鼾№ﾌ法律関係を考える。

同　　　『上

11
士　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロココ

轣@　　　　　　　　　貝

　売買契約は契約の中で最も日常的一般的なものである。売買の成立要件、予約、手付の意味を考えたあと、売買の目的物の蝦疵（欠陥）によって、買主が損害を受けた場合の救済手段を

ｵう。次いで割賦販売、訪問販売など新しい契
�ﾌ問題点について考える。

同　　　上

12 賃　　　貸　　　借

賃貸借は他人の物を借りて利用する契約であ
驕Bとりわけ土地と建物の賃貸借が重要である。
y地については民法のほか借地法があり、長期
ﾉわたる利用関係を規律している。建物につい
ﾄは借家法があり、賃借人の居住を保護してい
驕B

同　　　上

13 請負　と　委任

　他人の労務を利用する契約として雇用、請負、
ﾏ任がある。このうち雇用は労働法で扱われる。
囎ｨの建設のような請負契約は、仕事の完成を
ﾚ的とするものであり、委任は事務処理を委託
ｷるもので、受任者の利益を実現する行為に対
ｵて報酬が支払われる。

同　　　上

14 不法行為…責任論

　テクノロジーの発達、社会生活の複雑化に伴
ﾈい、思わぬ損害を与えたり、損害を被むるこ
ﾆが起きてくる。そうした場合誰に対して如何
ﾈる要件のもとに損害賠償を求めうるか。損害
?桙ﾌ要件を定める民法と膨大な判例によりな
ｪら、各種の責任について考える。

同　　　上

15 不法行為…損害論

　損害を受けた者はいかなる内容の賠償を請求
ﾅきるか。損害は金銭賠償を原則とする。人的
ｹ害に：ついては、積極損害、消極損害（うべか
閧ｵ利益）、慰謝料があり、物的損害としては
o済的損失が中心になる。損害算：定にあたって
l慮：すべき事由も問題になる。

同　　　上
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＝家 族 法＝　（TV）

〔主任講師：鍛冶良堅（明治大学教授）〕

全体のねらい
　家族は、社会の基礎的単位といわれるように、社会を支える人的結合関係の基礎をなしている。そ

れ故、国家は、家族のあり方に強い関心をはらうのが常である。わが国の家族関係を規律する法律制

度の中心は、民法の親族編・相続編であるが、その解説を通じて、それが現実にどのように機能して

いるかをみてゆきたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代的民法典としてわが国で最初に立案され
たいわゆる旧民法が、施行無期延期となった経

1 家族法の変遷
緯と、その後に制定された明治民法が少しずつ
ﾏ質しつつ第二次大戦後の「家」制度の廃止に

鍛　冶　良　堅

i明治大学教授）
つながり、やがて現行親族編・相続編の成立に
至った過程を概観する。

わが国は届出婚主義をとっているが、その意

義を考えることを通じて、法律婚主義と事実婚

2 婚姻の　成立 主義、婚姻届に対する成立要件説と効力要件説 同　　　上

の対立、さらに婚姻成立の形式的要件・実質的

要件等について解説する。

婚姻の成立によって発生する夫婦の身分上の

権利・義務について解説し、同時に戸籍制度の

3 婚姻の　効　力 仕組についても言及したい。そして、これらの 同　　　上

解説と合わせて、法律上の婚姻と内縁との差異

についても説明する。

夫婦の財産関係につき民法は忌契約財産制と

法定財産制の二つの制度を用意レているが、圧

4 夫婦財産制 倒的多数は法定財産制に従っている。その法定 同　　　上

財産制の構造を、夫婦の団体性とのからみにお

いて明らかにしてゆきたい。

わが国は、離婚に関し、協議離婚、調停離婚、
審判離婚、判決離婚の四種を認めている。その

5 離　　　　　　婚
要点を、ユ970年代以降に強まっている世界の
j綻主義の傾向との対比で説明し、合わせて離

同　　　上

婚後の財産や子の措置等についても説明したい。

親子関係は、血族関係の基本をなしているが、

6
親子関係（1）

ここでは自然の血縁に基づく実親子関係をとり

?ｰ、嫡出子と非嫡出子の区別を通じて、親子 同　　　上

一実親子関係 関係。推定制度および認知制度について説明し、

，：最後に準正制度に及びたい。

．、
{子制度は、実親子でないものに対して擬制

的親子関係を創設する制度で、現行法が認める

7
親子関係（2）

齬{親子関係
唯一の法定血族関係であるが、その存在理由を
ｽずねつつ、従来からある普通養子制度と昭和
U3年1月から新設施行された特別養子制度に

同　　　上

ついて説明し、離縁にも及びたい。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 親権　・　後　見

　近代的親権が権利性よりは義務性を中核とし

ﾄいること、その反映として利益相反行為の禁

~や親権喪失の問題が生じること、そして、未

ｬ年者に親権者が欠けた場合の保護や禁治産者
ﾌ保護を端的とした後見制度について説明する。

鍛冶　良堅

9 扶　　　　　　養

　自己の資産収入によって生活することができないものの生存の維持は、親族間の私的扶養もしくは国・地方自治体による公的扶助に頼るほ

ｩない。その両者の関係をまず考察しながら、
氓｢で親族間の私的扶養制度の仕組について説明する。

同　　　上

10 相続制度の仕組

　死後における財産承継制度の存在理由につい

ﾄ考えつつ、法定承継制度と遺言との関係、当

R承継の原則と相続の承認・放棄の自由との関

W、そして、財産分離の制度についても説明し

ｽい。

同　　　上

11 相　　　続　　　人

@　　　　　　　嘱

　法定承継制度において、どの範囲のものが相

ｱ人となり、それらのものたちの間の順位はど

､なるか、また、推定相続人の欠格事由や廃除

沫R等について説明し、最後に相続人がいない

鼾№闊竡Yに対する措置についても説明する。

同　　　上

12．相　　　続　　　分

　数人のものが同順位で相続人となる場合の相
ｱの割合が相続分であるが、それには法定相続
ｪと指定相続分がある。また、法定相続分によ
ﾁて相続するのでは共同相続人間に具体的不公
ｽが生じる場合に対処する特別受益者の相続分や寄与分制度についても説明する。

同　　　上

13 遺　産　分．割

　単独相続の場合には遺産分割は問題とならないが、今日では共同相続が原則といってよい。ここでは、共同相続人間の遺産分割方法につい

ﾄ解説し、合わせて、遺産の帰属とくに債務の
A属の問題を考え、さらに相続分の譲渡の問題
ﾉも言及したい。

同　　　上

14 遺言の　方　式

　遺言は、自分の死後に、自分の意思に基づい
ﾄ身分上および財産上の効果が生じることを，期
ﾒして行うものであるが、その遺言が厳格な方
ｮを要求され、遺言能力や遣言事項が限定され
ﾄいる理由を考えつつ、法律で定められた各種の遺言の方式について説明する。

同　　　上

15 遺言の　効　力

　民法の相続編第七章「遺言」の第三節「遺言の効力」では、主として遺贈の問題を扱ってい

驍ｪ、ここでは、その要点を簡単に説明し、さ
轤ﾉ、遺言の撤回の自由の問題、および遺言のｩ

由
に
限
界
を
画
す
る
遺
留
分
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

同　　　上
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＝国 際 法＝二（R）

一現代国際法を理解するために一

　　　　　　　　　〔主任講師i＾栗林忠男（薄煙義塾大学教授）〕

全体のねらい．㌧

　現代の国際社会を存立基盤とする国際法の基本的構造とその問題点について理解を潔めることを三

六とする。とくに、国際法現象に対してどのようなアプローチをもって臨むか、という問題意識の下

に、近代国際法が現代国際社会の政治・経済・社会的変動にともなって質・量ともに変容しつつある

動向を把握するようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 国際法への視点

　国際法を学ぶことの意義、とくに国際社会の
褐ﾝ依存関係の内実化傾向のなかで、国民生活
ﾆ密着する法秩序として発展しつつある現代国
ﾛ法を理解することの必要性について考える。
ﾜた、多元化する国際関係における国際法研究のアプローチのあり方にも触れる。

　栗　林　忠　男

i慶応義塾大学教授）

2 国際社会の法構造

　国際法の発展過程を近代国際法の生成から現
纃総ﾛ法に至るまで辿るとともに、国際法の存
ｧする社会的基盤である国際社会の基本的構造
ﾆそこに機能する法の特質について考える。ま
ｽ、国際法と国内法の関係について理論・実践の両面から考察する。

同　　　上

3 国際法規の存在形式

　国際法の法源とされる国際条約、国際慣習法、法の一般原則などを説明するとともに、最近問

閧ﾆなっている国際組織の決議・宣言等の法的
S束力について考える。また、国際連合を中心
ﾆした国際法の漸進的発達と法典化のための作
ﾆについても触れる。

同　　　上

4 国際法の主体

　国際法において最も基本的な法主体である

u国家」の成立、承認及び承継の問題、ならび

ﾉ国際組織の権利能力、個人（企業）の法主体

ｫに関する問題をとり上げる。

同　　　上

5
国際関係を律する

蝸vな三原則

　現代国際関係を規律する国際法上の諸原則の

､ち、主権平等、内政不千渉、武力の不行使、

l権の保護、民族自決権などの基本的原則を考
@する。

同　　　上

6
外交関係と主権免

怩ﾉ関する国際法

　国際交渉を行う国家の機関について述べ、大

g・公使・領事などの特権、軍隊・軍艦・軍用

q空機などの特権について説明する。また、国

ﾆ機関とその財産の外国における主権免除の原

･及びその動向について考える。

同　　　上

7 個入と国際法

　国籍、外交的保護、外国人の地位、難i民、庇

?A犯罪人の引渡などの側面から、個人と国際

@の関係を考察する。また、企業活動の国際的

K制についても言及する。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

空間の：地位と利用
ﾉ関する国際法（1）一国際領土と

@国際的地域一一

　領域の得喪に関する国際法規を説明し、主と

ｵて日本をめぐる領土紛争の国際法上の問題点

�lえるとともに、南極大陸・国際河川その他
ﾌ領域に関する問題をとわ上げる。

栗林　忠　男

9

空間の地位と利用
ﾉ関する国際法（2）一一一海　洋一

　海洋法の歴史的発展過程を概観し、第三次海
m法会議の結果採択された国連海洋法条約を中
Sに、海洋区分（領海・群島水域g国際海峡・
r他的経済水域・公海・深海底など）、海洋環境の保全、科学調査、紛争の解決等の諸問題と日

{の立場について考える。

同　　　上

10

空間の地位と利用
ﾉ関する国際法（3）

鼡�諱E宇宙空間一

　領空主権原則を中心に国際航空活動の法的規

ｧがいかに行われているか、また、宇宙開発の

i展とともに生成しつつある宇宙法体系につい

ﾄ考察する。とくに、今後予想される宇宙の商

ﾆ利用に関する法的諸問題にも触れたい。

同　　　上

11
国際違法行為とそ

ﾌ責任

　　国際法主体の違法行為能力、国際責任の原則、
@私人の行為による国際責任、責任の解除などに’ついて、国際社会の法：構造に照らして考える。

@また、国際公益の概念の発達にともなう国際犯

@罪の規制についてもとり上げる。

同　　　上

12 紛争の平和的解決

　国際紛争の性質とその平和的解決システムの

ｻ状を考察するとともに、交渉、審査、仲介、

ｲ停、仲裁’裁判、司法裁判、国際機関による解

?凾ﾌ紛争の平和的処理方式を検討する。

同　　　上

13

現代国際法の
蝸v課　題（1）一一一武力紛争の規

ｧ、入権の保護、
R縮問題一一

　現代国際法の当面する課題のなかから、武力

ｴ争の規制、人権の保i護、軍縮問題をとり上げ、

ｻの法的規制上の問題点を考察して、国際法の

ｭ達段階について考える。

同　　　上

14

現代国際法の
蝸v課　題（2）一国際経済関係、

ﾂ境の保全、国際
eロの防止一

　前章に引続いて、現代国際法の当面する課題

ﾌなかから、国際経済関係、環境の保全、国際

eロの防止をとり上げ、その法的規制上の問題

_を考察して、国際法の発展段階について考え
驕B

同　　　上

15
国際社会の展望
ﾆ国際法の役割

　国際社会の多様化・流動化にともなう現代国

ﾛ法の役割について考える。とくに、主権国家

ﾌ並立関係から協力関係への移行のなかで、今

繧ﾌ国際法秩序がいかにあるべきか、を検討す
驕B

同　　　上
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＝現代日本の政治＝（TV）
　〔主任講師：新藤宗幸（立教大学教授）〕

全体のねらい
　現代日本政治における重要なイシュウを採り上げ、それぞれのイシュウを多角的な視点から教科書

と映像によって分析してみることにより、現代政治をみる眼を養うことを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
現代日本の政治
¥図（1）

　日本の近現代史を踏まえて、現代日本の政治

¥造が、どのような特徴をもっているか、また

ｻ代日本政治の生理と病理は何かについて論じ
驕B

新藤宗幸
i立教大学教授）

2
現代日本の政治
¥図（2）

　1980年代に入って、日本政治学のなかに拾

ｪしてきた「近代主義批判」あるいは「日本モ

fル」の内容と意味を考えながら、日本政治へ

ﾌアプローチ方法について述べる。

同　　　上

3 ＝選　　　　　　挙

　自由民主党は1955年以来30年余にわたって

ｭ権政党の座にあるが、この長期政権の要因を

蛯ﾆして選挙の制度、構造、機能について考え

驕B

阿部　　　齊
i放送大学教授）

4 労　　　　　　働

　日本の経済構造の変化、政権政党の長期化な

ﾇによって、日本の労働界は再編成されつつあ

驕B労働界の再編を統治構造の変化の視点から

lえることにする。

同　　　上

5 国際化と経済摩擦

　1980年代に入って以来、日本の経済社会は
総ﾛ化の時代を迎えたとされる。しかしその一

福ﾉおいて経済摩擦は強まるばかりである。国

ﾛ化時代の内政構造について考える。

新藤　宗　幸

6 安全保障と軍事費

　安全保障は常に政治のイシュウとなる。現代

坙{においても、80年代に入って軍事力の強化

ｪ論じられ、多様な議論をよんでいる。安全保

痰ﾈるものの意味を、軍事費との関連で考える

ｱとにする。

同　　　上

7 民営化と規制緩和

　“小さい政府・，論の下に各国において民営化

竚o済活動に対する政府規制の緩和が進んでい，

驕Bこうした政府活動の変化がもつ意味につい

ﾄ、JR、NTTなどをケースとして考えるこ
ﾆにする。

阿　部　　　齊
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ヘ　　ヤ

東京への政治・行政、経済機能の一極集中が、

何故に極だってきたのか、対策はどのようなも

8 国　土　構　造 のであるか、について政治学的に考えることに 新　藤　宗　幸
する。

現代政治のひとつの流れとして、ポスト物質

9
反消消　文　明

文明あるいは反消費文明を志向する政治運動が

ｶ在する。文明史および国際的視野のもとに、 同　　　上
一エネルギー 主としてエネルギーの側面から、日本の状況を

考える。

第9回と同様の文脈の下に、緑、自然保護に

ついて、日本の状況を考える。

10 自　然　保　　護 同　　　上

日本政治において女性、障害者、アイヌ、同

和地区住民らは、少数派として政治的に正当な

11 少　　　数　　　派 地位をもってきたとはいえない側面がある。日 阿　部　　　齊

本政治を少数派の政治として考察することにす
る。

明治近代以降、教育と学習は高度に整備され

てきた。しかし、都市型社会の成熟にともなつ

12 教育　と　学　習 て、教育と学習は多様な矛盾と課題を抱えるに 同　　　上

至った。日本政治の構造と機能の中に教育と学

習を位置づけて考えてみることにする。

税制とその現実高機能は、政治権力の所在を

的：確に示す。日本の税制ならびに改革過程を素

13 税　　　　　　制 材として、日本政治の構造を考察する。 新　藤　宗　幸

財政は、政治権力がいかなる政策を、どのよ

うなプライオリティの下に実施しようとしてい

14 財　　　　　　政 るかを、数字をもって示してくれる。財の配分 同　　　上
を中心として、日本政治を考察する。

国民国家としての日本のアイデンティティを

めぐって、多様な議論をおきている。日本のナ

15 ナショナリズ’ム ショナリズムの思想構造を、国際化時代と照ら 阿　部　　　齊

し合せつつ、考察する。
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　＝日本の地方自治＝（TV）

〔主任講師：阿部　齊（放送大学教授）〕

全体のねらい
一地方自治は、現行め日本国憲法の精神を支える基本的な柱の一一つである。一しかし、今日の地方自治が1

その本来の在り方にふさわしい現実を備えているとは必ずしもいえなや。ここでは、わが国の地方自治：

．の制度的しくみについて理解を深めるとともにζ具体的な争点の分析を通じて・日本の地方自治が直面

・する課題を提示する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

アメリカ、イギリス、西ドイツなどの地方自

1 地方自治の＝構図1

治制度との比較によって、日本の地方自治制度
ﾌ特徴を明らかにする。さらに、明治憲法下の
n方自治制度の展開をたどり、そこで形成され

阿　部　　　齊

i放送大学教授）
た制度的遺産が、戦後改：革によって作られた現

行制度に与えた影響を検討する。

日本の地方自治の戦後の展開を明らかにする。

地方自治の確立後も中央政府の税制手段として

2 地方自治の構図2
残された機関委任事務の増大、革新自治体の盛
梶A地方の時代から東京一極集中時代への転換、

同　　　上

中央政府の財源難による地方への権限委譲など

の問題をとりあげる。

日本の地方自治制度に塞いて、中心的な役割
を果たすのは、各自治体の首長である。自治体

3 首長の役　割
の首長が制度上にいかなる位置を占めるかを明
轤ｩにした後、自治体首長のリーダーシップの

同　　　上

諸類型を検討し、首長主義の現状と課題を明ら

かにする。

地方議会は国の議会とは異なり、自治体の最

4 地　方　議　　会

高機関でも唯一の意見決定機関でもないQしか
ｵ、地方議会の正常な機能がなければ、住民自
｡の実現は困難であろう。地方議会の実態ある

新　藤　宗　幸

i立教大学教授）
いは地方選挙の現状を分析しつつ、地方議会の

問題点を明らかにする。

財政的独立は地方自治の最大の課題である。
しかし、自治体の財源難のために、地方財政は

5 財　　　　　　政
中央政府からの援助に大幅に依存せざるをえな
ｩった。こうした政府間関係に焦点をあてなが

同　　　上

ら、地方財政の現状を明らかにし、あわせて最

近の変化にも言及する。

コミュニティは地方自治を支える基盤の一つ
である。しかし、最近の急激な人口移動に伴う

6 コミュニティの崩壊
過疎化と過密化は、一方で既存のコミュニティ

��ﾌするとともに、他方で新たなコミュニテ
阿　部　　　齊

イの形成を困難にした。コミュニティの崩壊が

地方自治に与えた影響を探る。

地域医療とは、地域住民の健康を維持増進す
るために、医療提供のしくみを合理化し、地域

7 地　域　医　療
に包括医療の最適システムをつくることである。
ｻの核となるのは、初期診療の充実と継続医療

新　：藤宗　幸

体制の確立であるが、具体例をあげて、自治体
の地域医療の現状を検討する。
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 福　祉　政　策

　現代の国家の特徴の一つは、体制の違いを越
ｦて、福祉国家への傾斜を強めていることに求
ﾟられる。わが国もまた福祉国家の一つである
ｪ、福祉政策の実施は各自治体にゆだねられて
｢る。地方自治体の福祉政策へのとりくみを分
ﾍして、その問題点を探りたい。

新藤宗　幸

9 生涯学習と社会教育

　地方自治の柱の一つである住民自治の実現の
ｽめには、住民の自治能力を高める必要がある。
ﾐ会教育は住民の自治能力の向上をその課題の一つとしてきたが、最近では社会教育よりも住

ｯの自主性に訴える生涯学習を重視する傾向も
ﾝられる。その背景を探る。

阿部　　　齊

10
情報公開とプライ

oシーの保護

　住民の政治参加を拡大するためには、政府の
﨣�ｪ可能な限り公開されなければならない。
曹ﾌ政府の情報公開はまだ制度化されていない
ｪ、一部の地方自治体ではすでに制度化されて
｢るgその現状を明らかにするとともに、プラ
Cバシー保護の必要性を考える。

同　　　上

11

　　　　　　　、

n　域　交　通

過疎地域では、交通機関が採算悪化から運行
�ﾆりやめることが多く、過密地域では、道路
ﾌ渋滞や異常な混雑iが大きな問題になっている

ｱとが多い。いずれにしても、地域交通は今
冾ﾌ地方自治体が直面する重点課題の一つであ
驕Bその現状を明らかにしたい。

新藤宗　幸

12 環　境　保　　全

　1960年代後半から、環境汚染は地域社会が直
ﾊする最も困難な問題の一つであった。最近で
ﾍ、大気や河川の汚染、騒音、振動による公害
ﾉ加えて、ハイテク汚染やアヌベスト公害が注
ﾚされている。こうした環境保全に関して自治
ﾌの果たす役割を探りたい。

阿　部　　　齊

13 自　治体　外交

　日本の国際化が進むとともに、国際交流は国
ﾌ政府相互間にとどまらず、さまざまなレベル
ﾅ展開されている。姉妹都市提携や世界大都市・会議は、自治体レベルでの国際交流の主要な例

ﾆいえよう。こうした地方自治体の国際活動の
ｻ状と課題を明らかにしたい。

新　藤宗　幸

14 内なる国際化

　国際化は単に国と国との間だけで進展するも
ﾌではない。国内にも、外国人が激増すれば、
焉Fなる国際化を迫られることになろう。わが国
ﾌ場合、「ヒトの国際化」に対する抵抗が強い
ｪ、その理由を考えながら、内なる国瞭化を促

iする条件を検討する。

同　　　上

15 NGOと市民運動

　国際化を進展させる窮極的な担い手は、市民
ﾌ自主的運動である。こうした視点に立って草
ﾌ根での交流を図っているNGO（非政府的民
ﾔ組織）に注目するとともに、市民運動が国際
�ｬにおいて果たしうる役割を明らかにする。

阿　部　　　齊二
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＝経営管理＝（TV）
〔主任講師：森本三男（青山学院大学教授）〕

全体のねらい
　現代企業における経営管理の内容を体系的に理解し、実践のたあの基礎能力を育成する。経営管埋の

内容は多面的であるが、大別すれば、細分化された生産管理、財務管理、労務管理などの各論と・それ

らの共通基盤となる総論になる。本講義では、総論相当部分を学習する。経営管理が主体的実践行動で

あることを重視する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師、
i所属・氏名）

1 経営管理の意義

経営管理の課題は、経営目的達威のためにイノ
xーションと効率化をはかることである。それは、
e種経営資源を対象にした計画・組織・コントロ
[ルのような機能によって合理的に遂行され、そ
ｱに複雑な体系が出現する。本章では、経営管理

ﾌ機能と体系を学ぶ。

　森本　三　男
i青山学院大学教授）

2 経営管理の発展

　経営管理の発展は、大略3期から成る。1930
N頃までの古典的経営管理、1950年頃までの新
ﾃ典的経営管理、それ以降の現代的経営管理であ
驕B本章では、それぞれの問題意識、技法、シス
eム、特徴を学習する。現代の中に古典や新古典
ｪ生きている点に留意する。

同　上

3
経営管理と意思決

　戦略や計画の策定、組織の設計など、経営管理

ﾌあらゆる問題は、意思決定に還：元される。また
ﾓ思決定は、主体性を発揮する行動の核でもある。
ｱのような点から、経営管理の統一一視点を意思決

閧ﾉ求める。本章では、意思決定の前提、過程、

^、技法を学ぶ。

同　上

4 経営管理と情報

　意思決定には情報が不可欠であり、意思決定の

級ﾊは情報として関係者に伝達される。このよう
ﾉみれば、経営管理は意思決定と情報伝達のネッ
gワークとしてとらえられ、その機能は、情報の
繒W、処理、伝達の巧拙によって左右されること
ﾉなる。

村松　司　叙
i三蹟大学教授）・

5
経営者・管理者の
�

　経営管理の主体は、経営者と管理者である。彼
轤ﾍ、意思決定によって経営の目標、理念、戦略、
v画、組織を策定し、変革：し、行動をコントロー」

汲ｷる。本章では、経営管理の構造に即して経営
ﾒ・管理者の役割を明らかにし、必要な資質と行
ｮ基準に論及する。

森　本　三　男

6 経営戦略（1）

　企業による資源運用の基本原理を、経営戦略と
｢う。経営戦略は、対象とする資源の種類やカバ

E一 ｷる行動領域の範囲などにより、各種のものに
ｪけられる。本章では、経営戦略の特質や種類を

ﾜず学び、ついで多角化を中心にした内部戦略を
w習する。

村　松　司　叙し

7 経営戦略（2）

　内部資源の運用基本原理である内部戦略に対照

ｳれるのは、外部資源に関連した外部戦略である。

{章では、主として外部戦略を勉強する。その主

v内容は、M＆A（合併澄よび買収）、合弁、提

g、集団形成、連合などである。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）嘱

8
経営計画の意義と
�

　戦略を展開するたφに、計画が策定される。計

謔ﾍ冠時間的限定のいた具体的行動予定であり、
s動の主体（誰が）、時間的限定（いつ）、具体
I行動内容（何を）を明らかにする。本章では、

o営計画の特質、種類、体系と、長期経営計画を
w習する。

　古　川　浩　一
i東京工業大学助教諒

9 中期経営計画

　長期経営計画と対照され、その内容を詳細化し
ｽものが短期経営計画である。それは、日常の業

ｱ執行行動にとって不可欠であるばかりでなく、
K要に応じて多くの種類を生み出している。本章
ﾅは、短期経営計画の内容と策定技法について説
ｾする。

同　上

10
短期経営計画とコ

塔gロール

　企業の行動は、計画通りに展開されるとは限ら
ﾈい。そのため、行動の業績を不断にチェックし、
ｻの是否を分析し、必要に応じて補正する機能が
s可欠となる。この機能がコントロールである。
o営管理におけるコントロールの原理と技法を、

{章で説明する。

同　上

11 経営管理と組織

　計画を遂行するため意識的に調整された協働の
Vステムが組織である。経営管理のための組織が
o営管理組織である。本章では、経営管理組織の
ﾁ質、要素、設計原理、形態などの構造面と、動
ﾔ化、活性化などの機能面の双方を学習する。

森　本　三　男

12
リーダーシップと

ｮ機づけ

　最も重要な経営資源は人間である。人間は人格
竡蜻ﾌ性をもっているから、その管理には特別な
z慮が必要になる。その柱となるのは、人間を統
№ｷるリーダーシップと、人間の活動力を高める
c`ベーション（動機づけ’）である。本章では、

ｱれらを学習する。

同　上

13
イノベーションと

､究開発

　経営管理の課題であるイノベーションとは、経
cに関するすべての抜本的変革をいうが、その中
Sは、製品ないし事業の変革（プロダクト・イノ
xーション）と生産方法の変革（プロセス・イノ
xーション）であり、それらは研究開発によって
ｶみ出される。

古　川　浩　一・

14 資金の調達と運用

　人的資源と並ぶ重要な経営資源は、財務的資源
ｷなわち資本である。必要な資本を必要な時に低
｢コストで調達し、それを有効に運用することは、
o営管理の基本要件である。この要件を満たすた
ﾟの財務の原理、方法、手段、技法を、この章で
K得する。

村　松　司　叙

15 経営管理の国際化

　日本企業の当面している：最大の課題は、国際化

ﾅある。国際化は、日本的経営とよばれる従来の
o営管理を、大ぎく変化させようとしている。変
ｻの方向、内容、望ましい国際化した経営管理の
?阨福ﾈどを、この章で展望する。国際化は文化
ﾌ問題である点に留意。

同　上
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＝経　　営　　戦 略＝（R）

　　　　　　　　　　〔担当講師：河野＝豊弘（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　経営戦略とは、企業が環境にどのように対応し、どのような製品やサービスを提供するかを決定す
ることである。即ち製品構成を決定し、そのための新製品を開発し、後方への垂直的統合や前方への
垂直的統合をどうするか、海外に子会社を設けるか否か、競争戦略をどう進めてゆくかなどを決定す
ることである。

　戦略的意思決定は前例のない一回限り意思決定であり、企業の業績に大きな影響を与える。そのよ
うな意思決定をどう行なうか、をこの科目では研究する。・

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

経営戦略の意義
経営戦略の重要性

1
経営戦略の意義と

嵭ｪ的意思決定

戦略的意思決定の特長

嵭ｪ的意思決定のタイプ
ｷ期計画の立案

河　野豊：弘
i学習院大学教授）

要約

戦略情報の意義　　　戦略情報の体系
環境情報の体系

2
環境の分析一機
?ﾆ脅威

アウトサイド・インとインサイド・アウトと
﨣�ﾌ収集・処理・伝達のプロセス
�ｮ情報と非公式情報

同　　上

予測の方法　　　要約

自社分析の目的φ
自社分析の体系

3
自社分析一強み 比較の、基準

oPM分析 同　　上
と弱み 自社資源の分析

企業文化
要約

意義

4
戦略発想と目標設

戦略のアイデア形成

ﾚ標設定 同　　上
定

要約

製品市場戦略の領域

製品構成の原理

5 製品構成と多角化 製品構成の類型 同　　上
製品構成と組織構造

要約

新製品の意義と成功条件
新製品開発の成功要因と失敗要因
開発のプロセス

6 新製品　開　発 最初のアイデアの形成 同　　上
方針の類型
新製品のための意識改：革とコンセンサス
要約

概念と類型

統合の原理

7 垂直的　統合 統合の不利 同　　上
統合に適する場合

要約
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

多国籍企業経営の概念と目的からみた類型．
有利性の原理
多国籍企業経営の不利

8 多国籍企業経営 多国籍企業経営の適する領域 河　野　豊：弘
多国籍企業経営の成功要因
多国籍企業の問題点
要約

体質とは

要員計画

9 体：質の　強　化 能力強化の戦略 同　　上

企業文化の変革

要約

評価の困難性と必要性
評価の種類

10 戦略の　評価
評価項目の原理

]価の評価
同　　上

戦略的評価
要約

問題の所在
戦略の実行とは一上からみて
戦略の実行の過程一下からみて

11 戦略の　実　行 実行計画の要素 同　　上
実行への動機づけ
利害対立をとく
実績検討と計画の改訂　　　要約

トップマネジメント

企画室
戦略の立案と 開発部門

12
実行の組織

プロジェクトチーム
ﾐ内ベンチャー制度

同　　上

SBU
組織の創造性　　　　要約
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＝企業と人材＝（R）
〔主任講師：石田英夫（慶慮義塾大学教授）〕

全体のねらい

　日本が経済的に成功を収めた要因のひとつとして、人材の育成と活用の巧みさをあげることができる。

このコースでは、日本の企業がどのようなしくみで人材を管理しているか、現代の人材管理の主要な問

題はなにかを明らかにし、新しい潮流を展望する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「企業は人な：り」という言葉があるが、これは
わが国の経営者が共通に持っている人材観を表し

1 日本の経営と人材
ている。日本の経営の強みとして、組織の柔軟性

ﾆビラの労働者の労働意欲の高さがあげられる。
　石　田　英夫
i慶磨義塾大学教授）

それは日本人の弾力的な職務観と平等主義の思想
から説明できる。

日本企業の人材管理を、環境一理念一戦略一山

度・慣行一目的・成果というシステムとしてとら

2 人材管理システム
え、欧米との比較を念頭におきながら、日本の特
Fを説明する。人材管理の目的はヒトの能力・意

同　上

欲・集団意識の向上を通じて生産性と品質をあげ

ることにある。

日本企業の人材に関する基本戦略は「内部化」

戦略であり、それは企業の人材ニーズを満たすた

3 人材の内部化戦略
めに外部労働市場に頼ることをできるだけ少なく

ｷるという方針である。しかし近年、そのベース
同　上

をなす長期的雇用慣行を修正する動きが見られる。

人材の内部化戦略の下で、企業は新卒採用を重
視し、若者にとって就職は一回限りの勝負になり、

4 採用　と　異動
いろいろな問題を引きおこす。ひとたび入社する
ﾆ、比較的幅広い職務の異動が行われ、それが仕

同　上

事をしながらの訓練（OJT）ξして重要な意味を
もつ。

人材訓練の進め方
人材育成の進め方

5 人材←開　発
組織の効果性を高める 同　上

人事評価は昇進・昇格という賞罰目的だけでな
く、適性の発見や配置のためのカギとなる。わが

6 人　事　評　価
国の人事評価は年功重視の全人格的旧慣と言われ
驍ｪ、勤続だけでなく能力・業績も考慮され、長

同　上

い目で見ると能力主義的な評価と言える。

低成長と高齢化のはざまで、かつてのように大

7
昇　進　一

多数の人が管理職のポストにつける可能性はなく

ﾈった。キャリア開発も従来のように管理職志向 同　上

管理職と専門職 一本槍ではなく、専門職などのコースを設けてキ
ヤリアの多様化をはかり、多くの人の意欲づけを

ねらっている。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

適正な賃金水準を維持するとともに、賃金を公
平に配分する賃金体系が必要である。年功賃金体

8 賃金　と　福祉
系から職務給や能力主義賃金への移行が説かれて
ｩら久しいが、職能給体系が普及している。従業 石　田　英　夫

員福祉は高齢化と社会意識の変化への対応が望ま
れている。

わが国の労働時間は先進国の中で最も長い。有
給休暇は6割程度しか消化されず、残業は恒常化

9 労働時間と欠勤
しており、残業代が支払われない「サービス残業」

熨ｽいと言う。こういう事態は貿易摩擦がらみで、
同　上

人間的な生活を犠牲にした競争力強化と外国から
批判されている。

わが国の労働組合は企業別組合をベースとして

おり、過去20年間、経営者主導の協調的労使関

10
労使関係と労動組 係が維持されてきた。組合組織率は低落：傾向にあ

驍ｪ、昭和62年秋、労働界の大同団結に向けて
同　上

「連合」が発足した。労働組合の活性化と交渉力
の回復につながるか注目される。

わが国には労働者重役制のような制度こそない
が、労使協議制が普及し、小集団活動など職場で

11 経　　営　参　加
の労働者の参加も活発であり、経営参加の先進国
ｾと言えよう。産業民主主義の推進と職場の活性 同　上

化に向けて経営参加の深耕がのぞまれる。

女性の職場進出はめざましい。勤続は伸び、就
業意欲は向上しているが、管理職の地位にある女

12 男女雇用平等
性は非常に少ない。雇用における男女差別を廃止
ｵ、平等な扱いを促進するための雇用機会均等法 同　上

が施行され、新たな段階に入った。今後の動きが
注目される。

日本の人口は今後長期間にわたり高齢化がハイ

ピッチで進む。当面60歳、更に65歳への定年延

13 高齢化と人材管理 長、ピラミッド型の人口構成を前提にした年功制
xの大幅修正、退職金・年金制度の再検討、従業

同　上

員の高齢化に対応した職務設計と仕事の再配分な
ど課題は多い。

経営戦略の優劣が問われる時代になって、経営
戦略と人材計画の連動が必要になっている。戦略

14 経営戦略と人材 課題の中で研究開発と新規事業開発は最も重要な
烽ﾌである。それを担い、成功さぜる革新的な人

同　上

材をいかに育成し、評価し、報いるべきか重要な
検討課題である。

日本企業の国際化・グローバル化が進行してい

る。海外での生産・販売・経営を担う人材の育成

15 国際化と入材
本社での外国人の雇用、国境を超えた人材の再配
u、世界的視野にたった人事・労務政策の再検討

同　上

など、国際化時代の人材管理の新たな課題は多い。
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　　　　　　　　　　　＝労働経済学＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：古郡三子（明海大学教授）〕

全体のねらい

　このコースではまず労働力の供給、需要、賃金決定のメカニズムに関する近代経済学の基礎理論を
学ぶ。

　次に、現実の経済と労働市場に目をむけて、労働市場で実際に生じている諸問題を経済理論と結び
つけて考える。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 労働力の構造と変動

入口と労働力率

J働力率の推移
J働力の中高年齢化

J働時間
J働の質

古　都　団子
i明海大学教授）

2 労働力の供給

労働と余暇の選択

J働供給のタイプ

o験的観察
ﾐ会全体の労働供給

J働時間短縮の雇用効果

同　　上

3 家計の労働供給

経済主体としての家計

i気変動と労働供給
o験的観察
ﾅ制と労働供給

同　　上

4 労働力の需要

労働の限界生産力

驪ﾆの労働需要

Y業の労働需要
J働力需給の動向

同　　上

5 技術革新と労働需要

資本と労働の代替

Z術進歩と雇用変化

}イクロエレクトbニクスと雇用問題

潤[クシェアリング

同　　上

6 労働市場と賃金決定

賃金決定の理論

J働市場の均衡

Z術者の不足
ﾀ金決定の制度要因

ﾀ金決定の実情

同　　上

7 賃金と入的資本

経済成長と人的資本

w校教育投資

E場訓練（OJT）
ﾁ殊訓練と内部労働市場

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

失業の概念

失業のタイプ

8 失　　　　　　業 失業と欠損の関係 古　都靹　子
労働市場の構造変化

労働市場のストックとフローモデル

失業の潜在化

9
潜在失業と不完全

A業

不完全就業の理論

s完全就業の実態

�ﾝ失業者の測定

同　　上

労働組合の機能と形態

日本の労働組合の組織状況

10 労働市場と労働組合 団体交渉 同　　上

労働争議の経済モデル

ストライキの発生状況

賃金格差の形成要因

企業内賃金格差

11 賃　金　格　差 企業間賃金格差 同　　上

差別の概念

差別の実態

12 労働市場と男女差別 差別の経済理論（性の経済学） 同　　上

女子労働の将来

労働移動

13
労働力の移動と労

ｭ市場

職さがしの理論

坙{の労働市場と労働移動

｡後の労働移動

同　　上

ケインズによる失業と完全雇用

14
マクロ経済におけ

髦J働

労働分配率とその実態

tィリップス曲線 同　　上

実質賃金の上昇

所得分布

15 経済発展と労働 経済成長と就業構造の変化 同　　上

高齢化社会の雇用問題
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＝企業と会計1　ニ（TV）
管　理　会　計

〔主任講師　西澤　脩（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　企業会計には、財務会計と管理会計の二大領域がある。財務会計は、財務諸表を作成し、企業外部

の利害関係者に報告することを目的とするのに対し、管理会計は、企業内部の経営者や管理者に：必要

な会計情報を提供することを目的としている。このような管理会計の全領域にわたって最新の原理と

技法について論述する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 管理会計の意義

　管理会計は、経営管理者が経営計画を設定し
ｽり経営統制を実施するのに有用な会計情報を
?ｬし提供することを使命としている。このた
ﾟ、会計法規や貸借理論に：は必ずしも拘束され
ｸ、経営管理に最も役立つ会計が最善とされ、
s断に進歩・改善が図られてゆく。

西　澤　　　脩

i早稲田大学教授）

2 経営分析と経営比較

管理会計は、企業の現状分析から着手される。
ｻの用具が経営分析で、その中心は財務諸表分
ﾍである。損益計算書や貸借対照表を分析し、
o営成績や財政状態を診断するには、まず各種
ﾌ経営比率を算定し（経営分析）、次に：標準値
竭O期実績と比較する（経営比較》。

同　　上

3 利益計画の設定

　経営分析・比較の結果を参照して、次期に澄
ｯる目標利益を決定し、それを実現するための
э纃bﾆ費用の大枠を見積る。これが利益計画
ﾌ設定である。ここでは、費用を変動費と固定
?ﾉ：分解した後、図表や算式を使用して、費用・
э縺E利益の相関分析を行なう。

同　　上

4 資金計画の設定

　利益計画が設定できれば、その資金面の裏付
ｯを行なうため資金計画を設定する。資金の中
Sは現金資金であり、月次の資金繰計画を設定
ｷる。さらに運転資金の年間計画を設定するた
ﾟ、資金運用表を作成し、運転資金の調達源泉
ﾆ運用先及び増減額を明示する。

同　　上．

5 予算管理の新展開

　利益計画と資金計画が設定できれば、それに
薰ﾃいて詳細な企業予算を編成し、その実現に：
wめる。これが予算管理である。旧来の予算統
ｧでは、差異分析による責任追求を偏重』たが
ﾟ代予算管理では、予算目標達成の動機っけを
d視することが肝要である。

同　　上

6
設備投資の経済性

v算

　経常予算のほか資本予算も編成される。資本
¥算の焦点は設備投資の経済性計算：であり、十
ｪな経済性を確認した上で設備投資を決定すべ
ｫである。経済性計算では、特定の投資だけを
ﾎ象とし、全耐用期間中の現金流入額を割引計
Zする手続が新たに：必要となる。

同　　上

7 在庫管理の諸方法

　設備投資と並んで重要なのが在庫投資である・
ﾝ庫投資の管理に当たっては、棚卸しを行なっ
ﾄ、在庫の推移と有高を把握する・次いでAB
b分析を試み、A在庫には経済的発注数量や発
酷_を設定し、科学的に管理するがC在庫の管
揩ﾍ割愛する方が経済的となる。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 販売業積の評価法

　販売業績は、売上高の多寡ではなく販売利益の大小で測定し評価すべきである。そのためには、販売費分析を試み、製品や地域毎に売上総利益から販売費を控除して貢献差益を算出する。このような貢献差益法を使用すると、従来の純利益法の欠陥を排除できる。

西　澤　　　脩

9 研究開発費の管理

　新製品販売によって企業成長を図るには、研究開発を重視しその管理を徹底させるべきである。そのためには、研究開発の原価計算によって研究開発費の実態を把握した後、研究プロジェクト別に計画設定と予算管理を試み、最後に

?p効果分析でその効率を測定する。

同　　上

10 製造原価の管理

　製造原価を管理しその削減に当たるには、製造原価計算：の徹底が前提となる。原価管理を推進するには、実際原価計算のほか、標準原価計算、直接原価計算、標準直接原価計算が必要となる。その外、特殊原価調査によるコストダウンもぜひ推進すべきである。

同　　上

11 物流費の管理

　コストダウンの宝庫として、近年物流費の削減が社会的関心を集めている。輸送費や保管費などの物流費に対して、原価計算や予算管理や

ﾌ算分析を適用すると、大幅な原価削減が可能と＝なる。その結果、売上高を急増させたのと同一一の利益効果が実現できる。 同　　上

12
生産性分析と成果

ｪ配

　投入と産出の比が生産性である。産出を付加価値で測定し、投入を人数で把握すると労働生産性が判明する。生産性が向上し、付加価値が増加すれば、その成果を関係者に分配すべきである。特にラッカープランを活用すると、生産性向上の意欲を高めることができる。

同　　上

13
ゼ・ベース予算の

ｱ入

　低成長時代の管理方式として、ゼロベース予算（ZBB）が登場した6従来の既得権主義による弊害を打破し、グランドゼロから予算を編成する方式がこれである。ZBBを導入するとゼロ思考による経営革新が断行でき、マンネリ経営を排除ずることができる。

同　　上

14
事業部制による利

v管理

　分権管理の完成形態として、事業部制が開発され実践されている。事業部を「会社の中の会社」として利益管理を行なうには、事業部制会計を導入し、事業部利益の形で業績を評価すべ

ｫである。そのため、新しい利益管理技法を開発し採用することが必要となる。

同　　上

15 これからの管理会計

　果左して管理会計は、21世紀に向ってどのように発展してゆくだろうか。管理会計と隣接諸学との学際研究が強力に展開されることは疑いない。回報会計、意思決定会計、人的会計などがそれであるが、最も注目されるのは行動会計一特に動機づけ会計であろう。

同　　上
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　　　　　　　　　　　　＝企業と会計皿＝（R）
　　　　　　　　　　　　　　　　税　務　会　計

　　　　　　　　　　〔主任講師：富岡幸雄（中央大学教授）〕

全体のねらい
　企業の会計には、財務会計と管理会計のほかに、税務会計がある。企業の税務会計は、課税の基準

となる課税所得の計算、課税財産の評価を目的としている。この税務会計の仕組みと体系を、企業の

組織形態と経営行動の実際に即応しながら具体的に論述する。その際に、企業の合理的な税務対策へ

の役立ちをも配慮していきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

企業経営と税金問
闊齔ﾅ務会計の意
`と役割一

　企業の経営において税金を無視することがで
Fないともに、我が国の企業経理の実際は、税法

K定や税務上の取扱から大きな影響を受けてい
驕B税金の意味と種類、企業の経営形態と所得
ﾛ税の態様、法人税制の仕組み、企業経理と課
ﾅ所得の計算の関係等を説明する。

富　岡　幸雄
i中央大学教授）

2 営業活動と税務

　企業の主たる経営活動である販売・請負・役
ｱ提供により獲得される収益の計上の仕方につ
ｫ、それぞれの取引形態に区分して解明する。
?株ﾌ売・延払条件付販売、建設請負、不動産
ﾌ仲介斡旋報酬、技術役務の提供報酬等につい

ﾄは、特別な税務上の取扱がある。

同　上

3 財務活動と税務

　企業の本業以外の活動である証券投資・金融
且早E不動産投資等による収益の計上が問題に
ﾈる。株式投資の法人間配当の無税をはじめ、
ﾝ付金利子、固定資産譲渡益、受贈益、債務免
怏v、受取保険金、還付金収入等については、
ﾛ税上、特別な取扱がある。

同　上

4 在庫投資と税務

　企業の在庫投資である商品・製品など棚卸資
Yの経理は課税上重要である。商品・原材料等
ﾌ購入品の取得価額、製品　半製品・仕掛品等
ﾌ生産品の製造原価による取得価額の決定、売
繻ｴ価を計算するための在庫品の期末決算評価
ﾌ仕方が問題となる。

同　上

5 設備投資と税務

　企業の設備投資である土地・建物・機械装置
ﾈど固定資産の経理も課税上重要である。固定
綜Yの取得価額：の決定、修理・改良等の支出の

?掾A通常の減価償却費の計算のほか、特別償
pや投資税額控除など投資減税、特別の場合に
ﾍ圧縮記帳の経理処理がある。

同　上

6 人事給与費と税務

　企業の止出する給与は、受給者の身分・給与
ﾌ支給形態・経理方法により課税上の取扱が異
ﾈる。役員報酬・従業員給料、役員賞与・兼務
��ﾜ与・従業員賞与、役員退職給与・従業員
ﾞ職給与のほか、退：職金共済、退職年金ととも

ﾉ、福利厚生費の解明が必要である。

同　上

7 販売促進費と税務

　企業の支出する販売関係費は、その支出の態
l、支出の基準、経理方法により課税上の取扱
ｪ異なる。売上割戻し・広告宣伝費・景品費・
ﾌ売奨励金・情報提供料・現地案内費・諸種の
?c費と、課税対象となる交際費とを区分する
ｱとが重要となっている。

同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　，容 担当講師
i所属・氏名）

8 特殊諸経費と税務

　企業が支出し又は負担するもののうち、損金
v上の時期・限度・制限につき多様なルールの
ｶ在する項目がある。試験研究費・開発費、新
粕ｭ行費・社債発行費、営業権の取得費、貸倒
ｹ失、寄付金、租税公課、各種保険料、海外渡
q費、損害賠償金等である。

富　岡　幸　雄

9 引当金設定と税務

　企業は適正な期間費用を計算するため見積将
??pを引当金として設定する。税法が損金設
閧�Fめているのは貸倒引当金、返品調整引当
焉A賞与引当金、退職給与引当金、特別修繕引
幕焉A製品保証等引当金である。ほかに、特別
ﾈものに価格変動準備金等がある。

同　上

10 関係会社と税務

　企業経営の発展は、その組織形態として、親
q会社・系列会社・グループ会社を形成してい
驕Bこの関係グループ会社間には、特有な取引
竡走{取引があり、金銭・減価償却資産・土地
凾ﾌ賃貸借、人件費・管理費等の経費分担等を
ﾟぐる特殊な税務問題がある。

同　上

11 国際活動と税務

　経済の国際化の進展と国際的事業活動の拡大
ﾉよる国際税務問題が重大化している。海外に
i出している日本企業に対する国際二重課税の
r除、日本に進出している外国企業に対する課
ﾅ、タックス・ヘイブンやトランスファー・プ
宴Cシィングの規制問題がある。

同　上

12 同：族会社と税務

　少数の大株主により経営が支配されている同
ｰ会社はオーナー型企業が多い。この同族会社
ﾉは、留保金課税・行為計算：の否認・特別取扱

求[ルがある。会社役員間の金銭貸借、土地建
ｨの貸借・売買など、課税上、問題となり特別
ﾉ留意を要する課題が多い。

同　上

13 個人企業と税務

　個人企業は事業所得に所得税が課税される。
幕ﾆ所得の計算：は、収入金額・必要経費とも法

l企業とは異なっている。正確な記帳に基づく
ｽ実な申告納税をする青色申告制度の精神と要

潤E特典、みなし法人課税制度の仕組み・課税
繧ﾌ理解が必要である。

同　上

14 事業承継と税務

　オーナー型企業の経営者の世代交代期を迎え
驪ﾆ相続に対する相続税が深刻な問題となって
｢る。事業承継税制の創設による中小企業の相
ｱ税制の改善がなされ同族会社の株式評価方法・
ﾂ人の小規模宅地評価が改正された。取引相場
ﾌない株式の評価が重要である。

同　上

15
企業税制の改革問
闊黷ｱれからの税
ｱ会計の課題』

　現行の税制・税務会計制度の問題点と改革課
閧�lえる。現行の法人税制とその問題点、企
ﾆの経済的実態に適合するように法人税制を改
F記し中小企業税制と大企業税制の区分構築、税

ｱ会計制度の見直しによるタックス　エロージ
㏍刀i課税の侵食化）の解消をめざす。

同　上
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＝マーケティング論＝（TV）

〔主任講師：八巻俊雄（東京経済大学教授）〕

全体のねらい
　マーケティングはマーケット（市場）をつくるということばから発生した企業経営の考え方である・

需要のつかみきれなくなった大恐慌以後が特に関心を集めた。その基本的考え方は消費者志向というこ

とである。それまでの企業志向の考え方と180度異なる。本講では日本企業のマーケティングの実践を

紹介しながら理論的理解も深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

マーケティングの基本的考え方は消費者志向

1
マーケティングと

ﾍ何か

（Cons㎜er　Oriented）ということである。消費

ﾒ志向はただ消費者に頭を下げ、お世辞をいうこ

ﾆではない。それが企業者志向とどう違うかをま

　八巻　俊　雄
i東京経済大学教授）

ず事例をまじえて説明する。

マーケティングは需要を上回る供給体制となつ

企業競争とマーケ た資本主義社会の成熟期に生まれた。企業競争も

2 テイング及びマー 価格競争から非価格競争へ移り、またマス・メデ 同　上

ケティング理論史 イアの発達もあって、セールス中心の売り方から

広告へ重点を移しつつある。

このところ需要は高度化し、つかみにくくなつ

3

マーケティング戦略、

s場細分化と戦略

ている。消費者研究を進めていくと市場は限りな
ｭ細分化されていく。地理的、人口学的、経済学
I、社会学的さらに心理学的に細分し、どこに自

同　上

ドメインの決定 社、及び自社製品を位置づけるか、戦略ドメイン

の決定をどうするか。

消費者志向の第一歩は需要予測である。マーケ
ティングのスタート時は心理学が使われ、次いで

4
需要予測と消費者

s動

社会学、文化人類学、意味論なども応用されるよ
､になった。コンピュータ利用で、需要予測は大
ｪかりになり、またこまめになっている。実例に

同　上

即した需要予測を紹介。

需要予測にもとづいた製品づくり、次いで商品
開発について解説する。需要予測から想定される

5
製品開発から商品

J発まで

商品を500とすると、このうちテスト・マーケテ
Bングに回る商品が100で実際に売り出される商
iは10という。製品計画と商品化とは異なる点

’　　同　上

も理解してほしい◎

マーケティング戦力には価格、商品、流通、プ
ロモーション、セールス、SP、広告などがある。

6
マーケティング戦

ﾍとその配分

各戦力の力を説明し、その配分をどうするか。商品
ﾌライフサイクルによって、競争条件によって各

同　上

戦力の配分は変わってこよう。

価格を決める要因は涼価と需給関係できめる。
その兼ね合いに苦心する。原価以下では利潤が出

7 価　格　決　定
ない。かといって消費者意識で高いと思われるよ

､な価格では売れない。短時日で原価を回収する
同　上

か長期間で回収するかによっても価格の決定は変

化する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

直販組織を使えればそれにこしたことはない。

しかし、これには多額な費用がかかり、販売店が

8 流　通　戦　　略
利益を確保できるかがかぎを握っている。合販組
Dではどう自社製品のシエアをふやすかがかぎを 八巻　俊雄
握っている。いずれにしてもその維持、拡大をど
うするかが問題である。

マーケティング戦力の中で最も古くから存在し、
かつ基本をなす戦力である。セールスマン配置、

セールスマン活動 管理とセールスマン活動とに分かれる。セールス
9

の人間関係学 マン活動の基本は人間関係である。初めての顧客 同　上

を百年の知己にしてしまう技術は一流広覧ールスマ
ンの秘伝でもある。

マーケティング戦力の中で人間（セールス）と
物（広告）の中間にあって、強力な役割を果たす

10 SP．　イベント
活動がSP（セールスプロモーション）である。
ｨまけ（プレミアム）サンプリング作戦、マネキ 同　上

ン、展示会、見本市など豊：富な手段が使われてい
る。

広告はターゲヅト（対象）をきめてからスター
トする。ターゲヅトに向けて商品の持っているコ

11
広告、クリエイテ

Bブと媒体選択
ンセプトをどう伝えていくかが基本である。伝え
骼闥iは媒体が担う。これにはマス媒体からミニ 同　上

媒体まで多様である。

マーケティングは顧客志向の経営である。商品

を売ったあとどう顧客のロイヤリティを保持して

12
顧客管理とアフタ

[ー Tー・ビス

いくかが問題である。耐久財と包装商品でぽ対応
�ｪ異なるが、それだれ基本は顧客志向というこ 同　上

とである。

』

以上のようなマーケティングを展開するうえに
どのような社内外の組織を作っていったらよいか。

13
マーケティング組

Dと人材
販売会社をメーカーと同一にした場合の利害得失、

?﨑薄蛯ﾆ営業部門のウエイトは、また営業部門 同　上

は商品別か顧客別かなどを検討する。

マーケティング活動はシェア拡大を目ざす経済
行動でもある。したがってマーケティング活動は

14 マーケティング法
独占禁止法、その下部法の景品と表示に関する法
･の規制を受ける。ほかに特許法、商標法、ある 同　上

いは業界ごとに配慮しなければならない法規制、
自主規制がある。

エレクトロニクスとコンピュータの発達によっ
て、消費者をとらえる方法、これにアプローチす

15
マーケティングの

V潮流
る方法も大がかりになった。このためのデータ・
xースの利用、処理技術など、各項でふれられな 同　上

，かった問題についてふれる。ほかに無店舗販売、
寸

ニューメディアを扱う。
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＝経営組織論＝（R）
〔主任講師：森本三男（青山学院大学教授）〕

全体のねらい

　経営組織の構造と行動に関する諸問題を理解してもらうよう努める。全体の前半部分は主として理

論的命題の説明に充当し、後半部分は主として実践的課題の分析に向けている。現代が組織社会であ

ることに留意することとともに、組織が変動する環境に主体的に適応する動態的システムであること
を重視する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 経営組織の意義

個人ど協働

ｦ働システムと組織
o営と経営組織
o営組織の3要素
R要素と組織の諸問題領域
g織の環境適応

　森本　三　男
i青山学院大学教授）

2
経営組織論の発展

ﾆ系譜

理論展開の潮流

e種の組織理論（1）一古典的組織論

e種の組織理論（2）一人間関係論

e種の組織理論（3）一現代組織論

e種組織論の分類

同　　上

3
経営組織の構造（1）

@　一設計原理

組織構造の意義と次元

g織原則（1）一課業分担の設計原理

g織原則（2）一伝達システムの設計原理

g織原則に対する批判

g織原則から組織戦略へ

同　　上

4
、経営組織の構造（2）

@　　一一一組織形態

組織単位と組織形態

o営組織におけるラインとスタッフ

g織形態の発展的分類

e種組織形態の特質

ｻ実の組織形態

同　　上

5 経営組織の行動

組織行動の意義

ﾓ思決定
梶[ダーシップ

g織影響力
挙｡とその解決

同　　上

6 経営組織と環境

外界と環境

g織環境の構成要因と構造

ﾂ境主体の重要性
ﾂ境適応行動め特質

同　　上

7 経営組織の有効性

組織有効性の意義と展開

g織有効性の目標モデル
g織有効性のシステム・モデル
g織有効性と組織開発
坙{における組織開発
g織開発から創造性開発へ

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 経営組織の成長

組織成長の意義
g織成長の規模的接近
g織成長と組織学習
g織成長の細胞分裂モデル
g織成長の構造均衡モデノしく1）
g織成長の構造均衡：モデル（2）

g織成長の変容モデル　　組織成長の鬼火モデル

森　本　三　男

9 経営の組織戦略

経営組織と戦略

o営戦略と組織構造
ﾝ計戦略（1）一技術と組織構造
ﾝ計戦略（2）一規模と組織構造
g織間関係戦略
搓㊨ｻ戦略

同　　上

10 経営組織の環境適応

組織環境の変化の様相

nAと経営組織
﨣�vロセッシング・アプローチ
g織内灘制度の変：革

Lャリア開発

同　　上

11 経営組織の中枢機能

組織の中枢機能

o営者組織としての取締役会

o営執行委員会㈱と常務会㈹

{社の機能と組織

､究開発組織

同　　上

12 経営組織の動態化

組織動態化の意義

g織の簡素化一一一課制廃止

g織の弾力化一プロジェクト組織
g織の多元化一マトリックス組織

同　　上

13 経営組織の人間化

組織の非人鉱化現象

E務設計の人間化（1）一職務拡大

E務設計の人間化②一職務充実
ｬ集団活動
ﾓ思決定参加

同　　上

14 経営組織の国際比較

国際比較の意義と方法
關ｫ的差異分析による国際比較
蜉ﾏ的測定手段による国際比較
q観的測定手段による国際比較
＆ﾕ理論の命題による国際比較
麹∮I国際比較

同　　上

15 経営組織の国際化

経営の国際化と組織問題

総ﾛ化による組織構造の変容

Oローバル構造と経挙焼略

坙{的組織特性

坙{的経営の海外移植

同　　上
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＝経　　営 科 学＝（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：大澤　豊（摂南大学教授）〕

全体のねらい
　企業が生産、販売、財務などのそれぞれの領域において合理的な意思決定をしょうとすれば、企業

経営を取りまく経済環境をはじめ、その決定に影響を与えるさまざまな要因を分析し、それらを表現

する数量的なモデルを構築し、その上でいろいろな代案を検討することが必要である。この種のモデ

ルがどのように役立つかを、数値例を使って、実際に電卓などを利用して計算しながら、具体的に議

論していきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
企業経営における

ﾓ思決定の科学

　「経営科学」という言葉は、一般にはオペレー

Vョンズ・リサーチ（OR）と同義語として扱われ
驍ｱとが多い。本書では企業行動の経済分析も含
ﾟて、企業経営における意思決定の経済的側面に
d点をおいたモデルに焦点を合わせ、数値例を実
ﾛに計算しながら理解していく。

大　澤　　　豊：．

i摂南大学教授）．

2
企業活動の経済モ

fル

　いく種類かの生産要素を結合することによって
ｻ品が生産され、市場に供給されていく。企業活
ｮを経済学的立場から考察する上でのもっとも単
ラｻされたモデルをとりあげ、そこに含まれる基
{的な：概念を明らかにする。そして利潤最大化の

ｽめの「限界分析」を検討する。

同　　上

3 生：産関数と資金制約

　生産関数が与えられれば、いろいろな生産量に
ﾎ応して最適な生産要素の投入量がきまる。実証
ｪ析でしばしば使われるコブ・ダグラス型の生産
ﾖ数を導入し、その場合の費用関数を数値例によ
ﾁて計算する。さらに：資金制約がある場合につい

ﾄの最適政策を考える。

同　　上

4 広告と研究開発

　需要関数に価格だけではなく、広告費の支出に
謔驩e響をも含めてモデル化することも可能であ
驕B広告投資により製品の差別化を図り、あるい
ﾍ研究開発投資によりコスト・ダウンを図ること
ﾍ、企業が需要関数や費用関数を自社に有利にな

驍謔､に制御するための行動である。

同　　上

5 企業の経営方程式

　経営方程式とは、企業が総資産回転率、内部留

ﾛ比率、売上高成長率、資本金比率についてある
齟閧ﾌ経営政策を継続的に採用したときの、その
驪ﾆの自己資本比率を与える関係式である。これ
ﾉより長期経営計画立案に際しての変数間の整合
ｫをみることが可能である。

同　　上・

6

線形計画法1一線形計画モデ

@　ルの構成

現実の姿を数量的モデルとして表現しようとす
驍ﾆき、いくつかの仮定をおいた上でモデルがつ
ｭられることになる。線形計画モデルの前提を示
ｵ、図に：よる解法を説明する。

．　小　山　昭　雄

i学習院大学教授）

7
線形計画法豆
鼈鼬v算による解法

線形計画問題の基本的な解法である単体法の考
ｦ方を数値例によって示す。それが単体表とよば
黷骭v算表で計算されることを説明する。

同　　上
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回 テ　了一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

与えられた問題に双対問題とよばれる別の問題

線形計画法皿 を結びつけ、両者の間の関係を説明し、双対問題

8 一一 o対性とその のもつ意味を考える。 小　山　昭　雄
意味

線形計画問題の1つの特殊なケースである輸送

線形計画法IV
問題について、その定式化の仕方と解法を説明す

9
一輸送問題

る。 同　　上

競争条件下での利害の対立する状況を分析する

ゲームの理論1 ために、どのようなモデノレ化が可能であるかを考

10 一ゲームの一般 える。 同　　上

的構造

もっとも基本的なゼロ和2人ゲームについて、

ゲームの理論丑 合理性の判断基準をどのように選ぶべきかを考え、

11 一ゼロ和2入ゲ その基準のもとでどのような帰結が得られる・かを 同　　上

一ム
示す。

環境条件に不確実性が存在する場合、そのもと

ベイズ決定理論1L ・での行動基準はどのように選ばれるべきかを考え

12 一斗確実な条件 る。 同　　上

下での意思決定

環境条件にかかわる情報が新たに追加されると

ベイズ決定理論皿 き、その情報がどれだけの価値をもつと評価され

13 一情報のもつ るべきかを考える。 同　　上

価値の評価

いろいろなタイプのシミュレーションの技法の
適用領域を分類した上そ、モンテ・カルロ法の応

14
シミ』．レーション1

黹c塔e・カルロ法

用例について自分で計算することを試みる。円周
ｦを導出するための計算と待ち行列のシミュレー
Vョンの問題をとりあげる。

大　澤　　　豊：

企業、産業あるいは一国の経済など、社会シス

15・

シミュレーション皿

pシステム・

テムの機能を記述し、分析する目的で、システム・

_イナミックスどよばれる手法が登場してきたQ
ﾈ単な在庫管理システ云を例に、どのような考え

同　　‘上

ダイナミックス 方でモデル化が行なわれるかを理解することを試
みる。
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＝生産管理＝（TV）
主任講師 秋庭雅夫（東京工業大学教授）

横山雅夫（福島大学助教授）

全体のねらい

　生産に当たって、市場の要求に適合する製品の産出、材料・動力・設備などの効果的な活用、作業

者の人間性尊重などの課題に：応え、また自動化にも対応できるように、生産とその管理活動の体系を

適切に計画し運用していく考え方、技法を説く。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生産管理の体系

　生産とは何か。基本的な生産の見方である過
�i資材調達、工程稼働、製品産出）、特性
i質、数量、時間、金額）、段階（企画、設計、
v画、作業、統制）の各概念を説明し、それら

　秋庭　雅夫
i東京工業大学教授）

@横山　雅夫
を組み合わせて体系的に生産活動をとらえ管理 （福島大学助教授）
していく考え方と仕組みを示す。

生産活動の体系に基づいて各種の生産方式を

区分する考え方を示し、それぞれの生産方式に

2 生　産　方　　式 ついて管理上の特徴を説く。さらに、これから 秋庭雅夫
生産方式がどのように移り変わっていくのか、

その趨勢と現在の課題を示す。

市場の品質に対する要求を技術的、統計的に
分析し、製品に何が期待されているのかを導き

3 製品企画と品質管理
出す製品企画の方式とその結果を示す。さらに、
ｻのような品：質の製品をどのように造り出して

同　　　上

いくのか、品質管理の基本と管理図法および抜
取検査の考え方、手法を示す。

工程図記号と、・それに基づく各種工程図（工

程計画図、工程分析図）の作り方を説明し、こ

4 工　程　分　　析 れを生産工程の分析、設計、改善にどのように 同　　　上

活用するのか、その方法を示す。

適切な作業方法を設計するための動作分析お
謔ﾑ作業分析など方法技術と動作経済の原則、 秋庭　雅夫

5 作　業　管　理
標準作業時間を設定するための既定時間法およ

Cび標準資料法など作業測定、それらに関連して
木村　敏　郎
iIE・生産管理

複式活動分析の考え方と活用の仕方を示す。 事務所長）

生産計画における意思決定問題について線形

計三法によるモデル化を取り上げ、具体的解法

6 生巳産　計　　画 として図式解法およびシンプレックス法の仕組 横　山　雅夫
みと解の求め方について示す。

複数の仕事をいくつかの機械で処理するとき

7
日程計画　1
iジョブ・シヨツ

v・タイプ）

の日程計画のたて方について説明する。そのさ

｢に用いられるガント・チャートにより日程問

閧ﾌ意味を説明し、またジョンソンおよびペト

鴻tの解法を示す。

秋庭雅夫
｡　山　雅夫
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

プロジェクトに含まれる仕事の順序関係が与

日　程計画　2 えられたときに進度管理を行う手法としてPE

8 （プロジェクト・
RT・CPMを取り上げ、アロー・ダイヤグラム、
咊�v算、クリティカル・パス、入員配置、3

秋　庭雅　夫

｡　山雅夫
タイプ） 点見積り、時間短縮に関する方法とその意味を

説明する。

流れ作業において、作業負荷を平準化、効率

化するためのライン・バランシングの基本につ

9 ライン●バランシング いて説く。また、ライン編成効率、山崩しの考 秋庭雅夫
え方とともに、列挙消去法および位置重みづけ

法による解き方を示す。

設置された設備能力と到着した仕事の状況か

ら、その処理と待ちとの関係をモデル化し、そ

10 設備能力の決定 の一般化を図る。さらに設置能力の水：準が仕事 同　　　上

の待ちに与える影響をモンテカルロ・シミュレ

一ションによって分析する方法を示す。

資材調達に関する各種発注方式および経済的

発注数量の考え方と決め方について示し、それ

11 資　材　調　達 と関連して、在庫されている理由を体系的に明 同　　　上

らかにして在庫ゼロ方式への取り組み方を説く。

また、外注とその目的について考える。

生産、流通を多段階からなる品物の流れとし
てとらえると、小売店での需要があるからこそ

12
多段階の生産・流

ﾊ計画

生産が必要になってくるというように、各段階
ﾅの品物の流れは互いに従属している。生産・
ｬ通計画を効率的に行うためには、その従属性

　圓　川　隆夫

i東京工業大学教授）

に着目した概念が不可欠であり、それに基づく
計画方式・環境条件について説く。

コンピュータを利用して行う作業に対する問

13 コンピュータ労働科

題点、要因およびマンーマシン・システム実現

ﾌ方法を説明する。さらに、このようなコンピ

?[ ^作業を設計・管理するための方法として、

　伊藤　謙　治
i東京工業大学助手）

コンピュータ労働科学の活用の仕方を示す。

生産合理化の総合目標を設定し、その目標を

生産各部門に重点的に展開して具体的な個別目

14 生産合理化 標を決め、そのための施策を生産活動全般にわ 秋庭　雅夫
たって求め、生産性を体系的に向上させていく

取り組み方を示す。

生産自動化の傾向と、トランスファ方式およ

ぴ群管理方式における自動化への取り組み方な 秋　庭　雅　夫

15 生産　自　動　化 らびに自動化機器とその活用について示す。さ 下　地　脩　亮

らに自動化の経営に与える影響とそこでの問題 （㈱未廣技研）

点について説く。
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＝経営分析と財務管理＝（R）

〔主任講師：小林靖雄（元放送大学副学長）〕

全体のねらい
　企業の資本調達および運用の管理という広い立場で財務管理を扱う。経営分析についてもこの財務

管理との関連で考察する。基礎的、原理的考察を中心とするが、随所で、日本の企業の財務問題にも
ふれて説明する。本科目の履修には、会計学に関する基礎知識をもっていることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

財務管理には、資本調達および処分という財務
活動の管理という狭い解釈と、資本運用全体にわ
たる管理という広い解釈があるが、本講義では両

1
財務管理の意義と

o営分析

者を総合して財務管理とする。その場合、内部管
摶ﾚ的の経営分析はその一部分となる。なお近年
ﾌ財務的意思決定を中心とする新しい財務管理の

小林靖雄
i元放送大学副学長）

研究もとり込んで説明し、またわが国企業の財務
構成の特徴を、製造業と卸売・小売業とについて
概観する。

2
企業財務の基本原

･

　企業財務に関する古典的原則を、財務流動性
i財務均衡）の原則、財務安全性の原則、財務経
ﾏ性の原則について説明し、そのうち財務安全性

同　　上

と財務経済性の要求との調整について、資本コス
gと財務危険との調整として論ずる。

，

株式会社企業における長期資本の調達について、

株式、社債、長期借入金による資本調達に：つき、

3 長期資本の調達 その内容を説明する。 同　　上

短期資本の調達について、まず正味運転資本の

4
短期資本の調達と

窓煬Jり

概念を説明し、ついで短期借入金、買掛金、その

ｼの短期負債による資本調達を説明する。さらに
窓燉¥算の編成および資金運用表に：ついて概説す

同　　上

る。

内部資本調達としては、留保利益と毎期の減価

償却費が主要なものであるが、特に減価償却費に

5 内部資本調達 相当する部分の資金化とその設備投資への充当に： 同　　上

よる“ローマン・ルフチ効果”について、その内

容を説明する。

資金が時間的価値を持つ理由を述べ、現在価値

6 資金の時間的価値

と二時価値の計算：方法を述べる。ついで、資金の

ｬれの時間的調整を行う方法を取り上げ、この資

烽ﾌ流れが無限に続く場合を取り上げる。

　古　川　浩一
i東京工業大学助教授）

確実性の状況の下での設備投資の経済的評価の

：方法として、原価比較法、会計的利益率法、回収

7
設備投資の意思決

閨iD

期間法、現在価値法、内部収益率法、収益性指標

@の算定方法を取り上げる。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
設備投資の意思決
閨i2）

　設備投資は、その結果を必ずしもはっきり経済
Iに評価しにくい問題をもっている。そこで、不
m実性と関連をもつ回収期間法を再検討し、リス
Nに関連する情報を設備投資の評価の中にどのよ
､に取り入れるかを検討し、予算制約がある場合の問題を取り上げる。最後に、設備投資のもつ戦

ｪ的な意味を検討する。

古　川　浩一

9
経営分析の意義と

ｭ展

　経営分析の発展を概観し、その進め方を述べる。

ｻして、経営分析の重要な資料である貸借対照表
ﾆ損益計算書とについて、その、基本的な特性を検

｢する。

同　　上

10
収益性と生産性分

ﾍ

　企業の収益性を分析するために、各種：の売上高

?v率の求め方と意味を取り上げ、ついで各種の

走{利益率の求め方と意味を述べる。また、生産

ｫ分析の方法を述べる。これらの方法はわが国の
送ｿを用いて説明される。’

同　　上

11
財務流動性と安全

ｫ分析

　企業の支払能力を短期流動性と長期流動性ない

ｵ安全性の分析方法として取り上げ、各種の比率

ﾌ求め方とそれらの意味を述べる。ついで、回転

ｦと回転期間の分析方法に触れる。

同　　上

12
企業評価と資本市

　企業が資本市場でうける評価は企業の資本調達

¥力にも関連する。企業が資本市場でどのように

]価されるかを、完全市場という分析のための仮

闢Iな市場を想定して検討し、企業の資本構成が

ｻの価値にどのような関係をもつかを述べる。

同　　上

13 企業合併と財務

　企業合併は企業間の提携よりも密接な結合で、

鮪鮪ﾒ企業にメリットを与えると同時に、財務面

ﾅも難しい問題も投げかける。
村　松　司　叙

i成蹟大学教授）’

14
為替レート変動と

総ﾛ財務

今日では多くの企業が国際的活動を営み、そこ

ﾅ最初にぶつかるのが外国為替レートの変動問題

ﾅあるが、この問題をとりあげる。 同　　上

15 ﾜ　　　と　　　め

　前章までの諸考察をまとめ、特に諸外国との比

rにより、日本の企業が直面し、かつ解決すべき

燒ｱ管理上の問題点について説明し、まとめとす
驕B

小林　靖雄
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＝： 燒ｱ会計＝（TV）
〔主任講師　若杉　明（横浜国立大学教授）〕

全体のねらい

　企業の実施する会計は財務会計、管理会計および税務会計から成る。財務会計は、企業が株主や債権

者な：どの利害関係者に、受託責任等に基づいて、その経済的意思決定に役立っよう、必要な会計情報を
．測定・伝達する領域である。この財務会計の社会的意義、仕組み、原理などにつき、基礎にある考え方

にふれながら述べてゆく。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

企業の情報測定・伝達システムである企業会計

1 企業会計と会計学
がどのような性格を有し、社会的役割を果たして

｢るかについて述べ、さらに企業会計の学である

?v学の体系を明らかにして、そこにおける財務

　若　杉　　　明

i横浜国立大学教授）

会計の位置づけを行う。

財務会計は企業内容の開示制度にほかならない。

そこで開示制度を構成する商法会計および証券取

2 企業内容開示制度 引法会計に関し、その基礎原理、目的、理論的性 同　上

格などについて述べる。

企業会計が社会的制度として存在意義をもつの

は、これが種々の職能を果たしうるからである。

3 企業会計の働き そこで会計のもつ、測定、伝達、財産保全、計画 同　上

設定、業績評価、社会的統制等の各種の職能につ
いて取扱う。

財務会計は、法令に基づいて行われる制度会計

一一ﾊに認められた
を中核とする。制度会計において法令に定めのな

4
会計原則

い部分は一般に認められた会計基準に準拠するこ

ﾆになっている。そこでこの会計基準の性格、役

同　上

割り、具体的内容等について明らかにする。

財務会計において、企業の財務内容の開示は財

務諸表、すなあち貸借対照表、損益計算：書などに

5 財　務　　諸　　表 よって行われる。財務諸表の性格、役割り、体系、 同　上

限界などについて取扱う。

企業の財務報告の内容は多様であり、その1つ
の柱とレて企業の収益力の表示がある。企業の収

6
収益力の測定と損

v計算書
益力に各種の利益数値によって表される。損益計
Z書は企業利益の算定表示を順う財務表であり、 同　上

そこでこの計算表の性格構造、構成等に言及する。

損益計算書において行われる利益の計算表示は、

7
期間損益計算の構

｢と諸原則

一定の理論に基づく計算構造と計算原理に基礎づ

ｯられている。そこで利益計算構造の特質と計算

ｴ理について述べ、またこれらの原理の相互関連

同　上

にふれる。
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
財政状態の測定と

ﾝ借対照表

　企業の財務報告の柱の1つとしての企業の財政

�ﾔの測定・伝達に言及する。そしてそのための

燒ｱ表である貸借対照表の性格、＝構造、構成等に

ﾂいて明らかにする。

若　杉　　　明

9
資産の貸借対照表
ｿ額の算：定

　貸借対照表に記載される資産は、一定の評価原

･に基づいて、会計数値として表される。そこで
綜Yの評価の基本原則について述べ、さらに個々

ﾌ資産ごとの評価方式に関する商法や会計基準の

K定を解説する。

同　上

10 減　価　償　却

　固定資産は、時の経過、経営目的のための使用
凾ﾉよってその価値を次第に減少してゆく。そこ
ﾅ固定資産の取得原価は減価償却の方法によって、一定の会計期間に配分される。この減価償却の特

ｿ、具体的方法、これのもたらす効果等について
qべる。

同　上

11 繰　　延　経　　理

　会社の創立費、開業費、研究開発費などの諸支
oで相当額にのぼるものは、これをすべて当期の
?pに計上すると、当期の収益力の表示がゆがめ
轤黶fることがある。そこでこのような場合にこの
x出を資産化して、数期間に費用配分する方法が
I択＝適用される。

同　上

12 引　　当　経　　理

　将来の期において実現する費用や損失などで、

ｻの原因がそれ以前の期に生じているものについ

ﾄは、関連する期に見越計上される。このような

�膜o理とよばれる会計処理法の性格、目的、効

ﾊ等に言及する。

同　上

13 資本金と資本剰余金

　企業の元手たる資本が調達されたり、他の形態

ﾉ転換される場合の会計処理法、貸借対照表にお

ｯる表示法などについて明らかにする。具体的に

ﾍ資本金と資本剰余金をめぐる会計上の諸問題に

ﾂいて取扱う。

同　上

14 利　益　処　分

　企業の獲得した利益は、法人税等の支払い、配

幕焉A役員賞与などとして企業外に流出するが一

狽ﾍ社内に留保されて、将来の資金的必要に備え

轤黷驕Bそこで利益処分とこれに関する会計処理

ﾉ言及する。

同　上

15 財務諸表の見方

　今日の企業は個々に独立の会社がグループを形

ｬして一体となって経営活動を展開する。かかる

驪ﾆグループの財務報告のための連結財務諸表制

xにつき、その特質、計算原理、開示方法などに

ﾂいて述べる。

同　上
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　　　　　　　　　　　＝数理計画法＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）　　　　　横山雅夫（福島大学助教授）〕

全体のねらい

　数理計画法と総称されている多くの技法のうち、特に線形計画法（LP）について講述する。具体的に

は、その根源的な計算手法を解説するとともに、応用例も数多くとりあげLPの有効性を認識させる。

あわせてORや経営科学における基礎的知識の習得にも寄与しようとするものである。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

計画問題に澄ける数理的アプローチの内容を述

べるとともに数理計画法の全般を概説する。
加　瀬　滋　男

1 数理計画法概説 （放送大学教授）

若干の解説的な問題と、それらのモデルを例示

し、LP応用の可能性の大きさを説く。
横　山　雅夫

2 ：LPの具体例 （福島大学助教授）

LPの各種形式を列挙し、さらに平易な図解に
より：LPの構造に対する十分な理解を誘導する。

3 ：L　P　の　構　造 同　上

シンプレクス法の核心を成すシンプレクス表の

4
シンプレクス法

意味と作成につき基礎的概念を略記する。

同、上
〔1〕

シンプレクス法に澄ける計：算の意義と実際を詳

5
シンプレクス法

述し、シンプレクス法の理解を助ける。
同　上．

〔2〕

簡易シンプレクス法などについて略説し、場合

に澄ける解法の実際を呈示する6

6 各種の特殊解法 同　上

：LPの応用可能範囲を広げるための2段階法の

7
2段階シンプレク

根拠と手法を説き、LPの妙味を紹介する。
同　上

ス法
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

LPを効果的に活用している数社の実態を紹介 横　山　雅夫
し、LPに対する理解を深める。 高　井　英　造

8 応　　　用　　　例 （三菱石油㈱

企画二部次長）

加　瀬　滋　男

現実の問題に最適解を適用するに際し、留意す

べき若干の事項を論ずる。

9 実施上の検討〔1〕 加　瀬　滋　男

最適解そのものを再検討する方法を考察し、あ

わせてシャドウプライスを解明する。

10 実施上の検討〔2〕 同　上

問題自体のかなり大幅な変転に即応するための

便法を理論的な立場から探求する。

11 モデルの改変 同　上

双対性を介して：最大化問題と最小化問題の関連

12
双対問題と整数解
竭

を説き、計画法にも言及する。

同　上

割当問題を含む輸送問題の解法を述べ、あわせ

てネットワーク問題の概要にふれる。
13置 ﾁ殊問題の解法 同　上

石油精製問題に澄ける検討料により、シャドウ

14
企業に：澄ける数理

v画法の実際

プライスの有用性を立証する。

高　井・英造

補遺的事項ならびに数理計画法の未来像等につ
’

き、各講師がそれぞれの意見を開陳する。 加　瀬　滋　男
15 総　　　　　　　括 横　山　雅夫

高　井　英造

一494一



＝　産　業　　と　情　報　＝（R）

〔主任講師：加瀬滋男（放送大学教授）

全体のねらい

　近時企業環境の複雑化に伴い、経営に関する情報の重要性は、以前にも増して広く認識されるよう

になった。他面、情報の処理や伝達の技術も、文字どおり日進月歩の様相を呈しつつある。この時流

に沿い、企業内外の技術情報を中心に産業と情報の関連を論述する。・また随時、一般産業人の情報に

対する望ましい心構えにもふれる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 情報概論（1）
齒﨣�ﾆは何か一

情報一般、ビジネス情報についての若干の特徴

�qべ、本講義を進める上でのイメージとコンセ

塔Tスの確立を試みる。
加　瀬　滋　男

i放送大学教授）

2 情報概論②
齒﨣�?p一

　情報の探索と収集の具体的方法、収集から活用

�oて、保管・管理に至るまでの実際的手法を解

烽ｷる。 同　　上

3
情報の収集（1）
鼡Z術情報の種類：一

　技術情報の種類を、形式・．生産場所・加工度か

逡ｪ類し、1次情報の種類と特徴に関しては、特
ﾉ詳しく講述する。 同　　上

4 情報の収集②
齒﨣�ｲ査一

　情報調査の要点を論ずるほか、2次・3次情報

ﾌ活用法を示唆する。主な総合情報機関や各種の

ｶ献・資料も紹介する。 同　　上

5
情報の収集（3）

齒﨣�沚�

　情報検索の発展過程と内実につき説き、次に情

�沚�ﾉ関連してデータベースの基礎的事項を略

烽ｷる。 同　　上

6
情報の創出（1）
齒﨣�Y出の意義一

　情報の研究・開発に対する個人や企業の責任の

d要性を強調し、研究者や技術者も情報流通活動

ﾉ積極的参加を促す。 同　　上・

7
情報の創出（2）一新情報の産出例一

　最近新素材として脚光を浴びているファインセ

Zヲミックスの重要特性である曲げ強さデータの
�ﾍを例に、新情報の創出を解説する。 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　客 担当講’師
i所属・氏名）

前章で提起された新しい情報から、関連情報の

情報の創出（3） 産出へと展開されて行った事例を呈示する。

8 一関連情報への 加　瀬　滋　男

展開一

9

オフィスオートメ
[ション（1）一〇Aの内容と

　OAの目的・対象・手段について述べ、OAの目

ｴすところを明らかにする。日米のOAの相違お
謔ﾑOAの影響にも話を進める。

魚　田　勝　臣
i慶応義塾大学非常勤講師）

その影響一

10

オフィスオートメ
ｺ一ション（2）一〇A機器の

　OA機器の主なものを概説し、通信手段・通信

K約の標準化にもふれる。また、OAへのアプロ
[チの方法について解説する。 同　　上

活用一

11

オフィスオートメ
[ション（3）一〇Aの近未来

　OA機器の変化の傾向について論じ、さらなる

��ﾌために基礎的な研究の確立と日本独自のO

`の展開の必要性を強調する。 同　　上

像一

各種データ通信サービスの要点を概説し、電気

12
情報の伝達（1）

通信事業法を解説してから、最近とみに：叫ばれて

ｫたVAN（付加価値通信網）にも言及する。 加　瀬　滋　男
一データ通信一

13

情報の伝達（2）一行平面における

@電気通信の長期
@構想一

　電気通信システムに関する国（郵政省）の構想

�v約し、あわせて情報通信産業の充実・強化に

ﾂいての電気通信審議会による答申の概要を解説

ｷる。

同　　上

産業人が情報産業を理解することの意義を強調
’清　　幸艮　産　　業　　（1） してから、情報処理技術者試験を例示して読者

14 一産業入と の情報へ向けての関心を高め意欲を鼓舞する。 同　　上

情報産業一

総合商社の新情報商社への転針を例に新情報産
’晴　　幸艮　産　　業　　（2） 業の胎動を瞥見するほか、諸産業の情報部門に：ふ

15 一産業の情報化と さわしい人材の育成にも論及し、本講義の趣旨を 同　　上

情報の産業三一 総括する。
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＝産業と企業＝（R）

〔主任講師　黒沢一清（放送大学教授）〕

全体のねらい

　マクロな水準で認識される産業の仕組みの形成と発展と、マイクロな水準の行動主体である企業の活

動との相互作用関係域をユニークな対象として考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業一企業系が多元・重層構造をもった実体で

1
産業一企業系の諸

竭閧ﾖの接近方法

あることを述べ、これを把握するための方法を論

ｸ。
黒　沢一　清
i放送大学教授）

国民経済一産業系 国民経済の再生産構造を、各種産業の再生産シ

2
の計量システム；

iその1）一般的

ステムとその構成、及び国民総生産が人口1人当

闖鞄ｾへと変換されるというこれら二つのサブ・

Vステムをもって構成する。これをCILINシス

同　上

フレーム・ワーク テムと呼ぶ。

3

国民経済一産業系

ﾌ計量システム；

　CILINシステムの白本のケースへの応用を示
ｵ、この体系の産業一企業系問題咋おける理論的、

ﾀ践的意義を考える。 同　上
（その2）日本の

例の計量分析

国民経済一産業系 CILINシステムの国際比較への応用を示し、

4
の計量システム；

一国の経済的・産業的発達への々クローセミマク

高ﾈ水準での戦略情報を考える。 同　上
（その3）国際比
較

産業一企業系を連 国民経済、産業及び企業を貫く経済成果指標で

5
結する付加価値生 ある付加価値によって、マクローセミマクローマ

Cクロを連結する生産性分析の体系を考察する。 同　上
産性；（その1） まず本章では一般理論を解明する。

理論

産業一企業系を連
前章で与えられた理論を日本の経験に応用して、

6
結する付加価値生

Y性；（その2）

実践上の諸問題を提起して、ここにおける産業一

F企業系分析を試みる。 同　上

実態分析例

産業一企業系を連 総コスト収益性承び総投入生産性を結合したシ

7
結する生産性・収

ステム（AIPRシステム）をもって、産業水準と

驪ﾆ水準での、収益性と生産性とをシステマティ 同　上

益性分析システム ックに分析する方法を解説する。

；（その1）理論
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業一企業系を連 AIPRシステムを日本のケースに応用し、さら

結する生産性・収 に日本と米国の幾つかの工業に適用し、これによ

8
益性分析システム

って、日本における産業一企業誌問：題の基本問題

ﾌひとつを考察する。
黒　沢　一清

；（その2）応用

産業と企業の国際 日本の製造業の生産性と収益性の国際水準での

9
競争力の構造と分

ﾍ；（その1）巨

比較を行い、そこにみられる日本の産業的・企業

I特性を浮き彫りにする。まずは巨視的な諸特徴

�l察する。
同　上

視的特性

産業と企業の国際 前章にひきつづき、企業経営水準の諸特徴を考

10
競争力の＝構造と分

ﾍ；（その2）微

察する。

同　上

視的特性

企業生産力の構造 現代企業の生産力構造を解明し、とりわけ未来

とホワイトカラー
的展望において重要になる知識集約型スタッフ

11
生産性；（その1）

（KIS）の生産性の構造と機能を考察する。 同　上

一一ﾊ的構造

企業生産力の構造 企業生産力構造の，基礎である経営資源の構造を

12
とホワイトカラー

ｶ産性；（その2）

考察する。企業一社会系の土台である。

同　上

経営資源の構造

企業生産力の構造 企業生産力構造のサブシステムとしての、経営

とホワイトカラー 者生産性及び管理者生産性の構造を考察する。

13 生産性；（その3） 同　上
経営者及び管理者
生産性の構造

企業生産性と本社
　本社はKISによって担われる企業経営の中枢
@構である。本章ではこの本社機能の生産性を大

14 機構の生産性の連 局的＝統計的に把握する一方式を考え、これをも 同　上

結モデル って日本と米国の製造業の状況を比較する。

一国の経済・社会の発達は、その国民の福祉の
プロダクティヴィ みならず、また国際社会のそれの、維持と向上に

15 テイ・スキーム； 寄与するものでなくてはならない。こういう理念 同　上

本講義の総括 をもってする政策と連動のシステムを考察して、

本講義の総括とする。
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　　　　　　　　　　　　＝産業と資源＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：黒沢一清（放送大学教授）〕

全体のねらい
　産業と資源との交互作用域に発生している諸現象をどのように理解し、そしてその問題の解決のた

めに、どのような方針を打ち出すことができるかを考える。この複雑きわまりない現象の背後に横た

わる仕組みを明らかにし、それの動態を支配する法則性を解明し、産業活動における資源問題解決の

洞察を与えようというのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業資源問題とは一般にどういうものである

1
産業一資源系研究
ﾌ方法

かを概観し、この問題を扱う学問的立場の特徴
�qべる。メタ資源論がその一般的な立場であ

驕B

黒　沢一　清
i放送大学教授）

世上一般にみられる資源問題の取り上げ方を

産業一資源系の構 吟味して、我々のメタ資源論のヴィジョンを示

2
三一その1：構造へ す。

同　上

のヴィジョン

産
業
一
資
源
系
の
構
・
∠
』

　我々のメタ資源論がその上に展開される理論
Iな土台としての、産業社会への最も根源の水

3
旭一その2：メタ産 準を認識するカテゴリー体系を与える。 同　上

業論のカテゴリ
一体系

産業一資源系の＝構 前章の方法をより具体的に、資源問題の背後

造 に横たわるメタ構造に応用し、展開する。

4 一その3：資源、
@資源論のための

同　上

メタ構造とその
カテゴリー体系

産業一資源系の構
　産業資源とは、産業の組織的・技術的状態を
}介として把握された資源である。そこで技術

5
造一その4：技術と の構造及び資源の構造が解明されなければなら

ﾈし（。

同　上

資源の構造連関
ω

前回にひきつづき、資源概念の構造的内容の
産業一白白系の構 認識を深め、それによって資源問題の意味理解

6
造一一その5：技術と に進む。 同　上

資源の＝構造連関
②

資源問題を支配する原理の複合性が、ある種

7

資源問題の基礎を
x配する諸原理と
ﾖ係

の階統的な構造をもって仕組まれていることを
�ｾする。エントロピー増大法則、エコロジー
@則、人間社会を規律する法則などの関係であ

驕B

同　上

一499一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
無機系鉱物資源と

Y業

　無機系鉱物をめぐる科学・工業・産業及び市
黶E消費の関係の仕組み、そしてそこに生起す
骼Y業資源問題を論じる。

黒　沢一清

9
地下埋蔵の炭化水
f系資源と産業

　石炭・石油・天然ガス等の地下埋蔵の炭化水
f資源をめぐる産業資源問題を論じる。いわゆ
髏ﾎ油危機問題をどう理解すべきであるか。

同　上

10
エネルギー資源と

Y業

　産業の血液といわれるエネルギーの問題を、

ｻ石燃料問題・大自然エネルギー利用問題等に
ｦして論じる。

同　上

11 生物資源と産業

　生物圏は、人間の生物的存在を支える直接の
y台である。この生物再生産の循環系の中での、
ｶ物資源一産業系の仕組みを考察する。

同　上

12

企業に澄ける資源
竭閧ﾆそれへの適
梔^動一一その1：経営生

@産力と経営資源

　企業という産業の行動主体の立場での資源と
ﾍ何であるかを考察する。まずは経営生産力と
o営資源との構造を解明する。

同　上

13

企業に澄ける資源
竭閧ﾆそれへの適
梔^動一一その2：経営体

@の適応運動

　産業水準及び社会の水準で生起している資源・

Gネルギー問題への企業の適応行動の姿を、経
c者層の意識調査を通して考察する。

同　上

14 資源と産業構造

　資源と産業構造とは、資源問題を媒介に相互

ﾉ作用しあう。第2次大戦後の事情のもとに展
Jした資源多消費型産業構造が、いまや資源節
�^、高次加工型産業構造に転換しつつある。
ｻこに生まれている基本問題を考える。

同　上

15 総　　　　　　括

　以上14回の講義を総括する。我々の研究方
@の背景にあるヴィジョン、国際関係の中での
坙{の位置：づけと債務、資源問題と環境問題の

揶齠I理解。そして国土資源と国民資源という
ｯ族の主体性を支える資源への我々の実践、な
ﾇがその軸である。

同　上
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＝産業と環境＝＝（TV）
一産業一環境系の構造論的解明一

〔主任講師　黒沢一清（放送大学教授）〕

全体のねらい
　本講義は、産業とそれの環境との相互作用域を対象として、そこに生起する現象を構造的に把握し・
問題の解決への洞察を得るための基礎能力を養うことを課題としている。産業と環境の問題を・産

業にとっての環境としてだけでなく、同時に、むしろ人間にとっての環境の交叉域を、産業と環境と

いうフィールドで問題にしょうというのである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

産業と環境との相互作用域に生じる現象をそ

1
産業一環境系研究

ﾌ方法

の日常性において観察し、惑われの研究対象の

ﾁ徴を示し、かつはこのような現象を研究する

ｱとの現代的な意義を考える。

黒　沢　一　清

i放送大学教授）

産業一環境系が、産業社会の中に占める構造

2

産
業
社
会
の
メ
タ
構
・
∠
』

的な位置を示し、これを把握するための方法と

ｵての構造論の概要を示す。まず最初として、 同　上

旭 産業社会の根源（メタ）構造を規定する。

産業社会のメタ構造の規定を受けて本章では、

3
産業社会のメタ原

そうしたメタ構造を規律している原理、すなわ

ｿメタ原理を論じる。 同　上
理

産業社会のメタ構造の内容を、多元・重層構

4

産
業
社
会
の
一
般
構
・
∠
h

造として描き、この一般的な意味内容を説明す

驕B 同　上

旭

実体一構造一形態一機能という4つの次元を

5
S一一Fスキームの

もって構成されるS－Fスキームの論理と、こ

黷�Iペレーションする方法を述べる。 同　上
論理と操作

以上に議論されてきた産業社会の一般構造を

6
産：業一環境系の構

ふまえて、いよいよ我われの産業一環境系の構

｢を確定しなければならない。ここでは人間一 同　上
、丘

旭 環境系の基礎の上に、この系と産業一環境系と

が統一される構造が示される。

環境を産業・人間にとって外的なモノ、と見

る段階から、本章では、それを人間のタームで

7 意味論的環境 意味理解されたモノと見る、つまり意味論的環 同　上

境の議論に入る。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

前章の意味論の一回忌理解の上に、ここでは

人間一環境系の総
人間一環境系の全体構造を示す。

8
合及び文化環境

黒　沢一　清

産業一自然環境系を支配する最も基本的な諸

法則を規定し、それらの間の構造的関連性を明

9 環境管理の原理 らかにする。法則の階層性と止揚関係である。 同　上

産業一環境系の視野からのユニークな産業分

10
海の産業とその環

ｫ問題

類を示し、まずその中の最も基本的産業として

ﾌ海の産業の環境問題を議論する。海と人間を

}介する漁業の意義である。

同　上、

緑の産業、すなわち林業のもつ環境論的諸問

11
緑の産業と環境問 題の基礎を考える。森林と人間を媒介する林業

ﾌ意義である。 同　上

以上の諸章では、人間の外的環境と産業との

12
生命の産業と環境
竭

関連を主として議論してきたが、本章では人間

ﾌ内的環境とこれにかかわる産業としての生命

Y業との関係を考える。医療及び医薬品産業で

同　上

ある。

産業を一般的に取り上げてそれの環境問題を

考察してきたが、本章ではそれらをさらに特定の

13 産業一地域社会系 地域の上でいっそう具体的に考察する。地域社 同　上

会というフィールドが基礎である。

住民、各種産業、自治体等の、具体的な地域
入間一産業一自然 に訟ける複合体。これこそが人びとの眼前に展

14
　　　oRンプレックスの
Vステム・シミュ

開されている最も具体的な“環境”である。そ
ｲに現われる問題としての環境の背後にある構
｢をモデルに描き、これを用いて実験を試みる。

同　上

レーション システム・シミュレーションの意義と役割りに
ついて論じる。

本講義の全体を総括して、この講義から我わ

15
産業環境系研究の

濠№ﾆ展望

れはいったい何を学んだのか、そしてそうした

m識がこの社会でどういう意味を持つのか、我
墲黷ﾍこれによって、どめような産業的・生活

同　上

的課題を課されることになるのか、等を考える。
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＝交通と通信＝（TV）
〔主任講師：岡野行秀（東京大学教授）〕

全体のねらい

　一国の経済、世界経済の発展にとって、交通・通信は欠くことができない。国内的にも、また国際

的にも、資源は地理的に偏在しており、これらの資源を有効に利用し、分業と協業を行なうためには、

交通と通信の発達が前提になる。産業の発展と生活水準の向上にとって、交通と通信がどのような役

割を果たすかを明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．交通と通信の意義

1 交通と通信の役割

2　交通と通信の関係

R．経済活動と交通・通信 岡　野　行秀
i東京大学教授）

1．地域開発における交通の役割

2
交通の発達と地域

J発

2交通の改善の影響
R．交通条件と地価（地代） 同　　上

1．空間的移動の需要

2．派生需要とその性質

3
交通（サービス） 3．交通（サービス）の需要に影響を与える要因 同　　上
の需要 4．交通（サービス）の需要の変動

L　2つの特性
一交通（サービス）の質と費用構造

4 交通手段の特性
2．トリップの費用
R．交通サービスの費用構造

同　　上

4．各交通手段の費用構造
5．混雑の費用

1．運賃・料金の機能と役割

2．運賃・料金の規制

5 運賃・料金の決定 3．運賃形態 同　　上

4．運賃・料金規制の問題点

5．道路の費用負担

1．輸送構造の変化

2．貨物輸送

6 交通市場の変化 3．人の輸送 同　　上
4．交通市場の変化一競争市場へ

1．交通政策の目的と枠組み

2．主要諸国の交通政策

7 主要諸国の交通政策 3．交通調整 同　　上
4．交通政策の評価
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 現代の交通問題

1．鉄道の再編成一国鉄の分割・民営イピ
Q　規制緩和
R．都市交通
S．人口稀薄地域の交通
T．外部不経済の問題

U．展望

岡　野　行秀

9
通信の発達と経済

ﾐ会

1．電気通信の役割

Q　テレコム・ネットワーク

R　テレコム・サービスの種類

S．社会へのインパクト

T．テレコムの政策課題

南　部鶴彦
i学習院大学教授）

10 通　信　需　要

1．市場と取引の形態

Q．電話需要の形態

R．電話需要の今後 同　　上

11 通信サービスの供給

1．テレコム・ネットワークの3要素について

Q．ネットワークの形状について

R．ネットワークと規模の経済性について

S．テレコム・ネットワークの特異性について
同　　上

12 通信料金の問題

1．市場メカニズムと競争

Q．規模の経済性と供給

R．ネットワーク型消費と需要

S．固定費用と平均費用

T．独占と規制

同　　上

13 政府規制の問題

1．供給の形態

Q．規制の特色

R．内部相互補助の問題 同　　上

14 海外の規制制度

1．各国の特色

Q．アメリカ

R．イギリス

S．　フランス

同　　上

15
通信の将来と通信

ｭ策

1．国際電気通信の特色

Q．国際通信のネットワーク

＝@国際通信料金

S．国際機関

T　通信の将来と政策課題

　　同　　上

i岡　野行秀）
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　　＝流通と商業＝（R）
〔主任講師：鈴木安昭（青山学院大学教授）〕

全体のねらい
　われわれの生活にも、また企業の生産活動にも、流通活動は不可欠である。その中心的な担い手である

商業は就業人口のこ割余が従事している。そのような重要性にも拘らず流通や商業は十分理解されてい

ないどころか誤解されてもいる。本講座ではそれらを理解するための基礎知識を平易に解説することを

目的としている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

流通は必要悪で無い方が良いのだろうか。そ

1
流通の社会的役割
@　　　と流通機構

れとも流通は望ましい社会的役割を果している

ｵ、今後も一層必要性を増してくるのだろうか・
鈴　木　安　昭
i青山学院大学教授）

流通の社会的役割の達成には流通機能が遂行

される必要がある。社会的分業の結果として生

2 流　通機能（1） 産しない財は購入して所有権を入手しなければ 同　上
消費できず、．また購売を目的として生産が行わ

れるが、そこには危険が伴うことも理解する。

生産と消費の地点と時点それぞれに発生する

懸隔（へだたり）をうめるためには、輸送され、

3 流　通機i能（2） 保管されなければならない。また、その過程で 同　上
集められ、分割され、組合せがっくられる。

消費に関する情報をもとに生産され、生産さ

れた商品に関する情報を伝達して消費の意欲を

4 流通機能（3） 換起する。それに対して消費者から購入の意図 同　上
が情報として伝達される。こうして情報を伝達

することが流通の不可欠の要素となる。

流通機能は、多くの担当者に多様に分化して
遂行されるとともに、分化していたものが統合

5
流通機能担当者の
@　　分化と統合

される。そこに参加するのは、不可欠の生産者

ﾆ消費者から中間商人としての卸売業者と小売 同　上

業者、さらに輸送業者や広告業など専門機能業

者である。

われわれの生活にとって流通活動はどのよう

な意義があり、また福祉とはどのような関係であ

6 消費者と流通 るか、消費者の買物場所選択行動の基礎にある 同　上
もの、消費者の買物費用、そしてそれらが小売

業に与える影響などを学ぶ。

生産者は財の生産に必要な原材料や機械・設

備の購入に関して、そして生産した財の販売に

7 生産者と流通 澄いて流通機構と深いかかわりをもつのみでな 同　上
く、生産した財の最終的な販売にいたるまでも

管理の対象とするにいたった。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 商業の存立＝基盤

　生産者と消費者の中間の部門として商業部門

ｪ存立し、しかもそれが存立するほうが社会的

ﾉ合理的である場合の根拠は何だろうか。さら
ﾉ：商業内部が多段階になる場合も考察しなけれ

ﾎならない。

鈴　木　安　昭

9
小売業の役割
@　　　　　と機能

　流通機構のうちわれわれ消費者にとって最も

g近かな存在である小売業の果す社会的役割を

m認し、その果している流通機能を整理してみ
謔､。

同　上

10 小売業の構造

　小売業は多様な単位を構成要素として成立っ

ﾄいる。その全体と変化の方向を把握するため

ﾉ、それを規模別、業種別、地域別そして形態

ﾊに整理し、それらの変化を、環境諸要因とか

ｩわらせて学ぶ。

同　上

11 小売業の諸形態（1）

　小売業の店舗、企業そして企業間の組織には

ｽ様な形態がある。百貨店、スーパー、専門店

`ェーン・ストア、中小小売業者、ボランタリ

[・ `ェーン、フランチャイズ・システム、商
X街、ショッピング・センター、生活協同組合

ﾈどの諸形態の特徴を知るばかりでなく、その

謔､な諸形態がなぜ生ずるのか、同一名称で呼

ﾎれていればそれらは同質なのか、新形態の出

ｻについての試論にはどのようなものがあるか

ﾈどを論ずる。

同　上

12 小売業の諸形態（2）
同　上

13
卸売業の役割
@　　　　　と機能

　卸売業は一般的には小売業よりも理解し難iい

烽ﾌであろう。ここでは卸売業が果している会

ﾐ的役割とその機能を整理し、さらにその存立

赶ﾕに影響を与える諸要因を考察する。
同　上

14 卸売業の構造と
@　　　　　諸形態

　卸売業には巨大な総合商社から、食品など業

﨑ﾊ総合卸売業者、地場産業と密接に結びつい
ｽ産地的な市場を対象とした零細卸売業者、輸

oあるいは輸入を地域的品目別に扱う専門商社

ﾈど多様な構成要素が存在する。

同　上

15
流通・商業に：

@対する公共政策

　流通・商業のあり方に対して、政府や地方公

､団体は公権力によって介入している。それら

ﾍより望ましい方向を目指して、民間の経済：主

ﾌの行動を規制し、助成し、あるいは紛争の調

ｮを行っている。

同　上
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＝サービス産業論＝（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師讐蕪簾驚勘

全体のねらい

　われわれはサービス産業を、勿論1つの産業として研究する。然し、高度成長をへて成熟段階に達

した現代産業社会には、産業構造の大きな変動が進展している。その変動要因の1つはサービス経済

化である。われわれはサービス経済化の実態と意義を明らかにし、サービス経済化とサービス産業の

関連とサービス産業そのものを研究する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 サービス産業の分析

　分析の対象領域を、狭義のサービス業から、理
P難避難欝欝ll開過程の背後にある変動要因の1回忌サービス経済化として規定する。次に、分析の基礎となるサービスの意味、性質、種類などについて検討。

磯　部　浩一
i放送大学教授）

2
第三次産業の長期

I動向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
@広義のサービス産業は、統計的には第三次産業

ﾆして、近似的に把握できる。わが国の第三次産

ﾆの就業者構成比は、第二次世界大戦後に著しく

搗蛯ｵたこと、．経済発展と第三次産業の関連につ

｢ての統計的分析の成果を明らかにする。

同　　上

3 サービス産業の成長

第三次産業のなかに含まれる狭義のサービス業
ﾉ注目しながら、第三次産業のなかでも、とくに
Tービス業の就業者構成比の増加傾向の大きいこ
ﾆを明ちかにする。家計消費における「モノ」離
黷ﾆサービスへの移行化傾向、サービス経済化傾
?ｪ低成長経済のもとでも継続していること、そ
ﾌ理由を明らかにする。

同　　上

4
サービス経済化と

Y業構造

　サービス経済化の進展にともなう問題点、進展

ﾌ実態と限界を明らかにし、サービス経済化のメ

Jニズムを再検討する。産業のソフト化について

烽ﾓれる。

　　　同　　上

c

5 サービス産業の分類

　サービス産業は現在、生成分化の変化の：過程に

?驕Bサービス産業の現状を分析するためには、

ｻ行の利用しうる統計では十分でない。現行の日

{標準産業分類におげる問題点を検討し、今後の

ｪ析のために必要な統計のあり方を考察する。

1　古　郡　靹　子

@（明海大学教授）

6
就業構造のサービ

X経済化

　サービス経済化の進展状況を就業構造の側面か

轤ﾆらえる。産業別・職業別就業：構造の変化を概

ﾏし、サービス経済化の実態、サービス雇用の特

･などを明らかにする。

同　　上

7
サービス経済の労

ｭ問題

　サービス経済化に伴い、労働市場では構造変化

ｪ起きている。ここでは、就業形態の多様化、労

ｭ力の流動化・2極分化・不分明化などの問題を

ﾆりあげる。
同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
サービス経済化の

Cンパクト

　サービス経済化の雇用へのインパクトを考える。

Tービス経済化のメカニズム、労働生産性上昇の

j害要因、サービス経済と景気変動の関係などに

ﾂいて論じ、サービス経済の評価を行う。
古郡三子

9
サービス経済化と

ﾙ用対策

　本格化するサービス経済社会に向けての具体的　　　　　‘な労働対策を考える。労働需給のミスマッチを解

ﾁするための対策、変化に適応できる人材の開発

ﾌ問題などをとりあげる。

磯　部　浩・一

10
家計のサービス経

ﾏ化

　サービス経済化は家計のなかでも進展している。

ﾆ計の消費と貯蓄の動向、家計消費のサービス化
ﾌ実態と背：景を明らかにし、今後の消費の方向を

Tる。

古　郡　靹子

11
政府とサービス経

ﾏ化

　医療、教育、福祉などの公共サービスの実態と

竭闢_を明らかにする。公共サービスの特性、公

､サービスにおける政府の基本的役割を考え、公

､サービスのあり方を検討する。

同　　上

12
企業とサービス経

ﾏ化

　企業のサービス経済化への関連、対応の経過を

l察する。はじめに：製造業のサービス経済化への

ﾎ応、ソフト業務の内生、外生の状況をとり上げ

驕B最後に、全産業について対事業所サービスに

ﾂいてふれる。

磯　部　浩一

13’
サービス：産業の盛

鰍ﾆ先端業種

　業種別サービス業の成長と衰退を明らかにする。

ﾅ初に：サービス業の規模別構成、中小サービス業

ﾌ流動性と成長性、サービス業の低成長業種と成

ｷ業種：、さらに、サービス業の先端業種をとりあ

ｰる。

同　　上

14
サービス経済化と

総ﾛ経済

　国際経済的視点からサービス経済化を比較する
ﾉは、多くの制約点がある。この点を前提とした
､えで、主要諸国のサービス経済化の進展状況、
Tービス経済化の内容、そしてサービス消費支出
ﾌ国際比較とを行う。次に、サービス貿易の具体
痰ﾆ定義をとり上げ、サービス貿易の現状を説明
ｷる。

同　　上

15 サービス産業の展望

　展望を行うための前提を明らかにしたうえで、

Tービス経済化の限界、物干生産部門のサービス
ｻ、ソフト化、さらに産業の「融合化」現象をと
閧?ｰる。次に展望の手がかりとして参考になる

ｲ査結果を紹介し、ついで、サービス産業におけ
驫驪ﾆ規模の問題、消費者のあり方などにふれる。

同　　上
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＝産業澄よび生業としての農業＝（R）

　〔主任講師：渡部忠世（放送大学教授）〕

全体のねらい
　人類の生存に不可欠な食糧などを供給する農業は、人類の歴史とともに発展して、’各地に独自な技

術と文化を形成した。その発展の中で、農業は農民を支える生業としての側面から、社会に食糧・生

産物を供給する産業としての側面を強化した。農業のこの両側面を世界と日本の農業発達史をたどり

つつ考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 農業の2つの側面

産業、生産、なりわい

_業の定義、特徴
u貴農論一農業の貴重なる所以」

渡　部　忠　世

i放送大学教授）

2
農業の地域的ひろ

ｪり

農業の分類

_業類型の地域区分
ｶ化としての農業

_耕文化基本複合

同　　　上

3

世界の農耕文化（1）

ｪ栽農耕文化と稲
?_耕文化

作物起源の大中心

_耕起源の一元説、多元説

ｪ栽農耕文化
諸?_耕文化

同　　　上

4

世界の農耕文化②
Tバンナ農耕文化、
n中海農耕文化、
V大陸農耕文化

サバンナ農耕文化

n中海農耕文化

V大陸農耕文化
_耕文化の重層的発展

同　　　上

5
農耕文化の発展一

ｩ給農業の成熟

焼畑農耕のシステム
ﾄ畑農：耕から定着農：耕へ

ﾖ作体系の成立と集約化 同　　　上

6
東アジア水田農業

ﾌ展開

日本へ渡来した稲作

?曹ﾉおける稲作技術の発展

墲ｪ国近世のイネの収量

ﾟ世農書の示す稲作技術

同　　　上

7
南アジア畑作農業

ﾌ展開

南アジアの畑作と雑穀の種類

?Cンド、デカン高原の畑作

?Cンドの農業体系の特徴

ﾘ北畑作との対比

同　　　比
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
ヨーロッパの「農
ﾆ：革命」

南ヨーロッパの農業

O圃式農法から穀旧式農法へ
u農業革命」以降 渡　部　忠　世

9

アジアとヨーロッ

pの農業を比較し

ﾄ

アジアとヨーロッパの農業構造の比較

Aジア農業の発展方向

?[ロッパ農業の発展過程 同　　　上

110

植民地拡大と企業
I農業の成立（1）

V大陸と熱帯圏の
vランテーション
_業

アメリカの農：業類型、その発展

Aメリカの稲作
vランテーション農業の登場 同　　　上

植民地拡大と企業
D的農業の成立（2）ヨーロッパによる

｢界農業の再編

アジアにおけるプランテーション農：業の展開

vランテーション農業の特徴と変遷

vランテーション農業の残したもの 同　　　上

12
自給的農業と企業

I農業の性格

再び、農業の2つの側面
_業におけるエネルギー収支

､業的農業と近代化 同　　　上

13
日本の農業をかえ

閧ﾝて

近代における稲作収量の増加

ｾ治時代後半の技術革新

甯繧ﾌ水稲収量の増加

`統的農業の終焉へ
同　　　上

14 戦後の日本農業

日本農業の転換一基本法の成立

ｸ反政策と稲作の動き

_業技術の現況と問題点 同　　　上

15 日本農業の将来

農業のいくつかの特性

_業、特に稲作の役割
坙{農：業の選択

ﾜとめとして
同　　　上
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＝中小企業論＝（R）
〔主任講師：磯部浩一（放送大学教授）〕

全体のねらい

　1970年代以降、世界各国の中小企業に対する国民的関心は大きな高まりを見せている。わが国の

これまでの特殊・日本的と考えられていた中小企業問題は、日本経済が先進国段階に到達した現在、

国際的視野からとらえ直す必要がある。出来る限りこの観点を加味することが、この中小企業論の狙

いである。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 中小企業論の課題

研究対象としての中小企業

?ｬ企業に対する社会的認識

?ｬ企業の問題一

｢界の中小企業

磯部　浩一
i放送大学教授）

2
中小企業問題の
W開と政策の推移

中小企業問題の発生

寛梃o済面の中小企業問題

甯繧ﾌ中小企業問題

sx成長と中小企業問題
?ｬ企業問題の新展開

同　　　上

3 中小企業理論の形成

先進資本主義国における小工業問題の展開

同　　　上

4 中小企業の定義

定義の必要性

O国の中小企業の定義
?ｬ企業の定義と本質 同　　　上

当中小企業

n位　と　役害嚇

　　中小企業の地位
@
　
中
小
企
業
の
役
割
の
i
　
ナ

同　　　上

6
日本経済の構造的

ﾁ質と中小企業

i日本経済に対する構造的接近1日本経隣の構造的特質

蜉驪ﾆと中小企業の諸格差 同　　　上

7 流通機構と中小企業

流通過程の基礎的な諸概念

ｬ通機構における中小企業

坙{の流通機構

瘰ｬ長経済と流通機構

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
中小企業の存立条

盾ﾆ存立分野．

中小企業の存立条件

?ｬ企業の存立分野
o済展開と中小企業の存立分野
Y業構造の変化と中小企業の存立分野

磯部浩一

9
中小企業の存立形

ﾔと下請・系列

下請制の研究と評価

ｺ請中小企業
ｺ請中小企業の問題性 同　　　上

10 中小企業の経営者

中小企業の創業者

?ｬ企業の成長と経営者

?ｬ企業経営者の意識構造 同　　　上

11 中小企業の経営・1

中小企業の経営管理の実状

?ｬ企業経営の規模的特質

?ｬ企業経営の新しい課題 同　　　上

12 中小企業の経営・2

中小企業の業種類型

`統工業型中小企業の経営

ﾟ代的工業型中小企業の経営

xンチャー・ビジネス
ﾆ種間移動と事業転換

同　　　上

13 環境変化と中小企業

はじめに

ﾂ境問題の重大化
o済環境の変化
?ｬ企業の対応

n域の環境変化と中小企業

同　　　上

14 中小企業の組織化

はじめに
?ｬ企業の組織化の意義
?ｬ企業の組織の必要性と目的
?ｬ企業組織化の阻害要因と限界
?ｬ企業組合の諸形態
?ｬ商業組織化の諸形態
瘰ｬ長経済へ移行後の組織化

同　　　上

15 中小企業政策

中小企業政策の体系

?ｬ企業政策の展開

｡後の中小企業政策

ｨわりに

同　　　上
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　＝技術史・技術論＝（TV）

〔主任＝講師：吉田光邦（京都大学名誉教授）〕

全体のねらい

　社会や産業の構造をつくる主要な枠組としての技術の意味、またその歴史的な変化を紹介する・で

きる限り現実の産業史遺物、また歴史的テキストを紹介して、具体的な姿を示すことにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 技術の　意　味

　代表的な中国、ヨーロッパの技術についての考

ｦ方を紹介。人類史のなかでの技術のあり方につ

｢て述べ、特にヨーロッパの特徴である永久機関

ﾌ考え方を説く。

　吉　田　光　邦

i京都大学名誉教授）

2
日本の技術史
鼾z業の場合（1）一

　金、銀は人類の文明史のなかで特別の価値をも

ﾁてきた。しかも金、銀の物理的性質からその製

B技術はほぼ共通する。生野銀山跡を例として、

ｶ産技術の内容を紹介。

同　　上

3． 日本の技術史
鼾z業の場合（2）一

　鉄、銅は実用金属として人類の官命とともに：歩

�ﾅきた。銅の製錬はほぼ世界に共通する。しか

ｵ鉄はその産出状態によって特殊の生産技術を生

�ｾ。日本では砂鉄を利用した独自のタ．タラ製錬

@が発達。

」　　同　　上

4
日本の技術史
齡_業の場合

　栽培農業は人工による食物生産技術として、人

ﾔの技術意識に大きく関連する。そのため、日本

竰?曹ﾅは多くの農業テキストがつくられてきた。

]戸期以来のそれらを紹介して具体的な様相を紹

﨟B

同　　上

5 手　工　業　（1）

　木は世界のどこにでも存在する自然素材である。

ｯ時に木工技術は、その木のもつ特性、風土に強

ｭ：影響される。自然に巧妙に対応してゆく技術と

ｵての木工を、江南（京都）の木工を例として説
ｭ。

同　　上

6 手　工　業　（2）

　西アジア、ヨーロッパは、アマ、羊毛を繊維の

f材とし、インドはワタ、中国や日本は、アサ類、

¥糸を素材とした。そこで各地で独自の繊維製作

Z術が発達する。しかし織物となれば、その技術

ﾍ世界に共通である。

同　　上

7
ヨー・ッパの技術史

齊闕H業

　中世ヨーロッパの諸都市には、多くの職人ギル

hがおり、工房も多く存在した。それらの実態と、

Z術の内容の紹介。「百科全書」をはじめとする

Z術書の紹介を試みる。

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 錬　　　金　　　術

卑金属を貴金属に変えるという錬金術賦ヨー
鴻bパの技術思想を語る重要なもの。ここから多

ｭの化学的技術が生れた。その内容を紹介すると

ﾆもに、中国の錬丹術を比較する。
吉　田　光　邦

9 機　械　技　術

　機械とエネルギーの問題は、ヨーロッパの技術

v想の重要な特徴である。永久運動は、つねにヨ
[ロッパ技術の目：標であった。ゾンカ・ラメリな

ﾇの技術テキストと、永久運動の分析。
同　　上

10 産　業　革　命

　技術革新は産業：革命を生んだ主要要素のひとつ

ﾅある。．蒸器機関による新エネルギーの発見と、

ｻの応用による産業と社会構造の大きな変化につ

｢て述べる。
同　　上

11 技　術　教　　育

　徒弟教育は手工業時代の重要な教育システムで

?ﾁた。それは東西ともに同じである。それはや

ｪて学校システムによる教育体系として成長する。 同　　上

12 量産の　技術

　19世紀になって部品の相互可換性が高まるにつ

黷ﾄ、量産システムが成立した。それは食品には

ｶまり、兵器、そして名高いフォードのシステム

ﾆなる。それは現代の大量消費の時代を生んだ。
同　　上

13 日本近代と技術（1）

　江戸時代の末、外圧の影響によって幕府は軍事

Z術を中心とした工業化を進めた。お雇い外国人、

vラント輸入、また自力開発などが平行する。明

｡の新政府も同様の方針をとり、工部省はその中

Sとなった。

同　　上

14 日本近代と技術（2）

　農業社会としての日本を近代化し、ついで工、

､を発展させようとする方針は内務省によって実

sされた。富国強兵、殖産興業のラインである。

x岡製糸所など、国営工業による国家指導型の工

ﾆ化の歩みを述べる。

同　　上

15 技術　と　社　会

　第2次大戦後の技術革新は、コンピュータ、ロ

{ットなどを中心として、激しい勢いで展開し、

ｻれは多くの変化や社会や産業のなかに生んでい

驕B主として現代技術の問題を論ずる。
同　　上
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＝産業技術の動向1＝（TV）

〔主任講師　黒沢一清（放送大学教授）〕

全体のねらい

　近年に顕著な先端的産業技術の動向の典型的な形態を取り上げて、それらの諸特徴と成果、その将

来への可能性及び社会的・経済的ならびに文化的関連性について考察する。産業技術の進歩の意味、

及び技術と社会とのかかわりにおいて見られる諸問題に講義の焦点があてられる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

産業一技術系研究
ﾖのヴィジョン
[現代の産業技術

　現代の産業技術の典型的な例をあげ、それらが

�Nする諸問題を題材に産業一技術系研究へのヴ

Bジョンを示す。
黒沢一　清
i放送大学教授）

の諸問題

我々の研究課題の構造を解明する。まず最初に

産業一技術系の構造 この産業社会のメタ構造を一般的に論じ、それの

2 一産業社会のメタ 人間一自然系の構造を解明する。 同　　上
構造（1）

前章にひきつづいて、ここでは人間一人間系の

産業一技術系の構造 構造、情報系とその構造を論じ、産業社会のメタ

3 一産業社会のメタ 構造の全体を示す。 同　　上
構造（2）

本章では前章までの議論を前提として技術の構

4

産業一技術系の構造・一技術の構造（3） 造を示す。技術とは何か、生産技術と社会・人間

ｫとの関連性が構造論の水準で論じられる。 同　　上
き

自動化の、産業技術進歩における位置づけとそ

の課題、自動化の技術・工学的基礎、さらに産業 森　　　政　弘

5 自動化技術と産業 目的・社会目的と自動化技術の関連性。最後に、

｢わゆる省力、幽幽ネ、品質、技能、労働力市場

（東京エ業大学名誉教授）

i等との関連性、などに：ついて論じる。
｝

自動化は経済的にも社会的にも重要ではあるが、

英知をもって自動化を推進しなげれば非人二化を

6 自動化と人間性 まねく。自動化と人間化という、普通には対立相 同　　上

聞する2つを、いかにして両立させ合一化してゆ
くかに関する、実例と哲理について説明する。

産業用ロボットの工学的原理と課題、産業にお

7
産業用ロボットと軋

Y　業　問　題

ける普及場面とそこにおける諸問題、効率、省力、

ﾛ全、労働問題等。 　長谷川　健介
i東京工業大学教授）
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

FAの工学上の基本問題。　FAの産業への実現

8
ファクトリー●オ

[トメーション

上の、基本問題。生産力、生産コスト、三三ネ、省

ﾍ、労働問題、管理上の諸問題等。
古　川　勇　二

i東京都立大学教授）

包装と自動化の工学上の基本問題。包装自動化

の意義と産業上の諸問題。 中　井英一
9 自動包装と産業 （辞義鞭讐）

IC技術の技術史上の意義、産業生産力とIC。
生活とIC。産業組織。国際競争と摩擦。 大　道　康　則㍉

10 IC　と　産　業 ノ （財）機械振興協会・

経済研究所主任研
究員

メカトロニクスの進展状況。産業生産力とメカ

メカトロニクスと
トロニクス。社会的、経済的及び文化的諸問題。

11
産業 同　　上

プロセス産業とは何か、プロセスオートメーシ

12
プロセスオートメ

[ションと産業

ヨンの手法、技術の変遷と今後の課題について述

ﾗる。 　杉　田　昌　質
i横河電機常務取締役

先端技術の将来動向、先端技術産業の地域社会

先端技術と産業政 に：おける存立意義、および先端技術産業の立地特 土　屋　勉　男
13 策（1）

性の吟味。 （三菱総合研究所・

産業技術基盤と産業政策の視点、先端技術の諸

先端技術と産業政 類型、地域産業政策のあり方とその現代的課題。

14 策（2）
同　　上

15回にわたる現代の先端技術、産業化及び産業

の社会への影響についての諸問題を総括する。

15 総　　　　　　　括 黒沢一　清
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＝＝産業技術の動向皿＝（TV）

〔主任講師：道家達将（茨城大学教授）〕

全体のねらい
　今後の日本の産業技術の発展の保障は、日本における基礎科学・基礎技術の創造的発展が達成され

るか否かにかかっている。日本の最先端の研究室で行なわれている研究の幾つかを紹介し、産業技術

の動向を総合的に展望してみることにする。この研究は日本だけでなく人類の幸福のために必要であ

ることが御三解いただけよう。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
材料工　学（1）

齬L機材料工学

1．はじめに
Q．高分子の種類と特徴
R．：構造材料としての発展
S．複合材料
T．機能材料
U．結び

　高　久　　　明

i東京工業大学教授）

2
材料工学（2）
齧ｳ機材料工学

1．無機化学と無機材料工学の定義

Q．新金属材料とエレクトロニクス材料

R．センサ材料
S．無機材料の研究の将来

　後藤和弘
i東京工業大学教授）

3

機械工学（1）
齊ｩ動制御と
@ロボット工学

1．はじめに
Q．自動制御におけるフィードバック系

R．ロボットにおけるフィードバック系

S．知能機械としてのロボット

T．自動化とロボット化の今後の展開

梅谷　陽二
i東京工業大学教授）

4
機械工学（2）
鼈縺@　工　　学

1．医工学とは何か

Q．医工学の範疇

R．医工学の例一関節の構造と摩擦
S．人工関節の設計

笹　田　　　直

i東京工業大学教授）

5 合　成　化　　学

1．はじめに
Q．天然物の利用から人工物の創製へ

R．化学工業と触媒

S．有機合成科学と化学工業

T　石油資源に頼らない産業技術は？

森　川　　　陽

i東京工業大学教授）

6 生　物　工　学

1．はじめに

Q．なぜバイオなのか
R．生物工学を支える基盤技術

S．産業技術としての生物工学

　相　沢　益　男

i東京工業大学教授）

7
電子工学（1）
齣ｾ陽　電　池

1．はじめに
Q．太陽電池とは何か
R．アモルファス太陽電池
S．その他の太陽電池
T．太陽電池の高効率化
U．着々進む太陽光発電の実用化
V．おわりに

　高　橋　　　清

i東京工業大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．はじめに
2．光通信のしくみ

8 電子工学（2） 3．光ファイバ 古　屋一仁
一光　　通　　信 4．光デバイス

T．光伝送システム
（東京工業大学教授）

6．むすび

1．　「ゆらぎ」はどのような意味で重要か？

9 システム工学
黷艪轤ｬと予測

2．日常生活における「予測」行為

R．予測の必要条件

S．予測はどのようにして行うか

　武者利光
i東京工業大学教授）

5予測理論から作曲をする

1．はじめに

10
情報工学（1）
黹pターン認識

2．人間と機械の間の接点3．認識とは何か

S．パターン認識とは
T　パターン認識を可能とするために

　飯　島　泰　蔵
i東京大学教授・東京工業大学名誉教受）

6．パターン認識技術の動向と今後の課題

1．まえがき
2．ホログラフィーの原理

11 情報工学②
黹zログラフィー

3．ホログラムの種類
S．立体像のディスプレイ
T計測への応用

　辻　内順平
i東京工業大学教授）

6．ホログラフィック光学素子
7♂むすび

1．はじめに一MHD発電とは
2　MHD発電の開発：研究の必要性

12
エネルギー工学（1）

黷lHD発電
3．MHD発電の電気出力
S．発電機の種類
T．熱源と発電方式

垣花秀　武
i上智大学教授）

6．研究開発
7．エネルギーの有効利用

1、はじめに
2　核分裂反応の特質　3．核融合反応の特質

エネルギー工学②ロ 4．DT核融合システムが核分裂システムより
｛

13
一核分裂と核融合

有利となる可能性のある点5．DT核融合システムの弱点 同　　　上

6．核融合開発が成功するための要件
7．結び

1．はじめに

14
環境工学（1）

2　景観の要素と成り立ち
R．課題と方法 中　村　良　夫

一景観工学 4．景観の予測手法 （東京工業大学教授）
5．景観の評価
6．今後の展望

1．都市と都市工学
2．都市機能を支える物的要素

15
環境工学（2）

齠s市工学
3．日本の都市化と都市問題
S．現代都市問題の特徴
T．日本の都市の今後の課題

　渡　辺　貴　介

i東京工業大学教授）

6．都市工学のとりくみ　7．計画案の立案
8．計画案の評価と合意形成　9．今後の展望
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　＝システム工学＝（TV）
〔主任講師：浅居喜代治（大阪工業大学教授）〕

全体のねらい
　大規模・複雑なシステムの計画・設計・運用のためのシステム工学への理解を深めるために、まず、

その発達の歴史・アプローチ・応用例を示したのち、次にアプローチの順に各段階での方法論を説明

し、終りに最近の総合的な実際例を挙げて、系統的かつ具体的に回議を進め、システム概念の把握と、

システム思考の基礎を与えようとする。

回 テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

システム工学の概要

1
序　論

Vステムとは

システムの定義・特性・考え方 浅　居　喜代治

i大阪工業大学教授）

システムの分類

種々のシステムの例

2 種々のシステム 同　　上

システム工学の発達・考え方・他のシステム科学

や技術との比較

3 システム工学とは 同　　上

システム工学のアプローチと方海論の概説

4
システム工学のア

同　　上
ブローチ

システム表現の考え方と注意

5
システムの表わし

禔iモデリング）

数学的モデルと図的モデル
平井一正
i神戸大学教授）

システムモデルの分類

6
種々のシステム・ モデルの例

同　　上
　“cfル

構造モデルの意義と作成

寺野寿郎7 構造モ　デ　ル （法政大学教授）
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ファジィモデルの意義・理論・種類

モデル作成上の注意

8 プアジイモデル 寺野　寿郎

システムの、基本的特性（安定性・可制御性・可観

9
システムの特性と
�ﾍ（1）

測性・感度）の意義と解析法
北森　俊行
i東京大学教授）

システムの基本的特性（信頼性・保全性・安全性

システムの特性と など）の意義と解析法

10
解析②

同　　上

種々のシステム最適化法

良いシステムの求
11 め方 浅居　喜代治

（システム：最適化）

シミュレーションの方法

シミュレーション
種々の試行法

12
と試行法

同　　上

システムダイナミックスの考え方と理論・

13
システム●

動的モデルへの適用
榛沢　芳雄

ダイナミクス （日本大学教授）

システムダイナミックスによる都市モデル

都市システムへの シミュレーションによるシステム計画

14
応用

同　　上

OA、：FAなどのシステムの計画・設計・運用

OA、　FAのシス
本書の内容の要約

15
テみへの応用 浅井喜代治
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＝人 間 工 学＝（TV）

〔主任講師：加藤一郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい
　人間工学というのは発生的に二つの面をもっている。労働科学と経営工学がそれである。

　しかし時代は推移しつつあり、大きな転回をみせようとしている。それは人間福祉への傾斜である。

もちろん人間工学も新たな変化に対応しつつあるが、私は少し視野を広げ、人間と人間のあり方に焦

点を合わせたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 人間工学とは
鼾H学的人間学

　人間は工学とどのように：かかわってきたか。人

ﾔ機械論から人間システム論に至る人間と機械の

竭閧ﾉついて述べ、これからの展開に対する理解

�[める。

加　藤一　郎
i早稲田大学教授）

2
ブラックボックス
ﾆしての入間一自動入形

　人間機械論は、人間を外部からながめ、一種の

@械として理解してゆくのが特徴である。技術の

i歩にささえられて変遷し近代に至るその歴史と

ｻ状を展望す為。

同　　上

3
内側からみた入体

齔ｶ理工学

　学問の分化と共に、人間を内側から理解するこ

ﾆに重心が移った。レオナルドの解剖から近代の

d気生理学に至る流れは、生理工学として現代的

W開をみせはじめた。

同　　上

4
脳のサイバネティ

Nス
[人工知能

　人間の頭悩とコンピュータの間には大きなギャ

bプがあるが、その一部を代行させることはでき

驕B人工知能の開発と、それによる脳機能の理解

ﾌ試みについて述べる。、

同　　上

5

情報チャンネルと
ｵての皮膚一一官能検査

　皮膚感覚の特異説は根拠のうすいモデルとなり

ﾂつある◎これを例に、仮説・検証のプロセスを
謗ｦする。代行情報チャンネルとし、ての応用と官

¥検査の人工化などにふれる。

「　　　同　　上

@　　｝

6
発声のメカニズム

[入工の口

　言語が人間システムの中でもつ特質と、言語の
¥造、言語の習得、思考と言語の関係、さらに、

ｹ声発生の機構と、人工的に音声を発生させる方

@について述べる。

白井克彦
i早稲田大学教授）

7
聴覚のメカニズム

[入工の耳

　聴覚の機構と、その心理現象を含めた複雑な機

¥について、工学的な立場から考察する。さらに、

ｹ声の理解と人工の耳の可能性について言及する。 同　　上

一521一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
視覚の単車ニズム

[彫工の目

　われわれは物を見てその形を知り、意味を理解

ｵ、色彩豊：かな3次元の空間を知覚する。このた

ｭみな視覚のしくみと、視覚障害者に対する技術

竢浮ﾌ問題について述べる。

大　頭　　　仁

i早稲田大学教授）

9

身体リズムのメ三

�Yム
[電気刺激：

　人間の体内では、神経に：よって情報が伝達され

ﾄいる。神経に電気刺激を与えて心臓や腸管など

ﾌリズムを制御し、痛みをおさえるなど、人工的

ﾈ身体制御も可能である。

内　山　明　彦

i早稲田大学教授）

10
血液循環系のメカ

jズム
[一 ?H心臓

　血液循環系を：構成している心臓、血管、血管網、

xなどのメカニズムと機能を工学的に解説し、あ

墲ｹて心臓病治療と医工学、人工臓器の現況につ

｢ても言及する。

土　屋　喜一
i早稲田大学教授）

11
骨と筋のメカニズム

[人工関節・筋

　骨生成の電気機械的メカニズム、筋の構造特性

ﾈどの特有な性質をしらべる。また、これらの代

ﾖ機器としての人工関節や人工筋についても紹介
ｷる。

加　藤一　郎
i早稲田大学教授）

12
手のメカニズム
齠?Hの手

　手の感覚系・運動系はともに人間特有のシステ

?�烽ﾂ。その巧緻性について、機械的構造や運

ｮ制御について調べる。また、義手やロボットに
ﾂいて現状を述べる。

同　　上

13
足のメカニズム
[一 ?Hの足

　2足歩行の意義と問題点をさぐる。歩行の分析

ﾆ、その正常・異常について考える。歩行機械に

謔ﾁて足のメカニズムを解明し、義足への技術波

yにまでふれる。

同　　上

14
内面からみた人間

齔S理工学

　人間は心と体をもつ。心理学的知見をもとに、

ﾓ識と情動の問題に工学的像を与え、バイオフィ

[ドバックを例に心と体の問題を考える。 同　　上

15
入間と機械の共生

黹Tイポット社会

　人間とロボットが共生する社会における人間学

ﾆしてサイポトロジーを提唱する。21世紀へ向け

ﾄホモ・ファーベルからホモ・ルーデンス、ホモ・

Tピエンスへの道を探る。

同　　上
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＝情報工学＝（TV）
1主任講師：都倉信樹（大阪大学教授）〕

全体のねらい

　電子計算機の本質および実際を見極めるため、その仕組・原理・構成などをハードウェア、その利

用法・プログラムなどのソフトウェア、ならびに応用技法等について基礎的な内容を講述する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

いま計算機はどんなところで、どのように用い

1 計算機概説（1）

られているかを紹介しながら、計算機が多方面で

?pされていること、いろいろの種類のものがあ

驍ｱとを見て、計算機とはなにかに話を進める。

都　倉信　樹
i大阪大学教授）

計算機はデータ処理機械である。そのデータを

どう表現し扱うのかについて説明する。また、計

2 計算機概説（2） 算機の内部を覗いてみる。 同　　上

計算機は一見複雑極まりないが、実際は簡単な

3
ゲートからA：LU

要素から組み立てられており、想像よりは簡単な

烽ﾌである。もっとも基本の要素であるゲートか 同　　上
まで（1） ら出発して、順々に計算機の回路を構成していく。

計算機のなかで、データを加工するA：LUとい

4
ゲートからA：LU
ﾜで（2）

う部分について、その構成、設計についてのべる。
同　　上

計算機の中での時間、フリップフロップなどの

5
計算機の仕組と動
?i1）

説明がら入り、バス、記憶装置と説明を進める。

O回までで計算機の基本的な構成はできあがった
同　　上

ので、これをどのように動かすのかを説明する。

バスの動作、プログラム内蔵方式計算：機、具体的

ﾈ計算：機の命令、その実行の仕方、そして、計算：

機の制御回路の説明をする。

6
計算機の仕組と動
?i2） 鳥

同　　上

最近の計算機の進歩は多くの関連技術の進歩に

支えられている。その中でも最も重要なICやマ

7
IC、V：LSI、

}イクロプロセッサ
イクロプロセッサについて考えてみる。 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 プログラムと言語（1）

　プログラムを作るという作業の例を通して、そ

ﾌ記述の仕方を順に見ていく。流れ図などの概略
�L述するもの、アセンブリ言語、〒そして、コン

pイル言語と進む。種々の処理系についても述べ
驕B

都倉信　樹

9 プログラムと言語（2）、

　高級言語の機能、構文の記述法などについて、

燒ｾする。言語の変遷、人間の言語との違いなど
熏lえよう。 同　　上

10 アルゴリズム（1）

　プログラム作成の主要なステップの一つはアル

Sリズムの検討・設計であるbいくつかの主要な

痰ﾉついて、アルゴリズムの考え方、および、そ

ﾌ評価の仕方などを述べる。

同　　上

11 　　　　　　　　　「Aルゴリズム（2）

　複数個のプロセッサにかかわるアルゴリズムに
ﾂ
い
て
考
え
る
。
わ
り
こ
み
の
概
念
に
つ
い
て
も
説
明
す
る
。 同　　上

12 ソフ　トウ’エア（1）

　ソフトウェアとはなにか、ソフトウェアを作成

ｷることはどういう作業なのか、なにが問題なの

ｩ、ソフトウェアに：関するいくつかの解題を説明

ｷる。特に、ソフトウェアの品質について考えて

ﾝよう。

同　　上

13 ソフ　トウェア（2）

　ソフトウェアのいま一つの問題は、生産性の問

閧ﾅある。どういう問題があるのか、どうずれば

謔｢のだろうか、未解決な問題が多いが、その研

?ﾌ状況をまじえ、ソフトウェア開発の問題を考

ｦてみよう。

同　　上

14
計算機にできるこ

ﾆ、できないこと

　計算機はどういう能力をもっているのだろうか

ﾆいう基本的な問題を考えよう。計：算機にできな

｢ことはなにかについても説明する。 同　　上

15

動向　と　展望・一さらに勉強す

驍ｽめに一

　この講義で扱った内容が情報工学全体の体系の

ﾈかに占める位置を示し、カバーできなかった事

ｿについて補足し、あるいは、各人の興味に沿っ

ﾄ引続き勉強するための案内もしたい。

同　　上
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＝計　測 と 制御：＝（TV）
〔主任講師：森　政弘（東京工業大学名誉教授）
　　　　　　　小川鑛一（放送大学助教授）

全体のねらい・

　希望通りの結果や経過や状態を得るために必要な操作を施すことを制御という。このためには、現状や

結果を計測することが必要で、計測なしには制御は成り立た：ないといえる。本講義では、これらを踏まえ

社会における計測と制御の活躍状況の解説を背景に、計測と制御を学んでゆくための必要最小限の工学的

、基礎事項を説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．計測と測定について ．森　　　政　弘
2．制御とは何か （東京工業大学名誉教授）

1 計測と制御の役割 小　川　鑛一
（放送大学助教授）

1．計測とは

計測の意味と計測 2．測ってどうする

2 3．計測の定石　　　　　　　　　’ 同　上

結果の利用法

1．物理量について
2．物理量とセンサ

3 物理量とセンサ 3．　センサ 同　上

1．ひずみゲージとは何か

2．ひずみゲージによるひずみ測定原理
4 センサの応用 3．計測感度を上げる2ゲージ法と4ゲージ法 同　上

4．ひずみゲージの種々の応用

1．温度調節の澄じさん
2．制御と操作

5 制御のすばらしさ
3．制御と外乱
S．フィードバック制御

同　上

5．負のフィードバック
6．制御の名称分類

1．シーケンスとは
シーケンスの意味 2．シーケンス制御とは

6 とシーケンス制御 3．シーケンス制御の考え方 同　上

のあらまし

1．シーケンス回路の基本要素

シーケンス制御回 2．簡単なシーケンス制御回路

7 3．OR回路とAND回路の応用 同　上

路
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．シーケンス制御の応用を拡大する電磁接触
シーケンス制御の 器とタイマー 森　　　政弘

8 2．順序始動・停止シーケンス制御
応用 小　川　鑛一

1．人間と機械の特徴

9
入　間　に　よ　る 2．動的システム

R．数学モデルの誘導 同　上

制御の限’界 4．ステップ関数とインパルス関数

10

制御理論入門一ラプラス変換と

@　　伝達関数一

1．ラプラス変換とは

Q．伝達関数とは

同　上

1．フィードバック制御系のブロック線図と伝
ブイードバック制 達関数について　　　　　　　　　一

11 御系の特性と周波 2．安定・不安定 同　上
数応答 3．周波数応答とは

玉．サーボ機構とは

2．サーボ機構の制御装置
12 サ　一　ボ機構 3　ナイキスト線図と系の安定判別法 同　上

4．デジタルサーボ機構

1．プロセ：ス工業とは

2．プロセス制御
13 プロセス制御 3．ボード線図 同　上

1．サーボ機構とプロセス制御の特徴
2．検出要素（センサ）

14 制御用機器 3．制御装置 同　上

4．操作要素（アクチュエータ）

1．計測について

2．制御について
15’ ま　　と　　め 3．コンピュータと計測と制御 同　上
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＝設計工学＝（TV）
一解析と総合一

　　　　　　　　　　〔主任講師：阿武芳朗（東京理科大学教授）〕
全体のねらい
　本講では、設計の単問ならびに工業技術における位置付けとその意義、および設計の思考過程、行動
実行過程、また、その評価、管理について論じ、社会に貢献し得る設計とはいかなるものかを会得させ
るための教養講＝義とする。前段（1～5回）は設計工学の基礎事項、中段（6～12回）は、設計目的
の具体化のための技術的基本事項を、後段（13～15回）は設計の評価ならびにその管理事項について
述べる。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．設計の本質

1 設　計　概　　説
2．設計の思考過程

R．工学的設計と製品設計

S．製品開発

　阿武　芳　朗
i東京理科大学教授）

1．創造性の役割

2．創造思考とその特性

2 設計と創造性 3．特許制度におげる発明 同　上

4．創造性訓練

5．創造的エンジニヤに必要な特性

1．図面の必要性

3 言葉どしての図面（1）
2．第一角法と第三角法

R．寸法記入
S．寸法の許容限界の記入・

、　塚　田　忠夫
i東京工業大学教授）

5．図面に必要なその他の情報

1．図面情報の集約化
2．幾可公差の必要性
3．公差を融通し合う考え方

4 言葉としての図面⑪ 4．表面罵さ 同　上
5．省略図
6．図記号による系統図
7．　コンピュータによる製図

1．設計図とコンピュータのかかわり・
2　CADの概要

設計とコンピュータ 3．CADのシステムの構成
5

（CAD）
4．コンピュータとの対話
T．形状を表すデータの扱い

同　上

6．モデリング
7．ソフトソリヅドモデルのデータ構造

1．機械要素の分類
2．締結要素
R．案内要素 舟橋　宏　明

6 機　械　要　　素 4．伝達要素 （東京工業大学

5．エネルギー吸収要素 助教授）
α　液体伝導要素
7．：標準規格および機械設計

1．設計と総合

2．設計と分析
7 解析と　総合 a　設計と解析 同　上

4．最適化
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
ｮ所属・氏名）

8 運動の変換・伝達（1）

1．運動の自由度

Q．運動の変換・伝達の基本形成

R．機構の自由度

S．機構の数の総合
舟橋　宏明

，9 運動の変換・伝達⑭

1．機構の量の解析および総合

Q　リンク機構

R．カム機構

S　出力運動の変更

同　上

10 材料　と　加　工

1．設計と工作法

Q．材料選択の段階

R．除去加工工程の制限事項と工程設計 阿武　芳　朗

11
強度と剛性を考え

ｽ設計

1．材料の剛さと強さ

Q．剛性設計

R．強度設計

S　強度設計における配慮事項
塚　田　忠　夫

12 精　度　設　　計

1．精度設計の考え方

Q．精度鈍感設計
R．精度鈍感設計概念の具体例

S．精度設計に対する設計者の任務

同　上

13 設計と信頼性

1．信頼性の定義

Q．信頼性の数式的表現

R．機械システムの寿命曲線

S．機械システムの故障現象

T．信頼性達成のための設計

阿武　芳　朗

14 設計と経済性

1．生産性と生産価値

Q．工業製品の価値と費用の発生

＝@製造原価

S　原価の低減

T．価値分析

同　上

15 設　計　管　　理

1．設計の業務

Q　設計の図面管理

R．設計の情報管埋 同　上
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＝物質工学＝（TV）
主任講師 町田周郎（群馬大学名誉教授）

東　千秋（放送大学助教授）

全体のねらい

　自然界に存在する物質（元素から化合物まで）のもつ各種の性質に関する基礎知識をもとに、自然界

の物質を物理的、化学的および生物学的手法により人工的に処理し、人類に有効なエネルギーや材料と

して活用する過程について説明する。特に物質および材料の各種の性質の調べ方や新たに要望される性

質とそれを生み出す手法等を現状における新材料・新技術等を例に解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
物質工学の基礎1

鼈齔l間と地質工学

1．文明と材料

Q．地球の資源

R．物質工学への導入

S．物質工学の構成

T．物質工学の展望

　町　田　周　郎
i群馬大学名誉・教授）

@東　　　千　秋
i放送大学助教授）

1．原子の構造

2
物質工学の＝基礎H

齦ｨ質の成り立ち

2．原子の結合

R．分子間の結合

S．物質の状態

同　上

5．物質の成り立ち

1．元素とその用途

物質工学の基礎皿
2．元素とその資源
R．単体の製造法

3 一資源から単一物 4無機化学製品 同　上

：質へ
5．無機物質の高純度化法6．石油化学

7化学工業の特徴

1．合金
物質工学の基礎IV 2．セラミヅクス

4 一低分子物質から 3．高分子 同　上

高分子物質へ

1．応力とひずみ
物質から材料へ1 2．力学材料の強さと温度

5 一力学材料の世界 3．力学材料の構造欠陥と強さ 同　上
（1） 4．力学材料の複合化

1．金属材料の強化および機能性
物質から材料へH 2．形状記憶合金

6 一力学材料の世界 3．超塑性合金 同　上
（2） 4．アモルフォス合金

5．エンジニアリングプラスチック

1．導電
物質から材料へ皿 2．導電性材料

7 一電子材料の世界 3．絶縁材料 同　上
（1）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．半導体材料

8

物質から材料へIV

齠d子材料の世界
2．超伝導材料

町　田　周　郎

戟@　　千　秋
（2）

1．エネルギー変換
物質から材料へV 2．光電エネルギー変換

9 一一緖q材料の世界 3．　センサー 同　上
（3）

1．磁性

物質から材料へM 2．磁気ヒステリシス曲線と磁性材料

10
一磁性材料の世界

3．磁性材料の進展 同　上

1．光と物質の相互作用
物質から材料へW 2．発光材料

11 一光学材料の世界 3．受光材料 同　上
（1） 4．オプトエレクトロニクス集積回路

1．物質と光透過
物質から材料へ田 2．光学レンズ

12 一光学材料の世界 3．光ファイバー 同　上
（2） 生光選択透過フイルム

臥　液晶材料

1．機能性高分子の種類
物質から材料へIX 2．感光性高分子材料

13 一機能性高分子材 3．物質分離機能をもつ高分子材料 同　上

料の世界 4．酵素機能をもつ高分子材料

1．生体と材料

14
物質から材料へX

齔ｶ体材料の世界

2　主な医用材料

R．免疫学 同　上

1．物質工学の現状

ま　　　と　　　め 2．物質工学の夢

15
一将来への展望

a　物質工学の問題点

S物質工学と倫理観
同　上
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＝エネルギー工学＝（TV）

〔主任講師：丹生慶四郎（東京工業大学教授）〕

全体のねらい

　エネルギーの使用が、人間の生活や生産活動と密接に関係していることを、1日の生活、エネルギー

使用の歴史、エネルギー経済、エントロピーの立場から調べてみる。次にエネルギー資源について、今

後の見通しを含めて考察し、最後に、各種エネルギー間のエネルギー変換に関し、詳細に調べる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 生活とエネルギー

1．火と人間

Q．生活の中のエネルギー

R．石油と文明
　丹生慶四郎
i東京工業大学教授）

2
エネルギー使用の

�j

1．再生可能なエネルギー

Q．産業革命

R．化石燃料
S．資源予測．

同　上

3 エネルギー経済

1．終戦直後の日本の石炭増産

Q．油田の発見と石油価格

R．日本のエネルギー多消費産業への傾斜投資と

o済発展
S．エネルギー消費弾性値

同　上

4
エネルギー資源1

ｩ然エネルギー

1．太陽エネルギー

Q．風のエネルギー

R．海洋のエネルギー

S．地熱エネルギー

轣@地震

同　上

5
エネルギー資源皿

ｴ子力1：核分裂

1．特殊相対性理論と原子力

Q．質量欠損
R．　ウラニウム

S．原子炉

T．海水中のウラン

同　上

6
エネルギー・資源皿

ｴ子力2：核融合

1．第2の火「原子力」
Q．核融合反応
R．クーロンポテンシャルと核力
S．熱核反応
T．自己点火温度
U．ローソン条件
V．磁場閉じ込め　　8．慣性閉じ込め

同　上

．7

エントロ　ピー1

錘挙I考察と熱機

ﾖ

1．エネルギー変換　　2．エントロピー
R．カルノーの熱機関
S．非可逆過程とエントロピー増加
T．熱力学の第1法則と第2法則
U．膨張とエントロピー増加
V．混合とエントロピー増加
W．高熱源とエントロピー　　　9．開放系

同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当’講師
i所属・氏名）

1．微視的考察とエントロピー

エントロピー2
2．平衡分布と最大確率

8 3．エントロピーと経済 丹　生慶四郎
微視的　考察 4．　エントロピーと情報

1．エネルギー変換

9
エネルギー変換1

2．力学エネルギー
同　上

力学エネルギー

1．熱エネルギーから力学エネルギーへの変換

10
エネルギー変換2

2．冷凍サイクル

R．熱エネルギーの伝達 同　上

熱エネルギー 　　　　　　　　　　　　　　　　　　●S．熱エネルギーから電気エネルギーへの変換

1．燃焼

11
エネルギー変換3

ｻ学エネルギー

2．電池．

＝@水素

S　生物

同　上

1．電気エネルギーから力学エネルギーへの変換

12
エネルギー変換4

2．電気エネルギーから熱エネルギーへの変換

R．電気エネルギーから光エネルギーへの変換 同　上
電気エネルギー

1．光エネルギーから電気エネルギーへの変換
エネルギー変換5 2．光エネルギーから化学エネルギーへの変換

13 光・放射線エネル a放射線エネルギーから電気エネルギーへの変 同　上

ギー 換

1．核分裂反応

14
エネルギー変換6

j分裂エネルギー

2．原子炉

＝@熱中性子炉

S．高速増殖炉

同　上

1．核融合反応

15
エネルギー変換7

j融合エネルギー

2．磁場閉じ込め方式

R．慣性閉じ込め方式

S．核融合炉

同　上

一532一



＝都市計画＝（TV）
〔主任講師：蘇繁欝欝翻〕

全体のねらい
　現在の都市問題に対処し将来に向けて都市をより住み良いものにしていくためには、都市に参加する

人々が都市について深い認識を持つことが不可欠である。本講義は、都市計画の法律制度を解説するも

のではなく、また、都市計画の全体像を示すものでもない。今日の都市が抱える代表的課題を取り上げ・

都市そのものへの理解を深めつつ都市計画の基本的考え方を学ぶことをねらいとする。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．わが国の都市化

1
都市をとりまく環

ｫの変化

2．都市をとりまく環境の変化
　石　原　舜　介

i東京理科大学教授）

1．都市の形成について
2．土地利用計画の必要性

2
土地利用のコント

香[ノレ

3．市街化区域澄よび市街化調整区域

S。地域・地区制 同　上

5．地区計画制度
6．その他の制度と今後の展望

1．土地利用の指標

3 土地利用の基礎
2．土地利用と環：境

R．土地利用の実態
阪　本　一　郎

i放送大学助教授）

1．土地利用の諸現象

2．都市立地者の土地要求

4 土：地利用のしくみ 3．土地利用決定の均衡論的理解 同　上

1．土地利用変化の促進要因

2．土地利用変化の抵抗要因

5 土地利用の推移 3．用途混合地域の成立 同　上

1．土地の資産としての評価

2．土地価格を表す数値

6 土地価格の形成 3．価格形成の基礎的なしぐみ 同　上

4．土地価格に影響をもたらす要因

1．土地需要への対応

2．高度利用の方法

7 土地の　供給 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
公共投資と都市振

ｻ

1．わが国の都市基盤施設の遅れ

Q．都市基盤施設整備の計画

R．公共投資と地域振興

@　　　　　　　　　　　　ξ

石　原　舜介

9
宅地開発と開発利

v

1．宅地開発の現状

Q．宅地開発の予測

R．宅地供給事業

S．開発利益の還元
同　上

10
都市再生の課題と

菇@

1．都市再開発の目的

Q．再開発事業の方法

R．再開発の種類

S．区域の大きさと再開発

T．日本の再開発の流れ

　深　海隆恒
i東京工業大学助教授

11
コミュニティ・デ

xロップメント

1．コミュニティの形成

Q．都市住宅の種類

R．住宅、住宅地の整備

S．わが国の住宅および住環境整備
同　上

12 都市産業の振興

1．産業構造の変化

Q．産業構造変化の背景

R．産業振興のメカニズム

S．都市の情況

T．産業振興の例

、同　上

13 快適環境の創造

1．、うる澄いのあるまちづくり

Q．都市美運動

R．楽しい空間の例 同　上

14 都市災害への対策

1．物的被害から機能被害へ

Q．地：域の危険度と被害の想定

R．災害対策の概要

S．災害に強いまちつぐりへむけて

梶　　　秀樹
i筑波大学教授）

15
都市計画の新たな

挙_

1．わが国の都市社会の変化
Q．均衡のとれた国土開発
R．土地の合理的利用
S．住宅・都市の再生
T．都市インフラストラクチャーの整備
U．都市の環境

石．原　舜介
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　　　　　　　　　＝仕事とくらしの経済学＝（TV）

　　　　　　　　　　〔主任講師：島田晴雄（慶慮義塾大学教授）〕

全体のねらい
　この二・7スは、人々の仕事と暮しのさまざまな側面を経済分析の観点から明らかにする。，経済は、人
入のくらしの単位としての家計と仕事の場としての企業とから成り立6ている。人々はくらしてゆくた

めに必要な所得を、仕事をする事によって獲得し、それを消費して生活する6企業はそうした人々を雇
って生産活動を行い、生産物を人々に売って人々に賃金を支払うd経済社会は家計と企業の間の、労働
力と財貨の交換をつうじたこのような循環によって機能している。このコースではそうした経済社会㊧
しくみを、家計の行動、企業の行動、そして労働力の需給を調節する労働市場の構造と変動、賃金の決
定、失業、政府のはたらき、などの分析をつうじて明らかにし、さらに現代のトピックスである外国人
労働者問題、労働時間短縮問題、日本の経営の特質と海外進出などについても紹介し、解説する◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 労働力の構造と変動

　労働力の類型別に見た労働力率格差ならびに
ﾏ動の観察をつうじて日本の労働力の構造と変　　　　　8

ｮの実態を明らかにする。
　島伍　晴　雄
i慶応義塾大学教授）

2 家計と労働供給

　労働力変動の大部分を占める女子労働の考察

�閧ｪかりとして家計の労働供給のしくみを経

ﾏ理論的に明らかにするとともに、労働市場や

o済変動に対するさまざまな帰結を整理する。

同　　　上

3 生産技術と労働需要

生産技術を経済学的に位置づける企業の理論

ﾉもとづき、労働需要の決定と変動のメカニズ

?�ｾらかにする。 同　　　上

4 企業組織と雇用管理

　企業内労働市場における採用、訓練、昇進、

阡Nといった雇用管理や賃金管理などの意味を

o済理論および組織論を応用して理解する。 同　　　上

5 賃金構造と労働市場

賃金格差構造を7つの側面についてとらえ、

ｻの変動の観察をとおして、異労働力の需給
�ｲ節する労働市場の機構を明らかにする。 同　　　上

6
マクロ経済変動

ﾆ雇用・賃金

賃金と雇用の変動をより一般的にマクロ経済

ﾉおける物価と生産の変動の分析枠組の中でと

轤ｦ、マクロ経済モデルをふまえてその変動の

＜Jニズムを明らかにする。

同　　　上

7 団体交渉と賃金決定

　団体交渉下の賃金決定制度を解説するととも

ﾉ、そうした賃金決定のメカニズムを経済分析

Iに明らかにする。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 失業の発生と変動

失業の措置と変動の実態を観察し、その発生

ﾆ変動のメカニズムを経済分析的に明らかにす
驕B 島　田　晴　雄

9 労　働　政　策

　労働基準、：職業安定、人的能力開発など日本

ﾌ労働行政のしくみとはたらきを体系的に解説

ｷる。 同・　上

10 労働の　歴史

　労働運動や労働立法の歴史的展開の経緯を展

]して今日の経済社会における労働のあり方の

ｧ度的枠組や基盤を理解する。 同　　　上

11
労働政策の経済的

ﾓ味

　労働力商品の特殊性に起因する労働市場での

J働者の交渉上の地歩の弱さや労働市場の不安

關ｫを経済理論的に解明し、それを補い是正す

驍烽ﾌとしての労働政策の経済的意味を明らか

ﾉする。

同　　　上

12 外国入雇用問題

　日本経済の国際化にともない日本の経済活動

ﾉ参加する外国人は必然的に増加しつつあるが、

ｻこから発生する法的、経済的、社会的そして

ｭ治的なさまざまな問題を整理して評価し、21
bに向けての総合的なあるべき対応の方向を考える。

同　　　上

13 労働時間短縮

　1980年代末の好況を背景に、日本の経済社

?ﾍ戦後2・番目の本格的な労働時間短縮の局面

ﾉ入ったと考えられる。労働時間短縮の経済社

?I要因を体系的に吟味し、21Cの日本人の生
?A産業社会、経済のあり方を探る。

同　　　上

14
日本の産業とヒュ

[マンウェア技術

　戦後日本の製造業は生産現場における人間の
ｻ断と能力を最大限に活用する生産システムを
J発し、その国際競争力を大いに高めた、そう
ｵた技術の性質を国際比較の観点もふまえなが
迥驪ﾆの生産および人材管理戦略の総合的観点
ｩら解明する。

同　　　上

15
海外投資と日本の

o営

　近来日本の海外投資が急増している。海外投
曹ﾍ受入国にとっては多くのメリットがあり、
ﾜたそうであればこそ投資が行われるわけであ
驍ｪ、月時に世界各国における日本企業のプレ
[ンスの急速な増大はさまざまな社会的、政治
I摩擦を生んでいる。そうした状況下での日本
ﾌ経営活動の実態を観察し、改革の方向を探る。

同　　　上
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＝管 理 会 計＝ （TV）

　　　　　　　　　　　　　　　　〔主任講師：櫻井通晴（専修大学教授）〕

全体のねらい
　管理会計は、経営者のたあに行われる会計である。企業会計は、財務会計と管理会計という2つの

領域に区分することができる。財務会計士外部利害関係者のために財務諸表を作成し、報告すること

を主なねらいとしているめに対して、管理会計は、企業内部の利害関係者のために、経営管理に必要

な会計情報を提供することをねらいとしている。本講義では、管理会計の基礎概念、手法を中心にし

て、会計をいかにして経営管理に役立てるかを述べる。その際、管理会計という学問の性格上、企業

のトジプにインタビューしたり、事例研究をいくつか試みたいと思う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1管理会計と財務会計
会計とは企業会計の領域会計構造と会計報告

管理会計の意義・
2経営管理者と会計
@企業の目的　経営者の機能　経営計画と統制　経営意思決定 櫻井通　晴

1
本：質 3難論と；糊霧弊委員会鵬コント・一ラー制度 （専修大学教授）

4　管理会計の体系と本書の構成
@管理会計の体系本書の構成

1分析のための基準
収益性と流動性損溢計算書と貸借対照表分析方法と比率分析

2　収益性の分析

2 財務諸表の分析
　資本利益率　資本回転率売上利荘率

R　流動性の分析
同　　　上

支払能力の分析比率　資本構成の分析比率　資本構成、三座と資本構成の
分析比率

4　生産性、成長性、投資収益性、社会性の分析’
生産性の分析成長性の分析　投資収益性の分析　社会性の分析

1　管理会計上の基礎概念
@実体概念継続企業の概念貨幣的評価の概念

2　管理会計上の利益概念
@限界利益管理可能利益貢献利益

3 管理会計上の諸概念 3灘織灘原職能性と原価直接鉱間接費とその配賦　　　　　　　　　　　　　　標準原価　個別費、共通費とその配賦 同　　　上

4　経営意思決定のための原価概念概説
@機会原価増分原緬　埋没原価

1　事業部制組織
分権化と事業部制　事業部制の利点と欠点

4 事業部制会計

2講騰鷺悪点利益幅・投資回心点残余利益難利益率3擁護：魏萎乙部二二か純利益か本社費配賦の方法社内金

同　　　上

利制度

4社内振替価格の設定
@内部振替価格と社内振替価格社内振替価格設定の基準

1　損益分岐点分析
@損益分岐点分析とCVP分析　損益分岐点図表　損益分岐点分析の算式

曜

2　損益分岐点分析の展開

5
損益分岐点分析と

ｼ接原価計：算

　固定費、変動費の増減　目標利益売上高の算定　目標売上利益率の売上高

@安全余裕率
R　直接原価計算
@直接原価計算の意義全部原価計算と直接原価計算の製造原価営業利益
@　と損益計算書の相違

同　　　上

4　直接原価計算の機能一
利益計画への活用　経営意思決定への活用・原価管理への役立ち　公表財
務諸表と直接原価計算

曜

1　経営戦略と長・中期利益計画
企業環境の変化と経営戦略戦略的な長期経営計画と長期利益計画　中期
経営計画、中期利益計画

2利益計画のすすあ方

6 利　益　計　　画
長、中、短期の利益計画利益計画における費用・収益計画利益計画の

�濶ﾟ程 同　　　上
　利益計画におけ・る目標利益3　、目標利益の指榛目標利益におげる利益概念月標利益の求め方

4薙属籍瑳秦預利益計画と予算編制の関係

1　企業予算の意義と現状
@企業予算とは艦予算の体系

2羅霧繊の基礎預編成の手順餅予算の編成資金予算の編成

7 予　算　管　理 3　参加的予算管理とゼロベース予算
@参加的予算管理　ゼロベース予算

同　　　上

4蝿響予算差異分析予算差異分析の限界
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回 一．ア㌦．　　一　　　マ． ，内　　　　　　容r
担当幽‘講師
i所属・氏名）

r標準原価管理とコスド・コソ｝ロール
標準原価計算とは．標準原価計算と原価管理（コスト・コントロール）
標準原価の種類

8 標準原価管理
2，標準原価の設定
@標準直接材料費の設定　標準直接労務費の設定　標準製造間接費の設定

@習熟曲線と経験曲線 櫻井通　晴
3　原価差異分析

昌標準直接費の差異分析　標準製造間接費の差異分析

4　標準原価管理の特徴と限界
標準原価管理の特徴標準原価管理の限界

1　原価管理の現代的意味
原価管埋の2つの意味　原価低減　狭義の原価管理

9
原価管理と管理工
A学的手法

2　原価低減の構造
@経営環境の整備　経営構造の変革業務執行活動の改善

R　工場自動化と原価管理
@　プロセス・オートメーションとファクトリー・オートメーション　原価企

同　　　上

画（目標原価）　ソフトウェア原価管理

4　管理工学的手法
品質管理　在庫管理　現場の原価管理

1　営業費管理の基礎
営業費管理の重要性営業費管理の困難性営業費管理のための原価分類

■

2　物流費の管理

10
営業費、研究開発

?ﾌ管理

　物流費管理の要点輸送費の管理保管費の管理包装費の管理
R　販売促進費の管理
@販売促進費管理の要点販売促進費管理における貢献利益販売促進三管
@理における割当型予算広告宣伝費の管埋交際費の管埋

同　　　上

4　一般管理費の管理
一般管理費管理の要点　事務の合理化と事務費の生産性分析

5　研究開発費の会計と管理
研究開発費の会計処理　研究開発費三三の要点研究開発プロジェクトの

，評価

1　資金管埋と資金の意味
@資金管理の重要性　黒字経営と黒字倒産　資金の意味

9

・〆

2　資金構造計画と長期資金計画

11 資　金　管　理 資金構造計画の重要性　資金調達源泉　長期資金計画 同　　　上
3　資金計画表（資金運用表）

資金計画表とは　資金計画表の作成法　ケース1♂資金計画表の具体的例
示　ケース2

4　資金繰り計画表（資金繰り表）
資金繰り計画表とは　資金繰り計画表の形式

1　経営者の意思決定と会計
意思決定とそのプロセス　意思決定会計の区分

12
経営意思決定会計

ﾌ基礎

2　経営意思決定のための増分分析
@増分分析　配賦問題と意思決定　ケース　減価償却費の取扱

R　経営意思決定のための原価
@増分原価　埋没原価機会原価　その他の意思決定原価

伺　　　上

〆 4　不確実性への対応
不確実性と意思決定　期待値による不確実性の検討　分散による不確実性
の考察　期待効用

1　業務的意思決定と経営計画
業務的意思決定　経営計画上の位置づけ

2　自製か購入かの意思決定

13
業務的意思決定の

ｽめの会計

　一・般理論　ケース　解き方
R　新製品（部門）の追加または旧製品（部門）廃棄の決定　一一般理論　ケース　　　　　　　　　　解き方

同　　　上

4　プロダクト・ミックスの意思決定

難鶉欝嚢課饗融くみ綿弓壱つ難
1　経営戦略と価格決定

価格政策と価格決定　価格決定の性質

2　経済モデルと価格決定

14
戦略的・業務的な

ｿ格決定

　　需要と価格需要と価格弾力性価格、生産量の決定経済モデルの限界

R　会計モデルによる価格決定のメカニズム

@全部原価法部分原価法
S　現実の価格決定の類型と会計モ：デルの適用

同　　　上

確定価格契約と原価加算契約　ライフサイクルと価格決定　既存製品と新
製品の価格決定独占的製品、競争製品および寡占製品の価格決定長期
価格決定と短期価格決定

1　戦略的意思決定のための会計
戦略的意思決定設備投資意思決定の特徴

2　設備投資意思決定の基礎概念

15，
戦略的意思決定と

ﾝ備投資計画

　現金流出入額（キャッシュ・フロー）　現在価値の概念と利子　資本コス
@　ト

R　投資プロジェクトの評価法
@投資利益率法　回収期間法　内部利益率法’現在価値法

同　　　上

4　リスク、．リース、プロジェクト・コントロールと設備投資意思決定
リスクの評価　リース　プロジェクト・コントロール
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＝税務会計＝（R）
〔主任講師：武田隆二（神戸大学教授）〕

全体のねらい
　法人税は、法人め各事業年度の所得の金額を課税標準として法人に課せられる税金であるから、法

人税法の骨格は課税所得の算定にある。本講座では、課税所得計算の内容を会計学的見地から基礎づ

け、かつ、その性格を明らかにすることを狙いとし、企業会計と税務会計との違いを理解できるよう

に進めたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
税務会計の制度的

賰b

　法人にはなぜ税金がかかるのか、課税所得を
Z定するための法令の体系はどうなっているの
ｩ、法人税の性格および仕組み、税務会計の性
i、さらに商法会計や企業会計原則を含む制度
?vといわれる会計領域の特質について明らか
ﾉなる。

武　田　隆二
i神戸大学教授）

2
課税所得計算の基

b構造

　課税所得はどのように求められるのかという
鞄ｾ計算の仕組み、収費・費用計算の基礎にお
ｩれる「一般に公正妥当と認められる会計処理
ﾌ基準」の意味、さらに、税法と商法とを橋渡
ｵする「確定決算主義」の意義について説明す
驕B

同　　　上

3
損金概念と債務確

闔蜍`

　課税所得は益金の額から損金の額を控除して
≠ﾟられるが、ここでの損金の概念を規定する
@概念が債務確定主義である。債務の確定とい
､法的に安定した状態で損金を認識・測定しよ
ｵょうとする債務確定主義の内容を会計学上の
ｭ生原則と対比する形で明らかにする。

同　　　上

4
益金概念と権利確

闔蜍`

　課税所得算定における積極要素としての益金

ﾌ額は、損金の額と同様に、法的に安定的とな

ﾁた債権確定の段階で認識・測定される。この

謔､な権利確定主義が、会計学上の実現原則と

ﾇのような関連にするのかを明らかにする。

同　　　上

5
売買損益等と益金

ﾌ計算

　益金の額に算：入される典型的な取引について

謔闖繧ｰ、検討する。売買損益（一般販売、特

齡ﾌ売、請負工事等に係る損益、有価証券の譲

n益、固定資産の譲渡益）のほか、受贈益や受

謾z当金の益金不算入等の諸問題を扱う。

同　　　上

6 たな卸資産の税務

　たな卸資産とは、固定資産とどのような点で
痰｢があるのか、たな卸資産の取得価額をどの
謔､に認識するのか（原価集合論）、さらにそ
ﾌ敢得価額を各期間にどのように割当てたらよ
｢か（原価配分論）、評価減、低価法の適用等
ﾉついて扱う。

同　　　上

7 有価証券の税務

　有価証券の範囲とその取得価額、転換社債と

V株引受権付社債の取扱い、身代り株式の付替

v算：、原価配分と評価換え（低価法・評価減）

凵A有価証券の税務の特徴について解説する。

同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 固定資産の税務

　固定資産会計もたな卸資産会計と同様に、原価
W合論と原価配分論とから成り立っている。原
ｿ集合論では固定資産の範囲とその取得価額の
竭閧ｪ、また原価配分論では減価償却方法、定
z法から定率法への変更等、耐用年数の適用の
竭閧ｪ扱われる。

武　田　隆二

9
資本的支出・評価

ｸ・除却の税務

　固定資産に係る支出が修繕費として扱われる
ｩ、あるいは帳簿価額に加えなければならない
ｩ（資本的支出）、技術進歩的により固定資産が陳腐化した場合どのように扱われるか、さら

ﾉ、耐用年数をまたずに除却等された場合の取
ｵいについて解説する。

同　　　上

10 圧縮記帳の税務

　国庫補助金、工事負担金等で取得した固定資
Y、保険金で取得した固定資産、交換により取
ｾした固定資産について、租税政策的見地から
ﾅ定資産の取得価額を圧縮するという手続によ
闢槙Y圧縮額を損金の額に導入する方式の会計
?揩ﾆ効果について考察する。

同　　　上

11 繰延資産の税務

　代価の支払が完了し、役務の提供を受けたに

烽ｩかわらず、その効果が将来発現すると期待

ｳれるものが繰延資産といわれるが、その範囲、

梛p方法について説明するとともに、税法特有

ﾌいわゆる9号繰延資産について解説する。

同　　　上

12
給与、寄付金、交

ﾛ費等の税務

　税務上問題の多い給与、寄付金、交際費、前

ﾈ金、貸倒損失等の諸費用の損金算：入の条件に

ﾂいて説明し、税務上の特別の要請である行政

繧ﾌ考慮、公平の考慮：がどのように作用してい

驍ｩについて明らかにする。

同　　　上

13
リース取引に伴う

ｹ益

　法人によるリース利用状況の普及に伴い、リースの仕組み、リース取引に係る法人税の取扱

｢を、賃借人側の会計処理問題とリース会社側

ﾌ会計処理問題とを含めて解説する。

同　　　上

14
引当金、準備金の

ﾅ務

　引当金は償務確定主義の例外として税法上六

ﾂの引当金に限って、その設定が認められてい

驕Bこれら引当金の特徴を個別に考察するとと

烽ﾉ、措置法で容認する各種準備金のうち日常

ｫのある準備金についてその特徴を説明する。

同　　　上

15
企業会計と税務会

vとの差異

　企業利益と課税所得との差異の原因を類型化

ｵて説明し、その差異の形態と効果について解

ｾすることによって、税務会計と企業会計との

ｫ格の相違を浮彫りにしたい。最後に、税効果

?vについても簡単に説明することにしたい。

同　　　上
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＝：産業と環境・資源＝（TV）

〔主任講師：黒澤一清《放送大学教授）〕

全体のねらい

　産業と環境の関係を、産業をめぐる物的・技術的関係ばかりでなく、また社会的・文化的関係をも

含む、より一般化された構造的視野で扱う。こうすることによって、今日見られる産業資源問題、あ

るいは産業環境問題の、一方ではそれの根源への科学的研究を全面的に進める見通しが与えられるば

かりでなく、他方ではこれらの問題の解決への洞察をも与えることが可能になる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

複雑な産業社会現象の背景にある構造を、産

1

産業社会の構造の

�ｾ：その根源構
業社会のメタ構造（根源構造）として把握する。

黒　澤　一清
i放送大学教授）

・∠ヒ

廻

産業社会のメタ構造を、人間と自然との相互

産業社会の＝構造の 作用系と、人間と人間との間の相互作用系、ま

2 解明：その一般＝構 たそれぞれの内容をなす構造について考察する。 同　　　上

・∠i』

旭

問題の構造を諸法則の構造として把握する。

産業一環境一資源

3 系に白ける法則の 同　　　上

構造

Benefit－cost　analysis手法による経済学と生

産業一環境系への 態学との統合モデルを検討する。

4 費用一便益分析の 同　　　上

適用とその問題点

環境汚染管理の分 環境汚染管理の＝基礎的概念である外部費用と

析的理論とその間 市場機能の限界の問題を扱う。

5 題点：その1、外 同　　　上

部費用と市場メカ
ニズム

6

環境汚染管理の分
ﾍ的理論とその問
闢_：その2、政

　汚染管理の諸方策とその効果・限界の問題を

l察する。

同　　　上

策

環境汚染管理の分
汚染管理の制度・法制との基本問題を考察す

7
析的理論とその問

闢_：その3、制

る。

同　　　上

度と法
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・三三）

産業’一L地域社会
第7回までめ分析的理論を実践に移す具体的

ﾈフィールドとしての地域社会の構造について

8 系の構造の基本間 考察する。 黒　三一　清
題

前回の考察を具体的な例について考察する。

9
産業一地：域社会
nの：構造と実践

同　　　上

産業一環境：系の構造を人間的実践の立場から

考察するときそこに意味論的環境が現われる。

10 意味論的環境 同　　　上

企業水準での環境・
　産業一環境一資源系の問題を、産業の実践主

ﾌとしての企業の水準に具体化する。
11 資源問題の構造： 同　　　上

その1、構造と原理

企業水準での環境・ 問題を経営資源にしぼってそれの構造と機能

12
資源問題の構造：

ｻの2、経営資源

を解明する。

同　　　上

とその効果

13

入間一産業一自然コンプレックスの

Vステム・シミュ

　この表題をひζつの数理モデルによって実験

ｷる事例を示す。

同　　　上

レーション

産業と環境・資源といった問題は、今日すぐ

14
環境・資源問題へ

ﾌ国際的視野

れて国際的な性格を持っている。それの構造に

ﾂいて考察する。 同　　　上

15 総　　　　　　括 同　　　上
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　　＝技　術　史＝（R）
　　　　一入間と技術のふれ合い

、〔主任講師；極甲裾綿ー《東京工＝科大学教授つ〕

全体のねらい

　人間の生活とともにある技術、生きてゆくためにものをつくることは、どの民族にとっても、あら

ゆる文化の基礎である。現代の技術がいかに高度に発達しても、人間の技（わざ）と思想（知恵）が

原点である。人間にとって真の技術とは何か。この視座をふまえ、東と西の比較を交えつつ、日本の

産業技術のあゆみを考察する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

開講にさいして一身近な生活の

?ﾉ「技術」と「歴
jを考える。

　序説。歴史とは現在と過去とのつきることの
ﾈい対話である、との見地から、技術とその歴
jを学ぶことの意味を考える。
i1）　「技術」と「歴史」について

A技術史の三つの段階
i3）二一　（あた）半と現代の技術。

　飯　田　賢　一

i東京工科大学教授）

2
現代をどうとらえ

驍ｩ

総論（その1）。現実は、目にみえるものと、
ﾚにはみえないが肝心なもの（本質）をとらえ
驍ﾆ、ほんとうに理解できる。世界拉術史の大きな流れの中での現代日本を考える。

i1）日本の戦後技術史の意味。　②鉄砲をすてた日本人。　（3）ブータンの鋼の切手。

同　　　上

3
近世日本の技術と

ｶ化

　西欧と同じく18世紀の日本には、すでに新し
｢産業技術を生み出す土壌が整えられており、
ｻれが近代技術受容の原動力となった。その諸
�ｵを探究する。
i1）18世紀の技術思想。　（2）産業技術書の普
y。　（3）和算とそろばん。

同　　　上

4 東と西の科学と技術

　近世ともなると、東洋（日本）でも西欧でも
ｻれぞれの風土に即して個有の技術観が成立し、
Y業技術の道を開拓していった。歴史的にどん
ﾈ道がよいかをかえりみる。
i11　『天工開物』と『デ・レ・メタリカ』
A江戸のメカニズム　　（3）産業革命の教訓

同　　　上

5 近代日本の夜あけ

　アヘン戦争を機にくずれウく中華帝国の情勢
ﾆ、イギリス産業革命の進展が、日本を明治維
Vへ向わせる国際環境を形成する。これに対応
ｵ、日本技術の西欧化が開始される。
i1）明治維新前後の世界。　②西欧科学の受
e。　（3）洋　高炉への道。

同　　　上

6 東と西の出会い

　日米修好条約交換のため太平洋を渡ったのが
撃ﾆ西の直接の出会いである。欧米の技術文化・
@械文明を日本人はどううけとめ、また先進諸
曹ﾍ日本人に何を期待したか。
i1）万延元年（1860年）の使節たち。　（2＞鉄
ｹの開幕。　（3）福沢諭吉の『民情一新』。

同　　　上

7 日本の産業革命（1）

　日本の近代工業化を支えた最初の産業は、製
?ﾅあり綿糸紡績業である。在来技術はどのよ
､に生かされ、国産工業がおこったか。
i1）絹の道
A　ガラ紗の発明
i3）国産第1号機関車の出現

’同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属’・氏名）

8

1890年の技術選

�鼡ﾟ代日本の
�ﾆ影

　明治国家の体制が確立した1890年（明治23
N）ともなると、近代日本産業には光とともに
eの部分が発生する。日本の東と西でどういう
Z術の道が選ばれたか。
i1）足尾鉱毒事件の発生。　②近代技術教育の形成。　（3）琵琶湖水と京都市電。

飯　田　賢　一・

9 日本の産業革命②

　軽工業から重工業へ。その転回点で重要な役
р�ﾍたした官営八幡製鉄所の確立過程の技術
j的解明は、今日の第三世界工業化の問題に対
ｵて多くの示唆を投げかける。
i1）重工業化の展開。　②官営八幡製鉄所の
ｬ立・失敗・自立。　（3）外人科学者の眼。

同　　　上

10
近代日本の発明の

?艪ﾝ

　総論（その2）。1885年の特許制度施行以来の日本人の創造性のあゆみを概説し、近現代の

Y業技術発展の原動力は何かを考える。
i1）風土と技術と文化
i2）産業構造と技術水準
i3＞技術発展の原動力

同　　　上

11
大正デモクラシー

ﾆ科学技術

　第1次大戦前後の国際交流の高まりと大正デ
cNラシーの流れの中で、日本の産業技術はよ
､やく科学的技術としての基礎を確立しはじめ
驕Bことに理化学研究所の意義を考える。
i1）理工学研究機関の成立。　②民衆の生活
ﾆ科学技術。　（3）理化学研究所の意義。

同　　　上

12 両大戦間の時代

　軍事主導型の暗い谷間といわれるアウタルキー時代にも、国際性・創造性＝豊かな先駆者たち

ﾌ仕事が底流にあった。そのいくつかを発掘し
ﾄ評価する。
i1）北の大地をひらく。　②　エレクトロニク
Xの先駆者たち。．（3）工業美学の思想。

同　　　上

13 戦争から平和へ

　平和経済の到来をまって、日本の技術革新は
ｱ入技術をテコとしつつ漸次自主開発技術へと
繧ﾁた。その担い手としての技術者たちの科学
I精神と詩のこころにも言及する。
i1）科学技術者であるまえに人間であること。
i2）日本の技術革新。　（3）自主開発技術へ。

同　　　上

14 日米比較技術史

　1950～60年代の日本の鉄鋼や自動車産業は、
ﾄ国1920～30年代のそれと歴史的に類似し、
ﾎ比が可能である。日本の技術は米国にどう追
｢つき、追いこしたか？
t）米国が「日本」だったころ。　②　日米の
ｩ動車競争。　（3）　「重厚長大」と「軽薄短小」

同　　　上

15
おわりに
齠坙{の技術
P00年

　これまでの講義を総合し、この100年の日本
ﾌ産業技術のあゆみを回顧し、あらためて今日
ﾌ国際化社会の中での日本の課題を考える。
i1）創造と市民社会
A現代技術と伝統文化
i3＞第三世界の工業化と日本

同　　　上
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＝システム工学＝（TV）
〔主任講師：浅居喜代治（大阪工業大学教授）〕

全体のねらい
　大規模・複雑なシステムの計画・設計・運用のためのシステム工学への理解を深めるために、まず、

．その発達の歴史・アプローチ・応用例を示したのち、次にアプローチについて・各段階での方法論を・・

順次説明し、終りに最近の総合的な実際例を挙げて、系統的かつ具体的に講義を進め、システム概念

の把握と、システム思考の基礎を与えようとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

システム工学の概要：

1
序　論

Vステム　とは

システムの定義・特性・考え方
浅居喜代治

i大阪工業大学教授）

システムの分類

種々のシステムの例

2 種々のシステム 同　　上

システム工学の発達・考え方・他のシステム科学

や技術との比較

3 システム工学とは 同　　上

システム工学のアプローチと方法論の概説

4
システム工学のア

同　　上
ブローチ

システム表現の考え方と注意

5
システムの表わし

禔iモデリング）

数学的モデルと図的モデル
平井一　正
i神戸大学教授）

システムモデルの分類

6
種々のシステム・ モデルの例

同　　上
　一“cAノレ

構造モデルの意義と作成

7 構造モ　デ　ル 寺野寿郎
i法政大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ファジィモデルの意義・理論・種類

モデル作成上の注意

8
　　　　　顎．■■　　　“

tアシイモアル 寺野　寿郎

システムの基本的特性（安定性・可制御性・可観

9
システムの特性と
�ﾍ（1）

測性・感度）の意義と解析法
北森　俊行
i東京大学教授）

システムの基本的特性（信頼性・保全性・安全性

システムの特性と など）の意義と解析法

10 解析（2）
同　　上

種々のシステム最適化法

良いシステムの求
11 め方 浅居　喜代治

（システム最適化）

シミュレーションの方法

シミュレーション
種々の試行法

12
と試行法

同　　上

システムダイナミックスの考え方と理論

13
システム●

動的モデルへの適用
榛　沢　芳雄

ダイナミクス （日本大学教授）

システムダイナミックスによる都市モデル

都市システムへの シミュレーションによるシステム計画

14
応用

同　ナ上

OA、：FAなどのシステムの計画・設計・運用

15
OA、　FAなどの
Eシステムへの応用

本書の内容の要約

浅井喜代治
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＝二 ﾝ計工学＝＝（TV）
解　析　と　総　合

　　　　　　　　　　〔主任講師・：不感忠夫で東京工業大学教授）う

『全体のねらい

7本講義は、学問ならびに工業技術における設計の位置付けと設計の思考過程、ヤ’及びその総合的評価

について論じ、社会に貢献し得る設計を会得するたあの教養講義である。講義の構成は、設計工学の

基礎事項、設計目的の具体化のための技術的基本事項、設計の総合化事項からなる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 設計と創造性

　設計を工業社会におけるエンジニアリング的

ﾈアプローチからその位置付け、思考過程を論

ｶ、そのための基本を述べる。さらに、設計は

麹№ｷる技術であり、設計過程で強く要求され

髑n造性についても述べる。

　塚　田　忠　夫

i東京工業大学教授）

2
総合的評価を考え

ｽ設計

　設計は一つの構想を図面にして完了ではない。
｡数の設計案を創り、その中から全ての機能的
v求を総合的に評価して最適な設計案を選び、
ｳらにそれを改良しなければならない。ここで
ﾍ、情報積算法を用いて総合的評価を考える設
v法について述べる。

中　沢　　　弘

i早稲田大学教授）

3 情報伝達手段

　人間が創造した構想を他人に正確に伝える手
iに言語（図面）がある。三次元空間での物体
ﾌ正確な情報は、二次元的な広がりをもつ図面
ﾉよって伝達される。そのために、国際的に共
ﾊな理解ができる図面の約束ごとや表現法の基
bを述べる。

塚　田　忠　夫

4

コンピュータ援用

ﾝ計
iCAD＞

　機械的作業を得意とするコンピュータと創造

I思考を得意とする設計者との相互の長所を結
A合すれば効率のよい設計が行える。道具として

ﾌコンピュータとこれを利用する人間とのかか

墲闕№｢、及び作業分担について述べる。

同　　　上

5 機　械　要　　素

　次回以降に例示される設計構造の基礎知識と

ｵて、種々の機械に共通して使用される部品の

`態、機能、使用目的を述べ、さらに機械要素

ﾆ機械設計の係わりを考える。

　舟橋宏　明
i東京工業大学教授）

6 解析　と　総合

　設計にあらわれる二つの正反対の思考プロセ

X、すなわち設計解の諸支配因子を細かく分け

ﾄ調べる解析と既存の知識から最適解を得る総

№ﾉついて述べる。

同　　　上

7
機械運動系の解析

ﾆ総合（1）

　機械を運動系としてとらえ、運動の変換・伝

Bの基本形式を示し、系内の物体の数や入力の

狽ﾈどの間に成立する関係を解析し、また数の

K合条件を満たす運動系の総合を行う。

同　　　上

一547一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

機：械運動系の入力および出力運動の章的関係

8
機械運動系の解析
ﾆ総合（皿）

について解析し、また所要の入出力関係を満足

ｷる運動系の総合を行う。 舟橋宏明

材料の性質は、本来部品として完成された性

能を目標に選ばれる。しかし、素材から種々の

9 設計と材料の選択 加工を経るに従ってその材料の性質は変化する。 塚　田　忠　夫

このようなことを考慮した材料の選択法につい

て述べる。

機械の寿命の究極状態は壊れることである。

予想される使用条件に耐え、繰り返し力が働く

10 強　度　設　　計 条件下で、強度と剛性を保証する設計を述べる。 同　　　上

高精度機械では、その構成部品に非常に高い

精度が要求される。機械全体の組合せ精度を損

11 精　度　設　計 なわずに、部品に適切な精度の配分をする考え 同　　　上
方を精度設計と云う。

設計対象の機械、部品、システムなどが、規

定の条件のもとで、所定の期間にわたって、所

12 信頼性設計 要の機能を維持し、遂行する確率を高いレベル 舟橋宏明
に保つための考え方について述べる。

設計するという行為は、ものをつくることが

：最終の目標であるから、性能・コスト・納期な

13 設計　と　加　工 どが満足される最良の加工法を考慮した設計が 中　沢　　　弘

行われなければならない。ここでは、設計者の

観点から再構築した加工法の概要を述べる。

設計をする際に、本質的に良くない設計に貴

重な時間を浪費してしまうことがよくある。こ

14 機能の独立性の原理 のような無駄を防いでくれる原理がある。その 同　　　上

一つが機能の独立性の原理である。具体的事例

を通してこの原理の意味と重要性を述べる。

設計を成功に導くもう一つの原理がトータル
設計の原理である。この原理は、新たな機能的

15 トータル設計の原理 要求が追加されたとき、それを含めて全ての機
¥的要求を同時に総合的に最適化を図るのがよ

同’

@上
い設計法であることを教えている。これを具体
的事例を通して解説する。
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　　＝哲学思想史＝（R）
　　　　　（西洋近代の哲学思想）
〔主任講師：中等肇（放送大学教授）〕

全体のねらい
　この講義はルネサンスに始まって19世紀半ばにいたる西洋近代の哲学思想をその内容とし、哲学者

の思想内容の細部に立ち入るよりも、哲学的な問題意識の流れを全体にわたって辿ることを目的とする。

とくに世界（自然と人間）像…bよび知識（学問）論の展開に重点を置く。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ルネサンス期の思想の特徴を「開かれた宇宙

1 ル　ネ　サ　ン　ス

観」と「新しい人間像」という観点からとらえ、

ｩ然科学と人文主義の持つ思想的な意味をさぐ

閨Aさらにこの時期の自然哲学と神秘主義的な

中　埜　　　肇

i放送大学教授）

宗教思想について考える。

「経験」にもとつく新しい学問の提唱者であ

るフランシス・ベーコンが展開した新しい知の

2 フランシス・ベーコン 構造（学問のプログラムと分類、イドラ論、帰 同　　　上

納法など）について述べ、その意味と限界を考

える。

「普遍学」を構想し、その方法論の基礎を徹

底的な懐疑によって達せられる「自我」（＝理

3 デ　　カ　　ル　　ト 性）の確実性に求めたデカルトの形而上学につ 同　　　上

いて述べ、その二元論的な世界観の問題点を探
る。

し

機械論の立場からする演繹的な思考方法を、自

然現象よりもむしろ人間社会の構造に向けたホ

4 ホ　　ッ　　ブ　ズ ッブズが、社会契約の必然性と国家権力の絶対 同　　　上

性の思想に到達した過程を明らかにする。

「神に酔える無神論者」と称せられたスピノ

ザの汎神論が、実は絶対無限な神に対する信仰の

5 ス　　ピ　　ノ　　ザ 論理的な帰結であったことを明らかにし、彼の 同　　　上

思想が哲学の模範とされる理由を考える。

十七世紀に診いて：最大のスケールを持つ総合

的哲学者であったライプニッツが、無限量で極

6 ライ　プニ　ッ　ツ 微の実体「モナド」にもとづいて構想した連続 同　　　上

的で調和的な世界像の本質を明らかにする。

啓蒙思想の先頭に立つロヅクが十七世紀の独

断的な理性論に対抗し、近代的な知識論の出発

7 ロックと啓蒙思想 として、初めて人間の認識能力を批判的に吟味 同　　　上

し、経験主義の哲学を定礎した意味を探る。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担L当講師
i所属・氏名）

8
バークリと同時代

ﾌ思想家たち

　ロ’ヅクの知識論をさらに進めて、「在る」こ

ﾆを「知られている」ことに還元する観念論の

ｧ場に達したバークリ僧正の信仰と思想を、同

梠繧ﾌ思想との関連で考える。
中　埜　　　肇

9 ビ　　　ュ　　　一・　　ム

　ロックに始まる知識吟味作業の完成者であっ

ｽヒュームが、経験主義の立場を徹底すること

ﾉよって懐疑論に接近したプロセスとその意味

�A因果の問題などを手がかりにして考える。
同　　　上

10
フランス啓蒙思想
ﾆルソー

　イギリスに始まった啓蒙思想がフランスに入

ﾁてラジカルなものになった過程澄よび文明と

i歩に寄せる啓蒙思想の信頼を徹底的に批判し

ｽルソーの立場について述べる。
同　　　上

11
ドイツ啓蒙思想と

Jント

啓蒙思想のドイツ的なあり方をフリードリヒ

蜑､やヴォルフにおいて見たのち、啓蒙の精神

�[めることによって独自の批判哲学を構想し
ｽカントの問題意識を『純粋理性批判』につい

ﾄ考える。

同　　　上

12’
カ　　　ン　　　ト

iつづき）

　カントの批判哲学の発展を『実践理性批判』、

w宗教哲学』および『判断力批判』に即してた

ﾇり、カント哲学の画期的な意味について考え

驕B
同　　　上

13 ドィッ観念論哲学

　カントの哲学が後継者たちによって変容され、

ｳらにフィヒテやシェリングの思考を通して、一

ｳ論的な体系構成へと発展するにつれて、哲学

ｪロマン主義の色彩を濃くしてゆく過程につい

ﾄ述べる。

同　　　上

14 ヘ　　一　　ゲ　　ル

　ドイツ観念論哲学のみならず、近代の哲学思

z全体がヘーゲルにおいて頂点に達したことを、

ﾞの絶対理性（＝精神）の哲学とその方法であ

髟ﾙ証法とについて考察する。
同　　　上

15

ショーペンハウアー
Eキルケゴール・マ

泣Nス

　ヘーゲルの絶対理性の哲学を徹底的に批判し

ﾄ新しい哲学的視野を開き、近代から現代への

v想的移行の先駆をなした三人の思想家の歴史

Iな意義について考える。
同　　　上
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　　　　　　　　　　　　・＝社会思想史＝（R）

　　　　　　　　　〔主任講師：城塚　登（共立女子大学教授）〕

全体のねらい．一　　一・　　　　　　　　・

　近代の民主主義国家・社会、資本主義社会を形成してきた人たちの社会思想、またそうした国家・

社会のはらんでいる深刻な諸問題と対決し、その解決をめざした人たちの社会思想を考察し、現代の

高度に発展した社会に生活するわれわれが、人間らしいあり方を確保するためには、どのような国家
・社会をめざすべきかを考える。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

近代的な国家・社会は、資本主義経済の発展

1 近代的人間の登場

（産業：革命）と市民革命を通じて出現したが1

ｻれを担った合理主義的人間はルネサンス期に
o場した。マキァヴェリの社会思想を考察する

城　塚　　　登

i共立女子大学教授）

ことによって、そうした合理主義的人間の社会
観を見る。

宗教改革の指導者ルターの宗教思想のなかに
は、内面的信仰を通じて神と結びつく個人の自

2 個人の自立と自由
立と自由、職業労働の意義が確認されるなど、
ﾟ代社会を担う人間のあり方が示されている。 同　上

それはカルヴィニズム、ピュウリタニズムに引
継れる。

ピュウリタン革命に出合ったホッブスは、個

人の自然権から出発し、諸個人が社会契約によ

3
民主主義思想の成
ｧ（1）

って国家・社会をつくったという民主主義思想

ﾌ基礎がある。その問題を考える。
同　上

「王政復古」から「名誉革命」にいたるイギ

4
民主主義思想の成
ｧ（皿）・

リスに澄いてロックは社会契約について考えを

iめ、「主権在民」の考え方を確立する。 同　上

ロックの思想は、モンテスキュー、ヴォルテ

5
啓蒙思想の展開と
鴻}ン主義

一ル、ルソー、カントなどの思想家に受けとめ

轤黶A啓蒙思想1として展開。反動としてシュレ

[ゲル兄弟らのロマン主義が現われる。
同　上

自由と平等を掲げたフランメ革命は、流血と

6
「市民社会」への

ｽ省

専制をもたらした。ヘーゲルは、スミスが解明

ｵた「市民社会」めあり方に反省を加え、国家 同　上

が「市民社会」の活動を制御すべきだとする。

イギリスのオウエンは労働者の生活改善に努

め、協同生活・協同労働の村を開いて社会主義
7 初期社会主義思想 を説き、フランスでは科学者と産業者が社会の 同　上

主導権をもつべきだとサン・シモンが主張した。
’
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回 テ、　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

ヘーゲル哲学から出発したマルクスは、国家

8
マルクスの人間解

厲v想

は幻想の共同体であるとし、市民社会の自己変

vをめざした。そして人間の自己疎外克服を人

ﾔ解放の課題とする。
城塚　　　登

唯物史観に立つマルクスとエンゲルスは、資

本主義が生産力の発展の妨げと：なっているとし、

9 マルクスの共産主
`思想

生産手段の社会化を中心とする共産主義：革命を

烽ｭ、資本主義の経済学的解明を澄こなう。
同　上

イギリスの「フェビアン協会」は社会的善の

10
フェビアニズムと

ﾐ会民主主義

実現をめざし、土地や資本の公有、社会福祉・

ﾛ障の充実をめざす。ドイツ社会民主党は議会

?ｮによる労働者の権利拡大という路線を提出
同　上

した。

ロシアでマルクス主義を受けとめたレーニン

11
マルクス主義思想の展開 は、資本主義が帝国主義の段階に達したとし、

F革命を指導し実現した。西欧では、ルカーチ労 同　上

働者階級の主体的自覚の形成が課題とした。

社会の近代化を合理化の過程としてとらえた

12
合理化と官僚制の
竭

ヴェーバーは、会社などの集団が官僚制の特徴

�ｦすようになるとし、人間はそれと対決しな
ｯればなら：ないと説く。

同　上

20世紀、資本主義社会は産業的合理化を進あ

たが、同時に非合理的行動や激情に走る傾向を

13 大衆社会の問題 もつ大衆が発言力をもった。その病理を指摘し 同　上

たマンハイム、リースマンを見る。

情報化社会の人びとの生活全体を制御してい

るのは、国家と法人大企業の複合機構であると

14 管理社会の問題 するガルブレイス、組織された資本主義の新し 同　上

い問題を指摘したハーバーマスをとりあげる。

近代日本に診ける社会思想の展開を概観し、

15
人間らしい社会を

ﾟざして

日本の社会の現状を考える。民主主義、官僚制、

蜿O化、管理社会化などが日本の特殊性とから

ﾝながら引き起す問題にどう対処していくか。

同　上
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＝知識と学問の構造＝（R）
　　　　一知の構築とその呪縛一

〔主任講師：大森荘蔵（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　1つの中央構造線が現代学問の中央を貫いてこれを2つに分断している。自然科学と文化
科学に、理科と文化に、そしてスノウの言う2つの文化に、更にこの分断は日常生活での人間観をも

貫いている。この分断の基底には物と心の分裂があると私は考える。日本と西洋の両方にこの分裂の

由来を尋ね、学問と人間観の一体性を回復することを試みる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

全体の予備的説明。西欧では16、17
世紀の科学革命によって世界観の転換が

1 概説的序論
始まった。これを「略画的世界観」→「 大森荘蔵細密世界観」への転換とみる。それが幕
毎ﾛ新期に日本で同じ転換を促した。こ

（東京大学名誉教授）

れによって物の死物化、心身の分裂が生じ★

略画的とは精密な計測、表面的な論理
的整合性にこだわらぬこと。そこでは天

2 略画的世界観 地人は一体として共感し、人間は神、霊、 同　上
死者と共生し、過去と未来は現在に溶融
する。動物、岩石も霊を持ち、物は生き
生きとして死物ではない。

古代神話、本居宜長の国学、江戸時代

3
日本に：誘ける略画

｢界

のインテリを支配した朱子学、そして基
ﾊ思想としての仏教、に澄ける略画世界
ﾏについて述べる。荻生祖イ來伊藤仁斉

同　上

三浦梅園、等にも言及。そして幕末に強
くなった洋学受容について。

イオニア自然学、アリストテレスに例

4
西欧古代中世に澄

をとる6細密世界観への起動力をもって
｢たデモクリストの原子論はアリストテ 同　上

ける略画的世界観 レスの圧力で押えこまれた。更に細密化
の始動としての天文学、静力学、解剖学
にも触れる。

「円」信仰の呪縛からの最初の解放と

略画の密画化
してのケプラー・、アリストテレス的神学

5
その始まり

に対する挑戦としてのコペルニクス地動

焉B細密数量描写としてのガリレイの動

同　上

力学◎連続量描写を可能とした微積分学。

ガツサンデ召こよる古代原子論の復活。

化学の領域での原子論の確認。それに基

6 略画の密画化
@不可避の過程

ついた「点描法」（原子論的描写）の進

W。ラプラスの天体力学。それらにより
同　上

物はほぼ死物と化した。一方神は遙か天
上に死霊は街を歩きにくくなった。

外部自然の細密描写が人体に及ぶとき
人体の死物狂が進行する。レオナルド、

7 密画化と数量化
ベツサリニ・ウスの解剖学。それがデカル

gの「人間論」に至って人体は動物機械
同　上

となる。当然「心」は分離独立し、「機
械の中の幽霊」（ライル）となる。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　容 担当講師
i所属∵氏名）

手　　　‘

だがデカルトの予想が現実化するには
呂00年を要した。血液循環、呼吸、食物

8
密画の陥穽

齦ｨの死物化一
消化、発生と遺伝、これらの生命現象の
ﾗ密描写が完成するまで紆余曲節があっ

大　森　荘　蔵

た。人体が死物体となるには手がかかっ
たのである。

神経伝導、脳の機能の細密描写は今だ

9
感覚的性質のスト

に進行中である。しかしそれが完成して
熕Sの機械化とはならない。逆に心はま 同　上

リヅプ すます死物人体から浮き上り人だまのよ
うに浮遊している。心身の分裂は増大し
現代人の迷いとなっている。

西欧の密画世界観の受容は主として江

無期の医師によって行われた（例えば解

10 二元論の構造的欠陥 体新書）。その時以来今日までその人間 同　上

観が最も抵抗をうけたのは当然である。

その抵抗の模様を観察する。

無限の宇宙の細密描写を現実にはなし
えない。そのため公理的方法に近い理論

11 二　元論批判
化が必要となる。その理論による説明と
ﾍ何であるか。一方略画的描法をも併用 同　上

せざるをえない社会人文科学に聴ける描
写方法（デユルケム、ウエーバ・一、リツ
ケルト）。

細密描写の基本は世界の時間的変化の

12
原子論による密画9

`写

描写である。この「変化」の概念を分析
ｷると、可能な描法は原子論的描法と場
`法としか左いことを論証する。現代自

同　上

然科学はまさにこの論理的選択可能性の
枠内で展開してきたのである。

ここで残された現代の問題、心身問題
に入る。まず生命論ではアリストテレス

13
入体の密画措写と の形相としての霊魂論に還るべきと考え 同　上
知覚因果説 る。それは上記の略画、密画両世界観の

「重ね合せ」、「重ね描き」として理解
できるからである。

一一罇Sの問題もまた上記二描法の「重
ね描き」として理解しうる。密画世界観

14
物と感覚の一心同 ・によって死物化された物はそれによって 同　上
体性 略画世界観でもっていた生命を取り戻す

であろう。これを記憶、感情、想像、美
的感高等に澄いて説明する。

一方、外界からの刺激による脳の興奮
それによって生じる知覚像、という生理

15 自然の再活性化
学の細密描法を批判、それに代えて「脳
ｧ視」の見方を提出し、幻像や十人十色 同　上

を説明する。これによって両描法の「重
ね描き」が完成し、心と物は昔の和合に
返る。
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＝行為と規範＝（R）
〔主任講師　黒田　亘（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　自然的存在であると同時に社会的、政治的な存在である人間は、さまざまな規範に従いつつ、それぞ

れの個性に応じた価値の実現を目指して生きる。そういう人間存在の多面性を集約的に表現する眠行為鵠

について、基本的な諸概念と諸問題の分析を試み、実践哲学の基礎的な構想を固める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 行為について

　「行為」という概念は自然現象を分類する概念

ﾆは性格を異にする。われわれが自分の意志行為

ﾉついてもつ独得な知識にまず注目し、これを手

ｪかりとして「行為」の分析を行う。

黒　田　　　亘
i東京大学名誉教授）

2 規範について

　意志行為とはすなわちまた「規則に従う行為」

ﾅある。ひろく規則一般の観察と分類を試みたう

ｦで、とくに「規範」と呼ぶべき規則に固有な性

iと機能とを説明する。

同　上

3 価値　と　規　範

　「規範」と並ぶ実践哲学の主要概念は「価値」

ﾅある。大観すれば西洋倫理思想史は、価値ある

｢は目的を中心とする学説と、規範ないし義務を
ｪ本とする学説のたたかいの歴吏である。

同　上

4
「自然主義の誤り」

ﾉついて

　二つの立場の対立は、行為の正誤をめぐる実践

I推論の構造に根差している。アリストテレスの

ｪ析を範としてこの構造を考察し、ついでムーア

ﾌ自然主義批判に論及する。

同　上

5 実践的知識の構造

　ムーア以後の分析的倫理学では、まず事実と価

lを切り離したうえで事実から価値への推論の正

鱒ｫを論じるのが常道である。この問題設定の背
繧ﾉある認識論的な前提を批判する。

同　上

6 意志行為の分析（1）

　西洋認識論の主流をなす内在主義の正当化理論

ﾍ、意志行為の原因と理由とを峻別する反自然主

`の行為論と表裏一体である。これに対して筆者

ﾍ意志行為の因果的解釈を目指す。
同　上

7 意志行為の分析（2）

　「基礎行為」の概念を導入してアリストテレス

w説の現代的な整理を試み、また行為の因果連関

ﾆ出来事の因果連鎖とを区別して行為論の基本的

ﾈ枠組みを整える。
同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

意志行為の因果連関は行為主体たる人格と、人

格が設定する行為の目的とによって限界づけられ

8 人格の　概　念 る。とくに責任の問題との関連でこの事情を説明 黒　田　　　亘
する。

行為の因果的解釈は決定論や宿命論とは結びっ

かない。「選択の自由」や「予言破りの自由」に

9 自　由　と　決　定 関する議論を批判的に検討し、人格的な行為の因 同　上

果連関にそくして自由を捉えなおす。

善と知って行わず悪と知りながら行う「無抑制」

の現象は、ソクラテスの昔から理性尊重の倫理学

10 欲望　と　意　志 説にとっての試金石であった。因果説の観点から 同　上

この問題の首尾一貫した解釈を与える。

行為を動機づける快・苦の現象は重要な検討課

題である。快楽説に対する道徳的な反感や、要素

11 快楽説をめぐって 主義の感覚心理学にはとらわれずに生活のなかの 同　上

快苦の現実を直視したい。

快楽または幸福の増大をもって行為の正しさの

決定基準とする功利説について考察する。まず、

12 功利主義の検討 「功利の原意」すなわち「最大幸福の原理」を正 同　上

確に紹介し、解釈上の重要論点を挙げる。

正義の諸規範を最大幸福の原理によって基礎づ

け、正義を功利に帰着させることは可能であろう

13 正義について か。J・S・ミルの「功利主義論」に基づいて問題 同　上

を提起する。

言葉に関する誠実の義務、という特殊な正義の

規範について前章の問題を細かく検討する。これ

14 嘘　　と　約　束 に関するカントの議論とミルの功利主義的解釈を 同　上

対比し、それぞれの長所と短所を見る。

功利説に鋭く対立するものとして契約説の正義

15 契約　と　功利
論があり、道徳と政治をめぐる現代の理論的状況

燉ｼ学説の対決を中心に動いている。この事情に
同　上

注目しながら実践哲学の今後を語る。

一556一



＝宗教学を学ぶ＝（R）

　　　　　　　　　　　　〔主任講師：阿部美哉（愛知学院大学教授）・〕

全体のねらい
　宗教の世界は音によって満たされているともいえる。聖なる世界からのメヅセージを媒介するものが

音である。本講義においては、ラジオのメディアとしての特性を最大限に生かすために、放送講義の中
心となる部分を宗教にまつわる音を使った録音構成によるものとする。臼刷教材は、その音を：問題提起

として受けとめ、学生自らが考えていく学習の手引とする。15回の流れは、宗教の原初形態から近代宗

教への宗教史的展開を追うものとし、それぞれの回において宗教に関する基本的な理論を紹介する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 夜　　　明　　　け

　講座を開始するに当たって、この科目の基本的な枠組
�揄�ｵ、今後の学習に対処するための学習態度、特に、
宴Wオ番組の聞き方についての身構えを作る。
@この講では、宗教学の性格およびその対象と方法につ
｢て、基本的に理解し、初期の宗教学が、なぜ「宗教の
N源」という問題を考察の対象としたかについて考え、
ｳらに、「アニミズム」および「ヌミノーゼ」という概
Oについて学習する。

　阿　部　美哉
i愛知学院大学教授）

2 祈　　　　　　　り

　第1回の講義において、我々の宗教的な感覚の基礎に、
ｩ然を恐れると同時にそれに引かれるという感情のある
ｱとを見てきた。今回は、そういった理解を踏まえて、
ﾅも基本的な宗教行為と考えられる「祈り」に焦点を当
ﾄる。
@祈りが成立するためには、祈りの対象となる「聖なる
烽ﾌ」の今春が不可欠である。「聖と俗」という宗教的
｢界における基本的な二分法について理解する。

同　上

3 呪　　　　　　術

　祈りが、聖なるものへの祈願的な働きかけであるとす
驍ﾈら、「呪術」は、聖なるものへの操作的な働きかけ
ｾと見ることができる。超自然的な力を利用して、世界
�Rントロールしょうとする手立てとしての呪術につい
ﾄ理解する。
@呪術の世界を感覚的にとちえるとともに、呪術と科学、呪術と宗教の関係および呪術の類型、えらびに呪術の現代的な現れ方について考える。

同　上

4 集団的　沸騰

　シャーマン等に見られる呪術的な神がかりが、個人の
沍ｳにおいて、日常的な意識の状態から脱するための試
ﾝであるのに対して、集団的な神がかりの状態が存在す
驕Bそういった状態は「集団的沸騰」と呼ばれる。それ
ﾍ、集団全体が日常的な意識を超えて、聖なる世界に近
tく機会である。この集団的沸騰という考え方について
揄�ｷるとともに、その具体的な現れである「祭り」に
ﾂいて理解する。

同　上

5 儀　　　　　　礼

　人間が円滑な日常生活を送るためには、俗なる世界を
ｴ越した聖なるものをコントロールしていかなければな
轤ﾈい。そのための手段が「儀礼」であ灰儀礼が宗教
ﾌ本質的な部分を構成していることを理解する。
@さらに、儀礼の様々な形態について学び、それぞれの
ﾚ的や特徴について考える。儀礼が頻繁に営まれるのは、
｢界の秩序を維持するためであり、危機を克服するため
ﾌ行為であることを理解したい。

同　上

6 神　　　　　　話

　儀礼の背後には、その儀礼の意味を語る「神話」が存
ﾝすることを理解する。神話は、あらゆることの起源を
黷髏ｹなる物語であり、そこでは世界の誕生、人間の誕
ｶ、死の起源、穀物の起源等が説明される。また、善と
ｫとの闘争について語る神話も多く、善の勝利と悪の敗
ﾞについての神話が人々の行動のモデルとして作用する
ｱと、また、神話は権力の歴史的な根拠を証明するため
ﾉも使われることを理解する。

同　上

7
終末論とユートピ

A

　神話と儀礼によって、カオスの上にコスモスを打ち立ててきた人間には、世界が再び元のカオスへと崩壊して

｢くことへの恐怖が存在する。その恐怖から生まれてき
ｽ、世界の終わりへの信仰に「終末論」がある。終末論

同　上
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回 テ　　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当、、講節’
i所属・氏名）

8

　　ζ　　　　ー

＜fィエータ」・と

ｳ祖

‘聖なる世界がらのメヅセージを伝達するためには、その媒介者である「メディエーター」を必要とする。メデ

Bエ｝タ「は、「他界」からの死者のメッセージを伝達する場合もあるし、神霊のメッセージを伝達する場合も

?饕・そういったメディ『エーターの多様な形態と、機能
Aを理解するとともに、メディエーターの一つの形態であり現実の世界に新たな秩序を打ち立てようとする「教祖」という存在について理解する。

阿部美哉

9 物語　と　信　仰 同　上

10 文化　と　社　会

　一つの源から始まった各宗教は、その勢力を拡大し、’様々な「文化」や「社会」の間に広がっていくにつれて、土着・既成の宗教的世界の影響を受け、その形態を変化させていく。そこに成立するのが、各種の「教団口であり、教団は各地域や各民族の「宗教的世界」との融合・対立の上に展開する。したがって、既成の宗教的世界と対立し、その変革を志向する場合もでてくることになる。ここでは、宗教集団と文化・社会の関係を理解する。

同　上

11 聖地　と　巡　礼

　宗教的な世界においては、空間は均質ではない。最も聖なる価値を帯びた空間が「聖地」であり、聖地は時に世界の中心として考えられる。「巡礼」は、聖なるものを求める行為の一つであり、その形態は様々である。聖地と巡礼との関係、巡礼と通過儀礼の類似性と異質性、そして巡礼における体験の特徴などについて理解する。

同　上

12 教会と社会制度

　宗教の発展とともに、聖なる世界にふれるための場が
叝墲ﾌ世界で重要な位置を占めるようになる。「教会」『
ﾌ誕生である。教会は、神の存在を知らしめることによ
ﾁて、日常の生活に秩序を与える機能を果たす。そこに
l々な儀礼、儀式が生まれ、制度が形成されていく。
@教会の制度について考えるとともに、その社会制度との関係や発展の歴史について理解をすすめたいみ

同　上

13 セクトと世俗化 同　上

14 神秘主義と内面化

　宗教的な世界においては、様々な音がその世界を満たしていると同時に、すべての音が断ち切られた「沈黙」の状態が重視されている。沈黙は、すべての世俗的な音が排除された状態であり、その沈黙の中での祈りや、人と人、人と神との交りが宗教行為の目的とされる。超越的な聖なるものへ世俗のことばによって到達することは不可能であり、沈黙の中へかすかに聞こえてくる聖なる音はまさに「福二に他ならない。この福音について理解する。

同　上

15

家とアイデンティーブイ　

これまでの学習を三点にしぼって振りかえってみる。

同　上
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＝＝ ¥造と解釈＝（TV）
〔主任講師：渡辺二郎（東京大学教授）〕

へ全体のねらい

　最初に現代の「構造主義」の考え方を追い、その特徴と限界を指摘する。次に、その前提となってい
る「近代科学」の背景と意義と射程を論ずる。こうして最後に、「解釈学」的哲学の持つ重要な意味に．

ついて論究する。結局、全体としては、「構造」を取り出す考え方の解釈学的前提を明らかにし、逆：に、

　「解釈」の構造を解明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　　　　　　　　　　　　一P．普遍的なもの

1
「構造と解釈」へ

ﾌ問い

2．　「構造と解釈」一般

R．構造・解釈と存在了解
渡　辺　二　郎

i東京大学教授）

1．構造主義とレヴィ＝ストロース

2。構造主i義に齢ける三つの前提

2 構造主義の登場 同　上

1．構造の概念

3
構造主義における

¥造

2．構造の一般的例示

R・レヴィ＝ストロースに澄ける例示 同　上

1．母方のおじと親族構造
吟

構造分析の実例と 2。構造分析の拡大とトーテミズム批判

4
その帰結

3．野生の思考

S．その帰結一ブリコラージュと歴史批判

同　上

1．リクールによる批判

2．主体性と客体性の交錯
5 構造主義への批判 同　上

1．科学と人間の抗争

2．アリストテレスの存在観と自然観

6 近代科学の背景 3．近代科学の登場 同　上

1．思考法の革命

2．世界統握の時代
7 近代的知の射程 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．存在概念の問題

2．命題関数の性質としての存在

8 ラッセル批判 3．ラッセル批判 渡　辺　二　郎

1．精神科学の基礎づけ

2．了解と解釈

9 ディルタイと解釈学 同　上

1．現存在の実存論的分析論

10
ハイデッガーの解
ﾟ学的現象学

2．解釈学的現象学の方法

同　上

1．存在可能の企役

2．了解と解釈

11 了解と解釈と陳述 3．解釈の派生的様態としての陳述 同　上

1．存在の真実の露呈

2．語りの世界

12 語　り　と　言　葉 3．言葉は存在の家である 同　上

1．言葉の成るところ

2．存在の真実の稔るところ

13 詩　入　と　芸術 3．詩人の使命 同　上

1．ガダマー解釈学登場の背景

14
ガダマーの解釈学

@　　（その1）

2．主題と方法と立場
R．　『真理と方法』第一部の内容

S．　『真理と方法』第二部の内容（前半）

同　上

1．　『真理と方法』第二部の内容（後半）

15
ガダマーの解釈学

@　　（その2）

2．　『真理と方法』第三部の内容

R．終わりに 同　上
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＝存在と価値＝
〔主任講師：今道友信（清泉女子大学教授）〕

全体のねらい
　哲学の体系は、大別すると理論哲学、実践哲学、制作哲学の三部門から成る。この三部門を通じて、

いずれに於いても最重要な概念は存在及び価値であろう。ところが従来理論哲学に於いて存在は形而

上学が、価値は認識論がそれぞれ別々に問うてぎた。そのため両者の関係は必ずしも明瞭ではない・

本講義では一応歴史的にどのような考えがあったかを問うことも大切にするが、現代に生き未来を拓

く人間として、存在と価値の問題をどのように考えているかを明らかにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
序論　問題の提出

ﾆその現代的意義

　存在と価値とを考えてきた伝統的類型を明ら

ｩにし、それらの思考が直面する現代的限界を
ｦし、この古来の問題が持つ現代的意義を哲学

Iに考究する。

　今　道　友　信

i清泉女子大学教授）

2
歴史的省察一交
ｷ可能性と分離的
?

　存在と価値をめぐる最も基本的な考え方を歴

jに求めるとすれば、両者の交換可能性並びに

ｼ者の分離的処理である。具体的に三人の哲学

ﾒに絞ってそれぞれの論理を明らかにする。

同　上

3 唯物論的考察

　18世紀に娘関係”の哲学を樹立した唯物論者

fィドロに言及し、主として現代の機械論哲学

ﾒドゥルーズに於いて差異性を中心として、こ

ﾌ主題を論ずる。

青　山　昌　文

i放送大学助教授）

4 科　　学　哲　学

　20世紀に飛躍的展開を示している科学に注目
ｷる科学哲学、及び認識に新たな考察を試みる

F知科学の視点から事実世界の変動と相関的に

ｶ在と価値の問題を考察する。

伊　藤　笏　康

i放送大学助教授）

5 技　術　と　言語

　20世紀後半の哲学を刺激した問題の中で前々

�yび前回の講義と連関して技術と言語とを取

闖繧ｰ、それらをめぐる現代哲学の潮流の中で

ｶ在と価値がどのように組み合わされているか

�_ずる。

今　道　友　信

6
間一客体性
iInter－

@objectivitas）

　フッサールやマルセルがそれぞれの意味で主

｣した間・主体性の問題とは逆の視点から間・

q体性の省察が必要に：なる。それが存在と価値

ﾆ並ぶ第三の概念を導出するであろう。

同　上

7 脱存在論と倫理学

　既にハイデガーに於いて西洋に於ける存在の

N学はある種のアポリアに直面した。それを予
ｴしてベルリンガーやジャンケレヴィッチは無
ﾌ概念を深めた。それを一歩進めてレヴィナス
ﾍ脱存在論の倫理学を第一一哲学とした。その過

��_ずる。

橋　本典　子
i青山学院女子短

咜蜉w助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 雪　　　　　内　　　　　　　容 担当．講師
i所属・氏名）

主として解釈を論ずる。確かに美の理念、美
的経験や美的範疇も美学の重要な課題であるが、

8
芸術哲学としての

?w
芸術は科学と並んで人間の営みとして最高のも

ﾌであり、宗教と並んで神秘の啓示される限定
橋　本典　子

された場なのである。この問題に関して存在の
価値を問い、価値の存在を確かめる。

人間の生活環境の技術連関化に従い、技術は

9
エコ　・エティ　カ

道具性を失なうことなく環境ともなった。この
ｫ格変化は単に価値の変化ばかりでなく、存在 今　道　友　信

（Eco－ethica） の変化でもありはしないか。人間はここで行為
の原理をいかなる存在のいかなる価値に求めよ
うとするのか。

悪とは時の非充実である。時の充実は、それ

ならば単に善にとどまるのか。時の充実は存在

10 時　の　充　実 や価値にとっていかなる意味があるのか。 同　上

美しく創るために詩学がある。肉体でも物体

でもない身という言葉がある。そしてそれは自

11 身　の　詩　学 身と言えば自我よりも自己そのものとなる。そ 同　上

のような身の美とは何であるか。そのような美

を創る詩学とは何であるか。

日本では人口の8割が都市生活者である。世

都　　市　哲　学 界の都市化は人間の存在状態と価値観に大きな

12
（Urbanica）

変動を与えつつある。巨大都市と個人、巨大都

sと国家とをめぐって、主題を探究する。

同　上

生きる権利のある入間に死ぬ権利はないのか。

存在理由を持つ人間に於いて死の理由はあるの

13 死
か。自殺、所謂更叱安楽死”（エウタナジー）の

ﾂ否をめぐって、存在と価値の人間学的展開を 同　上

試み、更に自己同一性の先駆的終結としての死
と差異性の問題を論ずる。

稀にではあるが人は寝食を忘れて何かにうち

込むことがある。人は己れの存在を捧げるもの

・14 存在を超えるもの をみつけた時幸せ：なのである。人間が自らの価 同　上

値ある存在を捧げることによって何が出てくる

のか。

全体を総括し、講義のまとめを行なうと共に、

15
結び　入生経於け

體N学の意味

その職業や社会的地位のいかんを問わず、人間

ﾆレて良く生きるために、即ち幸せに生きるた

ﾟに、人生に於ける哲学の意味を考える。
橋　本　典子
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＝哲学的人間学＝（TV）
〔主任講師　中　埜 肇（放送大学教授）〕

全体のねらい
　さまざまな面で人間のありかたが深ぐ問われている現代に澄いて、人間存在の本質を根本に澄いて、

また全体として明らかにすることはきわめて重要な意味を持つ。哲学的人間学はこの課題を果たすこと

を目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

哲学的人間学の目ざすもの、人間学と人類学と

の差異、哲学的人間学の視点と方法論よびそれの 中　埜　　　肇

1 哲学的人間学の課題 簡単な歴史について述べる。

（放送大学教授）

宇宙に論ける人間の独自な位置について考え、

人間の独自性を不安定性、自覚性、両義性：などの

2 人間の独自性
面について考察する。 同　　　上

人間の身体が持つ意味於よびそれの人間的な特

殊性を哲学の問題として考える。

3 身体について 同　　　上

心とは何か、心は在るのか、心の働きはいかな

るものか、意識と無意識などについて考察する。

4 心　に　つ　い　て 同　　　上

デカルト以来現代にいたるまで、単に哲学だけ

でなく、ひろく文化上の大問題である心と身体の

5 心身関係について 関係について考える。 同　　　上

入間にとって生と死は他の生物の場合と根本的

に違う。この人間独特の生と死のあり方について

6 生　　　と　　　死 論ずる。 同　　　上

人間の基本的な特質と言われる社会性の基礎に

あるもの、社会秩序の本質、代表的な社会集団の

7 社会性について 人間学的意味について述べる。 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史意識の本：質と生成、歴史と社会とρ関係、

歴史観のあり方、世界史の問題などについて考察

8 歴史性について
する。 中　埜　　　肇

神の死の前に立ったとき、明らかになる孤独性、

それと人格や実存との関係、自我の問題などにつ

9 個体性について いて考える。 同　　　上

人間にとって自然とはなにか、自然に対して人

間はどのように関わるか、その関わりが人間に何

10 自然について をもたらすかなどについて論ずる。 同　　　上

人間にとって労働はいかなる意味を持つか、労

働はどのように進化するか、という問題を哲学的

11 労働について な視点から考察する。 同　　　上

人間は人間であるかぎり技術を用いる。そうい

う根源的な技術と現代のテクノロジーとの間にど

12 技術について のような発展があるかを哲学的に考え、また現代 同　　　上

テクノロジーの人間学的意味を論ずる，，

人間の文化の基礎にある言語の意味、それと思

考との関係、さらに知識や学問などの知的な営み

13 知識　と　情報 の本質について考える。 同　　　　上

人間は事実よりももっと広大な意：味の領域に生

き、また価値によって定位されている。このこと

14 意味　と価値 の持つ根源的な意義について論ずる。 同　　　　上

文化と文明はどう違うか。それを人間の欲望充

足のレベルの問題として考え、現代文明の本質に

15 文　化　と　文　明 関する見解を述べる。 同　　　　上
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＝日本の言語文化＝（R）
〔主任講師：古田東朔（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本の近代語自体を対象とし、それがどう作品とかかわりあいながら、言葉を形成してきたかの過

程につってながめていく。文学作品はもちろん、それ以外の論説・翻訳・小学読本なども取上げ、話

し言葉・書き言葉における問題点について考える。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本の言語文化

　全体の序説。明治期iにおける書きことば（漢

ｶ訓読調・和文調）、話しことば（標準語・方

ｾ）、言文一致等々の問題が、政治・文化的の

ｮきに応じて、どのように意識され、具体化さ

黷ﾄいったか。それらについての概観を行なう。

古　田　東朔
i放送大学教授）

2 古代語と近代語

　まず日本語の歴史について大きく見ておく。

ﾃ代語と近代語に大きく2分されるが、それは

Wり結びの有無、二段活用の一般化に認められ
驕Bこの外、．音韻・敬語などの違いについても、

№ｹて見ていく。

築　島　　　．裕

i中央大学教授）

R　口　明　穂
i東京大学教授）

3 江戸語から東京語へ

江戸時代のことばのうち、上方を中心とする

烽ﾌを上方語、江戸を中心とするものを江戸語

ﾆいう。特に後期の江戸語から明治節の東京語

ﾉ至る過程、特色に：ついて見る。現代のことば

ﾌ基礎となったものだからである。

坂梨　隆　三
i東京大学助教授）

ｬ　松寺雄
i埼玉大学教授）鴫

4 「国語」意識の成立

　日本の近代国家としての成立は、必然的に

u国語」の意識を確立させるようになった。話

ｵことば、書きことばにおいて、問題として考

ｦられたことは、どのようなものであったのか。

ｻれらの数々について取りあげる。

古　田　東　朔

5
方言と標準語・
､通語（1）

　明治以後、全国に共通に理解される標準的な

ｱとばとは、どのような理由から考えられたも

ﾌであったか。また問題点はどこにあったか。

]戸末期からの話しことばの実態と、その際の

蜥｣、政策等について、まずながめておく。

同　　　上

6
方言と標準語・
､通語（2）

　前回のあとを受け、特に国語調査委員会によ
髑S国の音韻・口語法の調査（明治36）と、そ
ﾌ影響について見る。その結果が口語の標準と
ﾈる『口語法』編集に活用され、他方、方言研
?ﾌ進展をうながしてきたことについて話し合
､。

同　　　上

7 口　語　と　文　語

　「口語」といい、「文語」という。しかし、

ｻれはどのようなものをさしていうめか、外国

黷ﾆの接触による日本文法の再検討から始まり、

竄ｪて「文語」と「口語」という大きい枠が定

ﾟられていく過程について見ていく6

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名テ

　　　　　　「bしことばと書きことばを｝致させようとす
る「言文一致」の運動は、明治になって盛んに

8 言文一致の動き（1） なる。江戸期の作品において、話しことばはど
ﾌように扱われていたか、．幕末期から明治初期

　清水康　行　　「

i名古屋大学助教授）
にかけて言文一致の主張や試みはどうであった
のか。

「言文一致」は小説だけに限られるものでは

ない。前回を受け、三遊亭円朝の人情噺が速記
9 言文一致の動き（2） により活字化され、『浮雲』に影響を及ぼした 古　田　東　朔

過程、その他の小説における試み、加えて小学

校読本の談話体の文章などについて見る。

文語調は、長く書きことばにおいて正式のも

漢語・文語調の位 のとされてきた。それは、どのように用いられ
10

置（1） てきたか。まず、漢語の使用についてながめて
ｨき、ついで江戸期から明治初期の小説・論説・

同　　　上

翻訳など、漢文訓読調の文章について見る。

前回のあとを受け、明治期の漢文訓読調・和

漢語・文語調の位 文調・その他文語調の小説等、いくつかについ
11

置（2） てながめる。当時文語調の占めていた位置につ

｢て考えるとともに、口語と文語の文章の違い、

同　　　上

以後の文章の大きい傾向についても見る。

西欧との交渉、理解のため、訳語の試みがな

12
訳語による新しい

｢界

されてきた。室町期・江戸期・明治前期におい
ﾄ、和語・漢語による訳語がどのように用いら
黶Aそれによって相互の文化が理解され、新し

同　　　上

い世界が紹介されていったかについて話し合う。

13 言葉の　登　録、

　近代を切り開いていった言葉の数々は登録さ

黶A位置づけられていく。従来からのものに加

ｦて、新しい訳語も含めた和語・漢語その他が、

ﾇういう観点からまとめられていったか。3つ

ﾌ辞書を取りあげ、その苦心のあとをたどる。

　鈴　木　英夫
i茨城大学教授）

@進　藤　咲子
i東京女子大学教授）

対人関係の意識が、ことばにどう現われるか。

明治以後の敬語には、かつての身分・地位によ

14 ，近代の　敬語 るものから人格の尊重へ、丁寧表現の増加へと 古　田　東　朔

いう傾向が見られるが、それらの主張や、実際
の例、調査結果などについて見ていく。

これまでのまとめ。まず、ことば自体につい
て、これまでの資料による扱いについて見直し、

15 言語文化のみかた、 ついで階層・地域・教育・男女差などによるみ 同　　　上

かた、・さらに異文化を理解するためのことばの

働きなどについて見ていく。

一566一



＝上代日本文学＝（R）
〔主任講師：稲岡耕二（東京大学教授）〕

全体のねらい

・万葉集は現存最古の歌集で、歌謡を母胎に文字による創作歌が生み出され、律令制度の確立ととも

に中国文化の刺激により文学的な洗練を加えていった100年余りの期間の、清新な　情歌を多数収録

する。そうした万葉歌の形成・展開のすがたを、個々の歌人や作品に即して跡づけたい。今回は額田

王・柿本人麻呂とその前後を扱う。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

万葉集の編纂年代

1
初期万葉歌の特徴

齊G歌の場合一

うたの記定

°?Rの国見

F智野の狩

稲　岡　耕二
i東京大学教授）

歌垣の求婚問答　　風土記に見る歌垣

天内生以前の相聞歌とその特徴

2 相聞歌の源流 初期万葉の相聞歌　　磐姫皇后作歌について 同　　　上

初期相聞歌の特徴　　天智天皇と鏡王女

〈歌人の誕生〉　　額田王の作品
宇治の宮処を回想するうた　　旅立ちのうた

3 額　田　王　←） 異伝をめぐって　　共有・代作
@情のゆくえ　　近江遷都と額田王

　身　崎　　　壽

i北海道大学助教授）
近江遷都をめぐる状況　　三輪山惜別のうた
うたのく場〉

新しい役割　　漢詩文の隆盛と額田王
蒲生野遊猟のおりのうた　　相聞の演技

4 額　田　王　（＝） 春秋競憐のうた　　遊宴の花
z田王をめぐるなぞ　　額田王に関する史料

同　　　上

鏡王・額田王の出自　　額田王伝説
晩年

皇室歌人の条件　　天智と天武　　天智天皇の
作歌　　三山歌　　立ちて見に来し　　一五番

5
天智・天武天皇の

ﾌとその挽歌

歌のよみ　　三山歌の構想　　鏡王女との贈答
V武天皇の作品　　吉野のうた　　伝論歌と創
?ﾌ　　吉野の頒　　藤原夫人との雪問答

同　　　上・

天智・天武障碍の挽歌　　女の挽歌　　天智挽
歌群　　「天皇」への挽歌　　天武挽歌

！

天武9年の七夕歌　　吉備津妥女の挽歌

6
柿本入麻呂の生涯

北山説と妥女の挽歌　　人麻呂の長歌の性格

l麻呂の死　　湯垢歌　　畠山と依羅娘子 稲　岡　耕二・
と作品 海のイメージ、山のイメージ　　人麻呂の死地

二類の別

7
入麻呂歌集（→

旋頭歌について

�ｪ歌の創造 同　　　上
一略体歌の性格一 略体短歌について

新鮮な個の　情
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 入麻呂歌集⇔
齡�ｪ体歌について一

非略体歌の位置づけ

ｭ個の歌〉への離陸

l麻呂調の形成
ｵ夕歌の意義

��ﾌ長歌

神野志　隆光
i東京大学助教授）

9
近江荒都歌と日並

c子挽歌

人麻呂作家の出発

l麻呂作歌の異伝

ﾟ江荒都歌の主題
喆ﾀ皇子挽歌の思想

喆ﾀ皇子挽歌の新しさ

同　　　上

10 石見相　聞　歌

石見相聞歌への視点

ﾙ伝と推敲過程
ﾎ見相聞歌の作品的完成と133歌
¥成体としての構造と方法的意義

ﾓ年旧説をめぐって

同　　　上

11 二野哀働　歌
齔l麻呂の連作長歌一

亡妻晩歌の制作時期

l麻呂の妻たち
謔P長歌一：軽の妻の死

Q首の短歌

謔Q長歌の構成

稲　岡　耕二

12
天智・天武の皇子
翌ｽち←）

1一大伯皇女と大津皇子一大津皇子の謀叛
膜潤@　大伯皇女の悲傷　　大津皇子と石川郎

浴@　大津皇子の辞世歌

Q一但馬皇女と穂積皇子一但馬皇女の悲恋
恬t集の「朝川」　　穂積皇子による挽歌

同　　　上

13
高　市　黒　入
@一丁の歌人一一

黒人の経歴

武lの荒都歌
謗Oの旅の歌
武lの鶴と赤人の鶴

ｪ十湊の鵠

同　　　上

14
天智・天武の皇子
翌ｽち（⇒

1一志貴皇子一神吹きかへす　　連体形の
p法　　難波行幸時の歌　　　の御歌
Q一長皇子一佐紀宮の宴歌　　参河行幸時
ﾌ歌　　「あられ松原」と「早見浜風」
R一一弓削皇子・紀皇女一三船の山の雲
I皇女との恋

同　　　上

15

宴　と　み　や　び一長意吉麻呂と石川

@郎女

巻16の物名歌
ﾓ吉麻呂の応詔歌

O輪の崎の雨
ﾎ川郎女と田主との贈報歌

同　　　上
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＝：和　文　古　典

　　　　　王朝の文

H　＝（R）

学一
〔主任講師：秋山　慶（東京女子大学教授）〕

全体のねらい

　400年にわたる平安王朝の文学の主たる担い手は平安京の貴族たちであったが、彼らによって創出さ

れた諸形態の文学の高度の達成は、後世に規範的意味をもちつづけ、日本的美意識の源流となった。そ

うした王朝文学の形成・展開の姿をさまざまの視角から追求する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 王朝文学の始発

前代の遺響　桓武新政延暦の遣唐使唐風謳歌

寥ｴ道真 　秋　山　　　慶

i東京女子大学教授）

2
r古今集』とその

梠

『万葉集』以後の和歌平安初頭の天皇と和歌
ｻ福寺の法師の長歌戸和歌の衰微　宮廷圏外にお
ｯる和歌漢詩人にとっての和歌　藤原黒房の役
п@六歌仙　六歌仙以後の歌人と和歌宮廷詩と
ｵての和歌の復活　和歌と漢詩　延喜の治世と
w古今集』の成立　『古今集』仮名序撰者達と
ｻの歌風　『古今集』の組織・内容

久保田　　　淳

i東京大学教授）

3

物語文学の誕生
黶w竹取物語』と
w伊勢物語』一

物語文学の誕生　『竹取物語』の成立と口諦伝承

w竹取物語』の創造性漢文伝と物語文学歌が
ｽりと歌物語　『伊勢物語』の成立歌物語の衰

ﾞ
秋　山　　　凄

4

日記文学の成立と

W開一r土佐日記』

ﾆr蜻蛉日記』一一

日記と日記文学　　『土佐日記』一仮名文と女筆仮

�@『土佐日記』にこめられた心　『蜻蛉日記』

ﾌ世界と成立事情　古物語の超克としての身の上

ﾌ日記　女流日記の諸作品

同　上

5
虚構物語の成熟と

赶ﾕ

物語の氾濫物語は女性の心を慰めるもの　『う

ﾂほ物語』の世界と主題　『うつほ』物語の成立

ﾆ作者　『落窪』物語の趣向 同　上

6
r後撰集』、　r拾

竢W』の位置

『後撰集』の成立　『後撰集』成立の背景　『後

?W』の特色　蛸壺五人の和：歌に対する意識物
齠I傾向　歌物語・説話集との関わり　花山立文
w園と『拾遺集』　『拾遺集』と『拾遣抄』
w拾遺集』の内容　万葉の古歌の意味　平明率直

ﾈ歌風和歌表現の可能性への模索三代集Q意義

久保田　　　淳

7
清少納言とr枕草

q』

r枕草子』の成立事情　r枕草子』の特異性　中

{定子付の女房・清少納言清少納言と中関白家

ﾌ風儀　『枕草子』とその政治的背景美の世界

ﾌ自立

秋　山　　　慶
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

紫式部の生年・家系　紫式部の三三　紫式部の結

8
紫式部とr源氏物
黶xの世界（→

婚、夫との死別　想像世界の理想像・光源氏　光

ｹ氏の人生の始発好色者としての光源氏　光源
≠ﾆその准拠　『源氏物語』第一部の結末

秋　山　　　慶

宮仕え女房・紫式部の孤独　『源氏物語』創作の

9
紫式部とr源氏物
黶xの世界（＝）

続行と第二部の世界　「宇治十帖」の世界と到達

w源氏物語』はどう読まれたか　紫式部の晩年 同　上

『源氏物語』の屹立　『源氏物語』と『更級日記』

r更級日記』定家本の奥書　r夜の寝覚』　r浜

10 『源氏物語』以後 松中納言物語』　『狭衣物語』後後期物語の位相 同　上

短編物語の傑作

一・�｢の歌人群像和泉式部と赤染衛門　和泉・
赤岩優劣論　その他の女流歌人達　後冷泉朝の和

11
女流歌人とr後拾
竢W』

歌　白河天皇における政治と和歌　『後拾遺集』

?ﾒ藤原通俊　『後拾遺集』の部位の特色　『後
久保田　　　淳

拾遺集』の作者と作品　『後拾遺集』への批判と
その意義

白河院政の時代・社会　堀河朝の和歌百首歌の

和歌文学の革新 方法と堀河百首・永久百首文学遊戯から文学批

12 一・ 昼燉t』r詞花』 評へ　和歌伝統の回顧　『金葉集』の成立　『金
t集』の新傾向　享徳院と和歌　『詞花集』の成

同　上

r千載』の時代一 立　「武者の世」の始まり　『千載集』の成立
r千載集』の作者と作品

『源氏物語』から歴史物語へ　『栄花物語』の内

13
歴史物語の諸相
黷忠h花物語』と
w大鏡』一

．容と特質　後宮中心の宮廷史　『大鏡』一紀伝体

ﾌ歴史　〈昔語り〉とく言談〉の場と伝統戯曲
I構成と〈語り〉の方法　　『大鏡』の歴史意識と

多　田　一臣
i千葉大学助教授）

表現　文体

神話・伝説から仏教説話へ　『日本霊異記』一

14
説話文学の誕生
鼈黷 日本霊異記』一�

集〉の論理と撰述意：図　歴史意識と自白意識〈

M〉の構図　私度僧の活動と『日本霊異記』景

冾ﾌ危機意識�
　上

今昔物語集』の成立まで　『今昔物語集』とそ�

5�
今昔物語集』の世

E�

組織　院政期の意味　秩序と反秩序　話末評語の

ｵ盾　く語り〉の様式　文体の問題　文学史的意

`�
　上
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　　　　　　　　　　　　＝和文古典皿＝（R）

　　　　　　　　　　　　　　　一中世文学の展開一

　　、＾　　∫　　㌔　〔主任講師：久保田　淳C東京大学教授）』〕

全体のねらい

　四百年に及ぶ中世文学の展開を、各時期の政治的社会的事件、文化思潮などと関連づけながら、具体

的作家や作品に即して、明確に跡づける。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 王朝から中世へ

内乱と平安京一新都市鎌倉の出現　中世文学の始

ｭ　『梁塵秘抄』の成立と後白河院　『梁塵三三』

ﾌ世界　『今鏡』の乱世に対する意識　『水鏡』

ﾌ意味するもの

久保田　　　淳

i東京大学教授）

2 新古今時代1

新古今時代の範囲　西行の生涯　藤原俊成の生涯

ｼ行と俊成の文学　九条家と新進歌人達　後鳥羽

@歌壇の形成　『新古今和歌集』の成立新古今

ﾌ人の方法
同　上

3 新古今時代皿

藤原定家の文学活動　その他の新古今歌人　藤原

ﾀ朝と『金椀和歌集』　承久の乱　『新勅撰和歌

W』と『首人一首』　法然・親鷲　明恵・道元

垬@・一遍
同　上

4 鴨長明とその周辺

隠者たち長明の出発期数寄者として　新古今

梠繿粋ﾁ生活　r方丈記』の成立　源泉　r無
ｼ抄』　『発心集』　『宝物集』と『閑居友』

三　木　紀　人

iお茶の水

@女子大学教授）

5 軍記物語の世界1

転換期の歴史意識　軍記物語の成立　『保元物語』

ﾌ特質とその世界　『平治物語』の特質とその世

E 栃木孝惟
i千葉大学教授）

6 軍記物語の世界皿

『平家物語』の成立と展開　序章の意義悪行者

ｴ盛の形象　平家嫡統の人人一重盛と維盛　勇将

ﾌ生と死←義仲と義経　『平家物語』の作者

衷ｳ久記』の位置
同　上

7 説話の　時　代

説話の時代　開書類と『古事談ゴ　『宇治拾遺物

黶x　貴族説話集のさまざま　『十訓抄』　『古

｡著聞集』　その後の仏教説話集無住の著述

?k朝期以後
三　木紀　人

一571一



回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 京　　と　鎌　倉

京と鎌倉　旅と文学　『海道記』と『東関紀行』

w十六夜日記』と『うたたね』　『信生法師集』

ﾆr飛鳥井窮有日記』　女流日記の特質　r弁内
?匤L』と『中務内侍日記』　『とはずがたり』

ﾌ世界　r編むきが記』

三　角　洋　一

i東京大学助教授）

9 南北朝動乱期の文学

両統迭立から南北朝動乱へ　『神皇正統記』と

w梅松論』　『歯鏡』の王朝文学的傾向　『太平

L』の成立とその世界　歌の家の分裂京極派和
ﾌとr新葉和歌集』

久保田　　　淳

10 兼：好とその前後

兼好の登場　出自と環境　遁世生活　歌壇の中で

w徒然草』の成立　序の問題　『徒然草』の展開

ｹ泉現世をこえるもの兼好の晩年死とその
縺@『一言芳談』　二条良基

三木　紀　人

11 中世芸能の世界1

中世芸能歌謡の流れ　今様　『梁塵秘抄』

♂ﾌ　早歌の題材・出典　早歌の展開　小歌の時

縺@小歌狂言の小歌
橋　本　朝生

i山梨大学助教授）

12 中世芸能の世界皿

能・狂言の成立能の形成狂言の形成　能の作
i　旧作の流れ　花と幽玄狂言の作品　狂言の
f材　共感の暎笑　曲舞・幸若舞曲　舞曲　舞曲

ﾌ素材
同　上

13 物語の　変・貌

中世の物語の概観　『無名草子』と院政期の物語『松浦宮物語』　『風葉集』と鎌倉期の物語

w石清水物語』と『我が身にたどる姫君』　改作の物語　『住吉物語』　『風葉集』以後の擬古物語　擬古物語から御伽草子へ　御伽草子の名称と

ﾁ色　公家物の御伽草子　宗教物　武家物　『曽我物語』と『義経記』．庶民物・外国物・異類物

三　角　洋一

14 中世の心と言葉

古代語の伝統　口語体の発生　東ことばの混入
ﾟ代語論理の発展一「条件表現　近代語論理の発展一格の意識　まとめ

山　口　明　穂

i東京大学教授）

15 中世から近代へ

戦国乱世から家康の天下統一まで　文化の地方伝

dと地方都市の形成　欣求浄土から生の肯定へ

o譜の連歌　狂歌の成立と展開　歌謡・芸能にお

ｯる近世への移行

久保田　　　淳
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　　　＝和文古典W＝（R）
　　　　　　　一近世の文学一

〔主任講師：村松友次（東洋大学短期大学教授@　　　　清登典子（放送大学助教授））〕

全体のねらい．

　徳川幕藩体制のもと、商品経済の発達と識学層の増大に支えられて花開いた近世文学。その形成と展

開の種々相を、中心的な作家・作品を取り上げながら検討してゆく。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1　近世文学の胎動

近世文学の胎動と 揺れる歌枕／憂世から浮世へ／出版ジャーナ 篠　原　　　進
1 リズムの誕生 （青山学院大学

仮名草子 2　仮名草子の世界
@　パロディの文学／中世風の物語と新しい風／

助教授）

仮名草子の作者たち／浅井三三

1　西鶴浮世草子の誕生と展開
俳譜のアバンギャルド／俳譜師西鶴／三之助

2 浮世草子と西鶴（1） の誕生／流行作家への道／疾走する西鶴／求

S化する主題／西鶴工房 同　　　上

1　西鶴晩年の世界

半影かなし一沈潜の季節／冬の西鶴一晩年の世界

3 浮世草子と西鶴（2） 2　西鶴の同時代人と西鶴以後の作者たち

@西鶴の残香一本屋作者たち／マイナーの季節／やつ 同　　　上

しの世紀一「一風と其蹟／八文字屋の光と影一抗争へ

／享保の其蹟／八文字屋の落日／気質物の復活

1　近世俳譜の源流
俳譜の連歌／俳譜の始祖

4 近世初期俳諾
2　貞門俳譜
@松永貞徳／近世俳書の出版／貞徳の俳譜観
R　談林俳譜

清登　典　子
i放送大学助教授）

反貞門俳譜の台頭／西山宗因／談林の俳風／談林俳
譜の史的意義

1　芭蕉の出発
2　新風の旗手として 村松　友　次

5 芭蕉の世界（1） 3　深川退隠
S　蕉風確立一『冬の日』時代
T　旅の芸術化一野ざらし紀行絵巻

（東洋大学短期

@　　大学教授）

6　『旧くのほそ道』旅中、旅後の思索

1　蕉風円熟一『猿蓑』時代

2　軽み一『炭俵』時代

6 芭蕉の世界（2） 3　虚構の作品『旧くのほそ道』 同　　　上
4　芭蕉の終焉

文人の時　代
文入成立の背景／文人とは／祖侠学の登場／狙陳

wの文学観／成立期文人の典型／文人精神の余波 揖斐　　　高・
7

一文入の成立と （成蹟大学教授）
祖1來学二
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

古今伝授と堂上歌壇の成立／堂上和歌と地下歌人
／反堂上派の気運／国学の成立と万葉風の提唱／

8 近世和歌と国学
本居宣長の「もののあはれ」論／京都歌壇の新風
^幕末の個性的な歌人たち 揖　斐　　　高

読本成立の背景／都賀庭回と『英草紙』／建部綾
足の読本／上田秋成／『雨月物語』／『春雨物語』

9 前期読本と秋成
／前期読本の特色 長　島　弘　明

（名古屋大学助教授）

1　蕉風中興運動
芭蕉没後の俳譜／蕉風中興運動／運動の担い
手たち／運動の終焉

10 三三中興期と蕪村 2　蕪村の人と芸術 清登　典子
蕪村の生涯／夜半亭継承／蕪村の立場／蕪村
の創作意識／蕪村二二の世界／蕪村と芭蕉／
発句中心の時代

遊俳と業俳／我と来て遊べや親のない雀／西国行
脚と『父の終焉日記』／化政期挙挙と一茶調／

11 化政期俳譜と一茶 『七番日記』『おらが春』／一茶の評価 村　松　友　次

1　狂　歌
近世以前の狂歌／近世初期の狂歌／狂歌と落
首／貞門俳入の活躍／狂歌と他のジャンルの

12 狂歌　・川柳
関係／貞柳とその一門／天明狂歌／天明狂歌

ﾈ後
長　島　弘　明

ｴ　登典　子
2　川　柳

川柳の名称／三井川柳／『誹風柳多留』の刊
行と「川柳の成立」／「川柳」の世界

戯作とは／文運東漸／談義本／酒落本／赤本・黒

13 戯作の世界（1）
本・青本／黄表紙

板　坂　則　子

（群馬大学助教授）

寛政の改革：／戯作の変化／後期黄表紙／合巻／人

情本／天保の改革／滑稽本

14 戯作の世界（2） 同　　　上

後期読本の形成／京伝の読本／馬琴の読本／その
他の読本／読本の衰退

15 後期読本と馬琴 同　　　上
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　＝：近代文芸1＝（R）
〔主任講師：紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい一

　日本の近代文学に澄ける成熟期一1910年代一の作家（漱石・憎憎・荷風・谷崎・志賀・有島・’

・藤村・秋声・芥川・啄木ら）と時代との関連、主要作品の構造と分析を行なう。1910年代の自然

主義・反自然主義との対応、作家の芸術と実生活のかかわりを把握。また「白樺」「早稲田文学」

「新思潮」「青轄」など主要雑誌の検討

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

武者小路実篤・志賀直哉・有島武郎らの「白

1

「白樺」の出発一大正文学の一

@　　発　端　（1）

樺」の前史と「白樺」初期の特色の究明。明治
ﾌ「公」に対する大正の「私」の意識。文学と
?pとの接点。志賀の初期の日記・ノートなど

紅　野　敏　郎

i早稲田大学教授）

の検討。「お目出たき人」と「かんかん虫」と
「網走まで」の作品分析。

「三田文学」創刊号に泣ける永井荷風の「紅

「三田文学」をめぐ 茶の後」の魅力と荷風の文学意識の検討。大逆

2 って 事件における荷風を中心とする「三田文学」 同　　上
一大正：文学の 「スバル」関係者（佐藤春夫ら）の反応。「早

発　端　（2） 稲田文学」との対比。パンの会の動向（これも
美術と文学とが関連）

谷崎潤一郎の最初期の戯曲と小説の分析。「刺

谷崎潤一郎の出現 青」と「秘密」：などが中心。潤一郎と漱石との

3 一大正：文学の一 か迩わり一とくに「門」をめぐって一。
同　　上

発　端　（3｝ 「白樺」との差く「白樺」の場合は漱石では

「それから」が軸となる）

啄木の代表的日記「ローマ字日記」の分析。

4 啄木と大逆事件
@一明治の終焉一

「九月の夜の不平」から「呼子と口笛」に至る

嵂ﾘの大逆事件への反応の点検。白秋の「思ひ

o」との比較。当外の大逆事件への反応との比
同　　上

較。啄木と現代（寺山修司などを含めて）。

1⑨10年前後の中期の漱石の作品分析。と

漱石文学の魅力 くに「夢十夜」に診ける作品の意味づけ。漱石

5 一「夢十夜」「そ とその門下生及び後進の文学者との関連、漱石 同　　上

れから」　「門」を の初期作品（「吾輩は猫である」や「草枕」など）

中心に一 と中期作品の内容と文体の相違。

漱石の晩年の1二うの長編小説をとまかに分析

漱石文学の魅力 し、一般によく知られている他の初期・中期の
6 一「道草」と「明 作品よりさらに意味があることに力点を旧く。 同　　上

暗」を中心に一

「暗夜行路」のプラスの評価とマイナスの評

「暗夜行路」の検 価をめぐって、作品の魅力をさらに精細に検討

7 討一志賀文学の特 する。最初は「序詞」と前篇の構造、伏線、文 同　　上

色一 体の面からはじめる。その前身である草稿の類
（私小説「時任謙作」といわれているもの）も
検討の材料に用いる。

画ぐ
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 、担当講師
@（所属・氏名）

8

「暗夜行路」の検

｢一志賀文学の特
F一

　後篇Q展開と「大山」体験の意味をさぐる。

泊ｽくの志賀研究史とつきあわせ、この作品の

e響と受容の歴史もあわせて考える。 紅　野　敏　郎

9

「剰る女」の検討一有島文学の

@　　　　　特色一

　「暗夜行路」と対比しつつ、有島の「或る女」の構造を分析する。前後篇をあわせて行ない、この作品の時代留学となった明治30年代につ

｢ても考えていく。また「白樺」に連載した前

ﾑにあたる「早る女のグリングス」との対比も
sなう

同　　上

10

藤村　と　秋　三一「家」と「あらぐれ」

�ﾟぐって

第二次「早稲田文学」の特色を検討しつつ、

u家」の構造と「あらくれ」（「新世帯」など

ｼの作品も含む）の構造を比較検討する。自然

蜍`文学の特質、とくにその執筆なねばり強い

l生とのかかわりに力点を澄く。

同　　上

11

花袋　と　白鳥一「田舎教師」と

u何処へ」をめぐって

　花心に画ける入生の苦悩と「田舎教師」との
ﾖ連。回想集「東京の三十年」も材料に用いる。

鋳ｹの人生観と「何処へ」との関連。明治30
N代の青年と40年代の青年の意識の差に注目。
鋳ｹの回想集「自然主義文学盛衰史」も材料に
pいる。

同　　上

12

文学史に澄げる

蜷ｳ5年（1916）の
ﾓ味一近代と現代の

@　　　　　接点一

　鴎外の晩年の歴史小説の検討。ついで宮嶋資夫の「坑夫」、中條百合子の「貧しき人々の群」をあわせ眺め、白樺派、耽美派の全盛、自然主

`文学者の執拗な奮闘をも視野に入れ、漱石の
?i12月9日）でしめくくられる大正5年の
ｽ層的な位置づけを行なう。

同　　上

13

「三三」「奇蹟」

u近代思想」の
竭闢_一斗の時代と

@　　　女性運動一

　平塚雷鳥らの「平鞘」の出発と展開。広津和

Yらの「奇蹟」の出発と特質。大杉栄、荒畑寒

ｺらの「近代思想」の冬の時代に導ける仕事の

ﾓ味。堺利彦の「へちまの花」、土岐単果（善
宦jの「生活と芸術」にも言及。

同　　上

14

芥川文学の特質
@一短編小説一
ﾌ問題点

　独歩や直哉を経て芥川において短編小説の魅

ﾍが発揮され、梶井基次郎・井伏鱒二らに引き

ﾂがれていく。初期の作品群を中心にする。第

O次・第四次「新思潮」の検討もあわせ行ない、

e池寛・久米正雄・豊島与志雄らとの比較も考
ｦる。

同　　上

15

「赤い鳥」「新しき村」
u種蒔く人」の対比一ユートピアとプロ

@レタリア文学一

　鈴木三重吉の「赤い鳥」の運動、武者小路の

u新しき村」の運動は同じ1918（大正7）
N。この二つの根底にあったものをさぐり、つ

｢で1921（大正10）年よりはじまる「種
ｪく人」の意味を探究する。謄

同　　上
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＝近代文芸皿二（R）
〔主任講師　紅野敏郎（早稲田大学教授）〕

全体のねらい

　「近代文芸1」で扱えなかった近代文学創出期の文学者坪内憎憎・二葉亭四迷・森鴎外・北村透谷・

樋ロー葉・国木田独歩からはじまる近代の短編小説の系譜、正岡子規・与謝野晶子・島崎藤村・北原白

秋・斉藤茂吉・萩原朔太郎ら近代の詩歌を中心に活躍した人を作品の特質を追求する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

迫遙の文学論「小説神髄」と実作「当事書生

近代文学の出発 気質」との関連と、適遙の影響を受けた二葉亭 紅　野　敏郎
1 1 の文学論「小説総論」と実作「浮雲」との関係を

遣遙と二葉亭 対照的に把握し、近代文学創出に際しての二人の （早稲田大学教授）
文学者の同質と差異を探索する。

ドィッより帰国した森鴎外のドイツ土産三部作

近代文学の出発 の一つの「舞姫」をとりあげ、その作品購造を分

2 2 析するとと．もに、官僚としての森鴎外と文学者と 同　　　上

森　　　鴎　　外 しての森鴎外の心理の二重性をさぐる。

自由民権運動に参加し、やがて離脱、政治から

近代文学の出発 文学への道を歩いた透谷のペンによる活動を検討

3 3 する。とくに透谷の評論活動は「文学者」という 同　　　上

北　村　　透　谷 ものの基本姿勢を如実に示す。近代の文学者のな

なかで理想と現実の矛盾に悩み、自殺した最初の
人。

一葉の「たけくらべ」「にごりえ」「十三夜」

近代の短編小説 などをとりあげ、短編小説の切れ味の鋭さ、その

4 1 魅力について言及。一葉の場合、西鶴の影響を受 同　　　上

樋　　ロ　一　葉 けた、テンポの早い雅文脈の文体、その物語性の

展開について考察する。一葉の日記にも触れる。

詩から散文に移った独歩の資質、日記「欺かざ

近代の短編小説 るの記」と佐々木信子との恋愛、そのあと展開す

5 2 る短編小説「武：蔵野」「忘れ得ぬ人々」「非凡な 同　　　上

国木田　独　歩 る凡人」「号外」「竹の木戸」などをとりあげ、

独歩の短編の特質を検討する。

読売新聞記者より作家に転じた正宗白鳥の初期

近代の短編小説 の短編一「玉突屋」「塵埃」「五月幟」一などをと

6 3 りあげ、自然主義文学者の皮肉な眼で見た人生の 同　　　上

正　宗　　白　鳥 断片、それを描くつき放した手法について考察す

驕B

「或る朝」のような日常生活のなかの不快から

近代の短編小説 快へ切りかわる心理、「清兵衛と瓢箪」に見られる

7 　　　　4

u　賀　直　哉

子供の豊かな肉眼による美の発見とそれを圧殺す
髑蜷lたち、その他「祖母のために」「正義派」
u萢の犯罪」「城の崎にて」「真鶴」など簡潔無

同　　　上

比な表現の技法について考察する。
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・回

　
テ
・
　
一
・
　
　
マ
｛ ・　内・　　　　　　容．

担当．講、師（所属・氏名）

処女作といわれている「山椒魚」や早稲田時代

近代の短編小説 の友人とのかかわりを描いた「鯉」、また「屋根

8 5 の上のサワン」はじめ、ユーモラスでかつ平温の 紅　野敏　郎
井　伏　　鱒　　二 利いた詩情を含んだ井伏作品の特質を考察する。

@　　　　　　　　　　　　　…

「青空」創刊号に載せた「檸檬」を中心に若く

近代の短編小説 して亡くなった梶井の名作を分析、昭和の文学者

9 たちに：その短編の心象風景は大きな影響を与えた。 同　　　上
梶　井　＝基次郎

俳句と短歌の本：質的な改：革を行なった子規の病

近代の詩　歌 床生活の実体とその実作を検討、あわせて子規の

10 1 エッセイの持つ写生文の力について考察する。 同　　　上
正　岡　子　　規

「明星」の史的位置づけと、晶子の「みだれ髪」

近代　の　詩歌 を中心に、歌人としてのわくをはずれた豊かな才
11 2 能や女性としての生きかたの迫力などにも言及す 同　　　一上

一与謝野　晶　　子 る。　「明星」のなかから、上木も高村光太郎も北

原白秋も木下平太郎も生まれてくる。

北村透谷のあとを受け、自殺せずに泥にまみれ
近　代　の　詩歌 ながらも生きつづけた藤村の初期の詩集について

12 3 考察する。どくに「若菜集」から「落梅集」に至 同　　　上
島　崎　藤　　村 る四つの詩集を吟味する。

詩入と歌入を兼備、さらに童謡や散文活動な
近　代　の　詩歌 ど多面な才能を発揮した白秋の初期の詩集「邪宗

13 4 門」「思ひ出」と、歌集「桐の花」をあわせて考 同　　　上
北　原　　白　　秋 察する。郷土柳河とのかかわりで、文学と郷里

（出身地）との関連もここで考える。

子規や伊藤左千夫のあとを受け、「アララギ」

近代　の　詩歌 の発展につとめ、処女歌集「赤光」をまとめた茂

14 　　　　5
瘤R牧水と斉藤茂吉

吉の生きかたとアララギ的写実の方法と、九州日

?謔闖繼桙ｵ、旅と酒を愛した若山牧水の流れる
同　　　上

ような自然のリズムを対比させる。

15

近　代　の　詩歌
@　　　6

qｺ光太郎と

　光太郎の処女詩集「道程」の分析、また白秋の

e響より出発した朔太郎の初期の歌集「ソライロ

mハナ」及び作表作「月に吠える」の検討。
同　　　上

萩原　朔　太郎
’
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＝＝漢　文　古　典 1＝（TV）

　　　　　　一江戸時代後期の儒学一

〔主任講師1頼一二（千葉経済大学教授）〕

全体のねらい

　刊本において作られた漢詩・漢文について、江戸後半期を取り上げて諸作品を講読し、関連事項に及

ぶ。これによって、・日本漢学の日本文化に旧いて占める役割りが若干なりとも解明できることを目指す

ものである。各回とも講義の糸口を原則として頼春水『師友志』から取り、兼ねてその人の諸作品と関

連分野とに及ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　柴野栗山（1736－1807）江戸昌平讐の儒
ｯ。寛政の学制改革に当った。享和2年10月の

頼　　　惟　勤

1 柴野栗山と赤壁会 赤壁会の盛事を紹介する。 （千葉経済大学教授）

尾藤二心（1747－1813）昌平畏の儒官。

2
尾藤　二　洲　と
秩@楽　天　の　詩

晩年に白楽天の詩を好み、同僚の古賀精里との

ﾔで応酬した。その間の経緯を概観する。 同　　上

古賀三里（1750一一1817）昌平畏の儒官、

肥前・佐賀の出身。而て林述齋に従い、対島に

3 古賀精里と通信使 赴き、朝鮮通信使に応接した。 同　　上

岡田寒泉（1740－1816）昌平蟹の儒官。

4
岡　田　寒　泉　と

ﾀ学　の　実　践’

のち関東の諸郡に出て代官となった。実学とは

{来、実践躬行の学問の意味で、、矢子学がその

纒¥である。寒泉の学問がすなわちそれである。
同　　上

服部栗齋（1736一一1800）江戸のi麹援書院

5
服部　栗　齋　と

]戸市井の漢学

の主。応援書院そのものは純粋に市井の漢学塾

ﾅはないが、そのような塾での基本的な教養が 同　　上
どのようなものであったかを取り上げるσ

若槻白白（1744－1826）京の聖護院村に
住み、その学行が幕府当局に認められて表彰さ

6 若槻幾齋と京儒 れたこともあったという。 同　　上

中井竹山（1730－1804）大坂の三徳堂の一
主。弟の履軒も著名な学者で、この兄弟の学問

7 中井竹山と二二堂 は広般な影響を世に一与えた。 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 葛子琴と混沌詩社

　葛子琴（1739－1784）大坂の医にして且
ﾂ詩人。片山北海が主催する混純詩社の中で、

ｻの才名を称せられた。 頼　　　惟　勤

9 趙甲州と黄藁僧

　趙陶　（1713－1786）長崎に生れる。父
ﾍ唐人。黄高僧となり、還俗後、江戸・大坂・

艪ﾉ転住。兼ねて全国を旅行した。憎侶の漢学

ﾉ対する寄一与は甚だ大きい。また道教的なもの

煦ﾄ外に日本文化の中に侵透しているといわれる。

同　　上

10 飯岡義齋と家庭教育

　飯岡三二（1716－1789）大坂の儒医。曽
ﾄ石門心学（大坂の尊性堂）を修めた。その子

翌ﾉ対する教訓は極めて熱心であった。 同　　上

11 菅茶山とその周辺

　菅茶山（1748－1827）備後・神辺の詩人。
桙?驍｢は江戸に於いて儒者文人と広く交った。

告lであると同時に、『福山工料』の纂修に関

ｱし、随筆の分野でも著名である。
同　　上

12 高芙蓉と書画駅馬

　高芙蓉（1722－1784）江戸時代の蒙刻を
|術的水準にまで高めた。このころ漢の金印が

o土したこともあって、漢の方寸印に倣った印

ｪ作られた。
同　　上

13 平賀中南と赤穂義士

　平賀中南（1722－1792）安芸出身の儒者。
蜥ｪに学び、のち京坂に住んだ。『天野屋利兵

q伝』の刊行にも言及する。 同　　上

14
長久保赤水と地理

V文

　長久保赤水（1717－1801）水戸薄彰考館
ﾌ学者。『大日本史』の地理志を纂修した。

ｻのころの天文・地理，医学にも触れる。 同　　上

15
樺島石梁と親藩の

w問

　樺島石刀（1754～1827）久留米藩；儒。細井平

Fの門人・平洲は尾張藩に属する。紀州藩には

逅ｧの研究者、あるいは文献学者が出た。 同　　上
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＝漢　文　古　典 H・＝（R）

　　　中国小説史への視点
〔主任講師：大塚秀高（埼玉大学助教授）〕

全体のねらい

　中国は三千年に及ぶ悠久の歴史を持っており、小説の歴史もこれに応じて長い。しかし同じ漢字を使

いながら、小説という言葉の意味内容は時に応じて違いを見せる。この小説概念の変遷を、小説がそれ

に立脚した物語の伝統に目配りしつつ、春秋戦国の時代から回忌まで追跡し、かつ中国小説の日本への

影響についても触れたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
小説と物語
j家と方士たち

　萬言と小説　小説と小説家　史官と方士　史

Lと漢書　陣門の会　画質と楚漢春秋　史書と

焔`小説　春秋と国語方士の語った小説
大塚　秀高

i埼玉大学助教授）

2
志怪から伝奇へ
j家と読者に於け
髟ﾏ化

　志怪と五行・　緯思想　類書と古小説鈎沈

}神記と墨字　曹　と劉義慶　サロン文人と物
黷ﾌ伝統　伝寄の誕生　古鏡記と遊仙窟　物語

ﾌ場

同　　　上

3

仏教と説教
梃ｱ記と遊行僧

　応験記の成立　応験記的性格の志怪　金剛適

梃ｱ記の流行唐臨と冥報記宋・明に於ける
熏ъo由験記　　洪遭と夷堅志　鬼国母文芸

ﾌ担い手としての僧侶　転変と転経説経と文

|

同　　　上

4
二都の夢
Vたな「小説」の
a生

　志怪にみる仏教の影響　六朝貴族社会の崩壊

ｭ講と市人小説　　京と臨安東京夢華録と夢

ﾀ録　瓦子と勾欄説話四家講史書と「小説」

ﾎ新卒と酔直談録

同　　　上

5
神話の没＝落

@から五通へ

　霊怪の門庭　汀州と山魍　独足の山魍　山海

o図　憂一足臭陽・　巨人　山都と猿　畢方・

?q・その他随神五通　財嚢五通 同　　　上

6

類書から通俗類書へ

`奇小説の変遷
@　　そ　　の　一

　　　　　　　　　　　　　㍗@種本と話本　文言の伝奇と白話の伝奇宋代
ﾌ小説集　二つの酔翁談録　鴛鴛灯と紅　密約

O生負李氏娘　類書と通俗類書　明代後期の通

ｭ類書　伝奇小説の長篇化

同　　　上

7

短篇小説だった

?�`
ｷ篇小説の育たぬ
墲ｯ

　水濤伝成立史　梁山泊と百八人の好漢三和
竡磨@水潜の盗賊たち　好漢の銘々伝　水濤伝

ﾆ「小説」　梁山に上れなかった好漢たち　白

b小説と作者

同　　　上
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回 テ　　　一　　，マ． 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 法家と小説家の間
�ﾄ概念の変遷

　酔翁談録の公案　明記の公案小説集判決か
迹{査へ　疑獄集と折獄亀鑑　巣院時事と巣院

℃抹ｨ語捕物帳と余象町名裁判官物語万
�梠

大　塚　秀　高

9
包藍碧の登場
u唱文芸のとりで

　民衆に愛された包公　包公の実像と虚像　包

��р髢ｯ間信仰　包公説話と「小説」　有名

ｳ名の判官たち、宝をめぐる物語　三唱詞話か

逅熄曹ﾖ　公案小説から侠義小説へ

同　　　上

10

幽霊さまざま
`奇小説の変遷
@　　そ　　の　二

　元三明初　勇灯二回忌愛しの幽霊　崇る幽霊

��艶Sと灰骨匝　自刎と怨念　三三える幽霊

謗Eす論理と取り締まる論理　三三三余雪窓談

ﾙと幽怪僧課

同　　　上

11
話本から小説へ
S侠と創作

　洪　の清平山堂　熊三三四種小説と通俗類書：

O跡変泰話本と紅白蜘蛛旧記　三三百二十篇の

f性　漏夢龍　柳七官人像の変化 同　　　上

12
伝奇から小説へ
蛹奄ﾆ女性の運命

　劉小官雌雄兄弟　男装の目的　女性の孝と貞

S方三義伝　梁山伯と祝英台　心堅金石伝霞
ｳ記に於げる改悪　嫌疑と恥辱 同　　　上

　
、
3
1
白蛇伝の登場
ｯ衆のはぐくむもの

　薦夢龍の白蛇伝　西湖の怪の物語　白蛇の物

齊ｹ妬と蛇　白蛇伝の成立　白娘子の解放
同　　　上

王4

金瓶梅から紅楼夢へ

ﾋ子佳人小説と佳人
ﾌ男装

　中国小説史上の才子佳人小説長篇伝奇との
ﾖ係　才子佳入小説と金瓶梅　金三三と四大小

焉@万暦の気風　春秋配と呉江雪　佳人の男装
覧ｬ配と鴛鴛譜　紅楼夢　文康の児女英雄伝

同　　　上

15
さまざまな小説
ｴ末小説に至る流れ

　杜騙新書　照世杯　応挙を題材とする小説

�ｱ百態儒林外史李宝嘉の干場現形記劉
@の老残遊記李漁の小説　清代小説の多様性 同　　　上
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＝西　洋　古典　学＝ （R）

〔主任講師：久保正彰（東京大学教授）〕

全体のねらい

　西洋古典とは、古代ギリシャ・ラテンの文物の漠然とした総称であるが、今回は、“古典”という

規範を設けた古代ローマの修辞学の要請を出発点として、修辞とは弱者の立場擁護を主眼と一すること

を明らかにし、古典文学の中でも古典であるギリシア文学の中に、ヒューマニズムの母体ともいうべ

き修辞論の展開を具体的に辿ってみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

L　西洋古典とは何か
ギリシア・ラテン学事始め　　ケーベル博士と弟子たち　　西洋古典とは

何をさすのか　　西洋における「古典」概念の渕源　　近世以降の西洋古典

1
序論一西洋古典
ﾆ西洋古典学

学の変貌一古代学研究へ　　付記一作品伝承について
Q　西洋古典学とはどのような学問であるのか
@　2つの古代言語の関係　　ギリシア文学とラテン文学は表裏一体　　新喜
?ﾍロー・マ喜劇の中から　　ホメーロスとウェルギリウスー古典古代にお

久保正彰
i東京大学教授）

ける文化交流　　西洋古典学と古典文献学　　古伝文献学における客観性と
主観性　　ローマの寒夜の月明について　　エピローグ　　〔参考文献〕

はじめに
1．ホメーロスの時代と作品

ヘーロドトスの証言　　ホ軽目ロスの年代　　ホ不一ロスの生地　　ホメ
一ロスの作品伝承　　初期の作品伝承　　ヴェネチア本　　ホメーロス詩の

2 　リズム　　サルペードーンの言葉
Q　ホ弓田ロス叙事詩に映しだされた背景と神々

ホメーロス叙事詩
　ホメーロス以前の文学　　ホメーロスの言語に刻まれた歴史的過程　　偉
蛯ﾈ終わりと始まり・　本四ーロスの神々　　なぜオリュムボス山上に

の構造一『イー
祭祀神の場合　　叙事詩の神々と祭祀神たちとの間の隔たり　　神々の役割

@と限界　　詩人ホメーロスの分身3．ホメrロス叙事詩の演劇的技法

同　　　上
リアス』を中心と 　人間的動機のせめぎあいが、神々に会議を開かせる　　繰り人形ではない

l間たち　　筋と性格　　バトロクロスの場合　　登場人物の選択（性格）

して
選択から展開する筋一ホメーロス叙事詩の特色　　劇詩人ホメ歴日ス
wイーリアス』第24券、神々の最後の会議　　第1巻との対称性　　嘆願
ブリアモスとアキレウス　　ナルファからオメガをつらぬく訴え

3 4．ホメーロスの聴衆一「アキレウスの盾」を中心に
聴き手たちはホメーロスの中にいる　比喩・王たちと民衆一サルペ

一ドーンの言葉　　アキレウスの盾の世界　　平和と戦争　　生産の営み
牧畜　　初期都市国家の世界　　映されていない反面　　盾の絵は何を伝え
ようとしているのか　　〔参考文献〕

、

1．詩人誕生　　　　　　＿
　　　　　、高ﾌ女神たちとの出会い　　自らを語る詩人ヘーシオドス　　ヘーシオド

スの言語とホ隅隅ロスの言語　　真実を歌う　詩人へrシオドスの位置づ
け・　叙事詩人としての職業的訓練　　ヘリコーン山に：おける祭祀　　詩女

4
神たちの叱責　　新しい詩人の自覚　　ホメーロスとの違い一“真実の歌”

Q　思想への道・
’神々の道と人間の道：　r神々の誕生』一最初の神々　　第2世代の神
神一ティターン族・クロノス、ティタ・」ン族の王の位を奪われる　　第

ヘーシオドス
　　　　　　　　　　　　　ブpメーテゥスの罪と罰　　新旧世代の争い3世代一ゼウスの支配ゼウメ》妻をのみこむ　　太古の神々一一かれらの断片的記憶と伝承’系

譜的発想に基づく整理　　神々め世代　　神々の王権交替一オリエント伝

』思想への道
説との類似　　ギリシアの神々、ギリシアの神話の誕生　　『大地』女神の
ﾊ置づけ　　空間と世代との統｝的枠組み一『大地』　　r大地』のみが

同　　　上

真の神一弱者の守り　　『大地』女神の働きを歌う
3　『農と磨』一人間の道、

“私”が語る物語、　“私讐がら解あなた”へのメッセージ　　r農と暦』

5 作品め“時と場所”　　2つの『い」の女神たち　ヘーシオドスの選択
l間のうける災禍と選択とのかかわり　人間の退歩一『5つの種族』
鉄の時代　　鉄の時代の構造　　追いつめられた人間の群　　侵略か、植民
か　第3の道・一拍内からの出発　　正義は大自然のリズムのなかに　　ギ
リシアの歴史とへ｝シオドスの教え　　〔参考文献〕

1．「『サ、ッポーの手紙』
ギリシア　情詩の特色一リズ李構造　　言語的特色　　　情詩人の作品

伝承　　作品詩巻の厘滅　　サッポ・一め姿を求めて・　『サッポーの手紙』
の発見　　ルネサンス人文学者たちのサッポー探究・カルデリー二、サッ

6
ボ｝断片を発見　　メルラの文体的着眼　　　情詩人の断片探究　　　情詩
ﾌ言語とリズムリ復原を求めて　　アーレンス、ヘルマン、ベルク

情詩入の再発見’

a　　情詩人たちの世界「
@パピルス詩巻に、情詩人の作品再発見される．西下2世紀編の　情詩人

ｫ人の翻広騨人ア霧＝をアル男覆瑠灘義烈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　叙わったサッボーの作品と令名　　パピルス詩巻からのサッポーの世界ゴ

一一 ｻの1
事風の歌も　　アルカイオス・一内乱の詩　　パピルス詩巻が映しだすアル
Jイオス像　　アルカイオスの政治活動　’ピッタコスのこと　　アルカイ

同　　　上

オスの政治詩の特色　　内乱の詩の語らぬ半面　　貴族・民衆・潜主　　内
乱の別角度からの観察　　ソロ，一ンの詩一内乱に直面して　　『大地』女

7
神の証言を求めて1　神話と政治とに別ものではない　　〔参考文献〕
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当、講師
i所属・氏名）

1．　ステーシコロス誕i生
ステーシコロス、名のみの大詩人　　作品厘滅…影響といわれるもののみ

題名つきの作品13篇　　叙峯詩とのかかわり　　『ヘレナー・悔悟の歌」
「オレステイアー』の残影　　パピルス詩巻一「英雄帰郷」発見　　『オデ
呂ッセイァー」のエピソードをもとに　　ステーシコ虎毛の場面処埋　　ホ
メーロス叙事詩を合唱　情詩へ　　合唱英雄詩「ガーリ轟オナーイス』

8
パピルス断片以二一ヘーラクレース伝説の1エピソード　　リズム構成神々の集合一筋書きの指示（？）夢の島への場面移動　　母親の嘆願　　ゲ

・一 株ｩオーンの決意のことば一サルベードーンとの類似性　　作戦の方針
死の比喩一3度ホメ幽ロス叙事詩を手本に　　小叙事詩「ゲーリ血温ーン
の歌」　　直接詰法部分の重要性　　“劇詩”と冗費劇詩”との違い　　能

情詩入の再発見
　曲との比較　　能曲における叙事詩の演劇詩学　　『実盛』の言葉　　叙事

高ｩら演劇詩への中途点へ　　ステーシコロス・連曲・ギリシア演劇詩2．パッキ昌リデースと．．情詩の演劇的展開

パッキュリデース詩集、パピルス書巻の中から留る・パッキュリデース 久保正　彰
一その2

についての伝承　　ディテ昌ラムボスの詩人、パッキ菖リデース　　規模、
`式上の特色　　「若者たち」の物語　　修飾性の大きい書晒　　船上の出
来事　　テーセウスの警告　　ミーノース王の挑戦　　’テーセウス、挑戦に
応じる　　詩人の語りによる場面展開一船上の哀愁　　詩人の語り一海
底への場面展開　　生きている枕言葉の表現性　　重なりあう情景一・rイ

9 一リアス」第1巻　　叙事詩的言語の変容と活性化　　美を恐れる英雄一
oッキ畠リデースの審美観　悲劇詩との構造的比較　　『テーセウス』の場
合一特異な対話構成　　アテーナイ王アイデウス対質問者　　アイデウス
、王の答え一怪しい男の出現　　径しい男についての問い　　怪しい男の装
束、風気　　判じものの形で明かされていくテーセウス伝説のエピソード
演劇的対話技法の応用　　構造的差異　　作品自的の差異　　ステーシコロ
スからの1つの発展と完成　　ディテユランボスと悲劇詩は双生児的関係
パピルス写本に現れる古代の校訂家たちの姿　　〔参考文献〕，

L　悲劇の誕生
ゼウスの頭より　　ステーシコロスからギリシア悲劇へ　　アイスキュロ

ス悲劇の規模　　悲劇合唱隊の誕生　　吟唱者から演技者へ　　自らが作り
だす演劇の場　　演劇のリズム・合唱隊のリズムの相互補完　　役者登場

10 視覚的要素の出現　　演劇仮面の機能　　タイプと組み合わせ　　仮面と科
白　　演劇科白の言語とリズム　　2つの文化・2つの伝統　　2つの流れ

ギリシア悲劇め基
の合流・融合　　演劇活動を支える力　　悲劇・喜劇の製作・上演は社会的現象　　国家の行事としての演劇祭　　アテーナイ民主政治の申し子

本＝構造一アイス
2．　『ペルシアの人々』の基本構造
@唯一の歴史事件をテーマとしたギリシア悲劇　　題材となったペルシア戦
?ﾌ概要　　サラミースの海戦　　　　　　　　　　　　　　　　　プサラミース海戦から7年余りのち 同　　　上・

キュロスの『ペル リューニコスの『ポイニーキァーの女たち』　　悲劇の場はペルシアの王宮
㍼･隊の配役　　使者の報告　　報告場面の設定　　基本的合致点はただ1

シアの入々」・
つ一敗者の体験として　　アイスキュロスの使者場面　　最も重要な違い
嘯ﾆ凸とに映る勝敗の原因　　誇張されねばならなかった真の理由　　ダー

11
レイオスの亡霊場面の背後には　　エレトリアの劇場のせり上げ　　人間で
?閧ﾈがら大自然を支配しよ5とする愚挙　　ダーレイオスの目に映じる真
実の相　　歴史・人間・大自然の摂理　　ダーレイオスの言葉はギリシア世
界をも包みこむ　　ひとりの人間一クセルクセースの悲嘆　　悲劇と歴史
記述の最初の接点　　〔参考文献〕

1．　『オレステイアー』　一アイスキュロス　　の
三部作構成を打ちだす　　演劇の規模・観客の規模　　ステーシコロスの
rオレステイアー」　　アイスキュロスのrオレステイアー」三部作
『アガメムノーン」一コロスの目を通じて　　使者　　原因分析一ダー
レイオスの言葉　　アガメムノーン登場　　クリ昌タイメーストラー、王を

12
あざむく　　カッサンドラーの哀れな願い　　人間とは…　　アガメムノー
刀A断末魔の声　　クリ謬タイメーストラーの言い分　　「アガメムノーン」
のリズムを支えている合唱隊　　「コエ・一ボロイ」の合唱隊　　かの女たち
は何もの，　カッサソドラーの予言成就を見守る仲間たち　　「エウ繁昌デ
ス」の合唱隊　　クリ轟タイメーストラーと合唱隊は「体となっている

ギリシア演劇詩の 合唱隊は連鎖的に演劇の中心部へ　　合唱隊の変容＝三部作の終結　　演劇
I手法の巧さ　　三部作構成でなくては表現できなかったもの　　合唱隊の
仮面・装束から生じた必然的結果　　「オレステイアー」における“完成” 同　　　上

完成一その1
の意味

Q．ソボクレースrエーレクトラー」一「性格悲劇」の作劇法の完成
主人公たちはどうなったのか　　古代液劇と現代の心理劇との違いはある

が　　登場人物によせられた観客の好奇心　　悲劇詩人ソボクレースの登場
三部作構想からの離脱　　演劇仮面と登場人物の性格　　rアンティゴネー」

13 における実験　　『エー’レクトラー』とアイスキュロス　　合唱隊は中枢的
機能を失う　　性格の対比　　変形されたrコエーボロイ」のモティーフ
筋の展開は“性格”によって　　だまされる側におかれたエーレクトラー
ソボクレースの“アイロニー”・一幅と真の取り違え　　「アンティゴネー」
冒頭場面の再来　　オレステースの骨壷　　余話一名優ボーロスの「エー
レクトラー」演技　　仮面対仮面～魂対魂　　仮面こそ、まことの心の映す
の　　エピローグ　　　参考文献

1．エウリービデースめrタウリスのイービゲネイア胴震
オレステースはどうなったのか　　かれだげを苦しめるもの　　「恥」と

「穣れ」、そしてそれよりも深いもの　　清めの儀式　　単純な分類は問題
の本質を見落とす　　オレステースを扱うエウリLビデースの三篇　　「エ
一レクトラー』のオレステース　　エウリービデースの問題指摘　　オレス
テースのためらい　　母親処刑にひるむ　　そして、悔悟　　「オレステー

14 ス」一死に瀕したオレステース　　死から生へ　　アレオパゴスヘー解
決に至らぬままに　　アレオ’パゴスの法廷は救いにはならず　　「タウリス
のイーピゲネイアー」　　出会い　　オレステースへの手紙、その場で…
発見と逆転、そして脱出計画　　エウリービデースの演劇的手法　　御けが

ギリシア演劇詩の れ”は“救い”に　　幕引きの神アテーネー登場・アテーネー、祭祀建立
�ｽじる　　ハライの祭祀　　プラウローンの祭祀　　2つの祭祀を1つに
結びつけている理由は　　すべては終わり、引記憶のみが　　プラウローン祭 同　　　上

完成一その2
祀の意味．　さらに解釈を進めれば

Q　アリストパネースの古喜劇
@　ホメーロスの笑い　　ホメーロス喜劇の観客たち　　ヘーパイストスの悲
喜劇　　アボローンとヘルメース　　ボセイドーンとヘーパイストス　　喜
劇創作の痕跡、消滅　　アテーナイにおける喜劇上演　　古きにさかのぼる
喜劇の合唱隊　　喜劇役者の扮装　　喜劇の表現の自由　　喜劇創作のむず

15 かしさ　　新しい喜劇の出発点　　問題の提示と解決　　rアカルナイの住
ｯたち』　　ディカイオボリスの名案　　劇的対立とせめぎあい　　ディカ

‘

イオポリスの平和・　悲劇のパロディーとしての喜劇　　喜劇の科白　　平
和と反戦のテーマ　　「雲」一教育過熱と“鉄の時代”　　ストレブシア
デースの悲劇　　筋の統一・一貫性をめざして　　笑いの質　　人間みな同
じ一違いは視点の高さ　　雲の上、大空のかなたからの笑い　　〔参考文
｣〕
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＝日本語教授法＝（TV）
　　　　　　主任講師：宮地裕（帝塚山学院院長》
　　　　　　　　　　　　田中望（雲霧薯罷呈類語教育センター’）

全体のねらい

　外国人に対する日本語教：育の振興は、社会的要請になってきたといってよいが、まだ日本語教育に

関する知識は中等教育における英語教育あるいは一般に外国教育を反省するための契機となる。この

講座では、日本語教育の方法とその裏付けとなる理論について、日本語教育を志望する学習者（実習

生）視点に立って、具体的に解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 日本語教育とは何か

　実際の日本語教育の現場を見学することを手

ｪかりとして、日本語教育に関する概括的な解

烽�sう。日本語教育の種類、国内・海外の現

�Aその抱える問題点などをとりあげる。

　宮　地　　　裕
i帝塚山学院院長）
@田　中　　　望
送ｧ国語研究所日本
鼡ｳ育センター・日
{語教育研修室長）

2
コースデザインと

ﾍ何か

　教育の準備から終了にいたるまでの計画を作

ｬすることをコースデザインという。学習者の

jーズを出発点にして、「何を」「どう」教え

驍ｩの計画の全体について考えていく。

同　　　上

3
初級のコースデザ

Cン

　初級のコースデザインにおけるニーズ分析か

辜Vラバス、教授法の決定までを、われわれの

ﾀ習コースについて具体的に考えてみる。 同　　　上

4 初級の教室活動

　シラバスや教授法は、実際の教室活動におい

ﾄ実現される。主に初級のための各種の教室活

ｮを概観し、われわれの実習コースに適切な教

ｺ活動を考える。

同　　　上

5 初級のシラバス分析

　シラバスから実際の教材作成や授業計画をた

ﾄる際に、学習項目の分析が欠かせない。ここ

ﾅはわれわれの実習コースの学習項目について、

｢くつかの観点からの分析を試みる。

同　　　上

6 初級の教材作成

教室活動とそこで教えるべき具体的な学習項

ﾚに基づいて、次に教材を作成することになる。

墲黷墲黷ﾌ実習コースの具体的な教材をあげ、

ﾆくに教室活動との関連を考える。

同　　　上

7

実際の授業のはこ
ﾑ方一一教室内コミュ

jケーション

　外国語教育の授業はすべて学習者や教員とい

､参加幕間のコミュニケーションでなりたって

｢る。ここでは授業計画と、教室内コミュニケ

[ションの質について考察する。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

日本語教育の多様性

齟?曹ｩらの帰国者
ﾉ対する日本語教育と
C外の日本語教育

　ここでは日本語教育の多様性、ことに第2言

黷ﾆしての日本語教育と海外での日本語教育に

ﾂいて、コースデザインという観点から考えて

ﾝる。

宮　地　　　裕

c　中　　　望

9
中・上級のコース

fザイン

　中・上級のためのコースデザインを行う場合、

焔奄ﾆの違いはどこにあるか。中・上級教育の

ﾁ徴と、どのようなシラバス構成の観点にたつ

ﾗきかを考察する。

同　　　上

10 中・上級の教室活動

　中・上級の教育では「なめらかさ教育」の比

ｦが高くなると同時に、いくつかの活動を有機

Iに組み合わせた「教室活動複合」のかたちが

]ましい。そのための教室活動の具体的な形態

ﾉついて考えていく。

同　　　上

11

中・上級のシラバ
X分析（1）

齟k話型の分析

　学習項目の分析は教材作成や授業計画作りに

№ｩせない。ここでは読解のための学習項目分

ﾍとして、「談話」という言語単位をいくつか

ﾌ観点から具体的に分析する。

同　　　上

12

中・上級のシラバ
X分析（2）

E一ﾇ解過程の分析

　ここで学習項目と考える読解は、「読解を含

ﾞコミュニケーション活動」である。現実に学

K者に必要な読解能力とは何であり、それはど

ﾌような過程なのか考察する。

同　　　上

13 中・上級の教材作成

　教室活動と学習項目の分析に基づいて、次に

ｳ材を作成することになる。われわれの実習コ

[スの具体的な教材と教室活動をあげ、これま

ﾅの考察を総合して授業計画を組む。

同　　　上

14・ノ 教育の　評価

　評価という行動が教育のなかでもつ意味は何

ｩ、なぜ評価という行動が必要なのかを考えて

｢く。コース内での評価行動、テストによる評

ｿ行動などを具体的に概観する。

同　　　上

15 日本語教育の将来

　日本語教育はいま大きな曲り角にさしかかっ

ﾄおり、量的にも質的にも変わらざるを得ない

條冾ﾉある。ここではそうした日本語教育の現

�A問題点、今後の課題について考える。

同　　　上
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＝歴史の理論＝（R）
〔主任講師：阿部玄治（放送大学教授）〕

全体のねらい

　昔から多くの歴史書が書かれてきた。それらが示す歴史の特徴は何んであったかを探ることにより、

今日歴史が問題とされている点を考えてみようとするものである。西洋の歴史を中心にして、歴史哲

学よりは、歴史書の方により多く重点の貢をさくことにした。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

歴史という用語は中国の「史」からでており

1 歴史の　語義
史官の記述したものの意味だった。明治以後ヒ

Xトリの訳語として用いられ、広狭様々の意味

ﾅ使われている。

阿部　玄　治
i放送大学教授）

文字の発明以前には口頭の歴史というべき神

話、伝説、歌謡などがあった。天地創造神話は

2 神話的段階の歴史 人間の起源の歴史的説明と言える。 同　　　上

ホメロス叙事詩は文学でもあり歴史でもある。

歴史として、ヴィコはこれを「神の時代」に次

3 歴史　と　文学 ぐ「英雄の時代」と規定した。 同　　　上

ギリシアにおける歴史の誕生はイオニアのロ

歴史の　誕　生 グラフォイに始まり、ヘロドトスにおいて「物

4 ヘロドトスの物語 語弊歴史」の頂点に達する。 同　　　上

風歴史

トゥキュディデスとポリュビオスぱ史料批判 ξ

5
教訓的（実用的）

�j・

に奉つく正確な歴史を示すζとによって読者に

ｳ訓を与えようとした。
｝　　同　　　上

世界史は世界を一体として考察しうるように

なったとき成立する。世界史が成立すると統一

6 世界史の成立 的紀年法の必要が生ずる。 同　　　上

キリネト教が歴史の中にもちこんだ摂理の思

想と時代区分の考えは、その後のヨーロッパの

7 キリスト教の歴史観 歴史に長く影響することとなる。 同　　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 アラブの歴史学

　西洋古典文明を継承したアラブの文明は哲学・

_学・科学の分野でめざましい発展を遂げ、そ

ﾌ総合性の上にアラブの歴史学が成立した。
福　島　保　夫

i埼玉大学教授）

9

史料批判と史料の
F蒐集一一学問への第一歩

　ルネサンス、宗教改革、印刷術の進歩と関連

ｵ、サン・モール学派やボランディストの史科

N集は史料の外的批判を大いに進歩させた。 阿部　玄　治

10

史料の内的批判へ

ﾌ道
鼈鼬[蒙主義の時代

　キリスト教の歴史観から解放されねば史料の

w問的な内的批判には進めない。17－18世紀
ﾍ教会の支配からの自由を求めた時期であり、

[蒙の名のもとにそれが行われた。

同　　　上

11 歴史に澄ける進歩

　啓蒙時代に入ると人類は歴史の中で進歩する

ﾆいう思想が強くうち出された。しかしフラン

X革命に失望した人々は中世をみなおし、ロマ

梼蜍`歴史学が現われる。

同　　　上

12

ランケとヘーゲル

[一 ｶ献的歴史学
ﾆ歴史哲学

19世紀前半には史料の内的批判によって真な

骼鮪ﾀを採り出して叙述しようとするランケ史

wが史学界に大きく影響する。他方歴史哲学は

wーゲルにおいて歴史発展の大構想を示す。

同　　　上

13 マルクス歴史学

　マルクスの歴史学は摂理の社会主義版と言え

驕Bマルクスにとって社会法則は自然法則と同

ｶような必然性をもつのである。 同　　　上

14
マルクス死後のマ

泣Nス歴史学

　マルクス理論のマルクス自身におげる曖：昧さ

ﾍ、その死後の社会の推移と相まって様々の修

ｳ理論を生み出し、一貫性に欠けるものとなっ

ｽ。

同　　　上

15 歴史家の方法論

　自然科学と歴史学との違いを十分探り出して、

�j的認識のもつ内的矛盾を把握する、ことが、

�jにより貢献することになろう。 同　　　上
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＝日本文化史＝（TV）
〔主任講師：笠原一男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　日本文化史にふくまれる文化は無数といえるほど考えられる。本論では、第一、日本古代の民間宗

教ともいえる観音菩薩、地蔵菩薩、弥勒菩薩、阿弥陀如来、第二、連歌・俳譜、第三、民衆と政治権

力と民衆宗教などを通じて、日本の社会に生まれ、育った文化をとりあげ、それぞれの歴史的背景の

なかで日本文化の特色を考えたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．3つの問題点

1
日本文化史のねら

｢

2．各回の概要
笠　原　一　男

i放送大学教授）

1．観音と現世の利益

2
現当二世の利益
鼕ﾏ音菩薩一

2観音と来世の救い
R．観音霊場と巡礼

速　水　　　侑

i東海大学教授）

1．地獄の救済者

3
地獄からの救い

2．身代り地蔵

R．十王信仰 同　　　上
一地蔵菩薩一一

1．兜率天上への願い

4 末法の救世主
2．末法到来と弥勒下生

R．鎌倉仏教の出現と弥勒信仰 同　　　上
一弥勒菩薩一 4．ミロクの世

1．祖霊追善と来世欣求
極楽浄土へのいざ 2．　『往生要集』と阿弥陀堂

5 ない a聖と往生伝の世界 同　　　上

・一 ｢弥陀如来一一

1．和歌の流れ　　2．連歌の発生

連歌から俳譜へ 3．連歌の展開　　4．連歌の作り手たち

6 一一一 ｻの流れと

@　　担い手たち一

5．連歌はどのように作られたか
U．連歌と宗教　　7　連歌師の役割
W．連歌の変質　　9．連歌から俳譜へ

　奥　田　　　勲

i聖心女子大学教授）

10．懸守の目指したもの

1．連歌に熱中する人々

7
連　　歌　　師
齔E業としての文学一

2．連歌の詠み方と規則　　3．連歌会の運営
S．連歌の専門家の登場　5．鎌倉時代の連歌師
U．南北朝時代の連歌師　　7．救済と周回

同　　　上

8．室町時代の連歌師　　　9．山祇と宗長
10．中世末期・江戸時代の連歌師
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．染田天神連歌

2．大山祇神社連歌

8 地方文化と連歌 3．白山万句 奥　田　　　勲

4．地方武士と連歌

1．宗祇

9
宗砥から芭蕉へ

2　芭蕉
R．宗祇と芭蕉の旅のあり方 同　　　上

一白河への旅一

1．　『＝奥の細道』への出立

10
芭　蕉　　と　旅

2．室の入試から日光へ

R．白河の関の彼方　　4．平泉 同　　　上
一癖の細道一 5．最上川　　　　　6．出羽三山

7．越路・北陸・旅の終り

1．政治の行きづまりと新しい時代

11
転換期の時代と民

O宗教

2．複数で生まれる民衆宗教

R．鎌倉仏教と古代仏教

S．鎌倉仏教の救いの条件

　小栗　純子
i中央学術研究所講師

1．鎌倉幕府の成立

12
鎌倉幕府と農民と

2．租税をめぐる領家・地頭と百姓

R．関東の農民と親旧 笠　原　一　男
白鷺 4．信仰をめぐる領家・地頭と百姓

1．室町幕府と守護大名

室町幕府と農民と 2　惣村の農民

13
当館

a　土一揆する農民

S．戦国大名と士一揆

同　　　上

5．・一向一一揆

1．政治権力と民衆と宗教

江戸幕府と農：民と 2．幕藩と真宗と民衆

14
本願寺

3．御文を利用して、一揆を押える 小　栗　純　子

14回にわたって論じられて来た日本文化史を

日本文化史の回顧 ふまえて、もう一度日本文化の特色を座談の形

15
と展望

でふりかえって見る。あわせて将来の日本文化

`成の基本的精神とはなにかを語りあっていた

笠　原　一　男

だく。
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＝アジア論H＝（TV）
〔主任講師　和田久徳（澄茶の水女子大学名誉教授）〕

全体のねらい

　日本をふくむ東アジアとその南に位置する東南アジアとは、古くから交渉があったが、日本との関係

は近時とくに政治・経済・文化など各面で緊密化している。日本の将来にとって重視すべき東南アジア

について、諸民族の歴史とその特質を述べ、同地域の社会と文化の理解を深めたい。その際、日本との

かかわりに注意する。

回 テ　　　一　　　々 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
初期の国家形成と

倹ｼ海上交通

　歴史時代初期の港市国家。紀元初頭の東アジア

ﾆ南アジア・西アジアを結ぶ海上交通の繁栄。田

?ﾌ建国、その海上貿易活動と東西文化交流。扶

?ﾆ古代日本。

和　田　久　徳

iお茶の水女子

蜉w名誉教授）

2
諸民族の国家とイ

塔h文化

　林邑の建国と海上活動、初期の中国文化受容。

ﾑ邑と古代日本。ビルマ・マレー半島・インドネ

Vア各地における「インド化」国家の出現。イン

h化の意味。

同　上

3
シュリーヴィジャ
､国と海上貿易（1）

　初期のシュリーヴィジャヤ。シャイレーンドラ

ｩとボロブドゥール。八、九世紀の東西海上交通

ﾌ盛況とシュリーヴィジャヤの海上貿易独占によ
髞ﾉ栄。

同　上

4
シュリーヴィジャ

､国と海上貿易②

　中継貿易隆盛の記録、国家の物質主義的性格。

｣争者クディリ国の興隆。チョーラ朝のシュリー

買Bジャや遠征とシュリーヴィジャヤの弱化。 同　上

5
古代クメール帝国

ﾌ繁栄

　前アンコール期、’古代クメール帝国の成立とア

塔Rール建築群、アンコール＝ワットと日本人の

n書。クメール帝国の内陸農業国家的性格。 同　上

6

チャンバーの中継

f易とモン民族の
剥

　チャンバーとヴェトナム・クメール帝国との抗㌣

?Aチャンバーの中継貿易活動。ドヴァーラヴァ

eィーの通商活動と古代日本。赤土・ハリプンジ

ャпB

同　上

7
ビルマの統一とヴ

Fトナムの独立

　ビューとモンの国家、パガン朝のビルマ統一、

c燈ｶ化・南方仏教の導入。ヴェトナム独立の過

�A呉・丁・前黎の各州。李朝の中央集権政策。 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

陳朝の中央集権と民族主義、国史の編纂国家

ヴェトナム社会の
チューノムの使用。明朝の支配と後丸朝の独立回

8
発展

復。民族文化の興隆。チャンバーの中継貿易衰退

ﾆヴェトナムの南進。

和　田　久　徳

スコータイ朝・ラン＝ナー王国の成立。ラーマ

9
タイ系諸国の成立
ﾆ南方仏教（1）

＝カムヘンの大国家建設、タイ文字の制定、民族

ｶ化の保持。スリランカ仏教の受容と伝播。 同　上

アユタヤ朝の成立、中央集権国家と海上貿易活

10
タイ系諸国の成立
ﾆ南方仏教（2）

動。ラーンサーン国の成立。クメール帝国の崩壊

rルマの分裂、タウングー朝の再統一、ビルマ文

ｻの展開。

同　上

シンガサーリ朝からマジャパイト朝への繁栄。

11
ジャワ諸王国の展

Jとイスラム化

ジャワ北岸諸港市のイスラム教受容とマジャパイ

g朝の衰退、島嘆部のイスラム化の進展。イスラ

?ｶ化の影響。

同　上

マラヅカの建国と明朝との関係。ムザッファル

12
マラッカ国の政治

ﾆ社会

＝シャーのイスラム教受容と中継貿易国家の建設。

Cスラム化後のマラッカ国。モスレム国家として
ﾌ特殊性5

同　上

直轄地・属領・朝貢国。スルタン家とブンダハ

マラッカ国の政治
ラ家の協力による安定支配。武官ラクサマナ、港

13
経済＝構造

務官シャーバンダール。中継貿易の隆昌政策。土

?x配層と外来海商との相互依存関係。

同　上

中国との初期接触、九世紀までの中国人の消極

14
東南アジアと東ア
Wア（1）

的態度。中国人の東南アジア進出と活動圏の拡大、

ｻの定着居住と現地社会におけるあり方。ジャワ

ﾌ中国人町。

同　上

’パレンバンの中国人集団、アユタヤその他の中

東南アジアと東ア
国人町。東南アジア船の東アジア来航と琉球国の

15 ジァ（2）
東南アジア貿易。 同　上
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＝アジア塵事＝（R）
〔主任講師　浜口允子（放送大学教授）〕

全体のねらい

　本四では10世紀以降20世紀初頭に至るまでの中国の歴史をとりあつかう。この時期の中国社会
は、社会のしくみ、経済文化、対対関係など様々な面でそれ以前の社会と大きく異なるものであっ
た。それは、中国が19世紀中葉に西欧諸国と本格的に出会った時の姿でもある。この時期の歴史を

学ぶことは、その後の近代中国がかかえた諸問題を由来に遡って理解することに：ほかならない。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 宋代の歴史的位置

　唐馬間が画期であることを述べ、本講全体を

ﾊして宋以降の歴史をどのような側面からみて

｢くのか説明する。その初めとして宋の社会の

軏{的あり方について述べる。

浜　口　允　子

i放送大学教授）

2 南宋の政治と社会

　南宋の時代は、南宋が金およびモンゴルと対

ｳしつづけたことによって性格づけられた。初

冾ﾌ二二の政策の基調と、それがその後どのよ

､な経緯をたどったかについて概観する。

同　　　上

3 元　の　成　　立

　元は中国全体を統治した最初の北方民族の王

ｩである。征服王朝とはなにか。遼・金の歴史

�ﾓりかえりながら、元の成文に：いたる過程と

ｻこでの問題点について考える。

同　　　上

4 元の中国支配

　元にとって最大の課題は、いかにしてモンゴ

去蜩ｱの統治を行うかであった。元の支配の特

ｿを明らかにし、だがその特質ゆえに安定的な

x配が継続しえなかった経緯について述べる。

同　　　上

5 明の成立とその体制

　明は征服王朝・元に否定して「漢民族の復

ｻ」を旗幟に建国した。その基盤となったもの

ﾍ何か。明の基本的体制である里甲制に焦点を

?ﾄ、その仕組みについて考える。

同　　　上

6 明の社会の変貌

　15世紀から16世紀にかけて明の社会は変
eした。血症制が崩壊し、税制は一条鞭法とな

ﾁた。この変動の過程をあとづけ、郷紳の存在

ﾉ注目する。

同　　　上

7 清の建国と中国統治

　清は満州族の王朝であり征服王朝であるが、

ｾの制度をおおむね引き継ぎ、要所をおさえて

x配体制を確立した。その要点は何であったか。

n丁銀愛郷紳支配などを説明する。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属‘・氏名）

18世紀の乾面隠の時代は、対内的にも対外

的にも際だった盛期であった。だがその中で醸

8 清の盛期と衰退 成されていた諸矛盾は、18世紀末から急速に 浜　口　允子
顕われてくる。それは何であったか。近代前夜

の状況を明らかにする。

農業生産にとっても宋代は画期であった。農

経済発展：の諸相 具、品種、作物分布、そして農業のあり方のう

9 えでも近代に連なる様相が現れてきた。先ずそ 同　　　上
（1）　農業と農村 れをおさえ、ついでその後の変化を概観する。

中国において商業の歴史は古い。だ瓜　これ

経済発展の諸相 もまた、宋の時代を境に大きく変化する。国の

10 統制は後退し、私的経済活動が活発となり、商 同　　　上
（2）　商業と都市 業が隆盛となった。そのもたらしたものを考え

る。

われわれが現在目にする歴史の精巧な手工業

経済発展：の諸相 製品はどのような体制の中で生み出されたもの

11 なのか。それは近代工業につながりえたのか。 同　　　上
（3）　手　工　　業 この疑問に対して近代以前の手工業を概観する。

中国の歴史を通して、人と人とのつ：ながりの

中で、最も基底的なものは家族であり宗族であ

12 人々のつながり（1） つた。その特徴と歴史的な変化の過程を概観す 同　　　上
る。

農村においても、都市においても、人々は再

生産の維持や、生活の保証や、営業の利益のた

13 人々のつながり（2＞ めに相互に結び合っていた。各時代の地縁的な 同　　　上
つながのや同業者間の結合について考える。

中国の近代は、アヘン戦争にはじまる「外圧」

と太平天国による「内乱」の中ではじまった。

14 近代の始まり この危機に対し、ではどのような対応がなされ 同　　　上

たのか。19世紀後半の動きを概観する。

1912年、辛亥革命によって2千年にわたる
王朝体制は終わりをつげ、アジアで初の共和国

15 近代　の　歩　み が成立した。20世紀初頭の、ここに至る過程 同　　　上
をたどりつつ、それが何であったかを考える。
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＝ヨーロッパ論皿＝（TV）

〔主任講師　木村尚三郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ヨーロッパ世界における人びとの生き方、物の考え方、歴史と文化の特質、その心と形を、日本との

対比においてさまざまな視点から明らかにするのが、全体のねらいである。最近におけるヨーロッパの

変貌はいちじるしく、対日感情も激変しており、これを踏まえながら、私たちのこれからの生き方をも

探っていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 ヨーロッパと日本

大陸主義の進展／「文化の闘い」の時代／

蝸､型海洋国家の出現
木　村　尚三郎

i東京大学教授）

2
変貌する現代ヨー
鴻bパ（1）

フランスの「奇妙な敗北」／ナショナリズムの後

ﾞ／大陸間戦争としての第二次世界大戦

同　上

3
変貌する現代ヨー
鴻bパ（皿）

重要視されはじめた「日常生活史」／

瘰ｬ長時代の「死」の認識

同　上

4
変貌する現代ヨー
鴻dパ⑪　　　唖

土集団の時代と土離れ勢力の時代／生産と進歩の

繽ｸ期／商業・交通と調和の安定期

同　上

5
ヨーロッパの農村
ﾐ会（1）

プロローダー自然と時間の観念／森と人間の戦

?^日本の自然とくらべて／神から機械が生まれ

ｽ／ゴシック寺院は森のイメージ 同　上

6
ヨーロッパの農村

ﾐ会⑪

農民生活の十二か月

同　上

7
ヨー・ッパの都市
@　　　　　　　（1）

都市の空間学／乾いた理論と意志の世界／

s市の時代
同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）

歴史意識がつくった街／均整備あふれる近代パリ

8
ヨーロッパの都市
@　　　　　　　（皿）

／大革命の流血の記憶きざむコンコルド広場／

?｢パリの顔／セーヌに浮かぶ船、シテ島 木　村　尚三郎

光を求める／復活祭／狩りの文化／

ヨーロッパの文化
死と向かって生きる／悪魔

9
（1）

同　上

教会の鐘の時間支配／一日は真夜中から始まる／

10
ヨーロッパの文化
@　　　　　　　（H）

ローソクが刻む時／時間人／日本の時間観／

s庁が時間を支配する 同　上

変貌しっっある家族関係／理性の時代から感性の

11
ヨーロッパの家族
@　　　　　　　（1）

時代へ／家と家族の概念／靴はなぜ脱がない／

潔盾ﾌ重視／日本の家構・土神 同　上

子育て／徒弟制度と手づくり教育／

12
ヨーロッパの家族
@　　　　　　　（皿）

他人のメシを暖かく

同　上

孤独／拒絶の精神／土の匂い／

情感／悔いあらため

13 キリスト教（1） 同　上

葡萄酒の魅力／集い、食べ合う／復活／慈善／

土離れ／教会と多国籍企業

14 キリス　ト教（皿） 同　上

一を求める心／集う／内心の時代／

これからの時代を
お陰様／タイムスパン

15
生きる

同　上
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＝アメリカ論1＝（TV）
〔主任講師　猿谷　要（東京女子大学教授）〕

全体の＝ねらい

　北米（アメリカ合衆国とカナダ）について、各方面からその特色を論ずる。北米はいま日本ともっと

も深い関係をもつようになったが、その本質は必ずしもまだ十分に理解されてはいない。従来とかく断

片的になりがちだったアメリカ論を、ここで十分にまとめて展開し、正確な理解を得られるようにした

い。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ヨーロッパ人にとっての娘発見”　インディアン

との出会い　初期の植民地大西洋上の奴隷貿易 猿　谷　　　要

1 若い共和国の誕生 植民地時代の生活と文化　植民地間の戦争　独立

ﾖの気運　独立戦争の経過独立革命の成果
（東京女子大学教授）

独立革命の影響と世界

デモクラシーの発展孤立主義への傾き　フロン

2
セクションの発展
ﾆ衝：突

ティアの西進　太平洋岸への道　北部資本主義社

?@南部奴隷制社会　アメリカ文化の成熟　南北

ﾎ立の激化　南北戦争のさなかで南北戦争の遺

Y

同　上

南部の再建　フロンティアの消滅独占資本の成

3
世界的強国への発

W

立　自由放任の政治激増した新しい移民たち

骰綜蜍`への道　改革の気運　第1次大戦へ参戦

ﾂ務国から債権国へ　世界最初の大衆消費時代

同　上

大恐慌とニューディール　国際的緊張の高まり

4
超大国の影響力と

ｿ値観の変動

第2次世界大戦　バックス・アメリカーナ　東西

竦墲ﾌ進行赤狩りの50年代変革と激動の60
N代怒れる若き反逆者たち　絶対から相対へ移

同　上

つた70年代　80年代の展望

アメリカ政治の特徴権力の分立　連邦会議

5
アメリカン・デモ

Nラシーの特色

大統領　行政部裁判所　選挙　政党　有権者

ｳ力集団
阿　部　　　齊

i放送大学教授）

外交政策の決定　孤立主義膨張主業　自由主義

6
アメリカ外交の特

F

的同質性　イデオロギー外交　冷戦とアメリカ外

�@デタント外交の展開 同　上

市場経済体制の確立　フロンティアの開拓と鉄道

7
資本主義経済の発

W

の発達工業と農業の利害対立西欧諸国との競

?@独占の発達と反トラスト立法繁栄の20年
纒s況の30年代とニューディール混合経済

嘉治元　郎
i放送大学副学長）

への道
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容、 担当講師
i所属・氏名）

平時経済への転換　ドル不足からドル過剰へ’

8
経済の当面の諸問

インフレーションの諸様相成長の促進と福祉の

[実　ドル体制の破綻経済の再建をめざして 嘉　治　元　郎
題 世界経済の中のアメリカ

「人種の柑塙」神話WASP中心からモザイクへ
ヨーロッパ系　黒人　インディアン　スペイン語

9 人種・民族・女性 系　日系アメリカ人　少数派としての女性女性 猿　谷　　　要

の平等をめざして

州権の国　東部　南部　中西部　西部　摩天楼と

10
社会の特色を彩る

荒野暴力と犯罪家庭の崩壊　ボランティア精

_ 同　上
諸要素

アメリカン・デモクラシー　情報化社会神を信

11
アメリカ的生活様

じる人びと　高等教育の大衆化　中産階級　庶民

ﾌふところ具合　自動車社会　大衆文化　若者文 同　上
式 化

フランス系カナダ社会の伝統　アメリカ革命の影
響　英領北アメリカ植民地の遺産　国際環境に影

カ　　　　ナ　　　　ダ 響されたコンフェデレーション　コンフェデレー
12

歴史の　特色
ションの意義　困難な国家統一　漸進的な「独立」
ﾌ達成　定義しがたいカナダ・ナショナリズム

同　上

永遠：の課題：アメリカ合衆国との関係　永遠の課
題：ケベック問題

対先住民関係の特徴　フランス文化の遺産　アカ

カ　　　　ナ　　　　ダ ディア人とケベック人王党派の到来　その他の

13
モザイ　ク文化

イギリス系カナダ人英領北アメリカ法と教育・

ｾ語問題　リエルの二つの「叛乱」　移民の多様

同　上

化　日系移民の問題　多様文化主義へ

アメリカ側からみた日本開国　異文化接触の原点

友好の第1期　対立の第2期　戦争の第3期
14 日米関係の流れ 蜜月の第4期競合の第5期物の国際化から心 同　上

の国際化へ　未知の世界へ入る

ヨーロッパ人のアメリカ論　巳本人のアメリカ論

アメリカン・スタディーズ　アメリカ国内の地殼

15 変貌するアメリカ 変動　国際関係の多極化　太平洋時代の幕あけ 同　上

アメリカの夢は終わったのか
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＝アメリカ論H＝（TV）
〔主任講師：増田義郎（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　ラテン音楽やマヤ、アステカ、インカ等の古代文明などによって日本に知られている中南米は、その

歴史、文化において特色に富み、またその政治・経済・社会も、19世紀の独立期以来独特な：歩みを示し

“て、第三世界の中でも、他のアジア・アフリカ地域と全くことなった個性を持つ。その個性とはなにか。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
乾燥地帯・高原・

M帯低地

・中南米の概略　・中南米め地形　・中南米の気

�@・海流と風　・人間と自然
　増　田　義郎
i東京大学名誉教授）

2
多様な民族、多様

ﾈ言語

・複雑な民族構成　・中南米の原住民　・スペイ

盗l　・ポルトガル人　・アフリカ人　・その他

ﾌ民族的要素　・多様な言語 同　上

3
マヤ・アステカ・

Cンカ

・中南米の古代文化　。農耕への道　・文明への

ｹ　・宗教都市の繁栄　・動乱と統一　・アステ

ｩとインカ　・その他の民族 同　上

4

バロヅク文化の開1

ﾔ一中南米の植民

n時代

・イベリア文化と中南米　・問題の発端一征服と

j壊　・現実とユートピア∴植民地官僚制の成
ｧ渇バロッグ文化の渡米　・植民地時代文学’

Eその前夜

同　上

5
独立運動と共和国

ｬ立

・閉ざされた大陸　・自由化の要望　・内乱の世　　　　　　　　　’紀　・ハイティの独立　・独立運動の開始

E独立運動の性格　・ブラジノレの独立、、 同　上，

．6
クーデター・革命・

ｯ主主義

・、中南米政治の特徴・r独立後の混乱期　・安定

ｵた寡頭制の時代陣寡頭制の危機の時代　・人
ｯ主義の時代　・軍事政権の時代　・模索の時代
E政治的不安定の原因

恒　川　恵　市・

i東京大学助教授）

7 中南米政治の争点

・政党と政党制　・軍部と軍事政権　・カトリッ

N教会　◎外国への経済的依存　・アメリカ合衆

曹ﾉよる干渉　・棍棒政策と善隣外交　・キュー

o革命以後の米国の政策　・自立への動き

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・経済発展の長期的趨勢（一次産品輸出経済の発
展・輸入代替工業化の進展・経済統合）　・戦後

8 経済発展の光と影
期経済発展の特徴（持続的成長と投資率の上昇・
鞄ｾ分配の不平等化）　・農業と工業の構造（工

細　野　昭　雄

i筑波大学助教授）
業の：構造の特徴・農業の構造一不平等な土地所有

制度）　・不完全就業とインフォーマルセクター

・累積債務危機の実態（不況とインフレ・累積債

9
累積債務とインフ

務の規模）　・債務危機の直接的要因（交易条件

ﾌ悪化・資本市場の変化）　・債務危機の構造的 同　上

レの80年代危機 要因（積極的開発政策と自由化政策）　・中南米

経済の展望

・19世紀の中南米文化　・社会的抗議の文学

10
躍動する新しい文

・メキシコ革命と壁画運動　・新しい文学

Eブームの文学　・モデルニスモ以後の詩人 増　田　義　郎
化

・国土と住民（気候と風土の多様性・住民の居住
パターン・住民の言語と文化）　・メキシコ革命

11
メキシコr変：革と

`統

（ポルフィリオ・ディアス時代・1910年革命と
P917年憲法・カルデナス政権・「革命」の後退）・現代メキシコの政治・経済（石油資源と累積債 恒　川　恵　市

務・PRI体制の衰え・アメリカ合衆国との関
係）

・中南米最大の国ブラジル　・悲しき熱帯

12
ブラジルー未来の ・ブラジルの成立　・砂糖産業と奴隷の輸入

E産業の変遷　・帝国から共和国へ　・工業化の

梠

増　田　義　郎

・対礁的な三つの自然　・住民と都市　・ペルー

13
ペルー一砂漠・高

ｴ・熱帯林

武功領の成立　・植民地封建制　・独立から共和

曹ﾖ　・20世紀のペルー 同　上

。繁栄と停滞の歴史（：豊かさのなかでの停滞・温

14
アルゼンチンー豊

ｩさの中の停滞・

帯農産物輸出による繁栄）　・社会の特徴と政治

I不安定（輸出経済の危機とペロン政権の登場・

R事政権の功罪）　・経済構造と長期的停滞

細　野　昭　雄

・最近の政治と経済

・カリブ海地域とは　・自然と住民　・スペイン

15
カリブ海地域一非

宴eン的な中南米

人の侵入　・ヨーロッパ諸勢力の侵入　・アメリ

J合衆国のカリブ海進出　・自立への動き 増　田　義　郎
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＝美の本質と様態＝（R）
〔主任講師：今道友信（清泉女子大学教授）
@　　　　橋本典子（青山学院女子短期大学助教授）〕

全体のねらい

　本講義は、東西の美学史を学びながら、美学の基礎的概念について研究を深め、美の本質やその様態を

考えるものである。美の様態とは、美の現象形態のことであり、芸術美もその一つである。本講義では、

主に芸術を媒介として考察を進め、真や善と並んで、人間のあこがれる理念である美を省察し、美学の新

しい可能性を拓きたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ギリシア・ラテン古典文化と並びせられるシ

芸術的超　越 ナ古典文化は、東洋に位置する日本の文化の基礎 ・今道　友信
1 のひとつである。その中でも代表的な孔子の美学

一孔子と諸子百家一 説を中心に考える。芸術段階説や世界超越説など （清泉女子大学教授）
が明らかにされる。諸子百家の若干の人々にふれ
る。

孔子を否定的に超える荘周の学説を中心として

一者とその影 一者の形而上学的美について論じる。ここでは、

2 真の超越と．してのエクスタシーが風の象徴を以て 同　上

一荘子と六朝時代一 論じられている。尚、シナ古代の花と言われる六

朝の芸術論にもふれる。

日本の古典を介して日本文化の特色のひとつと

植物的世界観 して植物的世界観が立てられていると見て、それ

3 との関連に於いて、古代・中世の芸術論を解明す 同　上

一日本の古代・中世一 る。

日本近代の芸術論を介して、独特の美的カテゴ

幽　玄　　と　旅 リーとしての幽玄を論じ、また、美を求める実践

4 としての旅について考える。 同　上

一日本の近代一

西洋美学の源流としてのギリシア哲学に於ける

形　　　　相 美や芸術の省察を、基本概念としての形相（イデ
5 ア）を中心に考える。手続として、ソークラテr 同　上

一西洋古代一 ス以前、プラトーンとアリストテレース、ブロー

ティノスを省察する。

西洋中世の美学を、基本象徴としての光を軸に
光 して省察する。この時代の美学思想は従来軽視さ

6 れて来たが、芸術論としても重要であることを示 同　上

一西洋中世の美学一 す。

ルネサンスの時代精神は、ヒューマニズムと比

数　と　言　　語 であると言われるが、比の原理である数が美や芸

7 術に於いて占める重要性を考える。比は、ロゴス 同　上

一ロ　　コ“　スー であるが、ロゴスは言語でもあって、ここに言語
を重視するヒューマニズムの考え方も問われるこ
とになる
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代美学の伏線がデカルトのコギトーにあると

実在　と　模倣 考え、またパスカルの芸術論、ライプニッツの美 青　山　昌　文

8 の省察を介し、認識と主観が中心となる近代美学

一近代美学の黎明一 の前半を課題にする。 （放送大学助教授）

近代美学の自立性を樹立したバウムガルテンの

関　係　　と　美 認識論的美学の特色と、ディドロの関係の美学の

9 一近代美学の 新しい解釈により、ここに近代を超克する力が秘 同　上

自立と超克一 められていることを明らかにする。

ロマン主義、ドイツ観念論、それらに対する反

動という思想的激動の時代としての近代終末期の

10 無限・完成・分裂 美学説を省察する。 今　道　友信

芸術に必要な契機としてのフィクションすなわ

虚　　　　構 ち三二を、新しい認識方法に着目しつつ、演劇を 伊　藤　公一
11 例にして省察する。

一新しい認識方法一 （放送大学助教授）

音楽の特質をその時間弓造を通して明確にし、

音楽と精神との関わりを創造の面から省察する。 橋　本典子
12 音　楽　　美　学 特に音楽作品に内在する形而上学的力の可能性に （青山学院女子短期

ついて論じる。 大学助教授）

比較芸術学の立場から、諸芸術の根本構造を明

美　　と　時　間 らかにする。更に芸術創造に於ける崇高性という

13 概念との関わりから、芸術創造に於ける倫理的側 同　上

一芸術と倫理一 面、時間を越えた人間の精神的美（美善）を追究

する。

現代、技術連関の時代との関係に於いて新しい

美学、カロノロジアを省察する。無を介するその

14 カ　ロ　ノ　ロ　ジア 論理的購造を明確にすると共に、人間の存在の彼 同　上

方に輝く美、すなわち存在論を越えた新し思想に

ついて省察する。

全体を総括し、特に美的判断の問題を手がかり

にして、新しい創造論へ向けての論理的省察が行

15 結　　　　び なわれ、新しい美学への指針が示される。 今　道　友　信
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＝文芸史と文芸理論＝（R）

〔主任講師：轡田　収（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　ヨーロッパの古典古代から近代に至る文学の生産とそれに対する理論ないし学的反省との関係を捉え

ていく。この視点をとると、時代により、言語圏ないしは国により、実践と理論とは独特な成互関係を

もつことが明らかになろう。それによって、一国の文学史のみを見るζとでは得られない各言語文化の

特異性が浮き彫りにされよう。

回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 実践と　理論

1．文学の理論と西欧の特質
Q．ギリシアにおける「理論」

R．テオリア・ブラクシス・ポイエーシス
S．理論と実践の歴史的変化
T．芸術の理論と芸術の歴史的位置
U．　『詩学』とミメーシス

三　島　憲一・

i学習院大学教授）

2
　
　
璽

古典古代　（1）
黹M　リ　シ　ャー

1．ギリシア悲劇
Q．アリストテレスの『詩学』

岡　　　道　男

i京都大学教授）

3
古典古代　（2）

黹堰@　テ　　ンー

1．ラテン的世界の始まり

Q．ホラティウスの『詩論』一『詩作技術』

R．クインティリアーヌスの『弁論家の教育』 同　上

4

中　　　　世　（1）

黹宴eン的世界と
ｵての中世一

1．「ラテン中世」とは何か一歴史的複合体として
ﾌヨーロッパ　2．カール大帝の偉業一学業改革と
ｶ化運動　a学校教材用の著作家の選択一文芸作
iについての「正典」の形成　4．詩作品の解釈の
g組み一心ーロヅパにおける文学教育の歴史
T．人文主義者による「12世紀のルネサンス」一「自

糟黶v文学の多彩な様相

　南大路振　一
i姫路三二大学教授）

、5
．中　　　　世　（2）

鼈黹 t　ラ　ン　スー

1．現存するテクストの性格一筆写され口論され

ｽ作品
Qド北フランスのトルヴェール
R．南フランスのトルバドゥール
S「非拝情詩」ど犯罪詩人フランソワ・ヴィヨン
T．ロマン（物語）め誕生

新倉　俊一
i東京大学教授）

6

中　　　　世　（3）

鼈鼈黹 hイツ秘められ

ｽ詩学一

1．はじめに
Q　耳を楽しませる文芸昌
R．　「アルトゥース・ロマーン⊥（「アーサー王

ｨ語」）
S．字数比による作品構成
T．中世文芸の特質

平尾．浩三
i東京大学教授）

7

中　　　　世（4）一一イ　ギ　リ　スー

1．古英詩の特質，

Q．　『ペーオウルフ』一ゲルマン民族の英雄叙事

高R．チョーサーの文学 安東伸介
i慶応義塾大学教授）
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回 ・テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．俗語文学の誕生

8
俗語文学の栄光
黹C　タ　リ　アー

2．清新体派とダンテ

R．　r神曲』の構造

S．ペトラルカとポッカッチョ

　河　島　英　昭

i東京外語大学教授）

1．16世紀ルネサンスの豊かな軌跡　2．文芸理論の登場と

9
近代文学への道（1）

黹t　ラ　ン　スー

セビエの『フランス詩法』一ルネサンス精神の発裂
R．デュ・ベレーの『フランス語の擁護と顕揚』　4．古代人模倣一ロンサール、ドービニェ、モンテーニュ　5マレルブへの反抗一一第1期の過渡期　6．アカデミー・フラ

成瀬　駒　男
i国学院大学教授）

ンセーズと文芸理論の基礎固め一シャブランの書　7．第
2期（1660－1690年）の作家の活躍一パスカル、ラシ
一ヌ、モリエール

1．詩の擁護はなぜ必要だったか

10

近代文学への道（2）

黹Cギリス二
Oリザベス朝一

2．民衆の娯楽・文芸と国民性の形成

R．シドニーの批評論と詩の本質

S．近代イギリス文学の成立

児　玉　久　雄

i学習院大学教授）

1．遅咲きの近代文学
2．オーピツのドイツ詩改：革

11
近代文学への道（3）

黹h　　イ　　ツー

3．新しい文学制作は翻訳から
S．言語育成と言語協会
T．文学活動と地域の特色

轡　田　　　収

i学習院大学教授）

6．理論と実践との関係
7．新興の文学ジャンル・一小説

1．　「小説」とはなんであったか

2．小説の3系統

12 小説の　興隆
3．騎士冒険小説から英雄恋愛宮廷小説へ
S．悪者（ピカロ）小説

同　上

5．牧人小説
6．小説の変貌と展開

1．天才概念の成立
2．規範美学批判と市民社会

13 文学　と　天　才
3．天才と自然
S．　ドイツにおける天才思想の開花
T．天才の神格化一ヘルダーとゲーテ

　大　貫　敦子
i学習院大学助教授）

6．天才の芸術と市民社会
7．〈天才〉とく趣味〉

1．　「国民」という概念

2．国民運動と国民意識

14
文学と国民意識
黹hイソを例に一

3．解放戦争と『ニーベルンゲンの歌』

S．国民意識と文学の歴史
轡　田　　　収

5・ドイツ学の成立
6．精神科学と国民意：識

1．近代と芸術の自律性
2．理性の自己分析と芸術

15
社会と文学の自律

ｫ
3．市民社会の代償としての芸術
S．芸術の自律性とアヴァンギャルド

三　島　憲一

5．芸術の自律性の動揺一反省の＝深化
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＝美術史と美術理論：＝（TV）

〔主任講師　友部　直（共立女子大学教授）〕

全体のねらい
　今日、精神的な豊かさを求めて、美術への関心が高まっている。この番組では、単なる美術の通史で

はなく、トピックを含めて、映像的な魅力を通して、学習者を美術の世界へひきこむようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．色と形の役割
2．表現の様式

1 美　術　　と　は
3．それぞれの立場
S．能力の問題

　友　部　　　直

i共立女子大学教授）

1．はじめに

日　　　　　　本
2．飛鳥・白鳳の彫刻
R．天平初期の彫刻 宮　　　次　男

2
～彫刻（1）天平彫刻～

4．天平盛期の彫刻
T．天平後期の彫刻

（実践女子大学教授）

6．肖像彫刻・
7．結び

1．鎌倉美術の特色　　　　　2．南都復興

日　　　　　　本
3．東大・興福二大寺の造仏　4．運慶
T．快慶　　　　　6．その他の慶派仏師たち

3 7．慶派以外の仏師集団　　　8．関東彫刻 同　　　上
～彫刻（2）鎌倉彫刻～ 9．肖像彫刻　　　　　　　　10．裸体像

11．結び

1．仏画とは
2．奈良時代の仏画

日　　　　　　本 3．平安前期の仏画

4 4．平安後期・11世紀の仏画 同　　　上
～絵画（1）仏画～ 5．平安後期・12世紀の仏画

U．鎌倉時代の仏画
7．結び

1．絵巻とは
2．絵巻の発生

日　　　　　　本 3．源氏物語絵巻

5 4．信貴山縁起 同　　　上
～絵画（2）絵巻物～ 5．伴大納言絵詞

U．鳥獣戯画
7．結び一平安絵巻の性格

1．中国美術のあけぼの　　2．新石器時代の彩

中　　　　国　（1）
陶　3．仰紹文化の彩陶　4．馬家窯文化の彩陶
T．大波口文化の彩陶と龍山文化の黒陶 東　山　健　吾

6 6．河山渡文化　7．夏・段時代の社会と文化 （成城大学教授）
～皇帝の恥辱～ 8．段王朝の青銅器　9，最盛期の青銅器

10．桶の出現　11．秦始皇帝の兵馬桶

1．仏教と仏教文化
2．石窟寺院

中　　　　国　（2） 3．五胡十六国時代の三州

7
～石窟寺院～

4．柄霊寺石窟
T．敦煙莫高窟
U．莫高距初期の壁画

同　　　上

7．舞岡石窟
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水墨画

中　　　　国　（3）
1．山水画の成立　2．荊浩とその後継者たち
R．郭煕と三遠　　4．宋画院の山水画

8
～水墨画と陶磁器～

5．江南の山水画家　　6．南宗画
ｩ磁器

東　山　健吾

1．最初の陶器　2．青磁　3．黒山　4．白磁
5．三州窯　6．青花（染付け）

1．エジプト美術の特性

9

一西　　　　　　洋 2．ピラミッドー巨大な三三
R．神々の住まい一神殿

友　部　　　直

～王墓と神殿～

1．神々と人問

西　　　　　　洋
2．時代と様式
R．パルテノンとアクロポリス

10
～神殿と劇場～

4．官能的な女神たち
〃

1．神の栄光のために
西　　　　　　洋 2．大聖堂の時代　　　’

11 ヨーロッパ中世

3．都市と城
〃

～街と大聖堂～

1．ルネサンスとは
西　　　　　　洋 2．古代美術の復活’

12 ルネサンス美術（1）

3．ルネサンス美術の開花
S．マサッチ穿など

〃

～人間の世紀～

1．　レオナルド・ダ・ヴィンチ．

西　　　　　　洋 2．　ミケランジェロ

13 ルネサンス美術（2）

3．　ラファエロ、ティツィアーノなど
〃

～絵画の黄金時代～

1．時代の転換
西　　　　　　洋 2．宮廷を彩る

14．　　　ヨーロ㌧パ近世
3．アルプスの北で
S．ヴェルサイユ宮殿

〃

～三二の芸術㌣ 5．ロココの成立
6．雅びなる宴に

1．凋落に向う貴族社会

新　しい視　覚 2．ロマン主義と古典主義

15
～19・20世紀の

3．現実を直視する
S．マネと印象主義

〃

ヨーロッパ美術～ 5．セザンヌと後期印象派
6．視覚の冒険
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＝演劇史と演劇理論＝（TV）
〔主騰師： r利r辮湯翻〕

全体のねらい

　日本演劇の特質は、ジャンルの並存性と生きた伝承性にある。本講座は各専門ジャンルの講師の分担講

議により、古代から現代への演劇史の流れに沿いつつ、各ジャンルごとの演劇の展開を重層的にみていく。

また随時アジア芸能や西洋演劇との比較・対比を通して日本演劇の環境や本質をグローバルな視点から多
角的に考究する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

原始芸能

1 演劇　の源　流
古代歌舞の種々相

鼕yの伝来
高　山　　　茂

i早稲田大学講師）

舞楽の受容と定着

散楽の展開と演技
2 中世芸能の胎動 神楽 〃

田楽の成立と展開

猿楽の発展
3 中世芸能の諸相 延年の能 〃

雑芸の種々相

大和猿楽と観阿弥

4
猿楽・民衆から貴

ｰへ

観阿弥の猿楽改革

｢阿弥と足利義満

｢阿弥と二条良基

西　　　一　祥

i日本大学教授）

世阿弥と足利門門

世阿弥の能一「井筒」を例として一

世阿弥芸術論の娘花”と娘幽玄”
5 花　と　幽　　玄 世阿弥以後の能 〃

豊臣秀吉と能

徳川幕府と能

民衆と謡
6 能のあゆんだ道 岩倉具視と能 〃

能の海外公演

狂言の成立
猿楽座の娘澄かし”

7 “澄かし”の精神 狂言の分類と例 〃

娘澄かし”の底にあるもの
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

語りものの歴史的な流れ

8 語　り　の　系　譜

『浄瑠璃姫物語』と義太夫節の創始

|本義太夫と近松門左衛門
　藤　波　隆　之

i国立劇場芸能部長）

歌舞伎発生の環境

阿国歌舞伎の構成と展開

9 歌舞伎の誕生 「物真似狂言尽し」へ 〃

歌舞伎史の時代区分

市井の写実劇

10 欄　熟　の　　美 南北の劇作術 〃

天保改革と三座の移転

幕末から明治初期の歌舞伎界

明治維新と歌舞伎界の変容

11 伝統　と　変　容 散切狂言と活歴劇の登場 〃

演劇改良会と天覧劇

ドラマの歴史に澄ける最初の大きな山

演劇の新しい芽一中世の宗教劇一

12 西洋演劇の潮流 ドラマの歴史の二つ目の山

P8世紀の演劇熱狂

毛　利　三　彌

i成城大学教授）

近代演劇の露払い

リアリズム演劇の始まり

13 演劇近代化の試み
近代劇の確立者、イプセン

荘艪ﾌ近代化
〃

日本の演劇近代化
自由劇場と文芸協会

新劇生成期

近代戯曲の成立

14 新劇の時　代 築地小劇場 〃

プロレタリア演劇の盛衰

戦中・戦後の新劇

20世紀前半のヨーロッパ演劇

ブレヒトとアルトー

15 現代演劇の行方 不条理演劇 〃

アンダーグラウン演劇＝60～70年代の前衛演劇

現代演劇の行方
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　　　＝；音楽史と音楽論＝（TV）

一日本の音楽に世界の音楽を投影する一

　　〔主任講師：柴田南雄（放送大学頭授）〕

全体のねらい
　TVの特性を生かし、教室で教科書をなぞるようにでなく、縄文・弥生の石笛や琴にはじまり、古

典音楽から現代音楽まで、各地の遣跡のロケや邦楽・洋楽の実演もとりまぜ、しかも東西音楽の通史

となるよう話を進める。同じ時代に、日本と中国、日本と西洋でどのような音楽が行なわれていたか。

つねにそれらを比較考察しながら話をすすめる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 外来音楽と日本人

『日本』へのヒトの渡米と音楽的祖先一『日本』をとり

ﾜく環境、『日本』にはいつからヒトが住んだか、言語
ｩら見た『日本』へのヒトの渡米、音楽史に特有の構造
ﾉついて一外来音楽と日本入、西洋音楽史の時代区分に

ﾂいて

柴　田　南　雄
i放送大学教授）

2
音楽文化の深層を

Tる

縄文時代の日本の楽器一各地出土の石心、宗教音楽の純
?ﾈ形、警笛と能管との類似、各種の三江、汽笛と貝笛、

ﾘ製の楽器、諸外国の古代の楽器一中国の楽器、ヨーロ
bパの最古の楽器、オリエントの楽器、旧約聖書に現れ

驫y器、ギリシャの楽器、北欧の金管楽器、インドの楽
增A少ない日本め楽器の出土品、音楽の始原に関する諸

同　上

3 祭祀　の　音楽

@　　　　　L

弥生・古墳時代の日本の楽器一“弥生の笛”損は西日本
ｩら出土、土師器の笛など、もっとも原始的な弓、琴・
ｶ舟筆埴譜鶴搬鍵ヰ薬黙し掌編轟乱舞以外の打楽器、木製の横笛、同時代の中国の音楽、馬王堆漢墓の楽器、2つの音楽論、雲商石窟の楽器演奏人物像、同時代の西洋の音楽、ギリシャの楽譜と初期キリスト教の音楽、いろいろな音楽論

同　上

4 制度化と学習

大陸からの音楽の輸入と雅楽寮の設立一朝鮮3国からの
ｹ楽、雅楽寮の発足、この時代の主な楽器一唐楽の楽器
ﾆ楽譜、三韓楽の楽器、雅楽と声明の伝来一宴楽が主体
ﾌ雅楽、声明は寺院の儀礼の増置、西洋に貫ける聖歌の
W大成と聖歌学校の創設一グレゴリウス法王の聖歌集大

ｬ

同　上

5 芸術音楽の胎動期

平安時代の日本の音楽一雅楽の楽制改革、「左方」と
u右方」、催馬楽、朗詠、神楽と声明、ユニークな今様、
c楽と猿楽、文献に：見られる演奏場面、西洋の単旋律聖

ﾌ・世俗歌と、多声音楽の発生一心旋律聖歌と典礼劇ζ
｢俗歌の変遷、複旋律の歌唱法雨ルガヌムの登場

同　上

6 諸国を行脚する音楽

鎌倉・南北朝時代の日本の音楽一平曲（平家琵琶）、早

ﾌ、猿楽から能楽へ、雅楽の衰退、普化尺八、西洋のさ
ﾜざまな声楽曲種と記譜法の成立一世俗歌曲の隆盛、ド
Cツのミンネザンク、スペインのカンティガなど、多声
ｹ楽のモテトゥス、新記譜法と「アルス・ノヴァ」

同　上

7 ル　ネ　サ　ン　ス

室町、戦国、安土・桃山時代の音楽一能楽の大成、一節
]9難薬離響鑑畠機談難馨魁蓼嘉藷垂の整理、フランドル楽派、ドイツ．・プロテスタント音楽の誕生、ヴェネツィア楽派、ラッススのマドリガーレ、パレストリーナのミサ曲、モンテヴェルディとオペラの誕生、ヌオーヴェ・ムジケ（新音楽）、フランスとイギリスの音楽、スペインの音楽、西洋と日本の相違

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 キリシタン音楽

布教時期の区分、ザビエルの来日とキリシタン音楽の初期一西洋音楽との最初の出会い、クラボ、チャラメラと

??･あ》離島上鯉野畑裏繕㌶劣二2鍛箋器菓響肇あ轟難i髭嬬叢響ご憂難題影響、段物への影響、今も歌いつがれる隠れキリシタンの〈オラショ〉一生月の歌オラショも

柴　田　南　雄

東西の共通性、彼我の決定的相違点、上方芸能優勢の江

9
東と西のバロック

ｹ楽

戸時代前半一平調子の成立、三味線の地歌、箏曲の組歌
�ﾚ璃・義太夫節、歌舞伎、西洋バロック音楽の盛期一
ｺ楽曲が主流 同　上

元文以後、江戸時代後半の邦楽一常磐津、清元、新内、

長唄、箏曲、三回線、胡弓、東西の音楽のあり方の相違

10 古典派・ロマン派 一作曲家の輩出
同　上

西洋音楽は創造活動の絶頂期一この蒔崩の音楽の特徴1

11

隆盛の絶頂と無か　　　　　　　　　　　7らの出発 ．〈無ンの抹態からの吸収・模倣一明治以前からあった軍

y隊・諦美歌㌔音楽取調掛、東京音楽学校㍉作曲科設置
早j吾，ぐれ、伝統邦楽の衰退

，同．上　　　　　　ゴ

，

，酉洋音楽は新古典主義の時代一ノイ午・・Aジーク、シェ

uンベルクめ12音技法、日本の洋楽「その演奏と創作活

芽

12 両大戦間の状況． 動一邦楽はさらに後退で洋楽演奏の充実㍉作曲活動の開

n
、同・上　　　　　　L9　　　ヒ

④畜列音楽（ミモジヅク・セリエル）、⑧初期の電子音
、　　　戸　　　　　■

13
第2次大戦後の作
ﾈ界

楽、◎ミ』％ク・コンタレート、Φ隅然性の音楽、⑭
薄ｯ族の音楽語法の借用、・㈹ミニマル・ミュージック、

Bロマン主義の復興
同　上

」

・作曲の時代様式との平行関係、録音による演奏の比較一

14
第2次大戦後の演
t界

『マン主義・表現主義の演奏家、新即物（新古典）主義の演奏家、第2多大戦後の演奏家、時代の音楽様式を決

閧ｷるもの一基準となりやすい“旧美学”、パトロンの
’　　同　上

影響と聴衆の好み

t
7

ヒ・トの年齢、世界の諸文明の年齢、諸芸術連鎖説、西洋・音楽史に鉛けるサイクル現象について、気候変化と半音

15 未来の農望
階様式の相関関係、音楽史のリズム論について、ヴィオラの「世界音楽史一4づQ時代区分」、未来の音楽はど

同　上

のような形をとるか一新様式への旅立ち、西洋音楽の等
質化と世界音楽の誕生

緊 ’　＾　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幌ρ　　　二 6’F’
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＝民族音楽＝（R）
　　　　　　　　　主任講師：柴田南雄（放送大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　徳丸吉彦（澄茶の水女子大学教授）

全体のねらい

　民族音楽学の近年の研究成果を踏まえ、ヒトと音楽のかかわりから生じる根源的な諸問題を考える。

また、それらの問題と関連する諸民族の音楽の実例をなるべく豊富に紹介するが、たんなる鑑賞の素材

としてではなく、それが属する文化の文脈の中でいかなる意味を持っているかを明らかにする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．人間の音楽的な営みをさぐる　2．異文化理解と 柴　田　南　雄

しての比較音楽学　3．比較音楽学から民族音楽学 （放送大学教授）

1 総　　　　　　　論 へ 徳丸　吉　彦
（お茶の水女子

大学教授）

はじめに　1．ことばと音楽　2．生活と音楽　3．楽

2
音楽と人々の生活

器と音具（タイコ、木琴、指ピアノ、その他の楽

增j　おわりに

江　ロ　一　久

i国立民族学
一アフリカ 博物館助教授）

1．神話表現としての音楽　2．神話の音楽的叙述

3 音楽　と　神　話
a楽器の神話的起源　4神話の音楽的象徴化
T．音楽の神話的意味

　山　田　陽　一

i島根大学専任講師）

1．音律とテトラコード　2旋法体系一ダストガー

4 音楽　と　構造
ハを中心に　3旋法上の巡歴一グーシェを中心に
S．リズムと形式

　拓　植　元　一
i東京芸術大学助教授）

1．「トルコ音楽」　2メヘテルハーネ

5
音楽と文化変容

3．「トルコ風に」　4軍楽と式楽　5．伝播と変容

同　上
一変歴する音楽

1．音の文化的意味づけ、そして音楽　2点在性の

音楽と楽器一音に テクスチュア　3．線条憾めテクスチュア
山　ロ　　　修ピ

6
よる点と線の表現

4．点と線を超えて （大阪大学助教授）

はじめに　1．シンガポールの華人と地方劇の種別

7 音楽　と　祭　り

2祭りの行事の中の随神戯　3．各劇種の盛行度合

｢と使用楽器　4戯棚と伴奏音楽演奏状況

ﾞすび

　上参郷　祐康
i東京芸術大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 音楽　と　演　劇

1．文化としての音楽　2意味をもつ音・感じる音

R語りの音・状況の音　4．演技する音・異界の音

Tミューズとサラスヴァティ　6．インド音楽の伝

掾@7．インド音楽の総合性

小　西　正　捷

i立教大学教授）

9
音楽とパフォーマ

塔X

1．パフォーマンスを研究する意義　2演奏技法か

辜Rスモロジーへ（バリ島の事例）　3．パフォー

}ンスと相互作用（奈良県の事例）　4．パフォー

}ンスの枠組み

中　川　　　真

i京都市立

@芸術大学講師）

10
音楽と社会一イス
@　　　　　　　“宴Gル、アラフ

1．ユダヤ人とアラブ人（離散ユダヤ人、「イスユ
?ｻ」と「アラブ化」）　2．民族と音楽（アイデンティティを求めて、宿命と賛歌をうたう、千夜一夜物語の音楽世界）　a音楽と宗教（宗教儀礼と音楽、「声」による賛歌、コーラン朗唱、神秘派の音楽儀式）　4．音楽と政治（『黄金のエルサレム』、クルスームの歌）

　水　野　信　男

i兵庫教育大学教授）

11 音楽　と　伝　承

1．第二次口頭性　2．規範的な楽譜と記述的な楽譜

R．楽譜の形態（擬声語的な種類、文字・数字によ

骼嵭ﾞ、図式的な種類、術語による種類、混合種）

S．口三味線と身体性と口頭性

徳　丸　吉　彦

12 音楽　と　記録

1．民族音楽の現場一フィールド・ワーク

Q採譜と分析
　谷　本　一　之
i北海道教育大学教授）

13
音楽と都市文化
齠?kアメリカ

はじめに　1．ジャズとニューニオリーンズ（クリオール）　2．ニューヨークとティン・バン・アリー

R．ニューヨーク・ラテンサルサ　　4．ニューヨー
Nのストリート・カルチャー　ヒップ・ホップ
T．西の拠点　ロサンジェルス　6．ナッシュヴィル
ﾆカントリー音楽　7カントリー・ミュージック
W．ラジオ番組の波紋

鈴木道　子
i国立音楽大学

@　　非常勤講師）

14
西洋クラシック音

yと民族性

1．民族音楽と西洋芸術音楽　2．西洋音楽の歴史　3．西洋クラシック音楽と演奏（イタリア人の音楽性、ドイツ・オーストリア人の音楽性、フランス人の音楽性）　4．ヨーロッパ周辺国諸民族の演奏に表れた音楽性（ロシア人音楽家によるドイツ

ｹ楽の演奏、ドイツ人音楽家によるロシア音楽の演奏、ハン
Kリー人の弦楽器の音色）　5．中近東の諸民族の演奏（レバノンのピアニストによるベートーヴェン演奏、トルコのピアニストによるブラームス演奏）6．アジアの諸民族の演奏他

柴　田　南雄

15
音楽と人種・言語・

ｯ族

付・音楽の始原説について

P．人種・民族と音楽文化　2．言語と音楽文化

R．西洋作曲様式のもとでの民族性

t・音楽の起源に関する過去の諸説について

同　上
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＝文化人類学＝（TV）
〔主任講師　祖父江孝男（放送大学教授）〕

全体のねらい

　文化人類学という学問を一言で定義すれば、世界の諸民族のもつ文化や社会について比較研究する学

問だと言える。それらの特色を具体的・実証的にとらえていくところに特徴がある。本四においては文

化人類学の諸分野における今までの成果を概観し、日本人、日本文化の問題や国際理解など、身近な課

題にも眼をむけていきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フィールド・ワークの学問　アメリカにおける区

1
文化人類学とはど

�ﾈ学問か？

分法英国における区分法　ドイツ、オーストリ

Aにおける区分法　日本における区分法　民俗学

ﾆ民族学　欧米におけるこの分野の歴史　日本に

祖父江　孝　男

i放送大学教授）

おける歴史　人種と民族

人間の特質としての言語能力　動物の鳴き声　人

間の言語の特色言語の役割ωコミュニケーショ

2 文化：人間の特質 ン　言語の役割（2）記憶と複雑な思考　人間だけが 同　上

もつ文化　文化はいっ生まれたか？

19世紀の文化進化論　モルガンの社会進化論

3
文化の進化、文化

進化論にかわって登場した伝播論　イースター島

ﾌ問題　タバコの伝播 同　上
の伝播

狩猟と採集が最初の段階　狩猟の規模によって生

活形態が異なる　不安定な狩猟採集民の経済

4 生業　と　経済 農耕とその起源穀物農耕により人間の生活はど 同　上

う変わったか　日本の場合を考える　牧畜の起源

衣類の種類と系統　身体装飾食物の基本型：主
食：の獲得と利用　調理の基本型　住居の基本型

5 衣・食・住を考える 同　上

音声学音楽構造言語学とエティックの立場、

言語とコミュニケ
エミッタの立場言語の系統一比較言語学

6
一ション（1）

同　上

言語の分類（1）文字のある言語、ない言語言語の

言語とコミュニケ
分類（2）形態による分け方　サピア・ウォーフの仮

7
一ション（2）

説非言語的コミュニケーション 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

原始乱婚制説をめぐって　モルガンの方法におけ

る誤り・一夫一婦制と一夫多妻制　一妻多夫制家

8 家族と親族（1） 族婚姻後の居住場所の分類 祖父江　孝　男

父系制と母系制　母系制　リネージと民族　日本

の同族　イトコ婚をめぐるレヴィ・ストロースの

9 家族と親族（2） 学説　レヴィレート婚、ソロレート婚　冗談関係 同　上

と忌避　配偶者選択における自主制

アニミズムとアニマティズム　宗教と呪術　呪術

の分類　妖術（ウィッチクラフト）　シャーマニ

10 超自然観と宗教 ズム　日本のシャーマニズム 同　上

民族芸術　民族音楽学からみた日本の音楽　芸能

民族芸術と音楽・
11

芸能
同　上

民族性・国民性は文化によって作られる　マーガ

12

文
化
と
心
理
・
民
族
’
性

レヅト・ミードによるニューギニア研究　日本文

ｻと日本人の心理、国民性重要な因子としての
�jと風土　県民性を例にとって考える　風土と

同　上

いうことばの意味　家族関係としつけの様式

文化変容（アカルチュレーション）　文化変容の

13
文化変化と文化変

e

種類ハワイの場合、北米インディアンの場合

椛ﾎ主義　カルチャー・ショック　反文化変容運

ｮ　文化変容をどう評価するか　戦後日本の文化

同　上

変化

村垣淡路守のこと　エスノセントリズムと相対主

国際理解と国際交
義　異なった背景に異なった慣習　日本人の対外

14
流

感覚 同　上

触れ残した諸白：域　認識人類学　医療・映像・教

育人類学　都市人類学　象徴人類学・女性の人i類

15 エ　　ピ　ロ　一　　グ 学　80年代の人類学　フィールド・ワークの方 同　上

法と倫理
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＝アフリカ論＝（TV）
　　　　　　　　　〔主任講師：川田順造（東京外国語大学教授）〕
全体のねらい
　アフリカの姿を過去現在にわたってかなりくわしく、しかも全体像がっかめるような形で紹介する。

写真、図版、ビデオ、録音（道具、衣類、楽器などの実物も）を豊富に使い、アフリカの姿がいきいき

と視聴者に伝わるように工夫する。日本人との関係でのアフリカ、現在から未来へ向かってのアフリカ

についても十分考えるようにしたい。地域別各論では、それぞれの地域での現地調査経験の長い専門家
を適宜ゲストに招いて、川田がきき役になり対談形式で他の地域と対比させながら次第に全体像が作ら

れていくようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 自　然　　と　　人

1．アフリカの自然

Q．アフリカの人種
　門　村　　　浩
i東京都立大学教授）

@尾　本　恵　市
i東京大学教授）

2 アフリカの言語

1．アフリカの言語の分類と分布

Q．源郷（home　l　and）の推定と言語の拡散

R．アフリカの言語の特徴

S．多言語併用と共通語

T．太鼓ことば

加賀谷　良平
i東京外国語大学

@　　　助教授）

3
歴史の中のアフリ

J

1．文字史料と遺跡の欠如

Q．アフリカ史の諸性格

R．植民地化以前の国家

川　田　順：造

i東京外国語大学

@　　　　教授）

4
都市・新しい民族

`成

1．多部族共生の国民社会
Q．部族本位制社会一アフリカの伝統的社会
R．アフリカ社会の植民地化
S．植民地に対する住民の反応
T．アフリカ社会の都市化
U．アフリカ都市の社会的特性
V．アフリカの国民社会

　日　野　舜　也

i東京外国語大学

@　　　　教授）

5

ベルベル文化とイ

Xラムー北アフリ

J

1．北アフリカ文化の多元性

Q．ベルベノレ人とベルベル文化

R．イスラム化の過程

S．伝統的なマグリブ社会と文化の特徴

T．北アフリカ的個性とアイデンティティ

　　　　　　　　L
@宮　治　美江子
i東京家政大学教授）

6 家畜’と　人間

1．はじめに　　2．東部アフリカ牛牧文化複合3．家畜の個体識別

S．家畜の分類と民俗遺伝観
T．色・模様の認識
ﾐ　色・模様を介した世界観そして儀礼7．特定の色・模様（家畜）へのアイデンティテ

@ィと攻撃性

福井勝義．
i国立民族学博物：館

@　　　助教授）

7
サバンナと森林の

ｶ化

1．多様な自性条件
Q．自然と食生活
R．自然と物質文化
S．産物と交易
T．人種・言語・社会
U．外の世界との交渉
V．王と商人

川　田　順　造
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

農産物と魚の物々

�ｷ一中部アフリ

J

1．ソンゴーラの焼畑耕作の方法2．ソンゴーラの焼畑作物の構成3．マニオクの調理法に見る三つの伝統

S．アブラヤシへの依存　5．ザイーノ洲の漁労民6．農産物と魚の物々交換7．物々交換市の制度8．農耕民の客分としての漁労民 安　漢遊　地
i山口大学助教授）

9
東アフリカ農耕社

?ﾌ家族と親族

1．東アフリカの農耕社会

Q．家族・リネージ・クラン

R．複婚家族の実態

S．冗談関係と忌避関係

　松　園　万亀雄i

i東京都立大学助教授

10
アフリカの採集狩

ﾂ文化

1．ムブティ・ピグミー

Q．　ブヅシュマンとの比較 原　子　令三
i明治大学教授）

c　中二郎
i京都大学教授）

11 女性とその世界

1．　はじめに

Q．　日常の生活

R．女性の一生

S．女性の領域、女性の世界

T．おわりに

　上　田　冨士子
i新潟大学非常勤講

12
アフリカの世界観

齟m恵と力

1．世界観の基調

Q．神観念をめぐって

R．双極論

SL　トリックスター

阿　部　年晴
i埼玉大学教授）

13 も　の　と　人間

1．ものと人間のかかわりの原型

Q．からだの延長としての道具
R．　「もの」の文化的意味

S．工人集団と技術の継承

T．技術の停滞と変革

川　田　順　造

14
商品経済の進展と

J発の問題

1．輸出向け換金作物の導入

Q．鉱産物輸出経済の形成

R．輸入製品の流入

S．独立後の工業化の動き

T　農村開発重視への転換

吉　田．昌　夫

iアジア経済研究所

Rーディネーター）

15
アフリカが提起す

驍烽ﾌ

1．私たちにとってのアフリカ

Q．アフリカと他の世界との交渉

R．受動性と同化力

S．アフリカから学ぶもの

川　田　順　三
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＝イギリスの言語文化＝（TV）

〔主任講師：橋口　稔（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ルネサンスの時代から20世紀の現代まで、主として文学作品をとおして、イギリス文化の諸相を歴

史的に辿ってみようと思う。短いものであっても英語のテキストを読むことを交えながら、イギリスの

言語文化の特質を明らかにしたいと考えている。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・「イギリス」という言葉　・古英語、中英語、

1 英語の　歴史
近代英語　・近代英語とシェイクスピア　・英語

ﾌ語彙
橋　口　　　稔

i東京大学教授）

・ルネサンスの潮流　・〈新しい学問〉の展開

・近代英語による新しい詩　・エリザベス朝の演

2 シェイクスピア1 劇と劇場　・シェイクスピアと「地球座」 同　上

・ストラトフォードのウィリアム・シェイクスピ

ア　・劇作家ウィリアム・シェイクスピア　・シ

3 シェイクスピア∬ エイクスピアの四つの時期　・史劇・喜劇・悲劇 同　上

について　・シェイクスピア劇の韻律

・欽定訳聖書とは何か　・英国国教会の成立

・聖書の英訳　・欽定訳聖書の誕生　・欽定訳聖

4 欽定訳聖書 書の英語　・その後の英訳 同　上

・ピューリタンの精神　・ミルトンのすぐれた才

能　　・ピコ．一リタン革命　　・ピコ．一リタン

5 ミ　　ル　　ト　　ン ・『失楽園』 同　上

・海外冒険物語　・rロビンソン・クルーソウ』

ロビンソン・クル
・無人島の位置　・入植者ロビンソン　・作者ダ

6 ニエル・デフォー 同　上
一ソウ

・ジェントリー階級　・フィールディングの『ト

7
近代小説に見る生

?P

ムジョウンズ』　・オーヌティンの『高慢と偏見』

E相続と結婚　・作者オースティン 同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・ワーズワースと自然　・『好情歌謡集』『

・『序曲』　・イギリスの産業革命　・イギリス

8 ロマンティシズム のロマンティシズム　・ジョン・キーツと美 橋　口　　　稔

・イギリスのパブリック・スクール　・パブリッ

近代小説に見る生
ク・スクールの功罪　・ディケンズの『オリヴァ

9
活皿

一・ gゥイスト』　・二つの国民 同　上

・帝国主義的繁栄　・テニソンの『イン・メモリ

アム』　・アーノルドの『ドーヴァー・ビーチ』

10 ヴィクトリアニズム ・ハー fィーの『テス』 同　上

・新しい時代への期待　・グループのメンバー

ブルームズベリー・
・G．E．ムアの『倫理学原理』　・グループの人

11
グループ

間関係　・グループの基本姿勢　・ストレイチー

ﾆ伝記　・ヴァージニア・ウルフの『波』

同　上

6エリオットの詩集　・ロレンスの『息子たちと

T．S．エリオット
恋人たち』　・ジェントリー文化への影響

12 同　上
とD．H．ロレンス

・オーデン・グループの人たち　・『新署名』と

『新領土』　・W．H．オーデン　・スペイン戦争

13 オーデン世代 ・オーウェルの『カタロニア讃歌』　・『ウィン 同　上

ガン波止場への道』より　・『動物農場』と
9

『1984年』　・オーデンの長詩

・新しい演劇一『怒りをこめて振り返れ』　・労

第二次世界大戦後 働者階級出身の作家たち　・アラン・シトリー

14
1

・オズボーンの及ぼした影響　・新しい桂冠詩人 同　上

・戦後のイギリス　・新しい詩人たち　・ラーキ

第二次世界大戦後 ンの『教会へ行く』　・新しい小説　・新しい小

15
丑

説家たちの登場　・マードックのr鐘』 同　上
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＝アメリカの言語文化1＝（TV）

〔主任講師　比嘉正範（放送大学教授）〕

全体のねらい

　この科目は、Introduction　to　American　Cultureという副題が示しているように、アメリカを

国家、国民、文化として紹介することを目的としている。講義は主にハワイ大学のアメリカ研究料の

教授によってすべて英語で行われる。受講生はすでに「中級」以上の英語を習得していることが必要

である。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ピューリタンによる“acityon　thehill” James　Mccutheon

The　American の建設に始まったアメリカは、その後、摩天楼 professor
1 のそびえる近代都市を築いた。アメリカの都市 university　of

City の歴史、特徴、問題点を説明する。 Hawaii
（ハワイ大学教授）

アメリカ人は広大な国土を開拓して近代産業 Robert　Weyeneth

Arnerican　Ideas 国家を築いてきたが、近年、アメリ・力人の自然 Associate　profe一一

2 に対する考え方は大きく変化し、開拓よりも保 Ssor　UniverSity

of　Nature 存と保護を重視するようになってきたb of　Hawaii
（ハワイ大学准教授）

3

The　American
垂盾撃奄狽奄モ≠戟@and

dconomic
hnSfitUtiOnS

　民主主義国としてのアメリカの政治制度と、

走{主義国家としてのアメリカ経済制度を紹介

ｵ、アメリカ政府がどのような機能を果たして

｢るかを説明する。

Harry耳・L　Kitano
垂窒盾??唐唐盾秩@univer－

唐奄狽凵@of　califor－

獅奄＝C1ρs　Angeles

iカルホノレニァ大学教授）

多民族国家であるアメリカには、典型的な、

The　American あるいは標準的な家族はない。近年、アメリカ

4 で目立つ現象は、独身主義者と働く母親が増え 同　　　上

Fami　ly てきていることである。

まず、多民族国家であるアメリカのマスメデ

The　American イアリ全体的な特徴を説明し、次に、アメリカ
5 に：おける多様な種類のマスメディアの受容状況 同　　　上

Mass　Medid を述べる。，

画

今日のアメリカの大衆文化はテレビに大き看 F垂oyd　Matson’

Popular　Culture 影響を受けるようになったのでギテレビ番組を professor

6 通してアメリカ人の好みや価値観を探ることが University　of

1n　America できる。 Hawaii．
（ハワイ大学教授）

アメリカで起きた映画産業は今日でも多くの

Movies　in 人に誤記を提供している。メロドラマや西部劇、
7 American サイエンス・フィクション、喜劇はアメリカ映 同　　　上

Culture 画の不動のジャンルである。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
Sports軋in
`mer　ica

アメリカ人の闘争的で野心的な性格は、アメ

潟J人のスポーツに反映している。今日では多
ｭのスポーツが職業化し、．優れた選手はアメリ

Jンドリームの象徴と見なされている。

Seymour：Lutzky
垂窒盾??唐唐盾窒

tniversity　of

gawaii
iハワイ大学教授）

9

Regional
oatterns　of
`merican
bulture

　アメリカにも特色のある文化をもった地域が

?驕Bこの章では、ニューイングランド、ニュ
[ー ?[ーク、心音敗西部、カリフォルニアの地方

ｶ化を紹介する。

David　E．　Berte－

撃唐盾氏@Associate

垂窒盾??唐唐盾秩@Unive－

窒唐奄狽凵@of　Hawaii

iハワイ大学准教授）

10
Women　in
`merican
bulture

　1960年に始まったアメリカに澄ける女性運

ｮの動機と成果を紹介し、現在アメリカの女性

ｪ社会と家庭で直面している新しい問題を取り

繧ｰる。

Judith　Hughes

`ssociate　profe－

rSOr　UniVerSity

盾?@Hawaii

iハワイ大学准教授）

11

American　Culture
Dand　Society　The
`merican　Whtier
奄氏@the　twentith

bentury

　今世紀のアメリカの代表的な作家であるドラ

Cサー、ヘミングウェイ、スタインベック、ラ

Cト、モリソン、アップダイクがアメリカをど
､とらえていたかを論じる。

Judith　Hughes

`ssociate　profe－

rSor　UniverSity

盾?@Hawaii

iハワイ大学准教授）

12

“Ereryone　Came
?窒盾香@Somewhcre
dlse”The　U．S．as

＝@Nation　of

mations

　多くの民族が移住してきた今日のアメリカを

zき上げたが、これらの民族が経験した新しい

ｶ活と社会への適応とアメリカ人としてのアイ

fンディティを高めた過程を説明する。

MarkHelbling
`ssociate　profe－

唐rOr　UniverSity

盾?@Hawaii

iハワイ大学准教授）

13

‘‘

v6　and　They”：

cominant，Croups
≠獅пFEfhni　c

linorities

　多民族国家であるアメリカには、多数民族が

ｭ数民族や有色人種を支配したり差別したりす

驍ﾆいう歴史があった。現在、民族問題がどの

謔､に解決されているかを説明する。

peter　Rose
垂窒盾??唐唐盾窒

rmith　College
iスミス大学教授）

14

“In　Many　One”

she　Character　’

盾?@American
cemocracy

　アメリカは世界で最初の近代民主主義国家で

?驕Bアメリカ人が理想とする民主国家、アメ

潟J人の民主的な生き方、アメリカ人の流動性

ﾈどを紹介する。

同　　　上

15
Americas　Wbrld

qoSe

　二つの世界大戦を経てアメリカは世界で指導

Iな役割を演じるようになったが、同時に、多

ｭの外交問題と果てしない軍事力拡張競争に巻

ｫ込まれることにもなった。

同　　　上
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ニアメリカの言語文化π＝（R）

〔主任講師 恟�i鰭講稽悉社女子大学助搬）〕

全体のねらい
　この科目は、アメリカで使われている英語、いわゆる「アメリカ英語」（American　English）の

社会的・文化的背景を説明し、受講生がアメリカ英語の性質と多様性をよりょく理解し、アメリカ英語

をより効果的に使えるようになることを目的としている。受講生はすでに「中級」以上の英語を習得し

ていることが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

との科目の全休的な紹介を兼ねてアメリカ英語

アメリカ英語の にはどのような多様性があるのか、言葉の多様性 ’比　嘉　正　範

1 と社会的澄よび文化的要素とどのような関係’ｪあ
多　　　様　　性 るのかを概観する。 （放送大学教授）

アメリカの人口の10パー・セント以上を占めてい

る黒人の間で使われているいわゆるBlack 田　中　幸子
2 黒　人　英　　語 Englishの特徴を具体的に説明し、アメリカ英語

ﾌ一方言としてのBlack　Englishに対する理

（嚢山女学園大箋）

解を深める。

アメリカ英語の男性語と女性語の特徴を具体的

3
アメリカ英語の

j　　　女　　　差

に説明し、両者の差を明らかにする。 　井　出　祥子

i日本女子大学教授）

アメリカ英語にも敬語があることは意外に知ら

れていない。日本語の敬語と比較対照しながら、

4 アメリカ英語の敬語 アメリカ英語の敬語の特徴と使用状況を具体的に 同　　　上

説明する。

アメリカ英語で使われている比喩の言語的構造

と内容的特徴を具体的に説明し、比喩を比較文化 平　賀　正子
5 アメリカ英語の比喩 的に考察する。’

（放送大学助教授）

どの民族の言語にも特有の擬声語（OIlomato

アメリカ英語の poeia）があるが、本章では日本語の擬声語と比 箆　　　寿　雄
6 較物照しながらアメリカ英語の擬声語を紹介する

オ　ノ　マ　　ト　ペ （神戸大学教授）

7

アメリカに澄ける
　アメリカは広告と広報活動の盛ん：な国である。

Aメリカにおける広告の言葉の特徴を発想と表面

ﾌ面からとらえて比較文化的に説明する。講義は

Vance　E．

@　Johnson

広告の言　葉 英語で行う。 （明治大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本における国語教育に匹敵するアメリカに澄

アメリカの初等お ける英語教育が小学校と中学校でどのように実施 Nicholas　J。

8 よび中等教育に澄 されているかを説明する。講義は英語で行う。 Teele
ける英語教育 （鰐三社三子大護）

アメリカにおける国語教育である英語教育が大

アメリカの大学に 学の一般教養課程の一部としてどのように行われ

9 ているかを説明する。講義は英語で行う。 同　　　上

おける英語教育

英語が国際語になっているのは事実だが、アメ

アメリカに穿ける リカの高校や大学で外国語教育が行われているの 牧　野　高　吉

10

外国語教　育

も事実である。アメリカに澄ける外国語教育の現

�A特徴、問題点などを報告する。

（北海道教育大学
ｳ　　　　　授）

一般にピジン英話は単なる不完全な英語と見な

アメリカに葺ける されがちだが、アメリカで使われているピジン英

11 語の特徴、造語力、表現力などを説明する。 比嘉　正　範

ピ　ジ　ン英　語

アメリカは多民族、多文化、多言語の国といわ

アメリカにお・ける れている。このような国におけるバイリンガリズ 本　名　信　行

12 ム（二言語使用）あるいはマルティリンガリズム

パイリンガリズム （多言語使用）の現状、問題点、これに対する政 （青山学院大学教授）

府の政策などを紹介する。

人間関係を作ったり、保ったり、壊したり、修

アメリカ英語の 複したりするときに使われる表現を「人間社会関

13 「人間・社会関 係文」、略して「関係文」と呼んでいるが、アメ 比嘉　正　範

係文」 リカ英語の関係文の特徴を比較文化的に説明する

民主主義や民主化は政治に限られたことではな

14
アメリカ英語の い。多くの社会で言語が人間差別や社会階級意：識

ﾛ持の手段として使われてきた歴史があるが、ア 同　　　上

民　　　主　　　化
メリカではどのようにして言語の民主化が行われ
ﾄきたか、あるいは行われつつあるかを論じる。

英語が国際語になっているといわれても、英語

国際語としての ・にはイギリス英語、アメリカ英語、オーストラリ 比嘉　正範
15 ア英語などがあり、それぞれの国際性は必ずしも Niholas　J．Tbele

アメ　リカ英語 同一でない。この章では国際語としてのアメリカ
p語の現状と今後の発展を論じる。
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＝ドイソの言語文化＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：辻　　理（東京大学名誉教授）　　　　　三島憲一（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　日本におけるドイツ像の成立をふりかえった上で、ドイツ文化がアイデンティーティーを獲得したと

されるゲーテ時代と、そのゲーテ時代の文化を政治的統一一のためのイデオロギーと化してゆく19世紀

後半の状況を対比、時には政治的な遅れの故に、高度の内省的、批判的文化を作り出してゆくドイツ独

特のメカニズムを解読する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

この講義の意図　さまざまなドイツ像・日本像

1
日本の中のドイツ、

hイソの中の日本

森鴎外と姉崎嘲風　憧憬の対象と粗暴な自己正当

ｻ　そのつどそのつどのドイツ　変わらないドイ

c像・いぶかるドイツ人失われていく差異の意

三　島　憲一
i学習院大学教授）

義　ようやく始まる理解

ニュルンベルク市を例としてのドイツ史概観

2
ニュルンベルクに

ｩるドイツ史
　辻　　　　理
i東京大学名誉教授）

啓蒙主義と脱魔術化啓蒙主義と市民階級
啓蒙の時代（1） 批判の精神　公共の場での啓蒙

3 一フリードリヒの 三　島　憲一

世紀一

ドイツ啓蒙主義の特質　ゴットフリート・ヴィル

4

啓蒙の時代（2）

黹Jントと批判精

_一

ヘルム・ライブニヅツ　単子論　その後のドイツ

v想の特質　クリスチャン・ヴォルフ　イマヌエ

求Eカント　カントの問い　『純粋理性批判』

木　田　　、元

i中央大学教授）

『実践理性批判』と『判断力批判』

感性の解　放 啓蒙主義と芸術　新時代に先駆ける文学個人と

5
一一 u若きヴェルテ

汲ﾌ悩み」を中心

社会慣習とのはざま　貴族と市民　小説『ヴェル

^ー』の反響解放か逃避iか作品解釈と時代
轡　田　　　収

i学習院大学教授）

に一

政治と哲学．政治と芸術　古代と美と自由

6
フランス革命とド

Cツ観念論

ドイツ観念論　ヘーゲルー精神現象学と人類の

u教養」　理念と現実
木　田　　　元

O　島　憲一

初期ロマン派とフランス革：命政治革命から「美

7
・マン派の夢一市民社会と芸術 的革命」へ　市民社会批判としての合理主義批判

｢界の「ロマン化〉　ロマン的イロニー　後期ロ

}ン派　ヨーロッパ的運動としてのロマン主義

　大貫　敦子
i学習院大学助教授）
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回 テ　　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ハインリヒ・ハイネ　「芸術時代の終焉」’市民

芸術から社会の現 階級の理想　7月革命期のドイツとフランス

8 実へ一ハイネを手
解放戦争前後の国民意識　7月革命とハイネ
wフランスの画家』『フランスの状態』　3月前期 轡　田　　　収

掛かりに一 の文学史　時代に呼びかける詩『ドイツ、冬物語』
『ドイツ、冬物語』より

市民社会と歴史芸術は過去のもの　歴史と国民

歴史の　世紀 意識：との結びつき　歴史志向の帰結一芸術の馴

9 一町古典主義と記 致　精神科学の制度化　記念碑その他 三　島　憲一

念三一

教養俗物への批判　『悲劇の誕生』とヴァーグナ
ドイツ帝国の時代 一　アポロ的とディオニュソス的　ソクラテスと

10 一文化批判と社会 芸術の解体　ヴァーグナーとの不和近代批判と 同　上

運動一 未来への期待二つの文化

ニーチェとそれに続く時代　世紀末　解放か？

11
終わりか始まりか

齔｢紀末とカフカー

アール・ヌーボー（ユーゲント・シュティール）

~ュンヘン　文芸誌と画家　作家たち　凋落

Iわりか始まりか、フランツ・カフカ　＝書くこと
辻　　　　理

と生きること

帝国の矛盾と表現主義　第一次大戦の敗北と共和

12
帝国の瓦解とワイ

}ル時代

国の誕生共和国の苦難i黄金のワイマル文化
囃zと映画　共和国の終焉

山　本　　　尤

i京都府立医科

@　　大学教授）

ヒトラーの政権掌握文化統制と亡命大衆の熱
狂と反ユダヤ主義　知識；人のナチへの期待

13 30年代とナチズム 第三帝国の崩壊 同　上

敗戦と東西の分裂　47年グループとハイデガー

フランクフルト学派など学生叛乱　分裂の認定と

14 二つの　ドイ　ツ 平和的な共存 三　島　憲一

トーマス・マンの呼びかげ　なぜまたもやプロイセン・
ドイヅなのか　日本とドイツの近似性　日本とドイツの
対照性　ヴァイツゼッカー大統領の講演　ギュンター・

15 現代の中のドイツ グラスとシュテファン・ハイム　グラスの見解文化に
謔驛Aイデンティティー　脅威の下で　ハイムの見解 辻　　　　理
何がちがうか伝統と断絶　さまざまな社会運動と緑の
グループ生の直接性を求めて　ヨーゼフ・ボイス
ユルゲン・ハーバーマス
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＝ドイソの言語文化H＝（TV、

　　　　　　　　　　　　〔主任講師茎島憲郵聾隷難掛

全体のねらい
　「言語文化1」では啓蒙主義以後のドイツの激動の歴史と反省的な文化のあり方を扱ったのを承けて、
「言語文化皿」では現代のドイツ語圏、それも主としてドイツ連邦共和国（西ドイツ）の社会と文化の
様々な側面に光をあててみたい。地方ごとの特色、家庭や女性の問題、政治の仕組みや労働組合のあり
方、また現代の芸術や文学などをときに：は日本の状況と比較しながら紹介し、考えてみたい。同時に生
きたドイツ語にもできるだけ触れるようにするつもりである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ドイツ語圏には四つの国があり、個々の国の

1
ドイツ語圏の地方

@歴史と自然

地方も領置国家であった歴史を持つ。その歴史

ﾆ自然条件、生活と産業を概観する。
轡　田　　　収

i学習院大学教授）

多種多様なドイツ語の方言は生活と伝統の反

2
連邦制一　ドイツ

映である。方言と標準語の中間に地域の通用語

ｪある反面、言語障壁も生じている。．また、ラ 同　　　上
の方言・連邦制 ントと連邦との関係を任務と権限、立法範囲な

どから見る。

西ドイツを中心に基本的な政治の仕組や制度、

3 政　治　の仕　組

重要政党の傾向、政治倫理、一般市民のもつ民

蜴蜍`についての理解などを扱う。
三　島　憲　一

i学習院大学教授）

ドイツ人の：職業生活、職業観はどのようなも

のであろうか。また労働者の共同決定、労働組

4 労　働　と　余　暇 合のあり方なども見ていく。さらに余暇の過ご 同　　　上
し方を述べる。

ドイツの家族のあり方も、価値観の激しい変

5 西ドイツ社会の家庭

動の影響を強く受けている。伝統的な市民階級

ﾌ家族像から、60年代後半の反権威主義運動を

oて、新しい家庭観へ移っていぐ課程を見る。

　大　貫　敦　子
i学習院大学助教授）

家族、そして社会全体の変化に大きく寄与し

たのが女性の意識の高まりである。女性運動の

6 西ドイツ社会の女性 さまざまな新しい動きを見る。また、そのよう 同　　　上
な変化の文学的表現も扱う。

ドイツ連邦共和国の教育制度は複雑に見える。

寮た平等主義的な教育制度も定着しなかった。 エンゲルハルト

7 教育　と　社　会 これを歴史的な背景から見ていく。 ・ヴァイグル

（東京大学外人講師）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 職業教育と大学

　ドイツ独特の職業教育とはどのようなもので

?驍ｩを見る。さらに大学内の制度や授業のあ

阨福ﾈどを日本の場合とも対比しつつ明らかに

ｵていく。

エンゲルハルト

E　ヴアイグル

9 都市と住宅（1）

　日本との対比を出発点として、特に西ドイツ

ﾌ都市の現状と歴史的な変遷を見ていく。城壁

ﾆ城門に守られていた都市も、19世紀には人口

ﾌ増加、工業化、交通の発達などにともなって

蛯ｫな変貌を遂げる。

　辻　　　　　理

i東京大学名誉教授）

10 都市と住宅（2）

　第二次大戦で、大都市が壊滅的な打撃を受け

ｽ西ドイツの復興はめざましかった。しかし
P970年代後半からは乱立する高層住宅群に対す

髞ｽ省と後悔が出始め、都市計画への住民参加
烽ﾈお・、一一層強められていく。

同　　　上

11 過去の傷　（1）

　第二次大戦の侵略国でありながら、過去の国

ﾆ的犯罪に対する態度は日本とドイツではかな

闊ﾙっている。西ドイツに臨ける過去克服の試

ﾝを抵抗運動の位置づけや制度面などから見る。
三　島　憲　一・

12 過去の傷　（2）

　過去の問題が知識人や作家、そして公共の世

_で、どのように論じられているかを、いくつ

ｩQ逸話などによって構成し、日本の状況とも

芒rして考える。
同　　　上

13
ドイツの文学・芸
p（1）

　60年代、70年代を中心に、ベルをはじめ現代

?ﾆの業績や芸術家のグループの活動を概観す

驕B東ドイソの文学、芸術にも触れる。
岩　淵達　治

i学習院大学教授）

14
ドィッの文学・芸
p（2）

　70年代の内面化傾向、女流文学の動き、演劇、

f画の傾向をさぐり、80年代の文学を考察する。

同　　　上

15 新しい社会運動

　現在の社会制度や文化にかろるものを見つけ

謔､とする「アルタナティーヴェ」のさまざま

ﾈ局面、「カウンター・カルチャー」や「緑の

l々（緑の党）」：などを通して、現代産業社会

ﾌ問題点と新しい社会運動の行方を考える。

大貫　敦子
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　　　　＝フランスの言語文化1＝（TV）

〔主締師：澱器面素葦巌了教授）〕

全体のねらい

　広く世界にあって、またヨーロッパという歴史的文化的共同体の中にあって、フランスがフランス

である所以はどこにあるのか。フランス語の成立と発展を縦軸とし、現代世界に澄げるフランス文化

の独自性の解明を横軸として、フランスの言語文化の在り様にアプローチする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランスはどういう国であり、フランス文化

1 フランスという国
の独自性はどこにあるか。フランスに：関して人

ﾌ持つイメージに：触れながら、フランスの地理

ﾆ歴史について基礎的な事柄を学ぶ。

福　井　芳　男

i放送教育開発

Zンター教授）

フランス本国以外では世界のどんな地域でフ

2 フランス語の現状
ランス語が話されているか。ベルギー・スイス・

Jナダ・アフリカにおける公用語としての現況。
西　澤　文　昭

また国内に：あって、標準フランス語と方言との （青山学院大学

関係はどのようなものか。 助教授）

ヨーロッパという概念はいつ、どのような形

3
ヨーロッパの成立・フランスの成立

で、またフランス国家・フランス人という意識

ﾍどのようにして明確になり成立してきたか。

香[マ帝国の崩壊、キリスト教の成立と発展、

同　上

アラブ文化などを視座に：入れ、探る。

ラテン文化の継承。南仏文化と北下文化。フ

ランス語が一民族の、一国家の言葉として意識

4 フランス語の誕生 され確立するまでを概観する6 同　上

先進国イタリアとフランスの関係。ユマニス

5
ルネサンス期の
?[ロッパとフランス

ムとは何か。古典研究がフ．ランス語の発展にど

ﾌような影響を与えたかを見る。 同上

ヨーロソバ宮廷文化におけるフランス語の地

位の向上。十七・十八世紀のフランス語論。伝

6 ヨーロッパの公用語 統と革新。アカデミー・フランセーズの成立と 同　上・

その役割。

啓蒙思想は、フランスとヨ、一ロッパ諸国の間

啓蒙思想とフラン にどのような関係を生み出したか。・ルソーを中
永　見文雄7

ス革命 心に18世紀の思想の特色を探る。
（中央大学助教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

葡萄酒はいっから飲まれるようになったかg

香辛料はどこから来たか。フランス料理の原点

8 食の　文化　史 を探る。 西　澤　文　昭

中世からルネッサンスの衣服を中心に服飾の

文化を通観する。

9 衣の文化　史 同　上

都市の成立と市民階級の誕生に焦点をあて、

フランス文化を見る。

10 住の文化　史 同　上

フランス近代小説は19世紀とともに始まる。

11 小説について
小説の読者層、科学と文学の関連などを、バル

Uックを具体例として見る。ロマン派の成立と

ｻの言語観について、その後の様々な主義主張

　石　井　晴一

i青山学院大学教授）

を見据えながら、考察する。

ヨーロッパに澄ける比較言語学の成立と象徴

12 詩に　つ　い　て
派詩人ステファヌ・マラルメの活動に焦点をあ

ﾄ、19世紀後半の文学について学ぶ。
竹　内　信　夫

（東京大学助教授）

現代技術の進展に：つれ目立つようになった英

語の流入。すでに：はるか以前から外国語はフラ

13 フランス語と外来語 ンス語に取り入れられてきた。借用語の歴史か 西　澤　文　昭

らフランス文化がどのようにして外国文化を受

高してきたかを見る。

現代のフランスのマスコミはどのような状況

14
マス・メディアと
Wャーナリズム

にあるか。テレビを中心として、ジャーナリズ

?ﾌ現場からのリポート。 福　井　芳　男

日本人のフランス文化、フランス語受容の流

15 フランスと日本
れを辿り、日仏文化交流の草創期について考え

驕B
井　戸　桂　子

i放送大学助教授）
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＝フランスの言語文化皿一 （TV）

〔主任講師：福井芳男（放送教育開発センター教授）〕

全体のねらい
　フランスの文化を作りあげたものは、長年にわたる作家、思想家、芸術家、それらを支えた民衆たち

であった。現代のフランス精神に大きな跡を残している。各世紀の重要な文化事業（文化作品を中心と

する）を選び、その証明を通じて、フランス文化の現在を浮き上らせていく。毎回短かいフランス語の

文を読む。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランス文化を支えるもの　文学と映像文

学研究とは 福　井　芳　男

1 序　　　　　　論 （放送教育開発
センター教授）

ルネサンスとは　フランソワ・ラブレ

フランスの
2 同　　　上

ルネサンス

プレイアード派　ロンサール　モンテーニュ

3

Kユマニストの
@　　文字と思想

モンテーニュについて（インタビュー一） 福　井　芳　男

磨@川　徹　也
一ロンサールと （東京大学助教授）

モンテーニユー・

罵

天文学の発展と世界観の変革　デカルトとパ

世界像の転換と人 スカル

4 間一デカルトと 福井　芳男
パスカル　一

ClassiciSme　　コルネイユ、ラシーヌ、モ

リエール、ラ・フォンテーヌ

5 古典の美とは 同　　　上

社交界での男と女の恋のかけひき　恋の分析

雅びな宴 そして快楽の追求

6 同　　　上

Fete　galante

新しい時代の精神とフィロゾフたち　社交性

の開花　『百科全書』の世界　『百科全書』と 福　井　芳男

7 啓　蒙　の　　光 現代 鷲　見　洋　一一

（慶応大学教授）

一629一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フランス革命　カルナヴァレ博物館長に聞く

（インタビュー）　革命学群像

8 革　命　の　　火 福　井　芳　男

スター・ル夫人とシャトーブリアン　ヴィクト

ル・ユゴ・一　ロマン主義とは何か 福井　芳　男
9 ロマン主義革命 井　戸　佳　子

（放送大学助教授）

小説の大衆化　バルザック、スタンダーール

あるジャンルの運命 ゾラ 福　井　芳男
10・ 宮　原　　　信

一運命一 （東京大学教授）

11
ブルジョワ社会

@　に澄ける知性

　1857年、ボードレール、フロベールの2っ
ﾌ裁判で、気門人とブルジョワ社会との関係が

ﾉ度に緊張した。

@一ボードレール、ヴエルレーヌ、呪われた詩

福　井　芳　男

艨@戸　佳　子
a[リス・パンデ
i東京大学講師）

人たち

詩的言語の変革　ロートレアモン、ランボー、

ジェルマン・ヌーヴォー一、　マラルメ、　ヴェルレ 福　井　芳男
12 詩的言語の革命 一ヌ、クロ、コルビェール　象徴主義の終わり 菅　野　昭　正

（凍京大学教授）＾

13 世界観の革新

　「NR：F」とアンドレ・ジッド　　アンドル・

Wッド　マルセル・ブルースト
福　井芳　男’
竅@崎　　　力

i東京外国語大学
教授）

実存主義から構造主義へ　カミュ・サルトル

人間存在への 福　井　芳　男

14
問いかけ モ・一リス・パンデ

フランス文学と日本　フランスにおける日本

学についでフランスに澄ける日本文学の紹介 福　井　芳　男

15 文化　の交流 の現状　フランスに澄ける日本文学の翻訳、及

びその中の新しい動きについて 井　戸　佳　子
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＝ロシアの言語文化1＝（TV）

〔主任講師　川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ロシアの言語、文学、思想、芸術を、具体的なテーマに即しながら、しかし同時に常に歴史的な視

点・枠組を忘れずに展望し、ロシア文化をいかに理解すべきかということを解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロシアー果てしなく続く広大な平原のイメ
ロシア文化の地理 一ジ。そのロシア文化を生み出したロシアの自 外川　継　男

1 然と、その歴史を概観する。全体の導入部をな （上智大学外国

的・歴史的背景 す。 語学部教授）

ロシアは、むかしから日本の北にある隣i国で

ロシア　と日本 あった。18世紀の後半から始まる日本とbシ
2 アの交渉の歴史を、その原点にさかのぼって考 同　　　上

一初期の交渉史 える◎

戸一ロッパで最も若いキリスト四国ロシア。

3
聖なるロシア
[一@キリスト教の

東方正教への改宗によって、ロシアは国家的統

黷�ﾊたし、ヨーロッパ古典文化の世界の仲間
栗　原　成　郎

受容 入りをする。
（東京大学助教授）

ロシア中世文学の最高傑作『イーゴリ軍記』
遊牧民とのたたかい は南方から侵入する遊牧民とたたかわざるを得

4 一　rイーゴリ軍知己』 なかったロシア人の歴史の貴重な記録でもある。 、同　　　上

の世界 rイーゴリ軍記』をとおして、ロシア人と遊牧

民とのたたかいを見てゆく。

イワンの馬鹿は、なぜ民衆のアイドルだった

5

フォークロアに：現
黷ｽ民衆の心一むかし話を中心に：

か、イワン王子はなぜ民衆の理想的君主像だっ

ｽか一むかし話からロシア人の心理を考える。
中村事和
i一橋大学教授）

ロシア芸術はその根元に澄いてイラン系民族

6

ロシアの美的世界1一古きロシアをた

@ずねて

スキタイ、サルマティアとのふれあい、ビザン

fィン文化・ギリシア正教の影響も強ぐうけた。

?｢に澄ける芸術・文化の発展と中世に深い根

川　端香男里

i東京大学教授）

をもつ民衆芸術について考える。

「ヨーロッパへの窓」として建設された都市

西欧　への　窓 ペテルブルクの歴史は、そのまま近代ロシアの
7 一ペテルブルクの 歴史でもある。都市建設の文化的政治的背景に 同　　　上

建設 ついて述べ、レニングラードと改名された今日

のこの都市の運命について考える。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

東ヨーロッパの平原の中心に位置し、首都と

母なる都モスクワ してロシアの歴史と最も深く結びついてきたソ

8 ビエト最もの都市のめまぐるしい変貌ぶりを概 中　村　喜和

一いまとむかし 観する。

ロシアの社会・文化の根幹をなす農民・農村

ロシアの「村」 の実像と、それが文学にどのように描かれてい 島　田　　　陽
9 一文学にみる るかを、18世紀から今日のソ連まで歴史的に （東京大学教養

農村問題 たどってみる。 学部助教授）

18世紀は、ロシアが西欧からもっぱら学び
ロシアの美的世界聾 とる時代であったが、すぐにロシア的な、ロ

10 シア独自の文化を生む素地をつくった時代でも 川　端　香男里

一　音楽と絵画 ある。この18世紀から19世紀の「自立」の
時代までを音楽と絵画の面から見てゆく。

11

ロシア文学の黄金
梠繧P一プーシキンと

@　　　　ゴーゴリ

　ロシア・ロマン主義の時代は「詩」の黄金時

繧ﾅあったが、ロシア文化自立の時代でもあっ

ｽ。ロマン主義の歴史的意義を考え、代表的作

ﾆとしてプーシキン、ゴーゴリ、レールモント

t、チュッチェフをとりあげる。

同　　　上

ロシア文学の黄金
　ドフトエフスキイとトルストイによって代表

ｳれる19世紀ロシア文学は、1880年代以降

12
時代∬一ドフトェフスキ 世界中にロシア文学ブームをまき起す。ロシア

ｶ学ブームの実像をさぐり、ドフトエフスキイ
同　　　上

一とトルストイ とトルストイを比較しつつ両作家の個性と歴史
的意義を考える。

演劇はロシアが最も大きな影響を外国に与え

た分野である◎18世紀からモスクワ芸術座、

13 ロシア演劇の魅力 革命前後の前衛劇、今日のソビエト演劇までを 島　田　　　陽
歴史的に展望する。

19世紀末の無気力と沈滞の時代から「銀の

ロシアの美的世界皿 時代」がどのように生まれたかを考え、20世

14 一志の時代からア 紀のアヴァンギャルドに至るロシア芸術の発展 川　端　香男里
ヴァンギャルドへ のあとをたどってみる。

ロシアは20世紀初頭に文学・芸術と政治の

ソビエト時代の社 両面で世界をリードしたが、スターリン時代を

15 経て社会・文化のあらゆる面で数多く困難に直 同　　　上

会と文化 面している。その問題を歴史的に考えてみる。
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＝ロシアの言語文化二一　（R）

〔主任講師：川端香男里（東京大学教授）〕

全体のねらい
　ロシア文学を中心にロシア的なるもの、ロシアの伝統を考えることを意図した「ロシアの言語文化

1」を受けて、名文章、名語句、成句、諺等、ロシア語の具体的表現例をもとにして・ロシア文化の

多様な側面をとりあげ、ロシア文化の特質をさぐる・

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロシアの風土と自然を概観し、また、プーシ

序　　　　　　論 キン、チェッチェフの文章をもとに、ロシアと 川　端　香男里

1 一ロシア的なるも いう国のイメージを探りつつ、ロシア史を貫く

とは 特質について考える。 （東京大学教授）

自分の母国のことば一ロシア語を自分の生
命のごとく愛したトゥルグーネフの散文詩『ロ 栗　原　成　郎

2 ロシア語について シア語』を軸に、ロシア語の歴史、特徴、さら

にプーシキンヤロモノーソフのロシア語とのか （東京大学助教授）

かわりについて述べる。

民間信仰の多様な世界と、その後にはいって

ロシアの民衆文化1 きたキリスト教との結びつきを解明しながら、

3 一異教の神々とキ ロシアの国の大多数を占めた農民の精神世界に 同　　　上

リスト教の聖者たち ついて考える。

ロシアにおいて重要な役割を果たしてきた口

ロシサの民衆文化巫 承文芸を、儀札歌、とくに農耕藩札歌を中心に

4 一民間歴による年 すえて、春夏秋冬の移り変わりの中でとらえて 同　　　上

中行事と民衆の歌 ゆく。

ロシア民衆の体験から発した、生活の智慧の

ロシアの民衆文化巫 凝縮的表現である簡潔な諺諺的成句を通して、

5 一諺・諺的成向・ ロシア人の日常生活、習俗、ものの考え方を明 同　　　上

名句名言 らかにする。

農耕・牧畜・漁業などの経済活動とのかかわ

ロシアの民衆文化IV りの深い諺を、その寓意を通して考え、ロシア

6 一諺にみる民衆の 人の民族的心性について考察する。 同　　　上

生活文化

「プラストール」「タスカー」などのロシア

ロシアの自然1 語の概念を理解しながら、ロシアの詩人がいか

7 に：自然を見つめてきたか、そこに光をあてて文 川　端香男里

一「祖国」と自然 学と自然、「祖国」と自然とのかかわり合いを

考える。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ロシアに焼ける秋の情感を、プーシキンの詩

ロシアの自然　H 『秋』を読みながら理解する。そしてロシアの

8 一ロシアの詩に見 詩人の多くが、感情や感受性だけでなく、「思 川　端　香男里

る「秋」の感情 想」をこめてロシアの自然を歌っていることを

考察してゆく。

ロシアの自然風土の中で、人間と動物とのか

ロシアの自然　皿 かわり合いを生活史的に見てゆくと同時に、プ

9 一シキンの韻文小説『エヴゲーニイ・オネーギ 同　　　上

一ロシアの森と河 ン』に見られるフォークロアの世界にもふれて
ゆくQ

プーシキンの詩『冬の道』を援用して、ロシ

ロ　シアの大地 ア人の旅について考える。自然の営みと、そこ

10 一ロシア人はどの に生活し、行き交う人々の姿を通しての農業・ 同　　　上

ように旅をしたか 交通の歴史的考察。

18世紀以降のロシア近代化の中で、ペテル

都市と農村　1 ブルクという近代都市が成立するが、これは古

11 一・ 鴻Vアの都市の いロシアの伝統の中にまったく新しい要素を生 同　　　上

成り立ち み出した。都市がロシア近代史に提起した問題

を考える。

近代化が進む中で、農村および農民は社会の

都市と農民　皿 矛盾を最も深刻に味わわせられることになる。

12 今日のソ連をも含めてロシア文学の最も重要な 同　　　上

農村　と　農：民 テーマである「農村」について考察する。

百を越える民族、百を越える言語を話すロシ

アーソ連、その中にあって国家構成員である

13 民　　　族　　　1 ドイツ人、ユダヤ人はいかに生きているか。さ 同　　　上

らに、時にはロシアの歴史の主役を担ってきた

コサックについても考察してゆく。

今日のソ連を構成する諸民族の中で、最大の

人口をもつ東スラヴ族のロシア人、次いでウク

14 民　　　族、　　丑 ライナ人の歴史と現状を考える。一方、非スウ 同　　　上

ヴ系民族はいかに生きてきたか、その苦難の歴
史を考察する。

1917年の革命による国家としての名称と体

ロシアとソ連 制の一大変革は、それまでのロシア的なものに

15 どのような変化をもたらしたか、あるいは変化 同　　　上

一連続と変化 せずにどのように生き続けているのか、功罪両

面にわたって考察してゆく。
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　　　＝社会思想史＝（R）
〔主任講師：城塚　登（共立女子大学教授）〕

全体のねらい
　近代の民主主義国家・社会、資本主義社会を形成してきた人たちの社会思想、またそうした国家・

社会のはらんでいる深刻な諸問題と対決し、その解決をめざした人たちの社会思想を考察し、現代の

高度に発展した社会に生活するわれわれが、人間らしいあり方を確保するためには、どのような国家

・社会をめざすべきかを考える。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

近代的な国家・社会は、資本主義経済の発展

1 近代的人間の登場

（産業革命）と市民革命を通じて出現したが、

ｻれを担った合理主義的人間はルネサンス期に
o場した。マキァヴェリの社会思想を考察する

城　塚　　　登

i共立女子大学教授）

ことによって、そうした合理主義的人間の社会
観を見る。

宗教改革の指導者ルターの宗教思想のなかに
は、内面的信仰を通じて神と結びつぐ個人の自

2 個人の自立と自由
立と自由、職業労働の意義が確認されるなど、
ﾟ代社会を担う人間のあり方が示されている。

同　上

それはカルヴィニズム、ピュウリタニズムに引
継れる。

ピュウリタン革命に出合ったホッブスは、個

人の自然権から出発し、諸個人が社会契約によ

3
民主主義思想の成 って国家・社会をつくったという民主主義思想 同　上
立（1） の基礎がある。その問題を考える。

「王政復古」から「名誉革：命」にいたるイギ

4
民主主義思想の成
ｧ（皿）

リスに於いてロックは社会契約について考えを

iめ、「主権在民」の考え方を確立する。 同　上

ロックの思想は、モンテスキュー、ヴォルテ

5
啓蒙思想の展開と
鴻}ン主義

一ル、ルソー、カントなどの思想家に受けとめ

轤黶A啓蒙思想として展開。反動としてシュレ

[ゲル兄弟らのロマン主義が現われる。

同　上

自由と平等を掲げたフランス革命は、流血と

6
「市民社会」への

ｽ省

専制をもたらした。へ』ゲルは、スミスが解明
ｵた「市民社会」のあり芳に反省を加え覧国家

ｪ「市民社会」の活動を制御すべきだとする。

同　上

イギリスのオウ土ンは労働者の生活改善に努

め、協同生活・協同労働の＝村を開いて社会主義

7 初期社会主義思想 を説き、フランスでは科学者と産業者が社会の 同　上

主導権をもつべきだとサン・シモンが主張した。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

へ一ゲ々哲学から出発したマルクスは、国家

8
マルクスの人間解

厲v想

は幻想の共同体であるとし、市民社会の自己変

vをめざした。そして人間の自己疎外克服を人

ﾔ解放の課題とする。
城塚　　　登

唯物史観に立つマルクスとエンゲルスは、資

本主義が生産力の発展の妨げとなっているとし、

9， マルクスの共産主
`思想

生産手段の社会化を中心とする共産主義革命を

烽ｭ、資本主義の経済学的解明を論こなう。
同　上

イギリスの「フェビアン協会」は社会的善の

10
7エビアニズムと
ﾐ会民主主義

実現をめざし、土地や資本の公有、社会福祉・

ﾛ障の充実をめざす。ドイツ社会民主党は議会

?ｮによる労働者の権利拡大という路線を提出
同　上

した。

’ロシアでマルクス主義を受けとめたレーニン

11
マルクス主義思想の展開 は、資本主義が帝国主義の段階に達したとし、

F革命を指導し実現した。西欧では、ルカーチ労 同　上

働者階級の主体的自覚の形成が課題とした。

社会の近代化を合理化の過程としてとらえた

12
合理化と官僚制の
竭

ヴェーバーは、会社などの集団が官僚制の特徴

�ｦすようになるとし、人間はそれと対決しな

ｯればならないと説く。

同　上

20世紀、資本主義社会は産業的合理化を進め

たが、同時に非合理的行動や激情に走る傾向を

13 大衆社会の問題 もつ大衆が発言力をもった。その病理を指摘し 同　上

たマンハイム、リースマンを見る。

情報化社会の人びとの生活全体を制御してい

るのは、国家と法人大企業の複合機構であると

14 管理社会の問題 するガルブレイス、組織された資本主義の新し 同　上

い問題を指摘したハーバーマスをとりあげる。

近代日本に澄ける社会思想の展開を概観し、

15
人間らしい社会を昌

ﾟざして

日本の社会の現状を考える。民主主義、官僚制、

蜿O化、管理社会化：などが日本の特殊性とから

ﾝながら引き起す問題にどう対処していくか。

同　上
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二思考と論理＝（R）
〔主任講師9大森荘蔵（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　思考、論理という曖昧模糊とした二概念を明確にすることによって、両者の関聯が言語の場にある

ことを示そうとする。そして具体的に日常日本語の中から若干の語の意味規則を撰んでそれらの規則

から現行市販されている教科書の論理学が導出されることを示すことによって論理の言語規則説の一

般的証明を行う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 概説的序　論

　本章の目的本題の誤解　「思考」の曖昧さ
u思い」も思考　「思い」の言語化　言語規則説
L号論理学　我が国での記号論理　思考と論理
K則説の述べ方

大　森荘　蔵
i東京大学名誉教授）

2 思考　と　は　？

　思考の意味の曖昧さ　「思い」としての思考
m覚（perception）に対しての思考（conception）

v考的理解の様々　知覚の中に籠った思考　四六
梺?uに思考

同　　上

3 思考　と　言語

経験は普通言語化されない言語以前の経験
ﾆいう誤解想起とは過去形の経験思考が言葉
ﾉなる　夢の場合繰返して誤解を排する 同　　上

4 論理　と　は　？

　醐　　・　　　　　　　　　　て　論　　　　　　る

r中律の形式の正しさ　言語規則説　出発点とな
骭黷�Iぶ一四つの接続詞　それら接続詞の意味
K則論理学の導出　結果の検定　日本語から論
搖wが導出される　言語規則と論理的正しさとの
ﾖ係の実例平面幾何学の語群　親戚名集団　等
p?ﾌ意味により平面図から切断面図を導出する

同　　上

5
言語規則から論理

�ｱく

　言語規則説の証明の必要　局所的論理全域的
_理　非主題的な言葉から出発　非主題的な名詞・

ｮ詞接続詞は非主題的　真理値表による接続詞
ﾌ意味表現真理値表を使って複合文の真理値を
?ﾟる　恒真文型　i接続詞間の依存関係

同　　上

6
述　　語　論　理，
@　　　（1）

　言語規則説を述語論理に及ぼす主語一述語の
¥記法　関係を含む述語の表記法　「すべて」の
¥記ω　「すべて」の範囲話題世界を不定にして
ｨく存在記号の導入最大数に関する文例束縛変
?A自由変項述語文の簡単な表記法真理値による
q語の定義　π座述語（瓢の）π（翫，062，¢π）と
ﾆ（」｝の∬（忽1，劣2，0ゆπ）の真偽　述語論理の

ｶ型　回帰定義　妥当文型　公理系による公式的

ﾘ明

同　　上

7
述　語　　論　理
@　　　（2）

　言語規則説への疑問　非主題的な語群から全域
_理学記号論理学の普遍性弁証法と形式論理
ﾚ続詞と分割描写量子論での接続不能確率論
ﾆ接続詞　総称詞の接続機能　論理は世界に相対
I　E．T生物の論理

同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
異なる言語に異な
髦_理？

@　　　　　　　　＼

　言語規則説への疑問非主題的な語群から全
譏_理学　記号論理学の普遍性　弁証法と形式

_理　接続詞と分割描写　量子論での接続不能

m率論と接続詞　論理は世界に相対的

大　森　荘　蔵

9 論理的必然性

　必然性をとり上げる　論理的文は経験的検証と
ｳ縁　排中律の場合　規則に従う　規則に従わな

｢と 同　　上

10 古典的三段論法

　古典的三段論法と記号論理学三段論法各種
ｳしい三段論法　推論型と文型　推論型と文型の
褐ﾝ導出　接続詞　　矛盾文型から任意の文が推

_できる
同　　上

11 思考の論理性

二つの結論思考は必ず論理的？　論理と言い
ｷえ　首尾一貫　はやり言葉の論理

同　　上

12
形式化とコンピュ

[タ

　形式性の必要形式化と機械化　算盤　コンピ

?[ ^　接続詞に対応するスイッチ回路　・のス

Cッチ　Vのスイッチ　～のスイッチ　機械的解

@決定可能性
同　　上

13
入間・脳・コンピ

?[ータ

　言い廻しの危険　§1コンピュータ　コンピェ』タは「計算する」　機能的弓類化　§2脳

同　　上

14 言語　と　世界

　言語表現という誤解事物の輪郭　「家」の固定「家」の制作　言葉に生活が籠る　人の動作カントの図式論も同様　時間順序　時間順序の制作　要約　人間的意味を世界に与える

同　　上

15 論理　と　世　界

　世界の法則としての論理　論理は経験法則では

ﾈい　論理は言語を通して世界に成り立つ　時間
㍼?@カントと規則説　今一つの観点　命題論理の接続機能　古典物理と量子論弁証法論理　有

�ｫの観点結論

同　　上
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一中古日本文学一 （R）

〔主任講師　秋山　虎（東京女子大学教授）〕

全体のねらい

　平安尊都から鎌倉幕府の開設までの400年間、平安時代の文学を一般には中古文学と呼ぶ。主たる

担い手は　族たちであるが、彼らによって創出された多彩な文学の達成は後世に現範的な意義をもち

つづけ、日本的な美意識の源流をなした。この中古文学の展開の姿を史的に追求する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

桓武天皇による平安　都にはじまるとの時代

の文化は、勅撰漢詞（文）集に象徴されるよう 秋　山　　　虎
1 古文学の始発 に、まず大々的な唐風文化に特徴つげられる。 （東京女子大学

3の様相と歴史的意義を探り、やがて3の唐風 教　授）

がしだいに和様化していく過程を説く。

漢文学の全盛時代に和歌は貴族たちの表立っ

2
r古今集』と

た文学とは目されなかったけれども、万葉時代
ﾈ来の伝統が絶えたのではない。その様相を追
ﾕし、やがて中古今集Hの成立に至る経過を説

久保田　　　淳

その時代 述するとともに、この最初の勅撰和歌集の世界 （東京大学教授）
の特質に：ついて論ずる。

本来は口　の文芸であったモノカタリが、こ

物語文学の誕生 の時代に固有の意義を担いつつ仮名散文の虚構

3 一r竹取物語』と 文学として発達する事情、およびいわゆる歌物 秋　山　　　虎

r伊勢物語』一 語が成立する経緯を探って、物語文学の本質は
何かを考える。

4
．

日　文学の成立と
W開一r土佐日記』と

@r蜻蛉日記』一

　物語文学と並んで仮名散文の日記文学の成立

ｵている事情を、記録としての日記や和歌との

ﾖわり3の他の要因から考えてみる。また日記

ｶ学によって、いかに人間の内面世界が　り起
ｱされるに至ったかを明らかにする。エ

同　　　上

5

虚構物語の成熟と
赶ﾕ一rうつほ物語』と

@r落窪物語』一

　当時の物語が貴族社会の女性の消閑の具とし

ﾄ無数に作られていた実状を説明し、それらの

ﾈかで特異な作品であるがゆえに現存する『う

ﾂほ物語』や『落窪物語』について、3の成立
ﾌ意義を考える。

同　　　上

漢詩に代わって公的な文学の座を穫得した和

r後撰集』・r拾 歌は、貴族たちの私的な生活感情を託す表現手

6 段として日常生活に根づいた。そうした和歌の 久保田　　　淳．

遺集』の位置 機能、詩物語との関わり、また後代に及ぼした

影響などについて考察する。

日本人の美意識の伝統に：規範的意義をもつ

清少納言と 『枕草子』の特質や3の成立事情を、作者清少

7 納言の個性や3の生活的背景との関わりに澄い 秋　山　　　虎

r枕草子』 て考える。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

『源氏物語』の作者紫式部の人生を家集や

紫式部とr源氏物 『紫式部日記』等によって考察し、物語執筆の

8 経緯を推定し、主人公光源氏の栄華を語る『源 秋　山　　　虎

語』の世界←） 祝物語』の第1部の世界の主観・構造を説明す
驕B

『源氏物語』の第三・皿部の世界の推移・主

紫式部とr源氏物 題の展開の様相を追跡し、物語文学史のうえに

9 抜きんでた独自の達成について考え．る。 同　　　上

語』の世界⇔

『源氏物語』が以後の文学に対してどのよう

な影響力をもちつづけたか。『更級日記』の作

10 r源氏物語』以後 者菅原　標女の源氏物語をはじめ、長短編の物 同　　　上

語群の様相を概観する。

一条天皇朝、和泉式部・赤染衛門など女流歌

女流歌人とr後拾 人が輩出した後事文化の最盛期を受けて、『後

11 拾遺集』が撰集されたが、その時代背景はいか 久保田　　　淳

遺集』 なるものであったかを考察し、同憂の成立が王

朝和歌史の屈折点に位置する理由を明らかにする。

王朝期文化とは矛盾する性格をはらむ完政朝

和歌文学の革新 文化の性格と浄土歳の添造か和歌文学にいかな

12 一　詞花　の る影響を及ぼしたか、歌人層の変化、　歌の場 同　　　上

時代一 の変質などの諸相を追求する。

歴史的事実を素材とする、いわゆる歴史的物

歴史物語の諸相 語、『栄花物語』・『大鏡』などの成立の意義 多　田　一　臣

13 一r栄牡物語』 を考え、それぞれに描き出される世界について

とr大鏡』一 説明を加える。 （千葉大学助教授）

説話文学の世界は、貴族を中心とする王朝文

説話文学の誕生 細いわば周縁に位置している。最古の説話集で

14 一r日本霊 ある『日本霊異記』を取り上げながら、説話文 同　　　上

異記』一一 学誕生の意義を考える。

『今昔物語集』の厩大な説話群を統一するも

r今昔物語集』 のは何であったのか。説話内容の分析を通じて、

15 その世界認識のありかたについて考える。 同　　　上

の世界
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＝アジア論IV＝（R）

〔主任講師：武田幸男（東京大学教授）’〕

全体のねらい
　朝鮮は私たちに最も近く、緊密な国であった。そこに：住む朝鮮人は今までも、そしてこれからも大

切な隣人である。隣人が長い間に築き、育ててきた朝鮮の歴史を理解することは重要であり、また興

味のあることである。その朝鮮ゐ歴史について、国際的な広い視野からとらえ直し、その複雑で多様

な流れを一貫して追究してみたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

朝鮮半島は、朝鮮の歴史が展開した主要な舞

1

朝鮮半島と朝鮮歴

jの流れ

台であった。そこで、次回からの具体的な講義
ﾌ前に、まず、歴史の舞台としての朝鮮半島の
ﾁ色を理解し、そのうえで、時期を追って認め
轤黷髣�j上の変化・発展をたどり、朝鮮歴史

武　田　幸　男

i東京大学教授）

の流れの特質について考えてみたい。

朝鮮半島に人類がはじめて足跡をしるしたの
は、今から数十万年前のことであった。やがて 木　村　　　誠

2 朝鮮史のあけぼの
人々は農業を発展させ、金属器の使用を澄ぼえ
ﾄ　各地ではそれぞれ首長層を中心とする政治
E宗教的な社会が成立した。考古学の成果によ

（東京都立大学

@　　　助教授）

って、この過程をあとづけてみたい。

朝鮮半島に：八ける国家形成は、たえず周辺諸

3

古代国家と三国の

`成

民族との関連のもとで、長く複雑な経過をたど
ﾁた。古朝鮮の興亡から、中国の古集支配をへ
ﾄ、高白扇・百済・新羅などの成立に至る歴史
ﾌ流れを概観し、朝鮮に感ける国家形成の特質

同　　　上

を考えてみたい。

6世紀初め、新羅は高句麗のくびきを脱する

三国の抗争と新羅 と、南部の加羅諸国を圧迫し、やがて併呑して、 季　　　成　市

4 朝鮮半島は文字どおり三国時代を迎える。三国 （早稲田大学

の統一 間の抗争は、中国・日本をまきこみ複雑に推移
ｷるが、この新羅の台頭を軸に、百済・高句麗

非常勤講師）

の滅亡に至る政治過程を述べる。

新羅は7世紀後半の国際的な激動期をきりぬ
け、三国統一を達成する。いっぽう北部の高句

5 統一新羅と　海 麗の旧地は放棄されたが、しばらく後に、ここ 同　　　上
に高句麗遺民を糾合して、　海が建てられた。
約二百年間、南北に：並存した新羅と　海の社会

及び文化について述べる。

10世紀初めに建国し、後三国を統一した高
麗は、主に唐・宋の制度を模範として諸制度を 浜　中　　　昇

6 高麗の成立と展開 ととのえ、11世紀ころ最盛期を迎えた。しか （神田外語大学
し12世紀には地方の農民の動きが活発となり、 教授）
中央の政情も不安定となった。高麗前期の興起
とそのかげりとを概観してみたい。

12世紀後半に武臣が政権を握り、以後百年

武臣政権の成立と 続いたが、この時期はまた民衆反乱の時代でも

7
あって、高麗の支配体制は大きく変化した。そ 同　　　上

モンゴルの支配
の後、高麗はモンゴルの嵐にまきこまれ、その
x配をうけるが、やがて新興層の台頭がみられ
た。高麗後期の激動ぶりを概観したい。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

14世紀の末、朝鮮王朝が成立した。王朝は

8
朝鮮王朝の成立と

新興の士大夫層とともに、．朱子学を統治理念と

ｵて導入し、新しい中央集権的な国家体制を整
ｦた。その支配と社会のシステムに力点をおき

山　内　弘　一一

i上智大学

発展 ながら、王朝の成立やその後の政治史の展開過 専任講師）

程、文化の発展について概観してみたい。

朝鮮王朝の社会体制は、16世紀末の豊：臣秀

9

朝鮮王朝後期の社

?ﾆ文化

吉による侵略を契機として大きく変化し、18
｢紀には新しい様相を帯びるように：なった。そ
ｱで、社会や文化に現われた新傾向に力点を拙
ｫながら、欧米など外国勢力が進出してくるま

同　　　上

での政治史の過程を概観してみたい。

19世紀後半に澄ける朝鮮の開国は、国内体

開国と近代的改革 制の不備と不平等条約によって、国内的・対外
I矛盾を激化させていた。開国を進める開化派

朴　　　宗　根

10 は近代的改革を断行して、危機の克服をはかっ （熊本商科大学

運動 たが、改革は挫折したbその挫折の要因をめぐ 教授）

って、多角的に検討してみたい。

朝鮮が近代的改革の挫折で混迷していたのに

11
植民地への

@　　　転落過程

対し、日本は軍国主義体制を整え、日清戦争と
垬I戦争によって清とロシアを排除するととも
ﾉ、朝鮮人の抗日運動を抑圧して、ついに1910
N、植民地にした。そこで、朝鮮の植民地化過

同　　　上

程とその特徴を考えてみたい。

1910年に朝鮮は名実ともに日本の植民地に

12
、武断統治と なった。朝鮮総督のもとに憲兵警察が猛威をふ

驍｢、生殺与奪の権を握った。しかしそれは朝
宮　田　節　子

i早稲田大学

三・一運動
鮮人の抵抗の力を内にむかわせ、それが19年
ﾌ三・一運動となって爆発した。三・一一運動を

非常勤講師）

中心に、10年代の朝鮮に：ついて考えたい。

三・一一運動の後、日本は支配の基本方針とし

支配政策の転換と て同化政策を強化しながら、支配政策の手直し

13
をおこなった。その一一環として民族新聞の発刊 同　　　上

民族運動の展開
が許され、朝鮮：人はこれを武器として多彩な民

ｰ：運動を展開する。20年半の支配と抵抗の緊
張関係を軸に、話を進めてみたい。

15年戦争がはじまると、朝鮮も日本の大陸

朝鮮民衆と皇民化 兵砧基地として再編された。しかし朝鮮民衆に

14
とって、戦争は地算同士の争いに：すぎない。こ 同　　　上

政策
のよう：な醒めた民衆の存在が、日本を狂気じみ

ｽ皇民化政策にかりたてた。その矛盾に焦点を
あて、植民地支配の本質を考えたい。

前回までの講義によって、朝鮮歴史の長い流

15

朝鮮歴史の流れと

総ﾛ関係

れをたどってきた。そこで最後にふりかえって
ﾝると、流れを？らぬいて歴史の発展が認めら
黷驍ﾆともに：、またその時々に：お・ける周辺諸民

ｰ、諸国家との密接な交流が確かめられる。朝

武　田　幸　男　v

鮮の歴史と国際関係を考えてみたい。
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＝ヨーロッパ論1＝（TV）

〔主任講師：阿部玄治（放送大学教授）〕

全体のねらい
　東ヨーロッパは地形的に際立った境界をもたないため絶えず東西の強大な勢力の侵入をう嫉その
都度稀々の影響をうけてきた。東ヨ一二ヅパで最大の国家を形成したロシアを中心に、これらの諸影響を、

響を歴史の理論とも関連させながら考察する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

東ヨーロッパという言葉が示めす地理的範囲

1

東ヨーロッパの

@　　　　　範　囲

が定まるのは第2次世界大戦（ソ連では第2次
d国戦争という）以後でする。ヨーロッパとか
ｼ洋という概念の変遷とも絡めて、ソ連を中心
ﾆする社会主義国家圏としての東ヨーロッづを

阿　部　玄　治

i放送大学教授）

考察する。

ナポレオンの侵入に対するロシアの戦いは第

ナポレオン侵入と 一次唐国戦争と呼ばれる。その経過とこれがロ

2 シア革命運動に与えた影響を考察する。 同　　　上

東白一ロツパ

二月：革命によって帝政ロシアは崩壊した。こ

第一次世界大戦と れに最も大きく影響したと思われる諸要因一
3 経済、戦争、革命運動、行政などについて考察 同　　　上

帝政ロシアの崩壊 する。

十月革命を成功させた経済的必然性と呼ばれ

十月革命と社会主 るものや、革命勢力の組織力について、ネップ

4 に至るまでの経過とあわせて考察する。 同　　　上

義国家ソ連の成立

第一次大戦後成立した東ヨーロッパの小民族

第2次大戦前の の諸国家は、独ソの間にはさまれて独立を失っ

5 てゆく。∫そこに第2次大戦を生み出したもろも 同　　　上

東ヨーロッパ ・ろの要因も生じてきたのである。

スキタイ、サルマート、フン、アヴァール、

東方遊牧民の東ヨ マジャールなど東方古代、、中世に：おける東方遊

6 牧民の侵入と、そのスプラ世界に与えた諸影響 同　　　上

一ゴツパ侵入 を考察する。

ロシアに侵入したノルマンによリロシアに最

ロシアの建国とノ 初め国家ができたとするロシアの年代記「過ぎ

7 し才月の物語」について、その写本の系統など 同　　　上

ルマンの侵入　（1） 史料の外的批判を中心に考察する。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「過ぎし才月の物語」につついて、ノルマン

・ロシア建国とノル 建国を支持するとみられる他の諸史料を示めし、

8 史料の内的批判を展開する。 阿　部　玄　治
マンの侵入　（2）

ノルマン説を反　するとみられる諸史料を示し

ロシア建国とノル て、史料の内的批判を続け、侵入したノルマン

9 の役割を考察する。 同　　　上

マンの侵入　（3）

キエフ国家に対するビザンツの影響、ギリシ

キエフ国家とビザ ア正教の影響などを考察する。

10 同　　　上

ンツ
L

西の向つたノルマン人はイギリス、フランス

西方に進んだノル からシチリアに入り、西方文化の影響下に入る。

11 マン人 東西の封建制を比較しながら、ロシアに入った 同　　　上

東西の封建制 ノルマン人の場合と比較する。

12

モンゴル侵入とド
Cツ騎士団侵入の
e響
Lエフの衰頽

　1240年のモンゴルのキエフ攻略によってキ

Gフは衰頽したとされるが、キエフ衰頽の経過

�yチェネーギャポロベッツといった東方遊牧

ｯ侵入とも関連させて考察する。

同　　　上

ドイツ騎士団の東方進出に対抗して、リトヴァ

リトヴァ大公国の 大公国が興隆し、モンゴル侵入と絡みながら、

13 興隆とポーラン．ド 白ロシア、ウクラクナを支配下におきポーラン 同　　　上

リトヴァの合併 ド合併して、東ヨーロヅパの大国と：なってゆく。

モンゴルの支配下にあって功妙な外交政策に

よって力をたくわえたモスクワは、東北ロシア

14 モスクワの興隆 に葺ける大国への道を歩み始める。 同　　　上

イヴァン3世に至ってモンゴル支配から独立

15
東方に対する勝利 したモスクワ公国は、イヴァン雷帝によってヵ

Uン三国、アトラハン三国を滅ぼして東方に勝
?ｵ、西方バルト海への進出を計ることになる。

同　　　上

と西方への進出 これ以後ロシアの東西への拡大が続くこととな
る。
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＝文芸史と文芸理論＝（R）

〔主任講師　轡田　収（学習院大学教授）〕

全体のねらい
　ヨーロッパの古典古代から近代にいたる文学の生産とそれに対する理論ないし学的反省との関係を

史的に捉えてゆく。このような視点をとると、文学の実践と理論とは、時代により、国あるいは言語

圏により、独特な相互関係をもっていることが明らかになるであろう。ひとつの国の文学史のみを目

にしたのでは気がつかないような、さまざまな言語文化　の共通性、そして特異性を考察してみたい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

古典古代　　（1）
1．ギリシア悲劇
Q．アリストテレスの『詩学』

轡　田　　　収

i学習院大学教授）

ｪ　　　道　男
一一@ギリシア　一 （京都大学教授）

1．ラテン的世界の始まり

古典古代　　（2） 2．ホラティウスの『詩論』一詩作技術
2 3．クゥインティリアーズスの『弁論家の 同　　　上

一　　ラ　テ　ン　一 教育』

1．「ラテン中世」とはなにか一文化的統合
中　　世　　　（1） 体としてのヨーロッパ 轡　田　　　収

3 一ラテン的
@　　　　中世一

2．「古典」あるいは「正典」の形成　　　　　　　　　　　　　　　　’3．12世紀のルネサンス

　南大路　振　一
i姫路独協大学教授）

1．テクストの性格一口承と筆写
中　　世　　　（2） 2．　トルヴェールとトルバドゥール 轡　田　　　収

4 3．犯罪詩人フランソワ・ヴィヨン 新　倉俊　一
一　　フランス　一 4．ロマンの誕生 （東京大学教授）

1．フランス種の叙事詩
中　　世　　　（3） 2．ドイツが誇る『ニーベルンゲンの歌』 轡　田　　　収

5 3．作品の中の批評
一　　ド　イ　ツ　一 未　定

1．古英詩の詩学
中　　世　　　（4） 2．rべ一オウルフ』 轡　田　　　収

6 3．チョーサーの出現 高　田　康成
一　イギリス　一 （東京大学助教授）

俗語文学の栄光
1．俗語文学の誕生

Q．清新派とダンテの『神曲』
轡　田　　　収

ﾍ　島英　昭
7

一　イタリア　一
3．ベトラルカとポッカッチョ

（東京外語大学

@　　　　教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1。黄金の時代
近代文化への道（1） 2．セルバンテス、カルデロン、ローペ・デ・ 轡　田　　　収

8 べ一ガ 牛　島　信　明
一一 Xペイン　一 3．批評家グラシアン （東京外語大学教授）

1．文芸理論の登場
近代文学への道（2） 2．デュ・ベレーの『フランス語の擁護と顕揚』 轡　田　　　収

9 3．〈古代人の模倣〉 成　瀬駒　男
一　　フランス　一

@r
4．古典主義の確立 （国学院大学教授）

ユ．必要だった詩の擁護
近代文学への道（3） 2．文芸と国民性一エリザベス朝文学 轡　田　　　収

10 3．シドニーの批評論
一　イギリス　一一 未　定

1．遅れてきた国民
近代文学への道（4） 2．詩の改革一階ーピツの詩論 轡　田　　　収

11 3．国語の育成．

一　　ド　イ　ツ　一一 4．新興の文学ジャンルー小説 未　定

1．小説（ロマン）とは何であったか

2．小説の3系統 轡　田　　　収

12 小説の興　隆 3．小説の理論は小説そのもの 辻　　　邦　生

（学習院大学教授）

1．文学の近代と天才概念一市民社会の旗手
「天才」 轡　田　　　収

13 文学　と　天　才 2．天才と自然 大　貫　敦　子

3．天才と美学の変貌 （学習院大学助教授）

1．「国民」という概念一国民運動と国民意

文学と国民意識 識 轡　田　　　収・

14 2．国民意識と文学の歴史 三　島　憲一
一ドイツを例に：一　　　　轟

3．ドイツ学の成立一精神科学と国民意識 （学習院大学教授）

1．近代と芸術の自律性

2．理性の自己分析と芸術

15 社会と文学¢）自律性 3．市民社会の代償としての芸術 同　　　上

4．アヴァンギャルドと芸術の自己反省
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＝イギリスの言語文化1一（TV）

〔主任講師：橋口　稔（東京大学教授）〕

全体のねらい

　ルネサンスの時代から20世紀の現代まで、イギリスの言語文化の諸相を、社会との関連に触れな

がら、歴史的に辿ってみようと思う。主として文学作品をと澄して考察することになるので、作品を

読んでもらうことを課題にするつもりである◎

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

イギリスについて考える場合に、まず基本的

1 英語の歴　史
に知って澄く必要のあること一応解説した上で、

p語の変遷の歴史を説明する。
橋　口　　　稔

（東京大学教授）

イギリスのルネサンスを時代的背景のもとに

考察し、シェイクスピアを生みだすにいたるエ
2 シェイクスピア1 リザベス朝演劇の特質を考える。 同　　　上

シェイクスピアの生涯を分っている範囲で説

明し、その上でシェイクスピアの作品の本質に
3 シェイクスピア皿 ついて考えてみる。 同　　　上

1611年に刊行された「欽定訳聖書」につい
て考えながらで併せ七イギリスの宗教について

4 欽定訳聖書 ＝考察を加える。 同　　　上

ミルトンゐ生涯について考えながら、ビュー

リタン6精神がイギリスの文化において持つ意

5 ミ　　ル　　ト　　ン 味について考察する。 同　　　上一

イギリスの海外進出という背景を考慮にいれ

ロビンソン・ た上で、デフォーの『ロピソソシ・クルーソウ』

6 について考えてみるご 同　　　上

クルーソウ

主どしてオースティンのr高慢と偏見』に描

近代小説に かれた、カントリー・ハウスの生活をとおして、
7 ジェントリー階級に対する考察を行なう。 同　　　上

見る生活1
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

18世紀末から19世紀初頭にかけてのロマ
ンティシズムの動向を、当時の社会的背景と関

8 ロマンティシズム 連させて考えてみる。 橋　口　　　稔

ジェントリー階級の子弟が学ぶパブリック・
近代小説に： スクールのことを、ヒューズの『トム・プラウ

9 ンの学校生活』によって考えてみた上で、貧し 同　　　上
見る生活皿 い階級の子供たちのことも、ディケンズの小説

をと澄して考えてみる。

ヴィクトリア朝の風潮を、テニソンの詩など

によって考えた上で、ヴィクトリアニズムに対

10 ヴィクトリアニズム する批判も取り上げて考察する。 同　　　上

ストレイチー、ウルフ、ケインズ等をメンバ

ブルームズベリー 一とする私的な集まりであったブルームズベリ

11 一・グループをとおして、1900年代から1920 同　　　上

・グループ 年頃までのイギリスの文化の変化について考察
する。

アメリカに生れてイギリスに帰化したエリオ

T．S。オリオット ットと、炭坑夫の子として生まれたロレンスを

12 取り上げて、イギリス文化の問題を考えてみる。 同　　　上

とD．H．ロレンス

W．H．オーデンを中心とする1930年代に
活躍した詩人、作家たちの世代を取り上げて、

13 オーデン世代 第一次世界大戦後から第二次大戦にかけてのイ 同　　　上

ギリスの文化の動向を考える。

第二次世界大戦後のイギリス文化の執しい動

第二次世界 向を、1950年代に登場してきた作家たちによ

14 って考えてみる。 同　　　上

大戦後1

同じ第二次世界大戦後の動向をさらに考察し、

第二次世界 現代イギリス文化を展望する。最後に、日本と

15 イギリスの関係を取り上げて、結びにする。 同　　　上

大戦後皿
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＝イギリスの言語文化皿・＝（TV）

主任講師
〔

川西　進（東京大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　〕
山内久明（東京大学教授）

全体のねらい
　ヨーロッパの政治的・経済的統合の機運が高まる中で、イギリスの文化と社会は、広い間口と深い
奥行きのある国有のアイデンティティを保ち続けている。イギリスを知ることは、それ自体としての
価値があるだけでなく、世界的視野の確立のためにも不可欠である。イギリスを形作る構成要素を、
多角的・総合的に考察したい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

イギリスの自然と

ﾐ会

　自然環境としてのイギリスの地理と気候、そ

黷轤ｪイギリス社会の発展過程とどのように関

墲ﾁて来たか。

川　’西　　　進

i東京大学教授）

R　内　久　明
i東京大学教授）

fraham：Law
（恵泉女学院大学助教授）

イギリスの田舎と都会の分岐と交流またそ 山　内　久　明
イギリスの田舎と れらが、人々の想像力の中でどう捉えられ表現

2 されてきたか。 （LE・H・Hughes
都会 （東京大学

外国人教師）

ケルト、ア・グロ・サクロン、デーン、ノル
イギリスの民族的 マンなどの征服、服従、対立、融和の歴史とし 山　内　久　明

3 てのイギリスの民族的成の立ち、さらには「新
成り立ち しいイギリス人」と呼ばれる有色移民の問題。 Graham：Law

いわゆるクウィーンズ・イングリッシュ、B 川　西　　　＝進

イギリス英語の多 BCイングリッシュのような標準英語のほかに

4 イギリスには細かく分岐した多様な方言がある。
A。P　Collins

様性 地域差に加えて、さらには階級差もあって、イ
Mリス英語は複雑極まりない。こうした問題を
lえる。

（東京大学

@外国人教師）

　議会政治、政党、政治思想の長い歴史を持つ

Cギリスの政治の特質を考える。
山　内　久　明

5 イギリスの政治
河　合理　和’

（学習院大学教授）

産業二二、資本主義帝国主義社会福祉な
ﾇ、近代経済の典型を示し、数多くの秀れた経

山　内　久　明

6 イギリスの経済 済学者を輩出したイギリスの経済の特質を考え

驕B
早　坂　　　忠

i東京大学教授）

階級制度に立脚した質の高いエリート文化と、

イギリスの社会 他方にある労働者階級との分極化。それがイギ 川　西　　　進
7 リスの文化と社会の形成にどのように関わって

一一 @階級制の問題 来たか。 Graham　Lβw
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

公立と私立のほ瓜それぞれの中でも多様性
イギリスの教育U） を持った複線方式の学校制度が、イギリスの文 川　西　　　進

8 化と社会にどう関わって来たか。 山　内　久　明

一　学　　校 Graham：Law

中世に起源を持つオクスフォード澄よびケン

イギリスの教育（2） ブリッジの両大学をはじめとして、近代の諸大 山　内　久　明
9 学、新興大学など、異なる背景を持つ大学と、

一　大　　学 イギリスの文化と社会との関わり合い。 G．E．H．　Hughes

　ローマ・カトリック教会から離反して成立し

ｽ英国国教。さらに英国国教から離反し対立す
川　西　　　進

1Q イギリスの宗教 るノン・コンフォーミズム。宗教がイギリスの A．J．Pinnington
文化と社会にどう関わって来たか、考察する。 （早稲田大学

@専任講師）

ニュー gンの科学思想の基盤となった経験主

義哲学の伝統を持つイギリスの哲学をはじめと
川　西　　　進

11 イギリスの思想 して、近代に導ける社会思想なども含めて考察

ｷる。 杖　下隆　英
（東京大学教授）

シ．エイグスピア、ミルトン、ディケンズなど

大作家を輩出したイギリス文学の特質は何かを 川　西　　　進

12 イギリスの文学 考える。

A・P．Colli：ns

　建築、音楽、絵画、演劇など、イギリスの芸

pについて考える。
川　西　　　進

13 イギリスの芸術
Clair　Hughes

（津田塾大学助教授）

国民性は、ある意味で文化ど社会の真随であ

るとも言えるが、安易に概括化し単純化するこ 山　内　久　明

14 イギリスの国民性 とは禁物である。イギリス人自身が、また外国

人が、イギリスの国民性をどう考えて来たか。 A．P．　Collins・

ヨーロッパ、英連邦、アメリカ、日本などと、 川　西　　　進
イギリスはどう関わろうとしているのかを考え 山　内　久　明

15 イギリスと世界 ることにしたい。 Joseph　Moran
i筑波大学
外国人教師）
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＝博物館学1＝（TV）

〔主任講師　大塚和義（国立民族学博物館助教授）〕

全体のねらい
　現在、日本に限っても、じつに多様な、しかも膨大な数の〈博物館〉が存在する。これらをいくつか

のタイプにまとめて、現代の博物館像を把握することが主眼である。そのうえに立って、現代社会に機

能する文化的装置として博物館とこれを理論づける博物館学とはどのようなものかを学びとる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

博物館建設の構想シナリオから完成公開にい
：たるプロセスを：たどる。ことに近代100年を記 大　塚　和義

、 1 博物館の誕生
念ずるモニュメントとして、都道府県レベルの
蜍K模博物館の構想と実現をめぐってさまざま （国立民族学博物館

な問題点をとりあげ、現代に齢ける文化的装置 助教授）
としての博物館の存在を問う。

日本の南端に位置する沖縄を例にとり、その

風土に育くまれた歴史と文化の地域的特性を展

2 地域と文化の展示 示から読みとる。 同　　　上

移設された建物群の生みだす空間を基礎にし

3
建物の移設に：よる

W示

た生活と文化の追体験の場。街並み保存とのち

ｪいも指適する。 同　　　上

磯漁の民俗研究調査をもとに、資料収集や展
示、さらに調査結果の刊行など一連のプロセス

4 博物館と資’料 をとおして、博物館資料のひとつのありか：たを 同　　　上
提示する。

日本のなかの少数民族アイヌの伝統文化の現
在とその展示。旨 ｶ化継承の場として有効に機能

5 アイヌ民族文化 している例としでとりあげる。 同　　　上

世界のさまざまな民族文化を理解するための
・博物館、「〈もの〉をとおした異文化の理解を示

6 多様な民族文化 す。 同　　　上

さまざまな美術をと澄して、人間の思考や表

現の多様性を示す。

7 美術館の世界 同　　　上
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

文化を創造し発展させていく道具である科学

技術の歴史と現在を紹介し、さらに人類の未来

8 科　学　技　術 にも触れたい。 大　塚　和　義

人間をとりまく自然の展示を紹介する。とく

に自然史博物：館、動物園、水族館、植物園など

9 自然との共生 人間と共生関係にあるものを主眼とする。 同　　　上

大学における教育と研究資料として収集され

た資料の公開展示をみる。

10 大学の博物館 同　　　上

ある個人の眼をと齢して収集されたコレクシ

個人コレクション ヨンを紹介し、ひとつの価値観でつらぬかれた

11 資料のもつ意味を考えたい。 同　　　上
の展示

特定の企業が、それぞれの生みだした〈商品〉

の歴史や技術の展示を試みており、このジャン

12 企業の博物館 ルのものが近年急激に増加している。産業技術 同　　　上

史博物館構想にも触れる。

埼玉県に例をとり、中核の博物館と地域的特

博物館のネット 色をもった分館とか連携して、大きな文化装置

13 として機能する姿を紹介する。 同　　　上
ワーク

博物館に於ける資料の収集、整理、保存、研

究調査、展示、市民サービスなどさまざまな仕

14 博物館の仕事 事を紹介する。 同　　　上

博物：館が今日に至るまでの歴史的歩みと、こ

れからの未来像はどのようなものかを概観する。

15 博　物　館　史 同　　　上
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＝　解 析　　学＝　（R）

〔主任講師　長坂建二（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　基礎数学1の実数変数の・微分・積分学に引き続いて、複素変数の微分・積分学（関数論）について

述べる。コーシーの定理を中心に、定積分の計算に役立っ回数計算に習熟する。更に、微分方程式論

において基本的な解の存在定理、線形微分方程式の解法、級数による解法：などを述べ、応用性を高め

る。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

複素数を、実数の対として導入し、極形式に

1
複素数の導入とそ
ﾌ性質

よる表示、加減乗除の幾何学的意味を考え、そ

ﾌ性質に言及する。
長坂　建　二

i放送大学助教授）

一次変換の定義と性質についてまず述べる。
ついで、実数変数の初等関数の知識を用いて、

2 複素数の初等関数 複素変数の初等関数代数関数：、指数関数、三
p関数、対数関数、巾乗関数、逆三角関数を導

同　上

淫し、複素関数特有の多価性についての注意を
述べる。

複素関数の連続性・微分可能性について述べ、

微分可能な複素関数（正則関数）がコーシー・

3 正　則　関　数 リーマンの微分方程式をみたすことを示すと共 同　上

に、基本的な性質について述べる。

複素微分に関する諸定理と共に、複素微分の

例を与える。また、正則でない関数の例を述べ
4 正則関数の性質 ると共に、正則関数がみたす性質を、’実数関数 同　上

の場合と対比しつつ言及する』

実数関数の積分の概念を復習し、その自然な

5 複素関数の積分
拡張となるように、複素関数の積分を正則弧上

ﾌ複素積分として定義し、その基本的な性質を 同　上
示す。

複素関数論に：澄いて、最も重要なコーシーの

定理を紹介し、証明の概略を述べる。また、単
6 コーシーの定理 連結な領域の説明と例を与える。 同　上

、

複素積分の例として、円周積分を計算する

7
コーシーの積分公
ｮとその応用

ついでコーシーめ定理から、正則関数に対する

Rーシーの積分公式を導くと共に、リウヴィル

ﾌ定理より代数学の基本定理を証明する。

同　上
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 留　数　計　算

　複数関数のゼロ点や極等の特異点を定義し、

ﾀ数の微分・積分学の範囲では、求めることが
｢難であった定積分の値を複素積分、特に留数
v算によって求められることを示すと共に、複
f関数のローラン展開について述べた。

長　坂　健二

　
　
喚
9 有名な微分方程式

　微分方程式論の誕生と微分方程式論の内容を
T観し、求積法で解が求めちれる、変数分離形、
ｯ次形、一階線形微分方程式の解法と共に、一
Kの微分方程式として有名な、ベルヌーイの微
ｪ方程式、リツカチの微分方程式の解法につい
ﾄ述べる。

同　上

10 存　在　定　理

　ダランベール（ラグランジュ）、クレローの

�ｪ方程式の解法と解の性質について述べる。
ﾂいで、一階常微分方程式が、リプシツヅの条
盾�ﾝたす時、初期値を満足する唯一の解が存

ﾝするという存在定理を遂次近似法により証明
ｷる。

同　上

11
ルジャンドルの微
ｪ方程式

　応用旧きわめて重要な2階線形微分方程式の
､ち、巾級数を利用して解を求められるジャン
hルの微分方程式、澄よびベッセルの微分方程

ｮの解法を概説する。
同　上

12 線形微分方程式

　n階線形微分方程式の解の性質を、ロンスキー

s列式との関係と共に説明し、一般解の求め方

�^え、定数：係数の場合には特性方程式を解く

ｱとにより解が求められることを例と共に示す。

同　上

13
連立線形微分方程

ｮ1

　連立線形微分方程式を行列表現し、定数係数

ﾌ場合に：は、係数行列の指数関数を考えること

Cにより、解が求められることを示す。またく行

�ﾌ指数関数の性質にも触れる。

同　上

14
連立線形微分方程
ｮ∬

　前章に引き続いて、連立線形微分方程式の解
@についてのべる。定数係数：行列の固有値と固’有ベクトルとスペクトル分解と：の関連を説明し、

v算法を与える。

同　上

15
実社会と微分方程

ｮ

　自然現象や、社会現象を記述する目的で生れ

ｽ数々の微分方程式やその解釈について述べ、

矧wと社会との関連を考える。 同　上
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＝現代応用数学＝（R）
〔主任講師：伊理正夫（東京大学教授）〕

全体のねらい

現在の社会に澄いて実際に応用され役に立っている数理的手法を、数学的な立場から整理して講じ

る。しかし数学的な厳密性をあまり強調しすぎないように注意し、なるべく実際に手法が使われてい

る場面に澄ける動機づけを重視し、かつ具体的な問題に直面したときにそれをどう扱うべきカ・の行動

指針をも与えるよう努める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．　自然数　　　　　　　6．記数法

数と量と次元 2．整数　　　　　　7．実数 伊　理　正　夫

1 3．乗算　　　　　　　8．複素数

一　数の体系 4．有理数 （東京大学教授）
’

5．数の大小関係

1．次元と単位

数と量と次元 2．SI単位系
2 同　上

一物理量の表現

1．量の間の乗除算と同次元性　2．量の間の

数と量と次元 加減算　3．行列・ベクトル算と次元　4　次

3 元解析　5．数学的関数の引数の次元　6．量 同　上

一物理量の演算： の間の関係を示すグラフ、表、計算式の書き方

線形システムの数学
1．線形システムとは何か

Q線形関係の例 韓　　　太　舜

4 一線形システム1： 3　線形システムの例

入出力関係 （専修大学教授）

因果関係

1．行列の基本変形

2．行列式
5 一線形システム2： 3．一次独立と一次従属 同　上

基本的諸概念 4．ベクトル集合の階数

（その1）

1．逆行例
2　基底と基底変換．

6 一　線形システム3： 3．固有値 同　上

基本的諸概念

（その2）
、

1．部分ベクトル空間

2．線形変換の像と核

7 一線形システム4： 3．入出力変数の部分的入れ替え・ 同　上

4．出力変数の部分的拘束

5．システム変数の並び換え
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

離散システムの数学 1．関係とは　2　グラフ　3．グラフと関係
4．グラフによって表現されるシステム 佐　藤　　　創

8 一　離散システム1： 5．　2部グラフ　6．路と閉路
関係、順序、グラ 7．　タイセットとカットセット （専修大学助教授）
フ 8．木と補木

システムの数学 1．グラフの行列表現

2．部分グラフ
9 一　離散システム2： 3．グラフの連結性 同　上

グラフの行列表現 4　2部グラフのマッチングと被覆
グラフの分解

システムの数学
1．最短路問題とは
Q　グラフと最短路問題

10 一　離散システム3：

@　最短絡と最小木

3．距離が非負の最短路問題
S．一般の最短路問題
T．最小木

韓：　　太　舜

6．グリーディ算法

　　　　　　　　　　　1．
Vステムの数学ド

　最大流問題とは
Q．流れと容量

11 一　離散システム4：

@　最大流とマッチン

a　増量可能路
S．最大流問題の解法

同　上

グ 5．最大流・最小カット定理
U．マッチング問題

連続システムの数学
1．微分とその意味

Q　微分方程式の定義と分類
12 一　連続システム1： 3．微分方程式め解と解法 佐　藤　　　創

常微分方程式モデ 4．常微分方程式によって記述される現象
ル（その2）

1．微分方程式の定常解と周期解

2　平衡点の安定性
13 一連続システム2： 3．周期解の安定性 同　上

常微分方程式モデ

ル（その1）

1．多変数関数の偏微分

2．偏微分方程式の定義と分類
14 一　連続システム3： 3．解の自由度と境界条件 同　上

偏微分方程式モデ 4。偏微分方程式によって記述される現象
ル（その1）

1．熱伝導方程式〔例14．1〕の解法
2．対流のある拡散方程式〔例14．2〕の解法

15 一連続システム4：
@　偏微分方程式モデ

@　ル（その2）

3．弦の振動方程式〔例14．3〕の解法
S．波動方程式〔例14．4〕の解法
T．定常的温度分布を表す方程式〔例14．5〕の鱈去

U．膜の振動方程式〔例14．6〕の解法

同　上
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回雪 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．差分方程式の定義

16
連続システム・5：

ｷ分方程式モデル

2．差分方程式によって記述される現象

＝@差分方程式の解法 佐藤　　　創

1．モデル　　　　　6．日程計画問題

最適化の数学 2．最適化　　　　　7．線形計画問題

17 一　最適化　1： 3．在庫問題　　　　8．非線形計画問題 韓　　　太　舜
数理計画法 4．価格決定問題

5．2人十和ゲーム

1．線形計画問題の図式解法

2　スラック変数と＝基底変換

18 一　最＝適化　2： 3．連立一次方程式と基底変換 同　上
線形計画法の解法 4．シンプレックス法

5．双対問題

1．確率論からの準備
システムの数学 2．待ち行列

19 一　最適化　3： 3．一斉取り替え問題 佐　藤　　　創
確率的モデル 4．最適停止問題

情報処理の数学
1．数の表現と丸め誤差

Q．情報落ちと桁落ち 星　　　　　守

20 一数値情報処理1：
計算機の中での数 （千葉大学助教授）

の表現と誤差

1．補間法

2　補外法

21 一数値情報処理2： 3．スプライン補間 同　上

補間、補外、関数 4．関数近似
近似

1．数値微分

2　数値積分

22 一数値情報処理3： 同　上

数値微分、数値積

ｪ
1．ガウスの消去法とLU分解
2．逆行列の行列式

23 一数値情報処理4： 3．3項方程式 同　上

線形計算（連立方 4．反復改良法
程式）

一657一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最小二乗法（正規方程式を使わない方法につ

一数値情報処理5： いて触れるか？）

24 線形計算 1．反復法 星　　　　　守

（反復法、平均、分 2　平均・分散の計算

散、線形最小2乗法） 3．線形最小2乗法

1．反復法

2　ニュートン法

25 一　数値情報処理6： 3．代数方程式 同　上

非線形方程式・代

数方程式

1．一段法

2　多段法

26 一数値情報処理7： 3．高階微分方程式連立微分方程式 同　上

常微分方程式

1．偏差分演算子

2　放物型偏微分方程式の解法

27 一数値情報処理8： 3．双曲型偏微分方程式の解法 佐　藤　　　創
偏微分方程式 4．楕円形偏微分方程式の解法

1．計算：量

2．線形計二算

28 一非数値情報処理1： 3．多項式の計算 星　　　　　守
算法の複雑度とデ 4．データ構造
一タ構造

1．単純挿入法

2　単純選択法

29 一非数値情報処理2： a　単純交換法 同　上

ソーティング 4．ソート法の改良

5．各算法の比較

1．地理グラフ　2　地理グラフの接続関係
3．接続関係の計算機表現　4．接続関係の誤

30 一非数値情報処理3： り検査　5　線と面の順序つき検索　6．グラ 韓　　　太　舜
グラフと地図の表

ｻ
フの計量　7．グラフの幾可学的問題
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＝現代数：学齢論1・＝（R）

〔主任講師　吉田夏彦（澄茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい

数学の性格を三州的にとらえるやりかたの一つに：、論理の基本概念と集合論の基本概念だけをもと

にし、他のすべての数学的な概念を、次々と定義していくというのがある。このやりかたを知っても

らうことを目的とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．数学
2．論理学 吉　田　夏彦

1 は　　じ　め　　に： 3．数学と論理学 （お茶の水女子

4．集合律と単 大学教授）

1．集合の概念

2．外延性

2 集　　　　　　合 3．包括の原理 同上
4．関係、写像

1．論理記号

2．定　義

3 論　理　記　　号 同　　上

1．包含記号、等号、部分集合

z　外延性の公理と包括の公理

4 集合論の公理 同　　上

1．ラソモルの矛盾

5 集合論の展開
@　（その1）

2．クラス表現

R．幾つかの概念の定義

S．半群とモノイド

同　上

1．式
2．みずまし

6 命　題　論　　理 3．　いれ1，　いれ2、　とり、一いれ、一とり 同　上
4．Vやつを使ら推論の形式

5．Vとりの書き換え

1．問題につっての問題　6．不完全性定理

2．　トートロジー

7 決定問題侵の1） 3．命題論理の構成（その1） 同・上
4．命題論理の構成（その2）

翫定理式
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．言　語　　6．幾つかの定義と派生推論図

2．項　　　　7．公理式と証明図
8 述　　語　論　　理 3．命題式　　8．解釈と形式化 吉　田　夏　彦

4．推論図　　9．完全推定理

5．論証図

1．形式的構成

9 集合論の展開
@　（その2）

2　代数系

R．数学的構造

S．頒序数

同　上

5．基数

1．函　数　　　　　6．表　現
2　基礎的な函数

10 リ三一スィヴ函数 3．函数を作っていく操作 同　上

生　例

5．テユアリングの計算機

1．第一不完全性定理

2．算術化
11 不完全性定理 3．第二不完性定理 同　上

1．形式的構成い関する決定問題

決　　定　　問　　題 2．否定的な解決

12
（その2） 同　上

1．三つの立場

集合論の展開
2　連続体問題

13 （その3） 同　上

1．選択公理の整合性

公理の整合性と独 2　三つの公理の独立性 ノ

14
立性 3．正しさ 同　上

1．実在論と実用説

2．数学と哲学

15 抽　象　と　具体 同　上
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＝データ解析法の基本＝（TV）

〔主任講師二三　知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい
　データに：よる現象解析法をデータ解析法と名付ける。どのようにデータをとり、どのようにデータ

を解析して情報を取り出すかの方法を言う。これには、現象をどう取扱うかのフィロソフィーが重要

で、この上に立って必要に応じ数理的・統計的方法が開発されるものである。まずデータ解析をする

上での基本となる考え方・方法を述べるQ

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

データとデータ解析対象をいかに把握する

か標識づけについて　データによる現象解析 林　　　知己夫

1 データとは何か の順序

（放送大学教授）

グラフ化の意義いくつかの数値例とその効
用

2 グラフ化の重要性 伺　　　上

データに論ける質
3 同　　　上

と量

データの性格・1
はじめに：測定値が数量である場合

4
一測定誤差・測定
l変動の分析上の

同　　　上

意味一

5

データの性格・∬一一測定誤差・測定

l変動の分析上¢）

ﾓ味一

　実例　偏りの出方に：ついて　誤差を考慮して

ｳしい結論を導き出す方法　その1一単純集計
ﾌ場合　誤差を考慮して正しい結論を導き出す’

菇@　その2一関連分析の場合　回答確率の推

閨@回答確率推定の実例

同　　　上

基本概念と一般化分散　多次元のチェビシェ

多次元空間に泣け フ不等式と集中楕円・一般化分散

6 同　　　上

る分散

、

判別の基本概念　相関比　多次元の場合の相

関比

7 判別の尺度・1 同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

判断成功率　判断成功率と相関比η2との関

係　多次元の場合

8 判別の尺度・皿 林　　　知己夫

距離と分散　線型判別関数

距離と一般化分散
9 同　　　上

と線型判別関数

集団三章と個人表章　多次元的推理の重要性

多次元データ解析 考えの筋道　推論の陥穽

10 同　　　上

の重要性

因子分析法　スピアマンの2因子法、ホルツ

11

因子分析法と主成

ｪ分析

インガーのバイファクター法、サーストンの多
�q法ガットマンのラデックス法、タッカー
ﾌ3相因子分析法　主成分分析法　主成分分析
@と多因子分析法、多因子分析法の妥当性の検

同　　　上

討　適用上の注意

その発生　数量化の意義と根本思想

データ解析に：澄け

12 同　　　上

る数量化

数量化の二つの立場　データ表現の基本

数量化の諸方法の位置づけ　反応確率を求める

13 数：量化の基本概念 一方法 同　　　上

モデル　計算　制約条件のあるとき

外的基準がある場
14 合・1一一それが 同　　　上

数量である場合一

モデル　計算外的基準Tの個数による算式

外的基準がある場 の違い　要因が量質まざりあっている場合　多

15 合・皿一一それが 次元の場合　判別の方法　外的、基準が1次元で 同　　　上

数量でない場合一 なく要因の線型和を考え：ない場合　7の実例
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＝データ解析法の進歩一（TV）

〔主任講師　林　知己夫（放送大学教授）〕

全体のねらい

　データ解析の基本を習得した上で、さらに学ぶべき必要のある重要な方法について述べる。基本だ

けでは、実際の現象を有効に取扱って情報をとり出すことは出来ないので、より進んだ方法を説明す

る。これらの方法は「基本」のフィロソフィーの上に立つものである。ここでは質的データを解析す

るための数量化の諸方法を中心に話をすすめる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1
要約一データ解

ﾍ法の基本

林　　　知己夫

i放送大学教授）

始めのデータ　外的基準が数量である場合の

外的基準がある場 計算例　外的基準が数量でない場合の計算例

2 同　　　上

合のデータ処理

3

外的基準がない場
№ﾌ数量化・1一パタン分類の数

　モデル　計算　多次元の場合　相関表の関連

ｫをみるための方法

同　　　上

量化・その1

プ

表の書き直し人工データーもとのデーター

4
一パタン分類の データ構造の直観的把握　パタン分類による計

Z：計算例
｛・　同　　　上

数量化・その2一

日本人の考えの：筋道　日本人における「日本

一パタン分類の 的近代一伝統⊥の思想　自然観に対する日独仏

5 数量化・その3一 比較 同†　上
一応用例

外的基準のない場
説明　モデルおよび計：算．実例

6
合の数量化・∬一eij型の数量化

同　　　上

その1　一

・二つのものの間の関係Rijに基づく諸方法

一eij型の数量化 K一：L型数量化　K－L型数量化の実例
7 同　　　上

その2　一
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

問題の発生　モデルと計算式

一一 ﾎ比較法の数量
8 化・1一ガットマ 林　　　知己夫

ンの一対比較表一

9

一対比較法の数量
ｻ・皿一一一対比較
@に：おける矛盾と

　問題に対する考え方　二つのモデル1と皿

cfル1の解法数値例　最小2乗法による解
棊p上の注意 同　　　上

数量化一

問題の発生　モデルの構造問題の展開と適

多次元尺度解析法 用方法実例　例題
10 ・1 同　　　上

一・@原理と応用

基本的考え方　1次元の場合のモデル　S

多次元尺度解析法 次元空間に澄いて解くための方法一階層的次元

11 ・豆一MDA－OR 作成法（hierarchical　construction　method） 同　　　上

の理論

12

多次元尺度
@　　解析法・皿一MDA－ORの実

　MDA－ORの実例　MDA－UOの考え方
cfルと計算：式理論理解のための例示

同　　　上

例とMDA－UO一一

多次元尺度解析法・IV一一続MDA一 　欠測値がある場合のモデルと計算　異なった

v因間の関係を取り扱う考え方　MDA－OR
13 UOとMDA－ORと とMDA－UOの比較 同　　　上

の比較

個人差ある場合のMDS（INDSCA：L）

三つの要素の間の Tucker（タッカー）の三相因子分析法　eijk

14 関係に基づく数量 型数量化　Harshman（ハーシュマン）の 同　　　上

化 PARA：FAC

はじめに　分類の基本概念　分類の諸方法

その他の考察

15 分類とクラスター化 同　　　上
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統計学特論＝（R）
｛主任講師．薯木知畢奎麟欝欝授）〕

全体のねらい
　この三論では、統計学の基礎に聴いて極めて肝要な意味を持つ情報量規準の理論をとりあげ、統計

モデルの選択という基本的問題と関係付けて話を進める。もう一つは、実際問題に添いて今日要請の

高い統計的社会調査法の理論と応用の問題をとりあげることにした。両者は一見異るが思想的に相通

ずるものがある。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

第1部　情報量規準と統計モデル

1
情報の抽出と統計

cfル

　統計学で利用される確率的構造は、データから
K要な情報を抽出する方法を作り出すための統計
cfルである場合が多い。統計モデルのこのよう
ﾈ用い方を事例によって解説する。これに関連し
ﾄ尤度ならびに最尤法の概念について説明する。

　赤池　弘　次
i統計数理研究所長）

2
統計的検定とモデ
拒I択

　統計的検定については種々の誤解があり、概念
繧ﾌ混乱が見られる。データに基づいて特定の統
vモデルを選択する問題との関係を調べることに
謔ﾁて、統計的検定の困難点を明らかにする・特
ﾉ尤度比検定について論じる。

同　　　上

3
エントロピーと情

�ﾊ

　熱力学的土ントロピー概念の確率論的考察を行

ﾈったボルツマンの業績を紹介し、これが確率分

zの間の隔たりの自然な尺度としての情報量概念

ﾌ本質を明らかにするものであることを述べる。

ｱれと尤度概念との関係について解説する。

同　　　上

4
モデル選択と情報

ﾊ規準AIC

情報量を用いた統計モデルとデータとの適合度

�ｪるために、情報量規準AICが導入された。
`ICの基礎にある考え方を説明し事例によって
ｻの実用性を示す。特に検定によるモデル選択と

ﾌ対比を通じてAICの特色を明らかにする。

同　　　上

5
ベイズモデルとそ
ﾌ応用

　未知のパラメータに対して、先験分布とよばれる

m率分布を想定する統計モデルがベイズモデルと
謔ﾎれるひこのようなモデルに基づく推論の特長
�﨣�ﾊを用いて明らかにする。特に、尤度概念
ﾌ適用によって実用的なデータ処理法が得られる
ｱとを示す。

同　　　上

第2部　統計的社会調査法

6 標本調査法の発展1

　「確率論・統計学」に澄いて標本抽出理論の基
{を述べたが、ここでは通常用いられるシステマ
eィ．ヅク標本抽出、多相抽出法、比推定法　不等
m率抽出法、エリア抽出法の問題について述べ、
ｳらにパネル調査、標本ローテーションに関する
薄竭閧�qべる。　　　　　　　　　・

林’　知己夫
i放送大学教授）、

7 標本調査法の発展H

　よく利用される全国規模の層別二段抽出による
W本調査を例にとり達成精度の計算澄よび地域抽
o法による実績精度の計算例をのべる。さらに面
ﾚ調査、自記式調査、電話調査岬町調査方式の特
Fおよび利用可能な補助資料に応じた標本調査計
謔�?ﾌ的に説明する。

鈴木達三
i統計数理研究所
ｳ授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

調査目的に沿った質問文作成と調査票の構成に
ついて標本設計、調査誤差の問題利用可能なデ

8
質問文作成と調査
[の構成

一下解析の諸技法、分析に附ける考え上等をふま

ｦて説明する。以下の時系列比較、国際比較方法 鈴　木　達　三

論に叩いてのべる調査等を具体例としてとり上げ
説明する。

調査に澄いては、その対象、分野により固有の
誤差があるが、一般的には標本抽出に関する諸誤

9
調査における誤差
ﾌ諸問題

差のほか、調査不能による誤差、調査法による誤
ｷ、回答者に・よる誤差がある。これらを数量的に 林　　知己夫

評価し、調査の全体の精度を考えるための基本事
項を説明する。

調査実施過程における誤差のうち、回答者に関

10
社会調査に澄ける
�嚮?ｷ

連するものを具体的に述べ、さらに回答結果の信

叶ｫについて考える。個人の回答の不確定性をど

ﾌように考えるかいくつかのモデルについて述べ
驕B

鈴　木　達　三

得られたデータの性格をまず把握することの重

11
データ構造と統計
I推論

要性を説晦する。つぎに　多次元的データの関連

ｫを通して、データ構造をさぐり出す方法につい

ﾄ述べ、これから統計的推論をどのように導き出
林　　知己夫

すかを説明する。

継続データは時系列変動をみることによって事

象の兆候を鋭敏に示すものであるので、どのよう

12 時系列比較方法論1 にしてこれを探り出すかを説明する。これは、マ 同　　　上

クロ的な見方に基くことが適切なこともあるし、

ミクロ的な構造を通して見ることが有効なこともある。

継続調査データを実際に分析することによって
個別の調査データでは分らなかったことが具体的

13 時系列比較方法論皿 に示される。マクロ的な見方の例として、時系列
ｪ析、コウホート分析をとり上げ、●ミクロ的な見 鈴　木達　三

方として質問項目の相互関連分析の例をとり上げ
て説明する。

ここでの国際比較としては、統計的調査による

意識の国際比較の問題をとりあげる。標本抽出の

14 国際比較方法論1 方法、：質問文の作成のあり方、マクロ的なデータ 林　　知己夫
分析の効用と限界、考えの筋道の比較め重要性な

どについて説明する。

国際比較調査においては、国内調査では目立た
ない技術的な点も重大な問題となる。また具体的

15 　　　　　　　　　’＼総ﾛ比較方法論皿
な分析手法も慎重な取扱いが必要となる。これら
ﾌ点を実施例に則して具体的に説明し　分析にと 鈴　木　達三

り上げる質問の組合せを選択することにより分析
結果の有用性が高まることを示す。
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＝時系列論＝（R）
〔主任講師　尾崎　統（統計数理研究所教授）〕

全体の’ねらい

　時間の経過と共に不規則な変動を示す現象の統計的解析法を論じる。必要な基礎的概念の説明をは

じめに行匹ついで一般的に良く知られている線形時系列モデルについて解説しその利用法を論じる。

非線形時系列モデルあるいは事象の発生時点の系列の特徴を解析するための点過程モデル等の新しい

話題についても概説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1時系列とは何か　2．時系列解析と確率過程

3．予測と時系列　4状態空間表現　5．点過程 赤池　弘　次
1 序　　　　　　論 6．むすび （統計数理研究所

所長）

1．はじめに　2．偶然事象と確率　3確率空間

4確率変数、確率分布および期待値　5．主な確 尾崎　良彦
2 確率論的な基礎 率分布とその乱数 （統計数理研究所

助教授）

1確率過程　2．定常性　3．自己共分散関数

4．Rxx（s）とPxx（s）の性質　5．相互共分散関 尾崎　　　統
3 確率過程のi基礎概念 数　6．推定 （統計数理研究所

教授）

1．スペクトル　2．フーリエ級数　3．フーリエ

線形システムとフ 積分　4確率過程スペクトル　5．時系列のスペ

4 クトル　6．白色雑音の不ワースベクトル　7．線 同　　　上

一リエ解析 形システム　8．多入力システムのスペクトル解

析

1．ピリオドグラム解析’2．ピリオドグラムの

スムージング

5 スペクトルの推定 同　　　上・

〆

1．時系列解析と予測　2．自己回帰モデル

3．自己回帰モデルのあてはめ　4．AR過程のシ 石　黒　真木夫’

6 予測とARモデル ミュレーション （統計数理研究所

助教授）

1．AR過程のパワースペクトル　2．線形シス

ARMAモデルと テムのインパルス応答関数とMAモデル　3．A

7 RMAモデルとARMA過程のパワーースペクト 同　　　上

スペクトル ル　4．ARMAモデルのあてはめ　5．特性多項

式
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．パワースペクトルの推定とモデル選択

統計的モデル構成 2！くうメータの推定誤差と：FPE　　3．情報量規

8 準AIC 石　黒　真木夫

とAIC
1

1．システムの状態　2．状態空間表現　3．状態

空間表現の例：ARモデルとARMAモデル 北川　源四郎
9 カルマンフィルター 4．状態推定の問題一予測、ろ波、平滑化　5．カ （統計数理研究所

ルマンフィルター　6．平滑化　7．カルマンフィ 助教授）

ルターの応用

1．多変量時系列　2．多変量自己回帰モデル

3．自己回帰モデルの推定　4．多変量時系列の予

10 』多変量時系列モデル 測　5．多変量時系列のスペクトル解析 同　　　上

L問題点　2．フィードバ7クシステムの時系

フィー・ドバックシ 列モデル　3．システムの解析、ノイズ寄与率

11 4．一般の場合　5．解析例 同　　　上

ステムの解析

1．統計的制御の必要性　2．制御システムの状

態空間表現　3．モデルの推定　4準備　5最適

12 統計的制　御 制御入力　6．シミュレーションによる検討　7． 同　　　上

制御系設計の実例

1非定常時系列とベイズモデル　2季節調整

ベイ　ズモデル 法　3地球潮汐データ解析　4．コウホート分析

13 石　黒　真木夫

一非定常モデルー

LL、ynxデータ　　2．リミットサイクル　3非

線形時系列モデル　4．推定

14 非線形モデル 尾　崎　　　統

1．線分の長さはよる表記法　2．区間に含まれ
る点の個数に：よる表記法　3．条件つき危険度関

15 点過程モデル
数（　Conditional　intensity　function）　　4．，崇ミ

ﾟ程のシミュレーーンヨン法　5．点過程の度と最　法 尾　形　良　彦

6．線形回帰型モデル　7統計モデルの選択　8．
線形因果モデルと地震活動の地域的関連性
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＝統計的データ解析とソフトウエア＝　（TV）

〔主任講師：大憲　昇（統計数理研究所教授）〕

全体のねらい
　現象解析を進める場合に、データの収集・獲得に始まり、それを分析に適した形に表現し、」それら
のデータから意味のある情報を引出すまでの過程で必要となる数理的な方法がデータ解析法である。
とくに観測特性や個体が多数：の場合の多次元データの解析は、諸現象に潜む複雑な情報を理解の易な

形に要約する手段として有効である。講義ではまず、データ解析で考えるデータとは何かについて述
べる。次に、データ解析の情報探索ならびにその視覚化の基本操作であるグラフィカル表現法につい
て概観する。さらに多次元データ情報を縮約化するための主な手法（主成分分析、パターン分類法な
ど）を解説する。続いて、データを分類し、そこに内在する類似性や差異性を洞察するための方法で
ある分類法（自動分類法、クラスター法）の主な方法について解説する。また、これらの多次元デー
タ解析法を活用するためには、コンピュータと結†ソフトウェアの支援が不可欠である。そこで、統
計ソフトウェアの歴史、考え方、その役割を述べるとともに、実際にそれらがどのようにデータ解析
の諸場面で役立つかを、統計ソフトウェアの紹介や分析事例を交えて解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担　当　講師
i所属・氏名）

多次元データとは

データの測定と収集 大　偶　　　昇

1 多次元データ解析 データ解析の処理の流れ （統計数理研究所

データ解析に診けるコンピュータ．の役割 教授）

データ解析と統計ソフトウェア

データの種類

データ表の形式

2 データの性質 データの規模 同　　　上

データ表を表わす記号

グラフを用いる目的

データの視覚化 グラフと統計手法の関連

3 ．一 Oラフの活用と グラフの表わす情報とグラフの利用法 同　　　上

その効用 探索的なグラフィカル手法
グラフィカル表現の効用とグラフ作成上の注意

データの縮約化とは何か
位置を表わす主な縮約値

4 データの縮約化
ばらつきをみる縮約値
ｽ均値や平方和を用いる理由

同　　　上

その他の縮約値
ボックスプロット図（箱ひげ図）の作り方

2変量データの要約

多変量デ藁タの 積和と共分散

5 簡単な実験と例 同　　　上

縮約化
多変量データの縮約　　　　　　　　　　　　　　　　’

、

合成指標化の目的とその意味

6

量的データの合成
w：標化

合成指標の作り方
S変量データの合成指標化
蜷ｬ分の主な性質

同　　　上

一一 蜷ｬ分分析法一 主成分分析の適用上の留意点
竭ｫ一主成分の求め方一
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

問題の背景

質的データの合成 分析対象となるデータ表とその意味

7 指標化 プロフィルと重心座標 大　偶　　　昇

一関連分析法一 成績データの分析例

2元クロス表の関連分析法

関連分析法の主な性質

8 関連分析法の数理 追加処理 同　　　上

A表の関連分析

多重クロス表の関 バート表の関連分析

9 2項目の場合の関連分析 同　　　上

連分析法

分類とデータ解析

分類が関連する研究分野

10 分類法の基礎 データ解析における分類手法の概要 同　　　上

類似性と非類似性

量的データの類似度と非類似度

11 類似　と　差　異 質的データの類似度と非類似度 同　　　上
多値型デー．タの≡類似度・非類似度

類似度や非≡類似度にみられる性質

分割の総数

分割最適化型の手法一k・means法一

12 非階層的分類法 数値例に：よる検討 同　　　上

凝集型手法とは

凝集型分類法の基本的な考え方

13 階層的分類法 クラスター間の距離 同　　　上

組み合わせ的手法
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二量子論＝（TV）
〔主任講師：野田春彦（放送大学教授）
@　．　　阿部龍蔵（東京大学教授）〕

全体のねらい
　原子や分子の行動は量子論にしたがっている。従って、化学や物理学の基礎的理解には量子論が必
要である。放送大学の化学や物理学の講義の中には量子論を使わなくてもなんとか理解できるものも
あるが、量子論を理解していなくてはわからないものもある。量子論をまともに学ぶためには数学的
な基礎が必要であるが、この講義ではそれほど予備知識がなくてもなんとか重要なことは理解できる
ようになるように：と考えてある。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．古典物理学の破綻

2．ラザフォードの原子模型の欠点 阿部龍　蔵
1 量子論はなぜ必要か 3．水素原子のスペクトル

4．光電効果 （東京大学教授）

1．アインシュタインの関係

2．　ド・プロイ波

2 波と粒子の二重性 3．ボーアの水素原子模型 同　　　上

1．古典的な波動方程式

シュレーデインガ 2．シュレーディンガー方程式

3 同　　　上

一方程式

1．波動関数

シュレーディンガー 2．シュレーディンガー方程式の例

4 同　　　上

方程式の簡単な例

1．一次元調和振動子，

2．エネルギー固有値

5 一次元調和振動子 3．エルミート多項式 同　　　上

1．エーレンフェストの定理

2．量子力学の一般原理

6 量子力学と古典力学 3．不確定性原理 同　　　上’

1．シュレーディンガー方程式

2．球面調和関数

7 水　素　原　子 3．水素原子のエネルギー 同　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．角運動量
↑2．　スピン

8 スピンと量子統計 3．量子統計 阿　部龍　蔵
4．スピンと磁気モーメント

1．水素原子の原子軌道
2．原子の大きさは何で決まるか 細　矢　治　夫

9 原子　の構　造
3．ヘリウムの変分法
S．リチウム原子とイオン化電圧

（お茶の水女子

5．構成原理と元素の周期律 大学教授）

6．希ガスの安定性とオクテヅト

1．2個の水素原子についての思考実験

2．調和の振動子とモース曲線

10 二原子分　子
3．ハトイラーとロンドンの説明　　　　　　　　　、 同　　　上

4．精密＝な理論計算

5．共有結合の2通りの理解の仕方（VBとMO）

1．不対電子同士の結合

多原子分子の構造 2．結合の間の角度

11 と性質（1） 3．軌道の混成 同　　　上

飽和化合　物 4．原子価
5．飽和炭化水素

1．エチレンとアセチレ・ン

多原子分子の構造 2．δ結合とπ結合
R．　ブタジエンからポリアセチレンまで

12 と性質（H） 4．ヒュッケル分子軌道法 同　　　上

不飽和化合物 5．ポリエンの電子スペクトル
6．ベンゼンと芳香族炭化水素
7．その他の不飽和化合物

1．分光学の基礎

2．分子の振動 下　沢　　　隆

13 分子の振動と回転 3．分子の回転

4．分子内回転 （埼玉大学教授）

5．まとめ

1．電気的性質

分子の電気的・ 2．磁気的性質

14 3．常磁性共鳴吸収（電子スピン共鳴：ESR） 同　　　上

気的性質 4．核磁気共鳴（NMR）

1．水素分子の生成
2．活性化エネルギー

15 化学反応の電子論
3．重水素の交換反応

S．芳香族化合物の置換反応 同　　　上

5．　ウッドワード・ホフマン則
6．H：OMO－LUMO相互作用理論
7．夢のある分子の設計
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＝現代物理学1＝（R）
〔主任講師　江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　物理学20．世紀のはじめの30．年間に大きく変った。それまでの、ニュートンの力学とマクスウェル

の電磁気学を二回忌大黒柱とした古典物理学が、相対性理論と量子力学に席をゆずったのである。こ

の講義では、その必然性をしらべ、変革の深さを測って、現在の物理学の動きを見定めたレ㌔探究は

依然つづいているのだから。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 力学的世界観

　古典物理学の二本の大黒柱の一方をなしたニ

?[
gン力学の構造を復習する。それ絃、初期

�盾ﾆ力の法則、運動方程式の三つ組を骨とし
ﾄ未来を決定論的に予言する。一時は、これに
謔ﾁて宇宙の万象を運動に還元して捉えきるこ
ﾆができるとさえ思われたのだが？

江沢　　　洋．
i学習院大学教授）

2 電磁場　と　光

　第1回に引きつづき、古典物理学のもう一方
ﾌ大黒柱であったマクスウェルの電磁気学の構
｢を復習する。ここでは、力学の主役であった
S子にかわって「場」が登場するが、初期条件
ﾆ運動方程式から未来を決定するという論理は
ﾏらない。光も場の伝播である。

同　上

3 相対性理論（1）

　光が伝わるのは、電場の変動が磁場を生み、
ｻの磁場の変動が電場を生み……という連鎖に
謔驕Aでも、光と並んで光の速さで走ったら、
�ﾍ変動のない静止した電磁場に見えるだろうqいや、それはあり得ない。アインシュタインは

ｱの疑問を追及して相対性理論に到達した。

同　上

4 相対性理論（2）

　光の本性の追及から時間と空間の概念の根本
Iな再検討が必要になり、相対性理論が生みだ
ｳれた。それは同時にマクスウエルの電磁場の
@則に潜んでいた美しい対称性をあらわにする
ｱとであり、それを力学にも及ぼすとニュート
唐ﾌ法則を変革することにもなった。

同　上

5 原子論の，発展

　どんな物質も極微の粒子一原子一の集まり
ｾという考えは遠くギリシャの昔からあった。
ﾈぜ、人はその考えに誘われたのか？どのよう
ﾉして、人は、その目にも見えず触ってもわか
轤ﾈい微粒子の存在を、長い歴史の間に確信す
驍謔､に：なったのか？

同　上

6 電子とその役割

　物質の普遍的な構成要素として最初に発見さ
黷ｽ微粒子は電子である。もちろん、極微の粒
qが直接に見えたわけではない～粒子と仮定し
ﾍ学と電磁気学で予想を立てて実験した結果が
?ｵで予想と違わなかったのだ。その延長線上
ﾅ物質の熱的・光学的性質も解明できそうで？　　　　　　　　　　　　　　　　　、

同　上

7
放射能の発見と原

q核

放射能の新しさは3つある；不変と信じられ
ﾄきた元素の壊変を伴う、真空放電や化学反応
ﾉ：比べエネルギーが桁違いに高い、偶然事象だ。

厲ﾋ能のもたらす高エネルギー粒子と物質の相
ﾝ作用の研究が原子核の発見に結実したが、こ
黷ﾍ原子が安定に存在し得ないことを意味した。

同　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

物質が光を放出したり吸収したりする現象に
亡いても古典物理学は窮地に追いこまれていた。

8 量子の発　見
プランクは熱した物体のだす光の色の問題で光
ﾍエネルギーの定まった塊であると考えざるを 江　沢　　　洋
得なくなり、マクスヴェル理論との折り合いに
悩んだ。光は粒子なのだろうか？

原子や分子の内部に入るとニュートンの力学
は破綻する。その世界の基本法則として1926

9 量子力学の世界
年に量子力学が発見された。ここでは電子はと
ﾑとびのエネルギーしかとれないが、しかし状

同　上

態を連続的に変える。この不連続と連続の矛盾
を止揚するのが重ね合わせの原理である。

重ね合わせの原理の一つの数学的表現が物質
の波動性である。波はさまざまの形をとり得る

10 量子力学の構造
が、原子のとびとびのエネルギーは定常波に：対
桙ｷる。そして、初期条件に応じたそれらの重

同　上

ね合わせが実験し、重ね合わせの位相が時間と
ともに連続的・因果的に変化してゆく。

電子は、状態変化こそ波動で表現されるが、

11

量子力学的観測と

Aインシュタイン
ﾌパラダイス

個々に観測すれば粒子として立ち現われる。そ
ﾌ集積は、しかし、状態変化の波動性を反映し
ﾄ干渉や回折の模様を示す。こうした波動と粒
qの二重性を媒介するのが確率解釈である。そ

同　上

の含意を追うと奇妙なパラドクスに出合う。

原子＝構造の探究への準備、角運動量とは、太

12
角運動量の量子力

w

陽系の惑星の運動で基本的だったケプラーの法
･に現われる面積速度に相当する。原子ひ小さ
ﾈ太陽系なので、そこで惑星に当る電子の運動

同　上

を調べてゆく上で角運動量が基本的に重要であ
る。量子力学でも、このことに変りはない。

量子力学によって、原子の構造は歯車仕掛げ
の機械などと同じように精密に計算できるよう

13 原子の　構　造
になり、周期律をはじめとして諸性質の謎が解
ｯた。原子たちが互いに結合して分子を作る仕

同　上

組みもわかり、化学は物理学の翼下に入った。
いまや分子の設計も可能である。

電子と原子核が多数あつまった系の物理的な
振舞いも量子力学で計算し予言することができ

14
エネルギー準位と
ｨ質の性質

る。そのとき、系のエネルギー準位は一般に極めて密に並ぶが、ところどころに隙間ができる

同　上

ことがある。こうした準位の並び方と、その上
への電子の分布のしかたで物質の特性がきまる。

原子・分子・固体の構造を解明した量子力学
も原子核の内部には適用でぎないのではないか

15 素　　　粒　　　子
と疑われた時期がある。ての　も中性子の発見と中性微子の仮説で解けた、湯川秀樹は原子核

同　上

をひとかたまりに結び合わせている力の特質か
ら新粒子の存在を予言し素粒子論の扉を開いた。
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　　＝現代物理学H＝（TV）

〔主任講師：江沢　洋（学習院大学教授）〕

全体のねらい

　現代物理学1で得た量子力学的世界に対する理解を、実験などヴィジュアルな題材を通して「層ふ

かめる。最先端の研究をしている研究室を訪問して“現代樋に触れるようにしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

物資は粒子の集まりだという認識が現代物理

学の出発点である。それらの粒子は、原子なら

1 結　　　　　　晶
直径にして百億分の一メートル、原子核ならそ

ﾌ十万分の一一、そんなに小さい粒子たちのこと

江沢　　　洋
i学習院大学教授）

がどうしてわかったのか？　雪の結晶からはじ

めて考えを進めてみよう。

電子も原子核も、机の上にのる小さな手つく

りの実験装置で発見された。しかも古典物理学

2 電子と原子核の発見
をあやつって1　どんな実験とどんな論理がつ

ｩわれたのか振りかえって、これからの勉強の
同　上

足場を固めよう。

光は波であるといわれ、また粒子であるとい

われて、歴史上に：争いが続いてきた。それを現

3 光の本性（1）
代の眼で見たらどうなるか？　実験：をしながら

lえる。まず、光の波動性から、それは何を意
同　上

味するか？　証拠は？

光に：は、もう・一つの顔がある。粒子性である。

それは何を意味するのか？　どうずれば、その

4 光の本性（2）
顔は見られるのか？　粒子の顔をもちながら波

ｮとしても立ち現われて干渉や回折を示すとい 同　上

うことが、どうして可能なのか？　現代の技術

でその実態をあばぐ。、

・電子も、．しかるべぐ舞台を設定すれば波のよ

うな振舞いを見せてくれるαではvそのとき粒

5
電子に見る粒子性
ﾆ波動性

子らしさはなくなってしまうのか？最近、全
gがつくれるようになったので、それを利用し

同　上

て美事な実験を澄目に：かげるσ

電子の、・そして極微の世界の他の粒子につい
ても、粒子性と波動性をひとつかみに統一して
捉えるのが量子力学である。これが、原子や分

6 量子力学の発見 子の内部では二Lユート：ノの力学にとって代るの
ｾ。しかし、まったく縁が切れるわげではなく、

同　上

ニュートン力学も新力学発見への道案内になる。

、

’原子のなかでの電子の様子を表わすと称して

雲のような絵がよく描いてあるが、少しも電子

7
量子力学的な運動

ﾆは

が運動しているように見えない。量子力学の世

Eにも運動があらわになる現象もある。この世 同　上

界のいろいろの運動をコンピューター・アニメ

一ションで澄目にかけよう。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
定常状態とエネル
Mーの不連続性

　電子力学的粒子の運動を波動で表わすと、限

轤黷ｽ空間に閉じこめられた運動は特定のとび

ﾆびのエネルギー・値しかとれないことが導かれ

驕Bこの命題こそ、原子が光を特定の波長での
ﾝ出す理由であり、原子の安定性と個性の根元

ﾅある。この重要な命題はどう導かれるのか？

江　沢　　　洋

9 原　子　と　分．子

　原子の構造と化学結合の仕組みを明らかに：し

ｽことは量子力学の大きな成果の一つである。

ｴ子や分子のなかをX線や電子線で見る．という

ﾌは、どうすることか、そこに見える姿は何を

墲黷墲黷ﾉ語るか。

同　上

10 温、度　と　物性

　温度というものは、原子の世界のざわめきの

w標である。温度を下げてゆきながら原子たち

ﾌざわめきの変化を聴いてみよう6そのとき電

C抵抗などの物性はどう変ってゆくか？　極低

ｷに達すると電気抵抗がストンと0に：なる。こ

黷ﾍ超伝導状態への相転移である。

同　上

11 固定の中の電子

　現代のエレクトロニクスは半導体の量子力学

Iな特質をフルに利用している。特に：、強い電

黷�ｩげてその表面に電子たちを押しつけた系

iMOS素子）は、電子の密度を人が意のままに

ｧ御することのできる理想的な「実験室」であ

驕Bその基礎物理から応用まで。

同　上

12 極　　　低　　　温

　極低温で液体ヘリウムが相転移をおこし粘性

�ｸなう現象。そのとき、流体の常識に反する

ｳまざまの振舞が見られる。これらも、しかし、

ｿゃんと量子力学の法則にしたがい、起るべく

ｵて起っていることなのである。そうわかるま

ﾅには何十年もかかったが。

同　上

13 相　　　転　　移

　固定や液体は、温度をゆっくり変えてゆくと

ﾌ積や電気伝導度などの性質がなだらかに変化

ｷる。しかし、水が氷になるときのように、特

ﾊの温度では性質がガラッと変わる。これが相

]移である。そのとき原子の世界では何が起っ

ﾄいるのか？　アニメーションを混えて。

同　上

14 高エネルギー物理（1）

，素粒子の内部構造や相互作用を研究するには、

ｻれらを高いエネルギ「で衝突させて反応を見

驕Bエネルギーが高いほど微細な世界が見える

ﾆいうのが物資の波動性の帰結である。そのた

ﾟ年々、加速器が巨大化する。最近完成した電

qと陽電子の衝突型大加速器を見る。

同　上

15 高エネルギー物理（2）

　物質の究極的構成要素の研究はどこまで進ん

ｾか。これから何を問題提起し寸どう自然に迫

ﾁてゆくか、新しい加速器による実験の出発の

ﾆきに、歴史的展望に立つ研究の抱負をきく。
同　上
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　　　二物質の科学1ニ（TV）
〔主任講師：田丸謙二（東京理科大学教授）〕

全体のねらい

　高校で習った気体についてのテーマを原子・分子という微視的立場から見直す。

　理想気体の状態方程式やそのはずれとして於こる諸現象に対して、微視的立場からの説明を与える。

さらに、気体分子の構造や結合澄よび反応について、簡単な量子力学的説明を与える。現在の研究を

紹介し、この分野の研究の最先端を示す。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

空気が気体として認識ざれてから、どのよう
空　　　気　　（1） にその実体が明らかにされて来たかの歴史を述 近　藤　　　保

1 気体の巨視的性質

ﾆ粒子モデル

べる。気体が原子や分子から形成されていると
｢う概念に到達した実験的・理論的根拠を明確
ﾉする。理想気体、実在気体と臨界現象につい

（東京大学教授）

ての関連にもふれる。

気体の巨視的な性質を示す状態方程式が、微

空　　　気　　（2） 視的な性質から気体分子運動論を用いてどのよ

2 気体に澄ける分子
うに説明されるかについて述べる。気体粒子間
ﾉ相互作用が存在するとき、理想気体の状態方 同　　　上

運動 程式がどのようになるかを示し、臨界現象など
を説明する。

空気の成分分子による発光、石巌スペクトル

空　　　気　　（3） 回折現象などについて述べる。電波天文台によ
ﾁて観測された星間分子のスペクトルなどを示

3 気体分子のスペク す。このようなスペクトルを解析することによ 同　　　上

トルと構造
って、どのように分子の構造や内部状態が解明
ｳれるかを示す。このような解析の基礎となる
量子力学的な理論を平易に解説する。

空気中で一番重要な燃焼反応について、原子

4

空　　　気　　（4）

ｪ子衝突と化学反応

・分子の立場から説明する。
土　屋　荘　次

i東京大学教授）

環境化学の立場から、光化学スモッグの発生

空　　　気　　（5） に関連した光化学反応の初期過程を考察する。

5 このような反応過程理解の基礎となる簡単な反 同　　　上

化学反応の機構
応理論（あるいはモデル）について、平易に解

烽ｷる。

現在、これら分子の構造や反応の研究はどこ

空　　　気・（6） まで進んでいるか、最新の話題は何かについて

6 気体分子のレーザ
概観する。レーザー、分子線、質量分析器など
�pいた最新の研究例を紹介し、どのような方

近　藤　　　保

一光化学 向を研究しようとしているか、そのねらいなど
について述べる。

地球と宇宙における水の存在様式と量につい

7

水　　　（1） て述べ、次に近代科学の発展とともに水に関す
髓m識とその利用がどのように進んでぎたかを

田　隅　三　生

水の特異な性質 概説する。水が特殊な物性をもつ化合物である

ｱとを類縁化合物との対比から明らかにする。
（東京大学教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

水蒸気、水、氷の状態図とクラウジウスーク
水　　　（2） ラペイロンの式、蒸気圧降下、沸点上昇、共沸、

8 水分子の構造と水 凝固点降下、寒剤、溶解度、電離、PH、移動 田　隅三生
度、当量電導度などについて概説する。

の3相

自由分子としての水分子の分子構造とその決

水　　　（3） 定法、氷の結晶構造とその決定法、水分子の電 菅　　　　宏
9 子構造と双極子モーメント、水素結合の本質に

氷　の　構　造 ついて述べる。重水についてもふれる。 （大阪大学教授）

液体としての水の構造とその研究法について
水　　　（4） 述べ、物性との関連性を考察する。粘性、表面 中　西　浩一郎

10 液体としての水の 張力、単分子膜、ミセル形成、界面活性剤の作

pなどを概説する。 （京都大学教授）

構造

生体物質、とくにタンパク質と生体膜の構造
水　　　（5） と機能が水の存在とどのようにか玉わりあって 野　田　春　彦

11 生体物質との関わ いるかを考察する。

り合い
（放送大学教授）

結晶の構造、また結晶をつくっている分子の

食　　　塩　　（1） 構造はどのようにしてわかるかを食塩を例とし 小谷　正博
12 て説明する。波の回折の原理を学んだあと結晶

結晶構造をきめる によるX線の回折の実例を見る。 （学習院大学教授）

結晶の中で原子や分子は静止しているわけで

13

食　　　塩　　（2）

e性　と　振動

はない。熱は物質の中で振動としてたくわえら
黷ﾄいるし、また音は物質のなかを波として伝
墲ﾁてゆく6このような振動やまた物体に力を
ﾁえたときに起る弾性変形が原子間の力とどの

同　　　上

ように関係しているかを述べる。

食塩は目に見える光に対しては透明であるが

14

食　　　塩　　（3）

�w　的性質

ある波長の赤外線に対しては強い吸収を示す。

ﾜた傘塩の屈折率は波長によって異る．光が物
ｿを通りぬけるときに起るこれらの現象がどの
謔､に物質の構造と結びつけて理解されるかを

同　　　上

解説する。

食塩は化学工業における主要な原料の一つで
’

15

食　　　塩　　（4）

¥』ダと塩、素

’ソーダ灰、か性ソーダ、塩素などの無機薬品が
ﾂくられ、ガラス製品、繊維製品、’医薬品、な

ﾇの製造、上水道の減菌など広く利用されてい
驕Bソーダと塩素の製法と利用について説明す

笛木　和　雄

i東京大学教授）
る。
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回・ テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

鉄　　　（1）

S獣の王、ライオン

[百金の王、鉄一

」）鉄は諸々の金属の中でも最も重要な位置を

閧ﾟる。の鉄の特徴を合金化、相変態、焼入
ｫ、加工性、集合組織、等で述べる。①鉄と
|の定義。iv）鉄の結晶構造。　V）現代製鉄法
ﾌ概要、鉄鉱石の還元による銑鉄の製造と酸素
ｸ錬による鋼の製造法を簡単に述球る。

田　中　智夫

?關ｻ鉄㈱エン
Wニアリング事
ﾆ部研究開発セ
塔^ー所長

17

鉄　　　（2）

]　　　移　　　論

D鉄の塑性変形挙動と降伏強度、引張強度の
闍`。ll）クリープ強度、疲労強度の概念。の
攪_強度と実際の材料強度との　離。1V）転位
_の概要。転位モデルによるすべり変形。Zra－
獅モ求|Read源、部分転位と交叉すべり、多結晶

ﾌの構造と降伏の丁丁ニズへ等を述べる。

同　　　上

18

鉄　　　（3）・

Sの百　面相

D鉄合金の成り立ち。iD状態図の熱力学と
�ﾔ図の読み方。の鉄一炭素2元状態図とそ
ﾌ重要性。iv）相変態の概要。拡散変態と非拡
U変態、特にマルチンサイト変態の特徴を述べ
驕BV）連続冷却変態図。　vD各種熱処理法。
魔c　ミクロ組織と機械的性質の関係。

鴨同　　　上

19

鉄　　　（4）

k@能性鉄材料

　合金設計と製造プロセス制御により機能性の

b｢鋼を作ることが出来る。D低温靱性の優
黷ｽ鋼一脆性破壊のメカニズムと低温靱性。
ｿ）形状記憶合金一軍弾性マルチンサイトの利

p。恥集合組織制御一（111）集合組織によ
髏[絞り用鋼とGoss方向による方向性珪素鋼。

同　　　上

20

炭　　　素　　（1）

_イヤモンドとグラファイト

[混成軌道一．

　有機化合物の中心元素である炭素原子の結合
l式をSP3、　SP2、　SP純成軌道について説明す

驕Bこれらの結合をもつ典型的な化合物、ダイ

сc塔h、グラファイトの性質、興味ある点を
ﾆりあげる。

池本，　勲

i東京都立大学教授）

21

炭　　　素　　（2）

齦ｪ子内部回転と回転

ﾙ性体一

　炭素一炭素の単結合および2重結合のまわり
ﾌ内部回転について説明し、内部回転ポテンシ
ャ汲ﾌ形忌ポテンシャル障壁の高さと回転異性
ﾌ、幾何異性体の存在との関係を明らかにする。
ｽ状分子、合成および天然高分子、生体高分子
ﾌ分子構造との関連にもふれるd

田　隅　三　生’

f

22

炭　　　素　　（3）

L機化合物の多様性

　有機化合物の主な骨格は炭素と水素からでき
ﾄいるが、これに、酸素、窒素、硫黄、リンな
ﾇのいわゆるヘテロ原子が加あることにより、

^に有機化学の特徴である有機化合物の多種多
l性が実現できることを、原子団、宮能基など
ﾌ概念によって系統的に説明する。　　　　　　　　　　　　　　　　、

　武　井　　　尚’

i東京工業大学助教授）

23

炭　　　素　　（4）

�w活性体の有機

ｻ学

　右手型と左手型という、立体的・空問的な分

q構造の差異によって生ずる光学異性体の世界
�A糖、アミノ酸、抗性物質など身近な例から

闕ﾞをとりあげて解説する。あわせて、分子模
^の使い方、絶対配置の表示法、光学活性体の
?阨福ﾈどについても解説する。

野平　博之

i埼玉大学教授）
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「回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師’
i所属・氏名）㌧

炭　　　素　　（5） 炭水化物、タンパク質、アミノ酸、脂質、核

生態を構成する有 酸など、生物体を構成する主要物質の構造とそ 畑　　　辻　明、

24 機化合物一 の役割を明らかにし、これらの物質に対する有

一生命現象を荷なう 機化学的な研究方法と、1その成果および生命化 （東京工業大学教授）

核酸について 学における今後の役割について展望する。

25

炭　　　素　　（6＞

ｪ　子を　彫　る
齬L機化合物の合成

@と反応

　有機化学は、生命の合成能力に対する畏敬・

?ｱがれ・挑戦というような気持が入り混って
ｭ展してきたが、近年において、独自の合成手
C法の発展も著しい。多種多様な有機化合物をい
ｩに自在に合成できるようになったか、その最

向　山　光　昭

i東京大学教授）

新の手法と考え方を解説する。

繊維、プラスチック、ゴム等日常生活に欠か

26

高　分　子　（1）

uｪ子の特徴

せない材料として数多くの合成高分子物質が使
墲黷ﾄいる。二方、核酸、タンパク質、多糖は

ｶ物にとって必須の高分子物質である。これら
ﾌ用途、機能にとって高分子であることはどん

井上レ祥　平

i東京大学教授）、

な意義があるのかを考える6

高分子物質の性質の特徴の一つは、熱的性質、

27

高　　分　　子　（2） 力学的性質、電気的性質などの物理的性質にあ
閨Aこれが用途の基礎ともなっている。ここで 同　　　上

高分子の構造と性質
はこれらの性質：が高分子化合物の分子構造、お

謔ﾑ分子の集合体の構造とどのように関連して
いるかを考える。

高分子化合物はどのようにして合成するか、

28
高　　分　　子　（3）

その分子の大きさはどのような要因で決まるか、

ｪ子の構造を制御するにはどんな方法があるか 同　　　上
を考える。また実際の高分子材料をつくるに当

高分子をつくるり たって、フィルムや糸はどんな方法で成型・加
工するかについても触れる。

高分子の化学反応によってまったく新しい高

29
高　分　子　（4）

uｪ子の反応

分子をつくり出したり、部分的反応によって性
ｿを変化させたりすることができる。ここでは
uｪ子の化学反応の特徴とその応用に：ついて考

ｦる。物理的性質の特徴と化学反応性を組合せ

井　上祥　平

た機能性高分子の例にも触れる。

1．表面の特徴　　　　　5．表面原子の動き

30 表面の科学
2．表面の調べ方　　　　6．表面の修飾

R．化学吸着と触媒作用　7．触媒反応の速度
田　丸　謙　二

4．表面の特性　　　　　8．触媒の通電性
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　　　　　　　　　　　　＝＝物質の科学H＝（TV）

　　　　　　　　　　　　　一ミクロからみた物質一

　　　　　　　　　　〔主任講師：」≡村　洗（東京木学教授）〕

全体のねらい
物質の示す様々な巨視的性質をミクロの法則で如何に解明できるかを、量子論の初歩的な段階から出

発して、分り易く講義する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．水素原子、問題の定式化

1

物質の構成要素 2．角運動量と球関数
R．水素原子のエネルギご

上　村　　　洗

～　原子 （東京大学教授）

1．多原子原子、1電子近似の取り扱い
2．原子構造と元素の周期率

2 原子から分子へ 3．分子の形成一水素分子 同　　　上

1．結晶構造
2．結晶中の電子の状態 中　尾憲　司r

3 原子から結晶へ 3．ブロッホ関数：

（筑波大学助教授）

1．バンド構造
2．バンド構造の別の見方

4 結晶の中の電子 3．バンド構造と物質の分類
同　　　上

1．金属の自由電子モデル

5
化学結合と結晶の

ｪ類

2．化学結合と凝集エネルギー
R．イオン結合
S．共有結合
T．金属結合

上村　　　洗

?@尾　憲　司

6．ファンデルワールス結合

1．半導体の特徴
2．正孔

6 半　　　導　　　体
3．電子と正孔の分布
S．不純物半導体

中　尾　憲　司

’

、

1．電気伝導

7 固体の伝導現象

2．ホール効果ど磁気抵抗効果
R．強磁場中の電気伝導とエネルギー状態

S．量子ホール効果

川　路　紳　治

i学習院大学教授）
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．光の性質
2．ローレンツi振動子模型 国府田隆　夫

8 光に対する性質 3．物質の光学的性質と電子状態

（東京大学教授）

1・少数キャリアの注入　2・pn接合
3・pnp接合型トランジスター　4・トンネル・

9 半導体素子の基礎
・ダイオード　5．金属・半導体接合ダイオード（シ

㏍bトキr・ダイオード）　6．フォト・セル、太陽電
川　路　紳　治

池とフォト・ダイオード　7．発光ダイオードと半導

体レーサー　8．電界効果トランジスター

1．電子の磁気モーメント
2．マクロな磁気モーメント 近　　　桂一郎

10 磁性の起源
3．自由原子・自由イオンの磁気モーメント
S．閉殻の電子による反磁性
T．原子の固有磁気モーメントと常磁性

（早稲田大学教授）

6．伝導電子による磁性

1．強磁性体の磁化

2．フェライトの自発磁化

11 磁　　　性　　　体 3．中性子回折と磁気構造 同　　　．上
4．交換相互作用
5．自発磁化の温度変化

1．磁性イオンの光吸収
2．結晶場遷移

12 磁　性体　と　光 3．結晶場と軌道角運動量の消失 同　　　上
4．強磁性体の光吸収と偏光
5．磁気光効果
6・磁気光効果の応用

1．はじめに
2．超伝導現象 小　林　俊一

13 超　　　伝　　　導 3．位相と干渉
4．粒子数と位相
T．電子対

（東京大学教授）

6．なぜ対か

1．はじめに
2．表面構造を探る 塚　田　　　捻

14 固体の表面＝構造 3．半導体清浄表面の構造

（東京大学助教授）

1．表面のバンド構造
2．電子の密度分布と仕事関数

15 表面の電子状態 3．電子分光法 同　　　上
4．吸着現象
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＝物質の科学皿二（TV）
〔主任講師：野田春彦（放送大学教授）〕

全体のねらい

　我々の見る物質は100種に足りない元素の組み合わせであるが、ほとんど無限ともいえる種類のも

のが発見され、それについての研究が進んでいる。古くから知られている物質の性質について新しい

理解ができることもある。これらをできるだけ広範囲に取り入れて、それを基礎的な理解につなげよ

うというのがこの科目の狙いである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．はじめに　　2．環境相　　3．駆動力　　　　　　　　．　　　　●4．核形成　　5．ものの運ばれ方　　6・ラ

’砂川　一郎
1 結晶　の成　長 フな界面とスムーズな界面　　7・渦巻成長

8．結晶の形を支配するもの （東京大学教授）

1．はじめに

2．ヘテロ構造と選択ドーピング 覧　見　博義
2 半導体超格子 3．量子井戸と半導体レーサー

S・共鳴トとネル効果とその応用
（日本電気KK光基礎研究部長）

5．まとめ

1．はじめに

2．非平衡物質とは 新庄輝也
3 金属・多層　膜 3．多層膜（人工格子）の生成

4．Fe－Mg人工格子 （京都大学教授）

5．人工格子の利用

1．アモルファス半導体とは

2．アモルファス半導体の種類と製法 丸　山　瑛　一

4 アモルファス半導体 3．アモルファス半導体の物理的性質

4．アモルファス半導体の応用 （日立基礎研究所長）

1．山立した一個のポリマー分子の形態

5
高分子鎖の形態と

2．ポリマー鎖の形態の実験的研究

R．高分子鎖の屈曲性
永　沢　　　満

物性 4．高分子鎖の形態と高分子物性 （豊田工業大学教授）

’1．タンパク質維維

6 繊維生体高分子

　・ペプチド鎖の寸法　・ペプチド鎖の二次構

｢　・生体の繊維
Q．糖を含む生体の長鎖状分子

野　田　春　彦

●核酸　・キチンとセルロースとデンプン （放送大学教授）

、

1．粒状タンパク質
、・粒状タンパク質の折り畳み　・活性部位

7 粒状生体高分子 ・タンパク質の結晶

Q．多糖の粒状分子
同　　　上

3・膜
・ミセルと単位膜　・膜とタンパク質
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回 テ　　　・一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講、師
i所寓・白白）

1．高分子の機能
2．機能性高分子とは 井上　祥平

8 機能性高分子
3．イオン交換樹脂
S感光性樹脂 （東京大学教授）
5．電気的機能
6．医用高分子

1．コロイドの定義と特性
2．コロイドの分類 北　原　文　雄

9 コロイ　ド　　（1） 3．　ミセルコロイド概論
S．界面活性剤のはたらき（1）一溶液物性

T．界面活性剤のはたらき（D一界面物性

（東京理科大学常務理事）

1．粒子コロイドの分類
2．粒子コロイドの調整

10 コロイ　ド　　（2）
3．粒子コロイドの特性4．粒子コロイドに対する無機電解質の効果

同　　　上

一DI、VOの理論
5．粒子コロイドに対する界面活性剤の効果
6・粒子コロイドに対する高分子の効果

1．界面膜と独立膜
2．生体膜と膜透過 中　垣　正　幸

11 膜 3．膜の機能
S．ろ過による物質分離 （京都大学教授）
5・膜透過と逆透過
6．電解質の膜透過と膜電位

1．骨格構造 高　石　哲　男

12 ゼ　オ　ラ　イ　　ト

2．分子節作用とガス吸着
R．イオン交換性
S．触媒作用

夢技術科学大護）　堤　　　和　男

（舞橋技術科学勤

1．セラミックスの進歩

13 セ　ラ　ミ　ッ　ク　ス

2．セラミックスの種類
R．セラミックスの強さともろさ
S一セラミヅクスをつくる
T．セラミックスの微細構造と高温強さ

　沢　岡　　　昭

i東京工業大学教授）

6．セラミックスはどこまで強くできるか

1．粒子の大きさ　　2．超微粒子と超微粉
3・超微粒子の製法　4．不活性ガス中での蒸発 上　田　良二

14 超　微　粒　子
5．バルクとの違い　6．久保効果

7．クラ久ターの実験　　8．技術への応用 （名城大学一員教授）

1．蛋白質と核酸

15 情報生体高分子

2．遺伝子DNAの構i造と遺伝情報
R．遺伝情報の発現

S．遺伝子操作

T．蛋白質工学

三　浦　謹一郎

i東京大学教授）
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＝生命のしくみ1＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　　一生化学のしくみ一一

　　　　　　　　　　　〔主任講師：木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい

　生物はさまざまな物質からできている。これらの物質の働きによって、生物の活動が支えられてい

る。この点をいくつかの例によって示し、これらの生体内物質の特徴的な性質と機能を説明し、生化

学の基礎的な内容を紹介する。特別な予備知識は必要ではないが㍉初歩的な化学の用語を理解できる

ことが望ましい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

タンパク質、脂質、糖など、生物をつくり上

げている物質について紹卸し、これら有機化合 木　原弘　二
1・ 生体に含まれる物質 物の特徴と構造について説明し、とくにタンパ （慶応義塾大学

ク質の構成成分であるアミノ酸をとりあげる。 教授）

生体物質のうち高分子物質であるタンパク質、

核酸、多糖などでは、その3次元的な形が機能 野　田　春　彦

2 生体の構成成分 と密接に関連している。その形が化学構造によ
ってどう定まるかを、原子の大きさと原子間の （放送大学教授）

結合とから考える。

、 食物は消化されて、さまざまな化学変化を受

げ、身体の成分として利用されたり、エネルギ

3 栄養のとりこみ 一応として分解されたりしている。これらの説 木　原　弘　二

明を通して、酵素の働き方を述べる。

身体の中で起こっている化学変化は、すべて

代　　　　　　謝 酵素の作用によって進行しているが、この酵素

4 の欠陥により起こるフェニルケトン尿症・ガラ 同　　　上

一遺伝病　（1）一一 クトース血症など遺伝性の病気について紹介す
る。

酵素の主要成分はタンパク質だが、他にもへ

モグロビンなど、酵素ではないタンパク質が重

5 タンパク質の構造 直な働きをしている。ヘモグロビンの分子が遺 同　　　上

伝的に異常な鎌型赤血球貧血症について述べる。

生命活動を遂行するエネルギーの源泉は、酵

素による反応段階を経て、糖は脂質の酸化的分

6 呼吸のしくみ 解によって確保され、その中間産物は、他のい 同　　　上
・ろいうな成分の合成の素材として利朋されてい

る。

エネルギーいATPの形をとって、細胞内へ
の物質の吸収、馬（ろいうな物質の合成などのほ 丸　山　工　作

7 エネルギーの利用 か：筋肉の収縮、神経に診ける情報伝達など、細

胞のさまざまな活動のために利用されている。 （千葉大学教授）

一
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

成長途上の幼い個体では、身体の成分として

新しくタンパク質を合成しなければならない。

8 タンパク質合成 しかし成長した個体でも、毎日．タンパク質が合 木　原　弘二
成されている。その反応めしくみについて述べ
る。

身体の各器官は・それぞれの独自の機能を果

たしているが、つねに相互の活動状況が個体の

9 調　　　　　　節 維持に都合のよいように調整されている。主と 同　　　上

して、タンパク質合成の制御について述べる。

@　　　　　　　　　　　　　、

細胞が合成する成分には、身体や細胞の構造

脂　　　　　　質 に関係した、糖や脂質に属する物質がある。そ

10 の物質の正常な分解に支障がある遺伝病として、 同　　　上

一一 笂`病　（2）一 粘液多糖類蓄積症、糖脂質蓄積症を紹介する。

すべての生物界の物質は、太陽の光のエネル o

生物界に感ける ギーを、植物が利用して、二酸化炭素を糖に変

11 える光合成反応にもとづいてつくり出されたも 同　　　上

元素の循環 のである。この反応と窒素化合物の生物界での

利用、分類の過程について述べる。

細胞には、いくつかの構造体が含まれ、それ

それ機能を分担しているが、その成分の70％ 長野　　　敬

12 細胞と細胞膜 は水である。水の特別な性質細胞の膜との関
係を紹介し、改めて細胞の働きについて整理す （自治医科大教授）

る。

タンパク質の構造を指定しているDNAは、細

胞の分裂とともに：、単細胞に同一分子が均等に

13 DNA　の複製 伝えられなければ：ならない。　DNA分子の合成 木原　弘二
のしくみについて解説する◎

最近話題となって回る遺伝子工学の現状を紹

・介して、特定の遺伝子を確認できた例を説明す

14 遺伝子工　学 る。また、．この技術を利用して、ヒトの遺伝病 同　　』上

の原因となる欠陥遺伝子を明らかにして、胎児

診断に応用されていることを述べる。

15 物質系としての生命

　全体のまとめとして、生命現象は、生物特有

ﾌタンパク質、　DNAなどの物質の存在なしに：

ﾍ考えられないこと、その機能の遂行に必要な

Gネルギー、澄よび情報の役割について述べる。

木　原　弘　二

ｷ野　　　敬
?@田　春　彦

ﾛ山　工作
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一生命のしくみ皿一（TV）
〔主任講師：木原弘二（慶応義塾大学教授）〕

全体のねらい
　“生命のしくみ一化学の立場1”で一通り学んだ点を基礎知識として、これらの知識の根拠を改
めて確かめ、また、補充発展させることを目的としている。主に、個々の独立した問題を取回上げて、

基礎的な紹介では触れることのでぎなかった点を検討し、現代の生化学が直面している問題を二・三

紹介する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

物質についての考え方をギリシャ時代から中

世、近代へと辿り、一・方、生物については生命 木　原弘二
1 物質観と生命観 に特有な力やしくみが想定されてきたことを紹 （慶応義塾大学

介し現代の考え方と対比する。 教授）

18世紀末頃から、有機化合物が多数発見、

確認された。その後、化学的な研究の発展にと

2 有機化学の確立 もない無機三二と有機物質の区別が明確化し、 同　　　上

生化学研究の・基礎となる。

トリプトファンは必須アミノ酸の一つで、他の

トリプトファンの アミノ酸よりもかなりその発見が遅れた。しかし、

3 トリプトファン　見 このアミノ酸の存在を示す反応は一世紀ほど以前 同　　　上
、

発見 から知られていた。その発見が遅れた理由を示して、

物質を確認することの重要さについて述べる。

尿酸は、精製され確認された最初の有機化合

物の一つである。尿酸の血中濃度が高いと痛風

4 尿酸　と　痛　風 の発作が起こる。ヒトという生物に特有な事情 同　　　上

が発作の条件となっている。

一私たちの健康な生活の維持には、適量のビタ

ミンを摂取する必要がある。ビタミンCを例に

5 ビ　タ　ミ　ン　　C して、生体が必要としている物質の働き、研究 同　　　上

法の発展を紹介する。

ビタミンCの欠乏で、影響を受けるのはコラ

一ゲンである。このタンパク質には特殊なアミ

6 コ　ラ　一　ゲ　ン ノ酸が含まれ、標準的なタンパク質とはラセン 同　　　上

構造の様子が異なってくる。．
’

赤血球の表面には、血液型を決定している物

質が存在する。ABOの血液型は1801年に発
7 ABO血液型物質 見されたが、約半世紀後に血液型を決定する糖． 同　　　上

脂質が確認された。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

臓器移植の際の問題に、移植片に対する拒絶

組織移植適合性 反応がある。この免疫現象には白血球の細胞膜

8 表面の抗原が関係している。抗原型にはA，B， 木　原　弘　二

抗原 C，DRの5群がある。

タンパク質は、細胞全体が分解される以外に、

タンパク質の 細胞内部で絶えず分解されている。分解の過程

9 で、それぞれのタンパク質は異なった速さで分 同　　　上

細胞内分解 解され消失していく。

白血球の働きのためにはタンパク質を加水分

解する酵素が必要である。’しかし分解の過剰な

10 アンチ・トリプシン 作用を抑止するタンパク質が血液中に存在し、 同　　　上

調節が行われている。

コレステローールは、細胞の膜の重要な成分で

コレステロール あり、．常に合成されている。しかし合成と利

11 用の均衡が崩れて、血液中の濃度が高ぐなると 同　　　上

の代謝 高コレステロール血症として障害を起こす。家族

ｫ高コレステロール血症についての最近の研究
の成果を述べる。

酵素の活性は精妙なしくみで調節されている。

肝でのグリコーゲンの分解と合成に関係する酵

12 酵素活性の調節 素系、澄よび大腸菌のグルタミン合成酵素を例 同　　　上

として解説する。

ホルモンによる調節に澄いて、そのホルモン

の産正放出は視床下部から放出される別のペプ

13 ホルモン放出因子 チドに支配されている。副腎皮質刺激ホルモン 同　　　上

の放出因子などを解説する。

DNA分子を切断し、適切に結合することに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e

ヘモグロビン よって、動物特にヒトの遺伝子を純粋にし、

14 その構造を究明することが可能となった。ヘモ 同　　　上

遺伝子 グロビン遺伝子の例を考える。

講義全体を振り返り、物質についての研究か

ら生命現象が究明されてきた成果をまとめる。

15 生命　と物　質 このことを通して、生命とは何かについての考 同　　　上

えを整理する。
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＝植物の生理＝（TV）

　　　　　　　　　〔主任講師：増田芳雄（大阪市立大学教授）〕

全体のねらい
　植物は動物と異なり、特有の構造ど機能をもっている。その機能めゴっは自栄養、すなわち光合成

で、これによって太陽エネルギーを蓄え、地球上の全生物の生命を支えている。植物の形態形成と生

理的機能は遺伝子のもつプログラムに従って発現されるが、それは環境要因にも影響される。植物に

特徴的な構造。機能の調節を焦点にする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪n球上の全生物の生存を支える緑色高等植物

のもつ特別な機能と構造に関する研究分野が植 増　田　芳　雄

1 植物生理その特性 物生理学である。その研究め発展の歴史的展開 （大阪市立大学

を概観しながら植物の特性について考察する。 教　授）

植物は大量の水を吸収し、蒸散する。高い木

のてっぺんまで、水は熱力学の法則により容易 倉石　　　晋
2 水分生理と気孔 に：上昇する。水の蒸散の制御は気孔により行わ

れ、環境条件、植物ボルモンにより開閉運動は （広島大学教授）

制御されている。

光合成過程の前半の部分、すなわち光の関与

光　合　成　　1 する過程（光エネルギーの鳶足、∫電子の伝達、 辻　　　英　夫

3 ATPの合成）のしくみ及びこの過程の行われ

明　反　応 る舞台となっている構造について理解する。 （京都大学教授）

光合成に澄いて、前章で述べた変化に引き続

光　合　成　　巫 いて起こるCO2固定の過程を理解し、このCO2

4 固定経路の多様化と環境との関係を考える。光 同　　　上

暗　反　応 合成産物の細胞内、組織間の移動についても理

解する。

微生物との共生による窒素固定または土壌窒

窒素固定とタンパ 素の吸収から始まり、窒素の同化、タンパク質

5 の合成、合成以後のタンパク質の会合と細胞内 同　　　上

ク質合成 輸送に至るまでの過程を取り扱う。遺伝情報発

現調節のしくみについても考える。

植物が環境要肉の影響を受けるとき、植物ホ

ルモンが仲だちとなって植物の成長・分化を調

6 植物ホルモンの働き 節しそいる。これら植物ホルモンの作用につい 増　田　芳雄，
て概説する。　　　　　　　　　　　　　　　　’

高等植物のもつ遺伝子は形質を発現し、特定

遺伝的変異と生理 の形態を形成し、生理作用を示す。しかし、遺

7 伝的形質は環境により発現し、植物は環境に適 倉石　　　晋

的機能 応した形態や生理作用を示す。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

細胞壁は植物細胞を取り囲む多糖類を主成分

とする構造であり、植物の成長・分化にさいし 山　本　良　一・

8 細胞成長と細胞壁 て大きな役割をはたしている。ここではとくに： （帝塚山短期大学

細胞の伸長成長に於ける細胞壁の構造や性質の 助教授）

意味について考える。

植物の個体としての調和のとれた成長を可能

にする極性と器官相互作用という二つの現象に 神　阪　盛一郎

9 器官相互作用 ついて考える。 （大阪市立大学

教授）

光などの環境刺激に反応して起きる植物の運

動は屈性と傾性の二つに大別される。植物が刺

10 植物の運動 激を感受して運動する機構について考える。 同　　　上

植物組織培養確立の歴史は、植物細胞が分化

黙拝培養と分化全 全能性を持つことの証明の歴史でもあった。そ 原　田　　　宏

11 の歴史的展開を振り返りつつ、植物に澄ける分

能性 化全能性について解説する。 （筑波大学教授）

分化全能性を有する培養細胞・組織で得られ

形態形成と遺伝子 た形態形成機構に関する知見について解説する。

12 また、形質転換組織・個体の基礎・応用研究へ 同　　　上

発現 の利用についても述べる。

植物はさまざまな光情報を受けとって環境に

光形態形成とフィ 適した体制を整える。それらの多くに関与する 滝　本　　　敦

13 フィトクロムの働きを中心として、植物に対す

トクロム る光の作用機構を考える。 （京都大学教授）

植物は生物時計を利用して日の長さを測定し、

生物時計と花芽の 適当な季節に花を咲かせる。生物時計の概略を

14 説明した後、光周反応による花芽形成の機構を 同　　　上

形成 考える。

植物は高温、低温、水不足、塩ストレスなど

により影響を受ける。植物はやや弱いストレス

15 植物と環境ストレス により耐性となり、ストレスを受けないと耐性 倉　石　　　晋
を失う。
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＝生態学概論＝（R）

〔主任講師　岩城英夫（筑波大学教授）〕

全体のねらい

　個体一個体群一群集の各レ’ベルにおける生物と無機的環境、生物と生物との関わり合いを具体的事

例をあげて講義し、生物的自然の構造と機能、生物群集や生態系の多様性、全体性於よびその動的平

衡についての理解を深める。講義を通じて生態学の基本的原理と概念を理解させ、また環境問題に対

する生態学の視点も述べる。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生態学とは何か。この講義の導入部として生

生態学とは 態学の対象、方法および環境要因の捉え方など 岩　城英　夫
1 について述べる。

一序論一 （筑波大学教授）

生態系のエネルギー源である太陽光の分布と

季節変化は生物の生活に大きな影響を与える。
o

2 生物と光環境 生物と光要因との関係を、光と植物の光合成・ 同　　上

成長、光と動物行動との関連を中心に述べる。

生物は種類により異なる温度限界と耐性温度

を持っている。温度環境は地球上の場所により

3 生物と温度環境 異なり、これに応じて生物の生活期間や分布が 同　　上

決められていることを述べる。

大気の成分中、二酸化炭素は植物の光合成作

用の制限要因になりやすい。酸素は水生生物の

4 生物と大気要因 生活を制約する。生物と大気要因との関係を説 同　　上

明し、風や大気汚染の影響についても触れる。

陸地にむける水の分布と植物の水収支につい

て述べ、植物の生育や分布にとって水が重要な

5 生物と水環：境 制限要因であることを説明する。 同　　上

植物の生育は土壌の物理的・化学的性質によ
って影響を受ける。一方、植物や土壌生物の

6 生物と土壌環境 存在は土壌の形成に大きな役割を果しているこ 同　　上

とを述べる。　　　　　　　　　　、

温度と降雨量の地理的分布に応じて、地球上

に：はさまざまなタイプの植物群系が分布してい

7 気候と植生の分布 る。生活形と気候条件との関係、過去の気候変 同　　上

化に伴う植生の変遷についても触れる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 個体群の成長と調節

も生物の集団（個体群）に…bける個体数は、有
ﾀの環境に澄いて無限に増加することは不可能
ﾅある。’このような環境下に齢いて、生物種は
ﾇのように対応しているのか、その機構につい
ﾄまず理論的に述べ、ついで実例を見ながら論
ｶる。

藤井　宏一

i筑波大学助教授）

9
動物の密度効果と

@　娘なわばり”

　有限の環境下において動物の個体数が増加す

黷ﾎいつかは過密の状態に：達する。このような

ﾟ密状態に対する動物の対応の仕方について論

ｶる。また、過密を避ける機構、特に駅なわば

閨hについて、例を用いて論じる。

同　　上

0
1
⊥
　
　
一

競争ど隻すみわけ”

　同じ資源を利用する異なった生物種間に：は種

ﾔ：競争が存在しうる。種間競争とは何か。その

@構についてまず理論的に取り扱い、さらに、

孖ﾔ競争の結果として起こる駅すみわけ”につ

｢て、観察例を用いて説明する。

同　　上

11 植物問相互作用

　植物の種内競争と種間競争の仕組みについて

qべる。まず同種の植物間で起こる競争密度効

ﾊと自然間引について述べ、次に異種の植物間

ﾌ競争の機構について説明する。
岩城　英　夫

12 捕　　食　関　係

　食うものと食われるものの関係（捕食関係）
ﾍ生物群集内に：澄げる生物相互作用の中でも一
ﾔ重要な関係の一つである。まず捕食関係の動
ﾔに関する理論について述べ、次に実例を用い
ﾄ自然界における捕食関係の果す役割について
燒ｾする。

藤井　宏一一

13 絶滅と安定性

　局所的に見た時、ある特定の生物種がそ’の場
ﾉ長期にわたって存続するとは限らない。その
笆ﾅの機構は何か。生物種の生物群集の中での
�р�_じつつ、各生物種の絶滅の可能性、そ
ｵて群集そのものの安定性について論じる。

同　　上

14 植物の繁殖戦略

　植物には一年生・多年生、草本・木本などさ

ﾜざまな生活の仕方があり、それぞれ特徴的な

ｬ長・繁殖様式をもっている。異なった還境下

ﾅこれらの生活様式がどのような生態学意義を

烽ﾂかについて説明する。

岩　城　英　夫

15
生物群集の構造と

g成

　生態系の性格を決める上で最も重要なのは植
ｨ群落の種類組成と空間構造である。群落構造
ﾍ生態系の微環境に影響し、また動物の分布も
ｻれに対応して独特の群集構造を形成すること
�qべる。群集構造の季節的変化についても触
黷驕B

同　　上
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　　　　　　　　　　　　　一集団遺伝学一（R）

　　　　　　　　　　　　一遺伝子はどのように進化するか一

　　　　　　　　〔主任講師：石和貞男（於茶の水女子大学教授）〕

全体のねらい
　集団遺伝学は、個体の集まりである集団を対象として、その遺伝的構成がどのような法則に支配さ
れ、時とともにどのように変化していくかを追求する学問で、究極的に：は生物の進化機構の解明を目
的としている。この学時は現在、高度の数学的理論体系を軸として各種生物集団に：論ける観察結果
（とくに分子レベルの変異）の解析と理論の検証を行っている。本講義では、放送大学の趣旨にのっ
とり、集団遺伝学のあらましの一端をできるだけ平易に、そして人間とのかかわりを念頭に於いて、
解説してゆきたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

遺伝の基礎となる概念一例えば、遺伝子染

色体、DNA等一を的確に把握させる。特に、 石　和　貞　男

1 遺伝の基　礎 有核細胞のDNAにおける遺伝子の一般的構造 （澄茶の水女子

等、分子レベルの知見を強調する。 大学教授）

遺伝子プールや遺伝子頻度の概念およびバー

任意交配集団と近 ディ・ワインベルグの法則を理解させる。また、

2 個体間或いは遺伝子間の遣伝的近さを測る近交 同　　　上．

親交配 係数を紹介する。

わかりやすい実例を示しながら、量的形質と

はどんな形質かを理解させ、それに寄与するボ

3 量的形質の遺伝 リジーンの意味を把握させる。また、量的形質 同　　　上

の遺伝率等にも言及する。

突然変異が遺伝的変異を起こす最も基本的な

機構であることを理解させ、いろいろなタイプ 五條堀　　　孝

4 突　然　　変　　異 の突然変異があることを紹介する。特に、DNA （国立遺伝学

レベルでの最近の知見も示す。 研究所助教授）

r

適応度の定義を理解させ、形質レベルに診い

て如何に：自然淘汰が働いているなかを、工業暗

5 自　然　淘　汰 化等の例をあげて説明する。また、：有名な淘汰 同　　　上

モデルー超優性モデルや頻度依存型淘汰モデル

一を紹介し、その現実性を議論する。

集団内変異の保有機構をめぐるフィッシャー

集団の変異　1 ・ライト論争、そしてタンパク質多型現象をめ

6 一形態レベル蛋 ぐる中立説論争を紹介し、多型現象の生物的・ 石和　貞　男

白質レベルー 進化熱意味合いを議論する。
’

組み換えDNA技術等の進歩により、　遺伝的

集団の変異陶皿 変異が直接DNAレベルでみられることを理解

7 させる。 同　　　上

一　DNAレベルー

一693一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

集団の変異性　皿一ヒト（人類）

@　　　　　集団一

　人類集団に齢ける形態・タンパク質・DNAレ

xルのいろいろな変異を紹介する。特に、日本

lの蒙古系人種としての遺伝的特徴や国際結婚
ﾌ増加等に注目しながら、’ 坙{人集団に澄ける

笂`的構成の将来を議論する。

石　和　貞　男

9

分子進化　　1一タンパク質分子

@からみた進化一

　1960年代に始まった分子進化の研究が、タ

塔pク質のアミノ酸配列データの集積によって

ｬ功し、分子時計という有用な概念が出されて

?ｽ過程を紹介する。

五條堀　　　孝

10
分子進化　　皿
黷cNA配列から
@　　　みた進化一

　DNA配列決定の改善により、　DNA配列デーー

^が爆発的に増加した現実を踏まえ、アミノ酸

z列データからではわからなかった新しい分子
i化学的知見を紹介する。特に、多重遺伝子族

ﾌ進化の重要性を示す。

同　　　上

11

分子進化　　皿一分越進化と

@　分子生物学一

　分子生物学上の最近の発見一例えば、偽似

笂`子や可動遺伝子など一の進化的意義を考
@する。また、遺伝子変換と協調的進化の関係

ﾆいった最近の知見も紹介する。
同　　　上

12

分子進化　　IV一ウイルス遺伝

@　　子の進化一

　ウィルス遺伝子の進化と起源を調べることは、

Eィルス病の治療や予防に役立つだけでなく、

Eィルス自身の進化を知るうえでも重要である。
ｱこでは、がんウィル～くやエイズウィルスの遺

`子を中心にして、その進化速度やウィルス系
搖ﾔの進化的関係などを議論する。

同　　　上

13 人種の起源と＝分化

　ヒトの皮膚色等の例をあげながら、人種とい
､のがどのように分化し、そしてその分化がい
ﾂ頃起こったかを議論する。その際、タンパク
ｿ多型のデータを利用した根井の遺伝的距離と
｢う量の有用性を紹介する。また、その分化と
K応の関係も考察するb

同　　　上

14

集団遺伝子に：澄け

驍ｱれからの問題

　組み換えDNA技術やDNA配列決定法のさ
轤ﾈる発展が予想される現在集団遺伝学的に
ｻ味ある問題のうち、どれが解決可能で、どれ

ｪ解決不可能かを広範囲に議論する。
同　　　上

15
遺伝学からみた人

ﾞの未来

　現代医療技術が目ざましい発達により、悪い
笂`子をもつ個体が生き残る。つまり「個体と
ｵての利益と生物種としての利益の矛盾」が今、
l類集団に問われている。遺伝学的知見が、こ
ﾌ原理的矛盾にどのような解決を与えることが
ﾅきるかを、いろいろな角度から検討する。

石　和　貞　男
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＝動物の進化＝（TV）
〔主任講師：丸山工作（千葉大学教授）〕

全体のねらい
　生物の進化の経過、その多様性、その仕組みについて現在の生物科学がどのようにみているかを各

専門家を通じて解説する。とりわけ、分子進化論の最近の進歩は、生物進化に新しい見地をひろげて

おり、ヒトの由来についても考えな澄させている。ごく基本から、新知見にいたるユニークなシリー

ズ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生物の進化の概論

丸　山　工　作
1 生物の　進化 （千葉大学教授）

1．　ダーウィンとガラパゴス

2 ガラパゴスの動物相

2　ガラパゴスの地質学
R．ガラパゴス諸島での種分化
S．ダーウィンの自然選択説と適応

，八杉龍　一
i科学史　家）

1．生物学的一様性　　7．RNA酸素

3 生命の起源
2　化学進化　　　　　8．まとめ

R．年代決定
S．最少要素生物

野　田　春　彦

i放送大学教授）

5．宇宙子
6．微化石

1．はじめに

4
分子レベルの

@　進化と中立説

2　遺伝的浮動について
R．突然変異遺伝子の三内への蓄積過程
S．分子進化の特徴と中立説

　木村　資　生
i遺伝学研究所教授）

5．お・わりに：

1．生物系統論の試み　2分子進化学と分子
時計　3．分子系統樹　4．5SrRNAによる

分子進化系統樹と 生物系統樹　5．生物界の全体像　6．後生動 堀　　　　寛
5

動物の起源 物の起源　7．後生動物の系統“異説紬
W．5SrRNAによる後生動物の系統樹

（名古屋大学助手）

9．澄わりに：

1．はじめに　2　化石　3．生きている化石

6 動物の系統樹
（living　fossils）4．比較形態学　5．発
ｶ学　6．生態学、生物地理学　7．生化学、

ｶ理学　8．遺伝学、飼育動物の場合

蒲生重　男、
i横浜国立大学教授）

’

9．動物の系統樹
、

1．　ミトコンドリア

2．DNAとゲノム

7 細胞器官の起源 3．遺伝子転写系
S．タンパク質合成系

石川　　　統

i東京大学助教授）

5．タンパク質輸送系
6．共生説か内生説か
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．大進化と二進化
2　種とは何か？

8 種　の　分　化 3．亜種問題 浜　田　隆　士

4．時間要因と環境要因　一　一つの種系統 （東京大学教授）
（lineage）のたどる道

5．絶滅も進化の一コマ

1．はじめに　　2・カモ類の求愛行動の進化

9 行動の　進化
3．2つの問題　4．転位行動　5．儀i式化
U．クジャクの場合　7．行動戦略と進化 日　高敏隆

8．ESS（進化的に安定な戦略） （京都大学教授）

1．原生動物とは
’

10 原　生　動　　物
2　原生動物の行動制御の進化

R．イオンチャンネルより見た原生動物の進化
内　藤：　　豊

、

（筑波大学教授）

1．器官の退化していく進化　2鍾乳洞の中

11
無脊椎動物にみる

の世界　3．水性の洞窟動物　4．陸生の洞窟
ｮ物　5．洞窟動物に共通する特性　6．洞窟 上野　俊一

退行進化 性脊椎動物にみられる退行進化の証拠7．甲虫類 （国立博物館室長）
にみられる退行進化の段階8．水生洞窟動物の由来

9。陸生洞窟動物の由来1α退行も進化のひとつ

1．脊椎動物とはなにか

12 脊　椎　動　物
2．脊椎動物の基本体制

＝@相同と相似
養　老　　　司

4．体制の進化 （東京大学教授）

1．霊長類の進化　　　　6．新人段階

13 ヒ　トの進化（1）
2．人類への進化

＝@猿人段階
原　和　郎

4．原人段階 （東京大学教授）

5．旧人段階

1．はじめに

14 ヒ　トの進化（2）
2．分子時計とは

R．ミトコンドリアDNAの分子時計
長谷川　政　美

4．ヒトに一番近い類人猿はどれか
（統計学研究所室長）

5．　グロビン偽遺伝子の分子時計
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＝植物と菌の系統と進化＝（TV）

〔主任講師　西田　誠（千葉大学教授）〕

全体のねらい

　植物と菌の起源と進化を生活史と比較形態学を通じて考察する。系統分類における形質についても

ふれる。植物については、特に陸上植物の進化の方向とその必然性を地質時代の環境との関連におい

て考えようとするものである。本講では菌は動・植物にてい記する第3の生物群として扱う。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1

藻類の分類と分類

`質

　紅藻・褐藻・緑藻は古い時代に分類された呼

ﾑ名であるが、色が違うと元合成産物や生殖細

Eの形態なども異ることがわかり、色による藻

ﾞの分類は自然分類と評価されるようになった。

迫ﾞの分類形質は植物界全般にも適用できる。

千　原　光　雄

i筑波大学教授）

2

紅藻と褐色の生活

ﾂ

　藻類の生活環の様式は多様である。紅藻には
Q世代型と3世代型があり、褐藻には同形世代
^、コケ型、シダ型、後世動物型がある。

ｮ物型の生活環をもつホンダリラ類は藻類の
?ﾅ最も高度に分化した体制をもち、陸上の高
剞A物に比較できる藻類である。

〃

3 緑藻の系統と生活環

　緑藻は、1．陸上植物に連なる系統群、2回忌

ﾉ分布する緑藻、3海に生育する系統群の3つ
ﾉ分類できる。生活環の様式は、ユと2では単
褐^で、これはコケ型、シダ型の始原型と思わ
黷驕B3には同形世代型、コケ型、シダ型、後
ｶ動物型がある。

〃

4
植物の上陸1

ﾎ藻の細胞学

　現生植物の細胞構造や細胞器官の複製機構の

芒r研究（特に細胞分裂、核分裂の微細構造、

ﾚ毛装置構造など）によって浮び上ってきた祖
謔ﾌ植物像を紹介する。また、陸上に生育圏を
g大することができた条件を細胞レベルで解説
ｷる。

堀　　　輝　三

i筑波大学助教授）

5
植物の上陸2

ﾎ藻の生理化学

　現生の緑色植物にみられる光合成を中心とし
ｽ物質代謝系の多様化が、それらの植物が出現
ｵたと推定される地球上の環境（酸素、二酸化
Y素濃度など）の変化に対しどのように適応し、
Gネルギー獲得様式を進化させてきたかを考察
ｷる。曜

猪　川　倫好

i筑波大学教授）

6

コ　ケ　と　ツ　ダ

i造卵器植物）

　水中で単相で生活する緑藻や車軸藻から進化

ｵた緑色植物としてコケとシダをとらえる。水
?ｩら陸上へと生活圏をひろげる過程でおける
｢卵器の形成と退化、機械組織・フラボノイド
ﾌ発達、水の欠乏に対応する気孔や通道組織の
ｭ達などを解説する。

水　島　うらら

i上野学園大学短
咜蜉w部教授）

7 葉　の　進　　化

　テロム説による葉の進化を解説。ハナヤスリ
ﾈ（シダ類）の三葉と実葉が示す葉の立体的構
ｬを大葉進化の中途段階に留るものとして理解
ｵ、茎頂と葉の形態形成様式から茎と葉のちが
｢を論じ、維管束植物の茎頂分裂組織の進化を
ﾐ介する。

　今　市涼　子

iヨ訓：大学農学部講師）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

石炭統の種子化石から、テロムが大胞子のう

花　と　種子　1 を包み、珠皮となり、胚珠が成立する過程を推 西　田　　　誠
8 論ずる。いっぽうシダ植物の前裸子類からソテ

種子の成立 ツ系統と球果類系統へと進化したという推論を

ﾞ解剖学の上から考察する。
（千葉大学教授）

花は短縮したシュートであり、おしべは小胞

9
花　と　種　子2

ﾔの構成

子葉、めしべは大胞子葉であるとするゲーテの
ﾏ態論にはじまり、ゴノフィル説による花の器
ｯ学的解釈までを紹介する。いっぽう、花の原
^を地質時代のソテツ類、針葉樹類に探り、花

西　田　　　誠

々二系列のあることを紹介する。

心皮（大胞子葉）が胚珠包んでめしべを形成

10 被　　　子　　性

するのが被子植物の特徴である。その前ぶれは

㍽q植物に見られる。被子性は種子の保護と散
zに役立つ。いっぽう、心皮説では説明困難な

田　村　道夫

めしべの解釈についてはゴノフィル説がある。 （神戸大学教授）

被子植物の生殖細胞の行動の特徴は、1精核

11 重　複　受　　精

（精子）が花粉管により胚珠まで送られること。

Q．2個の尤核のうち、1つは卵核と合体して胚
�ﾂくり、他は極倒と合体して内胚乳をつくる

山　下　貴　司

ことである。これらの発生学的性質を裸子植物
ﾆ対比させて説明する。

蠣縫四大）

モクレン類と尾状花序類

古植物学的例証

12 被子植物の起源 花（結実器官fructificafion）の化石 西　田　　　誠

菌は動物界・植物界に対応する菌界の生物で

13 菌の形質と分類（1）

ある。これは生物群の系統進化の考察の結果で
?驍ｪ、その考察は後に行うことにしてこごで
ﾍやず、菌界に二つの亜界一原核菌亜界（細

寺　川　博　典

菌の仲間）之真核野壷界（かび・きのこの仲間）

ｪあることを述べる。

（東京医科歯科大学名誉教授）

次に、原核菌亜界の分類上重要な形質と分類
群5門について述べ、従来の一般的分類法との

14 菌の形質と分類（2）
比較を行う。さらに、真核菌亜界に含まれる菌
ﾌ重要な形質と分類9門について述べ、それぞ

〃

れの特徴に基づいて、従来の系統進化の考え方
との比較を行う。

、従来、菌は下等植物とされるか、または真核

菌類を動物界・植物界に対する菌類界として原

15 菌の系統進化
核菌類は三界に含められた。しかし菌の起原と

i化を考察すると、原核菌類と真核菌類とは一
〃

界をなすものであり、生物界は動・植・菌の三
界からなる（生物三元論）
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＝動物の行動と社会＝（TV）
〔主任講師：・日高敏隆（京都大学教授）〕

全体のねらい

　動物の行動をさまざまな面から眺めてみて、そのしくみ、生存にとっての意味、社会とのかかわり、

学習、進化などを理解し、人間の場合についても新しい視点を開く。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物行動学（エソロジー）とは、いったい何

1 動物行動学
黹Gソロジーとは

をどのように研究する学問なのか。その概念と

､究内容を概説する。 日　高敏　隆

われわれのまわりにはさまざまな動物たちが

いる。その多様な行動の背後にある行勤を澄こ 山　下　恵　子

2 行動の澄こるしく すしくみ一生得的解発機構に焦点をあててみた （都留文科大文

み い。 学部非常勤講師）

動物は種によ6て、主に使っている感覚器が

異なっている。各々の動物がどのような感覚で

3 探索　と　定　位 環境を探索し対象を定位しているのか、具体例 同　上

をあげながら考察する。

動物たちの社会的な生活はリリーサー（解発

4
コミコ．ニケーショ　i

函）という信号のやりとり、すなわちコミュニ旨　〃一ション（情報の伝達）によって成り立って

新　主面　夫
ン

いる。その具体例をみてみよう。
（立正大学非常勤講師）

動物は繁殖のために驚くほど多大な努力を

払っているbこの努力や精巧に組みたてられた

5 適応度　と　は
行動のしくみは、いったい回りためのものなの　　　　　　　㌔

β　高　敏隆
、か。

動物たちは適応度を高めるために：、どのよう

な戦略を採用しているのか。具体例にそくして、

6 適応のための戦略 それを検討してみたい。 山　下　恵　子

動物は社会的な存在である。個体と個体の関

7
社会構造一1一群れとなわばり

係、すなわち社会関係について、「群れ」と「な

墲ﾎり」という観点から、そのメカニズムを考

@する。

新妻　昭夫
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回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

動物の配偶関係のかたちは、一夫一妻、L一夫

8
社会構造一2一配偶システ

多妻、ハレムなどじつに多様である。じっさい

ﾉどのような形態があり、それがどのように：決

閧ｳれるのか、具体的に考えてみよう。
新妻昭夫

共同育児、繁殖と労働の分業、世代の重なり、

9
社会構造一3一真社会性

という社会的特徴をもつアリ、ハチ、シロアリ

ﾍ、真社会性の動物とよばれている。その行動

ﾆ社会を、具体例をあげながら詳述する。

山　下　恵　子

動物の世界に：は、一般に「利他行動」とよぱ

10
利他行動と包括適

椏x

れている行動がたくさんみられる。これは、適

椏xという考え方では説明できない。Fそこで括

K応度という概念が提出された。

日　高　敏隆

動物たちは、自分の適応度を高めるために、

いろいろな戦術や戦略をとっている。最適戦略

11 最適戦略とESS （もっとも効率的な戦略）とESS（進化的に 同　上

安定な戦略）についてみてみよう。

化石になることのない「行動」や「社会」の

進化は、どのようにして調べることができるの

12 行動の進　化 か。比較行動学の基本概念、遺伝的変異と自然 新妻　昭　夫
淘汰、そして近年の性淘汰の理論を検討する。

2つ以上の種がたがいに密接な影響を診よぼ
しあいながら、相互に進化していくことを共進

13 共　　　進　　　化 化という。一方だけではほとんど生存できない
褐ﾝ依存の関係が成立するような場合もある。

山　下　恵　子

具体的にその例をみながら、先進化の仕組みを
考察する。

動物の行動の発達には、生得的な部分と学習

行動の　発　達 される部分があり、両者が複雑にからみあって

14 一プログラムと学 いる。そのプログラムに：ついて、具体例をみな 新妻　昭　夫
習一 がら検討してみる。

本講義をまとめるにあたって、動物の環境世

15
動物の行動からみ
ｽ世界

界について考察を加え、さらに：エソロジーとい

､観点から人間そのものをみてみたい。 日　高　敏隆
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＝脳と行動＝（TV）
〔主任講師　伊藤正男（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい
　脳の研究は、現代生物科学の極めて重要な課題の・一つであり、その医学上の応用や人工知能開発へ

の波及効果に対する期待も大きい。この講座では、現在自然科学の手法を動員して行われている脳の

研究の成果をもとに、脳の構造とその働き方の仕組みを解説する。更に、脳と行動の関わりを考察し、

脳と心の問題に言及する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容
担当講師（所属・氏名）

脳とは何か。動物の行動に現われるその複雑

1 脳　　の　働　　き
で精妙な働きは如何にして生まれるのか。そし

ﾄ、どのようにして脳は我々の精神の担い手に
伊　藤正　男

＝なるのであろうか。
（東京大学名誉教授）

脳は膨大な数のニューロンから成っている。
ニューロンは電気信号を発生し、伝播させ、特

2 ニ　　ユ　　一一　　ロ　　ン
殊な化学物質を分泌して相互に情報を伝え合う。

同　上

脊髄、延髄、小脳、橋、中脳、間脳、大脳と

呼ばれる脳の各部分は、それぞれ特徴のある構

3 脳　　の　構　造 造をして繰り、脳の働きの上で違う役割を分担 同　上

している。

脳の働きのもっとも底辺にあるのが反射であ

る。多数の反射をうまく組合わせて実施する働

4 反　　　射　　　系 きは脳に特有のものである。反射に澄ける信号 同　上

の俵わり方を調べてみよう。

延髄より上位の中枢から脊髄へ何本もの下降
路が降りていく。その信号は、自動脊髄で行わ

5 脊髄下降路 れている反射を活動させたり、停止したり、種 同　上

類を切り換えたりする働きがある。代表的な下

降路の構造と作用を調べる。

小脳は直接、あるいは脊髄下降路を介して間
接に反射系につながり、反射の働きを正確な、

6 小　　　　　　脳 円滑なものにする。いかにも計算機に類似した 同　上
小脳の働きや構造について考察する。

’

、

大脳の深部にある幾つもの核の集合体で、運

動の自動的な制御の中枢である。これが病気で

7 大脳基底核 侵されると、いろいろな型の不随意運動が起つ 同　上

てくる。大脳基底核は運動制御に於ける自動的

な安定装置の役を担っているようである。
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　容 担当講師i所属・氏名）

皮膚、目、耳、鼻、舌で受けたいわゆる5感
の情報は神経信号に変えられて上位の中枢へ送

8 感　　　覚　　　系 られる。脳はどのようにしてこれらの情報を分 伊　藤　正　男

毒し、外界のイメージを作り出すめであろうか。

われわれは意のままに運動を行うことができ

るが、その仕組みはどうなっているのであろう

9 随　意　運　動 か。大脳の運動野で生まれた司令信号が脊髄に 同　上

送られて運動を引き起す過程を分析してみる。

われわれの感情の根底にあるのは、外界から

の刺激に対する生物学的な価値判断である。こ

10 情　　　　　　動 の価値判断機構は視床下部にあり、大脳辺縁系 同　上

に助けられて働くと思われる。

摂食、飲水、性行動など本能的な行動は情動

と密接な関係があり、大脳辺縁系、視床下部が

11 本　能　行　動 中枢として働く。本能行動と脳とのかかわりに 同　上

ついてしらべてみる。

通常の睡眠はノンレム睡眠と呼ばれるがこれ

が時折レム睡眠と呼ばれる別の型に切り変わる。

12 睡眠　と覚醒 、覚醒とこれら2型の睡眠のリズムが作り出され 同　上

る脳内の仕組みについて考えてみよう。

脳の記憶装置は、使い方によって信号の伝わ

り方が変化する可塑性シナプスにより作られて

13 記憶　と学習 いる。これらのシナプスが神経回路網に組込ま 同　上

れて脳の学習機能が生まれる。

・大脳皮質の感覚野、運動野の間を占める連合

野は動物が高等になるにつれて発達し、人間で

14 大脳連合野 弓は大脳表面積の大半を占める。ここに言語野が 同、上
生まれ、思考等の高次機能が含まれる。

反射に始まって大脳連合野まで、脳の構造と

機能について一歩一歩登ってきたが、最後に「脳

15 脳　　　と　　　心 と心」の問題を考えてみよう。心は果して脳の 同　上

働きとして最終的にとらえうるであろうか。
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＝太陽系の科学二（TV）

〔主任講師　小尾信彌（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　惑星や小惑星、衛星、彗星など非常に多数の天体が太陽の重力を受けて集団をなしているのが、われ

われの太陽系である。本科目では、惑星などの運動や、個々の天体の性質等について、最近までの研究

成果をふまえて講義し、現代の太陽系像を習得する。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

導入として全15回のカリキュラムを述べ、つ

ついて古代やギリシャ時代から太陽系天文学発 小　尾信　彌
1 研究　の歴　史 展の歴史を概観し、現代の探査機による太陽系

探査にいたる。現代の宇宙観形成までにおける （放送大学副学長）
太陽系天文学の果たした意義も考える。

太陽系の全体像について述べる。太陽を中心

とした諸天体の配位や分布、運動等について述

2 太陽系の概観 ぺ、太陽系に見られる全般的特徴を学び、太陽 同　　　上
系の起源に及ぶ。

自転や公転、歳差など地球の運動に伴って見

地球の運動に伴う られる諸現象は、1年の季節、時刻や時間等を 吉　岡　一　男

3 通じて古来われわれの生活や自然の認識に尊き

現　　　　　　象 くかかわってきた。これらについて学ぶ。 （放送大学助教授）

月や惑星に見られる諸現象は、古くから天文

学が発展し、宇宙の構造（太陽系のモデル）を

4 月、惑星の現象 形成するのに大きな役割を果たしてきた、これ 同　　　上
らについて学び、さらに日、月食：についてもふ

れる。

1　捻世紀後半のチコ・ブラーエの惑星位置の観

惑星運動の法則の 1測をもとに、17世紀初めにケプラーが惑星運動 堀　　　源一一郎

5　・ に関する3法則（ケプラーの法則）を発見した。
7 ，発　　　　　　見己 ここでは、観測結果から法則が導かれたいぎさ （東京大学教授）
毒 つや手順について学ぶ。

17世紀後半にニュー二『トンは万有引力の法則を

発見し、それに基づいてケプラーの3法則は理

6 面積速度の法則 論的に導かれた。ごこでは面積速度の法則・（第
同　　　上

2法則）について、3の諸側面を学ぶ。
’

万有引力の法則からは、2体の運動の軌道と

して楕円、放物線、双曲線が得られる6ここで

7 楕円運動の性質 は、太陽系でふつうに実現している楕円運動に 同　　　上
ついて学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

万有引力の法則からは、2体の運動について

公転の平均距離と公転周期のあいだに、いわゆ

8 第3法則を導く る第3法則が導かれる。ここでは3の導き方を 堀　　　源一郎
通じて2体運動を考え、また天文学における第

3法則の応用等も学ぶ。

地球をまわる月、一般には惑星をまわる衛星

惑星以外の天体の の運動も2体の運動として考えることができる。

9 ここでは衛星の運動などや、さらに彗星のよう 同　　　上

運　　　　　　動 な小天体の運動について述べる。

現実の太陽系においては、惑星や衛星等の運

動を論ずる場合に2体運動は理想化されたもの

10 摂　　　　　　動 にすぎない。小惑星の運動をはじめ現実の太陽 同　　　上
系の力学を論ずるため18世紀以降発展した摂動

について学ぶ。

水星、金星、地球、火星、さらに月など地球

型の諸天体について、地球からの観測や最近の 村　山　定　男

11 地球型惑　星 直接探査で得られた結果をもとに、それらの地

`的特徴や物理化学的な性質を学ぶ。
（国立科学博物館理化学研究部長）

木星、土星、天王星等についての知識は、最

近の直接探査の成果によって格段に進んだ。こ

12 木星三惑　星 こでは、それらの成果をふまえて、これら大型 同　　上
の惑星の諸性質を学ぶ。木星型惑星に属する衛

星について学ぶ。

彗星に関する物理化学的な知識、構造等に関

する知識も、1985～86年のハレー彗星の観測

13 隈　石　と　彗星 を通じて大きく進んだ。ここでは彗星やそれに 同　　上
伴なう流星等について学ぶ。また、阻石につい

ての諸研究の成果についても学ぶ。

太陽やその活動についての研究も、最近の宇

宙探査を通じてめざましい進展が見られる。ま 桜　井邦　朋

14 太陽　と　惑　星 た、太陽放射やその活動が惑星など太陽系の諸

V体に及ぼす影響等についても新知見が得られ

ﾄいる。ここでは、それらの成果について学ぶ。

（蒙奈川：大功）

太陽系についての研究がこれからどのように

進展していくかについて、さまざまな側面から、

15 これからの太陽系 理論的な研究や観測、探査等の進展と可能性に

ﾂいて話し合う。
同　　　上
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一恒星天文学一 （TV）

〔主任講師　吉岡一男（放送大学助教授）〕

全体のねらい

　恒星に関する基礎知識を得るとともに：、それらの知識を観測あるいは理論をもとに得る過程につい

て理解することを目的とする。そのために、恒星の運動、連星の解析、HRの図、恒星の大気および

内部構造を例に取り、それらの知識を得る方法を具体的に、演習形式も交えて学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．恒星の定義　　　　　6．年周視差の測定

2．恒星の重要性　　　　7．年周視差測定の 吉　岡　一　男
1 年周視差と距離 3．講義の展開　　　　　歴史

4．恒星の名前 （放送大学助教授）

5．年周視差と距離

1．固有運動とその測定

2．視線速度とその測定

2 固有運動と太陽運動 3．太陽運動と特有運動 同　　　上

4．銀河系の回転とオールト定数

1．天体の距離の重要性とその測定

永年視差・統計視 2．永年視差とその測定原理

3 差と運動星団の方 3．統計視差とその測定原理 同　　　上

法 4．運動星団の方法とその原理

1．2重星と連星
2．連星の種類

4 実視連星の解析 3．連星の軌道要素 同　　　上

4．伴星の位置の表示と実視連星の判別

5．実視連星の解析

1．連星の頻度

視線速度曲線 2．分光連星の解析

5 3．分光連星の特徴 同　　　上

の解析

1．食連星の特徴

2．食連星の分類

6 光度曲線の解析 3．光度曲線の解析 同　　　上

4．力学視差の決定

1．等級の定義とポグゾンの式

2．見かけの等級と絶対等級

7 等級　と　光　度 3．実視等級と写真等級 同　　　上

4．放射等級と放射補正

5．等級の測定
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．星のスペクトルとスペクトル型

スペクトル型と色 2・連続ス罷クトルによる表面温度の決定

8 3．色指数と表面温度 吉　岡　一　男

指数

1．HR図の歴史
2．HR図と恒星の分類

9 HR図と恒星の分類 3．恒星の光度階級と分光視差 同　　　上

4．HR図の特質
5．2色図

1．ボルツマンの式とサバの式

恒星大気を決める 2．バルマー線強度と表面温度

3．放射強度と放射流束 同　　　上

基礎法則

1．吸収係数と光学的深さ

恒星大気の物理量 2．静水圧平衡の方程式

11 3放射輸送の方程式と放射平衡 同　　　上

の決定 4．温度分布の理論計算

5．大気物理量の理論計算

1．周辺減光と温度分布

恒星大気の化学組 2．スペクトル線の輪郭と等価幅

12 3．　ファイン・アナリシスとコース・アナリシ 同　　　上

成の決定 ス

4、星の種族と化学組成

1．太陽エネルギー源

2二水素燃焼反応

13 恒星のエネルギー源 3．その他の熱核反応 同　　　上

1．内部構造を決める式

主系列星の構造と 2．内部構造の計算

14 3．質量光度関係 同》　上
質量光度関係 4．ホモローダ星

1．ピリアルの定理と星の進化

脈動変光星と周期 2．脈動変光星と周期光度関係

15 3．周期光度関係の導出 同　　　上

光度関係 4．おわりに
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　　＝宇宙の構造と進化＝（TV）

〔主任講師：小尾信彌（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　太陽系、銀河系、銀河宇宙と階層化し、多様化している現在の宇宙の特徴や構造から、それが形成

された100数十億年の歴史についての理解を深める。専門分野の講師によって、各分野の最前線の研
究にもふれる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．宇宙と宇宙論

2．宇宙の構造と進化 小　尾　信　彌
1 宇宙と宇宙論 3．内容の展開について

（放送大学副学長）

1．宇宙論とは

宇宙探究の歴史1 2．「閉じた有限宇宙」からの脱却 佐　藤　文　隆

2 3．開かれた無限宇宙

一開かれた無限宇宙 （京都大学教授）

1．宇宙のモデル

3

宇宙探究の歴史皿
2．星の進化と元素の起源

R．新しい観測手段

S．進化する天体と宇宙
同　　　上

一ビッグバンの発見 5．ビッグバンの発見
6．宇宙と人間

1．望遠鏡

2．位置観測
小平桂一

4 光学天文台1 3・撮像観測

4．測光観測 （国立天文台教授）

1．天体の観測

2．光や電波（電磁放射）

5 宇宙の現状1
3．天体が放つ放射とその観測 、小　尾　信　彌

1．光が伝える天体め情報

2．原子のエネルギー状態

6 宇宙の現状∬
3．原子のスペクトル
S．スペクトル線の幅 同　　　上

5．大陽や恒星の連続スペクトルー熱放射
6．電波天体の連続スペクトルー非道的放射

1．宇宙の階層構造

2．超銀河団と銀河団

7 宇宙の現状皿
3．銀河 同　　　上
4．恒星

5．冷たい天体

一707一



辱回
テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師

i所属・氏名）

1．分光器

2．低分散分光観測

8 光学天文台皿
3．高分散分光観測 小平　桂一
4．干渉計観測

1．運動の相対性

2．光の特殊性 江里口　良　治

9 相対論的宇宙論1 3．特殊相対論

4．ローレンツ変換 （東京大学助教授）

5．特殊相対論の実験的裏付け

1．加速度運動と慣性力

2．一般相対性原理と等価原理

10 相対論的宇宙論豆 3．重力理論としての一般相対論 同　　　上
4．一般相対論の検証

1・ニュトン的宇宙論

2・宇宙原理

11 相対論的宇宙論皿 3・膨張宇宙 同’　　上
4・宇宙の地平線

5．膨張宇宙の密度と温度

1・重力の強さと時空の歪み

2．シコワルツシルド時空中の運動

12 相対論的宇宙論IV 3・事象の地平面とブラヅクホール 同　　　上

4・ブラックホール候補

5・ブラックホールの蒸発

1．ビッグバン宇宙確立史

2．宇宙の初めの1000秒の出来事 池　内　　　了

13 初期。宇宙進化1 3．宇宙黒体輻射

（国立天文台教授）

1．宇宙の大規模構造

2．銀河形成の2つのシナリオ

14 初期の宇宙進化皿 3．おわりに 同　　　上

1．電波と光

電波天文学1
2．電波望遠鏡 海部　宣　男

15 3．野辺山の45m電波望遠鏡

一電波による宇宙の観 4．野辺山の五素子電波干渉計 （国立天文台教授）

測 5．まとめ
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．宇宙における電波の発生

電波天文学皿
2．星間分子雲からの星の誕生

16 3．銀河中心核と宇宙ジェット 海　部　宣　男

一電波でみた宇宙

1．恒星進化論

17 恒星　の　誕　生

2．星間ガス雲

R．恒星誕生のダイナミヅクス
S．星間塵と星間分子

T．星の誕生の現場

杉本大一郎

i東京大学教授）

6．主系列星への収縮

1．恒星のエネルギー源は何か

18

恒星のエネルギー源

ﾆ主系列星の寿命

2．原子核融合のエネルギー

R．恒星の内部構造

S．HR図と主系列
`主系列星の寿命

同　　　上

1．巨星への進化

2．その後の進化と原子核反応

19 巨星への進化と死 3．恒星の死 同　　　上

1．極限状態の物理

2．物質世界の歴史

20 星の進化論の意義 3．恒星はなぜ進化する 同　　　上

1．観測されている超新星

2．大質量星の爆発するタイプ2の超新星 野本　憲　一一

21 恒星進化の残骸1 3．白色倭星が爆発するタイプ1の超新星

（東京大学助教授）

1．超新星の残骸

2．中性子星

22 恒星進化のi残骸皿 同　　　上

、

1．大気の壁

大気の外からみる
2．X線の空
R．X線星の正体 小　田　　　稔

23
宇宙一X線天文学 4．つぶれた星一中性子星とブラヅクホール

P：建熊織轡ず誘｝てんま」7．．かに星雲

（理化学研究所

@　　　理事長）

8．銀河系外のX線源
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．銀河進化の基本的物理過程

2．星間物質の物理状態

24 銀河の進化と元素1 3．分子雲からの星生成 池　内　　　了
4．巨大バブルの形成

1．星生成の基本データ

2．星の進化のデータ

25 銀河の進化と元素亜 3．放出されたガスの混合過程 同　　　上
4．銀：河の進化と重元素

5．おわりに

1．太陽系の構造

太陽系の構造と起 2．これまでの太陽系起源論 中　澤　　　清

26
源　　1 （東京工業大学教授）

1．惑星の形成過程

太陽系の構造と起 2．木星型惑星の形成

27 3・地球の形成・進化 同　　　上

源　皿 4．太陽系内官天体の起源

1．生命と物質

生命のはじまりと 2．生命の起源 大　島　泰　郎

28 3．パンスペルミア

惑星の進化
4．生命の歴史

T．生金構成物質の合成
（東京工業大学教授）

6．惑星環境と生命

1．太陽系に生命を探る

2．太陽系外の生命

29 地球外生命を探る 3．銀河系内における文明社会 同　　　上
4．地球外文明探査

5．地球外文明への送信

1．さらに勉強したい人に

まとめとこれから 2．自分でいろいろ考える

30 小　尾　信　彌
の学習
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＝宇宙像の変遷＝（TV）

〔主任講師：村上陽一・郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　現代宇宙論の解説ではなく、人類が過去に、どのように宇宙を把握しようとしてきたか、という点を

振り返り、そのなかから、〈科学的宇宙観〉が生れてくる過程を跡付けることを、主たる目標とする。

回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 宇宙観とは何か

　宇宙観の一般的な意味を探る。人類が、自分
ﾌ知っている世界を空間と時間の上で拡大し、
｢界の初め（と終り）、世界の果て、などを考
ｦ、さらに人間をそのなかに位置付ける、とい
､営みを、神話として行ってきたことを日本と
?曹�痰ﾉとって、考える。

村上　陽一郎

i東京大学教授）

2 インド人の宇宙観

　神話的宇宙観の典型として、インドの古代的

ﾈ宇宙神話を取上げる。空間、時間の構造など
�闃|りに、〈須彌山説〉も学ぶ。また天文学
ﾆの関りにも触れよう。

楠葉　隆　徳

3 ギリシアの宇宙観

　プラトン、アリストテレスらのく哲学〉に先
sする神話的宇宙像と、そうしたく哲学的〉宇
?怩ﾆの関りや、その特徴について述べる。 村　上　陽一郎

4
地球中心モデル

[プトレマイオス

@　　　　　の場合一

　ギリシア的宇宙論のなかから生れた、数学的
V文学としてのプトレマイオスの説を取り上げ
驕Bどのように天体の動きを記述しようとした
ｩ、そこでは、宇宙の構造はどのように考えら
黷ﾄいたか、を探る。

同　　　上

5 アラビアの宇宙観

　7世紀に出現したアラビア世界では、どのよ
､にギリシアを受げ継ぎ、またどのようにイス
宴?ﾆ自の着想をそれに付け加えたかが問題と
ﾈる。ここではその点を考えてみる。 楠　葉　隆徳

6

中世からルネサン

Xヘ

[西欧の場合一

　二・ダヤ＝キリスト教的な宇宙観の特徴は、「創

｢記」にある如く、神の世界創造にある。ギリ
Vアやイスラムの学問を受け継いだ西欧世界が、

?｢、あるいはルネサンスに、どのように、世
E創造とそうした学問とを組合せて、統一的宇“
?怩�｢ろうとしたかを探る。

村上　陽一郎

7 コペルニクスの登場

　ルネサンスの宇宙像の一つが、太陽中心的モ

fルであり、コペルニクスはその代表者と考え
轤黷ﾄいる。それがく科学的〉宇宙像とはかな
闍覧｣のある宇宙観として提案されていること
�wぶ。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

近代天文学の祖と言われるケプラーもまた、

ルネサンス宇宙像を抱いていた一人である。ケ

8 ケプラーの宇宙観
プラーの占星術や、天体についての考え方が、

q科学的〉宇宙像とどう違うか、重なるか、と 村上　陽一郎

いう点に焦点を当てよう。

ニュートンの出現で、天体の運動を説明する

9
ニュートンと近代

F宙観

基本法則は出揃った。しかしニュートンその人
ﾌ描いていた宇宙像と、近代に生れたニュート
痘ﾍ学的世界像との間にも、大きな距りがある
ｱとを認めなければならない。

同　　　上

17世紀後半、デカルト哲学の浸透と、ニュー
トン法則の解明とから、従来のような、意味と

10 コスモスの崩壊
構造と秩序をもった宇宙、つまりコスモスは、

汨謔ﾉ、単なる天体を容れる空間と、均質な長
同　　　上

い時間、というく科学的〉な宇宙概念に変質し
始める。この点を考えよう。

ガリレオ、ニュートン以来、望遠鏡の改良は

11
観測器械の進歩と

V文学

目覚しく、掃天観測が行われるようになり、と

ｭに南半球から観測される天体が、新しい知識
�艨Xに与え、近代的天文学が誕生する。

同　　・上

それとともに、我々の住む地球についてのさ
まざまな観測が詳しくなり、宇宙のなかでの地

12 地球　を測　る
球の位置も次第にはっきりしてくる。

同　　上

13、14回を通じて、オルバースの道理からビ

13
現代天文学とその

F宙観　　その1

ッグ・バン仮説の成立までの経過を辿り、その

ﾈかで、現在の科学的宇宙像がどんなものであ
驍ｩを、探る。

小平　桂一

i国立天文台教授）

現代天文学とその
14 同　　　上

宇宙観　　その2

宇宙に飛び出した人間は、宇宙のなかで、再
び、科学を超えた世界に出会う。こうした体験

15 宇　宙　と入間
を踏まえ、現在の我々人間が、科学的宇宙論の
?､に何を見ようとしているのか、を考えて、 村上　陽一郎

本講の締め括りとする。
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　　＝地球の科学1＝（TV）
　　　一　　固　　体　　地　　球　一

〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい
　地球は固体地球・水圏・気圏の3つの大きな層圏から構成される。そのうち、固体地球について説

明する。最近数十年間における固体地球に関する研究の進展はいちじるしいものがある。それらの内

容についても説明する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

固体地球は球状の層圏から：構成される。地表
から地心へ向って、地球表層、マントル、外核、

奈須　紀幸
1 固体地球の層圏

内核から構成される。地球表層としては地殼、

?驍｢は地謡とマントルの最上層部で構成され
驛vレートという岩石圏がとり上げられる。こ （放送大学教授）

れらについて学ぶ。

地球はほとんど球形であるが、若干形がずれ

ている。このような地球の形状について学ぶ。

2 地球の物理的性質
また、地球には重力、地磁気が存在する。これ
轤ﾉついて学ぶ。さらに、他の天体との関係で、 同　　　上

地球には潮汐現象がある。また宇宙線がふりそ
そぐ。これらについて学ぶ。

地球内部の諸要因によって生じる変化が、地

3

内因的作用による

n表の変　化

表まで達して変化を与えることがある。それは
ﾎ山であり、地震によって生じる断層であり、
ﾜた隆起や沈降である。これらの事項について
wぶ。

同　　　上

地表は大気の温度変化を受けたり、結氷・融

4

外因的作用による

n表の変　化

氷による膨張・収縮の作用を受けて風化する。
ﾜた流水の作用によって侵食されて堆積物を生
ｶる。堆積物は運搬され堆積される。また大陸
X河の消長によって海水：準が変動し、相対的な

同　　　上

隆起・沈降が起る。これらを学ぶ。

地球表層の内部およびマントルの内部では固
相の物質の一部がとけてマグマとなっている。

5 火　　成　　　岩
マグマが冷却固結したものが火成岩である。火
ｬ岩には深成岩、火山岩およびその中間の岩石 同　’上
がある。また酸性岩、中性岩、塩基性岩、超塩
基性岩の別がある。これらを学ぶ。

地表とくに海底に堆積した堆積物は、長年月

の間に続成作用を受けて堆積岩になる。礫・砂

6 堆　　積　　　岩
・泥が固化した砕屑岩、生物源の生物岩、化学
Iに沈澱した化学的堆積岩、さらに火山源の火 同　　　上

山性堆積岩がある。これらについて学ぶ。

火成岩、堆積岩が地下順鞘である条件下での
圧力・温度のもとにおかれると固相を保ったま

7 変　　成　　　岩
まで内部の原子配列が変化し、別種の岩石とな

驍ｱとがある。これを変成岩という。変成岩も 同　　　上

ときに別種の変成岩となることがある。これら
について学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

地層中には化石が含まれることが多い。それ

8
相対年代　と

竅@対　　年　代

らの中には生存期間の限られた示準化石がある。

n質時代はまず主としてこれら示準化石によっ
ﾄ区分された。これを相対年代という。一方、
厲ﾋ性同位体によって岩石の年代を測定して絶

奈　須　紀　幸

対年代が組まれた。これらを学ぶ。

地球表層の岩石分布や構造は地質調査によっ
て解明される。地質調査には、地表の調査、ボ

9 地質調査と地質図
一リング調査、空中からの調査がある。こうし

ｽ調査の結果は地質図にまとめられる。地質調
同　　　上

査の方法および地質図の読み方も含めてこれら
の事項を学ぶ。

地球の表層は三枚のプレートによっておおわ
れている。これらのプレートは相対的に運動し

10 プレ・一トの動態
ているものも多い。プレートは中央海嶺中軸部
ﾅ新生し、潜没帯でひとつのプレートの端は潜

同　　　上

没して地球内部へ沈んで消失する。こうしたプ
レートの動態について学ぶ。

ひとつのプレートが隣iり合う他のプレートの
下へ潜没する場所では潜没帯が形成される。潜

11 潜　　　没　　　帯
没帯では地形的には海渚が形成され、潜没面に
?ﾁて地震が多発する。また潜没面のある範囲

同　　　上

でマグマが形成され易く、その部分は火山帯と

なる。これらについて学ぶ。

地球表層に生物が芽生えたのは海洋が形成さ
れてからある期間を経た頃であった。先カンプ

12 古生物の進化
リア代の終り頃から骨格をもつ生物が増加し化

ﾎとして残るようになった。これら古生物は進
同　　　上

化しつつ変化してきた。その変化のあり方につ
いて学ぶ。

隣り合う2つのプレートが押し合う場合、主
として圧縮力がはたらいて、プレートの境界は

13 造　　　山　　　帯
近で変形が起る。これを造山運動という。造山
^動に伴って山脈が形成されることも多い。造

同　　　上

山運動のあり方についてはその考察に変化があ
つた。これらの事項について学ぶ。

地球表層はその形成の初期から核になる部分
を中心としてその周囲で造山運動をくり返しつ

14 地球表層の変遷
つ伸張し大陸の部分が拡張してきた。一方、大
､は分裂・移動した痕跡も残している。このよ

同　　　上

うな地球表層の変遷のあり方について学ぶ。

地球表層には金属資源や石油・石炭・天然ガ

ス等の地下資源が賦存する。また地下水も資源

15 地下資源の利用 のひとつと言える。これら地下資源の在り方と

ｻの利用について学ぶ。
同　　　上
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＝地球の科学皿＝（TV）

　　　　一　日　本　列　島　一

〔主任講師：奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　私達が生活の基盤をおく日本列島について、地球科学的な視点からその本質を追及する。日本列島

は太平洋とアジア大陸の境に位置する弧状列島で、環太平洋変動帯の一部である。日本列島は典型的

な変動帯で、火山帯、地震帯を伴い、地史的にも多くの変動を経験：した。これらのことについて学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日本列島は本州を中心とし南北方向に長くの

びた大小の島々よりなり、アジア大陸の東端に 奈須　紀幸
1 日本列島の特徴 位置し、太平洋およびフィリピン海に面する。

環太平洋変動帯の一部を占める。このような日 （放送大学教授）
本列島の特徴について学ぶ。

日本列島は幾つかのプレートが接し、せめぎ

合う場所に位置する。そのため、地質は複雑で

2 日　本の地　質 ある。そのような複雑な日本列島の岩石の分布 同　　　上
の様相と地質構造の大勢について学ぶ。

日本列島は南北方向に長く、気象の在り方も

場所によって大きく変る。しかし、全般的には

3 日本の気　象 中緯度の偏西風帯に位置し、気象は西から東へ
ﾆ移ってゆく。高気圧、低気圧、前線はいずれ

同　　　上

も東進する。台風は別の経路をたどる。これら
の事項や気候について学ぶ。

日本列島は周囲を海にめぐらされている。南
方からは黒潮や対馬暖流が北上し、北方からは

4 日本をあぐる海 親潮が南下する。ζのような日本周辺の海流に
ﾂいて学ぶ。また、海水の性質について学ぶ。

同　　　上

さらに日本周辺の波浪、津：波について学ぶ。

日本列島は大局的には太平洋プレート、ユー

5

日　本列島　と

vレー・トの動き

ラシアプレートおよびフィリピン海プレートが

ﾚする場所に位置する。アメリカプレートの西
[も北海道東部までのびている可能性もある。
ｱれらのプレートの動態について学ぶ。

同　　　上

日本周辺には太平洋、フィリピン海、東シナ
海、，日本海、オホーツク海などの外洋、縁海が

6 日本周辺の海底
分布する。こ豹らの海底にはさまざまな地形的
ﾁ徴が見られ、また堆積物や基盤の岩石につい

同　　　上

ても多くの知見が得られている。これらの事項
について学ぶ。

日本列島℃はその周辺からはじまる・潜没面が

列島の下部に達している。そのため日本列島は

7 日　本の地　震
地震帯に重なっている。これら地震帯で発生す

髓n震の発生機構などを考究しつつ地震帯の特
同　　　上

性について学ぶ。また地震予知の在り方につい
ても学ぶ。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 日　本　の火　山

　太平洋底は日本海溝をへて東北日本の下へ、また伊豆・小笠原海溝をへてフィリピン海の下へ潜没する。フィリピン海底は西南日本の下へ

�vする。これに伴って日本列島には多くの火
Rが分布する。これら火山の諸々の特性につい
ﾄ学ぶ。

奈　須　紀幸

9

日本の古生代・

?@　　生　　　代

　日本列島で発見された最古の化石は古生代オ

泣hビス紀に属する。また最古の岩石は約20億
N前のものである。そして日本列島の各地に古
ｶ代、中生代に属する岩石が分布する。一部に
ﾍ先カンプリア代と推定される岩石が分布する。
ｱれらのことについて学ぶ。

同　　　上

10 日本の新生代

古第三紀の日本は比較的静穏な時期で浅海が
ﾐろがり主要炭田が胚胎した。新第三紀は変動
ﾌ激しい時期でグリーンタフなどの形成をみた。

謗l紀には海水準の変動があり海岸線が前進・
繿ﾞをくり返した。このような事項について学
ﾔ。

同　　　上

11 日本の地下資源

　日本列島はモザイクを集めたような複雑な地

ｿ構造を有する。そのため広大な面積を占める
n下資源の分布は見られぬ◎そのかわり、各種
ﾌ金属資源、非金属資源がスポット的に分布す
驕Bとくに黒鉱は注目される。地下水資源も含
ﾟてこれらの事項について学ぶ。

同　　　上

12 日本の海陸境界

　日本列島は狭長な国土に対して長大な海岸線
�Lする。その海岸線には岩石海岸、砂浜海岸、
燔pに面した干潟海岸の別がある。また、氷期、
ﾔ氷期にともなう海水準の変動で海岸は前進、
繿ﾞをくり返し、大陸棚を形成した。これらの
ｱとについて学ぶ。

同　　　上

13
日本における

n球科学の進展

　日本が西欧の科学を全面的にとり入れ始めた
ﾌが百年余り前からである。地球科学の分野に
ｨいてもそのことは同様であった。そしてこの一世紀余の間に日本列島に関する地球科学的研

?熬?驍ｵい進展をみた。その経過について学
ﾔ。

同　　　上

14 関東地方の地史

　日本列島の中でも一例として関東地方をとり

繧ｰ、より詳細な地史を学ぶ。関東地方は日本
�№ﾌ中でも最も広大な関東平野とそれをとり
ｪく山脈地帯、および伊豆、三浦、房総の半島
ﾉよって形成される。そこで生起した地史的な
o緯について学ぶ。

同　　　上

15

日　本列　島　と

l　間　　生　活

　私達は生活の基盤を日本列島においている。

]って、日本列島の地学的特性と私達の日常生
?ﾆは、きわめて多くの点について深い結びつ
ｫがある。こうした関連性についていろいろの
挙_から学ぶ。

同　　　上
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＝大気と海洋＝（TV）

〔主任講師　奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　固体地球をお澄う大気、澄よび固体地球表面の7割を語澄う海洋の本質を知るために、色々な専門

分野にわたって学ぶ。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 大気　の　構造

　気温・湿度・気圧・風向・風速などは絶えず
ﾏ化している。とりわけ、高さに伴う変化は大
ｫく、例えば、数千㎞の高低緯度間の気温差は
墲ｸか10kmの高度差によって体験できる。地

o浅井　富　雄i
i東大・海洋研・教圓

@奈　須　紀　幸
球規模でみた大気の平均構造の実態を把握し、 （放送大学教授）
以下の各州の理解に役立てる。

大気運動のエネルギー源は太陽である。地球
に降り注ぐ太陽放射エネルギーが大気中をどの
ように伝達され分配されたか、その道筋をたど o

2 大気の熱収支 り一方、地球も宇宙空間に向けて熱放射エネル 同　　上

ギーを放出して、大気・地球系のエネルギーの
収支が成り立っている。大気の熱平衡について
考察する。

水蒸気の凝結や昇華、水滴の凍結などによっ
て微細な水滴や氷晶が空気中に形成される。そ
れらの粒子は併合過程を経て、雲粒から雨滴へ

3 雲　　と　降　水 と成長する。雲や降水の形成に：いたる徴視的物 同　　上

理過程について述べ、さらに、雲と降水の巨視
的動態に：もふれる。

4、5章では主に：大気の運動を扱う。最初に

4
対流と局地風

齣蜍C運動その1一

地球大気の運動のしくみとその特徴を要約し、

氓ﾉ、中・小規模の運動として地表面付近に形

ｬする対流混合法と水平の温度差によって生じ

。木　村龍　治
i東大・海洋研・

@　　助教授）

る海陸風や山谷風をとりあげる。 奈　須紀　幸

日々の天気は高・低気圧の動向に大きく支配

5
低気圧と台風

齣蜍C運動その2一

されている。大規模な運動として、長大な前線
�ｺう温帯低気圧と巨大な渦巻きの熱帯低気圧
i台風）に焦点を合わせ、それらの構造や発達
ﾌしくみについて記述し、さらに、これらの気

同　　上

象現象と大気大循環とのかかわり合いについて
ふれる

地球上に大気が生成して以来、大気の状態は
絶えず変動をくり返しながら今日にいたってい
驕B気候変動のしくみについては不明な点が多 o浅井　富　雄

6 気候　の　変動 いが、これまでの気候変動の実態とその原因、
ﾆりわけ海洋の果たしている役割について述べ、 奈須紀幸
最後に人間活動の気候変動に澄よぼす影響につ
いてふれる。

日常身近かな天気の変化から地球規模の大気
大循環にいたるまで、気象についての我々の知

7 大気研究の歴史
識や考え方がどのようにして養なわれ育ってき
ｽかを、その発展の節目に重点を詠いてふりか

同　　上

えり、併せて国際協力のもとで維持・展開され
ている世界の気象観測や予報の現状を示す。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

海洋の科学的探検の時代から現今の海洋実験

の時代までにわたり、主として海洋と海底の構 O寺　本　俊　彦

8 海洋探究の歴史 造と運動の面から探究の成果を概観し、海洋の （東大・海洋研・

科学へと誘うよすがとする。 教授）

奈須紀　幸

海洋の物理現象の中でも特に顕著な海洋大循
環について、その成因、構造について説明し、

9 海洋大循環
それらを更に深く理解する上で必須な課題であ
髏l工衛星からの観測や深層の循環の観測につ

同　　上
　　　　　関連する重要なトピヅクスである海いて述べ

m一大気系の大規模変動や海洋温度差発電につ
いてふれる。

　海洋では常に沖から岸に向って波が打ち寄せ
ﾄいる。この波はどこで作られ、どのような性 ○木村　龍治

10 波　　と　潮　汐
質があるのか、実験を行って説明する。特殊な
gとして、高潮と津波に触れる。次に潮汐のメ
三隅ズムと水理模型による瀬戸内海の潮流の研

奈須紀幸究について述べる。

生物の活動を通じて、いろいろな元素が循環
ｵているα酸素、炭素、窒素に注目して、海の ○服部　明　彦

11 海洋の物質循環
中に残された生物活動の軌跡をたどることに：よ
ﾁて、その動き、特徴などに：ついて探る。生物

（東大・海洋研・

@　　　教授）
生産や沿岸の富栄養化の問題との関係について
烽ﾓれる。

奈　須　紀　幸

12 海洋の生態系

　海洋の生物は大小の部分生態系に分れ、200
壕ﾈ浅の浅海系には植物の光合成活動があるが
[海系では微生物と動物のみとなる。沿岸域と
O洋域とでは種類も生物量も異なるが、近年、

○堀　越増興
i元東京大学教授）

内湾の有機汚濁が外洋にはみ出す傾向がみられ 奈　須紀　幸
る。

13 ＝海底の生いたち

　深海底は中央海嶺で生れ、横に数cm／年の
ｬさで移動しながらしだいに深さを増してゆく。
C底が生れる場所には多数の割れ目があり、熱
?ｪ噴出して重金属を析出させていたり、溶岩

鰹d壁塗麟夏無熱差

O小　林　和　男
i東大・海洋研・

@　　　　教授）

@奈須　紀幸、

海溝は世界中で最も深い場所であるが、海洋
のへりに細長く並んでいる。深海底はここから

14 深海底の沈み込み
斜めに陸の下に沈み込んでいる。その形は深発
n震や地震の波の伝わり方から確認されている。

同　　上

海溝の地形や沈み込みのようすは地域によって
異なっていて、地震の起こり方や火山活動の歴

ている

大陸の周辺には海底傾斜のゆるやかな大陸棚
がひろがっている。その外線の水深は、ほぼ

15 大陸棚の生いたち
120～140m程度である。このような海底地形
ｪ生じたのは氷期・間氷期の繰返しに対応した 奈　須紀　幸
海水準変動が原因であることが判明した。その
経緯について説明する。
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　　　　＝現代資源論＝（R）

〔主任講師：山口梅太郎（東京大学教授）〕

全体のねらい

　資源問題が論議されている割りには、鉱物資源について、例えば、鉱物資源と人間とのかかわり合

いや、資源の分布や資源量の問題、資源を獲得し、利用するための技術、更に、わが国としてどう対

応すべきかといったことがあまりにも知られていない。このセミナーでは鉱物資源の諸問題を、その

開発と利用を中心に、技術的側面から概説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・道具の使用　・青銅器の発達　・鉄の時代

・資源とその利用

1 鉱物資源と文明
山　口　梅太郎

i東京大学教授）

・成長の限界　・石油20年説　・資源の価格と

消費

2 成長　の限界 同　　上

・地殼中の元素　・再生不可能な資源

資源の有限性につ
3 同　　上

いて

・鉱床　・埋蔵（鉱）量と資源量　・鉱床の形成

・鉱床の分類　・マグマ鉱成床　・堆積成鉱床

4 鉱床の分類と成因 武　内　寿久禰

（東京大学教授）

・金　・銀　・銅　・鉛・亜鉛

貴金属、非鉄金属
5 同　　上

資源

・鉄　　・マンガンゆアルミニウム　・チタン

6 構造材用金属資源 同　　上

・錫・タングステン・モリブデン　・ニッケル
・クロム　　●コバルト（Co）

7 鉄合金用金属資源 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・希土類（RE）　・核融合発電　・リチウム

先端技術に必要な （Li）　・ベリリウム（Be）　・ニオブ（Nb）

8 ・シリコン（Si） 武　内　寿久禰

鉱物資源

・原子力発電に必要な地下資源　・ウラン鉱床

の形成　・ウラン資源の偏在と資源確保　・放

9 核燃料鉱物資源 射性廃棄物の処分 同　　上

・近代産業を支える非金属資源　・石灰石

・ダイヤモンド　・リン鉱　・蒸発岩　・粘土

10 非金属鉱物資源 鉱物　・沸石　・三三 同　　上

・はじめに　・エネルギー需要の推移と現状

・エネルギー需給の将来予測

11 エネルギーと文明 冨　永　博夫
（東京大学教授）

・はじめに　・化石燃料資源　・核燃料資源

12 エネルギー資源 同　　上

・はじめに　・天然ガスの探査、開発、生産

・LNGの生産と輸送　・LNGの用途
13 天　然　　ガ　　ス ・LN（｝の冷熱の利用　・天然ガスのメタノー 同　　上

ルへの変換利用

・はじめに　・石油の鉱床　・石油の探鉱

・石油の開発と生産　・石油の強制回収

14 石　　　　　　　油 ・海底石油の開発 同　　上

・はじめに　・石炭の成因と分類　・石炭の生

産と供給　・石油の利用技術の開発

15 石　　　　　　　炭 同　　上
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回・ テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・はじめに　・オイルサンド資源の埋蔵量

・オイルサンド鉱床の特性　・回収技術

16 オイ　ルサン　ド
・ビチュメンの精製 冨　永　博　夫

・はじあに　・オイルシェールの資源埋蔵量

・オイルシェールの性状　・採掘と乾留の技術

17 オイルシェール ・精製プロセスと製品 同　　上

・日本は資源のない国ではない　・鉱物資源の

わが国の鉱物資源 輸入　・資源確保の方策

18 山　口　梅太郎

とその確保

・鉱床探査の必要性　・山相学　：・地質調査

・物理探査　・地化学探査　・試錐　・数理地

19 鉱物の探査と評価 質学の応用　・海外における探査 武　内　寿久禰

・合理的な開発

20 鉱山の開発　　（1） 山　口　梅太郎

・坑内採掘　・採鉱法　・坑内環境の整備

21 鉱1」」の開発　　⑪ 同　　上

・特殊な方法による鉱物資源の採取　σ採掘作

業のロボット化

22 鉱山の開発　　㎝） 同　　上

，

・鉱石の事前処理　・フルイ分けおよび分級

鉱石の処理　　（1）

23 井上　外志雄
一処理のフロー （東京大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

・比重選別　・静電選別　・磁力選別　・色彩

鉱石の処理　　⑪ 選別

24 井上　外志：雄

一物理的分離の原理と

方法

・浮遊選別

鉱石の処理　　（m
25 同　　上

一物理化学的分離の原

理と方法

・乾式製錬　・湿式製錬

鉱石の処理　　⑲
26 同　　上

一子　錬

・溶存鉱物資源　・陸上から海底へ連続する鉱

海から得られる鉱 床　・海底の堆積鉱床　・深海底熱水鉱床

27 山　口　梅太郎

物資源

・未利用資源　・低品位資源の開発　・自然工

未利用資源とリサ ネルギーの利用　・廃棄物利用　・リサイクル

28 ・再資源化の問題　・再資源化の技術 井　上　外志雄’

イクル

・探i査庸報の処理　・鉱山開発とOR手法

資源開発における ・原料の配合とプラントの自動制御

29 同　　上

情報処理

・資源開発に伴う自然環境の破壊　・資源利用

と環境保全との調和

30 資源開発と環境問題 山　口　梅太郎
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一応用数学＝（R）

〔主任講師：藤田　宏（明治大学教授）〕

全体のねらい
　応用解析の視点から応用数学の基本的な発想法、概念澄よび方法を解説する。素材はできるだけ平

易なものに限り、また、証明主義にこだわらない納得による理解によって展開していく。情報化社会

に涛ける応用数学は知性的であると共に大衆的でもあるべきであると考えるからである。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最も初歩的な発展系である増殖の数理から導

増殖の数理； 入し、基礎数学1および解析で復習の指数関数 藤　田　　　宏
1 を見直す。1階常徴分方程式の復習的解説をか

指数関数の復習 ねる。 （明治大学教授）

質点の振動の数理から導入し、複素変数の指

振動の数理；複素 数関数を見直す。線型常微分方程式の復習的解

2 説をかねる。 同　　　上

指数関数の復習

質点の運動の基本法則であるニュートンの運

動方程式を材料として、ベクトル値関数の微分

3 質点の運動方程式 法澄よび自励系（力学系）への導入を行なう。 同　　　上

現代の応用解析の基盤である関数空間の最初

関数空間との の出合いとして、重ね合せの原理（線型計算）、

4 ノルム、内積を扱う。 同　　　上

出合い

関数空間での収束の概念は理論上も実用上も

応用解析の基礎である。イメージ的把握をねら

5 関数空間での収束 いとして学ぶ◎ 同　　　上

2階常微分方程式の境界値問題を解説する。

弦の釣り合い； グリーン関数を導入する。

6 同　　　上

2点境界値問題

フーリエの方法による1次元熱方程式の扱い

超伝導の数理’； を通じ、フーリエ級数の解説を行なう。

7 同　　　上

フーリエ級数
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

典型的な双曲型方程式である1次元波動方程

式をフーリエ級数を応用して扱う。

8 弦の振動の数理 藤　田　　　宏

フーリエ級数から移行する立場でフーリエ変

フーリエ級数から 換の考察に入る。後者の種々な応用についても

9 触れたい。 同　　　上

フーリエ変換へ

最大最小問題の延長上にある変分法の基礎概

念を解説する。

10 変分法との出合い 同　　　上

変分原理に，基づく近似解法ぐ有限要素法を含

む）や最適化などの話題を扱う。

11 変分法の応用 同　　　上

応用解析の立場から8関数の理解を中心とし

て超関数の解法を行なう。

12 超関数との出合い 同　　　上

偏微分方程式の扱いに澄ける超関数の役割り

を解説する。

13 超関数の応用 同　　　上

非線型常微分方程式系である自励系の解の挙

非線型問題1 動、とくに安定性について解説する。

14 （自励系の 同　　　上

安定性）

非線型偏微分方程式が支配する驚くべき現象

非線型問題2 の一つとして、半複白白物型方程式の解の爆発

15 を紹介する。 同　　　上

（解の爆発　）
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一ベクトル解析一（R）

　　　　　　　　　　〔主任講師：小島守生（慶慮義塾大学教授）〕

全体の掴らい
　微分・積分学および線型代数学に引続いて、ベクトル関数の解析学、すなわち、ベクトル場の微分、

積分法とその応用を学ぶ。ベクトル解析は力学の一一部と考えられるくらい物理学とのかかわりが深いが

本四では、ガウスの発散定理とストークスの定理とストークスの定理を目標とする。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ベクトルの定義を与え、線型代数字の簡単な

復習をする。
小　畠　守　生

1 ベ　　ク　　ト　　ル （慶応義塾大学教授）

ベクトルの内積を用いて、ベクトルの計量的

2
ス　カ　ラ　一　積

性質を調べる。

同　　　上
（内　　積）

3次元内積空間に特有の、ベクトルの外積、

3
ベ　ク　ト　ル　積

@（外　　積）

またはベクトル積を定義する。

同　　　上

ベクトル値関数の微分法を学ぶ。：1変数だけ

でなく、多変数の場合も同時に取扱う。

4 ベクトルの微分 同　　　上

ベクトル解析の応用として、空間曲線に関す
る基本的事項を考える。孤長、接線、曲率、振

5 空　　間　曲　線 率由の関係を記述するフルネの公式を求める。’ 同　　　上

空間に点の関数一スカラー三一が与えら
れたとき、その変化率を調べる。そのためにス

6 スカラー場の勾配 カラー場の方向微分係数、勾配を考える。 同　　　上

覧

直交座標系を別の直交座標系に変換する際の

7
座標変換　と
xクトルの成分

ベクトルの成分の変換法則を求める。直交変換、．

ｼ交行列の復習でもある。そしてこれはつぎの’

ﾍで定義するベクトル場の発散、回転の座標変

同　　　上

換での不変性の準備でもある。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ベクトル場の発散、回転を定義し、勾配との

8
ベク　トル場の

関係等も考える。

小　島　守　生
発散　と　回　転

前章までは微分を考えるだけであったが、本

章から積分に入る。線積分は定積分の自然な一

9 線　　　積　　　分 般化である。曲線に沿って定義された関数を積 同　　　上

分することを考える。

平面内の有界閉領域上での2重積分と、領域

の境界曲線上の線積分に関するグリーンの定理

10 2重積分と線積分 を証明する。普通の定積分が原始関数の境界で 同　　　上

の値の差に等しいことの一般化である◎

空間内の曲面を位置ベクトルで表示し、接平

面や、曲面上の曲線の弧長、曲面分の面積等を

11 曲　　　　　　　面 考慮する。 同　　　上

曲面の部分上で関数を積分する。これは2重

積分の概念の一般化である。曲面の向きが問題

12 面　　　積　　　分 になる。 同　　　上

ベクトル場が　間内の有界閉領域のまわりで
与えられたとき、ベクトル場の発散：量の領域内

13 ガウスの発散定理
での積分と、境界曲面上でのベクトル場の法線
ｬ分の積分が等しくなるというガウスの発散定

同　　　上

理を証明する。平面上のグリーンの定理の一般
化である。

平面上のグリーンの定理を曲面上の対応する

定理一ストークスの定理一に拡張する。

14 ストークスの定理、 同　　　上

線積分は一般には積分路に関係するが、それ

積分路に無関係な
が関係したい特別な場合を考察する。

15
線　　　積　　　分

同　　　上
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　＝数学基礎論一（R）

〔主任講師：前原昭二（放送大学教授）〕

全体のねらい

　数学基礎論という研究分野の起こりを簡単に説明したあと、公理的集合論デーテルの不完全性定

理、無矛盾性証明、などを話題の中心にして、数学基礎論の概要たついて解説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

数学に診ける集合論的方法の必要性と、集合

数学における集合 論のパラドックスとを説明し、数学基礎論の発 前　原　昭　二・

1 端について述べる。

論的方法 （放送大学教授）

集合論のパラドックスの一応の解決策として

の公理的集合論を、記号論理の方法を用いずに

2 集合論の公理 説明する。 同　　　上

公理的集合論の論理式を｛列にとり・論理式の

数学的命題の形式 概念を説明する。

3

化

同　　　上

述語論理の推論を、自然な論理計算：の形で説

数学的推論の 明する。

4 同　　　上

形式化

命題論理や述語論理、ならびに集合論に澄け

数学的証明の る基本的な性質のいくつかの証明を与える。

5 同　　　上

形式化

ゲーデル数に：ついて説明する。

6 ゲ　ーデル　数 同　　　上

、

グーデルの不完全性定理と、それから得られ

る無矛盾性に関する結果について述べる。

7 不完全性定理 同　　上
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ゼクェンツの形式を用い、1階の自然数論の
形式化を与える。

8 自然数論の形式化 前　原　昭　二

有限の立場に澄ける考え方を説明し、自然数

自然数論に対する 論の無矛盾性証明の必要性についてのゲンツェ
9 無矛盾性証明の必 ンの見解を紹介する。 同　　　上

要性

自然数論に対するグンツェンの無矛盾性証明

自然数論の無矛盾 の、初期のアイディアについて述べる。

10 同　　　上

性証明のアイディア

直観論理の基本的な立場を説明し、その基本

的な論理法則についてのべる。 竹　内　外　史
11 直　観　論　理

（イリノイ大学教授）

ファジーの概念を説明し、直観論理の特殊な
場合としてファジー論理をとらえ、その論理体

12 プアジー論理
系についてのべる。 同　　　上

計算可能な関数の論理を概説する。又種々の
分野との関係について言及する。

13 計　　　算　　　論 同　　　上

現代集合論の課題並びに成果について解説す
る。更に将来の展望を行う。

14 集計論の課題 同　　　上

現在の基礎論の種々の方向について解説する
更に情報科学との接近などについて言及する。

15 基礎論の将来 同　　　上
團
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＝計量生物学・行動計量学一
主任講師

〔

（TV）

林知己夫（放送大学教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
水野欽司（統計数理研究所教授）

全体のねらい
　統計学の体系化に二つの行き方がある。本学では方法論的立場から講義の体系を組み立てきた。今
回は、もう一つの行き方、対象今野を区分けし、それぞれの分野での生きた統計的方法論という立場
からフィールドと理論と一体化した講義を組み立てる。生物学、医学・生態学の分野に：齢ける計量生
物学と行動医学の分野における行動計量学についての講義を行う。履修には、微分積分学　総型代転
学、確率論、統計学の基礎知識を必要とする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師．
i所属・氏名）

生物等のバラツキが不可避な対象に対して、

1

医学・生物統計学
@　一　　1　一

その存在を認めた上で客観的なデータを得るた
ﾟの実験技術が実験計画法である実験：計画法が
n始された農事試験から初め、臨床試験や動物

大　橋　靖　雄

実験計画　法 実験に実験計画法がどのように用いられている （東京大学助教授）
瓜その、基礎概念の解説と共に概観する。

マウスやラ・トなどの小動物、培養細胞、細菌などを

医学・生物統計学
用い、化学物質の安全性を評価するための膨大な実験研究が行なわれている。莫大なデータとスヶジュー・ル管理

2 　　一　　2　一
ﾀ全性試験（毒性）

に用いられているコンピュータシステムの紹介を含め、
ﾀ験の品質管理とヒストリカル・コノトロールの利用
iデータベースの構築）、統計解析の問題（dose－res一

同　　　上

POn　seや多重性）、新しい実験系の評価の問題等について概説する。

患者を対象とした臨床試験のうちとくに第3

3

医学・生物統計学
@　一　　3　一

相を取り上げ、患者の割り付け、データ収集と
ﾇ理、解析という一一連の研究過程を追う。臨床
詞ｱの登録やメタアナリシス、統計解析（生存 同　　　上

臨　圧　試　験： 時間解析など）、コンピュータネットワーク
の利用などの話題にも触れる。

疫学的研究の例として、放射線影響研究所で
医学・生物統計学 最近行われた受動喫煙と肺　の関連の研究を紹

4 　　一　　4　一

u学的研　究
介する。利用したデータの紹介に絡め、同研究
鰍ﾌ設立からこれまでの貢献に：も簡単に触れる。
u学的研究方法とくにケースコントロール研究

同　　　上

の意義と限界にも言及する。

5

計量生物　学
@　一　　5　一

v　量　医　学

　外的基準のない多変量解析のうち最も代表的
ﾈ主成分分析を解説する。さらに応用として、
qトの心機能に関する生体情報を利用して、心
@能評価の方法の一例を具体的に説明する。更

駒　澤　　　勉

i統計数理研究所

その1 に：、薬剤等病気の治療後の計量的機能改善評価 教授）

健　康　予　　測 の表現応用も説明するひ

計量生物　学 外的基準のない数：量化理論第三類（パターン

一　6　一
分類）の質的データ分析を解説する。さらに応

6 計　量　医　学
@　　その2

用事例に動脈硬化性疾患の早期発見のための集
c健康検診の全国的規模の大量データを利用し
ﾄ、健康の計量的予測法について説明する。

同　　　上

健　　康　予　測 ＼

ソシオメトリーに診ける人間関係の図式化、自由連想

行動計　量　学
実験による被験者の分類、嗜好検査や官能検査にもとつ
ｭ人とものの分類等からいぐつか具体的なデータを取り 岩　三三　一

7 一　1　一 上げて、順序づけと分類のために統計的方法（クラスタ （大学入試セン

順序づけと分類 一分析、多次元尺度解析、数量化3千類、主成分分析、 ター助教授）
因子分析等）をどのように利用し、その結果をどのよう
に解釈するか具体的に示す。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

テレビ番組の視聴率の予測、スポーツに油ける過去の

8
行動計量　学
@　一　　2　一

記録をもとにした勝負の結果の予測、文体からみた本物
ﾆ偽物との判別、パターン認識に於ける自動識別等の分
?ｩらいくつかの具体的なデータを取り上げて、それら 岩坪　秀一

予測　と　判　別 に対して予測と判別のための統計的手法（重回帰分析、
迫ﾊ化1類、判別分析、数量化2類等）をいかに適用し、
結果の信頼性をどのように評価するか具体的に説明する。

一一ﾊ市民の意識、態度、価値観などを調べる

行動計量　学
際に必要な統計的方法の応用を紹介する。実例
ﾆして、昭和28年置ら5年置きに継続8回行 水　野　欽　司

9 一　3　一 って来た日本人の国民性調査を取り上げ、標本 （統計数理研究所

社会調査の実際 抽出（サンプリング）を始めとする調査法の実 教授）
際、および分析の進め方などを、わかり易く講
回する。

行動科学的な“実験”は、理工学の実験とは

行動計量　学
種々の面で異なる配慮を必要とする。ここでは、
ｻの実験法の統計的特徴について紹介する。例

10 一　4　一 示として、地震防災教育に細いて、どういう教 同　　　上

実験設計の特色 材・訓練が子どもたちに“よい効果”を与える
か、などの実験：結果を具体的に検討し、この種
の実験の重要な諸問題を述べる。

計量生物　学 森林は地形・地質・土壌・気候。樹種などに
一　　7　一 よる自然環境とその森林の育成にかかわる住民 石　田　正　次

11 森林の生　態
@　　その1

の意識・利用目的・造林技術などの人為的環境
ﾉよってさまざまな形態をしめす。その様子を
冝E独・仏・フィンランドの森林の比較によっ

（帝京技術科学

@　　大学教授）

森林成長の要因 て説明する。

計量生物　学
@　一一　8　一

　森林が自然及び人為的ないろいろの条件のも
ﾆに成長していく過程を統計的に解析してこれ
�cfル化し、コンピューターシミュレーショ

12 森林の生　態 ンによって条件の変化が林相に及ぼす影響を検 同　　　上

その2 零しながら森林の将来予測と保全についての考

森林成長モデル 察を行う。

計量生物　学 野生動物の生息数を知るための統計学でよく

一　　9　一 知られている捕獲一再捕獲法について解説する。 林　　　知己夫

13 動物生態学その1
?ｶ動物の生息数

さらに、積雪上の足跡を利用して、ノウサギの
ｶ息数を推定する方法を具体的に説明する。こ
黷ﾉは生態学・統計学・コンピュータの学際的

（放送大学教授）

推定 研究の不可欠のことを示す。

計量生物　学 積雪上の足跡を利用する仕細り法（少面積地

一10一
区において有効）、ヘリコプターによるビュツ

14 動物生態学その2
?ｶ動物の生息数

フォン　の原理を基礎におく方法（大面積地区
ﾉ於いて有効）について具体的に説明する。ヘ
潟Rプター法は、ノウサギのほか、キタキツネ、カモ

同　　　上

推定 シカへの応用も可能で、その方法を解説する。

計量生物　学 に推定する被害法あるいは投入

15
　　一11一
ｮ物生態学その3

・除去法と言われる事に：ついて説明する。カモ
Vカについてこの方法とヘリコプターによる方
@との併用について具体的に説明する。最後に 同　　　上

野生動物の生息数 動物の生態に適した諸統計的方法についてまと

推定 め、野生動物生息管理の問題に言及する。
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＝　物質とエネルギー　一（R）

〔主任講師：池上雄作（東北大学教授）〕

全体のねらい
　自然界を形づくっている物質エネルギーの科学でもっとも基本的なことがらを学習する・とくに化

学熱力学量子化学、分子分光の基本的な事項を解説し、物質とエネルギーの不可分のかかわり合い

を学ぶことによって自然への理解を深める。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

広い三野から“仕事をする能力”としてのエ

ネルギーのいろいろな姿をとらえたあと、物質 池　上　雄　作

1 エネルギーの形態 とエネルギーのかかわり合いを述べ、エネルギ （東北大学教授）

一略史を概説する。

多様な物質の分類や構成をどう理解するかに

ついて、基礎化学の中から分子、原子、イオン

2 物質の構　成 などの粒子概念を簡潔に：まとめる。つついて、 同　　　上

「結合とエネルギー」，「物質変化とエネルギー」に

ついて解説して、次回以降のための基礎概念を
つくる。

第3～7回では化学熱力学の基本を取り上げ

熱と仕事： る。本章では力学的エネルギーから入り、仕事、 王　轟伶　太
3 内部エネルギーと 系の考え方、内部エネルギー、熱力学第一法則、

熱力学第一法則 そして理想気体の膨張を例k可逆過程と不可逆 （福島大学教授）

過程を順次解説する。

熱容量とエンタルピーの概念を導入し、物質

熱容量と の状態変化や化学変化に伴う熱エネルギーの移

4 動、熱：量加算の法財標準エンタルピー変化を 同　　　上

エンタルピー 順次解説する。

前回の後を受けて内部手ネルギー変化とエン

エンタルピー値と タルζ一変化の測定法を述べ実際の物質構造

5 や化学結合とエンタルピー値がどのように結び 同　　　上

物質構造 ついているかを平易に解説する。

自然に起こる変化には主としてエネルギー変

物質変化の方向： 化で理解できるものとそうでないものとがある。

6 エントロピーと熱 自発変化を取り上げて乱れの関数の必要性を説 同　　　上

力学第二法則 明し、エントロピーの概念を導く。そして熱力

学第二、第三法則に入る。

エネルギーとエントロピーからギプス自由工

自由エネルギーと ネルギーを導き、化学ポテンシャルまで解説す

7 る。つづいて、二、三の化学反応系での反応の 同　　　上

化学平衡 進行の可能性を予測するための熱力学量を取り

上げ、平衡条件を導く。

一731一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

以下4回にわたってミクロの世界のエネルギ

エネルギー量子の 一と化学構造との結びつきを解説する第1回目 米　沢　貞次郎

8 は、プランクの量子仮説、光量子説、ボーアの原子

概念 模型、光と電子の粒子性と波動性について順次 （近畿大学教授）

説明し、エネルギー量子の概念を理解する。

“とびとびのエネルギー値”をもつ電子の運

動状態を表す波動方程式について述べ、これか

9 原子の電子状態 ら明らかにされた水素型原子の電子状態の特徴 同　　　上
つついて複雑な原子の電子配置を整理して解説
する。

化学結合の基本例である水素分子の量子論的

化学結合と な取り扱いと炭素の混成軌道について解説する。

10 つついてエチ1ノンや共役二重結合をもつ分子の 同　　　上

電子状態 π電子の分子軌道法に：よる取り扱い方を取り上

げる。

分子の電子構造に対する量子論的取り扱いは、

構造を理解するのに必要であるだけでなく、反

11 電子構造と反応性 応の進み方を解釈するのに極めて有用であり、 同　　　上

フロンティア電子理論もその一つである。電子
構造と化学反応性について例とともに解説ナる。

光と電波で代表される電磁波は宇宙線からラ

電磁波とスペクト ジオ波まで広い周波数範囲にわたり、E＝hu

12
ロスコ　ヒ。一

のエネルギーをもつ。電磁波の性質について、

ﾂついて物質の発光や光の吸収が物質のエネル
池　上　雄　作

ギー準位と密接な関係があることを説明Lス
ペクトロコピーを概説する。

多くの物質は紫外、可視、赤外光を吸収して

吸収スペクトルと その物質に特有なスペクトルを見せる。紫外・

13 可視吸収スペクトルと赤外吸収スペクトルに分 同　　　上

分子構造 けて、化学構造と対応させて解説する。

近年NMRとESRスペクトルが広く利用さ
核磁気共鳴と電子 れるようになった。磁場中に置かれた磁性核と

14 不調電子のそれぞれラジオ波とマイクロ波の共 同　　　上

スピン共鳴 鳴吸収を、その基礎概念とスペクトルの実例に

ついて解説する。

本丁のまとめとして、化学反応と活性化エネ

まとめ： ルギー、生体とエネルギー等について補足し、

15 物質変化とエネル 最後に物質変化に伴うエネルギー変化の大きさ 同　　　上

ギー変化 を概観した。
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＝力とエネルギー＝（TV）

〔主任講師：戸田盛和（東京教育大学名誉教授）〕

全体のねらい
物理学を学ぶには、まず力学を勉強し、ついで電磁気学へ進むのがふつうである。この「力とエネ

ルギー」は力学にあてられる。ニュートンの運動の法則にもとづいて、物体粒子の運駄流体の運動

を考え、分子の力学的運動を考慮して熱現象を扱う。回転運動、電子の運動なども取扱う。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

摩擦のない等速運動。慣性。重心の等速運動。

慣性。質量。力。運動の法則。（予定の項目を 戸　田　盛　和

1 運動の法　則 記す。以下同様）。
（東京教育大学

名誉教授）

1直線上の運動。速さと距離の関係。ベクト

ル、速度と加速度。運動方程式。解析力学。

2 微　分　積　　分 同　　　上

単振動。三角関数sim，ρOS　の説明。固有

振駄共鳴、共振。減衰振動。

3 振　　　　　　動 同　　　上

ケプラーの法則、万有引力と運動の法則によ

る月於よび惑星の運動の解明。

4 惑星の　運　動 同　　　上

仕事、エネルギーの定儀、単位。ベクトルの

スカラー積。位置エネルギー。運動エネルギー一。

5 仕事とエネルギー 回転のエネルギー。エネルギー係存の法側。 同　　　上

熱量の定義、単位。熱の仕事当量。分子。気
体、液体、固体に：おける分子の運動。気体分子

6 熱とエネルギー 運動論。 同　　　上

、

熱力学の法則。統計力学の基本的な考え方

（等重三の原理）。ボルツマン因子。温度。圧

7 熱　　力　　学 力。エントロピー。秩序とエントロピー。相変 同　　　上

化。低温物理学◎
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

ここの原理。静止流体。アルキメデスの原理

（浮力）。パスカルの原理（圧力、応力）。三

8 力の釣り合い 力の釣り合い。懸垂線。 戸　田　盛和

連続の方程式。ベルヌーイの式。流体力学の

運動方程式。渦なしの流れ。渦。粘性のある流

9 流　体　力　学 体。境界層。揚力。乱流 同　　　上

波動方程式。その解。重ね合わせの原理（線

10 波　　　　　　動
形、フーリエ級数）。ホイヘンスの原理、水面

g。格子波。非線形波。 　　　鴨ｯ　　　上

動く座標系Q遠心力。コリオリカ。フーコー

振子と地球の自転。台風の渦。

11 地球の　自　転 同　　　上

回転体。角運動量。慣性モーメント。回転工

ネルギー。剛体の自由回転。対称コマ。コマの

12 コ　マ　の運　動 歳差運動。 同　　　上

電場の中の運動Q磁場の中の運動。ローレン

ッヵ。電子の運動。電流と磁場との関係。イオ

13 荷電粒子の運動 ンの運動。質量分析器。 同　　　上

相対論的力学。速度による質量の変化。加速

器。高エネルギー物理学。

14 高速粒子の運動 同　　　上

非線的力学。カオス。力学系の理論。その他、

力学とエネルギーとに関する最近の研究につい

15 最近　の話　題 て述べる。 同　　　上
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　　　　　　　　　　　＝生態・学概論＝　（R）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：岩城英夫（筑波大学教授）〕

全体のねらい
　個体一同体同一群集の各レベルにおける無機的環境生物と生物との関わり合いを具体的事例
をあげて説明し、生物的自然の構造ど機能、生物群集や生態系の多様性全体性診よびその動的平衡

についての理解を深める。講義を通じて生態学の基本的原理と概念を理解させる。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

生態学とは何か。この講義の導入部として・ ’

生態学とは 生態学の対象、方法、生物と環境との関係・生 岩城　英　夫

1 態系概念などについて述べる。

一　序　　論　一 （筑波大学教授）

生物は海で発生し、やがて陸に進出した。生

物の生存の場としての陸地と水界の環境の特徴

2 陸の環境、海の環境 を比較し、様々な生物がその生育地の環境に適 同　　　上

応ずるために．どのような形態と機能を発達さ

せたかについて述べる。

陸地の生物の生存は土壌に依存している。．土

壌は植物に必要な水分と栄養塩類を供給するこ

3 生物　と　土　壌 と、また植物や土壌生物の存在は土壌の形成に 同　　　上

大きな役割を果していることなどについて説明

する。

気候（温度と降水）条件の変化に応じて地球

上には様々なタイプの植物群系が分布している。

4 気候と植生の分布 また局地的な環境の違いによっても生物の分布 同　　　上

は変化することを述べる。過去の気候変化に伴

う植生の変遷についても触れる。

生物の集団（個体群）の個体数は有限の環境

個体群の においては無限に増加することは不可能であり・ 藤井宏　一
5 いっかは過密状態に達する。このような状況下

戒長と調鮒 での生物の対応の仕方についてまず理論的に述 （筑波大学教授）

べ、ついで実例（主に動物）を見ながら論じる。

同じ資源を利用する異なった生物種間には種

種間競争と 間競争が存在しう，る。種間競争とは何か。その

6 機構についてまず理論的に：取り三三ついで観 同　　　上

“すみわけ” 察例を用いて説明する。また種間競争の結果と

して起こる“すみわけ”についても論じる。

植物の三内競争と種間競争の仕組みについて

述べる。まず同種の植物間で起こる競争密度効

7 植物間相互作用 果と自然間引きについて述べ次に異種の植物 岩城英夫
間の競争の機構について説明する。

一735一



回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

食うものと食われるものの関係（捕食関係）

の動態に関する理論について述べ、次に：実例を

8 捕　食　関　　係 用いて自然界での捕食関係のはたす役害㌦特に 藤井　宏　一
生物群集の安定性への捕嚢関係の役割について

論じる。

植物には様々な生活形があり、それぞれ特徴

的な成長・繁殖様式をもっている。異なった環

9 植物の繁殖戦略 境下でこれらの生活様式がどのような生態的意 岩城　英夫
義をもつかについて説明する。

動物の種（そして個体）はより多くの子孫を

残すために、限られたエネルギーをいかに：うま

10 動物の生存戦略 く利用し、その目的を達成するか。理論で予想 藤井宏　一
されること、実際に動物がやっていることを対

比し、生物の進化を絡めて論じる。

生態系のエネルギーの流れに澄いて植物（生

産者）がはたしている役割を論じ、植物群落の

11 物　　質　生　　産： 生産構造と光合成の関係、各種生態系の一次生 岩　城　英夫
産量と環境要因との関係などについて説明する。

生物群集に澄ける食物連鎖と栄養段階から見

食物連鎖とエネル た群集構造、食物連鎖を通じてのエネルギーの

12 流れとその効率、生食連鎖と腐食連鎖などにつ 同　　　上

ギーの流れ いて基本的な法則性と実例を説明する。

生物体を構成する元素は生物と環境の間を繰

り返し循環して使われる。地球的規模で循環す

13 物　　質　循　　環 る炭素、窒素、水の動きと、生態系内診よび生 同　　　上
態系間での栄養塩類の循環について説明する。’

植物群落の種組成や構造が時間と共に変化発

遷移と生態系 達する遷移の系列と遷移の最終段階である極相

14 について具体例をあげて述べ、次いで遷移の機 同　　　上

の発達 構、遷移の進行に伴う生態系の特性の変化につ

いて説明する。

自然の生態系は人間活動によって改変され、

農業生態系や都市生態系がつくられる。人間活

15 人間活動と生態系 動に伴う生態系の変化について具体的に説明し、 同　　　上
自然と人間活動の調和について論じる。
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＝脳と行動＝（TV）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：伊藤正男（東京大学名誉教授）〕

全体のねらい

　脳は心の座であり、その構造と働きについて正確な知識をもつことはも人間を理解する上に重要で

ある。この講義においては神経細胞の性質や脳の解剖的構造の基礎知識に：始まり、感覚三三感情、

記憶意識：などの脳の基本的な働きの仕組みを解説する。近代的な脳の研究の現状についての理解を

深めるよう努める。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1 脳の構造と機能

　脳とは何か。どのように進化し、発達してき
ｽものであろうか。その精妙な働きは如何にし
ﾄ生まれるのであろうか。現在、脳はどのよう
ﾈ方法により研究されているのか。また、脳の
､究の進歩は我々に何を教え、何をもたらすの
ﾅあろうか。

　伊　藤正　男

i東京大学名誉教授）

2 ニ　　ユ　　一一　　ロ　　　ン

　燃は膨大な数のニューロンの集合体で、脳の
e部には精緻な構造をもつ神経回路網がある。ニューロンは電気信号を発生しこれを伝え合う。ニェーロン同士の継ぎ目では特殊な化学伝達物

ｿが分泌されて信号を仲介する。この継ぎ目の
?pには興奮と抑制とがある。

同　　　上

3 反　　　　　　射

　脊椎動物の脳には一定の構造がある。脊髄、
ｴ、小脳、中脳、間脳、大脳と呼ばれる各区分
ﾍそれぞれ特徴のある構造を持ち、脳の働きの
繧ﾅ異なる役割を演じている。このよう：な脳の
K層構造と、内部の機能局在について概説する。

同　　　上

4 姿勢と歩行の中枢

　脳の働きの最も底辺にあるのが反射である。
�ﾂかのニューロンがつながって反射　を作り
M用を伝える。我々の体には沢山の反射が備わ
ﾁている。脳にはこれら沢山の反射をうまく組
ﾝ合わせて目的に合った働きをさせる統合機能
ｪ備わっている。

同　　　上

5 小　　　　　　脳

　反射よりは複雑あるが、やはり自動的に機能
ｷる運動反応として、姿勢、歩行、並びに目の
Tッケード運動のメカニズムを考察する。これ
轤ﾌ運動反応の中枢は延髄から間脳にかけて存
ﾝし、その神経回路網構造は反射路に比べてず
ﾁと複雑である。

同　　　上

6 大脳基底　核

　小脳は体の制御系を助けて制御を正確に円滑

ﾉ行うようにする働きがある。運動の練習は小
]の働きに本るものである。この働きを担う小

]の神経回路網は美麗な多層構造をもち、如何
ﾉも計算機に似た機能原理によって働いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　、

同　　　上

7 視　　　　　　床

・大脳の深部にある神経細胞のいくつかの塊の
W合体である。この核は運動の自動制御の中枢
ﾅあり、これが病気で侵されると色々な特徴的
ﾈ不随意運動が起こってくる。大脳基底核の神
o回路網構造とその機能原理について考える。

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 視　床　下　部

　感覚系のうち視覚系についてその情報処理の
d組みを調べる。網膜で受けた：視覚刺激の情報
ﾍ大脳の幾つもの領域を次々と転送されながら
?揩ｳれていく。距離や動きの空間情報と、見
ｽものの形のパタン情報はそれぞれ別々の経路
�ﾊって処理される。

伊　藤　正　男

9 大脳辺法長

　我々は心のままに運動をすることが出来るが
ｻの仕組みは大脳の皮質にある。大脳の運動野、
^動前野、補足運動野の三つの領域が連合して
処ﾓ運動の指令信号を作りだし、これを脊髄に
ｨくり出す。随意運動のプログラムが作られる
ﾟ程について考える。

同　　上

10 睡眠と　覚醒

　我々の感情の根底にあるのは生物学的な価値
ｻ断機構である。この価値判断機構は視床下部
ﾉあり、大脳辺縁系に助けられて働くものと思
墲黷驕B視床下部の刺激により動物に怒り、不
ﾀ、恐れなどの不快情動を起こすことが出来る。

同　　上

11 大　脳　と感　覚

　摂食行動、飲水行動、性行動、攻撃行動、探
�s動などの本能行動は情動と密接な関係があ
閨A視床下部と大脳辺縁系の働きにより起こる。
{能行動がどのように視床下部あるいはその近
ｭにプログラムされているのかなど本能行動の
]内メカニズムを考える。

同　　上

12 大　脳　と　運　動

　　乳類の生活の24時間周期は視床下部の一
狽ﾅ作られる。通常の睡眠はノンレム睡眠と呼
ﾎれるが、時々レム睡眠と呼ばれる型に変わり、
ｱの時に夢をみる。こういうリズム活動を作り
oす脳内の機構と、その生物学的な意味を考え
驕B

同　　上

13 記憶　と学　習

　脳の記憶装置は活動により性質の変わる可塑
ｫシナプスである。これらのシナプスが神経回
H網に組み込まれて脳の学習機能が生まれる。
ﾌで覚える運動学習は小脳の、頭で覚える認知
w習は大脳の神経回路網の働きによるものであ
驕B

同　　上

14 大　脳　連合　野

　大脳の運動野と感覚野の間をしめる連合野は
ｮ物の進化とともに発達し、人間では大脳皮質
ﾊ積の三分の二を占める。ここに言語野が生ま
黶A高次の思考機能が生まれた。左右の大脳半
?ﾌ機能が分化し、通常左半球が言語機能を、
E半球が非言語機能を担う。

同　　上

15 脳　　と　行　動

　脳の構造と機能の相関について考察してきた
ｪ、最後に心の問題を論ずる。脳が心の座であ
閨A脳の進化の過程で人の心が創発したことは
^いないが、脳の神経回路網とその連合して作
髑蛯ｫな神経システムの働きとして心は最終的
ﾉ理解されるであろうか。

同　　上
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＝宇宙の構造と進化＝（TV）

〔主任講師：小尾信彌（放送大学副学長）〕

全体のねらい

　太陽系、銀河系、銀＝河宇宙と階層化し、多様化している現在の宇宙と3の天体について、3の特徴

や構造、また誕生や進化について、できるだけ具体的に理解を深める。専門部野の講師により、それ

ぞれの分野の基礎とともに、最前線の研究にもふれる。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．宇宙と三論論

2．宇宙の構造と進化について 小　尾　信　彌
1 宇宙と宇宙論 3．内容の展開と学習のし方について

（放送大学副学長）

1．宇宙論とは

2．『閉じた有限宇宙』からの脱却 佐　藤文　隆
2 宇宙探求の歴史1 3．開かれた無限宇宙

（予定内容） （京都大学教授）

1．宇宙のモデル
2．星の進化と元素の起源

3 宇宙探求の歴史巫 3．新しい観測手段
S．進化する天体と宇宙

同　　　上

5．ビッグバンの発見
6．宇宙と人間　　　　（予定内容）

1．宇宙の階層構造

2．光と電波（電磁放射）

4 宇宙の現状1 3．天体の放射とその観測 小　尾　信　彌

4．光が伝える天体の情報

1．原子のエネルギー状態

2．原子のスペクトル

5 宇宙の現状亜 3．スペクトル線の幅 同　　　上

4．天体の連続スペクトルー熱放射など

1．望遠鏡

a　位置観測 小平　桂一
6 光学天文台1 3．i撮像観測

4．測光観測 （国立天文台教授）

塾

1．分光器
2．低分散分光観測

7 光学天文台皿 3．高分散分光観測 同　　　上

4．千渉計観測
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当．講師
i所属・氏名）

1．運動の相対性

2．光の特殊性 江里口　良　治

8 相対論的宇宙論1 3．特殊相対性

4．ローレンツ変換 （東京大学助教授）

5．特性相対論の実験的裏付け

1．加速度運動と慣性方

2．一般相対性原理と等価原理

9 相対論的宇宙論巫 3．重力理論としての一般相対論 同　　　上

4．一般相対論の検証

1．ニュートン的宇宙論

2．宇宙原理

10 相対論的宇宙論盃 3．膨張宇宙 同　　　上

4．宇宙の地平線

5．膨張宇宙の密度と温度

， 1．重力の強さと時空の歪み

2．シュワルツシルド時空中の運動

11 相対論的宇宙論IV 3．事象の地平面とブラックホーール 同　　　上

4．ブラックホールの候補

5．ブラックホールの蒸発

1．ビッグバン宇宙の誕生

2．GUTの時期 池　内　　　了

12 初期の宇宙進化1 3．イレフレーション宇宙 （国立天文台

助教授）

1．ビッグバン宇宙確立史

2．宇宙の初めの1，000秒の出来事

13 初期の宇宙進化皿 3．宇宙黒体輻射 同　　　上

1．宇宙の大規模構造

2．銀河形成の2つのシナリオ

14 初期の宇宙進化皿 3．論わりに 同　　　上

1．電波と光

2電電波望遠鏡 海部　宣　男

15 電波天文学　1 3．野辺山の45m電波望遠鏡 （国立天文台

4．野辺山の五素子電波干渉計 助教授）

5．まとめ
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師・
i所属・氏名）

1．宇宙に診ける電波の発生
2．星間分子雲からの星の誕生『 馬海部　宣　男

16 電波天文学皿 3．銀河中心核と宇宙ジ手ット （国立天文台

助教授）

1．恒星進化論

17 恒星の誕　生

2．星間ガス雲
R．恒星誕生のダイナミヅクス
S．星間座と星間分子
T．星の誕生の現場

杉　本　大一郎．

i東京大学教授）、

6．主系列星への収縮

1．恒星のエネルギー源は何か

恒星のエネルギー 2．原子核融合のエネルギー

18 源と主系列星の寿 3．恒星の内部構造 同　　　上

命 4．HR図と主系列
5．主系列の星の寿命

1．巨星への進化

2．3の後の進化と原子核反応

19 巨星への進化と死 3．恒星の死 同　　　上’

1．極限状態の物理

2．物理世界の歴史

20 星の進化論の意義 3．恒星はなぜ進化する 同　　　上

1．観測されている超新星

2．大質量星が爆発するタイプ2の超新星 野　本　憲一

21 恒星進化の残骸1 3．白色倭星が爆発するタイプ1の超新星
（東京大学助教授〉

1．超新星の残骸

2．中性子星

22 恒星進化の残骸H 3．　ブラックホール 同　　　上・

℃

1．大気の壁　　　　　　2．X線の空

大気の外から見る 3．X線星の正体 小　田　　　稔

23 宇宙一
@　　X線天文学

4．つぶれた星一中性子星とブラックホール
T．　X線パルサーとX線バースト
U．人工衛星『はくちょう』と『でんま』

（理化学研究所

@　　　理事長）

7．かに星雲　　　8．銀河系外のX線源
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．銀河進化の基本的物理過程

銀河の進化と 2．星間物質の物理状態

24 3．分子雲からの星生成 池　内　　　了

元素　1 4．巨大バブルの形成

1．星生成の基本データ

銀河の進化と 2．星の進化データ

25 3．放出されたガスの混合過程 同　　　上

元素　皿 4．銀河の進化と重元素

5．おわりに

1．太陽系の構造

太陽系の：構造と 2、これまでの太陽系起源論 中　澤　　　清

26 （東京工業大学

起源1 教授）

1．惑星の形式過程

太陽系の＝構造と 2．木星型惑星の形成

27 3．地球の形成と進化 同　　　上

起源H 4．太陽系内旨天体め起源

1．生命と物質

生命のはじまりと 2．生命の起源 大　島　泰　郎

28 3．パンスペルミア （東京工業大学

惑星の進化
4．生命の歴史
T．生命構成物質の合成

教授）

6，惑星環境と生命

1．太陽系に生命を探る

2．太陽系外の生命
29 地球外生命を探る 3．銀河系内に澄ける文明社会 同　　　上

4．地球外文明探査

5．地球外文明への送信

1．これからの宇宙論

2．全体のまとめ 小　尾　信　彌

30 これからの宇宙論
杉　本　大一郎
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＝大気と海洋＝（TV）

〔主任講師　奈須紀幸（放送大学教授）〕

全体のねらい

　固体地球表面の約3割は陸地で占められ約7割は海洋で澄於われている。さらに陸地と海洋の上を

大気の層が厚くお診っている。これら大気と海温に関する本質の解明は近年大きな進展をみた。それ，

らの内容について、いろいろの専門の角度から学ぶ。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容　　　　・ 担当講師
i所属・氏名）

気圧・気温・湿度・風向・風速などは絶えず

1 大気の構　造

変化している。とりわけ、高さにともなう変化
ﾍ大きく、例えば数千㎞の高低緯度間の気温差
ﾍ僅か10㎞の高度差によって体験できる。地

o浅井　富　雄

球規模でみた大気の平均構造の実態を把握し、 （東京大学教授）
以下の数章の理解に役立てる。

大気運動エネルギー源は太陽である。地球に
降り注ぐ太陽放射エネルギーが大気中を伝達さ

2 大気の熱収支
れる道：筋をたどる。一方、地球も宇宙空間に向
ｯて熱エネルギーを放出して、大気・地球系の 同　　　上

エネルギーの収支が成り立っている。大気の熱
平衡について考察する。

水蒸気の凝結や昇華水滴の凍結などによっ
て微細な水滴や氷晶が空気中に形成される。そ

3 雲　　と　降　　水 れらの粒子は併合過程を経て、雲粒から水滴へ
ﾆ成長する。雲や降水の形成にいたる微視的物 同　　　上

理過程について述べ、さらに、雲と降・水の巨視
的動態にも触れる。

大気は地球とともに自転しているが、地球上
から見ると、地表面に相対的な運動（風）が存 o木村龍治

4 大気の運　動 在する。その仕組について考える。気圧傾度力
�ｶみ出す原因、気圧と風の関係、コリオリの

（東京大学助教授）

力、大気循源の種類、地1付近の風と上空の風 奈　須　紀　幸

の違いなどについて学ぶ。

四季に応じてさまざまに変化する大気の仕組

について考える。冬の北西季節風は日1本海側に：

5 天気の　変　化 豪雪、太平洋側にカラカラ天気を懇たらすb、初 1同　上
夏は梅雨、夏から秋にかけて台風が天：気を特徴 ｛　の

づける。

地球上に大気が生成して以来、気候は絶えず

6 気候の変　動

変動をくり返しながら今日にいたっている。気
�ﾏ動のしくみについては不明な点が多いが、
ｱれまでの気候変動の実態とその原因、とりわ

o浅　井富　雄

「」け海洋の果している役割について述べ人間活 奈　須　紀　幸
動の：影響に：ついても触れる。

日常身近かな天気の変化から地球規模の大気
大循環にいたるまで、気象についての我々の知

7 大気研究の歴史
識や考え方がどのようにして養なわれ育ってき
ｽかを、その発展の節目に重点をおいてふりか 同　　　上

えり、国際協力のもとで維持・展開されている
世界の気象観測や予報の現状を示す。

一一 V43一



回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8 海洋探究の歴史

　人は海に住人ではいないが、海とは極めて深いかかわりを持っている6生きてゆく上での必要性からだけでなく、海の霊知を探るという夢を秘めて、古来続けられてきた探究の過程を振りかえり、海洋の科学へ広ざなう・よすがとする。、

o寺本　俊　彦
i神奈川大学教授）

@奈　須，紀　幸

9 海洋大循　環

　海洋に診ける諸々の過程の中でももっとも顕
?ﾈもののひとつであり、他の過程にも大きな
e響を及ぱしている大循環を採りあげ、その成
�A構造および機構などがどのように調べられ、
ﾇこまで明らかにされたかを述べるとともに、
｡後の研究を展望する。

同・　　上

10 波　　と　潮　　汐

　海岸に打ち寄せる波は、沖に風が吹いて発生した風浪がうねりに変化したものも多い。風の

?pで水面にどのような波が立つのか説明する。
C洋の内部に発生する内部波についても述べる。
氓ﾉ、潮汐のメカニズムを考察する。タイダル。ボアについても触れる。

○木　村龍　治

ﾞ　須　紀　幸

11 海洋の物質循環

　生物の活動を通じて、、いろいろな元素が循環している。酸素、炭素ゼ窒素に注目して、海の

?ﾉ残された生物活動の軌跡をたどることによ
ﾁて、その動き、特徴などについて探る。生物
ｶ産や沿岸の富栄養化の問題との関係について
熕Gれる。

o服　部　明　彦
i神奈川大学教授）

ﾞ　須　紀幸’

12 ・海洋の生態系’

　海洋の生物は大小の部分生態系に分れ、200
壕ﾈ浅の浅海系には植物の光合成活動があるが、
[海系では微生物と動物のみとなる。沿岸域と
O洋域とでは種類も生物量も異なるが、’近年、
燔pの有機汚濁が外洋に：はみ出す傾向が見られ
驕B

o堀　越　増，興
i千葉大学教授）

ﾞ　須　紀　幸’

13 海底の生い立ち

　深海底は中央海嶺で生れ、横に数㎝／年の速さで移動しながらしだいに深さを増してゆく。

C底が生れる場所には多数の割れ目があり、熱
?ｪ噴出している重金属を折出させたり、溶岩
ｪ露出している所もある。マリナナイライフな
ﾇ島弧の背後（陸側）にも小規模ながら海底が
ｶれつつある海域がある。

○小　林和　男
i東京大学教授）・

ﾞ　須紀，幸

14 深海底の沈み込み

　海講は世界中でもっとも深い場所であるが海洋のへりに細長く並んでいる。深海底はここから斜め

ﾉ陸の下に沈み込んでいる。その形は深発地震や
n震の波の伝わり方から確認されている。海気の
n形や沈み込みの様子は地域によって異なってい
ﾄ、地震の起こり方や火山活動の歴史にも関係
�揩ﾁている。

同レ　上

15 大陸棚の生いたち

　大陸や島弧の周辺には海底傾斜のゆるやかな大陸棚がひろがっている。その外縁の水深は、ほぼ120～140m程度である。このような海底地形を生じたのは氷期・間氷期のくり返しに対応した海水準変動が原因であることが判明してきた。その経緯について述べる。

奈　復紀幸
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・＝ ｻ代資源論＝（TV）
〔主任講師：山口梅太郎（東京大学教授）〕

全体のねらい
　資源問題が論議されている割りには、鉱物資源について、例えば、鉱物資源と人間とのかかわり合

いや、資源の分布や資源量の問題、資源を獲得し、利用するための技術、更に、わが国としてどう対

応すべきかといったことがあまりにも知られていない。このセミナーでは鉱物資源の諸問題を、その

開発と利用を中心に、技術的側面から概説する。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

フリントや黒曜石など石器時代を象徴する資
源をはじめとして、青銅器時代、鉄器時代、現 山　口　梅太郎

1 鉱物資源と文明
代に至る文明にかかわる資源の役割りを概説し、
ｳらに：、資源の浪費は文明の破滅へ導くとした
壕齟ｼマクラブの「成長の限界」などに：ついて論

（東京大学教授）

ずる。

鉱物資源は、堀りとすればいずれは無くなつ

鉱物資源の特性と てしまうこと、また、その存在が世界的に偏り

2 があること、その開発には多くの困難を伴うこ 同　　　上

その確保 となどを述べた後、こうした鉱物資源を如何に

確保するかとくにわが国の状況について概説する。

鉄、鍬コバルトなどの金属資源について、

その鉱床、分布、埋蔵量など、いくつかの金属 武　内　寿久禰

3 金属鉱物資源 を例にとって解説し、その問題点を論ずる。

（東京大学教授）

石炭石、硫黄燐鉱石など非金属鉱物もまた

地下から得られる重要な鉱物資源である瓜そ

4 非金属鉱物資源 れそれ特長のある資源問題をかかえている。 同　　　上

超伝導技術をはじめとした最近の科学技術の

進歩は希土類やレアメタルと呼ばれる従来なじ

5 新しい鉱物資源 みの薄かった元素や金属に光を当てた。これら 同　　　上》

新しい元素や金属の資源の緊要性、存在の状況、

開発の技術などを概説し、将来を展望する。

7回以下のエネルギー鉱物資源と関連して、

ウラン、トリウムなどの核燃料鉱物資源につい

6 核燃料鉱物資源 て解説する6併せて、サチウムやジルコニウム 同　　　上

など原子炉材料として重要な資源についても触

れる。

地熱太陽、水素など新しいエネルギー資源

エネルギーとその を含めて、将来のエネルギー供給のバランスを 富　永　博　夫

7 展望し、その中におげる石油や石炭などの化石

資源 燃料資源の占める重要さを論ずる・ （東京大学教授）

一745一



回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

石炭、石油、天然ガスなどはエネルギー資源

であるばかりでなく、重要な工業原料である。

8 石炭・石油・天然 これらの利用の歴史、その化学、将来を展望す 富　永　博夫
る。

石油の代替資源といわれるオイルサンド、オ

、オイルサンド・オ イルシェールとはどんなものか、その他の代替

9 資源はあるのか等、石油代替資源の特性と開発 同　　　上

イルシェールなど の可能性を探る。

鉱物資源の供給源である鉱山の開発はまず鉱

床の発見からはじまる。鉱床の性質、鉱床探査

10 鉱山とその開発α） の技術、発見した鉱床の評価、開発の可能性の 武　内　寿久
検討などをまとめる。

鉱床をどのように開発し、鉱石を採　する技

術について述べる。露天掘、面内採掘、砂鉱床

11 鉱山とその開発（皿） の採掘、あるいはインプレースリーチングなど、 山　口　梅太郎
いろいろな採取方法が行われる。

鉱山から掘り出された鉱石は、多くの場合、

そのままでは利用できない。鉱石の中の不用な 井　上　外志雄i

12 鉱山とその開発（m 部分を取除き、品位を高める選鉱の技術鉱石
から金属を取出す製錬：の技術について述べる。 （東京大学助教授）

海水に溶けている各種の塩類も重要な鉱物資

海から得られる鉱 源であり、最近はウランを採取することも試み

13 られている。海岸や浅い海に堆積している砂利 山　口　梅太郎

物資源 や砂、錫やチタンなど。さらには深海底に知ら

れるマンガン団魂など、海に：は多くの資源がある。

’

マンガン団魂やオイルシェールなどのほかに

未利用資源とリサ も、まだ十分に利用されていない資源は多い。

14 これらの未利用資源の有効利用を考え、また、 井　上外志雄
イクル 利用された後捨てられる資源をもつ一度活用す

るリサイクルの問題を考える。

鉱山をはじめとして、鉱物資源の開発は、ど

資源開発と うしても自然環境の破壊を伴うことになる。資

15 源の確保と自然環境の保護をどのように調和さ 山　口　梅太郎

環境問題 せたらよい瓜破壊された環境をどうしたら回
復できるのか等を考える。
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＝生活と環境＝ （R）

〔主任講師：灘暴露驚訂学名誉搬）〕

全体のねらい

　「生活と福祉」専攻の柱となっている個別の専門別の具体的な主題を、環境との関わりあいという

共通の視点からとらえて分析検討し、専門間の境界領域の問題を探る中から、本専攻の共通課題を明

らかにすることを目的とする。学生にとっては、卒業研究のテーマ設定に手がかりを与える機会にも

なることが期待される。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

“生活と福祉論専攻の担当者を中心に主題に：

1

生　活　と　環　境

@　一管　論一

関する境界領域の問題を探り、新たな研究の進

Wに役立てたい。主要な柱は、生活技術を源流

ﾆする衣食住の課題、社会的ないし文化的視点

ｩらの生活福祉、これに生涯健康科学という新

矢　部，章　彦

i澄茶の水女子大学

@　　名誉教授）
しい視点を加えて所論を展開する。

主として統計資料を中心として欧米には殆ど

2

住　　生　　活（1）

@高齢化社会と
@住環境

例を見ない三世代居住がわが国に多く見られる

摎Rが何か、また今後高齢化社会の到来が予想

ｳれる中で三世代居住がどの様に変わっていく

ﾌかその動向について考える。また老人特有の

ｶ理的、心理的な特性を明らかにする。

本間博文
i放送大学教授）

高齢者世帯の住宅事情を各種の統計資料に基

住　　生　　活（2）
ついて考察する。中でも三世代同居世帯に着目

ｵ、平均的な住宅条件、並びに住空間の使われ
3

高齢者の住宅事情
方の実態を調査結果に基づいて明らかにし、三

｢代同居の現代的な意義並びに住宅に関する現

同　上

状の問題点と改善の指針を探る。

三世代同居世帯の住計画を行うに当たって、

4

住　　生　　活（3）

@高齢者世帯の家
@族関係

その家族生活の実態を知る必要がある。時間と

�ﾔの座標軸の上に：投影された家族生活をもと

ﾉ望ましい三世代同居世帯の家族関係を考え、

ｱのような家族関係を実現するための住計画の

軏{方針を明らかにする。

同　上

フランスに澄ける生活文化の調査に関し、こ

5

衣　　生　　活11）

@生活文化史への

　れまでの成果と近年アナール派が提唱する新し
@い方法と課題について、衣生活の問題を中心に
o述べる。

　徳井淑子
iお茶の水女子大学
@　　　助教授）

アプローチ
ミ

生活文化史の新しいテーマの一つとして注目

6

衣　　生　　活（2）

@衣の歴史と環境

されている清潔感の歴史を衣生活とのかかわり

ﾌ中で、西欧に
同上

、

ニュートンとゲーテに始まる色についての論

7

衣　　生　　活（3）

@　　　　　　　　●@生活の中の色

争を原点に、新たに生活を受皿として色を考え

ﾄみる。東西の色についての認識について、重
ﾋ色目と紋章の色を例に配色に：ついての問題提

Nを試みる。

矢部章ず彦

ｿ井淑子
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回 テ　　　一・　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8
衣　　生　　活（4）

@白さの意識革命

　色の一一つである白を特にとりあげ、民族固有の白に：よせる思い、宗教と結びついた白の戒律、などが科学技術のもたらした新しい白の出現に

謔ﾁて、どの様に変貌しつつあるかを、新しい
Z術社会への反省をこめて、論じてゆきたい。

矢　部　章彦

9
衣　　生　　活（5）

@　　　　と環境

　洗濯をはじめとする“洗う轟みという営みに関

Aして、古来からの石けんと合成洗剤とが出会
ﾁて以来の、さまざまなアツレキを通して、ヒ
gに：とって便利さとは何か、地球環境の生態系

�垂ｵているヒトのあり方とは、などについて
lえてみる。

同　上

10
食　　生　　活（1）

@食と社会環境

　食は基本的な生活の領域であるが、社会環境
ﾌ影響を強く受ける。ここでは社会環境を人口
wの立場から捉え、社会の年齢＝構造、一世帯類型、
s市の規模、地域環境の区分によって主食パターン分布の分析を試みる。

宮　崎　基嘉

i放送大学教授）

11
食　　生　　活（2）

H　　と　家　族

　生活の基本単位である家族は、食の営みに：深いかかわりをもっている。食と家族とのかかわ

閧�mる一つの方法として、家族が欠けたり加
墲ﾁたりすることが食のどのような変化につな
ｪるかに：ついて考えてみたい。

同　上

12
食　　生　　活（3）

Hの　生　態学

　人が「食べること」のしくみを、人間、食物、

ﾂ境の三つを要素として、これらのつながりを
ｨえようとするが食の生態学である。この学問
ﾍまだ若いが、体系化の手がかりを三つの事例
�?Sに：考えてみる。

同　上

13
健康．と生活（1）

@健康と衣服

　室内、戸外を問わず、大気の温度、湿度、気圧に対し生体は相応の生体反応を澄こす。衣服は、外界の直接刺激に：対する緩解作用を重要な

@能の一つとしている。また衣服自体が刺激と
ﾈることも多い。衣服に対する生体反応のしく
ﾝを考える。

本　間　日　臣

i元放送大学教授）

14
健康と生活（2）
@健康と食生活

　成人病の多くがライフスタイル病と呼ばれる

�ｵ下で、食習慣は最も大きな影響因子の一つ
ﾅある。健康保持のためには、栄養物の選択の
ﾝでなくその摂取の方法も重要である。食生活
ﾆ健康問題を消化管の反応を中心に具体的に考
ｦる。

同　上

15
健康と生活（3）
@健康と住生活

　住居内の空気の汚染度、温度、湿度をはじめ、住居の構造、音響など健康に：直接関与する因子

ｪ多い。例えば入浴一つをとっても浴場の構造、
窒ﾌ温度、カビの発生など問題とすべき点があ
驕B住生活と密接に関連する病態のしくみを考
ｦる。

同　上
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回’ テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16

健やかな子を
@　　生むために一新しい感染症の

@視点から（1）

　人間の誕生から生涯にわたるからだと心の精
kななりたちとはたらきは、これらを微妙に安
閧ｳせ活動させている維持機構によって支えら
黷ﾄいるが、これは天与の生命現象である健康
ﾈ子を生むには母親となる女性の健康が基盤で
?驕B特に妊娠から出産、授乳、保育などの過
�ﾅ子供の将来の健康に四切に関係する性行為
ｴ染症左ど新しい感染症がクローズアップして
ｫた。クラミジア、トキリプラフマ、HBて肝
潟Eィルスなどについて述する。

古　谷　　　博

i放送大学教授）

17

母と子のつながり

齔Vしい感染症の
@視点から（2）

　母と子のつながりに澄けるウィルス感染症と
ｵて最近注目されている成人　細胞白血病ウィ

泣X、ヘルペスウイルス、ヒト乳頭腫ウイルス
ﾈどについて述べた。これらのウィルスの基礎
I研究とその検査・疫学・臨床の発展は、その
ﾜま母子健康科学に澄げる重要な部門の一つを
閧ﾟるに至っている。母と子の密切なつながり
ﾌもとにある同産期が特に濃厚な潜伏的継代感
��氓ｱす時期であるという事実を強調したい。

同　上

18
女性のライフスパ
唐ﾆ健康

　出生と乳児死亡の減少、．平均寿命の延長、そ
黷ﾉ：高学歴化と社会進出の増加は、女性の生涯
ﾌすごし方、健康観に次第に変革し、結婚、家
?A育児などの考え方にも変化がみられている。
ﾐ会環境との不断の相互関係のもとにある。女
ｫの長いライスパンに：澄げる健康の意義につい
ﾄ考えたい。

同　上

19 精神衛生（1）
Hの心理学

　食事とそれに付随する行動について、心理学
ﾌ視角から考える。すぐれて現代的な疾病であ
髏_経性無食欲症を出発点とし、文化の発達と
ﾆもに離した身体と食物、さらには象徴性を
ｸった現代の食卓状況に関して検討する。

織　田　尚生
i甲南大学教授）

20
精神衛生（2）
ﾟ・住と日本人の

S

　衣服は着る人の自己表現の手段に：なると同時

ﾉ、自我と社会あるいは自我と深層とを媒介す
髑葡uとしての機能をもつ。この点について、
ｶ化人類学や民話学の知見を採用しながら考察
�iめる。

同　上

21
精神衛生（3）
Sの健康とケース
潤[ク

　本章は、心理学と社会福祉の接点にかかわる。

Sの健康を損なうことによって生活上の困難を
ｶじた人々に：対して、PSWがどのような形で、
㍼浮�sうか、その構造と実際について学ぶ。

同　上

22

福祉と余暇（1）
l間の社会生活と
ﾂ境（1）

　人間の生活は、人間をとりまく社会環境との
褐ﾝ作用のなかではじめて成り立つものである。
ｾいかえれば、人間は環境と関わりあうなかで、

ﾍじめて人間としての生活を営むことが可能と
ﾈる。かかる意味での人間の社会生活の成り立
ｿと機序を明らかにする。

仲村優一
i放送大学教授）
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

人間の生活にとって社会的・文化的環境のも

23

福祉と余暇（2）
l間の社会生活と
ﾂ境（2）

つ意味の重要性を明らかにした上で、人間の社
?ｶ活をさまたげる環境要因について吟味して
ﾝる。その上で、生活上の社会問題解決の方途
�A人間の社会環境に照明をあてつつ考えてみ

同　上

る。

環境問題とは何か、澄よび、その顕在化と社

福祉と余暇（3） 会的対応策が講じられるに至ったプロセスを吟

24
訂する。特に公害対策基本法と関連法、および、　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

仲村　優一
環境とその対策（1） 国連人間環境宣言等を中心にその意義を検討し

てみる。

国際化の意味を明らかにした上で、国際的に

福祉と余暇（4） みた保健医療状況を点検してみる。特に、開発

25 保健医療と 途上地域の恵まれない状況に：対する先進開発国 同　上

国際協力 の援助のあるべき方向をさぐってみる。

国連人間環境宣言やナイロビ宣言の中から環

福祉と余暇（5） 境問題をめぐる国際協力のあり方をめぐってみ

26 環境問題と国際 る。その上で、かが国の開発途上国援助の現状 同　上

協力 と問題点を明らかにする。

生活時間のなかで、とぐに：働いている人は、

27

福祉と余暇（6）

J働時間と余暇

労働時間の占める割合が高く、その他の生活の
ﾝり方を律する。またそれは、家族生活に：も影
ｿがある。その関係に：ついて、現在の労働時間
Z縮問題を焦点に澄きながら、今後の生活のあ

　一番ケ瀬．康子

i日本女子大学教授）

り方との関連を述べる。

学歴の向上、高齢化、労働ち短縮などの諸状

福祉と余暇⑦ 況のもとで、余暇時間がふえてきている現代に

28

余暇と生活空間

涌いて、その余暇が、どのようにつかわれるか
ﾍ、人生の在り方に大きな意味をもつ。その在
阨福�K制するものとして、生活空間の状況を

同　上

考察してみる必要がある。

余暇時間の中で積極的な創造性を持つボラン

福祉と余暇（8） ティア活動は、福祉のみならずさまざまな生活
29 ボランティア活動 場面の文化を創造していく意味を持つ。環境を 同　上

と生活文化 生活者の例からのりこえていく活動の在り方を、

ボランティア活動を通じてとらえる。

29回に及ぶこれまでの講義の内容を復習整理

生活　と　環　境 した上で、「全体のねらい」、及び、1の序論

30 で提起された目標に照らして、全体のまとめの検、 仲村優一
一まとめ一 討をする。その上で、それぞれの学問の広がりから

新たな学問の展開の可能性を追求してみる。
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　　　　　　　　　　　＝心理と教育＝（TV）
　　　　　　　　　　　　　　　一一　社　　会　　化　　一一

　　　　　　　　　〔主任講師：蹴欝欝霧欝）〕

全体のねらい

　社会化は個人の行動と社会の要請との間の持続的左相互作用を大きく含む。従来は主として児童期

頃までに実現される過程と考えられていた。しかし、現代は社会的構造の大き左変動下にある故、本

諸では、この問題を人の長いライフサイクルの過程に澄いてとらえ、可能なかぎり方法論に視点を論

いて講述をする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

社会化とはどんなことか。学習、適応、自己
統制、文化の内面化左どとのかかわりはどうか。

1
社会化についての

T要

そして、その社会化が歴史的にどのように考え
轤黷ﾄきたか。現代の社会化の特色はどうか、
ｻの範囲はどうか、これらの問題について論述

小　口　忠　彦

i澄茶の水女子大学

@　　名誉教授）
する。

遊びの研究を素材とし左がらアンケート調査
社会化研究の歩み を愚心とした量的な調査の進め方を概観する。 深　谷　昌　志

2 一方法論を

@　　　　中心に一

特に、コンピュータ・一を利用した調査の基本を

ﾐ介し、あわせて、事例調査の進め方にも付言
（元放送大学教授）

していきたい。

乳児期から老年期まで、異なった年齢におけ

3
縦断的方法と横断

I方法

る人間の行動についての観察や測定などの結果

�A成長の順序に従って、タテに関連づけよう

ﾆする研究方法を中心にして説明する。

小　口　忠　彦

垂

母子間のやりとの（turn－taklng）を中心に

して微笑反応の出現、人見知りの発生などを研 新　井　邦二郎
4 母子相互作用 究する際の方法について考察する。 （埼玉大学助教授）

社会化と言う視点から言語発達をとらえる。

具体的には、（1）言語発達の流れ、（2）言語発達の 岩　立　志津夫
5 言語　の　発　達 個人差、（3后語発達と思考との関連などについ （信州大学講師）

て考えることにする。

乳幼児期の親子関係、特に母子関係のあり方

マザリングをめぐ は、近年大きく変わってきた。ここでは、比較 中　川　大　倫
6

って
文化的な視点から、わが国の「母子一体化」の

燻ﾀを、マザリングの概念を用いて国際比較調
（信州大学名誉教授）

査などによって明らかにする。
、

子供のしつけ方の日本的左源流を江戸時代に

戻る形で考えていく。この回では、日本の古い
7 子やらいの世界 雑誌や本の利用の仕方を考えていく。あわせて 深　谷　昌　志

聞き取り調査の進め方の基本についても紹介し

ていく。
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当、講師
i所属・氏名）

「エミール」を手がかりとして、西欧の子ど

8
「エミール」を手

ｪかりとして

ものしつけ方のルーツを探っていく。あわせて

｢米の原著や雑誌などを利用しての研究の進め

福ﾉついての基本を紹介する。

志　村　鏡一郎
i静岡大学教授）

学校制度がどう形成され、それが子どもの人

間形成にいかにかかわっているかを考察する。

9 学　校　文　化 教育史の研究の進め方について、主として、明 深　谷　昌　志
治以降の資料の扱い方を紹介していく。

「朱に交われば赤くなる」と言うことわざの
と澄り、社会的行動の発達に対してモデリング 肥田野　　　直

10
ひとの振り見て習

､一モデリングー
は大きな役割を果＝たしている。このモデリング

ﾉ関する実験的研究を紹介しながら、実験的研

（放送大学教授）

R　口　　　勧
三法の目的や手続きについて考えていく。 （東京大学助教授）

学級集団は、子供が学校の中で生活していく
場であり、そうした集団を通して、子供たちは

11 学　　　　　　級
さまざまなものを学んでいく。学級集団は40人
O後髪ので、質量ともに分析しにくい側面をも

深　谷　昌　志

つ。そうした小規模サイズのデータ処理を考え
ていく。

父親の姿が変わってきたといわれる。たのも

しいが、しかし、やさしさも持った父親が増加

12 父親らしさの変貌 している。そうした父親の姿をとらえるのにど 同　上

うしたらよいのか。アンケート調査を中心とし

て、その手続きを紹介していきたい。

海外に勤務する両親とともに幼年期・少年期

を外国で過した後に帰国した、いわゆる海外子 小　林　哲　也
13 国際化社会に育つ 女・帰国子女たちの異文化的体験と、その人格

（京都大学教授）
形成へのかかわりについて考察し、国際化社会

に育つ子どものもつ諸問題を理解する。

社会化というと、適応にイメージを置きやす

14 適応　と　逸　脱
いが、逸脱のアングルも社会化研究の重要な側

ﾊを形成している。ここでは、逸脱現象を研究
麦　島　文　夫

i帝京大学教授）
レベルでどうとらえていったらよいのか、そう

した方法論を深めていく。

15
からだとの出会い

齔ｫの問題一

　身体的成熟、とくに第二次性徴の発見が、青

Nの心理面に、どのような影響を及ぼすのか。

ｫ的成熟を通して青年がどのような問題に直面

ｵ解決していかねばならないのか、といった諸

竭閧�､究する際の方法について考える。

　福　冨　　　護
i東京学芸大学助教授

@宮　川　知　彰
@（放送大学教授）
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回’ テ　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

学力という用語は、日本独特のものだといわ
れる。一般には、人間の能力のうち、学業によ

16 学力をとらえる
って達成・評価された「特殊な力」（成績）と
闍`される。ここでは我が国の学力観をふまえ、

岡　崎　友　典

i放送大学助教授）
学力の内容と形成の過程（プロセス）を、具体
的なデータによって分析する。

青年期には、おと左社会に適：応できる一個人

17
アイデンティティ

ﾆ自立

の人格としての自立、アイデンティティの成立

ｪ期待されるが、この問題について考えるさい

ﾌ方法について考える。

久　世　敏　雄
i名古屋大学教授）　　　　　、　　　　’

男も女も人間である。ただ、性による社会的
分業が：なされる社会（男と女が区別される）で

18
青年期における性

�рﾌ社会化
は、「性差」がどのように形成されるかが、そ
ﾌ社会的背景とかかわって教育上の問題とされ

神　田　道　子

i東洋大学教授）
る。ここでは、性的社会化について各種の調査
データをもとに学習する。

近代日本社会の成立期（変革期）に、重要な
役割を果たした青年たちの、人生の軌跡を文献

19 青雲の　志　し
資料によって分析する。明治・大正時代の「青
Nの志し」の形成過程を、人材輩出ルート（政・

深　谷　昌　志

財・官界別）と社会発展と対応させて考察する。

子どもから大人へ。青年期の進路選択は、彼
らの社会人としての「成人役割」を決定する。

20 現代の進路選択
上級学校進学者も、最終的には「就職」の関門
�ｴえなければならない。ここでは、「職業的

岡　崎　友　典

社会化」と職業選択との関連を、各種の調査デ
一二を用いて分析する。

青年期には精神内界の均衡を保ち：ながら大人

社会に適応できる人格を形成していくことが期

21 青年の適応と逸脱
待されるが、身体の急激な変化や生活条件が作
pして非適応状態や逸脱行動を招くことがある。

秋　葉　英　則

i大阪教育大学教授）
この問題を研究するさいの方法について考察す
る。

学校は教育目的・内容によって類別されているが、

同種の学校間にもその特性により学校差が形成される。

青年のサブ・ヵル 中でも非制度的（インフォーマル）な文化としてのス 耳　塚　寛　明
22

チャー
クールカラー（学校文化）が、学校の性格を規定する
ｱとがある。ここでは、中・高等教育機関を中心にス

（国立教育研究所）

クールカラーの調査データをもとに「呼気青年」の文

化の諸特徴について学ぶ。　　　　　　　・

社会化の問題を人生の長いライフサイクルの
中で捉えると、学業を終了し、職業生活に入る 越　河　六　郎

23 職業生活への適応 ことは、新たな社会化の問題に直面することに （労働科学研究所
なる。本講は高度成長と技術革：新を伴った経済

ﾐ会の＝激しい変動の中に生きる働く者の諸問題
研究員）

を取り上げて講述する。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

24

働く母親の問題
黹}ターナル・

fブリベイションー

，親になることは、生物学的には容易でも心理

Iにはそれほど簡単でない。そこで、親に左る

S構えの形成を子どもの人間形成に関連させて
[めていく。併せて、質的なデーータを量的に処

揩ｵていく方法論を深めていく。

深　谷　和　子

i東京学芸大学教授）

25

技術革新の中での

K応
E一ﾂA化社会の
@　中で生きる一

　現在、我々が直面する技術革新のテンポは極
ﾟて速い。本講はこの技術革新の激しい流れの
?ﾉ生きる者の適応問題に焦点をあてる。即ち
Z術革新が生んだ高度のOA化と働く者との関
Wを中心に、技術革新と人間疎外の克服等現代
ﾌ成人が直面する問題にふれる。

椎　名　新　一
i杉野女子大学講師）

?@川　大　倫

26
地域生活と余暇活

ｮ

　成人の行動様式は情報化の到来につれて変容

�ﾆげつつある。かつての地域に変わって、心

搏Iな空間は広がりを見せ始めている。そうし

ｽ行動のパターンを追う方法を調査の形を辿り

ﾈがら深めていきたい。

岡　崎　友　典

27

老年期に：おける心

I硬さ
齪V年期と適応

　人生の各ステージには、それぞれ特有の問題

ｪあり、固有の研究上が必要と：なる。老年期に

Rける心理学的研究は、いまだ確立された段階

ﾅはないが、そこでの研究法を、特に臨床的手

@を中心にながめてみたい。・

荒　井　保　夫

i横浜市立大学講師）

28 老人　と　家　庭

　老年期をライフステージにより類型化する。

ﾞ型別に家族関係、役割の特徴を整理し、老人
ｪ達成すべき課題を明らかにする。特に変動す
骼ﾐ会にあって、老人が社会に適応するには多
ｭの困難が伴う。調査資料をもとに社会的課題
ﾉついても学ぶ。

袖　井　孝　子

i澄茶の水女子大学

@　　　助教授）

29
老化に対する適応

鼾ﾄ社会化一

　老年期の入口で大半の人々は、子供の自立、

阡N退職等でこれまで自分が持っていた役割を
ｸう。そのことで社会との接触を断たれてしま
､人もあるが、社会の中で老人として新たに、

ｻの役割を見いだす人もある。老年期の生きが
｢の問題を考えてみる。

村　瀬　孝　雄
i立教大学教授）

ｺ　中　順　子
i東京都老人総合
@研究所研究員）

30 エ　ピ　ロ　一　グ

講義の全般を概観し、検討し、残された課題

�ｮ理して述べる。 中　川　大　倫

[　谷　昌　志
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　　　　　　　　　　＝都市の研究＝（TV）

全体のねらい　〔主任講師：癖薪麟講二二i馴

　都市化現象は20世紀から21世紀にかけての、入滅共通の澄弱きな課題のひとつであろと誇もわれる。
この総合科目では、この都市のさまざまな側面について、学際的な接近をこころみ、たんに社会科学
のみならず、入文、自然にまたがる都市の総合的研究の成果とこんごにのこされた問題点をあきらか
にするとともに、この主題の周辺に卒業研究をもとめる学生に刺激と方向をあたえるように講義内容
’を配慮した。また、受講者の便宜をはかり、問題別に整理をはかるため、4単位科目30本の番組を5
本ずつ6つのサブ・ユニットにわけて、担当講師も澄凄むねそのサブ・ユニットに対応してふりわけ
ることとした。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「都市化」というととばはよぐ使われるが、

この講義では「都市化現象」という視覚からと
菊　竹　清　訓

1 都市現象の考察 らえることにする。その背景はなんだろうか。
（建築設計事務所長）

一〒

都市ということばや概念をわれわれは日常的

に使っているが、都市の定義はむずかしい。そ 加　藤　秀　俊
2 都市とはなにか の諸説をふまえて都市の本質をさぐる。

（放送教育開発
センター所長）

日本の近世は全国に都市が噴出し、本格化し

た時代であった。ここでは、都市が形成される

3 近世都市の類型 にいたった三つのパターンを考察する。． 同　上
ノ

日本で十世紀以上にわたって首都でありつづ

けた京都は、その歴史とともに大きく変化して

4 首都の成立と変化 ぎた。首都とはいったいどんな性格を特徴とし 同　上

ているのだろうか。

都市にはかならず象徴機能がともなう。それ

それの都市が、いったいなにをそのシンボルと

5 都市のシンボル しているのかをさぐってみる。 同　上

都市は経済の中心である。都市のなかで経済

6
経済構造の変化と

s市化

はどんな構造とはたらきをもっているのか、そ

黷�癘｡する。
高　橋　潤二郎

i慶応大学教授）

都市、とりわけ大都市が形成されてゆくプロ

セスを理論的、現実的にとらえて澄くことは、

7 都市化の一般過程 現代のわれわれにとっての急務だ。 同　上
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回 テ　　一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

都市は雑然としていて、とらえどころがない

8
都市システムの研

ようにさえみえる。だが、そこには、あきらか

ﾉシステムがある。その本質をさぐってみよう。 高　橋　潤二郎
究

都市の人間たちは、それぞれに利害をもって

いる。その利害が葛藤を生み、また問題解決の

9 アーバン・ゲーム 糸口にもなる。利害をゲームとしてこの問題を 同　上

とりあつかう。

都市経済は複雑で、しかも高度の相互依存性

をもっている。ひとつの商品のなかにもその混

10 都市の経済法 み入ったプロセスが結晶していることを実証す 同　上
る。

人間の居住形態は歴史とともに進化してきた。

ここでは、人頚史の視点から、都市という居住 米　山　俊　直
11 人類・村落・都市 形態の特徴をとらえて、現代を再検討する。

（京都大学教授）

都市環境は、そこに生活する人びとに独特の

12

都
市
の
パ
ー
ス
ナ
リ
ー

影響をあたえ、いわゆる「都会人」をつくる。

ﾐ会・文化をパースナリティ＝都市のかわから 同　上
アイ 考察する。

都市が世界的にひろがれば、都市はことなつ

た民族的背景をもった多くの人びとの雑居の場

13 都市のエスニシティ となる。そうして雑居性がもたらす問題点をさ 同　上
ぐる。

むかしからある都市は、時の流れとともに変
点してゆく。そうして都市の新陳代謝もひとつ

14 御成街道盛衰記 の実例に照らしてとらえなおしてみよう。 同　上

文化とは「生活様式」のことだ。都市に生き

る人たちには、特有の生活様式がある。それは

15 都市と都市文化 いったい、どのような性質のものであるのか、． 同　上
をかんがえる。
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回 テ　　一　　　マ ・内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

都市には行政機能が不可決だ。とりわけ現代

という時代を考えれば、行政のもつ役割は旧き
田　村　　　明

16 都市政策の課題 い。どのようなごとがらが、行政上の問題なの

ﾅあろうか。

@　　　　　　　　　　　　1

（法政大学教授）

都市は行政のがわからみれば、経営の対象で

もあろう、そして、そこでは、自治体としての

17 都市経営と自治 責任と義務が問われる。自治体のあり方を検討 同　上
する。

首都圏、近畿圏などにみられるように、都市

の丸型はどんどん拡大してゆく。一千万をこえ

18 都市の拡大と都市 る人口をもつ都市もめずらしくはなくなった。 同　上

そこで考えるべき課題のひとつは分散化であろ
う。

住みやすい都市環境をつくってゆく力は行政

19
市民参加と
@　「まちづくり」

機関だけではない。むしろそれよりもたいじな

ﾌはその都市に住む住民の力であろう。その実

痰�ﾆりあげる。ノ

同　上

，

都市生活は自由だが、同時に、澄たがいが快

20
都市のルールと都

sのデザイン

適に生きるためにはルールが必要であろう。そ

ﾌルールは、計画やデザインの面にも反映され

ﾄくる。

同　上

都市は、せまい空間にたくさんの人が生活す

る、という特徴をもっている。その多くの人口

21 都市　と　建築 を収容するためには都市型の建築が必要だろう 菊　竹　清　訓
建築が都市に：たいしてもつ役割を考察する。

都市の立地はさまざまでありうるが、とりわ

け海と都市とは密切な関係をもってきた。それ

22 臨　海　都　　市 を現代の時点で、ふたたび見直してみたい。
同　上　　　　’

多くの都市では、その都心部がビジネスセン

ターとなって、中核的な機能をもつようになつ

23 都　心　都　市 た。その都心部での都市現象を検討する。 同　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

土地が足りない、と多くの人がいう。しかし、

その解決策のひとつとして、土地を人工的につ

24 人　　工　　土　地 くる、という方法もあるだろう。その実例をし 菊　竹　清　訓
めしながらかんがえる。

人工土地のほかに、人間が海面上を利用して

生活し、しごとをすることも技術的に可能にな

25 海　上　都　市 ってきた。将来の都市像のひとつとして海上都 同　上
市をとりあげる。

現代の都市では、多くの情報が集積し、処理

されている。しかしその原型はふるい時代から

26 都市　と　情報 用意されていた、ここでは、 加　藤　秀　俊

日本の国土は都市現象に：診澄われているが、

そのなかで、都市から離れている過疎の地域も

27 非都市のゆくえ すく＝なくない。そうして「非都市」の現状と将 同　上

来をかんがえる。

都市は美しくあってほしい。たんに機能だけ

でうごくのではなく、人間にとってたのしく美

28 都市　の景観 しい景観が都市には必要鵡景観論の立場から 菊　竹　清　訓
都市を再検討する。

都市は歴史の産物である。そして、もしも未

来をいうのか、将来に：予想される歴史であると

29 未　来　都　市 するなら都市がこれからどうなってゆくのかを 同　上

かんがえることも重要であろう。

未来をつくってゆくのは、しょせん人間の努

力というものであろう。全講義をふりかえりな

30 都　市の未来 がら、こんごにのこされた諸問題を論ずる。 加　藤　秀　俊
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＝情報化時代の産業・技術＝（TV）
　　〔主任諦：継勇1懸盤劉

全体のねらい
　この印刷教材は「産業と技術」専攻の専任教授の全員と客員教授により分担執筆される。

　各分担者は、すでに大きな変化が予想され左がら進行しつつある高度情報化と、各自の専門分野の
学問研究との相互関連や、研究の進展状況、研究課題等を明らかにし、履修生の卒業研究のテーマの
選択、指導の助けとする。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1970年代以降、世界の経済は大き左変動期
に入り、その要因、内容、期間、進行方向にっ

高度情報化の進展 いて議論が左されている。変動の波は国際化、 磯　部　浩　一
1

一実態と意義一
成熟化、高齢化等があり、とぐに技術革新の波
ﾌうち、高度情報化は進展が早い。ここでは高 （放送大学教授）

度情報化の進展の実態と意義を明らかにし、経
済・社会・産業への影響を検討したい。

産業構造の変化発展の方向は、生産の迂回化、

工業化、重工業化、重化学工業化、省資源化、

2
情報化の進展と産

ﾆ構造
さらに、サービス化、情報化と次々に変化して
ｫた。産業の空洞化現象も心配されている。情

同　上

報化が産業構造にどのような影響を囲えるかを
考える。

情報化の進展はアメリカにおいてATTの分
割、日本では、NTTの民営化を進めた。　AT

3 情報化の進展
鼕驪ﾆと政府一

Tの分割は多様化による大量生産の少：量生産へ
ﾌ転換が、生産や企業の基盤にまで影響を与え
ｽといわれる。その根底には多様化があり、高

同　上

度情報化も同じ脈絡で考えられる。これらの点
について、企業と政府の役割を考える。

コンピュータは人間の単純労働や肉体労働を
代替する。労働の現場では、情報時代の新しい

情報化社会の労働 労働環境に適合しにくい労働者が出てきたり、 古　郡　輌　子
4

一量と質の変化
テクノスト’レスを訴える者が増えている。ここ
ﾅは、MEを中心とする技術革新や情報化の進 （明海大学教授）

展：が雇用や失業、労働の中身や二三内容にどん
な影響を与えるかを検討する。

生産と消費・産業用使用の懸隔を架橋する流

5
情報化と流通機構
@　　　　　　　（1）

通機能においては情報伝達は不可欠の機能であ

驕Bそれがなぜ不可欠であるかを理解し、伝達

ｳれるべき内容と伝達する手段の多様性を整理

鈴　木　安　昭，

i青山学院大学教授）

する。そして情報伝達機能を遂行する。

このよう左情報伝達機能の遂行にコンビュー

6
情報化と流通機構
@　　　　　　　（皿）

タが導入され、企業内と企業間の伝達に情報化

ｪ進展した。POSやVANなど現在進行中の情
�ｻを中心とした流通システムの現状と問題点

同　上

をとり上げる。

7

情報化と地域の活
ｫ化一一情報交流の

@　　　　場づくり

　情報化の進展は地域社会に様々な波縁を投じ

ﾄいるが、これを地域振興整備の手段の1つと

ｵて積極的に活用しようとする動きが活発であ

驕B実例を紹介しながら、その問題点と可能性

�沒｢す。

熊　田　禎　宣
i東京工業大学教授）

縺@本　一　郎
i放送大学助教授）
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

8

情報化と地域の計

謔ﾃくり
鼈齟 m恵の集約と

　計画の役割カミ大きく左りつつある現代社会で

ﾍ、計画の合理性・妥当性が強く要求されてい
驕B利害対立の調整が重要な課題となる「まち
ﾃくり」においては、計画策定に際して新しい

熊　田　禎　宣

縺@本　一　郎

合意形成
情報システムの開発と利用が期待されている。
ｱのことを説明する。

電気・光・音・温度などの物理量は、物の生
産や工場の自動化、放送や電話あるいは緊急時

9 情報　と　機械
など社会情報の伝達に不可欠な情報媒体である。

ｱれら物理量の情報伝達と処理を技術的立場よ

小　川　鉱　一

i放送大学助教授）
り、その特徴について考察し、情報と自動化と

の関わりについて述べる。

身近に見られる自動販売機、自動車、カメラ

などをはじめ、NC工作機械、ロボット、自動

10 情報伝達と処．理
搬送機など生産現場に論ける最近の機械には、エレクトロニクスが組み込まれ、知能化を一歩

同　上

進めた機械となっている。これらの機械と情報
との関係について説明する。

情報技術の：革新は常に社会を変革してきた。

11
情報技術の歴史を

ｽどる．

情報技術が社会をどのように変えて来たのか。
ｻしてこれからの高度情報化社会を支えるマイ
Nロエレクトロニクスは私たちにどのような社

東　　　千　秋

i放送大学助教授）

会をもたらしてくれるのかを見る。

情報化時代の産業の米といわれる、マイクロ

12
情報化時代の産業

エレクトロニクスの代表、小さなICチップは、
蜍K模集積回路（LSI）で構成される中身のよ 同　上

のコメーLSI く分からないブラックボックスである。：LSI
とはなにか、それはどのように作られ、将来は
どうなるのか述べる。

情報技術が広く浸透してきた今日の高度情報

13

情報化と生産技術一一生産の自動化 社会の中にあって、情報の活用に先駆的役割を
ﾊたしてきた工業に診ける、従来主軸あったハ
[ドウェア技術と、今日ますます重要な位置を

　町　田　周　郎

i群馬大学名誉教授）
をめざして 占めてきたソフトウェア技術の発展について述

べる。

情報化社会と生産
　高度情報化時代の生産の場においては、広汎
ｽ種の情報蒐集と迅速な情報処理によって最適

14
技術展望 条件の設計、加工生産また評価・管理などを行 同　上
一一 ｶ産無人化の う技術が浸透してきている。ここではいくつか

行方
の例について現状を述べるとともに将来を展望
ｷる。

PERTタイプのネットワーク計画法をより一
プロジェクト管理 般化したGERT（Graphical　Evaluation　and 加　瀬　滋　男

15 の高度手法

@　’一一GERT一一

Review　Tec㎞ique）の初歩的事項を概説し、

Lくプロジェクト管理への関心の高揚に資した
（放送大学教授）

い。
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回 テ　　・一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

最近企業が頭を悩ましているシステムのバッ
構造化技法による クログ問題の打開策として、シズテムの構築に

味　村　重　臣
16 システム設計

黹fータ中心への接近

構造化技法の採用が期待されている。その考え

禔Aツール、技法のあらましを展望し、伝統的
（産業能率大学教授）

手順との差異を明らかにしたい。

エントロピー一・モ 消費者の購買行動に冷ける銘柄選択の問題を、

17

デルに：よる市場構
｢分析一新銘柄進出の市

市場情報の有効利用の観点から、『エントロピー・

cfルにより分析する手法について解説する。
?墲ｹて、既存の市場に新銘柄が進出してきた
鼾№ﾌ市場構造分析と新銘柄の価格選定につい

太　田　　　宏

i大阪府立大学教授）

場分析と価格選定 ても講述する。

経営戦略の設定は、未来の多くの環境予測情
経営戦略と前提 報に依存する。そこで社会・経済、技術、市場、 小　林　靖　雄

18 一環境予測企業目 資源政府規制等の因子を中心に、企業をめぐる （元放送大学副学長）

標能力評価 環境予測の内容を説明する。

＝環境予測にもとづいて、，企業がとりうる戦略

の諸代案のうち一つを選択する意思決定は、フ

19 経営戦略の設定 オーマルな手法をもちえない。ここではその基 同　上

本的前提と、若干の接近方法について述べる。

20

情報化時代の生産

Vステム

[ファクトリー・

　近年、FA、すなわち機械加工診よび組立の
sxな自動化が進められている。本講義では、
謔闖_軟性のある自動生産システムとして注目
ｳれるFMS（プレ・キシブル生産システム）の

横　山　雅　夫

i福島大学助教授）

▼オートメーションー
概要を説明するとともに、これからの生産シス
eムのあり方について解説する。

より高度な生産システムの発展のためには生
産管理システムの開発が不可欠である。本講義

21
情報化時代の生産

ﾇ理
では、多品種少量生産を行う生産システムにと
ﾁて重要な、負荷配分や加工の落ケジューリン

同　上

グを中心として、．問題のとらえ方と計画手法に

ついて解説する。

22

情報化とマーケテ

Cング

[ー}ーケティング

　消費市場は、「分（少）衆化」「個別化」した
s場へと変質してきた。大衆では：なく「個」の

s場をいかにつかむかが、マーケティングの最
蛯ﾌ課題である。情報化の進展に支えられ、個

伊　藤　公　一・

i千葉商科大学教授）

革新の背景一
々のニーズを掌握するというマーケティング上
ﾌ革新が起こりつつある。　　　　、

情報化とマーケテ
　このマーケティング：革新とは、川下発想（メ

[カー・卸）、付加価値提供志向（卸）、生活者

23
イング

[マーケティング

の欲求への適合（小売）である。r革新を支え、

｣す情報化として、①盾報ネットワーク（VA
同　上

革新の展開一
N他）、②顧客データベース化、③POSシス
eム、④ニューメディア、を取り上げる。
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現在、わが国の株式会社は証券取引法と商法

24
企業内容の開示制

x

の定めによって、その事業内容を、いわゆる財
ｱ情報として開示しなければならないことにな
ﾁている。本講では、有価証券報告書の制度、

江　村　　　稔

i放送大学教授）
澄よび、貸借対照表などの公告の制度につき、
現状をあきらかにする。

投資家左どに開示すべき会計情報について近
年、会計学者による研究が進んでいる。とくに

25
財務情報と情報：革

ｽ
W．H．ビーバーの「財務報告：革命」は注目さるべ

ｫ業績である。本講では、この書物をとりあげ

伊　藤　邦　雄

i一橋大学助教授）
て論じてみよう。

コンピュータを始めとする情報機器の発展は、

26
情報化の進展と企

ﾆの資金部門の変

e

高度成長期にみられた銀行との話し合いをもと
ﾉした資金の調達と資金繰りから、より多くの
﨣��繒Wし、迅速に対応した資金の管理を促
ｵてきた。ここでは、その変貌の跡を辿り、こ

　古　川　浩　一一

i東京工業大学助教授

れからの課題を考える。

企業の資金調達力は、その企業に対する資本

情報化が経営財務 市場の評価と密接に関連する。企業は自らの経

27 に及ぼす影響の諸

､面

営成績を会計報告書という形で利害関係者に報
垂ｵている。この報告書によって与えられる会
v情報が企業の評価とどのように関連している

同　上

かを検討する。

OAを理解するために、まず、「OAの歴史 中　村　光　男

28
O　A　の基：三
黶ZAと歴史と狙い

と背景」を考察し、その本質を見極める。そし
ﾄ、「OAの狙い」は、一体、何であるのか、
ｻの狙いに到達するためには、如何なる「OA
ｻのステップ」を必要とするのかを、考察する。

㈱岡村製作所

o営情報システ

?､究所
､究開発室長

昭和55年前後から注目されたOAも今や定

O　A　の　実践 着しつつある。そこで「OA化の現状」を把握

29 一〇Aの現状・動
?E課題

し、次に、今後のリード・ソフト・通信・環境
ｮ備・情報管理技術の向上と共に「高度情報化
ﾐ会におけるOAの動向」につき、若干の考察

同　上

を行い、「今後の課題」を提起する。

30 総　　　　　　括

　本講義に対する補遺や敷術を試み、全体的な

ﾜとめを行う。あわせて来るべき時代の産業齢

謔ﾑ技術の動向を展望し、今後の勉学の便に供

ｷる。

江　村　　　稔
驕@部　浩　一
ｬ　田　周　郎
ﾁ　瀬　滋　男
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〔主任講師

＝科学と宗教＝（R）

転1郷難欝学…）〕

全体のねらい・
　科学と宗教というテーマは大きく、且つ単なる教条的理解や道聴塗説に止まってならぬ面を持って
いる。本講座は総合講座として、学説の記憶というより、学生諸君がこのテーマについて自分の意見
を形成することを狙いにしている。それ故教材は記憶すべき玉条集でなく、諸君が意見形成する際の

対話相手と考えてほしい。

回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学の確かさはどこに由来するのかをテーマ

1

序　　　　　　論一科学信仰の源流
とし、科学記述の世界と日常世界のかかわりを

沒｢する。

　大　森　荘　蔵

i東京大学名誉教授）

関係の原初形態 古代ギリシアのソークラテース以前の哲学に

一古代は過ぎ去っ 於いて、科学と宗教がどのように関係していた 今道友　信
2 ：影と過ぎ去らな 1かを論定する。代表的学者を取り上げ、祖型に：

い基礎との共在 分類した6 （清泉女子大学教授）

する場である一

科学者であり同時に宗教家である立場から、

3

科学　と　宗　教一科学者として宗

@教者として

この問題を論じ、自然現象の科学的把握も神の
＜bセージを含むこと、その意味では、宗教も

ﾈ学も一つであることを説明し、また、すべて
ﾌ文化的営みが一つの方向を持っていることを

柳瀬　睦　男

i上智大学教授）

論じている。

人間の王国を建設するところに：科学の仕事が

神はどこに住むのか あるが、それは神の国の土台の上に据えられな 加藤信朗
4 人間はどこに：重ん くてはならないことを、人間の在るべき場所を

でいるのか 求める哲学的考察によって明らかに：している。 （東京都立大学教授）

ガリレイからニュートンを経て十九世紀に至

5
「物理学者にとっ

ﾄ神とは　」

る宗教観と、ハイゼンベルグの眼を通して見た
ｻ代物理学の創始者たちの宗教心との対比に：よ
閨Aそれらの類似と相異が汲みとられるように
ｵた。現代科学者による問題の展開が簡明に論

小　田　　　稔

i理化学研究所
@　　　理事長）

じられる。

心、特に「わたし」の扱いを中心として、科

6
心の本質をめぐる
ﾈ学と宗教

学的世界観と宗教的世界観の特徴と限界を明ら

ｩにする。それらは二つの相異なる原語に：よっ

ﾄ語られるから、直ちに：は結びつかない。宗教

稲　垣　良　典

i九州大学教授）

言語に習熟するためには自陣革新が必要である。
、

頒歌を材料に取り、宗教的言語がいかなる働

7
宗教的言語が披く
n平と科学的世界

きをもち、いかなる世界を強くか、またそれは

ﾈ学言語の披く世界といかに異なるかを検討す

驕B

宮本久雄

@山i東尽大学助教授）
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向 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

現代の日本を代表する哲学者として西田幾多郎

8
科学的真理と形
繩w的真理

と松本正夫を取り上げ、両者に：於ける科学論と
@教論とを基にして、標題のテーマを考察して
｢る。西田は自力宗教と述語論語、松本は啓示

橋　本図　子
i青山学院女子短

宗教と主語論理というように、相互に尖鋭な対 期大学助教授）
立がある。

科学言語と日常言語を比較し、存在に目を向

ける前者と意味を求める後者を対比し、科学言

9 存在　と　意　味 語が作る科学的世界の強さと弱さを検討する。 大　森　荘　蔵

10

科学の問いと宗教
ﾌ問い
鼡Z術・科学・宗
@教

技術・科学・宗教はそれぞれ何を求める活動

ﾈのか。それらの答えるべき「問」に：よって三

ﾒの区別を試みる。
伊　藤　笏康
@　　　（公一）

i放送大学助教授）

十八世紀ドイツ啓豪思潮の代表的文人レツシ

11 「賢者ナータン」

ングの「賢者ナータン」を材料として、宗教間
ﾌ対立、それを超える人間的真情の交流の重要
ｫを述べる。理神論、啓蒙主義、科学的合理主

坂　部　　　恵

義等の本質を考察し、道徳教説に於ける人間的 （東京大学教授）

一致の重要性を説いている。

現代人は、科学者を含めて、倫理的責任が問

12
科学時代に似合っ

ｽ宗教心を求めて

題に：なる時、良心に訴えるか、宗教に頼ること

�~める傾向が強い。その原因の一つは、宗教

ﾌ側の言語表現の不適切性にありその改善が望
橋　本典　子

まれる。

リクr一ルとオリベソティーとの筆者の直接対

科学と宗教 話を基にして、科学と宗教の結びつきの可能性 山　本　　　信

13 その架け橋 を問う。リクールを介して、詩的言語の解釈が、
一リク→レとオリベッティ オリベッティーを介して、倫理がそれぞれ媒介 （東京女子大学教授）

となることを明らかにした。

科学と宗教、
　科学は客観を、宗教は主体を問題とし、衝突はないはずであるが、知識の強情と信念の偏執

14
　　　そして人間一知ることと生き

@ること

が原因となって両者の関係は複雑となる。科学
ｪ自然を問題にするように、人間は宗教に関し、
ｩ已の安心立命のみならず、社会の歴史の行方
ﾉ責任を持つべきである。

橋本典　子

科学と宗教の接点の一つは生命と死の問題で

15
生命哲学と宗教一アンリ・ベルクソン ある。この問題に関しては、ベルクソンを介し

ﾄ、独自の考察を求めることも一一つの方法であ

驕B科学と宗教を直接に関係づけず、科学と哲

小　尾　信　彌

i放送大学副学長）

学の比較を通じて、道徳や宗教を論じる。
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回’ テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

16 宇　　　宙　　　論

　現代の天文学者として科学と宗教について論

ｶる。そのため、人間が何故ここにいるのか、

ﾆいう問い、私が今何故ここに：いるのかという

竄｢を出発点として宇宙の構造と進化の面から

ｻれに：ついて考える。

小　尾　信彌
i放送大三三学長）

17 科学理論　と
@教　「理論」

求めるものに応じて理論は異点る力動的構造

�謔驕Bその面から科学と宗教と技術の活動と

ｵての差は何か、また三者を連続的につなぐも

ﾌは何かを検討する。

伊　藤　笏康
@　　（公一）

18 科学・・宗教・合理化

　科学と宗教を統一的に見る視点を、マックス・ウェーバーの「人間の生の合理化」に求め、

ｼ者が合理化の過程の中で緊張関係に：立つこと
�ｾらかにした。近代以後、科学が生の全面に
∠揄ｻを果したので、宗教は非合理の中に閉じ
桙ﾟられた。

浜　井　　　修
i東京大学教授）

19 死

　死は科学の超克出来ない現象であり宗教の基

{的課題なのである。その視点からディー教授

ﾌ宗教観を直接対話で尋ね、ジャンケレヴィツ

`を介して死の瞬間の意味を探り、死が原罪に

薰ﾃくとされるところがら悪の問題を考えた。

橋本　典子

20
科　学　　と　禅一漱石の世界より

　近代科学との出会いを経験した漱石の世界に

翌｢て、科学的精神と宗教の相異を考察するた，

ﾟ、『門』と『行人』の二作品の解釈を行った。

Tを『坐』とし科学を『走』と規定した。

大橋　良　介
i京都工芸繊維大

w教授）

21

科学と宗教の基本
I関係一二つとも古くか

@ら別々の明るさ
@を求めている

両者の異同、混同、劇的調和という意味論的

皷ｿ値論的問題を縦軸とし、過去、現在、未来

�｡軸として、両者の基本的関係を論じている。 今　道友　信

22
言語の働きとして
ﾌ科学と宗教

科学も宗教も、〈こころ〉言語の働きに：よっ

ﾄ生成する地平であり、ともに「全体を求める」

ｫ格をもつ。「全体を求める」〈こころ〉言語

ﾌ機構としての「縮重」を中心に：し、両者の異
ｯを検討する。　　　　　　　　　　　　　　　　　℃

井　上　　　忠

i日本大学教授）

23

技術文明と宗教一ガブリエル・マ

@ルセノレ

　技術が世界を支配し始めた時代から思索の生

?ﾉ：入ったマルセルは、技術社会に於ける人間

ｫ喪失の危険に気付いた最初の人々に属する。

@教による希望が単なる欲求と異なり、人間を

V生に導くことを明らかに：した。

橋本典子
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

科学者として信仰をもつ三三の経験を手がか

24 愛　　　と　　死
りにして、先ず、個人に：於ける両者の関係を論

ｶ、次に：体制として自誓変革を経た宗教に対し
垣花　秀武
i上智大学教授）

それを経験しない科学に向けて、科学のあるべ

き姿を価値論的に提案している。

「論理」を広い意味での探究原理と考えると

25 良寛　・道　元
Eィトゲンシュタイン

き、良寛や道元の得た論理は何であったか。ま

ｽ近年、そのいみでの論理を重視した哲学者に

Eィトゲンシュ．タインがいる。三者の論理を中

黒　埼　　　宏

i成城大学教授）

心にして考察する。

存在を限度とする形而上学に飽き足らず、存

科学・倫理・宗教 在の彼方を志向して、倫理学を第一哲学とする

26 一工マニュエルレ 現代哲学者レヴィナスの思索を通じて宗教を論 橋本典子
ヴィナス じる。「顔」に於いて「封殺すなかれ」という

神の命令を読むのは周知の特色である。

将来の　問　題 科学と宗教が現実を解釈する二つの目である

27

一これは省察であっ
ﾄ予言ではない。

@しかし，推理と決

ことを明らかにし、将来に於ける宗教の二三性

ﾆその存立条件を、エゴ・エティカとの連関に 今道友　信
意とは想像ととも 於いて考察している。

に時を先駆ける一

悪の本質を時間の非充足ないし非充実と見る

悪に　つ　い　て 新しい見地から、宗教・科学・科学技術と悪の
29

一それは時間の非 関わり合いを考察した上で、災悪と罪悪とに於 同　上

充足である。 ける宗教の役割を論じている。

人間の死の問題を例として、両者の関係につ

科学と　宗　教
いて哲学的思索を展開する。宗教は自已の中に
ﾈ学技術を受け入れてあまりあるもの、すなわ 辻村　公　一

29 一死の問題を例と ちそれによって侵されない大きな力であること （京都大学名誉教授）
して を、生死が無生死であり、無生死が生死するこ

との体得を通して明らかにする

『科学と宗教』の講義は、教養学部の最も教
養らしい教養として提示されているものである。

30 知識と　意　見
このような問題については知識よりも多くの卓れを意見に接することが大切でる。これを「受

大森荘　蔵
げる」のみではなく、これに「反応」して考え
るべきである。
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＝　生　　命 論　＝（TV）

　　　　　　　　　　　〔主任講師：野田春彦（放送大学教授）〕

全体のねらい
　生命は歴史を通じて人類の強い関心を集めてきた。十九世紀以来生物学、生物化学の新しい展開に

とも旧い生命の考え方は大きく変わり、分子生物学の出現で物質を基礎とする考え方は確実左ものと

なった。この考え方と従来の考え方とを比較考察する。

回 テ　　　一一　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

との講義全：体の編成の方針を：概略説明し、と

こで採用した考え方以外の考え方をも考慮した 野　田　春　彦

1 序　　　　　　論 上で、全体的視野の下で勉学の指針を与える。

（放送大学教授）

人i類の有史以来の生命に対する考え方を総説

する。特に宗教書や哲学書に現れた世界観など 伊　雨池　康
2 歴史宗教哲学と生命 古代以来の生命に対する考え方の変遷を現代の

知識と関連させて見直す。 （放送大学助教授）

生物学が物質的基礎を持たなかった時代には、

物理学や化学で理解できない未知：な原理が働い
大森荘蔵

3 生気論と機械論 て初めて生命現象が起こるという考え方をせざ

るを得なかった。それが今でも本当かどうかを （東京大学名誉教授）

考える。

地球上の生物全部に共通の部分があればそれ

は生命にとって必須の部分であろう。さらに必

4 生命の最小単位 須でない部分があればそれを除く。最少の部品 野　田　春　彦
で構成される生物はどんなものかを探ってみる。

5 筋　　　収　　　縮

　生物の細胞の基本的運動能力を考察する。細

E分裂に際しての細胞内の動き、鞭毛の運動、

@毛の運動、筋肉の運動などの構成や運動機構

ﾌ異同についても考察する。

江　橋　節　郎
i岡崎国立共同研究

°@構生理学研究所

@　　　　　所長）

単細胞の生物は細胞分裂によって増殖し、多

細胞生物は細胞分裂によって成長し、さらに増 平　本　幸　男㍗
6 増　殖　と分化 殖する。基本と左る細胞分裂の機構とその生物

墲ﾉよる微細左差を考察して、生命機構全体と
（放送大学教授）

の関係を考察する。

単細胞生物でも、多細胞生物でも、タンパク
質分子が集合して形成する構造は個々のタンパ

7 構　造　形　成
ク質に固有の化学構造にもとづいて自動的に作

轤黷驕B多細胞生物では細胞の集合の方式も生
野　田　春　彦

物の形を決定する。これらに内在する原理を考
察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当。講師
i所属・氏名）

8 酵　　　　　　素

生物体内の化学反応で共有結合が形成される

ﾆきにはほとんどの場合に酵素が関与している。

ｱの酵素の物質としての性質、作用機構と構造

ﾆの関係などが、どこまで物理化学的に理解で

ｫているかを考察する。

野　田　春　彦

9 ホ三三スタ　シス

　生物体内では条件を一定に保とうとする傾向

ｪある。その中で特に物質代謝系に関係する物

ｿの濃度を一定に保持する機構については研究

ｪ進んでいるので、それを説明する。

同　上

10 太陽と地球と生物

　現在の地球上では生物界への炭素化合物の取

闕桙ﾝは殆ど全部植物の光合成によっている。

�≒ｬの産物が食物連鎖を通じて動物や菌類を

{っている。そφ全体像を地球的規模で考察す

驕B

同　上

11
物質代謝とエネル

Mー代謝

　生命現象の特徴の一つは材料物質が常に流れ
ﾄいることであるら流れを作るためにはエネル

Mーが必要である。それらの流れの相互関係と、

ｻの機構を考察する。

同　上

12 遺　　　　　　伝

　遺伝現象の基礎となる分子生物学的機構は全

秤�ｾされているわけではない。染色体とDN
`の関係などをも含めて、分子レベルの考え方

�ﾅきるだけ現象に結び付ける試みをする。

同　上

13 タンパク質の生合成

　遺伝子の構造として保持されている遺伝情報

ﾌ具体的発現はいろいろあるが、その中でよく
､究さ紅て“るのはタンパク質の生合成である。

ｻの機構の細目を検討してみる。

同　上

14 分子の進化機構

　永い年月にわたる遺伝子の変化が進化の基本

ﾅあるが、DNAの具体的な構造とその変化の
ﾂ能性を実際の遺伝子の：構造と関連させて考察

ｷる。

宮　田　　　隆

i九州大学教授）

15 核酸の構造と機構

1，核酸の所在

Q．核酸の立体構造

R．染色体とDNA
S．核酸のヌクレチオチド配列　　の分析

野　田　春　彦
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回・ テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

1．遺伝的多型

2．遺伝子の多様性と人種 尾　本　恵　市
16 個人差と人種 3．タンパクからDNAへ （東京大学教授）

多細胞生物の多数の細胞の行動を統制する方
法の一つは神経によるものである。生物が進化 久保田　　　競

17 中　枢　神　経
して、その神経の中に中枢神経系が現れて全体
�ﾜとめるようになると生物め行動は複雑にな

（京都大学霊長類

る。人間は言葉を使うことによって更に新しい 研究所教授）

行動様式を開発した。

知能は記憶の基礎の上で働くものであるが、

その記憶というものの本質を考え直す試みをす

18 記憶について
る。 大　森　荘　蔵

人間の立場から生命を考えると、精神の働き
香　月　秀　雄

19 精神　と　生命
が常に念頭にある。山川草木に生命を感ずるの

ﾍ、人間の側から感情その他を移入する結果で
（元放送大学長）

蛛@森　荘　蔵
ある。その他日常の多くの場合について色々の 野　田　・春　彦
面からの考察を試みる。 伊　藤　公　一・

計算機は脳の能力の一部を遂行するものであ

20 自然知能と入工知能
るが、最近の計算機では人工知能と呼ぶことも

ﾅきるよう左能力を備えるものがある。両者の
甘　利　俊　一

i東京大学教授）
比較から脳の能力に対して新しい見方も現れる

かもしれない。

鳥類と哺乳類は侵入する外敵に対抗するため

に、特別な細胞群を用意している。これらの細 大　沢　利　昭
21 免　　　　　　疫 辛辛が多種類の外敵に対して対抗できることの （東京大学教授）

原理、その際に合成されるタンパク質などにっ

いて最近の進歩を考察する。
●

残々の日常生活では、食事の消化と眼収は意

識されないことが多い。もし意識されるように 橘　　　正　道
22 消化　と　吸　収 なると異常が存在する。平常の場合にはどのよ

（千葉大学教授）
うに進行しているか、異常になると何が診かし

いのかを考察する。
覧

1．思考時の大脳連合軸の活動

23
考える脳のメカニ

Yム

2．大脳の神経回路網

R．意識と注意
伊　藤　正　男

i東京大学名誉教授）
4．　と幻覚

5．記憶の2型
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

体の部分について意識するようになると、そ

こに何かの異常があることが多い。しかし異常

24 病　　　　　　気 がないのに意識が先行することもある。何を正 香　月　秀　雄
常と呼び、何を異常と呼ぶかについて考察して
みる。

薬の中で抗生物質は効力の原理が明らかなも
のである。細菌が如何にして抗生物質を生産す

25
抗生物質とその効

ｫ方

るか、抗生物質が相手の細菌の生理作用のどこ

�j害するかを調べてゆくと、生きるというこ
ﾆの分子生物学的な基礎と深く関係しているこ

大　村　　　智

i北里研究所副所長）

とが多い。

多細胞生物の個体は必ず老化する。加齢によ
る器官の変化、死亡率など老化の基本データを 松　村　外志張

26 老　化　と　寿命
供覧し、老化に関して今までに提出され：た仮説

�燒ｾし、老化と栄養の関係や寿命の予測など

（明治乳業ヘルスサ

Cエンス研究所
現在ではまだ答えのできていない問題について 研究員）
も考察する。

医療の手段の一つとして故障のある臓器を摘

出して他人から正常な臓器を移植したり、人工

27 臓　器　移　　植 の臓器を取り付けたりすることが行われる。実 香　月　秀　雄
際の方法、功罪、将来の見通しなどを論ずる。

人間の意識の中で、自己の死というものは特

異な地位を占める。歴史的な思い込みを取り去

28 生　　　と　　　死 って、虚心聖跡に考察を試みる。 大　森　荘　蔵

地球上の生命の物質的基礎は相当程度明らか

になってしまった。しかし宇宙のどこかで生命

29 物質　と　生命 を構成するときに、現在地球上にみられる生命 野　田　春彦
と同じものだけを考えるので十分かどうかは確

かではない。

各方面から考察した生命の本質：を再び復習し、

30、 生命とはなにか、

?ﾟて考える

考察の足りなかったところを補い、将来研究す

ﾗき点について論ずる。 野　田　春　彦
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二文学の東西＝（R）
　　　　　　　　　　　〔主任講師：辻　　理（東京大学名誉教授　　　　　芳賀　徹（東京大学教授））〕

全体のねらい
　「文学」や「東西」の意味、日本文学の特質などを検討したのち、一三に芳賀講師によっていくつかの

主題に則し、日本と諸外国間の関連と影響関係を比較文学の成果として解明する。後半は西欧諸国」中

国と日本との間に澄いて、対照比較、受容の問題等を論じ、全体として日本文化のアイデンティーを求

める試みとしたい。

回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

「東西」及び「文学」について東西からする 芳賀　　　徹

1

「文学の東西」を
ﾟぐる環境（1）“文学”於よび

配慮を行い、この二つの概念の歴史的な変遷に

ﾂいてもふり返ってみたい。

（東京大学教授）三　好行　雄

i大回女子大教授）
ｬ　山　弘　志

i国文学研究資料

“東西”の概念 　　　　三々長）
ﾒ　　　　　理

（東京大学名誉教授）

「文学の東西」を 世界の中で言葉の孤児である日本語の特性を 三　好行　雄
めぐる環境（2） 考察したのち、0この特性が文学に与えているで 小　山　弘　志

2
日本語の特性と文 あろう影響を、各種の仮説として論じる。． 古田　東朔

i放送大学教授）

学への影響 辻　　　　　理

「文学の東西」を
　比較の可能性と不可能性について論じたのち、

芒r文学という学問の成立根拠を問う。

芳賀　　　徹
ｬ　山　弘　志

3 めぐる環境（3） 佐　伯　彰　一

比較と日本文学 （中央大学教授）

’辻　　　　　理

比較文学という学問の西欧に澄ける歴史とと

もにその日本に齢ける展開と成果を解説する。
4 比較文学の歴史 芳　賀　　　徹

中国文学に取材する。

桃源境の系譜（1＞
5

悶淵明の桃源郷
同　　　上

日本の江戸文学までを扱う。

6
桃源境の話（2）

激Aジアの理想郷
同　　　上

も

近代文芸に取材する。

7
桃源境の話（3）
坙{における桃源郷

同　　　上
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回 テ　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

きりしたんとクリ 南蛮文学6翻訳及びヨごロッパにおける文化

8
スチャン　（1）

ｼ欧キリスト教文

wと日本

史的背景を扱う。

加　納孝代

i青山女子短期
蜉w助教授）

きりしたんとクリ 寛永までを扱う。

スチャン　（2）
9

明治時代の聖書と
同　　　上

讃美歌の日本語訳

新井白石について。

蘭　学　事、始 大久保　喬樹
10

（1）

（蕩京㌘肇

杉田玄白について。

11
蘭　学　事　　始
@　　　　　　（2）

同　　　上

岩倉使節団と福沢諭吉。

12

ヴィクトリア朝英

曹ﾆ日本人
川　西　　　進

（1）

（東京大学教授）

夏目漱石をめぐって。
ヴィクトリア朝英

13 国と日本人 芳　賀　　　徹
（2）

俳句。芭蕉、蕪村、一茶、草田男など。
すま　　　い

住　居　の　詩
14

（その1）
同・　　上

詩。バシュラール、リルケ、萩原朔太郎、田
すま　　　い

Z　居　　の　詩
中冬二など。 川　本　皓　嗣

15
（その2）

（東京大学助教授）
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回． テ　　一　　　マ 内　　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

唐以前の中国文学と日本との関係を、一、二

16
〔中国と日本（1）〕 の事例に即して論ずる。 竹　田　　　晃

i東京大学教授）
唐　　　以　　　前

辻　　　　　理

唐・宋の伝奇小説と、それにもとつく日本の

17
〔中国と日本（2）〕 小説を取り上げて、比較考察する。

尾上兼　英
白　話　小　　説 （東京大学教授）

日露間の文化的交渉を簡単にたどったあとで、
〔ロシアと日本（1）〕 トゥルゲーネフからトルストイ、　ドストエフス 川　端香男里

18 ロシア文学の近代 キイ、チェーホフに至るロシア文学が日本近代
ｶ学成立上に演じた重要：な役割を説明し、同時

（東京大学教授）

日本文学への影響 に日本的理解の偏よりに：ついて論ずる。この偏 辻　　　　　理
よりはソビエト期に更に大となる。

〔・シァと日本（2）〕 外国文学の影響の及ぶ「終着点」であるとい
う点で両国の文学は多くの歴史的形態論的特徴

19
ロシア文学と日本

ｶ学一
を持つ。また文壇のあり方、作家の生き方にも
且翌ｽ面がある。これちの共通点・類似点を指

同　　．上

摘しつつ、さらに両文学の相違、両文学の民族
対比的考察 的特性へと話を進める。

20

〔フランスと日本（1）〕

tランス文化の
@　　自己理解一一

　フランスの文化がいわゆるアイデンティティーを獲得し、明確な自己理解を行うのは17世紀

ﾌことである。演劇を中心としてその経緯を解

渡　辺　守　章

i東京大学教授）

演劇を主として一
明しながら、一部は現代にも話題を拡げて日本

ﾆのコントラストを浮き彫りにしてみたい。
辻　　　　　理〃

〔フランスと日本（2）〕
　詩とは何よりもまず形式の面で散文と異るも

ﾌだった。どのようにして、散文のままで「ポ
阿部　良　雄
i東京大学教授）

21 フランスと日本の

U文詩
エジー」が成り立つようになったか。ボ「ドレ

[ルや萩原朔太郎の場合に即して考える。 井　戸　桂㌧子

（放送大学助教授）’
～

ソネット（十四行詩）という、約束事の多い

22
〔イギリスと日本（1）M

¥ネットの受容

窮屈な西洋の詩型が、日本でどのように受容さ

黶A変容したか、イギリスのソネットとその翻

�A日本の創作ソネット数篇を取り上げて考察

川　西　　　進

ﾒ　　　　　理
し、東西文学の特質の一端を明らかにしたい◎

、

ワーズワスと芭蕉とは、ともに花鳥風月をう

23

〔イギリスと日本（2）〕

�ﾂの自然観一
盾ｲズワスと芭蕉

たった詩人であるが、そのうたい方にどのよう

ﾈ差異があるか、そしてその差異はどのような

lえ方、ものの見方の相違から生ずるかを、具

上　島建吉
i東京大学教授）

体的な詩句に当たって考察する。
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回 テ　　　一　　　マ 内　　　　　　　容 担当講師
i所属・氏名）

日米の自然観が文学にいかに表われているか

24
〔アメリカと日本（1）〕

喆ﾄの自然観

を考える。南北戦争以前の文学をとり上げマクロコズムとミクロコズム、17世紀清教徒達の

ｩた神意の啓示としての自然、19世紀ロマン
蜍`の作家エマソンとメルヴィルの相対立する

島　田　太郎

i東京大学助教授）

ﾒ　　　　　理

自然観などを論じる予定

自然と文明の対立はアメリカ文学に影ける最

25

〔アメリカと日本（2）〕

Aメリカ文学に：澄

大の主題の一つといえるが、この問題は西部フロンティアと深く関係している。この授業では

渡　辺利　雄

ける自然と文明 マーク・トウェインなどの作品を通してそれを
沒｢し、さらに日本人の自然・文明観との比較

（東京大学助教授）

によってその独自性を明らかにする。

ゲーテの普遍性と言われるものを、市民階級・

26
〔ドイツと日本（1）〕

Qーテの「普遍性」

市民文化との関連から考察し、『若きヴェルタ

[の悩み』を中心に、日本に澄ける受容の様態

ﾉ触れたい。

辻　　　　　理

蛛@貫　敦　子
・（学習院大学助教授）

カフカの作品を通じて翻訳と理解の可能性と

〔ドイツと日本（2）〕
不可能性を論じる。

27
カフカとその受容

辻　　　　　理

『ドン・キホーテ』と近代小説の誕生につい

28
〔スペインと日本〕

茶hン・キホーテ』

て考察したのち、『ドン・キホーテ』受容史に

ﾂいても論ずる。
桑　名　一博

i東京外語大教授）

辻　　　　　理

現代ラテン・アメリカ文学の魅力と強い影響

〔中南米と日本〕 力とを論じ、その位置づけを試みる。

29 現代のラテン・ 同　　　上
アメリカ文学

概観と各種の事例の考察とが自然に語るもの

が何であったかを、まとめとして論じて急きた

30 ま　　　と　　　め い。 芳賀　　　徹

辻　　　　　理
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